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平成２４年３月定例会会議録（第１号） 

 

 

平成２４年３月２日 金曜日 午前１０時００分開会 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   佐  藤  卓  也  議員 

  ３番   平  向  岩  雄  議員     ４番   小  野  周  一  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   髙  橋  富 美 子  議員    １０番   伊  藤     操  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 國 分 政 嗣 

総 務 課 長 伊 藤 元 昭  総 合 政 策 課 長 野 崎   勉 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 小 野 孝 一 

市 民 課 長 川 田 美 浪  福 祉 事 務 所 長 今 川 吉 幸 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 清 水 幹 也  農 林 課 長 五十嵐 正 臣 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 安 食 敬 二 

上 下 水 道 課 長 星 川 俊 也  会 計 管 理 者
兼会計課長代理 井 上 和 子 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 兼 
教 育 総 務 課 長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 栗 田 正 人 

生 涯 学 習 課 長 近 岡 晃 一  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 月 野   隆 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 松 田 裕 一 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 小 野   享 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 任 笹 原 孝 一 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２４年３月２日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 報告第１号新庄市土地開発公社の経営状況の報告について 

日程第 ４ 報告第２号平成２３年度新庄市一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認について 

日程第 ５ 議案第１号新庄市監査委員の選任について 

日程第 ６ 議案第２号新庄市教育委員会委員の任命について 

日程第 ７ 選挙管理委員会の委員及び補充員の選挙について 

日程第 ８ 平成２４年度施政方針の説明 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第 ９ 議案第３号新庄市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定につい

て 

日程第１０ 議案第４号新庄市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１ 議案第５号新庄市住民生活に光をそそぐ基金条例を廃止する条例の設定について 

日程第１２ 議案第６号新庄市市民税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１３ 議案第７号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１４ 議案第８号新庄市立図書館条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１５ 議案第９号新庄市印鑑条例等の一部を改正する条例の設定について 

日程第１６ 議案第１０号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１７ 議案第１１号新庄市営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

日程第１８ 議案第１２号新庄市定住促進住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第１９ 議案第１３号新庄市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２０ 議案第１４号新庄市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 
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日程第２１ 議案第１５号新庄市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を廃止する条例の設定について 

日程第２２ 議案第２５号平成２４年度新庄市一般会計予算 

日程第２３ 議案第２６号平成２４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

日程第２４ 議案第２７号平成２４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

日程第２５ 議案第２８号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計予算 

日程第２６ 議案第２９号平成２４年度新庄市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第２７ 議案第３０号平成２４年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計予算 

日程第２８ 議案第３１号平成２４年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

日程第２９ 議案第３２号平成２４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第３０ 議案第３３号平成２４年度新庄市水道事業会計予算 

日程第３１ 予算特別委員会の設置 

日程第３２ 議案・請願の予算特別委員会、各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第３３ 議案第１６号平成２３年度新庄市一般会計補正予算（第８号） 

日程第３４ 議案第１７号平成２３年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第３５ 議案第１８号平成２３年度新庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第３６ 議案第１９号平成２３年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第３７ 議案第２０号平成２３年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第３８ 議案第２１号平成２３年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第３９ 議案第２２号平成２３年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第４０ 議案第２３号平成２３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第４１ 議案第２４号平成２３年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

沼澤恵一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。欠

席通告者はありません。 

  なお、会計課長が欠席のため、会計課より出

納主査井上和子君が出席しておりますので、御

了承願います。 

  これより平成24年３月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付してあります議

事日程（第１号）によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第81条の規定に

より、議長において奥山省三君、清水清秋君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

沼澤恵一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小野周一君。 

   （小野周一議会運営委員長登壇） 

小野周一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る２月24日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました平成24年３月定例会の運営について協

議をいたしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含め提出議案等

についての説明を受け、協議を行った結果、会

期につきましては、お手元に配付してあります

平成24年３月定例会日程表のとおり、本日から

３月15日までの14日間に決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

り決定いたしましたので、よろしくお願い申し

上げます。 

  このたび提出されます案件は、報告２件、議

案15件、平成23年度補正予算９件、平成24年度

予算９件、請願１件の計36件であります。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日、報告

２件の後、議案第１号及び議案第２号までの人

事案件につきましては、提案説明の後、委員会

への付託を省略し、直ちに審議をお願いいたし

ます。 

  また、選挙管理委員会の委員及び補充員の選

挙につきましても、本日の本会議において選挙

をお願いいたします。 

  議案第３号から第15号までの議案13件につき

ましては、本日の本会議において一括上程し、

提案説明の後に総括質疑を行い、各常任委員会

に付託をし、審査をしていただきます。 

  議案第25号から議案第33号までの平成24年度

予算９件につきましても、本日の本会議におい

て一括上程をし、提案説明をしていただいた後

に全議員で構成する予算特別委員会を設置して

いただき、同委員会に付託して審査をしていた

だきます。 

  議案第16号から第24号までの平成23年度補正

予算９件につきましては、本日の本会議におい

て一括上程し、提案説明をしていただいた後に、
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会議規則第37条第３項の規定により委員会への

付託を省略して直ちに審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は10名であります。よ

って、１日目５名、２日目５名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

て１人50分以内といたします。質問者並びに答

弁者の御協力を特にお願いいたします。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願いを申し上げ、議会運営委員会における

協議の経過と結果についての報告とさせていた

だきます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から３月

15日までの14日間にいたしたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、会

期は３月２日から３月15日までの14日間と決し

ました。 

 

 

平 成 ２ ４ 年 ３ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 ３月２日 金 

本 会 議 議 場 午前10時 

開会。報告（２件）の説明。人事案

件（２件）の上程、提案説明、採

決。選挙管理委員会の委員及び補充

員の選挙。平成２４年度施政方針の

説明。議案（13件）、予算（９件）

の一括上程、提案説明、総括質疑。

予算特別委員会の設置。議案、請願

の予算特別委員会、各常任委員会付

託。補正予算（９件）の一括上程、

提案説明、質疑、討論、採決。 

予 算 

特別委員会 
議 場 

本 会 議 

終 了 後 
正副委員長の互選 

第２日 ３月３日 土 
休       会  

第３日 ３月４日 日 

第４日 ３月５日 月 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 伊藤 操、小関 淳、山口吉靜、

石川正志、佐藤悦子の各議員 

第５日 ３月６日 火 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 平向岩雄、小嶋冨弥、佐藤卓也、

髙橋富美子、小野周一の各議員 
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会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第６日 ３月７日 水 常任委員会 

総 務 文 教

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案、請願の審査 

第７日 ３月８日 木 常任委員会 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案審査 

第８日 ３月９日 金 
予 算 

特別委員会 
議 場 午前10時 

平成２４年度一般会計、特別会計、

水道事業会計予算の審査 

第９日 ３月10日 土 
休      会  

第10日 ３月11日 日 

第11日 ３月12日 月 
予   算 

特別委員会 
議   場 午前10時 

平成２４年度一般会計、特別会計、 

水道事業会計予算の審査 

第12日 ３月13日 火 
予 算 

特別委員会 
議 場 午前10時 

平成２４年度一般会計、特別会計、

水道事業会計予算の審査 

第13日 ３月14日 水 休      会 本会議準備のため 

第14日 ３月15日 木 本 会 議 議 場 午前10時 
予算特別委員長報告、採決。各常任

委員長報告、質疑、討論、採決。 

 

日程第３報告第１号新庄市土地開

発公社の経営状況の報告について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第３報告第１号新庄市土地開

発公社の経営状況の報告についてを議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、報告第１号新庄市土地開発公社の

経営状況の報告について御説明申し上げます。 

  この経営状況の報告は、地方自治法第243条

の３第２項の規定によりまして議会に報告する

ことになっております。 

  平成24年度新庄市土地開発公社事業計画及び

予算でございます。この平成24年度事業計画及

び予算につきましては、去る２月２日に開催い

たしました平成24年第１回土地開発公社理事会

におきまして承認をいただいております。 

  平成24年度の事業計画につきましては、土地

処分による土地造成事業として小桧室２期宅地

分譲用地の処分を行うことにしております。事

業の実施によりまして、平成24年度は657万

8,000円の純利益を想定しております。 

  お手元の予算書の１ページから５ページまで、

新庄市土地開発公社の事業計画並びに予算の内

容を記載しておりますので、ごらんいただきた

いと思います。 

  以上につきまして、平成24年度新庄市土地開

発公社の経営状況の報告といたします。よろし

くお願いいたします。 

沼澤恵一議長 本件は、地方自治法第243条の３

第２項の規定による報告でありますので、御了

承願います。 
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日程第４報告第２号平成２３年度

新庄市一般会計補正予算（第７

号）の専決処分の承認について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第４報告第２号平成23年度新

庄市一般会計補正予算（第７号）の専決処分の

承認についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第２号平成23年度

新庄市一般会計補正予算（第７号）の専決処分

の承認について御説明申し上げます。 

  今年度は12月からの連続した降雪により、昨

年度と同じく豪雪の状況となりました。そこで、

市民生活などの安全・安心を確保していくため、

１月30日に豪雪対策本部を設置し、各般にわた

りその対応を図ってまいりましたが、道路や学

校、保育所施設などの除排雪総予算の執行率が、

おおむね８割から９割に達するなど大きな伸び

を示したことにより、適正な事業執行において

早期に補正を必要とする事態と判断し、２月９

日に専決処分をさせていただきました。 

  内容につきましては、今議会における補正成

立までに間に合わず、急を要するものであるこ

とを選択の基準とし、総額１億502万5,000円と

するものであります。 

  具体的には、道路の除排雪業務費の１億円や

学校施設などのほとんどの分野に及ぶ除排雪対

策経費でございます。 

  昨年度の記録的豪雪にまでは至っていないも

のの、対策本部の設置後も150センチメートル

を下回らない状況であったことにより、専決予

算の適切な執行等により、市民生活への影響を

軽減し、安寧な市民生活を確保してまいりたく

進めておりますので、御承認賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいま説明ありました報告第２

号について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、報

告第２号はこれを承認することに決しました。 

 

 

日程第５議案第１号新庄市監査委

員の選任について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第５議案第１号新庄市監査委

員の選任についてを議題といたします。 

  ここで監査委員髙山孝治君の退席を求めます。 

   （髙山孝治監査委員退席） 

沼澤恵一議長 提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第１号新庄市監査委員の選任

について御説明申し上げます。 

  本案は、識見を有する者のうちから選任した

監査委員の任期が、本年３月31日で任期満了い

たしますので、新たに選任するために、地方自

治法第196条第１項の規定により議会の御同意

をお願い申し上げるものであります。 

  御同意をお願い申し上げます髙山孝治氏は、

参考として添付しております経歴に記載のとお
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り、昭和44年３月に山形県立新庄北高等学校卒

業後、国家公務員として杉並税務署に勤務され、

平成17年８月に新庄市におきまして髙山孝治税

理士事務所を開設されております。 

  また、平成20年４月に監査委員に選任され、

昨年６月には東北税理士会新庄支部長に就任さ

れておられます。 

  このたび監査委員を選任するに当たりまして、

民間企業、普通地方公共団体の財務管理に加え

て、行政事務についても専門・高度の学識と経

験を有している同氏を最も適任と考え、御提案

申し上げるものであります。 

  御審議をいただき、御同意賜りますようお願

い申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第１号は、会

議規則第37条第３項の規定により委員会への付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、本

件は委員会への付託を省略することに決しまし

た。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第１号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第１号新庄市監査委員の選任については、

これに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第１号は、これに同意することに決しまし

た。 

  暫時休憩いたします。 

   （髙山孝治監査委員着席） 

 

     午前１０時１８分 休憩 

     午前１０時１９分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいま監査委員に選任されました髙山孝治

君にごあいさつをお願いいたします。 

   （髙山孝治監査委員登壇） 

髙山孝治監査委員 ただいま御承認いただきまし

た監査委員の髙山でございます。 

  思い出しますと４年前ですか、この席で、忙

しくなることのないようなという形でもってお

話ししたことを覚えております。 

  それで、２期目に当たりましては、本当に市

民の目線でもって行政事務なりを監査していき

たいと思っております。市民はどんなことを期

待しているのかということを肝に銘じて、私も

２期目の監査委員に当たりまして尽力していき

たいと思いますので、皆様の御協力をお願いい

たします。 

 

 

日程第６議案第２号新庄市教育委

員会委員の任命について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第６議案第２号新庄市教育委

員会委員の任命についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第２号新庄市教育委員会委員

の任命について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄市教育委員会委員のうち１名の

方が平成24年３月31日をもって任期満了となり

ますことから、新たに保護者委員として教育委

員を選任するため、地方教育行政の組織及び運
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営に関する法律第４条第１項の規定により御提

案申し上げるものであります。 

  任命しようとする方は、阿部仁美氏でありま

す。参考といたしまして経歴を添付しておりま

すが、本市の教育行政を推進していただく上で

まことにふさわしい方であると存じます。御審

議いただき、御同意賜りますようお願い申し上

げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第２号は、会

議規則第37条第３項の規定により委員会への付

託を省略いたしたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第２号は、委員会への付託を省略することに

決しました。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑及び討

論を省略し、直ちに採決いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第２号は、直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第２号新庄市教育委員会委員の任命につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第２号は、これに同意することに決しました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２３分 休憩 

     午前１０時２５分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第７選挙管理委員会の委員及

び補充員の選挙について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第７選挙管理委員会の委員及

び補充員の選挙を行います。 

  ここで選挙管理委員長矢作勝彦君の退席を求

めます。 

   （矢作勝彦選挙管理委員長退席） 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  選挙の方法につきましては、地方自治法第

118条第２項の規定により、指名推選により行

いたいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、選

挙の方法は、指名推選にすることに決しました。 

  お諮りいたします。指名の方法につきまして

は、議長において指名することにしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

長において指名することに決しました。 

  最初に、選挙管理委員の方々を指名申し上げ

ます。加藤義勝さん、木村 正さん、伊藤妙子

さん、矢作勝彦さんの４名を委員に指名いたし

たいと思います。 

  お諮りいたします。 

  ただいま指名いたしました方々を選挙管理委

員の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、た

だいま指名いたしました方々が選挙管理委員に

当選されました。 

  次に、補充員の方々を指名申し上げます。 

  補充員の１番目佐藤利美さん、２番目に海藤

靖彦さん、３番目に間 洋子さん、４番目に小

野正一さんを指名いたします。 
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  お諮りいたします。 

  ただいま指名いたしました方々を補充員の当

選人と定めることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、た

だいま指名いたしました方々が補充員に当選さ

れました。 

  それでは、ここで選挙管理委員に当選されま

した方々からごあいさつをいただきたいと思い

ます。 

  暫時休憩いたします。 

   （矢作勝彦選挙管理委員長着席） 

 

     午前１０時２９分 休憩 

     午前１０時３３分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第８平成２４年施政方針の説

明 

 

 

沼澤恵一議長 日程第８平成24年度施政方針の説

明をお願いいたします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、平成24年度の市政運営

に関し私の所信を申し上げ、議員各位を初め広

く市民の皆様の御理解と御協力を賜りたいと存

じます。 

１．はじめに 

  新庄市における戦後３番目の積雪深を記録し

た豪雪がようやく落ちつき始めた昨年３月11日、

我が国の観測史上最大規模の自然災害となる

「東日本大震災」が発生し、１万6,000人近い

多くのとうとい命が失われ、3,000人を超える

方が今なお行方不明となっています。1000年に

１度とも言われる巨大地震が引き起こした津波

により、太平洋の沿岸部は壊滅的な打撃を受け、

さらに福島第一原子力発電所の事故が深刻な被

害をもたらしています。 

  この未曾有の事態に当たり、本市では、発生

直後より被災地への職員派遣や避難者の受け入

れを開始し、多くの市民の皆様から御支援、御

協力をいただきながら、避難者と被災地におけ

る支援に取り組んでまいりました。長期にわた

るさまざまな支援活動において、市民の力が大

いに発揮されたことに心より感謝しております。 

  政府は、当初の５年間を集中復興期間と位置

づけ、この２月には復興庁を立ち上げて取り組

んでいます。復興事業が早期に進展し、被災地

が一日も早く復興されるよう望んでおります。 

  本市も、いまだ避難生活を余儀なくされ新庄

市内で暮らしている方々への支援などを通して、

復興に向けて可能な限り取り組んでまいります。 

  このたびの震災では、防災・危機管理体制の

あり方を初め、太平洋側と日本海側における港

湾などの連携的機能の配置、高規格道路や鉄道

などの東西軸の拡充の必要性、原子力発電にか

わる安全かつ持続的な再生可能エネルギーや代

替エネルギーへの段階的な転換などの重要課題

が明確になってきており、本市としても、産業

振興に生かせるよう、これらの課題解決に向け

取り組んでいく必要があります。 

  経済に目を転じると、グローバル化の波がさ

らに強まっています。2008年の米国のリーマン

ショックに続き、ギリシャに端を発した欧州の

金融危機も世界経済を揺るがしかねない情勢と

なっています。円高にも歯どめがかからず、輸

出産業の衰退や国内産業の空洞化、雇用悪化へ

の危機感が強まる中で、金融危機の長期化は日

本経済にも影響を及ぼしています。少子高齢化、

人口減少の影響もあり、国内経済は依然として

安定成長が見込めず、先行き不透明な状況にあ

ります。 
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  一方、東北経済の明るい話題としては、復興

と経済の発展を牽引する動きが加速しています。

トヨタ自動車が、東北の復興と日本のものづく

りの強化を目指して、東北を第３の国内生産拠

点と位置づけ、今年７月、宮城県北部に統合新

会社「トヨタ自動車東日本」を発足するため準

備を進めております。 

  この新会社設立を絶好の機会ととらえ、地元

企業の参入や新たな関連企業の誘致、交通基盤

の整備などに結びつけ、産業振興と雇用拡大を

図ってまいります。 

  今年１月に、国が自由貿易拡大のため、交渉

参加に向けた事前協議を開始した環太平洋パー

トナーシップ（ＴＰＰ）協定交渉については、

農業分野を初めとしたさまざまな分野において

深刻な影響が懸念されています。食の安全・安

心を守り、食糧自給率を高め、日本の農業を再

生させていかなければならず、国民的論議が求

められています。 

  国の新年度予算案では、地方交付税は昨年度

に続き17兆円台を維持し、復興費予算が盛り込

まれるなど、実質96兆7,000億円と過去最大の

予算規模となっています。震災に対応して社会

資本整備が進められる中で、本市関連では、事

業化が先送りされてきた東北中央自動車道「泉

田道路」の事業着手が国の直轄事業として正式

決定されるなど、ミッシングリンク解消と高速

交通網拡充が期待されます。 

  その一方で、一般会計の歳入に占める国債の

割合は過去最大の49％に達し、３年連続で新規

国債発行額が税収を上回るという事態が続いて

おり、国家財政の危機は地方財政の安定的運営

にも暗い影を落としています。 

  このような中で、野田政権が最重要課題と位

置づける「社会保障と税の一体改革」が進めら

れようとしております。人口減少・少子高齢化

が今後さらに進む中で持続可能な社会をつくっ

ていくには、行財政改革による歳出削減と、社

会保障制度改革を含めた徹底した議論の上に、

国民的な合意形成が求められます。 

  昨年、「地域のことは地域が決める」という

地域主権改革に関する法整備が行われ、国の義

務づけ・枠づけの見直し、権限移譲、補助金等

の一括交付金化などにより、地方自治体の自主

性強化と自由度拡大が図られる一方で、地方に

おいては財源確保や地域間格差の拡大も懸念さ

れます。地域主権改革の流れの中で、地方自治

体にはこれまで以上に、みずからの責任で主体

的に行政を展開できる仕組みづくりが求められ

ます。 

  このように重要な課題が山積し、地方にとっ

て大きな影響が避けられない厳しい環境にあり

ますが、知恵を出し合いながら市民力を結集し、

地域課題の解決に向け取り組んでいかなければ

なりません。 

  さらに、地域の活力となる産業を振興し、所

得向上と雇用創出につなげ、住みよい暮らしと

定住の基盤を強固なものにしていく必要があり

ます。 

２．市政運営の基本的な考え方 

  以上のような本市を取り巻く社会経済情勢を

踏まえながら、平成24年度の市政運営の基本的

な考え方について申し上げます。 

  私はこれまで、まちづくりの基本理念として、

「人行きかうまち」「人ふれあうまち」「人学び

あえるまち」を掲げ、まちを元気にしたいとい

う思いで取り組んでまいりました。さらに一歩

踏み込んだ実現力ある施策により、「経済力」

「地域力」「教育力」を強化し、これらの「地

域基盤力」の向上により、地域のよさを最大限

引き出すまちづくりを推進してまいります。 

  「人行きかうまち」の実現に向けては、地元

企業への支援や起業される方への支援、企業誘

致などにより産業の振興を図るとともに、観光

や魅力ある「食」により誘客を促進し、地域の

経済活動を高め、市民所得の向上を図り、「経
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済力」を強化していきます。 

  その突破口として、「新庄まつり100万人誘客

構想」、エコロジーガーデンの「農業公園構

想」を具体的に進めてまいります。 

  「人ふれあうまち」の実現に向けては、この

たびの大震災を教訓にして地域の防災体制づく

りを進めるとともに、自助・共助・公助の意識

づくりや地域での結びつきを深め、高齢社会に

向けて地域コミュニティを活性化し、「地域

力」を強化していきます。 

  「人学びあえるまち」の実現に向けては、子

どもたちの地域に根差した学習活動を通して、

ふるさとに誇りと愛着を持つ人材を育成し、地

元の「ものづくり産業」を発展させることがで

きる人材育成に向けた環境を整え、「教育力」

を強化していきます。 

  以上の「地域基盤力」を土台として、まちづ

くり課題の解決に向けた施策を講じ、市民の皆

様とともに「市民が自信と誇りを持てるまち」

の実現に向け、全力で取り組んでまいります。 

３．市政運営の指針 

  次に、市政運営の指針となる具体的な計画に

ついてでありますが、雇用の創出、安全・安心

の確保、人づくりといった重要課題に対応した

施策を効率的、効果的に行っていくため、次の

３つの計画に基づき市政運営に取り組んでまい

ります。 

  初めに、今年度スタートした市政運営の基本

指針である第４次新庄市振興計画「新庄市まち

づくり総合計画」でありますが、「自然と共生 

暮らしに活力 心豊かに笑顔輝くまち 新庄」

を目指す将来像とし、「産業の振興」、「健康と

福祉の充実」、「教育の振興」、「社会生活基盤の

整備」、「環境の保全」という５つの分野におけ

る基本目標と、「協働によるまちづくりの推

進」を掲げ、計画実現に向け取り組んでおりま

す。 

  特に、「暮らし、定住、未来創造」という最

も重要な観点から、「雇用・交流の拡大」「安

全・安心の充実」「子育て・人づくり」の３つ

の重点プロジェクトを設定し、経営資源の集中

を図りながら推進しております。 

  計画期間の２年度目となる平成24年度におい

ても、引き続き基本目標の達成に向け体系的に

取り組むととともに、重点プロジェクトを着実

に推進してまいります。 

  計画の推進に当たっては、市民、団体、行政

それぞれの役割を踏まえ、市民の皆様の一層の

参画を進めてまいります。また、施策の数値目

標に基づく行政評価により、計画の進行管理を

行ってまいります。 

  次に、行財政改革でありますが、平成22年度

から平成26年度までを実施年度とし、「透明・

効率・協働」を基本理念とした行財政改革大綱

により、「市民参加・協働の推進」、「行政運営

の効率化」、「財政の健全化」、「機能的で活力あ

る組織の構築」、「市民の信頼にこたえる職員づ

くり」の５つの基本方針に基づき取り組んでお

ります。 

  引き続き行政情報の公開により、市民が行政

運営に参画できる体制づくりを進め、行政課題

に対応する「行政経営システムの充実」、将来

を見据えた「人材の育成、職員の意識改革」な

どにより、「市民サービスの向上」と「行政の

効率化」を図り、「市役所改革」に取り組んで

まいります。 

  また、財政の健全化については、市民の皆様

の御協力のもと着実に成果があらわれているも

のの、景気低迷による市税の減少や東日本大震

災の影響も懸念されるなど、市を取り巻く経済

情勢は依然として厳しく、また、小中一貫教育

校の建設や公共施設耐震化などの大型事業も控

えております。 

  このため、市民の暮らしに直結する課題解決

に的確に対応し、市民の安全・安心を確保して

いくため、引き続き財政再建プランに基づき、
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徹底した内部管理経費の削減や市債の抑制を基

本とし、手数料・使用料などの適正化や市税収

納率の向上などの財源確保対策に取り組みます。

さらに、実質公債費比率が国・県の起債許可を

必要としない18％以下となるよう、安定した財

政基盤の確立に努めてまいります。 

４．重要課題に対応した平成24年度主要事業 

  次に、まちづくり総合計画の３つの重点プロ

ジェクトに沿って、平成24年度主要事業の概要

を申し上げます。 

  はじめに、「雇用・交流拡大プロジェクト」

ですが、最重要課題である雇用対策については、

これまで取り組んできた緊急雇用創出事業など

により、平成23年度までの３カ年で298人の失

業者が雇用されました。平成24年度も引き続き、

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業のうち、

「重点分野雇用創出事業」と「地域人材育成事

業」に取り組むとともに、このたびの震災を受

けて新設された「震災等緊急雇用対応事業」に

も取り組みます。 

  現在、最上総合支庁、最上８市町村、商工会

議所、郡内商工会が一体となって、農商工連携

による農業の６次産業化や観光ビジネス開発に

取り組んでいる「地域雇用創造実現事業」もさ

らに推進してまいります。 

  また、雇用につながる最も有効な方策である

企業誘致について、今年度、財団法人地方自治

研究機構との共同調査研究により「地方都市に

おける企業誘致戦略」の策定を進めており、自

動車関連企業の誘致や既存企業の受注拡大、内

発型食品加工産業の立地など、市の地域特性を

生かした戦略的な誘致活動に取り組んでまいり

ます。 

  さらに、「工業振興人材確保推進事業」によ

り理工系大学進学者への奨学金制度を創設し、

地元出身者の人材育成を通じて、市内製造業へ

の人材定着により事業所の競争力強化を図って

まいります。 

  農業については、国の「食と農林漁業の再生

のための基本方針・行動計画」を具体的に地域

で進める「担い手総合支援対策事業」に取り組

み、集落ごとの「地域農業マスタープラン」

（人・農地プラン）の策定、「中心経営体」へ

の農地集積、青年新規就農者への支援により、

地域農業の経営強化を図ります。 

  また、園芸農業の担い手育成のため一昨年再

開した若者園芸実践塾「勇気塾」では、本市の

農業振興の一翼を担う中核的リーダーの実践的

養成に引き続き取り組みます。 

  農業振興の基礎となる「農業振興地域整備計

画総合見直し事業」については、国土利用計画

や都市計画などとの整合性を図りながら、計画

的、効率的な土地利用と農業施策の推進を図っ

てまいります。 

  交流の拡大については、本市の貴重な歴史的

産業遺産であり、市民の憩いの場でもあるエコ

ロジーガーデンを「有機の里」とし、安全安心

な農産物を生産する農業振興のシンボリックな

拠点づくりを進め、市民・観光客・消費者・農

業生産者など多くの人の交流の場となる「農業

公園」として、環境整備と利活用の展開を図っ

てまいります。 

  また、「新庄まつり100万人誘客」に向けて、

引き続き首都圏でのテレビコマーシャルによる

情報発信や、近隣温泉地との連携による受け入

れ態勢の拡充を図り、さらなる知名度向上と誘

客促進の方策を進めてまいります。 

  外国人旅行客の拡大を目指す「インバウンド

誘致キャンペーン」も引き続き実施いたします。

隣接する湯沢地域、大崎地域との連携のもと、

台湾からの旅行者向けに、新庄まつりや雪体験、

四季折々の自然や食文化、温泉などの魅力を発

信し、現地のニーズを把握しながら受け入れ態

勢の整備を進め、誘客促進を図ってまいります。 

  さらに、首都圏等に住む本市出身者をはじめ、

本市を応援したいという方を広く募り、「ふる
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さと応援隊」を立ち上げ、交流人口の拡大と物

産振興に結びつけてまいります。 

  次に、「安全・安心充実プロジェクト」です

が、本市の重要課題である雪対策については、

除排雪の核となるロータリー除雪車を更新し、

道路の幅出しや狭隘道路の除排雪体制の強化に

より冬期交通の安全確保を図ります。さらには、

高齢社会における除排雪のあり方を研究してま

いります。 

  また、第２次新庄市総合雪対策基本計画に基

づき、引き続き「沖の町・中山町地区の流雪溝

整備」、県立新庄病院前の「市道五日町金沢線

の消雪施設整備」、「市道泉田二枚橋線の防雪柵

整備」を進めるとともに、流雪溝管理組合を育

成し、協働による雪対策に取り組みます。 

  市道については、新たに「荒小屋泉田線」、

「一本柳檜葉沢線」の道路改良に取り組み、交

通の利便性、安全性の向上を図ります。 

  平成21年度から進めている小・中学校の耐震

化については、平成23年度までにすべての耐震

診断を完了しており、その結果により見直した

耐震化計画に基づき、「新庄小、北辰小、本合

海小、明倫中、日新中の体育館の耐震補強工事

実施設計」、「沼田小体育館耐震補強工事」、「新

庄中体育館改築工事」を行い、平成27年度まで

には耐震改修の必要な11校すべてについて耐震

化を完了させる計画で取り組んでまいります。 

  また、多くの市民が利用する市有施設の耐震

化については、「市有施設耐震化実施計画」に

基づき、「泉田保育所、升形児童館、玉の木団

地２号棟、５号棟」の耐震診断を行い、その他

の施設についても、早期完了を目指して計画的

に実施してまいります。 

  住宅の耐震化については、「住宅リフォーム

補助事業」により、一般リフォーム補助に加え

て耐震改修加算分補助を行い、住宅の安全性の

向上を図るとともに、住宅投資の波及効果によ

る経済の活性化を図ります。 

  防災体制については、引き続き「自主防災組

織育成補助事業」により、地域での防災意識の

向上と組織化を図ってまいります。また、地域

の消防活動の要である新庄市消防団が、県代表

として、10月に開催される「第23回全国消防操

法大会」へ出場することが決定していますので、

消防団員の技術向上と士気の高揚を図るため、

大会出場を支援いたします。 

  市民の健康を守るため、「大腸がん・肝炎ウ

イルス検診事業」を該当年齢者対象に全額公費

負担で実施し、疾病予防を推進していきます。

また、新庄・最上地域の拠点医療施設である県

立新庄病院の早期改築、医療体制の充実につい

て、地元自治体として取り組める具体策を模索

しながら、関係機関・団体と連携を密にして取

り組んでまいります。 

  ３番目の「子育て・人づくりプロジェクト」

ですが、子育て支援として、県が運用する「子

育て支援医療給付事業」の外来・調剤の助成対

象を、市独自の医療給付により、これまでの就

学前から小学３年生まで広げ、子育て家庭の経

済的負担の軽減を図ります。 

  また、平成23年度中に開始した認可外保育施

設の「多子世帯保育料負担軽減事業」に引き続

き取り組むとともに、認証保育所への支援によ

り保育環境を充実させてまいります。 

  学校教育については、各学校に地域コーディ

ネーターを配置し、学校図書館の充実と、地域

と学校の連携体制づくりを目指す「学校支援地

域本部事業」に取り組みます。 

  また、萩野地区の小中学校４校を統合し、小

中一貫教育のモデル校としての効果的なカリキ

ュラムを実現する「施設一体型小中一貫教育

校」の新設に向け、実施計画の策定と実施設計

に入ります。 

  国際化に対応する外国語教育の推進に向けて

は、引き続き「外国語指導助手（ＡＬＴ）」２

名を配置します。 
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  以上の重点プロジェクトに関わる主な事業の

他に、平成27年度までの「再生可能エネルギー

等導入地方公共団体支援基金事業」（新グリー

ンニューディール基金事業）に取り組み、避難

所などの防災拠点施設において停電時も対応で

きるよう、再生可能エネルギーによる発電設備

等の導入を進めます。 

  また、「軽自動車税コンビニ収納導入事業」

により納税者の立場に立った納付環境を整備し、

サービスと収納率の向上を図るため、平成25年

度導入に向けたシステム開発を行います。 

  さらに、空き家などを活用したＵターン等希

望者への住宅情報の提供体制づくりを進めてま

いります。 

  市民の信頼に応える職員集団をつくり上げる

ため、「人材育成基本方針」、「人材育成推進プ

ラン」に基づき、計画的に職員研修の充実を図

ってまいります。これまで実施してきた職階、

職種ごとの研修の一環として、私と中堅職員と

の政策論議の場を設け、新たな発想力を引き出

すとともに、平成23年度から始めた職員の民間

企業への派遣を引き続き実施します。 

  以上、市政運営の指針として申し上げた「ま

ちづくり総合計画」、「行財政改革大綱」、「財政

再建プラン」の３つの計画と、平成24年度の主

要事業の実施にあたっては、「市民と行政の協

働によるまちづくり」を基本に据えて取り組ん

でまいります。 

  これからのまちづくりは、さまざまな課題の

解決に向け、市民、町内会、ＮＰＯ、民間事業

者の方々と行政が情報を共有し、信頼関係の上

に役割分担しながら協力していくことが不可欠

です。 

  具体的には、「協働推進計画」に基づき、地

域のつながりの醸成、市民活動への支援、市政

参加・協働しやすい環境づくりに取り組み、協

働によるまちづくりを推進していきます。 

５．終わりに 

  最後になりますが、冒頭で申し上げた、この

たびの震災ほど、家族や地域の「絆」、人と人

との「つながり」の大切さが痛感させられたこ

とはありません。非常時における地域での助け

合い、いざというときの行動は、ふだんからの

防災意識と取組、そして何よりも「地域の絆」

から生まれるものです。そういった重要な地域

課題への取組、地域づくりを一つ一つ積み重ね

て、地域力、市民力が高まり結集していくこと

により、まちづくりの原動力へと発展していく

ことを期待しております。 

  孤立社会とも呼ばれる昨今ですが、「地域の

絆」を何よりも大事にし、引き続き「まちはだ

れのもの」というテーマで、市民の皆様ととも

に考え、決意を新たにして行動していきたいと

思います。 

  また、今は時代の大きな転換期にあって、新

たな社会の創造に向けて、ふるさとを見つめ直

す時期にあります。それは、とりも直さず今あ

るものに感謝し、「新庄のよさ」を再発見する

ことです。 

  新庄市には、おいしい水や食文化を初め安全

安心な農産物、美しく豊かな自然、歴史的文化

遺産、産業遺産など、数多くの地域資源があり

ます。私は、新庄独自のよさを活用し、情報発

信することにより交流の輪を広げ、新たな産業

を創造し、さらに磨き光らせていくことで、市

民、そして、地域の自信と誇りにつながるもの

と信じております。 

  各界各層の皆様と連携して、「自然と共生 

暮らしに活力 心豊かに笑顔輝くまち 新庄」

の実現に向けて、全力で取り組んでまいります。 

  以上、新年度を迎えるにあたり、市政運営に

関しての基本的な考えと、主な事業についての

概要を申し上げました。 

  だれもが住み続けたいと思えるまちづくりに

向けて、多岐にわたる行政課題の解決を着実に

成し遂げ、市政運営の責務を果たすため、「市
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民第一主義」の原則で職員一丸となって取り組

んでいく決意を表明し、平成24年度の施政方針

といたします。 

  御清聴ありがとうございました。 

沼澤恵一議長 どうも御苦労さまでした。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１１時００分 休憩 

     午前１１時１０分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

議案２２件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第９議案第３号新庄市特別職

の職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例の設定についてから、日程第30議案第33号

平成24年度新庄市水道事業会計予算についてま

での22件を会議規則第35条の規定により一括議

題といたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、日

程第９議案第３号新庄市特別職の職員の給与に

関する条例等の一部を改正する条例の設定につ

いてから、日程第30議案第33号平成24年度新庄

市水道事業会計予算についてまでの22件を一括

議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第３号新庄市特別

職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例の設定について御説明申し上げます。 

  改正の理由といたしましては、私を初めとし

た特別職三役の給料については、本市の財政状

況を勘案し、平成23年11月から平成24年３月ま

での間、私は20％、副市長は10％、教育長は

８％をそれぞれ削減しております。この削減措

置を平成25年３月まで延長するため、必要な改

正を行うものであります。この措置により削減

される職員給与費は、約666万円であります。 

  次に、議案第４号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて御説明申し上げます。 

  平成19年８月に人事院、同年10月に県人事委

員会により、職員の扶養手当のうち子供などに

係る支給額を月額6,000円から6,500円に引き上

げるべきとの勧告がなされました。この勧告は、

民間の支給状況などを考慮するとともに、少子

化対策の推進にも配慮したものとなっておりま

す。 

  この改正においては、県内において本市のみ

が未実施となっておりますが、県及び県内他市

との均衡を考慮し必要な改正を行うものであり

ます。 

  これにより増加する職員給与費は年間122万

円でありますが、本市においては他市に先駆け

平成15年度から一般職給与の独自削減を継続的

に行っており、平成23年度においても年間約

1,520万円の削減を図っておりますので、御理

解賜りますようお願いいたします。 

  議案第５号新庄市住民生活に光をそそぐ基金

条例を廃止する条例の設定について御説明申し

上げます。 

  この基金につきましては、平成22年度の国の

補正予算において、緊急総合経済対策として住

民生活に光をそそぐ交付金事業が年度終盤に示

されたため、23年度である今年度において活用

することができるよう設置したものでございま

す。 

  したがいまして、今年度中に使い切ることが

条件とされておる基金であるため、設置条例の

附則におきましても、今年度限りでその効力を
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失うことを規定し、これに基づき当該基金を廃

止するものであります。 

  なお、設置いたしました基金630万円につき

ましては、乳幼児ＤＶ対策相談員や問題を抱え

る児童支援指導員の設置経費に充当いたし、す

べて有効に活用したところであります。 

  議案第６号新庄市市税条例の一部を改正する

条例の制定について御説明申し上げます。 

  経済社会の構造の変化に対応した税制の構築

を図るための地方税法及び地方法人特別税等に

関する暫定措置法の一部を改正する法律及び東

日本大震災からの復興に関し、地方公共団体が

実施する防災のための施策に必要な財源の確保

に係る地方税の臨時特例に関する法律が平成23

年12月２日に公布されたことに伴いまして、市

税条例について必要な改正を行うために提案す

るものであります。 

  主な改正の内容についてでありますが、個人

市民税関係につきましては、平成25年１月１日

以後に支払われるべき退職手当等から退職所得

に係る10％の税額控除の廃止、平成26年度から

平成35年度まで個人市民税の均等割額の税率を

500円引き上げるものであります。 

  次に、市たばこ税につきましては、平成25年

４月１日以降に売り渡しが行われたものから、

税率を旧３級品以外については1,000本につき

644円、旧３級品については1,000本につき305

円引き上げるものであります。なお、この措置

は、都道府県たばこ税の一部を市町村たばこ税

に移譲するものであり、地方たばこ税としては

現行どおりの税率で変更はありません。 

  以上の改正につきまして、施行日が一様でな

いことから、附則においてその期日を定めてお

ります。 

  議案第７号新庄市公民館設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

  本案は、地域の自主性及び自立性を高めるた

めの改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律、いわゆる地域主権一括法が施行さ

れたことに伴い、これまで国が社会教育法で定

めてきた公民館運営審議会の委員の委嘱の基準

について地方自治体が条例で定めることになっ

たため、本市においても必要な改正を行うもの

であります。 

  議案第８号新庄市立図書館条例の一部を改正

する条例の制定について御説明申し上げます。 

  本案は、議案第７号の改正理由と同様に、い

わゆる地域主権一括法が施行されることに伴い、

これまで国が図書館法で定めていた図書館協議

会の委員の任命の基準について、地方自治体が

条例で定めることになったため必要な改正を行

うものであります。 

  議案第９号新庄市印鑑条例等の一部を改正す

る条例の設定について御説明申し上げます。 

  平成24年７月９日より、改正住民基本台帳法

が施行され、これに伴い外国人登録法が廃止さ

れることとなるため、必要な改正を行うもので

あります。 

  改正の内容といたしましては、印鑑登録の制

限と登録印鑑の消除について、外国人住民の住

民票に記載されてある通称についても氏名と同

じように取り扱うようになったことと、外国人

住民のうち、非漢字圏の外国人住民の住民票の

備考欄に記載されている氏名の片仮名表記また

はその一部を組み合わせたものであらわされて

いる印鑑も、同じように取り扱うようになった

ことであります。 

  また、外国人登録法が廃止となるため条文の

整備としまして、新庄市印鑑条例の改正のほか

に、新庄市屋内ゲートボール場設置及び管理に

関する条例の改正、新庄市交通災害共済条例の

改正、新庄市火葬場設置及び管理に関する条例

の改正を行うものであります。 

  議案第10号新庄市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例の制定について御説明申し上げ
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ます。 

  改正の理由としまして、現在、本市の国民健

康保険特別会計は、保険給付費の増加、国民健

康保険税の減収、国民健康保険給付金の減少等

により非常に厳しい状況にあります。このため、

国民健康保険運営協議会に諮問を行い、５回の

協議を行っていただきましたが、財源不足をす

べて税で補うことは、現在の市民の重税感を考

慮すると非常に難しいため、一般会計からの法

定外繰入を講じた税率改正が必要との答申を受

け、今回提案するものであります。 

  改正の内容としましては、所得割と均等割の

改正により、資産割と平等割の改正は行いませ

ん。具体的には、所得割につきましては、医療

保険分案分率６％を7.44％に、後期高齢者支援

金等案分率2.1％を2.57％に、介護納付金分案

分率1.63％を1.97％に、また均等割につきまし

ては、医療保険分額２万300円を２万5,100円に、

後期高齢者支援金等額6,700円を8,300円に、介

護納付金分額7,200円をを8,900円に改正するも

のであります。 

  以上の改正につきましては、本市の国民健康

保険制度の適正かつ安定的運営を確保するため

のものですので、御理解をお願いいたします。 

  議案第11号新庄市営住宅設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

  地域の自主性及び自立性を高めるための改革

の推進を図るための関係法律の整備に関する法

律、いわゆる地域主権一括法が施行されること

に伴い、公営住宅法で定められている入居者資

格要件については、平成24年４月１日をもって

法律上改正されることになり、その取り扱いは

それぞれの自治体にゆだねられることになりま

した。このため、上位法の改正に伴い必要な改

正を行うものであります。 

  また、市営松本団地につきましては、入居者

の移転が23年度をもって完了し、その役割が終

了したため廃止するものであります。 

  議案第12号新庄市定住促進住宅設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて御説明申し上げます。 

  定住促進住宅は、平成22年１月に供用を始め

て以来２年を経過いたしますが、入居率はいま

だ60％台にとどまっている現状にあります。こ

のような状況をかんがみ、定住促進に資する観

点から単身者の入居を可能とし、定住促進住宅

の効率的な運用を図るため、入居資格等の規定

に関し必要な改正を行うものであります。 

  議案第13号新庄市下水道条例の一部を改正す

る条例の制定について御説明申し上げます。 

  本市の下水道事業も供用開始から22年が経過

し、処理場の老朽化による修繕改築や汚泥量の

増加による処理費用の増加並びにこれまで事業

に投資した企業債の利子など、維持管理費が

年々増加していきます。このため下水道事業の

経営健全化及び経営基盤の強化を図る観点から、

新庄市下水道事業運営審議会の答申を踏まえ、

使用料の適正化を目指し、料金の改定を図るも

のであります。 

  改正の内容でありますが、10立方メートルま

での基本料金を100円引き上げ1,650円とし、従

量使用料をそれぞれの水量区分で１立方メート

ル当たり10円ずつ引き上げるものであります。 

  この改定による平均改定率は約5.9％となり、

一般家庭の平均的使用量20立方メートルで換算

した場合、現行より210円引き上げられるもの

であります。なお、施行日を７月１日としてい

ることから、８月分として徴収する使用料から

適用となります。 

  下水道事業は、市民生活に密接に結びついた

事業であり、このたびの使用料金の改定に当た

っても広報・周知に努め、広く市民の理解を深

めてまいる所存であります。 

  議案第14号新庄市介護保険条例の一部を改正

する条例の制定について御説明申し上げます。 
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  改正の理由としましては、第５期新庄市介護

保険事業計画の策定に伴い、介護保険料の改定

が必要となったため改正するものであります。 

  改正の内容としましては、第４期の介護保険

料基準額の４万9,400円を、高齢化の進展や介

護サービスの需要の高まりなどにより、平成24

年度から平成26年度までの第５期で介護保険料

基準額を６万1,700円と、24.9％増額するもの

であります。 

  また、今期の利用率の設定においては、第４

期計画で設定した特例第４段階を継続し、所得

の低い階層の段階を設けております。さらに、

第５期計画においては、第３段階を細分化し、

所得額の低い階層の段階を新たに設けておりま

す。 

  このように第４期に比べて介護保険料が上が

ることにはなりますが、今後、団塊の世代が高

齢者となり、ますます介護保険事業の需要が高

まります。計画期間を通じて財政の均衡を保つ

ことが必要なことから、御理解をお願いするも

のであります。 

  議案第15号新庄市介護従事者処遇改善臨時特

例基金条例を廃止する条例の設定について御説

明申し上げます。 

  提案の理由としましては、新庄市介護従事者

処遇改善臨時特例基金条例を、平成24年４月１

日をもって廃止させるため制定するものであり

ます。 

  この特例基金条例は、平成21年に介護報酬の

改定に伴う介護保険料の急激な上昇を抑制する

目的で、国から交付される特例基金の適正な管

理運営に資するため設定されましたが、平成23

年10月に基金をすべて取り崩し、介護保険事業

特別会計に全額繰り入れしたことにより、基金

からの運用を実質終了いたしました。したがい

まして、平成24年３月31日に基金を廃止するに

当たり、必要な条例制定となるものであります。 

  議案第25号から議案第33号までの一般会計及

び特別会計並びに水道事業会計の平成24年度当

初予算について御説明申し上げます。 

  ３年余りに及ぶ世界経済の混迷は、我が国の

景気回復をますます難しくさせており、これら

経済状況は依然地方財政の運営に大きな影響を

及ぼしております。本市におきましても、市税

の落ち込みが続き、また、東日本大震災の復興

政策により地方交付税の伸びも期待することが

難しい状況の中、大規模事業の本格化などによ

る財政規模の拡大から本市当初予算の編成は非

常に厳しい状況となりました。 

  国におきましても、財政健全化の途上、その

施策の方向性も一部不安定さがうかがえ、将来

をより的確に見通していくためには、行財政改

革の適切な推進が重要であると思います。した

がいまして、平成20年度予算は引き続き財政再

建プランを基本に、まちづくり総合計画の着実

な推進にふさわしい内容を重点プロジェクトご

とに配置するなど、市民の暮らしに直結する事

業を中心に編成したところであります。 

  その結果、一般会計の予算総額は139億8,500

万円となり、23年度と比較しますと3,700万円、

0.3％の増となりました。微増ではありますが、

本市当初予算におきましては、３年連続の増額

予算を組むことができ、地域経済への波及はさ

らに効果的なものになると考えております。 

  主な事業内容といたしましては、小中一貫校

建設や荒小屋泉田線道路整備、ロータリ除雪車

整備などの投資的事業、子育て支援医療給付事

業、大腸がん・肝炎ウイルス検診事業などの健

康福祉の推進、工業振興人材確保推進事業や交

流拡大ふるさと応援隊の実施、また防災対策と

しての市有施設耐震化事業、さらには軽自動車

税コンビニ収納導入事業による納税対策など、

広く市民生活の安寧に資することを基本とした

ものでございます。 

  以上、当初予算編成の概要について御説明申

し上げました。 
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  一般会計の詳細及び７特別会計については財

政課長から、水道事業会計については上下水道

課長から説明させますので、御審議いただき御

決定くださいますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

   （髙橋則雄財政課長登壇） 

髙橋則雄財政課長 それでは、議案第25号から第

32号まで一括して御説明申し上げます。 

  初めに、議案第25号平成24年度一般会計予算

案について説明申し上げます。 

  １ページをお開きください。 

  一般会計の予算総額は第１条にございますよ

うに、歳入歳出それぞれ139億8,500万円であり

ます。前年度比3,700万円、0.3％の増となって

おります。 

  第２条及び第３条につきましては、後ほど説

明させていただきます。 

  第４条一時借入金につきましては、その最高

額を23年度同額の15億円と定めますとともに、

第５条予算の流用につきましても、人件費に関

する部分に関し定めております。 

  ２ページから６ページまでの第１表歳入歳出

予算につきましては、後ほど御確認いただきた

いと思います。 

  ７ページ、第２表債務負担行為は、農業経営

基盤強化資金利子補給と新庄中学校体育館改築

工事監理業務委託でございまして、特に後者は、

耐震化に資する新庄中体育館の改築工事が平成

25年度まで終わることによる工事監理業務の委

託限度額を定めたものでございます。 

  ８ページ、第３表地方債につきましては、県

営土地改良事業負担を初めとする10件で、24年

度に新たに起こす市債は、臨時財政対策の６億

3,400万円を含め総額９億1,360万円で、前年度

比１億4,570万円の増としております。 

  それでは、９ページからの歳入歳出予算につ

きまして御説明いたします。 

  歳入歳出ともに款ごとの予算額と前年度予算

の比較に関しまして、９ページと10ページの事

項別明細書に記載しておりますので、款別の御

説明におきましては、その都度ごらんいただき

たいと思います。 

  まず初めに、歳入につきまして御説明申し上

げます。 

  １款市税でございますが、款の合計額が41億

5,311万3,000円で、前年度比2,531万3,000円の

減でございます。 

  11ページからの計上にありますように、個人

市民税が増加に転じているのに対しまして、固

定資産税は景況を反映し、評価替えなどの影響

により１億円を超える減額となっております。

景気低迷の長期化による影響が依然続いている

ことによるものと考えられます。 

  また、一方では、市たばこ税の増額を見込ん

でおりますが、今年度課税区域を見直しいたし

ました都市計画税につきましては、固定資産税

評価替えが影響するなど減額計上としておりま

す。 

  14ページ、２款地方譲与税から15ページ、９

款地方特例交付金までは、23年度の決算見込み

及び24年度の国の地方財政計画上での伸び率を

勘案し計上しておりますが、特に９款の地方特

例交付金の減額は、国庫財源から地方増収分へ

の振り替えにより、子ども手当特例交付金がな

くなったことが主因であります。 

  15ページから16ページにかけての10款地方交

付税は46億円で、前年度比4,000万円の減額と

いたします。国の地方財政計画では、東日本大

震災復興のさなかでありながらも、通常収入分

の交付税自体は0.5％の増額が確保されると示

されております。 

  大震災分の交付税は、別枠の特別交付税とし

て措置される計画でありますが、経済状況の混

迷や国の財政健全化策と相まって、財源不足の

補てんとしての交付税自体の伸びに関しては慎
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重な判断が必要との考えから、特別交付税の方

は前年度比4,000万円減といたし、交付税合計

で46億円ちょうどと組んでございます。 

  12款分担金及び負担金は、前年度比360万

3,000円の増額とし、また、13款使用料及び手

数料も255万1,000円の増と計上しておりますが、

主に17ページ記載の夜間休日診療所使用料と定

住促進住宅家賃の増額計上が要因となります。 

  19ページ、14款国庫支出金は全体で11億

8,699万9,000円となり、前年度比6,735万円の

減としております。減額の主な理由は、１項１

目民生費国庫負担金におきまして、子ども手当

の負担者側の負担の枠組みなど制度改正が行わ

れることに伴う、前年度比２億431万7,000円の

大幅な減が影響していることなどによるもので

ございます。 

  21ページ、15款県支出金は９億6,308万8,000

円で、前年度比967万4,000円の増となります。

増額分の主なものとしましては、21ページ、１

項１目民生費県負担金におきまして、障害者自

立支援給付費負担金が事業所開設の増加により、

また、子ども手当制度の改正に伴いその負担金

が大きく伸びたことのほか、24年度も２項４目

労働費県補助金に国の雇用対策に基づく緊急雇

用創出事業、臨時特例基金事業費補助金など、

また選挙関係につきましては、24ページ、３項

１目総務費委託金に山形県知事選挙費を新たに

盛り込んだところでございます。 

  26ページをごらんいただきたいと思います。 

  18款繰入金は１億5,150万2,000円で、前年度

比5,000万円の大幅な伸びとなっておりますが、

これは大規模事業や繰り出し関係における財源

に充てるための財政調整基金繰入金の増額計上

によるものでございます。 

  20款諸収入は、款全体で７億2,301万円とな

りまして、3,026万3,000円の減でございます。 

  その主な要因は、市内二つの老人保健施設を

対象に貸し付けしておりました老人保健施設建

設事業貸付金元金収入が、平成23年度の償還を

最後に終了したため、その全額が減となったこ

となどが反映されております。 

  また、28ページになりますが、４項５目雑入

の最上広域市町村圏事務組合事業費補正負担金

につきましても、昨年度を上回る１億494万

4,000円を計上しております。これは、ゆめり

あ建設に係る地域総合整備事業債の元利償還金

が普通交付税に算入されていることにより、10

年の起債償還が終了していながらも、交付税算

入が15年となっているため、建設費負担割合と

同じ割合で算入額の80％が本市に交付されるも

のでございます。 

  最後に、21款市債でございますが、総額９億

1,360万円で、大規模事業等への対応のため、

前年度比１億4,570万円の大幅な増となりまし

た。このうち臨時財政対策債は、国の地方財政

計画におきましては0.4％の減とされながらも、

その後、市町村配分は微増であるとの方向性が

確認されたため、これを受け、前年度比1,400

万円の増額として組んでおります。 

  実質公債費比率を下げていくために、臨時財

政対策債以外の起債は極力抑制しておりますが、

このたびは23年度を上回る２億7,960万円とし

ております。 

  以上、歳入について御説明申し上げましたが、

市税、地方交付税などの一般財源の総額は102

億6,742万4,000円となり、前年度より1,499万

円の減となっております。 

  続きまして、29ページからの歳出につきまし

て御説明いたします。 

  １款議会費は１億9,988万9,000円で、前年度

比2,207万7,000円、9.9％の減となっておりま

す。これは、議員年金制度の廃止に伴う負担金

の支出が減となったことによるものでございま

す。 

  30ページ、２款総務費は13億4,281万8,000円

となり、前年度比8,226万5,000円、5.8％の減
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でございます。 

  １項１目総務一般管理費は、23年度退職者と

24年度新規採用者との差額分や会計間の異動に

伴う職員給与費をここで措置しておりますが、

職員等の給与、社会保険料、また日々雇用職員

の賃金など人件費関連の増により、１目全体で

1,289万9,000円の増額となります。なお、一般

会計全体における人件費は、前年度比4,052万

8,000円の減額となっております。 

  また、特別職、一般職の給与費につきまして

は、104ページ以降に明記しておりますので、

ごらんいただきたいと思います。 

  33ページ、７目企画費におきましては、看護

師養成機関の研究調査費がなくなるなど、

1,388万1,000円の減となっております。 

  次に、39ページ、２項２目賦課徴収費におき

ましては、まず、税を通じた市の魅力の発信と

いう新しい切り口により、イメージキャラクタ

ーの「かむてん」の絵柄を原動機付自転車のナ

ンバープレートに取り入れ、市のイメージ等を

広くアピールすることができるよう、所要の経

費を盛り込んでおります。 

  さらに、税収と市民サービスの向上策といた

しまして、納税機会の拡充を図るため、まず軽

自動車税を対象としたコンビニ収納導入業務委

託料を計上し、その検証により税目の拡充につ

きましても検討してまいります。 

  41ページからの４項選挙費につきましては、

新たに山形県知事選挙費1,773万3,000円、泉田

川土地改良区総代選挙費246万4,000円を計上し

ております。 

  44ページからは、３款民生費になります。３

款の合計は43億3,479万4,000円で、１億10万

3,000円、2.4％の伸びとしております。 

  まず、１項１目社会福祉総務費は、国民健康

保険事業特別会計繰出金の計上が大きく、国保

会計の財政安定を目的にした特別支援臨時交付

金を含む１億3,199万9,000円の増額分が反映さ

れております。 

  また、46ページの４目障害者自立支援費には、

介護給付費、訓練等給付費などの伸びによる増

額も含まれております。 

  48ページの５目老人福祉費の減額は、介護基

盤となる施設の整備補助金がなくなったことな

どによるもので、また、８目、９目の介護保険

事業、後期高齢者医療事業の両特別会計への繰

出金を加えますと、１項社会福祉費全体で２億

2,774万6,000円の大幅な伸びとなっております。 

  50ページからの２項児童福祉費は、この数年

間の子育て支援拡充策によりまして増額予算が

続いておりますが、今年度につきましても小学

校１年生から３年生までの医療外来・調剤の支

援充実や乳幼児保育所を配して、より適切な保

育環境のもとでの充実を図るなど、さらに泉田

保育所と升形児童館の耐震診断を織り込むなど、

児童福祉のすべての目にわたり子育て支援のさ

まざまな施策展開に資する予算を編成しており

ます。 

  56ページからの４款衛生費は13億9,696万

1,000円で、１億5,162万6,000円、9.8％の減で

ございます。 

  まず、57ページの１項１目保健衛生総務費に

おきましては、がん検診推進事業費といたしま

して、大腸がんんと肝炎ウイルスの早期発見・

治療に結びつけられるよう無料検診体制の予算

を新たに加え、２目予防費に、今年度新設いた

しましたヒブ・小児用肺炎球菌、子宮頸がん予

防接種とともに、保健予防の充実化を進めてま

いります。 

  また、８目水道費の減額は、上水道高料金対

策費繰出金を主因とするものでございます。 

  61ページからの２項清掃費におきましては、

１目清掃総務費、２目塵芥処理費ともに減少し

ておりますが、これは最上広域の衛生施設の運

営費等に係る分担金の減額が作用しているもの

でございます。 
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  また、１目には、今年度も環境衛生の向上に

資するよう、合併処理浄化槽設置費補助金を盛

り込んでおります。 

  62ページ、５款労働費は5,156万円で、1,071

万1,000円、17.2％の減となっております。 

  次に、63ページですが、６款農林水産業費は

７億2,789万3,000円で、615万7,000円、0.9％

の増でございます。 

  64ページ、１項２目農業総務費の減額は、22

年度から実施してまいりました農業振興地域整

備計画総合見直し事業が最終年度となることに

より、この1,642万3,000円の減額分などが反映

されております。 

  ３目農業振興費では、前年度に引き続き、県

で推進しております補助事業を効果的に活用し

た施策の展開を図るとともに、再開いたしまし

た若者園芸実践塾事業につきましても、園芸経

営の担い手の育成を進めてまいります。 

  さらに、66ページ、担い手総合支援対策事業

費におきましては、政府が閣議決定いたしまし

た食と農林漁業の再生のための基本方針・行動

計画の具体策としての地域農業マスタープラン

の策定事業費1,285万円を盛り込んでおります。 

  67ページ、５目農地費の増額計上につきまし

ては、説明書き末尾の山形県農地・水・環境保

全向上対策地域協議会負担金の増額が反映され

ております。 

  71ページからの７款商工費でございます。８

億9,195万8,000円の計上でございます。6,385

万9,000円、7.7％の増となっております。 

  まず、１項２目商工振興費におきまして、工

業振興対策事業費に、地元出身の人材育成を通

じた市内製造業事業所等への人材定着を図って

まいるための工業振興人材確保推進事業負担金

を新たに加えております。 

  また、商業振興対策費として、特産品開発や

中心商店街活性化調査の業務委託を新たに計上

いたすとともに、金融対策事業費の山形県信用

保証協会保証料補給金をふやし、地域企業の経

営基盤の支援強化を図ってまいります。 

  ３目観光費につきましては、3,233万7,000円

の増額を計上しておりますが、新庄まつり誘客

100万人構想の推進などのために、まず74ペー

ジに、新庄まつり運営事業自体の負担金の増額

や最上観光博の開催に資する最上地域観光協議

会負担金の増額、また、昨年度実施いたしまし

たインバウンド誘致キャンペーン事業も継続し

てまいります。 

  さらに、最上広域分担金といたしまして、広

域交流センター「ゆめりあ」の公債費平準化分

担金を増額計上しております。 

  さらに、物産振興対策事業費といたしまして

2,282万円を組んでおりますが、これには農産

物等を加えた物産の振興を通し、交流事業の拡

大の一助にしようと、新たにふるさと応援隊を

組織化していくための予算を組んでおります。 

  76ページ、８款土木費でございますが、13億

7,479万7,000円の予算額でありまして、362万

2,000円、0.3％の減でございます。 

  78ページ、２項３目道路新設改良費は2,882

万1,000円の減で、福田工業団地線の整備完了

が反映されるとともに、新たに荒小屋泉田線の

整備を加えております。 

  80ページ、４項１目都市計画総務費は、住宅

リフォーム総合支援事業補助金3,200万円が目

全体を大きく増加させておりますが、住宅の耐

震診断結果に基づく改修工事の補助を付加して

行うものでございます。 

  ４目公共下水道費の公共下水道事業特別会計

への繰出金は、前年度比1,769万7,000円減とな

っております。 

  82ページ、５項１目住宅管理費には、玉の木

団地２号棟・５号棟の耐震診断業務委託を盛り

込んでおりますが、これは、市行財政改革大綱

に基づき新たに立ち上げました市有施設耐震化

計画の事業化でございます。第１弾として、こ



- 24 - 

の玉の木団地２棟と、さきに御説明いたしまし

た泉田保育所、升形児童館の計４施設の耐震診

断を行ってまいります。 

  ６項１目除排雪費におきましては、道路に係

る除排雪業務委託料と除排雪車借上料につきま

して、今年度と同額の２億4,000万円を計上、

また、除排雪業務の機能充実のためにロータリ

ー除雪車の更新予算も組んでおります。 

  84ページ、９款消防費は６億4,232万7,000円

でございまして、5,078万3,000円、8.6％の増

となりました。 

  増額分の主な理由は、１項１目常備消防費に

おきまして、最上広域分担金に係る消防署北支

署改築事業及び高規格救急車２台の整備に係る

増額経費が大きく反映しております。 

  また、２目非常備消防費におきましては、10

月に東京都内で開催されます全国消防操法大会

への市消防団の出場のために、小型動力ポンプ

一式の整備経費や負担金を含め計上しておりま

す。 

  87ページから、10款教育費は13億3,025万

5,000円、１億2,229万9,000円、10.1％の大幅

な増となりました。 

  １項３目教育指導費につきましては、まず、

88ページの学校教育指導事業費におきまして、

小中学校各学区を一つの地域単位として、学校

支援ボランティア活動を行う地域住民との連携

や学校図書館機能の強化のために、学校地域支

援本部事業として14名の地域コーディネーター

を各校に配置する人件費等計1,872万3,000円を

新たに加え、また、児童生徒個別支援事業費に

おきましては、各校の事業等のさらなる充実と

児童生徒の学校生活の向上を期し、個別学習指

導員の増員を図る日々雇用賃金の増額を盛り込

んでおります。 

  ２項小学校費１目学校管理費につきましては、

3,393万4,000円の減でございますが、これは、

耐震化工事実施設計業務委託の減少が反映して

おります。 

  また、４目に学校建設費を新たに設定し、萩

野地区の小中一貫教育校建設事業費を掲載して

おりますが、今年度１項教育総務費に設定して

おりました分を移設したもので、25年度からの

建設着工のための実施設計業務委託予算でござ

います。 

  次の３項中学校費１目学校管理費につきまし

ては1,136万2,000円の減で、主な内容は、小学

校と同様に、耐震化工事実施設計業務委託の減

少が作用しております。 

  続きまして、94ページからの社会教育費でご

ざいますが、４項全体で前年度より2,378万

1,000円の増、４億3,986万3,000円としており

ます。 

  その主な内容につきましては、97ページ、５

目市民文化会館費ですが、3,155万7,000円の増

額としております。大ホール舞台照明設備の賃

借料2,885万4,000円の新たな計上が主因でござ

います。 

  また、98ページ、８目ふるさと歴史センター

費の減額は、人間国宝記念巡回展関連経費の減

少等によるものでございます。 

  101ページ、12目体育施設費は716万2,000円

の減ですが、前年度対比で修繕料の差が作用し

ており、また、13目山屋セミナーハウス費にお

きましては、昨年10月、旧山屋小学校施設を活

用し開設いたしましたが、１年間を通した管理

運営上の必要経費や旧プールの解体工事等を加

え、650万7,000円の増額となりました。 

  103ページ、12款公債費は16億7,174万3,000

円で、前年度比3,590万円、2.1％の減でござい

ます。 

  公債費の減少が続くことは、財政再建プラン

を基本に、新たな起債発行の抑制や公的資金の

繰上償還または借りかえを継続的に実施してき

た成果であると考えております。この結果、地

方債残高は順調に減ってきており、113ページ
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の掲載内容におきましては、23年度末と24年度

末の比較で２億5,000万円弱の減少を見込んで

おります。 

  以上で歳出の説明を終わりまして、次に参考

資料116ページ、117ページをごらんいただきた

いと思います。 

  性質別経費調べについて主な点を御説明申し

上げます。 

  １の人件費は合計26億8,714万1,000円で、職

員数減により、特に職員給は前年度比3.4％の

減となりますが、その他の項目の増加などによ

り全体では1.5％の減となります。 

  ２の物件費は、ふるさと雇用再生特別基金事

業の終了などが作用し、同2.8％の減、５の補

助費等は選挙費や上水道高料金対策費等の減が

増額項目を上回り、2.6％の減となっておりま

す。 

  また、投資的経費は単独事業分が1,446万

8,000円の減に対し、補助事業が5,282万9,000

円の増となり、結果、前年度比5.9％の増額を

示しております。 

  それでは、一般会計の説明を終わりまして、

特別会計に入らせていただきます。 

  121ページをお開きください。 

  議案第26号国民健康保険事業特別会計の予算

額は41億8,475万3,000円、前年度対比で１億９

万8,000円、伸び率で2.5％の増でございます。 

  第２条一時借入金の限度額は１億円と定め、

歳出予算の流用は第３条の規定のとおり保険給

付費に限定するものでございます。 

  129ページからの歳入をごらんいただきたい

と思います。 

  保険給付費の大きな伸びに対応するため、１

款国民健康保険税は改定見直し後の10億6,008

万8,000円を計上いたし、前年度比１億2,032万

5,000円、12.8％の増としております。 

  ３款国庫支出金は、療養給付費等負担金の大

幅な減額により5,463万6,000円の減となります

が、132ページには、一般会計からのいわゆる

財源不足への充当となる法定外繰入金を含め、

３億3,306万9,000円を繰り入れ計上しておりま

す。 

  歳出につきましては、136ページ、２款保険

給付費におきましては、医療費増加の見込みな

どから27億6,257万9,000円となり、前年度比

5,454万6,000円の大幅な増となりました。 

  また、139ページ、介護保険制度維持のため

の６款介護納付金も、前年度比2,429万4,000円

の増となっております。 

  続きまして、145ページ、議案第27号交通災

害共済事業特別会計の予算案を説明申し上げま

す。 

  予算総額は717万7,000円となり、前年度比18

万3,000円、2.5％の減となります。歳入歳出の

明細につきましては、147ページに記載してご

ざいますが、編成内容等は、ほぼ前年度と同様

となっております。 

  次に、151ページをお開きください。 

  議案第28号公共下水道事業特別会計の予算案

に移ります。 

  歳入歳出予算額は16億4,582万1,000円となり、

前年度比2,510万1,000円、1.5％の増と、伸び

幅はほぼ前年度と同じになります。 

  債務負担行為及び地方債につきましては、

154ページをごらんいただきたいと思います。 

  第２表債務負担行為は、毎年度行っている水

洗便所改造等資金利子補給でございまして、第

３表地方債、公共下水道事業の限度額は５億

4,710万円となっております。 

  156ページ、歳入につきましては、２款の公

共下水道事業使用料ですが、節水による上水道

使用料の減少等から、490万9,000円の減として

おります。 

  また、４款一般会計繰入金につきましても、

公債費の減少などにより1,769万7,000円の減と

しております。 
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  ７款市債は、2,580万円の増でございます。 

  158ページからの歳出でございますが、160ペ

ージ、２款建設費は５億6,347万9,000円で、前

年度比7.4％の増でありまして、主に管渠維持

補修事業における実施設計業務委託と工事請負

費、また処理場建設補助事業の水処理機械設備

工事の増額分が要因となっております。 

  続きまして、171ページをお開きください。 

  議案第29号農業集落排水事業特別会計予算で

ございます。 

  予算総額は、歳入歳出それぞれ8,171万6,000

円といたしまして、前年度比526万6,000円、

6.9％の増としております。 

  これは、歳出の農業集落排水事業費の増額が

起因しており、一般管理事業費における職員給

与費の全額につきまして、公共下水道事業特別

会計からの仕分け、移行したことによるもので

ございます。これに係る歳入の主な増額分は、

一般会計からの繰入金となっております。 

  179ページをお開きください。 

  議案第30号営農飲雑用水事業特別会計の予算

案でございます。 

  歳入歳出予算総額は3,045万円、前年度比662

万9,000円、27.8％の増となっております。 

  １款営農飲雑用水事業費で、山屋浄水場送水

ポンプ等の設備更新料、また、２款公債費では、

22年度開始の休場・市野々簡易水道事業の元金

償還の増額計上でありまして、一般会計からの

繰り入れで対応いたします。 

  次に、187ページをお開きください。 

  議案第31号介護保険事業特別会計予算は30億

7,093万3,000円で、前年度比１億2,666万3,000

円、4.3％の増となっております。 

  歳出予算の流用につきましては、国保会計と

同様に、保険給付費内に限定するものとしてお

ります。 

  平成24年度は、介護保険第５期計画の実施初

年度に当たり、制度的に施設活用のサービス量

が増加しているため、これらに対応した新たな

計画をもとに予算の編成を行っております。 

  したがいまして、まず、195ページからの歳

入につきましては、１款第１号被保険者保険料

が前年度比25.1％増の５億8,337万5,000円とし、

４款国庫支出金、６款県支出金のいずれも増額

としております。 

  これは、歳出におきまして201ページ、給付

サービス量が反映されているところの２款保険

給付費の合計が前年度比9,391万1,000円、

3.3％の増となっていること、また、今後の計

画期間の給付分留保を含めた５款給付積立金を

大きく延ばし計上していることによるものでご

ざいまして、24年度を含め計画期間全体におけ

る給付実態等を見据えた内容となっております。 

  最後になりますが、211ページ、議案第32号

後期高齢者医療事業特別会計の予算について御

説明いたします。 

  予算総額は３億9,901万8,000円で、前年度比

2,596万1,000円、7.0％の増でございます。 

  216ページの歳入、保険料は特別徴収、普通

徴収ともに増額とし、218ページの歳出につき

ましては、その多くを占めます後期高齢者医療

広域連合納付金を6.9％増と見込んで計上して

おります。 

  以上で、平成24年度の一般会計及び特別会計

予算案の説明を終わらせていただきます。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午後０時０５分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  代表監査委員髙山孝治君、農業委員会会長星

川 豊君は、午後から欠席となります。 
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  上下水道課長星川俊也君。 

   （星川俊也上下水道課長登壇） 

星川俊也上下水道課長 それでは、議案第33号平

成24年度新庄市水道事業会計予算について御説

明申し上げます。 

  予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条、平成24年度新庄市水道事業会計の予

算は、次に定めるところによります。 

  第２条、業務の予定量は、次のとおりとしま

す。 

  給水件数１万2,675件、年間総給水量363万

4,600立方メートル、１日平均給水量9,958立方

メートル、主要な事業として建設改良事業費が

２億4,762万5,000円であります。 

  第３条、収益的収入及び支出の予定額でござ

いますが、収入の第１款水道事業収益は10億

5,025万6,000円で、前年度対比4,112万9,000円、

3.8％の減であります。 

  次に、支出の第１款水道事業費用は10億

4,925万9,000円で、前年度対比2,900万5,000円、

2.7％の減であります。 

  次に、２ページの第４条、資本的収入及び支

出の予定額でございますが、収入の第１款資本

的収入は2,500万8,000円で、前年度対比3,114

万1,000円、55.5％の減であります。 

  次に、支出の第１款資本的支出は４億5,129

万7,000円で、前年対比3,606万円、7.4％の減

であります。 

  なお、資本的収入が支出額に対して不足する

額４億2,628万9,000円は、過年度損益勘定留保

資金等で補てんしてまいります。 

  第５条、予定支出の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、営業費用と営業外費

用との間とします。 

  第６条、議会の議決を経なければ流用するこ

とができない経費として、職員給与費5,970万

1,000円、交際費５万円とします。 

  第７条、他会計からの補助金として、高料金

対策等のため一般会計から水道事業会計補助を

受ける金額は１億985万9,000円とします。 

  第８条、棚卸資産の購入限度額を300万円と

します。 

  次に、予算実施計画に基づいて御説明申し上

げます。 

  ３ページをお開き願います。 

  初めに、収益的収入及び支出の収入関係でご

ざいますが、第１款第１項の営業収益は９億

2,848万1,000円で、内容としましては給水収益、

その他の営業収益であります。 

  第２項の営業外収益は１億2,177万3,000円で、

内容としましては、他会計補助金、負担金、加

入金等であります。 

  次に、４ページから７ページは支出でござい

まして、第１款第１項の営業費用は９億1,538

万4,000円で、内容としましては原水及び浄水

費、配水及び給水費、業務及び総係費等でござ

います。 

  ６ページの第２款営業外費用は１億2,767万

2,000円で、内容としましては支払利息、繰延

勘定償却、消費税等でございます。 

  次に、7ページ、８ページの資本的収入及び

支出を御説明申し上げます。 

  収入の第１款第１項の工事負担金は337万

7,000円で、内容としましては河川改修事業関

連工事による負担金でございます。 

  第２項の補助金は、24年度につきましては補

助事業を予定していないことから、存目として

います。 

  第３項の出資金は2,162万9,000円で、内容と

しましては旧簡易水道事業分の起債償還元金に

対する一般会計からの出資金でございます。 

  次に、８ページは支出でございまして、第１

款第１項の建設改良費は２億4,762万5,000円で、

12件の工事及び設計費用でございます。 

  第２項の開発費は1,086万1,000円で、水道台

帳補正の委託費用でございます。 
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  第３項の企業債償還金は、１億9,281万円で

ございます。 

  以下、９ページには資金計画、10ページから

12ページには給与明細書、13ページは平成23年

度の予定損益計算書、14ページから17ページに

は平成23年度及び平成24年度の予定貸借対照表

を記載してございますので、ごらんください。 

  以上、平成24年度新庄市水道事業会計予算に

ついて御説明申し上げました。御審議の上、御

可決くださいますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

沼澤恵一議長 これよりただいま説明のありまし

た議案22件のうち、平成24年度予算９件を除い

た議案13件について、一括して総括質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

４ 番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

４ 番（小野周一議員） 議案第３号特別職の職

員の給与に関する条例等の一部改正の件につい

てお聞きします。 

  ９月議会ですか、当時50％、40％、30％のも

のを下げて20％、10％、８％になったわけなん

ですけれども、改めて聞くわけなんですけれど

も、この数字の下げ幅の根拠はどこにあるのか。 

  といいますのも、これから付託された我々委

員会でそれぞれが真剣にお話しになると思うの

ですけれども、今回、市長から諮問されました

国保の問題、下水道の問題上がっております。

そういうことも踏まえての今回の特別職の数字

ですか、20・10・８というその根拠となったも

のはどこにあるのか。 

  ということは、私の聞き間違いだったら謝る

んですけれども、50・40・30時代は、あの当時

恐らく市長は……、議事録を持ってくればよか

ったんですけれども、財政的にある程度明るさ

が見えたというような、そういう感じの発言が

なされたかなと私お聞きしたんですけれども、

その当時から、国保問題、下水問題、本当に基

金もなくなり大変な問題を抱えて、市長から諮

問を受けて答申されたわけです。 

  今回、議案としてずっと上がってくるんです

けれども、それらを踏まえて、この数字という

のはどういう根拠を持って上げられたのか。私、

反対とか賛成という意味ではありませんから、

その辺を踏まえて説明のほどをお願いしたいと

思います。 

伊藤元昭総務課長 議長、伊藤元昭。 

沼澤恵一議長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 ただいま小野議員の方から特

別職……、今回、議案第３号で、現在、特別職

三役それぞれ20％・10％・８％を削減するとい

う案件。昨年の９月定例会で、従来の50・40・

30から削減幅を縮小し、御決定いただいた特別

職の給与の削減でございます。それを今回の案

件といたしましては、会計年度23年度の会計年

度末であります24年３月31日というのを、来年

度24年度の年度末25年３月31日まで延ばすとい

う御提案をさせていただいているところでござ

います。 

  したがいまして、９月定例会で御決定いただ

きました現在の20・10・８を継続するというこ

とで、当時50から20に削減幅を縮減したという

案件につきましては、当時の９月定例会でもい

ろいろ御議論いただいて決定をさせていただい

たという経過があるとは思います。 

  その中で、平成16年財政再建計画をつくって、

その後、平成20年からは財政再建プランと引き

継いでおりまして、現在もその財政再建プラン

に基づいて財政対策等を行っているわけですが、

ほかの経済状況が必ずしも……、少しは好転し

ていると言われながらも、なかなか影響が見え

ていないという状況もありますが、実質公債費

比率等も早期健全化団体から脱却したという当

市の財政状況も幾らかよくなっているという案

件と、あと他団体等の削減幅等を考慮して、先

ほど申し上げました20・10・８に今改定をして
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いただいたという形を、来年度も継続させてい

ただきたいというような議案第３号の中身でご

ざいます。 

４ 番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

４ 番（小野周一議員） 全体的な流れで理解す

るんですけれども、その前に大変なこのような

ことを言う前に、我々みずから議員の独自削減

も議長の裁断ということでなくなったわけなん

ですけれども、本当に自分たちも痛みを負いな

がらこのような質問をすれば、執行部の方にも

聞く耳があるというか聞いてもらえると思うの

ですけれども、先ほど言いました20％・10％・

８％というその数字ですよね、何を根拠に出さ

れたのか。 

  何回も言いますけれども、これから恐らく質

問する方も出てくると思うのですけれども、国

保の値上げ、下水道の値上げも控えているわけ

なんです。本当は私も言いづらいです。我々議

員みずからも、本当に今まで独自削減したのが

なくなったんですから。なくしたんですから。

本当に言いづらい話なんですけれども、これか

ら本当に国保の値上げ、下水道の値上げがこの

場に出てくるんです。議案として。それをわか

っていながら、このような議案を出されるとい

うこの根拠ですよね。この数字の。改めてお願

いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 特別職の給与に関しては、非常に

最近におきましてはナイーブな面も抱えている

のかなというふうに思います。出さなければ、

100％というようなことが条例上決まっている

というようなことがございます。 

  また、あと民間の皆さんとお会いしたときに、

100％やれというような応援も数多くいただい

ております。しかし、まだ財政再建プランとい

うものを実施していく中で、100％戻すことは

できないということで、２割カットというよう

なことを考えさせて、総務の中でそのような 

……。 

  また、責任という立場でおきますと、50％で

は職員の課長職同等の報酬であるというような

ことで、300人職員のトップに立ち、そしてま

た４万市民の全責任を負うという立場というこ

とであれば本来100％だが、この財政再建プラ

ンの実情を考えて２割のカットを提案させてい

ただいたと。それで、また今後、来年度につき

ましても同等の形で提案をしたものであります。 

４ 番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

４ 番（小野周一議員） わかりました。早く言

えば満額。満額という言葉は悪いんですけれど

も、そういう報酬をいただいて、全力で今まで

以上に執行していただきたいなという思いでお

ります。 

  あと、次の４条です。扶養手当のあれ。500

円のあれなんですけれども、これも当初の我々

議会に議案として出なかったのでわからなかっ

たのですけれども、その当時の総務課長、今教

育長ですね、総務課長と職労の方々が、「今は

新庄市、財政的に本当に大変だから、人事院か

ら勧告が来ても我慢してくれ」という、我々も

本当に頭が下がる思いで後から聞いたんですけ

れども、しかし、その後出されたときは、市長

もいつもあいさつにあったんですけれども、財

政的に非常に厳しい、リーマンショックで世界

的な不況の中で、厳しい中での今までと同じよ

うな議案を出させてもらって、この議場で否決

されたんですけれども、しかし、あの当時と比

べると今は違ってきているし、５年間も職員は

頑張ってきていると私は思います。 

  そういう中で思い出してほしいのは、あの当

時の議員の中からも、特別職の独自削減をして

いるから職員もするのはやぶさかでない。そし

てまた、あの当時、今でも民間は大変景気が悪
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いですけれども、景気が悪いのを、今の風を読

み切れていないのではないかというそういう感

情的な面もあったのですけれども、そういう面

で否決がなされたのですけれども、だとすれば、

今回これも付託されて委員会でなるんですけれ

ども、これ以上、今の新庄市の職員、管理職を

含めてどのようなものが独自削減をなされてい

るのか、あるとすればお聞きしたいと思います。 

伊藤元昭総務課長 議長、伊藤元昭。 

沼澤恵一議長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 現在、23年度で職員の独自削

減という形で職員給与等を削減しているものと

しては、まず期末勤勉手当、これ役職いわゆる

係長以上、今の主査以上の役職分で、それぞれ

の役職加算分を20％カットしております。これ

につきましては、22年度までは50だったのを今

回から20、来年度は、そのカットは、独自削減

の期末勤勉手当の役職加算分についてはやめた

いというふうに考えております。 

  さらには、管理職手当、今年度23年度から定

額の管理職手当になりましたが、いわゆる課長

級、主幹でありますが、それにつきましてはそ

れぞれ定額の５割カットを行っています。これ

につきましては、来年度24年度につきまして、

特別職三役が、市長を初め三役がカットを行っ

ていますから、50をそっくり戻すということで

はなくて、管理職に限っては管理職手当のカッ

トを、削減幅を減らしながら削減は継続してい

きたいという考え方で現在考えているところで

ございます。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 私の方から、総括とい

うことでありますので、ひとつお聞きしたいと

思います。 

  議案第10号国保改正、13号下水道改正、14号

介護保険改正、これらについて、全部これは値

上げ改正、そういう内容の議案であるわけです

が、これらについては個々協議会等で、また委

員会の協議会とか各担当課からは説明をいただ

いております。 

  内容については、議案についての内容につい

ては私なりに理解しておりますが、ただ、今議

会に値上げ改正の３議案が同議会に出されたと

いうこの物事、これ市長どういうふうに受けと

めて、こういう議案をこの３月議会にそろえて

出されたのか。その辺の趣旨を、市長の24年度

の市政運営の中で何も触れられない。 

  これは、今まで議会でこういうふうな値上げ

改正はいろいろあったわけですが、同一で３件

も議会に提案されるというのはちょっと記憶に

ない。この辺ひとつ、これは市長から、これは

担当課の事業に対しての、運営に対しての説明

は聞いておるわけですから、市長からひとつそ

の辺の議案の……、３議案を同一議会に出され

た趣旨、その辺をお聞かせいただきたい。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 今回、３議案の値上げ条例の提案

をさせていただきました。全員協議会でも申し

上げましたが、基本的には値上げはしたくない

という方針、本心であります。しかし、今この

国民健康保険、あるいは介護保険といった少子

高齢化社会におけるこの時代の背景の中で、そ

の予算組みといいますか、それにかかわる基金

というものが大変厳しい状況にあるということ

です。 

  この案件を、昨年それぞれの状況の話を担当

課から聞かせていただいたとき、一回に３件で

はなく、ずらしてというようなことも、前段と

して全体政策会議の中で大分協議をさせていた

だきました。しかし、先送りすることのできな

い状況でもあるということで、ここはしっかり

議員の皆さんと議論していただきながら、これ

を詰めていくしかないと。先送りすれば、その
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分だけさらに値上げもしていかなければならな

いということで、逆に隠してきたのではないか

というようなことにならないかと。 

  今のこの日本の状況における少子高齢化社会

というものに真っ向から本当にかかわっていか

なければ、正直に市民の皆さんに申し上げてい

かないと、どこかに金があるんだろう、あるん

だろう、あるんだろうというような期待感も持

たせてしまうと。このこともしっかりと議論の

対象とし、今回は、また介護保険が３年に１度

の見直し時期ということに重なったこと、それ

から下水道が４年に１度の見直し時期というふ

うな、見直しの時期にちょうど……、国民健康

保険は粘って粘ってここまで来たんですが、や

はり基金が枯渇したというようなことで、受け

る方々の、保険者の皆さんを守らなければいけ

ないということで、この基金を確保する必要が

あるということで、本当につらい思いの中で今

回提案させていただいたところであります。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 各事業３年、４年のス

パンで値上げの改正をとってきたのが、偶然に

というか、そういうふうな一緒の年度になった

と。また、国保の方は７年間据え置いてきたと

いうこともお聞きしました。しかしながら、お

れが言いたいのは市民の受けとめ方です。市民。

同時に３議案改正された。そうした場合の市民

のとらえ方。市政に対して、正直言って信頼感

を損なうおそれもあるんです。これ議会で恐ら

く審議されれば、これから審議されるわけです

が、市民の目線で市政をやると言っているわけ

でしょう。市民がどうとらえるか。市民が理解

する、納得する、物事の説明ができる状況をつ

くってもらわないと困る。 

  ということは、国保にとっても15.何％、介

護25％、下水道はそれほどでもない。こういう

議案を我々審議するというのは、非常に市民に

対してどう議論して、これが今後議会で通して

やった場合、恐らく「市民は議会で承認したん

だべ」と、「議会の議員のみんながいいと言っ

たんだべや」と、そういう市民感情は間違いな

く生まれるんです。市民は、各事業の運営が厳

しいからこうなったのかという、そういう物事

でとらえ方はまずしない。いろいろ説明して、

こうこうこうこうと順序を並べて説明すればそ

れなりの理解はできる。その辺の、だから行政

サイドでも、そういう配慮が今まで市民になさ

れてきたのか。今後、議会でこれの決議をした

場合、採決して通した場合、我々が問われる、

議会が問われる、そう思いませんか。 

  そういうことを考えた場合、こういう３案を

同一に出すというその心境がわからない。内容

はわかりますよ。内容は。運営が厳しくなった

からということはわかるんです。それは。この

ままでは運営していくことができないというの

は、そうした意味は各事業担当課から聞いてい

ましたから。しかしながら、こういう同一議会

に３案を一緒に……、改正案のアップのよ。こ

ういう状況は避けてもらわなければ、幾ら運営

が楽でないといっても、こういう提出の仕方は

今後やってもらいたくない。その辺の検討の余

地があるんでないかと思うのですが、その辺、

今後のとらえ方、こういう市民の皆さんのとら

え方を考えた場合どう考えますか、その辺をお

聞かせいただきたいと思います。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 ただいま値上げについての時

期が３件同時にということで、市としての考え

方というか、そういうことのないようにという

ことでございますけれども、たまたま各特別会

計なり公営企業会計が同時になってしまったと

いうことでございます。それにあわせて、値上

げを一括でやろうというふうな考えではござい

ません。 
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  各会計、財政運営が非常に厳しいということ

の中で、各審議会の審議を経て、あるいは市の

内部でも政策調整会議などを踏まえて、その中

で検討した結果、値上げと、あるいは一般会計

からの繰出金という形で、市民の負担を軽減し

ながら改定しようというものでございます。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 財政課長、おれ聞いた

のは、市民がどうとらえるかということを行政

サイドで考えながらやってきたのかと。運営状

況がどうのこうのっていうのは行政サイドのと

らえ方。こういう状況で議案を出して、議会で

決議して通した場合、市民がどういうふうにと

らえるかと。皆、市民に負担がいくのです。 

  例えば国保だけだったら、そう市民感覚もや

むを得ないという状況で理解してもらえるかも

しれないけれども。行政サイドはわかっている

んだ。運営が厳しくなったからやむを得ないん

だと上げる。 

  別に３案……、国保は７年間も据え置きした

というか、途中でやっていれば一緒にこんなに

ならなかったと思う。だから、そういう状況を

つくって今があるということに対して、市民が

どういうふうにとらえて、どういうふうに理解

されるか、どういうふうに我々が説明すれば 

……。これは、議会で通さなければ市民に負担

というか伴わないとなるんだけれども、これ以

上、今後もこういうふうな４年、３年とかスパ

ンでやった場合はこういう状況があり得るとい

うことで、市民にそういうふうに我々は話する

状況になるみたいな今の答弁だけれども、そう

いうふうなことにならないように行政サイドで

検討して、改正案をできれば市民負担はなるべ

く軽減して、１議案、１事業の物事を進められ

る検討というのはするべきだと私は思うのです。

そうではないですか。市民感情、市民の目線に

立っていないですよ。これでは。口だけで。そ

う思いませんか。 

 行政サイドの今の答弁だって、行政サイドで、

事業の運営が楽でなくなったからやむを得ない

んだというとらえ方だけでしょう。そして、こ

ういうスパンでやってきたから一緒になったっ

て、それだけでは市民に理解されないべ。市民

に理解してもらうためには、一つ一つぶつから

ないように、優しい負担を伴う行政姿勢こそあ

るべきだと私は思うのです。そういうことをぜ

ひひとつ、これからも改正いろいろあるわけで

すから、肝に銘じてやってもらえればありがた

いと思います。答弁は要りません。終わります。 

沼澤恵一議長 ほかにございませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいま議員のお話と

ほとんど同じ立場で、三つの値上げ案の条例案

について、全員協議会でも話したわけですが、

改めてこの本会議の場でお聞きしたいなと思い

ます。 

  10号の国民健康保険税引き上げの条例につい

て、今までの説明では１人当たり約15％の値上

げでした。本当にこの収納率は91％の収納率で

今やっておりまして、これでさらに15％の値上

げ、１人当たりですが、それをやったときに収

納率はもっと下がっていくのではないか。そう

いうことは予想されないかということをお聞き

します。 

  資料としてつくっていただいた試算で、年収

300万円の夫、主婦の妻、40代夫婦、資産なし

の御夫婦に中学生と高校生のお子さんがおられ

る世帯ですが、ここが現在約31万の国保税が38

万円になるということで、約20％から21％の値

上げになります。資産なしですから、家賃月５

万円ぐらいはかかるようなところに民間の場合

おられると想像されます。そうすると、年間60

万円くらいかなと考えられます。国民年金保険

料も払わねばなりません。これらを払った場合、
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残ったお金を計算してみますと月13万円なんで

す。月13万円で、中学校、高校の教育費や働く

ときに必要な車１台ぐらいの経費、そして食費、

これが賄えると考えられるのでしょうか。そう

いう意味では、試算されたこのような世帯が多

かれ少なかれあると思うのです。国保関係者で

すから。そうなりますと、この大幅な値上げで

は、この値上げでは収納率は下がっていく、払

えないというふうになるのが、ふえていくとい

うのが目に見えるのではないかということです。 

  また、13号の下水道約６％を値上げした場合

について、使用量平均的なところで20立方メー

トル、これがさっき試算されましたが、それと

水道料と……、下水道ばかり使っているという

人はそんなにいないわけで、大抵は水道を使い、

下水道を使いというふうになるわけです。そう

なった場合、13市中ほとんど１番、１位に匹敵

するというか、そのような下水道使用料でなる

ことになるようです。そうなれば、やっぱり払

えないという人がふえて、収納率の低下が出て

くるのではないか。 

  また、14号については、介護保険料の引き上

げで約25％の引き上げになります。年金が下が

っているというのが市民から聞かされている声

です。また下がる予定でもあるとも言われてい

ます。そしてまた、働く世帯がいたとしても、

収入が大幅に下がっていると言われております。

そういう中での値上げというのは、保険料を取

るのは天引きというのが多いですので取れるか

もしれません。しかし、そのおかげで生活に回

るお金が少なくなり、利用料が出せない。利用

したくても利用料を出せなくなる。使わないと

いうふうにならざるを得ない。薬、医者に行く

のも控えねばならない。特にこのような雪が降

ったときには、雪の除雪費だけでいっぱいで、

もう本当にお金がなくなったという声をいっぱ

い聞きましたけれども、そういう中でこのよう

な大幅な値上げがされることは、お金のない介

護の必要な方が、介護を受けられないことにつ

ながっていくのではないかと思います。それに

ついてどうでしょうか。 

小野孝一税務課長 議長、小野孝一。 

沼澤恵一議長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 ただいまの佐藤議員の質問に

お答え申し上げます。 

  確かに国保税が値上げすれば、収納率に影響

があるのではなかろうかというふうな御質問な

んでございますけれども、確かに平成15年、16

年の改正のときには、15年度14.13％の引き上

げに対しまして、1.37ポイントの収納率の低下

を招きました。また、16年度の6.36％の引き上

げのときにも、同じく1.34％の収納率の低下が

あったと。したがいまして、今回の件について

も非常に厳しい見方はしております。予算上に

ついては91％という形でお示しはしていますけ

れども、非常に厳しい状況だなという考え方は

しております。 

  それから、最初に例示を出しまして、年収

300万のケースということで挙げられましたけ

れども、確かに所得税、住民税についても非常

に厳しい状況になってきて、国保税についても

かなり影響を及ぼすというふうなことは重々承

知しております。これが400万、500万のケース

と３ケース検討はしてみましたけれども、いず

れについても国保税については……、国保税の

ほかに所得税、住民税についても非常に影響が

あるというふうなことで、厳しい状況であると

いうことは承知いたしております。この件につ

いては、収納率の低下を極力抑えるために、収

納体制の強化を図っていきたいというふうに考

えております。以上です。 

星川俊也上下水道課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 上下水道課長星川俊也君。 

星川俊也上下水道課長 全員協議会の中でも、具

体的に１カ月の使用量当たりでどのぐらい上が

るのかということでは説明をさせていただきま
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した。平均的な家庭の20立方ということで、１

カ月当たり210円上がるんだと。年間にします

と、12カ月ですので2,520円。この210円上がっ

たことによって、直接的に、今の水道・下水道

の収納率は96から97％ですけれども、210円上

がることによって、実質的にそこが直接的に収

納率に響いてくるのかといった場合については、

さほど私の方としてはそんなに響かない程度の

値上げの改正幅だというふうには考えておりま

す。 

  また、96％ということで滞納する人はいるわ

けですけれども、そういう人がたにつきまして

は、うちの方の滞納整理員が、いろいろな納付

計画等をその人の生活に合った形での納付のし

やすさ、分割の仕方とか、そんなものを十分に

相談しながら収納しているところでございます。

下水道の収納の考え方については以上でござい

ます。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 年金がこれから下がろう

としている中での、介護保険料天引きは厳しい

のではないかというお話でございます。確かに

そのとおりでございます。それに基づいて利用

量を控える傾向にあるのではないかということ

でございますが、これは在宅サービスについて

のお話かと思います。施設につきましては補足

適用がございますので、サービスを控えるとい

う傾向で行くとすれば在宅サービスの方かと思

います。 

  前の全員協議会でもお話ししましたけれども、

在宅サービスの中でも社会福祉法人が行ってい

るサービスにつきましては、独自の社会福祉法

人としての利用料軽減の制度がございます。こ

れまでなかなかそれの内容が普及されていなか

ったということがございます。ケアマネジャー

の会議の中でも周知を図りながら、社会福祉法

人としての減免に基づいて利用しやすいような

ことを考えております。したがって、値上げに

伴っての、収入減に伴っての利用を差し控える

ようなことがないように、この制度の普及を図

っていきたいと思っております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 税務課長の方からは、

特に厳しいお話があったように思います。収納

体制の強化を図るということでありました。し

かし、先ほど述べた例のような世帯が４人で、

13万円ぐらいで車と教育費と食費というのは、

本当に収納対策強化を図って納めろと言えるよ

うな金額なんでしょうか。 

小野孝一税務課長 議長、小野孝一。 

沼澤恵一議長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 確かに厳しいという認識は私

も持っております。ただ、一方で、税の公平性

の確保という観点も、一方で忘れてはならない

というふうなこともあるわけでございまして、

苦しいながらも納税している方もいっぱいいら

っしゃるわけなので、その辺の観点を考えれば、

納税の義務、正直者がという感じにならないよ

うな形で、課せられた税についてはきちんと収

納していくというふうなことも我々に与えられ

た使命だというふうに認識をしております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 税金の、私、法律的に

何条がということはわからないのですけれども、

生活費非課税の原則ということがあるというふ

うにお聞きしたことがあります。生活費には税

金をかけないんだと言われているというふうに

聞いております。 

  ４人家族ですと、13万円ぐらいの生活費にな

るような、税金を払えというようなあり方が、

その生活費の非課税の原則という税の民主主義

というふうにも、私も原則の一番大事なことだ

というふうに言われたことを記憶しているんで
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すけれども、そういったときに、国保とか介護

保険料もそうですけれども、生活費をもう食っ

ていると。それでも納めろと。そういうのが納

税の義務なんでしょうか。 

  私は、そんな食べないで納めろとまでは言え

ない、教育費を納めないでとは言えないだろう

と思います。高校やめろみたいなことになるわ

けですから。そうではなくて、せめてこうした

方々が、もちろん実際はやっているんだと思い

ます。職員が。職員の皆さんは、実際の場面で

は、少しずつで仕方ないんでないかとなってい

るんだと思います。 

  でも、市として税を上げないということがま

ずできることだろうと思うし、どうしてもだめ

だというのであれば、言っていただければ相談

で、正式に堂々と減免制度をつくってあげられ

るというか、生活費非課税だなということを出

して堂々と認めてあげられる。そういう制度が

あるべきというふうに思うのですが、どうなん

でしょうか。 

小野孝一税務課長 議長、小野孝一。 

沼澤恵一議長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 非常に難しい答弁になろうか

と思うのですけれども、確かに生活費非課税の

背景というのは、私は承知いたしておりません。

ただ、憲法上、健康で文化的な生活を営む権利

を有するという憲法で保障されたことからすれ

ば、そこがどの程度までの税率が適正なのかと

いうふうなことになろうかと思うのですけれど

も、そこの内容までについては、詳しい内容ま

でについては、ここでは答弁を控えさせていた

だきたいというふうに思っております。 

沼澤恵一議長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、総括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第３１予算特別委員会の設置 

 

 

沼澤恵一議長 日程第31予算特別委員会の設置を

議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第25号新庄市一般会計予算から議案第33

号新庄市水道事業会計予算までの平成24年度各

予算を審査するため、委員会条例第６条第１項

の規定により予算特別委員会を設置いたしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、予

算特別委員会を設置することに決しました。 

 

 

予算特別委員会委員の選任 

 

 

沼澤恵一議長 これより、ただいま設置されまし

た予算特別委員会委員の選任を行います。 

  お諮りいたします。 

  予算特別委員会委員の選任につきましては、

委員会条例第８条第１項の規定により、議長に

おいて全議員を指名したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、全

議員を予算特別委員会の委員に選任することに

決しました。 

  なお、委員会条例第10条第１項の規定に基づ

き、本日の本会議終了後、この議場において予

算特別委員会を開催し、正副委員長の互選を行

っていただきますので、御参集方よろしくお願

いいたします。 

 

 

日程第３２議案・請願の予算特別
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委員会、各常任委員会付託 

 

 

沼澤恵一議長 日程第32議案・請願の予算特別委

員会及び各常任委員会付託を行います。 

  議案・請願の委員会付託につきましては、お

手元に配付しております付託案件表のとおり、

それぞれ所管の委員会に付託いたしたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

平 成 ２ ４ 年 ３ 月 定 例 会 付 託 案 件 表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

予 算 特 別 委 員 会 

議案（９件） 

〇議案第２５号平成２４年度新庄市一般会計予算 

〇議案第２６号平成２４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

〇議案第２７号平成２４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

〇議案第２８号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計予算 

〇議案第２９号平成２４年度新庄市農業集落排水事業特別会計予算 

〇議案第３０号平成２４年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計予算 

〇議案第３１号平成２４年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

〇議案第３２号平成２４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予

算 

〇議案第３３号平成２４年度新庄市水道事業会計予算 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

議案（６件） 

請願（１件） 

〇議案第３号新庄市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例の設定について 

〇議案第４号新庄市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

〇議案第５号新庄市住民生活に光をそそぐ基金条例を廃止する条例

の設定について 

〇議案第６号新庄市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議案第７号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

〇議案第８号新庄市立図書館条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

〇請願第１号消費税増税に反対する意見書の提出を求める請願 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（７件） 

 

〇議案第９号新庄市印鑑条例等の一部を改正する条例の設定につい

て 

〇議案第１０号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

制定について 

〇議案第１１号新庄市営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 
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付 託 委 員 会 名 件                名 

〇議案第１２号新庄市定住促進住宅設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

〇議案第１３号新庄市下水道条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

〇議案第１４号新庄市介護保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

〇議案第１５号新庄市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を廃止

する条例の設定について 

 

 

議案９件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第33議案第16号平成23年度新

庄市一般会計補正予算（第８号）から、日程第

41議案第24号平成23年度新庄市水道事業会計補

正予算（第３号）までの補正予算９件につきま

しては、会議規則第35条の規定により一括議題

にいたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、日

程第33議案第16号平成23年度新庄市一般会計補

正予算（第８号）から、日程第41議案第24号平

成23年度新庄市水道事業会計補正予算（第３

号）までの補正予算計９件を一括議題とするこ

とに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第16号から議案第

24号までの平成23年度一般会計、特別会計及び

水道事業会計の補正予算について御説明申し上

げます。 

  補正予算書１ページ、議案第16号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ２億

2,893万7,000円を追加し、補正後の予算総額を

150億8,055万円とするものであります。 

  主な補正内容について御説明申し上げます。 

  歳入についてでありますが、市税は景気低迷

による影響を考慮して予算化しておりましたが、

経済の回復基調にあわせた市民税や市たばこ税

の伸びなどがあり、市税全体で対当初予算比約

１億円の増額補正を計上しております。 

  歳出につきましては、８款土木費から10款教

育費まで大きな増額を計上しておりますが、ま

ず、昨年度に続く大雪への対応としまして、先

ほど御承認いただきました専決予算に続き、こ

のたびは排雪を重点としました土木費の事業な

ど、やはり各般にわたる除排雪経費の増額を盛

り込んでおります。 

  さらに、東日本大震災関係経費の補正であり

ます国の第３次補正予算に呼応し、その効果的

な補助制度や起債を活用した消防団の安全対策

費や24年度の予算化を予定しておりました新庄

中学校体育館改築工事費などの前倒し分に関し

増額計上しております。 

  未曾有の大震災からほぼ１年が経過しようと

しておりますが、この１年間、新庄市も被災

者・被災地支援に努め、また防災対策にも力を

注いでまいりました。このような中でありなが

らも、経済動向は少しずつではありますが好転

への兆しがうかがえるとされます。新年度の事

業展開の円滑な移行のためにも、適切な対応を

要する補正内容を組ませていただいております
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ので、よろしく御審議お願いいたします。 

  続きまして、39ページからの特別会計であり

ますが、議案第17号国民健康保険事業特別会計

補正予算から議案第23号後期高齢者医療事業特

別会計補正予算までの７特別会計及び議案第24

号水道事業会計補正予算につきましても、今年

度のおのおのの事業の総括などを図るために必

要な予算の補正を行うものであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては、財政課長、上下水道課長

から説明させますので、御審議の上、御決定く

ださいますようお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

   （髙橋則雄財政課長登壇） 

髙橋則雄財政課長 それでは、初めに、議案第16

号一般会計補正予算（第８号）について御説明

申し上げます。 

  １ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ２億

2,893万7,000円を追加し、補正後の総額は150

億8,055万円となります。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページから５ページまでの第１

表歳入歳出予算補正を御確認いただきたいと思

います。 

  次に、６ページ、第２表債務負担行為でござ

いますが、国の第３次補正予算が昨年成立し、

その中で公立学校の耐震化が重点化されたこと

に伴い、本来は24年度当初において予算化を予

定しておりました２カ年事業であります新庄中

学校体育館改築工事について、国補正で示され

ました有利な条件を活用し事業の展開を図るた

めに、今年度の３月補正に計上し、その執行を

前倒しするものでございまして、25年度までの

事業が円滑に遂行できるよう、25年度事業費分

１億4,235万円を限度額とした債務負担行為を

追加させていただくものでございます。 

  第３表地方債補正につきましては、増額・減

額合わせ９本でございまして、各般の事業費の

確定等によるものですが、７ページの四つ目、

義務教育施設改修事業につきましては、国の３

次補正措置に呼応した新庄中学校体育館改築工

事と沼田小学校体育館耐震補強工事の、今般の

補正予算化に伴う財源措置２億1,990万円を含

んだものでございます。 

  10ページからの歳入につきまして御説明いた

します。 

  初めに、１款市税ですが、１項市民税の個人

分が2,500万円、法人分が3,100万円、４項の市

たばこ税が5,500万円のいずれも増額、また、

景気低迷などの影響によるものと考えられます

が、滞納繰越分は減額の補正を組ませていただ

いております。市全体におきましては、当初予

算から初めての補正となりまして、総額１億

160万6,000円の増額となります。 

  また、６款地方消費税交付金は2,300万円を

増額し、あわせて12款分担金及び負担金１項負

担金におきまして、東日本大震災の被災者や被

災地への支援に要した経費のうち、求償できる

範囲からの災害救助費負担金1,854万円を新た

に計上しております。 

  12ページ、14款国庫支出金１項国庫負担金に

おきましては、年度途中で制度の改正がありま

した子ども手当の負担金9,903万円の減、また

生活保護費等負担金は1,067万円を増額いたし、

生活保護世帯の増加に対応してまいります。 

  ２項国庫補助金におきましては、５目と６目

に国の東日本大震災関係経費拡充からの補助金

を計上しております。 

  小学校、中学校の学校施設環境改善交付金は、

沼田小学校体育館の耐震補強工事と新庄中学校

体育館の改築工事に、また、消防団安全対策設

備整備費補助金は、市消防団員の通信機器の整

備等におのおの効果的に活用し、事業の推進を

図ります。 

  15款県支出金２項県補助金におきましては、
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民生費県補助金でございますが、計画されてお

りました小規模多機能事業所の新規開設の延期

により、社会福祉施設開設準備交付金及び介護

基盤緊急整備交付金の減額を計上しております。 

  16ページ、18款繰入金におきましては、財政

調整基金繰入金の減額を入れておりますが、こ

れは今年度４月１日早々に、東日本大震災の被

災者・被災地支援に要する経費として予算の専

決をさせていただいた分におきまして、今年度

の支出事業費や明確化してまいりました事業費

求償分の収入などを勘案し、不用分となる減額

を盛り込んだものでございます。 

  最後に、21款市債につきましては、第２表地

方債補正のところでも御説明申し上げましたが、

各般の事業費の確定等によるものを含め９種の

起債を掲げましたが、特に３目教育債のところ

では、国の３次補正による緊急防災・減災事業

債を活用した沼田小学校、新庄中学校、両体育

館の耐震化を図る事業への効果的な活用のため

の起債を含めております。 

  今般、予算計上させていただきました両校の

事業は、実際には今年度内に終了するものでは

なく、いずれ24年度への繰越明許費として再度

予算化を図ることが必要となると考えておりま

すので、御理解いただきたいと思います。 

  続きまして、18ページからの歳出について御

説明させていただきます。 

  まず、共通している事項といたしまして、大

雪関連対策として先月の専決予算分のほかに、

各施設関係の所要の除排雪経費につきまして、

除排雪業務委託料、除排雪車借上料、または燃

料費、光熱水費もしくは指定管理料の中で増額

補正を組んでおります。 

  また、全款にわたり職員給与費を計上してお

りますが、これは主に法改正に基づく基礎年金

拠出金の自治体負担率増に係る年度当初への遡

及分でございまして、また、２款総務費の冒頭

1,146万8,000円の職員給与費は、この冬の除排

雪業務への従事に係る職員の時間外手当の増額

等でございます。 

  21ページ、３款民生費についてでございます

が、まず、１項１目社会福祉総務費におきまし

て、国民健康保険事業特別会計への繰出金

5,294万円を計上しております。これは、国保

事業の適切な執行のために繰り出すものでござ

いますが、歳入の安定した確保が難しい中、法

定外となりますが、4,840万2,000円の臨時的支

援を含めておるものであります。 

  また、５目老人福祉費におきましては、国庫

支出金を活用した小規模多機能事業所の建設補

助に関しまして、関係する補助金の減額を盛り

込んでおります。 

  さらに、歳入におきまして御説明いたしまし

たが、３項生活保護費の増額、４項災害救助費

の減額を計上しておりますが、特に災害被災者

対応費につきましては、扶助費を中心に被災

者・被災地に関し、効果的な対応を継続的に図

ってまいりましたが、今後の事業展開を見込み、

8,072万円を減じて計上しております。 

  ４款衛生費１項２目予防費におきましては、

予防接種事業の減額1,005万7,000円を上げてお

りますが、これは、定期接種を初め子宮頸がん、

ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種が予算を下回

る見込みとなったことによるものであり、また、

27ページからの６款農林水産業費につきまして

は、県の補助事業等を有効に活用し事業展開を

図ってきましたが、各事業費の確定や見込額の

精査等によりまして、その増減を計上しておる

ものでございます。 

  次に、８款土木費につきましてですが、32ペ

ージをごらんいただきたいと思います。 

  ６項１目除排雪費の道路の除排雪業務費とい

たしまして、先月の専決と同様に１億円を追加

計上しております。内訳は、除排雪業務委託料

4,000万円、除排雪車借上料6,000万円でありま

して、２年連続した大雪となりましたが、市民
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生活の安心・安全を確保してまいりたいと思い

ます。 

  33ページ、９款消防費でございますが、最上

広域分担金、消防費の減額分を計上しておりま

すが、このほかにも広域各施設等の市町村別分

担金の今年度分が精査されておりますので、款

別に計上しているところでございます。 

  また、非常備消防運営事業費に3,189万4,000

円を上げておりますが、これは、国の３次補正

の非常時における消防団員の安全対策としての

所要の備品を整備するもので、消防団員にヘル

メットライトや投光器、トランシーバーを備え

てまいります。この事業は、国庫補助金３分の

１を充て、残りは交付税措置が予定されており

ます。 

  33ページからの10款教育費におきましても、

学校施設を中心に除排雪経費等を盛り込み、大

雪と低温に伴う増加分として計上しております。 

  ２項１目における小学校管理運営事業費、ま

た３項１目における中学校管理運営事業費にお

きましては、おのおのの工事請負費に沼田小学

校体育館耐震補強工事分2,020万円、新庄中学

校体育館改築工事分３億3,000万円を計上して

おります。これは、国の３次補正の重点項目で

ある公立学校の耐震化対策に基づく緊急防災・

減災事業債を活用するもので、従来の補助金の

ほかに起債充当率や元利償還金の交付税算入率

が通常より有利であることにより、これを生か

しつつ事業の効率化を図ろうとするものでござ

います。 

  ４項社会教育費におきましても、除排雪経費

増額の指定管理委託料を計上し、大雪、低温に

対する適切かつ時宜にかなった予算化を行い、

最後まで市民生活の安心・安全を確保してまい

りたいと考えております。 

  最後に、37ページ、12款公債費につきまして

は、市債利子における利率低下などによる分の

減額を上げております。 

  以上で一般会計を終わりまして、特別会計の

説明に入らせていただきます。 

  39ページでございますが、議案第17号国民健

康保険事業特別会計補正予算（第３号）でござ

いますが、歳入歳出それぞれ１億4,881万3,000

円を減額し、補正後の予算総額を41億558万

7,000円とするものでございます。 

  44ページからの歳入は、特に国庫支出金など

の減額が大きく、歳出における保険給付費の精

査や共同事業拠出金の確定などにより、46ペー

ジ後段のとおり、一般会計からの特別支援臨時

繰入金4,840万2,000円を加えて補正を行ってお

ります。 

  次に、51ページでございますが、議案第18号

交通災害共済事業特別会計補正予算（第２号）

につきましては、歳入歳出それぞれ28万2,000

円を追加し、歳入歳出それぞれ988万4,000円と

するものでございます。交通災害共済見舞金の

増額に対応する補正となります。 

  次に、55ページ、議案第19号公共下水道事業

特別会計補正予算（第４号）につきましては、

歳入歳出それぞれ2,544万3,000円を減額し、補

正後の予算総額を15億4,326万5,000円とするも

のでございます。事業の確定及び精査等による

建設費減額と、これによる地方債の減額補正、

また市債利子の減額等による所要の補正として

おります。 

  次に、63ページ、議案第20号農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）につきましては、

歳入歳出それぞれ28万円を追加し、補正後の予

算総額を7,713万円とするものでございます。

歳出の内容は、施設の除排雪業務委託料の増額

分となっております。 

  続きまして、67ページ、議案第21号営農飲雑

用水事業特別会計補正予算（第４号）につきま

しては、歳入歳出それぞれ299万8,000円を追加

し、補正後の予算総額を3,014万5,000円とする

ものでございます。歳出の内容は、施設の管理
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業務委託の増額分に伴うものでございます。 

  次に、71ページでございますが、議案第22号

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、

歳入歳出それぞれ3,488万3,000円を追加し、補

正後の予算総額を30億4,792万9,000円とするも

のでございます。歳入におきまして、介護保険

料収入が減少し、これを介護保険給付費準備基

金繰入金等で補うとともに、歳出におきまして、

介護サービス諸メニューの保険給付費を組み替

えし、調整する内容の補正としております。 

  最後に79ページでございますが、議案第23号

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２

号）は、歳入歳出それぞれ825万円を減額し、

補正後の予算総額を３億6,337万1,000円とする

ものでございます。後期高齢者医療広域連合へ

の納付金の減額が主な補正内容となっておりま

す。 

  以上で、一般会計及び特別会計の補正予算の

説明を終わります。御審議の上、御可決賜りま

すよう、よろしくお願いします。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後２時１１分 休憩 

     午後２時２１分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  上下水道課長星川俊也君。 

   （星川俊也上下水道課長登壇） 

星川俊也上下水道課長 それでは、議案第24号平

成23年度新庄市水道事業会計補正予算（第３

号）について御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条、平成23年度新庄市水道事業会計補正

予算（第３号）、次に定めるところによります。 

  第２条、平成23年度新庄市水道事業会計予算

（第３号）に定めた収益的支出の予定額を次の

とおり補正します。 

  支出の第１款水道事業費用の既決予定額10億

6,900万5,000円に、補正予定額416万3,000円を

追加し、10億7,316万8,000円とします。内容は、

第１項の営業費用は、営業費用16万3,000円は、

法定福利費の率の改正によります増であり、第

２項の営業外費用の400万円は消費税及び地方

消費税の支払いに係る補正であります。 

  第３条、予算第４条に定めます資本的収入及

び支出の予定額を次のとおり補正します。 

  収入の第１款資本的収入の既決予定額5,614

万9,000円から補正予定額1,475万円を減額し、

4,139万9,000円とします。これは、下水道事業

関連での敷設がえを予定していましたが、下水

道事業においての該当箇所の事業がなくなった

ことによる工事負担金の減でございます。 

  支出の第１款資本的支出の既決予定額４億

1,732万2,000円に補正予定額210万9,000円を追

加し、４億1,943万1,000円とします。内容につ

いては、特定収入として工事の財源に充てまし

た平成22年度国庫補助金に係る消費税相当額に

ついて、特定収入割合の基準により消費税控除

の対象となったため返還するものでございます。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対して

不足する額３億7,803万2,000円は、過年度損益

勘定留保資金等で補てんするものでございます。 

  第４条、議会の議決を経なければ流用するこ

とができない経費としての職員給与費について、

第２条で補正いたします法定福利費分を増額し、

5,879万9,000円とします。 

  ３ページ、４ページには、ただいま説明しま

した補正内容の実績額を記載していますので、

ごらんください。 

  以上、平成23年度新庄市水道事業会計補正予

算（第３号）について御説明申し上げました。

御審議の上、御可決くださいますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算９件につ



- 42 - 

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第16号から議案第24号までの補正予算９件に

つきましては、委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  それでは、ただいま説明のありました平成23

年度補正予算計９件の審議に入ります。 

 

 

日程第３３議案第１６号平成２３

年度新庄市一般会計補正予算（第

８号） 

 

 

沼澤恵一議長 初めに、日程第33議案第16号平成

23年度新庄市一般会計補正予算（第８号）につ

いて質疑ありませんか。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 25ページ、保健衛生費

の予防費の件についてお聞きします。 

  予防接種事業が予定者より少なくて減額にな

っていますけれども、子宮頸がんやヒブ等々の

ことだと聞きました。この辺、なぜこうなった

んですかね。せっかく予防医学にするというの

は、市民の安全のためにやったんだけれども、

これが消化できなかったという原因はなぜか、

この辺ひとつお願いしたいと思います。 

  あともう１点、33ページの消防費、非常備の

件なんですけれども、国の３次予算で消防団の

備品を装備したというのは大変いいことだなと

思っています。東日本大震災を受けて、消防団

の力を必要とするというようなことの観点から

かなと思いますけれども、備品の内容をひとつ

詳しくお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

清水幹也健康課長 議長、清水幹也。 

沼澤恵一議長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 ワクチン予防接種の接種者の

減の要因でございますけれども、23年度からヒ

ブと小児用肺炎球菌ワクチン、それから子宮頸

がんにつきましては22年度から始めたわけでご

ざいますけれども、今年度の12月末までの実績

を確認いたしますと、子宮頸がんにつきまして

は、ほぼ目標の接種率を達成するであろうとい

うふうな見込みでございます。 

  今年度、中学１年生から高校１年生までとい

うような範囲で実施をいたしておりますが、中

学１年生の方は12月末までは93％のほぼ実績に

なっておりまして、見込みでは95％ぐらいは達

成できるのではないかなというふうに見込んで

おります。中学２年から高校１年生までは、12

月末の実績では81％程度ということで、これか

ら若干ふえるというふうに見込んで83％ぐらい

で補正を組んでおります。 

  ただ、ヒブと小児用肺炎球菌ワクチンにつき

ましては、当初の見込みではヒブと小児用それ

ぞれ標準年齢０歳児を対象にして３回と、それ

から追加接種の方で１歳児から４歳児までとい

ふうなことで区分して接種をしていただいたわ

けですけれども、ヒブの方の０歳児につきまし

ては、12月末までの実績では49％程度、それか

ら１歳児から４歳児までが37％。それから、小

児用肺炎球菌につきましては、12月末の実績で

46％、０歳児です。それから１歳児から４歳児

までが35％ということです。 

  我々の目標とは、ちょっと半分程度しか接種

者が出なかったというふうなことで、いろいろ

要因は考えられるとは思うのですけれども、当

初ヒブと小児用肺炎球菌ワクチンの接種につい

て、全国で死亡症例がたしか７例ほど出て新聞

にも掲載されたことがございました。そういっ

た影響が多少あったのかなというふうなことと、
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接種時期が、０歳児さまざまな予防接種がござ

いますので、接種時期が集中するというような

要因も多少あったのかなということでございま

す。 

  それから、ピーク時がヒブと小児用について

は０歳児になっておりますので、１歳から４歳

までは、例えば上の子が接種しなかったから下

の子もいいんじゃないかとか、そういうふうな

傾向があったのではないかなというふうな見方

をしております。 

  いずれにしても三つの予防接種につきまして

は、個別にすべてダイレクトメールで御案内し

ておりますので、周知はされたはずでございま

す。今後も、その辺の理由についてさらに分析

というか検証していきたいなというふうに考え

ております。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 御質問ありました非常備消防

運営事業費の備品購入費3,189万4,000円につい

て御説明申し上げます。 

  先ほど財政課長の方からも前段でお話ござい

ましたけれども、東日本大震災における消防あ

るいは消防団の避難誘導あるいは救助救出活動

の実態を踏まえまして、団員等の安全確保が緊

急かつ重要な課題であるというようなことから、

国の方の３次補正で事業化されたものでござい

ます。 

  新庄市の方の対応としまして、この事業を受

けまして、備品としてトランシーバー500台、

ヘルメットライト1,150、これについては団員

全員分です。それから投光器、これは夜間の活

動時の安全を確保するというようなことで投光

器４台、以上合計して3,189万4,000円の金額に

なります。よろしくお願いします。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 子宮頸がんはほとんど

まず目的になったというようなこと、これは非

常によかったなと私自身思っています。 

  ヒブと小児用の個別でやっていると言ってい

ますけれども、この辺、今後どのように、いろ

いろあると思うのですけれども、制度を生かす

ために、もう少し積極的にかかわりとか指導す

るというようなことは今後とも考えられないの

でしょうか。そうすると、この傾向を見ますと、

翌年もこの分は減額的なものの予算計上になろ

うかと思いますけれども、その辺はどんなよう

なお考えなんでしょうか、ひとつお願いしたい

と思います。 

清水幹也健康課長 議長、清水幹也。 

沼澤恵一議長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 今年度は、国県からの補助４

分の３をいただきまして、無料で実施したわけ

でございます。対象年齢につきましても、ある

程度の幅をもって補助の対象にされたというこ

ともございますが、24年度につきましては、子

宮頸がんについては中学１年生、それから小児

とヒブについては０歳児だけを毎年これから対

象に実施していく予定でございます。 

  あと、未接種者に対する勧奨でございますけ

れども、任意の予防接種ということもございま

して、余り強くも勧奨できないという事情もご

ざいます。ただ、せっかくこういう制度で、で

きるだけ接種していただきたいという願望は持

っておりますので、これから随時その辺の啓発

とか普及に向けて事務方とも相談しながら、ど

ういった形で、電話で勧奨すべきなのかとか、

はがきですべきかとか、いろいろそういった面

で相談していきたいというふうに思っておりま

す。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） そうですね、これから

我々地方自治体も、自治体間の競争的なそれぞ

れのまちづくりを地方分権に求められるわけで
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すので、子育て支援というのは、それぞれの地

域では非常にとても大事な一つの大きな事業と

私は考えられますので、この辺をきちっと、次

の将来を背負う子供たちのために、しっかりと

新庄市のまちづくりをしていくためにはＰＲし

て、安全・安心なまちづくりのまちにしてもら

いたいなと思いますので、ひとつよろしくお願

いします。 

  あと、消防団大変わかりました。トランシー

バー500台、ヘルメット1,150というようなこと

で、非常に団員の安全確保のためにはよいし、

これから例えば火災ばかりでなくて、消防団は

山岳遭難のときにも出動なんかされるわけで、

トランシーバーの何か非常に期待されるわけで

すけれども、投光器４台ですね、この４台どの

ようなお考えですか、新庄市の消防団は17分団

ございます。その17分団の中にどのように４台

を配付するのか、それともこの４台はどのよう

な場所に置きながら投光器を活用なさるのでし

ょうか、その辺ひとつお聞かせください。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 投光器の配備についてでござ

いますけれども、現在、課の方で考えておるの

は、火災と災害が発災した場合、必ず事務局で

ある環境課も同時に出動しますので、現状では

４台については環境課の方に配備したいと考え

ておりますけれども、なお、もう一度消防団の

方と再度確認の上、対応したいと思っておりま

す。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 15ページ、15款７目に

県の支出で住宅リフォーム補助がありましたが、

これが1,400万円減となって、同じく支出の方

でもマイナス1,400万円ということになってい

ます。なぜこのように……、いい制度だと思い

ます。市長もきょうの予算の最初の施政方針の

中でも、この制度で少しでも財政効果というか

波及効果、財政波及効果の多い仕事だというふ

うに認識していらっしゃるようでした。 

  しかし、残念ながら補正で、県がつけてくれ

た予算を返さねばならないというぐらい使われ

なかったんだろうと思いますが、そこら辺の理

由は、使いにくかったということがないのか。

使いやすいようにするにはどういう課題がある

と考えているのか。本当に仕事がなくてみんな

苦しんでおられるわけで、仕事をふやす、経済

波及効果を期待してやっていきたいわけなんで

すが、もっと使われるようにするにはどういう

ことが課題なのかということでお願いしたいと

思います。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 当初3,000万というふう

な見込みでしたけれども、12月の県との会議の

中で、実績をもとに再配分をしたというふうな

ことで、結果的に1,400万の減というふうなこ

とです。 

  新庄市の場合ですと、２月27日現在ですけれ

ども100件、150件に対して100件というふうな

ことで、67％の申し込み率でございます。それ

で、事業費の総額が２億1,944万円ほどで、そ

のうち補助金で出した額が1,476万7,000円とい

うようなことでございます。 

  結果的に申し込みが少なかったという点でご

ざいますけれども、やはり大震災の影響等で、

津波で家が流された人がいるのに、自分の家だ

け丈夫にするのはちょっと気が引けるとか、あ

るいはまた震災で建築資材が高騰したというふ

うなことも一つの要因というふうに考えており

ます。この制度は24年度もございますので、市

報とか説明会とかそういった形で市民へのＰＲ

を図ってまいりたいというふうに思っておりま

す。 



- 45 - 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 理由がわかったような

気がします。わかりました、理由は。ただ、残

念というか、もっと使われてほしいし、市民の

仕事がもっと多くなってほしいというふうに思

いますので、さらにＰＲだけでなく県に対して

も、県も本当はもう少しかたかったらしいので

すが、使いやすいように少し緩和されたという

ふうにも認識しています。それでもこのような

ことになっているということで、私の希望とし

ては、余り枠をはめないで、前に商工会議所が

やったのに、市でこの前の年に補助を出したわ

けですが、そのとき枠が余りなくて、枠にはめ

ずに自由にできる、やりやすい住宅リフォーム

だったというふうに伺っています。そういう意

味では、枠を広げて使えるように、使いやすい

ように広げてやっていくように検討できないか

なと思うのですが、どうでしょうか。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 23年度の対象工事という

ようなことで、これ前に御説明しましたけれど

も、点数制になってございます。それで、10点

以上クリアすれば、ほかはほとんどの工事が該

当になるというふうなことで、非常にハードル

は低いと私は思っています。ただ、これにつき

ましては、県の方の金が100％というふうなこ

とですので、使いやすいようにというふうなこ

とは、各集まりの中でも会議の中で出ているよ

うでございますけれども、来年度どういった形

になるかというのはまだ情報を得ておりません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 特にことしの冬に、屋

根の雪の影響などで軒が壊れたとか雨漏りした

とか、特に屋根などが中心になって傷んだ家が

多いわけですが、そういうのだけでも使えるよ

うにしてあげる、そんなことがことしあたりの

教訓から、もしかしたら必要でないかなという

気がするんですけれども、それだったら確かに

保険みたいな使えるのも聞いていますが、それ

に入っていないとか使えない人もいるかもしれ

ないので、そういうことも含めて、屋根だけで

も直したい人が使えるようにできますかという

ことで聞きたいのですが。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 先ほど説明しましたよう

に点数制というようなことで、例えば住宅内の

窓、これ二重窓あるいはペアガラスにするとい

うふうなことですと、２カ所すればクリアにな

ります。 

  それから、浴室の床面積を増加させると。こ

れについても１平米で10点というふうなことで

クリアできますので、当然こういったことをや

っていただければ、屋根の雨漏りとかそういっ

たものも全部該当になります。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 私の方から、３点ほど

質問します。 

  一つは、33ページ、教育費１項２目事務局費

の中で、自動車購入代275万、これが三角、運

営されないというような、これ当初予算では載

っていなかったわけで、補正で組んでまたこれ

使われないのかな、どうしてだかなということ、

これひとつ疑問だからお聞きします。 

  あと、教育長が先ほど言った事故、34ページ

にかかわる小学校管理運営事業の中でかなと。

灯油漏れあったわけですが、今回はかなりの量、

1,300リッター、１トン300、かなりの容量のタ

ンクかなと思うのですが、これはともかくとし

て、これには各学校で危険物取扱責任者という

のは必ず置いているわけだと思いますが、この
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辺の取扱責任者はどういう人材が、人がかかわ

っているのか、その辺お聞かせいただきたいな

と。 

  恐らくこの取扱責任者は、何年に１回か、そ

の取り扱い免許というか、それから更新手続と

かいろいろあるわけで、そういう際にいろいろ

講習を受けながら更新しているかと思われます

が、その辺のどういう人材がかかわっておられ

るのか、その辺のこともお聞かせいただきたい。 

  あと、31ページの住宅リフォーム総合支援事

業、これ当初予算で1,500万、そして100万ぐら

いしか活用されない。これはどういう物事で

1,400万の三角印、どういう状況で使われなか

ったのか、その辺お聞かせいただきたいと。ま

ず、その辺。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 まず、第１点

目の自動車購入費の減額分でございますけれど

も、これにつきましては、９月補正予算でスク

ールバスの購入費３台分を予算措置していただ

きました。当初、予算を盛ったときはいわゆる

定価で盛っておりますので、その後入札しまし

て、入札の請差でもってこの275万減額させて

いただきたいということでございます。 

  それから、新庄小学校の灯油漏れに関して、

いわゆる危険物の取扱責任者どういう人がなっ

いるのかということでございますけれども、こ

れにつきましては各学校におります技労員の方

が免許を持っております。当然、更新の時期が

来ましたら講習等を受けていただいてというよ

うなことになりますので、そんなことでよろし

くお願いしたいと思います。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 住宅リフォームの総合支

援事業補助金ですけれども、予算額としては

3,000万でございます。それで、150件の限度額

の20万円で3,000万というふうなことで、先ほ

どお話ししましたように、２月27日現在で100

件ほど申し込みがあり、それで補助額として

1,476万7,000円を支出したというふうなことで、

県との話し合いといいますか、再配分の中で

1,400万円が減額になったという内容です。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） そうなんですか、当初

予算で1,500万、その後補正でも取られたのか、

ちょっとその辺確認していなかったのですが、

当初予算が1,500万だったものだから、1,400万

円で100万円ぐらいしか消化していないなとい

う状況と判断したので、大変申しわけない。そ

ういうふうな状況で８件ほどあったということ

でございますが、かなり活用されたわけですね。

わかりました。 

  学校サイドでの危険物取り扱いに対して、危

険物の取扱免許を持っている人は、それなりに

危険物……、危険物というのを取り扱いという

のは、かなり厳しい中でのそういうふうな認定

免状を持っているわけで、これ漏れただけで済

んだからまだ幸い中なんですね。何らかの関係

で引火したとか、こういうものは漏電したり、

ライターで火をつけなくたって火災の原因にな

るわけで、その辺かなりの1,300リッターも漏

れたということは、かなりの配管亀裂があった

のかなという感じでいるのだけれども、この辺、

危険物の責任者に対しては十二分に取り扱いの

配慮をしてもらうと。教育長の先ほどの報告で

は、そういうふうな危険物取扱責任者は必ずい

るわけですから、その辺やはり取り扱いには十

二分に配慮してもらう方向で指導してもらえれ

ばいいかなと。 

  34ページの小学校管理運営事業費、これの中

でもう一つ、実は本合海小学校なんですが、学
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校の校舎の、あそこ給食室だそうですが、この

たびの雪の影響で屋根が破損してあると。これ

ですね、教育長、これ２度目なんですね。あそ

こ２度目。２度目ということは、どういう原因

であそこがああいうふうな破損になったかとい

うことわかっているわけですから、またこれ再

事故があったということですから、これは学校

管理者としてどういうふうな受けとめ方をして

いるのか、ぜひその辺を……。 

  屋根だけで済んでいるからまだいいかもしれ

ないけれども、おれは構造上もあるかと思うの

です。構造上。給食室はその上に高い屋根があ

って、そこから雪の塊が落ちてきたということ

は、実際見たわけではないんだけれども、そう

いう状況だという話を聞いています。だから、

そういう状況が起きると構造上にも問題がある

んでないかなと思うんだけれども、その辺どう

いうふうに受けとめて、どういうふうにこれか

ら修理して、どういうふうに復元するかという

ことを、もし考えていることがあればひとつお

聞かせいただきたいなと。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 本合海小学校

の給食室の屋根でございますが、議員さんおっ

しゃるように、今回２回にわたって屋根の破損

があったということで、いわゆる給食室の屋根、

東側と西側。結局、今回の大雪に伴って、校舎

の３階から直接、給食室１階でございますので、

かなりの落差がございます。そんなことで、大

量の雪がこういうふうな結果を生んだというよ

うなことがございます。 

  現在はブルーシートで覆いまして、雨漏り等

しないような対策をとっておりますけれども、

雪が消えてからその修繕等にかかりたいという

ふうに考えております。 

  なお、以前にもそういうふうなことがあった

ということで、屋根の形状について、ちょっと

前になりますけれども、雪が切れるような形に

かえたというふうな、そういうふうな経過もご

ざいます。３階の校舎の屋根については、なる

べく大量にならない時点で雪が落ちてくるよう

なことを考えますと、校舎の屋根の塗装とかも

考えながら対応していかなければならないんで

はないかなというふうに思っております。 

  なお、その辺につきましては、担当の方とも

対策を講じなければならないねというようなこ

とで話しておりますので、再度十分検討しなが

ら対応してまいりたいと思います。以上でござ

います。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） ぜひ学校の施設がああ

いうふうな状況、再発しないように、まず子供

たちが安心して冬場もあそこで御飯を食べてい

るわけですから、そういうふうな構造をきちっ

と改築してもらえればいいかなと思いますので、

よろしくひとつお願いしたいと思います。以上

で終わります。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 私の方から、32ページ

の除排雪費でございますけれども、これ常任委

員会の方でもおおよそのことを聞いております

けれども、除排雪。道路除雪の方は、大変こと

しは雪が多い割合に新庄市内は大変きれいに除

雪されているということをお聞きしております。

この排雪の方ですね、排雪委託料、それから排

雪車の借り上げでございますけれども、まだ路

地の方に入りますと相当の雪がありますが、こ

れはこれから排雪されると思いますが、今まで

の進捗状況とか、それからこれからその雪をど

うやっていくか、その辺お願いします。 
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安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 ２月９日に専決処分１億、

今回補正で１億というふうなことで、去年の雪

を４月に新年度の予算で9,000万ほど使ったと

いうふうなことで、予算の残額としては現在４

億4,000万ほどございます。 

  それで、12月に使った分これが8,960万、そ

れから１月が１億8,060万というようなことで、

全体で２億7,000万円ほど１月12日で執行した

というようなことで、３月につきましては、雪

の降る回数といいますか除雪回数、それから天

候等に左右されるわけですけれども、大体去年

並みの額になるのではないかなというようなこ

とを思っております。 

  それで、一応補正で１億円をお願いしたんで

すけれども、恐らくこれの金額では間に合わな

いというようなことで、15日の最終日に追加補

正をお願いしなければならない状況になるとい

うふうに思っております。 

  排雪につきましては、ほとんど除雪の方ここ

１週間以内に終わりますので、お借りしている

雪捨て場、それから田などに作付といいますか

農作業に影響を及ぼさないように、できるだけ

早く雪戻しの方を行っていきたいというふうに

思っております。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

平向岩雄議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 農地の方だとまだ作業

をすぐするわけではないんですけれども、路地

に入ったところで、民間の人が地域住民の人か

らお借りしているというそういう場所に雪を大

変置いているということで、困っている人が大

変多いようでございます。そういうものを早く

排雪していっていただきたいと、このように思

います。 

  そして、ことしの排雪の場所、雪捨て場所が

４カ所と聞いておりますが、昨年よりもこれ少

なかったのではないかなと、このように思いま

すが、雪は大変多かったのですけれども、捨て

場が少ないということはございませんでしたか。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 ことしも雪捨て場４カ所

ほど確保しておりますので、去年は角沢の方も

借りたというようなこともございますけれども、

４カ所でことしは対応させていただいておりま

すが、特に苦情等は来てございません。ただ、

去年より降雪量につきましてはふえています。

積雪は、若干去年よりは少な目です。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 実は角沢の方に去年は

雪捨て場をつくったけれども、ことしはつくら

なかったということは、例えば角沢、松本の人

たちが非常に便利だということを聞いていたん

でした。それで、玉の木とかそういう団地の人

たちが、農業団地の人たちがわざわざ向こうの

方に行かないで角沢にあるといいなと言われま

したので、角沢の学校周辺の、例えば学校の雪

とかそういうものを投げるにしても、あそこ角

沢からまちの方まで来て投げるというよりも、

あそこに本当はあればいいんではないかなと思

ってさまざまお願いしていたところが、ことし

は余り苦情がなかったというようなことでござ

いますから、でも私の方では何であそこにつく

らないんだ、去年は大変よかったですけれども

ということを、角沢の人よりも松本、あそこの

団地周辺の人たちが言っておりましたので、も

しできれば、やらないというなら早くあそこは

やりませんよというようなことをお話ししても

らわないと、いつやるんだか、いつやるんだか、

行ってみたれば、ことしはやっていないっけな

と戻って、またあっちに投げてしまったという

ことがあるもんだけれども、そういうことは早

目に、ことしはやりませんとか、ことしはやり
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ますというようなことを教えていただきたいと

思います。 

  でも、雪の降りようによって、４カ所も５カ

所もやらない方が最もよいのではないかなと思

いますが、ただ、中間的に豪雪対策本部ができ

た段階で周知していただきたいと、このように

思いますので、よろしくお願いします。 

沼澤恵一議長 ほかにございませんか。 

１４番（遠藤敏信議員） 議長、遠藤敏信。 

沼澤恵一議長 遠藤敏信君。 

１４番（遠藤敏信議員） 確認の意味でちょっと

質問させていただきます。 

  15ページの16款２項土地建物売払収入、それ

から17款寄附金、ふるさと納税寄附金157万

5,000円とありますが、この内容についてお伺

いします。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 それでは、16款の財産収入と

いうことで、土地建物売払収入716万3,000円の

内訳でございますけれども、角沢小学校のプー

ル跡地でございますけれども、これについて処

分しておりまして、この分が329万6,000円でご

ざいました。 

  それから、旧市道福田工業団地線、５号線と

いうのがございまして、株式会社ヤマトテック

の敷地が両側にありまして、真ん中に市道５号

線がございました。その土地について、ヤマト

テックに処分しております。それについて133

万6,000円ほどでござます。 

  それから、いわゆる法定外の水路というのが

ございまして、その上に住宅が建っているとい

うことで、その住宅所有者に処分した土地がご

ざいまして、それが235万ほどということの内

容になっております。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 ふるさと納税寄附金につ

いてでございます。 

  このたび157万5,000円の増額をさせていただ

いておりますが、これは、ふるさと納税制度に

伴う新庄市外の住民の人から寄附金をいただく

というふうなことで、現在のところ、既に１月

末現在で127件で301万5,000円の収入済額がご

ざいます。そうしたことで、おおむね320万

1,500円という最終的な見込みとしまして寄附

金を考えてございますので、その差額の分157

万5,000円を増額補正したということでござい

ます。 

１４番（遠藤敏信議員） 議長、遠藤敏信。 

沼澤恵一議長 遠藤敏信君。 

１４番（遠藤敏信議員） はい、わかりました。

ふるさと納税寄附金がふえたというふうなこと

は、こういう時世の中、大変よいことだなとい

うふうなことを感じたところであります。 

  あともう１点、30ページ、道路維持事業費と

いうふうなことに関連しての質問であります。

ことしも去年に続いて非常に大雪だったという

ふうなことで、去年は最大積雪深が２月１日で

２メーターと。ことしは、最大積雪深こそ去年

に及ばなかったものの、現在の雪の厚みは、積

雪期間、降雪期間が長かったこともあり、非常

に多いというのが実感であり、さまざまなこと

の影響を見ても去年よりはるかに多いのではな

いかというふうに思います。 

  ところで、平成18年の豪雪の際に、例えば凍

上災というふうな、凍上災害、道路の凍結によ

って道路破損ですけれども、そのとき新庄市で

は申請をしなかったわけですけれども、例えば

真室川では７億近い申請をしたというふうな中

で、４億5,872万の凍上災が真室川におりたと。

県合計では89億5,796万3,000円というふうな金

が、申請に基づいて査定された中でおりたそう

です。今年度、県でその申請要件に、採択要件

に達するような冷えとか気候があったというふ

うなことでありますけれども、新庄市ではそれ
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について申請する用意があるか、そのことにつ

いてまず伺いたいと思います。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 平成18年度に凍上災とい

うふうなことがあって、市としても16路線、一

応申請する前に県の方と現場を見たというふう

なことで、その中で１路線、荒小屋十日町線、

これくらいだろうというふうなことで、結果的

に申請はしなかったというふうな経過がござい

ます。 

  今回につきましては、２月27日現在で新庄市

も該当するというふうなことになりましたので、

３月14日に県の方でこの凍上災についての説明

会がございますので、それに参加してどういっ

た内容か精査して、率といいますか効率のいい

災害の補助率でございますので、できるだけ活

用して補修等を行ってまいりたいというふうに

思っております。 

１４番（遠藤敏信議員） 議長、遠藤敏信。 

沼澤恵一議長 遠藤敏信君。 

１４番（遠藤敏信議員） 市の負担というか持ち

出し分が10％にも満たないというふうなことら

しいので、ぜひこれは、調査した中でですけれ

ども、必要な場合はぜひこれを活用する方向で

取り組んでいただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第16号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第16号平成23年度新庄市一般会計補正予

算（第８号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第16号は、原案のとおり可決されました。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午後３時１１分 休憩 

     午後３時２１分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第３４議案第１７号平成２３

年度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第３号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第34議案第17号平成23年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） この補正予算を見たと

きに、保険給付費がマイナス１億1,500万円と

いうことで、豪雪の影響なのかな、医者に雪で

行かない人が多かったせいなのだろうかと考え

たりしますが、そういうふうに減っていて、医

療費抑制とか保険給付費を何とか抑えたいとい

う担当者の意見には沿った形になっているなと

思っているんです。 

  しかし、なぜか法定外繰り入れというのでし
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ょうか、一般会計からの特別支援臨時繰入金が

4,840万でしょうか、これが法定外繰り入れか

と思うのですが、これが出て、一方、国の国庫

支出金が大幅に減らされ、共同事業交付金も減

らされという結果、市の持ち出しがふえたのか

ということで、なぜ、こういう保険給付費削減

になったにもかかわらず、こういうふうに市の

持ち出しがふえることになってしまうのかとい

うのは、ちょっと大きく合点がいかないところ

があるんです。それはどういうことだったのか

なって。保険給付費を減らしても何の効果もな

い。逆に市の一般会計からふえるのでは、市の

責任ではないんではないかというふうに思った

りするんですが、どうなんでしょうか。 

清水幹也健康課長 議長、清水幹也。 

沼澤恵一議長 清水幹也君。 

清水幹也健康課長 平成23年度の３月補正後の予

算の総額でございますけれども、おおよそ41億

500万ほどになるというふうに見込んでござい

ます。このたび３月補正で１億4,800万ほど減

額補正をさせていただいておりますけれども、

９月補正の段階で前年度の繰越金が２億強ござ

いました。歳入で１億6,700万ほどの増額補正、

当初予算との差額で１億6,700万ほどの増額補

正を行っておりまして、さらに９月補正の歳出

の方では、後期高齢者支援金が4,600万ほど、

あと介護納付金が3,700万ほど、それから国へ

の償還金、これが前年度の給付の減に伴いまし

て8,600万ほど返還しなければならないという

ふうな事情も申し上げましたけれども、そうい

うことで、９月補正の段階で１億6,900万ほど

増額してございます。 

  それで、このたびの減額の要因といたしまし

ては、議員御指摘のとおり、保険給付費が１月

末現在では、一般の被保険者の給付でございま

すけれども、こちらの方が4.8％ほど減額、前

年度同期と比較いたしまして4.8％ほどの減と

いうふうなことになっております。 

  同様に、一般の被保険者の高額療養費につき

ましては、前年同期比が12％ほどの減というこ

とでございますが、退職被保険者の方が増加と

いうふうなことになっておりまして、そういう

ことで給付の方はトータルで１億1,500万ほど

の減というふうになるわけですけれども、それ

以外に、それと関連いたしまして、もう１点は、

歳入の方の国庫支出金、いわゆる保険給付費に

対する国の定率補助がございます。給付の方が

減になれば、当然、国からいただくお金も減に

なるというふうなことで、こちらの方も１億

900万ほどの減額となります。 

  それから、もう１点は、共同事業でございま

す。いわゆる高額医療費の共同事業と保険財政

安定化事業の共同事業、この二つの共同事業が

ございます。こちらの方は、高額な医療費に関

しまして、県の国保連の方で市町村からお金を

集めて交付するという、運営自体を再保険的な

事業で国保連が運営している事業でございます

けれども、こちらの方のいわゆる共同事業交付

金、いわゆるいただくお金の方が二つの共同事

業を合わせまして9,700万ほどの減というふう

なことになっております。給付の方が当然減に

なりますので、高額療養費、医療費の方も減に

はなるわけなんですけれども、特に高額医療費

の方が、新庄市の場合、このたびレセプトの件

数とか金額面で大幅に減ったというふうなこと

が影響いたしまして、新庄市の場合はどちらか

といいますと、共同事業の場合は拠出超過でこ

れまで推移してきております。 

  ですが、これまでですと大体一千五百、六百

万ほどの拠出超過で推移してきておりますが、

このたびは二つ合わせて約5,000万ほど拠出超

過になったということで、この差額が今当初の

見込みを大幅に、見込みから変わってきたとい

うふうなことで、当初はマイナスにはなるだろ

うというふうに見込んでおりましたけれども、

5,000万弱のマイナス、財源不足になるという



- 52 - 

ふうなことは見込んでおりませんでした。 

  大きく見込み違いだったのは、今の共同事業

ですね。こちらの方は、過去３カ年の医療費の

実績に基づいて拠出したり交付したりというよ

うな算定の基準がございまして、なかなか、高

額部分だけの医療費を対象にして算定している

関係で、各市町村レベルではなかなか読み切れ

ないところがございます。県全体の医療費に伴

って、医療費の変動に伴って各市町村の拠出と

か交付金も変わってきますので、その影響が一

番今回の歳入の不足に影響したというふうなこ

とでございます。以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） わかりましたというか、

非常に難しい会計だということがよくわかりま

した。見込みがなかなか難しいというか、そう

いうことがよくわかりました。でも、まず、保

険給付費を市としてなるべく抑えるということ

は、今回は多分雪でだろうということで、余り

直接努力したこととかというのは言えないのか

もしれませんが、透析患者が、広報を見た方か

ら、ふえたということで、ふえたんではないか

ということで心配、懸念、対策を打ったんだろ

うかという御意見があったのですが、ふえてい

るということなどはあるんでしょうか。 

清水幹也健康課長 議長、清水幹也。 

沼澤恵一議長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 新庄市だけでなく全国的な傾

向でございまして、確かに生活習慣病、特に糖

尿病の患者数としては増加傾向にございます。

関連いたしまして慢性腎不全、いわゆる人工透

析を受けなければならない方々も、年々少しず

つではございますが増加してございます。特に

人工透析につきましては医療費がかなり高額で

ございまして、月四、五十万、年間五、六百万

かかるというふうなことが言われてございます。

そういうことで、早期発見というふうな意味合

いで、24年度予算でございますけれども、特定

健診の検査項目に腎機能検査を加えさせていた

だいて予算要求させていただきました。 

  早期にクレアチニン検査とかそういったもの

を行いまして、なるべく早期に発見いたしまし

て早期治療に結びつけるというふうな、そうい

うことで特定健診の対象者に対しては、これは

市の全額負担で行うということで計上させてい

ただいておりますけれども、なるべく重症化し

ないような形で、健康への自覚を市民の方たち

にも早目に持っていただくという意味で、これ

からも医療費の抑制ですね、市民の健康づくり

等に取り組んでいきたいというふうに考えてお

ります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今お答えで、増加傾向

にあるということでした。ところが、尼崎市と

いうところで、皆さんもお聞きしたかと思いま

すが、市民の意識改革に成功して生活改善に取

り組む人がふえたことから、透析患者数を３年

連続で減らすことに成功したということが報道

されています。全国でふえている中で、これは

画期的だなという気がいたします。そこに、透

析患者を減らすことに成功したその理由などを

ぜひ調べたりして、市でも生かすというか、こ

れから透析患者を減らすという方向に向かうよ

うに手だてを打っていただきたいと思いますが、

その点、研究していただく考えはあるか、どう

でしょうか。 

清水幹也健康課長 議長、清水幹也。 

沼澤恵一議長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 御指摘のとおり、疾病予防と

いうものは、まちづくり総合計画の中でも重点

プロジェクトに位置づけられております。24年

度から、また改めて、糖尿病の予防教室とか健

康相談、あるいは健康指導をさらに強化いたし

まして、予防に努めてまいりたいと思いますけ
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れども、特別なことを何かやっているところが

あって、それが成功しているという事例があれ

ば、ぜひ今後も参考にさせていただいて、でき

るならば取り組んでまいりたいというふうに考

えております。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第17号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第17号平成23年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第17号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３５議案第１８号平成２３

年度新庄市交通災害共済事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第35議案第18号平成23年度新

庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第18号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第18号平成23年度新庄市交通災害共済事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第18号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３６議案第１９号平成２３

年度新庄市公共下水道事業特別会

計補正予算（第４号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第36議案第19号平成23年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第４

号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決いたしたいと思います。



- 54 - 

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第19号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第19号平成23年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第19号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３７議案第２０号平成２３

年度新庄市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第37議案第20号平成23年度新

庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第20号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第20号平成23年度新庄市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第20号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３８議案第２１号平成２３

年度新庄市営農飲雑用水事業特別

会計補正予算（第４号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第38議案第21号平成23年度新

庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第４

号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第21号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第21号平成23年度新庄市営農飲雑用水事

業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第21号は、原案のとおり可決されました。 
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日程第３９議案第２２号平成２３

年度新庄市介護保険事業特別会計

補正予算（第３号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第39議案第22号平成23年度新

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第22号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第22号平成23年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第22号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第４０議案第２３号平成２３

年度新庄市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第２号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第40議案第23号平成23年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第23号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第23号平成23年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第23号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第４１議案第２４号平成２３

年度新庄市水道事業会計補正予算

（第３号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第41議案第24号平成23年度新

庄市水道事業会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第24号は討論を終結し、直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第24号平成23年度新庄市水道事業会計補

正予算（第３号）は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第24号は原案のとおり可決されました。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  ３月３日、４日は休会です。３月５日月曜日

午前10時より本会議を開きますので、御参集願

います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでございます。 

 

     午後３時４４分 散会 
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平成２４年３月定例会会議録（第２号） 

 

 

平成２４年３月５日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼  澤  恵  一     副議長 小  嶋  冨  弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   佐  藤  卓  也  議員 

  ３番   平  向  岩  雄  議員     ４番   小  野  周  一  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   髙  橋  富 美 子  議員    １０番   伊  藤     操  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

１３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 國 分 政 嗣 

総 務 課 長 伊 藤 元 昭  総 合 政 策 課 長 野 崎   勉 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 小 野 孝 一 

市 民 課 長 川 田 美 浪  福 祉 事 務 所 長 今 川 吉 幸 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 清 水 幹 也  農 林 課 長 五十嵐 正 臣 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 安 食 敬 二 

上 下 水 道 課 長 星 川 俊 也  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 栗 田 正 人 

生 涯 学 習 課 長 近 岡 晃 一  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 月 野   隆 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 松 田 裕 一 
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選挙管理委員会 
委 員 長 代 理 加 藤 義 勝  選挙管理委員会

事 務 局 長 小 野   亨 

農業委員会会長 星 川   豊  農 業 委 員 会
事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 任 笹 原 孝 一 

 

議 事 日 程 （第２号） 

平成２４年３月５日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 伊 藤   操  議員 

２番 小 関   淳  議員 

３番 山 口 吉 靜  議員 

４番 石 川 正 志  議員 

５番 佐 藤 悦 子  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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平成２４年３月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 伊 藤   操 

１．平成２４年度からの介護保険料改定に伴う施策につい

て 

２．学校給食費の未払いの現状と、その対処方法について 

市 長 

２ 小 関   淳 

１．市民が負担している様々な税や公共料金の「総額」な

どに、もっと細やかな配慮をした総合的な観点で、値

上げ改正案を練りあげるべきではないか。 

２．「田園都市新庄」の農地などを転用した大規模商業施設

進出の計画が複数個所あるが、中心商店街や市民の暮

らし全体にはどのような影響があると考えているの

か。 

３．地下水を利用した散水型消雪道路の状況と、今後の消

雪道路や、除雪方法をどう改善していこうとしている

のか。 

市 長 

３ 山 口 吉 靜 

１．光ファイバーについて 

２．こども園について 

３．介護保険制度の改正について 

４．在宅介護について 

５．高齢化対策について 

６．少子化対策について 

７．市の景気・雇用・雇用制度・産業力・農業の向上対策

について 

８．心の病の教員について 

市 長 

関 係 課 長 

 

４ 

 

石 川 正 志 
１．農業振興に関して 

２．小中一貫教育推進に関して 

市 長 

教 育 長 

５ 佐 藤 悦 子 

１．地方自治の目的である「住民の福祉の増進」に反する

国保税・介護保険料・下水道使用料の引き上げを中止

していただきたい。 

２．子育て支援 

３．豪雪対策の強化 

４．司書の全校配置 

市 長 

関 係 課 長 

教 育 長 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。欠

席通告者はありません。 

  なお、選挙管理委員長矢作勝彦君が欠席して

おりますので、代理として委員長職務代理加藤

義勝君が出席しております。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。今期定例会の

一般質問通告者は10名であります。質問の順序

については、配付してあります一般質問通告表

のとおり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内としております。 

  本日の質問者は５名であります。 

 

 

伊藤 操議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 それでは最初に、伊藤 操君。 

   （１０番伊藤 操議員登壇）（拍手） 

１０番（伊藤 操議員） おはようございます。 

  本議会最初に質問させていただきます会派開

成の会の伊藤でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

  ことしも例年以上の大雪に見舞われ、我が新

庄市にとりましても非常に厳しい冬でした。雪

によりけがをされた方も多く、心よりお見舞い

申し上げます。 

  ３月に入り次第に春の息吹が聞こえてくる季

節とはなりましたが、雪崩や道路の凍結の危険

はまだまだ続くと思われますので、十分な配慮

をと願うところでございます。 

それでは通告に従いまして介護保険制度を中

心とした質問をさせていただきます。 

今回の保険料の改定で、我が市ではおおむね

25％値上げが予定されております。県全体と比

較すれば突出した上昇幅ではない、そういう見

方もありますが、そして高齢化のこの現状を考

慮すれば妥当である、そうも言いたいところで

もございますけれども、今回の値上げは私たち

は安易に考えて納得しているわけではありませ

ん。25％もの上昇は、被保険者にとっては非常

に負担が重く市民生活にも大きく影響すると予

測されます。本当は声を大にして反対、そう言

いたいところです。しかし、市の財政、高齢化、

介護サービスの充実や家族介護者への支援、そ

して介護従事者の労働条件の悪化を防ぎ、介護

職離れを食いとめるという意味では疑問を抱え

ながらもこの料金設定に納得せざるを得なかっ

た、そう受け取っていただきたいと思います。 

まず、質問の１点目。介護保険料の改定は３

年ごとにあるわけですが、次回までにはさらに

３年間分高齢化が進みます。介護サービスを低

下させずに介護の給付を抑える予防の取り組み

を強化しなければなりません。ちなみに、３年

後の2015年は戦後のベビーブーム世代が高齢者

に到達する年でもあります。市ではこの現状を

どうとらえているのか。そして新たな取り組み

を考えているのかお伺いいたします。 

２点目。平成18年度より膨れ上がる介護費用

の抑制のために、介護予防に重点を置いた施策

がとられております。 

市でも地域に出向いて健康に関した出前講座
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や健康体操などの啓発に力を入れているようで

参加者が増加傾向にあるとの報告もあるようで

すが、どのサークルにおいても参加者が固定化

しており、日中独居で生活不活発病の人がなか

なか減少していない、そういう事実もあります。

市民に対する予防事業の周知方法に問題がない

のでしょうか。また、その参加者固定の原因究

明にどう動いたのかお伺いいたします。 

３点目。地域包括支援センターについてお伺

いいたします。同18年度より、介護予防に重点

を置いた地域支援事業の一端として全国各市町

村に地域包括支援センターが設置されており、

新庄市では社会福祉協議会に委託して事業が展

開しておりますが、その設置のあり方に問題が

あるように見受けられます。 

まず、社会福祉協議会の正面玄関が狭くとて

も危険です。プロのタクシードライバーでさえ

脱輪するほどでした。そして、そのセンターが

２階にあるので、足腰の弱い高齢者や障がいの

ある方が相談に行くには非常に困難な思いをし

なければなりません。さらに、相談窓口がとて

も閉鎖的で、委託先である社会福祉協議会との

連携が十分にできているのか疑問に感じます。 

徹底した予防事業の展開のためには、利用者

が利用しやすい環境を整える必要があります。

これらの問題の解決は急務と思いますが、市で

はどのように認識しているのでしょうか。 

４点目。介護予防の３本柱として栄養指導、

口腔衛生、健康運動が挙げられます。それぞれ

の取り組みとその効果はどのようでしたかお伺

いいたします。また、今回の介護保険料金の値

上げで結果として地域の予防の取り組みが弱体

化しているかと感じられました。強化して取り

組む必要があるのですが、どのように認識して

いるでしょうか。 

５点目。高齢者の社会参加を促し、健康寿命

を延ばす施策としてボランティア組織の拡大化

を図ってはいかがでしょうか。年齢を重ねるこ

とで気力や体力が低下し、また離職したことで

社会から距離を置かれたと感じる高齢者の方が

大勢おります。そういう方々にはぜひ地域で積

極的に活躍していただきたいと思います。その

ためにはさまざまな分野での連携が必要になり

ます。 

3.11の震災時、社会福祉協議会には震災ボラ

ンティアの本部が立ち上がりました。ボランテ

ィアの応募も700名を優に超えております。し

かし、現在は目立った活躍はありません。そこ

で、本格的に１年を通じて行う新たなボランテ

ィア組織を立ち上げ、本部を新たに社会福祉協

議会に置くというのはいかがでしょうか。 

去る１月25日、我が開成の会は兵庫県丹波市

に行政視察に行ってまいりました。医療を守る

丹波会議という大きな民間の組織があり、その

担当の職員と参画団体の一つである病院ボラン

ティアをやっているオオムラサキという団体の

代表３名の話を聞く機会を得ました。医師不足

で、病院が機能不全に陥り地域医療の存続の危

ぶまれる状態を地域の民間の団体が共同で改善

したという事例でした。 

地域医療が立ち直り、ボランティアが活性化

して参加している決して若いとは言い切れない

オオムラサキの70歳代の皆さんが実に生き生き

と活動し一石二鳥をねらうといったところでし

たが、この団体には自分たちも気がつかなかっ

た特別な成果を出しておりました。それは、通

院する患者を支えることで、介護保険により通

院介助の部分をすべてボランティアが担ってい

たということです。新庄市内の県立病院や徳洲

会病院には介護事業所の職員が数名ほぼ毎日通

院介助に来ておりますが、丹波地区の病院には

介護職員の付き添いはほとんどいないとのこと

でした。これは介護費用の抑制には非常に大き

いことです。丹波市は県平均より高齢化率は高

いというのに、介護保険料は県平均よりはるか

に下回っているというデータがあるとのことで
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す。このようなボランティアによる効果的な取

り組みを、我が新庄市でも取り入れてはいかが

でしょうか。 

次に、市内小中学校の給食費の未払いの問題

についてお伺いいたします。学校給食が中学校

にまで拡大し、共働きの保護者にとっては朝の

多忙から若干解放され、また栄養バランスのと

れた食事を提供することで、児童生徒の健全育

成には大いに貢献されております。しかし、一

部の保護者の中には経済的な理由がないのに給

食費を支払わないという困った方がいると聞き

ます。 

以前は地域で収集し、まとめて学校の口座へ

振り込む方法でしたので、未払いは確かにあり

ましたが、現在は個別に銀行引き落としになっ

ているようで、さらに子ども手当からの引き落

としも可能と聞いております。未納世帯は減少

したとは思いますが、経済的理由以外では収集

率は100％でなければならないはずです。新庄

市の今の状況をお伺いいたします。 

また、未納のままの世帯には督促状、内容証

明などの送付、家庭訪問とさまざまな対策を先

生方は講じているようですが、仮に卒業もしく

は転出された場合には今まではどのようにして

いたのでしょうか。そしてこの給食費を全世帯

子ども手当のほうから引き落とす方法はとられ

ないものでしょうか。事実上、公費負担の形に

なります。給食費の未納問題のような雑務まで

先生方が処理を求められるというのであれば、

余りにも負担が大きいと推察されます。こうい

う雑務から解放され、少しでも先生方の目を子

供のほうへ向けられるようにお計らいいただき

たいと思いますが、市ではどのようにお考えな

のかお伺いいたします。 

以上で、壇上からの質問とさせていただきま

す。御清聴に深く感謝申し上げます。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、３月定例会最初の伊藤

市議の御質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

  厳しい冬の中で本当にようやく春が見え始め

たところでありますが、御質問の介護環境につ

いてはますます厳しくなるという状況を踏まえ

ながらの御質問をいただいたというふうに思っ

ております。 

介護事業所が運営する介護サービスにつきま

しては国で定める介護報酬にのっとり介護給付

を支給する仕組みになっているために介護サー

ビスのニーズがあれば相応の介護給付が生じる

ことは議員御指摘のとおりであります。 

ニーズそのものが過剰でないのかは点検が必

要なところです。指定事業所の指導、監査など

により適正な給付がなされているかを今後もチ

ェックしなければならないというふうに思って

おります。 

介護給付費を抑える打開策としては市民の皆

様が介護状態にならないということが一番にあ

るわけですが、介護予防を広めるということ、

また生活習慣病予防や栄養管理の重要性を訴え

ていきたいと、生活習慣病予防の形ではさまざ

まな形での無料化などそうしたことによってし

てきておりますが、これは高齢者のみならず若

い世代にも早期の検査等なども広めていく必要

があるというふうに考えております。 

介護予防につきましては一般的な高齢者や市

民を対象とするものと、介護認定では非該当で

あれ、そのまま放置すれば介護が必要となる方

を対象とするものとがございます。一般的な高

齢者などに対するものといたしましては、市民

健康福祉まつりでのさまざまなイベントなどを

通じて介護予防や健康体操、骨密度、血管年齢

測定などを行っており、また社会福祉協議会、

包括支援センター、在宅介護支援センター、市

健康課などにより老人クラブや地域ふれあいサ
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ロンなどの場において介護予防教室を展開して

いるところであります。 

また、平成22年度から国のモデル事業により、

孤立している高齢者中心とした小規模なサロン

であるなごみ会を新たに市内14カ所に設置し、

月１回ほどのペースでサロンを行いながら介護

予防事業も実施してきました。今後もますます

こうした孤立化防止とともに介護予防教室など

を充実していく必要があります。この運営につ

いては社会福祉協議会が中心となりますが、活

動規模を拡大していく上で財政的な基盤が少な

いため市の支援も必要と思われますので、平成

24年度中に社会福祉協議会の今後の運営とそれ

を支える財政基盤について市と社協が協議して

いくこととしております。 

それから、地域包括センターの介護予防とい

うことになるわけですが、平成17年に社会福祉

協議会が以前あった農業共済組合の地に移転し

た際は、建物の１階に従来からの社協業務と訪

問介護事業所を設置、配置しておりました。地

域包括センターについては介護保険が始まって

７年目の平成18年度から運営を開始したことと、

事務所スペースと建物の構造から既存の２階へ

配置となり現在に至っているのは御承知のとお

りであります。 

相談に来られる方にとって入り口がわかりに

くい上に２階ということで、福祉における適切

な配置ではないというふうに、確かに考えてお

ります。今後、事務所の移動を伴う場合は改修

費等の課題も生じますので、財政負担の問題と

あわせて平成24年度中に社会福祉協議会と協議

してまいりたいと考えております。 

また、地域包括支援センターがまだ市民に十

分知られていないと思われますので、特集記事

などによる市報への掲載などを活用し、周知を

図りたいと思っております。 

次に、介護予防の３本柱でありますが、栄養

指導、口腔衛生、健康体操の取り組み状況です

が、この三つは高齢者が要介護状態になること

を防ぎ自立した自分らしい生活をできるだけ長

く送る上で重要な要素と考えております。本市

の取り組みといたしましては独自事業として四

つの事業を実施しております。 

一つ目は老人クラブに対する認知症やうつ予

防、運動や健康体操、口腔衛生及び健康全般の

健康教育及び健康相談であります。 

二つ目は、保健センターでの定期栄養相談で、

65歳以上の方を対象に実施しております。 

三つ目はうつ予防相談で健康診断の会場で実

施しております。 

四つ目は脳卒中後遺症患者の会蕗の会への支

援として健康教育、健康相談を実施しておりま

す。また、他の団体との共催事業で、社会福祉

協議会での「ふれあいサロン事業」、「いきいき

健康アップ事業」及び「高齢者栄養教室」、わ

くわく新庄の「わくわく推進教室」に参加して

おります。こうした取り組みは短期的には成果

が見えがたいものでありますが、身近な公民館

などで実施することで頻繁に外出する機会を持

ち、顔なじみとの会話を増し、楽しい時間を過

ごすことが大変重要であり、メンタル面の維持

や閉じこもり予防、介護予防の面から効果は大

きいと考えております。 

今後とも健康診断時などでの動機づけを行う

などより多くの方の参加を促進するため、高齢

者に係る団体などとの連携を図りながらより一

層取り組みを強化するために、効果の検証方法

などについても研究してまいりたいというふう

に思います。 

それから、ボランティア拡大の件であります

が、平成23年４月１日現在の介護保険における

要介護認定者数は1,722人であり、本市の65歳

以上１万163人に占める割合は16.9％です。逆

に言えば80％以上の高齢者は元気に暮らしてい

るということになっています。 

高齢者が地域における貴重なマンパワーと位
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置づけられていることは御承知のとおりです。

今後は、団塊の世代が65歳を迎えますが、その

ほとんどはまだ現役のパワーを持っていると思

われますので、その方々が役割を担っていくこ

とが地域の活力を向上させ、また高齢者の生き

がい活動と社会参加の促進を図るために重要と

考えております。 

また、新庄市社会福祉協議会では、平成23年

３月11日に発生した東日本大震災被災地支援の

ため支援物資の仕分け作業などのボランティア

を募りましたところ959名の登録があり、延べ

342人の方々が参加いたしました。それらの

方々は被災者支援のみならず恒常的な地域ボラ

ンティアの意向も強いと思われますので、それ

らの方々の意向や得意分野などを確認し、さま

ざまな活動につなげられるのではないかと考え

ております。今後、社会福祉協議会と話し合い

の中で高齢者のボランティア組織の拡大と活躍

の場を設定、ひいては健康寿命を延ばすことに

つなげたいと思います。 

なお、現在ボランティアにつきましては福祉

分野は社会福祉協議会が主体となり受け入れを

行っていますが、社会教育現場や病院でのボラ

ンティアは図書館やぷらっと、県立新庄病院な

ど各部署において受け入れを行っているところ

です。ボランティア活動をしたい方は「県立新

庄病院に花を飾りたい」とか「図書整理をした

い」とか、はっきりした目的を持っている方も

多く、社会福祉協議会が一元的に管理すること

はボランティアの意向に反する可能性も出てく

ると。それぞれの受け入れ機関が連絡協調を強

めてボランティアの働きやすい環境をつくり出

すことが肝要であるというふうに思います。 

先ほど、兵庫県の丹波地区の視察の状況も聞

かせていただきまして、なるほどなと、一つの

方向性を提案していただいて大変ありがたいな

というふうに。さまざまな形で、ボランティア、

地域における相当な危機意識、その医療環境の

危機意識、そうしたことがその地域の中での連

携を含めていったということもお話の中から聞

かせていただいております。そうした意味では

この地区では最上地域の医療協議会を形成して

いるわけですが、県立病院の先生の過重労働を

防ぐために夜間休日診療所などを設けて今成果

を上げて、また市民団体から県立病院の先生方

の過重を減らす運動をするボランティア団体も

出てきていること、大変ありがたい。さらにそ

れは患者あるいは近所の方々を面倒見るという

ような関係になれば最高だと思いますが、今回

ある１人の90歳の方からお手紙をいただきまし

た。３月11日の震災のときに外に出ていて突然

の揺れに目の前のお宅の中に足を入れて、こた

つの中に、夜一晩電気がなかったけれども、全

然寒いと思わなかった。その隣の方は火曜日と

金曜日のごみ出しもしてくれる。いつも買い物

の不足はないかといって訪ねてくれる。隣近所

の皆さんに大変恵まれている幸せな高齢者だと

お手紙いただいたところでございます。そうし

たことがつなげていければ大変友好的なのかな

とありがたい、周りの市民に対する感謝の手紙

をいただいたところです。 

互いにその地域の中で思いやりをどうするか、

なかなか難しいことは雪が降ってきますと１回

来ただけでもう隣同士がいがみ合いになってし

まうこともあるということも地域の実情性もあ

りまして、それなどをどういうふうな形で解決

し隣同士が仲よくできるかということもお互い

に支える社会の第一歩になるのかなというふう

にいただいたところであります。 

次に、最後に学校給食の未払いの現状とその

対処方法については教育長のほうから答弁させ

ていただきますので、よろしくお願いします。

檀上からの答弁は以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長、武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは私のほうから給食費の
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未納問題についてお答え申し上げます。 

  平成23年度における子ども手当の支給に関す

る特別措置法に基づき学校給食費学校集金につ

いて本人の同意により子ども手当から納付でき

ることになりました。各校で給食費等の集金が

おくれがちな家庭に対して、申出書を配付し御

協力をお願いしたところ、４校27名の生徒の子

ども手当から納めていただくことができました。

福祉事務所との連携により子ども手当から納付

いただいた総額は106万円余りとなります。こ

の制度が活用できたことを各校で本当にありが

たく思い、ぜひ制度の継続を望んでいるところ

です。 

子ども手当からの納付措置によって未納の状

況は格段に改善されましたが、まだ９月以前の

未納分が残っている家庭もあり、３月末までに

100％徴収は困難と推定される学校もあります。

今後保護者と支払い期日等について相談する予

定でいます。 

  また、議員おっしゃるとおり過年度分の未納

を抱えている学校もあり、教育委員会の職員と

ともに家庭訪問したり、督促状等で納入のお願

いを継続的に行っております。それでも納めて

いただけない方には内容証明郵便を送付し納入

をお願いした例もあります。 

  法的措置についても民事調停、支払い督促、

少額訴訟等研究はしていますが、今後総合的に

判断し、極めて悪質であり、法的措置をとるこ

とが効果的との判断で学校と認識が一致した場

合は法的措置の行使も選択肢の一つと認識して

おります。 

しかし、これまでも給食費の徴収については

就学援助制度、子ども手当からの徴収等の情報

を提供しながら円滑に学校給食が推進できるよ

う保護者の方々の理解と協力をお願いしてきま

したので、今後もその方向性を大事にしながら

臨機応変に対応していきたいと考えております

ので、御理解のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

１０番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

１０番（伊藤 操議員） 丁寧な答弁ありがとう

ございました。 

  先に給食費の問題のほうから再度質問させて

いただきます。過去の分は今現在大変なような

んですけれども、今後は例えばそれを銀行の残

高不足とかいろんな口座変更とかを考えれば、

全世帯子ども手当のほうから引き落とすという

ほうが効率的であると思います。過去の分は今

大変な思いをしているのはよくわかります。今

後のことを考えれば銀行引き落としよりも全額

公費負担という形をとったほうが先生方の雑務

が若干減るのではないかと思いますけれども、

これからのことはどういうふうにおとらえでし

ょうか。 

栗田正人学校教育課長 議長、栗田正人。 

沼澤恵一議長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 子ども手当についてお答

え申し上げます。 

  まず、子ども手当の制度そのものが少し状況

がどうなるかという部分もございますのでその

状況を見ながらということになりますが、今回

学校側で子ども手当から徴収をお願いしたいと

いう話を未納、学校給食費が滞っている家庭に

対してお願いしたところ全家庭から快く申出書

を書いていただきました。そういう点では保護

者の方についても非常に恐縮しながら未納の状

況があったのではないかなと思っています。 

  全家庭からということになりますと、事務的

にも煩雑になりますので、今の制度と子ども手

当からの徴収という二つのやり方を継続しなが

らやっていきたいと考えているところです。 

  それから、全額公費負担というようなお考え

もあるかと思いますけれども、なかなか財政的

な状況もございまして給食費の全額公費負担と

いうのはまだまだまないたには乗せる状況には
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ないのかなと思っているところです。以上です。 

１０番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

１０番（伊藤 操議員） 給食費の問題について

はわかりました。 

  では次に、介護保険制度のことでお伺いしま

す。今回新庄市では月額5,144円、そういう設

定になっております。しかし、山形県内の13市

の中では４番目の高さということで、そして村

山市、東根市、これがおおむね3,600円、最大

幅で大体2,000円ぐらい、一番高い鶴岡市との

比較ですけれども、2,000円ぐらいの差ができ

ています。新庄市でもこの5,144円というのは

非常に高いほうでありましてこの村山や東根市

との差はどのようなことで生まれたのかお伺い

します。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 ただいま伊藤議員からお

っしゃられた内容でございますけれども、前委

員会あるいは全員協議会のときにもお示しした

資料によるものでございますが、これは地域的

な介護に関する考え方が、大分気風があるんで

はないかなと、私はとらえております。 

  特に、村山地区というところについては在宅

介護の傾向が強いというふうに聞いております。

したがいまして、施設に入る人も少ないといっ

た中で、逆に言うと、在宅での寝たきり者の数

が多いという傾向にはございます。 

新庄の場合ですと、新庄特に最上地区はそう

なんですが、施設の介護に頼る傾向が高い。し

たがいまして、在宅での寝たきり者の数は逆に

少なくなっております。結果的にはサービスの

使い方としまして施設サービスは割と単価的に

は高いものですから、介護保険料が最上地区は

高い傾向にあるというふうにとらえております。 

１０番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

１０番（伊藤 操議員） それでは、施設を、や

はり新庄市では施設の数が圧倒的に多過ぎると

思います。人口規模に加えて。それで、今回真

室川ともう１カ所建てるというふうになってお

りまして、それでこの金額設定になったとお伺

いします。 

それでは、そのくらいわかっているのであれ

ばどうして施設をこのような林立させなければ

ならなかったのでしょうか。確かに介護保険は

ニーズがあって成立します。それでも財源がな

ければ介護保険料を上げなければならない、そ

うすると、例えば老老介護であってもその１割

負担が重くのしかかって介護保険料を払ってい

るのに使えない、こういう世帯も市内にはたく

さんあります。それを考えればなるべく在宅の

ほうで介護給付を抑えるような取り組みを強化

すべきだったのではないでしょうか。施設です

とどうしても介護費用の抑制にはつながりませ

ん。そして自己負担も多いという状況になりま

す。 

そういうことが今後もふえていけば、３年後

にはさらにこの段階の世代が高齢期に差しかか

るということで、予断なく今回と同じような

1,000円以上の値上げに踏み切らざるを得ない、

そういう状況になります。前もって、そういう

状況がわかっていれば施設を抑えて在宅のほう

に戻す。そして医療分野でも今は在宅のほうに

目が向けられております。医療のほうでも財源

がなくなってきているものですから、なるべく

医療と介護と家族との連携を強化させよう、そ

ういうふうな動きになってきております。 

そういう中で、施設が多いから介護給付が高

い、村山市の例をとってもここの地域は運動に

力を入れているということがすごくあるんです

けれども、新庄市では目立ったそういう運動に

力を入れている取り組みがないというのもあり

ます。それで、介護が必要になったからすぐ施

設、そして寝たきりがふえたから家族が困って
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いるから制度を利用する。それはいいんですけ

れども、今後もこの考えが継続すれば３年後が

私たちどのように料金設定上げるの反対しても

また同じ理由で賛成せざるを得なくなります。

こういうのは、新庄市においては一番大きな問

題というのは、施設もあるんですけれども、予

防の取り組み、先ほど檀上でも言ったんですけ

れども、弱体化している予防の取り組みも大き

な問題なんです。 

  その中で、施設に待機者が前回の議会でも聞

いたんですけれども、待機者のカウントありま

すよね。それで、要介護３の人までカウントし

ていて、施設に依存型の傾向がある。これを新

庄市ではどのようにしてカウントを減らすよう

に考えているものですか。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 施設偏重の問題について

今言われましたけれども、介護保険が始まりま

すときに、そもそもなんですけれども、介護保

険が始まる前ですと、在宅の介護だけ、それが

中心でございましたけれども、介護のために仕

事をやめなきゃならないといった問題が非常に

多かったわけでございます。介護保険ができて

社会的にみんなで支えるんだという仕組みの中

で共稼ぎが維持できるようになってきている。

そういう傾向がございます。したがいまして、

必ずしも介護保険が家計を圧迫するばかりでな

くて家計を助けることもございました。 

また、介護保険サービスがふえることによっ

てニーズのあることによって従事する方も非常

にふえております。一説によると、工業団地に

匹敵するぐらいの方が最上郡内では介護に従事

されているという話がございます。市内でもい

ろいろな施設ができる中で介護に従事する方も

非常にふえております。 

そういった意味では、経済を圧迫するばかり

ではなくて外からの費用をとり込みながら地域

の経済にも役立っているととらえられるんでは

ないかなと思っております。したがいまして、

必ずしも介護ニーズがふえることが悪いことだ

けではないととらえております。 

  ただ一方で、１割あるいは２割負担であろう

とも額が大きくなれば地元の方々、楽でないと

いうこともございます。したがいまして、野放

図に施設サービスに依存することはできないか

と思っております。 

おっしゃられるようにこれまでこの地域の

方々、何かあればすぐ施設に頼るという傾向が

ございました。例えば、お医者さんにしても、

全国的な傾向として施設の待機が２年も３年も

しないとだめだということがございますので、

お医者さんのほうでも例えば脳卒中、脳梗塞等

で入院したらすぐに施設申し込むということも

おっしゃるお医者さんもいらっしゃいます。そ

ういうことで要支援でありながらももう申し込

みをしてしまうという方も実際にいらっしゃい

ます。 

私のほうでは申し込みをするなということは

できませんけれども、情報としまして実際には

国のほうでは軽度の方はなるべく入れないよう

に考えております。将来的にも重度の方から施

設に入れるという方向で国も考えておりますの

で、軽度の方が申し込まれてもまず当分は入れ

ないんだよということを知らしていきたいと思

っております。 

  それからあと、予防についてでございますけ

れども、これまでもやはり予防についていろい

ろ周知はしておりましたけれども、実際には参

加される方少ない傾向にございました。その中

でも、先ほどあったんですが、特に運動につい

てはなかなか指導する方がいらっしゃらないと

いうことがございまして、メニューが組めない

状況がございました。今後は、栄養、それから

口腔衛生とあわせて特に運動に力を入れていか

なきゃならないと思っております。幸いにして
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市内にあるスポーツクラブのほうからそういう

予防の取り組みもやりたいんだという提案もい

ただいておりますので、せっかくの支援でござ

います。こういったものを利用しながら予防活

動に取り組んでいきたいと思っております。 

  それから、待機者につきましては先ほど前回

資料にお上げしました。行政のほうで人数をと

らえるのではなくて、各施設の申込者の数を累

計し、かつその中でダブった人を取り除いた結

果でございます。昔の措置の時代ですと、行政

のほうで待機者を全部とらえておったわけでご

ざいますけれども、介護保険になりましてから

は行政のほうで数を把握するあるいは申し込み

の可否を決定するということはございません。

あくまで御本人の希望によって申し込みできる

ことになっていますので、その累計でもって集

計したところでございます。 

したがいまして、伊藤議員がおっしゃられる

ように本当に軽度の方はまだまだ在宅でいいん

じゃないのというような方も実際には待機者と

してカウントされております。これを私どもの

ほうでは申し込みだめだよということになって

おりませんので、御承知いただきたいと思いま

す。以上でございます。 

１０番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

１０番（伊藤 操議員） わかりました。 

  それでは次に、地域包括支援センターの活動

についてお伺いいたします。本来であれば地域

包括支援センターでは介護プランニングの中で、

介護給付を抑えるための組織ですので、そのプ

ランニングの中で要支援１、２、もしくは要介

護はないですね。要支援の方がそのプランの結

果により自立のほうに移行したもしくは要介護

２の方が１のほうに移行した、そういう明らか

な結果としてはその平成18年からの５年間の間

にどのぐらいあったのでしょうか。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 申しわけございません。

先ほどの予防の答弁の中でもございましたけれ

ども、予防事業があってその成果はどうあらわ

れたかという測定は非常に難しいものがござい

ます。改善する場合もあれば維持で進む場合も

あります。これにつきましては、申しわけござ

いませんけれども、結果の測定、今のところで

きておりません。なかなか難しいことでござい

まして、測定の仕方も今後研究していきたいと

思っております。 

１０番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

１０番（伊藤 操議員） 本来であれば、先ほど

も、何回も申し上げますけれども、地域包括支

援センターは予防の給付を抑えるための機関で

ありますので、これは結果として見えないと今

後にもつながらない事業だと思います。 

それで介護の予防の３本柱の件でありますけ

れども、連携して取り組むのは結構なんですけ

れども、例えば運動にしても高齢者の場合は継

続が非常に必要です。ジムのほうから打診があ

ったと言いますけれども、それも行ける方が対

象になりまして、これも結果としては非常に出

やすいんですけれども、地域包括支援センター

は本来は公民館に出向いてそれぞれの地域に指

導的な役割が大きいはずなんです。 

それで、先ほど市長答弁の中でなごみ会が14

カ所という数字が出ました。これはゼロからの

出発ですので非常に効果があるとは思いますけ

れども、最上町の例をとりますと40カ所あるん

です、この地域の取り組みが。あの小さい町で

40カ所もの公民館活動がありまして、新庄市で

その数14というのは私は余りにも低過ぎると思

います。このなごみ会設定のためには２年間地

域包括支援センターに２人職員を増員しまして

その普及に活動していたわけですけれども、具

体的に14カ所というのが多いか少ないかは歴然
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としておりますよね。最上町の40カ所と比べる

と。できればその包括支援の中で市内全部の公

民館活動として40カ所以上なければおかしいは

ずです。職員にしても多分初めての取り組みな

のでその方法さえわからなかったと思うんです。

今回からはその事業が社会福祉協議会に移行し

ますよね。それで、同じような取り組みをして

も果たして私が言う３年間のうち、次回の介護

保険までに予防強化しなければならないという

ことでは既存の方法では明らかに足りないとい

うことです。その社会福祉協議会に移行するな

ごみ会の取り組みの強化についてどのような方

法があるのかお考えでしょうか。強化するにも

ただ周知してただ説明をしてそれでやってくだ

さいでは地域支援の活動というのは発生しませ

ん。実際のところ公民館活動といってもその地

域の特色がありまして、一生懸命やるところと

全く機能しないところもあります。問題なのは

その全く機能しないところにどのように周知し

てどのように参加者を募るか。そして継続した

活動をして、まず健康に取り組むというのが必

要なんですけれども、全く機能しない地域に方

向性として既存の方法ではないやり方だとどの

ような法則があると市ではお考えですか。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 なごみ会14カ所というこ

とでやったということでございますが、これは

国のモデル事業ということでやったものでござ

いまして、やりやすいところから始めたという

ところが14カ所ということでございます。これ

は地域の民生委員が割と積極的で地区の活動も

活発なところから始めたところでございます。

モデル事業ですからやってみた成果をほかの地

域に広げていきたいという意図でございます。

ですから14カ所で終わりということではなくて

今後ふやしていきたいと思っております。 

そこで問題になってくるのがやはり指導者か

と思います。お年寄りの方々をいかに引っ張り

出してくるか、そして楽しく継続できるような

メニューをどう組み立てていくかということで

の人材が必要になってまいります。これについ

て今後とも考えていきたいなと思っております

が、一つの案としてはシルバー人材との連携の

中で教員をされた方とかあるいはスポーツの指

導者をされた方を活用するという手だてがあろ

うかと思います。これはシルバー人材のほうと

今相談しているところでございます。あるいは、

平成６年から10年近くやっておりますが、健康

福祉推進員という町内会の役員ということで選

んでいる方、選んでいるのは全体200数十の町

内のうち90町内ぐらいから健康福祉推進員、選

出されております。その方々に対する研修を

我々ずっとやってきたわけでございますけれど

も、その推進員が中心となってそれぞれの町内

での活動をやるという手もございます。具体的

には今のところ幾つかの町内会の健康福祉推進

員が活動されているところもございます。そう

した先進的な活動を広報等で取り上げてまちづ

くり、健康と福祉をテーマとしたまちづくりや

っていますよ、こんな楽しいことやっているん

ですよということを広めていきたいと思います。

それをまねする町内が幾つか出てくればいいか

なと思っています。 

そういった中で少しでも予防活動に関心を持

って活動してくれる参加していただける方をふ

やしていきたいと思っております。以上でござ

います。 

１０番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

１０番（伊藤 操議員） 運動の専門家の方が不

足しているというのはわかります。ただ、不足

しているのであれば、一例なんですけれども、

高齢者の方は民謡とか民舞とかすごく好きです

よね。その中で例えば新庄市にしてもまず山形

県の踊りからすれば花笠音頭、新庄ばやし、最
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近できたそば音頭、そういうものを踊りから、

運動支援の推進員では指導者がいないとかそう

いうことよりも、身近にできるところから広め

ていくというのも一つの方策としてあるんです。

何も専門家でなくても介護というのは健康にな

る取り組み、介護予防を抜きにしても健康の取

り組みとして幾らでも方法はあると思うんです

高齢者の方は楽しくなければ来ない。そういう

傾向が非常に強いですので、おもしろい取り組

みを専門家が不足しているというのをそれで補

うことも十分可能だと思うんです。 

そして口腔衛生と栄養指導に関しても、行事

とか楽しいサークル的な活動の中でいろんなこ

とをふやしていく可能性というのも一つの可能

性としてあるんですけれども、できれば専門の

指導員がいればいいんですけれども、高齢者の

方の気持ちを配慮すれば何もそういうかた苦し

いところから始めなくても気軽にできる取り組

み、そこを行政のほうで指導してこういうのが

ありますよ、そういう方法も一つの方策だと思

うんです。このことについてはどういうふうに

思いますか。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 おっしゃるとおりかと思

います。これまでそういった中身としましては

健康福祉まつり、こういった中で取り組んでき

たこともございます。ここ２年ほどですと太極

拳あるいは血管の若さ測定とか骨密度測定とか

やっていく中で興味を持っていただくという取

り組みをやってまいりました。先ほど、専門家

というお話、確かに何かスポーツの場合ですと

健康指導士必要でしょうけれども、踊りという

ことも大変いいかと思います。そういった人材

をシルバー人材を通じて活用していきたいと思

っております。大変ありがとうございました。

参考にさせていただきたいと思います。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩します。 

 

     午前１０時５０分 休憩 

     午前１１時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開します。 

 

 

小関 淳議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、小関 淳君。 

   （１３番小関 淳議員登壇）（拍手） 

１３番（小関 淳議員） 平成23年度３月定例会

２番目の一般質問をいたします。 

その前に、今回傍聴席には本合海小学校の児

童の皆さんが来てくださっています。新庄市議

会を傍聴いただきましてありがとうございます。

私たち新庄市議会は市民とともに歩む、市民と

ともにある議会を目指して現在さらなる改革を

進めております。より多くの市民の皆さんに議

会の仕事を知ってもらい皆さんと一緒に新庄市

の発展のために頑張っていきたいと思っていま

すので、御理解をよろしくお願いいたします。 

  私たち議員は、市長や教育委員会の教育長に

対して新庄市の仕事に関して、さまざまな視点

からの確認をすることができます。確認すると

きの質問は前もって答える相手に知らせておか

なければなりません。その内容に従ってこれか

ら質問していくわけでございます。 

それでは、一般質問を始めたいと思います。 

ちょうど１年前、３月定例会中の11日午後２

時46分にあの東日本大震災が発生し、約２万人

ものとうとい命が奪われました。そして、福島

の原発事故による放射能汚染が全国に広まりま

した。私たち日本人はこれから何百年か何千年

かわからないほどの年月を放射能への恐怖とと

もに暮らしていくことになりました。 

あれから約１年が経過しました。被災地の復
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興や東北各地の景気の回復は順調に進んでいる

かといえばほとんど進んでいないというのが現

状です。 

このような状況の中、新庄市は国民健康保険

税、介護保険料、下水道料金の三つの負担増を

市民に求めようとしています。議会初日の総括

質疑の中で清水清秋議員も質問しておりました

が、その値上げの議案が当たり前のように出て

きたことに、市長あるいは執行部の市民感覚と

のずれを感じて質問されたのではないかと思い

ます。私も全く同感で、このように何もかもが

停滞している中でなぜ３件の値上げ、同時に値

上げなのか首をかしげました。もちろん、制度

を維持させるためには負担増はやむを得ない場

合もあります。市長は、そのときできれば値上

げはしたくない、３件をずらして提案すること

も考えたがこれ以上先延ばしはできないと答弁

し、この提案が苦渋の選択であったことはある

程度わかりました。しかし、負担する側の市民

からすれば三段重ねの負担増額は余りにも厳し

いものではないでしょうか。その上、国では消

費税増税の論議がこれからいよいよ高まろうと

しています。このような市民に負担増を求める

提案は慎重な議論を十分に重ねた上で出すべき

です。そして市民がこれから負担をしなければ

ならない税金や公共料金などの全体の額に、格

段の配慮をしながら提案すべきではないのでし

ょうか。 

以前から何度か申し上げていますが、私は東

根市、村山市の子供や子育て世代に手厚い少子

化対策、人口減少対策に高い関心を持っており

ます。豪雪地帯に暮らす新庄最上地区の子育て

世代が比較的雪の少ない東根、村山への転居を

考えていて、実際に転居をしている例もあるよ

うです。また、さきの伊藤議員の質問にもあり

ましたように介護保険料の第５期月額基準の予

定額は新庄市が約25％増額の5,144円です。し

かし、村山市は3,598円、東根市は3,680円とな

っています。また、下水道料金では新庄市の予

定は3,622円です。しかし、東根市と村山市で

はそれぞれ3,150円で県内では一番低い使用料

に設定されております。加えて、東根市のさく

らんぼタントクルセンターの年間来館者数は毎

年約35万人となっており、多くの市民や子育て

世代たちに利用されています。 

何が言いたいのかと申しますと、東根市や村

山市では子育て世代に手厚い施策を実現し、公

共料金などは極力抑え、暮らしやすさや充実し

た子育て環境を整え少子化対策や人口減少対策

に効果を上げているように思うわけでございま

す。周辺自治体のそうした動きに新庄市の人口

減少が加速することへの不安感や危機感を感じ

る人は私だけではないと思います。 

以前の一般質問の際に、私は新庄市の40年後

の人口予測が約２万4,000人になるという山形

県のデータを示しました。現在の人口より１万

4,000人減少すると予想されているのです。し

かし、自治体間の住民獲得対策や定住化対策は、

これから各自治体間でますます熱を帯びてくる

と思います。そのような観点も含めながら、税

や公共料金の負担額を設定していく必要がある

のではないでしょうか。その辺のところを市長

はどのように考えているのか聞かせていただき

たいと思います。 

次に、田園都市である新庄市の農地などを転

用した大規模商業施設進出の計画について聞き

たいと思います。 

下田地区や宮内地区などへの進出計画がある

ようですが、そのような大規模な商業施設が出

店した場合、進出した場合中心商店街はどのよ

うになると考えているのでしょうか。また、新

庄市全体の商業のバランスはどうなると考えて

いるのでしょうか。さらに、新庄市振興計画の

中にある市民が暮らしやすいコンパクトなまち

づくりとは具体的にどのようなイメージで進め

ていこうとしているのでしょうか。大切な農地
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を転用して商業地などにしていくことが市民の

ための重要な方向性と考えているのでしょうか。

ぜひ聞かせてください。 

最後に、消雪道路の状況と今後の除雪方法を

どのように改善していくのかについて質問をし

ます。ことしも大変な積雪で一体どれだけ降る

のかと市民は不安で夜も眠れない日が続いたの

ではないかと思います。それでも何とか冬を越

え、春のきらきらした日が少しずつ多くなって

いるように感じます。 

豪雪のとき、私の知人は必ずこう言います。

「新庄はすごい、かっこいい、どんなにたくさ

ん雪が降ってもちゃんと人が、まちが、社会全

体が機能する」と。私もそう思います。そして

このような新庄というまちに住めることに誇り

も感じております。 

しかし、心配になることも少しあります。例

えば、地下水を利用した消雪道路の機能が低下

している箇所が最近少し見受けられることです。

恐らく、地下水量の減少などが原因なのでしょ

うが、今後継続的に消雪道路の機能を維持させ

ていくつもりなのか、またその場合には今後ど

れぐらいのコストがかかるのかを聞かせてくだ

さい。また、地下水量の減少による地盤沈下な

どの危険性はないのでしょうか。さらに、消雪

道路を含めた除雪方法を今後どのように改善し

充実させていこうとしているのかを聞かせてく

ださい。 

以上で壇上からの質問を終わります。御清聴

ありがとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  まず初めに、今回の公共料金の３本の値上げ

ということでありますが、本当に苦渋の選択を

させていただいたということであります。この

制度、少子高齢化社会の中でどのようにこの制

度を運営していくかというのは大変厳しい状況

になっております。国家的な状況の中において

も社会保障費の増大というものはここ30年ぐら

いで今の２倍ぐらいの社会保障が必要だと。国

内の製造や自動車関連等の製造の出荷額を上回

る社会保障費が必要だということも試算されて

いるところであります。当然、少子化という、

人口が少なくなるということも踏まえての計算

された、その中で短期的な視点と中期的な、長

期的な視点があるかと、今回の値上げについて

は短期的な視点と中期的な部分を含めて安定的

な運営を図るということで今回この値上げを提

案させていただいたと。 

  値上げがなくて逆に低減できるような状況を

つくり出したいという思いはありますが、少子

高齢化の流れが一層拍車がかかっているという

ことで非常に厳しい運営状況だということも御

理解賜りたいなと思っております。 

何といいましても、最後の質問にありました

が、すべてをこれに、一般会計をつぎ込むとい

うことは大変厳しいものがございます。例えば、

国保でも40億円、41億円ぐらいの運営費がかか

っているわけでございますけれども、市民の皆

さんからの税金は約９億円、残りの32億円ぐら

いが国県あるいはさまざまな支出金、そういう

ふうなもので運営されているということ。これ

はやはり特別会計としての意味合いがございま

す。 

  その中で、今回の審議会にかけさせていただ

きまして、５回の審議の中でＡ案、Ｂ案、Ｃ案

の中で提案いただいたのが一番負担の少ない軽

減措置をとる三つ目の案というものを答申をい

ただき、一般会計の繰り入れを多くさせていた

だいたところであります。市民の皆様には本当

に３本の値上げということです。また、国保税

に入る方も大変ふえてきております。それまで

の厚生、社会保険という方々がやめてきますと
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国保税に入ってくるということでまたふえてく

る。また、介護保険料、42歳以上の人方、また

それ以上の方々の保険料というのが年金生活者

の懐を圧迫するということも、そんなことで長

期、中、短期的なところからそういうようなこ

とを、議員は人口流出を加速させないためにと

いうことですが、子ども手当あるいは高校の無

償化などという国の制度の中で若者対策を、家

庭の対策をしているということ、これは今後と

も継続していただきたいというふうに思ってお

ります。これまで出るべきお金が高校生の授業

料無償ということ、月々１万5,000円から私立

で３万5,000円ぐらいまでの中で、私立の場合

は半額負担していただいているわけですけれど

も、そうした意味合い、また子ども手当におい

て家庭の負担を助けながら何とか人口流出を妨

げるような、こういう制度は今後も継続してい

ただけるよう国に要望してまいりたいと思って

おります。 

また、人口流出のことに対してでありますが、

先ほどの国保税3,950円、3,600円増しがありま

したが、先ほど福祉事務所長が答弁しましたよ

うにそれぞれの地域性があるということも御理

解賜りたいと思います。 

また、タントクルセンターのお話がございま

したが、こらっせにおけるわらすこ広場につい

ては最上郡内から４万人以上の方に利用してい

ただきました。また、スポーツ施設を利用しま

すと５万人近い方があそこに出入りしていると

いうことも市内の一つの活性化であり、大変子

供たちの環境、またそれを育てる保護者の関係

にとっても役割が大きいものだというふうに思

っているところであります。 

そんなことで、苦渋の選択の中で３本上げさ

せていただいたということを、ぜひ御理解賜り

たいなというふうに思います。 

次に、大規模商業施設に関してでありますが、

下田町の開発についてでありますが、現在も事

前協議の状況であります。また、農林課では現

在、農業振興地域整備計画の総合見直し中であ

るため、平成23年12月末を期限として転用事業

計画の申し出を受けたところであります。なお、

この申し出については新庄市農業振興地域整備

促進協議会で協議し、後に関係団体等の承認が

得られれば県に上申する運びというふうになり

ます。決定は協議会のほうでの話し合いという

ふうなことになっています。 

また、今後大規模商業施設が進出することに

なれば新庄市内の商業エリアが広がることにな

ると思われますが、個人個人が自己にとって利

便性の高い商業施設を選択し利用されることが

多いのではないかということも予想されており

ます。 

一方、新庄市の中心商店街は長い歴史の上に

蓄積され、建造物、自然、文化など羽州街道や

新庄駅から新庄城址につながるそれらの集大成

とも言える集合体であると思います。新庄市の

中心商店が地域の魅力を引き出すことのできる

集合体になることが地元への愛着心を育てるこ

とになると考え、市ではこれまで昔語りの聞こ

える道づくり事業やアーケードの商業施設整備

への支援、空き店舗への出店助成、また味覚ま

つりなどの新たなイベントの開催などを行って

まいりました。 

一方、商店街でも全国的に話題となっており

注目を集めている100円商店街を生み出し、活

性化を図っているのは御案内のとおり。商工会

議所の中でも中心商店街に憩いの広場の設置を

計画しているとお聞きしております。さらには、

最近では中心商店街に福祉施設ができるなど、

町なかの姿も変化しているのではないかと思い

ます。今後も商業者や商業団体、関連機関との

連携を密にし、中心商店街の生きがいづくりを

支援してまいりたいと思っております。 

次に、田園都市の農地などを転用した大規模

商業施設の進出の計画がというようなことであ
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りますが、心配される商業バランスについてで

すが、郊外型の店舗と中心商店街とではその役

割も異なってくるものと考えております。郊外

型では自家用車での移動を主たる集客とした店

舗展開であり、中心商店街では例えばお年寄り

の皆さんが住居の近くで会話を楽しみながら歩

いて買い物ができるという利便性があるものと

考えております。この二つの商業形態が両立で

きるようなまちづくりを目指したいと考えてお

ります。 

コンパクトなまちづくりについては、持続可

能な社会の実現に向けこれまで整備してきた都

市機能を有効活用させることを基本として用途

地域及びその周辺を市街地、居住ゾーンとした

展開を図りたいと考えております。しかし、商

業施設に限らず公共施設も含めた大規模施設の

立地に当たり、必要とする条件を満たす用地が

なければ市街地周辺へ求めることにもなるもの

と思います。これからの市の発展を考え、雇用

あるいは交流活動などの拡大に可能性を持たせ

るため国土利用計画におきましても宅地につい

てはある程度の増加を見込んでおります。 

また、平成22年度に実施しましたまちづくり

市民アンケートでは、市街地周辺における開発

地域について半数以上の方が経済の活性化、人

口流出の歯どめなどの理由により開発を進める

べきというふうに答えております。 

人口減少を抑制するためには民間活力を生か

し、地域での利便性を高めていく必要がありま

す。大規模商業施設進出の計画があることは明

るい側面もあります。また、商業施設進出によ

る雇用も期待でき、多様な店舗の立地により利

便性が高まれば市外からの誘客も望め、地域経

済活性化のチャンスともとらえることが一面で

あります。総合計画に沿った定住のための住み

よいまちづくりを進めていくためにも農地の転

用についてはさまざまな可能性、問題点を考え

ながら中心都市としての求心力が落ちないよう

に慎重に判断してまいりたいと考えております。 

最後に、地下水を利用した小水型消雪道路へ

のお伺いかと思いますが、現在地下水を利用し

た消雪道路は21路線、約６キロメートルござい

ます。うち数路線は地下水量の低下や施設の老

朽化により消雪機能を十分に果たせないので、

機械に切りかえ除雪を行っております。維持コ

ストについては電気量や修繕料など１キロメー

トル当たり約130万円となっております。ただ、

施設の老朽化のほか水位の低下により井戸その

ものが使用できなくなるということも考えられ

ます。 

こうした場合施設の更新で済むのか、井戸を

新設しなければならないのか状況によってさま

ざまですが、新設した場合１基当たり3,500万

円ほどがかかると見込んでおります。平成15年

度に策定しました第２次新庄市総合雪対策基本

計画では機械除雪に切りかえることに賛成する

市民の多数意見も踏まえ、県立新庄病院前の五

日町金沢線などの緊急輸送道路に指定された路

線を除き、現消雪施設は維持にとどめ最終的に

は機械による除雪に切りかえていく計画であり

ます。 

除雪に関しては、ことし大変な雪が降ったわ

けですが、今後さらに研究の内容といたしまし

ては高齢化社会における新庄市の除雪対策を十

二分に検討してまいりたいと思っております。 

檀上からの答弁を以上とさせていただきます。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 答弁ありがとうござい

ました。 

  私のあれから言うと国民健康保険税も介護保

険料も介護の制度も、なかなか継続維持できる

ような制度にはそもそもなっていないんじゃな

いかと。それに全国の地方自治体がつき合わな

くちゃいけないと、全国の自治体で喜んでつき

合っている自治体はほとんど皆無なんじゃない
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か、それぐらいの制度なんだとは、先ほど市長

も大変な状況なんだということをおっしゃって

いましたが、私もそのようには思っております。

もっとこれから地方６団体の力などもかりて、

市長のほうから制度自体を国に変えていただく、

そうすれば私たち地方自治体も何とかついてい

きますよと、それぐらいの勢いで国のほうに求

めていただければなと強く私は思います。 

私から見れば、今回は３点セットの値上げな

んですけれども、非常に市民サイドというか、

特に所得の少ない市民にとってはかなりのダメ

ージではないか。値上がりするのは３点だけで

はないんですね。皆さんももちろん御存じだと

思いますけれども、これから原油が値上がりし

てきます。原油が上がるということは電気料金

も値上がりしてきます。これらが値上がりする

ということは食料品、いろんな材料すべてが値

上がりしてきます。もちろん教育費とか、子育

て世代の場合には教育費というのが非常にウエ

ートを占めてくると思うんですけれども、そう

いうところもきつくなってきます。そんな中で

この３点というのは本当に市民の、それこそ生

きる気力を減退させてしまうんじゃないかな、

そういう意味で私は今回あえて質問させていた

だいたわけでございます。 

市長、執行部の気持ちというか、そういう気

持ちもわからないでもありません。しかし、や

はり市民の比較的所得の少ない方々の状況など

を見るとこれ以上耐えられないんじゃないかな

と、雪にかかった費用だってありますよね。大

変な状況なんですね、景気もひどいし。何とか

もう少しそちら側に配慮をしたような、制度も

守らなくちゃいけないというのはあります。維

持しなくちゃいけないというのはありますけれ

ども、市民の側の状況というのを感じていただ

いていいような、それで出したんですよと言わ

れればそこまでなんですけれども、先ほど市長

がおっしゃっていた新庄市まちづくり市民アン

ケート調査報告書の中におもしろい数字があり

ましたので、これから質問したいと思います。 

これからも新庄市に住み続けたいかという設

問です。そこの年代別のデータなんですけれど

も、できればほかの市町村に転居したい。もう

一つ、ほかの市町村に既に転居の予定がある、

そう回答した人のパーセンテージ、20代31％で

す。３割です。30代40代は20％を超えておりま

す。そして50代、また３割を超えております。

そして、またおもしろい数字なんですけれども、

おもしろいというかシビアな数字なんですけれ

ども、居住年数別のデータがあります。６年か

ら10年新庄に居住をした市民ですね。できれば

転居したいという数字が何％だと思いますか。

46.2％。この数字についてどういうふうにお考

えに、分析をなさっていますか。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 平成23年度に実施した新

庄市まちづくり市民アンケートからの御質問だ

と思います。これからも新庄に住み続けたいか

ということでの問いを示したところ、先ほど小

関議員がおっしゃったとおりでございます。た

だ、その一方で全体としては60.7％の方が新庄

に住み続けたい。またもう一方ではできれば住

み続けたいという方が８％いらっしゃる。その

７割近い方がそのまま新庄に住み続けたいんだ

というお答えであります。その残り３割、もし

くは、大変失礼しました。できれば他の市町村

に転居したい等15％とすると他の市町村に転居

するという方が2.7％ということで、17.7％の

方が転居の意向があるというふうなことであり

ます。その件に関してはなるたけ転居したいと

いう方々についての意向を何とか変えたいとい

う施策を打っていかなければならないと思って

おりますし、その転居をする際の一番の理由と

して挙げているのが雪が多いという理由が掲げ

られております。このたびのこの豪雪を見ます
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とそう思われる方も確かにアンケートには率直

に出てくるのかなというふうに思っております。 

こういった対策を今後どのように進めていく

か、やはり検討をするべき事項ではないかとい

うことでございまして、税に関する問題が直接

これに起因しているかという話とはまたアンケ

ートからはうかがえないというふうに考えてお

ります。以上です。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） そのようにお答えにな

るかなと思っておりました。 

やはりアンケートのデータというのは見方だ

と思います。利用の仕方、一番大切なのは感じ

方なんじゃないかなと。60、約７割の方が新庄

に住み続けたい、それは当たり前の、私は気持

ちだと思います。そうでない側のほうに目をや

って政策をうまく市民のためにやっていくとい

うのが執行部の皆さんの感覚ではないのかなと、

必要な感覚ではないのかなと私は思うわけでご

ざいます。 

先ほど、税、公共料金について不満があるか

ら転居するというデータはないと、そのように

おっしゃるんじゃないかなと思っていろいろ見

てみると、転居の希望の理由という、それもお

調べになっていますね。そこにフリーで書く欄

もあるんでしょうけれども、設問も、設問とい

うかそこから選んでくださいという、そういう

選択の設問もありました。やりたい仕事がない、

買い物をするところがない、楽しめる場所がな

い、雪が多い、家庭の事情、その他。税、公共

料金の負担が厳しいと、そういう設問を設けて

ください、次から。そしたらどうなるか。ここ

には、その他の意見として医療費が高過ぎると

いう、少しだけ氷山の一角のように出ています

が、アンケートというのはそういうところに目

をやる、それがアンケートだと私は、大学でも

そういうふうなことを教えられました。そうだ

と思います。ぜひそのような方向で市民に目を

向けた政策をこれから打っていただければと思

います。 

次に、やはりぜひ聞かなくちゃいけないとい

うのが、これから進出しようとしている大規模

な商業施設の話でございます。下田地区は事前

協議中ということで、そういう答弁をいただき

ましたが、今度新たに宮内地区の進出の話が出

てきておりますね。私の情報ですと、企業名ま

で大体わかっているんですが、企業名、宮内地

区に進出しようとしている企業名とか、下田地

区に進出しようとしている企業名は公表できま

すでしょうか。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 下田地区につきましては、

２業者というふうなことで、現在事前協議中で

ございますので、名前の公表は差し控えたいと

思います。 

五十嵐正臣農林課長 議長、五十嵐正臣。 

沼澤恵一議長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 宮内地区、多分いろんな情

報の中では大型店が入るというふうな話はあり

ますが、そこの個別な業者については今は申し

出の段階ですので、この場では御答弁できませ

ん。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） わかりました。何度も

この質問は前の一般質問で似たような質問をし

ているわけですが、新庄市の人口とその商業施

設のバランスというか、売り場の面積を見ると

それこそ新庄市に適正な売場の面積、新庄市の

適正な売場の面積の約２倍も、現時点で売場の

面積が余計になっている、多くなっているとい

う現状があります。そこで、これからいろんな

施設が来る、進出してくるだろうということに

なっていますが、そうなった場合、進出してき
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た場合、新庄市の中心商店街はどのようになる

とお考えですか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 昨年９月もオーバース

トアの話がありまして、0.4という数字はお答

え申し上げました。0.4です。つまり、新庄の

商業施設の場合の１平方メートルで何人のお客

さんがいるか。これは0.4人です。理想的に1.0

なんですけれども、これが県平均ですと0.7と

いうことになります。ですから、結論から申し

ますと、最上郡内すべてを合わせた新庄も含め

た数字が0.7ですから、最上地域の８市町村、

これでようやく新庄の商業施設が成り立ってい

るという形になります。 

なお、別の統計ですけれども、新庄においで

になるその率として、最上郡内はもちろんです

けれども、例えば尾花沢あたりですと4.1％ぐ

らいの数字も新庄ではのみ込んでいるという数

字もございます。ですから、商業施設が拡大す

ればこれ幸いということなんですけれども、中

心商店街、それから郊外型大型店との図式で、

先ほども市長がお答え申し上げましたけれども、

比較ではなくてそれぞれのある意味でのすみ分

けも、買い物の内容に関してなんですけれども、

消費者のほうでできているんでないかなと。町

は決して経済活動だけではございませんので、

そのような意味合いからも幾分かの期待は込め

たい、ただし現状では厳しくなるだろうと、た

だ町のこれからの発展を考えますとさまざまな

とらえ方があるだろうと、こんなふうに考えて

おります。 

なお、もう一つ申し上げておきますけれども、

新庄の町なかに、中心商店街へどんなふうな交

通手段で皆さんおいでになるかと、この統計数

値がございますけれども、歩いて、それから自

転車でと答える方が４分の１、24.2％あるんで

すね。これは県下13市のうちのトップです。こ

んな数字も恐らく今の町なかの商店街のあり方

をあらわしているんじゃないかなと、こんなふ

うにとらえております。以上です。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 今の課長の答弁の中に

やはり進出してくれば中心商店街はより厳しく

なるだろうと、おっしゃいましたよね。やはり

本当に私も商店街にいますので、本当に日を追

うごとに、特に3.11、大震災以来本当に人が少

なくなったなと感じます。 

私はこれ以上、商業地ですけれども、商店街

という意識を外していただけないかなと。商店

はもちろんあって、頑張ってやっていただいて

いるので、それこそ文化、医療、福祉、ファク

トリーも含めた総合的なエリアとして中心商店

街を考えていただけないかなと。イメージ的に

は歯が抜けた口の中を想像していただいてそこ

にいろんな差し歯をしていく。必要なものをど

んどん差していく。そして町の機能を充実させ

ていく。その上で商業を生き残らせる、そうい

うふうなイメージを持っていただけないかなと

思うわけです。 

建前上の、要するにそれぞれの大規模商業施

設であれば大規模商業施設の特性がある、小さ

な町の商店であれば小さな町のそれなりの生き

方があるでしょうと、そういうふうな建て前で

考えるような時代はとっくに終わっていると私

は思います。どうやって生き延びるのか、どう

やって町を維持し再生していくのか。商業とい

う枠にとらわれないでとにかく生き延びていた

だく、税金を払っていただく、そういうふうな

考えを持ってやっていただければいいとは思う

んですが、先ほど市長の答弁の中にも100円商

店街の、あとは味覚まつり、そういうイベント

もやっている。イベントも本当に大切だと思い

ます。しかし、それより前に根本的なもの、生

き延びられるかどうか。そこを何とかサポート
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しなくていけないというのが行政の役割でない

かと思うわけです。そこをぜひ考えてやってい

ただきたいと思います。 

あと基本的なところでちょっと確認をしたい

ことがあります。最近、田園都市という言葉、

私は非常に新庄の方向性として田園都市という

言葉は非常に気に入っているんですが、まちづ

くり総合計画の中にも田園都市という文言は何

か私のあれでは見当たらない、市長の施政方針

もこの間伺いましたが、田園都市というものが

聞き取れなかった。何か意図があるんでしょう

か。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 田園都市につきましては

第４次の振興計画の前、第３次の振興計画の中

で平成22年度を目途とした新庄市の将来像の姿

として田園都市というものが掲げられておりま

す。自然環境と都市機能の調和のとれた総合的

な発展というものを目指したまちづくりのイメ

ージということで田園都市というものが掲げら

れております。第４次総合計画の中では人口減

少の抑制というふうなことを一つスキームとし

て考えておりますし、また自然との共生をイメ

ージとして考えていることは同じですが、その

将来像としては標語が変わってございます。御

存じのとおり、自然と共生ということを掲げて

やっておりますけれども、そういった意味にお

いては第３次までの将来像というものと第４次

で掲げておる新庄市の将来像というところにつ

いては違いが生じておるということであります。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） わかったようなわから

ないような感じですけれども、何か大規模商業

施設をロードサイド、農地を転用してロードサ

イドにぽんぽんと、そういう流れと田園都市と

いうすばらしい文言が消えていく流れとが私に

は同じような流れみたいに感じて質問させてい

ただいたわけです。 

市長の施政方針の中で、全く中心市街地とか

中心商店街という文言が出てきていなかったん

ですけれども、何かこれも意図はどういうふう

な意図で除いたんでしょうか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長、山尾順紀君。 

山尾順紀市長 意図的に除いているということは

ございませんが、先ほど議員からおっしゃいま

したように中心商店街という表現がこれでいい

のかというような問題が来ている。商業は大変

ナイーブな問題であります。一つの店ができる

と一つの店が畳まなければいけないというよう

な繰り返し、非常に厳しい世の中だと、商業は

それほど大変ナイーブな問題だというふうに思

っております。 

新庄市の中心商店街の果たしてきた役割とい

うことは非常に大きいものがあると思っており

ます。しかし今後、商店街としての位置づけを、

先ほど議員がおっしゃったとおり商店街が生き

延びられる環境をどのようにコンパクトなまち

づくりに、つくり直していくということが始ま

ったばかりだというふうに御理解いただきたい

と思います。そういう意味では、新庄市の中心

市街地ということはこれまでどおり変わらない、

また将来的にも変わるものではないと思ってお

ります。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） ぜひ中心市街地という

か、そのエリアを忘れず、大規模商業施設も来

るのかもしれませんけれども、忘れていただき

たくないなと思うわけでございます。忘れてい

らっしゃらないということなので安心しました

けれども、あともう一つですが、今後ロードサ

イドに大きな商業施設、ほかの資本がどんどん

入ってきた場合、新庄市としてはそれを受け入
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れるしかないんでしょうか。どんどん農地が、

ロードサイドの農地でしょうけれども、農地が

つぶれてどんどん商業施設がふえて、それでい

いとお考えでしょうか。最後にお伺いします。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 来れば皆受け入れるかと

いう御質問ですが、国土利用計画の中において

も各利用区分の目標設定をしてございます。そ

の中で検討してまいる話でございますので、の

べつまくなしに皆受けるということとはまた別

な話かなと思っております。以上です。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） のべつまくなしには絶

対受けてほしくないと思います。本当に新庄全

体のバランスを考えてやはり、法的な何も断る

根拠がないと市長はおっしゃいますけれども、

本当にバランスを考えれば根拠がなくても私の

ところは要らないということも必要と思います。 

  よろしくお願いします。 

沼澤恵一議長 ただいまから１時まで休憩します。 

 

     午前１１時５０分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  なお、平向岩雄君と、代表監査委員髙山高治

君より、午後１時から欠席届が出ております。 

 

 

山口吉靜議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、山口吉靜君。 

   （１７番山口吉靜議員登壇）（拍手） 

１７番（山口吉靜議員） 皆様、御苦労さまでご

ざいます。 

  絆の会山口吉靜でございます。 

  一般質問をさせていただきます。よろしくお

願いします。 

  ことしは世界の主要な国々で新しい指導者を

決める選挙が行われます。台湾の総統選挙も行

われ、現職の馬英九氏が再選しました。ロシア

でも３月に大統領選挙が行われましてプーチン

首相が立候補しまして、彼は天然ガスなどの資

源を外国に売って強いロシアをつくり人気があ

りましたが、貧富の格差や汚職が広がり最近で

は彼の率いる政党の議席を減らし、かつてない

批判の中で昨日４日の選挙で64.8％獲得し涙を

流して勝利宣言いたしました。フランスでは四、

五月に大統領選挙が行われます。サルコジ大統

領が再び立候補を表明いたしました。景気は悪

く失業率が高いため支持率は低迷しています。

中国のリーダーは秋に選ばれる予定ですが、共

産党が国を支配しているため指導者は選挙でな

く党の中の話し合いで決まります。アメリカ大

統領選挙は11月に行われる。民主党と共和党が

候補者を１人ずつ立てて争います。民主党のオ

バマ大統領が１期４年間の任期を終え再び選ば

れるのかどうかに注目が集まっていますが、ア

メリカの経済はなかなかよくならず失業率も高

いまま再選はどうか。隣の韓国では大統領選が

12月に行われます。韓国では大統領任期は１期

５年に限られているので、李明博大統領は選挙

に出られず新たな大統領が誕生します。 

このようにアメリカ、ロシア、中国、韓国な

ど近隣の国々の指導者が交代してその国の方針

が変われば日本への影響もかなりありそうです。

日本は国の借金が膨らみ2011年度末には1,000

兆円突破すると、債務超過が続けば世界の投資

家の注目が突如日本悪化に集まり、日本売りに

出て金利上昇のきっかけとなる可能性は否定で

きません。日本でも野田首相率いる野田改造内

閣が発足いたしましたが、余り期待されていな

いようですが、今後の政治はどうか。世界の動
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きに注目してしっかり対応していただきたいと

思います。 

発言通告に従いまして一般質問をさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。次の８

点について質問させていただきます。 

  まず１点目は、光ファイバーについてお伺い

いたします。光ファイバー通信網整備超高速イ

ンターネット通信環境整備の工事、サービス開

始の予定、進捗状況についてお伺いいたします。 

次に、２点目はこども園についてお伺いいた

します。幼稚園と保育園を一体化したこども園

が2013年度をめどに本格導入される見通しとな

りました。待機児童を減らし、すべての子供た

ちが就学前教育を受けられる体制を整えるのが

目的のようですが、実際の市としての状況、課

題はいかがですか。お伺いいたします。 

次に、３点目は介護保険制度の改正について

お伺いいたします。伊藤市議と介護保険制度に

つきましては重なる部分があるかと思いますが、

よろしくお願いいたします。介護保険制度の変

更や新たなサービスの創設を定めた改正介護保

険法が2011年６月に成立いたしました。今後高

齢化の進行で医療と介護は一層重要になります。

現在の高齢化対策、今後の高齢化対策について

はどのようになりますか、お伺いいたします。 

市町村独自の介護報酬設定、地域密着型サー

ビスの介護報酬は、一定の範囲内であれば厚生

労働省の許可なく市区町村が独自で設定できる

ようになる。定期巡回・随時対応型訪問介護看

護の公募指定などが盛り込まれておることにつ

いてお伺いいたします。 

次に、４点目は在宅介護についてお伺いいた

します。介護保険の運営がことし４月から変わ

る。高齢化に合わせ全国平均で月4,000円程度

であった保険料は5,000円を超える見通しとい

うことですが、詳細、今後の課題に医療が必要

な利用者宅を訪問する看護師や夜間に対応する

職員が十分に確保できるか、また今回の報酬改

定では老人保健施設や老人ホームが入居者をみ

とった場合の報酬が大きく上がったことなどに

ついてお伺いいたします。 

次に、５点目は高齢化対策についてお伺いい

たします。高齢者の65歳延長雇用制度などにつ

いてお伺いいたします。 

次に、６点目は少子化対策についてお伺いい

たします。子供がいる若い世帯への子育て支援

対策について、人口をもって国力や国際競争力

を決めることで現実に我が国の人口が減少に転

じたことは寂しいことであります。したがって、

人口流出の歯どめと人口増加の対策をお伺いい

たします。 

次に、７点目は市の景気・雇用・産業力、農

業の新規政策的方向性についてお伺いいたしま

す。また、予算以外について何かありましたら

方向性などお伺いいたします。 

次に、８点目は心の病の教員についてお伺い

いたします。教員の精神疾患、うつ病や適応障

害などを理由に休職した公立小中高等の教職員

は1990年代前半から増加、全教員数に占める割

合も0.1％程度が2010年度は0.6％に上がったと

あります。背景に一つ、過重な事務負担、２、

生徒指導上の悩み、３、中高年教員の割合増加

などがあると見ております、予断を許さない状

況と言われます。当市の現状についてお伺いい

たします。 

  以上で、私の壇上での質問を終わります。御

清聴ありがとうございました。御答弁よろしく

お願いいたします。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山口市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  光ファイバーについての御質問でありますが、

市内全域を光ファイバーでカバーしていきたい

という長年の思いがございました。特に、本合
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海地区における超高速インターネット通信環境

整備についてでありますが、この制度は国の情

報通信利用環境整備推進交付金事業を活用しま

して、昨年12月28日に東日本電信電話株式会社

山形支店と業務委託契約を締結し整備を進めて

まいりました。 

昨年12月のクリスマス寒波以来雪が降り続き

豪雪となる中、光ファイバー施設工事の進捗が

大変心配されましたが、おかげさまをもちまし

て総延長16.03キロメートルの工事が２月８日

無事完了いたしました。現在、各種報告関係の

書類整備を行っており、今月下旬の完成検査合

格後に引き渡しを受け速やかに東日本電信電話

株式会社山形支店とＩＲＵ契約を締結し、４月

２日からサービスを開始する予定でおります。 

これに先立ち、先月11日土曜日と12日日曜日

の両日、八向地区公民館と福宮公民館において

申し込み相談会を開催し、順次利用申し込みを

受け付けている状況にあります。なお、実際に

利用できるようになるのは４月２日から行われ

る宅内引き込み工事が完了後となりますが、こ

れで本市全域が超高速インターネット通信網で

カバーされることになり大変喜んでいるところ

であります。 

次に、こども園についての御質問であります

が、子ども・子育て新システムの基本制度が取

り入れられまして、２月に公表されました。法

案としてことしの通常の国会に提出され、成立

後2015年度をめどにできるものから段階的に実

施されることとなっております。 

また、子育て新システムの実施には恒久的財

源が得られてからという前提があり、消費税等

の本格実施に伴いながら実現が可能になるとし

てあります。子育て新システムの中での変革の

一番大きなものは、現在ある保育所と幼稚園の

垣根を取り外し国における所管の一元化を図る

幼保一体化を目指していることであります。こ

れによる創設されるこども園において、希望す

るすべての就学前の子供たちが幼稚園で実施す

る学校教育と保育所で実施する保育の両方を受

けることができるようになるとしています。 

しかしながら、都市部と地方では状況が異な

り、本市においては保育所の待機児童は差し迫

った問題とはなっておりません。今後、現在新

庄市にある幼稚園、保育所、認証保育所などが

どんな形態で子ども・子育て新システムの中で

位置づけられるか、その役割を担ってもらえる

のか、経営費となる運営費的な給付はどのよう

に受けられるのかを見きわめた上で、本市とし

ての新システム事業計画をこれから策定してい

かなければなりません。そのためには市や県の

関係機関、幼稚園、保育所、認証保育所などの

垣根を超えた調整のための協議が必要となって

まいります。 

また、子ども・子育て新システムの実現には、

社会全体の費用負担を基本として、国及び地方

の恒久的財源の確保を前提といたします。市町

村が新システムの実施主体と位置づけられてい

ますが、この基本システムにおいて相対的に見

た市の費用負担がどのように変わっていくかが

明らかでない現在、これからの国の政策の動向

を見ながら本市に一番適する制度適用をするた

めに研究と準備を重ねていくことが課題であり、

そう努めてまいりたいと思っております。 

次に、介護保険制度の改正についてでありま

すが、地域密着型サービスのサービス類型であ

る夜間対応型訪問介護及び小規模多機能型居宅

介護について市町村が通常より高い報酬の算定

基準、市町村独自報酬基準を設定しようとする

ときには厚生労働大臣の認定を受けたときにで

きるとしておりましたが、それが平成24年度の

介護保険法の改正において大臣の認定なしに市

町村による独自報酬設定が可能となりました。

これは国が定める介護報酬基準にプラスし、一

定の人員基準やサービス基準を超えた場合に市

が独自に加算設定するもので、全国では賃金レ
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ベルの高い都市部を中心に22市区で行われてい

ます。目的はサービスの向上もありますが、事

業所の安定的な経営に配慮したものです。当市

においては現時点において特別な配慮は必要と

は思われませんので、独自の加算については考

えておりません。 

次に、平成24年度から地域密着型サービスと

して新設される定期巡回・随時対応型訪問介護

看護についてですが、重度者を初めとした要介

護高齢者の在宅生活を支えるために日中夜間を

通じて訪問介護と訪問看護を一体的に、または

それぞれが密接に連携しながら定期巡回訪問と

随時の対応を365日行うものです。 

利用者からの通報に基づいて電話などによる

応対、訪問などの随時対応を行うもので、サー

ビス実施に要する標準的な時間が１回当たりお

おむね20分未満と見込まれており、必要に応じ

て夜間も含め１日数回訪問介護などを行うこと

ができます。現在、モデル事業として全国60カ

所で施行していますが、課題として挙げられて

いることが、巡回及び随時時間における移動時

間と対象者ニーズです。都市部においては狭い

エリアの中でヘルパーや看護師が移動するため

に多くの対象者を巡回できますが、地方におい

ては多くの時間を要するほか、対象者が少ない

と見込まれており、事業所としての採算がとれ

ないのではないかという課題が出てきておりま

す。 

本市においてはそうした中でも新規参入を拒

むものではありませんが、特別養護老人ホーム

などの24時間365日稼動できる体制を活用した

併設事業所の可能性について打診していくこと

としております。そのため、指定の公募につい

ては考えておりません。 

次に、在宅介護でありますが、また定期巡

回・随時対応型訪問介護看護の開設に当たって

は、常勤換算で2.5人の看護師と定期訪問のほ

か電話などによる応対、訪問などの随時応対を

行うことも夜間も含め常に１人以上の訪問看護

員が必要です。先ほど申し上げましたが、当市

において訪問介護員の移動時間、夜間での利用

者ニーズがそれほど望めない点、そして人員基

準をかんがみても新規の参入は非常に困難かと

思われます。 

次に、老人保健施設等での看取った場合の加

算ですが、国としては看取りの対応を強化する

観点から特に老人保健施設について死亡日の２

日前からと当日の加算単位を大幅に上げました。 

この加算は看取りを病院でなく施設で行った

場合の加算で、ターミナルケア加算と呼ばれて

おります。要件としては、医師が医学的知見に

基づき回復の見込みがないと診断したものであ

ること。次に、入所者、その家族などの同意を

経て入所者のターミナルケアについての計画が

作成されていること。次に、医師、看護師、介

護職員などが協力して入所者の状態または家族

の求めなどに応じ随意説明を行い同意を得てタ

ーミナルケアが行われていることとされていま

す。 

なお、亡くなられた際は医師の診断が必要で

すので、夜間に亡くなられた場合は医師が対応

することとなります。現在、夜間に亡くなった

場合の医師や職員配置の点で課題も多く、市内

においては加算の申請を行っている施設はござ

いません。 

続きまして、高齢者の雇用延長制度でありま

すが、雇用年金の支給開始年齢が2013年度から

2025年度にかけて段階的に60歳から65歳に引き

上げられることに伴う措置として、労働政策審

議会は２月23日に企業に対して希望者全員の65

歳までの再雇用制度を義務づけることなどを盛

り込んだ高年齢者雇用安定法改正案の要綱を厚

労省に答申しました。現行法では定年後の雇用

継続について労使合意があれば一定の選別基準

を設けることができますが、要綱ではこの規定

を廃止するとしています。ただし、企業が若者
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の採用を控えるなどということになるのではな

いかという影響へ配慮し、受給年齢の引き上げ

が完了する2025年まで全面導入を猶予するもの

とし、経過期間中は希望者全員雇用の対策を年

金受給が始まっていない人に限ることを認めて

います。厚労省は改正案を今国会に提出し、

2013年４月の施行を目指しています。今後国会

の審議を経て法改正がなされた場合は、要綱初

めさまざまな情報が入ると思われますので、市

民や企業、事業主等の皆様に周知を図ってまい

ります。 

次に、少子化対策でありますが、近年新庄市

も少子化等を原因として人口の減少傾向が続い

ています。少子化の始まりとされた年代に生ま

れた子供たちがこれから次の世代の親になって

いきますので、さらに少子化となることが懸念

されます。 

少子化対策としては、平成12年度に策定した

「新庄市子育て支援計画」を基本とし、その後

５年ごとの「新庄市次世代支援地域行動計画」

を策定して、時代の要望に沿った子育て支援事

業を計画的に進めてまいりました。具体的には

一時保育や延長保育の実施や子育て支援センタ

ーの設置などです。また、わらすこ広場を拠点

として若い母親たちの交流をもとに自主的なサ

ークルも育ち始めました。こうした中で、とか

く孤立しがちな若い世代の子育てに支援をして

おります。 

平成23年度は、新庄市まちづくり総合計画に

沿った「新庄市次世代支援地域行動後期計画」

を策定しました。そして、認可外保育所を利用

する多子世帯への保育料軽減事業や、認証保育

所運営への支援を近隣町村と連携して強化する

こととしました。このように子育てしやすい環

境をつくっていくことで少しでも人口流出に歯

どめをかけ、ひいては人口増となることを期待

するものであります。 

なお、平成24年度は主要事業として「子育て

支援医療給付事業」を実施する予定であります。

平成24年７月から子育て環境を充実し子供の健

やかな成長を支援することを目的にするもので、

県事業の子育て支援医療給付事業に上乗せした、

市独自の医療給付をするものです。外来、調剤

の対象者をこれまでの就学前から小学校３年生

までに広げる予定であります。 

次に、市の景気・雇用・産業力・農業力の対

策についてですが、地域産業の振興による雇用

の確保・拡大、所得の向上は定住基盤をつくっ

ていく上で最も基本となる重要課題であります。

景気動向については米国の金融危機以来大きく

落ち込んだ国内経済にも回復の兆しがあらわれ、

県内や最上地域での雇用情勢も昨年より幾分改

善されていますが、国際的な金融危機の長期化

も懸念され依然として安定成長の見込めない先

行き不透明な状況にあります。 

このような中で、トヨタ自動車が宮城県に今

年４月の新会社設立を発表したことは、東北の

復興、産業振興において明るい話題と言えます。

本市としても、地元企業の部品製造分野への参

入や関連企業などの誘致に結びつけ、雇用創出

を図ってまいります。また、内発型食品加工産

業の立地など地域特性を生かした戦略的な誘致

活動にも取り組んでまいります。また地域のも

のづくり産業を支援するため、理工系大学進学

者への奨学金制度を創設し、地元出身者の人材

育成と地元事業者への定着を図る「工業振興人

材確保推進事業」に取り組みます。農業につい

ては「担い手総合支援対策事業」に取り組み、

集落ごとの「地域農業マスタープラン（人・農

地プラン）」の策定、「中小経営体」への農地集

積、青年新規就農者への支援により地域農業の

経営強化を図ります。このような主な新規事業

のほかにも、引き続き雇用対策関連事業や若者

園芸実践塾での人材養成に取り組むとともに交

流拡大のための事業をさらに推進し、地域の産

業振興による雇用創出を図ってまいります。 
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最後に、心の病の教員については教育長より

答弁させますのでよろしくお願いいたします。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。

ありがとうございました。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 私より心の病の教員についての

本市の現状についてお答え申し上げます。 

  議員御指摘のように、文部科学省の調査では

平成22年度における公立学校教職員の精神疾患

による休職者数は5,407名、在職者数に占める

割合は0.59％になっており、過去最高を記録し

た平成21年度より若干減少したものの依然とし

て深刻な状態にあると言われております。 

山形県においては42名が精神疾患で休職して

います。率でいうと、0.8％となっております。

新庄市では国県より低い0.35％の状況にありま

す。全国的な傾向を見ると精神疾患者は50代が

40％で、教職員の年齢構成で50代が３分の１と

いう教職員の高齢化のあらわれでもあります。

また、精神疾患休職者の45.7％が異動や採用後

当該学校での勤務が２年未満であり、人事異動

での勤務環境の変化が不調につながっているこ

とも考えられます。加えて、新規採用者の精神

疾患を理由とした依願退職も増加しています。 

これらの理由には、子供や保護者の多様化、

教職員の高齢化による負担増、職員年齢構成の

アンバランスから来る若手教員の孤立化、職場

内のコミュニケーション不足があるとの指摘も

あります。本市においても校長会を通して生徒

指導等の組織としての対応、研修を通した同僚

性の構築、計画的な面談による教員個々の理解、

職員の個性を生かした学年配置等をお願いして

いるところです。県においても休職者がスムー

ズに現場で復帰できるような支援プログラムを

新たに来年度から推進する予定でいます。深刻

化させないためには初期段階での適切な診断治

療が有効と言われています。これまで以上に学

校との連携を密にしながら精神疾患による休職

者の発生予防に努めていきたいと考えておりま

す。以上です。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 御答弁ありがとうござ

いました。 

再質問をさせていただきます。まず１番の光

ファイバーなんですけれども、申し込み者数は

何名ぐらいだったでしょうか。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 本合海地区の光ファイバ

ーにつきましては先ほど市長のほうから御答弁

申し上げましたとおり、今年度いっぱいで敷設

終わりまして、来年度４月２日のサービス開始

という予定で今進めているところでございます。 

昨年８月１日から８月15日までの間、本合海

地区の皆様にファイバーの利用していただける

かどうかの意向調査を行いました。その際に、

世帯数335人のうちに101の皆様のほうからすぐ

にでも利用したいというふうな御回答をいただ

いております。その後２月に入りまして、ファ

イバーの敷設が終わった後にＮＴＴ東日本のほ

うから利用意向申し込みを受けたところでござ

いまして、２月末現在で145件の申し込みをい

ただいております。ただ、この145件は個人ば

かりではなくて事業者も含まれている内容にな

ってございますので、サービスの利用意向調査

をした際の101、実際の個人の数値ばかりでは

ございません。 

なお、このサービス利用に関しましては交付

金事業の中で２年以内におおむね50％を目指す

ということを条件に交付金をいただいていると

いうこともございまして、なお一層のサービス

利用を進めていきたいと考えているところでご

ざいますが、そういった中で、このたび145件

で既に43％ほどの申し込みをいただいている、
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事業者の方ももしかすると入っているかもしれ

ませんが、そういった意味では大変よいスター

トを切らせていただいたと思っているところで

ございます。以上です。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

開始が４月２日というんですけれども、私の

ところは工事がたしか４月10日ごろだったかな、

なんですけれども、そうするとどうなるんです

かね。４月２日にはできないんですか。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 ＮＴＴ東日本のほうでは

４月２日から宅内への敷設工事を始めたいとい

うことで、145名の申し込みが４月２日直ちに

全部がサービスを受けられるということではな

くてそれぞれの宅内工事が終わった段階から進

められるということでございますので、多少時

間がかかるかと思います。その点あらかじめ御

了承願いたいと思います。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） ありがとうございまし

た。なるべく早い工事終了をお願いしたいと思

います。 

２番目、こども園の認定基準というのはどう

いうあれなんでしょうか。お伺いいたします。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 こども園でありますが、

法案の骨子につきましては先週金曜日２日に会

議の決定となって通知が来たばかりでございま

す。その内容見ますと、総合こども園というも

のになるんだということ、素案として出ており

ました。これまでの保育所、幼稚園が合わさっ

た形でのものが総合こども園というふうなもの

になるようでございます。これはいまだにまだ

仮称でございます。その際なんですが、現在の

保育所はそのまま総合こども園に変わることは

変わるものでございますけれども、現在の幼稚

園が総合こども園になる場合には、３歳未満児

を扱う場合ですと給食設備が必要だということ

での改造改修が必要になってまいります。ある

いは保育スペースが預かる子供さんの年齢、人

数に応じては改修が必要になることも考えられ

ますけれども、いずれにしてもそういった改修

すれば現在の幼稚園でも将来総合こども園にな

る可能性はあるということでございます。しか

し、現在、先ほど市長答弁にもありましたよう

に待機児童がそれほど多くない新庄市の現況に

おいては、あえて幼稚園さんが改修費用を投じ

てまで総合こども園になるかどうかはまだ不確

定、難しいんでないかなと思っておるところで

ございます。以上でございます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

あとは、ホームヘルパーさんの養成、研修と

いうのは何かあるんでしょうか。あったらお伺

いいたします。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 ホームヘルパー、訪問介

護員ですけれども、この仕事をするためには、

県知事が規定する研修を受けなければなりませ

ん。ちなみに現在ですと県が主催するものある

いは民間の事業所が主催するもの、さまざま研

修がございます。昨年ですと、郡内ですと最上

広域コア学園を会場とした研修会とか、あるい

は社会福祉法人の舟和会、あるいは最上町社会

福祉協議会が主催した研修と、こういったもの

がされております。こういった研修、毎月ござ

いましてこれを修了した方がホームヘルパーと
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して働くことになっております。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  あと、在宅介護で困難というか難しいという

ことがあったらお伺いしたいと思います。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 先ほどの伊藤議員の質問

にもございましたけれども、もともとは在宅で

の介護ということが基本で始まったものでござ

います。しかしながら、在宅介護ではどうして

も楽でないということが生じてまいります。特

にこの新庄地域、共稼ぎ世帯が多いということ

の中で、どうしても在宅の介護の場合はどちら

かが会社をやめなければならないということも

ございます。そういったことを防ぐためにも在

宅介護ではなく施設介護と、そういったことを

選択される方が出てくるかと思います。あるい

は老老介護ということもございます。こういっ

たことはどうしても難しくなってきて、施設で

お世話いただくということもございます。ある

いは在宅介護ということで、和気あいあいと介

護できればいいんですけれども、中には家族関

係が悪いということもございます。実例としま

しても、ひどい認知症があってとても在宅で見

られないといった方がたまたま施設に入ったら

円満な環境の中で認知症が改善したという実例

はたしかにございます。ですから、必ずしも在

宅介護が最適というものでもないかと思ってお

ります。それぞれの家庭事情によってさまざま

でございます。そういった中で施設を選択する

ということもあろうかと思います。そういった

意味で、在宅介護を理想としながらもそうなら

ない場合も往々にしてあるということでござい

ます。以上でございます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

そうですね。介護保険制度については先ほど

伊藤市議との重なる部分があると思いますので、

どうもいろいろと申しわけありません。 

あと、高齢者福祉サービス、介護保険以外の

サービスがありましたらお伺いしたいんですが。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 介護、高齢者のサービス

の中では介護保険サービスが主流ではございま

すが、介護保険を使わないサービスもございま

す。ちなみに、新庄市で具体的に言いますと、

高齢者宅の雪おろしですね。玄関前除雪、これ

が介護保険を使わないサービスになっておりま

す。これは豪雪地特有のものですから、国のほ

うでは介護保険を使ってだめだということがご

ざいまして、市の一般財源を使ってやっており

ます。 

それから社会福祉協議会のほうで取り組んで

いる事業が幾つかございます。給食サービスで

すね。ひとり暮らし老人で孤立している方につ

いてお弁当を届ける給食サービス、あるいはヤ

クルトさんでお願いしているんですけれども、

愛の一声運動ということで、「お元気ですか」

ということで健康飲料を届けながら安否確認を

するといったサービスというのがございます。

あるいは判断能力がちょっと弱くなってきた方

について銀行などからお金をおろしてくるとい

うサービス、ちょっとした町の中での支払い関

係をやるというふうな、そうした福祉サービス

利用援助事業というのも社会福祉協議会ではや

っております。 

こういったものが介護保険を使わないサービ

スということになっております。こういったか

ゆいところに手が届くようなサービス、こうい

うのはＮＰＯあるいは社会福祉協議会のほうで
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やっていただきたいし、今後開発していかなき

ゃならない事業ではないかなと思っております。

こういったサービスが介護保険に影響せずに保

険料アップにつながらないようなサービスにな

ろうかと思います。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

65歳までの雇用の確保とか定年の引き上げと

か定年の義務廃止とか、そういうのは考えられ

るんでしょうかね。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 今回の改正は、定年後

無年金無収入という方、これをそれぞれ防ぐと

いうことにありますので、国の改正が決まりま

したらさまざまな制度等の周知に努めていきた

いと思いますけれども、一方ではこの就業者と

いうものがこの10年ぐらいで400万人ぐらい全

国で減るだろうと、そんな推計もございますの

で、これから女性、障害者、高齢者等、就業に

意欲を見せる方が本当に就業意欲を満たせるよ

うな、そういう場の構築が必要ではないかと、

そんなふうにとらえております。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

あと、高齢者も多様な就業機会の確保などし

ていただきたいと思うんですが、その辺はどう

ですかね。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 大変仕事の上で経験年

数を踏んだ方々のさまざまな技術とか経験等は

何事にもかえがたいものだと思います。 

２日前にもたしか日経に書いてあったと思い

ますけれども、アメリカの医療器具の会社で平

均年齢が74歳だという会社、48人ぐらいの会社

ですけれども、その会社は大変業績を上げてい

ると、ドイツの自動車の生産ラインでは中高年

だけのラインを組んでいるとか、そうやって生

かす場が必ずしもあろうかと思います。本地域

においても生かす場というのは当然多々あろう

かと思いますので、そういった場をつくってい

く、認知していくということが求められている

んじゃないかと、こんなふうに思います。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。よろしくお願いします。 

それから、この冬は豪雪や低温を受けまして

高齢者に福祉灯油券とか何かサービスというよ

うなことは考えていただいたんでしょうか。お

願いします。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 福祉灯油券ということで

ございますけれども、このたびは原油の高騰と

かそういうことはとりわけなかったものですか

ら、私のほうではそういったことは考えており

ませんでした。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

では、ちょっとまだ時間ありますけれども、

以上で再質問を終わります。どうもありがとう

ございました。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時４４分 休憩 

     午後１時５４分 開議 
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沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

石川正志議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、石川政志君。 

   （５番石川正志議員登壇）（拍手） 

５ 番（石川正志議員） 絆の会の石川でござい

ます。 

  それでは通告書に基づきまして、農業の振興

と小中一貫の推進ということの２点質問させて

いただきますので、よろしくお願いします。 

初めに農業振興に関してでございますが、山

形県は農林水産業産出額を平成24年度まで

3,000億円に設定し、達成するために主な施策

として農林水産業創意工夫プロジェクト支援事

業を展開してきました。新庄市も多くの経営体

が申請し採択されているようですけれども、今

年度の主な事業内容及び事業規模と概要と、こ

れまで新庄市がどのような対応をされてきたの

かお伺いいたします。 

農林水産業創意工夫プロジェクト支援事業は、

県が事業費の３分の１を助成し、それ以上の補

助は各市町村の自由となっていると認識してお

ります。最上地方についてお隣の町村も同事業

には積極的に取り組んでいると思いますけれど

も、市町村かさ上げに関して違いが見受けられ

ますが、現在承知している範囲で結構ですので、

町村の対応はどうなっているのか教えてくださ

い。 

なぜこのような質問をいたしますかと申しま

すと、ＪＡ新庄もがみは周知のとおり、新庄市、

最上町、舟形町の１市２町に属した単協が合併

してできた農協ですが、組合員が属する市や町

の行政対応の違いによって、内容や規模が同じ

事業に取り組む場合、初期投資において事業者

間に格差が発生し、不平等感を生んでいるから

でございます。 

また、先ほど申し上げました１次産業産出額

で新庄最上の現状を見れば、平成21年度で概算

になりますけれども、県全体を2,300億円とす

れば新庄最上の場合は200億円で10％にも満た

ない数字でございます。新庄の農業振興を考え

るとき、新庄最上を一つとした全体の底上げが

必要と考えられます。そのためにもまず第一歩

として国や県の支援事業にかかわる市町村の対

応は足並みをそろえていくべきと思いますが、

今後の方向性について市長のお考えを伺います。 

もちろん、新庄市が今後も財政再建に取り組

まなければならないことあるいは増大する社会

保障費に対し考慮していかなくてはならないこ

とは、議員として認識していかなければなりま

せん。しかしながら、文字どおり農業者が創意

と工夫を凝らした事業を達成していくことは同

時に農業者の夢と責任を達成していくことでご

ざいます。雇用を含め、周囲の農家に成功事例

を示していくことは最終的に地域の活性化につ

ながると思いますので、ぜひ前向きな御答弁を

お願いいたします。 

続きまして、小中一貫に関して質問いたしま

す。新庄市は、これまで平成22年度から今年度

まで基本計画を立て、これに基づき平成24年度

から平成25年度まで実施計画を策定するとのこ

とです。小中一貫教育の最も重要な柱は、連続

した９年間をかけて子供を育てていくことであ

ると思います。ところが、現状を見ますと一部

に小学校６年間ともに学んだ児童が中学校は

別々といった進学の際のミスマッチが発生して

おります。戸惑いは子供たちだけではなくて保

護者にまで及んでおり、このような状態を放置

しておけば小中一貫教育の円滑な推進に大きな

支障を来していくことが明らかです。 

あわせて、学校運営にかかわりＰＴＡを初め

とする地元の方々の参画、いわば市民との協働

は基本計画にも盛り込まれておりますきめの細
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かい教育、そして子供たちの心の教育にとって

大きく寄与していくものであると思っておりま

す。地元の方々からも自分たちの学校であると

いう共通の認識を持っていただけるような市内

五つの中学校を核とした学区を再編していただ

きたいという観点から、教育委員会としての現

在の学区割の状況をどうとらえているのか、ま

た、学区の再編をどうしていくのかお尋ねいた

します。 

次に、来年度から始まります武道必修に関し、

これまでの説明では新庄市では柔道を選択する

と理解しております。私は中学高校時代柔道部

に所属いたしまして、私の人格形成において大

変お世話になった経験を持っておりますので、

たくさんの生徒が柔道と触れ合う機会がふえる

ということに対してはうれしく思っております。

ところが、テレビ新聞等で報道されているよう

に、授業での柔道の危険性は親御さんの大きな

不安材料となっております。そこで、新庄市は

生徒の安全確保のためどのような指導体制を考

えているのかをお伺いいたします。 

以上、檀上からの質問を終わります。御清聴

いただきましてありがとうございました。（拍

手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、石川市議の御質問にお

答えさせていただきたいというふうに思います。 

  初めに、農林水産業創意工夫プロジェクト支

援事業の御質問でありますが、議員御承知のと

おり山形県では平成21年11月に策定しました

「農林水産業元気再生戦略」に基づき、種々の

事業を展開し農林水産業の産出額の底上げを図

っていこうというものであります。 

種々の事業の一つとして本事業があるわけで

すが、この事業は200万以上の事業に対し県の

補助率は３分の１以内となっております。市町

村のかさ上げの補助の状況につきましては、県

内35市町村中４市８町２村の14市町村で実施し

ており、最上郡内を見ますと３町２村で実施し

ているところであります。 

具体的なかさ上げ状況を申し上げますと、20

分の１から３分の２と各市町村の財政事情等に

よりまちまちでありますが、半数以上は上限を

定めかさ上げを実施しているところであります。 

新庄市におきましては、平成21年度３件、平

成22年度11件、平成23年度は７件と３カ年合計

で21件の実施をしており、県全体の約９％を占

め県内でも最多の採択件数で総事業費で約３億

円、補助金額では約１億円でこれまで県の補助

事業を積極的に活用し、県の補助率のまま事業

を実施してきたところであります。 

新庄市においては、過去に花卉生産振興のた

めに戦略的にかさ上げ補助を実施したことがあ

ります。今後につきましては、農業振興計画の

相互見直しや関係機関との協議の中で新たな戦

略品目や振興作物についての検討を重ね、それ

らの品目がその方向性に沿って進めていくべき

ものと位置づけられた場合かさ上げの実施につ

いて判断していきたいと考えております。 

議員質問のとおり、本市におきましては１自

治体２農協というような状況もございます。ま

た、企業の参入という状況もあるということで、

今後新庄市にとって必要な戦略的な作物の振興

を図っていくことが一番税金を投入する上で納

得していただけるのではないかと。それぞれ

個々の事業ということは、生産し、それが消費

された場合販売として売り上げが上がるという

こともあるわけであります。そうしたことも受

けてそれぞれの個人的な戦略的な意図、十分に

あるのではないかというふうに思っております。

それらを勘案しながらも総合的に戦略品目を図

りながら、それに取り組もうとする関係者にか

さ上げするというようなことは総合的に相互理

解を図りながら今後進めていきたいというふう
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に考えておりますので御理解のほどお願いしま

す。 

小中一貫校関連、また中学校の体育等につき

ましては教育長のほうから答弁させますのでよ

ろしくお願いいたします。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 小中一貫教育の推進について２

点御質問ございましたけれども、私のほうから

お答えをいたしたいと思います。 

まず１点目の学区のねじれについてです。議

員御指摘のとおり、教育委員会では、平成17年

度に策定した長期教育プランにおいて中学校単

位を基盤とした小中連携教育を学校教育の柱の

一つに据えて取り組んでまいりました。さまざ

まな実践を通して小中の接続がより円滑に進む

９年間を通した教育課程で取り組むべきという

理由から小中一貫教育を目指し、交流事業や活

動、研究を積み重ねてまいりました。また、今

年度からスタートしたまちづくり総合計画にお

いても子育て人づくり重点プロジェクトの大き

な施策として推進しており、今月には小中一貫

教育５基本計画が策定される予定となっており

ます。 

小中一貫教育を進めるためには、小学校の学

区が二つ以上の中学校の学区に分かれてはなら

ないということがあります。学区の根拠である

新庄市立小学校及び中学校の通学区域に関する

規則は、市街地の区割りが住居表示による区分、

郊外のほうが町内名表示となっておりますが、

当初編成した学区は町内会単位を基本として規

定したものと考えられます。各学校の規模、全

体の区域分けや通学距離などを勘案して定めら

れたものと考えられますが、石川町を初め７町

内の小学校の児童73名が沼田小学校から新庄中

学校へ入る学区編成になっておりますが、多く

の児童が学区外通学の手続をして明倫中学へ通

っているという現状があります。２月末現在の

中学校における学区外就学生徒数69名のうち、

本来の学区が新庄中学校であるが明倫中学校へ

通っている生徒は４割以上の29名おります。学

区外の申請理由には、家庭の事情で共働きにつ

き親の実家などに帰らせるためなどいろいろあ

りますが、この29名の理由は友達関係を維持し

たいというものであります。子供たちが精神的

に安定して勉学に励み有意義に学校生活を送る

ためには、友達関係が重要な要素であることは

言うまでもありません。また、昨年度には該当

する地区より問い合わせや要望も出ており、関

係地区の区長に集まっていただき説明会を持っ

たところでありました。 

新年度から平成25年度までの２カ年間で基本

計画をより具体化した実施計画を策定する段取

りとなっております。そして平成26年度に準備

をし、平成27年度４月に萩野地区小中一貫教育

校が開校することになりますが、以上諸般の状

況を踏まえながら学区の見直しについては遅く

とも平成25年度中には実現したいと考えており

ますので、御理解のほどよろしくお願いします。 

２点目の武道必修の柔道の選択というような

部分に関してでございますけれども、中学校学

習指導要領の改訂により、中学校の保健体育で

武道が４月から一、二年生で必修化されます。

県内109校のうち96％の105校が柔道を実施しま

す。新庄市内の５中学校もすべて柔道を選択す

る予定です。 

議員御指摘のとおり、柔道をめぐっては過去

28年間に全国の中学高校で114人の死亡事故が

発生しております。これらのほとんどは部活動

中の事故です。文部科学省でも平成22年４月学

校等の柔道における安全指導についてという通

知を出し、健康状態の把握や異常を感じたら運

動を中止すること、受け身の指導を十分に行う

こと、事故発生時の対応等について周知徹底を

求めています。県教育委員会においてもことし

６月にすべての中学校の指導者を集めて研修会



- 91 - 

を開くことになっています。本市においては既

に４校で柔道の授業を行っています。どの学校

においても10時間程度の時間設定の中で、伝統

的な所作や相手を尊重する自他共栄の精神を重

視し、受け身の習得を基本に柔道の楽しさに触

れられるような指導を行っております。集会室

等で授業が行われている学校もあり、マットや

練習形態の工夫等で事故防止を図っています。 

今後は各校に段位を持つ教諭を配置できるよ

う人事面で配慮を行っていきます。さらに県事

業であります地域スポーツ人材の活用実践支援

事業を利用し、希望する学校の柔道の授業で地

域の指導者を継続的に派遣することも進めてい

きたいと考えています。 

柔道のスポーツ少年団や部活動においては県

内でも新庄市の子供たちは極めて優秀な成績を

おさめております。これは熱心で卓越した指導

者が地域内に多いことのあらわれでもあります。

柔道の授業や課外活動にこれら地域の教育力を

活用し、さらに安全な指導体制の構築を図って

いきます。よろしくお願いします。以上です。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） 丁寧な説明いただきま

してありがとうございます。 

最初に今、教育長のほうから非常に心強い、

学区の再編は平成25年度中に責任を持ってやら

れるということで、今まで学区外申請をされて

きた方にとっては朗報かと思いますので、よろ

しくお願いします。 

柔道の必修制に関して、民間というか柔道連

盟のほうでもスポ少の指導者に関してはライセ

ンス制ということで、今御説明いただきました

教員に関する研修会というのはそちらライセン

スへの取り組みということに理解してよろしい

のですか。 

栗田正人学校教育課長 議長、栗田正人。 

沼澤恵一議長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 ６月に予定されておりま

す県教育委員会主催の柔道の指導者研修会につ

いては、詳細はまだ私たち連絡いただいており

ませんが、多分平成24年度から柔道の必修化と

いうことを受けて柔道の授業を持つ指導者の育

成ということで、特に安全管理面での指導のポ

イント等の研修になるのかなと思っているとこ

ろです。詳細が入り次第、各中学校には御連絡

申し上げたいというふうに思っております。以

上です。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） ぜひ、本当に不幸な事

故だけは我が市で起こしたくないというふうに

私も思っておりますので、全議員の共有すると

ころだと思いますので、その辺のところよろし

くお願いします。 

またあわせて、今理解しているというのは１

学級当たり人数が30数名という平均であるとい

う常識をとらえますと、30人を１人の体育の先

生が見るというのもちょっと難しいのかなと。

先ほど地元の地域の方々の力をおかりするとい

うこともあわせて考えますと副担任みたいな、

言い方は適切でないかもしれませんけれども、

より多くの目で見たほうが安全上、安全が確保

されると思いますので、特に最上地区柔連ある

いは新庄地区の新庄市の柔連の会長は先輩議員

であります森議員です。ぜひ連絡をとり合って

いただければというふうに思います。 

若干この問題からはそれますけれども、来年

度平成24年度で新庄中学校の体育館が改築され

るということですが、体育の授業あるいは体育

の授業に関しては東山とか既存の施設を使うと

は伺っていますけれども、柔道の授業はどのよ

うにされる予定であるか教えてください。 

栗田正人学校教育課長 議長、栗田正人。 

沼澤恵一議長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 新庄中学校ではこれまで
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柔道の授業は行われていませんでしたので、来

年度が最初のスタートという形になります。部

活動については空き教室を利用してやっている

という部分もお聞きしておりますので、その教

室を使うか、また体育でスクールバスでもって

体育館等に移動して授業を行うということも想

定されますので、東山武道場等に移動しながら

柔道するということの可能性もあるかと思いま

す。これにつきましては実際に体育の先生など

と相談しながらどういう形で柔道の授業をやっ

ていくかということを検討したいと思います。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） ありがとうございます。

ぜひよろしくお願いいたします。 

続きまして、先ほど市長のお答えですと、新

庄市における戦略作物を絞った上で、それに対

しては総合的な判断をしながらかさ上げが可能

ではないのかなという答弁をいただきましたけ

れども、戦略的な作物は何を新庄市では農家に

対してつくらせていきたいのかという考えは今

現在お持ちなのかどうかお伺いします。 

五十嵐正臣農林課長 議長、五十嵐正臣。 

沼澤恵一議長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 戦略作物、品目に対して新

庄でどうかということなんですが、新庄市にも

農業振興計画というふうなものがございますが、

最上広域農業振興計画というものが郡全体でご

ざいます。これなぜ最上広域なのかといいます

とやはり農協合併されております。今後とも進

むであろうというふうな中で、こういったとこ

ろで郡内一致した形での戦略を組んでいくんだ

ということでことし５月作成させていただきま

した。ですから、新庄が特化してこれを何する

ということも大変大事なことだと思われますが、

まずその最上広域の農業戦略というものを位置

づけさせていただいた上で、その中から新庄は

ブランド化できるようなものを引っ張り上げて

いくというふうに考えております。 

その中で特段ですが、果樹であれば桜桃、西

洋ナシ、それから野菜であればキュウリ、ニラ、

トマト、ネギ、山菜、アスパラ類、こんな中で

特段新庄としては山菜とかニラ、キュウリ、キ

ュウリでないネギですね。この辺については特

段補助金もかなりの額を創意工夫を通してであ

りますが、農協さん自体での選果場とか集荷機、

そういったものへの助成をやっておりますので、

こういったものを中心に、今後あるとすればサ

マーティアラ、これ勇気塾の中でもやっと念願

かないましてことし、ちょっとこの前作付させ

ていただきました。100坪ハウスの中に1,500株、

これはことし７月から11月までとれると思いま

すが、そんなものをぜひ農家の方に見ていただ

いた上で、複数の人が手挙げしていただけるよ

うな対策がとれればいいなと、ぜひそれはやっ

ていきたいというふうにも思っておりますので、

そういった特化したものについては今ここで約

束はできませんけれども、財政の状況等にらみ

合わせた上でやっていくものが出てくれば私と

してもうれしいなと思っております。ただ農協

さんも当然生産組織の中心にあるわけですから、

そちらのほうのバックアップ体制も含めていろ

んな対策をとっていくべきであろうと考えてお

ります。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） わかりました。 

  先日、農業大学校の隣にございます県の中山

間の試験場、半日ほど伺って見せていただいた

んです。そこでは非常に将来新庄の宝になるで

あろうもの、たくさんございまして、今年度も

来年度から新しい山菜の中で一つふえる予定で

ありまして、当然今おっしゃられたサマーティ

アラも含めてそこには非常にいいものがたくさ

んありますので、ぜひ農林課の職員の方も、既

に行かれているとは思いますけれども、勉強し
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たらいいのかなというふうに思います。 

今課長ちょっとほら、明言は避けられました

けれども、平成23年度の９月のときの決算委員

会でも花に対する支部費の助成という項目があ

りましたので、例えば今承知している範囲で申

しますれば、サマーティアラなるものは初期投

資も確かにかかるんですが県のほうで50％出し

ていただける、ただ種苗費は例の創意工夫を使

うには200万円を超えない事業には該当になら

ないということでしたので、ぜひ、財政上大変

な状態でございますので、一番初めにかかる費

用、少しでも軽減すれば今勇気塾で勉強してい

る塾生の方や農業大学校でサマーティアラを勉

強している方にとっては朗報になると思います

ので、よろしくお願いします。 

あとは私の一般質問の中で今助成費に関して

だけ、郡内の足並みをそろえるべきと申し上げ

ましたけれども、実際勇気塾の機能強化を考え

た場合、例えば経営、作付の勉強はできるんで

す。農業経営のノウハウには新庄市内の方も優

秀な経営者はいらっしゃいますけれども、例え

ば真室川町でありますとか鮭川村、あとは最上

町、舟形町、個人名は申しませんけれども、非

常に成功されている農業者がいらっしゃる。彼

らの経営ノウハウを新庄の農業の後継者にも勉

強していただく機会があるとすれば、実際市町

村の垣根はもう既にないような状態ですので、

その辺もスムーズな人の行き交いができるよう

な方策は今現在ありますか。 

五十嵐正臣農林課長 議長、五十嵐正臣。 

沼澤恵一議長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 サマーティアラについては、

我々も積極的にこれから推進していく、現場を

見ていただければどういうものかというものが

わかった上で経営の一端に取り入れていただけ

れば農家所得もふえるんだろうと思っておりま

す。 

それから、勇気塾、これは原則として１年の

中で技術栽培、技術研修が主でありまして、経

営までとなると経営の、農業大学校ですら経営

までは今は授業の中で取り入れていないという

ことで、その短い期間でそこまでというのは非

常に大変なことでございますが、そういう中で

新庄市内でもネギ大きくやっている農家、それ

から山菜大きくやっている農家、キノコやって

いる農家、本当に田んぼをほぼやめてまで頑張

っている農家がおります。その方々を勇気塾の、

何ていうんですか、協力農家というふうなこと

で、実践農家というふうなことで七、八名選定

させていただいて、そうですね、シーズン中２

回から３回、そういう経営ノウハウも含めたや

り方、人の使い方、そこまで踏み込んだ形でや

っております。 

あと、イチゴの研修なんかにつきましては特

段私も産地研修行ってきました。何回も行って。

そういったことで、実践を見ながら私の部下の

ほうでもやらせておりますし、郡内総じてそう

いったところに塾長初め塾生を連れていって毎

月３回から４回、あとは農業振興課でやってい

る経営研修、こちらのほうにも参加させていた

だいて、立派な経営者に育っていただければと

いうふうな思いで頑張らせている状況です。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） わかりました。 

最後になりますけれども、まだまだ任期はご

ざいますのでお疲れさまとは言いかねますけれ

ども、今回優秀な課長が大量に退職されるとい

うことで、今までの御苦労に関して深く感謝申

し上げる次第でございます。 

平成23年度６月定例会でも申し上げましたけ

れども、これから第２の人生に突入される、ぜ

ひ今まで培われたノウハウ、後進指導はもちろ

んですけれども、それらのこと、また、愛する

ふるさとのために活用していただければとお願

い申し上げまして終わります。 
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沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後２時２６分 休憩 

     午後２時３６分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇）（拍手） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党を代表して

一般質問いたします。 

最初に１番として、地方自治の目的である住

民の福祉の増進に反する国保税、介護保険料、

下水道使用料の引き上げは中止していただきた

いということについてお聞きします。 

1997年、橋本内閣のもとで消費税５％への増

税と医療費値上げなど総額９兆円の負担増以来、

景気はどん底に突き落とされ、その結果、財政

破綻も一層ひどくされました。長期失業も続き、

低賃金、年金の引き下げもあり収納率は低下し

ています。例えば国保税の収納率は平成10年度

97.39％でした。２年連続値上げ後の平成17年

度は92.89％、平成21年度は90.95％と、この間

６％も低下しています。 

このたび３月議会に提案されている負担増は、

国保税が１人当たりで15.54％、４人家族の場

合は20％から21％、介護保険料は約25％、下水

道使用料は約６％の引き上げです。ガソリンや

燃油の高騰、電気料金の引き上げもあり、市民

は使うお金がないといってなるべく買い物を控

えています。ことしの冬、62歳のひとり暮らし

の方は、暖房はこたつ一つで我慢したと言って

おられました。屋根の雪おろし費用におびえト

イレの凍結に大変苦しみました。こうした方へ

の市の援助を探したわけですが、何もないこと

に気づきました。 

市の財政再建のために福祉切り捨てが行われ

市民に我慢を強いてきた新庄市が、また我慢を

押しつけるのでしょうか。これ以上の負担増は

我慢してきた市民の生活をさらに圧迫し納めた

くても納められない人をふやすことになるので

はないですか。後期高齢者医療保険料も平均

1,641円上がって、民間ですが、４万1,571円に

引き上げが行われるとの報道を見ました。国に

よる年金の引き下げと消費税大増税が予定され

ている中での市民への負担増は景気悪化と失業

増という悪循環を加速させるものではないでし

ょうか。 

新庄市の一般会計の基金が平成22年度決算で

約15億円でした。その他、土地開発公社の現金

及び預金が約２億円です。また、水道会計は約

11億円の現金預金があります。すべて市民の財

産です。市民の負担増を抑えるために当面は一

般会計の基金を活用できるのではないでしょう

か。負担増は中止すべきではないでしょうか。 

また、各会計が赤字になるのは国の補助が少

な過ぎることが原因です。国の補助の大幅増額

を求め財政の安定化に向けていく必要があるの

ではないでしょうか。 

また、消費税増税と社会保障の一体改革は国

からの補助は増額になるのでしょうか。市民生

活の影響はどうでしょうか。住民の福祉の増進

に責任がある市長としての見解を伺います。 

二つ目に、子育て支援について伺います。前

の議会で私の質問に市長は不妊治療について検

討したいとの答弁でした。 

子供を何人つくるか、持つか持たないかは、

それぞれの夫婦あるいは女性の権利であり、個

人の権利を尊重することは当然です。同時にそ

の国、その社会にかかわる運命の問題であり、

成り行きに任せることはできません。少子化社
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会の克服のためには、人間としてまともな労働

と生活の環境を整備する、あらゆる分野で女性

差別をなくして社会進出の条件をつくる、生活

不安をなくす、仕事と子育てが両立できる社会

にする、子育ての経済的負担を軽減するなどが

必要です。女性が子供を産める期間は限られて

います。なるべく早く寒河江市などのように市

独自補助を進めていただきたいと願います。進

行状況はいかがでしょうか。 

また、子ども・子育て新システムの内容が明

らかになってまいりまました。市の保育にどの

ような影響を与えるのでしょうか。待機児童の

解消はなるのでしょうか。保育料は抑えられる

のでしょうか。保育の質の低下や格差は出てこ

ないでしょうか。施設設備費は今までどおりな

のでしょうか。現行の認可保育施設の拡充こそ

必要ではないでしょうか。 

三つ目に、豪雪対策の強化についてお聞きし

ます。 

ことしは去年以上の厳しい冬だったと思いま

す。当市でも豪雪対策本部を立ち上げ除排雪に

総力を挙げて頑張っていただきました。一方で

除雪中の事故による救急車の搬送が去年の倍近

くに上ったそうです。零下何度という日が続き

ましたが、家の除雪費がかかったことから食費

も燃料代も節約し、家で寒さに震えながら過ご

した方が少なくないと思います。そこで、福祉

灯油による低所得世帯の救済を行ってはどうか

ということです。大石田町では75歳以上住民税

非課税の世帯だけですが、１世帯当たり5,000

円の灯油購入費の助成を行っておりました。対

象者に申請書を郵送するという丁寧さでありま

した。 

二つ目に、水利権問題で流雪溝があっても活

用できない地域があります。住民同士の話し合

いに必要があれば市の仲介はどうでしょうか。 

また、空き家の対策で、基本は持ち主に対処

を求めますが、それでも動かないときに地域の

町内の方が雪対策をせざるを得ないという場合

を今回も見ました。そのとき、もしも事故があ

った場合に備えて災害ボランティア保険に入る

とか、雪庇取りに使える安全な道具を用意する

必要があります。地域住民に負担を軽くさせる

ようにボランティア保険の加入の補助とか使い

やすく安全な雪庇取り器の貸し出しなどをして

はどうでしょうか。 

次に、流雪溝の水上がりの箇所数についてで

すが、どのぐらいあったんでしょうか。連絡を

して市の担当職員に来ていただき手伝ってもら

って地域住民がほっとした姿が見られました。

大石田町で流雪溝管理組合をつくって、水上が

りなどに機動的に動ける人を配置しているそう

です。新庄市でもそういったことをやれたらい

いのではないかと思いましたが、いかがでしょ

うか。 

次に、生活道路の除排雪の確保と費用の援助

が必要ではないかということです。市道、県道、

国道などは排雪場を行政の責任で確保しており

ます。生活道路を市道にしてほしいと住民が一

致して要求しても、行きどまりはだめとか幅が

足りないとかの理由で市道にしてもらえません。

生活道路関係者は排雪場が確保できないと除雪

してもらえません。排雪場を確保しても、その

費用が莫大な負担になっているところがありま

す。ということでよろしくお願いします。 

次に、農業用ハウスの豪雪対策の強化はどう

お考えでしょうか。豪雪の中、ハウス栽培は大

変な経費負担増になっています。除雪のための

燃料、加温の費用、除雪作業の労力、倒壊した

場合の再開のための費用などに援助が必要と思

います。 

４番目に司書の全校配置についてお聞きしま

す。 

学校図書館は１日の大半を学校で過ごす子供

たちにとって一番身近な本との出会いの場です。

子供たちの読みたい、知りたいという気持ちに
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こたえ、本を手渡してくれる図書館支援員を来

年度も全校の図書館に配置しようとしているこ

とに敬意を表します。しかし、補助の関係で名

前を変え、読書推進の力となった図書館支援員

の仕事が縮小されるのではないかと危惧される

ものです。今、各教科に図書館の利用活用が期

待されています。図書館が常にそのために分類

整理され、必要な図書が配備され、教師の相談

に即座に対応できる専門知識による資料収集な

どは、教師を支え豊かな授業展開を可能にして

いきます。そのために研修も重要な仕事になる

と思います。専任で専門の学校司書の配置が必

要ではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

そこで県に要望してはいかがでしょうか。島

根県では、すべての小中学校に司書を配置する

財政措置をしているとのインターネットでの資

料が出てまいりました。また、山形県でも予算

措置の検討をしているとも最近伺いました。そ

れから市負担による全校配置はどう考えている

でしょうか。12学級以上の学校に司書教諭が配

置されておりますが、専任ではなく学級担任を

持ち、図書館へのかかわる時間が限られており

ます。学校司書の全校配置が必要と思います。 

以上、壇上からの質問を終わらせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。（拍

手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

国保税等の引き上げは中止すべきだという御

意見でありますが、先日の総括質疑、またきょ

うの小関市議の質問にもお答えさせていただき

ましたが、住民の福祉の増進に反するのではな

く、住民福祉の増進を維持していくために必要

なことだと、苦渋の選択だということもぜひ御

理解いただきたいというふうに思います。 

今、社会全体の大転換期にあるのではないか

と私自身も思っております。グローバル化の波

の中で、さまざまな賃金体系の中で雇用をどう

守るかということ、さまざまな日本の課題が今

突きつけられている、本当に大転換期の時期に

あるのではないかなというふうに思っています。 

その中で国保税、介護保険料、下水道料の安

定的なサービスを維持するということで、今回

の提案になったことであります。何とぞ御理解

賜りたいなと思っているところであります。こ

れにつきましては、収納率低下を招かないかと

いうことで、これまでの平成10年からの十二、

三年の間の統計など提示いただきまして上がる

たびに下がっているんではないかと、大変その

おそれがあるということは承知しております。

しかし、何とか逆に収納率の向上に結びつくよ

うな体制も組んでまいりたいと思っているとこ

ろであります。広報、効果的な説明なども含め

ながら何とかこの維持制度をしていくことがと

ても大事だというふうに思っております。 

国保の流れといたしましてはいずれ県単位で

行われるという状況が生まれるような形で進め

られ、国家的な事業になっていくというような

こと、既に国での国庫補助、国庫支出金という

のは大変高額になっているわけでありまして、

今県単位、１単位になったといたしましても、

新庄市における拠出金というものはそれぞれの

状況に応じて割り振られるということは今後と

も続くというふうに思っております。 

そんなことで、一般会計からの繰り入れ活用

策の提案もございますが、これは慎重にしてい

かなければならないというふうに思っています。

住民すべての財産ではあるわけですが、国保加

入者が市民全員ではないということも、特別会

計の意義あるところだということも、ぜひ御理

解賜りたいというふうに思います。今回一般会

計からの繰り入れ、来年度も行うわけですけれ

ども、基金を活用してきたわけですが、できる
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限り上げずにしてきたこれまでの努力もぜひ評

価していただきたいと思います。 

それから、国保の大幅な増額で財政の安定が

必要ではないかということ、国としても十二分

にそのことは承知しているわけで、そこが今言

われるところの消費税と社会保障の一体改革の

議論に進んでいるのではないかと思っておりま

す。もう基本的に少子高齢社会であるというこ

と、このことは避けて通れない事実であり、将

来に向けてこのことも訪れるであろう子供や孫

たちにどう負担を少なくするか、現役世代でど

ういうふうにして解決するかということが今求

められている、そういうふうなこと、我々が決

断し、またそれにこたえていかなければならな

い大人の責務もあるというような状況に来てい

るのではないかと思います。すべては人に頼り

財源も確保できずに何でも国何でも国という状

況ではないということも、私たちも考えていか

なければならないということであります。 

そんな意味で増税、社会保障の一体改革によ

ることにおきましては市民の負担が大きくなる

ということ、大変厳しい状況が生まれるだろう

ということは承知、しかし適宜市民サービスを

低下させない形で今回は除雪等なども全力をさ

せていただきましたが、今後降るであろう雪、

少子高齢化対策における雪対策、そうしたこと

にも支出していかなければならないということ

もぜひ御理解賜りたいと思います。 

次に、不妊治療への市独自補助について検討

していきたいということでずっと考えてきてい

るわけです。今回、村山市が全国的にも初めて

不妊治療に対して３人分の枠をとったというふ

うなことで、先日の県の市長会の中でもこのこ

とについては少子化対策として強く国に申し入

れしていこうということでも話をさせていただ

いたところでございます。現在、山形県では平

成16年度から国の補助を受けて特定の不妊治療

費、助成制度を設けておりますが、平成23年度

現在13市中６市が独自の上乗せを行い、平成24

年度からは村山市が単独で全額をするというこ

とになってきています。 

今回、財政厳しい、上向きとはいいながら将

来を見据えながら子供の医療費の３年生までの

拡大ということで、順番をつけながらやってい

きたい。昨年、一昨年は子宮頸がんのワクチン

あるいはヒブワクチンの拡大、来年度について

は子供たちの３年生までの医療費の拡大、また

平成24年度にさらなる制度設計しながらその次

の年度に財政状況を見ながら検討してまいりた

いというふうに思いますので、ぜひ御了承のほ

どお願いしたいと思います。 

次に、子育て支援の子ども・子育て新システ

ム、市の保育に与える影響についてであります

が、子ども・子育て新システムの基本制度は、

先ほども山口議員の質問にお答えさせていただ

きましたが、２月に最終的な内容が公表された

ところであります。基本的な考えといたしまし

ては、すべての子供たちの育ちを保障するため

社会全体で支援する仕組みとすること、社会全

体で費用負担するというふうなこと。この制度

で一番大きく変わることは幼保一体化というこ

とがあります。幼稚園と保育所の垣根をなくし

どちらもこども園という総合施設にかかわるこ

とで、質の保証された学校教育と保育の両方を

子供たちに提供するということであります。学

校教育と保育の一体的提供による子供の育ちの

環境改善を図るとともに、保育の量的拡大を図

ることにより待機児童をなくすこととしていま

す。 

一方、子ども・子育て新システムの本格的な

実施には恒久的な財源を得られることが必要だ

と先ほども述べさせていただきましたが、今進

められております社会保障と税一体改革が成立

し、消費税等の財源が確保されなければならな

いことも注釈としてついているわけであります。

そのために、平成25年度をめどにできるところ
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から段階的に実施していくとされているところ

であります。 

新庄市への影響についてでありますが、制度

の詳細が明確にされていないということで推測

できる範囲で述べさせていただきますと、国の

公表資料によりますと、こども園における利用

者負担、保育料について、現行制度の利用者負

担の水準、利用者の負担能力を勘案した負担と

するとありますので今より負担がふえることは

ないと見込まれております。 

保育の質の低下や格差への懸念については、

新庄市については、大都市と異なりまして待機

児童がほとんどいないためにサービス提供の競

争原理がよい方向に働くのではないかと見込ま

れますので、余り心配していません。 

施設整備につきましては、現在の保育所は、

ほとんど施設的に改修の必要はありません。一

方、幼稚園をこども園とする場合には保育基準

に適応させる施設改修が必要となります。その

ため、幼稚園はこども園となることなくそのま

ま存続することも考えられます。これから制度

が確立されれば市が実施主体としての役割を担

うことから、国県と連携し、地域の実情に応じ

た新システム事業計画を策定することになりま

す。地域の実情に合ったものを目指し、現在あ

る新庄市の認可保育所、幼稚園、認証保育所が

どのような形態の子育て支援の施設となれるの

か、その役割を担ってもらうため自治体の費用

負担がどのようになるのかをしっかり踏まえた

上でよりよい子育て環境整備を実施していきた

いと思います。 

この子育ての新システムにつきましては、事

業仕分け等におきまして子供の育つ環境が二つ

の省にまたがっているんではないかと、なかな

かそれは統一できないというところに大きな課

題があったわけで、なかなか遅々として進まな

い部分もあったわけですけれども、今後徐々に

このことが子供の子育て、教育環境については

国の方針の一元化が進んでいくものと期待して

いるわけであります。あくまで、その環境とし

ては財源であるということを言っておりますの

で、今後とも注視してまいりたいと思っており

ます。 

今回の雪、大変本当に多くて、非常に生活の

中でさまざまな問題を提起させられております。

御提案の福祉灯油というのは灯油券のことかと

思われますが、本市におきましては平成19年度

に、国の原油高騰に伴う国民生活への対策強化

基本方針を受け、低所得者世帯に対し１世帯

4,500円の灯油券を発行して支援を行った過去

がございます。当時は県内各市において実施し

ておりますが、実施理由は原油高騰によるもの

ということで、豪雪に伴うものではなかったも

のです。ということで、現在のところ灯油の価

格が安定している状況だと、今後についてはイ

ラン情勢、ホルムズ海峡の封鎖のようなことで

原油がかなり上がりつつありますので、一方で

それを取り巻く雇用環境にも非常に影響が及ぶ

という、そういう意味で最初に申し上げたグロ

ーバル化の社会に入りつつあるということで、

しっかり地元は地元としての守らなければなら

ないことを守っていかないと、出すだけ出して

それを回収できないということがあってはなら

ないということもありますので、慎重に慎重に

していかなければならないと思っております。

灯油の価格については、灯油券の発行について

は現在考えておりませんので御了承ください。 

豪雪対策でありますが、本当にことしの豪雪

対策の中で市民の皆さんから多く出てくるのは、

大変除雪はきれいだけれども私の家の前に雪を

置かないでくださいというのが非常に多くて、

都市整備課のほうの職員がその対応に追われて

しまうという、公共的経済的な活動をしなけれ

ばならないときに道路を開いていかなければな

らない、除雪していかなければならないんです

けれども、そこの個人のお宅の目の前に置いて
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いったことを消雪するのは、そのことも問題の

提起といたしまして、今後いろいろな研究をし

てまいらなければならない、それは高齢化とい

うふうな中で置かれた凍りかかった雪の処置は

大変難儀なものであるということも承知してお

ります。そんなことも含めまして、今後雪対策

はさらに強化してまいりたいと思っております。 

その中で、水利権についてでありますが、農

業用水等については土地改良区に御理解をいた

だきながら冬期間でも流させていただいている

ところでありますが、用水の管理という非常に

難しい状況の中で管理人を立てても片方に有意

義に管理にとっては大変いい人であるというこ

とになります。しかし一方でこれを裁定します

と、あの人はとんでもない人だというふうなこ

とに行政のほうに持ち込まれてしまうと。だれ

がいいのかということで、両者からそういうふ

うな裁定を受けられる立場になるというのはな

かなかいないということも現実なわけでありま

す。しかし、それも今後とも協議していかなけ

ればならないと思います。また、まちづくりミ

ーティングの中で土地改良区の会員が水路等に

負担したお金もきちんと考えてもらいたいとい

うふうなお話も出てきて、水利権というのは非

常に難しいものだなと思っているところであり

ます。 

そんな中で市といたしましては地区の関係者

や沿線の方々と十分協議を重ね調整を行ってき

ておりますが、今後も引き続きこうした調整を

行う考えでございます。特に、必要なのはやは

り水の管理組合というふうな地域のコミュニテ

ィがどんどんなくなりつつあるということも一

つ懸念している状況であります。それぞれの皆

さんが職場に朝早く行き、夜遅く帰ってくると

いうことで地域とのかかわり方が年々少なくな

ってきているということで、だれがリーダーな

のかということで、みんなが同じような形での

要望要求、権利の主張ということがふえつつあ

ります。そういうふうな状況になりますとやは

りそこでリーダーとなる人は、先ほど申し上げ

ましたが、どちらかから恨まれどちらかから褒

められるという立場になかなかなりたがらない

という現状も出て、そうした意味でのコミュニ

ティの形成ということがなかなか難しい状況の

中で、何とかそれを打開していかなければなら

ないというふうに思っております。 

水上がりの箇所につきましては、大体毎年同

じように上がるというのは14カ所ぐらいあるわ

けですけれども、今回は60回ほど出動し大体

300人ぐらい延べで出動した状況であります。

特に今回は、水温が低いというようなことで、

厳寒期が非常に長かったというようなことで、

水の流れが悪いというようなことで詰まる、下

まで落ちていかないということで、水が上がる

という現象も。また今回の出動の中から、職員

からさまざまななぜ詰まるかという状況の報告

も受けているところでございます。何とか地域

で円満に解決できるような仕組みをつくるため

にも、専門の部署を雪対策室、または雪対策と

は別個の、流雪溝の対策室を別個に分けながら

雪対策については強化をしてまいりたいと思っ

ております。 

生活道路の除雪作業につきましては、ここま

で進めてきたのは今まで生活道路については毎

年印鑑をもって、承諾をもらって提出するとい

うことをしてきましたが３年に１度印鑑をもら

って提出すると、しかし除排雪する雪捨て場が

変わったときには至急連絡していただきたいと

いうことを区長を通してお願いしているところ

であります。ですから、雪捨て場の全然変更の

ない場合にはそのまま昨年同様という形で申請

をしていただいているところであります。 

今回、市民の皆様との直接的な話し合いの中

で１回目の除排雪については生活道路について

は我々やると、しかし２回あるいは３回目のと

きに市で協力するあるいは上限を設けて補助金
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を出していただけないかという話も住民の皆様

からも来ているところであります。１回雪10万

円かかるといった場合に３分の１補助を市とし

てやると、そういうふうな励みにもなる政策を

していただけないかという提案も市民の皆さん

からいただいておりますので、今後の雪対策に

ぜひその辺も検討課題として乗せていきたいと

いうふうに思っております。 

次に、空き家対策でありますが、このことも

各町内２月中９回のまちづくりミーティングの

中で全部が雪問題ですので、こういうことが重

ねてきております。やはり空き家の状況につい

てはここに住所を有しないという方々でありま

すので、その管理も大変難しくなっております。

隣人関係がはっきりしておる場合ですと、そこ

から今移っている場所から隣人の方に写真を撮

ってメールで送って今の状況ということで、頼

まれて除雪し、後からお金が入ってくるという

ような隣との関係を持っているようなところも

あるようです。それはこれまでの隣人関係のコ

ミュニティがしっかりしていたということもあ

って、冬だけでなくて夏、四季を通して地域の

方々への感謝があるからこそ隣の方も心配して

くれるのではないかなというふうに思っており

ます。 

そういうふうなコミュニケーションがとれる

場合ととれない場合がございます。そうすると、

やはり基本的には県においても今後空き家につ

いては指針を出したい、全県下でこのような問

題が起きているので、県土整備部においては空

き家対策に指針を出していきたいということが

出されておりますので、今後空き家の管理につ

いて全県下で同じような方向で推進していける

可能性が出てくるのではないかなと。しかし現

実的にやはり屋根一度もおろしていない、雪お

ろしていない屋根の下を通るのは大変危ないと

ころについては担当課のほうでコーンなどを置

きまして落雪注意、そこの歩行をしないように

ということで、バリケードということで、大き

な道路等についてはそんなことをしてきたとこ

ろであります。またぜひ、市民の皆さんには子

供が通る道すがらのときについては教育委員会、

学校のほうにぜひ連絡していただきたい。教育

委員会のほうからの提案の中で、市全体として

できることはやっていきたいと思っております。 

そんなときに空き家の雪庇切りの道具を地域

で貸していただきたいという場合には、市で持

っている道具であれば可能な限り貸し出す方向

で検討しているところであります。 

さらに豪雪対策の農業ハウスのことでありま

すが、これは昨年の豪雪でもビニールハウス等

の被害があったわけですが、今回平成23年12月

から２月27日まで現在農業用ビニールハウス11

棟の被害報告が来ております。被害総額は概算

で約460万円に及んでおります。昨年度の現時

点の状況と比較しますと棟数は３分の１程度、

被害額は６分の１程度の状況となっております。

昨年の経験を生かして早目の除雪をしたという

こともあるんだと思いますが、果樹の被害につ

きましてはＪＡを通して調査をいたしておりま

すが、現在のところ雪が多くて被害が確認でき

ない状況になっております。 

市といたしましても、これまで早期の除雪対

応を農業だより等を通して呼びかけてまいりま

したが、今後の被害拡大も予想されますので、

なお一層の周知を徹底してまいりたいと思って

おります。 

また、被害を受けた施設等に対しましては昨

年同様に雪害対策支援事業を活用して復旧支援

を行っていけるよう対応を進めているところで

ございますので、御理解をよろしくお願いいた

します。 

図書館等の教育委員会に対する質問に対して

は教育長より答弁させますので、檀上からの答

弁は以上とさせていただきます。ありがとうご

ざいます。 
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武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 司書教諭、司書の全校配置に関

しまして教育委員会の考え方を答弁させていた

だきます。 

学校における読書活動の充実を図るために現

在10名の学校図書館員及びコーディネーターが

全14校の支援を行っております。図書館に人が

いることにより温かい空間ができ、児童生徒が

使いやすい分類整備が図られるとともに日常的

な読み聞かせやブックトーク、また新学習指導

要領で重視される読書活動の充実を図るべく授

業での図書活用がなされております。このよう

に学校図書館員の活躍は広い範囲にわたり読書

意欲の適切な学習支援につながっております。 

このたび御指摘があった、学校図書館員が教

諭の相談に即座に対応することは非常に重要で

す。そのために、現在のスタッフは日常的な研

修だけでなく月１回程度の合同研修会を行って

おります。とりわけ経験が豊富な職員が他の職

員に知識や技能を確実に伝え、時にはグループ

で図書館の整備をするなど、これまで蓄積され

た成果を市内全校で共有しております。 

また、市立図書館と連携を図ったりコーディ

ネーターを中心に情報交換をしたりすることで

学校図書館員の個々のスキルアップが日常的に

図られるよう努めてまいります。 

さらに、教諭等においては学校図書館員にす

べて任せるのではなく、児童生徒の実態や指導

の意図を学校図書館員にしっかり伝え連携を密

にすることで適切な指導を行っております。こ

のように現時点においては学校図書館員の意欲、

経験、知識、技能等についてはどれもすぐれて

いると自負しており、学校のニーズに応じた支

援が十分にできているものと考えております。 

平成24年度においては、国の補助事業である

学校支援地域本部事業の活用と市の独自財源で

今年度より４名ふやし、全校に１名ずつ地域コ

ーディネータ―という名称で学校図書館の支援

を行っていこうと考えています。１校に１名ず

つ配置することにより、地域の教育力を活用し

ながら今年度以上に学校図書館の環境が整備さ

れるなど学校組織の一員として幅広い活躍を期

待しています。さらに、教育課程に読書活動を

組み込み、組織的かつ計画的な読書活動の推進

の体制が構築できるものと期待しております。

以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） どうも丁寧なお答え、

ありがとうございます。 

  ちょっと抜けているというふうに思うところ

からお願いしたいと思います。 

  まず、司書の全校配置について県に要望など

はどうでしょうか。 

栗田正人学校教育課長 議長、栗田正人。 

沼澤恵一議長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 失礼いたしました。 

  県への司書の全校配置ということですけれど

も、県のほうでは山形県子供読書活動推進計画

第２次ということで、平成24年度から５年間の

計画を策定しています。その中で子供読書活動

を推進するための施設設備その他諸条件の整備

充実ということで、学校図書館の活用をするた

めの人的配置という項目で学校図書館を効果的

に機能させるため、司書教諭、学校司書等の専

門性のある人材を中心に全校体制で学校図書館

の運営に取り組める組織づくりを目指しますと

いうふうな記述がございます。 

今後県のほうで、何らかの形でそのような方

向性が出されるのかなと期待しているところで

すので、県の動きを見ながら対応したいと考え

ております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ぜひ全校に島根県のよ
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うにすべての小中学校に司書配置できるように

働きかけを県のほうにお願いしたいと思います。 

次に、豪雪対策についてなんですが、大雪、

低温によって雪解けがおくれるおそれがありま

す。農道の除雪も必要になってくると思います。

農道などの除雪体制もつくるべきと思いますが、

その点についてはいかがお考えでしょうか。 

五十嵐正臣農林課長 議長、五十嵐正臣。 

沼澤恵一議長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 農道の除雪というふうなこ

とで、村山地方ですと農道の除雪というふうな

ものに大変力を入れている部分がございます。

これはなぜかというと、農業用施設ではなくて

果樹園がある程度自宅から遠隔の場所にあると

いうふうなことで、果樹の枝の引き上げ等の確

認のために力を入れているというふうに確認し

ております。 

我が市においては果樹農家10軒そこらなんで

すが、この前、果樹研究会の総会の中でもかん

じきとかスキーを履いて自分でやるというふう

なことでやっている方もほとんどの方おります。

農業用施設につきましても多分自宅の近くなり

県道市道の近くにハウス等ありますので、先ほ

ど市長から御説明申し上げましたとおり、こと

しは昨年から比べると３分の１、11棟で、状況

を聞くとほとんどがちょっとうっかりしていた

とか２日、３日泊りで行っていておくれたやと

か、ちょっと人的な要素も中にはあるようで、

農道の除雪というものに対しては今のところは

大きな対応の要望もございませんので、現状と

しては考えておりません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 最初のところで、市で

は小中一貫校の建設を進めております。一番の

問題は小学校の卒業式の感動がなくなることで

す。本来は小学校高学年は学校のリーダーとし

ての自覚、財源の問題にかかわって言っており

ます。一番最初の問題で。特に６年生は卒業と

新たな旅立ちへ向けたさまざまなドラマがあり

ます。それらは子供の成長にかけがえのない役

割があります。そうしたことをなくすだけの効

果が小中一貫校にあるのか疑問です。また、一

貫校には中１ギャップをなくすなどと言われて

おりますが、品川などで進んでいるところは小

学校高学年に定期試験を課すなど、小学校の中

学校化です。 

沼澤恵一議長 通告には入っていませんので。 

１ 番（佐藤悦子議員） １番の国保税、介護保

険料、下水道使用料値上げ反対、財源をどうす

るか、市の財源の問題についてです。 

一般会計の基金もありますし、さらに今言っ

たように小中一貫校建設進めていますけれども、

既に設置されたところで弊害が全国的には明ら

かになりつつあります。全国的には必ずしもい

いと言われておりません。児童生徒に負担を強

いる小中一貫校に大きなお金をかけるよりも苦

しんでいる人に…… 

沼澤恵一議長 今の話は関係ありませんので。 

１ 番（佐藤悦子議員） 本当に苦しんでいる人

たちにお金を使って値上げを抑える、このこと

のほうが私は市の財政の使い方として重要では

ないかと思うんです。それと、先ほど言ったよ

うに一般会計の基金が平成22年度で15億円あり

ました。このほかにも基金が特別会計にはあり

ます。それらを考えたときに、市民の苦しみを、

その負担を抑えるためにお金を回す立場に立つ

ということが私はできるんではないかと思うん

ですが、どうでしょうか。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 市の財政についてでございま

すけれども、小中一貫校の建設については市の

財政計画にのっとって計画して実施していくと

いうふうになっております。財政プランの中で

も御説明しておりますけれども、それについて
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基金の活用ということで、小中の耐震化工事、

それから小中一貫校という形で相当膨大な資金

が必要となります。その関係で財調を、今まで

積み立ててきたということでございます。 

佐藤議員の言う15億円というのは全基金の総

額でございまして、それぞれ基金には目的があ

って使えるものと使えないものというのがござ

います。自由に使えるとすれば財政調整基金に

なるわけですけれども、財政プランの中で今後

見込まれる小中一貫、あるいは耐震化工事とい

うことでその中で使われていく資金でございま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） それから、私としては

先ほど言ったような市の財政の使い方としては

市民の苦しみを軽減するために使うべきだと思

います。 

また、私は税と社会保障の一体改革などで消

費税増税をして、社会保障がよくなるのかと見

れば全部悪くなるような状態じゃないでしょう

か。このようなことは、市民の生活圧迫して景

気はますます悪くなってもっと税収が入らなく

なる日本になってしまう。新庄市もそうなるだ

ろうと思います。そういう意味で、そういう消

費税増税や社会保障改悪の二つの悪いものを一

緒に市民に押しつける国のやり方については私

はやめるべきだと、市長として言うべきだと思

います。 

消費税増税では景気が悪化して財政が悪化す

る、これは私たち党だけでなくて財界やエコノ

ミストと言われる人たちからも上がっています。

富士通総研エコノミスト根津利三郎さんという

方は、富士通総研のホームページのコラム２月

28日付で、国民が増税後も自己防衛のため貯蓄

水準を維持しようとすれば消費が減って景気は

後退し、所得税法人税の税収も減り結果的に財

政再建は失敗に終わる。このように述べていま

す。 

そういう意味で、今の国のやり方は改めるべ

きだと思います。そういうふうに市長としては

言っていただけないかと思うんですが、どうで

しょうか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 こういう市の考え方というのは、

Ａプラン、Ｂプラン、Ｃプランというような形

でそれぞれの見方があるのかなというふうに思

います。片方のほうから言えばそれは違うと、

片方のほうから言えばこれも違うということで

すべて100％正しいということがあれば国民す

べてが納得するかもしれない。将来へのツケを

残さないということですれば大人の役割として

今何をしなければならないのか、それは増税も

しなければ、当然支出のほうも減らさなければ

ならないのです。サービスを落とすということ

につながってくるのです。どちらかを選択しな

ければならないという大転換期に来ているとい

うふうに私は思っております。 

今後、国の中でますます国民的な論議が進め

られてくる。国民もただただ国がよこせ、国が

何とかというふうな時代ではなく、自分たちが

その中で何をしなければいけないかという選択

も迫られてきているのではないかと思っており

ます。まさしく、グローバル社会の中でこれま

で歩んできた日本の歩み方が問われる今後の将

来、50年、100年、長期的なパターンの中で何

もしなければなぜあのときしなかったのかとい

うことも出てくるのではないか、さまざまな御

意見があった中で今後進められていくものだと

いうふうに思っております。 

 

 

散      会 
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沼澤恵一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

したので、散会いたします。 

  明日６日午前10時より本会議を開きますので、

御参集願います。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後３時２６分 散会 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名でございます。欠

席通告者は佐藤卓也君の１名です。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付してあります議

事日程（第３号）によって進めますが、先ほど

申し上げましたように、本日３番目に一般質問

の予定でありました佐藤卓也議員より、お父様

がお亡くなりになりましたことにより欠席届が

出ております。そのため、髙橋富美子議員、小

野周一議員の質問の順序を繰り上げることにつ

きましてお二人に御了承いただいておりますの

で、本日３番目に髙橋富美子議員、４番目に小

野周一議員となります。 

以上、質問者並びに答弁者の御協力をよろし

くお願いします。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は４名であります。これより２

日目の一般質問を行います。 

 

 

平向岩雄議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 それでは最初に、平向岩雄君。 

   （３番平向岩雄議員登壇）（拍手） 

３ 番（平向岩雄議員） 皆さんおはようござい

ます。 

  今回、私の一般質問事項は、通告してありま

すように持続可能な農業政策についてから交流

人口の拡大策について、入札制度について、そ

して老人クラブの活性化についての４項目であ

ります。 

１番目は持続可能な農業政策についてであり

ますが、我が国の農業は地域農業を含めて担い

手不足と従事者の高齢化、食への安全安心、Ｔ

ＰＰ環太平洋連携協定への対応といった農業を

取り巻く社会情勢の変化に加え、農産物価格の

低迷により農業産出額の低下などの数多い待っ

たなしの課題に直面しておりますことは、例を

見たことのない状況であります。 

このような環境の中、かつての安定した地域

農政運営への道筋すら描けない現状ではないか

と思います。ちょっと古いデータでありますが、

農水省農業経営統計調査の資料によりますと水

田農業10アール当たりの収益の推移では、昭和

60年には11万4,347円の所得が平成19年は３万

6,283円になり、所得額の減少は実に７万8,064

円、率にして68％まで落ち込んでいるのであり

ます。ちなみに、本市における農業産出額は減

反面積の増加と食料供給力が低下するとともに

農産物等の価格が低迷の一途を影響していると

思いますが、昭和60年に106億9,000万円が平成

18年には61億8,000万円に落ち込み、昭和60年

対比では42％も減少している状況であります。 

このような環境の中で１点は農業産出額の拡

大対策についてです。山形県の農業産出額は農

林水産統計年報によりますと平成８年に2,690

億円でしたが、平成20年には2,097億円に落ち

込み、地域経済の原動力となっている農業を元

気にするため土地利用型作物、園芸、技術開発、

加工、畜産のワーキンググループを設け平成24

年度産出額を3,000億円に拡大するということ

を目標に掲げ、行政と関係機関が一体となって

活動展開しておりますことは御存じのとおりで

あります。 

これに関連して、過般の山新に最上地域農業
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畜産振興協議会として2019年を目標とする農業

販売額250億円超を目指した振興計画を作成し

たという記事がありました。もちろんこの中に

は本市の産出額も目標に合算されているわけで

すが、本市の販売額拡大のための基幹作物と作

物別の販売目標はどのようになっているのかと、

目標達成のため農協と一体となって支援策を講

じるべきと考えますが、市長の御所見をお伺い

いたします。 

２点は、国が策定した農業再生の取り組み方

針に対する市の対応策についてであります。衰

退の一途をたどっている農業の再生に向けて政

府が数値目標とそれを実現する対策などが発表

されておりますが、取り組み方針では今後２年

間ほどで地域農業のあり方も記した地域農業マ

スタープランを市町村集落が策定し、中心経営

体に農地集積などの施策を集中するとしており

ます。土地利用型農業の経営規模、平地で20か

ら30ヘクタール、山間地で10ヘクタール以上の

規模拡大を今後５年間で協力に進めるとしてお

りますが、我が国の平均耕作面積は2.2ヘクタ

ールしかなく、ばらばらにある各個人所有の農

地を初め農地をどうまとめていくか、集積に消

極的な農家にどのように働きかけていくのか。

大きな課題であると同時に大変な作業であると

思います。 

本市では、国の方針にのっとり農地プランの

作成や農地集積、後に質問事項の青年新規就農

倍増などについて平成24年度の主要事業として

おりますが、本市独自の対応策についても検討

すべきと思いますが、その考えについてお伺い

いたします。 

３点は、新規就農者対策についてであります。

農業の就業人口は、農業産出額の落ち込みに並

行して減少の一途をたどっておりますことは御

承知のとおりであります。県内における減少傾

向は農林センサスによりますと2000年から2010

年の10年間で２万9,201人が減少し、2010年の

就業人口は６万4,335人ということであります。

本市の農業就業者数は平成22年で2,278人、60

歳未満の人数はわずか812人、65歳以上の就業

者数は1,466人となり、平均年齢は県全体の

65.2歳より若干低い62.6歳でありますが、39歳

未満の就業者数はわずか154人であります。 

本市の基幹産業は農業であり、新たな担い手

の確保が喫緊の課題であることは申し上げるま

でもありません。本市の担い手育成につきまし

ては、園芸実践塾を開設し、地域農業のリーダ

ーを育てることに努めておりますが、国や県で

も新規就農者減少を重く見て日本農業を支える

人材確保を目指し、それぞれ独自に支援するこ

とになりました。朝日町や大江町などでは農業

大学校に進学し、就農を希望する学生に奨学金

制度を創設し支援をしているという新聞記事も

ありました。本市でも新規就農対策でこれまで

以上の対策が必要であると考えますが、その対

策についてお伺いたします。 

４点は、６次産業化に対する取り組みであり

ます。山形県は創意工夫プロジェクト支援事業

を含め農林業の再生を掲げ国が推進する６次産

業化についてハード・ソフト両面をにらんだ事

業展開を計画し、米以外の農作物栽培や加工品

生産を通した周年農業を確立する活動を支援し

ていることは御承知のとおりであります。 

６次産業化は試作品開発や販路開拓に対する

助成を初め、プランナーによる助言などの支援

を設けるということでありますが、農林事業者

が地域資源を活用して新たな事業創設すること

を国が促進していると聞きますが、本市におい

ては県の支援事業と６次化についてどう対応し

ているのか。また、今後の進出の方策について

お伺いいたします。 

２番目、交流人口の拡大対策についてであり

ます。 

全国的な人口減少により定住人口が伸びない

のは一部の都市を除いては全国的な趨勢であり
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ます。市長は新庄まつりを核とした交流人口

100万人構想でその実現に精通しておられます

が、目標達成の手段として１点はグリーンツー

リズムの推薦についてであります。県はグリー

ンツーリズムを新たなビジネスと位置づけ、平

成７年度から農業経営の多角化とその活用によ

る交流人口の拡大、定住の促進などに取り組ん

でおり、その結果、県内では産地直売、農家レ

ストラン、農家民宿、体験農業や農産物などの

オーナー制度などのさまざまな取り組みが展開

され、グリーンツーリズム交流人口が県新農業

推進課の資料によりますと、グリーンツーリズ

ム推進協議会を設立後、５年後の実績が219万

6,000人が平成10年には788万人という年々右肩

上がりの結果となっております。 

この山形県グリーンツーリズム推進協議会の

会員数は県内35市町村も含め206個人で組織さ

れているそうですが、本市もその一会員であり

ますので、新たなビジネスと交流人口の拡大策

として推進すべきと考えますが、具体的な推進

策についてお伺いいたします。 

２点は、グリーンツーリズムの現状と課題に

ついてであります。グリーンツーリズム推進の

必要性につきましては、平成13年３月の定例会

で一般質問となった経過がありますが、その当

時県内におけるグリーンツーリズムによる交流

人口は355万人で、さきに申し上げました788万

人の２分の１にも満たない数でした。本市にお

きましても、大豆トラストを初め観光や体験農

園などの実績はありますが、県全体の伸び率に

は達していないのではないかと思います。グリ

ーンツーリズムの宿泊施設や農家レストランな

どでは、それぞれの法的な規制もありますが、

本市における現状と課題についてお伺いいたし

ます。 

３番目は入札制度についてであります。入札

制度につきましては、小野周一議員も１年前に

一般質問している事項であります。 

昨今のマスコミ報道によりますと、東日本大

震災の影響もあってか公共工事の入札の不調が

発生しているとのことであります。山形県では

公共工事の入札及び契約適正化を図るための措

置に関する指針に基づいて、地方公共団体を含

むすべての公共工事の発注者が一体となって、

透明性の確保、公正な競争の促進、適正な施行

の確保などについて指導されております。その

内容は一般競争入札の導入拡大を初め、ダンピ

ングへの対応、総合評価入札方式などについて

でありますが、１点は地域維持型契約方式とダ

ンピング対策についてであります。 

地方公共団体に対する入札契約の適正化法に

基づく要請の中で、緊急にその処置に努めるべ

き事項として、地域維持事業の担い手確保が困

難になるおそれなど担い手の実状調査を実施し、

地域維持型契約方式や低入札価格調査基準価格

及び最低制限価格の適切な見直しと価格による

失格基準の積極的導入と活用についてとダンピ

ング対策の強化に、緊急に措置するよう要請さ

れているはずであります。本市の対応と業者育

成のため地域維持型契約方式とダンピングにつ

いてどのような対策を講じようとしているのか

市長の御所見をお伺いいたします 

２点は、一般競争入札の導入拡大と総合評価

入札方式についてであります。一般競争入札に

ついては手続の透明性、客観性及び競争性が高

い入札制度であることから地方自治法上もこれ

によることが原則とされておることから、でき

る限り速やかな導入と適用範囲を拡大すべきと

思います。また、ボランティアや消防団を協力

事業、プロポーザル、災害訓練への参加事業所

などを対象とした総合評価入札方式についても、

手続の合理化と透明性を確保し導入すべきと思

いますが、現状と対応についてお伺いいたしま

す。 

４番目は、老人クラブの活性化についてであ

ります。 
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本市老人クラブの概況は平成５年には80クラ

ブ、会員数3,126人で、その加入率は31.3％、

単位クラブに対する市の助成額が460万8,000円

でした。一方、平成22年度主要施策の成果表に

よりますとクラブ数が37、会員数が1,124人、

その加入率が何と8.6％であります。市の助成

額は77万7,000円に減少しております。平成５

年対比では会員数の減少率が64％、クラブ数で

は54％という状況にあります。加えて、助成額

についてはクラブ数の減少もありますが、６分

の１という実態であります。地域の高齢化、高

齢者が自主的に老人クラブを組織し教養の向上

や健康の増進のための活動を奨励しているもの

の、クラブ数は会員数が年々減少に歯どめがか

からない状況であります。 

このような減少の一途をたどっていることは

さまざまな要因があろうかと思いますが、財政

改革以前は老人クラブの育成指導員を設置し、

クラブの運営や指導を実施した経緯があります。

しかし、財政再建に入ってからは指導員制度も

廃止し、現在に至っているものの、会員数やク

ラブ数の減少に影響があるのではないかと思い

ます。進む高齢化社会にあって介護や国民健康

保険税の引き上げが余儀なくされ、市民生活が

圧迫されていることも御承知のとおりであり、

介護や国保税の引き上げ抑制策の一環としてふ

え続ける高齢者の健康管理が喫緊の課題である

ことは申すまでもないと思います。健康で生き

生きと暮らせる地域社会づくりに本市老人クラ

ブの活性化について対策を講ずるべきと考えま

すが、市長の御見解をお伺いいたしまして檀上

からの質問を終わります。御清聴まことにあり

がとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、平向市議の御質問に答

弁させていただきます。 

  持続可能な農業政策についてということで、

さまざまな角度から質問いただきましたこと、

しっかりと答弁させていただきたいと思います。 

議員が御指摘のとおり農業産出額が本当に落

ちておりまして、昭和60年の106億9,000万円か

ら平成18年には61億8,000万円といったところ

まで落ちてきております。内訳といたしまして

は、米の生産額が84億円から41億円と約51％減

少率になっております。減反政策、米が余りと

いうようなことで、消費が非常に落ちていると

いうことで、全体的な消費がないということで、

この減少率は大変大きなものだなと。畜産が15

億円から９億円、42％の減。逆に野菜は５億円

から７億円の36％増、さらに花卉や果実につき

ましても大幅に増加している状況になります 

このような現況に対しまして最上地域農業畜

産振興協会が平成23年５月に策定しました最上

広域農業振興計画におきましては、意欲ある担

い手の育成、確保、環境保全型農業の推進、市

場性の高い農産物の産地形成、地域農産物を活

用した農業の６次産業化の推進の四つの柱を振

興方針とし、平成21年度をベースとした10年後

の農業販売額の目標を設定しており、平成31年

度の最上管内全体の農業販売額の目標194億円

から255億円の31％増と設定しております。 

その中で新庄市につきましては総販売額が54

億円から71億円の32％で、作物別には米、ソバ、

大豆などの土地利用型作物が36億円から47億円

の33％増、野菜、花卉、果実などの園芸作物が

９億円から13億円増の43％増、畜産が９億円か

ら11億円の17％増と目標設定しているところで

あります。 

本市におきましては依然として米が基幹作物

として重要な役割を担っておりますが、ほかに

も畜産、野菜、花卉、果樹、山菜と多様な農業

形態を有しており、特に花卉や山菜類の促成栽

培などは大きな伸びを見せております。 

米価の低下傾向が続く中、本市の農業振興を
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図るためには、米を基幹としながらも市場性と

収益性の高い園芸作物を取り入れた経営の複合

化と周年化をなお一層推進していく必要がある

と考えています。 

今後につきましては、若者園芸実践塾を初め

とする農業後継者の育成など支援を関係機関、

団体が包括的に進め、農業者が具体的な将来設

計を描けるような施策の導入を進めてまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

次に、国の農業再生取り組みの方針に対する

本市の対応策ですが、日本の農業は高齢化など

によりリタイアする農業者が増加し、耕作放棄

地が増加するなど人と農地の問題があり、５年

後、10年後の展望が描けない地域がふえており

ます。 

国ではこの問題を解決するため人・農地プラ

ンの策定を決めました。このプランは地域農業

の未来の設計図であり、集落の話し合いにより

今後の中心となる経営体はどこか、中心となる

経営体にどうやって農地を集めるか、中心経営

体以外の農業者を含めた地域農業のあり方を決

めていただく、地域農業の再生を図ることを目

的とした重要な施策であります。人・農地プラ

ンを作成すると、青年就農給付金経営開始型や

農地集積協力金、認定農業者におけるスーパー

Ｌ資金の５年間無利子化といった支援を受ける

ことができます。 

特に、農地の出し手に対する支援につきまし

ては、農業者戸別所得補償制度の加入者で土地

利用型農業から経営転換する農業者の方からリ

タイアする農業者の方が農地利用円滑化団体に

10年以上の白紙委任し、人・農地プランに位置

づけられる中心経営体への農地集積に協力して

いただく場合に、貸し付けを行う面積に応じ、

30万円から70万円の経営転換協力金を交付する

ことになります。また、中心経営体に農地の連

担化に協力していただく場合に、分散錯圃解消

協力金として10アール当たり5,000円を交付す

ることになります。 

本市といたしましても、できるだけ多くの農

業者に地域農業の将来に見通しや今後中心とな

る経営体をどうするか、新規就農をどうするか、

またみずからの経営や農地をどうするかなど意

向を把握し、それをもとに集落における徹底的

な話し合いを行ってプランを作成していきたい

と考えております。 

特に大事な農地集積につきましては、農業委

員会の農地掘り起こし活動や農地利用円滑化団

体であるＪＡとも十分調整しながら進めていく

とともに、出し手側の雇用対策も十分考慮した

上で推進してまいりたいと考えております。 

次に、新規就農対策についてでありますが、

国の新規就農対策につきましては、人・農地プ

ランに位置づけられることが前提であります。

45歳未満で独立自営就農する方に青年就農給付

金が年額150万円、最長５年間支給されること

になります。また、青年就農給付金準備型とし

て、農業大学校などに１年以上の研修を受ける

45歳未満の方で研修終了後１年以内にみずから

農業経営を行うか農業法人に雇用されて就農す

る方に年額150万円、最長２年間支給されるこ

ととなります。 

さらに、農の雇用事業としまして農業法人等

が新規就農者を雇用して栽培技術や経営法など

を研修を実施する場合に、研修に要する経費を

最大年間120万円を最長２年間当該法人に助成

することとなります。 

市といたしましても勇気塾を開設し本市農業

の担い手を育成しているところでありますが、

塾運営を一層充実させるなどより多くの担い手

育成確保に向けて、農業大学校や神室産業高校、

農業団体等と連携しながら新規就農対策を進め

てまいりたいと考えております。 

次に、６次産業化に対する取り組みについて

でありますが、御承知のとおり平成22年に作成
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された国の食料・農業・農村基本計画では、農

業者による生産加工販売の一体化や、農業と第

２次、第３次産業との融合により農山漁村に由

来するあらゆる資源と食品、観光、ＩＴ産業を

結びつけ、地域ビジネスの展開と新たな業態の

創出を促す農業農村の６次産業化を推進すると

しております。 

昨年３月に６次産業化法が全面施行されたこ

とに伴い、総合化事業計画の認定を受けた事業

主体につきましては農業改良資金の特別適用や

６次産業化プランナーによるフォローアップ、

さまざまな補助事業などの国の各種支援が受け

られるようになります。これに伴って、山形食

産業クラスター協議会が県と連携して山形６次

産業化サポートセンターを開設し、専門知識を

有するプランナーを配置して相談やアドバイス

を行っており、農商工連携事業や創意工夫プロ

ジェクトなどの県単独の補助事業も紹介できる

ようなシステムになっております。 

また、県におきましても農林水産業元気再生

戦略のもと創意工夫プロジェクト支援事業を初

めとする種々の支援策を推進しており、本市に

おきましても、これらの事業を活用して施設整

備を行い地域資源を活用した加工品等を製造し

て商品として売り出そうとする団体も、少しず

つではありますがふえてきております。具体的

には地元ニラを使用した加工食品の製造や伝承

野菜を利用したレストランでの食材利用、さら

には土産品の開発などにも取り組んでいるとこ

ろであります。 

しかしながら、農業者がいきなり始めようと

しても困難な点がございますので、農協と連携

して生産者団体の意向などを把握するとともに

農商工連携で推進している新庄市物産振興会議

などと活動と一体となった取り組みを行ってい

くことで可能性を高めるとともに、国県の助成

制度を有効に活用することで事業の具現化を図

ってまいりたいと考えております。 

また、企業誘致戦略会議の中での提案の中で

内発型企業の誘致、基本的には食品加工等の部

門を新庄市としては目指してはどうだという提

案も受けておりますので、６次産業化に向けた

形で今後検討してまいりたいと思っております。 

次に、交流人口の拡大構想でありますが、現

在、新庄まつり誘客100万人構想を立てて１点

まずは突破していきたいということで進めてお

りますが、議員の提案するグリーンツーリズム

は新庄市の自然豊かな本市において新たなビジ

ネスと交流人口を拡大させる可能性を秘めた方

策であると考えております。 

現状といたしましては、田舎でゆっくりと過

ごす滞在型余暇を味わってもらうため民間の旅

プランなどを活用した普及啓発、受け入れ体制

の整備などの支援を行い交流人口の拡大に向け

た事業を展開しているところであります。具体

的には、さくらんぼのもぎ取り体験やバラの摘

み取り体験、農林業オーナー制度を取り入れた

大豆畑トラストの農業体験、さらには新庄味覚

まつりや新庄そばまつりなど四季折々のメニュ

ーで来訪者の旅の思い出となるようなプランづ

くりを進めているところであります。 

あわせまして、若手農業者におけるアグリウ

ォーカーズなどによる新規の取り組みなども支

援していきたいと考えています。また、消費者

との直接対面を行う施設としては、産直まゆの

郷や昨年秋にオープンした産直稲舟その他の市

内産直などにおきまして、生産者と消費者との

コミュニケーションを大切にした地産他消を推

進しております。 

今後は今ある資源をさらに磨き上げていくこ

とはもちろん、交流人口の拡大につながる可能

性のある新たな資源の掘り起こしを行うととも

に、エコロジーガーデンなどを活用した安全安

心なブランド野菜の提供や地元農産物を提供す

る農家レストランにつきましても機会をとらえ

て実現に向けた支援を行ってまいりたいと思い
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ます。 

また、滞在型余暇に対応するために山屋セミ

ナーハウスなど既存の施設を活用する一方で、

農家民宿として受け入れるための研修会を開催

するなどの手法で宿泊機能を充実させてまいり

たいと考えております。 

平成24年度におきましては県と管内８市町村

民間団体との協働で最上地域全体をパビリオン

に見立てたもがみ観光博、仮称ではありますが、

開催される計画があり、管内市町村との連携を

深めながらさらに一歩進んだグリーンツーリズ

ムの確立を目指してまいりたいと考えておりま

すので御理解のほどよろしくお願いいたします。 

次に、入札制度についてでありますが、本市

におきましては平成13年度から一般競争入札を

導入し、平成20年度からは1,000万円以上の工

事について実施しております。主な入札参加資

格としまして、地域経済の活性化、地元企業育

成の観点から、新庄市建設工事競争入札参加資

格名簿に登載され、市内に本社または営業所を

有する者としております。 

一般競争入札としましては、手続の客観性、

透明性が高く発注者の裁量の余地が少なく第三

者による監視が容易であること、潜在的な競争

参加者による競争性の高さなどにより入札や契

約において不正が起きにくいなどの特徴を持っ

ております。しかしながら、当該制度実施に当

たっては入札参加者、発注者ともに事務量が増

加し、落札者決定までに時間を要するという面

もあり、画一的な導入には弊害も心配されます。 

総合評価入札方式は価格以外の要素も総合的

に評価して落札者を決定するものであり、価格

と品質が総合的にすぐれた社会資本調達ができ

る特徴を持っております。この方式は入札参加

者から当該工事に関する技術的な工夫の提案を

受け、発注者がその審査を行うこととなります。

審査に当たっては透明性、公平性の確保が特に

求められ、第三者の意見を反映させるなどの方

策が必要となります。導入に当たっては技術的

改善の期待できる特殊な工事や長期間にわたる

大規模な工事など、当該制度の特性に合致した

発注について考慮されるものと思われます。 

地域の建設企業は社会資本等の整備や維持管

理、除雪、災害応急対応などの事業を行ってお

ります。このたび市では豪雪対策本部を設置し

たところでありますが、市より委託された各企

業の除雪機械が、早朝から市道のみならず生活

道路を含め市全域の交通確保を行ってきたとこ

ろであります。国全体で建設投資が減少する中、

地域を維持するための担い手の確保は重要であ

ると思っております。 

さきに述べましたとおり、市発注の工事につ

きましては地元企業への発注を優先しておりま

す。また、国におきましても地域維持型契約方

式の詳細については検討中と聞いております。 

ダンピング対策でありますが、低入札価格調

査制度を導入しており、該当となった案件につ

きましては低入札価格調査委員会にて調査し、

諸法規、賃金の支払いを含めた労働基準、現場

内外の安全を確保し落札の決定をしております。

いずれにしましても、地元企業の経営形態も含

めた審査が必要となり基準を定めたそれに基づ

き失格を決定していくことには慎重な対応が求

められておることも御承知を願いたい。 

最後に、老人クラブの活性化についてであり

ますが、議員のお話のとおり、本市の老人クラ

ブの会員数は年々減少傾向を示しているところ

であります。平成20年４月時点では47クラブ

1,541人の会員を擁していましたが、平成23年

４月時点では37クラブ1,051人となっています。

この平成23年４月の会員数は65歳以上人口１万

3,323人の約８％程度となっています。その原

因としては、高齢初期の方がまだ老人クラブに

入る年齢ではないといったことや、老人クラブ

の核となっている方が亡くなられたりすること

で活動が停滞し連合会からの脱退を余儀なくさ



- 115 - 

れることと聞き及んでおります。 

市としては、老人クラブは地域のニーズに応

じたさまざまな活動を展開し、地域内の世代間

交流や高齢者の生きがいと健康づくりを進める

ために大きな貢献をしていただいていると認識

しております。そのため市からの助成事業につ

いては今後も継続するとともに、市報などで老

人クラブの活動事例を紹介することを検討して

おります。 

そうしたこととともに、おのおのの老人クラ

ブや老人クラブ連合会自身がクラブの活動内容

や意義、地域での役割などを高齢者だけでなく

地域全体に積極的に周知ＰＲすることも協力を

惜しまないところであります。 

今後、提案のクラブを育て介護、国保などの

予防につなげるべきだというような御提案につ

きましては、他の市町村の成功事例などを調査

させましてそれによって今後もさらに伸ばして

いきたいと思っております。 

壇上からの答弁、以上とさせていただきます。 

３ 番（平向岩雄議員） 議長、平向岩雄。 

沼澤恵一議長 平向岩雄君。 

３ 番（平向岩雄議員） 御答弁まことにありが

とうございます。 

  終わりのほうから申し上げますけれども、老

人クラブの育成につきまして、年々減少傾向と

いうふうな観点から、私は従来に戻りまして指

導員などを設置して、常に単位クラブなどの育

成指導に当たられるということが一番重要では

ないかというふうに考えているものでございま

すけれども、その指導員というふうなものを前

に戻して設置するというふうな、これは自主的

なクラブでございますので、行政がすべてを担

うんだというふうなことにはならないかと思い

ますけれども、何せ高齢化社会というふうなこ

とからやはり健康で生き生きと暮らせる地域社

会づくりが何よりも大切ではないかというふう

な観点から、もう少し老人クラブに対する手だ

てというふうなものをやるべきではないかとい

うふうな考えでございますけれども、その指導

員の設置等につきましての考えについて再度お

伺いしたいと思います。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 かつて指導員という方が

いらっしゃいまして、その方がいたときに活発

な指導と各単位クラブに入りながら活動を進め

てきたということを記憶しております。先ほど

ありましたように財政が困難なときにそれを中

止したという経過も承知しております。そのこ

とを実は老人クラブの会長、連合会の会長さん

ともお話ししたこともございまして、そういう

ものはどうかなという検討もしておりました。 

ただ、人生の先輩方である老人クラブの方々

に指導員というのも何か口幅ったいような気も

いたします。名称を別にしましても何らかの支

援を具体的に考えていきたいと思っているとこ

ろでございます。かつてのような指導員という

名前になるかどうかわかりませんけれども、何

らかの方法は考えていきたいと思っております。 

あわせてでございますけれども、県への負担

金が高過ぎるということが、先日福祉事務所長

会議の中でも出ておりました。県のほうから直

接連合会のほうに補助金をふやしてもらいなが

ら、各市町村から、連合会からの負担金をふや

してもらえないかということを、13市の課長会

議の中で県のほうに連合を通じまして、連合会

のほうに要望したところでございます。 

３ 番（平向岩雄議員） 議長、平向岩雄。 

沼澤恵一議長 平向岩雄君。 

３ 番（平向岩雄議員） ありがとうございます。 

この指導員もさることながら、やはり老人ク

ラブの会員がそれぞれ自己負担をいたしまして

会を組織しているわけでございますけれども、

従来から依然とした同じ助成というふうな、単

位当たりの単価のことを申し上げているんです
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が、それらも財政上もかなり好転しているとい

うふうなこともあるし、老人を大切にするとい

うふうなことは、これは地域社会が美しいこと

につながるんではないかというふうに私は考え

るものでございますので、その助成額の見直し

につきましても検討すべきだというふうに考え

ますけれども、その助成額については、これ予

算とは関係ないんですけれども、平成24年度の

予算では若干ふえているようでございますが、

何せ昨年の場合は77万7,000円という微々たる

予算で、そしてやはり自分たちのものだから自

分たちでやれというふうなことではなかなか今

の社会は個人個人で利己主義と申しますか、こ

れはきずなというものが非常に薄らいできてい

る状況でございますので、やはり住みよい地域

づくりというふうな観点からもある程度老人ク

ラブの活性化というふうなものに力を入れると

いうふうな考えが必要かと思います。 

伴って、それの予算の関係でございますが、

今後増額すべきではないかと私は思うんですけ

れども、その点につきまして質問いたします。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 老人クラブの補助金につ

きましてはクラブの数及び会員の数によって決

まることになっております。したがいまして、

先ほどございました77万円というお話でござい

ましたけれども、これすべてクラブ数、会員数

に応じた額となっております。したがいまして、

私どもといたしましてはなるべく会員の数をふ

やしてもらう、それに伴って自動的に補助金を

ふやすというような形にしたいと思っておりま

す。活発化に伴っての補助金増額と、自然な流

れではないかと思っておりますので、先ほど市

長答弁でありましたように、老人クラブの活動

の意義そのものを広く市民の方に周知すること

から始めていきたいと思っております。 

３ 番（平向岩雄議員） 議長、平向岩雄。 

沼澤恵一議長 平向岩雄君。 

３ 番（平向岩雄議員） 今、福祉事務所長おっ

しゃいました会員というふうなあるいはクラブ

数というふうなことは理解しております。しか

しながら、依然とした単位当たりの単価の問題

です。１人につき幾らとかあるいは一クラブに

対して幾らというふうな額は何年も継続してい

るんではないか。こういう社会情勢の中でそれ

を見直しすべきではないかということを申し上

げているわけでございますが、その点いかがで

しょうか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 ここで即答することはなかなかで

きないと思いますが、先ほど申し上げましたよ

うに、県内におけるあるいは県外等における老

人クラブの成功事例、成長しているクラブがど

んな支援が行われているのか、どんな形で推進

されているのか、その辺の調査をまず第一段階

しなければならないと。それによって新庄市と

の比較の中でなるほどというようなものがあっ

たとすれば、老人クラブそのものの支援という

よりも別の観点の先ほどの介護あるいは国保予

防策としての事業、そうしたものとの整合性を

とりながら今後考えていきたいというふうに思

っております。 

３ 番（平向岩雄議員） 議長、平向岩雄。 

沼澤恵一議長 平向岩雄君。 

３ 番（平向岩雄議員） それでは、そのように

ひとつよろしくお願い申し上げます。 

  それでは、交流人口の拡大策についてのグリ

ーンツーリズムの現状と課題については、詳し

く市長の答弁になかったようでございますけれ

ども、なかなか進まないというふうな環境下に

あるんではないかと思いますので、本市の現状

と課題につきましてどんな課題があるかという

ふうなことをお願いしたいと思います。 

五十嵐正臣農林課長 議長、五十嵐正臣。 
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沼澤恵一議長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 グリーンツーリズムに関し

ましては、新庄最上、本当に自然豊かな地域で

ありますので、材料としてはすごくいっぱい存

在、介在しているということは認識しています。

ただ、その中で交流人口の拡大というふうなこ

とで市長答弁の中にもありましたが、一つは産

直まゆの郷につきましては、昨年、一昨年も約

10万人の交流があった。ただ、これは市内の人

が多いんでないかなというふうな、外部からの

交流というものは余り望めていない。一部、北

村山方面もありますが、そういったこととかい

ろんな材料の中で交流を深めていこうというふ

うな対策を講じているわけです。 

その中で、議員の質問にもありましたように、

一つは農家民宿ですとか農家レストラン、こう

いったものの入り口の部分ではエコロジーガー

デンの中で産直を利用したレストラン構想とい

ったものもエコロジーガーデン、基本計画の中

にも入っていますし、農家民宿につきましても

なかなか受け手といいますか、受け皿、農家が

手挙げする方がなかなか見当たらない。初期投

資もかかる。それから衛生問題とか宿泊のほう

の法律的な問題もありまして、その辺我々も研

究しているんですが、なかなか進まない現状に

あって、その中でも山屋セミナーハウス等を利

用した滞在型のグリーンツーリズムということ

も今少し手がけているところです。ＭＭステー

ションというふうなところでも今月18日東京の

ほうから18名来て、納豆汁を食べてつくって焼

きおにぎりを試食して日帰りで帰ると、そうい

った入り口の部分からもう１回見直ししながら

考えていく必要があるんだろうなとは今やって

いるところでございます。以上です。 

３ 番（平向岩雄議員） 議長、平向岩雄。 

沼澤恵一議長 平向岩雄君。 

３ 番（平向岩雄議員） ありがとうございます。 

入札制度についてですが、入札、低入札の価

格調査制度というふうなものの見直しにつきま

して今現在どのようになされておりますか。お

伺いいたします。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 低入札価格調査制度でござい

ますけれども、これについては予定価格以外に

調査基準価格というものを設けましてそれを下

回った場合落札を保留するというふうな形で現

在に至っております。これについてはいろいろ

昨年度当たりから質問ございますけれども、現

行どおり実施していくということにしておりま

す。 

３ 番（平向岩雄議員） 議長、平向岩雄。 

沼澤恵一議長 平向岩雄君。 

３ 番（平向岩雄議員） 時間がございませんの

で次に進みますが、このたびの農地プランとか

農地集積に関係いたしまして中心経営体という

ふうな言葉が出てまいりますけれども、山形県

13市の中で農事組合法人とかあるいは株式会社

というふうなものを調べてみましたら、新庄市

が13市の中で最も数が少ないというふうな現状

でございまして、今後やはり農地の集積に関し

ましては中心経営体というふうなものが重要な

役割を果たすわけでございますけれども、本市

の農事組合法人は一つ、それから株式会社が二

つということで合計３点でございます。一方、

鶴岡市あたりなどは43もございまして、県内最

下位というふうな問題につきましての課題は何

かあったんでしょうか。お伺いいたします。 

五十嵐正臣農林課長 議長、五十嵐正臣。 

沼澤恵一議長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 課題ということですが、詳

しく分析はしておらないんですが、現状として

は今議員がおっしゃったようなケースだと認識

しております。その中でもやはり新庄最上、最

上全体も含めてなかなか農業に生活を依存する

度合いが高いというふうなことで、収入といい
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ますか、農業総生産も60億円ないし米に関して

はそれの８割、７割強ですか、40億円を超える、

そういった依存の中でやはり集積とかそういっ

た団体的な組合法人をつくって手放す方がいる

か、そして次の雇用問題というふうなものがな

れば大きな農業生産法人つくってその中で加工

部門とか流通部門を設けて雇い上げればそれは

それで可能なんですが、そういったことまで踏

み切るという地域性がまだ足りないなというふ

うに私としては分析しているところです。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩します。 

 

     午前１０時５０分 休憩 

     午前１１時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開します。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、小嶋冨弥君。 

   （１１番小嶋冨弥議員登壇）（拍手） 

１１番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまです。 

  議席番号11番、絆の会の小嶋冨弥でございま

す。 

  大変厳しい冬も過ぎ、そこはかと春の兆しも

感じられてまいりました。今の時期の言葉の例

えに１月は行く、２月は逃げる、３月は去ると

表現いたします。この３月をもって定年によっ

て第二の人生を歩む多くの方々がおるわけであ

ります。この議場におられます執行部の管理職

の方々の中に３月末をもって定年退職を迎える

ことになる職員があると伺っております。人生

の大半を、市の公務員として市勢発展にひたす

ら御努力なさってきたわけであります。感謝申

し上げます。 

それでは、私が今議会において通告いたした

順によって質問をさせていただきます。 

発言事項の１点目は、安全で安心の充実した

当市のまちづくりの創出についてであります。 

その一つとして、昨日の議会でも質問があり

ました雪対策についてであります。雪の生活に

はなれているはずの住民も、２年連続の豪雪に

はまさにほとほとの感が強く感じられました。

３月１日の気象庁の今冬昨年12月より２月の天

候のまとめによりますと、冬型の気圧配置の影

響で強い寒気が断続的に流れ込んだため北日本

から西日本では平均気温が低くなり、特に北日

本は過去10年で最低であったとあります。まさ

に、低温と寒波の日が続き、雪との闘いは連日

続いたのであります。 

このような状況が例年以上に雪の凍結によっ

て発生した側溝、流雪溝の水上がりが多かった

のではないでしょうか。水上がりの原因はいろ

いろな条件が複合し発生いたします。構造的な

もの、投雪の仕方、気象条件、しかしだからと

いって「しょうがねえな、雪国だからな」では

安全で安心したまちづくりの創出はできません。 

昨日、市長より今冬の水上がりの件数60件、

300人の動員数と伺いました。このように大変

難儀と苦労を市民と行政もしておるのでありま

す。水上がりは交通、通学の危険要素になり生

活の安全安心の阻害要因であるわけですので、

対処対策も必要です。不備な箇所の改善も必要

です。しかし、市民の皆さんと行政の協働、こ

れらが解決できる大きな手だてになるのではな

いでしょうか。 

まず、地域によって常襲的に多く発生してお

るところから市が積極的にその地域に赴き、問

題解決に向けた努力を降雪前からなされてはい

かがでしょう。地域の方々は役所の職員が来て

相談されれば本気で動くと思います。これらに

ついてお伺いいたすものであります。 

次に、除排雪についてであります。当市は県

内13市のうちでも、市道、生活道路を合わせて
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市民ニーズにこたえ県内では除雪距離は３番目

の業務を行っておると認識しております。合併

した鶴岡市、酒田市との路線距離を比べ、市の

規模から考えると非常に頑張っていると思いま

す。しかし、昨年、ことしの豪雪は、大方の市

民は自宅の雪おろし、道路を含めどうにかなら

ないの、天を仰ぎ、天気予報を見、我慢我慢の

日々、頼りになるのは行政の機械除雪でなかろ

うかと思います。 

市長の議会初日の施政方針の中で、安全安心

充実のプロジェクトで市の重要課題は雪対策だ

と述べております。そして道路の幅出し、狭隘

道路の除排雪体制の強化により冬期交通の安全

確保と高齢社会における除排雪のあり方を研究

すると述べました。 

当市の課題を正面から取り組む姿勢を私は高

く評価いたしますが、現在の当市の機械力でこ

れらの問題解決はどうなのでしょうか。もっと

もっと積極的にローダーやロータリー車等の導

入を図り、冬でも心配せず生活ができるように

するように、それらについての考えをお伺い申

し上げます。 

次に、安心で安全の充実した新庄のまちづく

り創出の子育て支援についてであります。子育

て支援についてはいろいろございますが、今回

は学童保育、放課後児童クラブについてお伺い

いたすものであります。現在、全国の小学生

720万人のうち、留守児童は約360万人と言われ

ております。働く女性は年々増加し、女性の就

業率は50％、そのうち約70％が既婚女性で母子

家庭は数十万人、父子家庭も十万人と言われ増

加しておるのであります。学童保育の目的は、

共働き、ひとり親家庭の子供に対する放課後の

生活を守り、そのことを通して親の働く権利を

守ることなのです。 

新庄市において申すまでもなく、日新、中央、

北辰の三つに開設されておるわけですが、設置

場所または利用者の増加により環境が異なって

おる現状だと認識しております。これらについ

て、私を初め議員各位からこれらのことについ

て以前から議論がなされましたが、進捗はして

おらないのであります。放課後、児童が安全健

全な生活ができることは定住人口をキープする

大きな役割でもあります。平成27年には萩野の

小中一貫校が開校するわけですが、設計の中に

学童保育の部屋を織り込んでおります。それま

でに、課題の学童保育のビジョンが行政の近々

の政策ではないでしょうか。そのことについて

お伺い申し上げます。 

次に、発言事項、もがみ観光博について伺い

ます。 

２月14日の山形新聞に、最上地域を舞台とし

た仮称もがみ博の準備組織が始動との記事があ

りました。２月13日三つの検討部会が市民プラ

ザで開かれ、事業内容や方向性を考えたとあり

ました。また、この観光博が最上地域が誇る温

泉、祭り、郷土芸能、食、自然などを活用し、

その魅力などを発信、県と管内８市町村等が実

行委員会を組織して一丸となって行うとありま

した。そこでお尋ねいたしますのは、その中身

と市の行政はどのようにかかわるのかお伺いい

たすものであります。 

次に、土地開発公社のあり方についての質問

でございます。 

申すまでもなく土地開発公社は、地方公共団

体が地域の秩序ある整備を図るために必要な公

有地となるべき土地等の取得及び造成その他の

管理を行わせるために、単独で、またはその他

の公共団体と共同して設立できる公社であるの

であります。これは公有地の拡大の推進に関す

る法律第10条第１項、基本的事項については公

有地の拡大の推進の関する法律に指定されてお

ります。 

また、デフレ経済界において地下の上昇局面

は今考えられません。今すぐに公共事業地の先

行取得の必要性は当然考えられないものと思わ



- 120 - 

れます。市の工業団地にも立地の条件は余地は

まだあるわけであります。全国的に公社のあり

方が問われております。行政とはいえ、常に事

業仕分け、スクラップ・アンド・ビルドが大切

ではないでしょうか。このようなことから公社

のあり方を評価検討するべきと私は思いますが、

それらの考えについてお考えを伺うわけでござ

います。 

以上で壇上からの質問を終わります。御答弁

のほどよろしくお願い申し上げます。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小嶋市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  今回の雪対策も含めて２年続けての豪雪によ

り、市民の皆さんも大変疲労こんぱいというふ

うな状況を、話を聞いておるところであります。

今後、これまで以上に、市民の皆さんと一体と

なった除排雪システムの必要性を感じていると

ころであります。水路の構造上の問題、流量な

どもありますが、水上がりに対して地区の協力

は不可欠だと考えています。各地区の皆様とコ

ミュニケーションをとりながら自宅前の雪処理

や流雪溝への投雪などマナーの徹底を図ること

が大切だと痛感しております。そのためにも来

年度より新たに専門部署の設置を図り、雪処理

対策を強化してまいりたいと考えております。 

２点目の除雪機械の積極的な導入については、

現在市と業者が保有しているものを合わせて

100台ございます。台数的には何とか頑張って

いるところでありますが、しかし民間では保有

が難しいロータリー除雪車は今後増強していき

たいというふうに考えております。 

また、全国的な傾向でありますが、当市にお

いてもオペレーター不足や機械維持費の負担の

増加などで除排雪事業における業者の脆弱化が

見受けられます。反面、路肩の除排雪や生活道

路の除雪など市民の要望はより高く多様化して

きております。こうした複雑化しつつある課題

にも対応していかなければならないと考えてい

るところであります。主要事業でも掲げており

ますが、今後何といっても少子高齢化時代にお

ける除雪ということ、これは喫緊の課題ととら

えているところであります。 

新年度に入りまして、昨年、ことしの大雪の

状況をかんがみながら関係部署、関係団体、ま

た業界等との皆さんとの情報交換の場を設けな

がら、必要なものについては補正をしながらで

も来年度に向けて強化をしてまいりたいと考え

ているところであります。 

次に、安全で安心の充実した新庄のまちづく

りの創出をということで、子育て支援の学童保

育に関する御質問でありますが、学童保育に対

する市のビジョンについてお答えさせていただ

きます。 

新庄市においても学童保育の需要は、乳幼児

の保育需要の増加とともに近年増加の傾向にあ

ります。現在、新庄市には社会福祉協議会に運

営を委託している公立の学童保育所と民間の幼

稚園や認可外保育所が運営する放課後児童クラ

ブがあり、放課後児童クラブには市の補助金を

交付しております。 

公立の学童保育所である中央学童保育所、日

新学童保育所、北辰学童保育所につきましては

利用児童の増加による手狭さの問題や施設の老

朽化から発生する問題等を抱え、適切な対策を

とるべき時期を迎えております。耐震整備の関

係から小学校の余裕教室を利用して学童保育所

とする方向性が国や県から示されるようになり

ました。新庄小学校、日新小学校、沼田小学校

について再び検討いたしましたが、空き教室が

ありましても施設内の環境からすぐに改修実施

できる状況ではないことが確認されております。

中央学童保育所は新庄、沼田の二つの小学校の

児童が利用しています。そしてこの利用児童数
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が増加しているため、学区で分割するとともに

別の施設の再利用を検討していきます。日新学

童保育所は、再利用できるにふさわしい施設が

ないことから、将来的に学校の近くに建設する

ことが現在唯一考えられるものと見込んでおり

ます。また、北辰学童保育所は、泉田小の利用

児童数が増加しているため泉田学区に新たに学

童保育所を開設することとし、萩野地区の小中

一貫校の建設に合わせ学区内に泉田学童保育所

を併設する計画を進めております。 

このように、公設運営委託の学童保育所の充

実を図っておりますが、民間運営による放課後

児童クラブの担っている役割も大きく、民間の

施設の増員と増設による拡充に対する期待が大

きくなっています。国や県の補助制度の適用を

実施しながら、ともに市全体の学童保育の拡充

と充実を推進していくことで子育て支援環境の

整備を推進してまいりたいと考えております。 

次に、もがみ観光博ですが、新庄最上地域が

誇る温泉や祭り、郷土芸能や食、自然など最上

特有の観光資源を地域が一体となってその魅力

を全国に発信するキャンペーンで交流人口の増

加と観光産業の推進を図ることを目的としてお

ります。運営母体といたしましては県と新庄市

を含む最上８市町村、民間団体等が今年４月に

実行委員会を立ち上げ、2,000万円の事業費の

もと８月から11月の約４カ月にわたる開催に向

けて準備を行っていくこととなります。 

この観光博のコンセプトは最上流のいやしを

提供することであり、これまでに地域の方々で

最上旅づくり塾としてワークショップを行い原

案をつくってまいりました。今後は温泉宿泊、

情報発信、観光資源活用という三つの部会で具

体的なキャンペーンや情報発信等を行う予定で

あります。 

原案は、新庄まつりを活用した最上流伝統文

化体験や芭蕉や義経を活用した最上流街道の文

化体験など８項目ほど上がっており、このもが

み観光博によって、これまで隣接した市町村で

すら知られていなかったさまざまな情報を共有

することで地域内の交流人口の増加、また情報

を全国発信することで山形県に訪れる観光客の

６％と言われる新庄最上地域の観光客数の増加、

さらにはそれを取り巻く地域経済の活性化など

が期待されるものと考えております。 

次に、土地開発公社についてでありますが、

設立の意義につきましては議員が述べられたと

おりでございますが、使命については公有地の

先行取得のほか安価で優良な宅地の供給という

役割もございます。そうした役割の具体的な内

容についてはさきの全員協議会で公社事務局よ

り説明がなされたところであります。スクラッ

プ・アンド・ビルドという考え方につきまして

ですが、今後につきましては県事業との関連が

予想されるなどがありますので、土地開発公社

の役割として当分の間維持したいと考えており

ます。 

  壇上からの答弁は以上とさせていただきます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ありがとうございまし

た。 

  雪の問題は大変いろいろ課題があるわけです

けれども、新庄市は全国に先駆けて無雪宣言都

市を昭和43年12月25日に行っております。 

その前に一番最初は新潟県長岡市でございま

す。長岡市は、昭和38年10月９日市議会決議で

無雪宣言都市を行っております。そして消雪道

路を初めて行ったのも新潟県長岡市でございま

す。地下水を利用した消雪パイプをやったら予

想以上に効果が上げてということで、ここが第

１号、そして東北、こっちでは新庄が２番目な

んですね。昭和41年に駅前に消雪道路をやって、

それが一つの足がかりで新庄市も無雪宣言都市

をやろうというようなことで、画期的な事業展

開、約44年前です。 
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44年前、約半世紀になりますけれども、その

一つの理念はこうなんですよね。若干時間あり

ますので、我々はもはや、今日の経済社会での

情勢、さらに日常生活の面から長い年月市民に

物心両面にわたりはかり知れない損害を与えて

きた雪害を、雪は毎年降るといったあきらめや、

雪害は宿命として傍観することは許せないこと

であります。まさに今と同じ環境なんですね。

そして、雪を克服し雪害から市民自身の生活を

守り市の発展と地域の開発をみずからの手で実

現するため全市を挙げて無雪化することを決意

し、関係機関に対し雪害は災害であるとの前提

に立った必要な施策の現実を図り、さらに全市

民の努力と英知を結集し、永遠に雪害を排除し

無雪のもたらす幸せを確保するものである。こ

のようになっています。 

やはり、非常に長い間私どもは、雪との共存

の部分はあるでしょうけれども、闘いを余儀な

くされてきておるのであります。 

そこで、水上がりの件に入りますけれども、

専門の部署を配置してというような市長の御答

弁ですけれども、大変前向きに進んだなと思っ

ていますけれども、60カ所300人近い役所の方

が市民から本当に困って電話行ってすぐ来て対

応する、いろんなケースあると思うんですけれ

ども、その労力と経費ですね。それをやはり職

員も年々少なくなっているわけですので、やは

りある部分はその地域の方が事情をわかってい

るわけです。もちろん制度の面も大事でしょう

けれども、ハードの面が結構あると思うんです

けれども、その辺をこの専門部会はどのように

提案して役所の行政が本当に地域の常襲地帯ま

で入っていくような専門的な部署のお考えか、

その辺ひとつお聞かせください。 

伊藤元昭総務課長 議長、伊藤元昭。 

沼澤恵一議長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 先ほどの市長答弁の中でいわ

ゆる流雪溝対策といいますか、市民の皆様の啓

蒙とか今小嶋議員おっしゃったハードの面での

流雪溝の構造上で流れをよくするにはどうすれ

ばいいか等を含めまして、現在都市整備課の中

に雪対策道路管理室という室がございますが、

それを分離いたしまして、雪対策室と道路維持

管理室と二つに分類して雪対策の室長というポ

ジションを設けながら、先ほど申し上げました

水上がり対策の一番の根幹である流雪溝の構造、

あるいはそもそも一気に多量投雪すれば当然水

上がりがなるということで、住民の皆様への啓

蒙等も含めた流雪溝を中心とした雪対策室を設

けるというふうな考え方で現在進めているとこ

ろでございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） １歩前進、２歩前進と

いう感じしますけれども、ただやはり雪の投雪

のルールも回覧とかなっています。ネットにも

入っていますけれども、当たり前なんですね。

当たり前のことをしないから水上がる部分もな

きにしもあらずですけれども、もっとやはり本

当に対策、春になると忘れるんですね、雪、み

んな。やはり雪の降る前から地域、特に常襲地

帯と言ったら変なんですけれども、上がる部分

が集中するんだと思いますよ。そして、私ども

の感覚では、「まあ雪降ったからしょうがねえ

なあ」と、水上がりになるなという感覚はあっ

ても、やはりよそ、新しくとかよそから来た人

がそのまちづくりを見ると「何だや、何だや、

こういった町に住みてくね、水上がるのか、道

路さ」、それではやはり定住人口ふやそうとい

ろんなことやってもやはり雪との、雪があるか

らとなるほどなという、非常にまちづくりとし

ては安全安心からしてもまずいわけです。ここ

はやはり、行政の力では何ともできないです。 

ただ、ある程度地域住民がどこをつつくとわ

かるとか、例えばグレーチングを設置してくれ

とかというようなものをやはりやっていく必要
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があるんじゃないかなと思うので、ただ課をつ

くってどのようなアクション、ちょっとしつこ

いかしれませんけれども、その地域にどのよう

に入っていくか、その辺まで考えているんでし

ょうか。まだ考えていないんでしょうか。やは

り、役所がその地域に職員が行かないとだめで

すよ。そうしてやはり一体となって地域住民を

本気にさせることが雪対策の協働、協働と言っ

ていますので、その辺まで、例えば区長と職員

の語る会みたいに、そこへ入っていくような組

織を考えているか考えていないか、もしお答え

わかればお願いしたいと思います。私はそこま

で入っていかないとなかなか、課だけつくって

も成功しないと思いますよ。 

伊藤元昭総務課長 議長、伊藤元昭。 

沼澤恵一議長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 組織として、課ではなくて現

在の室を分離して室という単位内でその流雪溝

対策のための雪対策室を設置するということで

ございますが、やり方として具体的に当然都市

整備課所管の仕事になるわけですね。私が具体

的にこうこう申し上げるということは差し控え

たいとは思いますが、基本的には小嶋議員おっ

しゃったとおり、市民の皆さんとの協働の中で

やっていくという考え方が第一義だと考えてお

ります。ハードの整備はまた別ですが、具体的

な一気に投雪すると、市民の啓蒙なんていうと

ちょっとおこがましいですけれども、一緒にや

っていくという視点の中で、例えば地域担当制、

現在あるわけですが、その中での一つの課題と

しての話し合い、あるいは当然区長を交えてと

いうことになりますけれども、その他もろもろ、

例えば市長が答弁しておりましたが、具体的な

業者の皆さんと一緒に情報交換しながらそれに

対する水上がり対策等考えていくなど、いろい

ろな中で行政だけじゃなくて協働で、市民と協

働でやっていくというのがやはり根本的な考え

方というふうには私は考えているところでござ

います。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ぜひやはり、地域に行

政の職員入っていって話をすると案外解決する

ことあるんですよ。そういった意味で例えば新

庄方式的なもの、画期的なものをひとつ頑張っ

ていっていただきたいなと思います。そのため

にするとやはり住民は協力しますよ。 

大変私ごとですけれども、私のうちの前は県

道、市道、生活道路が走っていて市道のところ

に、もちろん神社ありますけれども、もう雪来

ると投げますよ、自分のうち以外にもその、確

保のために。非常にただ流雪溝の水が来なくて

若干真冬になると困って少し山積みになったん

ですけれども、そのほかにも流れれば地域住民

は雪に対するまめさといいますか、あるわけで

すよ。その辺、地域によって違いますよ。流雪

溝の流れるところあるとないと違うけれども、

でも一般に市民は雪降れば自分のところで何と

か解決したいなというような気持ちがあるわけ

ですので、その辺とマッチングするようなひと

つ、皆さんの室で頑張ってもらいたいなと思っ

ております。 

次は、機械、除排雪ですね。今回の平成24年

度の主要事業の中でロータリー車の履きかえが

あります。ありがたいなと思っていますけれど

も、現在市長答弁で100台ぐらいの民間とやっ

ているというんだけれども、新庄市のロータリ

ー除雪車とその他の新庄市の物品ですか、それ

を現在どのくらい所有しておりますか。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 現在市で所有しています

除雪機械等でございますけれども、除雪のブル

ドーザー２台、小型のロータリー車６台、それ

からロータリー車10台、凍結防止剤散布車１台、

計19台と２トンのダンプ３台を所有しておりま
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す。そのうち業者のほうに貸与しているのが14

台、直営で５台というふうな状況でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） けさの山形新聞、県の

動き見ますと、県は除雪車６台2012年度に購入

とありまして、更新ですね。国は経過年数11年

で運転時間が1,000時間を超えるものを補助す

るというような、しかし県ではこれより長い

4,000時間ほどを定めている、中には20年を経

過したケースもあるとあります。 

新庄市の今回の主要事業を見ますと、11年以

上、運転時間3,000時を超えたものに補助する

ということになっていますけれども、この19台

の中でどのように耐用年数といいますか、更新

的なもの、内容ですね、大ざっぱでいいですか

らどのぐらい耐用年数あるかないかということ

でもいいですので、ひとつお願いしたいと思い

ます。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 一番経過しているものが

除雪ドーザーというふうなことで25年、それか

ら次のものが17年というふうなことで、半数以

上は10年以上経過しております。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） やはり何を言いたいか

というと、やはりそれだけ需要が、長い距離を

走っている、そして長い間うまくメンテナンス

をやって対応しているなというような逆の考え

じゃないと私は、大事にして使っているんだな

ということを言いたいんですけれども、やはり

長く使っていると故障起きます、機械です。 

実は２月もうそろそろ雪降んねべなと思って

いるあたり、最終、下旬、なんだべな雪降って

も来ないなという時期あったんですよね。そし

たらやはり３台故障したと。やはり故障すると、

目いっぱい動いているわけですので、やはり来

られなくなる、当たり前ですね、直すので。 

ですから私は、市民の安全を守るためにもっ

と機械を入れるべきでないか。もちろん予算の

配分ですから、限られた予算の中で割り振りす

るわけですけれども、ここはやはり市民に私は

説明だと思います。雪降るから例えば除雪にこ

のぐらい予算配分した。ただし、ここは削りま

すよ。そしてこの部分は皆さんと協働でいけな

いかと、政策的なものであれ、やはり雪にはみ

んな困っているわけですので、やはりそういっ

た意味で雪に対するもう少し機械除雪とかにシ

フトするようなひとつ方向づけを考えてもらい

たいと思うんですけれども、これは課長が答え

ても無理ですから、これは政治判断トップです

ので、もう一度市長にその辺のお考えお聞きし

たいと思いますので。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 議員の質問にありましたが、予算

はバランスということがございますので、一方

に特化していけば一方が少なくなるということ、

その辺は勘案しながら予算配分をしていかなけ

ればならないと思っているところです。しかし、

除排雪に対する経費はここ数年増強し、また大

型ロータリー、中型ロータリー、それから消雪

散布車でまた来年度もということで耐用年数を

超えるものを初め強化しているところでありま

す。 

先ほど申し上げましたように新年度に入りま

して関係部署、関係団体、区長とかそれから業

界、それぞれの皆さんの持っている情報を一元

化し、どこに必要な部分を強化していくかとい

うことを含めて、必要なときには９月補正など

で対応しながら来年度に強化していきたいとい

うことが先ほど申し上げたとおりでございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 
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１１番（小嶋冨弥議員） ぜひバランスを考えな

がら優先順位と申しますか、そういったものの、

とにかく雪国だということを常に私どもも市民

からの声もございますので、御配慮いただけれ

ばありがたいと思っております。 

学童保育の件でありますけれども、皆さん、

当局のほうは今のままでは決してよくないとい

うような認識が私は感じられましたけれども、

具体的にもう少し再編ビジョンが私はいかがか

なと思うんです。国のほうもなるべく学校に置

けというようなことなんですので、空き教室

云々というわけでないですけれども、かつて日

新、私どもの会派で学童保育、日新、現状知る

ために行きました。学校から私どもずっと歩い

て行ったんですけれども、冬でないですけれど

も、夏場行ったんですけれども、いろんなこれ

ではなという問題がかなりございましたので何

とか解消していきたいな、しなきゃならないな

と思っていろいろ話し合ってきたんですけれど

も、その後いろいろな議員の皆さんもこの問題

について上がっていますけれども、姿が見えま

せんね。やはり思い切って私も星芒寮に入居は

どうだというような御提案したことがあったん

ですけれども、建物の構造上から無理だという

ようなことであそこにはできかねた経過もござ

います。 

それで今度泉田には平成20何年かできるわけ

です。今度北辰と今二つ併用になっているとこ

ろに北辰のはすぐ泉田のお子さんが来なくなる

から、その辺とか中央学童は厳しいですね。日

新と同じに。もう少し積極的に、民間と協力す

るのは大変、これまた一つの方策でいいと思う

んだけれども、もう少し市のビジョン、方向性

を強く出せないものでしょうか。今のままでは

親としてはしっかり預けて安心して働くことが

できないわけですので、年次計画とか区切って

もう少しビジョンを作成していってもらいたい

と思うんですけれども、くどいですけれども、

その辺いかがでしょうか。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 私あと１カ月いないんで

すけれども、私としてはこの１カ月のうちにビ

ジョンをきちっとつくり上げて次の所長に引き

継いでいきたいなと思っているところでござい

ます。ですので、私の頭の中には具体的にある

んですが、この場で発表するまでは至らないん

です。 

先ほど市長答弁ありましたように、日新につ

きましては新設ということを考えていきたいな

と思っております。先ほどありましたように神

室産業の星芒寮につきましては中を見てきたこ

とございますけれども、天井の一部が崩れてい

るところがございまして、これはとても安心安

全には至らないなと思っております。日新の場

合ですと幸いあの近くにちょっとした市の土地

がありますので、そこを何とか活用できないも

のかと、私の頭の中では考えているところでご

ざいます。それから沼田小学校の場合ですと、

あの近辺に民間の施設が大変ございます。現在

でもはぐくみさんとかあるいは新庄幼稚園のほ

うで一部学童保育を受け持っていただいている

ところございまして、市の補助金も交付してい

るところでございますけれども、この部分の拡

充も含めて考えていきたいなと思っております。

あと半月少々で何とかビジョンをつくり上げて

いきたいと思っております。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 痛ましいですね。もう

１年くらい延長できないですかね。 

それはそれとして本当にビジョンをしっかり

伝えていって、任命者の市長、その辺の気持ち

をしっかり受けとめて次の後任者にバトンタッ

チするようぜひ私からもお願いしたいと思いま

す。 
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次、もがみ観光博なんですけれども、これは

国土交通省の観光庁というところがことし２月

にネットに入っています。これは多分震災で東

北が全部元気になれというような絡みで来てお

りますね。先般、商工会議所主催のシンポジウ

ムがあってコーディネーターの方がお見えにな

ったんだけれども、そのために東北に２年間に

８億円のお金が来る。その絡みでもがみ観光博

のほうにも2,000万円来るということで。新庄

は新庄まつりからメーンで発信するというよう

なお考えでいいんでしょうか。そのほかに、新

庄まつりプラス新庄市では何を情報発信するよ

うなお考えなんでしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 小嶋議員今おっしゃら

れたのは、多分、東北観光博が仙台にあったと

思いますけれども、もがみ観光博、これは仮称

ですけれども、予定している2,000万円の事業

費というのは直接はリンクはしておりません。

ただ、観光博、観光博とはいってもこれ実際キ

ャンペーンですので、平成22年度に最上観光交

流推進プランというのができておりますけれど

も、そこでこの地域の観光の課題が出ておりま

す。それは、ここの観光資源が少ないではなく

あるんですけれども、知られていない、それを

ＰＲするためのさまざまな手だてが少ない、な

おかつさまざまなそういった観光資源がばらば

らで結びついていない、さらにもう１点はそれ

らを実際に扱う推進する、そういう業者といい

ますか、実施集団が少ないというさまざまな課

題の中で、逆に一つずつクリアしていって何と

かこの地域の観光を売り出していこうという、

そういった意味のキャンペーンであります。で

すから、それを３月18日からスタートしますけ

れども、東北観光博の中でも最上地域は県内五

つと一緒に一つの28のゾーンの一つとなってい

ますので、ちょうどリンクして一緒に売り出せ

るなと、そういう利点は大概大きくあろうと思

います。以上でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 2,000万円の事業で、

市町村の持ち出し、負担金というのは発生する

のでしょうか。発生しないのですか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 2,000万円のうちで実

は７割が県の緊急雇用による人件費でございま

して、2,000万円のうち今回のために市町村の

拠出するのが120万円、そのうち新庄市が37万

6,000円という形になりまして、それは最上地

域観光協議会のほうに一緒に入れて予算化する

ということになります。ただ実際には人件費が

ほとんどといいましても、例えば８万部のガイ

ドブックをつくってこのうち２万部は実際に新

庄最上郡すべてに配布するとか、かなり中身の

濃い内容になっています。期間も先ほど申し上

げましたように８月から11月まで、そのうち新

庄最上のある意味ですべてのあるいは知られざ

る、そういったさまざまな観光地を一体となっ

て売り出す、そしてアピールする、なおかつそ

れに対しての２次コースなんかにも手当てを講

じるというふうな中身の濃いものになっており

ます。ただ、その結果がすべてではなくて今回

それをやることによって、それをつなげていく

ことに主眼を置いているというふうな大きな特

徴があります。以上でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ありがとうございます。 

次、公社の件。今、公社はいろんな問題、各

地でですよ。塩漬け等になって解散等がなって

いますけれども、公有地の先行投資は私のとこ

ろでは、新庄ではいかがかなと思うわけであり

ますので、先ほど市長の答弁で宅地分譲ももち
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ろん定款の中にありますけれども、宅地分譲、

本来民間のディベロッパーに任せて私はいいと

思うんです。民間がなかなか仕事がなくなって

公社が積極的に土地開発、住宅というのはいか

がかなと思うし、土地だって値上げするわけで

ないし、バブルのときみたいに買っておいてそ

して安価なのでいろんなものをするという時代

ではない。そんな中でもう少し検討して評価し

ながら検討していただきたいなというのが私の

本音ですけれども、県との事業関係があるとい

うお言葉ですけれども、その内容ですね。どの

ような県とのかかわりがありますか。教えてい

ただければ。どのような県とのかかわりなんで

すか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 これは非常にかかわり方が難しい

ので、どういうふうに表現したらいいのか非常

に悩んでいるところであります。先ほど住宅に

つきましては民間のほうに任せるという方向で

進めて、残ったやりかけたところの今後始末し

ているということを御理解いただきたい。 

今後については土地開発公社では先行取得と

いうことも、県事業というのは郡内の悲願があ

るわけですけれども、総じて県立病院的な問題

あるわけです。そういったことも含めてどうい

うふうな展開になるか予想できない状況です。

そのことを踏まえたときに公社としての役割が

出る場合もある、出ない場合もあるということ

で当分の間維持したい。将来的にはなくなって

いるだろうということが県事業との関係という

ことであります。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） あのですね、私は一概

になくすだとかいう議論をしていませんので、

堺市では平成23年12月23日堺市土地開発公社の

あり方検討懇話会というものをつくってあり方

についてどうするということがなっております。

私は、そういった第三者、新庄市の将来を見据

えた第三者で今のままでいいのか、例えば県の

かかわりがあるからというようなことも含めて

評価検討するものを私は設けて、そして広くパ

ブリックコメント等いただきながら進めていっ

たらいかがかなというようなことなんです。ぜ

ひ、そのようなことが、当分はそんなことする

必要ないよと言えばそれまでなんですけれども、

私はそういうものを進めて将来の土地開発公社

のあり方も見据えていったらいいんでないかな

ということで提案したんですけれども、もう１

回そのものがどうだかなということで、要らな

いか要るかも含めて御答弁いただければありが

たいと思います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 土地開発公社についてはこれまで

もこれからも動きがほとんどない状況だという

ふうに感じております。さまざまなこれから再

開発しなければならない地域であるとか、相当

な予測の公社を必要とするような事業が多く組

まれているような状況ですと、市民の皆さん交

えて今後の方向性、公社の活用の仕方という議

論になるかなと思いますが、今のところは横ば

いのまま行くということですので、極端に言え

ば何もしないということで、しかし先ほどの関

連、必要になるかならないかわからない状況と

いうことで、運動体として今後動くであろう県

事業に対して、いざというときのためにその分

も何とか閉鎖しないで置いておきたいというこ

とを御理解いただきたいということでございま

す。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 私が言う、スクラッ

プ・アンド・ビルドというのを頭に入れてひと

つ考えてもらえばありがたいなと思って提案を
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いたしましたので、ひとつよろしくお願い申し

上げます。終わります。ありがとうございまし

た 

沼澤恵一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時５０分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  なお、代表監査委員髙山孝治君と農業委員会

会長星川 豊君より、午後から欠席届が出てお

ります。 

 

 

髙橋富美子議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、髙橋富美子君。 

   （９番髙橋富美子議員登壇）（拍手） 

９ 番（髙橋富美子議員） 公明党の髙橋富美子

です。生活者の視点から一般質問させていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

初めに、女性専門外来についてお伺いいたし

ます。 

女性を取り巻く環境が急速に変化する現在、

女性の健康に大きな関心が集まっており、女性

特有の病気に対する医療相談、診療体制の充実

が求められております。 

先日、県立河北病院に伺いましてお話を聞く

機会がありました。平成17年10月から女性医師

と女性スタッフによる女性専門外来、河北なで

しこ外来を開設して以来、県内各地の幅広い年

代の方々が御利用されております。複雑で多岐

にわたる症状に悩まされている女性の身になり

老若を問わず健康相談をお受けする外来で、専

用の診療室でゆっくりと相談ができます。診療

日は毎週火曜日、木曜日、金曜日で診察時間は

12時から16時、診療は完全予約制となっており、

診療は医師４名の体制で診察時間は１人当たり

30分程度、患者さんがリラックスできるよう診

察室には応接セットが設置されておりました。

予約は電話または外来受付にて、また女性専門

外来の専用ダイヤルもあり、女性職員が対応し

てくれます。新患予約は４週間から６週間待ち

とのことでした。 

開設以来から昨年度末まで初診の方1,299人、

うち婦人科系疾患894人、その他うつ病、心身

症など405人、その約３％の方が最上地域から

の受診だそうです。女性が生涯を通じて健康で

生きがいのある生活を送るために、心や体の悩

み、不安を気軽に相談できる場が必要と思われ

ます。医師不足が深刻な中ではありますが、男

性医師には話しにくい部分も気がねなく相談で

きるよう女性医師がトータルに診察する女性専

門外来の必要性について、市としてのこれから

の取り組みについてお伺いいたします。 

次に、ジェネリック医薬品の普及促進につい

てお伺いいたします。 

日本は世界一の長寿国になりました。何の病

気にもならず健康で生き生きとした人生を送る

ことはだれもが望むことです。病気も時代や社

会の変化とともに形を変えてきたと言われてい

ます。 

1996年、当時の厚生省は国民に健康的な生活

習慣の重要性を喚起し、健康に対する自発性を

促し、生涯を通じた生活習慣改善のための個人

の努力を社会全体で支援する体制を整備するた

め、成人病から生活習慣病に改めました。生活

習慣病は痛いや苦しいなどの自覚症状が少なく、

生活習慣と密接に関連しているため、知らず知

らずのうちに私たちの体をむしばんでいきます。

年々増加している医療費の増大は、高齢化社会

に起因するだけでなくこの生活習慣病も起因の

一つと考えられます。 

医療費の増大に歯どめを目的としてさまざま
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な取り組みがされております。その中の一つに

ジェネリック医薬品の使用率が欧米諸国と比べ

て非常に低い数値になっていることが指摘され

ているとのことです。患者負担の軽減という点

から有効性、安全性が確立されているジェネリ

ック医薬品を積極的に使用すべきと考えますが、

普及促進の具体的な手だてをお伺いいたします。 

次に、病児・病後児保育所の開設についてお

伺いいたします。 

新庄市まちづくり総合計画の中に、安心して

子育てできる環境の整備と掲げられています。

核家族化が進む中、両親共稼ぎが多くなってお

ります。小さなお子さんが病気になったとき、

保育所や学校では病気の子供を預かれないため

保護者の方は子供の看護のために仕事を休まな

ければなりません。そのようなときに病気、ま

たは病気の回復期で集団保育が困難な子供を保

育できない場合専用の保育所において一時的に

預かり保育する施設に病児・病後児保育所があ

ります。 

県内には鶴岡市、三川町、山形市、酒田市と

現在４カ所に開設されております。新庄市には

病後児預かりをされているところが１カ所あり

ます。子育て中の若いお母さんと話をすると、

ぐあいが悪くなると本当に困ります、仕事を休

めばみんなに迷惑をかけてしまうし、長くなれ

ばリストラが心配だし、新庄にも病児・病後児

保育所があれば助かるのにとの声が多く聞かれ

ます。本当に切実な思いがします。 

先日、昨年11月15日に開所された酒田市のあ

きほ病児・病後児保育所を見学させていただき

ました。看護師さんが健康状態をチェックしな

がら保育をしてくれるので、利用者の方からは

大変喜ばれているとのことでした。安心して子

供を産み育てられる環境整備、また女性の就労

を支援するためにぜひとも必要と考えますが、

市長の御所見をお伺いいたします。 

次に、防災対策についてお伺いいたします。 

東日本大震災から間もなく１年になりますが、

防災対策の具体的な見直しの状況についてお伺

いいたします。新たに自主防災組織を立ち上げ

た町内はありますか。また、地域防災会議はど

のように実施されているのでしょうか。 

昨年10月に女性の視点からの防災行政総点検

の調査を行いました。この調査は東日本大震災

で被災した岩手、宮城、福島、３県を除く全国

の公明党女性議員が連携し、18都府県640市区

町村の防災担当部局に対して聞き取り調査を実

施したものです。この中で、現在地方防災会議

の委員に女性が登用されていますかの問いには

「いいえ」と答えた自治体が44.2％と、多くの

自治体でまだ女性委員が登用されていない実態

が明らかになりました。また、地方防災会議に

おける女性委員の割合を聞いたところ０％、も

しくは５％未満の会議が３分の２以上を占める

ことがわかりました。そして地域防災計画を作

成する際、女性からの意見を反映させましたか

に「はい」と答えた自治体は40.9％にとどまり、

半数以上の自治体で防災計画に女性の意見が反

映されていない実態が明らかになりました。本

市においても調査結果と同じ状況でありました。 

昨年９月定例会において、本市の防災会議に

つきましては条例に基づき国県の防災関係機関

などの代表者を委員として構成されておりまし

て、現在のところ女性の委員はおりません。女

性の視点の大切さを考えた場合、今後女性委員

の登用について検討してまいりたいとの答弁を

いただき、大変心強く思ったところであります。

その後の進展はいかがでしょうか。お伺いいた

します。 

最後に教育行政についてお伺いいたします。 

１点目は学校の安全管理についてであります。

全国の学校などで盗みによる侵入及び凶悪犯罪

が年々ふえているとのことです。小学校に不審

者が侵入し児童に危害を加えたり、加えるおそ

れがあった事件も報道されております。次代を
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託す子供たちの学びの場に社会的治安の悪化が

押し寄せ、学校の危機管理が問われております。

全国の学校に防犯マニュアルを策定するよう指

導があるとお聞きしましたが、これまでの取り

組み内容と課題についてお伺いいたします。 

２点目は通学路の安全対策についてでありま

す。昨年秋ごろ、本市においても登下校時に不

審者情報がありました。メールで配信されるた

びだれもが不安になり、学校へ迎えに行ったり

塾に早目に迎えに行ったりと、学校はもとより

保護者による下校指導などの取り組みがなされ

ているようです。不審者の実態をどのように把

握されているのかお伺いします。また、防犯ブ

ザー等の普及状況等についてはいかがでしょう

か。不審者に対する対策として不審者に遭遇し

た場所や通学路から死角になりやすい場所など

を示した安全マップを作成し、子ども110番連

絡所の場所確認とあわせて全児童に周知するこ

となども効果的と思われますが、御所見をお伺

いいたします。 

３点目は救命講習等の取り組みについてであ

ります。人の命にかかわる救命措置は勇気が要

ります。児童生徒の時期から、一時救命措置の

教育が消防との連携のもと取り組まれている学

校があります。村山市では子ども救命士育成プ

ロジェクトが行われております。これは学年ご

とに段階を踏んだ講習カリキュラムを実施し、

修了児童に認定書を交付するというものです。

こういった心肺蘇生を含めた一時救命措置の理

論と実習教育を実施することは、児童生徒たち

が単に技術を学ぶのみならず積極性や実践を通

して命の尊厳や人を助けること、思いやりの心

を自然に学び安心安全を守る人材へと成長し救

命率向上につながるものと思います。このよう

に命の大切さを学ぶ授業の一環として、小学校

中学校における救命講習及び一時救命措置教育

についての御所見をお伺いいたします。 

以上で壇上からの質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、髙橋市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

女性専門外来についてでありますが、御質問

のとおり女性の健康に関しましては市において

も重要視しており、平成21年度から成人女性に

対する子宮頸がん及び乳がんの検診無料クーポ

ン事業を開始し、平成22年度からは若年者への

子宮頸がんワクチン接種費用の助成事業を実施

し、平成23年度から10割補助を行っております。

しかしながら、女性には月経障害、更年期障害、

骨粗鬆症、子宮内膜症など、同性でなければ理

解できない特有の病気があることも事実であり、

症状が多岐にわたるため診療科で迷ったり、男

性医師に相談することに抵抗がある方もいらっ

しゃると伺っております。 

山形県では、平成15年４月に東北中央病院に

県内初となる女性専用外来ビーナスが開設され、

平成17年10月には県立河北病院に河北なでしこ

外来が開設されております。残念ながら、東北

中央病院のビーナスについては平成19年３月末

に廃止されており、現在は県立河北病院１カ所

のみとなっております。本市といたしましても

性差に基づく医療の観点からその必要性は認識

しておりますが、ニーズをしっかり把握した上

で医療従事者の確保や病院経営の観点から可能

か否か判断していただくことになろうかと思い

ますので、今後県立新庄病院の機能強化の一つ

として県と協議してまいりたいと考えておりま

す。 

次に、ジェネリック医薬品の普及促進の御質

問についてでありますが、現在当市におきまし

ても医療費の増大による国保財政の悪化という

大きな難題を抱えております。この医療費を抑

制するとともに患者負担の軽減を図るため、ジ
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ェネリック医薬品の普及促進を初めとして医療

費通知などの医療費適正化対策などを講じてお

ります。ジェネリック医薬品の普及促進につき

ましては、平成21年度からジェネリック医薬品

お願いカード等を配布し、平成22年度から先発

医薬品とジェネリックの差額通知を行うなどジ

ェネリック医薬品使用の啓発に努めているとこ

ろであります。その後の調査においてレセプト

に占める調剤料が減少するといった差額通知に

よる効果があらわれており、その結果患者負担

の軽減も図られていることから、平成22年度に

１回行っていた差額通知を平成23年度は12月と

２月に２回行い、平成24年度も同様に継続して

いきたいと考えております。 

また、各地で行っております市長と語るまち

づくりミーティングにおきましても私自身がジ

ェネリック医薬品お願いカード等を配布し説明

を行っており、今後とも積極的に普及促進活動

を行っていく考えでございますのでよろしくお

願いします。 

次に、病児・病後児保育事業の実施要件とし

て利用児童数に応じた看護師等や保育士の配置

が必要となります。また、事故防止や衛生面に

配慮した専用スペースが必要になるなど、事業

の性質上高いハードルをクリアしなければなり

ません。県内では４カ所で病児、５カ所で病後

児保育が実施されておりますが、うち１カ所は

新庄市にあります。2021年度から市認証保育所

ＮＰＯ法人オープンハウスこんぺいとうが実施

しており、これに対し市補助金を交付しており

ます。ここの利用実績を見てみますと当分はこ

こ１カ所で十分であると考えますが、今後も安

心して子育てができる環境を整備してまいりた

いと思っております。 

次に、防災対策についてでありますが、昨年

３月発生しました東日本大震災とこれに起因す

る津波並びに東京電力福島第一原子力発電所事

故により、過去に類例を見ない未曽有の大災害

からもう間もなく１年となります。東北地方の

太平洋沿岸を主とする被災地では、いまだ行方

不明となっている住民の捜索が続けられていま

す。一刻も早い発見と被災地の復興を心からお

祈り申し上げるものでございます。 

東日本大震災後の防災対策の見直し状況と自

主防災組織の結成状況並びに防災会議の実施状

況と会議への女性委員の登用の御質問でありま

すが、議員からは昨年９月定例会一般質問にお

いても自主防災組織、防災会議委員への女性の

登用についての御質問がございました。 

防災対策の見直しにつきましては昨年東日本

大震災の被害発生を受けてこのたび県の防災計

画見直し案が示されたところで、被災者支援並

びに応援協定等を主とした見直し内容となって

おります。市においても国県との防災計画の見

直しとの整合性を図って携帯電話等へのエリア

メール活用による情報収集、伝達や公有施設耐

震化計画を踏まえた収容避難所の見直しに着手

しているところであります。 

自主防災組織の結成についてでございますが、

平成23年度におきましては新たに３地区、世帯

数310世帯で新たに組織を結成しております。

今後も継続して自主防災組織育成補助事業を活

用いただきながら、自主防災組織の育成強化と

防災体制の充実を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

また、防災会議の開催についてでありますが、

現在着手している地域防災計画見直し案がまと

まった段階での開催を考えております。 

防災会議への女性の登用という御意見につき

ましては、地域防災計画見直しの際に、登用も

含め女性の視点から具体的な提案が得られるよ

う防災会議の開催を検討してまいりたいと考え

ております。 

学校関係については教育長のほうから答弁し

ますのでよろしくお願いします。私のほうから

は壇上から以上で答弁とさせていただきます。 
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武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 教育行政について３点の御質問

がありましたのでそれにお答え申し上げます。 

まず最初に、学校の安全管理についてですが、

教育委員会では市内小中学校に対し不審者への

対応も含めた非常災害対策及び防止や大震災の

経験を機に、大災害を含めた重大な緊急時の対

応を想定した危機管理マニュアルの見直しを呼

びかけてまいりました。校舎内への侵入防止で

は各学校の校地状況、校舎配置、周辺環境に応

じた不審者侵入の未然防止策を打ち出しており

ます。日常的には外部からの来校者に必ず一声

かけることを習慣づけたり、玄関の開錠施錠時

刻を決めた上、インターホンで対応して出入り

を確認したりすることが実施されております。

都市部の学校が校地全体を塀などで囲んでいる

のに対し、本市の学校の多くは校舎やグラウン

ドの周りがオープンになっていることが課題と

言えます。周辺住民との信頼関係を築きながら

地域との連携による子どもの安全確保と防犯体

制強化を今後一層整えていきます。 

次に、登下校時の安全対策についてですが、

不審者による声がけ事案の実態として平成22年

度秋には声がけ事案は３件、10月にも３件あり、

１件のみが小学５年女子に対して、残りの被害

者はいずれも女子高生でしたが、実害はなく事

なきを得ています。 

今年度に入り、小学１年、２年生への車から

の声がけ事案が男女それぞれ数件あったほか、

小学４年、５年生、どちらも男子ですが、１名

ずつが不審者と遭遇し秋口までに７件程度の声

がけ事案が報告されています。いずれも重大な

連れ去りや大きな実害には至っておりません。

とは言うものの、帰宅途中や帰宅後の遊びに行

った帰りに声をかけられる等のケースが多い現

状です。 

路上での声がけに対する対処法については、

安易な受け答えで危険を増幅させない対応につ

いて繰り返し子どもたちに指導しています。こ

れまで実害が出なかったことは不審者への対応

を学習した子どもたちがそれに基づき適切に対

処できたあかしとも言えます。 

教育委員会としても警察署や地域学校安全指

導員、各学区の登下校見守り隊との情報共有を

積極的に進め他学区への注意喚起や保護者への

一斉メール配信等の体制を整えつつあります。 

防犯ブザーについては、かつて国の事業を利

用し児童に配付したことに加えて、平成18年度

より市内小学校への全新入生に対して交通安全

協会が寄贈し始めました。現在ほとんどの小学

生が所持し身につけている状況にあります。 

また、子ども110番も地域と連携しつつ数年

前から地元商店や区長宅に設置されています。

その場所や危険箇所を記した安全マップについ

ては整備されており、小中一貫教育の中で全学

校区において安全マップが更新され、有効活用

されるよう働きかけていきます。 

３点目の救急講習等の取り組みについてであ

りますが、本市の小学校においては今年度から

実施されている新学習指導要領に基づき、小学

５年生の保健の授業でけがの防止とその手当て

を学習しています。また、さきの大震災を受け、

安全学習の副読本を活用した自然災害時の傷害

の応急手当て学習も、各学校の実情に応じて補

充指導されているところです。中学校において

は、これまでも応急手当てについて保健の授業

内容として扱われてきました。さらに平成24年

度からの新しい学習指導要領に盛り込まれたＡ

ＥＤの操作方法を平成21年度からＡＥＤの各学

校への設置に合わせ前倒しで学習しています。

ある中学校では毎年日本赤十字社から講師を派

遣してもらい救命救急の目的や必要性を学ぶと

ともに、等身大の人形とＡＥＤを使って実際の

心肺蘇生法を実施しています。 

村山市のプロジェクトは、これまで申し上げ
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た本市で行っている学習内容のうち応急手当て

の目的概要を小学校３年生に前倒ししている点、

消防署との連携により認定証を交付している点

で注目されていますが、命を大切にする救命の

学習内容には大きな違いはありません。子ども

の発達段階に合わせたけがの防止や応急手当て、

救急救命の講習の内容について、今後も適時的

確な安全基準教育が子どもたちになされるよう

先進的な取り組みにも注目しつつ各学校の実情

に合わせて進めてまいります。以上です。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。 

  再質問をさせていただきます。 

初めに、ジェネリック医薬品の普及促進につ

いて先ほど市長のほうから答弁いただきました

けれども、普及促進の具体的な手だて、先ほど

二、三点挙げていただきましたけれども、実情

について例えば糖尿病の患者さんとか、そうい

う薬を新薬とジェネリックの薬に変えた場合ど

れくらいの差額があるのか、わかる範囲で一つ

例を挙げていただきたいと思うんですが。 

清水幹也健康課長 議長、清水幹也。 

沼澤恵一議長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 ジェネリック医薬品の差額通

知につきましては、平成22年度に初めて１回実

施してございます。そのときに調査した結果に

よりますと、30歳以上の方を対象に差額が100

円以上ある方、1,431件の方々に通知を差し上

げてございます。そのときにレセプト１件当た

りの効果額、薬剤料の効果額といたしまして

492円ほどの効果があったというふうな結果が

出てございます。これは調剤料ということの差

額でございますので、これの３割が窓口負担、

７割が保険給付という形になりますけれども、

調剤料全体といたしましては１件当たり492円

ほどあったということで、これらを月ごとのレ

セプトの件数、約4,500件ほど調剤のレセプト

ございますけれども、それを掛けますと月200

万円程度の効果があるのではないかということ

で年間にいたしまして二千四、五百万円、あく

までも粗々でございますけれども、これから継

続して差額通知を差し上げまして、回を重ねて

そうした効果を検証してまいりますので、さら

にそういった効果を公表しながら普及促進に努

めてまいりたいと思います。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。ジェネリック医薬品を使用することによっ

て、歳出を減らし国民健康保険の財政改善に少

なからず寄与できるものと考えます。どうぞ今

以上の普及促進に力を入れてもらいたいと思い

ます。 

続きまして、病児・病後児保育所の開設につ

いてであります。先ほど新庄には１カ所、こん

ぺいとうさんで実施されているという話を伺い

ましたけれども、今の実情ではやはりニーズに

こたえるということで大変厳しいとは思うんで

すが、これから本当に子育て世代が新庄はいい

ところだということでだんだんふえてきた場合

を想定しますと、１カ所だけでは足りないんじ

ゃないかなという気もするんですが、その点は

いかがでしょうか。 

今川吉幸福祉事務所長 議長、今川吉幸。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 子どもがぐあい悪いとき、

基本的には御家庭で預かる、病院に連れていく

ということが基本でしょうけれども、中にはど

うしても休みにくい方がいらっしゃるというこ

とでの対応だろうかと思います。現在、こんぺ

いとうでやっておりますけれども、定員が５名

の設備でございます。病気の子どもを預かると

いうことなものですから、看護師が必要ですし、

それからほかの子どもにうつしちゃならないと
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いうことがありまして、専用の保育スペースが

必要です。ですから、ある程度設備が整った上

で人的な配置も必要だということで、これが今

そろっているのがこんぺいとうさんということ

でやっております。定員が今のところ５名でご

ざいます。年間実績見ますと年間での利用が

1,000人弱ということですから、１日当たり２

人か３人ということなものですから、定員に関

してはまだ余裕があるところでございます。 

ただ、将来的にもっとふえればどうかという

話でございますけれども、私どもとしましては

その前に病児・病後児の前に体調不良児の対応

が先ではないかなと思っております。体調不良

児といいますと、元気な状況で保育所に来て、

保育所にいるうちにぐあい悪くなったといった

方の場合でございます。これまでですとそうい

った方の保護者を呼んでお医者さんに連れてい

ってもらったりするんですけれども、やはりこ

ういった経済情勢の中で突然電話もらっても迎

えに来れない親御さんがいらっしゃるというこ

となもんですから、そういった急にぐあい悪く

なった場合に保育所の中で預かる体調不良児対

応ということを、まず先に考えていきたいなと

思っております。この場合ですと特別な施設は

要らないんですが、ただ看護師が必要になって

まいります。 

ですので、その人材の確保ということも問題

ですけれども、我々とすれば特別な設備が必要

な病後児対応よりは、そういった保育室の中で

ぐあい悪くなった子どもを預かる体調不良児、

これが優先かなと思っております。これをまず

この次の整備としてはこの辺から考えていきた

いなと思っております。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。今の御答弁いただきまして、体調不良児の

対応があれば本当に若いお母さんたちも助かる

と思いますので、よろしくお願いします。 

続きまして防災対策についてですけれども、

現在の地域防災会議は何名の方で構成されてい

るんでしょうか。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 防災会議についてお答えしま

す。 

現在の新庄市防災会議条例によりますと委員

の数は30人以内ということで決められておりま

して、これまでのところ委員については28名で

す。ただし、その中には国のほうの組織の再編

によりまして現実にはこの地域の組織がないも

のもございます。以上です。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。 

あと、婦人防火班が20あると伺っております

が、どのような活動をされているのでしょうか

お伺いします。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 婦人防火班についてお答えい

たします。 

20組織ございますけれども、主としては防火

思想の啓発啓蒙ということで、各家庭を回って

防火意識を高めることが主とした活動の内容に

なっております。また冬場におきましては、自

分の地域の貯水槽あるいは消火栓の除雪にも対

応している組織もございます。以上です。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。 

最後になりますが、教育行政についてですけ

れども、先ほど教育長の答弁いただいたんです

が、去年でしたか、山形市の高校で侵入の事件
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がありまして、その後山形市では小中学校の玄

関をオートロックされているという話も伺って

おります。先ほど、インターホン等でその都度

対応するとかいろいろありましたけれども、こ

ういう玄関をオートロックするとかいうお考え

はおありですか。 

栗田正人学校教育課長 議長、栗田正人。 

沼澤恵一議長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 先ほどの教育長の答弁の

中でも申し上げましたように、新庄市内の学校

が極めて地域の中にオープンになっている状況

でございます。そういう状況の中で地域ととも

に教育がなされていたという伝統を重視すると

いう部分で考えますと、オートロックというふ

うなことよりも先ほど申し上げましたように職

員が声がけするという対応含め、また今度平成

24年度予算では学校地域支援本部事業を全校で

行いたいと思って予算計上しております。その

中で、地域の教育力を学校に活用して地域の人

たちに学校に来てもらいながら学校の教育を充

実しようと考えております。そうしたことを取

り入れながら、地域全体で学校を見守っていた

だくという姿勢の中で防犯体制をとらえていき

たいと考えております。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。 

先ほどの不審者情報のことでありましたけれ

ども、その後の対応、例えば捕まったとかまだ

捕まっていないんだよとか、そういう後のあれ

はやっていらっしゃるんですか、保護者の方に。 

栗田正人学校教育課長 議長、栗田正人。 

沼澤恵一議長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 今年度ですけれども、

我々が把握している不審者情報、15件ぐらいご

ざいます。その中で不審者が捕まったという情

報はまだいただいておりません。そのような情

報があれば、子供たちを通して保護者のほうに

もお伝えをしたいと思っております。なお、不

審者が出た場合には各学校ではメール配信等も

整備している学校もございますので、情報提供

しています。また、平成24年度の予算の中では

メール配信全校体制をとりたいということで予

算計上もしておりますので、そうすることによ

ってさらに情報提供というのは密になるのでは

ないかと思っております。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。 

あと、防犯ブザーの普及についてはわかった

んですけれども、この間もある小学校１年生の

女の子と話していたら誤って作動してしまって

びっくりした、ただとめることがわからなくて

周りにいた男の子にとめてもらったという話が

あったんですが、使い方の訓練とか実施につい

て、また電池が切れたらもちろん保護者の方が

取りかえるのは当たり前だと思うんですけれど

も、この間も持っていますかと言ったら電池な

いしとかあと持って歩いて壊れたわとかいう子

供さんがおりました。おうちでもちろんそうい

うのは確認してはいただきたいんですけれども、

学校のほうではいかがでしょうか。 

栗田正人学校教育課長 議長、栗田正人。 

沼澤恵一議長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 防犯ブザーにつきまして

は、全児童に渡ってはいます。ただ、使い方に

ついては渡す段階で指導はしているんですけれ

ども、忘れてしまっているお子さんもいるかと

思いますし、今御指摘のように電池が切れたり

壊れたりしたときそのままになっているお子さ

んもいるかと思います。そういう点については

学校のほうでなかなか目の届かないところでご

ざいますので、親御さんと御協力しながらその

整備のほうもう１回見直しをしていきたいと考



- 136 - 

えております。以上です。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） よろしくお願いしま

す。 

  あと、子ども110番の連絡所ですけれども、

これは市内に大体何カ所ぐらい設置されている

んでしょうか。また通りがかりでずっと見て歩

くんですが、道路から奥まったところに看板と

いうか、掲げられているところがあるんですけ

れども、その子ども110番の連絡所というのは

どのようにして決められているんでしょうか。

お願いします。 

栗田正人学校教育課長 議長、栗田正人。 

沼澤恵一議長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 市内全部で何カ所かとい

う数字今持ち合わせておりませんのでお答えで

きないんですけれども、各学校で依頼しながら

子ども110番という部分については協力をお願

いしているところです。また、子供たちへの周

知については、年度初め、それから長期休業に

入る前にもう１回確認ということで安全マップ

とともに配布しながら周知を図っているところ

です。 

９ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

９ 番（髙橋富美子議員） わかりました。 

今まではいろいろ15件ぐらい不審者とか出た

という話でありまして、今のところ何も大きな

事故につながらなかったということでしたけれ

ども、いつ何が起こるかわからない状況なので、

本当に今まで以上に、やはり保護者ももちろん

ですけれども、学校での指導体制を強化してい

ただきたいと思います。 

最後になりますけれども、本当にいろんな事

故が多発する中ですけれども、新庄市は雪と祭

りの新庄ということで、一人一人が備えあれば

憂いなしということを心に刻みながら、災害に

強いまち、また笑顔輝く新庄市を目指しこれか

らも頑張ってまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。以上で質問を終

わります。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時４１分 休憩 

     午後１時５１分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

小野周一議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、小野周一君。 

   （４番小野周一議員登壇）（拍手） 

４ 番（小野周一議員） ３月定例会最後に一般

質問します祥新会の小野でございます。よろし

くお願いいたします。 

全国の法務局が昨年１年間に救済手続を始め

た人権侵害事案のうち、学校でのいじめが前年

比21.8％増の3,306件だそうでありました。18

歳未満の児童に対する暴行虐待が12.2％増の

865件と過去最高であり、東日本大震災の被災

者からの訴えも目立っているそうであります。

大震災以来、きずなという言葉が使われており

ますが、まずは言葉だけではなく私たちみずか

らが一番身近な地域住民とのきずなを深めてい

くことが大事であると私は思います。 

それでは、通告書に従いまして質問をさせて

いただきます。 

最初に、再生可能エネルギーの導入について

であります。 

昨年３月11日の東日本大震災による原子力発

電所の事故発生以来、卒原発につなげるために

バイオマスを活用するなど地域分散型エネルギ
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ーの重要性が全国的に期待されてきました。本

市でも平成14年に市民に開かれた交流施設とし

てエコロジーガーデンを開設し、ガーデン内に

地域に豊富にあるバイオマス資源の有効活用を

図るため、市との連携による地域循環型のバイ

オマスセンターを誘致し、環境保全の一環とし

てバイオマス堆肥製造事業、バイオマス利活用

事業によるエタノール生産やバイオマスを通し

た環境教育、そして汚泥燃料化施設の建設など、

県内の他の市町村に先駆けて新エネルギービジ

ョンを平成16年２月に策定し事業に取り組んで

きた経緯があります。 

２月17日に、最上地域での再生可能エネルギ

ーの導入と地域活性化を目指す最上地域バイオ

マスフォーラムが、ＮＰＯ法人バイオマス最上

の会が主催し市民プラザで開かれました。最上

地方８市町村長が再生可能エネルギーの活用策

を報告し、課題や展望を探った後に産学官の連

携、産業や雇用の創出など４項目を盛り込んだ

最上バイオマスサミット宣言が共同採択されま

したが、本市においても第４次振興計画にも再

生可能エネルギーの活用推進が活用されていま

すが、今後の具体的な取り組みについてお聞き

するものであります。 

次に、昨年10月に実施されました新庄市まち

づくりアンケート調査についてお聞きします。 

男女950人を対象として実施された調査結果

については第４次振興計画を着実に進めるため

にまちづくり施策の重点化を図り、施策の達成

度を評価し業務の改善に生かし市民の目線に立

った行政運営の推進に役立てていくと言われて

おります。 

このアンケートの中で、これからの新庄に住

み続けたいとの問いに対し、全体の６割の市民

の方が現在の場所に住み続けたいとの回答でし

た。また、できればほかの市町村に転居したい、

または他の市町村に転居する予定と回答した人

のうち45.6％の市民は雪が多いことを理由にし

ております。個別項目の除雪排雪体制の充実、

流雪溝整備の満足度順位、重要度順位などのよ

うに、どのように市長は受けとめているのかお

聞きしたいと思います。 

第３次の新庄市振興計画の後期５カ年基本計

画の策定のために実施した市民認識度調査でも、

今後の課題としての重点施策として冬期間の除

雪などの雪対策の強化を望むのが１位に取り上

げられておりました。雪問題は本市の長年の重

要課題であり、安心安全はもとよりきょうまで

定住促進のネックになっているのは雪であり、

高齢者対策の一環としても避けては通れない重

要な問題だと思います。 

克雪対策の推進が第４次振興計画に施策とし

て掲げられており、雪に対する現状と課題を的

確に把握をしており、施策展開、主な取り組み

がなされております。自然と共存、暮らしに活

力、心豊かに笑顔輝くまち新庄に一人でも多く

定住させる一環として、雪に対する負担軽減等

の対策を政策的に雪対策の抜本的な改革を講ず

る時期に来ているのではないでしょうか。今回

の議会が政策提言にも掲げてありますように、

雪問題に対する姿勢をつかさどる市長の所見を

お聞きしたいと思います。 

第４次振興計画の企業の誘致と市政の基本方

針として新たな雇用の場の創出、企業誘致を推

進するとともに現在の中小企業に対する経営安

定化に向けた支援の充実を基本方針として、現

状と課題を踏まえ施策展開として取り組まれて

いると思います。しかし、魅力ある雇用の場が

確保されている、働く人材が育成されていると

いう個別項目のアンケート調査の結果は、重要

度は高く満足度は非常に低い傾向にあります。

まさに、景気低迷による本市における雇用に対

する厳しい結果のあらわれだと思っております。 

今回、平成24年度の主要事業に新たな事業と

して工業振興人材確保推進事業が内示されてお

りますが、この事業の継続性と今後の拡大につ
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いてお聞きするものであります。 

最後の質問になりますが、平成22年度に実施

されました行政評価についてお聞きします。 

本市では平成15年度から市政運営の主役であ

る市民のニーズに適切に対応していくため、限

られた財源と人材を効果的かつ効率的に活用す

ることを目的に行政評価を試行的に部分実施、

現在に至ってきております。行政評価の結果や

内容の分析を市民に明らかにすることで透明性

を確保し、職員の事務事業の目的意識を高め、

いかに効果的効率的に評価分析された課題を次

年度の予算編成や事務事業の改善に生かすなど、

実効性の高い振興計画にいかに反映させていく

べき点から質問するものであります。 

昨年度実施しました407の事務事業のうち、

ダブっている事業もありますが、拡大する主な

事業と今回外部評価の対象となった事業実施状

況の活動指標や生活指標は目標年度に対しての

達成率として全体的にどう評価分析をされてい

るのか、お聞きします。 

また、個別的に現行の事務事業であるクリー

ンエネルギー活用推進事業、拡大事務事業のエ

コロジーガーデン維持管理事業、新庄まつり運

営事業の評価結果と今後の事業の推進について

お聞きします。 

また、外部評価委員みずからが10の事業を選

定し外部評価を実施しました。そこで、ふるさ

と歴史センター事業、バイオマス活用生ごみ収

集事業、わらすこ広場管理運営事業に関して市

民目線に立った事業のあり方や課題、提案、要

望がどうなのかお聞きします。さらにこれらの

評価の結果を今後の事業にどのように推進する

のか、そして取り組んでいくのかお聞きしたい

と思います。 

壇上よりの質問を終わらせていただきます。

どうもありがとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小野市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  最上地域バイオマスフォーラムなども挙げて

いただきまして、今後の再生可能エネルギーの

導入について、取り組みについての御質問かと

思います。再生可能エネルギーの導入について

でありますが、昨年３月11日の大震災原発事故

以来、原子力発電にかわる安全で持続可能なエ

ネルギーとして再生可能エネルギーへの段階的

転換の重要性が高まっております。 

国においては、今年夏ごろをめどに新たなエ

ネルギー基本計画の策定を進めており、県にお

いては新年度からエネルギーの地産地消を目指

して卒原発の取り組みを本格化させようとして

おります。 

本市におきましても、平成15年度に地域支援

エネルギービジョンを策定し資源の地域内循環

を目指して、民産学官の連携による有機堆肥や

バイオ燃料製造の実証研究に取り組んできた経

過がございます。安全で持続可能なエネルギー、

再生可能エネルギーの導入を促進し、エネルギ

ーの地産地消による資源循環と経済循環を目指

していくという基本的な考え方に変わりはなく、

今後市公共施設への導入を進め、再生可能エネ

ルギーの有用性を示しながら住宅や事業所への

普及を促進してまいりたいと考えております。 

新年度からは国の再生可能エネルギー等導入

地方公共団体支援基金事業を活用し、防災拠点

施設となる公共施設への再生可能エネルギーに

よる発電設備などの導入に取り組み、災害時に

おける電源確保を図ってまいります。また、今

年度調査研究を進めております地方都市におけ

る企業誘致戦略においては再生可能エネルギー

を活用した提案もありますので、導入メリット

などの課題検討と踏まえ活用を図ってまいりま

す。 

今後再生可能エネルギーの本格的な導入、普
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及を図っていくにはエネルギー利用者と提供事

業者双方のコスト計算、需給バランスが何より

も重要なかぎになってきます。国際的な技術革

新、生産競争、価格競争の時代に入っていく中

で行政がどのような役割を図っていくかという

視点から、国県の新エネルギー政策や需給動向

を注視しながら効果的な事業展開の構築を図っ

てまいりたいというふうに思います。 

この地域における再生可能エネルギー、今研

究途中、雪冷熱の活用ができないか、今もう１

点は木質バイオマスの利活用ができないかとい

ったような観点。 

１点はＢＳＥ、バイオソリッドエナジーです。

堆汚泥を木質チップによって燃料化しているわ

けですけれども、さまざまな可能性の広がりに

ついて今後とも情報収集をしてまいりたいと。 

最上地域バイオマスフォーラムにおいて私と

してはその生産コストに非常に慎重にならなけ

ればならないという意見を述べさせていただい

たところであります。先行事例の中で、最初に

取り上げたところがほとんど生産ができない、

施設が故障する、管理費が膨大だという情報も

あり、なかなかバイオマスのエネルギーの生産

力というのは非常に難しいということも情報と

して入ってきております。そういう面で、行政

が税金をかけていく中で最低限の情報をより収

集しながら効果的な再生エネルギーを探ってい

きたいということでありますので、ぜひ御理解

賜りたいというふうに思います。 

次に、市民アンケートにおける除排雪のこと

についてどういうふうに考えているかというこ

とでありますが、初めにこれからの新庄市は平

成23年３月に策定しました第４次新庄市振興計

画新庄市まちづくり総合計画に基づく基本目標

の一つとして、社会生活基盤が整い安全で快適

なまちを掲げ、冬でも安全で快適な暮らしがで

きる環境整備を進めてまいりたいと考えており

ます。 

市民アンケートによりますと、除排雪や流雪

溝に対して市民の評価は決して満足していると

言えるものではないと思っております。先ほど

の小嶋議員の御質問にもお答えしましたが、高

齢社会の対応ということが差し迫った大きな課

題であるとの認識のもと関係部署、関係機関、

業界等との話し合いを進めながら雪対策にさら

に強化を図っていきたいというふうに思ってお

ります。 

転出の理由が雪が多いことを理由にしている

ということ、やはりこれには負けてはならない

というふうに思って取り組んでいるつもりであ

ります。除雪のことについてはもう１年じゅう

頭から離れないということで、どういうふうな

手法が一番いいのかということを毎日考えてい

るところであります。その中で、今回は業界、

また市の職員一丸となって市民の安心安全を守

るべく除排雪体制を強化した面、市民の皆さん

からも高く評価されている部分もあります。し

かし流雪溝あるいは水上がり問題、そうしたこ

とについては今後本当に改修等も含めて考えて

いかなればならないと思っております。 

また、雪が多いことによる転出の理由は人間

関係にもあるというふうに、実例として知って

いる話があります。まちづくりミーティングに

来ますと、雪が落ちた落ちないということで隣

人とは暮らせない、協力関係がないということ

が非常に大きな分野を占めているという気がし

ております。以前、雪に対して非常に取り組み

の真っすぐな方がおりましたが、しかし自分が

やっても隣の人は協力してくれないということ

において人間関係をこじらせ、そしてこのまち

では暮らせないということで新庄市を離れた方

も知っておりますが、この人間関係をどういう

ふうにもう一度構築するかという非常に難しい

状況にあります。雪１杯、スコップ１杯隣に来

ただけでかっかかっかなっている。春になると、

お互い顔合わせてますが、雪が降ると人間関係
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悪くなるということ、このことも転出したいと

いう大きな、雪のみならず雪による原因による

と、そんな意味では一へら運動なども提案して

いきたいと思っております。隣の雪を一へら二

へらかいてしまいますと、相手のプライドもあ

りますので、余計なことするなと始まる。一へ

らぐらいならお互い、まちを回っていますと、

ぴたっと定規ではかったように境界線をつくっ

てかいている人もいます。その辺もやはり15セ

ンチなり20センチ多くかき合うのが、お互いに

助け合うような、雪の降るまちとしては生きる

知恵として今後していかなければならないんじ

ゃないかなと。そんな意味でいけば、抜本的な

見直しについては雪についている除排雪につい

ては強化し、機械で強化することはできますが、

人の心までなかなか入ることができない。そこ

のところ、抜本的な見直しとしては一へら運動

など提案していきたいと思っております。 

次の、雇用対策についてでございますが、市

民のアンケートの皆さんは魅力ある職場がない

という答えがよく聞かれます。第４次振興計画

は雇用交流の拡大を重点プロジェクトとしてお

るわけですが、企業誘致の強化、地場競争の協

力を高めるために今回新たに工業振興人材確保

推進事業に取り組む予定をしているところでご

ざいます。これは最上育英会の枠を２名おかり

しまして市が負担し奨学金制度に乗せていきた

い。そうすることによりまして企業が新庄にど

んな優秀な人材がいるかということを早目に情

報提供することができると。また、中央に行っ

てからですと、地元の企業のアタックができな

い。また、帰ってきたくても何がどの企業ある

のかわからないということで、これは行政とし

て関係の工業系あるいは大学に地域の企業をも

っと知らせる必要があるなと思っております。 

今回、関東の大学の工学部系の学生が新庄に

戻ってきたいというようなお話をいただきまし

た。早速商工観光課で企業推進室のほうで担当

してもらっていますが、やはりインターネット

で開いても新庄市の工業情報が出てこない、採

用条件がわからないというようなことがありま

した。これはやはり大きな欠点であるなと思っ

て反省しているところであります。企業として

は採用するということの中で、どうしても本社

の機能が優先されてこちらでの採用というのは

時期が確定しないという弱みもあると聞いてお

ります。そんな中で優秀な人材を奨学制度に推

進することによって、企業が優先的に採用した

いというような環境を整えてまいりたいという

意味での今回の工業振興人材確保事業でありま

す。 

また、魅力的な企業ということですが、各企

業の皆さん、この市内、神室産業からぜひ採り

たいということでありますが、全員が入れると

いうことはないということで、やはり企業とし

ても優秀な人を採りたいということで毎年神室

から優秀な方を採っている企業もございます。

そんな意味におきましてもっと情報交換、情報

提供が必要だと思っております。 

今後進めるべき施策といたしまして、今企業

の中核工業団地と横根山工業団地にある製造部

門の部会をつくってもらいたいというふうに、

会社のトップのほうにお願いしています。昨年

ですが、東京セミナーを行いまして、新庄にあ

る企業の本社の皆さん、本社機能のある皆さん

にお集まりいただきましてさまざまな情報交換

をさせていただきました。横根山それから中核、

それぞれが独立する形でなくて両方の製造関係

者の方との交流ができたこと、大変情報交換が

進んでよかったと、その中で今後製造業に係る

企業の方々も情報交換を進めて、また企業内、

この地域内における企業交流も進めていきたい

というふうに考えております。 

そんなことで、お互いに企業同士が不足分を

補いながら環境を整えてさらに企業を活性化す

ることにより採用を多くしてもらおうという考
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えをしているところであります。 

また、近々において東北地方には今度世界的

なトヨタ自動車が、再三にわたって申し上げて

いるところですが、ここに納めている企業もあ

りますし、この関連企業がまた下請となって注

文を受けているということもあります。ただし、

その企業の社長の話によりますと、最上郡内あ

るいは県内でその企業に入れるレベルの企業と

いうのは非常に難しいということを聞いており

ます。その中で関東を中心にしている企業の子

会社が第２次下請を目指して今頑張っていると

ころですので、情報交換しながら支援してまい

りたいと思っております。 

そうした意味で、市内には高い技術力のある

企業も多いということもありますので、さらな

る企業誘致についてはこの地域の情報提供しな

がら、今後とも誘致活動を進めてまいりたいと

いうふうに思っております。 

それから、雇用対策といたしましては平成21

年度より国の委託事業である雇用創造推進事業

を実施しておりまして、人材育成セミナーなど

を実施、最上地域で300名以上の雇用創出が図

られております。ただし事業が３カ年の事業と

なりますので、平成24年度以降も新たな事業採

択によって準備を進めているところであります。

雇用の創出については短期的な取り組みと長期

的な取り組みを組み合わせながら地域の実情や

経済に合わせて今後とも積極的に取り組んでま

いりたいと思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

次に、行政評価でございますが、事務事業評

価につきましては個々の事務事業が有効に機能

しているのか、目的、妥当性、効率性、有効性

について評価を行っております。今回の評価で

は総合計画と整合性を図り、計画の前期５年目

となる平成27年度での目標を100とした場合の

当該年度の達成率を測定しております。全体的

な達成率としましては、成果指標の目標値を定

めた事業割合でゼロから40までの事業が約１割、

60までが約１割、80までが約２割、80以上が約

６割となっており、効果的効率的に事業を進め

てまいります。 

御質問のありました個別の事業についてです

が、クリーンエネルギー活用推進事業につきま

してはクリーンエネルギー活用に対する関心が

高まっており、今後も国県の普及促進策を注視

しながら取り組む必要があるため、事業の内容

や対象を変更せず現行のまま継続すべき事業と

評価しております。 

エコロジーガーデン維持管理事業につきまし

てはエコロジーガーデン利用計画の策定により

有機の里構想の拠点、市民が使える農業公園と

位置づけられておりますので、農業振興や交流

人口の拡大に向け事業費や人員などを拡大して

継続すべき事業と評価しております。 

同様に、新庄まつり運営事業につきましても、

交流人口拡大に向け誘客100万人を目指した取

り組みを行っていくため事業費や人員などを拡

大して継続すべき事業と評価しております。 

次に、外部評価についてですが、これからの

行政運営についてより一層市民の意見を取り入

れたものとするため、市民視点で評価していた

だき業務の改善を進めるため実施しているもの

であります。専門家から評価をいただく手法も

ございますが、市民の生の声をお聞きする場と

してとらえ、行政改革市民委員にその任をお願

いしております。外部評価のまとめ方としまし

ては結論を出していただくものではなく、ふだ

ん感じていること、提案など幅広く意見をいた

だき、今後の事務事業改善の参考にさせていた

だきたいと考えております。 

個別の質問案件であるふるさと歴史センター

事業につきましては、せっかくの収蔵物をもっ

と活用してほしいとの意見や施設そのものの目

的をはっきりしていくべきとの指摘、収蔵物の

整理を早く済ませ民間の発想で運営ができるよ
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うにとの意見をいただいております。 

また、バイオマス活用生ごみ収集事業につき

ましてはコストの面からやめる方向もあるので

はとの意見や、ごみ減量化が目的ならコストは

問題でなく継続すべきとの意見、続けるのであ

れば堆肥が使えるものにしてほしいなどの意見

をいただいております。 

さらに、わらすこ広場管理事業につきまして

は、子育ての環境がよくなったとの評価ととも

に使用料についても利用者から理解が得られて

いるとの意見をいただいております。 

最後に、今後の事業の推進に当たり、評価の

結果をどのように取り入れていくかとの御質問

ですが、事務事業評価では現行、拡大、縮小な

どの今後の方向性を示しておりますので、その

方向性をもって推進してまいりたいと考えてお

ります。財源や人員体制などの問題によりすべ

てが評価の途にならないのが課題の一つでもあ

りますが、評価結果を予算要求の資料とするこ

とにより、行政評価が予算編成に活用されるよ

う努めているところであります。 

限られた財源の中で、効果的効率的に事業を

実施していく上でも行政評価は有効な手段であ

ります。事業の選択を図りながら重点的な事業

の実施により、市の将来像実現に向け努力して

まいる所存でございます。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

４ 番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

４ 番（小野周一議員） 答弁ありがとうござい

ました。 

それでは、再質問をさせていただきます。 

実は、２月29日山新さんでこういう特集組ま

れましたよね、第10回の最上地域バイオマスフ

ォーラムの件について。そして最上地域の首長

が自分たちのやっているいろんな事柄を具体的

に載せてあるわけなんですけれども、そういう

中で当市長は、新庄市は雪冷熱、工業団地に利

用したいという、そのようなお題目をここに書

かれているんですけれども、どのような工業団

地のほうに利用されようとしているのか。とい

いますのは、第４次振興計画の中にもこのクリ

ーンエネルギーの活用に対しても公共施設等に

利用したいという、そういう考えもあって去年

の全協あたりで平成24年から開校する萩野小中

一貫校に太陽光を利用したいという、そういう

もろもろの意見があったんですけれども、これ

を見ますと、工業団地のほうにやりたいとある

んですけれども、それについてひとつお聞きし

たいと思います。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 ２月17日、プラザにおい

て最上地域バイオマスフォーラムが開かれまし

た。その際に市長のほうから、ただいま議員御

指摘の工業団地へのエコ導入という方向性とい

うか考え方が示されております。この件につき

ましては、今年度財団法人地方自治研究機構と

の間で行っております企業誘致戦略の策定の中

で、工業団地の中でその特徴づけの方法として

エコ団地化というふうな提案をいただこうとい

うところでございます。まだ戦略そのものが正

式にいただいてございませんので、どうなるか

は今後のことでございますが、そういうことで、

エコ工業団地の中身といたしましてバイオマス

を使った熱供給システム、もしくはそのほかに

も雪冷熱を使った夏期での冷房システム、そう

いったものの研究が進めることによって工業団

地の特徴づけ、ひいては企業誘致としてのイン

センティブを与えることになるのではないかと

いうことから、こういった市長のお考えであっ

たものと考えております。 

４ 番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

４ 番（小野周一議員） ありがとうございまし

た。 
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実は、さきの12月13日ですよね、全員協議会

で、今度開校する萩野小中一貫校に無散水のそ

ういう消雪、あと太陽光発電の採用をするか否

か検討しているという、そのような平成24年度

の中の実施設計の中で具体的に煮詰めていくと

いう、そういう我々に話があったわけなんです

けれどもやはり全国的にも環境教育として、そ

ういうクリーンエネルギーというものを学校の

中に取り入れるという、そういう学校がふえて

いると私は聞いております。文科省の中でも子

供たちが学ぶために地球に優しいエネルギーを

という、こういう補助的な事業もあるんですけ

れども、先ほども小嶋議員が雪害という言葉を

使いましたけれども雪害じゃなくて利雪として

雪を上手に使えないものかと、それは全部の部

屋じゃなくて子供たちが一部屋に集まるところ

を一つの環境教育なり利雪教育のためにそうい

う場所を提供してほしいなということでまた質

問するわけですけれども、あとは新庄にも山は

あるんですけれども、木質ペレットのストーブ

を全部の部屋じゃなくて一部屋ぐらいに、やは

り子供たちの環境教育のために設置すれば、そ

れがうちに帰ればお父さん、お母さん、学校で

雪によって冷房しましたよ、ペレットで暖まり

ましたよ、そういう教育の一環につながると思

うんですけれども、その辺のところ、教育委員

会のほう、どうですか。太陽光のほうも含め。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 今の御質問に

つきましては再生可能エネルギー、これについ

て学校教育分野での取り組みどうなのかという

ことかと思います。先ほど議員御指摘のように、

昨年12月13日全協のときに説明申し上げました

いわゆる基本設計のその時点での検討事項、検

討の状況ということで太陽光発電、それから地

下水利用による無散水等について検討中だとい

うことで申し上げたところでございました。 

文部科学省においては、平成21年６月に学校

におけるスクールニューディール構想、この中

でいわゆる耐震化とともにエコ化、それから情

報社会ということでＩＣＴ化、あと平成24年度

から中学校の武道が必修になるということで中

学校の武道場の整備等四つの項目を挙げて推進

していくこととしております。 

そんな中で来ておりまして、今回実施してお

ります基本設計の中でも太陽光発電、これにつ

きましては12月の段階で能力50キロワット程度

ということだったんですが、進めていく中で大

体30キロ程度ということでその方向性が大体決

まってくるのかなと感じています。また、先ほ

どの市長のほうから答弁ございました、平成27

年度までの事業としての再生可能エネルギー等

導入地方公共団体支援基金事業、これらの制度

も活用できないかということで考えているとこ

ろでございます。 

議員御指摘のように、環境教育というふうな

視点でもって雪冷房についての取り入れ方等、

この辺についても今回の基本設計の中で方向性

を考えながら御指摘ありましたように平成24年

度の実施設計でどのようなものをどのスペース

にどういう機能を持たせて実現していくのか、

その辺のところを実施設計の中で決めてまいり

たいというふうに考えております。 

以上、現段階ではそのようなことで考えてお

りますので、よろしく御理解のほどお願いした

いと思います。 

４ 番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

４ 番（小野周一議員） やはり、子供たちが学

校で学ぶというか実際に経験してきたことをう

ちに帰って御飯食べながらこうやったよ、こう

やったよと、そういう実績が恐らくこれからの

化石燃料からの代がえと言っては悪いんですけ
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れども、徐々にあるんですけれども、そういう

方向性に行くんじゃないかなと思って、私質問

したわけでございますので、前向きに検討して

いただきたいと思います。 

それから、除雪関係なんですけれども、私何

回も前から除雪に関しては質問しているんです

けれども、抜本的にという言葉使ったのは私初

めてだと思います。ということは、ことしの水

上がり対策14カ所ですか、60回出て300人の職

員の方が難儀をなさった、私も市民であります

ので、本当に大変な、御苦労さまだったなとつ

くづく思います。しかし、このことは毎年同じ

ところで上がっているんではないかなと私は思

うんですけれども、その辺原課だけではなくて

政策的に横のつながりで考えていかなくてなら

ないんじゃないかと私思うんですけれども、総

合政策課長、どう思いますか、それは。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 雪問題に関しましては、

今議会においても一般質問等さまざま御心配を

いただいております。その中でもこの豪雪に際

しましてやはりその流雪溝の利用の仕方、それ

に伴っての水上がり、それと高齢者の方々への

対応、そういったものがこの豪雪を機にクロー

ズアップされているのかなというふうに思って

おります。そういった意味におきましても、市

長のほうからもありました。また、施政方針に

もございますとおり、高齢化社会に対応した除

排雪体制のあり方、そういったものについて来

年度関係機関とともに関係課一緒になってどの

ような対策の方法、方向性があるのか、研究し

てまいりたいと考えてございます。 

４ 番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

４ 番（小野周一議員） やはりこれは、ことし

も２月で１億円、３月で１億円と補正して恐ら

く昨年度並み以上の雪対策費にかかるお金がつ

くと思うんですけれども、やはりその金が無駄

にならないように横のつながりで対策を恒久的

に見ていってもらいたいと思います。 

その一環ですけれども、実はあるマスコミの

方からちょっとお話があって、新庄、昔から雪

あるけれども、変わりないなということだった

んですね。やはりそれで工面をしているんです

けれども、どうしてだと言ったら、小国町を見

なさい、村山市の試行的にやっていることを見

なさい、ということは役場だけでなくて住民と

ともに手をとり合って住民も負担をしながら雪

を片づけていくと、そういう方策をとっている

んですよね。だから、小国町の場合は昭和39年

から除雪協力会ですか、こういうものをつくっ

てやっているんですよね。それぞれ各地区では

何らかの形でやっているんだと思うんですけれ

ども、やはり村山市もありましたよね、一時、

二、三年前から、試行的に。新庄市も実はやっ

ていますよね。北本町、南本町のアーケードを

一気におろして一気に片づけるというような。

ああいうこと、やはりあそこだけでなくて、や

はり北本町、南本町やったら今度はどこに移す

とかそういう目的を持ってやっていけば市民の

方々に、ああ、新庄市に来てる方は一生懸命な

んだと、そういう皆さん、雪に対する雪害とい

うことでなくて一緒になって片づけるという気

持ちになると思うんですけれども、そういうも

のを政策的なものを持ち合わせていないんでし

ょうか。 

野崎 勉総合政策課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 小野議員がただいま御指

摘になった件は、一斉除排雪の件でなかろうか

と思います。県のほうの情報なんかも聞きます

と、平成20年に村山市のほうで袖崎地区を県道

除雪の際に一斉除雪をしたということをお聞き

しております。その評価として地元の方からは

８割ほどやってよかったというふうな評価をい
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ただいているという情報であります。ただその

一方で、課題としましてはその高齢者への対応

をどうするか、もしくは費用負担をどうするか

そういう問題もあるんだと。また一方では、こ

れは私個人の考え方でございますが、その地域

がまとまった形で一斉除排雪というものを考え

ないとなかなかうまくいかない、そういった課

題もあるんだろうと。したがって、その地域と

の連携、協働といった体制をどう取り組んでい

くのかといったところが一つ大きな課題ではな

いかとは思いますが、そういったところを含め

て一つ研究検討してまいりたいというふうに考

えてございます。 

４ 番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

４ 番（小野周一議員） とにかく、前向きに、

原課だけでなくて横のつながりが、総合政策な

りが手をとり合ってやっていただきたいと思い

ます。 

  最後にちょっと時間ありませんので雇用につ

いてお聞きするんですけれども、今回一番新し

いハローワークのあれなんですけれども、有効

求人倍率が１月で0.53とだんだん夏、８月より

も悪くなっていますよね、新庄の場合。山形県

よりも0.2ぐらい低くなっているんですけれど

も、そういう中で施政方針の中で、緊急雇用の

関係の四つほど市長も先ほどちょっとさわりで

お話しになったんですけれども、具体的な仕事

とか短期、長期、人数的なものわかればお答え

教えていただきたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 有効求人倍率は今年度

の推移を見ますと平成19年度のリーマンショッ

ク以前ぐらいには戻ってきたんでないかと。そ

れでも厳しい状況に変わりはないんですけれど

も、また緊急雇用、それからふるさと再生、こ

れで３年間で298名の雇用を生み出しておりま

したけれども、これが今年度で切れるというこ

とで大変心配しておったわけです。市単独とい

う考え方あったんですけれども、国の３次補正

が来まして、47億円ですか、あのうち県と市町

村で半分ずつ、市ではそのうちの１億300万円

を何とかして、震災対応分野ですとちょうど19

事業で49名、これに重点の５事業11名、そして

人材養成１事業２名、合わせまして計25事業、

そして人数的には62名の雇用を何とか確保でき

そうだと。県のゴーサインが出るのは３月14日

ですので、そこからいち早く募集をかけたいと、

こんなふうに考えております。以上です。 

沼澤恵一議長 以上で、今期定例会の一般質問を

終了いたします。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を明日３月７日から３月

14日まで休会いたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、今

期定例会の本会議をあす３月７日から３月14日

まで休会し、３月15日午前10時より本会議を開

会いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時４１分 散会 
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平成２４年３月定例会会議録（第４号） 

 

 

平成２４年３月１５日 木曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼  澤  恵  一     副議長 小  嶋  冨  弥 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ３番   平  向  岩  雄  議員 

４番   小  野  周  一  議員     ５番   石  川  正  志  議員 

６番   佐  藤  義  一  議員     ７番   奥  山  省  三  議員 

８番   沼  澤  恵  一  議員     ９番   髙  橋  富 美 子  議員 

１０番   伊  藤     操  議員    １１番   小  嶋  冨  弥  議員 

１２番   清  水  清  秋  議員    １３番   小  関     淳  議員 

１４番   遠  藤  敏  信  議員    １５番   新  田  道  尋  議員 

１６番   下  山  准  一  議員    １７番   山  口  吉  靜  議員 

 １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（１名） 

 

  ２番   佐  藤  卓  也  議員 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 國 分 政 嗣 

総 務 課 長 伊 藤 元 昭  総 合 政 策 課 長 野 崎   勉 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 小 野 孝 一 

市 民 課 長 川 田 美 浪  福 祉 事 務 所 長 今 川 吉 幸 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 清 水 幹 也  農 林 課 長 五十嵐 正 臣 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 安 食 敬 二 

上 下 水 道 課 長 星 川 俊 也  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 栗 田 正 人 

生 涯 学 習 課 長 近 岡 晃 一  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 月 野   隆 
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監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 松 田 裕 一 

選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 小 野   亨 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 沼 沢 充 広  

  
 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 任 笹 原 孝 一 

 

議 事 日 程 （第４号） 

平成２４年３月１５日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

   （予算特別委員長報告） 

日程第 １ 議案第２５号平成２４年度新庄市一般会計予算 

日程第 ２ 議案第２６号平成２４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

日程第 ３ 議案第２７号平成２４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

日程第 ４ 議案第２８号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計予算 

日程第 ５ 議案第２９号平成２４年度新庄市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第 ６ 議案第３０号平成２４年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計予算 

日程第 ７ 議案第３１号平成２４年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

日程第 ８ 議案第３２号平成２４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第 ９ 議案第３３号平成２４年度新庄市水道事業会計予算 

 

   （総務文教常任委員長報告） 

日程第１０ 議案第３号新庄市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定につい

て 

日程第１１ 議案第４号新庄市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１２ 議案第５号新庄市住民生活に光をそそぐ基金条例を廃止する条例の設定について 

日程第１３ 議案第６号新庄市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１４ 議案第７号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１５ 議案第８号新庄市立図書館条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１６ 請願第１号消費税増税に反対する意見書の提出を求める請願 

 

   （産業厚生常任委員長報告） 

日程第１７ 議案第９号新庄市印鑑条例等の一部を改正する条例の設定について 

日程第１８ 議案第１０号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 
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日程第１９ 議案第１１号新庄市営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

日程第２０ 議案第１２号新庄市定住促進住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第２１ 議案第１３号新庄市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２２ 議案第１４号新庄市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２３ 議案第１５号新庄市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を廃止する条例の設定について 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第２４ 報告第３号損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

日程第２５ 議案第３４号新庄市副市長の選任について 

日程第２６ 議案第３５号平成２３年度新庄市一般会計補正予算（第９号） 

日程第２７ 議案第３６号平成２３年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 

日程第２８ 議案第３７号平成２３年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第２９ 議会案第１号豪雪災害への支援に関する意見書の提出について 

日程第３０ 閉会中の継続調査申し出について 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名でございます。欠

席通告者は佐藤卓也君の１名です。 

なお、農業委員会会長星川 豊君より欠席届

が出ております。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議はお手元に配付しております議事

日程（第４号）によって進めます。 

 

 

予算特別委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１議案第25号平成24年度新

庄市一般会計予算から、日程第９議案第33号平

成24年度新庄市水道事業会計予算までの議案計

９件を一括議題といたします。 

  本件に関し、予算特別委員長の報告を求めま

す。 

  予算特別委員長遠藤敏信君。 

   （遠藤敏信予算特別委員長登壇） 

遠藤敏信予算特別委員長 おはようございます。 

  予算特別委員会における審査の経過と結果に

ついて報告いたします。 

  予算特別委員会は、全議員をもって構成され

ておりますので、要点のみの御報告とさせてい

ただきます。それでは、御報告申し上げます。 

  予算特別委員会に付託された案件は議案第25

号平成24年度新庄市一般会計予算から議案第33

号新庄市水道事業会計予算までの計９件であり

ます。予算特別委員会は３月９日、12日、13日

の３日間にわたり活発な議論のもとに慎重な審

議が行われました。 

初めに、議案第25号平成24年度新庄市一般会

計予算につきましては、各委員より数多くの質

疑があり、活発な議論が交わされました。討論

に入り佐藤悦子委員より反対の討論、伊藤 操

委員より賛成の討論があり、起立採決の結果、

賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

次に、議案第26号平成24年度新庄市国民健康

保険事業特別会計予算及び議案第31号平成24年

度新庄市介護保険事業特別会計予算の２件につ

きましては、質疑の後、佐藤悦子委員より反対

討論がありました。起立採決の結果、いずれも

賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

次に、議案第27号平成24年度新庄市交通災害

共済事業特別会計予算及び議案第33号平成24年

度新庄市水道事業会計予算の２件につきまして

は、質疑を行いましたが、討論はなく、採決の

結果、いずれも全員異議なく原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議案第28号平成24年度新庄市公共下水

道事業特別会計予算及び議案第32号平成24年度

新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算の２件

につきましては、質疑を行いましたが、討論は

なく、起立採決の結果、いずれも賛成多数で原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第29号平成24年度新庄市農業集落

排水事業特別会計予算及び議案第30号平成24年

度新庄市営農飲雑用水事業特別会計予算の２件

につきましては、いずれも質疑、討論はなく、

採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  以上、予算特別委員会に付託された案件、議

案第25号平成24年度新庄市一般会計予算から議

案第33号平成24年度新庄市水道事業会計予算ま

での９件については、いずれも原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

議長よりよろしくお取り計らいくださいます

ようお願い申し上げ、予算特別委員会における
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審査の経過と結果についての御報告といたしま

す。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  予算特別委員会は全議員をもって構成されて

おり、質疑、討論は終わっておりますので、直

ちに採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、直

ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  初めに、委員長報告のうち、質疑、討論があ

り、起立採決の結果、賛成多数で可決すべきも

のとした議案計３件について採決いたします。 

議案第25号平成24年度新庄市一般会計予算、

議案第26号平成24年度新庄市国民健康保険事業

特別会計予算、議案第31号平成24年度新庄市介

護保険事業特別会計予算の３件については、委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起

立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第25号、議案第26号、議案第31号、議案３件

は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち、質疑を行いました

が、討論はなく、全員異議なく可決すべきもの

とした議案２件について採決いたします。 

  議案第27号平成24年度新庄市交通災害共済事

業特別会計予算、議案第33号平成24年度新庄市

水道事業会計予算の議案２件については、委員

長報告のとおり決することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第27号、議案第33号の議案２件は委員長報告

のとおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち、質疑を行いました

が、討論はなく、起立採決の結果、賛成多数で

可決すべきものとした議案２件について採決い

たします。 

  議案第28号平成24年度新庄市公共下水道事業

特別会計予算、議案第32号平成24年度新庄市後

期高齢者医療事業特別会計予算の２件について

は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸

君の起立を求めます。御異議ありませんか。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第28号、議案第32号の議案２件は委員長報告

のとおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち、質疑、討論なく、

全員異議なく可決すべきものとした議案２件に

ついて採決いたします。 

  議案第29号平成24年度新庄市農業集落排水事

業特別会計予算、議案第30号平成24年度新庄市

営農飲雑用水事業特別会計予算の議案２件につ

いて、委員長報告のとおり決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第29号、議案第30号の議案２件は委員長報告

のとおり可決されました。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第10議案第３号新庄市特別職

の職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例の設定についてから、日程第16請願第１号

消費税増税に反対する意見書の提出を求める請

願までの計７件を一括議題といたします。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長小関 淳君。 

   （小関 淳総務文教常任委員長登壇） 

小関 淳総務文教常任委員長 おはようございま
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す。 

  私から、総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について御報告いたします。 

  当委員会に付託されました案件は、議案６件

請願１件であります。 

  審査のため、３月７日午前10時より、議員協

議会室において委員９名全員出席のもと各案件

の関係課職員の出席を求め審査を行いました。 

  初めに、議案第３号新庄市特別職の職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例の設定

については、総務課から補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  総務課の説明では、特別職３役の給料は本市

の財政状況を勘案し、市長は20％、副市長は

10％、教育長は８％を削減していますが、それ

を平成25年３月31日まで１年間延長するために

必要な改正を行うとの内容でありました。 

  審査に入り、委員から、１年限りの単年度で

の進め方というのはどうなのかという質問があ

り、総務課からは、給料の裏づけとなる予算は

毎年４月から３月までの年度で執行しているた

め、基本的に会計年度ごとに削減期間を定めて

いるという説明がありました。 

また、委員から、今回の給与削減額の影響は

との質問があり、総務課からは、トータル的な

人件費というとらえ方をすれば約660万円との

ことでありました。 

そのほか質問等がありましたが、採決の結果、

議案第３号については全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

次に、議案第４号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いては、総務課から補足説明を受けた後、審査

を行いました。 

総務課の説明では、平成19年に国の人事院及

び県の人事委員会から職員の扶養手当を月額

6,000円から6,500円に引き上げるべきとの勧告

が出されているが、県内の市では本市のみが未

実施となっていることから県及び各市との均衡

を考慮し、必要な改正を行うものとの説明があ

りました。 

  審査に入り、委員からは、独自削減は財政再

建上やむを得ずやってきていることで、職員も

それなりに戻していいのではという意見や、人

事委員会の勧告は尊重すべきだという意見も出

されました。 

ほかに質疑もありましたが、採決の結果、議

案第４号については全員異議なく原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第５号新庄市住民生活に光をそそ

ぐ基金条例を廃止する条例の設定については、

財政課から補足説明を受けた後、審査を行いま

した。 

  財政課の説明では、平成22年度の国の補正予

算における緊急総合経済対策としての住民生活

に光をそそぐ交付金事業であり、この事業は平

成23年度中に使い切ることが条件で、９月補正

において基金の全額取り崩しを行いすべて有効

に活用したという説明がありました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第５号については全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第６号新庄市市税条例の一部を改

正する条例の制定については、税務課より補足

説明を受けた後、審査を行いました。 

主な改正の内容としては３点あり、１点目は

たばこ税の改正ですが、法人実効税率の引き下

げ等に伴う県と市の増減収を調整するために、

県たばこ税の一部を市たばこ税に移譲するとい

う内容であります。２点目は、退職所得にかか

る個人住民税の10％税額控除を廃止するという

ものであります。３点目は、平成26年度から10

年間個人市民税の均等割を500円加算するとい

う内容であります。 

  審査に入り、委員から、復興が早目に進めば

均等割の500円加算はなくなるのかという質問
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があり、税務課からは、被災している市町村の

ためばかりではなく、地方公共団体が実施する

防災準備のための財源なので10年間であるとの

説明がありました。 

また、委員から、500円加算するとどれほど

の税収増になるのかとの質問があり、年間で

860万円くらいになるとの説明でありました。 

そのほか質問等がありましたが、採決の結果、

議案第６号については全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第７号新庄市公民館設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いては、生涯学習課から補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

内容といたしましては、地域主権一括法が平

成24年４月１日から施行されることから、これ

まで社会教育法に規定されていた委嘱の基準が

除かれ、地方自治体の条例で定めることとなっ

たため必要な改正を行うものとの説明がありま

した。 

審査に入り、委員から、ほかに社会教育施設

があるが、今回の改正に該当する施設は公民館

と図書館だけということかという質問があり、

生涯学習課からは、審議会、協議会等があるの

は10施設であり、ほとんどが条例で定められて

おり、今回該当するのは公民館と次の議案の図

書館のみであるとの説明がありました。 

  そのほか、質問等がありましたが、採決の結

果、議案第７号については全員異議なく原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第８号新庄市図書館条例の一部

を改正する条例の制定については、生涯学習課

から補足説明を受けた後、審査を行いました。 

内容といたしましては、議案第７号と同様の

理由での改正ということであり、審査に入り、

質疑はなく採決の結果、議案第８号については

全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  最後に、請願第１号消費税増税に反対する意

見書の提出を求める請願について審査を行いま

した。 

  委員からは、この請願が具体性に欠け、含意

が漠然としていてわからないこと、また表記さ

れている大企業、富裕層というのは一般的であ

り基準がわからないといった意見が出されまし

た。 

また、消費税増税は反対だが、この内容では

解決にはならず一時しのぎにしかならないとい

った意見が出されました。 

さらに、この請願では内部保留というのを悪

い方向でとらえており賛成できないといった意

見や、世界の流れから見ても決して日本の消費

税は高い水準ではないといった意見が出されま

した。 

そのほか意見もあり、また継続審査という意

見もありましたが、採決の結果、請願第１号に

ついては委員全員により、不採択とすべきもの

と決しました。 

  以上で、総務文教常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果について御報告いた

します。御審議をよろしくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいまの委員長報告に対して質

疑に入ります。 

初めに、議案第３号新庄市特別職の職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例の設定

について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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沼澤恵一議長 異議なしと認めます。これより採

決いたします。 

  初めに、議案第３号新庄市特別職の職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例の設定

については、委員長の報告のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第３号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第４号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。これより採

決いたします。 

  議案第４号新庄市一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第４号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第５号新庄市住民生活に光をそそ

ぐ基金条例を廃止する条例の設定について、質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。これより採

決いたします。 

  議案第５号新庄市住民生活に光をそそぐ基金

条例を廃止する条例の設定については、委員長

報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第５号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第６号新庄市市税条例等の一部を

改正する条例の制定について、質疑ありません

か。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） その委員長報告の中で、

10年間個人市民税の均等割が500円加算される

ということで、復興とか防災のためとか使われ

年間860万円の収入増になるというお話でした

けれども、均等割、個人市民税の均等割の増税

ということになると思います。市県民税と合わ

せると１人1,000円の均等割が課せられる、増

税になるということだと思います。均等割が課

せられる市民は何人ぐらい出られるのか、これ

で増税になる方が何人ぐらいになると見ておら

れるのか、審議がありましたらお願いしたいと

思います。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 お答えいたします。 

  何人ぐらいが対象になるのかという話はあり

ませんでした。しかし、これは防災上のものを

そろえる、整備するというお金というか、税で

ございますので、皆さん納得しておりました。 
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１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 所得がある方に少し税

金を課すということはあるかもしれませんけれ

ども、均等割がかかる方というのは、均等割は

全員にかかるわけなんですが、所得がなくても

かなり少ない方でも均等割だけかかるという方

などがおられます。そういう方はかなり低所得

者の方々だと私は認識しておりましたが、その

方への増税、低所得者への増税になるという認

識はなかったのか、所得割はかからなくても均

等割だけかかるという方がおられます。そうい

う方への増税になる、低所得者への増税になる

という認識はなかったのか、審議がなかったの

かお願いします。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 これについては、

被災地のこともありますし、そういう委員総意

の思いもありまして、そういう質疑はありませ

んでした。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は被災地のあるいは

防災のことのお金はどうするかということは本

当に重要なことだと思っております。しかし、

低所得者にまで1,000円の増税を課すというの

は、私はちょっとひどいんじゃないかなと思う

んです。これだけかかったために、均等割だけ

かかったために住民税課税世帯になったという

方がおられるわけです。そういう方は、やはり

低所得者の部類だなと私は思いますし、そうい

う方に対してまで増税になるというのは問題だ

なと思います。 

沼澤恵一議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。これより採

決いたします。 

  議案第６号新庄市市税条例の一部を改正する

条例の制定については、委員長報告のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議ありますので、起立採決い

たします。 

議案第６号については委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第６号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第７号新庄市公民館設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。これより採

決いたします。 

  議案第７号新庄市公民館設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま
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せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第７号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第８号新庄市立図書館条例の一部

を改正する条例の制定について、質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。これより採

決いたします。 

  議案第８号新庄市立図書館条例の一部を改正

する条例の制定については、委員長報告のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第８号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、請願第１号消費税増税に反対する意見

書の提出を求める請願について質疑に入ります。

質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 先ほどの委員長報告の

中で、大企業、富裕層というのは一般的で基準

がわからないということがありました。一般的

に大企業というのは資本金10億円以上の企業を

大企業と言われていると私は認識しております

が、そういったお話はなかったのか。 

また、富裕層という点では、富裕層というの

は大金持ちという感じでありまして、この議場

には大金持ちはおられないかもしれませんけれ

ども、大金持ちと自分たちで思っている方々で

す。 

それから、内部留保が悪いということには賛

成できないという御意見があったということで

すが、この請願を読むと、積み上げているとい

うことを言っているわけです。積み上げている

のはどうなのかということを言っているわけで

す。具体的に言えばこの10年ぐらいの間に２倍

以上に積み上げていると伺っております。そう

いう意味で10年ぐらい前までの半分ぐらいまで

の積み上げについては別に反対だと言っている

わけでなくて、この間国民全体が収入が減って

いるときに、一人一人の働く人の給料が大幅に

減っているときに２倍以上に積み上げていると

いうことがあると、内部留保。だから、全部悪

いと言っているわけではないんです。 

それから、消費税は世界から見て高くないと

いうお話がありましたようです。しかし、消費

税の税率そのものは、日本は低くなっているよ

うに見えるようでありますが、世界では食料品

にかけていないとか、そのほか子供の衣服には

消費税がかかっていないとか、生活関連のもの

には消費税がかからないということがありまし

て、消費税の負担そのものが多くないと言われ

ております。それから見ますと、日本の場合は

食料品にも全部かかり、生活必需品にもかかり

ということで、消費税は非常に負担が重いとい

うことがあると言われております。そういった

話はなかったのかお聞きします。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 先ほどの報告にも

ありましたように、大企業、富裕層というとこ

ろの線引きといいますか、その辺が非常にあい

まいであるということでございます。 

内部留保についても、報告の内容と同じにな
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りますが、やはりどれぐらいがいいのかという

ことも非常にあいまいな部分でもありますので、

その辺も報告のとおりでございます。 

消費税についても報告の中身と同じでござい

ます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） さっきの委員長報告の

中で消費税増税には反対だという方もおられた

ように思います。私はそれであれば、独自に自

分たちでというか、総務常任委員会として消費

税増税反対の議員提案による意見書を出す立場

に立ってもいいんじゃないか。そういう意味で

はその請願の文言については、言葉そのものが

気に入らないということがあったとしても、消

費税増税が市民に与える影響、市財政に与える

影響などを考えたときにやはりだめなんじゃな

いかなということがあれば、趣旨を採択するぐ

らいにして自分たちで文書をつくって出すぐら

いの気持ちであってもいいんじゃないかな、趣

旨採択ということもあったんでないかなと思う

んですが、どうでしょうか。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 消費税については、

それこそ国民的な議論でもありますし、関心で

もあります。そういうことを十分に委員は頭に、

念頭に置きながら真摯に議論を進めまして、こ

ういう結果になりました。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。

討論の発言を許します。原案に反対討論として

佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は総務常任委員長の

報告で請願を不採択というふうにすること、こ

れに反対します。そして消費税増税に反対する

意見書の提出のための請願に賛成いたします。

そのための討論をいたします。 

  民主党の野田政権は社会保障と税の一体改革

と称して消費税を2014年度に８％、2015年度に

10％に増税する法案を成立させようとしていま

す。多くの国民からこの計画に対する強い不安

と批判の声が広がっています。 

今進められている消費税大増税計画には三つ

の大問題があります。第１に無駄遣いを続けた

ままの大増税だということです。中止を公約し

た八ッ場ダムや１メートル１億円もかかる東京

外環道路などの無駄な大型開発を次々と復活さ

せ、重大な欠陥が指摘され、アメリカ議会でも

問題になっているような完成もしていないＦ35

を次期戦闘機として買い入れるための総額1.6

兆円も費やすということや、320億円に上る政

党助成金は受け取り続け、その一方で大金持ち

や大企業には年間1.7兆円もの新たな減税だと

いうのです。こういう無駄遣いを続けながらの

大増税など許されるものではないと思います。 

第２は社会保障の切り捨てと一体の増税だと

いうことです。老齢年金、障害年金の給付削減

を皮切りに年金の支給開始を68歳から70歳に先

延ばしする、医療費の窓口負担をふやす、保育

への公的責任を投げ捨てる子ども・子育て新シ

ステムを導入するなど、社会保障のあらゆる分

野で負担増と給付削減という連続改悪を進める

計画です。社会保障と税の一体改革といいます

が、一体改悪がその正体です。 

第３に、経済をどん底に突き落とし、財政破

綻を一層ひどくするということです。1997年に

橋本内閣のもとで強行された消費税の５％への

増税と医療費値上げなど総額９兆円の負担増は、
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回復してきていた景気をどん底に突き落とし、

その結果、財政破綻をも一層ひどくしました。

税収の落ち込みと景気対策のための財政支出で、

国と地方の借金はわずか４年間で200兆円もふ

える結果となったのです。 

今回は、消費税10％への引き上げで13兆円も

の大増税となるのに加え、年金額の削減などを

加えると年間16兆円、さらに、年金、医療保険、

介護保険などの社会保険料の値上げによる負担

増を合わせると年間20兆円もの大負担増となり

ます。しかも、日本経済の長期低迷と世界経済

危機、これらを口実にした大企業のリストラ、

雇用破壊のもとで国民の所得が大幅に減り、地

域経済が深刻な疲弊のもとにある中での大増税

です。国民の暮らしにはかり知れない打撃を与

え、日本経済をどん底に突き落とし、財政破綻

を一層ひどくすることは明らかです。 

今、東日本大震災の被災地で復興に向けて懸

命の努力が続けられています。被災地にまで情

け容赦なく襲いかかる大増税を行うことは、常

軌を逸した冷酷な政治と言わねばなりません。 

消費税増税なしにどうやって社会保障の再生、

充実と財政危機打開を進めるか、それは無駄遣

いの一層と大金持ちや大企業への増税による財

源の捻出ではないかと思います。無駄遣いの一

掃では大型開発の見直しで１兆円、軍事費の削

減で１兆円、原発推進予算の削減で3,000億円、

政党助成金の廃止で320億円などの税金の無駄

遣いの一掃を行うこと。大金持ちと大企業への

減税をやめれば1.7兆円の財源が出てきます。 

さらに、大金持ちや大企業に応分の負担を求

めることが必要です。日本では大金持ち減税が

繰り返され、所得１億円を超えると大金持ちほ

ど税負担が減少するという不公平税制になって

います。国税庁発行の2007年分申告所得税の実

態というのがありますが、それによりますと、

申告所得階層別の所得税負担率は、所得１億円

の方が最高の26.5％の税率です。しかし、それ

以降高額所得者は下がり続け、100億円という

方は14.2％という所得税の負担率になっており、

大金持ちほど所得税の負担率が下がっていって

おります。高額の株の配当や株取引に10％とい

う優遇税を廃止して、欧米並みに30％に課税す

る、所得税、住民税の最高税率を1998年並みに

65％にする、新たに５億円以上の資産を持つ方

に１ないし３％の累進課税などの大金持ちへの

増税などが必要だと思います。また、大企業へ

の優遇税制を改めることも必要です。日本の法

人税は高くありません。大企業の実際の法人税

の負担率は三菱商事が12.1％、ソニーは13.3％、

京セラは16.7％、住友化学は17.2％などです。

表面税率の40％を下回り、上位300社での平均

は33.8％の法人税負担となっております。なぜ

このようになるかということですが、大企業し

か使えない優遇税制があるためです。大企業に

減税しても内部留保がふえるだけであり、投機

に回り円高を進めるだけになってしまいます。

経済効果は期待できません。大企業の優遇税制

を見直してまともに法人税を払ってもらうとい

うことが必要です。また0.01％という税率を課

して為替投機への課税を行えば、投機マネーを

規制し6,000億円の国の財源となります。環境

税を導入すれば7,000億円の税収が見込めます。

そうした財源捻出で社会保障の再生拡充ができ

ます。 

それと同時に、国民の所得をふやし経済を内

需主導で健全な軌道に乗せる民主的な経済改革

が必要です。非正規雇用をなくし、正社員が当

たり前の社会をつくる。最低賃金を大幅に引き

上げる、長時間過密労働をなくし、大企業と中

小企業の公正な取引のルールをつくる。農林水

産業の再生のために、生産物の価格保証と所得

補償を行う。原発をなくし、再生可能エネルギ

ーへの転換を図るなど、国民の暮らしを守るル

ールある経済社会にしていく必要があります。 

そのために、大企業に蓄積された260兆円も
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の内部留保を全部とは言いませんが、その一部

を日本経済に還流させ国民の所得をふやし家計

を温めることが求められています。大企業言い

なりの政治を改め大企業の横暴を抑える民主的

規制をつくることで、大企業にその力にふさわ

しい社会的責任を果たさせることができます。

社会保障の充実と国民の懐を温めることで、国

内総生産が伸び、多くの国民が将来への展望を

持つことができ少子化が克服されてまいります。

内需の拡大は税収増をもたらし、対ＧＤＰ比で

国の借金を減らし展望を開くものになります。

こういうことが行われていけば、2030年ごろに

は国の赤字と黒字のその収支が黒字になってま

いります。そうすれば借金も返す展望が出てま

いります。景気も財政も壊す消費税増税に反対

し、貧困と生活の不安に苦しむ市民の立場に立

って消費税増税に反対し、御一緒に国民の所得

をふやす政治への転換を求めていこうではあり

ませんか。御清聴ありがとうございました。 

沼澤恵一議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時４８分 休憩 

     午前１０時４９分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第１号消費税増税に反対する意見書の提

出を求める請願は、委員長報告は不採択であり

ますが、請願第１号については、原案のとおり

採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立少数であります。よって、請

願第１号は不採択とすることに決しました。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第17議案第９号新庄市印鑑条

例等の一部を改正する条例の設定についてから、

日程第23議案第15号新庄市介護従事者処遇改善

臨時特例基金条例を廃止する条例の設定につい

てまでの計７件を一括議題といたします。 

  本件に関し、産業常任委員長からの報告を求

めます。 

  産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

   （遠藤敏信産業厚生常任委員長登壇） 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 私から、産業厚生

常任委員会の審査の経過と結果について御報告

申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案７件

であります。審査のため、３月８日午前10時よ

り、議員協議会室において委員８名全員出席の

もと、関係職員の出席を求め審査を行いました。 

  初めに、議案第９号新庄市印鑑条例等の一部

を改正する条例の設定についてですが、担当課

から補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  担当課の説明では、平成24年７月９日より改

正住民基本台帳法が施行され、これに伴い外国

人登録法が廃止されることになるため、必要な

改正を行うものである、改正の内容としては、

外国人登録法が廃止されることにより外国人登

録原票がなくなり、外国人が外国人住民として

住民基本台帳法の規定に基づいて住民票に記載

されるようになるため必要な改正を行う、また

外国人登録法の廃止に伴い条文の整理とし、新

庄市印鑑条例の改正のほか、新庄市屋内ゲート

ボール場設置及び管理に関する条例、新庄市交

通災害共済条例、新庄市火葬場設置及び管理に
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関する条例の改正を行うという説明でありまし

た。 

  審査に入り、委員から、これまで日本では余

り使わないような文字の印鑑が登録されている

かと思うが、今後の取り扱いはどうなるのかと

の質問があり、市民課より、日本語として使っ

ていないような漢字は日本人が使っている漢字

に直すということで同定作業を行っている。た

だし、既に登録してあるものはそのまま使える

との説明であります。 

その他、外国人登録に関する質疑はありまし

たが、採決の結果、議案第９号は全員異議なく、

決すべきものと決しました。 

  次に、議案第10号新庄市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例の制定についてですが、

担当課から補足説明を受けた後、審査を行いま

した。 

  担当課の説明では、医療保険分の所得割の案

分率については100分の６を100分の7.44に、同

じく均等割額については２万300円を２万5,100

円に、後期高齢者支援金分の所得割案分率につ

いては100分の2.1を100分の2.57に、同じく均

等割額6,700円を8,300円に、第２号被保険者が

負担する介護納付分の所得割案分率100分の

1.63を100分の1.97に、同じく均等割額7,200円

を8,900円に改める。また、このたびの均等割

に伴い従前の均等割の７割、５割、２割の軽減

額についてそれぞれ医療保険分、後期高齢者支

援金分、介護納付金分の軽減額を増額するもの

であるという説明でありました。 

  審査に入り、委員から、今後10年ぐらいの見

通しについての質問があり、健康課より、国に

おいては高齢者医療制度改革会議からの報告を

受け、国保制度の見直しを行っている。財政基

盤の強化策、市町村国保の県単位化、市町村国

保の保険者に対する支援のあり方、低所得者に

対する負担軽減のあり方など、諸問題について

国と地方の協議の場を設置し、そこで鋭意協議

を行っている。また、財源が伴うためすべて即

実施とはいかず、平成26年度以降、税と社会保

障の一体改革の中で対応していくようである。

また、後期高齢者医療制度の廃止、国の財政指

針のあり方、制度の改正等の影響が大きく、平

成25年度までの収支見込みは考えているが、そ

れ以降の見通しは非常に難しい状況であるとの

説明でありました。 

また、委員から、収納率を91％と見ているよ

うだが収納対策はどうするのかとの質問があり、

税務課より、個々の事情を聞きながら分割納付

やほかの生活支援制度を活用するなどきめ細か

い相談を行い、自主納付を促している。また、

来年度より納税相談員を２名から４名に増員し

対応する予定であるとの説明でありました。 

また、委員から、この二、三年なのかもしれ

ないが、今でも高いわけであり本当は引き下げ

が必要だが何とか一般会計で補って値上げを中

止することが市民の負担、苦しみを緩和すると

いうか広げないようにするということにつなが

るのではないかと思うという意見、収納につい

てもっとシビアに対応していかないと将来的に

次の世代、その次の世代に赤字を押しつけてい

くことになるという意見などがありました。 

そのほか、限度額に対する質疑、延滞金に関

する質疑等がありましたが、議案第10号は挙手

採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決し

ました。 

  次に、議案第11号新庄市営住宅設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてと、議案第12号新庄市定住促進住宅設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例の制

定については関連がありますので、一括議題と

し、担当課から補足説明を受けた後、審査を行

いました。 

  担当課の説明では、市営住宅設置及び管理に

関する条例の一部改正については、地域主権一

括法が施行されることに伴い公営住宅法の一部
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改正が行われ、同居親族要件が廃止されること

によりその取り扱いは各自治体にゆだねられて

いる。本市においては、入居募集時の空き室対

策状況等を勘案し、現行の同居親族要件を継続

するため必要な改正を行うものである。 

また、市営松本団地については機能が既に東

山団地に移転しており、入居者の移転も完了し

ているため、その役割が終了したということで

廃止するものである。 

次に、定住促進住宅設置及び管理に関する条

例の一部改正については、平成22年１月に供用

を始めて以来２年を経過しており、入居率はい

まだ60％というような状況である。定住促進政

策を推進する上で単身者の入居を可能とし、入

居率向上を図るため入居資格等の規定に関する

必要な改正を行うものであるとの説明でありま

した。 

審査に入り、質疑はなく、直ちに採決を行い

ました。 

初めに、議案第11号について採決を行った結

果、議案第11号は全員異議なく可決すべきもの

と決しました。 

次に、議案第12号につき採決を行い、議案第

12号は全員異議なく可決すべきものと決しまし

た。 

次に、議案第13号新庄市下水道条例の一部を

改正する条例の制定についてですが、担当課か

ら補足説明を受けた後、審査を行いました。 

担当課の説明によれば、改正の趣旨として、

下水道事業は独立採算制を基本とすることから、

事業の維持管理に要する経費に充てる使用料の

額適正化を目指し、料金の改定を図るものであ

る。改正の内容としては、10立方メートルまで

の基本料金を100円引き上げ1,650円とし、従量

使用料をそれぞれ水量区分で１立方メートル当

たり10円ずつ引き上げるものである。この改正

により平均改定率は5.9％となり、一般家庭の

平均的使用料を20立方メートルと換算した場合、

現行で210円引き上げになる。なお、施行月日

を７月１日としていることから８月分として徴

収する使用料からの適用となるという説明であ

りました。 

審査に入り、委員から、収納対策については

どうしているのかとの質問があり、上下水道課

より、下水道料金の収納滞納の事務については、

上水道事業のほうに業務委託をしている。上水

道のほうで滞納整理をするが、それと同じよう

にいろいろな事情を聞きながら納付計画をつく

ってもらい納付していただくとの説明でありま

した。 

そのほか、水道料金を大幅に下げて下水道を

ちょっと上げるくらいだったら納得できるが、

そういうことがないまま上げていくだけという

のはとても納得できないという意見等ありまし

たが、議案第13号は挙手採決の結果、賛成多数

で可決すべきものと決しました。 

次に、議案第14号新庄市介護保険条例の一部

を改正する条例の制定についてですが、担当課

から補足説明を受けた後、審査を行いました。 

担当課の説明によれば、本則の部分は原則の

６段階の内容であり、附則には平成24年度から

平成26年度における特例ということで段階を加

える部分の記述であるという説明でありました。 

審査に入り、委員から、高所得者に対する応

分設定についての質問があり、福祉事務所から

は、今回全体的に25％上がるときに1.5の料率

だった方を1.9にした場合６割近いアップ率に

なってしまう、なおかつ人数的にもそれほど多

くなく、特定の方だけに過剰な負担を加えるこ

とになる。高額所得者の方が多くいて、その方

の負担を多くした場合には、全体の基準額を下

げる効果があるが、新庄にはそういった高額所

得者が少なく、この方に特別に負担をかけた場

合でも全体的にはそれほど基準額が下がらない

ことから、今回高所得者の料率アップは見送っ

たとの説明でありました。 
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また、委員から、介護保険料値上げを中止す

るため一般会計からの繰り入れや低所得者に対

する減免制度の充実はできないかとの質問があ

り、福祉事務所からは、自治体の都合で繰り入

れするような仕組みでは自治体の財政力によっ

て住民に対する負担が大幅に変わってしまう。

全国的に均一的なサービスを行うという介護保

険の趣旨に合わなくなるため、国ではそういっ

た保険料を下げるために一般財源からは繰り入

れはしてはならないとしている。介護保険料に

ついては、所得段階に応じて原則６段階、新庄

の場合は８段階ということで設定し所得に見合

った介護保険料となっており、一応配慮してい

るとの説明でありました。 

そのほか、県財政安定化基金に関する質問、

所得段階における人数の比率に関する質問等あ

りましたが、議案第14号は挙手採決の結果、賛

成多数で可決すべきものと決しました。 

次に、議案第15号新庄市介護従事者処遇改善

臨時特例基金条例を廃止する条例の設定につい

て審査を行いました。 

委員からは、介護保険制度に関する質問等あ

りましたが、採決の結果、議案第15号は全員異

議なく可決すべきものと決しました。 

  以上で、産業厚生常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての御報告と

いたします。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１１時０４分 休憩 

     午前１１時１４分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいまの委員長報告に対して質疑に入りま

す。 

  初めに、議案第９号新庄市印鑑条例等の一部

を改正する条例の設定について質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第９号新庄市印鑑条例等の一部を改正す

る条例の設定については、委員長報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第９号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第10号新庄市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例の制定について質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第10号新庄市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例の制定については、委員長報告

のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 
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沼澤恵一議長 異議がありますので、起立採決い

たします。 

  議案第10号については委員長報告のとおりに

賛成する諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第10号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第11号新庄市営住宅設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第11号新庄市営住宅設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第11号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第12号新庄市定住促進住宅設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例の制

定について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第12号新庄市定住促進住宅設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いては、委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第12号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第13号新庄市下水道条例の一部を

改正する条例の制定について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第13号新庄市下水道条例の一部を改正す

る条例の制定については、委員長報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議がありますので、起立採決

いたします。 

  議案第13号については委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第13号は委員長報告のとおり可決されました。 



- 164 - 

  次に、議案第14号新庄市介護保険条例の一部

を改正する条例の制定について質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第14号新庄市介護保険条例の一部を改正

する条例の制定については、委員長報告のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議がありますので、起立採決

いたします。 

  議案第14号については委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第14号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第15号新庄市介護従事者処遇改善

臨時特例基金条例を廃止する条例の設定につい

て質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第15号新庄市介護従事者処遇改善臨時特

例基金条例を廃止する条例の設定については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第15号は委員長報告のとおり可決されました。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時２２分 休憩 

     午前 ０時０８分 開議 

 

沼澤恵一議長 大変お待たせいたしました。休憩

を解いて再開いたします。 

  ただいまから１時まで休憩いたします。 

 

     午後０時０８分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

沼澤恵一議長 追加案件が出ておりますので、こ

こで議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小野周一君。 

   （小野周一議会運営委員長登壇） 

小野周一議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について御報告

いたします。 

  本日午前11時23分から、議員協議会室におい

て議会運営委員６名出席のもと、執行部から副

市長、関係課長並びに議会事務局職員の出席を
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求めて議会運営委員会を開催し、本日の本会議

における議事日程の追加について協議をいたし

たところであります。 

  協議の結果、報告第３号損害賠償の額の決定

についての専決処分の報告について、議案第34

号新庄市副市長の選任について、議案第35号平

成23年度新庄市一般会計補正予算（第９号）、

議案第36号平成23年度新庄市公共下水道事業特

別会計補正予算（第５号）、議案第37号平成23

年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第３号）、議会案第１号豪雪災害への支援に

関する意見書の提出についての報告１件、議案

４件、議会案１件及び閉会中の継続調査申し出

についてを採決の結果、賛成多数で本日の協議

日程に追加していただくことにいたしました。 

以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願いを申し上げ、議会運営委員会における

協議の経過と結果についての報告といたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

た報告１件、議案４件、議会案１件及び閉会中

の継続調査申し出についてを本日の議事日程に

追加することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

報告１件、議案４件、議会案１件及び閉会中の

継続調査申し出についてを本日の議事日程に追

加することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午後１時０２分 休憩 

     午後１時０３分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第２４報告第３号損害賠償の

額の決定についての専決処分の報

告について 

 

 

沼澤恵一議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第24報告第３号損害賠償の額の決定につ

いての専決処分の報告についてを議題といたし

ます。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第３号損害賠償の

額の決定についての専決処分の報告について御

説明申し上げます。 

本年２月13日午後１時15分ごろ、市が所有す

るダンプトラックで除排雪作業へ向かう途中、

金沢地内の私道から右折して市道へ進入する際

に右側から進行してきた車両の側面に衝突した

ものであります。 

損害賠償の額につきましては、３月１日に示

談交渉が成立いたしまして42万9,600円であり

ます。地方自治法第180条第１項の規定に基づ

き３月１日に専決処分を行いましたので、同条

２項の規定により議会に報告するものでありま

す。 

直営作業による市道の除排雪作業につきまし

ては、常に安全作業に徹するよう指導している

ところでございますが、今後ともなお一層注意

を怠ることのないよう指導に努めてまいります

ので、よろしく御理解のほどお願いいたします。 

沼澤恵一議長 本件は、地方自治法第180条の規

定による議会の委任による専決処分の報告であ

りますので、御了承願います。 

 

 

日程第２５議案第３４号新庄市副

市長の選任について 
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沼澤恵一議長 日程第25議案第34号新庄市副市長

の選任についてを議題といたします。 

  ここで、総務課長伊藤元昭君の退席を求めま

す。 

   （伊藤元昭総務課長退席） 

沼澤恵一議長 提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第34号新庄市副市

長の選任について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄市の副市長として伊藤元昭君を

選任することにつきまして、地方自治法第162

条の規定により議会の同意を求めるため御提案

申し上げるものであります。 

  御同意をお願い申し上げます伊藤元昭君は、

参考として添付しております経歴にありますよ

うに、昭和50年に新庄市職員となり、その後最

上広域市町村圏事務組合事務局長、政策経営課

長などの要職を歴任いたしまして、現在は総務

課長の職についております。このたび、副市長

に選任するに当たり本市行政に精通している同

氏を最も適任と考えまして御提案するものであ

ります。 

  御審議をいただき、御同意を賜りますようお

願い申し上げます。 

  なお、選任は平成24年４月１日を予定してお

ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第34号は会議

規則第37条第３項の規定により委員会への付託

を省略したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第34号は委員会の付託を省略することに決

しました。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑及び討

論を省略し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第34号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。議案第34号新庄市

副市長の選任についてはこれに同意することに

御異議ありませんか。ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議がありますので、起立採決

いたします。 

  議案第34号についてはこれに同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第34号はこれに同意することに決しました。 

  暫時休憩します。 

   （伊藤元昭総務課長着席） 

 

     午後１時０８分 休憩 

     午後１時０９分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいま副市長に選任されました伊藤元昭君

にごあいさつをお願いいたします。 

伊藤元昭総務課長 就任前ではございますが、お

許しをいただきまして一言ごあいさつを申し上

げます。 

  あの未曽有の東日本大震災発生以来１年余が

過ぎようとしておりますが、復興の緒についた

というばかりで依然地域経済の見通しはまだま

だ不透明という状態にあると思います。また、

一方では地域主権改革という流れの中で、これ

からはそれぞれの地方公共団体がその力量をい

かに発揮していくかという時代になってきてい

ると思っております。 

そういう中で私が新庄市副市長という重責を



- 167 - 

担わせていただくことになるわけですが、第４

次新庄市振興計画で目指す「自然と共生 暮ら

しに活力 心優しい笑顔輝くまち 新庄」を実

現するために、浅学非才で経験不足、まだまだ

未熟な者でございますので、市長の命をいただ

きながら精いっぱい全力で取り組んでまいりた

いと思います。どうぞ皆様方からは今まで同様、

今まで以上に御指導、御鞭撻いただきますよう

お願い申し上げまして、簡単ではございますが、

ごあいさつにさせていただきます。（拍手） 

 

 

議案３件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第26議案第35号平成23年度新

庄市一般会計補正予算（第９号）についてから

日程第28議案第37号平成23年度新庄市農業集落

排水事業特別会計補正予算（第３号）について

までの議案３件を一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第35号から議案第

37号までの平成23年度一般会計及び特別会計の

補正予算について御説明申し上げます。 

  この補正予算につきましては、今般の除排雪

及び雪害対策の急を要する事項と、国の３次補

正に伴う繰越明許費などを主な内容としており

ます。 

補正予算書１ページ、議案第35号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ１億

8,123万6,000円を追加し、補正後の予算総額を

152億6,178万6,000円とするものであります。 

まず、３ページ、第２表繰越明許費につきま

しては、合計７事業で繰越額は４億6,177万

2,000円となります。このうち、消防団安全対

策設備整備事業、沼田小学校体育館耐震補強事

業及び新庄中学校体育館改築事業は、国の３次

補正に伴うもので、これらを含め予算の全額繰

り越しは５事業となっております。いずれも平

成24年度での実施といたします。 

７ページ、歳入についてでありますが、まず

新庄中学校体育館改築工事に係る国の内示によ

り、国庫支出金を増額、またこれに伴い市債を

減額しております。また、雪対策の追加といた

しまして、県融雪遅延対策補助金の活用により、

春の農作業の影響の未然防止を図るとともに除

排雪の追加費用に財政調整基金からの繰入金を

充て対応してまいります。 

歳出につきましては、土木費を中心に教育費、

農林水産業費で増額補正を組んでおります。融

雪遅延対策である農林水産業費以外は、道路公

園及び学校に対する排雪業務を中心とした経費

の計上であります。除排雪経費につきましては、

今月２日に分野全般における補正予算を可決し

ていただきましたが、このたびの追加補正は低

温の長期化などにより降雪の累積量が予想を超

える状況に至り、到来する春の社会活動等への

影響が懸念されることから、道路や学校等への

排雪を遅滞なく進めていくための所要の経費と

して追加計上させていただいたものであります。 

続きまして、11ページからの特別会計であり

ますが、まず議案第36号公共下水道事業特別会

計補正予算は繰越明許費に関する補正でありま

す。 

また、議案第37号農業集落排水事業特別会計

補正予算は、やはり喫緊の豪雪対策でありまし

て、処理場連絡道の排雪経費を計上しておりま

す。 

一般会計、特別会計のいずれも新年度の事業

展開への円滑な移行のために適切な対応を要す

る補正内容の追加を組ませていただいておりま

すので、御審議の上、御決定くださるようよろ

しくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 
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ただいま説明のありました補正予算３件は、

会議規則第37条第３項の規定により委員会への

付託を省略したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第35号から議案第37号までの補正予算３件に

ついては委員会への付託を省略することに決し

ました。 

  それでは、ただいま説明のありました平成23

年度補正予算計３件の審議に入ります。 

  初めに、日程第26議案第35号平成23年度新庄

市一般会計補正予算（９号）について質疑あり

ませんか。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 私が一つお聞きしたい

のは、歳出の８ページ。 

  ことしは本当に豪雪で対策本部も設置したの

が功を奏したかのように町なかのスムーズに交

通ができるという印象を、市民の方もそれなり

に受けておるかと思います。今年度最終的な除

雪排雪の対策費補正で１億7,000何がし今回あ

るんですが、総体的に今年どのぐらいの除排雪

費用が予算化されたのか、その辺お聞かせいた

だきたいと思います。 

安食敬二都市整備課長 議長、安食敬二。 

沼澤恵一議長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 予算的には、除排雪の委

託料、それから借り上げ料合わせて５億3,000

万円でございます。それで今回きょうの補正を

加えますと予算としては７億500万円の予算に

なります。それで、12月から２月までの委託料、

借り上げ料等合わせますと、５億円ほど既に使

っております。それで去年の春４月、雪戻し等

で使った、支出した額がございますので、それ

を合わせますと、概算になりますけれども、６

億8,300万円くらいかなというふうに見込んで

おります。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） わかりました。大変な

除雪費用が今回は、かけて対策されたという、

わかります。ただこれからやはり、今度はかな

り雪が、除雪排雪した箇所、それの排雪等の仕

事がまだこれから出てくるわけで、その辺の万

全を期すようにひとつお願いいたしまして終わ

ります。どうもありがとうございます。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第35号は討論を終結し直ちに採決することに

決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第35号平成23年度新庄市一般会計補正予

算（第９号）は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第35号は原案のとおり可決されました。 

  日程第27議案第36号平成23年度新庄市公共下

水道事業特別会計補正予算（第５号）を議題と

いたします。 

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第36号は討論を終結し直ちに採決することに

決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第36号平成23年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第５号）は原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第36号は原案のとおり可決されました。 

  日程第28議案第37号平成23年度新庄市農業集

落排水事業特別会計補正予算（第３号）を議題

といたします。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第37号は討論を終結し直ちに採決することに

決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第37号平成23年度新庄市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第３号）は原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

案第37号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２９議会案第１号豪雪災害

への支援に関する意見書の提出に

ついて 

 

 

沼澤恵一議長 日程第29議会案第１号豪雪災害へ

の支援に関する意見書の提出についてを議題と

いたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

   （遠藤敏信産業厚生常任委員長登壇） 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 それでは、私から

議会案第１号豪雪災害への支援に関する意見書

の提出について御説明いたします。 

  皆さん御承知のとおり、この冬の豪雪では雪

おろし中の転落事故などの人的被害、園芸施設

の倒壊等の農業被害、交通安全確保の支障など

市民の日常生活及び経済活動に甚大な影響が生

じています。当市でも豪雪対策本部を設置し、

道路の除排雪や雪おろし中の事故防止等の注意

喚起などその対応に努めてきております。この

ため、豪雪対策に多額の費用を要し、財政運営

に支障を来しております。また、今後融雪期で

のさらなる被害の発生や顕在化が懸念されます。 

  このような状況の中、新庄市議会として国に

対し支援措置を講ずるよう求めるべきだとの議

論に至り、当委員会において意見書案を提出す

ることについて採決を行った結果、全員異議な

く提出することに決した案件でございます。 

  それでは、御提案申し上げます。 

  豪雪災害への支援に関する意見書の提出につ

いて。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14条

第２項の規定により提出いたします。平成24年
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３月15日。新庄市議会議長沼澤恵一殿。提出者

新庄市議会産業厚生常任委員長遠藤敏信。 

  豪雪災害への支援に関する意見書。 

  今冬は、昨年末から降雪が断続的に続き、特

に１月下旬から２月上旬にかけて極めて強い寒

気が流れ込み、昨年に引き続き積雪が平年を大

きく上回っています。この豪雪により雪下ろし

中転落事故などの人的被害が16名（死亡１名、

負傷者15名：３月12日現在）に及んでいるほか、

園芸施設の倒壊等の農業被害の拡大、交通安全

確保の支障など市民の日常生活及び経済活動に

甚大な影響が生じています。 

このような状況の中、本市では豪雪対策本部

を設置し、除排雪等による道路の通行確保や雪

下ろし中の事故防止の注意喚起など日常生活確

保に万全を期すべく取り組んでまいりました。

このため豪雪対策に多額の費用を要しており、

財政運営に支障を来しています。また、今後融

雪期でのさらなる被害の発生や顕在化が懸念さ

れます。 

よって、国においては、こうした深刻な状況

を十分認識し、下記の事項について特段の配慮

をされるよう強く求めます。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出します。 

  記。 

１、除雪に係る経費について臨時特例措置に

よる特段の支援を行うこと。 

２、安全な道路交通を確保するため、凍上現

象による道路の被災を速やかに採択すること。 

３、農道等の除雪や融雪剤等の資材購入、農

業用施設の復旧などに要する経費について十分

な財政措置を行うこと。 

４、公共施設に係る除排雪への財政措置を講

ずるとともに、高齢者世帯等の除排雪経費に対

する支援を行うこと。 

５、豪雪対策への特別な財政需要が発生して

いることから、特別交付税の増額配分を行うこ

と。 

  提出先、衆議院議長宛、参議院議長宛、内閣

総理大臣宛、総務大臣宛、財務大臣宛、農林水

産大臣宛、国土交通大臣宛、内閣府特命担当大

臣（防災）宛。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

沼澤恵一議長 ただいま説明のありました議会案

第１号豪雪災害への支援に関する意見書提出に

ついては、産業厚生常任委員会提出の議会案で

ありますので、会議規則第37条第２項の規定に

より委員会への付託を省略し、直ちに審議に入

ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第１号豪雪災害への支援に関する意見

書提出については、原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、議

会案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３０閉会中の継続調査申し

出について 

 

 

沼澤恵一議長 次に、日程第30閉会中の継続調査
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申し出についてを議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会、各常任委員会の活動につい

て各委員長より閉会中の継続調査の申し出があ

りますので、申し出のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、閉

会中の継続調査については、各委員長の申し出

のとおり決しました。 

 

 

閉      会 

 

 

沼澤恵一議長  ここで、今回勇退されます副市

長國分政嗣君よりごあいさつをいただきたいと

思います。 

國分政嗣副市長 議長、國分政嗣。 

沼澤恵一議長 副市長國分正嗣君。 

國分政嗣副市長 議場のこの場でごあいさつをさ

せていただけるということで、議長の御配慮に

感謝申し上げます。 

  今、この議場に春の光が差し込んでまいって

おります。４年間というのは瞬く間の４年間で

ございました。その間、議員の皆さん初め、多

くの方々の御厚情を賜り、本当に感謝いたして

おります。自分の力のなさを感じながら、そし

て少しの安堵感も同時に感じながら、お別れの

言葉にさせていただきます。本当にありがとう

ございました。（拍手） 

沼澤恵一議長 ここで市長よりごあいさつがあり

ます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、３月定例会の最後に当

たりまして一言ごあいさつ申し上げます。 

  思い出しますと、昨年の議会は未曽有の大震

災、大地震に見舞われたことを思い出しており

ます。その後の予算委員会、本議会を短縮して

開催していただいた議会の皆さんの英断に感謝

し早急に支援対策に取り組めたこと、思い出し

ているところであります。その後の歓送迎会も

なく去られた職員もいたわけですけれども、地

域の経済にとっても大変な打撃であったなとい

うふうに思っております。 

  このたびはその後の統一地方選挙で新たな議

員を迎え活発な議論をこの１年間させていただ

いたこと、心から感謝申し上げます。特に今回

の予算は来年度平成24年度へ向けた新庄市の方

向性への議論ということで、遠藤委員長の采配

のもと、急用で佐藤議員は参加できませんでし

たが、全員の御審議をいただいたことありがた

く思っております。議会からいただきました御

意見あるいは提言については今後の施策にしっ

かり反映させてまいりたいというふうに考えて

おります。 

  また、今回の大雪で見えてきたこと、やはり

もう一度雪対策にしっかり取り組むことの必要

性、少子高齢化社会における社会保障の増大、

これに向けての医療費対策、こうしたことも課

題が見えてきた。少子対策に対する考え方とし

てやはり定住人口のための、それを補う交流拡

大をもっと進めなければならない、さらには、

地域が元気になるためにはこの地域の資源をし

っかりともう一度見直し磨きをかけ、自信と誇

りの持てる地域にしなければならないというふ

うに覚悟しているところであります。 

平成23年度にいただきました10年度の第４次

新庄市振興計画、「自然と共生 暮らしに活力 

笑顔あふれる新庄 心豊かに笑顔あふれるまち

新庄」にするためにさきに申し上げました平成

24年度の施政方針に基づいてしっかりこれを進

めていくことが大きな第一歩だと思っておりま

す。今回の議会でそうしたことを多く意見いた

だいたことをありがたく思っております。 
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終わりになりますが、このたびで退職する職

員の皆様におかれましては、大変な財政の厳し

い中、ここ数年の厳しい中、次代をつくるため

の基礎を築いていただいたことに本当に感謝申

し上げます。 

またこのたび、先ほど副市長の選任を行った

わけでございますけれども、これまで國分副市

長にはおぼつかない足元をしっかり支えていた

だきながら私も含め職員に的確なアドバイスを

いただいたこと、本当に感謝申し上げたいと思

います。 

今後の人生につきましては、それぞれさまざ

まな形の第二の人生が始まるものと思いますが、

十二分に健康には留意され、また、一市民には

なられましても協働のまちづくりの一助をいた

だけるようにぜひお願い申し上げたいと思いま

す。 

  議員各位、職員の皆様各位に感謝申し上げ、

３月定例会の御礼の言葉とさせていただきます。

ありがとうございました。 

沼澤恵一議長 以上をもちまして、平成24年３月

定例会の日程をすべて終了いたしましたので閉

会いたします。 

 

     午後１時３６分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  沼 澤 恵 一 

 

   会議録署名議員  奥 山 省 三 

 

    〃    〃   清 水 清 秋 



 

 

予算特別委員会記録（第１号） 

 

 

平成２４年３月２日 金曜日 午前１０時００分開議 

委員長 遠 藤 敏 信     副委員長 石 川 正 志 

 

 出 席 委 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ２番   佐  藤  卓  也  委員 

３番   平  向  岩  雄  委員     ４番   小  野  周  一  委員 

  ５番   石  川  正  志  委員     ６番   佐  藤  義  一  委員 

  ７番   奥  山  省  三  委員     ８番   沼  澤  恵  一  委員 

  ９番   髙  橋  富 美 子  委員    １０番   伊  藤     操  委員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  委員    １２番   清  水  清  秋  委員 

 １３番   小  関     淳  委員    １４番   遠  藤  敏  信  委員 

 １５番   新  田  道  尋  委員    １６番   下  山  准  一  委員 

 １７番   山  口  吉  靜  委員    １８番   森     儀  一  委員 

  

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 國 分 政 嗣 

総 務 課 長 伊 藤 元 昭  総 合 政 策 課 長 野 崎   勉 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 小 野 孝 一 

市 民 課 長 川 田 美 浪  福 祉 事 務 所 長 今 川 吉 幸 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 清 水 幹 也  農 林 課 長 五十嵐 正 臣 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 安 食 敬 二 

上 下 水 道 課 長 星 川 俊 也  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 栗 田 正 人 

生 涯 学 習 課 長 近 岡 晃 一  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 月 野   隆 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 松 田 裕 一 



 

 

選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 小 野   享 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 任 笹 原 孝 一 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第２５号平成２４年度新庄市一般会計歳入歳出予算 

 



 

 

 

開      議 

 

 

山口吉靜臨時委員長 ただいまから委員会条例第

10条第１項の規定に基づき予算特別委員会を開

き、委員長の互選を行います。 

  なお、委員会条例第10条第２項の規定により、

委員長が互選されるまでの間、私、山口吉靜が

臨時に委員長の職務を行いますので、よろしく

お願い申し上げます。 

  ただいまの出席委員は18名です。欠席通告者

はありません。 

  これより予算特別委員会を開きます。 

 

 

委員長の互選 

 

 

山口吉靜臨時委員長 これより、委員会条例第９

条第２項の規定により委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選の方法につきましては、会議規

則第119条第５項の規定により指名推選による

こととし、臨時委員長において指名したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山口吉靜臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、臨時委員長において指名することに決し

ました。 

  委員長に遠藤敏信委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました遠藤敏信委員を委

員長の当選人と定めることに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山口吉靜臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、遠藤敏信委員が委員長に当選されました。 

  それでは委員長と交代いたします。御協力あ

りがとうございました。（拍手） 

   （臨時委員長退席、委員長着席） 

遠藤敏信委員長 ただいま平成２４年度の予算特

別委員長に当選いたしました遠藤敏信でありま

す。みなさまのご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

副委員長の互選 

 

 

遠藤敏信委員長 これより委員会条例の第９条第

２項の規定によって副委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選の方法につきましては、会議

規則第119条第５項の規定により指名推選によ

ることとし、委員長において指名したいと思い

ますけれども、これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 異議がないと認めます。よって、

委員長において指名することに決しました。 

  副委員長に石川正志委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました石川正志委員を副

委員長の当選人と定めることに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 異議なしと認めます。よって、

ただいま指名いたしました石川正志委員が副委

員長に当選されました。 

  石川正志副委員長、よろしくお願いを申し上

げます。 

 

 

散      会 

 

 

遠藤敏信委員長 それでは、３月９日金曜日午前

10時より、予算特別委員会を本議場において開



 

 

催いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでございました。 

 

     午後３時５０分 散会 
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予算特別委員会記録（第２号） 

 

 

平成２４年３月９日 金曜日 午前１０時００分開議 

委員長 遠 藤 敏 信     副委員長 石 川 正 志 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   平  向  岩  雄  委員 

  ４番   小  野  周  一  委員     ５番   石  川  正  志  委員 

  ６番   佐  藤  義  一  委員     ７番   奥  山  省  三  委員 

  ８番   沼  澤  恵  一  委員     ９番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １０番   伊  藤     操  委員    １１番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １２番   清  水  清  秋  委員    １３番   小  関     淳  委員 

 １４番   遠  藤  敏  信  委員    １５番   新  田  道  尋  委員 

 １６番   下  山  准  一  委員    １７番   山  口  吉  靜  委員 

 １８番   森     儀  一  委員 

 

 欠 席 委 員（１名） 

 

  ２番   佐  藤  卓  也  委員 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 國 分 政 嗣 

総 務 課 長 伊 藤 元 昭  総 合 政 策 課 長 野 崎   勉 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 小 野 孝 一 

市 民 課 長 川 田 美 浪  福 祉 事 務 所 長 今 川 吉 幸 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 清 水 幹 也  農 林 課 長 五十嵐 正 臣 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 安 食 敬 二 

上 下 水 道 課 長 星 川 俊 也  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 栗 田 正 人 

生 涯 学 習 課 長 近 岡 晃 一  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 月 野   隆 
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監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 松 田 裕 一 

選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 小 野   享 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 任 笹 原 孝 一 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第２５号平成２４年度新庄市一般会計歳入歳出予算 
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開      議 

 

 

遠藤敏信委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は17名です。欠席通告者

は、佐藤卓也君の１名であります。 

  これより予算特別委員会を開きます。 

  本特別委員会に付託されました案件は、議案

第25号平成24年度新庄市一般会計予算から議案

第33号平成24年度新庄市水道事業会計予算まで

の９件であります。 

  審査に入る前に、審査及び本委員会の進行に

関しての主な留意点を申し上げます。 

  特別委員会は３日間にわたり開催されますが、

本日と12日月曜日の審査につきましては、午後

４時ごろまでをめどに進めてまいりたいと思っ

ております。 

  質疑につきましては、一般会計は歳入と歳出

を分けて行います。また、特別会計及び水道事

業会計は、歳入歳出を一括して行います。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

をとりながら進めてまいります。 

  質問は、最初に必ずページ数、款項目、事業

名などを具体的に示してから質問されるようお

願いいたします。 

  また、会議規則第109条第１項に、「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いしまして、ただい

まから審査に入ります。 

 

 

議案第２５号平成２４年度新庄市

一般会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 初めに、議案第25号平成24年度

新庄市一般会計予算を議題といたします。 

  一般会計の審査につきましては、歳入と歳出

を分けて質疑に入ります。質疑は、答弁を含め

歳入と歳出それぞれ１人30分以内といたします。 

  それでは、質疑に入ります。一般会計の歳入

について質疑ありませんか。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） まず最初に、全体の総

予算、昨年度より3,700万円、0.3％アップとい

うふうな一般会計の予算になったわけですけれ

ども、今の日本における、いろいろな震災を初

めとする国の動きからいけば、交付金等々、減

額されるというふうな予想を立てておかなけれ

ばならないんじゃなかったかと。とすると、昨

年度よりも総体的な、全体的な予算も抑えて、

やはり新年度を迎えるべきだと私は思うんです。

どこがどうということでなくてですね。 

  主に、主たるものは交付金等々で賄っている

部分がウエートが非常に大きいわけですから、

その辺は十分に配慮して、減額されるものとい

うふうな想定のもとに予算編成があるべきだと

いうふうに私は思うんですが、その辺をどうい

うふうに予算を編成するときに考慮してなされ

たか、まずお伺いします。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 新年度予算の編成についてと

いうことで、財政課として編成方針ということ

で昨年の11月下旬に示しているわけでございま

すけれども、総額については例年並みを財政課

としては想定しておりましたけれども、やはり

いろいろな財政需要がございます。あるいは、

国保関係の繰出金というものがございまして、

その分１億2,000万円の繰り出しということで、

その分がまずプラスになっているということで
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ございます。加えて、学校関係の耐震化、ある

いは新庄中学校の体育館の改築というふうな事

業がございます。それを考慮した結果、130億

何がしというふうな予算規模になったというこ

とでございます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） ゆうべのテレビを見た

人もおると思うんですが、原発の問題、毎日の

ように出てくるわけですけれども、それを国か

らの交付金が入るというふうな想定のもとに事

業をやっている柏崎市が財政難に陥っていると

いうふうな、私も驚いてきのう見ていたんです

けれども、やはり来るだろうというふうな想定

は、余り高く見積もっておくとああいうことに

なるんじゃないかなというふうに感じながらテ

レビを見ていました。 

  どうしても地方自治は他力本願ということで、

国県に頼る部分が非常にどこでもこれは多いわ

けですから、特に原発を抱えている自治体は、

それに対する交付金が非常に大き過ぎる、我々

から見ればですね。それをいいことにして事業

を拡張すると、主に箱物に限って何かやったの

が間違いだというふうなこと、あったんですが、

そのときはいいんですけれども、その先の維持

管理を考えなかったということでありました。 

  そんなことで、やはり我々自治体もそういう

ところをよく国の、大きく言えば世界の動向も

加味しながら、この自治体の運営というのをし

ていかないとやはり大きくつまずく。特に新庄

市は、財政再建で日本じゅうを騒がせるような

報道等もあったわけですから、そういうことは

これからは二度とあってはならないわけですか

ら、その辺はもっと慎重に取りかかるべきであ

るというふうに私は思うんですけれども、目の

前にやらなきゃいけないことがあると、これは

やむを得ないんですが、その分は、やはり必要

なものは、緊急的なものはやはりやらなきゃ、

特に今言ったとおり、耐震化なんていうのは一

日も早くやっておかないといつどうなるかわか

らないから、これは優先度が非常に高い。これ

は納得できるんですが、だとすると、やはりも

う少し我慢すべきもの、後に回してもいいんじ

ゃなくて、しようがない、やむを得ないという

ものも生まれてこなきゃならないと思うんです。

そこら辺が予算の組み方のポイントになるんじ

ゃないかなと私は思うんですけれども、財政と

しては今後どういうふうな、その交付されるべ

きいろいろなものがあるんですけれども、予想

を立てて予算を組んだんですか。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 おっしゃるとおり、収入を見

ながら財政を編成していくということが基本で

あると思います。したがいまして、財政再建プ

ランというものが新庄市にはございます。それ

に従いましてそれを、その計画を実施しながら、

あるいは緊急的に入る事業についてはそれを盛

り込みながら、その中でやはり収入に合った歳

出を組むということが大前提でございますので、

我慢してもらう部分については我慢してもらう

というふうなことでやっていきたいと思ってお

ります。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） あとは、やはり新庄の

ビジョンですね。将来ビジョンをしっかりと立

てて、どういうふうな方向に進むかというのも

予算に大きくかかわってくると思うんですよ。 

  今、私が申し上げた、我慢できるものは我慢

する、しなきゃならないというふうなこともあ

るんですけれども、これは皆さん了解していた

だけるとは思うんですが、それでもなお、この

部分だけは譲ってはだめだと。要するに、将来

の新庄市をつくるために、これはぜひとも必要

だというものもこの中に入ってこなきゃならな
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い。これは一気にできない部分もあるんですね。

長年かかるというふうな事業も必ずあるわけで

すから、その目的に沿った予算等の、外さない

で、やはり組み込んでいかなきゃならないと私

は思うんです。いつも申し上げておるんですが、

どんなことであるかと具体的には今申し上げま

せんが、そんなことは執行部側でも必ず抱えて

いるわけですから、そういうふうなことで、ひ

とつ今後も予算編成に取り組んでいただきたい

というふうに思います。 

  それから、次。この中で、滞納繰り越し、税

務のほうですけれども、いろいろございます。

収納率が100％のものもまたございますけれど

も、例年これ出てくるわけですけれども、ざっ

と昨年と、23年度、今年度と来年度のやつを比

較してみますと、大変結構なことには、755万

円の繰り越しが減になっているというふうな数

字が出ております。 

  それで、２年間しか比較する、見てこないん

ですけれども、この流れがですね、この滞納の

流れというのはどういうふうにとらえていて、

その内容はどういうふうになっているか、税務

課でどういうふうに見ていますか。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 滞納繰越分につきましては、

基本的にはその年度の滞納分を、どうしても財

産的なものがないとかそういったものについて

は、時効の５年を迎えたものについては、不納

欠損処分をした上で滞納繰り越ししているとい

うふうな状況でございます。確かに、滞納額に

ついては委員御承知のとおり、かなり毎年大幅

な額が繰り越しされております。 

  ただ、その滞納繰越分については、うちのほ

うも滞納の収納強化というふうなことを立てま

して、なるべく滞納繰り越しさせないようにし

て、ただ、一方で滞納を発生させないために、

まずその年度年度、現年度をまず優先的に収納

しているというふうなことで、現年度で、翌年

に繰り越さない方策、個別の納税相談、あるい

は収納相談をした上で、とにかく現年度優先で

滞納を発生させないというふうなことで今取り

組んでいるところでございます。以上です。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 今、そういうふうな方

法でやっているという税務課長のお話でしたが、

17ページの住宅使用料、土木使用料のところに

ありますね、17ページ、住宅使用料ということ

で公営住宅の滞納77万2,000円、その下の定住

促進住宅家賃、新たにですね、23年度はないも

のが20万1,000円と。これは、滞納見込みにな

って新たに生まれてきていると。今、課長が、

現年度に滞納がないような努力をするというふ

うな話からすると、これはちょっと承知できな

い数字であると私は思うんですが、そこら辺は

どういうふうなあれですか。 

安食敬二都市整備課長 委員長、安食敬二。 

遠藤敏信委員長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 公営住宅家賃の滞納繰越

分、77万2,000円ございますけれども、これに

つきましては25人分でございます。うちのほう

といたしましては、公的年金、あるいは扶養手

当の支給月に重点的に訪問させていただきまし

て、それで納入計画を作成していただきまして、

計画的に、幾らでもいいですからというふうな

ことで指導を行っているところでございます。 

  それから、定住促進の20万1,000円、これに

つきましては２人分でございまして、これにつ

きましても同じように足を運んでお願いしてい

るところでございます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 滞納者に対するいろい

ろな方法があるわけですからね、手法があるわ

け、決められたものがあるし、やはり約束とい
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うのは守るように市民にも徹底していかなけれ

ばならないわけですから、いろいろなものにみ

んなこれ、甘くやっていると影響を及ぼしてく

るわけですよね、あらゆるものに。 

  やはり、まじめな人はいいんですけれども、

中には考えられないような人もいるんですよね、

話を聞いてみると。全く支払う経済力がないわ

けでないのに、払わないというのも中にいると

いうふうな話が入ってきているんですけれども、

それをこっちのほうに向かせるための努力とい

うのはやはりやっていかないと、だんだんエス

カレートするし、また、「あの人もやっている

んだから」って飛び火もする可能性も出てくる

ということになって、この数字がだんだん、だ

んだん少なくなっていけばいいんですけれども、

皆さんの努力が報いられないで逆に上がってい

くと、この家賃も上がっていったわけですから、

滞納者が、というふうになるんですよ、対応の

仕方によってね。だから、大変でしょうが、や

はりそれも仕事の一環でありますので、徹底し

てやっていかないと、毎年毎年滞納金が総合的

にふえるというふうになってくるはずです。 

  そんなことで、努力はわかりますが、なおい

ろいろな方法を考えながら、それから周囲に情

報も入れながら、そうならないような一層の奮

闘をお願いしたいというふうに思います。以上

です。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 私のほうから、１点、

２点ほどお伺いしたいと思います。 

  一つは、２ページの市税の都市計画税につい

てです。昨年度の予算から見ると、480万何が

しの予算が減になっている。この辺の物事はど

うなのかなと、どうしてかなということなんで

すが、昨年12月議会でしたか、都市計画税、あ

る区域の見直しも入った、あのときの見直しで、

七、八百万円ぐらいの都市計画税が見直しされ

るということで説明あったかなと思うんですが、

そうした中でのこの今回の24年度の都市計画税

が減額になっている、その内容をひとつお聞か

せいただければ。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 全員協議会ないしは本議会に

おいて、都市計画税の増額する分というような

形で案として御提示いたしましたけれども、あ

の数値については３年に１回の評価前の数値で

ございまして、都市計画税については御承知の

とおり、土地家屋の評価に対して固定資産税は

1.4％、さらには都市計画税は0.3％というふう

な率を掛けて算出しております。 

  御承知のとおり、この本年１月１日現在とい

うことで３年に１回の評価替えをしましたとこ

ろ、土地については３年前と比較しまして大幅

な下落になったと。家屋についても、経年補正

率等の改正もありまして、家屋についても相当

数下落したというふうなことですね。それに基

づいて算出した結果、全体が、都市計画税、落

ち込んでおりますので、確かに今回の当初予算

についても、都市計画税としては688万円のや

つを盛り込んではおりますけれども、全体とし

て地価、それから家屋のほうの点が、評価が下

落したわけでありまして、そこに盛り込まれて

総体的にはマイナスになったというふうな状況

でございます。決して、都市計画税がそこに盛

り込まれていないというふうなことではござい

ませんので、よろしく御理解をお願いしたいと

思います。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 地価の下落、大幅な下

落ということなので、内容的にはわかるわけで、

その辺のひとつ大幅な下落、いろいろ土地ある

わけなんですが、ポイント的に駅前あたりとか、
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農地とか、そういうふうなものの下落の幅の率

ですね、もしわかれば教えていただきたいなと。 

  あともう一つ、これはまた別の項目で、主要

施策の１ページの軽自動車の収納のあり方で、

コンビニからも収納ができるようにするという

ような今回の案件があるわけなんですが、この

辺のとらえ方は、目的、説明もあるんですけれ

ども、収納率の向上を図るということなんです

が、この辺の収納率が軽自動車に関してどのぐ

らい、これまで何％の収納率だったのか。私か

ら見ると、やはりここにもあるんですが、やっ

ぱり利便性をまず考えるというような物事じゃ

ないかなというような感じでいるんですが、そ

の辺の収納率が、軽自動車に関してはどのぐら

いあったのかですね。 

  そしてまた、今後この軽自動車にかかわらず、

こういうふうなコンビニとか、そういうふうな

金融機関というか、そういうふうな事業所を利

用しての納税の手法が考えられているのか、そ

の辺も踏まえて、できればお願いしたいと。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 土地の評価につきましては、

毎年公表されています。１月１日現在の地価公

示価格、さらには半年後の７月１日でやってい

ます地価調査価格、これが一応一つの目安とい

う形で、不動産鑑定士のほうもうちのほう、委

託しますけれども、いろいろな部署で評価され

ているというふうなことでございます。 

  当新庄市につきましては、昨年の１月１日現

在の地価公示価格、住宅地では4.1％の下落、

さらには商業地では7.1％、全用途地域でも

5.3％の下落、半年後の県が主体的にやってい

ます地価調査価格においても、新庄市について

は同様に住宅地では4.3％、商業地では5.4％と

いうようなことで、そういった下落の数値が出

ております。 

  ただ、ポイントにつきましては、地価公示価

格と地価調査価格はポイントが違っておりまし

て、ちょっと具体的なものは持ち合わせており

ませんけれども、ただ１点、基準価格というも

のがありまして、３年前と比較してどの程度下

がったかというようなことで、昨年の11月に公

表されました数値、一番下落幅が大きかったの

は沖の町の商業地ポイントでございます。そち

らのほうが、３年前と比較しまして24.6ポイン

トというふうなことで、非常に大きな下落幅で

あったというふうなことでございます。地価に

ついては、以上のような状況でございます。 

  第２点目の質問のコンビニ収納関係でござい

ますけれども、コンビニ収納の今のところ当面

予定されている軽自動車税については、23年度

決算の状況では、現年度で97.20というような

収納率でございます。 

私ども、このコンビニ収納というふうな考え

方の一番の背景については、この軽自動車税を

最初に税目として挙げたのは、まず１点、納期

が１回しかないというふうなことで、納期が重

なったりする。例えば、国保税みたいなものは

納期が８期あります。そういった形で混在化す

るような場合は、混乱がまず生じるだろうとい

うふうなことで、まず最初に軽自動車税でもっ

て実践していこうというふうなことで、97.20

も収納率がありますから、コンビニ収納したか

らといって必ずしもこれが100％になるという

ふうな考え方はしていません。あくまでもコン

ビニ収納という考え方につきましては、24時間、

いわゆる収納、納めることができるという納税

者の利便性を最大に考えたわけでございまして、

これが軽自動車税で何ら問題なくコンビニ収納

がやれれば、次の税目に移っていきたいという

ふうなことで、市の方針としても、早晩、コン

ビニ収納による軽自動車税の税目を皮切りにほ

かの税目についても検討をしていくようなこと

になるだろうと。私、あんまり後がありません

から、ここで変なことは申し上げられませんけ
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れども、そういった流れで進むだろうと。 

  今、コンビニの活用については、時代の流れ

でございますので、いち早くもう既に実施して

いるところは、山形市、鶴岡市、ありますので、

それについていって、早晩その流れはとめられ

ないだろうというふうな意識をしていまして、

このコンビニ収納のやつを取り入れたところで

ございます。以上です。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） わかりました。 

  そうすると、税務課長は３月いっぱいという

ことで、我々常任委員会でも、もう少し質問が

あったらなというような、課長からもありまし

たものですから、そういう意味じゃないんです

けれども、恐らく最後になるかと思いますが、

この金融機関と、今まで金融機関を利用して納

めていた場合と、コンビニを今度利用された場

合の手数料関係ですね、その辺の違いというか、

その辺はどういうふうにとらえておられるのか、

その辺をお聞かせていただきたい。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 コンビニ収納については、全

国４万4,000のコンビニがあるわけでございま

すけれども、どちらからでも納めることができ

ると、必ずしも新庄市のコンビニからだけでは

ないというふうなことで、これを取りまとめる

収納代行会社が中に入ります。これは、都市に

ついては都市銀行だけのネットワークを持って

いる収納代行業務会社がありますけれども、う

ちのほうとしては地銀が大体ベースなので、地

銀代行収納業務の受託会社ということを大体念

頭に置きつつ、その収納代行会社、さらには指

定金融機関、この辺と詰めに入らなければいけ

ない、即、コンビニから市に収納されるわけじ

ゃなくて、そこに中間で収納代行業務会社が入

るというふうなことでございます。 

  ただ、この手数料はいかほどかというふうな

ことなんでございますけれども、これについて

は１件当たり60円というようなことで、この60

円のやつがコンビニとか、収納代行業務会社と

か、そういった割り振りがなされるものと思っ

ております。大体、そういった関係会社と今後

詰めに入るというふうなことでございますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 手数料関係はそういう

ことで、今までの金融機関との差異というか、

そういうものはどういうふうな、生まれてくる

のか、生まれないのか、その辺お聞かせいただ

ければありがたい。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 今までの金融機関との差と申

しますのは、金融機関は時間になれば閉鎖され

るわけなので、それがまずコンビニは24時間受

け付ける。ただ、市に入るまでは、今までの金

融機関から直に新庄市に入るよりも、時間的な

ものは確かに今までよりはかかるだろうという

ふうなことでございますので、まだ詳細につい

ては今後、24年度、そういった金融機関との協

議とか、この予算的なものも当初予算に計上し

ますので、そういったものが可決されれば、本

格的に次の人が協議に入るというふうなことで

ございますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

１２番（清水清秋委員） 終わります。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） まず最初に、一般財源

は確保されるだろうかということでお聞きした

いと思います。 

  一般財源というのは、市税とか地方交付税、
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臨時財政対策債、これが一般財源というふうに

私としては認識しておりますが、それらが24年

度の予算の中で確保されることになるというふ

うに考えておられるのかということです。 

  細かく見ていくと、内示資料で２ページに市

税というのがあって、全部についてはマイナス

2,531万3,000円、また同じく内示資料の10款地

方交付税では4,000万円の減、そしてまた、臨

時財政対策債は内示資料には詳しく載っていな

かったので、予算書ということで、28ページの

５目に臨時財政対策債がプラスの1,400万円と

いうことで出ていました。 

  それで、私なりに見てみると、マイナス

3,000万円近くなっているなというふうに感じ

るわけなんですが、一般財源は確保されるかと

いうことで、どう見ておられるのか、お願いし

たいと思います。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 新庄市の予算にかかわる一般

財源の確保についてでございますけれども、一

般財源と言われるものについては、地方税と地

方交付税、あるいは臨時財政対策債というのが

ございます。その見積もりにつきましては、国

のほうの地方財政計画というのがございまして、

その見積もりによって組んでおります。地方税

については市の税ということで、税務課の見積

もりということになっております。 

  なお、地方交付税については、普通交付税は

前年度並み確保ということでございますけれど

も、特別交付税は震災関係の影響で、その分

4,000万円の減というふうになっております。 

  また、臨時財政対策債でございますけれども、

これについても、当初、24年度については微減

ということでございましたけれども、その後に

やや増加するということで、前年度に対してプ

ラスの見積もりをしているところでございます。

したがいまして、その財源につきましては、ま

ず確保できると考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市税が、市の税務課の

見積もりで減っているんだということで、あと

は震災関連というマイナスがあるが、確保でき

るだろうというふうにおっしゃっているわけで

すが、市税がマイナスの場合、少なくなった場

合、その財源を少ないところには交付税などで

確保する、できるようにするということで、本

当は減るべきではないと思います。 

  今の政権が策定した財政運営戦略によって、

３年間、地方の一般財源総額については前年度

を下回らないよう、実質的に同水準を確保する

というふうにしていたわけです。それが、2011

年度予算から適用されたと聞いております。そ

ういう意味で、24年度について、震災関連で減

ったということではなく、地方交付税は増額さ

れるべきというふうに思います。そうした要求

をすべきだと思うんですが、どうなんでしょう

か。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 地方交付税につきましては、

いろいろな方面から現状維持というふうな形で

要請されております。その結果を受けまして、

当初は震災の関係で減額ということでございま

したけれども、総額で前年度17.4兆円に対して、

24年度については17.5兆円と、0.1兆円ですけ

れども増というふうな見積もりになっておりま

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 地方交付税の増につい

ては、今の課長のお話では、ここでは、この予

算を立てる段階では減となったけれども、増額

になる見通しだというふうに受け取ってよろし

いのでしょうか。 
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髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 全体的には増とはなっており

ますけれども、普通交付税については前年度並

み、全国でふえる、減るという部分がございま

す。新庄市においては、前年度並みというふう

な見積もりでしており、安全率をとって同額と

しております。 

  ただ、特別交付税については、これは見込め

ないというか、影響が大きいのかなということ

で、4,000万円の減というふうな見積もりを立

てて市の予算を組んでいるところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） わかりました。財政を

立てるためには、先ほどの、前に質問した委員

の立場に同じだと思いますが、やっぱりしっか

り目に、少し抑え目に見る必要があるという立

場はわかるような気がします。 

  今後において、やっぱり地方交付税の増額を

要求すべきだと思うんです。市の市税が減って

いる中で、地方の財源を確保すると、下回らな

いようにするというふうに言ってきた今の政権

でもありますので、それは国民の総意でもある

と思うんです。 

  前に、三位一体改革ということで自民党政権

が地方に削減をしてきたときに、地方交付税の

大幅削減が来たときに、地方から「これではや

っていけない」という声を上げた結果、訂正が

行われ、政権がかわって、政権としては地方交

付税は下回らないようにしていくということも

言ってきた。そういう声をやっぱり国民が求め

てきたし、その方向にみんな運動したことで、

あの2011年度の交付税措置になってきたわけで

すし、そういう意味で、下から言っていくとい

うことが非常に重要だと思うので、そういうふ

うに地方交付税の増額を強く要求すべきだと思

いますが、どうでしょうか。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 この件につきましては、県を

通じて、あるいは総務省から財務省という形で

要求はございます。その結果が、今年度に対し

て微増というふうな結果になっていると思いま

す。 

  なお、地方交付税というのは、国税のうち所

得税、法人税、酒税、消費税等々の一定の割合

で交付税分ということで確保している税でござ

いますので、これによって増減があるのかなと

いうふうに考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 確かに、所得税、法人

税、酒税、消費税という税、国の税の総額はふ

えてはいません。というか、減っている傾向に

あるということは聞いております。しかし、そ

れをやってきたのは国の責任です。そうなるよ

うに景気や財政運営をしてきたという責任が、

結果としてあるんだと思います。 

  そういう意味で、責任のない地方に財源がな

くなるような方向で押しつける、少なくなった

というやり方ではだめで、やっぱり所得税、法

人税、酒税、消費税だと言われる国の税を、財

政をどう立て直すか。また景気を、景気がよく

ならなかったら入らないんだろうと思いますが、

その景気対策も含めて、国のあり方が問われて

いるんだと思います。それを黙って見ているわ

けにいかないし、やっぱり景気も、財政もよく

なる方向にするような手だてを市長としても要

求すべきなんだろうなと思います。そういうこ

とも含めながら、地方交付税の増額を要求して

いくべきだと思います。どうでしょうか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

遠藤敏信委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 全国市長会などを通しまして、地

方六団体において地方交付税の増額要求をして
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いるわけですが、民主党政権の悩みというもの

もありまして、毎年地方交付税をふやしている

のに、「ふやしてくれた」と言う自治体がない

ということが民主党の悩みだというふうに先日

聞いてまいりました。おかげさまで、民主党政

権になりまして、地方交付税は年々ふえており

ます。 

  ただし、今後そのままいくかとなると、大変

怖いものがあるというふうなことも地方自治体

としての考え方であります。景気に左右される

財源がなくなれば、赤字国債をどんどん発行し

ていいのかと、将来にツケを残していっていい

のかというようなことも、今後真剣に考えてい

かなければならないと思っております。以上で

あります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そういう意味で、国の

あり方というのは非常に重要でありまして、今

のにかかわって、税と社会保障の一体改革とい

うことで、何とか、何かなりそうな期待を持た

せているわけでありますが、実際どうなるかと

いうことを考えてみたいと思います。 

  まず、消費税について、一つですけれども、

現在５％ですが、地方消費税交付金というのが

15ページの６款にありまして、これが若干来年

度ふえるということです。これは５％でこうい

うことなんでしょうが、これが10％になった場

合、どうかということ……、その前にですが、

こういうふうに３億6,000万円入ったとして、

新庄市全体では支出が229億円になっているわ

けなんですね。これで消費税がどのぐらい、

５％になっている今の消費税がどれほど市財政

で食っているのかというか、それを見たときに、

まず５％の段階でこのくらいだというのがわか

るわけなんですが、その点わかればお願いしま

す。 

  それから、もしもこれが10％になった場合、

市の財政に与える影響はどのくらいになるのか

ということもあわせて考えていただきたいとい

う点を、財政課長にお願いします。 

  それから、一方の社会保障の内容についてな

んですが、来年度予算の関係で見ますと、19ペ

ージの14款の３節で子ども手当がマイナス２億

円というふうになっております。国から来るお

金ですけれども、これは子ども手当の廃止、そ

して手当の削減ということになっているんじゃ

ないかと思いますが、そうなのか。 

  また、11ページの１款の１項の市民税なんで

すけれども、プラス1,615万円になっています。

これは、子育て世代である年少扶養控除の廃止

による住民税増税分かと思われるんですが、そ

れについてはそうなのか、それとも年少扶養控

除廃止、住民税に今度から影響してまいります

が、その増税分というのはどのくらいになると

見ておられるのか、税務課長にお願いしたいと

思います。 

  それから、19ページの14款の４節に児童扶養

手当のことが載っておりますが、児童扶養手当、

削減とも聞いております。それがどういう影響

になってくるのか。 

  また市税に戻りまして、11ページの１款の市

税の中で、あと同じなんですけれども、年金に

かかわって、21ページの14款の２目に国民年金

事務費交付金というのがあります。ここで、年

金世帯についてなんですが、年金引き下げが、

特例水準の解消とか物価スライドということを

口実に年金が削減ということが来年度予定され

ていると聞いております。そういう意味で、年

金で暮らされている方のこの増税とか、収入の

減とか、影響などを見ておられたらお願いした

いと、把握しておられたらお願いしたいと思い

ます。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 税と社会保障の一体改革でご
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ざいますけれども、現在国会で審議中、どうな

るかわからない状況でございます。これが市の

財政にどのような影響があるかということにつ

いては、財政課としては試算はしておりません。 

  ただ、現在５％の消費税が10％になった場合

ということでございますけれども、現在、消費

税５％のうち１％が地方消費税というふうにな

ってございます。これが10％になった場合とい

うことで、その内訳について国で示しておりま

すけれども、５％分の上乗せについては、地方

消費税が1.2％含まれるというふうなことにな

っております。その情報しかありませんので、

これ以上、勘弁いただきたいと思います。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 委員御指摘のとおり、個人市

民税については、24年度、年少扶養控除の廃止

によりまして、個人市民税をその分増加いたし

ております。ただ、見込んでいるのは、税収の

増加が、約8,700万円ぐらいの増収が見込まれ

ると。 

  ただ一方で、24年度から、この個人市民税に

ついては特別徴収の推進というふうなことで、

24年度、約500社程度を追加することになりま

すので、そうした場合に24年度の税収から減算

される分、いわゆる来年の４月、５月分が減算

される分も3,000万円ぐらいあるだろうという

ふうなことで、そういった事情を加味した上で

の予算措置でございますので、市税そのものに

ついては、一応ほぼ微増というふうなことでご

ざいます。個人市民税については微増というふ

うなことでございます。以上です。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 19ページにございます子

ども手当負担金の国庫負担金が減った件でござ

いますけれども、これは子ども手当そのものの

支給の仕組みが大きく変わったということでご

ざいます。昨年度の予算を立てた時点では、一

律の１万3,000円というような支給額でござい

ました。そのときの情報としては、一部では２

万円というような情報もございまして、その最

大の額で見積もっていたわけでございますが、

現在のところは年齢によって差が出てきており

ます。１万5,000円の人もいれば、１万円の人

もいると。その１万円という人の数が多くなり

ます。３歳以上小学校の場合が全部１万円とか、

中学生は全部１万円とかということで、人口の

多い部分が１万円と安くなったということでご

ざいます。したがいまして、給付する額が減っ

たことに伴って国庫負担も減ったというふうな

仕組みでございます。 

  それから、児童扶養手当の件でございますが、

単価的には微減というふうなことになっており

ますけれども、これは児童扶養手当につきまし

ては、御本人の所得によって手当の額が変わり

ます。私のほうで今見込んでおりますのは、対

象者が前年に比べて減ってきつつある傾向にご

ざいます。そういったことの実績に応じた見込

みということでございます。 

川田美浪市民課長 委員長、川田美浪。 

遠藤敏信委員長 市民課長川田美浪君。 

川田美浪市民課長 今、委員のほうから、国民年

金事務費交付金のお話がありましたので、私の

ほうから御説明させていただきます。 

  これは、あくまでも市が請け負って、国から

法定受託事務として請け負っております金額が

昨年より減ったということで、国が示しており

ます比例係数といいますか、掛けるところの単

位係数が減ったということで24年度は減額させ

ていただきました。以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 消費税について、財政

課長のほうから、影響については見てはいなか

ったということなんですが、私の大ざっぱに考
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えたところでは、消費税５％ということで、

229億円に５％を単純に掛けてみますと11億円

でしょうか、11億5,000万円ぐらい。11億5,000

万円ぐらいが、これは消費税が全部かかったと

仮定してですけれども、大ざっぱの大ざっぱで

大変失礼なんですけれども、それほど、市で支

出する部分に消費税がかかるのでないかという

ふうに、取られることになるんだろうなという

ふうに見ております。 

  これが倍になるということになりますと、23

億円ぐらいが消費税に取られることになるんだ

ろうかと。大ざっぱの大ざっぱですけれども。

そうなりますと、市の財政を考えたときに、そ

んなにこれから収入がふえるということは、ど

う考えてもないような気がしますので、消費税

が倍になっていくことは、まさに市の財政運営

に大変な圧迫、さまざまなものをどんどん切り

捨てなければならない方向に持っていかれるん

だろうなという気がするんじゃないでしょうか。 

  それから一方、じゃあ、消費税を上げて社会

保障をよくする見込みかというふうに見たとき

に、来年度の中で見ても、大事な子育て支援で

あるはずのものが、子供を持っている人が、年

少の子供を持っている人が単純に、１人いれば

３万3,000円増税、２人いれば６万6,000円増税。

市としては、8,700万円見込んではいるけれど

も、さまざまな景気の悪化などから収入が減っ

ていることがありまして、だと思うんですが、

なかなか税収が上がらない見込みになっている。

それで年金は引き下げられる。児童扶養手当の

削減については、これは今、国会で言われてい

ることなので、これから市に具体化されてくる

んだろうと思います。 

  そして、現在はっきりわかっているのが、後

期高齢者医療保険の値上げ、国民健康保険税の

値上げ、介護保険の値上げということで、市民

から見たら来年度予算というのは、まさに社会

福祉・社会保障の切り捨てという国の悪政、政

治がそのまんま市民にやってくる内容。それに

消費税が、大増税が上乗せされる予定になって

いるということで、これは考えてみても、国の

借金が本当は減ってほしいと考えられるわけで

すが、これでは所得税だとか、お酒も飲まなく

なるだろうし、消費税は上がるかもしれません

が、ほかの税金がまた入らなくなるという悪循

環を招く、財政の悪化をまた招いてしまう結果

になるんじゃないかと考えられるんです。 

  私、日本共産党としては、私個人ではないん

ですが、共産党としては、大金持ちと言われる

株の配当金をたくさん受ける方とか、また、大

企業の内部留保金が260兆円になっている、こ

れは10年間で倍以上になっているそうですが、

ここに、全部使えと言っているのではなくて、

ある程度は必要ですけれども、こういったとこ

ろを本当は税金で取っていただく、減税じゃな

くて取っていただくような仕組みをつくる。大

金持ちや大企業にもう少し、減税ではなくて増

税でもいいのではないか、もうけたところには

まともにもう少し増税していいんじゃないかと

私は思います。 

  また、無駄遣いという点で、八ッ場ダムが復

活してみたり、東京の下のほう、地下40メート

ルを掘るとか、そういう大型公共事業が出てい

るようですから…… 

遠藤敏信委員長 ちょっと話が拡散しているんじ

ゃないかというふうな気がしますが。 

１ 番（佐藤悦子委員） 消費税についてはだめ

だと、私は言っていただきたい、市長には。と

いうことと、財源確保のために、大金持ちや大

企業にまともに税金を払ってもらうようにした

ほうがいいんじゃないかというふうに、あるい

は無駄遣いの削減ということを市長としては言

っていただくことが、私は市民の財政を守る、

市民の景気を守る、暮らしを守る、そういう点

で重要なことだと思うんですが、市長の見解は

いかがでしょうか。 



- 186 - 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 ただいま国レベルの政策につ

いて意見を述べているような気がいたします。

あくまでも、市の財政については市で調整する

と。それ以外に、国の政策、あるいは法律に従

って新庄市の予算があるということで御理解い

ただきたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 財政課長としてはそう

いうことだろう、そうなんだろうなというふう

に思います。 

  しかし、このように今行われようとしている

消費税増税や社会保障の切り捨てで、本当に新

庄市の財政がよくなるのか、見通しが持てるの

か、その点について市長はどう考えているのか。

市長というのは、非常に大事な立場にあるなと

思います。市長会ということもありますし。ど

うなのかということをお聞きします。 

  それから、もう一つ、ちょっとお聞きしたい

のは、予算書の中の26ページの18款で基金から

の繰入金というのがあります。23年度３月末の

現在の基金総額は幾らになっているのか、また、

24年度末の基金はどのくらいと予想されている

のか、お願いします。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 国の政策については、コメン

トできないのかなと思います。 

  財政調整基金についての御質問でございます

けれども、22年度末で13億4,300万円というふ

うな形で決算書で報告しておりますけれども、

平成23年度末ということでございます。これに

ついてはまだ、平成23年度の予算については３

月補正で御提案しておりますけれども、その後、

雪の関係でまだ動くのかなということがござい

ます。ただ、現在の時点での23年度末の現在高

でございますけれども、11億3,500万円ほどと

いうふうになっております。 

  平成24年度については、当初予算におきまし

て１億5,000万円、取り崩しを予定しておりま

す。その結果、24年度末では９億8,000万円と

いうふうな形になろうかと思います。ただし、

現在、雪の状況を見ながら追加の補正というこ

ともあるのかなということで、その財源につい

ては現在、税収等財源はございません。したが

いまして、補正するとすれば財政調整基金を活

用するというふうな形で、その年度末の残高は

減となります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 消費税増税と社会保障

の一体改革について、市長のほうでは期待して

いるような所信表明だったように思います。し

かし、このように期待できない、やっぱり問題

だと、このままいけば市の財政とか市民生活は

大変なことになるんじゃないかということで、

市長として、ぜひ市長会などで強く呼びかけて、

働きかけを行っていただきたいと思いますが、

どうでしょうか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

遠藤敏信委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 グローバル社会の中において、日

本が置かれている状況をさまざまな観点から考

えていかなければならないと、そんな思いで今、

政府も動いているのではないかなと思います。

その中にあって、地方分権、地方主権というふ

うな流れを我々がどういうふうに受けとめてい

くかというふうに思っております。 

遠藤敏信委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時０２分 休憩 

     午前１１時１２分 開議 
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遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  一般会計の歳入について、ほかに質疑ござい

ませんか。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） それでは、４点ほどお

伺いします。 

  １ページの第４条の一時借入金のところにつ

いてお伺いいたします。 

  これの一時借入金、15億円なんですけれども、

15億円借り入れしようと思ったら利息がかかり

ますので、銀行の預金を２分の１解約して充用、

あと、特別会計の現金を流用することによって

利息が減となるのではないかと思うんですけれ

ども、その辺の考え方はいかがでしょうか、お

伺いいたします。 

小山田 昭会計管理者兼会計課長 委員長、小山

田 昭。 

遠藤敏信委員長 会計管理者兼会計課長小山田 

昭君。 

小山田 昭会計管理者兼会計課長 お答えいたし

ます。 

  銀行から一借というのは、銀行で定められて

いる正規の利息を払って市が借りる制度でござ

います。それを、現在は市の基金、財政調整基

金を活用しまして、その財政調整基金で足りな

い分について一借という制度をとっております。

ですから、財政調整基金で、今定期預金をして

おりますけれども、その定期預金を解約して、

19番の一般口座の普通預金口座に繰り入れしま

して、そこでそれを活用して、そして３月30日

にまた定期預金に組み戻すというようなことで、

そのときに資金が足りなくなった場合に、一借

という方法で補てんすると。そして、来年度に

なりましたら、交付税が入りましたら、それで

またその分を補てんするというような形で現在

やっております。以上です。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜委員） まず、いずれにしても

利息がかかるわけですよね、利息が。だから、

銀行預金を解約しないにしても、例えば特別会

計のほうで現金が、そのときそのときに一時必

要な金額、現金があればね、それを利用すれば、

一時借り入れする利息がかからなくて済むので

はないかなということなんですけれども、いか

がでしょうか。 

小山田 昭会計管理者兼会計課長 委員長、小山

田 昭。 

遠藤敏信委員長 会計管理者兼会計課長小山田 

昭君。 

小山田 昭会計管理者兼会計課長 今申し上げた

とおり、定期預金をしているものを解約しまし

て普通預金にするわけですので、その分の利息

の差額が出てくるわけです。その分が、基金を

取り崩した場合に、市の持ち出しとして一応基

金のほうにまた積み戻ししなきゃならないとい

うお金が必要になるということでございます。 

  ですから、今やっておりますのは、基金を解

約して普通預金に繰り入れしまして、それで運

用をして、そして３月30日にまた基金に戻さな

きゃなりませんので、また定期預金をして基金

に戻すと。そして、その戻すときに、もし資金

が足りなくなった場合に、初めて一時借入金と

いうことで、普通交付税が入るまで借りるとい

う制度をとっているということでございます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） それでは、定期預金の

ほうはちょっとこっちへ置いておいて、特別会

計の現金をですね、一時的に必要な場合は特別

会計のほうの現金を利用して、補てん、償い、

利用すれば利息がかからないのではないかなと

思うんですけれども、その辺はどうでしょうか

ね。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 
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遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 財政調整基金以外の基金につ

いてだと思いますけれども、繰りかえ運用のこ

とだと思います。それについては、ほかの会計

の基金、例えばシルバー福祉基金とか国保の関

係の基金がございます。以前は、基金が潤沢な

ころには繰りかえ運用という形で使わせていた

だいておりました。しかし、現在、残額が相当

少なくなっているということで、まずは財政調

整基金の繰りかえ運用をすると。それで不足す

る分については、一時借り入れという形で活用

しているという状況です。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） とにかく利息が余りか

からないような対策でやりくりしていただけれ

ばと思います。 

  次は、９ページの総括の９番目の地方特例交

付金が、本年度予算額はかなり少ないんですけ

れども、これの原因は何でしょうか、お伺いい

たします。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

遠藤敏信委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 地方特例交付金でございます

けれども、前年度3,700万円から1,120万円とい

うことで、2,650万円減となっております。こ

れにつきましては、子ども手当特例交付金、制

度改正によって、今年度1,900万円ございまし

たけれども、この分が減となっていることでご

ざいます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  14ページの配当割交付金ですか、これが減少

しておりますけれども、前年度と比較しまして

本年度はかなり減少していますけれども、この

理由をお伺いいたします。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 この配当割交付金につきまし

ては、その時折の時代の株式等の配当によって

影響されます。ただ、この部分については、１

月１日から12月31日までの間に受けた配当と。

所得税については、所得税と地方税、かかるわ

けでございますけれども、県に納められた配当、

配当されたものの約68％が県内の市町村に配分

されるということで、必ずしも即その部分のや

つが直接こちらのほうに配当されるわけではな

いというふうなことでございますので、株式譲

渡、それから公社債等のものもありますけれど

も、そういったもろもろの部分の収益の配当割

なので、実際にどの程度になるかというのは、

県のほうで、今年度はこのぐらいになるだろう

というふうな見通しのもとに、市のほうでも、

大体この程度の減額でというふうなことで予想

した数値でございますので、御理解のほどをお

願いします。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） ありがとうございまし

た。 

  次に、最後に、25ページのふるさと納税寄附

金、これが横ばいなんですけれども、何かＰＲ

といいますか、何か依頼の仕方というか、その

辺一工夫をしないと増額しないんじゃないかと

思うんですけれども、その辺はどうなんでしょ

うかね。 

野崎 勉総合政策課長 委員長、野崎 勉。 

遠藤敏信委員長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 ふるさと納税寄附金につ

きましては、当初64万円で上げさせていただい

ております。平成23年度で今のところ、この間

も申し上げましたが、300万円を超える寄附金

額がございます。ただ、その中に一部、相当高

額な寄附者がございますので、その方を除きま
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すと、安全値といたしまして64万円という金額

をここに計上させていただいたもので、実際数

値としてはもう少し伸びるのかなというふうな

見込み、そのような期待もしておるところでご

ざいます。 

  そういったことで、ふるさと納税の寄附金額

につきましては、やはりふるさとを思う気持ち

をいっぱいお持ちいただいて、当新庄市のほう

にいただくというのが一番理想でございますの

で、そういったＰＲ、もしくはお礼品といった

ものについても多少工夫させていただきながら、

来年度進めたいと思ってございますので、よろ

しく御理解いただきたいと思います。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） では、新庄市を心から

思っている方がたくさんおられると思いますの

で、一工夫して、さらにこれが増額になるよう

にしていただきたいと思います。終わります。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳入について、質疑を終結します。 

  次に、一般会計の歳出に移ります。 

  一般会計の歳出について、質疑ございません

か。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

遠藤敏信委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） それでは、農業費、ペ

ージ数で申しますと65ページで、学校給食にお

ける地産地消促進事業費補助金ということで

571万8,000円ございますが、９月の決算のとき

にも御説明を伺ったと思いますけれども、詳し

い内訳を教えていただければというふうに思い

ます。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 大変失礼しました。 

  学校給食における地産地消の関係なんですが、

これにつきましては、学校給食で副食分、主食

でない副食に対する、米以外の副食分に対して、

週４回あるわけですけれども、これらに対して

の補助金になります。小学校給食につきまして

は単価として15円、これが年間ですと２万

5,660食で38万4,900円、それから中学校給食で

すと、これは単価がちょっと上がりまして20円

になります。それが１万3,660食で27万3,200円。

これと、あと経過措置というふうなことで前か

らやっているわけですけれども、平成22年度の

米飯給食に対する交付金を行った、22年度を基

準として、それの90％を補助金として交付する

というふうなことになりますので、それも合わ

せますと571万8,000円というふうな数字になり

ます。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

遠藤敏信委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） ありがとうございます。

副食、私はちょっと米の、地元の米を使ってい

ただくための予算かなと思いましたけれども、

副食ということでございます。 

  それで、次のやつが、教育費の中の92ページ

でございます。92ページの学校保健費、学校給

食で759万2,700円とございますが、その中で、

親子給食調理とか給食にかかわる部分があるん

です。それで、今のところの学校給食の１食当

たりの単価を教えていただければというふうに

思います。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 給食費というふうなこと

で子供たちの親御さんから集金しているのは、

小学校265円、中学校が310円から320円の間と

いう形になっております。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

遠藤敏信委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） 全体的に新庄市の場合
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は地産地消、あるいは地産外消という形で、市

内でとれたおいしい農産物を多くの方々に届け

たいと。大前提は、適正な価格というのがござ

いまして、例えば私ども、昼に昼食ということ

で考えますと、大体400円から800円ぐらい使っ

ていると。将来を担う子供たちが260円から320

円であると。それに関して、それを変えてしま

うとなると親御さんの負担もふえて大変なんで

しょうけれども、国あるいは県、当然新庄市の

お金も余りないとなるならば、利用者がもう少

し相応の負担をしてもいいのかなと。そうしな

いと、例えば米一つ、農協から出るにしろ、そ

の価格では給食を請け負っている方々との値段

が合わないということでございますので、直接

24年度の予算には関係ございませんが、利用者

の方々の負担もある程度上げていかないと、新

庄市の地産地消ということに関しましては、も

う限界状態であるという認識を持っております

ので、御検討をいただければというふうに思い

ます。 

  それから、もう一度、農業のほうに戻りまし

て、ページ数で申しますと68ページでございま

す。農地・水・環境保全向上対策が平成24年度

から若干変わるということですので、変更点の

概要、新庄市の対応はどうされるのかというこ

とで、農林課長からお伺いしたいと思います。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 農地・水・環境保全向上対

策事業につきましては、平成19年からやってき

て、23年で５年間を一応終結といいますか、ほ

ぼ５年間の目標は完了して、24年度からまた同

じ形で事業を国のほうでは継続したいというふ

うなことです。いわゆる農用地の整備、それか

ら農用地に関する、附帯に関する環境整備、そ

れから一番大きなものは、逆にこれは目的には

書いていないんですが、農家、農業集落のコミ

ュニケーションづくりかなというふうなことで、

別に今、農水省のほうでは担い手総合支援対策

事業というふうなものが出てくるわけですが、

そういった農地の移動が余り極端に動くと、ど

っちがいいのかわからないんですが、集落自体

が疲弊してくる、コミュニケーションがとれな

いというふうな選択肢もあろうかと思いますが、

そういったことで農業集落の環境づくりをやっ

ていくというものは引き続きやらせていただき

ます。 

  それから、もう一つは、今の件につきまして

は、そこの集落を集団で、集落もしくは地縁的

な集落の何村かの地縁的な形でやっていて、現

在90数％、市内110ほどの農業集落があります

けれども、約90の後半台、ちょっと稲舟地区の

南側のほうで取り組んでいない集落が二、三カ

所ありますが、そのほかはほとんど頑張ってや

っていただいております。 

  また、24年度からそれにプラスアルファとい

うふうなことで追加になったのは、個人で対応

する、集落ではなくて個人で、個人農家が対応

する環境整備事業というふうなことで、これは

市の負担持ち出しで500万円、総額で1,500万円

というふうなことで、さきに総合支所のほうで

研修会もさせていただいて、担当者のほうも集

落のほうにたまに入っておりますが、個人でそ

ういった環境保全を取り組める、いわゆる耕作

が終了した土地に、例えば緑肥的な、えん麦と

かそういったものをまいて有効な土壌づくりを

するとか、畝間にそういった肥料になるものと

か、遮光性の強いものを畝間にまいて、除草剤

とかを使わないで有効的にといいますか、自然

の植物によって安全・安心な作物をつくってい

くというふうなことへの対応というふうなもの

も含めて、一定の条件はありますけれども、山

形県のマイスター登録とかそういった認証を受

けた人、それから認定農業者の一部の方々で対

象となる方々は新庄市内で約100名いると思わ

れますが、そういった形での新しい対応という
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ふうなことで来年度から取り組ませていただく

ような形になります。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 先ほどの説明でちょっと

足りない点があったかと思いますので、追加さ

せていただきます。 

  まず、新庄市ですが、先ほど申しましたのは、

親御さんから集めているお金については食材費

というようなことで、そのほかに小中学校の給

食全体として7,592万7,000円ほどの予算を組ん

でおります。その中では、親子給食の委託

7,100万円余りですか、それからそのほかに自

校給食で４校やっております。そんな形で実施

をしているところです。また、新庄産の一等米

を使うための補助金等も出しております。そう

いう点では、なるべく地元の産物を使うような

形の配慮をしているというふうに考えておりま

す。以上です。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

遠藤敏信委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） ありがとうございます。 

  初めに、とりあえず給食の件で、これからま

た時間をいただいて、御相談になろうかと思い

ますけれども、ぜひまたひとつよろしくお願い

いたします。 

  先ほどの農地・水の件に関してですけれども、

これまで市内のほとんどの集落単位での取り組

みがあったというふうに私も認識しております

けれども、本来であれば、農業者はみずからの

事業をすることによる利益によって、みずから

の住む農村を含めた水、あるいはその施設管理

はやってきた状態です。それで、19年度で何で

このような事業が通ってきたかと申しますと、

申すまでもなくて、農業者が内部留保できて、

そこにみずからの環境投資できるお金がなくな

ったと。国や県も、農業の多面的な機能に関し

まして、国民の税金あるいは県の税金を投入し

てもしかるべきという判断になってきた経緯が

あろうと思います。 

  私どもも一集落として取り組んでまいりまし

たけれども、非常に使い勝手のよい制度でござ

いまして、おかげさまで農道、あるいは基幹水

路と、基幹水路に関しましては、土地改良区の

絡みもございまして、事業者というか集落単位

で取り組むには限度がございますけれども、そ

れなりに施設の延命化、あるいは環境整備とい

うことで非常に役に立った制度であるというふ

うに認識してございました。 

  当然、今の農林課長の答弁でございますと、

とりあえず最も薄れがちな集落のコミュニティ

をもう一回つくるんだというような観点もござ

いますので、あるいは、あと全体的に新庄市は

おいしい安全なものをつくるという観点に立っ

ておりますので、24年度以降、また四、五年続

くのかなというふうに認識しておりますけれど

も、ぜひ、当初予算はこの額ですけれども、来

年度以降、また新たなオプションが出てくるか

もしれませんけれども、柔軟な対応をしていた

だけますようにお願い申し上げまして、終わり

ます。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

４ 番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

遠藤敏信委員長 小野周一委員。 

４ 番（小野周一委員） では、最初に、主要事

業の16ページの平成24年度の人・農地プラン作

成事業のほうの青年新規就農倍増プロジェクト。 

  次に、34ページの２款総務費、区長行政事務

委託料。 

  次に、64ページ、６款１項２目の、これ、ど

っちを言ったらいいかちょっとわからないんで

すが、農業振興地域整備計画総合見直しと、そ

の中にある農業振興地域整備計画の策定業務委

託料。 

  次に、65ページ、先ほどの石川委員とダブら

ないと思いますけれども、農業費の学校給食に
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おける地産地消促進と、これに関しての地域循

環型堆肥製造事業費。 

  次に、同じ項目のエコロジーガーデン推進事

業費の中のエコロジーガーデントイレ設置。 

  あと、次に同じ農地費の66ページの、恐らく

これは食育・地産地消・販売拡大推進の中のイ

ベント開催実行委員会の負担金の中に入ってく

ると思うんですけれども、それを聞きたいと思

います。 

  最後に、75ページの７款商工費の物産振興対

策事業費について、まずお聞きします。 

  最初に、主要事業についてお聞きします。実

は、去年の暮れでしたかね、農業新聞のほうに、

新規農業者に対して年間150万円、最長で７年

間の支援をしますとお題目だけ書かれて、皆さ

んにとっては、これから農業をしたいという

方々がそれに期待したわけなんですけれども、

実際に私の仲間の、例えば子供たちも農家をし

たいと。 

  実際、事務方に話聞くと、果たしてそれが実

際現場と、やれないんじゃないかなと、そうい

う声が聞こえるんですけれども、特に農地の件

ですよね。恐らく課長はわかると思うんですけ

れども、恐らくこれから、幾ら国でやってもや

っぱり一番原課の農林課のほうに、そういう地

元の若い人なり、あと親御さんが説明、来ると

思うんですけれども、わかる範囲でいいんです

けれども、その辺の特に面積のこと。今は150

万円、最長で７年間って、そういう頭しか今、

若い人たちにないものですから、じゃあ、それ

をクリアするためには、農地を例えば自分のも

のにしなければいけませんよとかいろいろある

と思うんですけれども、その辺、まずわかると

ころがあったら教えていただきたいと思います。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 まず、「人・農地プラン」、

これは俗称といいますか、愛称といいますか、

正式には「担い手総合支援対策事業」というふ

うなキャッチフレーズで国のほうでは発動しま

した。これは、委員も御存じのとおり、要する

に集積をかけて、ＴＰＰの関係も当然あるんだ

ろうと思っていますが、20ヘクタールから30ヘ

クタールの中心経営体をつくっていくんだとい

うふうなことであります。 

  ただ、一つの集落に仮に50人の農業者がいて、

２町歩ずついたとしても100ヘクタール、この

100ヘクタールを20町歩から30町歩の担い手に

落とすということになれば、五、六人で済むわ

けです。そうなると、残りの８割方の人はじゃ

あ職を失ってどうなるのかというふうなことも

あって、なかなかそこら辺の集積は非常に難し

いというふうなことで、国では目玉商品のよう

に今やりつつあるんですが、現場においては恐

らく農地銀行活動とか、農用地利用増進計画で

もこういった形を進めてきた経過がずっとあり

まして、その中でもなかなか進まないという現

状においては、行政としては今、国のほうでも

８割方しか、ちょっと要綱、要領を出していな

い部分があって、100％まだ把握し切れていな

い部分があるので、その残りの部分をここ１カ

月でどういうふうにするかというふうなことを

もっと詰めていきたいんですが、なかなかその

地域の中で人・農地プランをつくって、それを

20町歩、30町歩の担い手に集約するというのは

非常に困難だと私は感じています。 

  ただ、農政としては、これから将来進めてい

かなければならない事業ではあるという認識は

持っておりますが、やはり農地であっても人の

財産ですし、やっぱり２種兼農家とかはもう、

１種兼の方は、それを自分の生活の種として農

地をつくっている、または２種兼の人なんかは

楽しみでやっているという人もおるので、集約

というものはなかなか難しいであろうというふ

うな実感を受けながらも、進めなければならな

いということで勉強中でございます。 
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  もう一つ、青年農業者の支援事業というふう

なことで、１年間150万円お上げしますよと。

そこだけが何かすごい報道で先行してしまって、

要するに７年間というのは、その前提として研

修期間が２年間あって、例えば農業大学校は該

当しているというふうな、今、確認しておりま

すが、農業大学校で２年間勉強している間も

150万円もらえると。それで、そこから農家に

戻って農業をやった場合、150万円、７年間も

らえると。大変な額なわけですよね。市の職員、

市に臨時として働いてきた人よりも余計もらえ

るというふうな金額になってしまいます。 

  実際には、250万円以上の所得を上げた場合

はだめですよと、それから農業大学校あたりで

研修期間中にお金をもらっても、農業に使わな

ければだめですよと。逆に、返してくださいま

でちょっとはっきり言っていないんですが、そ

ういうことも考えられるということで、例えば

農家に就農した場合、これはいろいろ規制が、

農地法の規制なんかもあるんですが、例えばハ

ウス園芸の場合は２反歩、３反歩あれば可能な

んですけれども、畜産も可能だと。ただ、耕種

農家として一部入った場合には農地法上の問題、

農芸家さんいるんですが、５反歩という制限が

引っかかってくるのではないかと。あと、もう

一つは、農業者年金をもらっている親が子供に

贈与した場合、これもやっぱり年金がとまるか、

生前一括贈与の猶予税を一括納付するとか、そ

れから第三者から買った場合に５反歩以上とい

うふうな制限が出てくる。そういったいろいろ

な制限のほうが今のところ多く見えていて、ち

ょっとバラ色のように、150万円って、多くの

方は来ているんですが、なかなかそう簡単には

いかないよと。 

  あとは、地域の中で、今言った、人・農地プ

ランを、例えば大字萩野でも、大字昭和でもい

いんですが、つくった場合、後継者としてその

人を本当にその地域全体で認定して担い手とし

て育てていけるのかというふうな非常にメンタ

ルな点もございまして、進めるべき仕事ではあ

りながら、今ちょっと相当迷っているところが

本音というふうに申し上げておきたいと思いま

す。 

４ 番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

遠藤敏信委員長 小野周一委員。 

４ 番（小野周一委員） やはり今、原課の課長

が言われたとおり、本当にマスコミのほうが早

く出ましたので、これから農業をしたいという

方が「ああ、これはいい制度だな」と皆飛びつ

くわけですよね。特に親御さんも、やっぱり自

分の子供が継いでくれればと。そういう関係で、

だから、ことしも新聞等に出ましたけれども、

新庄市の農業大学校の卒業生が全国で最優秀、

優秀って、本当に上位になったわけです、コン

クールでね。でも、いざこういう制度を利用し

たいといって事務方に行った場合、今、五十嵐

課長が言ったとおり、現実的にどうもやっぱり

マッチしないというか、合わない制度なんです

よね。これはやはり上のほうの行政サイドに現

場の声を届けてほしいなということであります。

我々も議員として、別な面で行動しますけれど

も、その面も事務的にお願いしたいと思います。 

  次に、２番目に、先ほど言いました34ページ

の区長手当の件でありますけれども、これは私

も何回もこの議場で言っているんですけれども、

平成16年ですか、新庄の財政が悪かったから、

その当時は区長会の皆さん方の本当に同意を得

て、みずから削減してもらったんですけれども、

その後、平成21年までですよね、そしてその間、

いろいろ職員の方々の若年層の１級から３級の

手当も上げてほしいと、そういう時期にやはり

均等割のほうも2,000円ほど上げてもらって、

今は世帯割数のほうが削減のままになっている

わけですよね。実際やはり、この一般質問でも

あり、その前のでも話あったんですけれども、

特別職の報酬の件もあります。職員の方々の管
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理職の件もあります。まして、我々議員の報酬

も独自削減が終わりました。 

  そういう中で、地域で一番頑張っている区長

の手当をこのままにしていいのかと、そういう

話、予算委員会、事務方でならなかったの、本

当に私、不思議なんです、これね。本来ならば、

こういう方々の今まで削減したものを復活して

から我々の報酬なり、特別職の報酬なりを復帰

するのが当たり前じゃないかと私は思うんです

けれども、もう今回は予算に計上されているか

らどうしようもないんですけれども、例えばこ

れをもとに戻した場合、この均等割、世帯数で

すか、もとに戻した場合、総額でどのぐらいに

なるんですか、総額で。今までの私が言った、

我々議員報酬なり、特別職の50から20、そうい

うことも踏まえて、ちょっと回答をお願いしま

す。 

野崎 勉総合政策課長 委員長、野崎 勉。 

遠藤敏信委員長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 区長手当の御質問でござ

います。区長手当につきましては、先ほど小野

委員のほうから御指摘のあったとおり、平成16

年に、区長の皆様の御理解をいただきながら引

き下げという形になりました。その後、平成22

年に均等割、これは区長お一人様当たりの手当

の額でございますが、１万円から１万2,000円

に上げさせていただいております。 

  その後、今年度、来年度の当初予算でござい

ますが、これにつきましては、均等割につきま

しては１万2,000円を１万5,000円、3,000円引

き上げさせていただきたいということで、この

たびの予算に提案させていただいております。

そうした思いもありますし、また、やはり小野

委員御指摘のとおり、地域の現場にあって苦労

していただいている区長の皆様に少しでも復帰

できればというふうな思いがありまして、均等

割のほうを１万2,000円から１万5,000円、

3,000円引き上げさせていただく提案でござい

ます。 

  なお、世帯割につきましては600円、現状の

ままの提案でございます。平成16年以前、これ

は確かに御指摘のとおり800円ということで、

まだそこに手がついておらないわけでございま

すが、世帯数１万3,000でございますので、200

円引き上げをすれば260万円強の新たな財源が

必要になってくるということになりますが、こ

の検討につきましては、とりあえず今年度は均

等割3,000円の引き上げ、その後、方向性とし

て今後の検討課題というふうに認識してござい

ます。以上です。 

４ 番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

遠藤敏信委員長 小野周一委員。 

４ 番（小野周一委員） ありがとうございまし

た。 

  課長、まず今回3,000円を上げたと、均等割。

ただ、これは平成15年にただ戻しただけですよ

ね。ただ戻しただけですよ。だから、私が言っ

ているのは、我々議員だって、もう削減がなく

なったんだ、独自削減が。市長だってもう、50

から20にやっているんだ。副市長だって10％も

やっているんだと、教育長だって８％やってい

るんだと。どうしてその前に、一般の方々の区

長さん方のをもとに戻さないんだと、こう言っ

ているんですよ。だから、たった260万円でし

ょう、たった。たったですよ、そんなの。 

  だから、先ほども言いましたけれども、13市

の１級から３級の方々の手当を上げてください、

扶養手当500円上げてください、はい、財政転

落関係で凍結してきましたよね。でも、１級か

ら３級のあれは二、三年前に上げましたよね。

あとは扶養手当、総務文教常任委員会では通っ

たんです。あと、最終日、どうなるかわかりま

せんけれども、ある程度、職員の方々のそうい

う手当関係も13市並みに戻っているんです。ど

うして、ここに手をつけないんです。たった

200万円ですよ、200万円。150億円のうちの200
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万円ですけれどもね。 

  また聞きますけれども、これ、何とかなりま

せんか、本当に。必ずまた出てきますよ、これ。

役所関係のいろいろな公共事業値上げに関して

も恐らく、そういう会合なり、何、私行った場

合、必ずなります、これ。やはり私は、我々議

員報酬も、独自削減したやつもなくなった、そ

れはあくまでも市長の判断でされたんですけれ

ども、あと、市長、副市長、教育長もね、20％、

10％、８％になったし。あと、今までの懸案だ

った扶養手当も常任委員会ではあのとおりにな

ったんだから、今後そういう、考える余地はあ

りませんか、じゃあ。 

野崎 勉総合政策課長 委員長、野崎 勉。 

遠藤敏信委員長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 先ほど御答弁させていた

だきましたが、このたび3,000円を引き上げた

ということで、その方向性で今のところ考えて

いるというところは間違いございませんので。 

  ただ、一時にその600円を800円にできるかと、

セットで全部戻すかということになりますと、

もう少し時間をかけて、検討するべきところは

検討しなくちゃいけないということもございま

すので、ただ、その方向性につきましては、小

野委員がおっしゃられたとおりの方向性を同じ

ように思っておりますので、よろしく御理解願

いたいと思います。 

４ 番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

遠藤敏信委員長 小野周一委員。 

４ 番（小野周一委員） 何回も言うようだけれ

どもね、これ、3,000円戻したのは前に戻した

だけです、ただ。ただそれだけ。もう少しやっ

ぱり前向きに考えてみてください、本当に。だ

からこれは、こういう区長の手当を戻してから、

やっぱり我々なり特別職の報酬を上げるのが普

通だと私は思いますよ。 

  次、ちょっと飛びまして、64ページの１項農

業費のうちの農業振興整備計画見直し事業です

か。恐らくあと２年で終わるわけですよ、これ

ね。農林課かな、これ。今の進捗状況と、あと、

昨年の12月だか年度末の限度で、一応の、これ

は別にその中にあるんですけれども、土地に関

する、移動に関する、利用計画に対する農家の

意向調査がありましたよね。その経過について

ちょっと全体像と、今までの策定の途中経過と、

昨年度行いました意向調査のアンケートという

か、その結果についてお聞きしたいと思います。 

遠藤敏信委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午後０時００分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  なお、代表監査委員髙山孝治君より、午後か

ら欠席する旨の届け出が出ております。 

  午前中に引き続き、質疑を再開いたします。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 いわゆる農振の見直しの件

でございますが、やはりこれは「農業振興地

域」というふうな名前、読んで字のごとく、農

業を振興するための農林の施策の中で線引きを

決めるなり、例えばそこの地域で作付作物を決

める、それから土地利用を決めるといった総合

的な農村基盤の整備も含めて、その中から生ま

れてくる、例えば農振の除外の地域とかがある

わけです。ですから、今のところ、前の一般質

問の中にも若干その辺触れられている部分があ

りますが、今のところは12月まで、農業だより

なんかを通して、農家からそういった計画性の

あるものはまずは挙げてみてくださいと、計画

を出してみてくださいと。出したから必ず外し

ますとは言っていませんので、今のところはま

ないたに上がったような状況というふうに申し

上げておきたいと思います。 
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  その中で、農業振興地域の整備促進協議会、

それらにも諮らなければなりません。まして、

あとは市の計画の中で６団体、いわゆる農協二

つ、土地改良区二つ、農業委員会、森林組合、

これらの同意を得た上で、整備計画全体の確認

と、それから線引き、要するに付図、図面によ

って農振を除外する場所がいいか悪いかという

ふうな意見をもらいながら県のほうに進達する

というふうなことになりますので、スケジュー

ルとしてはことしの夏前後、本来７月ごろを目

安に行っていたんですが、航空写真等々の図面

作成が震災、国際航業が仙台のほうにあるため

に３カ月ほどちょっと時間が延びてしまってい

ます。その関係で、夏前後にそういった整備を

大方固めて県の方に進達するという運びになろ

うかと思います。 

４ 番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

遠藤敏信委員長 小野周一委員。 

４ 番（小野周一委員） ありがとうございまし

た。 

  やはり、農業振興地域の今回の改定も、来年

度で最終年なわけなんですけれども、やはり農

家の方々は、どうしても土地政策に固まるとい

うか、偏重する傾向がありますよね。やはり農

振の見直しというのは、これから新庄、５年後、

10年後、どうやって、どのような体系でもって

いくんだということを真剣に考えていただかな

いと本当に困るんですけれども、今回の一般質

問でも課長が言いましたけれども、23年の５月、

最上広域農業振興計画が立てられましたよね。

これらに関連して、やっぱり最上地域とマッチ

した農業振興というのをやっていかないと、や

はり何でも、特別に新庄じゃなくて、最上地域

が一本となったものをつくっていかないと、私

は消費者に向けて販売確保ができないと思うん

ですけれども、その辺も含めて今後よろしくお

願いしたいと思います。 

  ちょっとあれですけれども、じゃあちょっと

飛びます。75ページの物産振興対策事業費。実

は、去年の11月28日、商工会議所の職員の皆さ

んとの指導で、我々会派で、首都圏における新

庄市の物産状況、販売状況ということで行って

きたんですけれども、そこで北区とか、あと吉

祥寺の「麦わら帽子」さん、あと茨城の銀座農

園ですか、あと三鷹のそういう産直の市場を見

てきたんですけれども、ちょっとびっくりした

のは、北区で新庄市の売上高は年間大体500万

円だそうです。全体が2,000万円で。そして、

吉祥寺の「麦わら帽子」さんというのは、そこ

は主に庄内のものをやっているんですけれども、

そこは庄内のものだけで5,000万円売り上げが

あるそうです。それは、話が定かかどうかわか

りませんけれども、毎日新鮮な野菜が入ってく

るそうです。 

  やはり新庄市も60万円ほど、そのショップに

対する援助をやっているわけなんですけれども、

新庄市という名前を出したとすれば、やっぱり

まとまって何らかの方向でやればもっともっと

上がっていくんじゃないかなと私は思います。

やはり設置されている場所は、本当にちょっと、

ちょっと首かしげるところなんですけれども、

しかし、新庄産の特別栽培米のつや姫なり、や

はり農園でつくった無農薬の大豆なり、あとあ

る会社のものだとか、あと物産展のもの、いろ

いろありました。 

  ただ、私ちょっとがっかりしたというものは、

「新庄市の特別栽培野菜を販売しております」

と、そういう能書きでやっているんですね。ち

ょっと先般、原課に行ってちょっと調べたんで

すけれども、新庄市の特別栽培でやっている野

菜はありませんよね、全然。見ますと、大豆が

ほとんどですよね、特別栽培で化学肥料が半分、

農薬が半分、そういう栽培の仕方のやつが。あ

とは今、つや姫が多くなっているものですから、

つや姫を栽培している新庄市の農家が特別栽培

をしているという、そういう農家の数に入って
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いるんですけれども、あと、特例ですけれども、

ある地域の方が完全無農薬でやっているところ、

ありますけれども、特栽で野菜を栽培している、

そして販売しているって、そういう認証を受け

てやっているところはあると確信しております

か。野菜ですよ。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 新庄市においては、今、つ

や姫、米とか、それから大豆、大豆トラスト関

係も含めて特別栽培をやっているところはござ

いまして、これ自体は県のほうで認証する機関

があるんですけれども、一定の使い道とか農薬

の量は制限されていますが、野菜においてはそ

の品目ごとになかなか難しいバランスがあって、

どれだけの化学肥料を抑える、どれだけの農薬

を抑えるといった定義が今のところございませ

ん。なので、「特別栽培」という言い方をして

いるとすれば、自称というふうなことにしか、

私のほうとしては確認できないと思っています。 

４ 番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

遠藤敏信委員長 小野周一委員。 

４ 番（小野周一委員） 実は、あそこの北区の

その店の担当者がいわく、学校の給食に使いた

いんだと。ということは、課長、恐らく、泉田

でサトイモをつくっていますよね、私、これじ

ゃないかなと思ったんです。でも、それは年間

通して使えないものですから大変残念だという

ことだけ、これは商工会議所の課長に言えばい

いんだかわからないけれども、それを一つ覚え

ていてください。年間を使いたいんだという、

そういう話でした。 

  あと、もう１点は、あの北区のあれは、野菜

とかは買い取りですよね。そして、いろいろな

ものを入れるには、名前は言われないんですけ

れども、恐らく10……、人たち、個人がいっぱ

いいました。その方にそれぞれが、北区なりそ

の方々が単独で注文するそうです。やはり新庄

市のせっかく、たった60万円ですよ、支援した

とすれば、やはり協議会というようなものをつ

くって、新庄市で「今度は何やっぺや」「何を

こうすっぺや」って、そういう話し合いをやり

ながらやったほうが、もっともっと新庄市の農

産物の名声ですか、高めると思うんですけれど

も、その辺ちょっと、旗振り役になる気はあり

ませんか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 赤羽のアンテナショッ

プは、一昨年の９月25日からスタートしまして、

お約束の２年半のちょうど半ばを過ぎたところ

でありますけれども、新庄のさまざまな物販戦

略の中で、本当にどこにどういったものを、ど

ういった形でということを、ある意味では平成

19年度あたりから模索した、そのいわゆる具体

的なあらわれが一つの情宣ということで赤羽だ

ったわけですけれども、これが24年度はある意

味で、その見きわめの年に来ているんではない

かなと。ですから、今委員のおっしゃられた、

その送り込み体制も含めて、そういった見きわ

めの年にしたいと。 

  実際に、例えば、昨日も千代田の青空市で物

産を展開してまいりましたし、また、専門店会

あたりでも、戸田のほうに物産を４月８日のほ

うに送り込みたいと。また、個人業者でもさま

ざまな市場調査、こんなことも入っております

し、動きは出てきているわけなんです。そうい

った、ある意味での効果は出てきていると。だ

けれども、いつまでも何ていいますか、試み、

実験では、これは仕方がないだろうと。そうい

う意味での一応区切りはつけたいかなと。ちょ

っとずれているかもしれませんが、そんな思い

でおります。 

４ 番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

遠藤敏信委員長 小野周一委員。 

４ 番（小野周一委員） では、一言だけ、また
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報告させていただきます。 

  実は、その北区でも、あと銀座の農園ですね、

茨城でやっている、あれ、新庄市の製品があり

ました。わきに東根のある果樹農家の製品があ

りました。それよりも数倍高く売っているとい

うことを、ここで言いたいと思います。新庄の

農産物も自信を持って売れば、やはり首都圏の

消費者にも買っていただけるということを、自

信を持ってこれからもやってください。終わり

ます。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） それでは、私のほうか

ら、48ページの３款民生費１項社会福祉費の５

目老人福祉費でございまして、敬老会事業の委

託料。 

  次に、59ページの４款衛生費１項保健衛生費

６目環境衛生費の有害鳥獣捕獲等の委託料３万

円、これと、次に65ページの６款農林水産業費

１項農業費３目農業振興費のエコロジーガーデ

ントイレ施設等にかかわる調査業務委託料、こ

れは小野委員もちょっと出しておりましたが、

最後まで時間の関係でいかなかったですから、

私のほうからじゃあ聞きたいと思います。 

  次に、66ページの６款農林水産業費１項農業

費の農業振興費の若者園芸塾の事業費でござい

ます。ちょっと66ページで上下しましたが、同

じ66ページの６款農林水産業費の農業費で３目

の農業振興費、新庄市水田農業推進協議会の件

について、まず初めにお聞きしたいと思います。 

  それでは、48ページの民生費、１項社会福祉

費の敬老会事業の委託でございますが、敬老会、

各団体の何団体でこれは行われているかという

ことでございます。大変敬老会も少なくなった

今日でございますので、敬老会を行う、事業を

していただく人たちですね、例えば婦人会とか

そういう人たちの組織なども少なくなってきて

大変だということを聞いておりますが、取りや

めている地区も大変多くなったと聞いておりま

すが、地域のお年寄りは地域で見るということ

で、大変いいことでございます。そんな中で、

何団体ぐらい、どのような人数で行われている

か、お願いします。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 敬老会事業委託料でござ

いますけれども、今、手元に資料がございませ

んであれなんですが、大体20団体弱だと記憶し

ております。 

  それで、私のほうの委託料でございますが、

これは社会福祉協議会のほうに委託しておりま

して、社会福祉協議会から各敬老会実施団体に

補助金ということで支出しております。この中

身につきましては、実支出額の４割ということ

で交付しております。これが、実績に応じて支

出するということでございまして、年々実施額

が減ってきております。したがって、私のほう

では４割としておることから、年々支出額も減

ってきている状況にございます。 

  したがいまして、今、委員から御指摘あった

ように、各地区でこれまで支えてきた、婦人会

なり各団体が弱くなってきていることがござい

まして、敬老会については見直し時期、各団体

に任せ切りではない何らかの方法は、今後考え

なきゃならないと思っております。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） やはり各事業をやって

くれる人たちが大変だと思いますが、そんな中

で一生懸命やっている地区は、大変一生懸命や

っていらっしゃると思いますが、経過が少なく

なってきて、そして平等に行われていないよう

な気がいたしますが、そんな中で、やはりこれ

ももう一度見直して、そして市民全体のお年寄

りがやれるような形、もしくはできなかったら
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できないで地区に任せるとか、そういう方向を

はっきりしていかないといけないと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  次に、59ページ、衛生費の１項保健衛生費の

中の環境衛生の有害鳥獣駆除、保護などのこの

委託料でございますが、これは私、この前もち

ょっとお聞きしたんですけれども、ツキノワグ

マですか、クマなどを初め野生鳥獣の保護管理

で最前線に立っているのは、やっぱり猟友会の

人たちだと思います。この猟友会というのは、

ライフル銃とか散弾銃、それからわななどを許

可を持って、狩猟者であって組織している会の

ことを言っているのだと思いますけれども、会

員数が減少して、そして高齢化になってきてい

るということをお聞きしております。 

  そんな中で、有害鳥獣駆除の保護のパトロー

ルやそういう保護というか、そういうものに大

変支障を来していると思いますけれども、そん

な中で、狩猟の許可を持つ狩猟者といいますか、

これは新庄市内で何名ぐらいおりますか。 

  そして、それからここ二、三年で、クマです

ね、ツキノワグマが人里近くまでおりてきて、

そして出没しているケースが大変多く見られま

すけれども、ここ二、三年で何回ぐらい、この

新庄市にクマが出没しているか、そういうとこ

ろと、それから今度は、昨年あたり、人に危害

を与えたということも聞いておりますが、その

辺を少し詳しくお知らせ願いたいと思います。 

  そして、こういうとき、一番最初に連絡する

のは警察か、それとも猟友会か、そしてその手

段をどうやっているか、ちょっとお願いします。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 有害鳥獣の件につきましては、

猟友会の皆さんには大変御協力をいただいてい

るところでございます。 

  初めに、会員ですけれども、ちょっと手元に

資料がなくて申しわけないんですけれども、記

憶によれば約60名ほどというような数字をお聞

きしたことがあります。なお、詳しくは委員の

ほうに、後ほど正確な数字をお知らせしたいと

思います。 

  それで、今回、有害鳥獣捕獲等業務委託料と

いうようなことで、３万円の委託料を計上させ

ていただいておりますけれども、これまで御協

力は願ってもその代償たるものはなかったわけ

ですけれども、本年度、３万円ではございます

けれども、有害鳥獣、主にクマ、先ほど委員の

ほうからありましたとおり、人的被害も発生す

るような事態が発生しましたので、少額ではご

ざいますが、３万円の委託料を予算化したとこ

ろでございます。 

  なお、昨年度、23年度のクマの出没の目撃の

件数でございますが、うちのほうで押さえてい

る数字は12件でございます。そのうち３回、３

件ですけれども仁間近辺、あとは高田ですか、

市街地で目撃されております。 

  それで、目撃した場合の情報については、う

ちのほうにも連絡が来ますけれども、大半は警

察署のほうに連絡が行きますし、うちのほうに

来た場合は警察のほうに通報した上で、その後

に、有害鳥獣になりますと許可たるものが必要

でございますので、それの手続をうちのほうで

して、最終的には猟友会の皆さんに御協力をお

願いするというふうな手順になっております。

よろしくお願いします。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） やはり猟友会の要請依

頼は警察でやるんですか、市で。市ですね。だ

から、物すごく危険を伴って猟友会の人たちが

やるわけですよ、あのクマを、例えばすぐ捕ま

えることができなかった場合は、やはりわなを

かけたりして、そしてもし子グマなんか入った

場合は山へ放さなきゃならないから、そういう

ものもやっている。危険と本当に背中合わせで
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やっている中で、大変これは、報酬というとお

かしいんですけれども、その手数料というか、

そういうものが少ないように見えるんだよね、

３万円なんて。今、鉄砲の保管と、それから今

度は猟と、それから今度はそういうものをする

にはやはり金が随分かかって、そして維持管理

しながらやっているというような中で。 

  では、今回、クマを有害駆除で招集されたと

きは、何名ぐらいで、何ぼぐらいの、ボランテ

ィアでやってもらったのか、それともそういう

もの、謝礼とかそういうものはやっていないの

か、そういうところ。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 このたびのクマの出没に絡み

ます捕獲の許可については、昨年度は２件あり

ましたけれども、実質的なお金的なものはお支

払いはしておりません。 

  なお、委員おっしゃるとおり、組織的にも高

齢化、あるいは会員の数が減少しているという

ようなことで、緊急性のある有害鳥獣の捕獲実

施というようなことになりますと、大抵のとこ

ろは最終的には猟友会になるかと思いますので、

そちらのほうの体制的な面についても、可能な

御支援はこれからも続けていくようにしたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） 猟友会の方々も、やは

り安全な市民生活ということで協力はすると思

いますけれども、協力は最もしますけれども、

やはりこういうことでは出動するのがなかなか、

惜しむようになりますので、「じゃあ、環境課

のだれか鉄砲の鑑札取って、１人置いていたら

いかべや」みたいなことを言われますので、だ

から、それではなかなか大変だと思いますので、

やはり猟友会の皆さんのこともよく聞いてさま

ざまな、こういう３万円の予算でも、悪いとか

いいとかって出なければそれにこしたことはな

いんですが、ちなみに鶴岡市などでは年間で

100万円ぐらいの定額予算を計上してやってい

るということでございますし、また上山市では

有害駆除を１回依頼するごとにつき８万円出し

て、そして安全・安心ということをやってもら

っているという意見、そういうことも言ってお

りますし。これは、やはり新庄市と上山市と酒

田市とは違います。さまざまな立地条件、向こ

うのほうではカモシカとかそういうものが大変

出てきますが、こちらのほうでは余りそういう

ものは出ないと思いますけれども、でも、やは

り以前ですとクマが人里まで来るなんていうこ

とはなかなかめったにないことだったんですが、

今は十何件も目撃されているとか来ているとい

う問題で、これも少しはやはり見直ししていか

なければいけない問題ではないかなと、このよ

うに思います。よろしくお願いします。 

  次に、65ページの６款農林水産業費１項農業

費の３目農業振興費、エコロジーガーデンのト

イレ設置などにかかわる調査業務委託料50万円

でございますけれども、エコロジーガーデンに

かかわる調査費でございますが、市長のお話の

中で、トイレだけの設置では大変控除、補助金

などもないような気がして、建物を建てたその

中のトイレだと大変考え、いいんだけれどもと、

そういう考えでいるということも以前にちょっ

とお聞きしたことがございますが、この調査と

いうのは建物を加えた調査なのか、その辺お願

いします。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 エコロジーガーデン、御存

じのとおり、旧蚕糸試験場内にトイレはありま

す。あと、まゆの郷にもトイレがありますが、

それぞれ端的な目的があって設置されているト

イレでありまして、今回のトイレの設置という

のは、３年ほど前から市長も含めてといいます
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か、市長からの御提案もありまして、やはりこ

れから観光客も来る、交流人口もふやす、それ

から大型バスも入れる、そういった中で、いろ

いろなスポーツクラブもあるんですが、多目的

に利用できるトイレが、まず今のところはない

ということで、絆の会からも、昨年の夏ごろで

したか、視察していただきました。22年度も議

員の方に視察していただいておりますが、いろ

いろ、ニワトリと卵でないんですが、トイレが

先かお客さんが先かというふうな問題はあるん

ですが、まずやはりいろいろな人に利用しても

らうには、トイレがなければ気持ちよく出入り

できないだろうということで、ただし、トイレ、

単純に設置を考えますと数千万円、やはり

4,000万円から7,000万円といった設置費がかか

ります。あとは、浄化槽100人槽とか、例えば

公共の下水道を引くにしても、やっぱり数千万

円というふうなものがかかる中で、まずはエコ

トイレ的なものを設置できないかというふうな

こちらのもくろみもあります。 

  そんな中で、この委託費というのは、今、青

山学院大学の黒石教授が引き連れて毎年数回来

ている、あの「黒石ラボ」という学校のゼミナ

ール的な存在があるんですが、そちらの方が建

築の専門家だというふうなことで、黒石教授の

ほうに、あそこの景観にマッチングしたトイレ、

どういったものがいいか、どれだけの規模がい

いか、どういった人数をカバーできるのか、エ

コがいいのか、今言った自然の光とか、例えば

今、要するに新エネルギー、そういったものを

使ったらどうなるかというふうなものをここ１

年調査研究していただいて、報告書をまとめて

いただく用意をしているんですが、そういった

ことで将来、あそこの有形登録文化財、多分来

年度中になるであろうというふうなものも先駆

けてトイレも必要だということで、調査、研究

していただくという委託料になります。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） わかりました。あそこ

はやはり有機の里として、農業公園として、そ

して多くの人の交流の場でもありますし、また

市民の憩いの場でもあると市長も申しておりま

すので、観光客を受け入れることはトイレが一

番だということ、山形新聞のほうにも掲載され

ておりました。ぜひ早い機会に調査を終えて、

実行していただきたいと、このように思います。

よろしくお願いします。 

  次に、66ページの６款農林水産費の１項農業

費、農林振興の若者園芸実践塾事業費でござい

ますけれども、これに関しては石川議員の一般

質問でも詳しくお聞きしましたが、ことしの塾

生は何人ぐらい、今のところ希望してきている

のか、その辺。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 ことしのというとあれなん

ですが、平成22年度に開塾してからは、その当

時、最初は２名で、その翌月、平成22年の11月

からまた２名ということで、４名で22年度は運

営させていただきました。それで、３月末で２

人が退塾しまして、実際にはネギをつくったり、

ハウスも建てて山菜もやるというふうなことで

スタートしております。それで、ことしの23年

度につきましては、３名の塾生で今運営してご

ざいます。この３名が、ことしの３月でまた卒

塾いたしまして、それぞれハウス園芸を目指す

というふうなことで、トマトとかピーマンとか、

あとはアスパラ、冬出しのアスパラをやりたい、

いろいろな希望を持って間もなく卒塾します。 

  それで、きょうの予算の中では、平成24年度

の予算になっていますけれども、今のところ正

式に24年度から塾生として申し込みあった方は

１名でございまして、今、ちょっと言葉は悪い

んですが、広報を出してもなかなか、ちょっと

中身が理解できていないのか、今、大変言葉は
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悪いんですが、「一本釣り」といいますか、直

接電話をかけて、どうなんだろうと、中身、こ

うなんだろうというふうなことで今募集をかけ

ておりますので、最低でも３名ぐらいは塾生と

して入塾させていただきたいなというふうに考

えているところです。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） 施設は24年度も、施設

とかそういうものは今までと変わりなく、規模

的にも同じでやっていくということでいいので

すか。 

  そしてまた、この大雪でハウスとかそういう、

除雪とかそういう面であの施設に支障がなかっ

たか、その辺もお聞きしたいんですけれども。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 施設的には、平成22年度と

23年度、合わせて100坪の耐雪型の補強強化入

ったハウス100坪４棟、これが完成しておりま

す。そのほかに60坪ほどの育苗ハウスも完成し

ておりまして、あとは事務所プレハブもできて

おりますので、施設としては24年度はほとんど

手をつけるものはないというふうに考えており

ます。 

  今冬のこの雪でありますが、昨冬も大雪だっ

たんですが、ハウスとハウスの間に３メートル

ほどの水を受ける、「プール」と我々は簡単に

言っていますが、そこに地下水を、近くにある

農業井戸の廃井戸、いわゆる使っていない井戸

を利用させていただいて、水を引っ張って、そ

こにプールをつくって雪よけしていますので、

除雪機での作業はほとんど、そのハウスに関し

ては入り口付近だけで、両側から落ちてくる雪

は、その井戸水だけで100％消雪されておりま

す。大変いい施設だなと思っていますので、ぜ

ひ農家の方も来ていただいて、そういった施設

管理、初期投資は少しかかるんですが、その後

は非常に楽だということも見学していただけれ

ばなと思っております。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） ただ、ちょっと残念な

ことに塾生がいないということで、これからま

だ４月まで募集すれば、応募される方がいると

思います。大変、課長、一生懸命レールを敷い

てくださって、そしてそこで塾生を勉強させて

いただいて、そして育てていっていただいて、

本当に、余り、私も11年に議員になって、農業

を実践しながら、課長と中部牧場で一緒になっ

てあれ以来やってきたんですが、本当にもう、

この、本当に日陰……、大変申しわけないんで

すけれども、農業に対しては、この11年からは

日陰育ちみたいな、日陰に来たようで、また退

職されるということで大変、もう少しいて本当

はやってもらいたいんですけれども、課長のレ

ールの敷いたところで塾生が一生懸命これから

も頑張って、そして新庄市の農業振興のために

頑張っていってくれるのではないかなと思って

おります。そんなわけで、早く塾生が募集人員

まで達成してくれるといいなと思っているとこ

ろでございます。 

  時間がないようでございますので、一つだけ。

それでは、66ページの、これも農林水産業費で

ございます。６項農林費の３目農業振興費、新

庄市の水田農業推進協議会でございますけれど

も、この中でつや姫、先ほど小野委員のほうか

らも出ましたけれども、つや姫の栽培でござい

ますけれども、本市の場合の面積、これは山形

県では倍近くふえたと言っておりますけれども、

この新庄市の現状はどうなっているのか、お願

いします。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 ただいま園芸塾に大変御理

解あるお言葉をいただきまして、ありがとうご
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ざいます。 

  つや姫の件でございますが、山形県は昨年度

の作付面積、3,500ヘクタールでございます。

それが本年度は6,500ヘクタールまで伸ばすと

いうふうなことで、ついせんだって１週間ほど

前、種もみ配付というふうなことで山新にも、

農業新聞にも県知事から代表者が受け取った姿、

写させていただいております。 

  それから、当新庄市におきましては、平成23

年度作付は106ヘクタールでございます。平成

24年度の目標としては240ヘクタール、倍増、

倍以上の増面積になってございます。それから、

人に関しては、23年度につきましては90名でし

たけれども、今年度は200名というふうな予定

で登録させていただいております。 

  ただ、昨年、ちょっといろいろなフェーン現

象の関係とかあって、つくり方が難しいと言う

方も若干いて、昨年度つくった方でやめると言

った人も10人前後いたかというふうに記憶して

おりますが、なお意欲を持ってつくりたいとい

うふうな方々が、昨年から見ると倍以上になっ

ているというふうなものは、これは山形県のや

っぱりブランド戦略のあらわれ、効果かなと思

っておりますので、作付される方はぜひいい米

をつくっていただきたいというふうに思ってお

ります。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） わかりました。新庄市

でもそのようにふえているということは、大変

よいことだなと思っておるところでございます。 

  それから、68ページの６款農林水産業費の１

項農業費の５目農地費でございますけれども、

これは先ほど申されました農地・水・環境保全

向上対策費でございますけれども、おおよその

ことはお聞きしましたけれども、これの再手続

というもの、これはしなければならないのかと

思いますが、その辺ちょっと。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 内容につきましては、若干、

保全向上対策の部分が少し様相が変わってきて

いる部分があるんですが、ほぼ同じような形で

事業を継続、先ほども申し上げましたが35地区

というふうなことで来年もスタートするという

ふうに担当者のほうとは話しておりますが、大

変申しわけございません、手続上、再手続をす

るのか、そのまま更新するのかはちょっと確認

しておりませんでしたので、再確認した上で委

員のほうにはお伝えしたいと思いますので。申

しわけございません。 

１８番（森 儀一委員） 委員長、森 儀一。 

遠藤敏信委員長 森 儀一委員。 

１８番（森 儀一委員） 課長に、これは最後の

質問になると思いますけれども、農地・水で国

が２分の１、県が４分の１、市が４分の１が持

ち出されるということでございますが、これに

は今までどおりと間違いは、違いはございませ

んか。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 負担割合については間違い

ございません。ただ、新庄市の分が定額で昨年

まで一部交付していなかった部分がございます

ので、それも財政措置をつけていただきました

ので、昨年から見ると5,000円、トータル金額

で5,400万円ほどだったものが、トータルでは

9,300万円ほど額として膨れてございますので、

事業内容も充実したものを期待しております。 

１８番（森 儀一委員） どうもありがとうござ

いました。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 余り長くならないよう

に短く、３点ほどお尋ねいたしたいと思います。 
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  商工費の中の75ページですけれども、さっき、

農林課長のほうからも紹介していただきました

けれども、去年の会派の視察の中にエコロジー

ガーデン、視察させていただきまして、勉強さ

せていただいたんですけれども、その中で亀綾

織という項目、コーナーに行かせたもらったん

ですけれども、何か私どもが見る中では余り活

動が、実態がないのかなというふうに思って、

ちょうど機織りにも布がかけられてありまして、

操作をしているような形跡が見られないという

ことで、後継者の問題でも不足をしているとい

うことのお話を伺ってきたんですけれども、こ

れを見ると630万円ですか、予算計上されてい

ますけれども、その後、その普及活動というこ

とでしょうけれども、後継者を育てるという目

的もさることながら、実際商品化されているの

か、またそういった活動、日常、恒常的にその

亀綾織の普及の活動をやっていらっしゃるのか

というのが、私どもなかなか見えないという部

分があるものですから。 

  私は、エコロジーガーデンのすぐ近くに住ま

いしますので、散歩がてら歩いて行って、あの

亀綾織の工房ですよという案内は見るんですけ

れども、なかなか活動の実態が見られないと私

だけが思っているのか、課長、教えていただけ

ませんか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 そうですね、実際には

エコロジーガーデン、あそこの場所での活動は

色染めでございます。年に２回、さまざまな製

品、布にするための色染めを皆さんでまとまっ

てやっているということで、なかなかやっぱり

おわかりにならないかと思います。ですから、

活動の本拠はあくまでも駅前通りの機織り長屋

ということになります。 

  実際に亀綾織が復活してから、もう30年以上

になるわけですけれども、会員数が現在９名、

実質的には３名なんですね。しかも、高齢化に

なっている。ですから、後継者の、そして技術

の伝承の問題が一番大きいと思います。 

  もう一つは、製品の問題があります。既存の

製品、商品はあるんですけれども、これをしの

ぐ、あるいはこれにかわる新しい商品の開発が

なかなか、美しい、しかも繊細な風合いを生か

すような製品が開発されにくいと。場合によっ

ては、例えば金具等に支配されているような、

そういうデザインもございますので、そこら辺

が問題であると。 

  あと３点目は、やはり販路の開拓といいます

か、売りの問題だろうと思います。なかなか特

徴的な織物ではあるんですけれども、それを売

り、販路まで結びつけるのはなかなか難しいと。 

  その３点の問題を抱えて、今回のこの事業費

がございますけれども、これは緊急雇用の事業

の中の人材養成分野ということで、２名を今年

度に続いて雇い上げるわけで、少しでもその３

点、特に後継者の育成のほうに幾らかでもつな

げればということでの事業費をしたということ

でありますが、正直、飛躍的な展開は難しいの

かもしれませんけれども、ここまで何とか、途

絶えたものを復元して、復活してきたと、そう

いう経緯がありますので、それを生かしながら

何とか少しずつでも、新庄のいわゆる特産品、

しかも９代の殿様から始まった伝統のあるもの

ですから、それを生かしていきたいという気持

ちは強いものがございます。以上でございます。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 例えば、新庄、さっき

小野委員のほうから、東京のアンテナショップ

等の吉祥寺、赤羽の話が出ましたけれども、そ

ういうところに展示としては、いわゆる新庄の

伝統の織物であるという形の中で、そういう商

品としての出店、あるいは私の勘違いであれば

おわびしますけれども、駅前の「ゆめりあ」の
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中にも、あってもしかるべきだとは思うんです

けれども、630万円の予算をつけているわけで

すから、３名ですか、今いらっしゃるのは、こ

の中に630万円の予算というのは、それだけで

はないとは思いますけれども、予算化された限

りやっぱり結果を見たいと。 

  腹減ったから飯食ってすぐ直ったという問題

ではないはと思いますけれども、そういうふう

なスタンスでもって行かないとなかなか理解を

得られないだろうし、普及にも時間がかかるん

じゃないかと思うんですけれども、課長もなか

なか、商品としてアピールできない面はあると

いうことは理解しますけれども、そういった努

力はなさっていらっしゃいますでしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 先ほどの630万円でご

ざいますが、これは目的がございまして、人件

費がもう58％でございますので、そちらのほう

に使うということがあらかじめ決まっておりま

す。ですから、亀綾織の運営そのものは市から

の50万円、ほかに補助はございますけれども、

あそこの織り手さんたちがさまざま織る売り上

げ等々によっているわけでありますけれども、

実質、１反を織るのに３カ月かかるわけですよ

ね。ですから、１日の日当が、例えば１人300

円とか、１メートル織って2,000円とか、そん

なふうな手当しかなかなかできないという、そ

ういう実際の厳しい状況はあります。 

  あと、実際の物販なんですけれども、駅前の

ゆめりあ、あそこで確かに売っておりますし、

また、歴史センターの中にも亀綾織の物自体は

売っておりますし、また独自の、亀綾織感謝祭

みたいな形で独自の展開もあそこの駅の中でも

やっておりますし、時々あの移動物産展なんか

でも扱うんですが、先ほど私、ちょっと触れま

したけれども、いわゆる繊細なあの風合いを生

かすだけの商品化がまだなされていない。例え

ばですけれども、紅花の染めと亀綾織のやつを

例えば比べてみますと、どちらが皆さん手にと

るかということですよね。物自体は確かに織り

方がさまざまありまして、しかも絹ですから、

大変魅力的な奥深いものがあるんですけれども、

それを生かす商品化というまでにはまだ至って

いないと。今のところは、あれを途絶えずに後

継者をつないで、そして何とか売り場とともに

商品を開発していくと、そこら辺がちょっとポ

イントなのかなという点にあります。 

  魅力そのものは確かにあると思うんですが、

関係者の方々も大変努力はされているわけです

から、今年度に続いて来年度もそういった２人

の織り手さんたち、後継者とはまだ言えないか

もしれませんけれども、そういった技術を伝え

る方々を何とか雇用できますので、そこにつな

げていければなというふうに、今願っていると

ころであります。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 姑息な方法かもしれま

せんけれども、その彼女らというか、織り子の

人方ですか、技術を取得しようとする人方の励

ましのためにも、皆さん名刺を持つわけですか

ら。小物が多いわけですね、私の知っている限

りの中では。印鑑ケースとか名刺入れとかそう

いうのがありますので、もし何か機会があれば

注文でもとってくださって、市役所の課長の皆

様方と議員の皆様方が、その名刺入れみたいな

ものを欲しがっているからということで言った

ら、彼女らの励ましにもなるんじゃないかと思

いますが、いかがでしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 うれしい、ありがたい

話をちょうだいしましたけれども、実質的には

さまざまな、いわゆるクラス会とか同窓会、同

期会とかで何か記念の行事をやるときに、まと
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めてその記念品、土産品というふうな扱いで御

注文なさる、そういう機会が目立ってきました。 

  ですから、お願いというのはこの場でおかし

いかもしれませんけれども、そんなふうな形で

より一層、新庄の本当に特産品である亀綾織を

愛して、しかも販路に結びつけていただければ

ありがたいと思います。大変ありがたい御意見

でございました。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） お互いにですね、行政

と民間と、そういった協力をしていくことが活

性化にもつながるわけですので、私どもも決し

て協力を惜しむものではないと思いますので、

課長のほうから、こういう話が議会の中でも出

たと、頑張れよと励ましていただければ、なか

なか単価に、自分の収入には結びつかない彼女

らも励ましになるかと思います。どうもありが

こうございました。 

  では、ちょっと続きまして申しわけないんで

すけれども、土木に関しまして、78ページの土

木費の中の２項道路橋りょう費、その中で荒小

屋泉田線の整備事業費1,316万円、課長、これ

が上がってございますけれども、これらの計画

について、少し教えていただけませんでしょう

か。 

安食敬二都市整備課長 委員長、安食敬二。 

遠藤敏信委員長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 場所といたしましては、

市道荒小屋泉田線のアヒコファインテックから

国道13号線までの延長225メートルで、概算で

すけれども、一応３年間でやりたいというよう

なことで、7,900万円でございます。 

  それで、この路線につきましては、これまで

の経過がございまして、平成６年度に測量設計、

７年に用地測量、８年から一部用地の取得とい

うふうなことをやってきたんですけれども、そ

の後、地権者と価格の面や代替地で合意に至ら

ず、現在に至っておった路線でございます。こ

れにつきまして、今年度、国土交通省山形河川

国道事務所ですけれども、交通事故重点対策事

業の一環というふうなことで、泉田交差点整備

事業というようなことで手をつけていただいて

おります。それで、国のほうは右折車線、これ

を設置するというふうなことで、事業費が２億

3,700万円というふうなことをお聞きしており

ます。それで、市としてもそれにあわせて、こ

としから整備を進めていきたいというふうな事

業でございます。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） そうしますと、24年度

から３年間の事業ということで、27年度完成と

いうことで解釈してよろしいんでしょうか。 

安食敬二都市整備課長 委員長、安食敬二。 

遠藤敏信委員長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 国のほうが今年度からや

っておりますけれども、うちのほうにつきまし

ては24年度から３年というふうなことで、26年

度供用開始というふうに見込んでおります。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） わかりました。そうし

ますと、今、荒小屋、高壇を経由して泉田に抜

けるあの橋の前、橋の道路ですか、斉藤食品で

したっけか、あそこの道路。さっき、課長のお

っしゃったとおり、交通事故防止ということで、

あそこはかなり事故の発生件数が多くて、そう

いう解釈だと思うんですけれども、あそこの道

路は封鎖する、通り抜けできないというふうに

なるということに理解してよろしいですか。 

安食敬二都市整備課長 委員長、安食敬二。 

遠藤敏信委員長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 公安委員会との協議もご

ざいますし、地元の意見を聞きながら対応して

いきたいというふうに思っております。 
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６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 何年か前の新庄の議会

だよりの中に、奥山議員が質問した、一般質問

された橋の、古い橋の、景観も非常に悪くて危

険だということで、金もかかるのでなかなか一

概にはできないと市長が答弁されていたの、記

憶ありますけれども、あそこの道路もやっぱり

ある程度生活道路だとは思うんですけれども、

ただ、事故の観点から見れば、やっぱりそちら

のほうに荒小屋泉田線ができるということで、

そういうふうにやれば、そのほうがかえって好

ましいのかと思います。特に、冬場は橋に積も

った雪とか道路わきに積もった雪が、あそこは

確かに私も通りますけれども、非常につらいん

です。わかりました。 

  それで、もう一つですね、課長、申しわけな

い。その上のほうに、道路維持費の中で、工事

請負費1,300万円。78ページの今の荒小屋泉田

線から８行ぐらい上のところに工事請負費

1,300万円とございますけれども。78ページの

土木費の道路橋りょう費です。その中の道路維

持費の中の工事請負費1,300万円、わかりまし

たか。もし差し支えなければ、それの内訳、場

所、言えなければ何カ所で、どういう工事でこ

のぐらいかかるんだという話を教えていただけ

ればありがたいです。 

安食敬二都市整備課長 委員長、安食敬二。 

遠藤敏信委員長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 ５点ほどございまして、

一つは、ことし半分しかやらなかったんですけ

れども、新庄横前線の切削オーバーレイ、これ

の残り分、200メートルほどございます。それ

から、市道太田一本柳線の側溝整備工事、50メ

ートルほどでございます。それから、市道村東

線、120メートルの舗装、それと毎年やってお

ります市道区画線の設置工事というようなこと

で、市内一円の中心線、それから外側線等でご

ざいます。それから、道路照明灯の工事という

ふうなことで２基、１基55万円というようなこ

とで、以上で1,300万円の中身でございます。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） よく理解しました。ど

うも大変ありがとうございました。終わります。 

遠藤敏信委員長 ただいまより10分間休憩します。 

 

     午後１時５８分 休憩 

     午後２時０８分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ございませんか。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 今回はあんまり項目を

多くしないで、集中して30分使わせていただき

ます。よろしくお願いします。 

  一番大事な、我が地区の小中一貫教育に関す

る事業で、建設を25年度からやるというふうな

ことで、実施設計委託料が１億円、それから測

量が650万円というふうなことで載っています。

ページは92ページ、10款２項の４目学校建設費

の欄でございます。また、こっちの主要事業の

ほうには、15ページに詳細内容等も書かれてお

るわけですけれども、この間といいますか、全

協がありましたね。12月13日に全協がありまし

て、設計、基本設計像が提示されまして、議員

の意見を聞きたいということで、この場であっ

たわけですけれども、ほかの議員は残念ながら

いろいろな意見をいただくことができなくて、

非常に私は残念に思っているんですが、やはり

こういうの、建築は何十年もこれから使うわけ

ですから、やはりその間違いといいますか、こ

れからの教育にふさわしい、途中で手直しとか

何とかにならないような、「ああ、あのときこ

うすればよかった」というような後悔をしない
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ようなものにしていかなければ、また膨大な予

算を費やすわけですから、できるだけそういう

ふうな苦情等がないようなものを仕上げていか

なきゃならないんじゃないかということを思っ

て、申し上げたいというふうに思います。 

  直近の建設は日新小学校でありまして、中も

何回も見ましたが、大変立派ですけれども、で

きた当初でいろいろな話があったはずです。思

い出していただきたい。一々申し上げませんが、

どこでも完璧な事業なんていうのはないとは思

うんですけれども、やはり大きく影響するよう

な建築物、建物であってはならないわけで、い

ろいろとね、教室の数の問題とか、それから外

壁の問題とか私の耳に入ってきて、陰ではそん

なことを聞いていて、「あれじゃあな」という

ふうな父兄からの話もあったというふうに聞い

ております。 

  それで、この協議会のときにも、私、申し上

げたんですが、この概要の文書を見ますと、こ

れで決定というふうに印象づける文言がありま

すね。「小中一貫教育校建設基本設計に着手し、

作成完了」というふうな文言があります。それ

で、「この基本設計の成果を受け、25年度から

工事着手するための実施設計に取り組みます」

というふうな文言を考えたときに、12月に提示

された設計書、このとおり、これで行くんだよ

というふうにとらえざるを得ない。 

  それで、あのとき、私、いろいろ追加で御意

見申し上げました。要望申し上げた、その事項

をどういうふうにとらえたかと。全然これは、

回答も何もありません。ここにも何も載ってき

ていません。これで私は、最終的にいいとは判

断したくないと思って見て、この図面をいつも

見ております。そんなことで、今言ったとおり、

これで最終決定に行くのかどうか、お伺いした

いと思います。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 委員長、柿崎

憲一。 

遠藤敏信委員長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲

一君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 ただいまの委

員からの、12月の全員協議会での内容等に基づ

きまして現在進めておるところでございますが、

今回、主要事業の概要のほうで、「着手し、作

成、完了しました」という表現になっています。

若干舌足らずな部分があったかと思いますけれ

ども、いわゆる24年度の主要事業としての表現

でこのような形になってしまったところでござ

います。実際には、今回定例会の最終日、15日

が基本設計の履行期限になっておりまして、そ

れを受けまして、その内容を検討して、最終的

に検査して完了という手続を踏む段取りになっ

ております。 

  12月の全員協議会のときにいただいた御意見

につきましては、やはり雪国としての学校のあ

り方等々、それから今後、方向性としてありま

す、いわゆるエコ化といいますか、環境に配慮

したそういう施設にすべきというふうな御意見、

その辺のところも踏まえながら、今後、新年度

の実施設計のほうに向かっていきたいというふ

うに考えております。 

  さまざまなエコ関係の手段につきましては、

太陽光発電のほかに、こちらからお話ししまし

た地下水の無散水消雪、それから雪冷房はどう

なのかと。また、策定委員会、部会等の中では

地中熱、こういうようなものはどうなのか、そ

れから木質ペレット等々もどうなのかと、いろ

いろ御意見いただいております。総事業費の中

で、どの方式、やり方をどういうふうな規模で

採用していくかと。これにつきましては、単に

イニシャルコストだけでなくて、ランニングコ

スト、メンテナンス等も含めまして、それぞれ

比較検討しながら定めてまいりたいというふう

に思っております。 

  基本設計の段階では、一応さまざまな方式が

あるというふうなことを方向性を示しまして、



- 209 - 

あとは実施設計のほうで具体的な内容を詰めて

いきたいというふうに考えております。以上で

ございます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 今、お話を聞いて安心

しました。これでやられると、せっかくの事業

が、私から見れば台なしになるというふうな思

いがあるわけです。 

  というのは、きょうの山新をごらんになった

方も多いと思うんですが、バイオマスもがみの

会で、真ん中辺に大きく書いていましたね、提

出した、この間もフォーラムをやって、いろい

ろな意見が出たんですが、やはり今後のエネル

ギー問題は、原発はやはりいつかは全部とめな

ければならないと私は思うんです。それに代替

するエネルギーがあれば、原発はすぐにでも、

今でもやめられるわけですから、そういうこと

からいけば、やはり今進んでいる太陽光、太陽

熱、地熱、今言った、地熱と言いましたよね、

それと、それから木質バイオマス、ここでは一

番その可能性が高くて永続性がある木質ペレッ

ト、これは相当数、何百年と期限もなしに私は

使えると思うんですよね。 

  化石燃料がない、石油なんか使わないときに

は、昔、私ら子供のときは全部まきでしたから

ね。まきしかないんですから。炭とまき、それ

でどこの家庭でも暖房をとって、また煮炊きの

分、すべてまきであったわけですよ。ですから、

これからもできないわけはないわけです。エネ

ルギーに対して十分あります。幸いここは産地

が多いので、雑木なんかはただ切っただけで、

自然にまた太くなってくるんだからね、それの

繰り返しで年数期限なしに使って、まきは使っ

ていけるわけだから、これが一番安全で安心な

わけですよ。 

  水力となると、なかなか水の、新庄は水源の

少ないところだからちょっと難しいかなと思い

ますが、全然ゼロではないんですが、木が一番

やっぱり有効的だ、今後考えたときには木質バ

イオマスが、やはりこの地区では一番安全・安

心で使えるエネルギーであろうと私は思ってい

ます。それプラスアルファ太陽光、太陽熱でや

っていけば、相当の電力がカバーできるんじゃ

ないかというふうに思います。 

  そんなことで、このモデル校としたい一貫校

にも、それを使えるような設備をしておくべき

だと。きょうの新聞にも書いておったんですが、

全部それで賄うということでなく、将来に向か

って教育のためにも、こういうことでできるん

だと子供たちに教えていくべきだというふうに

新聞には書いてあった。そのとおりだと思うん

です。コスト面がかかって、それだけの予算が

財政上取れないとすれば、一部できるように、

１室でもいいと思うんですよ。それを見せるこ

とによって子供たちが、「ああ、これでいける

んだな」というふうに思えば、家に帰ってから

「うちもこうしたらどうだや」というふうな話

にもなるんだし、将来またいろいろなことも子

供たちも考えていくんじゃないかと。その突破

口をつくるべきだというふうに、あの新聞、き

ょうの新聞にも書いてあった。私も同感ですね。

できるところからやっていく、予算の確保がで

きる範囲内でどこか一部やっていくと。これだ

け雪が多い土地で、毎年必ず来るわけです。雪

が降らない年なんて一回もないんだから、これ

を有効利用していくには、雪冷房、前からやっ

ているんですから、雪貯蔵、冷房もそうですけ

れども、貯蔵も今現在やっている。舟形なんか

もうかなり、何十年もなるわけですかね、あそ

こを使ってから。そういうものをやはり使える

ように、この校舎の中に、ぜひ取り入れていた

だきたい。それで、財政的なものが一番優先し

て考えているんだと思うんですけれども、無理

があってもこの際やっておけば、将来やはりコ

ストの面では、ランニングコストと言いますけ
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れども、コストの面ではかえってかからないん

じゃないかなというふうに思います。 

  それから、道路の消雪、現場見たかどうかわ

からないですけれども、毎年そうですね、寒期

になると水位が下がっていく、間違いなくあの

地区は。ことしなんかもあの県道、桜通り、通

称「桜通り」というところ、学校前の道路は水

が出なくて、みんな氷になって固まって、どう

しようもないようなでこぼこ道に相当の期間あ

そこはなっていました。通れないぐらい穴あい

たり、出るところは雪がないから引っ込むわけ

で、水が流れないところは高くなるわけだから

ガタガタなるわけで、そういうふうな現象が起

きている。水が出ればそんなことない、いい消

雪道路になるんですけれども。泉田といっても

昔と全然水系が変わっているから、絶対量は私

はないというふうに見ている。だから、やめた

ほうがいいんじゃないかなというふうな提案な

んです。確証がない、出るというような。 

  それから、プールの問題、あったんですが、

屋根がかけられなければ青天ですから雪が降っ

てくるんですよね。プールに雪がいっぱい積も

るわけですよ。水を入れていても、しょっちゅ

う雪だから、今度は氷になってしまうし、その

辺の処理もあるから、やはり屋根はかけるべき

だと私は、使わなくともね。 

  ちょっと、あんまり飛び過ぎたんですが、ボ

ーリングでもして温水でも出して、温水プール

としてはどうかなんて言ったこともあるんです

けれども、そこまで金をかける余裕がないと思

うのでね。できればやったほうがいいんですよ、

健康のためにも。冬期間のやっぱり運動量が不

足になるから、温水プールがあれば十分子供た

ちが活動できるわけですから、健康面にとって

もあれば、また全国に温水プール持っている学

校なんてそんなにないわけだから自慢にもでき

るし、視察もかなりの人数が私は来るというふ

うに想像しています。そんなことで、このまち

に出入りが多ければ、それで活性化にも十分つ

ながっていくと。見えない観光客を呼ぶよりも

ぐっと早い、やり方としては、私はそういうふ

うに思っています。 

  ですから、この際、財政、財政と必ず最初に

出てきますけれども、やはりかけるところ、や

るときはやってですね、借金はいわば、返せれ

ば借金なんていうのは考える必要ないんですよ。

返せなくなるから怖いんです。妙な借金をする

から問題があるんですよ。一般家庭でも返せる

こと、何も借金なんて考える必要ないんだから

ね。返すような計画を立てて、市債がゼロなん

ていうふうにいかないんですから、これからね。

目的を立てて、しっかり計画の中でやっていけ

ば、多少のものはそのときそのときでやってい

かなきゃならない。だって、新幹線だってそう

でしょう、それが足を引っ張ったとは言ってい

るけれども、あのときやらなければ、もう一生

来ないんですよ。そういうことは、やっぱり英

断を持って事業展開していくべきだというふう

に思っています。 

  それで、私が要望した、忘れてはいないと思

うんです。また言いませんが、そういうことを

十分検討して、できる限りこの際採用していた

だきたいというふうに、これは要望を申し上げ

たいと思います。将来憂いのないような、憂い

ない学校建設に、ぜひしていただきたい。そし

て、何年後、何十年後にどういうふうにこれが

生きてくるか、将来の想像図をよく頭に描いて、

この事業を遂行していただきたいというふうに

思います。 

  それから、それぐらいの要望にしておいて、

答弁するにしては難しいでしょうから、これは

本当の最終的な実施設計に行く前にどうかね、

私、お願いしますが、もう一回チャンスを与え

ていただきたい。こういうふうに大体八分どお

り決まったというときには、もう一回協議会を

開いていただきたい。それはどうですか。 
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柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 委員長、柿崎

憲一。 

遠藤敏信委員長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲

一君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 今、御要望い

ただいた点につきましては、さまざまな手法で

もっての環境に優しい学校をつくっていくとい

うことなんですが、現実問題としては、それぞ

れの手法のいわゆる実現性といいますか、これ

がどうなのかというようなことがございます。 

  太陽光発電につきましては、この７月に、い

わゆる売電価格ですか、その辺のところの検討

もなされるようですけれども、先進の小中学校

の事例を見ますと、年間の使用電力量の約１割

程度がカバーできるのではないかと。能力的に

は20キロワットから30キロワットの設備をとっ

ているところが多いようでございます。 

  また、手法の中にはなかなか、採用しても実

効性が上がらないというようなこともございま

すので、やはり環境教育という視点でもって、

子供たちにその辺のところの教育をやっていく

という視点でのとらえ方になれば、小規模なが

ら採用していくというようなことも考えられる

かと思います。 

  それから、２点目として、プールの屋根とい

う御要望ですけれども、基本的な考え方として

は、いわゆる夏期の間の２カ月程度の使用にな

るわけですけれども、その太陽熱でもってプー

ルの水を温めてやるというようなことになるも

のですから、やっぱり屋根をかけてしまうと温

まらないと。そうなると、やはり温水というよ

うなことになりますけれども、温水となると億

の単位の金がかかってくるかと思います。そん

なことで、プールについては、基本的には屋上

に屋根がない形で設置していきたいというふう

に考えております。 

  それから、今後地元の皆さん、それから議会

の皆さんに御説明申し上げる、また御意見を聞

くという、そういうスケジュール的な部分でご

ざいますが、一応15日に基本設計の中身が出ま

す。その内容も受けながら、最終的に基本計画、

カリキュラム部分と施設部分の全体の基本計画

が出ますので、新年度、遅くならない時点で議

会の皆様にもその内容を説明しながら、また御

意見をいただく機会があろうかと思いますので、

よろしく御理解のほどお願いいたします。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） どうかよろしくお願い

いたしたいというふうに思います。 

  次に、そればかりやっていると時間がありま

せんので、もう一つですね、健康関係、これの

主要事業の中の４ページで、こっちでいきます。

４ページにありますね、大腸がん・肝炎ウイル

ス検診事業587万3,000円。この中で、新たに大

腸がんの予防のための検診を今回初めて取り入

れるということでありますけれども、大変これ

は結構なことだというふうに思いますが、これ、

年齢がどうも引っかかるのは、40歳代からとい

うふうになっていますね。こういった一連の健

康に対する補助の事業としては、大体40からと

いうふうにスタートがなっているので、じゃあ

40前に病気にならないんだかということに、理

屈みたいですけれどもなるわけですよね。 

  それから、もっと問題になるのは、それから

５年置きと、５歳刻みということですが、それ

ではその５年の中に発症しないんだかと、こう

またなるわけですよね。ほかの検診も行くと、

みんな年齢で40、そういうふうになっているん

ですよね。ですから、何で40歳からスタートし

て、５年置きにこれはやらなきゃならないんだ

か、どうもそこら辺がわからないので、この辺

をちょっと説明してください。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 大腸がん検診の特定年齢で、
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40歳から60歳までを対象としているというふう

なことでございますけれども、こちらのほうは

国の実施要綱に基づきまして、各市町村が国か

ら２分の１の補助を受けまして実施するという

ふうな事業の内容でございます。 

  基本的には、がん検診、目標受診率が50％と

いうふうに国で掲げてございますけれども、な

かなか受診率が上がらないということで、当市

も20％台で低い状況にございますけれども、全

国的にもやはりがん検診については、まだまだ

受診率が低いというふうな状況になっておりま

す。したがいまして、まずは特定年齢、40歳か

ら60歳までの、まず５歳刻みの年齢の方々を対

象にいたしまして実施をして、普及していこう

というふうなことで考えられております。 

  これから毎年５歳刻みで実施していくと、い

きたいというふうなことでございますので、皆

さんにできるだけ、そういう受診の機会を与え

ていくというふうなことでこれからも考えてい

きたいというふうに思っております。以上でご

ざいます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 国の方針に基づいてと

いうことであろうと思いますが、何も国の考え

たことに追随していく必要はないんですよ、地

方は。独自にやっぱりやっていくということが

必要だと思うんですよ。思いませんか。何でも

国のとおりやったんではね、やはりその地方の

特色も何も生まれてこないでしょう。独自とい

うことを考えて、市民ということを念頭に置い

て、やはり事業に着手すべき、補助金がないか

らしない、あるからやるというのではなくて、

実際その有効な手当てをやるべきだと私は思う

んですよ。 

  がんなんていうのは、１年で発生するのがい

っぱいあるわけでしょう。何もなかったやつが

半年で見つかったなんていうのもあるわけです

から、これが最長５年となると、全然この効果

がなくなるんですよね、私から考えを言わせて

もらえば。実際、そのなった人、罹患者に聞け

ば、ずっと検診やっていたんだけれども何とも

なかった、この間行ったら半年もたたないうち

にがんが見つかったなんていうのはいっぱいあ

るでしょうが。 

  ということになれば、ちょっと５年というの

は、これは何も効果がなくなってくる。せっか

く金かけて、補助金を使ってやってもね。そう

でなくて、やはり健康に関心を持って、興味を

持って、健康なうちは病気は考えないんですよ

ね、残念ながら。逆なんです。健康なときに病

気というものを想定しながら検診を一生懸命や

っておかないと、後で取り返しのつかないこと

になるんですよ。それが、若いと特に気がつか

ないんですよね。どこも痛いもかゆいも何にも

ない、毎日びんびんと健康な人は病気なんて絶

対考えないんだから、それが間違いだと、私、

言うんですよね。 

  ですから、受診した人の年齢層を見てくださ

い。健康課長、よく見て、調べていると思うん

ですが、来ないでしょうが、大体若い人は。だ

から、40歳というのも、私は間違いだと思うん

ですよ。20でも何でも、年齢なんかいいと思う

んですよ。来たいという人はどんどんやっぱり

検診を受けていただいて、病気にかからない市

民をつくっていくのが私は行政の役目だという

ふうに思っています。 

  ですから、今回はやむを得ないとしても、課

長も退職なさるので、次の方にどうかそういう

ことを指導していただきたい。余り国に頼らな

いで、国のやつが皆完全かというと、そういう

ふうな抜け穴があるわけですから。そうでしょ

う、私が言っているのは間違いですか。５年間

のうちに病気起きませんか、起きるでしょう、

実例があるんだから、間違いなく起きるわけで

すからね。だから、そういうふうなことを、こ
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れから新庄市は独自でやっていくというものが

生まれてこなきゃならない。 

  これもそうですね、この前の子育て支援医療

事業、これもこの主要事業の概要の中の３ペー

ジにありますね、1,733万5,000円。これも、小

学３年まで広げると書いてあるけれども、これ

だって小学校６年生までしていればいいんです

よ、何も。あと３年間は、補助なくとも独自で

こういうのは支援をしていくというふうなこと

にやっていくべきだと私は思うんですがね。日

本じゅうどこもやっていないということはない、

やっているところはやっているんだから。 

  だから、もう少しやはり市民の立場に立って、

子育てなんていうようなことは最もこれから重

要なことで、社会がこれからどういうふうに形

成されるかと想像したときには、やっぱり子供

というのは最も大事にしなきゃならないわけで

しょう。そうでなければ、福祉社会が成り立た

ないということを言っているんだから。逆三角

形になると、毎日みたいに言っているでしょう。

支える人が肩車だなんて、１人で１人を支える、

そんなことできるわけないんだから、だとすれ

ば、子供にもう少しやはり手をかけていかなき

ゃならない。だから、３年でなくて、もう６年

まで、補助ゼロでもやっていかなきゃならない、

新庄市の立場として。ましてや、こういうふう

に人口減になっているんだから。以上。 

遠藤敏信委員長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時３７分 休憩 

     午後２時３８分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） では、３点ばかりお伺

いいたします。 

  31ページの２款総務費ですか、職員研修事業

費174万8,000円あるんですけれども、今回の予

算の計画の内容についてお伺いいたします。 

伊藤元昭総務課長 委員長、伊藤元昭。 

遠藤敏信委員長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 総務管理費の職員研修事業費

という御質問でございますが、174万8,000円の

中身につきましては、ここに旅費等いろいろ記

載されておりますが、いろいろな機会の中で、

これからの行政運営を行う上では、やっぱり職

員の資質の向上が一番大切だということを常々

申し上げておりますし、議員の皆さんからも御

指摘を受けているところでございます。 

  そういう意味で、新庄市職員の人材育成推進

プランというのを23年の、ちょうど１年前です

が、作成しております。それに基づきまして、

来年度は来年度の職員研修基本方針をつくりな

がら、研修計画をつくり、実施していくという

ことになるわけですが、基本的には、いわゆる

自己啓発、自己学習が一番大切なわけでござい

ますけれども、それに結びつくような職場での

環境風土を醸成したいというのが大切であると

いうことで、職員の能力開発、人材開発、育成

を行って、活力ある職場集団をつくっていくと

いうことになろうかと思います。 

  具体的な中身といたしましては、職員研修の

具体的な中身といたしましては、一番大切なこ

とは、仕事をしていきながらの通常職場内研修、

「ＯＪＴ」なんて言っておりますけれども、

我々上司が後輩を育成しながら、あるいは先輩

が後輩を、仕事を通じて指導をしながら職員研

修を行っていくというのを、ちょうど昨年から

ですか、フレッシュマンサポート研修というこ

とで、新規採用職員に先輩が仕事のあり方等を

教えながら、なおかつ仕事以外での悩み相談等

も受けながら後輩の育成を行ってきているとい

うふうなものを取り入れておりますが、当然な

がら24年度でもそれも、いわゆるＯＪＴ、職場
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内研修では行っていきたいというふうに考えて

おります。 

  さらには、職場外ということで、外に行って

の研修だったり、直接的な業務を、いわゆる本

来の仕事とは別に、例えば階層別、課長級とか

室長級とか主査級とかという階層別の研修なん

かも取り入れながら、また……、ちょっとよろ

しいですか、長くなりますけれども。（「いいで

すよ、はい」の声あり） 

派遣研修という形で、例えば研修機関、県の

職員研修所とか、あと、幕張に市町村アカデミ

ー、これは全国の宝くじを発行しておりますが、

その益金、いわゆる収益金で運営している施設

がございますが、そこへ派遣したりして派遣研

修という形、あるいは極めて実務的には、来年

も継続いたしますが、民間会社である電通への

職員派遣、またあるいは現在東京事務所、県の

東京事務所も行っておりますが、それに対する

研修、派遣研修なんかも行っていきながら、24

年度は行っていきたいという考え方で計画をし

ております。 

  特に24年度、力を入れたいというのは、市町

村アカデミー、極めて実務的な専門研修のカリ

キュラムがある研修所でございますが、山形県

の振興協会、サマージャンボとオータムジャン

ボという宝くじを全国で発行していますが、そ

山形県の売り上げ分を一括して運用しておりま

して、山形県の市長会が事務局になっているん

ですが、県の振興協会では、市町村アカデミー

の派遣については幾分の助成を行っているとい

うこともありまして、今年度からは、従来です

と研修費、いわゆる教材費とか施設での生活費

等の助成があったんですが、プラス２万円を限

度という形ですが、旅費も面倒見ていただける

という状況になってきておりますので、幕張へ

の専門研修、専門的な実務の研修である市町村

アカデミーの派遣なんかを、昨年度は実績で７

名だったのを今年度は11名というふうな形で計

画をしているところでございます。 

  すみません、長くなりました。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） 例えば、県は行ってい

るわけですね、国とか大企業とかですね、誘致

してこられそうな企業とか、将来本市にプラス

になるような研修先にされたらいいんじゃない

かと思うんですけれども。 

  それで、あと、これは期間としてはどのぐら

い行くんですか。期間。 

伊藤元昭総務課長 委員長、伊藤元昭。 

遠藤敏信委員長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 いわゆる外部への派遣研修と

いうことの御質問かと思いますが、すみません、

私、種々申し上げましたけれども、いろいろな

あれによって違ってきます。 

  民間への企業については、基本的には電通派

遣は１年でございます。あと、県の東京事務所

の派遣は、県職員と市町村職員との相互交流と

いう制度の中で派遣しておりますが、基本的に

は２年という期間でございます。そのほか、先

ほど、今年度さらに力を入れたいという市町村

アカデミーの派遣については、カリキュラムご

とに、項目ごとに違ってきますが、５日間から

11日間、それぞれの講座によっても違いますが、

５日間から11日間ぐらいのコースというふうに

なっております。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  ２点目は、73ページ、７款商工費ですか、こ

の新庄市中心商店街活性化推進事業費の補助金、

36万円、20万円、50万円、合計106万円とあり

ますけれども、今、商店街が苦境に陥って、戦

っておりますけれども、市として不況に立ち向

かう商店街の援助、資金をされるのに、補助金



- 215 - 

として106万円で十分かな、どうなのかと思う

んですが、その点のお考えをお伺いいたします。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 三つ並びました、36万

円、20万円、50万円でございますが、36万円は、

現実的には先ほど話が出ましたけれども、亀綾

織の機織り長屋の家賃補助、２分の１というこ

とでございます。あと、20万円に関しては、こ

れはＴＣＭがさまざまなまちづくりの活動を行

っております。そこへの、これも２分の１の補

助でありまして、そして50万円に関しましては、

これは空き店舗を活用していただける事業者の

３分の１という実際の補助でありまして、町な

か、商業地域に11坪以上の空き店舗を活用して

いただいた場合に、さまざまな改装費、あるい

はその宣伝費等々に充当していただきたいとい

うようなものであります。 

  もちろんこれで町なかのにぎわいが取り戻せ

るというものではございませんけれども、それ

ぞれのこの商い、商売に関しましての一律的な

補助というものがなかなか性格上難しい面があ

ろうと思います。ですから、町なか全体、ある

いは商店街単位等々でにぎわいをつくるような、

そんなふうな形のものを持ってきたいですし、

これは三つではないんです。その上のほうに一

つ、760万円、761万1,000円ですか、中心市街

地活性化調査業務委託料とありますけれども、

これも実際には緊急雇用事業の被災対応分野と

いうことで、実際には２人を雇い上げるという

ような話でありますけれども、これも平成16年、

ちょうど８年前に新庄から発信しました100円

商店街、これにちなむような事業でありまして、

全国にもその事例が81ほど、100円商店街が広

がっておりますので、そういった事例の事細か

なデータベースをつくって、それをこの町なか

のにぎわいに何とか役立てたいというような事

業でもございますので、質問にはございません

でしたけれども、あえて申し上げておきたいと

思います。以上です。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがこうござ

いました。ひとつ頑張っていただきたいと思い

ます。 

  最後のもう１点は、28ページの８款土木費で

すか、生活道路整備費補助金100万円とありま

すけれども、これは砂利とか補修、排水施設と

か、そういうのを改良されると思うんですけれ

ども、100万円だとどの程度できるのかなと思

って、その辺ちょっと計画をお伺いしたいと思

うんですけれども。（「ページ数、間違ってい

る」の声あり）間違った。78ページだよね。78

ページです。よろしくお願いします。 

安食敬二都市整備課長 委員長、安食敬二。 

遠藤敏信委員長 都市整備課長安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 生活道路整備費補助金

100万円、これについての趣旨ですけれども、

生活道路の整備を促進して、生活環境の向上を

図るというふうなことで、経費の一部を負担す

るというふうな内容のものでございます。 

  内容といたしましては、舗装、舗装の補修、

改良に伴う拡幅及び隅切りの切除、それと生活

道路に付随する橋梁及び排水施設の改良という

ふうな内容になってございまして、事業費の半

分、２分の１を補助するというふうなことでご

ざいます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

遠藤敏信委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがこうござ

いました。 

  それでは、終わります。 

 

 

散      会 
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遠藤敏信委員長 以上をもちまして、本日の審査

を終了いたします。 

  次の予算特別委員会は、３月12日月曜日午前

10時より再開いたしますので、御参集お願いし

ます。 

  本日はこれで散会いたします。 

  どうも御苦労さまでございました。 

 

     午後２時５２分 散会 
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予算特別委員会記録（第３号） 

 

 

平成２４年３月１２日 月曜日 午前１０時００分開議 

委員長 遠 藤 敏 信     副委員長 石 川 正 志 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   平  向  岩  雄  委員 

  ４番   小  野  周  一  委員     ５番   石  川  正  志  委員 

  ６番   佐  藤  義  一  委員     ７番   奥  山  省  三  委員 

  ８番   沼  澤  恵  一  委員     ９番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １０番   伊  藤     操  委員    １１番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １２番   清  水  清  秋  委員    １３番   小  関     淳  委員 

 １４番   遠  藤  敏  信  委員    １５番   新  田  道  尋  委員 

 １６番   下  山  准  一  委員    １７番   山  口  吉  靜  委員 

 １８番   森     儀  一  委員 

 

 欠 席 委 員（１名） 

 

  ２番   佐  藤  卓  也  委員 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 國 分 政 嗣 

総 務 課 長 伊 藤 元 昭  総 合 政 策 課 長 野 崎   勉 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 小 野 孝 一 

市 民 課 長 川 田 美 浪  福 祉 事 務 所 長 今 川 吉 幸 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 清 水 幹 也  農 林 課 長 五十嵐 正 臣 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 安 食 敬 二 

上 下 水 道 課 長 星 川 俊 也  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 栗 田 正 人 

生 涯 学 習 課 長 近 岡 晃 一  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 月 野   隆 
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監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 松 田 裕 一 

選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 小 野   享 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 任 笹 原 孝 一 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第２５号平成２４年度新庄市一般会計歳入歳出予算 
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開      議 

 

 

遠藤敏信委員長 おはようございます。 

  未曾有の被害をもたらした東日本大震災から、

きのうで１年がたちました。 

  犠牲になられました多くの方々の御冥福をお

祈りし、黙禱をささげたいと思います。 

  皆さんの御起立をお願いします。 

  黙禱。 

   （黙禱） 

遠藤敏信委員長 黙禱を終わります。 

  ありがとうございました。 

  ただいまの出席委員は17名です。欠席通告者

は、佐藤卓也君の１名であります。 

  これより、３月９日に引き続き予算特別委員

会を開きます。 

  初めに、審査に入る前に、９日にも申し上げ

ましたが、再度確認のため、審査及び本委員会

の進行に関しての主な留意点を申し上げます。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

をとりながら進めてまいります。 

  質疑は、答弁を含め１人30分以内といたしま

す。 

  質問の際は、必ずページ数、款項目、事業名

などを具体的に示してから質問されるようお願

いします。 

  また、会議規則第109条第１項に、「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について、

特段の御理解と御協力をお願いいたしまして、

これより審査に入ります。 

 

 

議案第２５号平成２４年度新庄市

一般会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 議案第25号平成24年度新庄市一

般会計予算の歳出について質疑ありませんか。 

１６番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

遠藤敏信委員長 下山准一委員。 

１６番（下山准一委員） ただいまは委員長の計

らいで、全員で黙禱できたことに感謝を申し上

げたいと思います。 

  きのうからずっと震災関連の報道が多くなさ

れまして、本当に多くの犠牲者、甚大な被害に

心を痛めておる次第であります。 

  我々としても、対岸の火事として傍観せずに、

教訓として学ぶ、風化させないとの思いを新た

にしながら、質問をさせていただきます。 

  まず最初に、48ページ、３款民生費１項社会

福祉費の５目老人福祉費であります。 

  ちょうど昨年の３月11日は、予算委員会が行

われまして、当時の金委員長の計らいで審議を

中断して、それぞれ皆さん、早く家へ帰ったわ

けであります。私も家に帰りましたらば、地域

担当の職員が参りまして、区長の立場として町

内の安否確認に回りました。けがされた方もな

く、よかったなと安堵した次第でありますが、

たしか昨年の９月補正で、地域支え合い事業、

補助率が10分の10、補助金が182万3,000円です

か、国から県に来て、県から市のほうに来たお

金なんですけれども、そのお金をもとに災害時

要援護者支援事業ってやりましたよね。中身は

要援護者の台帳作成とかそういうことが主だっ

たと思うんですが、新年度は何をやられるのか

なというふうなことで予算書を見たんですが、

今回の当初予算に計上されていませんよね。新

年度は、もうこの事業は終わりということで取

り組みはしないのかどうか。まず、その点、お

聞きしたいと思います。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 
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遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 ただいまお話しございま

した、平成23年度の９月補正予算で地域支え合

い事業、182万3,000円で補正予算を組ませてい

ただきました。この予算でもって、最初の台帳

づくりの基本的なアンケートとか、それから要

望調査とかを行ったわけでございます。そのデ

ータにつきましては、全部整理いたしまして、

昨月中にすべての区長さん方に、その各町内ご

との要援護者のリストそのものを各区長さんに

お上げして、今後ともいざ災害のときにはいち

早く助けくださるような態勢、あるいは日ごろ

からの見守りの体制をつくってくださいねとい

うようなことでのお話し合いをお願いしたとこ

ろでございます。 

  ただいまお話しございました、新年度にその

地域支え合い事業がないんじゃないかというこ

とでの御質問でございました。今後の、台帳を

各町内に配った後の仕事でございますけれども、

私どもとしましては、毎年４月に民生委員が在

宅高齢者の調査ということで回ることにしてお

ります。そのときに、異動がないかということ

でのチェックをいたしたいと思っております。 

  それから、あわせまして今回は、昨年度の要

援護者避難支援プランのときには障がい者の方

でも、みずからの情報を出すので、いざという

ときには助けてくださいという方が登録されて

おります。その方についても、今回、民生委員

が回ることにしております。それで、そのデー

タ、異動データにつきましては、５月あたりに

私のほうで内部的に整理をして、仕上がった修

正後のデータをまた６月ごろに各区長さん方に

お上げしたいと思っております。 

  それで、つきましては、今度は通常の予算の

中でやりたいと思っております。国からの補助

金はもうございませんので、１回限りでござい

ました。通常の予算の中でその取り組みをやっ

ていきたいと思っております。具体的に、ただ

いま48ページのところでございました、この中

の在宅老人福祉事業費という大きい項目がござ

います。この中の日々雇用職員賃金141万1,000

円がございます。この部分の恐らく半分ぐらい

の事務量ということで、入力作業をやっていき

たいと思っております。 

  したがいまして、項目として挙がっておりま

せんが、引き続きデータを修正しながら、各区

長さん方に修正後のデータをお上げするような

形で考えておりますので、よろしく御理解いた

だきたいと思っております。 

１６番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

遠藤敏信委員長 下山准一委員。 

１６番（下山准一委員） 直接的な予算計上はな

くても、日々の事業展開の中で対応していくと

いうことですね。 

  それで、この台帳をつくられて、その情報の

開示というんですか、情報の共有化というのが

やっぱり必要になってくると思うんですが、実

際どこまでその情報の開示をされるのか。２月

だったか、私もこの台帳をいただきました。私、

区長ですから、台帳をいただきまして、実はお

ととい、町内会の役員会がありましたので、皆

さんに御意見をお伺いしたんですが、やっぱり

雲をつかむようなものなんですよね。 

  ですから、どういうふうな町内会としての役

割を果たせばいいのか。例えば、指針というん

ですかね、行政として指針づくりをやっぱりす

べきじゃないかなと思うんですよ。行政として

はここまでやりますよと、ここからは町内会と

か、その地域のきずなでカバーしてくださいよ

と。ある程度の枠組みがわからないと。何かあ

ればね、こういうものなくたって、みんな町内

の皆さん仲よくして、見守りをやっているんで

すよ。でも、改めてこうやってきちっとして出

してくる以上、この枠組みぐらいはやっぱりつ

くっていただきたいなと。例えば、区長協議会

の中で意見交換会したりとか、研修会したりと
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か、場合によったら民生委員と、その地域担当

職員とか、町内会の役員とかのやっぱり意見交

換会とか、場合によったら台帳に載っかってい

る、その対象者の人たちの意向調査なんかも直

接しないと、この台帳を見ると何したらいいの

かわからないのね。 

  介護でもあるんだけれども、老老介護みたい

でね、近所のその支援者の名前、出ているんだ

けれども、お年寄りがお年寄りを見るんだみた

いな感じで、果たしてそれだけの大災害が起き

たときにできるのかどうか。極端に言えば、こ

の近所の応援者の欄に、もうはっきり「町内

会」とかって書いてもらったほうが、かえって

介入しやすいのよ。だから、もうちょっと枠組

み、指針をきちっとつくって、それに沿った形

で町内会も対応できるような方向づけをしてい

ただきたいんですが、いかがですか。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 このたびの災害時要援護

者避難支援プランにつきましては、福祉事務所、

それから健康課、環境課が３課合同でずっとプ

ランづくりをやってきたところでございます。

それで、昨年度に全体的な計画をつくりまして、

おととしですね、22年度につくりまして、23年

度、去年が初めて個別の支援プランということ

で、各町内会のほうにデータをお上げしたとこ

ろでございます。 

  まず、これは取りかかりでございまして、今、

下山委員からございましたように、「ふだんか

らうちの町内では十分に見守りやっています

よ」という町内もございますし、あるいは「そ

んな人がいるなんて知らなかった」という町内

もございます。あるいは、住んでいるところは、

もうみずから自主防災組織をつくって、防犯ま

で含めたいざというときの出動態勢まで考えて

いる町内もございます。さまざまのレベルがご

ざいますので、まずはこれは取りかかりという

ことで、第一歩だというふうに我々は考えてお

ります。 

  今、下山委員からお話しありましたように、

枠組みをつくってくれというお話はございまし

た。私のほうとしましては、最低限の情報の開

示はここまでですよというようなことを示した

内容の区長さんあての、より多くの質問に対す

るＱ＆Ａといいますか、こういった資料もお上

げしながら資料をお渡ししたところでございま

す。私どもとしましては、御本人たちから個人

情報を出してもいいよという了解を得たもので

すから、これは町内会の役員さん方までは開示

していいのではないかなということで、このＱ

＆Ａのほうには載せておったところでございま

す。 

  そして、なおかつ大災害のときには、市の職

員というのは、まず現場には行けない、各町内

まで行って救助までは行けないということを想

定してくださいと。そして、そういった場合に

は、まずは隣近所の方に助けてもらうことにな

りますというようなことでの意味合いでのこと

を書いております。そして、大災害もそうです

けれども、ふだんからの見守りがもっと大事な

んですよと、ふだんからの見守りもお願いしま

すねというような部分でのお願いを書いており

ます。 

  しかしながら、今、下山委員からございまし

たように、各町内でとらえ方はさまざまであろ

うかと思います。今後ともそういった声を生か

しながら、より充実した仕組みをつくっていき

たいと思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

１６番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

遠藤敏信委員長 下山准一委員。 

１６番（下山准一委員） 情報の開示については、

個人情報ということで、たしか昨年の予算委員

会でも、もうちょっと情報開示をすべきだと言

っているんですが、なかなか進まない。幾ら町
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内会長だっていったってね、だれが住んでいる

かまでわからないんですよ、世帯主の名前しか。

もうふだんのつき合いの中で、ああ、ここの家

にはお年寄りがいるなとか、障がい者の方がい

らっしゃるなとか、ここはひとり暮らしだろう

なということを感覚としてわかっているから回

れるんであってね。昨年も回ったときに、隣近

所から「大丈夫か」とか「うちに避難してきた

ら」とかって声かけられたというお年寄りの方

が結構いっぱいいましたよ。それだけまだ地域

のきずなは残っているなというふうに痛感した

んでね、より一層強いものにしていかなきゃな

らないということは痛切に感じておりますが、

まず今回の台帳の成果として聞いた話では、大

体850名ぐらいというふうに聞いているんです。

少なくないのかなと。それで、ちょうど民生委

員にもお会いしたときに聞いたらば、「私が調

べた以外にも何か申し込んでいる人がいるらし

くて、ちょっと中身についてはわかりません」

というのが実情なんですよ。だから、もっとも

っと、その潜在的な該当者というのはいるはず

なんです。 

  ずっと東山町内会を例に出して言うのは大変

申しわけないんだけれども、大体女性のひとり

暮らしでも持ち家の中で10％、あと高齢者の二

人住まい、合わせますと25％ぐらいがもう高齢

者世帯なんですよね。それで、名簿いただいて

いないんでわからないけれども、ざっと数えた

だけでもう、65歳超えているのは100名は、100

名以上いるなというふうに想像はしています。

全部正確に調べたわけじゃないですけれどもね。

そうすると、やっぱり東山だけで４世帯５名な

んていうと、何か末恐ろしい、かえってこうい

うものなくて、ふだんの見守りしたほうがやり

やすいのかなという気もしないでもないのね。 

  ちょうど何か先週あたり、村山地方で、山形

市だったと思うんだけれども、この要援護者関

係の何か会議があって、やっぱり個人情報が壁

になって、なかなか台帳づくりが進まないとい

う話があった。だから、潜在的な要援護者をも

っともっと登録していただいて、本当にみんな

で守るんだという、もう形を何とかつくってい

ただきたいなというふうにまず要望しますので。 

  あなたもあと２週間ぐらいですから、まずで

きる範囲内で後継者に伝えてください。そうす

れば、新庄は本当にいいところだと、お年寄り

に優しいところだというような評判になります

よ。お願いします。 

  次に、51ページ、同じく民生費の２項の児童

福祉費の１目児童福祉総務費、放課後児童対策

事業委託料2,391万3,000円、それから同じく放

課後児童健全育成事業費補助金1,264万9,000円、

計上していますよね。この詳細について、どう

いう形でこの数字を出したのか、まずお聞きし

たいと思います。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 51ページにございます放

課後児童対策事業委託料につきましては、これ

は学童保育所を社会福祉協議会に委託している

部分の委託料でございます。中央学童保育所、

日新、それから北辰、この３カ所になっており

ます。 

  積算根拠としましては、ここの運営に係る人

件費とか通常の物件費の所要額に、そのうち、

人件費以外の物件費に係る費用の３％だけが諸

経費として見ております。その積算でもって委

託をしております。 

  それから一方、放課後児童健全育成事業費補

助金というのは、これは民間の認可外保育所と

か、あるいは幼稚園とかで行っております学童

保育に対する補助金でございます。これにつき

ましては、その規模、開設日数によって、これ

は県の基準がございまして、その基準どおりの

補助金というふうにしております。規模によっ

て、少ないところは大手とかマルコとか、70万
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円ほどの給付もございますし、大規模になって

いるところですと300万円ぐらいの補助金とな

っております。これは、すべて県の基準に基づ

いて支出しております。以上でございます。 

１６番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

遠藤敏信委員長 下山准一委員。 

１６番（下山准一委員） 社協に委託をされてい

ると。そのほかにまず、民間のやつもあると。

いかに民間の方たちがカバーしてくれているの

かなというのは、この額で大体わかりますよね。 

  それで、聞きたいのは、社協に委託していま

すが、これは委託先の決定というのはどういう

ふうにしているんですか。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 現在、委託先につきまし

ては、社協のみの随契というような形になって

おります。学童保育そのものにつきましては、

昭和52年に学童保育所ができたわけでございま

すけれども、そのころからずっと学童保育所に

つきましては社協だけでやっております。民間

のほうで始まったのは、ごく最近でございます。

民間に対する補助金につきましても、市のほう

で支出したのは平成21年からということですか

ら、ごくごく最近の話でございます。それまで

は社協での学童保育所が主でございました。 

  それで、先ほど申し上げましたけれども、諸

経費、いわゆる委託を受けて幾らかでも、もう

けとまでいきませんけれども、何らかの手数料

部分としての費用ですけれども、全体の委託料

のうちの、事務費のうちの３％しか今のところ

やっておりません。したがいまして、例えば中

央学童保育所、770万円ほどの委託料なんです

が、その中に含まれる手数料は年間で３万

3,000円です。あるいは、日新学童、1,000万円

ほどの委託料ですが、この中に含まれる事務手

数料は２万9,000円です。ですから、全体の費

用から見ると0.何％という、それぐらいの手数

料しかございません。したがいまして、社協の

ほうからは、もっと手数料を上げてくれという

ふうな話もございます。 

  そういった中ですので、通常ですと、ちなみ

に現在、指定管理者制度でやっております児童

館、児童センターのほうにつきましては、人件

費もすべて含めた経費の２％が諸経費として中

に含まれております。この場合ですと、数十万

円の諸経費、この中での自由裁量での支出とい

うことが可能なんですが、学童保育所の場合、

必要な経費しかまるっきり市のほうでは払って

いない中身になっております。したがいまして、

例えばこれは公募したとしても、恐らくどこの

事業者でも手を挙げるところはないのではない

かなと思っております。 

  ですから、この事務経費、現在事務費の３％

というもので、社協との話で決めていますが、

これがもっともっとふえてきた場合は、ほかの

事業者でも手を挙げることがあり得ると思って

おります。今のところですと、非常にわずかな

手数料ですので、これを受けてくれるところは

社協しかないのではないかなと。むしろ、私の

ほうでお願いして、社協に引き受けてくれと言

っている段階でございます。 

１６番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

遠藤敏信委員長 下山准一委員。 

１６番（下山准一委員） 社協以外に受けてくれ

るところはないという、まず断定されています

けれども、社協でなければこの業務ができない

ような特殊な業務では私はないと思いますよ。

やっぱりきちっとした形で、プロポーザル方式

とかいろいろあるでしょう。ただ単純に入札方

式じゃなくてもね。だから、そういう形できち

っと委託先というのは決めたほうがいいんじゃ

ないかなというふうに思います。 

  それで、先週の一般質問の中で、小嶋委員の

質問に答えていましたよね。所長も間もなく終

わるので、整備計画というか、ビジョンを、き
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ちっとしたものを策定したいと。例えば、日新

は学校の近くに持ってくるよと。そうしますと、

利便性がよくなれば、こっちのほうに人が集ま

ってくる可能性が多いんですよね。今までせっ

かく利便性が、悪いとまで言っていいのかどう

かわかりませんけれども、悪い面を民間の方た

ちが、うまくそのすき間を埋めていてくれてい

たわけですよ。これが、利便性がよくなれば、

今度は民間に行く子供たちがいなくなって、民

間を圧迫するおそれがあるんじゃないかなと私

は思うの。 

  だから、逆に言うと、委託先決定にいろいろ

な形で参加できるとすれば手を挙げるところは、

私は逆に出てくるような気がするの。昔から社

協がやっているから――これではちょっと納得

しかねるんだけれども。もう来年度のやつは、

もう決めたんでしょうからあれですけれども、

今後の検討課題として考えるべきじゃないかな

と。やっぱり子供たちを健全に育成するために

必要な施設であれば、もっと公平な形で民間に

も開放するべきだと思いますよ。 

  社協というのは、もう半官半民みたいな団体

ですよね。収支の計算書というのがちょっと手

に入りまして、見ましたら一般会計と特別会計

に分かれていて、市の一般会計からだけでなく

て何か、介護保険とか何か、いろいろなものか

ら含めて合わせると6,000万円以上の金がもう

社協に流れています。「流れている」という表

現は悪いけれども、それだけ入っていますよ。 

  そして、その事業内容を見ると、もう介護保

険収入でも１億2,000万円ぐらいの収入を上げ

ているので、場合によったらもう社協も、その

役割の中で分割するぐらいのことをしていかな

いとだめな時期が来ているんじゃないかなと思

いますよ。公的な部分と営利的な部分に、もう

社協も分ける時期に来ているんじゃないかなと。

余りにもちょっと市が介入し過ぎなのかなとい

う気がする。だから、営利部分を外せば市が十

分に関与してもらって結構なんですけれども、

そこら辺も今後の検討課題としてね。やっぱり

重宝な団体ですよ。ちょっとしたことを全部受

けてくれるんだもの。だからといって、そこだ

けに一方的にお金を流し込むようなやり方とい

うのは、やっぱり考えていかなきゃならないん

じゃないかなというふうに思いますので、その

２点について検討してください。お願いしてお

きます。 

  それから、もう１点、わらすこ広場、52ペー

ジかな、同じく１目、2,135万9,000円。まあ、

ほとんど家賃が、この中で1,800万円かな。ち

ょっと聞きたいのは、施設管理業務委託料75万

円となっていますけれども、これはどういう内

訳でしょうか。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 ここに管理業務というふ

うになっておりますけれども、中身につきまし

ては、これは清掃業務の委託でございます。 

１６番（下山准一委員） 委員長、下山准一。 

遠藤敏信委員長 下山准一委員。 

１６番（下山准一委員） 昨年なんですけれども、

ちょうど孫が遊びに来たときに、わらすこ広場

へ連れていって１時間ほど遊ばせました。ちょ

うど学校が休みの日だったと思いますけれども、

高学年の子供たちが入って、走り回っている。

小さな１歳、２歳の子供たちはきょとんとして

ね、もう立ちすくんでいるんですよ。入場制限

しろということじゃないけれども、それでお母

さん方を見るとね、集団でお話ししたり、携帯

いじっている。 

  それで、この中で、日々雇用職員賃金195万

7,000円、載っていますよね。１時間いた中で、

その職員、１回も見回りに来ていない。ただ受

付に座って、金もらいだけだ。あそこは高学年

が遊ぶ遊具が何もないよね。そうすると、走り

回るしかないようなところなんですよね。だか
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ら、せめて、この日々雇用職員賃金を雇ってい

るのであれば、例えば１時間に一遍ぐらい見回

りをして、注意を促すようなことをしていかな

いと、いざ事故があったときどうするんですか。

私もあえて１時間黙って見ていましたけれども、

そういう実態なんですよ。我々が正式に視察に

行けばそうではないでしょうけれども、一般客

みたいな形で行けば、意外とそういうところが

見えるんですよ。だから、この日々雇用職員の

賃金の中にどういう業務が入っているのか、ち

ょっと聞かせてください。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 そういったことがあった

ということで、大変申しわけございませんでし

た。 

  今お話しありましたように、ここには常時、

日々雇用職員１人を置いております。今お話し

ありましたように、受付でのお金の収受と、あ

と、本当ですとそういった見回り。あそこは、

本来は親子連れで遊びに来るところでございま

す。子供だけが勝手に遊ぶような遊園地ではご

ざいません。基本的には親子が来て、親子連れ

であそこは遊ぶということになっております。

しかし、今お話しございましたように、高学年

の子供が１人で来て遊び回るということも当然

あらわれてきます。そういった際に指導、注意

するのが、この日々雇用職員の役目となってお

ります。 

  したがいまして、下山委員からございました

ように、１時間何も回らなかったということは

大変申しわけないことだと思っております。今

後とも注意していきたいと思っております。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） それでは、私から若干

お聞きしたいと思います。 

  それでは、ページ数、65ページの農林水産業

費の地域循環型堆肥製造事業についてでござい

ます。 

  次は、89ページの教育費、19節の国際理解教

育推進事業費、恐らくＡＬＴだと思いますけれ

ども、この内訳についてお尋ねしたいと思いま

す。 

  同じく、91ページと93ページの小・中コンピ

ューター教育振興事業費の備品購入の内訳をお

聞きしたいと思います。 

  次、97ページの５目の市民文化会館の大ホー

ル舞台照明設備賃借料について、お聞きしたい

と思います。 

  まず、この３点からお聞きしたいと思います。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 事業の内容でよろしいかと

思うんですが、平成の７年、８年ごろから、酪

農家のふん尿関係の処理をするのにというふう

なことからスタートしまして、十四、五年たっ

ているわけですけれども、要するにこの事業は、

一般家庭の中の特定した町内の有志の方から生

ごみの部分を収集いたしまして、それをバイオ

マス堆肥というふうな形で、土着菌等を使いま

して堆肥化にして製品にして、現在のところは

学校給食等に供給する農家の方が10人以上、十

二、三人いるんですが、そちらの方にお配りし

て、安全・安心の学校給食の食材というふうな

ことで供給しております。 

  堆肥、成果につきましては、年によって違う

わけですけれども、80トンから90トンというふ

うな成果、生ごみだけではなくて、水分調整材

としては木質チップも入れた中で、製品として

は80トン台の製品を供給している状態でござい

ます。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） それは認識しています。
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それで、去年もお尋ねしたんですけれども、去

年はバイオマスを廃目して、やめました。それ

で、この生ごみ収集は300から500ぐらいにふえ

て、やっているんだけれども、その中で、前回

の御答弁ですけれども、この件に関してですよ、

プロジェクトチームも組んで、環境課、農林課、

政策経営課と、今までのやり方がまずいかとい

うふうな、「やり方はもうまずいよというふう

なことで市長のほうにも具申申し上げまして、

進言申し上げまして、今回の結果というふうな

形にさせていただきました」というような答弁

をいただいたんです。 

  それで、去年も同じようなことをお聞きした

んだけれども、果たして十数年間、いろいろな

生ごみ堆肥をやって、１億数千万円を投資した

と思うんですけれども、果たして今のままでこ

の新庄のごみの堆肥化事業がいいのかという、

前回も疑問を持ちながらやったわけです。 

  それで、今、課長言ったみたいに、学校給食

をやっている農家の方々とかいろいろやってい

ますけれども、80トンから90トンやっています

けれども、これの結論を出す時期に私は来てい

るんではないかなという質問なんです。 

  今回も、これは500万円かけていますけれど

も、もし、生ごみの減量化もいろいろ考えある

と思いますけれども、過去の金額を考えますと、

それこそ希望者の家庭に生ごみの、電気で減量

化して、ぐっと圧縮したやつをするような市町

村もあるわけで、新庄市も取り入れたらいかが

かなというような、これは過去の中で一般質問

させていただきましたけれども、新庄ではその

方法はとらないよというようなことだったんで

すけれども、このままで果たしてこの生ごみの

実践事業はいいのかなと。 

  ともすれば、役所の場合は前例踏襲と申しま

すか、なかなか結論も出ないし、こんなことを

言っていいか悪いかわかりませんけれども、議

会、議員のほうから言われて、「はい、そうで

すか」というような、なかなか抵抗あってでき

なくて、わかっていながらやるというようなこ

とは、ないかもしれませんけれども、なかなか

刻として進みません。議員はやはり市民の負託

を受けまして、市民の声を代弁する立場で申す

わけでありますので、個人の意見としてでなく

て、やっぱりそういう市民……、市民の声もた

くさんありますから、これが絶対正しいなんて

私は申しませんけれども、そういった意味でも

う少し考えてやっていただかないとどうかなと

思って質問しました。 

  今年度のこの予算は計上というようなことな

んですけれども、もう少し真剣に市として取り

組んでいっていただきたいと思いますけれども、

その辺のお考えはどうなんでしょうか。ひとつ

お願いしたいと思います。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 委員おっしゃるとおり、確

かに平成22年度において、プロジェクトチーム

というふうなことで、当時３課合同でお話しし

まして、その事務的なところでは経費も大変か

かるというふうなことで、結論は出さずに、ま

ず市長のほうにも相談申し上げた経過がござい

ます。 

  それで、その前の過去の段階でもいろいろ、

私も環境課にいた関係もあって、生ごみの機械、

生ごみを機械によって圧縮するような機械とか、

コンポスターとか、そういったものを代替措置

として使っていけないものかというふうなこと

で、やはり生ごみは環境課の分野になりますけ

れども、あくまでもこれは個人から出る個人の

ごみです。それを行政がどこまで介入して利用

していくかというふうなことの研究もさること

ながら、基本的には今までやってきた中で、

550世帯ほど熱烈な支持者といいますか、頑張

ってやっている方がいますので、そこの火も消

したくないという部分がございます。 



- 227 - 

  農林課としては、堆肥は堆肥として、いろい

ろなところから出るバイオマス堆肥があるわけ

ですから、そちらのほうで使いこなせるという

範疇の中ではあるんですけれども、今、小嶋委

員が言われたような、どこかでやっぱり、高額

な1,000万円以上の金額を使っているわけです

から、どこかでこれを調整していくというふう

な考え方もしていくべきだろうなとは考えてお

りました。 

  しかしながら、平成22年度の行政評価の中の

外部評価の中で、私もそういった説明は評価委

員の中に相当したんですが、外部評価の委員の

方は、「とにかく循環型社会はこれからますま

す頑張ってやってくれ」というふうな御意見を

いただきまして、現在のところは悩んでいるよ

うな状況ではございますが、その辺も研究しな

がら調整を図っていければなというふうに思っ

ております。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） わかりました。やはり

スクラップ・アンド・ビルドというのは勇気を

持ってやらないと、行政としての役目がだんだ

ん薄れて、薄れるというか、もう信用というか、

そういうものが求められる時代ですので、やは

り決断を持って、やるならもっと徹底的にやる

というような方法もあろうかと思いますので、

ひとつまた時間をかけながら検討してもらえば

ありがたいなと思っています。 

  それでは、教育、次の国際理解教育推進事業

費のこの、恐らくＡＬＴだと思いますけれども、

その辺もう少し詳しく教えてください。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 国際理解教育推進事業費

ですが、1,123万1,000円ということで、内訳に

ついては、ＡＬＴの給与費が862万円、それか

らＡＬＴの時間外手当、これは若干42万円ほど

計上しています。それから、社会保険料の市の

負担分が125万円、それから旅費が58万円とい

うことで、ＡＬＴの研修旅費とか、日本語講座

集合研修とか、それからＡＬＴが車で市内の各

校に移動する際の交通費とか、それから手数料

２万1,000円、これは運転免許の切りかえの部

分。負担金ということで、自治体国際化協会外

国青年招致事業費負担金、国際化協会外国青年

招致にかかわる外国青年海外旅行傷害保険料負

担金、それから研修負担金ということで日本語

講座の研修会の負担金、それから諸会議の負担

金というふうなことで１万8,000円ほど用意し

ています。 

  そのほかに謝金７万円がございますが、これ

は国際理解活動事業講師謝金ということで、Ａ

ＬＴ以外に各校で新庄に在住しています外国人

の方をお招きして、異文化交流等の事業を仕組

む場合の謝金ということで、例えば中国の方に

料理教室を開いていただくなんていう形の活動

をしております。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） わかりました。何を私

は言いたいかと申しますと、去年より予算が上

がりました。よかったなと。やはりこれから子

供たちが国際社会に出ていく場合には、特に私

は常に英語教育が大事じゃないかなと思って、

去年からですか、ようやく新庄にも２人の外国

人教師を入れたと。よかったなと思って、その

方の活動をもう少し、実際に学校へ行って、私、

見たいような気もしますので、もしそういう機

会があったら教えていただければ、実際の現場

に行って、どんな活動をやっているかなって見

たいと思います。 

  今回は、上げてよかったということなんです、

前回よりも。その内容でお聞きしましたので、

やはり今後もこういうところに力を、お金を投

入して、子供の教育に力を入れてもらいたいと
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思います。 

  あと、次の、91、93ページ、小・中コンピュ

ーター教育振興事業費、備品の内容をひとつお

願いします。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 委員長、柿崎

憲一。 

遠藤敏信委員長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲

一君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 コンピュータ

ー教育振興事業費の備品、小・中ともに４万

9,000円というふうなことで計上されている部

分かなと思うんですけれども、これにつきまし

ては、今年度、総合政策課所管のインターネッ

ト等の通信環境整備ということで、光回線、こ

の整備を本合海地区でやっておりますけれども、

これに関連しまして、４月からこの光回線を本

合海地区でも使える環境になったというような

ことで、この光回線を使うためのいわゆるコン

ピューターに接続するための機器、この購入費

でございます。以上です。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） このコンピューター、

扶助費なんです。扶助費の件で聞きたかったん

です。ということは、今、電子黒板、電子黒板

の件でお聞きしたかったんです。電子黒板の活

用が非常に私は有効で、今、大手家電のテレビ

がなかなか売れなくて、ダンピング、非常に安

く売っているわけですけれども、今度は逆にそ

ういうメーカーさんは、電子黒板のほうにかな

り力を入れて、開発とかソフトとかやっている

というようなことで、時代がそういう時代だな

と認識しますけれども、学校において電子黒板

は充足率が十分だかなというようなことで、こ

こにこの配置をなさるのかなと思えてお聞きし

ましたので、その電子黒板の実態についてお聞

きします。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 電子黒板につきましては、

21年度のスクール・ニューディールの政策によ

りまして、各校に配置させていただきましたけ

れども、大きい学校で大体電子黒板と、それか

ら、大きな液晶テレビに電子黒板になるような

パネルをつけて電子黒板化するというような形

で、大体大きい学校で３台程度の電子黒板とし

ての活用ができる体制が整っています。 

  ただ、現実的には、相当競争して使うような

状況になっていますし、さらに12月補正予算と

今回の３月補正でデジタル教科書を入れていた

だきました。ということで、非常に活用という

ような部分はもっと大きくなるんじゃないかな

ということで、学校のほうからはできればふや

してほしいというふうな要望も出ているところ

です。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 恐らく、そういう時代

の流れかな、やっぱり今のＩＣ時代から、もう

どんどん進みますね。アップル社のｉＰａｄで

すか、ああいうものがだんだん進んでいって、

我々なんかとても追いつかないような状況なん

ですけれども、やはり次の子供たちにはそうい

ったものをきちっとして、十分に教材として与

えられるような、ひとつ行政のほうに力を入れ

ていただきたいなという思いで質問させていた

だきましたので、ひとつ御配慮のほどをよろし

くお願い申し上げます。 

  次は、97ページの５目の市民文化会館大ホー

ル舞台照明設備賃借料の内容についてでござい

ます。 

  次は、若干ページ戻りますけれども、74ペー

ジの商工費、新庄まつり運営事業負担金が昨年

より、待望と申しますか、200万円上積みの計

上の予算をつけていただきました。この内容と、

昨年から始まった日本の伝統まつりポスターコ



- 229 - 

ンクール実行委員会負担金60万円ですか、これ

は昨年より若干金額が減っているような気がし

ますけれども、これらについてですね。 

  あと、76ページの４目の企業誘致費、企業誘

致対策事業費について、これも昨年よりアップ

していますので、どのような観点からアップし

たのかなと。私は、上げた部分は評価いたしま

すけれども、これの内容をひとつお聞きしたい

と思います。 

近岡晃一生涯学習課長 委員長、近岡晃一。 

遠藤敏信委員長 生涯学習課長近岡晃一君。 

近岡晃一生涯学習課長 初めに、文化会館の大ホ

ール舞台照明設備の賃借料ですけれども、文化

会館につきましては、昭和56年の10月12日のオ

ープン以来、30年余り経過してございます。長

年の使用により、設備等も劣化、故障が目立っ

ておりまして、催し物に影響が及んでおりまし

た。 

  22年に大ホールの音響設備の改修を実施いた

しまして、それに続きまして24年度には、音響

とともに文化会館の生命線と言えます舞台照明

の設備について改修を行いたいと。内容につき

ましては、部品の製造中止、代替部品による互

換性もなく修理ができなくなっております照明

卓、また調光基盤、スポットライトの一部周辺

機器を５年間のリースでお借りしまして、５年

後に新庄市が取得すると、無料で取得するとい

う形のリースになってございます。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 私は、これ非常に、30

年たっていますけれども、あそこの文化会館は、

やはりこれは最上圏域にとっては非常に有効な

建物、施設であると思います。 

  昨年、30年の記念事業というようなことで、

チャリティショーなんか行っている歌謡サーク

ル団体５団体が共同して、あそこで演目という

か事業をやって、非常に多くの方々を収容して

喜ばせた経過がございます。 

  その中で、私もちょっと関係しているので、

集まって行ったんですけれども、そのサークル

の中には必ずしも、あそこで、利用して歌う、

ステージに上がって歌う出場選手ですか、そう

いったことの話を聞くとやはり郡部の方だった

んです。そうするとね、私もわきで黙って聞い

ていたけれども、「やっぱり新庄はすごいな」

と言うんですね。何がすごいかというと、郡部

から来る方々が、あれだけの駐車場を持った施

設はやはりほかの市町村、郡部の市町村ではな

いと。そして、やはりあれだけのステージがあ

るのは最上郡でも新庄市だと。やはり新庄はす

ごいなというようなお話なんですね。私、黙っ

て聞いていたけれども、ああ、なるほどなと。

我々はあって当たり前みたいな気がしますけれ

ども、よその方々から見れば、やっぱり新庄と

いうのはまだ光輝く位置にあるわけです。音響

も、やっぱりそこに出て歌った方は、新庄の舞

台に立って歌ったというような感覚も恐らくあ

ると思うんです。やっぱりそういった意味で、

文化の一つのリード役を新庄はしている。そう

いう場所の、一昨年は音響も直していただいた

と、今回もこのスポットライトを与えたという

ようなことは、行政としてはなかなかよかった

なと、目のつけどころがよかったなというよう

な評価でございます。 

  これ、リースして５年間は、５年後は来ると

いうわけですけれども、これは毎年５年間、こ

の2,800万円を毎年計上してやるような形なん

ですか。５年間のリースと今お聞きしましたの

で、その辺どうなんでしょうか。今年度、単品

で2,800万円を計上すれば、５年後には新庄市

のものになるというふうな理解でよろしいんで

しょうか。 

近岡晃一生涯学習課長 委員長、近岡晃一。 

遠藤敏信委員長 生涯学習課長近岡晃一君。 

近岡晃一生涯学習課長 この予算は、５年間この
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金額をお支払いすると。それで、５年後に取得

できるということで、これは一括でやりますと

１億2,000万円ほどの設備になるということで、

一気にできませんので分割させていただくとい

うような形になります。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） そうすると、５年間は

ずっと2,800万円を計上していくというような

考えなんですね。今年度だけじゃなくて来年も、

その次の年も2,800万円をするという、そうい

う理解でいいわけですね。はい、わかりました。 

  そうするとかなり、１億4,000万円ぐらい、

かなり期待できるものがあるというふうに理解

していいわけですね。 

近岡晃一生涯学習課長 委員長、近岡晃一。 

遠藤敏信委員長 生涯学習課長近岡晃一君。 

近岡晃一生涯学習課長 御期待していただいて結

構だと思います。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 大変喜ばしいことで、

最上郡のやっぱり新庄というような評価が、地

位ができるんじゃないかなと、大いに私も期待

しております。 

  次に、商工費、新庄まつり負担金200万円の

内訳と、日本の伝統まつりポスターコンクール

の件、ひとつお願いします。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 新庄まつりの運営主体

である新庄まつり委員会の負担金、これは200

万円増になっておりますけれども、二つござい

ます。 

  一つは、不時の際の保険ということでありま

すが、特に昨年はこれ、続いたわけであります

けれども、山車、囃子等々の運行の場合にアク

シデントがあるということがありまして、昨年、

あの25日の突然の豪雨なんかもありまして、実

際に山車とか、ほかの部分等に損壊したような

状態、あとは人形、あるいは衣装等々が雨で、

突然の豪雨で傷んだということがありますもの

ですから、それに対して、24日、25日、26日、

お祭り中のそういった保険類を一括して、まつ

り委員会でまとめ上げたらどうかと。そうする

ことによって、個々で町内単位で掛けておるよ

りもはるかに経費が下がるだろうということで、

実質にはさまざまありますけれども、３万円か

ら５万円ぐらいだというふうに聞いております

ので、この分が効率化できるだろうと。実質的

にはその町内の支援になるわけですけれども。 

  あと、もう１点は、実際に山車そのものを制

作、運営するには、各町内で多額の経費がかか

るわけですけれども、三つ、四つの町内の平均

をちょっと調べたことがあるんですけれども、

平均すると233万円ほどだと。これに対して、

実際の御祝儀、花の割合が30％ぐらいなんです

けれども、それがなかなか手当てできにくくな

っていると。ただ、３年前に国の重文に指定し

ましてから、実際にいい山車をつくろうという

意気込みはすごい高まっているわけなんですけ

れども、そのギャップを埋めるために幾らかで

もその手当てをしたいということで、その２点

が200万円の内訳でございます。 

  あと、ポスターコンクールなんですけれども、

これは昨年より若干減になっておりますけれど

も、昨年初めて開催させていただいて、実質、

あのでかいポスターを入れるための額等を用意

しておりましたので、その分が今回マイナスだ

と。ただ、昨年、108のまちからさまざまな応

募をいたただいて、影響はかなり大きいものが

あると。きのうおとといでしたか、競歩の集い

の中でもそういったことが、南相馬の方から感

想が出ましたけれども、あんなふうな形で大変

大きな影響があるということで、その金額、60

万円でも十二分にやれるということでございま
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す。 

  それから、企業誘致のことですけれども、こ

れは、昨年も小嶋委員から大変御心配をちょう

だいした旅費に関しましては、実質当初で50％

増、38万円ほどの増になっております。行きた

い、あるいは訪問したい、あるいは訪問すべき

会社はたくさんございます。首都圏、中京圏、

157社ほど挙げておりますけれども、これでか

なりの部分に回ることができるだろうというふ

うなことです。もちろん、照準が絞られてきた

場合には、それ相応なりの対応ができると思い

ますけれども。 

  あと、もう１点は、工業団地の協議会のほう

への増でございます。これは、従来の負担金に

加えて、昨年の11月に行いました東京セミナー、

立地企業で構成しますといいますか、立地企業

のトップの方々にお集まりいただいて、さまざ

まな情報交換を行った、あの分が含まれており

ます。この分の増でございます。以上です。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） ありがとうございます。

新庄まつりも国指定になって、やはりそれぞれ

つくり手も、皆さんそれぞれ、はやしの方もや

はり意識が変わって、立派なお祭りにしようと

いうようなことがだんだん私どもにも感じられ

るし、多くの市民もそういうふうな目で見てお

られますので、そういった意味で御配慮してい

ただいたということはありがたいなと思ってお

ります。 

  企業誘致のほうも、この一般質問でも雇用の

問題は大きく取り上げられておりますので、少

ない予算で大きな効果を上げれば一番いいんで

すけれども、やはり昨年よりもアップして頑張

るというような姿勢は、私は評価したいと思い

ます。 

  ポスターコンクール、これ、非常に私は有効

だったんじゃないかなと思います。日本のまつ

りというようなことで、ある飲料メーカーさん

がスポンサーで新庄まつりを、県内版ですけれ

ども、１週間、１時間番組で放映するというよ

うなことを伺いました。やはり委員長の吉村先

生効果かなというようなことですので、やはり

大した、六十何万円ぐらいの予算措置でこれだ

けやるというようなことは、非常にタイムリー

な方策じゃなかったかなと思いますので、今後

ともよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、62ページの衛生費の塵芥処理費なんで

すけれども、さっき私どもも、今１年間、東日

本大震災のことで黙禱、弔意をあらわして、き

のうあたりテレビとかを見ますと、ほとんど鎮

魂ですね。その中で、瓦れき処理という問題が

出ています。 

  非常に瓦れき処理が困っておるわけでありま

すけれども、きょうの山形新聞、見ましたけれ

ども、13市町村の受け入れ困難というような、

広域処理が進まないというわけですけれども、

私たちも困るけれども、震災地はもっと困って

いるんですね。切実な問題なんです。それで、

やはり私は、福島県は放射能云々ありますけれ

ども、それだって数値をはかってするというよ

うなわけなんですけれども、石巻とか陸前高田

あたりのこの瓦れきを受け入れるお考え、検討

はなさらなかったか、その辺いかがでしょうか。 

山尾順紀市長 委員長、山尾順紀。 

遠藤敏信委員長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 このことにつきましては、広域の

ほうで11月に、広域で全体的に受け入れてはど

うかというような提案をさせていただきました。

当時、その埋立地の町村の関係者が、地域の同

意をとるのは非常に難しいというようなことが

ございました。しかし、手をこまねいていては

いけないというようなことで、その後も関係者

の方々に、この広域としての気持ちをあらわす

必要があるのではないかというようなことを申

し上げてきたところであります。 



- 232 - 

  結論には至っていないわけですけれども、３

月16日に広域の理事会がございますので、新庄

市としてはもう一度提案させていただきたいと

思っております。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

遠藤敏信委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） ぜひね、国も全面的に

もう瓦れき処理をやっています。以前、神戸の

震災のときに、うちの幹事長、自民党の野中さ

んが、各自治体に協力しろと。協力しなかった

市町村には、次の年、交付税がすごく減らされ

たんですね。山形県内でも、名前は言いません

けれども、あります。 

  それだからやるというわけじゃないけれども、

同じ東北で困っていることは私たち以上に困っ

ているわけですので、やはり先に手を挙げてや

ったほうがいいと私は思いますので、ぜひ広域

行政なり、鮭川では広域に、処理能力範囲内で

検討しますって、もう鮭川は新聞になっていま

すので、やはり新庄も率先してひとつ、理事長

としての働きをお願いしたいと思います。 

遠藤敏信委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時０２分 休憩 

     午前１１時１２分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） それでは最初に、市長

の施政方針の14ページに、災害時のエネルギー

供給ということで、「避難所などの防災拠点施

設において停電時も対応できるよう、再生可能

エネルギーによる発電設備等の導入を」という

ふうに、進めるとおっしゃっていましたが、こ

れは例えば、具体的にはどういう内容だったの

でしょうか。 

野崎 勉総合政策課長 委員長、野崎 勉。 

遠藤敏信委員長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 このたびの新年度予算の

ほうにはちょっと間に合わずに、計上していな

いわけですが、国のほうの新グリーン・ニュー

ディールという政策がございます。基金を造成

して、その基金を使って市町村のほうで、避難

所等への再生可能エネルギーの導入を促進する

という内容であります。県のほうで基金を造成

いたしまして、その県の基金を使いまして、市

町村が再生可能エネルギーの導入を図るという

内容になってございます。先般、その内示がご

ざいまして、新庄市においては、平成24年から

平成26年までの３年間で１億2,500万円の内示

を受けてございます。 

  ただ、まだ、このたびの予算のほうには、そ

の内示を受けたというだけでございますので、

まだ予算化できておりませんが、小中一貫教育

校なり、もしくは市民プラザ、そういったとこ

ろへの導入を今考えているところでございまし

て、成案がまとまりましたら、新年度の補正予

算等で対応させていただきたいというふうに考

えてございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 再生可能エネルギー導

入ということで、大変いい中身が進められよう

としているんだと思います。市長も、この間の

議会の中で、地産地消、エネルギーの地産地消

を目指していきたいんだということを言ってお

られました。そういう意味で、私は、太陽光パ

ネルとか中小風力発電の住宅設置に補助なども

考える必要があるのではないか。また、木質ペ

レットストーブ補助はどうなったのか、これは

前の補正予算であったように思いますが。それ

とかあと、農業用水路や下水処理済みの、下水

処理の後の川に戻す落差などを利用した中小水
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力発電とか、あと、畜産のふん尿をもとにした

メタンガスの利用など、大いに広げて地産地消

を目指していただきたいと思います。これには

やっぱり目標を定めていく必要もあると思うん

ですが、どうでしょうか。 

遠藤敏信委員長 佐藤委員に申しますけれども、

言わんとすることはわかります。それで、これ

は一般質問とか総括とかそういう場面、予算項

目に今かかわらないというふうなことで、そう

いう場面での質問がふさわしいかと思いますけ

れども、予算書に結びつくような話の展開にな

っていきますか。（「委員長、そのとおりだ。委

員長、そのとおり」の声あり） 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私は市長の施政方針に

沿ってお話をしているわけでありまして、24年

度の今後の方針は、今回は当初予算にはのらな

いということでありますが、今後の補正展開に

おいて、24年度全体のこれからの方針というか、

考えていただくこととして、私は総合政策課長

と市長だと思うんですが、どのように、そのよ

うな形で広げて深く考えていただきたいという

ことで提案しているんですが、どうなんでしょ

うか。だめなんでしょうか。施政方針とかかわ

っております。 

遠藤敏信委員長 これから予算化していくという

ふうなことのようですので、これにつきまして

は審査というふうなことに向けていただきたい

と、予算書の審査というふうなことに向けてい

ただきたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） では、そういうふうに

おっしゃるのであれば、要望ということで、考

えていただきたいということにとどめておくこ

とにいたします。 

  次に、内示の12ページ、また予算書では80ペ

ージの８款の１目に住宅リフォーム総合支援事

業補助金というのが出ておりまして、ここの中

で、特に今回は耐震にかなり大きな補助を加え

ております。このリフォーム補助について、ど

のような考えから今回組まれたのか、お願いし

たいと思います。 

安食敬二都市整備課長 委員長、安食敬二。 

遠藤敏信委員長 都市整備安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 住宅リフォームの総合支

援事業補助金ということで、3,200万円ほど計

上させていただいております。 

  内容ですけれども、今までと同じ住宅リフォ

ーム補助金というふうなことで、限度額が20万

円ですけれども、これの100件ということで

2,000万円でございます。これにつきましては、

３月の補正でもちょっと説明させていただいた

んですけれども、点数制というようなことで、

ちょっとしたことをやれば、ほかの工事もほと

んど該当するというふうな内容でございます。 

  それから、新しく今回設けさせていただいた

のが、同じく住宅リフォーム補助金の中の耐震

改修分というふうなことで、これにつきまして

は、限度額が120万円で10件ということで1,200

万円でございます。これの補助内容ですけれど

も、240万円以上の工事をしていただければ120

万円の補助が出るというふうなことで、去年ま

では市が補助すれば県も半分を補助すると、ま

た、市の補助の半分を社会資本整備交付金とい

うことで補てんするというふうなことでござい

ましたけれども、今年度からは市町村の補助が

なくとも県の補助が受けられるというふうに制

度改正になっております。これにつきましては、

やはり東日本大震災がございまして、それに応

じたように家屋、住宅の補修といいますか、改

修をして強い住宅にしてもらうというふうな趣

旨でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 
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１ 番（佐藤悦子委員） 大震災を受けて、耐震

化に力を入れていきたいという、その姿勢は高

く評価しなければならないと思うし、いいと思

います。 

  ただし、金額を考えてみると、240万円とい

う大きなお金が用意できないと、なかなかこれ

に着手できないというか、住宅リフォームでき

ないということで、かなり、お金が用意できる

だろうという人がいるのは、私は限られるよう

な気がいたします。 

  一方、住宅リフォームそのものは、非常に市

内の建設関係者の仕事をふやす、とてもいい事

業だと私は思います。特に、新庄市で豪雪の問

題でも、その雪対策を担ってくれる建設関係者

が、公共事業が非常に少なくなっていて厳しい

というふうに市長もおっしゃっていて、市内に

どう仕事をふやしていくのかということが私は、

建設関係者の仕事をふやしていくことが、雪も

守ってくれるということも考えると、私はそう

いう意味では住宅リフォームに、助成事業にも

っと力を入れるべきだし、また市民が、収入の

少ない方も、高齢者も、やってみるかな、ちょ

っといい家にして住むかなというふうに考えら

れるように、私はもっと拡充してもいいんじゃ

ないかなと思うんですが、そういう考えはなか

ったかということで、どうでしょうか。 

安食敬二都市整備課長 委員長、安食敬二。 

遠藤敏信委員長 都市整備安食敬二君。 

安食敬二都市整備課長 補助金、県の補助金に市

独自の上乗せというふうな内容だと思います。

これにつきましては、さまざまな補助金等がご

ざいまして、その中で何を優先するかという選

択肢といいますか、その中の優先順位というよ

うなことだと思いますので、御理解をお願いい

たします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市では、結局お金がな

いこともあって、選択して優先した結果、この

ぐらいになったんだということだと思います。 

  例をちょっと言わせていただければ、大被害

を受けた宮古市ではありますが、前にも言った

かと思いますが、2010年に20万円以上の事業に

一律10万円補助をして、これが小規模な事業に

も利用しやすくなっているということでした。

これが行われた結果、畳でもクロス張りかえで

も結構ということで、手続も簡単にして、施主

が書類をつくらなくても、住民票や納税証明、

これは個人情報に印を、印鑑でもつけておけば

オーケーという形で、非常に簡便でやりやすい、

進めやすいように書類なども簡単にしました。

そうした結果、１年半で８世帯に１世帯が利用

したと言われております。１件当たり49万円ぐ

らいの事業になったということで、補助額が３

億2,600万円使って、24億円もの事業となった

ということでした。畳とか、塗装とかガラス、

工務店などの業者が、あと、市内の建設業者が、

半分以上が仕事になったと言われております。 

  私は、仕事がなくて困っているというこの市

民の中に、うちの中で、新庄市の中でお金がぐ

るぐると回る仕組みとして、住宅リフォームに

もっと力を入れてもいいんじゃないかなという

ことで、これは要望だと思いますが、どうか考

え、検討していただきたいと思います。 

  次に、職員の定数管理についてですが、予算

書で105ページに、一般職が24年度で288人とい

うふうに載っています。また、水道では７人と

いうことで、延べ295人の職員かなというふう

に見ています。 

  平成24年度の行革という定員管理では、311

人というふうに聞いたように思います。26年度

が300人という目標だったように思います。こ

の数を比べたときに、この295人というのが24

年度の職員の予定なのか。行革とかなり差が大

きくなっているような気がするんですが、これ

はどうなのか、お願いします。 
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伊藤元昭総務課長 委員長、伊藤元昭。 

遠藤敏信委員長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 定員管理についての御質問で

ございます。 

  予算書上でのこの給与費明細書につきまして

は、基本的には１月１日現在の予定といいます

か、１月１日現在の職員数等を記載している状

況にございます。 

  実数で申し上げますと、現在の予定でござい

ますが、特別職を除いた分としては、23年４月

１日、昨年、23年度の４月１日でございますが、

310名の職員数でございます。これはオール新

庄市です。特別会計、一般会計等を含めた職員

数でございます。定年退職、あるいは年度の途

中での定年を前に退職される職員、あるいは残

念ながら一部おりましたが、現職での死亡退職

等々がおりまして、現在の予定では、24年４月

１日では298名になる予定というふうに、今現

在のところつかんでおります。 

  先ほど佐藤委員からお話のありました、定員

の管理計画上では、24年度は311名という予定

でございます。それと比べると約13名近く、定

員としては少なくなっているという状況でござ

います。 

  当然ながら、実数に合わせて定員管理を見直

すというふうな考え方もあるわけですが、基本

的には５カ年の定員管理計画というふうなもの

をつくっておりまして、さらには現在、国の状

況では、いわゆる年金支給年齢が延びていると、

延びていくと。それにあわせて、国家公務員の

話でございますが、定年も延長という話もあっ

たという状況ですが、それが定年の延長はしな

いような方向性でこのごろ新聞報道されている

ところですが、その定年の延長等も含めた形で

正式に決まれば、定員管理計画を見直したいと

いう考えではおりました。 

  予定よりも少なくなっているという状況では

ありますが、その中で職員としていろいろな人

事配置を現在考えているわけですが、より効率

的な業務を行いながら、その中で職員一丸とな

って、新庄市行政のために頑張っていくという

考え方でいるところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 行革目標をはるかに上

回る職員数になって、減ってしまっているとい

うことでした。 

  子供の命とか市民の命を守る、これが市職員

の皆さんの一番の使命だと思います。それが少

なくなっているということは、市民や子供の命

を守る正職員が足りなくて、仕事量が多くなっ

てしまったり、責任が重過ぎてしまったり、結

果として体を壊すような形になってしまっては

困るんでないかなと思うんです。 

  一方で、ふえている臨時職員は、低賃金で将

来の展望が持てなくて、せっかく資格がありな

がらやめていく人が後を絶たないというか、そ

ういうことでは、市民や子供の命を守る手だて

が引き継がれていかないんじゃないかなと思う

んです。そういう意味で、資格を持った正採用

職員をふやしていただきたい。せめて定員、今

の行革の目標を必ず守れるぐらいの定員に、最

低でもする必要があるのではないかと思います。

どうでしょうか。 

伊藤元昭総務課長 委員長、伊藤元昭。 

遠藤敏信委員長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 佐藤委員おっしゃるには、正

職員でないと新庄市の行政が円滑に進まないと

いうふうな、そういう御意見かなと思いますが、

必ずしも新庄市行政としては、当然ながら効率

化も図らなければいけないと、そういう中で、

指定管理者制度の導入、あるいは民間委託等を

推進してきたわけですが、その結果、経常的な

収支比率、あるいは実質公債費比率等も健全化

の方向に向きつつあるという状況にあるわけで

す。 
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  おっしゃるとおり、職員、あるいは臨時職員、

嘱託等を含めて職員がたくさんいれば、それは

それでより密度の濃い行政サービスも当然可能

になるわけですが、なかなか難しい議論になる

わけですけれども、行政サービスの水準を落と

さない中でも効率的な行政運営を行っていく必

要が当然あるわけですから、必ずしもそれが正

職員でないとやれないということにはならない

のかなと思っております。 

  ただ、佐藤委員おっしゃる、資格を持った職

員ということですが、資格を持たないとつけな

い職種も確かにございます。例えば保育士なん

かはそういうことになるわけですが、その中で

も、24年度につきましては保育士さんの、いわ

ゆる嘱託の方の保育士さんの報酬につきまして

は、24年度は若干ですが月額１万7,000円のア

ップ等の待遇改善を考えているということで、

24年度の予算には計上させていただいていると

いう状況です。 

  そんなことで、必ずしも正職でないと新庄市

行政が円滑に進まないということは私はないと

いうふうに考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私、子供が行っている

保育所で、保育士が足りないということの訴え

がありました。これは、子供にとって、先生た

ちが一生懸命やっているんですけれども、保育

士が足りないんだなということを感じたんです。

なぜ足りないんだろうかと考えれば、やっぱり

臨時職員で待遇が余りよくないし、それに５年

で首切りということもあるし、将来的な展望が

持てないわけです。せっかく資格がある、資格

を持った仕事なのに。 

  そういう意味で、正採用をやっぱり、安定し

てこの新庄市に住んで、結婚したり、子供を持

ったりする展望を持てるような、そういう仕事

としてやっぱり正採用をふやすというのが新庄

市の、本人にとっても、また新庄市にとっても、

安定した保育士というか、資格を持った方が安

定していらっしゃるということが子供たちにと

っても、次々かわるんじゃなくて、安定して先

生がいるというのが心の情緒の安定にもつなが

るわけなんです。そして、やっぱり責任ある重

要な仕事は正職員に来るわけだし、臨時職員、

嘱託職員が課長になれるわけではないし、長く

いながら市民に対して安定した気持ちで全力を

尽くせるというのは、やっぱり正職員だろうと

思うんです。そういう意味で、正職員をふやし

ていただきたいと。 

  今おっしゃった嘱託職員、嘱託保育士の待遇

を改善していただいたというのは、本当にあり

がたいことなんですが、やむを得ず臨時職員に

するならば、その責任に合った賃金をやっぱり

保障していく立場、必要だろうと。正職員と同

じぐらい、私は臨時職員であっても同じ仕事を

する場合には与えるべきだと思います。そのこ

とについて、正職員をふやしていただく、臨時

職員であっても待遇をよくしていく、そのこと

についてどうでしょうか。 

伊藤元昭総務課長 委員長、伊藤元昭。 

遠藤敏信委員長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 具体的に、当市の保育所の人

員配置というふうなことだとは思います。 

  先ほど私も申し上げましたが、嘱託職員の保

育士さんの報酬、月額１万7,000円の、24年度

から、来年度からですが、待遇改善を行ってい

るという状況もあると。 

  では、何回もくどいようですが、新庄市の正

職員でないとその仕事ができないというふうな

ものがすべてではないというふうに理解してお

りますので、当然ながら正職員がだれもいない

なんていうことはあり得ないわけですから、そ

の辺は非常に難しい問題ではあります。ある面

では、くどいようですが効率化な行政、行財政

運営を行う上で、すべて正職員で行うというの
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は、当然これは不可能だというふうに考えてお

ります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私は全部とは言ってい

ないんです。行革で決めた定員を、せめて正職

員で出るぐらいまで、私は採用をふやすべきだ

と言っているんですが、どうですか。 

伊藤元昭総務課長 委員長、伊藤元昭。 

遠藤敏信委員長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 何回も同じような答弁になり

ますが、定員管理計画は５年間のスパンでつく

っております。当然、実質的な数字というのは

毎年毎年出てくるわけです。それと、定員管理

計画上の数字との乖離、幸いにして管理計画よ

り進んで、ある面ではいわゆる行政上の効率化

が進んでいるというふうな、人件費が減るわけ

ですから、とはなるわけですが、じゃあ、それ

がいいのかというのもやっぱり難しい議論であ

るわけですが、基本的に、いろいろな事情の中

で定年前にやめられる方もやっぱり何人かおら

れますし、それがすべて、じゃあ、やめた分だ

け正職で補充していくということには必ずしも

つながらないのではないのかなというふうに思

っておりますので、ぜひ御理解を賜りたいと思

います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私は、子供と市民の命

を守るという立場から、安定した身分で、将来

展望を持ちながら真剣に、やめることなど考え

ずに真剣にやれる、そういうのはやっぱり正職

員だと思うので、正職員をふやしていただきた

いという要望をしたいと思います。 

  次に、65ページの３目に、学校給食における

地産地消促進事業補助金という、この農林関係

です。また、92ページの10款の３目に地元産米

の差額負担金67万2,000円と学校給食にありま

すが、米を中心に、私はもっと地元食材利用を

ふやすべきだと、給食にですが、そう思わない

かということで、お聞きします。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 ここの項目にあります、65

ページにあります地産地消に対する補助金につ

きましては、あくまでも副食という限定があり

ますので、米の主食については別のページで、

恐らく60万円台の補助金、一等米を使うという

ふうなことで何回もここの議場で説明している

はずなので、御理解いただきたいと思います。

（「すみません、どうも」の声あり） 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） どうもありがとうござ

います。何回も私も同じようなことを質問しな

がら、なかなか理解できないところもありまし

て、すみませんでした。 

  この前、健康課関係、国民健康保険とかかわ

って、健康課関係で、大腸がんがふえていると

いう市の内示の資料でありました。それとかか

わって、なぜ大腸がんがふえるのかという理由

を考えて、課長たちにもお聞きしましたが、や

っぱり洋食化しているからだろうという、これ

はみんなそういうふうに共通して考えるところ

だと思います。洋食化でない、何が大腸がんな

どを防ぐ、あるいは成人病を防ぐ、その理由を

考えると、やっぱり和食だろうと思うんです。

米を食べて、それ中心に地産地消の地元のもの

を食べる。伝統食といいますか、そういうもの

を好むような人たちになっていくことが、将来

健康だろうと思うんです。そして、医療費もか

からない方向に持っていけるんだろうなと大き

く考えました。 

  それを考えたときに、いつも教育委員会から

は、パンやうどんもというふうにありましたが、

私は米をもう１食ふやすという立場に立って、
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地元の米を食べさせながら、地元の米をいかに

しておいしく子供が感じられるかという研究を

していただいて、それを将来的にも好む子供を

育てることを考えたときに、パンやうどんを子

供が好むからという形でやるんじゃなくて、将

来の大腸がんを防ぐとか成人病を防ぐ立場から

米を、というふうに広げていただけないか、ど

うでしょうか。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１０番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

遠藤敏信委員長 伊藤 操委員。 

１０番（伊藤 操委員） 先ほど、小嶋委員のほ

うからの被災地の瓦れきの処理について、市長

からの答弁がありまして、３月16日の広域の理

事会で、そこで審議されるということです。 

  それで、補足なんですけれども、やはり新庄

の市民の方では、国からの要請よりも先に新庄

市で瓦れきの処理について声を上げてほしい、

そういう声がありましたので、ぜひ16日の広域

のときには、そういう一般市民の方の声として

お届けいただきたいと思います。答弁はいいで

す。 

  お伺いしたいのは、予算書の47ページの３款

民生費、障害者自立支援費、この地域生活支援

事業費の日中一時支援事業委託料、これと地域

活動支援センター事業委託料、この説明をお願

いいたします。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 まず、地域活動支援セン

ターでございますけれども、これは前の小規模

作業所であります「たんぽぽ作業所」、それか

ら精神障害者のほうの作業所であります「ふぁ

ーの木」、こちらの活動にかかわる経費、これ

を利用者の市町村の出身者割でもって委託する

ものでございます。 

  それから、日中一時につきましては、これは

それぞれの障害者の方の利用時間に応じて支出

するものでございまして、これは例えば北本町

にございます、サポートセンターのところにご

ざいますが、あそこが日中一時の支援事業所と

いうことで、障害者の方が仕事ができなくとも、

そこで何らかの余暇活動といいますか、そうい

ったことで一日を過ごすというときの中身でご

ざいます。その北本町の施設であったり、ある

いは「さくらはうす」とか、そういったところ

で過ごすときのお世話代として支援費が使われ

ると、こういった内容でございます。 

１０番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

遠藤敏信委員長 伊藤 操委員。 

１０番（伊藤 操委員） それでは、日中一時支

援事業の利用者の方々の人数と、その障害の程

度をお伺いいたします。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 大変これは細かな資料に

なっておりますので、後ほど伊藤委員に個別に

お知らせしたいと思います。（「わかりました」

の声あり） 

１０番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

遠藤敏信委員長 伊藤 操委員。 

１０番（伊藤 操委員） では、次に、その若干

下にある移動支援事業費、これが前年と比べて

大幅に減額されております。これは多分、減額

の理由としては、視覚障害者の方の移動支援の

ためのニーズが少ない、そういうものだとわか

るんですけれども、平成23年の10月から制度が

若干変わり、支援事業所の数も１カ所、「もみ

の木訪問介護事業所」からもう１か所ふえてい

るはずです。それで、雪が溶けてから需要がふ

えると予測されるんですが、この減額の幅で大

丈夫なんでしょうか。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 この障害者の部分の扶助

費でございますけれども、ごらんのとおりメニ
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ューがたくさんございます。その中で、実際に

は個々のニーズに応じて利用の内容が変わって

まいります。したがいまして、例年ですと、こ

の大きな扶助費全体で見ますと大体1,000万円

ぐらいの、近い扶助費がありますので、この中

でずっとニーズに応じた支援をやっていきます。

その中で、最終的に途中で補正するという仕組

みでやっております。したがいまして、今予算

の中で抑えるというような仕組みはやっており

ません。実際のニーズに応じて必要なサービス

をやっていくつもりでおります。 

１０番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

遠藤敏信委員長 伊藤 操委員。 

１０番（伊藤 操委員） はい、わかりました。

では、お願いします。 

  それと、もう一つなんですけれども、92ペー

ジから、10款教育費の３項中学校費、この予算

書を見ましてちょっと疑問に思ったんですけれ

ども、ことしの４月から、中学校に新たな必修

科目として武道とダンスが始まるというわけで

すね。それで、石川委員の一般質問の中の答弁

にもありまして、その安全性は柔道連盟との連

携で十分に安全対策をするとあります。しかし、

一部の保護者や教員の中からは、やはり柔道は

格闘技であるということで懸念の声が広がって

おります。 

  それで、予算書の中に、その安全対策に対し

て、例えば地域によってはヘッドギアやマウス

ピースを購入する、もしくは外部講師を派遣す

るその費用、それは予算として取り組んでいる

他の自治体があるわけですけれども、新庄市の

場合は予算書に照らして、どこの部分でその安

全対策を考えているんでしょうか。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 新庄市の、いわゆる独自

の予算というのは計上はしておりませんが、こ

の前もお話し申し上げましたように、安全対策

のための教員以外の指導者、学校の体育の教員

が希望すれば、その指導者を派遣する事業が県

の事業でございますので、その県の事業を活用

して、そういう希望をする学校にはそういうふ

うな指導者を派遣をしたいというふうに考えて

います。その際には、地区の柔連の方々にも御

協力いただいて、そういうような形で行ってい

きたいというふうに思っています。 

  それから、柔道の授業ですけれども、これま

で市内中学校５校のうち４校でずっと行われて

おります。その中では、指導のスキルの蓄積も

ございますし、おおむね10時間というふうな中

で、受け身を中心としたステップを踏んだ授業

の計画もございますので、そういう点では、そ

んなに学校としても大きな不安を抱えている部

分はないのではないかなというふうに思ってい

ます。 

  ただ、私たちの課題ということでは、やっぱ

りしっかりとした道場がなかなかないというよ

うな部分が課題でございますので、そこら辺は

これから、学校が老朽化するにつれて新しい学

校を建てる際には、ぜひ道場も一緒にというよ

うな部分も考えていただければありがたいなと

いうふうに思っているところです。 

１０番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

遠藤敏信委員長 伊藤 操委員。 

１０番（伊藤 操委員） わかりました。 

  それで、外部からの講師の件ですけれども、

例えば、ちょっと大きい話になりますけれども、

フランスとかだと柔道人口が日本の３倍あるの

に、死亡率とかけがの率が非常に低いんですよ

ね、日本と比べて。それは指導者の資質と申し

ますか、資格というのが非常に厳しくなってお

ります。 

  柔道連盟からの要請で協力態勢は整っている

とありますけれども、有段者何段以上とか、ど

のぐらいの経験がある方を依頼するとか、そう

いう人数的なものとか資質的なものは配慮され
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ているのでしょうか。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 今後のことになりますけ

れども、地区の柔道連盟の方々と相談しながら、

そこら辺は考えていきたいと思います。 

  なお、日本における柔道のけがですけれども、

いわゆる授業中のけがというよりも、ほとんど

は部活動においてのけがのほうが多いわけです。

そういう点では、部活動の運営についてもさま

ざま指導者には考えていただきたいというふう

にお願いはしているところです。 

１０番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

遠藤敏信委員長 伊藤 操委員。 

１０番（伊藤 操委員） わかりました。 

  それで、補足的な部分なんですけれども、も

う一つの必修科目のダンスとありますけれども、

これも予算を組んで外部講師とかの依頼が必要

かと思うんです。それも県のほうの予算でする

とは思うんですけれども、今現代的なダンスと

いうのがありますけれども、そういうのは一般

の教員では指導がちょっと大変で、どのぐらい

の予算がつくかわかりませんけれども、市では

履修の授業内容に対して、外部講師の費用の分

をどのようにお考えでしょうか。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 ダンスの授業については、

実は大変申しわけないんですが、余り私も詳し

くないんですが、先日、中学校で見てきた限り

では、体育の先生方は非常に子供たちを楽しく

させるようなダンスの授業をやっておりました。 

  また、来年度から必修化されるわけですけれ

ども、実は先行的にもう、どの学校でもダンス

の授業を取り入れている部分もございますので、

その中では特にダンスの講師を派遣してほしい

というような要望はいただいておりません。 

  なお、そういうような要望がございましたら、

県の事業等も活用しながら対応することは可能

かなというふうに思っています。 

１０番（伊藤 操委員） わかりました。 

  以上で終わります。 

遠藤敏信委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午前１１時５３分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  なお、代表監査委員の髙山孝治君より、午後

から欠席届が出ております。 

  そのほか質疑ございませんか。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） 午後の眠たい時間、よ

ろしくお願いします。 

  まず、ページを言わないと何か質問できない

ようですので、ページだと48ページからいきま

す。48ページの社会福祉費の５目というのかな、

民生費の老人福祉センター運営費補助金、452

万2,000円ありますけれども、その内訳、ちょ

っと最初にそれをお願いしたいと思います。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 これは、老人センターに

かかわる人件費１名分と、１名分の４割相当額、

それから運営費、燃料費とか電気代とかあるん

ですが、その運営費の４割分でございます。そ

れとあと、修繕につきましては100％、大規模

修繕につきましては100％見ておりまして、こ

の分の三つ合わせた分がこの補助金の中身にな

っております。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） 今の話ですと、人件費

40％と、あと修繕費は100％、電気代とか燃料
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代という話でしたけれども、これはちょっと私

もよくわからないんですけれども、社会福祉協

議会のほうから派遣されているということだと

私は思うんですけれども、その関係でちょっと、

ある方から相談を受けたんです。 

  私もそこに、ちょっと中まで全部見たことな

いんですけれども、何か中にカラオケの部屋と

いうか、そういうのがあるらしいんですけれど

も、そこの利用についてちょっと何か、私、質

問されてちょっと困ったことがありましたけれ

ども、その内容というのは、要するに今まで12

年間も25名で、何か月１回ほど老人たちが集ま

って楽しんで歌を歌っていたというか、いろい

ろな歌を歌っても、ただ、昔の歌を聞いた場合

は、例えば美空ひばりは何年に生まれてこうい

うことをして、こういう時代背景があったと、

そういうのを勉強していたらしいんですけれど

も、今回何かやめろとちょっと言われた、話が

出たらしいんです。 

  それで、私も社会福祉協議会のほうにちょっ

とお話ししたんですけれども、全然話が何か通

じなくて、いまだに何の返事もないし。だから、

これはどういうことかなと思ってちょっとお聞

きした次第です。ちょっとその辺、もしわかり

ましたら回答をお願いしたいと思います。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 大変申しわけございませ

ん。そのカラオケについては、今初耳でござい

まして、どのような問題があったのか、これか

ら確認して、もし問題があれば善処していきた

いと思っております。 

  あそこの運営そのものにつきましては、社会

福祉協議会がやっておりまして、それに対する

補助という形で私たちのほうでは関与しており

ます。そういった補助金をやっている中で、不

適切なことがあれば、利用されている方が不愉

快な思いをしたようなことがあれば、これはま

ずいことですので、善処していきたいと思って

おります。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） では、その件について

はよろしくお願いいたしたいと思います。 

  次ですけれども、予算内示資料の９ページで、

緊急雇用創出事業の中で特例基金事業ですけれ

ども、１億3,359万円というふうになってござ

いますけれども、今例えば、若い人たちですけ

れども、やっぱり仕事が相変わらずなくて、そ

れでいろいろな話をしますと、「新庄市で緊急

雇用対策でいろいろなお金が出ているらしいけ

れども、私ら、ハローワークに行っても実際に

は仕事につけないよ」という、そういう話をち

ょっと伺ったんですが、それは１人ばかりじゃ

ない、何人も言うんですけれども、それで私も

商工観光でもお話ししていますけれども、そう

いう、ハローワークに行くけれどもだめだって

言うからって、行って話も聞いていますけれど

も、何かそこら辺が縛りというか、何か若い人

たちが仕事につけないというか、お金は出てい

るのに、だからどういうふうな仕組みになって

いるのか、その辺もしわかりましたら教えてい

ただきたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 24年度に予定している

事業は三つほどありますけれども、緊急雇用関

係で、重点分野の事業というのが５事業11名の

雇用で、それから地域人材育成事業というのが、

これは亀綾織ですけれども１事業２名、それか

ら震災対応分野、今年度もやっておりますけれ

ども、それが19事業49名の雇用、合わせまして

25事業62名であります。 

  今年度もそうだったんですけれども、いずれ

にしましてもそれぞれ目的がありますので、特

に震災対応分野につきましては、49名に関しま
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しては、一義的には被災者ということですよね。

それから、もう一つは、昨年の３月11日以降の

離職者という条件、縛りがついております。 

  今年度のふるさと再生、あるいは緊急雇用も

そうだったんですが、いずれにしてもつなぎと

いうふうな感覚が強かったものですから、そう

いった意味での条件的な縛りはあったんですけ

れども、いずれにしましても、すべてハローワ

ークにこれは出しますので、そこからの応募と

いう形になります。ですから、そこから書類選

考、それから面接というふうなある程度の網を

くぐるわけですけれども、これをステップにし

て次のほうに向かっていただきたいというふう

な意味合いでございます。 

  ただ、その個別の件がどういう事情かはわか

りませんけれども、いずれにしましても、通常

の長期のものというふうな意味合いではござい

ませんので、ひとつ御承知いただきたいと思い

ます。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） 課長の説明もわかりま

すけれども、何かほかの人たちもやっぱり言い

ますけれども、市では緊急雇用対策、雇用対策

とよく言っていますけれども、実際に若い人は

勤めていないというか、だから、その辺やっぱ

り市民というか、住民によくわかるように、そ

れから実際仕事につけるようにというか、そう

いうことすることが、まず行政の仕事だと私は

思うんです。それを手助けをすることが。だか

ら、その辺のところを何かずっとこう、緊急雇

用対策事業が出てから私もずっと見ていますけ

れども、何かつながっていかないというか、そ

れこそある一定の人だけしか仕事につくことが

できないというか、何かその辺のところが情報

開示というかできていないというか、その辺も

う少しちょっと詳しく、わかったら教えていた

だきたいんですけれども。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 今、つなぎ的なという

ふうなことを申し上げましたけれども、緊急雇

用の場合、１年ですよね。それから、今年度で

終了しますけれども、ふるさと再生の場合です

と３年連続してということがございました。い

ずれにしましても、間口は開いておるんですが、

そのなかなか先につながっていかない。 

  ただ、１点だけ、ふるさと再生事業は、これ

は３年間、ずっと事業を継続、やってきまして、

結果的にはふるさと再生だけで62名の雇用につ

ながっておりますけれども、なかなか安定した

事業所がなくて、その後の雇用につながる形は

なかったんですけれども、１件だけございまし

て、環境関係なんですけれども、４月から正規

の社員ということで、１名だけの雇用の道は何

とかつないでおります。 

  ちょっと答えにならないかもしれませんけれ

ども、以上でございます。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） 今後の話ですけれども、

できるだけ間口を広くして、できるだけ若い人、

被災者の方はもちろん、それはもうやむを得ま

せんけれども、できるだけ若い人が仕事につけ

るように何かいろいろな手助けというか、でき

ればよろしくお願いしたいと思います。 

  次ですけれども、58ページの４款衛生費の１

項保健衛生費１目保健衛生総務費の奥羽金沢温

泉運営費補助金の490万円、内訳だけ、ちょっ

と最初お願いします。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 奥羽金沢温泉の補助金の件の

御質問でございます。 

  奥羽金沢温泉につきましては、以前にもいろ

いろ議会のほうで話題になりましたけれども、
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毎年度、補助金の交付要綱を制定いたしまして、

補助金を支出してございます。 

  補助金の支出の基準でございますけれども、

前年度の入湯税の３分の２相当額を基準として

交付するというふうなことで確認をしておりま

す。23年度の入湯客数、これが９万3,000人ほ

どでございました。入湯税額が698万1,000円ほ

どということでございまして、この698万1,000

円の３分の２相当額が補助金の額になるという

ことでございます。以上でございます。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） わかりました、わかり

ましたというより、３分の２の計算で一応490

万円という数字だと思います。その内訳に関し

ては向こうのほうに、相手方に任せるという、

その数字の490万円の使い道は向こうのほうに

全部お任せするということでしょうか。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 基本的には、温泉の修繕費と

か設備費、あるいはサービス向上のための運営

費というふうなことで、一応基準はつくってご

ざいます。それで、補助金の申請をしていただ

きまして、必要な対象事業に対して補助を行う

というふうなことでございます。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） そうしますと、あと、

助成の基準ができますと、来年からはもう物言

わず３分の２が出るということになるというこ

とでしょうか。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 温泉に対する補助につきまし

ては、市民の健康増進を図るために補助をする

と、かつ、公益性も強いと、年間10万人ほどの

市民が利用されるというふうな趣旨に基づきま

して補助を交付することにしてございますので、

経営が継続するというふうな前提のもとに、な

おかつ持続性があるという前提のもとに、単年

度要綱でございますけれども制定をいたしまし

て、温泉のほうから申請をしていただいて補助

をするというふうなことで対応したいというふ

うに考えてございます。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） 今、新庄市ばかりでな

く、郡部にもいろいろな温泉がありますけれど

も、売上高といいますか、入湯施設がやっぱり

今横ばいのような状況だと思うんです。それで、

入湯税も３分の２ぐらい還元しなければ、やっ

ぱりそれも経営が成り立っていかない、それも

わかりますので、当新庄市からも監査役が多分、

副市長が普通は派遣されているはずなんですけ

れども、それも現在はそのような形になってい

るのでしょうか。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 新庄市のほうからは、監査役

といたしまして副市長が就任してございます。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） 今後の経営につきまし

て、副市長にお願いいたしますので、まずよろ

しくお願いしたいと思います。 

  次に、69ページ、農業費の、69ページの一番

最初の、これは上の農地・水の関係ですけれど

も、68ページの一番下の山形県農地・水・環境

保全向上対策地域協議会負担金2,823万3,000円

というのがありますけれども、すみません、こ

の内訳というのは、内容をちょっと教えてくだ

さい。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 農地・水・環境対策保全事
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業につきましては、平成19年からやらせていた

だいて、24年からまたちょっと様相を若干変え

て、ほとんど同じ形態でまた５年間引き続くと

いうふうなことでございますが、この2,823万

3,000円につきましては、これは山形県農地保

全対策地域協議会というふうな組織がございま

して、事務所的には山形市にあります県土地連

内に事務所を設けておりますが、ここに一たん、

国、県、市の負担金を集約して、そこから各農

地・水の対応地域に配られると、補助金として

配られるというふうなことの新庄市負担金分が

2,823万3,000円でございます。事業費の全体の

市負担金分は４分の１、それから県負担金も４

分の１、国が２分の１出すというふうな形での、

全体事業費の割り振りの中での新庄市分の負担

金になります。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） すみません、これは県

のほうにお金を出しているという内容なのです

か。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 県に出すのではなくて、名

称が「山形県農地・水・保全向上対策地域協議

会」、いわゆる外郭団体的な協議会を、事務所

が土地連の中にあるんですけれども、そこに県

も出す、市も出す、国も出すというふうなこと

で、その協議会の中から、また各地域、例えば

萩野全域とか、飛田のほうとかというふうに、

その対応する地域に、またそこから補助金とし

て配られる、配られるというか補助するという

ふうなことですので、県が直接事務所を持って

いるという協議会ではございません。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 

７ 番（奥山省三委員） すみません、私も一応

この水・環境保全ですか、そういうの入ってい

ますけれども、それでちょっと私も不思議に思

っているんですけれども、ちょっとこれはばら

まきのような感じがするんです、はっきり言う

と。だから、この点について、こういうやり方

というか、もう少し方向を変えるというか、こ

としから変わるというか、来年から変わるんで

すか。だから、このやり方につきまして、ばら

まきじゃなくて、もっと何か使い道があるとい

うか、別のほうに回すとか、もう少しいろいろ

なやり方があると思いますけれども、その点の

ところをどういうふうに考えているのかお聞き

したいと思います。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 これは委員も我々も含めて、

見方だと思うんですが、これは国の政策上の問

題ですので、例えばそれがばらまきであるのか

というふうなことに対してのお答えはできませ

んけれども、地域の環境をよくする、例えば植

化するとか、環境整備するとか、水道を直す、

道路を直す。例えば昔、昔という言い方、少し

前に農林課のほうで農道の砂利敷きのための補

助金とかを出しておりましたが、そういったこ

とを、例えばですが、具体的にこの農地・水の

環境保全の中で地元でやっていただく、それか

ら例えば用水路、土側溝水路の場合、これをコ

ンクリート水路に直していただく、そういった

少し大き目の地域の環境対策、それから農地の

保全の対策というものに関しても、この事業で

使えるよというふうなことなので、使い道を余

り絞ってしまうとなかなか使い勝手が悪いとい

うふうなことにもなりますので。 

  ただ、委員もおっしゃるとおり、制度上に対

してばらまきかどうかという答えは私のほうか

らはできませんので、御理解をよろしくお願い

したいと思います。 

７ 番（奥山省三委員） 委員長、奥山省三。 

遠藤敏信委員長 奥山省三委員。 
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７ 番（奥山省三委員） では、まず、わかりま

した。この点につきましては、あとはそれ以上

申し上げませんので。 

  以上で、私の質問を終わります。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） 私のほうからは、55ペ

ージ、３款民生費２目扶助費、それから72ペー

ジの７款商工費２目、74ページの３目インバウ

ンド誘致キャンペーン実行委員会負担金、それ

から85ページの９款消防費についてお伺いをい

たします。 

  まず最初に、扶助費の件でございますが、こ

れは国策とも比例しているものだと思うんです

が、民生費が年々右肩上がりというふうなこと

で、平成19年には25.3％、歳入歳出一般会計の

構成比率でございますけれども、25.3％が平成

24年の予算では31％というふうなことになって

いるわけでございます。 

  中でも生活扶助費、これは平成21年対比では、

額にして3,775万7,000円の増と、それから住宅

の扶助費が20年対比で1,394万5,000円の増と、

こういうふうなことでございますが、国からの

やっぱりいろいろな指示事項もあろうかと思う

んですが、扶助費が年々増加傾向にあるという

ふうなことは、本市の経済的な問題も、これは

市民の経済なんですが、あろうかと思いますけ

れども、この扶助費の増加に関連いたしまして、

扶助費を受ける人の数がどういうふうな推移を

たどっているのか、まずそれをお伺いしたいと

思います。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 今、お話しございました

ように、生活扶助を受けるような人につきまし

ては、年々ふえてきております。かつては、や

はり４‰ぐらいの数字でございましたが、現在

は５‰の数字に上がってきております。実際の

数で言いますと、人員的にはかつては150、160

ぐらいの人数だったものが、今は220ぐらいま

でにふえてきております。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） この生活扶助費を受け

られる数が、これも年々増加の傾向だと、こう

いうふうなことでございますけれども、生活扶

助費を受けないためのいろいろな方策の指導に

ついてはどのようなことをやられているのか、

やっているとすれば。やっていないとすれば、

それで結構です。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 これはもちろん、稼働年

齢にある方につきましては、ハローワークと連

携しながら、必ず就職相談に行くようにという

ことで、これは小まめに指導をしております。 

  さらに、最近といいますか、ここ数年なんで

すけれども、例えば家賃だけ支援してもらえば

生活保護に至らなくても済むというような方に

つきましては、家賃のみの一時扶助という制度

が出てまいりました。これが去年あたりから出

てきているんですけれども、現在もこの方々、

毎月四、五人の方がいらっしゃいます。そうい

った制度ができたものですから、そういった若

い方々、就職口を探しながら家賃だけ支援をし

てもらうというようなことが今ふえてきており

ます。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） 大変な、職もない、い

ろいろな面につきましての経済の情勢は、大変

だと思うんでございますけれども、なるべくこ

の生活扶助費というようなものの上がらないよ

うな一つの対策というふうなものが必要かと思

いますので、そういうふうな面について特段の



- 246 - 

御配慮をいただければと、こう思うわけでござ

います。 

  次に、72ページの７款の商工費、２目でござ

いますが、この２目の中にはいろいろな委託料

があるようでございます。例えば、ものづくり

企業ニーズ調査事業業務委託料388万5,000円、

それから農商工連携特産品開発サポート事業委

託料335万4,000円、まちなか活性化サポート事

業委託料342万7,000円、中心市街地活性化調査

業務委託料761万1,000円というふうなことで、

委託料が随分多いわけでございますけれども、

この委託先と、そしてこのデータというふうな

ものが来ているんだと思いますけれども、こう

いうふうなこともある程度、常任委員会あたり

にも報告なされるべきだと思うんですが、この

委託料を出されている一つの事業所のそういう

結果というふうなものにお目にかかった経験が

薄らいでおりますので、ひとつこの委託料の先

と、そしてその委託された、こちらで要望して

いる実績がどのようにあらわれているのかとい

うふうなことについて、お知らせ願いたいと思

います。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 ただいま質問のありま

した五つの事業でありますが、これはこれから、

24年度の事業でございまして、いずれも今回の

緊急雇用分野の震災対応分野ということで、１

名ないし２名を雇用するものでありまして、人

件費の比率が大変高くなっております。 

  ただ、実際には、それぞれの五つの事業の性

格に基づいて委託を行うものですが、例えば最

初のほうからですね、72ページ、新庄の匠デー

タ、それからものづくり企業ニーズ等々に関し

ましては、これは特に情報センターあたりにぜ

ひ委託したいと考えておりますし、また、73ペ

ージの農商工連携特産品開発サポート事業、そ

れからまちなか活性化サポート事業、これに関

しましては、商業地にございますＴＣＭのほう

に委託したいというふうに考えております。ま

た、中心市街地活性化調査事業、これに関しま

しては、これはＮＰＯ法人でありますけれども、

ＡＭＰのほうに委託をしたいというふうに考え

ております。 

  いずれにしましても、１年の事業でございま

すので、年度末にはその成果が出てこようかと

いうふうに思いますので、これはぜひ取りまと

めまして、それぞれ皆様にごらんいただけるよ

うな、そういう機会をぜひつくってみたいとい

うふうには考えております。以上でございます。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） ぜひ、これは大切な一

つの事業かと思いますので、そのデータをなる

べく詳細に、私どもにも報告いただきたいと思

います。 

  次に、74ページの３目でございますが、イン

バウンド誘致キャンペーン実行委員会負担金、

332万5,000円とございますけれども、この委員

会の構成内容とか、現状についてのこのインバ

ウンドの展望というふうなものをどのように掲

げておられるのか、質問いたしたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 インバウンドに関しま

しては、今年度初めて取り組んだと、ある意味

では、本当に何周かおくれで本地域が取り組ん

だということでありますし、その成果に関しま

しては、市長がたびたびいろいろな機会で報告

申し上げておりますけれども、結果としては、

１年目にしては随分成果が出たなと。全くこち

らのほうが知られていなかった地域が、ある意

味で相当知られた、あるいはパイプもできつつ

ある。その成果をもとにして、逆に課題も見え

てきたと思うんです。それで、その先に24年度

のこういった予算、事業があるかなというふう
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に思います。 

  実際、向こうのほうで台湾の関係者、旅行関

係者等々ですね、こちらのほうに、新庄まつり

にお招きしまして、実際に祭りをごらんいただ

いたということでは、例えば向こうの観光雑誌

のグラビアに４ページも取り上げられるとか、

大変な成果が出ました。ブログでも取り上げら

れました。 

  また、こちらのほうからの訪問団、今回は21

名という、大変、ＩＴＦとしては大きな訪問団

だったわけですけれども、そういった意味での

向こうに対してのアピール効果、それからこれ

はある意味で思いがけない効果だったんですけ

れども、新庄区との交流、これも期待できそう

だということで。ただ、実情は、本当に知られ

ていない、向こう、台湾のほうの観光のマップ

にすら存在そのものが載っていないということ

で、まだまだこちらのほうの実情を知ってもら

う、そういう方向性は必要だろうと。 

  そういうことで、24年度に関しましては、あ

る意味で今回があいさつ部隊だとすれば、24年

度は精鋭部隊、これを送り込みたいと。それで、

向こうの観光関係者のほうにぜひアピールをし

たいと。あわせて、こちらのほうにまたお招き

して、新庄まつり等々の魅力を知っていただく

と。ただの観光の場合ですと、一度ルートがで

きるとそれをずっと長く使っていただけるとい

うことがあるようですので、ぜひこちらのほう

の祭り、温泉、あるいはあけぼの町もそうかも

しれませんが、また雪等々ですね、これをアピ

ールする形にして、ある程度、１年、２年とい

うことじゃなくて、本当に５年、10年単位ぐら

いで戦略を練っていきたいなということで考え

てございます。以上でございます。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） それでは、ことし初め

てと、こういうふうなことでございましたけれ

ども、委員会の構成というふうなものはまだな

されていないわけですか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 失礼いたしました。こ

れは、関係する団体は少のうございます。商工

会議所、それから観光協会、それから少ないん

ですけれども、うちのほうももちろんございま

すけれども、関係する団体に加えて、江戸家老

の斎藤さん、実質今回の、今の事業の、ある意

味では陰の功労者といいますか、その方を実際

にはアドバイザーということで位置しておりま

すので、これは引き続き新年度も、これからも

協力いただけると、こんなふうにありがたくと

らえております。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） 人口減少の中で、交流

人口が大切な一つの要件になってまいりますの

で、ひとつ、インバウンド誘致キャンペーンに

つきましては、滞りなく実施していただきたい

というふうな要望をしておきたいと思います。 

  それでは、85ページの９款消防費でございま

すが、全国の操法大会でございますけれども、

その実行委員会に対する負担金200万円と、こ

ういうふうなことでございますが、選手の結団

式のときには、山形県の消防協会の会長がおい

でになりまして、経費は全部協会のほうでお持

ちすると、こういうふうなお話があったわけで

ございますが、その当時の県の会長が600万円

ぐらいなんていうようなことを言っていました

けれども、600万円では、これはおぼつかない

なというふうな、経費を全部賄うわけにはいか

ないなと、こう思ったんですが、その不足分と

いうふうな形で200万円の計上と、こういうふ

うなことでしょうか。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 
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坂本清一環境課長 全国大会にかかわる経費につ

いては、基本的には県の消防協会、県の消防団

員１人当たり200円の支援金というようなこと

で拠出しておりますけれども、これまでのとこ

ろ、それの経費については約600万円ほどとい

うようなことで見られております。 

  ただし、これまで全国大会に出場した市町村、

それから女性の婦人消防というようなことで、

前々年度、最上町のほうで大会に出場しており

ます。その際の経費とこちら側の事務局サイド

の試算では、約1,000万円ほどというようなこ

とで見積もっておりますけれども、それら協会、

あるいは県のほうからも若干の補助金がござい

ますので、それを合わせて市の200万円の負担

金をいただくというようなことで、今の段階で

は総額1,000万円ほどの予算の概算でございま

す。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） この操法大会に参加す

る選手の件ですけれども、市長と消防団長が選

手が所属する会社を訪問して、その理解を求め

たとお話を聞いておるんですが、その結果、ど

のようなことになっておるのか、わかれば。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 全国操法大会に出場予定の選

手、当初10人、現段階で８名に絞られておりま

すけれども、それらの選手については、８名の

うち７名が仕事についております。というよう

なことで、まずは市長及び消防団長連名での文

書での出場に際してのお願いというようなこと

で、可能な御支援と理解を賜りたいというよう

なことで発送しておりますし、その後、２月の

末からですけれども、１社だけ残っていますけ

れども、これまで６社について、全国大会出場

にかかわる会社のほうの御理解をというような

ことで、お願いとごあいさつに行っております。

団長と私が同行した形で行っております。 

  いずれの企業についても、具体的なスケジュ

ール的なものについてはこれから若干詰めなけ

ればなりませんけれども、お伺いした段階では

多大な御理解を示していただいて、特に選手の

大会当日の出場、それからそれまでのさまざま

な訓練が必要ですけれども、それについては可

能な理解と御支援をしますというようなことで

は伺っております。以上です。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） 選手が８人で、７人の

会社の承諾を得ていると、こういうふうなこと

でございますが、出場される選手の数が８人と

いうふうなことですから、１人足りないわけで

すよね。その１人足りない分をどのようにお考

えですか。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 ８名のうち７名で、１名分は

どうしたかというようなことですよね。その方

については、現在嘱託の教員の方がおられまし

て、７月からの勤務先が現段階で不明だという

ようなことで、その方については勤務先がはっ

きりした段階で、こちらがまたお願いと御理解

をいただくようなことで御訪問したいと考えて

おります。 

３ 番（平向岩雄委員） 委員長、平向岩雄。 

遠藤敏信委員長 平向岩雄委員。 

３ 番（平向岩雄委員） 全国の操法大会という

ふうなもの、これは新庄市では初めてだと、こ

ういうふうなことでございまして、大変名誉な

ことでございますので、ぜひとも成績優秀にし

て新庄市の名を博するように、ひとつ御努力を

いただきたいと思います。 

  以上で終わります。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 
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遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 私のほうから質問申し

上げます。 

  ページ数が47ページ、民生費、４目の障害者

自立支援費、この中の成年後見制度の小項目が

あります。この関連一つと、それから次のペー

ジになります、48ページ、同じく民生費の５目

老人福祉費の中の小項目、特別老人ホームの建

設整備費補助金関係になります。 

  それから次が、款項目変わりまして、７款の

商工費、２目の商工振興費、この中の工業振興

人材確保推進事業負担金でございます。96万円、

この関連。それから、同じく商工費で、74ペー

ジの新庄まつり関係です。 

  それから、最後に、92ページ、10款の教育費、

２項小学校費４目の学校建設費の小中一貫校の

委託料関係についてでございます。 

  それでは、さきに申し上げました民生費の47

ページ、成年後見制度利用支援事業費ですが、

ここに次年度、来年度の予算として33万4,000

円計上されております。ことしも33万4,000円、

予算化になっております。それで、去年の分を

見ますと、実績ですが26万2,500円というふう

に決算されております。去年は、多分だれかが

活用されたんでしょうと思います。ことしにつ

いては、この活用があったのでしょうか、どう

でしょうか。まず、お伺いします。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 現在のところ、今年度の

執行はございません。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） もう３月半ばですので、

そうすると、あと半月で、可能性は薄いような

気もいたします。 

  それはちょっと置いておきまして、24年の主

要施策ですね。この中に相談支援事業とござい

ます。この相談支援事業、５項目ありますけれ

ども、その一番下のほうに、同じく成年後見制

度利用支援事業というふうに載っております。

これと、この予算に出ている成年後見というの

は、これは何か別々なのか、それとも同じ内容

になっているんでしょうか、伺います。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 主要事業に出ております、

新しく始まります相談支援事業につきましては、

この中の成年後見制度利用支援事業につきまし

ては、いわゆる相談をして、アドバイスをする

という内容になっております。本来は、御家族

の方が成年後見制度を利用して、障害者の行く

行くの先の心配をなくするように手続をするわ

けでございますけれども、そのときのアドバイ

ス等をするのがこちらの相談事業ということに

なっております。 

  一方、一般会計にあります、この費用につき

ましては、個人的な負担が、費用負担が家族に

伴います。それができない方について、公費で

負担するといったものでございます。ですから、

中身が、相談のほうはアドバイスの中身、具体

的な金銭的な支援が一般会計で持っている事業

と、こういうふうなことになっております。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） わかりました。二つに

分けて、同じ後見制度を活用していただくとい

うような方向のようです。 

  それで、この中に、主要事業にあります相談

支援事業所に、ここに委託するというふうにな

っていますが、この相談支援事業所とは一体ど

ういう事業所、団体なんでしょうか。お願いし

ます。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 このたび新規事業として、
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この相談支援事業、新しく起こしたわけでござ

いますけれども、これは介護保険を例にとって

いただくとおわかりかと思いますが、介護保険

につきましては、サービスを受けるときに必ず

ケアマネジャーさんの診断といいますか、中身

を見てもらってサービスを受けることになって

おります。障害の福祉のほうにつきましても、

新しく制度が変わってまいりまして、個々のケ

ースに応じたメニューを必ずつくった上でサー

ビスを受けるというふうになりました。 

  したがいまして、このメニューづくり、それ

からその障害程度によってどのようなサービス

が必要かという、いわゆるケアマネジメント、

これが二百数十人にわたってしなければならな

いというふうになってまいりました。したがっ

て、市の職員１人だけではとてもじゃないけれ

ども対応できないということで、民間のそれな

りに資格のあるところにこれを委託しようとい

うことになったわけでございます。 

  現在のところ、市内ではこういったケアマネ

ジメントできる組織として二つございます。北

本町にございます福祉サポートセンターと、そ

れから友愛園、この２カ所がございまして、そ

の友愛園の中でも、もとの友愛園の建物のとこ

ろに生活就労支援センターというのがございま

す。私のほうとしては、この２カ所に委託した

いなと思っているところでございます。その中

でも、より経験の高い生活就労支援センターの

ほうに、こちらのほうを基幹的な施設と位置づ

けして、成年後見制度関係につきましてはそち

らのほうに委託をしたいなと思っているところ

でございます。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） わかりました。 

  次ですね、次のページの老人福祉費関係の特

別養護老人ホーム建設整備費補助金で、ことし

は2,805万9,000円、予算化になっております。

それで、来年度に、ここに載っていますが、

2,785万2,000円ですか、これはどこの特老でし

ょうか。 

  それと、これは毎年こういうふうに予算計上

になります。薄々はわかりますけれども、過去

に、総額ですね、過去どれほど補助金を出して

いるのか。それから、これから先、何年度まで

に、いかほどの補助金を出さなくちゃならない

のか、わかれば教えてください。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 これにつきましては、特

別養護老人ホーム「かつろくの里」、これの建

設に係る補助金でございます。これは、かつろ

くの里を建てるときに、向こうの法人のほうで

起債、借金をしたわけでございます。福祉医療

機構と、それから民間の金融機関からお金を借

りたと。それの元利償還分でございます。平成

16年から償還が始まりまして、20年ですから、

平成35年までになります。 

  これにつきましては、平成15年のときに、議

会のほうで債務負担行為ということで起こして

おります。その当時お借りした額が、福祉医療

機構からは４億2,400万円、それから市中金融

機関からは8,290万円、借りております。これ

は元金均等で返しますので、だんだんと額は減

ってくるということでございますけれども、最

終、平成35年までの時点でも年間で2,560万円

ぐらいになっております。したがいまして、現

在が2,700万円ぐらいですから、少しずつ減っ

ていきますけれども、最終年度でも2,560万円

ぐらいの金額になります。このようなことで、

平成35年まで続くことになります。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） また、さらにこれから

10年余続くという説明ですね。ですから、これ

から先、約２億五、六千万円、出金しなくちゃ
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ならないということのようですね。 

  これは内容を見ますと、この財源は一般財源

で組まれております。これは、国県補助等、あ

るいはその他の補助金というのは充てることは

できないんでしょうか。入らないんでしょうか。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 建設の時点で、国県から

相応の補助金をいただいて建設しております。

これは、その当時の本来の法人が負担すべき額、

それを市が一括では補助できないので、これか

ら長く、借金の返済の時点で補助しますと、そ

ういったやつをここでやったものでございます。 

  その中で、一部ではございますけれども、県

からの補助金、民間の金融機関から借りた部分

の利子について、２分の１だけ補助はいただい

ております。それだけでございます。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） わかりました。利子の

２分の１だけということで、大変な負担になり

ますが、平成15年に取り決めたことだというこ

とでございますのでやむを得ないのかなと、こ

ういうふうに思います。 

  次ですね、商工費のほうに入ります。 

  起業者借入金利子補給制度補助金ということ

で30万円、これが計上されております。この起

業者の利子補給される対象者ですね、これは新

庄市の高校を卒業される方が対象ですよと、こ

ういうふうに主要事業に書かれていますが、こ

こにあります財団法人最上育英会、ここに任せ

るような内容になっておりますが、この育英会

とは、多分金山町にあるところだと思いますが、

どういう財団でしょうか。説明方お願いします。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 金山にある財団ではご

ざいませんで、財団法人最上育英会ということ

で、大正元年の10月７日に発足した法人、公益

法人で、本年でちょうど100周年を迎える財団

になります。 

  今のところですと、毎年５名の方々を採用い

たしまして、それでその方々に月額４万円の奨

学資金を貸与しているということですから、こ

れまで、途中で戦後一時、20年ほど中断をいた

しましたけれども、300名以上の方々を輩出し

ていると、そういうふうな財団でございます。 

  ちなみに、新庄市長はその財団の理事という

ことでございます。以上です。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） わかりました。毎年５

人ということで、活用になれば、なお新庄に帰

ってくることができれば大変結構だなと、こう

いうふうに思います。わかりました、その件は

わかりました。 

  次に、新庄まつり関係。先ほど小嶋委員のほ

うに、200万円のアップの説明をいただきまし

たので、そこはわかりましたが、私が質問いた

したいのは、新庄まつり百年の大計の第２期計

画が来年度いっぱいで満期を迎えます。平成25

年３月までの10年間、このようにうたわれてお

りますが、この第２期計画に続いて第３期計画

を策定する予定があるのかないのか、あるとす

ればいつの時期に、どのような形になるんでし

ょうか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 第３期の計画につきま

して、また10年のスパンなんですけれども、24

年度の末までに取りまとめておきたいと思いま

す。 

  実際に、新庄まつりで交流人口拡大と誘客

100万人構想という形で動き出してはいるんで

すが、それを今度は具体化、具現化しなければ

全く意味がありませんので、そういうテーマに
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おきましても、新庄まつりの大きな振興策の見

直し、そしてそれを提言して、実施していくと

いうふうな意味合いで、３期の計画は大きな意

味を持つと思います。 

  ですから、今課題になっております、例えば

新庄まつりの観覧者の観覧場所の問題とか宿泊

の問題、それからよく話が出てきますけれども、

25日の夜型化の問題、また伝承者の問題、もち

ろん運営経費等々の問題もそうなんですけれど

も、そういったものを含めて、それぞれ１期、

２期の積み残した分もあわせて、来年度末まで

には大きな方向性がちょうだいできるものと、

こんなふうに思っております。以上でございま

す。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 来年度末、要するに24

年度末ということですね。25年じゃなくて、24

年度末。ということは、残されているのは１年

ということになります。 

  できれば25年で、３月で第２期が終わるわけ

ですから、ここに間を置かないで、やはり継続

的に新庄まつりを続けていくわけでしょうから、

この策定委員会そのものの策定が、間を置かな

いで、どうしても24年中に策定をして、策定の

結果を公表すると。そして、10年間の方向づけ

を決めていくというふうにしていただきたいわ

けです。 

  そこについての、まだ具体的な考えというの

は、例えば策定委員の人選とか、あるいはただ

いま課長からあった説明は、具体的な一つの内

容がありましたけれども、大きな目で見ての、

この委員会そのものの構成のあり方とか、そう

いうものの検討はされていないんでしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 新庄まつり、地域を挙

げて盛り上げて、しかもこの振興策にするとい

う考え方は皆さん同じだろうと思います。です

から、１期、２期ではさまざまな階層、分野の

方々に参集いただいて、策定委員、あるいはそ

の幹事に就任いただいて、取りまとめた経験が

ございます。これにあわせて、またさらにこれ

を幅を広げて、例えば観光関係の方々とかです

ね、少し間口を広げる形にして、その人選、内

容等々の検討、そして25年度から、先ほど委員

がおっしゃるようにスタートできるような形に

して、その提言等々、あるいはここで予算措置

が必要になれば、その予算の要求とか、そんな

ふうなものまでも含めて考えていきたいとは思

っております。 

遠藤敏信委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後１時５６分 休憩 

     午後２時０６分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  福祉事務所長より、発言の訂正に関して申し

出がありましたので、許可します。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 先ほど沼澤委員の質問の

ときに、特別養護老人ホーム建設の利子の２分

の１補助があるということでお話し申しました

ときに、「民間金融機関」というふうに申し上

げたんですが、これは間違いでございまして、

福祉医療機構分の利子の間違いでございました

ので、訂正をお願いしたいと思います。 

  なお、今の件につきましては、予算書の111

ページのところに債務負担行為ということで出

ておりますので、御参考にしていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 新庄まつりの第３期策
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定委員会、もう間もなく４月、新年度を迎えま

す。ひとつ早目に立ち上げていただき、中身の

検討を十分できるように配慮方お願いします。

その件は終わります。 

  それでは、時間もありませんので、小中一貫

校について質問申し上げます。 

  初日、新田委員からの詳細な質問に対して御

答弁なさっていましたが、私からは、12月の15

日ですか、全員協議会の際に提示されました、

この小中一貫校の内容について、どうしてもわ

からないというか、納得できない点があります

ので、そこを質問させてください。私は、その

ときは議長席におりましたので発言の機会があ

りませんでしたので、きょう、それを許してい

ただきたいと、こう思います。 

  その一つとして、ここに、手元に配置図がご

ざいます。この配置図を見ますと、前面道路、

南側の県道からうんと引っ込んで、北側のほう

に校舎を持ってきていると。前のほうはグラウ

ンドに使っている。それで、東西に市道がある

にもかかわらず、さらに中に通路をとっている

という、この配置計画であります。 

  初日の予算委員会では、たしか３月15日に基

本設計の検査、あるいは納入するというふうな

説明があったようですけれども、このとき、要

するに12月の全員協議会のときに説明したとき

と、間もなく来る、15日に納められようとする

基本設計の成果品との食い違いというのはある

んでしょうか。全く同じでしょうか。簡単でい

いです。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 委員長、柿崎

憲一。 

遠藤敏信委員長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲

一君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 12月13日の全

員協議会で、今委員御指摘ございました配置図

について説明申し上げた内容についてですけれ

ども、履行期限が15日、今週になっています。 

  それで、その辺の違いがあるのかというふう

なことでございますが、若干配置図の中でも修

正する部分が出てまいります。基本的な部分は

変わりませんが、例えば自転車置き場の位置が

ここでよろしいのかと、さまざまの御意見、そ

れから冬の除雪の関係等々、策定委員会等の委

員の皆さんの意見もございまして、これについ

ては、例えばスクールバス、南の県道のところ

がございますが、そちらのほうに移すべきなの

ではないかというふうな点とか、あと建物、校

舎、体育館等の平面図につきましても、おおむ

ね４・３・２のブロック制とか、教科教室制

等々は変わらないんですが、そのほかの部分で

若干修正することが出てくるかと思います。 

  なお、校内通路、それから児童生徒が登校し

ます通路としてのプロムナード、ここの部分に

ついては、基本的には基本設計段階では一応動

かないんだろうというふうなことで考えており

ます。 

  ただ、外構の工事につきましては、最終年度、

27年度を予定しておりまして、今後また地元の

皆さんの御意見をいただきながら、現実のいわ

ゆる整備費、後々のランニングコスト等々も勘

案しながら、具体的なところは詰めていきたい

というふうに考えております。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 今、お聞きしますと、

小さなところの移動と、あるいは見直し等があ

ったようにしか聞こえません。 

  私、申し上げたいのは、このグラウンドと校

舎の配置なんです。そのときある委員がおっし

ゃっていましたけれども、私は黙って聞いてい

ました。発言できませんでしたので。 

  ということは、これはなぜ、この前のほうに

グラウンド、南面に持ってきて、後ろ側、敷地

ぎりぎりのところに校舎を持ってきているのか

ですね。今のとおり、現状のとおり、前のほう
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に校舎を持ってきて後ろにグラウンドをすれば、

この後ろというのは、山林、林だそうでありま

して、結構ここはどうにも使えると。ただし、

東と西は住宅地ですね。こちらに広げるという

ことは、まず不可能に近いと思われます。 

  それで、将来です、将来、このグラウンドが

手狭で狭いと、こうなった場合は、この状態で

はもうにっちもさっちもいかない、広げること

はできない。だったら、逆に建物を前面に持っ

てきておけば、その可能性というのは、もう数

倍になるようなこの面積が後ろに残っていると

いうような話もございますので、この辺はなぜ

ここで決着しようとしているのか、私にはわか

らないんです。 

  地域住民、学区民に対しての説明会もあった

と思いますが、この辺についての何らかの御意

見はなかったのか。どうしても、もう基本設計

はこうなんだから、実施設計に向けてこのパタ

ーンはもう崩しようがないと、このようになっ

ているのかどうなのか。もしお答えできれば、

お願いします。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 委員長、柿崎

憲一。 

遠藤敏信委員長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲

一君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 前回、12月に

御説明申し上げる前にも、年度当初から地元の

ほうでの推進協議会等々、それから８月には、

12月の前に一度、議員の皆様にも説明申し上げ

たところでございましたが、建てる位置につき

ましては、この敷地の中でそれぞれ考えられる

ところでございました。 

  ただ、現在の萩野中学校を活用しながら建て

るとなりますと、やはりどうしても北側の位置

にならざるを得ないのではないかと。ちょうど

12月に説明申し上げました配置図で申し上げま

すと、いわゆるトラック１周200メートルの南

側の部分、この辺の部分に現在の校舎がござい

ます。これを活用しながらとなりますと、極力

南側に配置したとしても、どうしてもやっぱり

南側半分は使ってしまうようになるのではない

かと、そんなこともございます。 

  それから、北側の隣地でございますが、こち

らにつきましては高低差、これが人の背丈以上

にございます。２メートル50から３メートル以

上、隣地のほうが高くなってございます。その

ようなことで、こちらのほうの活用となります

と、この土量を移すにしてもかなりの事業費が

かかるということで、なかなか厳しいものかな

というふうに考えております。 

  なお、これまで小・中学校の改築事業、長い

スパンの中でやっているわけですけれども、例

えば現在の泉田小学校、これは旧校舎はやはり

グラウンドのほうにあったと。それで、手前側

に建てて、その後解体し、グラウンドを整備し

たと。また、日新小学校におきましても、グラ

ウンドのほうに現校舎を建てて整備していると

いうふうなことがございます。そういうふうな

これまでの経過もありますし、また、例えば校

舎を解体して、仮設というふうなことも考えら

れるかと思いますが、その場合については仮設

の費用としてやはりかなりの額、１億、２億の

額がかかるというようなことと、その間のさま

ざまな事業上の手当てとか、かなり大変な部分

が出てくると考えられます。そんなことで、現

在の中学校の校舎を活用しながらやるというよ

うなことで、これまでいろいろ地元のほうとも

説明申し上げてきましたけれども、100％とは

いかないまでにしても、御理解いただけたので

はないかなというふうにとらえております。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

遠藤敏信委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 前回、新田委員のほう

にも答弁していましたけれども、実施設計に入

る前に、基本設計が出たら、やはりこの議会に

対してきちんと、もう一度説明していただきた
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いと思います。そうしないと、やはりこういう

問題がいつまでも引っ張っていって理解されな

い中、実施設計に入っちゃうと、これはどうに

もならなくなります。実施設計に入る前にひと

つお願いしたいと思います。終わります。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） では、私から、まず31

ページ、２款１項１目職員研修事業費の部分で

ございます。174万8,000円となっていますが、

それは数字的にもう少しふやして、もっともっ

と充実、職員の資質アップ、能力アップさせて

ほしいなという気持ちはあります。でも、財政

状況的にはこれぐらいなのかな、もっとふやし

てもいいんじゃないかな、なんて思うわけです

が、この間、どなたかの質問の答弁の中に課長

が、ＯＪＴ方式を取り入れながらやっていきた

いということだったんですけれども、それでい

いとは思います。しかし、それを中心にやって

しまうとやっぱり本当に、市長の施政方針の中

にもありますけれども、新たな発想力を引き出

すような組織になるのかと。私はその辺を心配

するというか、余りにもＯＪＴ、「On-the-Job 

Training」のほうを重視し過ぎると、そういう

ふうなおそれもあるんじゃないかと、今までと

変わらない行政の流れをつくってしまうんじゃ

ないかと私は危惧するわけです。 

  その辺は、予算をこれ以上補正とか何かでふ

やしていくとか、何かそういうふうな方向とか、

もっとより充実させていくとかという考えはお

持ちではないですか。 

伊藤元昭総務課長 委員長、伊藤元昭。 

遠藤敏信委員長 総務課長伊藤元昭君。 

伊藤元昭総務課長 当予算特別委員会の初日に、

山口委員のほうから職員研修事業費についてと

いうことで、ちょっと長い答弁、回答になりま

したけれども、御回答させていただいたところ

であります。 

  その中で、職員研修体系についても、ちょっ

とくどくどしいぐらいに説明させていただきま

したが、ＯＪＴというのは、要するに我々が仕

事をしながら部下、あるいは上司が部下に対し

て仕事のやり方と一緒に、いわゆる職員の能力

向上のための研修だと。それが、「On-the-Job 

Training」、ＯＪＴでありますよと、それも非

常に大切ですよというふうな御説明は確かにい

たしました。それも大切ですよということで、

ほかにじゃあ職員の能力向上のためにしないか

ということじゃなくて、ほかにもОｆｆ―ＪＴ、

いわゆる「Off-the-Job Training」、職場外研

修も当然行っていきます。 

  そのときに山口委員のほうに答弁した中では、

特に市町村アカデミーについては、23年度、今

年度は９課程予定していたんですが、実質的に

は７課程しかちょっと行けなかったということ

ですけれども、それをさらに充実していきたい

と。具体的に言いますと、極めて実務的な専門

研修ということで、この前も説明していました

が、運営については、いわゆる市町村振興のた

めの宝くじの益金の全国をプールして、千葉の

幕張にある市町村職員のための中央研修所であ

りますが、そこに11課程のいろいろな専門研修

に派遣したいと考えておりますので、決してＯ

ＪＴじゃなくて、ほかの専門、いわゆる職場外

研修、派遣研修等も含めて充実をしていきたい

というふうには考えているところでございます。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。 

  ということで、もっともっと伸びたいという

職員、職員アンケートの中に、８割もの職員さ

んが「伸びたい」と、もっともっと自分のスキ

ルを伸ばしていきたいと、そういう声もあるの

で、ぜひその辺を取り入れて充実させていただ

ければと思います。 
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  あと、64ページ、６款１項２目農業総務費の

中の農業振興地域整備計画策定業務委託料とあ

るんですが、この委託先というのはどこなんで

しょうか。それで、どういった内容を委託する

んでしょうか。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 農振見直しの業務というこ

とで、平成22年から24年度まで、総額で9,900

万円ほど、債務負担行為で３年間にわたって事

業をやるというふうなことで御承認を受けた中

でやっております。 

  それで、委託の内容につきましては、これは

結構細かいんですが、まず、共用空間データと

いうことで航空写真を撮る作業が一つあります。

この航空写真につきましては、例えば水道とか

道路、それから税務関係、いろいろなところに

共同して使えるというふうなことで、この作業

はほとんど終わって、今図面に落としていると

ころです。 

  そのほかには、昨年度とりましたけれども、

農家全戸のアンケート調査、これの結果も出て

いまして、この前の促進協議会の中にはお披露

目というか、御報告しております。 

  そのほかには、大体これからまとめるもので、

昭和60年度にこういった農業振興地域整備計画

という新庄市独自の計画書がつくられておりま

す。この計画書自体を作成する基本的なものを

作成していただくというふうなもの、もろもろ

も含めて1,400万円ほどの委託料というふうな

ことで、国際航業、平成22年にも採択、契約さ

せていただきましたので、国際航業になります。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。 

  農業振興地域のことに関しては、田園都市新

庄というイメージは、いろいろな施政方針にも

何も書いてはありませんが、その流れは厳然と

してあると私は認識しております。ぜひ農業者

のことを考えながら、あと商業者のことも考え

ながら、いろいろ市民全体のことを考えて総合

的に判断していただいて、頑張っていただきた

いと思います。 

  次に、65ページの同じく３目、新庄そばまつ

り実行委員会負担金の60万円とあるんですけれ

ども、これはどういう内訳になっているのでし

ょうか。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 昨年まで２年を経過して、

来年は３年目というふうなことで、そばまつり

実行委員会の負担金、実行委員会型式、これは

副市長が委員長になっておりますが、そのメン

バーの中には、そば街道のメンバー、それから

そば工房のメンバー、それから各般にわたる、

農協等いろいろなメンバーがいるんですが、そ

ちらのほうが実行委員会になっていまして、こ

こで使う60万円の経費につきましては、具体的

には厨房施設、これは山屋のセミナーハウスだ

ったとすれば、厨房施設を外のほうに仮設でや

らなきゃならない、それのリースが30万円ほど

かかります。そのほかに、そばの玄そばを買っ

たり、あとはそば打ちをしていただく方への些

少の手当、それから地元の山屋の交通整理のお

手伝いをしていただいた方への若干の報酬とい

うふうなことで、トータル60万円をお願いして

おります。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。実行委

員会の負担金ということですね。 

  実際、そばまつりにかかった総合的な経費と

いうか、総経費みたいなものは、試算、試算と

いうか、そういう数字は持っていらっしゃいま

すか。職員が準備からかかわる時間、残業、そ

の当日の、職員が出て、その報酬というか給料、
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そういうものを幾らと、延べ時間はどれだけか

かったのかと、そういうデータは押さえてあり

ますか。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 この実行委員会の負担金の

ほかに、今委員おっしゃるとおり、相当職員経

費がかかっています。今、職員の残業手当、幾

ら幾らと私、ちょっと試算しておりませんが、

延べで130名ほどの人数が要されておりますの

で、時間単価はいろいろあるんですが、平均で

どのぐらいというふうなものも出せませんので、

130人の延べを出動した中でやらせていただい

ておりました。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） 実行委員会の負担金は

60万円と、数字的にはそういう小さな数字です

が、実際本当にかかわっている人間たちの労働

力とか、あとはシャトルバスも運行しますよね。

大変なお金がかかっていると思います。そうい

うところも、恐らくこれは第３回、４回とずっ

とやっていきたい事業だと思いますので、その

辺も考えながら、より持続可能な、それでいて

税金に負担のかからない、市の財政に負担のか

からない方向性を持って、内容を持ってやって

いただければなと思います。 

  市民の方の中には、なぜ山屋まで行かなくち

ゃいけないのかと、「すぽーてぃあ」あたりで

やってくれれば、本当に市の職員の皆さんもみ

んな助かるんじゃないか、参加してくれるお客

様のほうもすごく利便性がよくていいんじゃな

いかという声もあります。そういう声もぜひ耳

に入れていただいて、なるべくかかわる人全体

が、要するにお客さんも、そばを提供する人も、

かかわる人全体がよくなるような、すべてがＷ

ＩＮになるようなものをもう一度考えていただ

ければなと思います。 

  そして、前にも言った、そば粉の振興であれ

ば、そばを打つ、それで食べていただくだけが

前面に出てどうするんだという気持ちが私はあ

ります。そばクッキーとかそばパンとかいろい

ろなものに広げていってそばの振興じゃないか

と、私は今でも思っています。ぜひそういう方

向も備えながら、あわせながら進めていってい

ただければなと思います。 

  次に、また同じ６款１項の３目エコロジーガ

ーデン推進事業費のところのコーディネート事

業委託料662万6,000円というのがあるんですけ

れども、これもできれば詳しく説明してくださ

い。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 エコロジーガーデンのコー

ディネート事業委託料662万6,000円、これにつ

きましては、具体的には緊急雇用、いわゆる震

災関連の緊急雇用でございます。ちょっと、名

前が少し格好いい名前になってしまったんです

が、まゆの郷を中心に今まで売っていたものを、

もう少しグレードアップといいますか、普及を

推進しましょうというふうなことで、臨時職員

として雇わせていただきまして、職育の推進な

んかへの学校給食への配達事業とか、それから

地産地消の推進、それから販路拡大というふう

なことで、各種イベントに出向いていただいて

いろいろ手伝っていただくというふうな形での、

少し名前が余り、ただ単に「緊急雇用」という

のでは味気がないということで、ちょっと計画

書をつくっておりますけれども、そういった形

で中身的には臨時雇用の職員給与と、あとはリ

ースする車等々の費用になります。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。 

  では、次、ちょっと款が変わります。73ペー

ジ、商工費の部分ですね。７款３目観光費の部
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分の観光振興対策事業費、広告料436万2,000円

とありますが、これはどういう中身でしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 新庄まつりのテレビＣ

Ｍに関する経費でありまして、本県はもちろん

ですけれども、宮城、秋田、そして福島、首都

圏へ、まつり前の１カ月間流したいということ

の経費、本年度とほぼ同額でございます。以上

でございます。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。 

  またこれももっと別の、例えばこの予算、四

百数十万円も使うのであれば、もっともっと別

の手段で、もっと安く効率よく新庄まつりをア

ピールできるんじゃないかなと本当に思うんで

すけれども、例えば非常に評価の高い日本の伝

統まつりポスターコンクールという、そういう

何か外部には評判のいいものもあると。そうい

うものをつくれる新庄市なわけですから、もっ

ともっと頭を、優秀な方がいっぱいいらっしゃ

るので、頭をひねっていただいて予算を、こう

いう予算をなるべく少なくしていただけないか

な。それを住民の生活費の中から、いろいろな

ものに住民が負担しなくちゃいけない部分がど

んどんふえていくわけですから、こういうとこ

ろ、頭をちょっとひねっていただいて、負担を

少なくしていって、それをどんどんどんどん集

めていけば、何か住民の負担も少なくなるんじ

ゃないかな、なんていうイメージはあるんです

けれども。 

  それで、その下に、ふるさとＣＭ大賞制作業

務委託料というのがあります。７万5,000円で

すよね。いや、今回テレビに流れているあの中

身は、あくまで私の考えですけれども、山形県

内の市町村のどのＣＭよりも一番すばらしいで

すね。それは物差しで評価する人はそれぞれで

すから、審査員がどこを見て、どう評価したの

かはわかりませんけれども、今までの中で一番

すばらしい、センスがいい、新庄の本質的な部

分を表現している。いや、すばらしいと思いま

すね。ああいう流れでどんどん新庄をＰＲして

いけばいいかなと思いますが、予算はもう少し

何とかならないんでしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 高い評価をいただきま

して、本当にありがとうございます。久々の特

別賞をちょうだいいたしましたので、これが本

来は大賞ねらいでございましたけれども、大賞

ですと１年、365回流されるんですが、あれで

も年間50回ほど流されますので、大変うれしく、

ありがたく思っております。 

  ２年越しの企画ということで、実際には新庄

の若手のさまざまな、そちらのほうの分野にか

かわる方々が、本当にある意味で手弁当でつく

り上げたものでございまして、ですから制作会

社、業者等々の手にかかるものではございませ

ん。ですから、そんな意味で、ああいう斬新な

美しい映像ができたのかなという感じはいたし

ております。 

  大変、それに対しての御褒美等々というよう

な意味合いから、７万5,000円が例えば20万円

とか30万円とか組めればよろしいんでしょうけ

れども、このバランスの関係がございますので、

まずは勲章をちょうだいしたということで、制

作者側にとっては、その経費よりははるかに大

きいものを得たのではないかなと。もちろん、

本市も大変大きなものを得たのではないかなと

いうふうに思います。 

  ですから、７万5,000円でも、逆に言います

と、ああいうことができるということの大きな

証左になったのではないかなと、そんなふうに

評価、とらえております。以上です。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 
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遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） 多分、あのＣＭの中身

を見ると、若い感性でつくり上げたんじゃない

かなと思うので、そうですね、報酬の金額の多

寡ではないとは思いますけれども、ある程度考

えていただいて、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  それで、逆に言えば、７万5,000円であれだ

けのものをつくり上げられる人間たちが新庄に

いる、そこをやっぱり行政でも学んでいただけ

ればなと。多分、若い方だからああいうものが

できた。じゃあ、若い方からも何かを学んでい

ただいて、少ない予算で最大の効果を上げてい

くというふうな、それこそ地方自治の趣旨とい

うかになってしまうんですけれども、そこも、

そんなところも、釈迦に説法かもしれませんけ

れども、気づいていただければな、なんて私は

思います。 

  それと、74ページ、３目にあるインバウンド

誘致キャンペーン実行委員会負担金の部分です

けれども、これは主要事業の中にも書いてある

んですけれども、主要事業８ページのところに

も書いてあるんですけれども、中身を見ると、

「台湾に行って、誘客の可能性と交流の手がか

りを得ました」となっています。台湾とどうつ

ながっていったのか、なぜこういう流れになっ

て、十分な手がかりを得るまでになったのかと

いうのを、ちょっとダイジェスト的にお願いし

ます。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 観光産業は大変すそ野

が広いわけですけれども、国内の観光は頭打ち、

これはもうどなたも認識なさることだと思いま

す。それで、現在の観光庁の予算のほとんど、

９割ぐらいがインバウンドに割かれているとい

うこともありますように、一昨年ですか、860

万人の方々が日本のほうにおいでになったと。

昨年はそれで、下位の部分はダウンしているわ

けですけれども、決して可能性がこれはなくな

ったわけではございませんので、インバウンド

の可能性は十二分にあると。 

  ただ、台湾ということでは、台湾はある意味

で観光が成熟してきているというところ、一説

ですと、ＧＤＰが１万ドルを超えれば、途端に

もう海外への出国率が高くなると。ですから、

中国あたりは、まだこの３分の１ですので、団

体旅行ぐらいが限界なんですけれども、台湾、

韓国、香港、これは強いと。台湾は160でした

か、たしかね。ですから、台湾の皆様方は、日

本のいわゆる大阪、京都、そして富士山、東京

と来るようなゴールデンルートはたびたびおい

でになっているものですから、その次の段階に

来ているんだと。地方都市の日本のよさ、そこ

を訪ねるような、そういう旅に来ているんだと

いうことで、一つはターゲット。実際に、山形

県の７割、山形県に今、昨年はちょっと４万人

ぐらいで減りましたけれども、一昨年はたしか

８万人ぐらいおったはずですけれども、そのう

ちの７割が台湾であるということからも、まだ

まだ台湾は可能性があるということで、一つは

踏み込んだということですね。 

  交流人口拡大ということでは、実際にこれも

観光庁の試算なんですけれども、泊まりですと

24人いれば定住人口１人に匹敵するだろうと、

日帰りは79人が１人に匹敵する。ただ、インバ

ウンドの場合ですと、もう７人がおいでになら

れれば定住人口１人に匹敵するというような数

字も出ております。ですから、そういう意味で

の大きなマーケットにつながる可能性があると

いうことで、本年度から広域的に、隣地と取り

組み始めたと、そういう背景であります。 

  ただ、実際にやってみてわかったということ

は、先ほどほかの委員の方にお答えしたわけな

んですけれども、可能性としては十二分にある

し、まだまだ知られていないと。まずは知って
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いただいて、よさをわかっていただいて、実際

に現地を見ていただくというふうなこと、そこ

から本当に、こちらが手を打てば向こうもこた

えてくれると、そういった国民性らしいですの

で、ですから、これから大きな可能性を秘めた

事業であるというふうにとらえているところで

あります。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。そうい

う手がかりをつかんだわけですね、はい。 

  それで、その台湾の方々を、はい、新庄に招

きました。一体何を見ていただこうと考えて、

イメージしていらっしゃいますか。新庄まつり

だけですか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 日本の原風景が本当に

残っているのが、この山形県、そして最上地方

だろうと思います。飯豊町ですと、もう年間

3,000人からの台湾の方々が、その町の暮らし

を求めておいでになっている実績もございます

し、ですから、売りということでは、本当にこ

のままの姿だろうと。まつりがそうです。それ

から、実際にここの緑がそうでありますし、そ

こからとれる食材、食べ物であると思いますし、

雪であると。温泉であると。あけぼの町は先ほ

ど申し上げましたけれども、ありのままのこの

新庄、最上の地がそのまま実際に使えるだろう

と。 

  ただ、ここだけではやっぱり魅力的には十分

なものとは言えないということで、隣県と広域

的に組んでいくと。先ほども申し上げましたけ

れども、一度ルートをつくりますと、それがず

っと使えるというふうな利点もございます。た

だ、そのルートそのものは、観光業者の方々が

やっぱり自分の目と足で確認しないと、なかな

か信用しないというふうなお国柄でもあるよう

ですので、そういった手だてを24年度の場合は

ぜひ深めていきたいなと、こういうふうに考え

ております。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

遠藤敏信委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） ぜひ、地元の本当に宝

物のような部分がいっぱい隠れています。それ

を引き出していただいて、ブラッシュアップし

ていただいて、本当に台湾の人たちが来るよう

な道筋をつけていただければと思います。 

  最後に、101ページ、10款４項12目、毎回質

問させていただいているんですけれども、体育

施設費の市民スキー場管理運営事業費3,122万

1,000円、委託料2,755万3,000円とあります。 

  再三言っていますけれども、標高1,000メー

トル以下のスキー場は、全国のスキー場、公設

の、公営のスキー場はほとんど閉鎖しておりま

す。こういうふうに言うのも何ですが、県大会、

東北大会、全国大会も開催できないのであれば、

赤倉、あるいは神室、特に赤倉ぐらいは新庄・

最上の中に残しておく、そのエリアの住民とし

ては残しておかなくちゃいけない、そういう責

任があるんじゃないかなと思いますが、課長は

どう思いますか。 

月野 隆生涯スポーツ課長 委員長、月野 隆。 

遠藤敏信委員長 生涯スポーツ課長月野 隆君。 

月野 隆生涯スポーツ課長 小関委員には、たび

たび新庄スキー場について、いろいろな御見解、

御指導を賜っております。 

  最初からお断りしたいのは、いつも神室スキ

ー場と赤倉スキー場につきましては、上級者の

方たちが利用できればいいかなと思っています。

ましてや、新庄の市民スキー場につきましては、

今回も子ども広場を拡充したり、スキー授業を

７校、今回も2,400人の児童の方がスキー授業

に参加しております。ということで、すみ分け

を新庄市はやっているつもりでございます。 

  ましてや、新庄市はまつりと雪の城下町とい
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うことで、唯一のウインタースポーツレジャー

施設でございますので、ぜひともこれは私とし

ては残しておきたいという施設でございます。 

 

 

散      会 

 

 

遠藤敏信委員長 以上をもちまして、本日の質疑

をこれで終了いたしたいと思います。 

  次の予算特別委員会は、明日午前10時より再

開いたしますので、御参集願います。 

  本日はこれで散会いたします。 

  どうも御苦労さまでございました。 

 

     午後２時５０分 散会 
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予算特別委員会記録（第４号） 

 

 

平成２４年３月１３日 火曜日 午前１０時００分開議 

委員長 遠 藤 敏 信     副委員長 石 川 正 志 

 

 出 席 委 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ３番   平  向  岩  雄  委員 

  ４番   小  野  周  一  委員     ５番   石  川  正  志  委員 

  ６番   佐  藤  義  一  委員     ７番   奥  山  省  三  委員 

  ８番   沼  澤  恵  一  委員     ９番   髙  橋  富 美 子  委員 

 １０番   伊  藤     操  委員    １１番   小  嶋  冨  弥  委員 

 １２番   清  水  清  秋  委員    １３番   小  関     淳  委員 

 １４番   遠  藤  敏  信  委員    １５番   新  田  道  尋  委員 

 １６番   下  山  准  一  委員    １７番   山  口  吉  靜  委員 

 １８番   森     儀  一  委員 

 

 欠 席 委 員（１名） 

 

  ２番   佐  藤  卓  也  委員 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 國 分 政 嗣 

総 務 課 長 伊 藤 元 昭  総 合 政 策 課 長 野 崎   勉 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 小 野 孝 一 

市 民 課 長 川 田 美 浪  福 祉 事 務 所 長 今 川 吉 幸 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 清 水 幹 也  農 林 課 長 五十嵐 正 臣 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 安 食 敬 二 

上 下 水 道 課 長 星 川 俊 也  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 栗 田 正 人 

生 涯 学 習 課 長 近 岡 晃 一  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 月 野   隆 
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監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 松 田 裕 一 

選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 小 野   享 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 沼 沢 充 広  農業委員会会長

職 務 代 理 者 髙 橋   眞 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 任 笹 原 孝 一 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第２５号平成２４年度新庄市一般会計歳入歳出予算 

議案第２６号平成２４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第２７号平成２４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

議案第２８号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計予算 

議案第２９号平成２４年度新庄市農業集落排水事業特別会計予算 

議案第３０号平成２４年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計予算 

議案第３１号平成２４年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

議案第３２号平成２４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第３３号平成２４年度新庄市水道事業会計予算 
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開      議 

 

 

遠藤敏信委員長 おはようございます。 

  ただいまの出席委員は17名です。欠席通告者

は、佐藤卓也君の１名であります。 

  なお、農業委員会より、会長職務代理者髙橋 

眞君が出席しておりますので、よろしくお願い

いたします。 

  それでは、これより、３月12日に引き続き予

算特別委員会を開きます。 

  初めに、審査に入る前に、きのうも申し上げ

ましたが、再度確認のため、審査及び本委員会

の進行に関しての主な留意点を申し上げます。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

をとりながら進めてまいります。 

  質疑は、答弁を含め１人30分以内といたしま

す。 

  質問の際は、必ずページ数、款項目、事業名

などを具体的に示してから質問されるようお願

い申し上げます。 

  また、会議規則第109条第１項に、「発言はす

べて、簡明にするものとして、議題外にわたり

又はその範囲を超えてはならない」と規定して

おりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、た

だいまから審査に入ります。 

 

 

議案第２５号平成２４年度新庄市

一般会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 議案第25号平成24年度新庄市一

般会計予算の歳出について質疑ございませんか。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） それでは、４点質問

させていただきます。 

  初めに、47ページ、３款民生費１項社会福祉

費４目障害者自立支援費の相談支援事業委託料

596万3,000円とあります。また、平成24年度主

要事業の概要の２ページに相談支援事業という

ことがありまして、この中の地域相談支援、

「精神科等に長期入院している方の地域移行の

支援などを継続的に行います」というふうに載

っております。きのうも同じような質問があっ

たんですが、成年後見制度については、福祉サ

ポートセンターとか友愛園のというお話があり

ましたけれども、こちらについてもその２事業

所が委託というふうになるんでしょうか。お願

いします。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 相談事業につきましては、

きのうもお話ししましたように、２カ所、相談

事業所を委託する考えでおります。そのうち１

カ所を基幹的な相談事業所と位置づけしまして、

成年後見制度につきましては、その基幹的な相

談事業所のほうにお願いしたいと思っておりま

す。したがいまして、今のところは、友愛園が

母体となっております生活就労支援センター、

こちらのほうに成年後見制度については相談事

業をお願いしたいと思っております。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） わかりました。 

  精神科に長期入院とあるんですけれども、少

し前までは「社会的入院」というふうに言われ

ていたときがありまして、本当に実際入院され

ていた方が地域に、地域の方と一緒に生活する

というのは大変難しいように思われるのですが、

その点もここでしっかりサポートはされていか

れるんでしょうか。 
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今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 これまで障害福祉といい

ますと、身体障害あるいは知的障害のところに

スポットが当たっていたような傾向にございま

す。 

  その中で、精神障害につきましては、なかな

か手帳をもらってもメリットがないということ

がございまして、これまでは隠れている部分が

相当にございました。そういった方々が病院に

通いながら、あるいはひきこもりになるような

ことも多々あったわけでございますけれども、

最近になりまして、そういった方々が就労でき

る福祉的就労の場が結構市内にも多く出てまい

りました。例えば、就労継続支援ＡとかＢとか

という事業所でございますけれども、そういっ

た事業所がいっぱい出てきまして、そういった

事業所に就労するためには、先ほど言った生活

就労支援センターのような相談事業を経て行っ

ております。その際には、障害者手帳が必要だ

ということがございまして、新たに手帳をもら

う人がふえてまいりました。そういった中で、

これまで閉じこもりになっていた方が手帳をも

らって、そして就労という形でまちの中に出て

くると。それで、福祉的就労、あるいは最低賃

金をもらいながら、障害者年金とあわせて自立

していくというような方向になってきておりま

す。 

  そういった意味で、病院そのものも、社会的

入院ということは、今病床が満杯の状況ですの

でなかなかできません。そういった中で、どん

どん社会的に参加していくということが望まし

い形ではないかなと思っていますし、そういう

方向に動いてきております。その結果でござい

ますけれども、障害福祉関係の予算が大分膨ら

んでおりますけれども、そういった意味で膨ら

んでいるんだということで御理解いただきたい

と思います。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） ありがとうございま

す。本当に、精神障害の方の心の中まで私たち

は見ることができません。本当にやっぱり周り

の方が支えていきながら、社会全体で自立でき

るような手だてをよろしくお願いしたいと思い

ます。 

  それでは、続きまして、86ページ、９款消防

費１項消防費２目非常備消防費の自主防災組織

育成事業費補助金50万円について、内容を詳し

くお伺いしたいと思います。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 この事業につきましては、自

主防災組織の育成強化が、さきの大震災を踏ま

えて急務であるというふうなことから、昨年度

から事業化したものでございます。 

  現在、組織率的には20％弱、組織率というの

は、全世帯のうちの自主防災組織で網羅されて

いる比率でございますけれども、現状では

20.9％と、県は約70％以上ですけれども、これ

に比べて少ない、低い現状にあることから、自

主防災組織の育成強化が急務であるというよう

なことで、本年度も引き続き、その育成強化を

図るための事業というようなことで、補助金50

万円を計上させていただいているものでござい

ます。以上です。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） 一昨日の新聞に、

「自主防災に地域差」という見出しで県内35市

町村のアンケート結果が載っておりました。市

町村により、組織率が18％から100％まで大き

な差があることが浮き彫りになったということ

で、今課長がおっしゃられたように、ここには

18％と載っていましたけれども、実際は今

20.9％だというお話がありましたが、県内で最
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低だということです。県平均は75.1％というこ

とで、本当に残念に思いました。 

  消防団組織がほぼ市全域を網羅というふうに

ありましたが、市民にとっては組織がどう、ど

ちら、どちらでもというのはおかしいんですけ

れども、どうこうではないと思うんです。私た

ち市民にとっては、やっぱり自助の上に立って、

共助・公助という点から、もうふだんから防災

訓練がされているとか、備えがあるかどうかと

いうのが問題になってくると感じております。

その点について、震災後に、先日の一般質問で

もさせていただきましたけれども、見直しとか

についても本当にしっかりと取り組んでいただ

きたいなと思います。 

  それから、先ほどの補助金についてなんです

が、50万円ありまして、今年度10万円ほど使わ

れているようなんですが、どのような機材を購

入されたんでしょうか。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 23年度におきましては、予算

的には50万円を計上したんですが、実際対応し

た組織については１組織しかございませんで、

約10万円を補助しておりますけれども、言い方

は悪いですけれども、軽微な形の防災上必要な

ものというようなことで、まずは組織をつくる

上での事務費的なもの、あるいはそれとともに

消火器等々、これから順次整備していくという

ようなことで、途中経過にはありますけれども、

そういうようなたぐいの経費に使われておりま

す。以上です。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） わかりました。ぜひ、

その補助金の啓発に力を入れていただきたいと

思います。 

  それでは、続きまして、92ページ、10款教育

費２項小学校費３目学校保健費の学校給食地元

産米差額負担金の67万2,000円と計上されてい

ますが、その内容を具体的にお願いしたいと思

います。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 この学校給食地元産米差

額負担金でございますが、新庄市内の小中学校

の給食で新庄産のはえぬき一等米を使用する、

その差額を負担するというふうなことで、30キ

ロ１袋につきまして300円という差額を負担し

ています。 

  それから、今回は新たに給食週間の負担金と

いうふうなことで、つや姫も１回ぐらいは食べ

させたいということで、30キロで1,750円、19

袋分、予算化をしております。以上です。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） ありがとうございま

す。つや姫が食べられるということは、本当に

子供たちも喜ぶんじゃないかなと思います。こ

れは、先ほどありましたように、小学校費に入

っていますが、中学校の分も入っているという

ことでいいんですよね。はい。 

  あと、親子給食調理方式になってからの親御

さんとか子供さんの反応という点、何かあれば

教えてください。 

栗田正人学校教育課長 委員長、栗田正人。 

遠藤敏信委員長 学校教育課長栗田正人君。 

栗田正人学校教育課長 親子給食になってからの

子供さん、親御さんの反応ということですが、

まず、親御さんのほうですけれども、それまで

新庄市内には、中学校は給食がございませんで

した。小学校だけでございましたので、特に親

御さん方からの強い要望がアンケート調査等で

ありまして、それを受けて、中学校にも親子給

食というような形のやり方で給食を導入したと

いう経過がございます。親御さんのほうは、大

変そのことで喜んでいただいているというふう
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に認識しています。 

  また、子供のほうですけれども、私も年間七、

八回ぐらい小中学校に行って、子供たちのクラ

スで一緒に給食を食べるわけですけれども、行

くたびに子供たちに、「給食、うまいか」とい

うような話を聞いて、子供たちに意見を聞くわ

けです。そうすると、どの子供も「おいしい」

というふうに言ってくれます。その中で、特に

聞いたのは、「この給食、値段をつけるとする

と、１食何ぼぐらいになるんだ」というような

話をしたら、「500円か600円ぐらい」というふ

うに答えたお子さんもございました。子供たち

も、大方給食については楽しみにしていますし、

おいしいというふうな感覚でいるらしいです。 

  ただ、若干課題というのは、少し冬場になっ

てお米とかが、御飯がちょっと冷めがちだとい

うような部分のところもお話を聞いていますの

で、そこら辺を何とか工夫をしたいというふう

に考えています。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） やっぱり配送、あん

まり離れてはいないと思うんですけれども、や

っぱり配送ということで、若干そういう点があ

るのかなと思います。今後とも本当においしい

給食をお願いしたいと思います。 

  最後になりますが、101ページ、10款教育費

４項社会教育費13目、山屋セミナーハウス管理

運営事業費のこの部分ですけれども、この中で

備品購入とあるんですが、27万9,000円、これ

は主にどのようなものなのでしょうか。 

月野 隆生涯スポーツ課長 委員長、月野 隆。 

遠藤敏信委員長 生涯スポーツ課長月野 隆君。 

月野 隆生涯スポーツ課長 昨年の10月にオープ

ンいたしまして、いろいろな団体の方から利用

されております。それで、一応急遽昨年度も予

算要求したんですけれども、体育館等に卓球台

が足りないとか、スポーツ少年団の方たちの利

用が非常に多いものですので、そういう面で卓

球台１台、それから小まめに使いますトイレ、

それからおふろ等の備品を購入する計画でござ

います。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） わかりました。 

  あと、10月にオープンしてから数々のイベン

トをされているようなんですが、イベントの回

数とか延べ人数、わかりましたらお願いします。 

月野 隆生涯スポーツ課長 委員長、月野 隆。 

遠藤敏信委員長 生涯スポーツ課長月野 隆君。 

月野 隆生涯スポーツ課長 一応、私たちはイベ

ントは直接計画していないんですけれども、利

用状況につきましては、10月から２月末までに

120利用団体、計3,820人の利用者がおります。

そのうち、宿泊につきましても、433人の方が

宿泊を利用しております。 

  イベントといいますと、多分11月のそばまつ

りだと思うんですけれども、そばまつりについ

ては、私たち、人数的には大体1,000人ぐらい

の方が御利用いただいたというふうにしていま

す。内容につきましては人数しかちょっと、こ

ちらのほうではわかっておりません。以上です。 

９ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

遠藤敏信委員長 髙橋富美子委員。 

９ 番（髙橋富美子委員） 本当にすばらしい施

設ですので、これから合宿等とかさまざま利用

される団体も予想されると思います。調整とか

もさまざまされるとは思うんですけれども、し

っかり山屋セミナーハウスも、この予算に即し

てやっていけるように、よろしくお願いしたい

と思います。 

  以上で質問を終わります。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 恐らく最後になるかと
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思いますが、歳出について質問させていただき

ます。 

  私からは、お聞きしたいこと、何項目かある

んですが、まず最初に、広域行政全般について、

負担金のかかわりなんですが、このたびの市長

の所信表明というか、施政方針には、広域行政

については一切触れられていない。施政方針に

は別に触れなくても、それなりの施策でやろう

としているかと思いますが、私なりにちょっと

聞いておきたいこと、総額で、広域にこのたび

新庄市の負担額が10億5,400万円ぐらいある。

そういう行政執行をするわけの中で、施政方針

にこのたび載っていないのは、どうしてかなと

いう話です。 

  一つ聞きたいのは、84ページ、消防費になる

かと思います。９款の１項１目ですね。これは、

広域の場合、分署の統合計画が今進んでいるわ

けで、この辺の経過、今後の計画とかですね。 

  それから、今年度は、24年度は鮭川と真室川、

そういう計画は、新しい支署を建てるというよ

うなことを聞いておりますが、どこにどういう

ふうな形で建設されるのか、その辺、大まかで

いいですけれども、お聞きしたいなと。 

  もう一つ、広域に関してお聞きしたいのは、

74ページ、商工費、７款１項３目、ふるさと市

町村圏基金、これは何年前ですか、新庄市が繰

りかえ運用で３億7,000万円ぐらいですか、運

用をしている経過が今あるわけで、この辺の返

済、それらはあとどのぐらい残っておられるの

かですね、その辺もあわせてまずお聞きしたい

と思います。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 最上広域消防本部、消防関係

の御質問ですけれども、現在、私どものほうで

お聞きしております関係では、北支署、真室川

町と鮭川村を管轄する署でございます。 

  それで、お聞きした経緯ですけれども、詳し

い話は私どもには入ってこないんですけれども、

これまで用地の選定というようなことで、可能

な限り両町村に近いところということで検討さ

れた経緯があったようでございますけれども、

最終的には真室川町にございます現在の北支署

の敷地内に建設するというようなことで決定し

て、24年度において用地の造成、それから建設

工事、それから設計と庁舎備品等の予算が計上

されているところでございます。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

遠藤敏信委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 繰りかえ運用に係る３

億7,000万円でございますけれども、これは利

子分が５年間ほど支出をしておりまして、本体

部分は平成、これは25年までですね。ですから、

今年度で３億7,000万円のうち約２億円という

ことで、残りが１億7,000万円、プラスそれに

利子分、利子は今0.2ぐらいでありますけれど

も、それがかかってまいります。ちょうど24年

度が一番多いですね、１億1,300万円、今回予

算案に上げている数字でありますけれども、こ

れを過ぎますと、25年度に関しましては残り

5,500万円、これにプラス利子ということであ

ります。以上でございます。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） わかりました。広域消

防のこの建てかえ、統合は鮭川と真室川でまず

終わるということも聞いているんですが、分署

の建設はまだあるというようなこともお伺いし

ております。聞いておったのでは、金山も建設

されると、戸沢、27年、29年というような計画

があるということも聞いております。そうした

ことを、やはり施政方針の中でもひとつ触れて

もらえれば、それなりにみんなわかるんでない

かなと思ったところでしたので、ひとつ市長の

裁量というか、そういうふうなものも、広域行

政も触れていただきたいなと思いますので、今
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後よろしくお願いしたいと思います。 

  あと、ふるさと創生基金のこの運用、別に問

題あるわけじゃないんですが、これは新庄市だ

けが繰りかえ運用したということでないという

ことも聞いております。金山とか、もう一村だ

け、どこか忘れましたが、その辺のほかの町村

の繰りかえ運用は返済が終わったというような

ことも聞いておりますが、これは計画どおりに

返済されるということで、別に問題ないんです

が、そういう流れもやはり、ふるさと創生基金

の運用、利子運用で本当はやっていた、あの沖

縄交流、そういうようなものもあるわけで、そ

の辺も今も進んでいるわけですが、利子運用と

いうものも大した運用、利子にならないわけで、

大変苦慮しているかと思いますが、その辺は順

調に返済をしていただければいいかなと思って

おります。 

  次に、56ページの保健衛生費、これは市長も

施政方針の中で、医療施設の、県病早期改築、

医療体制の充実、それらを各自治体と具体策を

検討するというようなことを承っておるんです

が、私、心配しているのは、医師の確保。医師

ということは、県病、これは県立病院だから県

の支出であるということはわかっているんです

が、なぜこれを聞くかというと、新庄は独自の

市立病院を持たない唯一の自治体かなって感じ

で、山形13市の市の中でですね。そういう中で

の県病というの、「県立新庄病院」という名称

があるわけで、その中での県病の今の医療施設

の体制というか、医師の確保、また看護師の確

保、そういうふうなものに対して、市長は看護

師養成、いろいろ提案を立てて、やろうとして

いるわけですが、その辺の医師の確保、これは

今十分に果たされているという感じでおられる

のかですね。 

  そしてまた、県病に来ている医師そのものが、

格別どうのこうのじゃないんだけれども、「ど

うも不安でならない」と言う市民の方もおるん

です。その辺、市長はどうとらえているのか、

ちょっと考えをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 ただいま御指摘ありました、

最上地域の医師の確保という問題でございます

けれども、当地域には最上地域保健医療対策協

議会という組織を設置してございます。会長が

地元の医師会の会長、それから副会長が私ども

の市長を初め、最上総合支庁長とか５名の方が

副会長でおりますけれども、その組織を中心と

いたしまして、特に医師、あるいは看護師確保

のための事業を行っております。 

  一つは、医学生研修でございますけれども、

こちらのほうも毎年夏休みと春休みを利用いた

しまして、医学生を招いて地域医療を体験して

いただくというふうなことで事業を行っており

まして、長年こういった事業を進めてきており

ますけれども、その事業の、最近になってよう

やく成果、若干でございますけれども、今年度、

県病と学生のマッチングによりまして研修医１

名が配置されております。さらに、24年度も１

名、県立病院のほうに研修医として配置される

ということで、徐々にではございますけれども、

成果が出始めているなというふうなことでござ

います。 

  なお、医師の確保等につきましては、県全体

としても医療課題として大きくとらえておりま

すので、さらに地域を挙げて取り組まなければ

いけないなというふうに感じております。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） やはり県病という物事

だけで、県病だから県に物事をしてもらえれば

いいんだというとらえ方じゃなくしてね、やは

り新庄は市立病院も持たないわけですから、ほ

かの町村はそれなりに持っているところもある
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わけで、そういうことを踏まえれば、やはり県

と一緒になって、そういうふうな県病の施設の

強化とか体質の改善を図る、そういうふうなも

のを県と一緒になってやってもおかしくないん

じゃないかなと思っているんですよ。 

  そういう意味を含め質問したわけで、やはり

新庄市が県病、県立新庄病院の場合は地元にあ

るわけで、何にも県病、県だから県にお願いす

ればいいというとらえ方じゃなくして、せっか

く、何年前ですか、県病が広域病院的な形での

話にもなったわけ。それをきちんととめて今の

県立病院があるということであるわけですから、

市長の施政は、早期改築とか充実をやるという

ことで言われておるわけですから、その辺を今

後十分各自治体とも検討していただいて、より

一層の、市民に不安、町民に不安を与えないよ

うに、例も本当はしゃべって、お聞きしたかっ

たんですが、余り例は出さないで、このあたり、

まずひとつ充実をきちっと図ってもらうと、そ

ういうことをお願いしたいと思います。 

  次に、これは、きょう、農業委員会会長、い

ないから、局長でもいいんだけれども、農林課

サイドなんだけれども、農振の見直し、これの

件について。64ページですね、農業費の農業総

務費、これについてお伺いしたいと思います。 

  この農振の見直し、以前に、10年ほど前です

か、取りかかった経緯がある。そのときは、新

庄市が取り組んだ国営事業とか、県土地区画整

理事業とか、そういうものがまだ枠の中であっ

て、見直し作業はちょっと早いよと県のほうか

ら言われて、やめた経緯もあるわけですが、今

回はそういうふうな縛りが解けて、もうそれな

りに見直しがやられるという状況で今入ってい

るわけで、農林課長、これ、私の聞いている範

囲では、農振の見直し、なぜ農振の見直し、農

林課サイドだけでやれば、農振の見直し、農振

というのは優良農地ということなんですから、

その辺の優良農地に関して、農林課サイドだけ

でやったら大変なことになるんですね、これ。

やっぱり第４次振興計画、国土利用計画、そう

いうようなのを市で打ち立ててきているわけで

すから、その辺の整合性というのは図っていか

ないとというと、農振の見直しの作業が本当に

実のあるものになるのか、その辺疑問でならな

いんですが、農林課長、その辺、各関係課との

そういうふうな話し合いの調整とか、どういう

ふうに考えておられるのか、ちょっとお聞かせ

いただきたい。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 農振見直し、ただいま御質

問あったように、平成７年から８年にかけて一

回、大きな見直しをしようというふうなことで

作業を進めた経緯は確認させていただいており

ます。その中で若干、土地改良事業の云々かん

ぬん、3,000ヘクタールというふうな問題もご

ざいまして、その当時はなかなか調整つかない

ままに現在に至っております。 

  今回の農振の見直しは、24年度中に全体見直

しを終えて、25年度から各農家なり、農用地な

りに反映させようというふうなことで進めさせ

ていただいております。その中で、まずスター

ト段階として、役所の中の関係する課、いわゆ

る総合政策課、それから都市整備課、そういっ

た国土利用計画とか都市計画、いろいろな調整

しなければならない法律関係、計画関係がござ

います。ただ、それぞれの法律関係の中で成立

しているわけですけれども、スタートとか見直

しの時期が微妙に年数が違うものですから、な

かなか調整自体は難しい次元であるというふう

にも、いろいろな議論をさせていただいており

ます。 

  そんな中で、それからステップアップした形

では、農業振興整備促進の協議会というふうな

会がありまして、そのメンバーの下部職員であ

る部課長、農協や改良区の事務長、部課長等の
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メンバーでもある幹事会というふうなものも組

織して、過去３回ほど協議させていただいてお

ります。 

  そういったものの経過を踏まえながら、最終

調整としては、あくまでもこれは新庄市が決定

するわけでございますけれども、関係団体から

意見を求めなければならないというふうなこと

で、２農協に土地改良区、農業委員会、それか

ら森林組合、こちらのほうの御意見をいただく

というふうなことに結果的にはなります。その

辺の説明も、要請あればしていることでもあり

ますし、促進協議会も３回ほどやらせていただ

いておりますので、各トップの方々にも説明申

し上げて、部下の方にも伝わっていることとは

存じますが、最大限そういったいろいろな法律

関係も調整した中で、あくまでも農振地域、農

林課が主体とする農振地域ですので、優良地域

の有効活用というふうなものを第一義に考えて

いくのが、やっぱり農振であろうというふうに

考えております。 

  ただ、いろいろ、商工サイドとか工業サイド、

農振というと線引き、土地の線引きというふう

なものがみんな先行してしまう嫌いがありまし

て、そうではなくて、あくまでも農業生産を主

体とした農用地の有効利用を新庄市ではどうい

うふうに図っていくかというものが主体になっ

て、それに付随するのが農振の線引き、いわゆ

る「付図」と言っています、付録、付随する図

面、付図でありますので、それが先行してもら

っては困るというふうな立場で、今いろいろ事

務作業に入っているところでございます。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 農林課長は、もう少し

でバトンタッチしていくわけで、本当に大変農

林通の五十嵐課長で、農林サイドから言えば本

当に大事な人材であるわけで、本当にこの辺の

バトンタッチはきちっとやってもらわないとで

すね。 

  これ、なぜ今、農振のこの話が大事だかとい

うことは、新庄全般の周りは皆農地なわけで、

ほとんどが農振区域なんだよね。まずほとんど

だ。そういうところを見直しをやるということ

は、やはりまちづくり、土地利用に必ず直面し

ていくわけで、そういうふうな土地をまちづく

りにどういうふうな形で生かしていくか、どう

いう形で活用していくかということが大事なわ

けですよね。やはり優良農地を残すというのは、

農林サイドからいけば、当然そういうふうな物

事になるんだけれども、今いろいろな、新庄で

いえば、南のほうでは宮内の、宮内高速改良事

業でやった、あそこのアクセス道路、高速道路

へアクセス道路ができているわけだ。立派な、

何十メートル道路だか。ああいう隣接した土地

とかは、全部あそこは皆、農振区域だ。でも、

今、農業委員会にも、青写真的に大店舗の計画

も農業委員会に提出されているということ聞い

ているわけで、そういう民間で企業、業者、大

店舗のそういう計画を着々ともう描いている。

一方では、そういうふうな物事も動き出してい

る。 

  やはりそういうことを考えれば、ああいうア

クセス道路、新しく新設された道路の周辺は、

それなりにまちづくりに生かせる農地としてお

かないと、優良の農振区域でおけば、かなり厳

しいです、これね、その活用するのは。その辺

をどうにかして、まちづくりに土地利用を図っ

ていかなきゃだめだということを、これをだか

ら全体の関係機関で話し合いしていく、進めて

いくということが大事なわけで、聞くところに

よると、まだ農業委員会のほうにも農林課サイ

ドのほうから話が来ていない、どういうふうに

進めているかわからないと。話するまでいって

いないかもしれないけれども。 

  そういう状況で、この間、局長のほうからも、

農業委員会の中でも話し合いをして、意見の集
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約を図るというようなことも聞いておりますが、

その辺、農林課長、やっぱり関係機関に、そう

いうふうな今の状況とか、推移とか、常に課、

部局で、お互いの部局で話し合いというのは大

事なんじゃないかなと思うんですよ。こういう

ものが来たからすぐ農振外してくれやって言っ

たって、そうはいかない。そのための見直しだ

と私は思っているんですね。 

  だから、この辺の４次振興計画も策定された

わけですが、この農振の見直しにどういうふう

な意味があるか、農振、３次計画を立てた担当

課部署、ちょっとその辺、まちづくりに関して、

土地利用に関して、何か考えあれば。 

五十嵐正臣農林課長 委員長、五十嵐正臣。 

遠藤敏信委員長 農林課長五十嵐正臣君。 

五十嵐正臣農林課長 まちづくりとの整合性の前

に、ただいま委員からお話しありました、いわ

ゆる農振の促進協議会、この中には農業委員会

の会長もメンバーに入っております。事務局長

も出席しております。それで、事務局長も、そ

の前の幹事会にも出席していただきました。そ

の中で、事務的に進められるものは開示してあ

りますし、相談もしてありますので、ぜひその

辺は農業委員会の中でもう一回調整していただ

きたい。 

  それから、個別になんですが、今月の16日、

農業委員会のほうでお集まりがあるというふう

なことで、うちの担当職員も派遣させてくださ

いというふうな要請が来ておりますので、その

中でお話しできる部分までは御説明申し上げた

いというふうに思っております。 

  あと、まちづくりとかの観点との調整につき

ましては、いろいろ担当課長のほうからお話、

ただいま申し上げますけれども、あとは商工会

とか建設業会、宅建業会、そちらのほうとも意

見交換会を昨年中にやらせていただいておりま

す。要望としては、もう一回ぐらい要望があれ

ば、してもらえるのかというふうな話もありま

したので、それは要望があればいつでも開催し

ますと、お話ししますというふうなことも申し

上げておりますので、全体論としてそういった

調整の中で、やはり24年度中に農振というふう

なことを決定、これ、決定するのは県知事なの

で、上申するというふうな運びになろうかと思

いますので、よろしくお願いします。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

遠藤敏信委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 総合政策課長の話も聞

きたいんだけれども、今、農林課長が速やかに

進めていくというようなことでありますので、

まずひとつ、ぜひひとつ、そういうふうな今回

の農振の見直しの計画策定に対しては、関係課

挙げて取り組んで、やっぱり新庄市全体像を踏

まえて、このたびの農振計画の見直しというの

は重要な位置づけになってくると思いますので、

ひとつよろしくその辺はお願いしたいと思いま

す。 

  あと、施政方針の中の14ページ、空き家を活

用したＵターン希望者、空き家の提供体制で、

これを進めていくということを市長が言われて

いるんですが、この辺の空き家の、奥山議員も

前の一般質問か何かで質問されているわけです

ね。この辺の空き家、空き家の体制づくりとい

う物事、これ、予算書の中では全然そういうよ

うな予算が載っていない。 

  私がお聞きしたいのは、空き家を、やっぱり

奥山議員も言っていましたが、それらをどれだ

け新庄市管内で、どういう形であるのか、調査

というのは、調査はやるということを言ってい

るわけですから、その辺の取り組み方がどうい

うふうに見えてくるのか。ただ、市長は言って

いるんだけれども、予算書にはそういうふうな

調査費とか、そういうのが載っていないんです

ね。 

  ひとつ、きょうの新聞なんかも、この空き家

の管理条例、酒田、舟形でも条例案を制定した
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というのが新聞等に載っておりました。市長も

やる、そういうふうな検討をこれからしていき

ますということも聞いておるんですが、この辺

のですね、私が今回、この空き家に関して質問

しているのは、担当課の職員の対応がばらばら

だ。一致していない。そういうのはどうして、

どこから来るのかというと、やっぱり空き家管

理体制がきちっと行政で立ち上げられていない。

危険な空き家という物事をとらえれば、やはり

そういうふうな条例的なものは、きちっと設定、

今後はするべきだと思うんですが、その辺。時

間もないですが、その辺の空き家管理条例の制

定は私はこれから考えていってもらいたい。そ

の辺の考えをお聞かせいただきたい。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 このたびの豪雪の関係でも、

防災上、危険の回避の面で空き家対策たるもの

が重要課題というようなことで、対策本部の事

務局である環境課がメーンになった形で対応さ

せていただきました。さきの髙橋議員の一般質

問でもお答えしたかと思いますけれども……、

すみません、間違えました。 

  今年度対応した空き家の件につきましては、

うちのほうで相談を受けた件数が８件ございま

して、そのうち４件については、その建物を所

有する方に、危険性の回避を図るための対応を

というようなことで、４件については対処して

いただいております。そのようなことから

……（「条例を制定、検討するかという、その

辺」の声あり）はい。 

  そのようなことから、まずもって空き家の対

策については、空き家の実態たるものをきちっ

と把握することが必要であるというようなこと

で、関係課と連携した形で、空き家の実態の調

査たるものを進めようというようなことで考え

ているところでございます。 

  なお、県のほうでも、空き家の対策について

は、２月の定例会で……（「市の考え。条例を

制定する検討、これからするか、しないかとい

うこと……」「終わりました」の声あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳出についての質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  討論の通告がありますので、討論の発言を許

可します。 

  初めに、反対討論として、佐藤悦子委員。 

   （１番佐藤悦子委員登壇） 

１ 番（佐藤悦子委員） 2012年、平成24年度一

般会計予算に反対討論を行います。 

  子供の医療費無料化を、通院無料を小学校３

年生まで拡大したことや、それから嘱託保育士

の手当を月１万7,000円ほど引き上げして待遇

改善を図ったこと、また、学校の耐震化ととも

に主要施設の耐震化を進めていること、住宅リ

フォーム補助事業や、「地域コーディネータ

ー」と名前を変えましたが、学校図書館の支援

員を全校配置にふやしたこと、機械除雪の強化

などは大変高く評価したいと思っております。 

  しかし、貧困と生活不安に苦しむ市民の立場

から見て、反対しなければならないものがある

と思います。 

  １番の理由は、国保税増税と介護保険料引き

上げ、下水道使用料値上げが問題だということ

です。国保への法定外繰り入れ、1.2億円して

も、24年度末、財政調整基金は９億8,000万円

あるということでした。当面、これらの値上げ

を抑えることができると思うのです。また、土

地開発公社の黒字２億円も、今後の市民の財産

です。水道の現金預金が11億円にもなっていま

す。上下水道使用料金が、13市中ほとんど１位

と変わらないという高い市民負担の軽減に使え

るものと私は考えます。 

  二つ目の理由は、消費税増税と社会保障切り
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捨て政治に対する認識と姿勢です。市長は、

「市長会で地方交付税の増額を要求し、ふえて

きている。しかし、景気や財源不足が心配」と

答弁いたしました。それ以上については、見守

るという態度だったように思います。 

  自民党政治に失望した国民は、民主党に政権

を託しました。しかし、民主党は、次々に公約

を破り、三代目となりましたが、そのまま自民

党になってしまいました。税と社会保障の一体

改革は、消費税大増税と社会保証の切り捨てと

いう最悪の政治となっております。24年度は、

子ども手当は１人月１万3,000円支給を廃止し、

ほとんどの方が１万円に削減され、その上、年

少扶養控除の廃止による子育て世代の増税とな

りました。所得税では１万9,000円、また住民

税では３万3,000円の増税の、合わせると５万

2,000円も年少扶養控除の廃止で子育て世帯が

増税となります。 

  また、年金の物価スライドを口実にした削減

や特例水準の解消による引き下げ、ひとり親世

帯を支える児童扶養手当は、支給開始から５年

を越えたら最大半分まで減額するという削減を

続けております。 

  子育て新システムは、国と市町村の保育園の

責任をなくし、親の自己責任にして、保育に株

式会社の参入を許し、株の配当もできるように

しようとしております。保育の質も人件費も低

下し、障害児や低所得者が保育を受けられなく

なることが懸念されるものとなっております。 

  後期高齢者医療保険料も平均1,641円の値上

げ、そして年金の引き下げ、介護保険の利用料

の引き上げということで、社会保障の改悪メニ

ューばかりです。そして、予定されている消費

税増税は２倍の10％、市財政への影響は、私の

試算では11.5億円の消費税負担が23億円にもな

ります。今でさえ冷え切った景気が、どん底に

突き落とされ、失業をふやし、税収入も減って

いくことは明らかです。市財政運営も、もっと

厳しいものになっていくのではないでしょうか。 

  自治体の努力を無にするような悪政に対して、

正せと言う姿勢が大切ではないでしょうか。無

駄遣いを一掃し、大金持ちと大企業に応分の負

担をさせることで、消費税増税なしに財政と日

本経済の立て直しはできるのです。 

  三つ目に、反対の理由として、小中一貫校の

問題です。 

  一番の問題は、小学校の卒業式の感動がなく

なることです。本来は、小学校高学年は学校の

リーダーとしての自覚、特に６年生は卒業と新

たな旅立ちに向けたさまざまなドラマがありま

す。それらは、子供の成長にかけがえのない役

割があります。そうしたことをなくすだけの効

果が、小中一貫校にあるのか疑問です。 

  また、「中１ギャップ」をなくすなどと言わ

れますが、品川などで進んでいることは、小学

校高学年に定期試験を課すなどの小学校の中学

校化です。これらは、子供たちにストレスを与

えるだけです。既に実施されたところで、弊害

が明らかになりつつあります。全国的に、必ず

しもいいものとは言われていません。私は、せ

めて小・中がそれぞれ独自の活動が十分に保障

できるように、４・３・２という分け方ではな

く、小学校・中学校に分ける建設をやるべきだ

と考えます。 

  四つ目の反対の理由ですが、市職員の増員と

身分の安定化が必要ではないかということです。

平成24年度４月１日、正職員の数は298人とな

ります。行革の市の目標では、24年度は311人

でした。26年度が300人という目標でした。行

革目標をはるかに上回る、少ない職員数になり

ます。市民や子供の命を守る重大な責任を担う

正職員が足りなくなった原因は、少な過ぎる定

員管理にあるのではないかと思います。仕事量

や責任が重過ぎて、体を壊す人がふえているの

ではないかと思います。 

  一方で、ふえている臨時職員は低賃金で、し
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かも長くても５年で首切るとのこと。将来の展

望が持てず、せっかく資格がありながら、やめ

ていく人が後を絶ちません。これでは、市民や

子供たちの命を守る手だてが引き継がれていき

ません。資格を持った正採用職員をふやすべき

と思います。やむを得ず臨時職員とするならば、

責任に見合った賃金を保証すべきと思います。 

  五つ目に、市民の仕事をふやす取り組みとし

て、住宅リフォームの補助事業の改善・拡充と、

学校給食の米飯をふやし、地元食材利用の拡大

を図ること。また、エネルギーの地産地消を目

指す取り組みを強化することだと思います。 

  ６番目に、農業振興地域見直し問題について

です。私も審議委員にさせていただいて、その

会議に出ましたが、その場で資料を見るだけで、

意見を言うまでには至りませんでした。しかし、

時間をかけて議会の意見などを聞きながら考え

ているうちに、やっぱりこれは問題だと考える

ようにしてまいりましたし、その理由もはっき

りしてまいりました。 

  自給率100％というのが当たり前の国です。

その国になるために、日本の農地はこれでいい

のか。きのうのニュースで、全く足りないとい

うことが報道されておりました。そういう意味

で、田んぼとして残すことが、自給率100％に

なる当たり前の国になるためには、私は国の国

益を守る立場で必要だと思います。 

  そして、農家への所得補償がやっぱり必要だ

と思います。農家は、平向議員からも貴重な一

般質問がありましたが、農家の収入が激減して

いるということでありました。それは、国策が

悪いからです。やっぱり農家が、所得が間違い

なく得られる、農家としてやっていけるという

ような所得を補償する施策が国として必要だと

思うのです。 

  そして、市としては、田んぼとして残す努力

が必要だと思います。大型店の出店は、利益を

中央に吸い上げることが目的です。これを認め

てしまうことは、市の宝である中小商店経営を

ますます疲弊させ、新庄まつりの基盤を奪うも

のになってしまいます。大型店舗進出には歯ど

めをかけるべきです。現在の商店街を守るため

には、売り場面積は今、多過ぎると商工担当の

課長もおっしゃっておられました。そういう意

味では、最低でも売り場面積を縮小するよう交

渉すべきだと私は考えます。 

  市の一般事務の目的は、市民の福祉増進にあ

ります。国政のあり方が市民生活に重大な影響

を与えることが明らかなときに、市長や議員が

住民の暮らしを守る立場から意見を表明するこ

とは重要なことだと考えます。 

  一部事務組合についても、広域の問題につい

ても、同じことが言えると思います。市長や議

員は意見表明を制限されることなく、市民の意

見を述べる権利を広げていくことが必要だと思

います。 

  そのことを述べまして、私の反対討論といた

します。御清聴ありがとうございました。 

遠藤敏信委員長 次に、賛成討論として、伊藤 

操委員。 

   （１０番伊藤 操委員登壇） 

１０番（伊藤 操委員） 議案第25号平成24年度

新庄市一般会計当初予算の賛成討論を行います。 

  １年前に私たちを襲った東北地方太平洋沖地

震は、景気回復の兆しが見え始めていた我が国

を未曾有の震災へ陥れました。その復旧、復興

のために、私たちはできる限りの支援を行って

まいりましたが、いまださまざまな問題が復興

への道を妨げております。 

  昨年後半からは、世界的な金融不安が追い打

ちをかけ、我が国を取り巻く環境、特に経済情

勢の先行きに不透明感を広げており、地域の経

済情勢が好転するには、いま少し時間がかかる

ものと思われます。 

  国においては、みずからの財政健全化を図り

つつ、東日本大震災対策を重視した新年度予算
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の編成を行いました。しかし、地方の税収不足

への影響に関しては、十分に配慮されないので

はないかとの懸念が生じており、また、このた

びも予算関連法案成立の行方に不安を感じさせ

るなど、新年度を間近に控え、地域住民生活な

どに直結する予算の執行にも支障を来すのでは

ないかと心配されるところです。 

  このような中、本市の財政状況を見てみます

と、一昨年度決算で財政の早期健全化団体を脱

却し、昨年度決算ではさらに大きな改善が図ら

れました。市民との一丸となった継続的な取り

組みのあかしとも言えます。しかしながら、今

後は懸案の大規模事業が本格的に展開され、財

政規模を大きく膨らませます。 

  したがいまして、今こそ後戻りをすることの

ないよう、再建プランに基づく健全化の精神を

堅持しつつ、着実にプランの進行を図っていか

なければならないと思います。 

  新年度となる24年度の予算は、もちろんこの

財政健全化を一層進めつつ、第４次振興計画を

推進する意義がある内容でなければならない、

そう考えております。 

  予算案を見ますと、総額が対23年度比3,700

万円の増で、３年連続の伸びを示しております。

我が市を取り巻く情勢を見た場合、この伸びは

内外への発信について、まことに明るい材料と

なるものと言えます。 

  歳入においては、やはり今年度も市税の減少

となりましたが、国における地方財政計画から

交付税や国庫支出金を抑えた形とならざるを得

ず、その分、市財政の総合的安定の観点から、

財政調整基金繰り入れや臨時財政対策債の増税

で賄うという枠組みをもって編成しているよう

です。 

  歳出については、諸状況をよく認識し、国県

の動向を踏まえるという予算編成方針にのっと

り、全般的に第４次振興計画の三つの重点プロ

ジェクトの計画的推進などのために、限られた

財源を計画的、効果的に活用することを基本と

し、編成されているということも見てとれます。 

  総じて、健全な財政運営を基本に据えること

はもちろん、市民生活の向上と地域経済の推進

のために、必要性や緊急性の高い事業を主とし、

明るい展望を含む内容のものも多く、評価でき

る予算であると思います。 

  また、３年連続増の予算を組むことができま

したのは、財政再建に向け一致結束した貴重な

努力のたまものであり、この点も評価に値する

ものと思われます。 

  今後とも、この歩みをとめることなく、市民、

そして議会の意見等によく耳を傾けられ、創意

工夫や改善の努力を胸に事務事業に当たってい

ただきますよう御期待申し上げ、平成24年度一

般会計当初予算の賛成討論といたします。 

遠藤敏信委員長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに討論なしと認めます。よ

って、討論を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第25号平成24年度新庄市一般会計予算に

ついては、反対討論がありましたので、起立採

決をいたします。 

  議案第25号について、原案のとおり決するこ

とに賛成の委員の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

遠藤敏信委員長 起立多数であります。よって、

議案第25号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  ただいまから10分間休憩します。 

 

     午前１１時０６分 休憩 

     午前１１時１６分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 
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議案第２６号平成２４年度新庄市

国民健康保険事業特別会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 次に、議案第26号平成24年度新

庄市国民健康保険事業特別会計予算を議題とい

たします。 

  なお、本件を含む各特別会計につきましては、

歳入と歳出を一括して質疑を行います。質疑ご

ざいませんか。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） それでは、健康保険に

対して質問いたします。 

  総額で昨年度より１億円を超える増額の予算、

41億円という大変な高額な予算ということでこ

としもなりまして、この金額は、他の市町村の

一般会計に匹敵するぐらいの膨大な予算を新庄

市では組むことになったわけであります。 

  一般的に、今年度の日本におけるいろいろな

状況から判断すると、私の私的な感じでは、こ

ういう時期に増額になるような予算は組むべき

じゃない、前にも申し上げましたとおり、こう

いうことが私の考えでありますが、要するにふ

えるということは、歳入歳出両方ふえるわけで

すから、歳入の見込みがつかないのに予算がふ

えるということは、基金を取り崩す、または市

債をふやすというふうなことで、両方バランス

をとっていかなければ、これは成り立たないわ

けで、それからすると、今の経済状況も考えた

上で、これは増になってはいけないのじゃない

かなと私は、財政担当でないんですけれども、

そういうふうに直感的に思うわけです。それで、

これからお伺いいたします。 

  まず、健康課長からお答えいただかなきゃな

らないと思うんですが、最初に、ページ数は

136ページ、２款１項１目、２目、ここのとこ

ろの保険の給付費ですけれども、23年度よりも、

この保険、一般被保険者療養給付費が減額、

3,916万3,000円の減額、その次に２目の退職被

保険者等療養給付費が、逆に8,761万9,000円の

増というふうに予算がつくられておりますが、

これの内容、どうして減額、または増額になっ

たかということを、まずお知らせをいただきた

い。 

  次に、138ページ、２款４項１目、それから

同じ１目、５項の１目、ここのところですね、

出生と葬祭ということですが、出産育児一時金

が23年度と同額、これの理由、そういうふうに

予想を立てたということは、いかなる理由であ

るかということ。それから、葬祭費が逆に減額、

これの予想、どういうふうにこれを査定したか

ということをお伺いします。 

  それから、次に、140ページ、８款１項１目

特定健康診査等事業費、この特定健康診査とい

うのは、どういう内容のやつ、中身をお知らせ

いただきたい。前に、一般会計のほうでは、同

じように衛生費の中にがん検診ということで

862万円というのがありますが、そことこれの

違い、詳しくお知らせをいただきたいというふ

うに思います。 

  ひとまず以上。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 初めに、医療給付費に関する

御質問でございます。 

  一般被保険者と退職被保険者、二つの区分が

ございますけれども、一般被保険者の数が24年

度の推計で224名ほどの減になるであろうと、

率にして２％ほどの減というふうなことで、被

保険者数の減によりまして、保険の給付費も減

るであろうというふうな予測でございます。 

  それから、退職被保険者につきましては、24

年度の推計で91名ほど、約10％ほどの増という

ふうなことで、保険給付費のほうもふえるであ

ろうというふうな見込みを立ててございます。 
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  それから、出産育児一時金でございますけれ

ども、こちらのほうは１人42万円を給付してご

ざいます。国保の被保険者の出産育児一時金と

いうのは、年間およそ50件ほどございます。そ

れで、前年度並み、出産、いわゆる出生数につ

きましては若干ですね、新庄市の場合、回復し

つつあるというふうなこともございまして、そ

んなに減らないだろうというふうなことで、ほ

ぼ前年度並みの予算を計上させていただいてお

ります。 

  葬祭費につきましては、１人５万円を給付さ

せていただいておりますけれども、５万円の90

名というふうなことで450万円で、前年度より

も若干減というふうなことで見込みを立ててご

ざいます。 

  それから、特定健診の件でございますけれど

も、前年度と比較いたしまして増というふうな

ことでございます。これの内容につきましては、

先日も申し上げましたけれども、24年度から特

定健診の健診項目の中に、腎機能検査を新たに

市の負担で追加するというふうなことで、最近

非常に糖尿病、生活習慣病がふえているという

ふうなこととか、あるいは腎機能によりまして

人工透析患者がふえているというふうなことを

受けまして、なるべく早く、早期発見・早期治

療というふうなことに結びつけたいというふう

に考えまして、これを市の負担で検査項目に含

めて、40歳から64歳の方ですけれども、全員の

方々に検査を受けてもらうというふうなことで

増額になったものでございます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 総体的にこの健康保険

の事業を眺めた場合、眺めたというか、見た場

合ですね、かなり23年度よりも新たに事業を追

加して、健康維持のためにいろいろな方策をと

っているということがうかがえましたが、まだ

まだ私からいくと甘いところが見受けられます。 

  今まで質問したのは、この答弁を見ますと、

自然増、自然減ということで増減になっている

ということですけれども、その一般被保険者の

療養給付費の減額の内容をどうとらえたんです

か。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 先ほども御説明申し上げまし

たけれども、医療費につきましては、１人当た

りの医療費ですけれども、そちらのほうはやっ

ぱり若干増加傾向にございます。 

  ただ、近年の少子高齢化によりまして、新た

に一般の被保険者になられる方が以前よりも増

加してこないというふうなことで、傾向として

は、被保険者の数としては減少傾向にあるとい

うふうなことから、減額というふうなことで見

込みを立てております。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） それで、私が聞きたい

のは、この91名が減るだろうということですね。

それで、3,916万3,000円というのは減額になっ

たと、前年度と比べて。そうですね。給付を受

ける人が減っていくというふうな予想、いいで

すね、これでね。それで、それはなぜ、これ減

っていったんだかということなんですよ。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 さきに申し上げましたけれど

も、一般分の被保険者数につきましては、224

名の減ということで説明をさせていただいてお

ります。それで、退職被保険者のほうが91名の

増ということでございます。よろしくお願いし

ます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 申しわけない。そうい

うふうに書いてあった、224名でしたね、減と。 
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  それで、その減の原因を私は知りたいんです。

わかりますか。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 傾向としては、やはり従来の

被保険者数、いわゆる団塊の世代が徐々に高齢

化していって、65歳に到達しつつあるというふ

うなことも確かにございます。それで、退職被

保険者のほうは、やはり増加傾向というふうな

ことでございますけれども、国保の一般分の被

保険者につきましては、トータルではやはり少

子高齢化といいますか、少子化でございますの

で、これから新たにどんどん国保の被保険者に

加入されるというふうな方々は、これまでより

は減少傾向になってきているというふうなこと

でございます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） わかりました。自然減

ということであろうというふうに思いますが、

これは１年、今まで質問させていただいたので

すね、今課長が答弁なされたように、我が新庄

市も少子高齢化の域から脱し切れないわけです

よね。これは、日本全体の動向と同じ方向性に

向かっているということが言えるわけです。出

生者が少ない。葬祭費が減額というのは、健康

な老人がふえた、平均寿命が延びていっている

と。これも日本の全体的な動向なわけですよね。 

  ですから、今後考えられる、その少子化に、

高齢化は歯どめをかけることはできないけれど

も、少子化には歯どめをかける政策が必要であ

るということが言えるわけですよ。分母を大き

くしていかないと。これは口では、国そのもの

も盛んに言っているんですが、伴わないんです

ね、政策が伴わないからいつまでたったってそ

の「少子高齢化」という言葉が残るわけです。 

  ですから、さっき、前にも申し上げたんです

が、国、国で、国の政策ばっかり気にしてやっ

ていても、新庄市自体のことを考えていかなき

ゃならないから、やはり人口減に歯どめをかけ

るには、とにかくその少子化の問題を、市独自

の政策を打ち出してとめていく努力をしなきゃ

ならないというふうに私は思うんです。 

  ですから、新たに、前にも申し上げたんです

が、新規事業として大腸がん・肝炎ウイルスの

検診事業ということで設けていただいて、健康

問題に対してもっと関心を持っていただきたい、

病気にかからないような市民をこれから育てて

いくんだというふうな事業を考えてこれを取り

入れてくれた、これは大変いいことであって、

私の考えている方向に行っているわけですよね。

医療費抑制、予防診療、次に来る介護、予防介

護、何回も同じことを繰り返し繰り返し言わせ

ていただいていますけれどもね、私の考えてい

る方向に市の政策として確実に向かっていくと

すれば、もう二度とそんな質問はしませんが、

まだまだやる方向性というのが、私から見れば

見えてきていない。入り口であるということで、

この市民の健康維持、それに対する事業、141

ページに健康づくり推進事業、８款２項１目に

ございます122万円、41億円に対する事業がた

ったの122万円。これではね、数字からいって

もとんでもない、これではやれないというふう

に私は見えるんですよ。 

  ですから、この辺を、もう少し皆さんで知恵

を絞って、いかにすれば市民の健康増進にでき

るかということで、率先してやはり市は進んで

いかなきゃならない、牽引き役にならなきゃな

らないというふうに思うんです。それで、ここ

の予算を増額することによって、私は確信して

いるんですけれども、給付費が下がるというふ

うにねらっているんですよ。それで、何回も同

じようなことを申し上げるんですけれどもね。 

  これからの方向性として、総合政策課、この

件はどうですか。何か特別考え、あったらです

よ、なければだめですよ、何か言ってください。
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何回も私言っているんですから、きょう初めて

こんなこと言っているんじゃないですよ。何回

も同じことを繰り返し繰り返しお願いしている

んです。担当課、関係課はよく協議をして、新

庄市民の健康を守るために努力していただきた

いとお願いしてありますのでね。突然言ったわ

けでないから、その辺はしたか、しないか。関

係する課がいっぱいあるわけでしょう。健康課

だけがやるんじゃないんだからね、なければお

かしい。野崎課長、考え言ってください。 

野崎 勉総合政策課長 委員長、野崎 勉。 

遠藤敏信委員長 総合政策課長野崎 勉君。 

野崎 勉総合政策課長 御指摘のとおり、市民が

健康をずっと維持できれば、お医者さんにかか

らなくて、医療費はかからないということにな

っていきますので、新田委員の方向性としては、

私どもも同じ方向性で考えてございます。 

  その中で、どういうふうな具体的な健康維持

の対策をとるかということにつきましては、例

えば町内会等の組織の中で活用できるものがな

いかとか、そういうふうな検討が今後必要にな

ってくるであろうというふうなことは考えてご

ざいます。 

  いずれにいたしましても、少子化対策の中で、

いろいろな施策を展開していく必要が今後出て

くるんだろうというふうなことで今のところ考

えてございますので、よろしく御理解いただき

たいと思います。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） これは、新庄市にとっ

て本当に、私は重要な案件であろうというふう

に思っているんですよ。なぜかといいますと、

財政再建をやるにも、やはり歳出というものを

よく調査しながら、抑えていく努力をしていか

なきゃならないわけでしょう。特に歳入面が大

きく転換する、すればいいんですけれども、見

込みないときには、歳出を抑えるしか方法がな

いんですよ。 

  抑える方法はそんなに難しくなくて、抑える

というのは、私はこういうことであろうと思う

んですよ。健康保険、その次の介護、これを極

力抑えていくと。そうすれば、財政的にプラス

アルファは必ずなるわけですから、無理して市

債発行して、それを補てんするなんていうこと

をしなくてもいいような対策を、政策を執行し

ていくというふうなことが最も早道であると。

いろいろな新規事業を考えるよりも、まずこれ

を実行していくというふうにすれば、相当財政

に私はプラスになる。これはやり方次第ですけ

れども。 

  なぜかって、私ら視察に行きますと、あるん

ですよ、やっているところが。「うちのところ

は寝たきり老人が１人もいないよ」というとこ

ろもあるんですよ、日本じゅうで。80過ぎても、

普通の人と、成人と同じように働ける。元気だ

から、丈夫だから。これが代表的なのは沖縄で

す。皆さんも聞いたと思うんですが、80、90近

い人が観光事業にちゃんと参加してやっている

んですよ。みんな見てきたと思うんですけれど

もね。「そのぐらいの年齢で寝たきりなんてい

うのは、うちの島にはいませんよ」というよう

な話も聞いてきました。ですから、何でそれが

できるか、そういうふうな現状を見たとき、ど

うしてなのかというふうなことはやっぱり関心

持つわけでしょう、皆、どうすればいいかと。 

  我が新庄市と友好都市、岡山県の、今は余り

行ったり来たりないけれども、新庄村。あそこ

へ視察に行ったときは、あの村では寝たきりは

１人もおりません。何をやっているかというと、

毎日運動ですよ、運動、毎日。そのセンターを

つくって、そこへみんな呼びよせて、動かすん

ですよ。あの村長の説明がそうでありました。

「いません」と。人口が少ないから、ゼロには

一生懸命努力すればできるんでしょうけれども、

ほおっておけばみんな固まっちゃって動かなく
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なる。それが病気につながってくるんですよ、

間違いなく。私は医者じゃないんですけれども、

そういうふうな場面もいろいろ見ていますから

ね。そんな話もよく聞いています。だから、そ

ういうふうな事業を展開することによってです

ね、そんな難しくないんですよ、それでこの財

政にプラスになるというふうに私は思っている。

ですから、口酸っぱく皆さんにお願いしてある

んです。 

  健康課長、最後ですね、あなたは今度退職さ

れるので、お土産一ついただきたい。というこ

とは、あなたがこれを担当されて、今後新庄市

はどうすればいいかということ。今までいろい

ろな場面で言ってこられたことがあって、ぜひ

これをお願いしたい、私はこう考えたというも

のがあればお土産に一つこの議会に置いていっ

ていただきたい。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 私も健康課２年、経験させて

いただきました。やはり新田委員おっしゃられ

るように、予防医療ですね。一次から三次まで

ございますけれども、特に一次予防、栄養、運

動、それから休養、心の健康ですね、この三つ

が最も重要であるというふうに再認識をいたし

ました。 

  健康意識を高めるということに関しては、ま

だまだやっぱり受診率の結果を見ても低い状況

でございますので、まずは一人一人が健康にま

ず関心を持っていただくということのための意

識改革が必要であろうというふうに思っており

ます。なかなかその意識改革がうまくいきませ

んで、どうしたら市民の健康意識を高められる

んだろうというふうなことで、普及啓発事業は

さまざま行ってはおりますけれども、なかなか

決め手というものがない。 

  したがいまして、個別のやはり勧奨ですね。

いろいろな場を通じて、あるいはいろいろな団

体さんから出前講座とかそういうふうな要請が

ありまして、健康に関する教育相談等々を行っ

ておりますけれども、そういう場できめ細かに

一人一人に健康の大切さ、自分一人の体じゃな

いんだよと、家族みんなのための体だというふ

うなことで、そういう認識をやっぱり深めても

らうということが最も重要ではないかなという

ふうに感じております。 

  運動につきましても、地域スポーツクラブで

すね、こちらのほうの会員のほうもどんどんふ

えてきておられるようですし、私どもも特定保

健指導を行う中で、ぜひ運動、これに取り組ん

でみてはいかがですかというふうな働きかけも

たびたび行っております。 

  それで、受診率は相変わらず低迷してはいる

んですけれども、保健指導の実施率は非常にこ

こ高まってきておりますので、そういった特定

保健指導を実施をする中で、そういったことを

個々の市民の方々に御理解いただけるように、

わかりやすく説明していかなければいけないん

じゃないかなというふうに感じております。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 最後に、課長にもう１

件だけお伺いしておきたい、この際ですね。一

般会計のほうでも、私、申し上げたんですが、

いろいろな検診があるわけですね。24年度も追

加になって、腎機能、大腸がん、肝炎ウイルス。 

  それで、そこでも申し上げたとおり、年齢の

５年刻みというのはどうも私から言えばあんま

りよくないというふうに思うんですよ。課長は

どうですか、その５年のあいたブランクの中で

発病しないということはない、絶対ないわけで

す。ましてや、進行性のがんとなれば、１年以

内に起きてくるんですよね。それをとめなけれ

ば、これをやっても意味なくなるわけですよ。 

  課長個人としてはどうですか、国関係なくし

て、自分の考え、こうあるべきだというの、思
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い、あると思うんですが、私の質問に対して、

どういうふうに感じますか。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 特定年齢の方々を対象にした

無料クーポン、あるいは無料化の事業に関して

でございますけれども、この事業につきまして

も、あくまでも健康に関心を持っていただくた

め、あるいは受診率を高めていただくためのき

っかけと申しますか、そういうことで無料化を

国のほうで実施するということでありまして、

がん検診そのものは毎年市主催で行っておりま

すし、検診の料金は無料ではございませんけれ

ども、２分の１程度で受診が受けられるように

してございます。 

  したがいまして、やはりすべて無料化という

のは、今の財政事情では難しいと。何でもただ

にすれば受診率が高まるのかといいますと、そ

うでもないわけなんです。無料にしても、まだ

20％、30％の受診率でありますので、まずは先

ほど申しましたように、健康意識を高める、そ

こに重点的に意識改革をすべきではないかなと

いうふうに考えてございます。 

  健康は自分で守らなきゃいけませんので、や

はり自分の健康を常にチェックといいますか、

関心を持って毎年受診していただくのが一番予

防につながりますので、がんについては特に２

人に１人が罹患して、３人に１人が亡くなると

いうふうな状況にございます。そういったこと

もありますので、ぜひ毎年そういった検診を受

けていただけるように、普及啓発に努めてまい

りたいというふうに考えております。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

遠藤敏信委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 清水課長から、これか

らの歩み方というもの、どうあるべきかという

ものをちょうだいいたしました。我々残された

者がそれをよく念頭に置きながら、継続してこ

の健康管理、それから一番問題は、その意識感

覚が問われると。私も同感であります。それを

なるたけ市民に訴えながら、自分の健康は自分

で守るしかないということをよく知らしめるた

めに努力していくべきだというふうに思ったと

ころであります。 

  ありがとうございました。終わります。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 127ページの国保税で

すが、前年比１億2,032万5,000円増ということ

です。これは、１人当たり15.54％の引き上げ、

４人家族では20から21％の大幅な引き上げとい

うことでした。本当にこれをやられたときに払

えるのだろうか。今でも２割近くの方が払えな

いまま残っているというふうに聞いております。

そういう意味で、本当にこのような増税で払え

るのかということをお聞きします。 

  あと、二つ目に、またいっぱい言って申しわ

けないんですけれども、国保の県単位化という

ことが27年の４月１日から実施というふうに指

示されているように聞いておりますが、本当に

県単位化で国保税が下がるのかということもお

聞きしたいと思います。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 国保税の、いわゆる生活困窮

者、大幅な引き上げの世帯が本当に払えるのか

どうかというふうな御質問でございますけれど

も、生活困窮者についてはいろいろな施策を国

保においても講じております。 

  特に、低所得者については、国保税の７割・

５割・２割軽減、また、国保は前年度の所得に

課税している関係で、例えば前年度、自分の自

己都合以外にやめられた方について、所得のな

い方についても、一応非自発的失業者というよ

うな形で給与所得の30％というような形の施策



- 284 - 

もあると。それでもなおかつ払えない方につい

ては、個別の相談を、きめ細かい相談をやって

いるというふうなことでございます。 

  今回の議会にもお答えしましたとおり、一方

でそういったことは重々承知はしておりますけ

れども、税のいわゆる公平性、そういった方々、

本当に私ども、最前線におりまして、国保だけ

は無料ではかかりたくないというふうなことで、

市民税とか固定資産税とかいろいろな税目があ

るわけでございますけれども、健康保険だけは

やっぱり優先的に納税をして、生活苦しくても

一応納めなきゃいけない、そうでないとお医者

さんにかかれないというふうな、そういった納

税意識の方もいらっしゃる。やはり、そういっ

た方については、憲法上の納税の義務というも

のを十分承知して、苦しいながらも納めている

という方、いらっしゃいますので、その辺のと

ころも一方的な形の見方じゃなくて、他方の見

方、税の公平性という観点も御理解をいただき

たいというふうに思います。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 市町村国保の県単位化につい

てでございますけれども、県単位化の趣旨につ

きましては、一つは保険料の市町村格差を是正

すると。いわゆる県内、同じ所得であっても、

保険税が違うと、最大1.7倍ぐらいの格差が出

てきているというふうなことでありますとか、

あるいは山形県内は特にそうですけれども、小

規模な保険者が非常に多うございます。大体４

分の３ぐらいは被保険者数が１万人以下という

ふうなことの非常に財政が不安定な保険者が多

うございますので、そういったところをやはり

財政運営の広域化、あるいは保健事業等のさま

ざまな事業の広域化を図りまして、安定化させ

ていこうという趣旨で県単位化が図られるもの

と認識しております。 

  現在、国と地方と、国保に対する財政支援の

あり方を鋭意協議していただいております。低

所得者に対する保険税の軽減策、あるいは保険

者に対する財政支援のあり方等々、構造的な問

題をいかに解決すべきかというふうなことで議

論されております。 

  そういう中で、まだまだその内容が流動的な

部分が多くなっております。厚労省からさまざ

まな提案がされておりますけれども、地方がそ

れをすべてのむかというふうなところは、今後

の協議のいかんによっては、まだ変わる可能性

もあるということでございますので、財政支援

がどういう形で手当てされるのかによってござ

いますけれども、保険税がどうなるかというふ

うなところまでは今のところは難しいと、予測

するのは難しいということで御理解をいただき

たいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 税務課長からは税の公

平化ということが言われました。実は、公平で

ない部分があるのではないかということが私と

してはあります。 

  というのは、高額な所得を得る方が国内には、

新庄市はそんなに多くないというふうによく言

われますが、国内にはおられまして、100億円

だとか何億円、あるいは3,000万円以上とか、

そういった高額な所得を得られた方でも、国保

税を見たときには限度額がありまして、最高70

万円台だったと思いますが、それ以上は取らな

いわけで、そういう高額な所得を得る方が人口

では0.1％ぐらいかと思いますが、そういう方

に対しては、私は公平な税とは言えないような

気がするんです。 

  本当は、所得税のあり方から含めて、こうい

う医療保険のあり方も含めて、高額な、3,000

万円以上ぐらいだと私は思っていますが、そう

いった高額な所得を得られた方に対してそれな

りに、70万円台ではなくて多く取るような、取
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れるような税改正が私は本当はあってしかるべ

きだろうと思います。そういうことから見ると、

決して税は公平になっていないんじゃないかな

と私は考えております。 

  その一方で、収入の少ない方、資料を出して

いただいた、あの年収300万円、所得は192万円

となるようですが、40代夫婦、中学、高校の子

供を２人持って、資産なしという世帯では、23

年度までは31万6,300円の国保税が、今度は38

万1,000円になるということであります。この

方の生活を考えてみても、国民年金をちゃんと

２人で払えば、36万円ちょっと払わねばなりま

せん。家賃も年60万円ぐらいかかるでしょう。

残りを見ると月13万7,400円です。この大人が、

大人に近い子供２人抱えて、大人２人というこ

とでこの13万7,400円で、教育費や車の経費や、

食費や水光熱費が賄えると本当に考えられるの

でしょうか。 

  そういう意味で、国保税がこの世帯は払える

んでしょうか。減免に値しないというふうにも

言われております。何も減免には該当しないと

聞いております。これに、生活困窮者への施策

があると見ておられるのでしょうか。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 第１点目の高額所得者からも

っと税をいただくべきではないかというふうな

御質問でございますけれども、給付の平等とい

うことがございます。給付につきましては、平

等にされておるわけでございます。ただ、高額

な所得者だからといって青天井で負担させると

いうのも、逆に不公平ではないかというふうな

ことも言われるかと思います。やはりそういっ

たところは当然、高額な所得者からは応分の負

担はいただくわけでございますけれども、青天

井というふうな、そういう考え方では逆に高額

所得者のほうが不公平ではないかと。給付がす

べて皆平等なのに、払うほうだけ、もう幾らで

もというふうな形で負担するのはいかがなもの

かというふうなことも言えるかと思います。 

  そういうことで、市町村国保の限度額につき

ましては、協会けんぽ、社会保険の協会けんぽ

の限度額がたしか93万円だったと思いますけれ

ども、まだまだ限度額が低いというふうな状況

でございます。したがいまして、国のほうでも

ここ２カ年、続けて限度額を引き上げておりま

すが、今回は据え置いたということですが、将

来的には民間のそういった協会けんぽの限度額

に近づけていくというふうな方針も出しており

ますので、今後またさらに限度額が引き上げら

れる可能性が高いというふうなことが言えるか

と思います。 

  あと、先ほどのモデルケースの世帯の負担の

件でございますけれども、国のほうでもやはり

低所得者、あるいは中間所得者層の負担が重く

なっているということは把握してございます。

先ほど税務課長からもお話しありましたけれど

も、７割・５割・２割の応益割の負担の軽減制

度があるわけでございますけれども、この軽減

制度を見直そうというふうな動きが出ておりま

して、具体的に国のほうから示されております。 

  一つは、所得の基準額を引き上げるというふ

うなことがあります。７割・５割・２割のその

基準となる所得を引き上げるというふうな動き

がございまして、この場合のモデルケースで、

ちょっと該当になるかどうかというのはわかり

ませんけれども、特に２割の軽減世帯をふやす

というふうな方針が出されております。 

  そういうことで、国のほうでもそういった低

所得者、あるいは中間所得者の負担軽減のため

の施策を現在いろいろ考えておりますので、す

ぐ実施というふうなことはなかなか難しいとこ

ろがありますけれども、少なくとも26年度以降、

社会保障と税の一体改革の中で必要な財源が手

当てされれば実施するというふうな動きもあり

ますので、そういった動向を注視していかざる
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を得ないのかなというふうな感じで考えており

ます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 24年度について、今回

の値上げ案がこの会計予算に反映されています。

さらに、25年度の予測でも引き上げが検討され

ております。そうしますと、27年、この県単位

化はまだはっきりはしていないということは今

言われておりますが、もし27年、県単位化とい

うことにはっきりしてくれば、そのまま、今、

23年度に比べたら36％、１人当たり36％の値上

げを25年度までにやるつもりでいるんじゃない

かなと私は予測するんですが、そういう立場で

あるんでしょうか。 

遠藤敏信委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午後０時００分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 25年度の税率改正はあるのか

というふうな御質問ではないかというふうに理

解しております。25年度の収支見込みはござい

ますけれども、確かに歳入不足はほぼ確実であ

ろうというふうに見込んでございます。 

  ただ、23年度の決算を踏まえまして、さらに

24年度の給付の状況等を勘案いたしまして、本

年の秋口、10月から11月ごろに、25年度のその

歳入不足の手当てをどうすべきかというふうな

ところを今後検討していきたいというふうに考

えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 25年度についても、不

足が確実でないかということで、手当てをどう

するか検討しなきゃいけないというお話であり

ました。 

  それで、20年度の値上げ幅を決めるときの資

料に、ほぼ24年度は税上げる、足りない分を税

だけにすると36％の値上げをしなきゃいけない

んだという案が最初出されました。そういう例

からいくと、予測されるのは、２年連続で合わ

せて36％ぐらい値上げせざるを得なくなるので

はないかなというのがほぼ予測されるところで

す。そして、値上げをもし抑えるとなると、一

般財源を入れるしかないんだろうなというふう

に、一般会計の手当てをするしかないんだろう

なというふうに思います。ということで、市と

しては値上げ、このままでいけばまた値上げと

いうことになるのかなと思います。 

  それで、27年度に目指されている県単位化の

ことですが、値上げされたとして、その後それ

が下がるのかという、下がることも予想される

のか、23年度並みになることも予想されるのか

……。 

遠藤敏信委員長 佐藤委員に申し上げます。 

  24年度予算について審議しています。関連質

問をやっているわけでしょうけれども、款項目

に沿った形で具体的な質問をお願いしたいんで

すけれども。 

１ 番（佐藤悦子委員） はい、わかりました。 

  ということで、簡単に言いますが、県単位化

については、国保税の大増税になるということ

ではないかということで、私はやめるべきでは

ないか、慎重にすべきでないかというふうに思

います。結論を言わせていただきます。 

  次に、129ページの１款１項の４節の滞納繰

越分があります。この滞納世帯の状況、対策、

そして資格証はどのような発行状況なのか。私

は、保険証の取り上げということはやめてほし

いと思います。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 
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遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 滞納者に対する資格証の発行、

あるいは短期証の発行に関する御質問でござい

ます。 

  資格証、短期証の発行につきましては、３カ

月ごとに滞納者措置審査委員会を開催いたしま

して、その都度審議をして、決めさせていただ

いてございます。現在の資格証の交付世帯につ

きましては58件、それから短期証が355件、こ

れは２月末現在でございます。 

  それで、毎年保険証の更新時期、８月ごろか

らスタートするわけですけれども、その時点か

らは徐々に納付相談等がありまして、そういっ

た相談の場を通じて分納していただいたり、一

定の納付をしていただいております。そういう

状況を勘案いたしまして、徐々に減ってくると

いうふうな動向にございます。 

  したがいまして、この資格証、短期証につき

ましても、個別のそれぞれの事情を勘案いたし

まして、事務的に、機械的に交付するというふ

うなものではなくて、個々の家庭の事情、いわ

ゆる収入でありますとか、所得でありますとか、

あるいは医療にかかっているのかどうかとかで

すね、そういったレセプトなんかあたりもいろ

いろ確認いたしまして、その医療の状況等も勘

案いたしまして決定をさせていただいていると

いうことでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） レセプトを見て勘案と

いうことですが、資格証というか、保険証がな

い、正規の保険証がない方の場合は、ぐあいが

悪くても、「保険証がないから」と言って医者

に行かないで我慢している、せざるを得ない、

「10割負担ではとても医者にかかれない」と言

ってそのままに、悪いのを我慢して、我慢して

暮らしておられる状態にある方もおられます。

そういう意味では、その結果、病気が悪化して

亡くなるというケースが全国でも70件を超えて

いると言われております。新庄市でそのような

ことがあってはならないのではないかと思いま

す。私は、資格証発行をやめている自治体が今

ふえているとも聞いておりますので、やめる方

向でできないかということでお願いします。 

  あと、次の質問ですが、136ページの２款の

保険給付費にかかわって、一部負担金の減免制

度について、平成24年度から実施というふうに

前から伺っておりましたが、それはどのような

状況なのか、お伺いします。 

  もう一つ、ちょっと言わせていただきますが、

141ページ、８款２項の１目で健康づくり推進

事業費ということで、先ほどの新田委員なども

たくさん重要なお話をなさっておられましたが、

大切だと思います。それで、高齢者の肺炎球菌

ワクチン接種への補助について、検討するとい

うお話があったように思いますが、その検討の

経過は、進捗状況はどうなんでしょうか。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 短期証の発行、いわゆる交付

をやめられないかというふうな御質問でござい

ますけれども、これは法令の趣旨に沿って適切

に運用していくというふうなことで、御理解を

いただきたいというふうに思います。 

  それから、一部負担金の減免の措置でござい

ますけれども、国のほうから一部負担金の減免

基準ということで示されてございます。それを

踏まえまして、現在、要綱の制定、素案でござ

いますけれども、策定しております。いろいろ

今、詰めの段階に入っておりまして、詳細、な

るべく早い時期にですね、24年度の早い時期に

施行したいというふうに考えてございます。 

  具体的には、国の基準と申しますのは、いわ

ゆる生活保護基準以下の月収額の方々を対象に、

入院の療養費を３カ月間減免するというふうな

内容でございます。預貯金についても、生活保
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護基準の３カ月以内というふうな額で基準を定

めておりますので、そういった国の基準に沿っ

た形で要綱を策定したいというふうに考えてご

ざいます。なるべく早い時期に施行したいと、

今準備しておるところでございます。 

  それから、高齢者の肺炎球菌ワクチンでござ

いますけれども、これも県内の状況を見ますと、

かなり接種に対する助成を行っているというふ

うなところはふえてきております。私どものほ

うでも、なるべく早期に実現できるよう努力し

てまいりたいと。これも懸案で積み残しており

ます。また来年度も実現できるように予算要求

なりやっていきたいというふうに考えておりま

すので、よろしく御理解のほどをお願いいたし

たいと思います。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  討論の通告がありますので、討論の発言を許

可します。 

  反対討論として、佐藤悦子委員。 

   （１番佐藤悦子委員登壇） 

１ 番（佐藤悦子委員） 平成24年度国民健康保

険事業特別会計予算に反対討論を行います。 

  反対の理由は、国民健康保険税の引き上げに

反対するということです。 

  24年度から、１人当たり15.54％、４人家族

では20から21％の増税になります。24年度に予

想される赤字は約2.6億円、一般会計からの法

定外の繰り入れを約1.2億円行って、値上げ幅

を15.54％に抑え、１人当たりの国保税にする

とですが、25年度も引き上げを行う予定がある

とのことです。その後、県で市町村を一つにま

とめて、広域化していくような方向になってき

ております。 

  年収300万円、所得にすると192万円の40代夫

婦、中学と高校の子供２人を持ち、資産なしの

世帯では、現在31万6,300円の国保税が増税後

38万1,000円になります。国民年金保険料36万

2,400円、家賃年60万円としますと、残りは月

13万7,400円です。教育費、車の経費、食費、

水光熱費が、この４人家族の生活として出てく

るでしょうか。現在、この世帯への減免制度は

ありません。課税された国保税については、全

額は払えないということが明らかではないでし

ょうか。 

  滞納した場合、14.6％というサラ金並みの利

息が加算されます。１年以上払えないと資格証

となり、保険証取り上げです。低所得者にはま

すます厳しいものになってまいります。私は、

減免制度が早く必要だと思います。しかし、先

ほどの課長のお話では、国がいろいろ考えてい

るのは26年度以降だろうということで、全く見

えません。 

  国保は、他の健保に入っていた人も、退職す

ると必ずお世話になる医療制度です。国民の３

人に１人が加入する日本最大の医療保険制度で

す。大事なこの制度が、国保税が高過ぎて払え

ない人をふやし、保険証取り上げや過酷な滞納

制裁などで住民を苦しめる異常事態になってお

ります。 

  国保税の値上げの最大の原因は、国の予算削

減です。1984年、当時の自民党政府は、医療費

掛ける45％としていた国保の定率負担を、給付

費掛ける50％に変える法改定を行いました。国

保では、かかった医療費の３割が窓口負担で、

７割が保険給付です。そうすると、７割掛ける

50％で35％となります。ただ、高額療養費が適

用されると給付費は７割以上となるので、実際

は38.5％となります。自民党政府は、法改正で

医療費への国庫負担を45％から38.5％に削減し

たのです。 

  これを皮切りに自民党は、国保の事務費や保

険料軽減措置などに対する国庫補助を削減、廃
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止したり、都道府県調整交付金に移しかえて肩

がわりさせました。その他いろいろペナルティ

を加えてまいりました。その結果、国保の総会

計に占める国庫支出金の割合は、1984年の約

50％から2009年度は24.7％へと、半分になって

しまいました。 

  さらに、国保世帯の貧困化が一体に進んだこ

とが事態を一層深刻にしました。国保加入者の

平均所得は、1990年度は年240万円でした。

2009年度には158万円に下がりました。同じ時

期に、１人当たりの国保税は６万円から９万円

にはね上がりました。これでは滞納がふえるの

は当然です。 

  今、国保は財政難、そしてその結果、保険税

の値上げ、その結果滞納がふえる、その結果財

政難になるという悪循環に陥っています。年金

生活者や失業者も加入する国保は、もともと適

切な国庫負担なしには成り立たない制度です。

ところが、歴代の政権は、国の社会保障予算を

削減するために国保の国庫負担を削減し、しか

も、国保世帯の貧困化が深刻になった後も、そ

れをもとに戻しませんでした。この失政により、

国保税の高騰に歯どめがかからなくなったので

す。 

  民主党政権は、国庫負担を削減したまま、国

保の広域化のためとして、国保税の一層の値上

げと取り立ての強化を号令する通達を2010年５

月に出しました。内容は、１人平均１万円程度

の市町村独自の繰り入れをやめ、国保を県単位

の広域化にするとしています。市町村ごとの軽

減制度をやめ、国保を悪いほうに合わせる保険

税引き上げが格差是正だというものです。この

通達は増税とセットで、収納率の向上を県に市

町村へ指導するよう指示しています。国庫負担

を削減したまま増税と徴収強化を推進する、こ

れでは財政難と滞納増という国保の悪循環は拡

大するばかりです。 

  国保の広域化、県単位化とは、もともと自民

党政権が打ち出していたものです。国保の運営

を住民の声が届きにくい広域組織にし、自治体

の独自繰り入れをなくし、医療を受けて保険税

値上げか、保険税を抑えたいなら医療を制限す

るしかないという選択に住民を追い込むことで、

公的医療費の恒久的抑制を図るのが政府の方針

でした。民主党政権は、この路線を継承してい

ます。 

  国庫負担を復元し、国保税の引き下げを私た

ちは提案しています。民主党が野党時代に、

「政権交代したら、9,000億円を市町村国保に

予算措置し、国民の負担軽減を図る」と国会で

明言していました。約束はほごにされたままで

す。その半分の約4,000億円を投入すれば、国

保税を１人１万円引き下げできます。その上で、

国保再建のために計画的に1984年改悪前の水準

に戻せば、国保税の抜本的引き下げができます。 

  さらに、国保税の選定方式を見直し、所得に

応じた保険税、だれでも払える保険税にすれば

滞納もなくなります。全国知事会、全国市長会

など地方六団体も、従来の枠を超えた国庫負担

割合の引き上げを一致して要求しています。国

保の運営主体である市が、国の圧力に屈伏する

のか、住民の立場で国保税の値下げや抑制に努

力を続けるのか、問われています。 

  福岡市では、2008年、2009年、２年連続値下

げを実現しました。鹿児島県霧島市や愛知県一

宮市では、子育て世代に対する市独自の国保税

減免制度が、住民の要求を受けてつくられまし

た。一般会計からの市独自繰り入れをふやし、

値上げの中止、減免制度の改善拡充を図ること

が重要です。 

  県の姿勢も問われます。市町村国保に独自の

補助を行い、国保税の引き下げや健診事業など

の支援をしてほしいものです。県に対して、国

の国保政策の先兵ではなく、住民の福祉の守り

手として、市町村国保への支援を強めるよう要

求することが必要だと思います。 
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  強権的な取り立てではなく、親身な相談、収

納活動をお願いしたいと思います。給与や年金

など生計費の差し押さえは、法律で禁止されて

います。子ども手当やひとり親世帯の児童扶養

手当も、差し押さえは禁止されております。地

方税法は、生活を著しく窮迫されるおそれがあ

る場合、差し押さえなどの滞納処分をしてはな

らないと規定しています。また、分納となって、

納付が着実に行われているときには滞納処分を

しないのが原則だと、2011年３月９日、参議院

予算委員会でも総務大臣が答えております。 

  国保は、憲法25条に基づく社会保障の制度で

す。国保法には、「助け合い」「相互扶助」とい

う文言はありません。そう規定していたのは、

戦前の旧国保法です。1959年に施行された新国

保法は、第１条で、国保を社会保障及び国民保

険のための制度として規定し、第４条で、その

運営責任は国にあると明記しています。国保は

憲法25条に基づく社会保障の制度です。お金の

ない人を制度から排除するのは、本末転倒です。

払えなくなることが明らかな増税は、中止すべ

きと考えます。 

  以上で、反対討論を終わります。御清聴あり

がとうございました。 

遠藤敏信委員長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに討論なしと認めます。よ

って、討論を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第26号平成24年度新庄市国民健康保険事

業特別会計予算については、反対討論がありま

したので、起立採決をいたします。 

  議案第26号について、原案のとおり決するこ

とに賛成の委員の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

遠藤敏信委員長 起立多数であります。よって、

議案第26号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第２７号平成２４年度新庄市

交通災害共済事業特別会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 次に、議案第27号平成24年度新

庄市交通災害共済事業特別会計予算を議題とい

たします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 先日ですけれども、市

街地で区長をなさっている方から、ちょっと教

えてもらいたいという電話がありまして、今ち

ょうどこの交通傷害共済の掛金等、市民に対し

て加入促進、あるいは説明なさっている時期か

と思いますけれども、その中で、これに関して

はやっぱり「事業費」「収入」という書き方を

していますので、やはり……（「ページ数」の

声あり）すみません。ページ数。いや、全体で

ちょっと、傷害共済に関しての全体でお尋ねし

ます。 

  いわゆる加入者に対して、会計報告ですか、

事業が、収入がこれだけあった、それでこうい

うふうな見舞金を払った、こういうふうに払っ

たという会計報告等は今までなさってはいなか

ったんじゃないかという質問がありまして、お

尋ねいたします。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 交通共済関係の一般市民に対

する会計報告については、不十分な要素があっ

たというふうに聞いておりますし、今後は市報

等を通じて会計の実態、それから現状では加入

率が年々若干ながら下がっている要素がござい

まして、23年度、現段階では54％の会員の加入
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率、全人口に対する加入している会員の数は

54％です。 

  そのようなことから、今後の事業の推進に当

たっても、それらをあわせた形で、より啓発啓

蒙も含めた形でお示ししたいというふうに考え

ております。よろしくお願いします。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 今、課長のお答えいた

だきました54％というのは、世帯数に対してで

すか。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 人口比でございます。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） その区長も言われるこ

とも私もよく理解しまして、「加入が減ってい

るだろう」と。それは、私どもが共済に加入し

ている、その効果が一般市民に見えないからだ

と。例えば、１人350円ですか、大人で、成人

350円の掛金で、４人家族であれば何ぼ何ぼっ

て払っているんだけれども、それはどういうふ

うにして一般市民、その被害に遭われた市民に

対して還元なされているか、その数字が見えな

いと。ですから、なかなかその効果が見えない

ので、加入が減っているんじゃないかという心

配をされます。もっともだと思います。課長の

おっしゃるとおりだと思います。 

  それから、もう一つですけれども、若い区長

もいらっしゃいます、確かに。でも、各町内に

よっては、リタイアされた経験豊富な方が区長

をなさっているという集落が結構多いかと思い

ます。その中で、市役所に直接持って、申込書、

金額を添えて持ってこられる方もいらっしゃる

でしょうけれども、配布、あるいはその集金業

務ですね、それがやっぱり区長にとっては大変

きついと。確かに、その委託費もお支払いのよ

うですので、そこまで金払っているからいいだ

ろうということではないとは思うんですけれど

も、今後とも区長のほうにお願いするという形

になっていくんでしょうか。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 委員おっしゃるとおり、その

ような問題みたいなものもお聞きしております。

些少ながら、加入推進というようなことでは還

元している面はあるんですけれども、今後加入

推進、あるいは事業の運営等について、その辺

も含めた形で検討してまいりますけれども、24

年度につきましては、現在加入期間というよう

なことで進めておりますけれども、本年度、24

年度分については、これまでと同じような形で

進めております。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 最後になります。確認

ですけれども、まず１点、市報に来年度から載

せる、来年度から市報で報告すると、加入者、

市民に対してですね、それは確認しました。 

  それから、もう１点ですけれども、今課長の

おっしゃるとおり、かなり加入率が低下してい

るという段階にあって、ほかにも新しい損保会

社等が結構コマーシャルとかで普及をしていま

すけれども、今後、廃止等の検討をする余地は

ございますか。そういうことは考えていらっし

ゃいませんでしょうか。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

遠藤敏信委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 この交通共済については、条

例で定められておりますけれども、交通事故に

より災害を受けた者を救済するための共済制度

というようなことで、少ない費用で、最終的に

は見舞金というような形ではお支払いしますけ

れども、速やかに対応するというようなことで、

特に傾向としては、交通事故件数たるもの、全
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県下では少なくはなっているんですけれども、

新庄署管内では本年度も前年を上回るような事

故件数が発生しておりまして、お年寄りの方、

あるいは幼児の事故も結構多いようでございま

す。 

  現状では54％というような数字、会員の加入

率の数値がどうなのかということは、いろいろ

議論ありますけれども、現段階で環境課の中で

は、今後環境課では協議しますけれども、50％

のラインで今後の運営たるものをどうしようか

というようなことは検討しましょうというよう

なことでは、内部では検討しているところでご

ざいます。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

遠藤敏信委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 大変御丁寧にありがと

うございました。 

  以上で終わります。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第27号平成24年度新庄市交通災害共済事

業特別会計予算は、原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第27号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第２８号平成２４年度新庄市

公共下水道事業特別会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 次に、議案第28号平成24年度新

庄市公共下水道事業特別会計予算を議題といた

します。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 158ページの１款の２

目で普及対策費というのが出ています。下水道

の意義目的は、どのように普及対策でお話しな

さっているのか。使用料値上げは普及が進みに

くくなるのではないかについて、お願いします。 

星川俊也上下水道課長 委員長、星川俊也。 

遠藤敏信委員長 上下水道課長星川俊也君。 

星川俊也上下水道課長 普及対策費事業につきま

しては、毎年、下水道の供用開始区域、それを

定めまして、そこに工事が入りまして、工事終

了後に供用開始すると。その際に、工事に入る

前、それから工事が終わった後につきまして、

いわゆる下水道への接続関係、それから受益者

負担関係、そんなところで、下水道事業の内容

について、関係する住民に対して説明方々、下

水道の普及について、早期に接続できるような

形で普及活動を行っているところでございます。 

  また、使用料の値上げについてということで、

普及にどんな影響を及ぼすかということでしょ

うけれども、下水道につきましては、下水道法

によりまして、いわゆる供用開始区域につきま

しては、水洗化されていないトイレにつきまし

ては３年以内に接続するというふうな義務を生

じますので、特に料金の多寡によりまして、い
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わゆるその普及についての直接的な影響はない

と考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今回、値上げが提案さ

れているわけですが、値上げの理由などを見て

いると、約１億円ぐらい市の基準外繰り入れが

あって、それを減らしていく、いかねばならな

いんだということで、３年、何年か置きにこの

ようにやっていかねばならないんだというお話

がされております。 

  そうしていきますと、今回は６％ですが、約

2,000万円、これは１億円になるまでには、あ

と５倍ぐらいにふえねばならない、５回ぐらい

改定かと思いますが、そうすると30％、６％掛

ける５倍で30％ぐらい値上げしなくちゃいけな

いのかなと私は試算するわけなんです。 

  そうなりますと、今、住民に説明するときに

は、浄化槽設置のしている方には同じぐらいの、

年間の使用料と浄化槽と比べたときに同じぐら

い負担なんだというふうにおっしゃっているわ

けですが、このまま値上げがいつもいつも許さ

れていきますと、浄化槽になったよりもずっと

高く下水道がなっていくんだとなりますと、浄

化槽よりもさらに下水道のほうがやっぱり水を

きれいにするんだという普及のときのお話が、

わかりますけれども、余り高くなっていくとい

うことで、「もう買えないわ」というふうにな

る方が多くなる。今も浄化槽になっている人は、

簡単には変えなくていいというふうに考えてい

る方が多いんですけれども、そういう意味で、

本当は下水道にしたほうがいいんだと、下水道

のよさを普及などでお話を受けるわけですが、

この今回の値上げのようなことが、１億円の基

準外繰り入れをなくすためにということでずっ

とずっとやられていくということは、これは下

水道に簡単に変えないほうがいいよというふう

に市民がなっていくなという感じがするんです。

そう考えないでしょうか。 

星川俊也上下水道課長 委員長、星川俊也。 

遠藤敏信委員長 上下水道課長星川俊也君。 

星川俊也上下水道課長 下水道につきましては、

いわゆる市全体の下水道の整備計画がございま

して、なおかつ、また、当面の事業をする区域

につきましては、事業認可と二つで県のほうか

ら認可を受けます。その区域に従いまして、あ

とはいわゆる財政事情と財源の確保を図りなが

ら、供用開始区域を定めて工事をしていくわけ

です。ですから、その供用開始区域が設定され

て、工事された時点で、その区域につきまして

は、工事が終了後には下水道に接続するという

ふうな形になります。ですから、先ほど来言い

ましたように、いわゆる料金の改正の問題とは

また違った形で接続義務が生じるということで

ございます。 

  また、22年度決算時点で、先ほど委員がおっ

しゃいましたように、法定外繰入金がまず１億

円になっております。今回の料金改正を考える

上で、単純に、いわゆる企業会計として料金、

あるいは定められた収入、それから起債等もご

ざいますけれども、そんなものを単純に企業会

計でやってしまえば、その１億円というのは、

その中でクリアしなきゃいけないんだろうとい

うことです。たまたま、それを料金に換算しま

すと、30％アップぐらいの料金の値上げになる

と。ただ、それではやっぱり今の社会事情的に

は難しいんだろうということで、いわゆる料金

改正の基本的な考え方でもお示ししましたよう

に、現行の社会情勢、経済情勢、そのようなも

のを勘案しながら段階的に、やはり企業会計と

してできる範囲の中で利用者に御負担を願うと

いうことで今回の、平均で約5.9％の値上げと

いうふうな改正案を今回の議会に提案している

わけでございます。以上です。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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遠藤敏信委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第28号平成24年度新庄市公共下水道事業

特別会計予算は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議がありますので、起立採

決をいたします。 

  議案第28号は、原案のとおり決することに賛

成の委員の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

遠藤敏信委員長 起立多数であります。よって、

議案第28号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第２９号平成２４年度新庄市

農業集落排水事業特別会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 議案第29号平成24年度新庄市農

業集落排水事業特別会計予算を議題といたしま

す。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第29号平成24年度新庄市農業集落排水事

業特別会計予算は、原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第29号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第３０号平成２４年度新庄市

営農飲雑用水事業特別会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 次に、議案第30号平成24年度新

庄市営農飲雑用水事業特別会計予算を議題とい

たします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 
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  議案第30号平成24年度新庄市営農飲雑用水事

業特別会計予算は、原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第30号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第３１号平成２４年度新庄市

介護保険事業特別会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 次、議案第31号平成24年度新庄

市介護保険事業特別会計予算を議題といたしま

す。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 201ページから204ペー

ジにかけて保険給付費が出ておりますが、この

保険給付費にかかわって、24年度からの改正の

内容、例えば、間違っているかわかりませんが、

要支援１・２の方への利用料が２割になるとか、

60分単位が45分になるとか、ヘルパーのたん吸

引などの医療行為をさせるとか、そういった改

正点がかなりあるわけなんですが、それをわか

っている範囲でお願いしたいと思います。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 ただいま委員おっしゃっ

たとおりでございます。先日の主管課長会議で

資料が渡されたばかりでございますけれども、

今お話しありましたような、例えばたんの吸引、

これにつきましては看護師しかできなかったも

のが、今度はそれなりの研修を受けた介護職員

ができるというふうなことになっております。

あるいは、ホームヘルプのこれまで60分だった

ものが45分というようなことに短縮するという

ようなことも示されております。 

  それから、先ほどありました、この前もお話

があったんですが、看護と介護をあわせ持った

ようなサービスというものも新たに示されてお

りますが、そこまでは、当新庄の場合には即対

応するような事業者はないのではないかなと思

っております。 

  今のところ、わかる範囲内ではそのようなと

ころでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そのような、例えば60

分が45分というふうにホームヘルプサービスが

削減、減らされるということになると、今の60

分でもヘルパーにお願いする仕事がいっぱいい

っぱいで、ヘルパーさんは本当に忙しい、人に

よっては言われたことがこなせないということ

もあるとも聞いております。そういう意味では、

利用者にとって非常にしにくいものになるなと

いう気がします。あと、要支援の方が今まで１

割負担で受けられたのが、２割負担とも聞いて

おります。これは、高齢者にとっては利用する

なと言われているような状態になるような気が

いたします。 

  それと一体になって、このたび介護保険料が

25％も上がるということになりますと、介護保

険って、やっぱり取られるものばかりがふえて、

受ける利用は減らされるという、高齢者にとっ

てはとても納得のいかないものになるような気

がするんですが、その点についてどうでしょう

か。 

今川吉幸福祉事務所長 委員長、今川吉幸。 

遠藤敏信委員長 福祉事務所長今川吉幸君。 

今川吉幸福祉事務所長 おっしゃる内容につきま

して、理解できないことではないと思っており

ます。 
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  介護保険そのものにつきましては、介護の、

例えば家庭内での介護から、社会的に全体で見

ていこうという中で、家族介護からの一部解放

するという面もございました。そういった中で、

どんどんと介護のサービスがふえていく中で、

今の仕組みとしますと、介護のサービスと保険

料、あるいは利用料が、負担金につきましては

連動していく形になっております。したがって、

先ほど申されたような国のほうの施策というの

は、介護給付費を抑える、ひいては介護保険料

のアップを防ぐといった意味での提言になって

きたものだと思っております。 

  したがいまして、介護保険の中身での家族介

護の負担を減らすといういい側面もありながら

も、今となってきますと、だんだんと介護負担

が重くなってきた、それが問題になってきてい

るわけでございますので、そういった面では予

防に力を入れていくということが非常に重要に

なってきております。国のほうでも、より一層

介護予防に力を入れて、将来の介護につながら

ないようにやっていこうというような施策でご

ざいます。 

  したがいまして、今後ともサービスの給付と、

それから費用負担のバランスというものが議論

されていくのではないかなと思っております。 

  当面は、まだまだ介護に対するニーズが高ま

っております。そのニーズに対応するためにも、

いましばらくはサービスの充実と、それから介

護保険料、あるいは介護繰出金の増は、若干は

やむを得ないのではないかなと思っているとこ

ろでございます。しかしながら、今後ともそれ

を増嵩しないような手だてはしていかなければ

ならないと思っております。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。 

  討論の通告がありますので、討論の発言を許

可します。 

  反対討論として、佐藤悦子委員。 

   （１番佐藤悦子委員登壇） 

１ 番（佐藤悦子委員） 平成24年度介護保険事

業特別会計予算に反対討論を行います。 

  反対の理由は、介護保険料の約25％の引き上

げには反対だということです。 

  本市では、24年度から、基準額を月4,122円

から5,144円に、約25％引き上げるとしていま

す。基準額になる方は、世帯の中に住民税課税

者がいるが本人が非課税の人が第４段階で、こ

こが基準額になります。国の定めた保険料段階

は６段階です。第１段階が生活保護受給者か老

齢年金受給者で、基準額の50％です。第２段階

は、世帯全員が住民税非課税であり、本人の年

金収入が80万円以下でほかに所得のない人で、

基準額の50％です。第３段階が住民税非課税者

で本人の年金収入が80万円を超える人です。基

準額の75％です。第５段階が住民税課税者で基

準所得額が200万円未満の人で、基準額の125％

です。第６段階が住民税課税者で基準所得が

200万円以上の人で、基準額の150％です。 

  国の基準では、最高の６段階でも基準額の

150％の保険料で頭打ちです。住民税非課税者

も保険料の納付義務がある上に、所得税や住民

税、国保税と比べても、所得の少ない人ほど負

担割合が高くなるという逆進性が強く、低所得

者には非常に重い負担となっています。年収80

万円以下という生活保護基準以下で暮らす高齢

者は、生活保護受給者が介護保険料分を保護費

から支給されることから見ても、本来なら保険

料を免除すべきです。 

  私たちは、根本的に市町村が介護保険料を定

率制や多段階制など収入に応じてきめ細かく設

定できるよう、介護保険法と関係省令の改正を

求めています。私は当面、ほかの市町村でやっ

ている高所得者用の段階をふやしての200％ま
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での保険料設定で、収入を若干であってもふや

すべきだと考えます。所得400万円以上の方は、

高齢者の中で0.2％、新庄市内にもおられるそ

うです。 

  また、県が財政安定化基金を取り崩し、保険

料抑制に回せるよう要望をしていただきたいと

いうことです。第４期末で、財政安定化基金は

2,850億円です。３分の１である市町村分は、

このたび保険料抑制のために使われるとのこと

でした。県支出の３分の１も高齢者負担軽減に

充てさせるよう、要望が必要だと思います。 

  介護保険法142条は、市町村は条例で定める

ところにより、特別の理由がある者に対し、保

険料を減免できると定めています。しかし、厚

労省の示した特別の理由は、天災による被災、

長期入院、失業、不作による負担能力の低下に

限られています。 

  また、政府は、自治体による保険料の独自減

免を三原則で締めつけています。三原則とは、

①収入のみに着目した要件で、資産審査なしに

減免はだめ、②免除はだめ、③財源は一般会計

の繰り入れはだめ、保険料で賄うこととしてい

ます。しかし、介護保険は市町村の自治事務で

あります。本来、国の権力的関与が及ばないも

のです。我々の国会での追及に対して、「地方

自治法上、従う義務というものはない」と、

2002年３月19日、参議院厚労委員会、当時の共

産党の議員に答弁しています。 

  多くの高齢者は住民税非課税であり、低所得

者対策を確立することは介護保険存続の不可欠

の条件です。2010年４月時点で、第１号保険者

の保険料の単独減免を行っている市町村は529

市町村に上っています。約33％です。そのうち、

三原則を厳守していない市町村が50市町村あり

ました。これは、平成22年度介護保険事務調査

で明らかになっております。保険料の独自減免

はできるし、一般会計からの持ち出しもできる

のです。根本的には、国の制度として保険料、

利用料の減免制度を確立すべきです。 

  介護保険の国庫負担割合を、介護保険導入の

とき、それまでの50％から25％に大幅に引き下

げたことが、保険料の引き上げか、給付の削減

かという根本矛盾に追い立てられています。矛

盾解決のためには、国庫負担割合を10％ふやし、

在宅は25％から35％へ、施設は20％から30％へ

としていくことを私たち日本共産党は提案して

おります。将来的には、国庫負担を介護保険導

入前の50％に戻すことを目指しています。 

  差し当たり、市民の福祉増進に反する介護保

険料の引き上げを中止するために、一般会計か

らの繰り入れによって保険料の引き上げを中止

し、低所得者のための減免制度の充実をすべき

と思います。 

  以上で、反対討論を終わります。御清聴あり

がとうございました。 

遠藤敏信委員長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに討論なしと認めます。よ

って、討論を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第31号平成24年度新庄市介護保険事業特

別会計予算については、反対討論がありました

ので起立採決をいたします。 

  議案第31号について、原案のとおり決するこ

とに賛成の委員の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

遠藤敏信委員長 起立多数であります。よって、

議案第31号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第３２号平成２４年度新庄市

後期高齢者医療事業特別会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 次に、議案第32号平成24年度新



- 298 - 

庄市後期高齢者医療事業特別会計予算を議題と

いたします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 212ページの保険料に

ついてなんですが、７％ふえております。理由

はどういう理由で、保険料の値上げになってい

るように思うのですが、その内容についてお願

いします。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 後期高齢者医療の保険料の改

定に伴うものでございます。 

  御案内のとおり、後期高齢者医療の保険料に

つきましては、２年ごとに見直しをする規定に

なってございます。このたび、24年度は改定の

年度に当たりまして、広域連合のほうで既にプ

レス発表されておりますけれども、所得割と均

等割、それぞれ引き上げるというようなことで

ございます。 

  所得割につきましては、これまでの7.12％か

ら7.52％、0.4ポイントの増。それから、均等

割につきましては、これまでの３万8,400円か

ら３万9,500円、1,100円の増でございます。１

人当たりにいたしまして、年間４万1,571円、

上昇率が4.11％、1,641円の増というような内

容になってございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 次に、216ページに滞

納繰越分というのが載っております。142万

7,000円と。何人で、収納対策とかはどうなさ

っているのか。また、差し押さえ等を行ってい

れば、差し押さえ、過去に行ったものがあれば、

その金額とか滞納処分の内容などについてお願

いします。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 滞納者のほうにつきましては、

うちのほうで広域連合のほうから通知が来てい

るわけでございますけれども、確かに年間で75

件ほどの滞納がございますけれども、うちのほ

うで、その滞納処分的なものはしておりません。

向こうのほうから連絡は来ていますけれども、

うちのほうで独自の形では一応やっていないと

いうふうなことでございます。 

  あと、滞納額ということなんでございますけ

れども、実際にうちのほうで把握している滞納

額というのが、その都度来ているわけではござ

いませんで、特に後期高齢の場合については年

金受給者が大部分なので、特徴をやっていまし

て、ほとんど９割以上が特別徴収と、年金天引

きというふうな形をとっておりますので、その

都度の滞納額というふうな形はうちのほうには

連絡は来ておりませんので、よろしくお願いし

ます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 滞納処分は市ではして

いないということで、よくわからないというこ

とだと思います。 

  資格証とか、短期証とか、そういうのはどう

なっているんでしょうか。 

清水幹也健康課長 委員長、清水幹也。 

遠藤敏信委員長 健康課長清水幹也君。 

清水幹也健康課長 後期高齢者につきましては、

資格証の発行はしておりません。これは、国の

ほうの通知によりまして、資格証を発行しない

こととされております。 

  それから、短期証につきましては、直近の数

字、ちょっと持ち合わせていないんですけれど

も、昨年の４月の現在で５件ということでござ

いました。若干動いているかと思いますけれど

も、恐らく１けたぐらいの数字ではないかなと
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いうふうなことで見込んでおります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 全国的には、この滞納

処分とかで差し押さえをかけているところがあ

るそうです。それで、差し押さえた金額を見る

と、200円とか、えっと思われるような、そし

てあと、年金を押さえるとか、それで高齢者は

生きていかれなくなってしまうとか、そんなひ

どいことがあるやにも聞いております。 

  そういう意味で、そもそも後期高齢者医療保

険料が、月１万5,000円以上の年金の方からは

天引き、だから、本当に少ない人でもほとんど

天引きになっていると。それ以下の少ない方は、

納めてくれという納付書でしょうか、そういう

中で滞納が生まれているわけなんです。ですか

ら、大体１万5,000円以下の年金の方が滞納に

なっていて、全国的には差し押さえ、その通帳、

わずかの年金を差し押さえする。出たというと、

差し押さえとかということがあるということを

聞いて、私はびっくりしております。 

  そういう意味では、そんなことは新庄市民に

対してやってはならないと思うんですが、どう

でしょうか。 

小野孝一税務課長 委員長、小野孝一。 

遠藤敏信委員長 税務課長小野孝一君。 

小野孝一税務課長 委員御指摘のとおり、年額で

18万円以下の者については特別徴収をしないで、

普通徴収ということで年金天引きはなされてい

ないというふうなことでございますけれども、

うちのほうで直接的な形で滞納処分というもの

はやってございませんし、また、広域連合のほ

うからそういった、主体はあくまでも広域連合、

後期高齢者広域連合が主体なわけなので、そち

らから構成市町村である新庄市のほうに、「こ

ういった滞納者がいるから滞納処分をしてく

れ」というふうな要請は来ておりません。以上

です。 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第32号平成24年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計予算は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議がありますので、起立採

決いたします。 

  議案第32号は、原案のとおり決することに賛

成の委員の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

遠藤敏信委員長 起立多数であります。よって、

議案第32号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

議案第３３号平成２４年度新庄市

水道事業会計予算 

 

 

遠藤敏信委員長 議案第33号平成24年度新庄市水

道事業会計予算を議題といたします。 

  本件につきましては、歳入と歳出を一括して

質疑を行います。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 14ページの２の⑴、現
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金預金が11.6億円あります。この使い道ですが、

この預金に対する利息は、３ページの２項の１

目に18万円と載っております。 

  一方、企業債のほうですが、15ページの６の

⑵のア、企業債がありまして、30.4億円です。

これが毎年償還ということなんですが、償還は

８ページの３項の１目に1.9億円、毎年という

か、返すといっております。それで、この企業

債の利息がすごいと思います。６ページの２項

の１目で１億円です。 

  そういう意味で、利息払いが高過ぎると思い

ます。預金しても18万円しか利息がつかない。

11億円も貯金しておきながら、18万円しか利息

がつかない。これはひどいです。そういう意味

で、利息節約のため、繰上償還に回して利息を

節約、１億円も利息を払っている必要はないん

じゃないかと思うんです。利息節約、例えば、

繰上償還をやれば4,000万円も節約になるかも

しれないと私は試算するわけなんです。 

  そういうことで、利息節約のため、企業債の

繰上償還をやる、現金預金で。こういう考えは

ないか、そうしたほうがいいというふうに思い

ませんかということでお願いします。 

遠藤敏信委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時０４分 休憩 

     午後２時１４分 開議 

 

遠藤敏信委員長 休憩を解いて再開いたします。 

星川俊也上下水道課長 委員長、星川俊也。 

遠藤敏信委員長 上下水道課長星川俊也君。 

星川俊也上下水道課長 繰上償還の御質問ですけ

れども、貸し先といいますか、相手側の都合も

あるんでしょうけれども、もし現行のもので

４％以上繰上償還した場合に、今の制度では利

子も含めてすべて支払わなきゃならないという

ことで、多大なる返済金額になると。前にも同

じような質問で説明しましたけれども、国によ

ります利子の保証金の免除をする制度で、５％

以上のものはいいですよということで、それに

つきましては、水道事業のほうでは21年度です

べて５％以上は終わっていると。 

  ただ、委員おっしゃるように４％以上、それ

がかなりあるということで、水道とは関係ない

んですけれども、先日、下水道のほうの山形県

支部の幹事会がございまして、下水道も同じよ

うな問題を抱えているわけです。ですから、山

形県支部からの全国大会への要望としまして、

４％以上もそういうふうな国の制度を適用させ

ていただきたいという要望をするというような

活動は行っているところでございます。ですか

ら、機会を設けながら、そういうふうな考え方

については要望していきたいと思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ぜひよろしくお願いし

たいと思います。 

  次に、３ページの１款１項１目の上水道料金

のことですが、引き下げができるのではないか

なと思います。使用料を抑えている方は、水資

源を節約している方であります。これは、地球

環境に優しい生き方をしている努力をしている

方だと思います。それは評価し、努力に報いる

必要があります。低料金に設定して、そういう

水資源を大切に生活していく生き方を奨励する

というか、応援するというか、そういう姿勢が

必要だと思いますが、どうでしょうか。 

星川俊也上下水道課長 委員長、星川俊也。 

遠藤敏信委員長 上下水道課長星川俊也君。 

星川俊也上下水道課長 24年度の上水道料金の予

算額につきましても、前年度対比で9,450万円

ほどの減で予算見積もりさせていただいており

ます。その原因としましては、いわゆる給水人

口の減、それから今委員がおっしゃいましたよ

うに、節水器具等が今かなり普及しております。
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ですから、そんなところでの水の使用する量の

減、そんなものを合わせながら、24年度の当初

予算では前年度対比で9,450万円の減としてお

ります。 

  あと、節水イコール地球環境に貢献している

という、それは大変大事なことだと思います。

ただ、新庄市の水道の料金体系の中では、10立

方メートルまでのいわゆる少水量、それにつき

ましては、県内の中でもいわゆる福祉水道料金

といいますか、かなり安く設定しているつもり

でございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 一番最初に、14ページ

の２の⑴で、現金預金が11億円になるというこ

とを話しました。そういう意味では、水道料金

の１年分よりもはるかに多い現金預金になって

おります。 

  会社で考えてみていただきたいんですけれど

も、会社で収入１年分以上にお金があるという、

すばらしい、いい会社になっているわけです。

そういう意味で、これはだれが負担してきたの

かというふうに考えますと、市民の水道利用者

が負担してきたわけです。そういう意味で、高

い水道料金を頑張って納めてくださっていた市

民ですので、公的な立場から引き下げを行って、

市民により使いやすい安価な水というんですか、

それを提供できるお金になっているのではない

かなと私は思いますが、いかがお考えでしょう

か。 

星川俊也上下水道課長 委員長、星川俊也。 

遠藤敏信委員長 上下水道課長星川俊也君。 

星川俊也上下水道課長 今の委員のほうからの、

通常の会社で考えた場合、どうなのかというふ

うな御意見でしたけれども、通常の会社であれ

ば現金で、いわゆる内部留保で10億円、10億円

の規模で10億円を持つということはあり得ない

と思います。やはり通常の会社であれば、10億

円あれば別のほうに投資しまして、そしてさら

なる利益の追求をやると思います。 

  ただ、地方公営企業としましては、そういう

ふうな現金の保管の仕方といいますか、確実安

全という、それが法で定められております。で

すから、「貯金」という、そういうような形で

表現しますので、この中にも現金預金が10億円

と大きくなっていると。 

  あと、このいわゆる内部留保資金を使いまし

て、水道料金の値下げのほうに持っていけない

のかという御質問でしょうけれども、この内部

留保資金につきましては、今委員がおっしゃい

ましたように、水道の利用者からの料金、それ

がたまっているわけです。その料金を、たまっ

ている分を何に使うのかと。水道の利用者が、

将来ともに安定して、そして安全な水の供給を

受けられると、受けるようにすると、そういう

ふうな資金に回すものであって、いわゆる営業

資金とは違うということでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 企業の場合は、こうい

う内部留保を別の投資にしてというような、本

当にそうだろうなと思います。もっともうける

方法はないかなということで投資していくんだ

と思います。しかし、公営企業ということで、

公なわけです。 

  今必要なのは、今の景気の悪さをどう解決し

ていくかという見方ですけれども、これは一人

一人の買い物をする住民が、物が買えるように

していくこと、生活に回す金が少し余裕が出る

ようにしてあげること、このことが内需拡大、

景気回復の一番重要なことでないかなと思いま

す。 

  そういう意味で、料金を下げることによって、

市民としては生活に回せるお金が出てくるとい

うことで、市内を循環していくお金に確実につ

ながっていくお金だと思うんです。そういうふ
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うに考えられないのか、どうでしょうか。 

星川俊也上下水道課長 委員長、星川俊也。 

遠藤敏信委員長 上下水道課長星川俊也君。 

星川俊也上下水道課長 今の留保資金を何に使う

のかということで、先ほども言いましたように、

今の水道施設の設備の更新とか、あるいは起債

の償還に使うわけです。 

  それで、８ページのほうに資本的支出という

欄がございますけれども、そういうお金を使い

まして、工事費では建設改良費で２億4,700万

円、これを使います。この工事費というのは、

大概が新庄最上郡内の工事会社に、まずほとん

どが発注されるものでございます。ですから、

そういうところで経済的な効果が生まれている

のではないかなというふうに思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

遠藤敏信委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 大いに老朽管更新をし

て、安全な水を確実に届けるという、これは本

当に大事なことだし、これが市内の業者に仕事

としてお願いできるということは、本当に大事

なことだと思います。それでいいんだと思いま

す。 

  さらに、よく見ますと、このまま使っても約

11億円、ちょっと減るだけの現金預金で、莫大

な現金預金があるということなんです。今まで

も私としては、毎年決算予算でこのことを言っ

てまいりました。そのたびに、施設更新、それ

から起債償還だというふうにお答えいただいた

と思います。それでも、ずっとそれは続けてい

るわけですが、それでも11億円の現金預金とい

うことで、これを私は市民に少しでも還元して

いくお金、財源として使えるお金だと思うんで

す。どうでしょうか。 

星川俊也上下水道課長 委員長、星川俊也。 

遠藤敏信委員長 上下水道課長星川俊也君。 

星川俊也上下水道課長 23年度のいわゆる予定貸

借表でございます。ですから、その中で、11億

6,100万円ほどの現金があると。ただ、12月の

補正で、23年度に行うべき赤坂配水池の工事、

これにつきましては、24年度のほうに回すとい

うことで減額させてもらいました。約7,000万

円です。その7,000万円を使わないで、ここに

入っているということがまず一つございます。 

  あと、24年度の予定貸借表では、24年度末で

10億9,000万円ほどの現金が、現金預金が残る

というふうな予定を立てております。これの使

われ方ですけれども、本来なら24年度から黒沢

の浄水場の配水池、それの改築といいますか、

それを行う予定でございましたけれども、国へ

の要望をするためには耐震診断が必要だという

ことで、23年度に耐震診断を行った結果、24年

度の国の要望に手を挙げるのがちょっと遅くな

りまして、25年度からスタートしたいと思って

おります。それで、その黒沢の配水池、増設す

るのに４億円ぐらいかかると。それとあわせま

して、電装装置、電気設備、そういうふうなも

のも大体同額ぐらい予想していると。 

  さらに、委員のほうにも何回かお話ししまし

たけれども、この10年間の中で、いわゆる昭和

40年代に設置しました配水管等、それについて

ももう耐用年数が40年というふうに見ておりま

すので、もう50年近くなると。ですから、この

10年間でやるべき事業というのは、40億、50億

円ぐらいの、概算では出ているわけでございま

す。ですから、そういう事業をするために、こ

の内部留保資金、いわゆるこの現金預金10億円

をどういうふうにして回していくのか。ですか

ら、毎年、本来ならば収益的収支の中で利益を

上げまして、その利益をもってこの内部留保、

いわゆる資本的支出に使われる金に処分すると。

そういうふうな資金の回転がないとなかなか、

先ほど言いました将来にわたって安定した、安

全な水道施設、そういうようなものを守ってい

けない。ですから、そういうためにまずこれは

あるんだと。 
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  あと、やはり10億円というのは、できるだけ

10億円前後で取っておくのが本来の姿だと思い

ます。というのは、この10年間で、例えば何十

億やったにしても、それが終わったら、またそ

れで施設設備が終わりということではないわけ

です。今度は50年代に布設した配水管が耐用年

数を迎えます。次は60年代があります。ですか

ら、いつでもやっぱりこういうふうな建設資金、

それから償還金の資金、そういうものは常に持

っておくのが企業会計だと思っております。

（「終わります」の声あり） 

遠藤敏信委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 ほかになしと認めます。よって、

質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第33号平成24年度新庄市水道事業会計予

算は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤敏信委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第33号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

 

閉      議 

 

 

遠藤敏信委員長 以上をもちまして、本予算特別

委員会に付託されましたすべての案件について

の審査を終了いたしました。 

  ここで、予算委員長としてごあいさつ申し上

げます。 

  平成24年度予算９件の審査につきましては、

ふなれな議事進行にもかかわらず、各委員の活

発な質疑のもとに審査を終了することができま

した。委員の皆様、執行部の皆様の御協力に感

謝申し上げます。 

  執行部におかれましては、本委員会において

出された意見等につきましては十分精査されま

して、今後の市政運営、行財政運営、事務事業

の執行に最大限生かされるよう切望いたします。 

  それでは、これをもちまして予算特別委員会

を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後２時２６分 閉議 

 

 

    予算特別委員会委員長 遠 藤 敏 信 
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平成２４年６月定例会会議録（第１号） 

 

 

平成２４年６月８日 金曜日 午前１０時００分開会 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 兼 
教 育 総 務 課 長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

監 査 委 員 
事 務 局 長 安 食 敬 二  選挙管理委員会

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 森   隆 志  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２４年６月８日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 議席の一部変更について 

日程第 ４ 市長の行政報告 

日程第 ５ 報告第４号新庄市市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について 

日程第 ６ 報告第５号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について 

日程第 ７ 報告第６号損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

日程第 ８ 報告第７号損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

日程第 ９ 報告第８号平成２３年度新庄市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

日程第１０ 報告第９号平成２３年度新庄市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて 

日程第１１ 議案第３８号新庄市固定資産評価員の選任について 

 

（上程、提案説明、質疑） 

日程第１２ 議案第３９号新庄市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１３ 議案、請願の各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第１４ 議案第４０号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第１号） 

日程第１５ 議案第４１号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 

日程第１６ 議員派遣について 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

沼澤恵一議長 ただいまの出席議員は18名でござ

います。 

  なお、代表監査委員髙山孝治君、農業委員会

会長星川 豊君より欠席の届け出が出ておりま

す。 

  それでは、これより平成24年６月新庄市議会

定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付してあります議

事日程により進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第81条の規定に

より、議長において髙橋富美子君、小嶋冨弥君

の両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

沼澤恵一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小野周一君。 

   （小野周一議会運営委員長登壇） 

小野周一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る６月１日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました平成24年６月定例会の運営について協

議をいたしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含め提出議案等

についての説明を受け、協議を行った結果、会

期につきましては、お手元に配付してあります

平成24年６月定例会日程表のとおり、本日から

６月19日までの12日間に決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

り決定いたしましたので、よろしくお願い申し

上げます。 

  なお、このたび提出されます案件は、報告６

件、議案２件、補正予算２件、請願３件の計13

件であります。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日、報告

６件の後、議案第38号の人事案件につきまして

は、提案説明をいただき、委員会への付託を省

略して、本日の本会議において審議をお願いい

たします。議案第39号につきましては、本日の

本会議で提案説明の後、常任委員会に付託をし、

審査をお願いいたします。補正予算２件につき

ましては、本日は提案説明のみにとどめ、委員

会への付託を省略して、６月19日最終日の本会

議において審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は８名であります。よ

って、１日目４名、２日目４名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

て１人50分以内といたします。質問者並びに答

弁者の御協力を特にお願いいたします。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げて、議会運営委員会における

協議の経過と結果についての報告といたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から６月
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19日までの12日間にしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は６月８日から６月19日までの12日間と決

しました。 

 

平 成 ２ ４ 年 ６ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時間 摘      要 

第１日 ６月８日 金 本 会 議 議 場 午前10時 

開会。行政報告。報告（６件）の説

明。人事案件（１件）の上程、提案

説明、採決。議案（１件）の上程、

提案説明、質疑。議案、請願の各常

任委員会付託。補正予算（２件）の

一括上程、提案説明。 

第２日 ６月９日 土 
休       会  

第３日 ６月10日 日 

第４日 ６月11日 月 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 奥山省三、佐藤義一、伊藤 操、

小関 淳の各議員 

第５日 ６月12日 火 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 山口吉靜、小嶋冨弥、佐藤卓也、

佐藤悦子の各議員 

第６日 ６月13日 水 常任委員会 

総 務 文 教 

（議員協議

会室） 

午前10時 請願の審査 

第７日 ６月14日 木 常任委員会 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案、請願の審査 

第８日 ６月15日 金 休      会 本会議準備のため 

第９日 ６月16日 土 
休      会  

第10日 ６月17日 日 

第11日 ６月18日 月 休      会 本会議準備のため 

第12日 ６月19日 火 本 会 議 議 場 午前10時 

常任委員長報告、質疑、討論、採

決。補正予算（２件）の質疑、討

論、採決。 
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日程第３議席の一部変更について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第３議席の一部変更について

を議題といたします。 

  議員の所属会派の異動により、議席の一部を

変更したいと思います。その議席番号及び氏名

を事務局長より朗読させます。 

柳橋 弘事務局長 それでは、現在の議席番号、

氏名、変更後の議席番号を申し上げます。 

  ２番佐藤卓也議員は４番に、３番平向岩雄議

員は９番に、４番小野周一議員は10番に、９番

髙橋富美子議員は３番に、10番伊藤 操議員は

２番にお願いをいたします。以上です。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま朗読したとおり議席の一部を変更す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

ただいま朗読したとおり、議席の一部を変更す

ることに決しました。 

  ただいま決定いたしました議席にそれぞれお

着き願います。 

  暫時休憩します。 

 

     午前１０時２０分 休憩 

     午前１０時２１分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第４市長の行政報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第４市長の行政報告をお願い

いたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 ６月議会、あの雪はどこに行った

のかというようなすがすがしい緑にふさわしい

新庄。６月定例会、本当にありがとうございま

す。 

  それでは、行政報告をさせていただきます。 

  新聞報道等でも御承知のとおり、本年４月12

日に宮城県石巻市と宮城県大崎市、山形県酒田

市と新庄市の４市における災害援助協定を締結

いたしました。 

  本市の各自治体との災害援助協定の締結状況

は、平成７年に当時の県内44市町村で相互応援

に関する協定。平成８年には茨城県高萩市、秋

田県旧角館町、現仙北市との新庄藩主戸沢家が

縁の相互応援協定。また奈良県旧新庄町、現葛

城市、岡山県新庄村との自治体の名称を同じと

することを縁とする相互応援協定を、平成９年

には酒田市、秋田県旧本荘市、現由利本荘市、

湯沢市と環鳥海サミットをきっかけとした災害

援助協定を締結しており、他自治体との防災に

関する協定では５件目の協定となります。 

  このたび締結した四つの市は国土の横軸のう

ち太平洋側と日本海側を最短で結ぶ地域であり、

以前より交流を図っておりましたが、今般の広

域的な地域連携を発展させるべく、また各地域

を密接に結びつけいずれかの市に大規模な災害

が発生した場合、食料や車両、資機材の提供、

職員の派遣、被災者を収容する施設の提供など

を通して、互いに支援することで応急復旧活動

のより円滑な遂行を図ろうとするものでありま

す。 

  この災害援助協定締結を契機に４市の連携を

さらに深め、地域の文化や経済発展にもつなげ

てまいりたいと考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

  次に、新庄ふるさと応援隊の事業についてで

あります。新庄市の豊かな自然とそこに根づく

産業や文化など豊富な本市資源を広く紹介する
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ため、本市以外に居住する本市出身者を初め本

市を応援したいという方を広く募り交流を促進

します。また、交流人口を拡大することにより、

観光振興策の磨き上げや農産物及び加工品など

物産を広く知っていただく事業展開をいたしま

す。 

  以上のようなふれ込みで本市出身者が集う複

数の団体、葛麓会や高校同窓会、中学同窓会な

どに案内状を発送したほか、本市ホームページ、

新聞、ラジオ番組での呼びかけなどを行いまし

た。５月末現在、200名の会員登録がなされ、

また会員特典が受けられる市内協賛店なども60

軒を数え、まずまずのスタートとなりました。

サービス内容は協賛店の裁量にお任せしており

ますが、店頭購入金額の５％程度の割引サービ

スが大半となっております。 

  この事業のスタートを飾るキックオフイベン

トを、５月27日に東京都荒川区のホテルを会場

に行いました。当日会員になられる方もおいで

になったり、116名もの参加がありました。会

場では、新庄の魅力を伝えるべく新庄発ビデオ

レターの上映やそばまつり音頭の披露、山菜や

地元の野菜を持ち込んでの振る舞いと生鮮品や

物産の販売を行い、ほぼ完売の状況となるなど、

好評を得ました。会場内のテーブルでは、出身

中学校ごとに座っていただく配置をした結果、

年代を超えた交流もできたようであります。参

加者の皆様に、さらなる会員の勧誘をお願いい

たしました。今後、郡以外に転勤される可能性

のある企業様などへ呼びかけなどを行い、３年

後の目標、1,000名まで広げたいと思っており

ますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

  以上、行政報告とさせていただきます。 

 

 

日程第５報告第４号新庄市市税条

例の一部を改正する条例の専決処

分の承認について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第５報告第４号新庄市市税条

例の一部を改正する条例の専決処分の承認につ

いてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第４号に入ります

が、先ほど漏れがありましたので、大変失礼い

たしました。 

  長期にわたる地方功労で表彰されたお三人の

方には、改めてこれまでの活動に対して敬意を

表したいと思います。今後とも市政運営のため

にぜひ御尽力賜ることをお願い申し上げます。 

  本当にまことにおめでとうございます。 

  それでは、報告第４号新庄市市税条例の一部

を改正する条例の専決処分の承認について御説

明申し上げます。 

  地方税法及び国有資産等所在地市町村交付金

法の一部を改正する法律が３月31日に公布され、

４月１日から施行されることに伴い、新庄市市

税条例の改正について３月31日に専決処分を行

いましたので、これを議会に報告し承認をお願

いするものであります。 

  主な改正の内容についてでありますが、まず

個人市民税につきましては、東日本大震災に被

災した居住用財産を譲渡した場合の買いかえな

どの特例措置の適用期間を３年から７年に延長

すること。東日本大震災に被災し、住居を再取

得した場合の住宅借入金等特別控除の重複控除

の特例措置の創設であります。 

  次に、固定資産税につきましては平成24年度

の評価がえに伴い、税負担平準化のための土地

の負担調整措置の適用期間を平成26年度まで３

年間延長することと、不公平税制の観点から負

担水準が８割を超える住宅用地の課税水準を据

え置く特例措置を経過措置を講じた上で平成26
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年度に廃止するものであります。 

  都市計画税につきましても、固定資産税と同

様の措置を図るものであります。 

  ただいま御説明申し上げました件につきまし

ては、地方自治法第179条第１項の規定により

専決処分を行いましたので、御承認賜りますよ

うお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 ただいま説明のありました報告第

４号について質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 一つだけですけれども、

新旧の条文対照表の中で市民税の申告というの

がありまして、そこに寡婦控除額というのが第

26条でなくなっておりますが、これはどういう

ことなのか、この影響などはどうなんでしょう

か。 

近岡晃一税務課長 議長、近岡晃一。 

沼澤恵一議長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 この寡婦控除ですけれども、

こちらは公的年金を受ける方の寡婦控除が今度

特別徴収ということで年金から徴収される項目

の中に入ってございます。これまでは、寡婦控

除を申告しなければいけなかったものが申告し

なくてもできるようになるということで、影響

額はございませんけれども、これまで寡婦控除

を申告していた方にはその申告がなくなるとい

うことで、簡素化されたものでございます。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって討論

を終結し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  報告第４号新庄市市税条例の一部を改正する

条例の専決処分の承認についてはこれを承認す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第４号はこれを承認することに決しました。 

 

 

日程第６報告第５号新庄市国民健

康保険税条例の一部を改正する条

例の専決処分の承認について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第６報告第５号新庄市国民健

康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分

の承認についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第５号新庄市国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処

分の承認について御説明申し上げます。 

  東日本大震災の被災者等に係る国税関係法律

の臨時特例に関する法律の一部を改正する法律

が施行されたことに伴い、新庄市国民健康保険

税条例の改正について３月31日に専決処分を行

いましたので、これを報告し議会の承認をお願

いするものであります。 

  改正の内容についてでありますが、国民健康

保険税における譲渡所得の算出において、東日

本大震災で被災した居住用財産を譲渡した場合

の買いかえ等の特例措置の適用期間を３年から

７年に延長するものであります。 
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  ただいま御説明申し上げました件につきまし

ては、地方自治法第179条第１項の規定により

専決処分を行いましたので、御承認賜りますよ

うお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 ただいま説明のありました報告第

５号について質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。 

  討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって討論

を終結し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。報告第５号新庄市

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専

決処分の承認については、これを承認すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第５号はこれを承認することに決しました。 

 

 

報告２件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第７報告第６号損害賠償の額

の決定についての専決処分の報告について、日

程第８報告第７号損害賠償の額の決定について

の専決処分の報告についての報告２件を一括し

て報告したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって報

告第６号及び報告第７号の損害賠償の額の決定

についての専決処分の報告についての２件を一

括して報告いたします。 

  提出者の報告を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 報告第６号損害賠償の額の決定に

ついての専決処分の報告について御説明申し上

げます。 

  本年２月７日午後７時50分ごろ、スポーツ少

年団の児童を迎えに来た保護者が乗用車を升形

小学校玄関前に駐車させようとした際、校舎南

側屋根からの落雪によりフロントガラスの助手

席側を直撃、フロントガラス及びワイパーなど

を破損したものであります。幸い同乗者もなく、

運転者にもけがはありませんでした。４月８日

に示談が成立いたしまして、損害賠償の額につ

きましてはフロントガラスなど修繕費用の全額

43万468円であります。 

  地方自治法第180条第１項の規定に基づき４

月８日に専決処分を行いましたので、同条第２

項の規定により報告するものであります。 

  学校施設の落雪事故防止対策について注意喚

起の徹底と施設整備の徹底を図り、より一層安

全管理を図り再発防止に努めてまいりますので、

よろしく御理解賜りたいと存じます。 

  次に、報告第７号損害賠償の額の決定につい

ての専決処分の報告について御説明申し上げま

す。 

  本年２月９日午後２時30分ごろ、直営による

市道松本金沢浦線の除排雪作業中に除雪ドーザ

ーで最上学園のフェンスに接触し破損したもの

であります。 

  ５月30日に示談が成立いたしまして、損害賠

償の額につきましては修繕費用として12万

2,850円であります。 

  地方自治法第180条第１項の規定に基づき５
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月30日に専決処分を行いましたので、同条第２

項の規定により御報告するものであります。 

  今後、市道の除排雪作業につきましては注意

を怠ることなく安全作業に徹し指導を徹底して

いく所存でございますので、よろしく御理解賜

りたいと存じます。 

沼澤恵一議長 ただいま報告のありました２件は、

地方自治法第180条の規定による議会の委任に

よる専決処分の報告でありますので、御了承願

います。 

 

 

報告２件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第９報告第８号平成23年度新

庄市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて、日程第10報告第９号平成23年度新庄市公

共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の

報告についての報告２件を一括して報告したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第８号平成23年度新庄市一般会計繰越明許

費繰越計算書の報告について及び報告第９号平

成23年度新庄市公共下水道事業特別会計繰越明

許費繰越計算書の報告についての２件を一括し

て報告いたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 続きまして、報告第８号平成23年

度新庄市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

について及び報告第９号平成23年度新庄市公共

下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報

告について御説明申し上げます。 

  去る３月の定例会におきまして、平成23年度

予算の一部を24年度に繰り越して使用すること

の御決定をいただきましたが、これらの事業に

関しまして、地方自治法の規定に基づき、繰越

明許費繰越計算書を報告するものであります。 

  初めに、報告第８号平成23年度新庄市一般会

計繰越明許費繰越計算書についてでありますが、

国の３次補正に伴う消防団安全対策設備整備事

業、沼田小学校体育館耐震補強事業及び新庄中

学校体育館改築事業の３件を含め、事業数は合

計７件となりまして、その繰越額総額は４億

4,291万7,950円となります。繰越額は昨年度を

大きく上回ることになっておりますが、執行状

況につきましては、沼田小学校体育館耐震補強

事業、新庄中学校体育館改築事業以外は既に契

約発注済みで、事業費が確定しているものであ

ります。 

  財源の未収入特定財源のうち、国県支出金に

つきましては学校施設環境改善交付金、社会資

本整備総合交付金などであり、また、地方債に

つきましては、学校施設耐震強化事業に充当す

る義務教育施設改修事業債などであります。一

般財源につきましては、前年度繰越金を充当す

るものであります。 

  次に、報告第９号公共下水道事業特別会計繰

越明許費繰越計算書についてでありますが、こ

れは管渠建設部分でありまして、繰越総額は

2,030万2,800円であります。財源といたしまし

ては、未収入特定財源として国庫補助金、公共

下水道事業債を充当いたします。一般財源につ

きましては、前年度繰越金を充てるものであり

ます。 

  以上につきましては、地方自治法施行令第

146条第２項の規定により御報告するものであ

ります。 

沼澤恵一議長 ただいま報告のありました２件は、

地方自治法施行令第146条第２項の規定による

報告でありますので、御了承願います。 
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日程第１１議案第３８号新庄市固

定資産評価員の選任について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第11議案第38号新庄市固定資

産評価員の選任についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第38号新庄市固定

資産評価員の選任について御説明申し上げます。 

  固定資産評価員は、固定資産を適正に評価し、

かつ市長が行う価格の決定を補助するという職

務の性格上、本市におきましては市の税務課長

の職にある者が最も適任であるとし、選任して

きたところであります。 

  去る４月１日をもって近岡晃一君を新たに税

務課長に任命いたしましたので、同君を固定資

産評価員に任命するため、地方税法第404条第

２項の規定によりまして、議会の御同意をお願

いするものであります。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明ありました議案第38号は、会議

規則第37条第３項の規定により、委員会への付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略することに決しま

した。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第38号は、直ちに採決することに決しまし

た。 

  これより採決いたします。 

  議案第38号新庄市固定資産評価員の選任につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第38号は、これに同意することに決しまし

た。 

 

 

日程第１２議案第３９号新庄市企

業立地促進条例の一部を改正する

条例の制定について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第12議案第39号新庄市企業立

地促進条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第39号新庄市企業

立地促進条例の一部を改正する条例の制定につ

いて御説明申し上げます。 

  改正の内容といたしましては、東日本大震災

により被災された企業者に限り、新庄中核工業

団地に工場を設置する際の用地取得に際する助

成金の交付率を、現行の30％から100％とする

ものであります。 

  東日本大震災の影響により、被災地の企業に

おいても復興や企業活動の立て直しに向けた動

きが広まっております。本案により、被災地に

より事業活動継続が困難なために移転を検討し

ている企業者の誘致を促進し、本市の産業振興

と雇用拡大を図ろうとするものであります。 

  御審議をいただき、御決定くださいますよう

お願いいたします。 

沼澤恵一議長 これより、ただいま説明のありま
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した議案第39号について質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって

質疑を終結いたします。 

 

 

日程第１３議案、請願の各常任委

員会付託 

 

 

沼澤恵一議長 日程第13議案、請願の各常任委員

会付託を行います。 

  議案、請願の委員会付託につきましては、お

手元に配付してあります付託案件表により、そ

れぞれの所管の委員会に付託いたします。 

 

 

平 成 ２ ４ 年 ６ 月 定 例 会 付 託 案 件 表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

請願（１件） 

〇請願第２号脱原発社会に向けたエネルギー政策の転換を求める意

見書の提出に関する件 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（１件） 

請願（２件） 

〇議案第３９号新庄市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制

定について 

〇請願第３号脳脊髄液減少症の医療に関する請願書 

〇請願第４号公的年金の改定に反対する意見書提出を求める請願 

 

 

議案２件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第14議案第40号平成24年度新

庄市一般会計補正予算（第１号）及び日程第15

議案第41号平成24年度新庄市公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）についての補正予算

２件を一括議題にしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第40号平成24年度新庄市一般会計補正予算

（第１号）及び議案第41号平成24年度新庄市公

共下水道事業特別会計補正予算（第１号）につ

いての補正予算２件を一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第40号及び議案第41号の一般

会計及び特別会計の補正予算について御説明申

し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第40号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ9,095

万6,000円を追加し、補正後の予算総額を140億

7,595万6,000円とするものであります。 

  主な補正内容について、９ページからの歳出

を中心に御説明申し上げます。 

  まず、さきの豪雪や４月３日未明の暴風雨に

より損傷した施設の修繕等に係る経費を２款総

務費と６款農業費、８款土木費、10款教育費に

計上しております。 

  ３款民生費には東日本大震災に伴う福島第一

原子力発電所の事故などにより福島県から避難

されている方々の相互交流の推進や情報提供の

ための経費を、６款農林水産業費には県が推進
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しております農業再生に係る各種補助金に対応

した経営者の設備投資などへの補助支援などを

盛り込んでおります。 

  また、７款商工費には東日本大震災復興記念

企画や、東北観光博に呼応した観光振興のため

の経費を計上するとともに、10款教育費には防

災拠点施設への再生可能エネルギー導入を促進

するための経費を計上しております。 

  記録的な豪雪の影響を早期に解消するととも

に、本市の今年度事業が効果的に展開できるよ

う、国県の動きに呼応するなど、適切な対応を

要する補正内容を組ませていただいております

ので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、15ページからの特別会計であり

ますが、議案第41号公共下水道事業特別会計補

正予算につきましては、社会資本整備総合交付

金の減額内示に伴う補正を主に行うものであり

ます。 

  私からの説明は以上ですが、各会計の詳細に

つきましては、財政課長から説明させますので、

御審議の上、御決定くださいますようお願い申

し上げます。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

   （髙橋則雄財政課長登壇） 

髙橋則雄財政課長 それでは、議案第40号及び第

41号を一括して御説明申し上げます。 

  初めに、議案第40号一般会計補正予算（第１

号）につきまして御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ

9,095万6,000円を追加いたしまして、補正後の

総額は140億7,595万6,000円とするものでござ

います。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページから３ページまでの第１

表歳入歳出予算補正で御確認いただきたいと思

います。 

  次に、４ページ、第２表債務負担補正でござ

いますが、さきの豪雪や４月３日未明に発生し

ました暴風雨によりまして農作物や農業用施設

に被害を受けた農家に対しまして、経営再建の

ための制度融資に係る返済利子の補給支援を内

容とした債務負担行為を新たに加えるものでご

ざいます。 

  それでは、７ページからの歳入につきまして

御説明いたします。 

  初めに、15款県支出金でございますが、２項

の県補助金におきまして、まず市民プラザへの

太陽光発電やＬＥＤ照明などの導入のための防

災拠点施設再生可能エネルギー導入促進事業費

補助金を１目総務費県補助金に計上しておりま

す。また、５目農林水産業費県補助金におきま

しては、意欲ある農業経営者に対し、設備等の

導入の際に支援する農林水産業創意工夫プロジ

ェクト支援事業費補助金や活力ある園芸産地創

出支援事業費補助金などの増額、また暴風豪雪

被害施設の復旧のための補助支援を含め、農林

水産業費関係で1,455万3,000円の増額補正とし

ております。 

  次に、17款寄附金につきましては、今般企業

１社及び個人１名の方より計188万円の御寄附

をいただいています。その御意向によりまして、

職員の資質向上とエコロジーガーデンの振興の

ために歳出予算に当該予算を盛り込んでおりま

す。 

  また、19款繰越金につきましては、このたび

の予算補正の財源の一部といたしまして、

2,566万4,000円の増額補正としております。 

  最後に、20款諸収入につきましては、東日本

大震災に伴う福島第一原子力発電所事故により

福島県から避難されている方々への支援を図る

福島県地域づくり総合支援事業費補助金や、長

坂地区の土地改良施設の改修のための土地改良

施設維持管理適正化事業負担金、さらに豪雪暴

風雨によって被害を受けた主要施設につきまし

て建物総合損害共済災害共済金などを盛り込ん
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でおります。 

  続きまして、９ページからの歳出について御

説明申し上げます。 

  まず、２款総務費についてでございますが、

１項１目一般管理費は、個人１名の方からいた

だきました寄附金に基づきその御意向に沿うた

めに職員の資質向上を図るための費用を組んで

おります。 

  次の３款民生費につきましては、４項２目災

害被災者対応費におきまして、267万6,000円の

増額を計上してございますが、これは福島県の

地域づくり総合支援事業費補助金を活用し、Ｎ

ＰＯ団体との共同により福島県より避難されて

いる方々の相互交流の推進や情報提供の強化を

図るとともに、心身共に健全な避難生活を送っ

ていただくためのものでございます。 

  ９ページ下段から11ページにかけましては、

６款農林水産業費を計上しております。１項農

業費におきまして五つの目、２項林業費におい

ては一つの目を掲げておりますが、主なものと

いたしましては、まず３目農業振興費と４目畜

産業費におきまして、農業振興や果樹園芸、畜

産振興のための多くの補助金を組んでおります。 

  これは、広く農業振興への意欲の高い経営者

が新たな設備投資等を図る場合に、県補助金を

用い、重点的に支援を行うためのもので、新年

度に入ってからの県の支援の強化に呼応したも

のでございます。 

  また、５目農地費におきましては、豪雪等に

より被災した農地など国県補助の対象とならな

い部分の改良事業への補助や、長坂地区土地改

良施設の維持管理適正化に向けた事業費を盛り

込んでおります。 

  次に、11ページ下段、７款商工費でございま

すが、１項３目観光費に新庄まつりにおける東

日本大震災復興記念企画に要する事業費及び最

上広域交流センターにマルチディスプレイを設

置するための最上広域市町村圏事務組合分担金

を計上しております。 

  次に、12ページをごらんください。 

  まず、８款土木費でございますが、２項２目

道路維持費に、豪雪により復旧を図らなければ

ならない市道の修繕などの費用と、凍上災を申

請するために必要な調査設計費用を計上してお

ります。また、６項２目雪総合対策費に流雪溝

の開設経費を計上しております。 

  10款教育費につきましては、２項小学校費、

３項中学校費、４項社会教育費の中に、おのお

の修繕料や原材料費などを盛り込んでおります

が、これは、このたびの豪雪や暴風被害による

施設の修繕や破損した雪囲い材料の補修を行う

ものであります。 

  また、社会教育費の２目市民プラザ費におき

ましては、歳入の部でも述べましたが、市民プ

ラザが大規模災害時において防災拠点施設とし

て停電時でもその機能を維持できるように太陽

光パネルと蓄電池を整備し、あわせて館内照明

をＬＥＤ照明に交換するための経費を計上して

おります。 

  これで一般会計を終わりまして、特別会計の

説明に入らせていただきます。 

  15ページをお開きください。議案第41号公共

下水道事業特別会計補正予算（第１号）につき

まして、歳入歳出それぞれ3,580万円を減額し、

補正後の予算総額を16億1,002万1,000円とする

ものでございます。 

  今般、国から社会資本整備総合交付金の減額

内示がございまして、管渠建設事業補助対応分

の縮減とこれに伴う内部の事業組みかえ等を行

うものでございます。 

  以上で、一般会計及び特別会計の補正予算案

の説明を終わります。御審議をいただき、御可

決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明ありました補正予算２件につき

ましては、会議規則第37条第３項の規定により
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委員会への付託を省略いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第40号及び議案第41号の補正予算２件につ

いては、委員会への付託を省略し、６月19日、

定例会最終日の本会議において審議いたします。 

 

 

日程第１６議員派遣について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第16議員派遣についてを議題

といたします。 

  議員派遣につきましては、地方自治法第116

条第13項及び会議規則第160条の規定に基づき、

お手元に配付しております名簿のとおり、全議

員を山形県市議会議長会主催の議員研修会に派

遣したいと思います。これに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

山形県市議会議長会主催の議員研修会に全議員

を派遣することに決しました。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  ９日、10日は休会であります。６月11日月曜

日午前10時より本会議を開きますので、御参集

願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１０時５９分 散会 
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平成２４年６月定例会会議録（第２号） 

 

 

平成２４年６月１１日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 兼 
教 育 総 務 課 長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第２号） 

平成２４年６月１１日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 奥 山 省 三  議員 

２番 佐 藤 義 一  議員 

３番 伊 藤   操  議員 

４番 小 関   淳  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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平成２４年６月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 奥 山 省 三 

１．空き家対策について 

２．人口減少社会の街づくりについて 

３．職員地域担当制について 

４．放射能汚染について 

市 長 

関 係 課 長 

２ 佐 藤 義 一 

１．耕作放棄地の現状について 

２．空き家対策について 

３．選挙の投票時間の見直しについて 

市 長 

関 係 課 長 

３ 伊 藤   操 
１．市民の健康づくりについて 

２．中学校における新たな必修科目について 

市 長 

関 係 課 長 

４ 小 関   淳 

１．新庄まつりの運営について 

２．中心市街地・中心商店街の維持と再生について 

３．職員と業務体制について 

４．人事評価制度について 

市 長 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。今期定例会の

一般質問は８名であります。質問の順序は、配

付してあります一般質問通告表のとおり決定い

たしております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名であります。 

 

 

奥山省三議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 それでは最初に、奥山省三君。 

   （７番奥山省三議員登壇）（拍手） 

７ 番（奥山省三議員） おはようございます。 

  トップバッターの開成の会の奥山です。天候

にも恵まれ、田植え作業もほぼ順調に終わりま

して、水田は青々としてとてもあの豪雪の後と

は思えないような景色になりました。農作物の

今後の順調な成長を願う次第でございます。 

  一般質問を通告に従いましてさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

  まず、空き家対策です。この空き家対策です

けれども、以前にもこの質問させていただきま

した。２回ほどしております。そのときの答弁

では、国とか県の指針に沿っての話という感じ

でしたけれども、その後進展はあったのでしょ

うか。 

  この問題についてはＮＨＫなどで、秋田の大

仙市の取り組みなどについて「クローズアップ

現代」などで取り上げて大きく報道しておりま

す。雪の多い秋田県南の地域ですけれども、ほ

とんどの町で何らかの対策に取り組んでいるよ

うな状況だと思います。当市も雪が多いところ

ですので、もう少し真剣に取り組んで住民の皆

様に、何らかの対応というか対策を打ち出して

ほしいと思いますが、どのように考えているの

でしょうか。 

  ことしの豪雪は昨年よりもひどく、市内を見

ますと家屋の倒壊やら半倒壊、それから人が住

んでいないところに動物がすんでいたり、いろ

いろな空き家があります。このようなことをど

のように市としては把握しているのかお尋ねし

ます。市に相談したけれども、何もしてくれま

せん。市民は大変困っているという現状です。

どのような対策を打っているのかお聞きしたい

と思います。 

  この空き家対策については、国県とは言って

いられない状況だと思いますので、指針等あり

ましたら教えていただきたいと思います。 

  それから、次の人口減少社会のまちづくりに

ついてですけれども、ことし３月には新庄市が

去年３月末よりも525人ほど減少してございま

す。以前だと308人とか400人でしたけれども、

なにか急に加速しているような感じに思います

が、これをどのように分析しているのかお聞き

したいと思います。 

  この525人の減少の中身の分析がされている

のか。その辺のところも今後どのような立場を

とっていくべきか、課題とかそういう点をお聞

きしたいと思います。 
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  やはり、雇用対策に尽きるのではないかと思

います。新庄から都会に出ていった若者は学校

などを卒業しても戻ってきません。それはやは

り雇用の場がないからだと思います。地域の活

性化は若者がいないと成り立たないし、高齢化

社会がますます進んでくるこの現段階におきま

して若者の存在はますます大事になってきます。

政府は景気がある程度の回復状況にあると言っ

ていますけれども、地方にはまだ見えて、その

結果はあらわれていないのが現実です。人口減

少時代が始まり、これからは人口減少に合わせ

た地域を考えていかなければならないと思いま

す。その点どのように考えているかお聞きした

いと思います。 

  また、少子高齢化社会に対応するまちづくり

についてもお聞きしたいと思います。 

  次に、職員の地域担当制です。この地域担当

制、発足してから５年目ですけれども、ただ今

回の、ことしのマニフェスト、去年のには載っ

ていなかったから、その辺のところ私にもわか

りませんけれども目的がいまいちというか、初

めに発足したときの５年前のマニフェストに比

べてもうこれ関係ないのかな、ちょっとその辺

のところお聞きしたかったんでした。４年間の

うちに訪問されたのは、私の場合３回でした。

区長等の地域間連携を密にしての危機管理と福

祉支援に対応するというふうに前のマニフェス

トに載っていますけれども、それはどのような

具体的な内容なのかわからなかったので、お聞

きした次第です。地域住民と市の協働によるま

ちづくりを推進するために、行政と地域のパイ

プ役として地域にある問題や課題を解決してい

くためのサポートというか、そういう役だと私

は思いましたけれども、いまいちはっきりしな

いというか、その辺のところ少し詳しくお聞き

したいと思います。去年でなくなったならそれ

はそれで差し支えありませんので、その辺のと

ころ少しお聞きしたいと思います。 

  何でもかんでも区長に押しつければそれで何

とかなるという気さえ感じられますので、もう

少し地域づくりの面から考えても、この地域担

当制がもう少し地域住民との会話が必要と思い

ますので、このままでよいのか、どのように考

えているのか、お聞きします。 

  放射能汚染ですけれども、山形県内各地で最

近放射能の空間線量の調査を行っております。

新庄市の数値では人体への影響については全く

問題ないのでしょうか。また、山菜の時期にな

っていますけれども、山菜などに含まれる放射

性物質の検査はどのようにされているのかお聞

きします。マスコミなどの報道では問題ないと

いうことですけれども、何を根拠に安全なのか、

またその安全基準とは何なのかを教えていただ

きたいと思います。 

  さらに、新庄土地改良区などですけれども、

最上川水系から水を引いているわけですけれど

も、これらのチェック体制がどのようになって

いるのかわかれば教えていただきたいと思いま

す。安全性の検査などはどのように行っている

のか、あわせてお聞きしたいと思います。 

  以上で壇上からの質問を終わります。御清聴

ありがとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、奥山市議の御質問に答

えさせていただきたいと思います。 

  空き家対策についてでありますが、大仙市の

例を挙げられておりました。確かに大変豪雪と

いう状況の中で隣人がいない、それを管理する

人がいない、特に大雪というような状況でその

雪が自分の家のほうに落ちてくるのではないか

と、そんな心配の中でさまざまな御意見等いた

だいております。このことにつきましては、

国・県・全国市長会等でも取り上げられている

わけですが、基本的には個人財産であるという
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ことが大きな一つのネックになっているという

ことを基本的に考えております。これらをどう

いうふうに、個人財産をどういう形で公的な財

産に寄託させるかということが今後の大きな課

題であると思っています。 

  本市におきましては、２年続いた豪雪による

倒壊、落雪、また４月３日の爆弾低気圧と言わ

れる暴風雨による飛散等など危険を招くなど甚

大な影響を与えている状況が近年ございます。

そのため、空き家対策につきましては大きな課

題として現在庁舎内で取り上げております。 

  空き家については、今後８月までをめどに全

地域での調査をしたいと考えております。既に、

区長の皆様方には調査を行う旨申し上げており

ますが、町内において風雪害等で課題とされて

いる空き家の状況などの把握について職員地域

担当制も含めながら活用し、地域と協働により

その把握に努めて課題解決に向けた検討を進め

ていきたいというふうに考えております。 

  これに向けましては現在、空き家対策のスキ

ームづくりを検討し、それらがどのような形に

すればいいのかと十二分な検討を進めていると

ころであります。 

  市民からの問い合わせの件でありますが、屋

根の雪に関する情報や４月の暴風雨の影響で屋

根の一部が飛散したなどの通報が寄せられてお

ります。このように、緊急を要する場合などに

おいて、通報者からの情報により所有者を確認

し、連絡をとった上で雪おろしや飛散物の撤去

などについて速やかに実施していただくよう要

請を行う旨説明しておりますが、所有者が不明

または判明しても連絡がとれないというケース

も少なくなく、緊急性の度合いを勘案し、バリ

ケードを設置したり道路上の飛散物を撤去し、

一時保管するケースもあります。その場合、個

人の財産という点で対処の方法に大変苦慮して

いるというのが実情であります。 

  次に、空き家に係る防災面についてでありま

すが、第一義的には所有者の責任とされており

ますので、危険と判断されるものについては所

有者への危険物除去などの指導について強化し

ていきたいと考えております。さらに、その他、

空き家の老朽度や周囲環境、所有管理状況など

実態調査結果によって市ができる対応策はさま

ざま考えられますので、対応策を具体化してま

いりたいと思っております。 

  今後予想される空き家情報の収集をもとに、

関係業界の皆さんのお力添えをいただきながら

利用可能な家屋であるか、あるいは危険家屋で

あるか、そうした判断をしていただくようなこ

とを進め、その中で相続人等の調査、所在者の

確認の作業が次に入ってくると思います。使え

るという判断につきましては、業界の皆さんと、

空き家の情報登録制度などを活用してまいりた

いと思っております。あるいは、資産の運用と

しては高齢者集合住宅あるいは子育て支援住宅

に住みかえのような形にできるかできないかと

いうようなこと。またさらには、危険家屋につ

いてはリフォームをするのか、あるいは資産を

放棄するのか、あるいは現状のままなのか、さ

らにはこれを条例化していくという作業が今後

考えられております。それに向けて今一つ一つ

詰めているということを御理解賜りたいと思い

ます。 

  次に、人口減少社会のまちづくりについてで

ございますが、県内におきましても一部ふえ、

あるいは若干横ばいというところがありますが、

大多数の市町村は減少社会。日本全国において

はここ10年先ぐらいには急激に減少するという

ことが発表されておるわけであります。このこ

とについてはさまざまな施策を国としても打っ

てきておりますが、新庄市においては平成22年

の国勢調査で本市の人口が今３万8,850人と前

回の平成17年の国勢調査と比較しまして1,867

人、4.6％、年平均373人の減少となりました。

住民基本台帳人口では今年３月末現在での総人
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口は前年同期より525人減少し、ここ数年の300

人台より大きな減少幅となっております。その

原因といたしましては年により変動要因は変わ

りますが、高齢者の増加に伴う死亡数の増加、

転入の減少、転出の増加による社会減が主たる

要因であります。 

  本市経済の景気、雇用の回復速度が大都市圏

などに比べ遅いためではないかということも一

応考えられております。年代別では進学のため、

20歳前後の年代が地元を離れ減少し、20代前半

にその一部が戻るということもありますが、若

者の定着をいかに図るかが重要な課題となって

おります。 

  全国的な人口減少の中で、国の予測では人口

の減少傾向はさらに続き、平成32年における新

庄市の人口は３万5,191人と推計されておりま

す。これに対して、まちづくり総合計画では地

域経済や活力を維持発展させていくため、平成

32年の目標人口を平成27年推計値と同規模の３

万7,000人とし、重点的にプロジェクトを展開

しております。 

  定住を基本概念とする将来像の実現のため、

各分野にわたる基本目標に向けた施策、政策の

展開、その中でも特に雇用、交流の拡大、安全

安心の充実、子育て、人づくりの三つの重点プ

ロジェクトに取り組み、定住できるまちづくり

に向け推進しているところであります。 

  定住促進策として重要な第一は雇用です。そ

の中でも特に若い世代が地元に定着できるため

の雇用の場を確保・拡大することが必要と考え

ています。一方で、人口減少、少子高齢化とい

う社会の流れは施策を進めていく上での前提条

件として常に念頭に置きながら対応策を考えて

いかなければならない重要なポイントだと考え

ています。そのため、人口減少、少子高齢社会

におけるまちづくりとしては克雪対策を初め、

健康増進、疾病予防の充実、高齢者支援、地域

支援などにより地域における安全安心を高め、

生活環境の向上を図るとともに子育て環境の整

備、心の教育の充実、小中一貫教育の推進、地

域リーダーの育成などにより将来を担う人材の

育成に努めていく必要があります。 

  また、定住促進とともに交流の拡大により地

域を活性化させていく方策も必要と考えていま

す。さらに、暮らし・定住に向け重点プロジェ

クトを推進し、人口減少を極力抑えながら人口

減少・少子高齢社会に対応した活力あるまちづ

くりを進めてまいりたいと考えております。 

  人口減少社会のまちづくりについての雇用対

策はどうなのかということでありますが、昨今

の雇用状況に関しましては、４月末時点での新

庄最上管内の有効求人倍率は0.68倍、山形県の

有効求人倍率は0.77倍となっております。東日

本大震災直後の昨年４月末時点では、新庄最上

管内の有効求人倍率は0.34倍まで落ち込んでお

りましたので、１年間で0.34ポイントの回復が

見られます。 

  また、新庄最上管内の新規高等学校の卒業者

の就職率は100％となっております。昨年度は

６月末からの求人受け付けに対し、事業所から

早目に求人をいただいたことで、高校生の就職

率は早い段階から高い値となっております。 

  事業所の中には、採用予定数が当初１人の予

定が２人、３人と増加する事業所もございます。

現在、地元志向が高まりつつありますが、中に

は仕事を始めてもすぐにやめてしまうといった

声も聞こえます。ジョブマッチング、いわゆる

合同就職面接会、学生を中心とした就業体験、

インターンシップの活用を関係機関で協力し、

多くの就職機会の提供と仕事に対する意識の向

上を図っていきたいと考えております。 

  次に、職員地域担当制に関する御質問でござ

いますが、第２期目のマニフェストの言葉とい

うこともございましたが、当時１期目のことを

さらに進化・継続させていくということを以前

の議会でも申し述べさせていただきました。 
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  職員の地域担当制につきましては、試行期間

を経て平成20年11月から本格実施し、５年目と

なります。この間、東日本大震災時の地域情報

の収集や関連するお知らせの配布、災害時要援

護者台帳を配付し、要援護者に対する災害時の

対応や日常の見回り、声がけについて地域内で

検討していただくなど、危機管理や福祉支援に

関する活動も行っております。今後も継続し、

危機管理や福祉支援などに関する活動を行って

まいります。 

  また、地域に出向いて地域の方々と直接話し

合いを行うまちづくりミーティングにおきまし

ても平成21年９月から始めましたが、平成23年

度末までに延べ53回、129地区で実施させてい

ただきました。その進め方につきましては、地

域の方々と地域担当職員が協力して日程調整や

会場設営、当日の司会進行役や記録を担い、円

滑かつ建設的な話し合いとなるよう分担してお

ります。改めて、職員地域担当制の趣旨を申し

上げますと、この制度は職員が地域に出向き地

域とコミュニケーションを図りながら地域と行

政がお互いに協力して地域について考えていく、

すなわち地域と行政が協働を推進することを目

的とし、地域コミュニティの活性化の一手法と

なるものと考えております。 

  町内会における区長の役割、区長は行政と市

民とのパイプの役目、特別職になっているわけ

ですが、町内会の会長というのは、また町内会

の自主的な民主的な制度の中で選ばれる方が町

内会長で、行政が指定する方を区長というふう

に考えております。 

  町内会によっては区長が町内会長を兼務する

という状況がございまして、その中で大変いろ

いろとお忙しいという実態も把握しているとこ

ろであります。自分の住む町、自分の住む地域

をどのように住みやすくしていくかということ

は地域の一人一人が行動を起こし考えること、

そのことが協働のまちづくりの第一歩と考えて

おります。 

  次に、放射能汚染についてでありますが、放

射能汚染について本市の放射線量測定について

は県の測定１カ所、市の測定５カ所の市内６カ

所において毎月１回測定しております。測定結

果は県及び市のホームページに掲載しておりま

す。平成23年９月から平成24年４月までの市内

６カ所の測定の結果では、0.01から0.07マイク

ロシーベルトとなっております。 

  国際放射線防護委員会の勧告では、自然放射

線被曝及び医療被曝を除く一般公衆の年間被曝

限度を１ミリシーベルトに設定しております。

新庄市における測定結果から自然界放射線量を

含めた総量を換算しても年間の放射線量は

0.037ミリシーベルトで、人間の健康に影響を

及ぼす放射線量には至っていない状況と考えて

おります。安全基準につきましては、新庄市で

特に専門機関を持っておりませんので、県の基

準あるいはこうした国際放射線防護委員会など

の勧告などを参考にし、それをもって測定して

いるところであります。 

  次に、山菜に含まれる放射性物質の検査につ

いての御質問でありますが、議員も御存じのと

おり既に山菜についてはマスコミなどを通じて

公表されているところであります。山菜等に関

する検査は４月12日から山形県において実施さ

れ、県内を８ブロックに区分し、４地域ごとに

検査品目を代表するブロックの市町村からシー

ズン初めに採取された出荷前の山菜を対象とし

ております。 

  検査対象品目は「ふきのとう」「うど」「たら

の芽」「こごみ」「ぜんまい」「たけのこ」「わら

び」「みず」「ふき」「ねまがりだけ」などとし

ており、６月１日現在で19回、延べ30品目につ

いて検査が実施され、いずれも検査機器の測定

下限値を下回るもので不検出とされております。 

  昨年度の暫定規制値である１キログラム当た

り500ベクレルから平成24年４月１日から施行
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された新たな基準値では５分の１に強化され、

一般食品の基準値である放射性セシウムは１キ

ログラム当たり100ベクレルが山菜類にも採用

され、その基準値を超えた場合、検査品目につ

いて当該市町村からの出荷自粛を要請するとと

もに、同一ブロック内の市町村の詳細調査が行

われ、国の指示により出荷制限等の対応がとら

れることとなっております。 

  次に、最上川水系の用水の検査についてであ

りますが、これまで農業用水として河川水を検

査したことはなく、山形県では６月から12月に

かけて最上川水系、赤川水系、その他水系の本

線及び支流の42河川を対象に107地点の河川水

等を採取し、年度末にその検査結果を公表する

こととしており、高濃度の結果が出た場合は随

時発表されることとなっております。 

  なお、最上川水系での水道原水の検査は行わ

れており、いずれも下限値を下回る不検出とな

っておりますのであわせて御理解のほどよろし

くお願いいたします。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 答弁ありがとうござい

ました。 

  私の次に、佐藤議員もこの空き家について質

問されるようですので、私は空き家の管理がさ

れていないものについて絞って質問したいと思

います。 

  冒頭申し上げましたけれども、この件に関し

て２回ほど質問させていただきましたが、今の

市長の話ですと、ことしの８月までに調査をす

るという話でしたけれども、だから今まではや

っていなかったという意味に理解しますという

か、ちょっと残念だというか、全然検討してい

なかったということになるわけなのでしょうか。

ちょっと、その辺のところ、お聞きしたいと思

います。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 今の件についてでござい

ますけれども、市行政が積極的に全体を調査す

るというふうなことはこれから予定するという

ふうなことでございます。ただ、これまでは５

年に１度、たとえば前回ですと平成20年度にな

りますが、国の調査ということで住宅土地調査

というものがございますが、これにつきまして、

抽出調査になりますけれども、それを行った経

過がございます。 

  こちらの調査につきましては選抜された市の

調査員が行ったものでございまして、全体的な

数字というのはその抽出の中から推計値という

形で押さえているということが過去にございま

した。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 調査はされていなかっ

たということだと思われます。 

  それで、私、特に倒壊の危険性とか既に倒壊

して近隣へのごみなどの発生源とか管理が不十

分で窓などが割られまして動物のすみかになっ

ているとか、そういう件に対して市としてはど

のように対処していくのか。個人の所有権の問

題もわかりますけれども、一応近隣の方から、

私も今泉田地区の区長していますけれども、既

に私のところに３戸ほどあるんですけれども、

どういうふうにするんだろう、区長考えていな

いのかと何回も言われるんです、集まりあった

ときに。だから、それに対して私も市のほうに

相談したけれども全然返答ないし、それから中

川原地区の方もうちが倒れる場所があって市の

ほうに言ったけれども、何も市のほうから応答

がないというか、全然相手してくれないという

か、だから何考えているかわからないと、相談

もありましたけれども、調べてから動き出す、

県のこの間の会議だと10月をめどに指針出すと
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いう話ですけれども、その辺のところ、全然考

えていないとしか解釈できないんでしょうか。

その辺もう少し、もう１回お聞きしたいと思い

ます。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 ただいまの対応策について、

お答えしたいと思います。 

  奥山議員から御質問のとおり、ことしの冬の

大雪並びに４月３日から４日の爆弾低気圧に伴

う暴風雨の関係で、危険な家屋ということで、

寄せられた情報をもとに市のほうで把握してい

る空き家、危険度の高いものとしては約10軒ほ

ど把握しておりますけれども、現状での対応と

しまして、所有者を調査しまして所有者のほう

に管理の徹底をしていただくということを最重

点に対応しております。なお、一部火事等で吹

き飛んだ屋根のトタンについては所有権もござ

いますけれども、危険性の回避という観点から

は、特に道路の通行あるいは近隣への飛散した

ものについては可能なものについては市のほう

で最小限度というふうに言われるかもしれませ

んけれども対応しているところでございます。 

  なお、ルールに基づいた対応については、現

在、市長並びに総合政策課長から答弁ありまし

たとおり市としてのルールづくりの後にそれに

基づいた対応を考えております。現状では最大

限危険性の回避を図るべき可能な対処を行って

いるところです。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） つい先日の新聞で、県

と18市町村の担当者会議、空き家対策検討会が

行われたようですけれども、この検討会にもち

ろん参加したと思いますけれども、その内容に

ついて、新聞には出ていましたけれども、もう

少し詳細に説明お願いしたいと思います。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 県のほうで現在検討を進めて

おります空き家対策検討会でございますけれど

も、本年度市町村の意見等も踏まえて対応を検

討するということで市町村担当者も出席してお

りますけれども、特に新庄市が選定されたとい

うことではございません。 

  その内容につきましては、空き家の発生の抑

止あるいは老朽化に伴う危険防止、所有者への

適正管理の義務づけ、これらについてさまざま

検討を重ねまして、最終的には所有者による管

理の徹底、利用可能な空き地の活用、行政によ

る被害防止策のルールづくりということを盛り

込んだガイドラインを10月末までに取りまとめ

るということで聞いております。なお、これに

ついて文書等は県のほうからございません。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 今の説明では新聞と大

して変わりないんですけれども、10月をめどに

指針が出されたとして、基本方針ですから現実

というか具体的には空き家に対してどのように

対処していくのか、各自治体の問題でその中身

についても違うと思うんですが、なお今酒田市

とか舟形町ですか、それからこの間も最上町と

かいろいろやっているようですけれども、新庄

市としてもう少しスピード上げて取り組む姿勢

とか、そういうふうに見えないんですけれども、

その辺もう少しちょっと考え方というか、今の

ところは調査すらしていないという状況に見え

ますのでもう少しスピード上げて、10月だとま

たすぐ雪降ってきます。そうすると、ことしの

大雪ではもう関係ないって来年になってからと

いうことになると思うんです。そうするとまた

倒壊するというか、そういうこと考えられます。

ですから、その点どういうふうに考えておられ

るのかお聞きしたいと思います。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 
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沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 スピードアップします。 

  今の状況をお話し申し上げますと、関係法が

さまざまありますので、その法に基づいた部分

の所掌の課でもってさまざまな議論をいたして

おります。 

  例えば、建築基準法とか消防法とかさまざま

規定がありまして規制措置がございます。そち

らに基づきましてそれぞれの、例えば問題発生

に応じた対処法というものを今行っておるわけ

ですけれども、それにつきましてもう少し整理

して、あるいは市民の方々にわかりやすく、あ

るいは行政も進めやすくということが必要であ

るとすれば、それなりの方向づけを明文化する

ような形でする必要もございますでしょうし、

ただ、今もって行われていないというのは事実

でございますから、調査の中身についてもそろ

そろ吟味をして準備をしていきたいというとこ

ろまで来ております。 

  これにつきましては、先ほど市長のほうから

ありましたように皆様方、区長さん方とともに

協働の形で進めていくのが、今後とも何年間に

もわたってローリングしていく上で適切であろ

うということで、その方法についても今進めて

おるところでございます。その実態がわかって、

量的なものあるいは質的なものがさまざまと出

てこようかと思います。その中でどのような形

で整理をつけていったらいいのかというような

ことも考えていきたいと思っております。空き

家対策につきましては、大きくその危険対処部

分のいわゆる防災防犯部分とともにまちづくり

とか景観にわたりますいわゆる利活用策、この

二つに大きく分かれるわけですけれども、前者

のことにつきましては今のような形で進めると

ともに、利活用策のほうもあわせて今協議をし

ているところですので、少し時間はかかります

が、空き家対策について総合的に考えていくと

いうことが必要ですので、そのような状況にな

っているところでございます。スピードアップ

したいと思います。よろしくお願いします。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 私は相談を受けると環

境課のほうに連絡をするんですけれども、環境

課だけでは話が全然進まないような感じがする

んですよ。だからできれば庁内に何らかの、課

長たち四、五人でも集めてでもいいですからこ

ういう対処の検討会というか、そういうのを設

けて対応していただきたい。ただ環境課に言っ

ても全然後の話がないというか、個人の、さっ

き申し上げているんですけれども、個人の所有

だから手が出ないとか、そういう話しか出てこ

ないんですよ。でもそれだと全然前に進まない

わけですから、近隣の人が迷惑しているわけで

すから、何らかの答えというか、それを出して

いかないと地域住民としても市で何をやってい

るんだと、私ら区長も言われます。だから、そ

ういう状況の中でもう少し、今と同じような状

況でなくてもっと前に進める方法というか、そ

の点をもう１回お聞きしたいと思います。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

沼澤恵一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 空き家対策ということですが、

市長の答弁の中でもお答えさせていただいてお

りますが、今国県あるいは全国市長会の中でも

いろいろ議論のされているところです。一番の

課題となっているところは、あくまでも個人の

財産であるという点です。個人の財産を行政が

勝手に何かできるのかというのが一番ネックに

なっているということはぜひ御理解いただきた

いと思います。 

  あわせまして、先ほど総合政策課長のほうか

らもなるべくスピード上げながら空き家対策等

全般的に行っていきたいという御説明をさせて

いただきました。具体的には、住宅施策全般を

所掌する都市整備課、防災面での環境課、Ｉタ
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ーン、Ｕターンに情報提供を行うような役割と

いいますか、総合調整を行う総合政策課、その

３課で基本的にこれからの空き家対策をどのよ

うなスキームでやっていくかというのは種々検

討を行っているところでございます。先ほど申

し上げましたとおり、じゃあ調査のあり方とし

てどういう調査のやり方が必要なのかというの

も含めてやっているということですので、こと

しもまた冬が参るわけですが、近隣の住民の方

にとっては一番その隣のうちの対策をどうする

のかというのは心配なことは十分承知している

わけですが、基本的にはその所有する方が管理

責任を行うのが第一義であるということが一番、

行政が直接手を加えられないネックになってい

る点だということを御理解いただきたいと思い

ます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 副市長の話は、私わか

ります。だからといって、住民にそのまま負担

というか、区長に任せっ放しみたいな感じでい

いのかということを私言っているんです。です

からもう少し、もちろん個人の財産を勝手にで

きないというのは私もわかっていますけれども、

秋田の大仙市なんかはちゃんと所有者が死亡し

ている場合ですけれども、相続人とか縁戚に当

たる人に連絡をとって、連絡がとれない場合は

しようがないですけれども、そして倒壊の危険

がある場合とか動物がすんでいる場合、相談し

て処分は任せると言われたら処分して、中には

強制執行もやっているような状況なんです。 

  だから、新庄市も全然進んでいないというか、

ちょっと頭をかしげたくなるというか、その辺

もう少し進んで対応してほしいということなん

ですけれども、これ以上は無理なのでしょうか。

もう１回お聞きします。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 先ほども申し上げました

が、例えば総合政策課、環境課、都市整備課、

福祉事務所、商工観光課というさまざまな多岐

にわたる問題を抱えている分野を預かっている

課でもって、関係課長会を組織して議論を進め

ております。その中で国内全体、あるいは県内

等の情報を入れながら、その方向づけを市のほ

うで合わせた場合にどう進めるべきかというも

のを、まず実情把握をしないとわからないでし

ょうということでその方向を見定めたいという

ことで調査をいたしますということをまず一つ。 

  それで、何もやっていないということではご

ざいませんで、やはり先ほど申し上げましたよ

うに、さまざま法の規制が今ございます。その

規制措置がございますので、それにのっとって

各課のほうで、例えば所有者を探して所有者に

当たる場合はその指導をしたり再三にわたって

事情をお聞きしたりということをしながら解決

策を見出して事なきを得ているという状況です

が、今後人口減少社会の中で空き家というもの

がふえていく一方であろうという中で対策を立

てていくということは私たちの務めであろうか

と思います。国の対策がいま一つ鮮明でない部

分があります。県のほうも10月をめどにという

ことでありますが、それを待っていられないと

いうことで市のほうでは協議をしているという

ことでございます。そういうことで進めてまい

っていきたいと思いますので、ぜひ御理解のほ

どよろしくお願いしたいと思います。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 幾ら言っても同じよう

ですので、いち早く市内の空き家について調査

をして分析をして何らかの対策を早く打ち出さ

れるようお願いしたいと思います。 

  次、時間もありませんので人口減少社会の件

ですけれども、さっき市長からいろいろ例の説

明ありましたけれども、具体的な施策が見えて
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こないんですよね。他市に比べると。子育て支

援とかいろいろ言いましたけれども、具体的に

もう少し施策として何をするのか、どういうふ

うなことでやっていくのか。この人口減少、日

本の総人口2004年をピークに減少を始めている

状況ですけれども、これが30年の時間を経て70

年代から人口増加率がずっと低下しております。

その影響が今あらわれている状況なんですけれ

ども、新庄市も先ほどの説明がありましたけれ

ども、３万2,000人ですか、３万5,000人かな、

そのように私はこの525人の減少ということを

見るとそれよりも減っていくんではないかと懸

念されますので、その具体的な施策についても

う少し詳しくお聞きしたいと思います。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 御指摘のとおり、人口減

少は進んでおりまして、全国的にも2008年から

減少に転じたということが大きく報道されたこ

とがあるようです。 

  先進国特有の現象だとも言われておりますけ

れども、そのようなことから国のほうでも海外

移民を取り入れたらどうかということまで私は

記憶にあるんですけれども、いかんせんそうい

うことは一自治体でというのはどうかなと、や

はり市ができることあるいは国ができることの

役割分担というものが必要なくらいの大きな課

題であろうと思います。 

  新庄市のまちづくり総合計画の中でも大きな

その意識のもとに将来の像をテーマとして立て、

そのための基本目標を五つ定めてそれを協働の

方向性で推進していきましょうということを私

ども皆様方で決めたわけでございますが、その

戦略のプロジェクトということで三つ切り口を

設けました。 

  一つは雇用だと、交流だということでござい

ます。人口減少の中で雇用、交流というものが

非常に大きなインパクトを占めてくるというこ

とがありますので、交流を拡大していく施策、

ここに平成20年度の当初予算のときに10数目の

主要事業を張りつけております。一つ一つ今手

元にないんですけれども、雇用促進のためのあ

るいは交流拡大のための諸施策、これはあらゆ

る分野の中でそれを張りつけたわけでございま

す。 

  二つ目としては、安全安心の充実ということ

でございまして、民生部門を中心として、ある

いはまちづくりの安全なハード整備ということ

も含めまして、ここにも多くの主要事業を張り

つけました。あと、人づくり、子育てというこ

とでございまして、そちらのほうにも教育分野

とか福祉分野、健康分野のほうから主要事業と

して張りつけてございます。 

  一自治体ですから、この施策をもって大きく

人口減少をとめるとか定住促進につながるとか

といったカンフル剤になるようなものはないと

思います。一つ一つの切り口から、私たちが決

めた切り口につけた主要事業の着実な推進でも

ってこれが減少に歯どめをかけられるかもしれ

ませんし、交流人口をふやすことが大きく期待

できると思います。一つ一つの施策の集合体で

もってここを乗り切るということが、一番の今

のまちづくりということの戦略なのかなと思い

ます。その場合に一つ一つの事業については特

徴を持った地域の差別化ができるような事業で

あればもっといいのかなというふうにも思いま

す。さまざまな形の中で交流を進めていく上で

も引き立つような新庄市というものを前面に出

して事業を推進できれば一番いいと思っていま

すし、それは主要事業を張りつけたところの創

意工夫というところであろうかと思います。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 私はそういう意味で言

っているんじゃなくて、例えばほかの、東根と

か寒河江とかそういうのに比べてみると新庄市
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は助成の面でおくれていると、そう言っている

だけなんですよ。そんな難しいこと言っている

んじゃないんですよ。もう少し、今援助という

か、それであと若い人、東根は人口ふえている

わけですね。新庄減っている。新庄のほかも減

っているところありますけれども、そういうふ

えているところ見て勉強して、なぜふえるのか、

ふえる理由があるわけです。だからそれを考え

て対策をしてほしいと言っているだけなんです。 

  時間もありませんので、人口減少、地域の存

立にかかわる重要な問題ですので、地域社会を

維持していくためには取り組みというかそれは

市長としての重大な責務でありますので、今後

十二分にその辺のところ考えて具体的な施策を

打ち出していってほしいと思います。終わりま

す。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 終わってから大変失礼なんですけ

れども、子育てに関することは議員の皆さんか

らも過去に提案されて、例えばわらすこ広場な

どということを確実に進めているわけでありま

す。年間４万人から５万人の利用度があると。 

  また、子育てのお母さん方のアドバイスを受

けながら学校の図書館を充実しながら、この地

域において子育てすることが大変魅力的な街で

あるということで図書館事業に力を入れていく、

そんなことも一つ一つ進めていると思っており

ます。 

  さまざまな雪の問題の中でどういうふうに対

処していくかということを知恵を使いながら現

在やっていることにも御理解賜りたいと思いま

す。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時５０分 休憩 

     午前１１時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

佐藤義一議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、佐藤義一君。 

   （６番佐藤義一議員登壇）（拍手） 

６ 番（佐藤義一議員） おはようございます。 

  絆の会の佐藤義一でございます。よろしくお

願いします。 

  記録的な豪雪も消えまして、春の雪とともに

人々も大きく活動できる季節になりましたこと

を素直に喜び、一般質問をさせていただきます。 

  昨年の農業白書によりますと、平成23年度中

に津波の被害を受けた農地の回復率は、農地を

整備し作付を行った農地という意味ですが、わ

ずか39％であり、また福島の原発事故による被

害農地を勘案しますと相当数の農地が活用され

ていないものと考えられます。 

  私自身も昨年10月に塩竈市から東松島市、石

巻市、気仙沼市と個人的に視察、勉強をさせて

いただきましたが、特に東松島市では冠水被害

が農地全体3,000ヘクタールのうち1,465ヘクタ

ールに上り、うち軽微な被害農地79ヘクタール

を除いた1,386ヘクタールが甚大な被害をこう

むったと市の農林水産課の担当者に聞きました。

また、そのうちに昨年中に復旧させ農地利用し

た面積は52ヘクタール、平成24年度作付可能面

積は678ヘクタールであり、全体の49％の復旧

しかできていない、作付できていないとのこと

です。「ここには農作物の作付をしようにもで

きない農地があり農業者がいるんです」の一言

には、胸を打たれるものがありました。 

  さて、昨年６月定例会でも質問させていただ

きました耕作放棄地について再度お尋ねさせて

いただきますが、昨年は正しい把握がなされて
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いなかったように受け取りましたが、現況の把

握はなされたのでしょうか。また、発生防止・

解消等についてどのようにお考えなのか。また、

今後新たな取り組みをなされるように聞いてお

りますが、どのような方策をお考えなのかお尋

ねします。新庄市に耕作放棄地はないとの御判

断であれば大変喜ばしいことだと考えておりま

すので、よろしく御答弁をお願いします。 

  次に、昨年12月定例会でも質問、提案させて

いただきました空き家対策についてお尋ねいた

します。私の前に奥山議員が空き家対策でかな

り鋭い質問なさいましたので、重なる部分があ

るかと思いますけれども、一応通告文に従いま

して質問させていただきますのでよろしくお願

いします。 

  12月定例会においては、御答弁では空き家の

状況を把握していらっしゃらないように印象を

受けましたが、総務省によりますと全国の空き

家は2008年で757万戸に上り、過去10年間で180

万戸ふえたとされております。このときの調査

によりますと、山形県内の空き家は２万2,000

戸で総住宅数の4.7％を占め、増加を続けてい

ると報告されております。また、昨年11月に県

内35市町村に県が行った空き家に関するアンケ

ートによれば12自治体は空き家の実態を把握し

ていなかったとされています。約３分の１の自

治体が空き家に対して危機感を持っていなかっ

たということのあらわれだと思います。 

  また、市町村に苦情や相談が寄せられた36件

の事例の中身は倒壊３件、倒壊のおそれ12件、

落雪10件と地域住民の生活の不安材料となって

おります。また、近隣住民は一番怖いのは放火

あるいは自然発火等による火災発生であるとも

話しています。空き家問題が急増し、対策を講

じなければいけない状況下で県は今年度中の空

き家対策の指針作成に着手しましたが、少しば

かり遅きに失した感は否めません。 

  例えば、広島県尾道市の例をとりますと、10

数年ぶりに尾道にＵターンした女性は、空き家

がふえていること、景観の悪さに驚愕し、みず

から１軒の空き家を修理し、居住し、仲間とギ

ャラリーやカフェとして再生させ、平成９年か

らはその活動が認められ尾道市から空き家バン

クの運営を委託され、以来、30数軒で賃貸売買

を成約させ、再生した空き家を合わせますと約

60戸の空き家を活用させています。彼女の言葉

をかりれば、一つ一つの家が景観を形成する大

切な地域資源だという意識を共有することだと

しています。 

  また、隣接する大蔵村では、平成23年７月６

日より空き家バンク制度を施行いたしておりま

す。その第１条の趣旨には、この要綱は大蔵村

における空き家の有効活用を通して大蔵村民と

都市住民の交流拡大及び定住促進による地域の

活性化を図るとあります。 

  また、一歩進めた形での空き家条例の施行を

考えざるを得ない自治体も多くなってきていま

す。県全体の空き家条例を制定しているのは、

全国31の自治体のうち和歌山県だけであり、あ

との30は市町村独自であります。国や県の趣旨

に指導を待てないとの住民の要望に行政がこた

えたものとされています。また、条例制定には

三つのタイプが見受けられます。例えば、秋田

県の条例制定６市町村のうち、豪雪地帯とされ

る湯沢、横手、先ほどから何回も出ています大

仙市、美郷町、東成瀬村が豪雪による倒壊防止

のための条例制定。また、条例制定第１号の都

市であります埼玉県所沢市は防犯上からの制定。

さっき話が出ておりましたけれども、たまり場

あるいは犯罪上の防止等の、防犯上からの制定、

また唯一県条例を制定した和歌山県は景観保護

の観点からの条例制定とされております。主体

的には、豪雪と過疎の問題を抱えている地域の

危機管理意識が強いためであろうと考えますが、

どちらもほうっておけないところから出発した

ものと考えます。また、本年４月１日時点で、
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県内では酒田市と舟形町が空き家条例を施行さ

せております。そして鶴岡市が条例制定に向け

た検討を行っているとお聞きしております。 

  また、私が12月定例会で提案させていただき

ました空き家情報登録制度、仮称空き家バンク

の活用でありますが、市長よりは大変前向きな

御答弁をいただいたと思っております。その後

の取り組み、進捗状況を空き家条例の制定のお

考えとあわせてお尋ねいたします。 

  次に、選挙の投票時間に関して質問させてい

ただきます。投票所における立会人の心身的御

苦労は大変なものがあると思いますし、市の経

費も大変だと思いますことから、国政県政につ

いての選挙は厳しいこともおありでしょうが、

市政選挙ではいかがなものでしょうか。期日前

投票がかなり浸透してきた今日では投票時間の

短縮を一考してもよいのではないかと考えます

が、公職選挙法により投票時間が定められてい

ることも十分承知しておりますが、今言われて

久しい地方の時代、地方からの発信を考えあわ

せ立会人の御苦労等や地方の経費削減を考えて

物を申していいのではないかと考え質問させて

いただきます。 

  以上、質問を終わらせていただきます。御清

聴ありがとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  耕作放棄地の現状につきましては農業委員会

より、また、選挙の投票時間の見直しについて

は選挙管理委員会より答弁をお願いしたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

  先ほどの空き家対策、さまざまな事例調べて

いただきながら質問をいただきました。ありが

とうございます。 

  先ほど、奥山議員のほうにもお答えさせてい

ただきましたが、最後はどこで線を引くかが問

題であろう、また課題であろうと思っておりま

す。やはり、全国的な動きの中で、人口減少社

会、隣の方、またさまざまな諸課題を含んでい

るのが現状だと思います。お子さんが都会に大

学に行った、帰ってこない、高齢になった、向

こうに来たらどうだ、そうだな、雪の多いとこ

ろにいたんでは大変だろうということで、ここ

を去られるという、家はそのままにしていくと

いう、そのときは夏に帰ってくればいいだろう

という思いで家を離れる方も多いと聞いており

ますが、年々年を重ねると新庄に帰るのもおっ

くうになってくるということで、その間に向こ

うの施設にお世話になってしまったということ

もあり、こちらの家のほうがなかなか手をかけ

られなくなる。地域社会がさまざまなコミュニ

ティを持っている、コミュニケーション能力が

ある状況ですと、そこで隣の親戚であるとか知

人であるとか、そういう方をつてにあなたの家

がこうなっているよということで雪おろしはど

うするんだ、私の近くにもあるわけですけれど

も、お金を払うので頼んでもらいたいというこ

とで、近くの人がお世話する。しかしそれさえ

もできないような社会の中で、その地域の枠組

みがなかなかかつてのようなスムーズな形での

情報交換ができないという形もあるのかなと思

っています。 

  最終的に、この全国的な問題になっているの

は、先ほども申し上げましたが、個人財産であ

ると。一番最初に申し上げた個人財産のどこで

線引きをするかということ、これが一番大きな

問題である。大仙市の場合も強制代執行したと

いった場合に、普通に暮らしている方々には行

政は行かないわけですけれども、税金を納めら

れないあるいは管理できない方に税金をつぎ込

むということが大きな議論の一つだと感じてお

ります。 

  まちづくりミーティング、ある地域に行きま



- 31 - 

した。ことしの豪雪で隣の人のいるところはわ

かっているけれども、協力してくれない。なか

なかおろしてくれない。確かに今その空き家対

策については内部でも大変検討している。議員

のほうからも空き家の登録制度などについてで

きないかということもいただいているというお

話もさせていただきました。しかし、そこで行

政が代執行で雪おろしをするとなると、隣の方

がうちも来てくれ、税金を納めているのに、納

めてない人の雪をおろすのかということが生じ

てくる。大変厳しい状況があります。そういう

意味で、先ほどのことについてはどこかで一線

を引かなければならない。それは市民の総意、

つまりは条例化するときにこの議会における判

断、これも問われることになるんだろうと思い

ます。すべてをそういうふうな形で行政代執行

を連続していきますということは大変な、膨大

な予算がかかるわけです。決まりきった予算の

中でそこにお金を割いていくということは、ど

ちらかが必ずや予算が削られていってしまうと

いうこともございます。そういうこともやはり

相当な知恵を出しながらこの問題を解決しなけ

ればならないと思っているところでございます。 

  先ほど、奥山議員の御質問の中にも総合政策

課の中でお答えさせていただきましたが、現状

で進んでいるところは推計で580戸ぐらいだろ

うと把握しております。先ほど、県内4.5％と

いうことがありますが、推計ではそのぐらいあ

るだろうとは確認しております。それらを派遣

職員と一緒に、区長の皆さんと一緒に確認する

作業を８月まで行いたいというふうに思ってい

るところであります。 

  そこから、今度判断基準としてプロの目を入

れていかなければならないだろうと思っていま

す。プロの目というのは宅建業界であるとかあ

るいは建築士会であるとか、そういうふうな業

界の皆さんに協議会に入っていただいて、その

家屋が危険家屋であるのかあるいは再利用でき

る家屋なのか、また優先的に業界の皆さんがこ

れを登録して使っていきたいというような物件

なのか、それらを進めるには個人財産に対して

の情報提供、また向こうからの折り返しの情報

をいただかなければならない。その物件につい

てどういうふうに判断するのかということ。市

に寄託されればそれなりの活用方法がございま

すが、財産というふうな主張をされてしまいま

すとその処分には大変困ってしまうわけであり

ます。そうした面を考慮しながら所有者の確認

等を行う。さらには、先ほど申し上げました業

界の皆さんにその建築物の危険度、利活用でき

るかできないか、そうしたことも含めて利活用

できるとすれば空き家情報の登録に、制度に乗

せていただく、あるいは住みかえ制度に乗せて

もらうということが一つ考えられると思ってい

ます。 

  一方で、資産放棄といった場合には町内会の

公民館等などへの活用ができないかということ

が一方で考えられると思っております。 

  また、財産の放棄をするということであれば、

市に寄託されればさまざまな形での利活用とい

うふうな形が進むかと思います。ただし、それ

さえも拒むといった場合のところ、その辺が先

ほど申し上げましたとおり、一線を引かなけれ

ばいけない大事な判断になるだろうというふう

に思っているところであります。 

  空き家対策、全国豪雪地帯もそうですが、そ

うでないところ、例えば和歌山県、景観上もあ

りますが、非常に山の多いところだというとこ

ろで高齢になってなかなか住めないということ

で下におりるという話も聞いております。そん

なことで地域それぞれの課題を抱えながら減少

社会にどのように対応していくかということが

我々に求められている。 

  先ほど申し上げましたこと、スピードアップ

をもってやるということで、今まで全然してこ

なかったようですが、そういうふうなこと今整
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理をし、県も10月に進めるということにしてい

ますが、今年度中、議員の皆さんとその一定の

線の判断というものに対する協議の場を持たせ

ていただきたいと思います。 

  以上、私のほうから壇上のほうからの答弁と

させていただきます。 

星川 豊農業委員会会長 議長、星川 豊。 

沼澤恵一議長 農業委員会会長星川 豊君。 

星川 豊農業委員会会長 平成23年６月議会にお

きましても、御同様の質問を受けており繰り返

しとなる部分もございますが、御答弁申し上げ

ます。 

  農業委員会では、農地法の規定に基づき毎年

農地の利用状況を把握するための調査を実施し

ているところでございます。これまでの調査で

は、転作の面積確保のための自耕田、管理田や

荒らしづくりが行われている農地など、誤解を

招くような、現に耕作の目的に供されていない

農地が存在していることも把握してございます。 

  耕作放棄地の定義といたしましては、過去１

年以上作物を栽培せずに、かつ今後も再び耕作

する明確な意思のない土地とされております。

耕作放棄地は雑草の繁茂や病害虫の発生源とな

り周りの農地に影響を与え、一たん耕作を放棄

した農地を復活させるには作業の面からも容易

なことではなく、費用も応分に必要となること

からも未然に防止することが重要ととらえてお

ります。 

  したがいまして、当委員会といたしましては

日常的な農地パトロールの徹底、耕作に供され

ないと見込まれる農地の所有者などへの指導活

動の強化、遊休情報化を含めた農地基本台帳の

整備などの対策、これらに取り組みながら遊休

農地、耕作放棄地の解消と農地の有効な保全管

理に向けてなお一層努める所存でございます。 

  また、本年度におきましては、新たな取り組

みとして農地制度実施円滑事業費補助金を活用

いたしまして、臨時雇用しております農地調査

員を主として、農地の利用状況調査を現在進め

ているところでもございます。 

  以上、簡単ではございますが、現況のところ

の御報告をさせていただきます。 

矢作勝彦選挙管理委員長 議長、矢作勝彦。 

沼澤恵一議長 選挙管理委員長矢作勝彦。 

矢作勝彦選挙管理委員長 選挙の投票時間の見直

しについての御質問ですが、立会人の方々にも

大変長時間御苦労をかけているところでござい

ます。投票時間につきましては、公職選挙法に

投票所は午前７時に開き午後８時に閉じると記

載されております。御承知のように、平成９年

12月に公職選挙法の一部改正がありまして、そ

れまで午前７時から午後６時だった投票時間が

午前７時から午後８時に延長され、以来、本市

におきましてもこの規定に基づき投票時間を午

前７時から午後８時までとしております。 

  投票時間の見直しにつきましては、全国の市

町村の中にも午後８時の終了時間を繰り上げて

いるところも多数見受けられます。これはあく

までも特別の事情がある場合に例外的に投票時

間を変えることができるという規定がありまし

て、それぞれの選挙管理委員会の判断で投票時

間の繰り上げを実施しているものと考えており

ます。 

  当選挙管理委員会におきましては、これまで

の選挙における投票状況や選挙経費などのさま

ざまな角度から検証し、投票時間の繰り上げに

つきましては、話を承りますと庄内ブロックの

ほうで来年あたりから実施したいとのお話も聞

こえてきておりますので、その辺の他の市町村

からの御意見も拝聴しまして今後慎重に検討し

てまいりたいと考えておりますのでよろしくお

願いいたします。 

  以上でございます。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） 大変懇切丁寧に御答弁
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いただきまして、ありがとうございます。 

  ちょっと順序が逆になるかもしれませんけれ

ども、まず選挙の投票時間について再度質問さ

せていただきます。 

  先ほども申し上げましたけれども、地方から

の発信、中央からの公職選挙法で決まっていま

すのでだめなんですってもし御答弁いただきま

したら、それだったら地方議会要らないでしょ

うと話ししようかと思っていたんですけれども、

やはり地方からの発信というのは絶対必要だと

思います。今委員長お答えになった庄内という

んですけれども、これ恐らく私の勘違いだった

らおわびしますけれども、鶴岡市だと私把握し

ています。鶴岡は御存じのとおり統合合併しま

したので、温海地区まで鶴岡市になったと、投

票用紙の、投票された箱ですか、それを集める

のに相当時間かかる。そういう状況で鶴岡市あ

たりでもそういう話をしたり、あるいは山形県

でも出ていますよね。県の中でも投票時間を見

直すべきではないかと。それであえてお尋ねし

ますけれども、直近でも去年市長選挙はなかっ

た、市議会選挙がありまして５年前の市議会選

挙と去年の市議会選挙の中で期日前投票の投票

率はどのくらいの違いがあったんでしょうか。 

森 隆志選挙管理委員会事務局長 議長、森 隆

志。 

沼澤恵一議長 選挙管理委員会事務局長森 隆志

君。 

森 隆志選挙管理委員会事務局長 昨年の市議会

議員選挙と平成19年市議会議員選挙を行ってお

りますが、平成19年が期日前投票3,000名、率

にしまして9.43％です。昨年の市議会議員選挙

でございますけれども4,458名、率にしまして

14.36％となっております。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） それでは、もう２点で

すね、夕方６時までから８時までの投票所にお

ける投票者数の割合というのは確認できますか。

６時から８時まで何名ぐらいの投票者がいたか。 

森 隆志選挙管理委員会事務局長 議長、森 隆

志。 

沼澤恵一議長 選挙管理委員会事務局長森 隆志

君。 

森 隆志選挙管理委員会事務局長 昨年の市議会

議員選挙、それから平成19年でございますけれ

ども、平成19年は1,855名でございます。率に

しまして全体の5.8％の方が６時から８時の間

で投票なさっております。昨年におきましては、

1,670名。5.38％となってございます。 

  以上でございます。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一議員。 

６ 番（佐藤義一議員） ちょうど今局長がお答

えになった数字にぴったり合いますね。期日前

投票が上がっている分だけ６時から８時の人が

少なくなっているということですよね。大変い

い数字お答えいただきましてありがとうござい

ました。 

  選挙制度について最後に質問させていただき

ます。投票時間を夕方８時から６時に繰り上げ

ましたら経費はどのぐらい削減できますか。 

森 隆志選挙管理委員会事務局長 議長、森 隆

志。 

沼澤恵一議長 選挙管理委員会事務局長森 隆志

君。 

森 隆志選挙管理委員会事務局長 選挙経費でご

ざいますけれども、昨年の市議会議員選挙より

やはり県議会議員選挙でございますけれども、

かなり選挙委託金、これの削減がございました。

それを受けまして新庄市選挙管理委員会としま

しても人件費の圧縮といいますか、管理職職員

を使ったり臨時職員で対応したりということで、

投票事務もかなり圧縮してございます。それの

計算で大体概算でございますけれども、８時か

ら６時に繰り上げた場合におよそ70万円ほど経
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費的には時間外手当が削減できるのかなと試算

しております。 

  以上でございます。 

  夜間は、弁当は自費で行っております。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） ありがとうございまし

た。 

  星川会長から非常にいい答弁いただきまして

きょうはありがとうございました。ぜひ、１人

調査員をふやして状況把握に努めるということ

でございますので、これからも、去年申し上げ

ましたとおり病害虫の発生、環境悪化につなが

る耕作放棄地ですので、よろしくこの次頑張っ

ていただきたいと思います。 

  それで、空き家バンクと条例につきまして、

奥山議員のほうでかなり時間割いて質問されま

したので、重なる部分があるかと思いますけれ

ども飽きしないでお答えいただきたいと思いま

す。 

  先ほどから、８月までにやるという話が出て

いますので、あらかじめこれを質問しようと思

ってきたんですけれども、８月までにやるとい

う答えが出てくると答えようがなくなるんです

けれども、あえて質問させていただきます。昨

年、県が行った11月でしたか、10月にアンケー

ト調査やったと私一般質問させていただきまし

たけれども、この中に12市町村が把握していな

かったと。この12市町村に新庄市は入っている

んでしょうか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 入っていないと認識して

おります。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） それは余りにも認識不

足でなはいですか。私、山形県から聞いたんで

すよ。新庄市は把握していませんでしたと。何

でしたら、総合支庁の地域振興課に確認してく

ださい。私、自分の名前、身分名乗っています

ので、新庄市議会の佐藤義一ですけれども、12

市町村の中に新庄市は含まれるんですかと。去

年のアンケートの段階では新庄市は把握してい

らっしゃいませんでしたと私聞いていますから

あえて質問したんです。入っていないんですか。

答えてください。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 入っておりません。（「入

っていない。わかりました」の声あり） 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） 12市町村に入っていな

いという答えであったとすれば、空き家の現況

を把握していたということですよね。空き家の

状況を新庄市は把握していたということにつな

がりませんか。さっき、12市町村は空き家の状

況を把握していないという市町村が12市町村あ

りましたと、その中に新庄市は入っていないと

いうことは、逆に言えば把握していたというこ

とでしょう、市役所で、市で。わかりませんか、

言っていることが。 

  じゃあ、簡単に言います。空き家の状況を把

握していたのかって、去年の秋まで。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 残念ながら把握してござ

いません。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） 課長、答えが違わない

か。把握していない12市町村の中に新庄市は入

っていないとあなた答えたよ。そうでしょう、

今。把握していない12市町村に入っていません

と答えませんでしたか。そして、把握はしてい
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ませんというのは矛盾していないですか。答え

が、回答が。 

沼澤恵一議長 暫時休憩します。 

 

     午前１１時３０分 休憩 

     午前１１時３０分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開します。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 昨年の県の調査のほうに

は、私どものほうでは把握しているということ

にはなっておりません。ただし、平成20年度に

行いました国によります住宅土地統計調査、こ

ちらの調査のほうは当然実施しておりますので、

そこに基づく抽出調査によります推計値、これ

は持ってございます。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） 課長、答弁は簡略にや

りましょう。お互いに、私も聞く方も簡略にし

ますので。 

  要するに、去年の11月に、あなたさっき、課

長は12市町村に入っていないと答えた。これは

間違いですよね。平成20年度にやった、いわゆ

る2008年度ですよね。それでやったときには国

がやった形態調査には私どもその数値は予定し

ていると。ただ、山形県がこの間やった空き家

に関するアンケートについては12市町村の中に

新庄市は含まれていると。でなかったら、さっ

き奥山議員がした質問に対しても８月までにや

るなんていう答えは出てこない。今までやって

なかったから８月までにやるということなんで

しょう。 

  ちょっと、課長、もう１回。そこ認めてくだ

さい。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 申しわけございません。

８月までの調査ということにつきましては、こ

れまでしっかりとした全体像をつかんでいませ

んでしたので、実施するということでございま

す。平成20年度の調査につきましては概数の調

査になりますので、全体は推計の数でしか出て

こないということもあります。一般的な住居し

かございませんので、例えば店舗、工場、そう

いうところも含めて全体像をつかみたいという

ことでございます。よろしくお願いいたします。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） ８月までにやると言わ

れますと、本当に質問のしようがないんですけ

れども、たださっき言いました県内各市町村に

寄せられました苦情、倒壊しているあるいは倒

壊のおそれがある、あるいはちょっと危ない。

こういうのはどういうふうな方向で進められる

かはあと御相談に上がりますけれども、倒壊し

ている、倒壊のおそれあり、あるいは危険だと

いうランクぐらいやっていかないと大変かと思

います。 

  さっき言いましたけれども、個人所有だとい

うことを大変皆さんお好みになってお言葉使わ

れますけれども、個人所有だから行政が手を出

せないということになればそれはおかしいんじ

ゃないかと私思います。できない、法的な縛り

があるからできない、あるいは個人所有だから

縛りがある、壁がある。その壁を乗り越えてい

かないと新庄市民、地域住民のためにならない。

それをどうやって乗り越えるかという努力をし

ていかないと、それは行政と言わないというこ

とにつながると思うんです。 

  さっき言いましたけれども、空き家条例、こ

れは本当に市長、空き家条例を考えていかない

とどうしようもないと思います。 

  舟形町ではですね、舟形の町会議員もお見え

ですけれども、舟形町の条例が約９条ございま
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す。空き家条例。その中の最初が、空き家危険

管理、危険だと判断した場合町長は指導すると、

最初その所有者に対して。その次に勧告すると。

第７条だったか８条だったか今探しても見えな

いんですけれども、最後は命ずることができる

としています。例えば、強制代執行という言葉

さっき出ましたけれども、いみじくも３月議会

からで大仙市で貸家なんですけれども、５棟倒

しました。そしてそれは、私ちょうどそこで飯

食っていたときに見ていたんですけれども、所

有者と市が話をして経費は所有者が払いますと、

そういうことでやっているわけです。そこまで

行かないとなかなかこれから難しいと思う。 

  今、まだ空き家の実態調査の段階だというこ

とであって空き家条例までは頭が回らないと答

えられればそれまでなんですけれども、空き家

条例についての、今まではそういう考えはあり

ませんでしたか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 条例化につきましては空

き家の調査の結果の方向性が、例えば利活用策、

あるいは危険を解消するための防災防犯対策と

いう面に分かれようかと思いますが、いずれの

方向につきましても今後検討されるべきところ

の有用性を有していると思っています。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） 空き家、かなり、さっ

き580戸ほどあると推定されるという話でした

けれども、その中で税務課長にお尋ねしますけ

れども、空き家の所有者あるいは新庄に住んで

いないわけですよね、空き家の場合。そういう

方々の、固定資産税の未納付というのはござい

ませんか。 

近岡晃一税務課長 議長、近岡晃一。 

沼澤恵一議長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 未納については、実際空き家

であると確認して、そして納税されていないと

現状で確認できるものはございます。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） そういうさまざまな弊

害が出てくるわけですから、さっき市長もお答

えありましたように、税金払っていない人のも

のを市の皆さん、一般の人が払っている税金を

使って対策を講じられるか。税の公平という観

点からも問題だと思いますけれども、ぜひ解消

していただきたいと思います。 

  最後に一つだけ、空き家に関して、去年あれ

ほどの豪雪がありましたけれども、奥山議員だ

けでなくて私のところにも、うちの前の空き家

の雪をどうにかしてほしいという電話があって、

私も何軒か見に行っていますけれども、去年そ

ういう電話、苦情は環境課のほうにはどのくら

いあったんでしょうか。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 申しわけございませんが、手

元に集計した数値、持ち合わせておりませんの

で、後ほど資料を佐藤議員のほうにお渡しした

いと思いますので、よろしくお願いします。申

しわけございません。 

６ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６ 番（佐藤義一議員） 急に申し上げまして、

申しわけありませんでした。じゃあ、後で教え

ていただければ結構です。 

  以上で終わります。ありがとうございました。 

沼澤恵一議長 午後１時まで休憩いたします。 

 

     午前１１時３９分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  なお、農業委員会会長星川 豊君より、午後
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から欠席届が出ております。 

 

 

伊藤 操議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、伊藤 操君。 

   （２番伊藤 操議員登壇）（拍手） 

２ 番（伊藤 操議員） 本議会３番目に質問さ

せていただきます。 

  会派開成の会の伊藤でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

  先日、大蔵村肘折地区の災害現場視察に行っ

てまいりました。大規模な土砂崩れを起こし、

現在も予断を許さない状況で復旧にはかなりの

期間を要すると予測されます。地元の方は災害

の不安と観光客の減少による経済的な不安にさ

いなまれておりました。開湯1,200年の歴史あ

る肘折温泉に一日も早い活気が取り戻せますよ

うにと祈るところでございます。 

  それでは、通告に従いまして私からの質問を

述べさせていただきます。 

  まず初めに、市民の健康づくりへの取り組み

について三つほど伺います。 

  まず一つ目、近年地域型スポーツクラブやサ

ークル活動などで健康づくりのための取り組み

が活発に行われ非常によい傾向にあると思いま

す。若干の参加者の固定化の問題が存在します

が、一人一人の健康意識が高まることは大切な

ことです。しかし、現役世代はもちろん現役を

退いた世代でも今の時代は何らかの仕事や役職

についておられる方も多く、サークルやクラブ

活動に行くための日程や時間の調整ができず、

月会費を無駄にしてしまうと参加を見合わせて

いる人も多いようです。 

  数年前まで、市民プラザのヘルシールームに

筋力トレーニングができるマシンが数台設置さ

れておりました。当時は体力増進への意識が低

かったのか使用する人が少なかったようで、現

在は東山にてアスリートの育成に役立てている

と聞きました。しかし、長期的な健康づくりや

介護予防の観点から見ても、だれもがもっと気

軽に出向いて運動ができるプラザの取り組みが

今になってやっと必要になってきたのではと感

じます。復活することができないのかお伺いい

たします。 

  次に、手狭傾向にある市内の体育設備につい

て伺います。市内各地区の学校や団体でスポ少

や部活動ほか各種競技の練習する場所の確保が

大変であると伺いました。抽選や順番待ちの場

合もあり、特に冬期間には屋外競技のトレーニ

ングにも使用されるので、ますます会場確保が

困難になってきております。東山体育館やすぽ

ーてぃあ、わくわく新庄、最近は山屋セミナー

ハウスも開放されておりますが、既に予約がか

なり入っているようです。増築や改築、もしく

は新たな設備は考えられないのでしょうか。 

  例えば、東山体育館の場合、有名選手やスポ

ーツタレントを招待するイベントの立ち上げは

設備が老朽化していて困難なようにも感じます。

また、駅からのアクセスも楽な場所に人の集ま

りやすい設備を整えるということも今後の課題

として存在すると思いますが、いかがなもので

しょうか。 

  三つ目です。各地域において、健康啓発のた

めの自主的な取り組みが徐々に広がっています。

特に、高齢者や障害がある方を対象とした運動

の指導者は需要が高くなりつつあります。積極

的に取り組む必要があると感じますが、一方で

健康運動の指導者不足の声も聞かれます。この

問題もどのようにお考えでしょうか。お伺いい

たします。 

  次に、中学校における新たな必修科目につい

て四つほどお伺いいたします。 

  まずは一つ目。ことし４月より全国の中学校

で武道とダンスの必修が決定しており、新庄市
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ではこの10月から武道においては柔道を選択し

ているとお聞きしました。 

  新学習指導要領では、武道は武技、武術など

から発生した我が国固有の文化であり、相手の

動きに応じて基本動作や基本となる技を身につ

け相手を攻撃したり相手の技を防御したりする

ことによって勝敗を競い合う楽しさや喜びを味

わうことができる運動です。また、武道に積極

的に取り組むことを通じて、武道の伝統的な考

え方を理解し、相手を尊重して、練習や試合が

できるようにすることを重視する運動ですと書

かれておりました。 

  具体的には、柔道、剣道、相撲の三つから一

つを選んで教えることになるとのことですが、

剣道の場合は道具などが高額になる、相撲は土

俵が必要になるとの理由から柔道を選択する学

校が多いのではと言われております。しかし、

一部では安全性についての配慮で選択されたわ

けではない、そういう批判の声も上がっており

ます。 

  新庄市が柔道を選択している経緯は、柔道連

盟の存在が大きく関係しているのかと推察され

ますが、その指導の方法、今注目されている安

全対策、柔道連盟との連携などを具体的にお伺

いいたします。 

  二つ目。武道の場合、けがのリスクも高いと

容易に予測されますが、他の自治体ではヘッド

ギアの着用、ひざをついての組手、受け身を中

心とした授業とさまざまな方法を考えているよ

うです。恐らく、これらの方法は柔道未経験の

体育教師による指導なのかとも考えられるので

すが、新庄市ではどのようなお考えでいるので

しょうか。お伺いいたします。 

  次に、ダンスの指導について。これも新学習

指導要領では、創作ダンス、フォークダンス、

現代的なリズムのダンスで構成され、イメージ

をとらえた表現や踊りを通した交流を通じて仲

間とのコミュニケーションを豊かにすることを

重視する運動で、仲間とともに感情を込めて踊

ったりイメージをとらえて自己を表現したりす

ることに喜びや楽しさを味わうことのできる運

動と書かれてありました。 

  私は、個人的に内容にかなりの無理があるの

ではと感じるのですが、その中の現代的なリズ

ムとはヒップホップダンスになっているそうで

す。現代の子供たちが求めているのはむしろこ

のダンスなのですけれども、指導のためのリー

フレットを見ますとプロでさえも理解に時間が

かかる内容でした。それをダンスの経験の浅い

体育の教師に理解を求めるのは困難ではないか

と思われます。必修科目の授業として成立させ

るには外部講師の派遣が必要とされると思われ

ます。市では派遣は考えていないとのことでし

たが、武道と同様、指導には熟練した技術が必

要です。毎回とは言いませんけれども、プロに

よる指導を取り入れることにより、より高度な

授業が展開できると思います。市の見解をお伺

いいたします。 

  最後に、ダンスの授業を体育教師が行う場合

教師にかかる負担がかなり大きいのではと推察

されます。全国的に教員数の減少や高齢化が問

題となり、また中学校における部活動の指導者

不足、小学校においては体育の指導内容が高度

化して個別指導も必要となり、子供に関心や意

欲を持たせる体育指導が困難な状況にあると文

科省の発表にありました。解決策として、地域

スポーツ人材の登録推進、及び人材の確保、教

育的配慮事項を中心とした講習会の開催、地域

住民からの意見の蓄積、問題解決のための体制

づくり、こういうことが挙げられておりました。

市でもこれらの事業を推進し、学校及び教師へ

のバックアップやフォローアップへつなげると

いうのはいかがでしょうか。市の考えをお聞き

いたします。 

  以上をもちまして、壇上からの質問とさせて

いただきます。御清聴に深く感謝申し上げます。
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（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、伊藤議員の質問に答弁

させていただきます。 

  二つに大きく分かれております。それで、後

半のほうは教育長のほうに答弁させますので、

よろしくお願いいたします。 

  私のほうからは市民の健康づくりについてと

いうことで、さまざまな事例を挙げながら健康

づくりを推進してはどうかというお話でござい

ました。スポーツの振興には心身の健全な発達

から地域の活性化までさまざまな効果がうたわ

れておりますが、健康づくりとして介護予防や

寝たきり予防のための運動もその一つと考えら

れております。 

  本市では、運動のための施設として東山体育

館を初めとして14カ所の体育施設に加え、わく

わく新庄や農村環境改善センターなどを管理運

営しておりますが、ほかにも県立のすぽーてぃ

あなどがあります。 

  そこでプラザの事例を出していただきました

が、開設当初あそこに相当の機能を高める機材

が入っていたわけでございますけれども、実質

は非常に専門的であると、一般の皆さんに開放

するまでいかないということで、トレーナーを

置かないとあの機器によってはけがをする、あ

るいは複雑な筋肉の状況において大変なことに

なるということで、専門的な方、よく使われる、

指導者がよくつくということで、東山のほうに

引き上げたということを伺っております。 

  東山のほうにおきましては高校の先生方等の

指導においてその高度な器具の使用をしている

ということで、プラザにおいては専門の指導者

がいないということで、大変逆に危険だという

指摘があったと聞いております。 

  また、施設の充実よりも優秀な指導者の確保

というのが今申し上げたとおり非常に重要な一

つでもあります。ただし、一般的な指導者の派

遣につきましては新庄学出前講座において派遣

制度を行っております。これは原則としまして

10名以上の市民で構成する団体に土日を問わず

無料で講師を派遣する制度でございます。健康

啓発として地域の公民館でもできる講座もあり

ますので、その目的や内容に応じ生涯スポーツ

課や健康課にお気軽に相談いただければと思っ

ております。 

  また、冬期間における体育施設につきまして

は、どうしても雪という事情があって、外のス

ポーツも室内に移ってくるということで、利用

の希望が多いということで、事前に調整をして

いただいているということが現状であります。

その中で体育施設の混雑緩和するための増改築

や新設とのことでありますが、現状としては今

後行われる耐震化を含めた形での社会体育施設、

スポーツ施設の診断を行いながら今後どう図る

かということになってくると思います。基本的

には、増築というか新たな新設は考えておりま

せん。現状の中でどういうふうに使うかという

ことを今考えております。 

  昨年10月に、山屋セミナーハウスなどもオー

プンし、非常に利用度なども高くなっておりま

す。また、小中学校の開放も進めておりますの

で、今耐震化で使えない学校もありますが、特

に地域の皆さんに学校を開放するという方向で

はこれまでも進めてきましたし、今後もさらに

それを進める方向で考えて、市民の皆さんの健

康づくりに寄与してまいりたいというふうに思

っています。 

  しかし、最終的には自分自身も含めてですが、

健康管理は自分が一番の基本であるということ

で、施設がない場合など朝早くからウォーキン

グであるとかそうしたことを多くの市民の皆さ

んを目にするわけですけれども、自分の健康は

まず自分でやる、その上で行政が整える環境に
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ついては整えられる範囲でしっかり支援してい

きたいと考えておりますので、何とぞよろしく

お願いしたいというふうに思います。 

  私の答弁は以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、私のほうから中学校

における新たな必修科目についてということで、

柔道への対応についてまずお答え申し上げます。 

  この４月からの中学校学習指導要領の完全実

施により中学校の保健体育では武道とダンスを

含めた球技、陸上競技など８領域すべてが必修

となりました。市内の中学校では選択として扱

ってよい３学年も含め、議員おっしゃるように

全校、全学年が武道として柔道を実施します。

指導内容としてはどの学校も各学年10時間の指

導計画とし、安全に配慮しながら段階を追って

無理のない指導を心がけています。 

  １年生は柔道着の着方から始め、礼法、受け

身、固めわざまで。２年生は礼法、受け身、固

めわざ、ひざ立ちしての投げわざ、そして学校

によってはわざをかける者とかけられる者が打

ち合わせしての約束けいこなど。３年生はこれ

に加え大外刈りなどの後ろに転ぶわざを禁止し

ての試合などに取り組ませる予定です。 

  次に、指導上の安全対策ですが、昨年度まで

に市内の中学校では、これまでも答弁申し上げ

ましたように、既に５校中４校が１年生から３

年生まで柔道を選択し安全に実施してきている

経緯がございます。今年度から新たに柔道を実

施する１校も含め、市内各校の体育担当者はこ

れまでの経験と実績をもとに安全に配慮しなが

らさらに授業の充実を図っていこうとしていま

す。 

  実際の指導の際には、受け身、固めわざなど

基本的な内容を中心とし、無理な体勢からのわ

ざや危険な動きは禁止します。加えて、可能な

限り、複数の指導者による指導体制をとる、ま

た危険とされる後方に倒れる動作に対して後頭

部を打たない姿勢づくりができる準備運動の実

施、畳のずれを防止する滑りどめ防止マットの

活用など、施設面で安全配慮にも努めていこう

としております。 

  また、万が一事故が発生した際のアイシング

などの救急措置や緊急連絡体制なども年度当初

の中学校の武道の指導体制に関する状況調査に

より整備されていると確認したところでござい

ます。市といたしましても、県教育委員会と連

携しながら６月下旬の県教委主催全県柔道実技

指導者講習会への各校体育教諭参加依頼、そし

て体育の授業に外部指導者を活用できる県事業、

学校体育実技指導者協力者派遣事業の活用奨励

などにより、柔道にかかわる学校事故の絶無を

期していきます。 

  また、最上地区柔道連盟との連携につきまし

ても、現時点では学校からの指導者派遣の要請

希望はありませんが、昨年度から依頼申し上げ

ていますので、要請があれば対応したいとの年

度当初の総会で確認がなされたとの確認をさせ

ていただいております。 

  ２点目の柔道のけがのリスクを低めるための

ヘッドギアの使用等の検討ということに対して

お答え申し上げます。日本スポーツ振興センタ

ーの災害給付の給付件数を見ますと、全国の中

学校体育の授業における柔道の死亡事故は平成

元年度から平成21年度まで報告がなく、柔道に

ついては授業中より運動部の活動中の事故が多

いとの実態があります。ただし、授業中の事故

についても頭部の重篤な事故が平成10年度から

平成21年度まで全国で２件報告されております

し、捻挫や打ち身などの比較的軽いけがについ

てはさらに多く報告されている現状であります。

新庄市内の中学校でも昨年度１年間で３件の軽

いけがの報告がありました。 

  このたび、市内中学校に対し武道とダンスの

指導についての調査を行ったところでは、柔道
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でヘッドギアの着用を予定している学校はなく、

それ以外の対策で生徒の安全を確保していくよ

うに準備しております。市といたしましても、

このような取り組みを支援し、県教育委員会と

も連携しながら、柔道指導における生徒の事故

の絶無を期して指導に当たっていく所存でござ

います。 

  三つ目のダンスの指導等、どのような授業を

展開するのかということに対しお答えいたしま

す。 

  この４月から武道とともに必修になったダン

スの指導については、学習指導要領によると創

作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムの

ダンスの三つを扱うことができるとされており

ます。市内中学校が体育でダンスに充てる時間

としては各学年とも５時間ずつという学校が３

校と一番多く、８時間から10時間を充てる学校

も２校あります。内容では創作ダンスを取り上

げ、仲間とかかわりながらダイナミックに変化

する動きを表現させるという活動を予定してい

る学校が２校、フォークダンスを取り上げ、フ

ォークダンスや八向小唄などの民謡を運動会に

向けて取り組ませた学校が３校、それに加えて

ヒップホップ系の創作ダンスを指導したいと考

えている学校が２校ございます。どの学校も基

本的には学習指導要領の趣旨を踏まえながら、

外部指導者を当てにしない指導体制を考えてい

るようです。また、事前のダンス指導に係るア

ンケート調査によれば、特に指導に困難を感じ

ていないとの結果報告でした。 

  ダンス授業での体育教師のフォローアップと

いうことにお答え申し上げます。市内中学校の

体育教員は女子教員が５校中３校に在職してい

るということもあって、現段階ではほとんどの

学校では外部指導者を招聘する希望はありませ

ん。体育教員の得意な面や経験を踏まえ、それ

ぞれの学校の実態に合った計画を立て、運動会

でのフォークダンスを体育で指導するなど内容

的にも生徒の自発的な意欲を持った取り組みを

考えながら、体育教員自身の負担も考えた指導

内容の工夫をしております。また、最上管内で

ヒップホップ系の創作ダンスの指導に造詣の深

い現職教員を招き、学習内容の充実を図りたい

と考えている学校もあります。 

  市教育委員会では、学校の現場の要請があれ

ば柔道指導の得意な教員とダンス指導の得意な

教員の相互の授業交換などの可能性についても

検討を進めるなど、指導内容の充実と教師への

フォローアップを図っていきたいと思っており

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 丁寧な答弁ありがとう

ございました。 

  では、再度質問させていただきます。まず最

初に、市長から答弁ありました市民プラザの専

門的なトレーナーが必要であるというお話があ

りました。やはり筋肉トレーニングをするには

専門的な知識のある者の付き添いが絶対必要で

す。プラザでは、それが必要であるにもかかわ

らずできなかったと。そのときに、私から言わ

せてみますと、マシンを東山に撤退するのでは

なく専門的な職員を配置すべきだったのではな

いかと考えます。その辺はどういうふうないき

さつで東山のほうに機材が移ったのかお答え願

います。 

小嶋達夫生涯学習課長 議長、小嶋達夫。 

沼澤恵一議長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 プラザのヘルシールーム

に設置しておりましたトレーニングマシン等に

ついてということでございますけれども、以前

はトレーニング用として設置しておりました機

械、今はない状態でございます。大型の機器類

は野球場のトレーニングルームへということで、

お話がありましたように移動しておりますが、

当時の利用形態、利用頻度をということ、それ
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から機械そのものの特異性といいますか、トレ

ーニングマシン等の競技選手用の傾向の強いも

のというものについて当時、利用形態を勘案し

て野球場のトレーニングルームへということで

移動した経緯があるようでございました。 

  なお、現在の市民プラザのヘルシールームの

利用状況については、夜間について常時予約が

入っているという状況で使用されております。

日中の午前午後の利用枠はあきがあるようです

けれども、日曜日の夜間についてはもう満杯と

いうことでの利用団体の使用状況のようです。 

  団体としては８団体が主に市民スポーツクラ

ブとして使っているようでございますけれども、

できればその団体のほうで会員募集されている

ようですので、軽運動等の参加について加入等

あるいは野球場のトレーニングルームのほうに

ついて御利用いただければというふうに考えま

す。よろしくお願いします。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 野球場に置いてあると

いうことは、スポーツ選手が優先されるのでは

ないかと思います。私が申し上げているのは、

介護保険の料金の改定が３年ごとにあります。

その中で長期的な考え方として、若年の一般の

方を対象にした健康づくりが急務なような状態

にあると感じます。その中で、以前そのように

プラザにてそういう健康器具があったのなら、

今最上町でそういう取り組みをやっているので

すが、トレーナーがついて、特定高齢者の場合

なんですけれども、病状とか障害のレベルに合

わせたものを医師とトレーナーが連携してフェ

イスシートを１人ずつつくって改善に努めてい

るという事例があります。こういう取り組みで

健康維持に非常に役立っておりまして、その町

では、介護保険料の上昇に歯どめをかけている

という大きな成果があります。 

  新庄市は、13市のうち４番目に介護保険料が

高いということで、その長期的に健康づくりを

慢性的にやる必要があります。そのときに、高

齢になるとどうしても気力のほうが先に衰えま

す。その気力のほうを補うことができるのは行

政だと思うんです。そして専門的にこれこれこ

うすると効果があるので、自宅でも継続できる

ようにという指導が欠かせないと思います。そ

れゆえプラザでの復活、日中使う場合があいて

いるのであれば１人専門職を置いてフェイスシ

ートで個別の対応というのを今後考えていただ

きたいのですが、そこら辺はどうなりますか。 

小嶋達夫生涯学習課長 議長、小嶋達夫。 

沼澤恵一議長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 一般社会人のための健康

づくりのために市民プラザということでは、施

設の運用法からすれば大変ありがたい話ではあ

ります。 

  現在、プラザのヘルシールームの活用策につ

いては、各団体の方の軽スポーツとか健康維持

のための運動用に寄与しております。伊藤議員

のおっしゃるようなことも含めて、生涯学習の

分野と感じますので、その辺は関連課と協議を

した上で進めさせていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） わかりました。 

  では次に、新庄市の出前講座があるとお聞き

しまして、その講座が50弱あるそうです。その

中で健康に関した講座が三つほど挙げられてお

りますけれども、この利用状況とその人数、そ

して成果がもしわかればお伺いいたします。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 大変申しわけございません。

健康に関する出前講座の情報を持ってきており

ませんので、後ほど御提示したいと思います。

よろしくお願いします。 
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高木 勉生涯スポーツ課長 議長、高木 勉。 

沼澤恵一議長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 新庄学出前講座の生

涯スポーツ課担当の軽スポーツ教室でございま

すが、これはスポーツ推進員、現在19名、市で

委嘱しておりますけれども、この方たちによっ

て行われております。実績につきましては、残

念ながら例年１件か２件、各小学校に出向いて

親子軽スポーツ教室等を開催している状況でご

ざいます。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 今非常に出前講座の件

数が少ないと聞きましたけれども、これは周知

のほうに問題はないのでしょうか。私、出前講

座のメニューの資料持っていますけれども、残

念ながらほかのは税の仕組みとかいろいろある

んですけれども、難し過ぎてまず気軽に依頼で

きないような内容も多々ありまして、その中で

も健康づくりだともう少し周知すれば参加や依

頼が多いと思うんです。その周知の方法はどの

ようになっているのかお伺いいたします。 

沼澤恵一議長 総務課長の前に、なるだけ通告に

従った内容の質問に切りかえてください。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 出前講座の周知の方法につい

ては総務課のほうで総括してございますので、

私のほうからお答えさせていただきますが、広

報のほうで出前講座のタイトルといったものを

年に１回、４月だったと思いますけれども広報

でお知らせさせていただいております。そのほ

か、インターネット、ホームページのほうにも

掲載されておりますので、そちらのほうからの

御利用というふうに考えております。なお、個

別に対応されているところもあろうかと思いま

すけれども、総括的には今申し上げたような内

容でございます。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） それでは、中学校の必

修科目の武道についてお伺いいたします。 

  新指導要領では、柔道、剣道、相撲から選ぶ

ということになっております。その中で、武道

の履修といっても新庄市では空手の型による有

名選手というか全国制覇をしたような生徒もお

りまして、組手を使わない空手の型のような競

技や将来にわたって護身術にもなり得る合気道

とか、そういうふうな選択はなかったのでしょ

うか。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 ただいまの質問ですが、

実は学校のほうからも空手のほうを選択できな

いかということで委員会のほうに問い合わせが

ありました。昨年度もそういう問い合わせがあ

って、平成24年度の実施に当たってということ

だと思うんですが、県を通じて問い合わせをし

たところ、この三つの中から基本的に選ぶよう

にということの指導だったようです。このたび

もまた、学校のほうからも要望がありましたの

で、県教委を通じて文科省のほうに問い合わせ

をさせていただいたところでした。その結果は、

基本的にこの三つの中から選択するようにとの

答弁でした。ただ、この指導要領の解説書、こ

れ体育のやつなんですけれども、議員も見られ

たと思うんですが、これを見るとこの文中にこ

の三つの選んだものに加えてそのほかの武道を

選択することができるという一文があります。

これを解釈というか、そこはまだ文科省のほう

に問い合わせしていないんですが、例えば今、

教育長からあったように10時間柔道の希望して

いると。それを前半、例えば５時間、しないと

いうふうに言えませんので、５時間して、残り

の５時間を地域の空手の指導者なんかも活用さ

せていただきながら空手をするなんていう、そ
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ういうふうな運用の仕方はできないのかな、と

いう問い合わせもして、また武道のほうの実施

のところは早いところで10月ですので、そうい

うところも探ってみたいと思っているところで

す。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） それでは柔道連盟との

連携のほうを先ほど答弁いただきましたけれど

も、どのぐらいの人数で来るのか詳細にお伺い

します。 

  複数と先ほど申されました。そこで体育の先

生がどのような役割を担うのか。そして柔道連

盟との時間的な話し合いとか指導方法の安全性

についてもう少し詳しくお願いいたします。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 詳しいところの打ち合わ

せというのは実際のところまだ行っておりませ

ん。これも教育長のほうから先ほど答弁あった

ように、学校のほうで今のところ連盟の指導者

を要請するという希望は今のところないような

状況です。ちらっとお聞きすると、なかなか要

請があったときに実際に学校の現場の事情を知

って派遣できる方がいるかとなると、やはり中

学校の体育の教員で柔道を過去経験あると、そ

ういうふうな方を派遣するような形になるんで

ないかということをお聞きしております。 

  それから、２点目の複数の指導者ということ

は体育の教員が複数いるような学校で、例えば

最大で３名ほどいるような学校ありますので、

そういうところは授業のやりくりをしながらな

るべく２人くらいの人数で指導するということ

を考えているということのアンケートの報告に

あったところです。以上です。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） わかりました。 

  それで、もう一つ最後ですけれども、ダンス

の必修化に向けてですけれども、地域スポーツ

人材を活用した運動部活動推進事業というのが

ありまして、先ほどの答弁の内容ですと先生方

が一生懸命やるから大丈夫だというような内容

に聞こえたんですけれども、ここでは地域との

連携というのも必要ではないかと思います。な

ぜかというと、ダンスといっても柔道みたいな

危険性はないんですけれども、足首とひざには

非常に負担のかかるスポーツでありまして、そ

れのフォローアップのようなものも現在の体育

の先生で十分なのかと心配もあります。そこで、

地域スポーツ人材との連携というのもあります

ので、ここで新たにそういう協力とかそういう

連携とかを設立するというのはどうなんでしょ

うか。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 教育長の答弁のところに、

今希望者が学校で希望ないということで、今の

ところは県のところを考えていないということ

を申し上げたわけですけれども、決して学校の

ほうでこの県の事業なわけですけれども、いわ

ゆる事業のところに指導者というか派遣をする

という事業なんですが、これからも使わないと

いうことではないと思います。このような事業

がございますので、多分場合によってはこれを

ぜひ使いたいということの申し込みなんかもあ

るんでないかなと思っているところです。 

  議員がおっしゃられたそのようなリストをつ

くってということなんですが、学校のほうの要

望等も踏まえて検討していきたいなと思ってお

ります。学校のほうは手持ちの、自分たちで知

っている、例えばさっき現代的なという、ヒッ

プホップを希望している学校もあるわけですが、

このところだと例えば管内だとかどこそこ小学

校にいい先生がいるということを知っていて、

そこに校長を通して派遣の依頼をしながら活用
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したいということを考えている学校もあるよう

です。以上です。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時３８分 休憩 

     午後１時４８分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

小関 淳議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、小関 淳君。 

   （１３番小関 淳議員登壇）（拍手） 

１３番（小関 淳議員） ただいまより一般質問

いたします。 

  先月、こどもの日である５月５日に、日本国

内ですべての原子力発電所が運転を停止しまし

た。しかし、福井県の大飯原発については、残

念ながら福島第一原発事故の検証をしないまま、

原発を規制する機関も設置できないまま、間も

なく茶番劇のようなプロセスで再稼働されよう

としています。まだきょう現在我が国にある原

発は一つも稼動していません。しかし、原発が

なくなれば日本はパニックになると原発を推進

する政治家や経済人たちが執拗に危機感をあお

った割には、すべて原発が停止しているのに恐

らくだれも何一つ不便を感じなかったのではな

いかと思います。 

  では、停止してから今まで私たちが使用して

きた電力は、一体どこでどのようにつくられて

いたのでしょうか。これまでの状況を見る限り、

日本の通常時の電力は火力と水力発電などで十

分に間に合っていたことを全国民が実証したわ

けではないでしょうか。原発を推進する電力業

界とマスコミ、学者や官僚、そして政治家はこ

の事実をどう弁明しようとするのでしょうか。

さらに驚かされるのは、現在建設中の原発が３

基、計画されている原発が14基あるという国の

エネルギー政策の方向性です。これ、一体何を

目的としただれのための計画なんでしょうか。

私たち国民に余り見えないように進んでいるこ

とは子供の未来にとって決して明るい材料には

なり得ない負の事業であるということが、今回

の原発事故をきっかけに知ることができました。 

  新庄市政に関しては、もちろん純粋なまちづ

くり総合計画にのっとった市民の福祉向上と子

供の未来を明るくするための施策や事業である

と思いますので、それを信じて質問に入りたい

と思います。 

  初めに、新庄まつりに関連した質問です。つ

いこの間豪雪が消えたかと思えば、あっという

間にもう祭りの季節がやってきます。新庄まつ

りについては私なりの視点からこれまで何度も

質問していますが、このような停滞した時代だ

からこそ市民に少しでも元気になってもらうた

めにも、新庄まつりがより感動的で品格のある

誇り高き伝統祭りとしてよりよい進化をしても

らえないものかと切に願うからであります。 

  ということで、ことしの新庄まつりの基本的

な運営はどのような方針で行い、どの部分をど

う改善した上で品格と誇りある新庄まつりに仕

上げていこうと計画しているのか。 

  また、新庄まつり誘客100万人構想の初めの

一手となる有効な策とはどのようなものを計画

しているのかをお聞かせください。 

  また、これも昨年から質問していますが、人

出の算出方法についてです。あらかじめ申し上

げておきますが、これは算出方法だけの問題で

はなく、市政のさまざまな事業に取り組む姿勢

のことも含めて質問しているわけでございます

ので、誤解のないようにお願いします。 

  多くの人出を目指すためには、大ざっぱな基

礎数値ではしっかりとした検証や評価ができま
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せん。そうなると誘客増のための対策や事業な

どが無意味になってしまう可能性があります。

だからこそ、酒田市のようにより実数に近い人

出の算出方法を導入すべきではないかと言い続

けているわけでございます。この部分だけでも

理解していただきたいのですが、市長はこの件

に関してどう考えているのでしょうか。 

  さらに、周辺の市町村に大変強い影響力を持

つ新庄まつりでの先進的で啓蒙的なごみ対策は、

市内にとどまらず最上や村山地域全体をごみの

ない美化地域にできる可能性を持っています。

昨年も同じような提案を含めた質問をしていま

したが、ことしはどのような改善策を講じよう

としているのか聞かせてください。 

  次に、中心市街地及び商店街の維持と再生に

関する質問をいたします。近年特に、中山間地

集落の高齢化や人口減少が問題化されています

が、中心市街地でもそのような傾向は顕著にな

っております。このままでは空洞化が進み、先

ほど一般質問いただいた奥山議員、佐藤議員の

質問にもありましたように、空き家、空き地は

加速度的に増加し続けます。そして、そう遠く

ない日に、かろうじて町に居住しているのはほ

とんどが高齢者という状況になると予想してい

ます。 

  そこで、市長はどのような施策によってこの

ような状況を打破しようとしているのか、考え

を聞かせてください。 

  また、その市街地にある中心商店街も同様の

傾向にあります。加えて、コンビニ、インター

ネットやテレビなどのさまざまな通販、そして

息の根をとめるかのような郊外型大型商業施設

の進出が、商店街という機能を既にぼろぼろに

しています。 

  ３月の一般質問でも今後進出が相次いだ場合

はという質問に市長は、郊外型の店舗と中心商

店街の役割は異なると答弁していますが、それ

ぞれどのような役割があると考えているのでし

ょうか。そして今後空洞化する市街地、衰退す

る商店街をどのように維持すべきだと考えてい

るのでしょうか。それを聞かせてください。 

  さらに、このように大変厳しい状況の中で、

大型商業施設が相次いで進出を計画しています。

その進捗状況と出店後の中心商店街への影響は

どのように予想しているのか。また、今後はど

のような方向性が、総合計画の基本構想にある

ような理想の街に近づくと考えているのか聞か

せてください。 

  続いて、職員と業務体制に関する質問をいた

します。 

  議会初日、今年度新しく採用された職員の皆

さんの初々しい自己紹介がありました。４月１

日から市の職員として既に職務についているわ

けですが、その環境はといえば必ずしもシンプ

ルで働きやすい職場環境とは言えないように感

じます。正職員もいれば嘱託職員、日々雇用職

員が混在し、その処遇の異なる職員が各課に配

置されて職務をこなしているわけです。その体

制としては正職員の数が削減され、嘱託職員な

どの非正規職員が増加している状況でございま

す。 

  職員は市民福祉の向上のために奉仕しなけれ

ばならない使命があるわけですが、現在の体制

で職務遂行上の課題などはないのでしょうか。

また、処遇の異なる職員間でのあつれきなどは

ないのでしょうか。そもそも、正職員とそうで

ない職員の業務の違いとはどういうものなので

しょうか。嘱託職員の中にはさまざまな資格や

専門的な知識を多く持った方々もいます。その

方々の処遇も含めて、今後どのような体制で業

務を進めていくのか聞かせてください。 

  最後に、人事評価について質問をします。こ

の議場の中の執行部の皆さんは新庄市の人事評

価制度によって評価され、今ここにいらっしゃ

るわけですが、現在このような制度はどのよう

なシステムで運営され、今後どのように充実し
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ていこうと考えているのか聞かせてください。 

  以上で、壇上からの質問は終わりますが、こ

れから市長答弁をいただく中でもう少し確認し

てみたいと思う部分については一問一答のよう

な形で再質問をさせていただきますので、答弁

をよろしくお願いいたします。清聴いただきあ

りがとうございました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関市議の御質問に答

弁させていただきたいというふうに思います。 

  新庄まつりの運営についてということで、総

合的な新庄まつりの振興策であります基本運営

はどのような方針でどのように改善していくの

かということですが、ことし、来年度から新庄

まつり100年の大計第３期計画、平成25年度か

ら34年度までの10年間の開始の年ということで、

今年度中に魅力ある新庄まつりを策定すること

で現在担当課が進めております。 

  第２期計画の積み残し課題であります25日の

宵まつり化やまつりの観覧場所の増、また効果

的なＰＲ方法や受け入れ体制の整備などが中心

になると思われます。 

  24日宵まつりのアビエス観覧席につきまして

は発売当日電話にて受け付けをしておりますが、

早い段階での売り切れが続いております。これ

に対応するためにも観覧場所をふやしていきた

いところです。 

  それから、近隣宿泊先との連携、このことも

考えなければなりません。新庄まつりにおいで

になる観光客は、最上郡内を中心に銀山、東根、

天童温泉などに宿泊しております。100万人の

誘客を考えれば、さらに庄内地方や広域的な宿

泊場所として鳴子温泉、秋田小安峡秋ノ宮温泉

などと密接なかかわりを持とうと考えていると

ころであります。 

  誘客100万人実現の有効な手だてにつきまし

ては、まずは新庄まつりをもっともっと広く知

ってもらうことが肝要だと考えております。ま

つりポスターにつきましては製作枚数を昨年か

ら増刷し、例年より早期に着手しており、ＪＲ

東日本の駅構内、道の駅など広く掲示いただき、

多くの方に周知するよう活用しております。ま

た、ダイドードリンコでは、日本の祭りを応援

するということで、ダイドードリンコのお茶に

ことし新庄市が33番目の形で取り上げていただ

いて印刷されたお茶が出回るようになっており

ます。 

  テレビＣＭにつきましては、県内はもとより、

東北隣県及び関東一円も放送しております。ラ

ジオや雑誌、フリーペーパーなどメディアを活

用したＰＲ方法も、より効果的に行っておりま

す。昨年より実施しております吉本芸人三浦友

加さんを「しんじょさあべ！部長」としてお迎

えして、さまざまなＰＲ活動をしていただきま

した。ことしは塾長としてあなたの町に住みま

すプロジェクトをさらに展開して、少し長い期

間、主に山車製作など多くの方に参加していた

だくプロジェクトを考えているところでありま

す。 

  また、今後観光振興の上でインバウンドを外

すことはできない状況となっております。昨年

初めて旅行商品となりましたが、ことしは新庄

まつりの期間に来日する旅行商品が発売されて

おります。また、ビジットジャパン事業として

台湾観光エージェントの招請も行われます。外

国人観光客の取り組みを進めることで、確実に

新しい観光の姿となり得るものと考えておりま

す。 

  御指摘の人出の算出方法につきましては、メ

ーンとなる神輿渡御行列が市内一円に及ぶこと

から人出の把握はもちろんその推進自体も難し

く、主要ポイントの滞留観客席の調査にしても

相当の苦労を要しております。現在、地域別新

庄市人口の80％、最上人口40％、庄内５％、村
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山４％。置賜３％、さらにはアンケート調査な

どで調査した全国各地の人の基礎数値を40万人

と見て、その年の諸条件、天気、行事、内容、

開催曜日、露店数、宿泊事情などを考慮し関係

者の意見を聴取して人出を算出しているという

現状でございます。 

  結果としては３日の延べ人数になりますが、

これは新庄最上地域が小中高すべて休みになる

という地域の特性は、非常に人出の核としては

大変特異な地域であるというふうに評価をされ

ているところであります。 

  酒田市では確かに人出の算出方法につきまし

ては露店への一番人の出ている１時間のみを集

約し、入込数にカウントしているということを

お聞きしております。新庄まつりの行列につい

てさまざまな課題がございますが、どういうふ

うな集約方法がすべていいのか、基本数値を40

万人というこれまでの考え方を基本として考え

ていきたいと思っております。 

  次に、ごみ対策につきましては、まつり期間

中ごみは原則持ち帰りとしておりましたが、お

客様にとっては持ち帰りは大変難しい状況であ

り、近隣の皆様方からの苦情などもいただいて

いるのが実情であります。今後、ごみ箱を何カ

所かに設置し、ごみの分別、また出る量などを

考慮しながら、この状況の改善に全力を挙げて

努めてまいりたいと思います。 

  次に、中心市街地・中心商店街の維持・再生

についてですが、市街地の高齢化、人口減少が

とまらない。その対策にはどのような政策を計

画しているのかということでございますが、中

心市街地・中心商店街の再生につきましては、

全国的な少子高齢化、議員のおっしゃるとおり

人口減少の中で中心市街地においても人口減少

傾向が続いており、商業施設の郊外立地や消費

動向の多様化に伴い店舗廃業や移転による空き

店舗、空き家が増加してきていると考えられま

す。空き家については、今年度危険家屋を中心

に全市的な実態調査を行い、対応策を検討して

まいります。 

  中心市街地は藩政期より新庄・最上地域の中

心地として重要な役割を担い発展し、この地方

の歴史・文化をはぐくんでまいりました。今、

人口減少社会にあって効率的な都市機能を維持

し、社会資本を有効活用していくという視点か

らも、少子高齢社会において求められる社会需

要にこたえる機能を充実させながら、中心市街

地を維持・再生していく施策を講じていかなけ

ればなりません。そのため、中心市街地におき

ましても、郊外型店舗にはない魅力的な個性あ

る商業を初めとして、高齢社会に必要な医療・

福祉機能や雪対策の充実による安全・安心の確

保、子育てしやすい環境づくりなど多様な都市

機能が集積する利便性の高い居住空間として、

高齢者にも若い世代にも住みやすく魅力ある暮

らしの場となるよう環境を整備しながら地域の

取り組みを支援していく必要があると考えてお

ります。 

  次に、商店街の御質問につきましては、「第

４次新庄市振興計画」にありますように、「コ

ミュニケーションの場としての商店街の魅力を

再認識、市民に親しまれる商店街の再生」を基

本としてとらえております。そのため、市とし

てこれまで昔語りのきこえる道づくり事業や健

康増進や子育て支援、交流の場、わらすこ広場

の開設、味覚まつりの実施、山形大学の学生に

よるシャッタープリントなどを行っており、一

方、商店街でも全国的にも話題になりました

100円商店街を生み出し、活性化を図っており

ます。商工会議所においても５月21日に駅前商

店街に憩いの広場「ひと休み・いっぷく」を開

設し物産販売も行い、憩いの場としてにぎわっ

ております。また、福祉施設なども開設され、

長い歴史の上に蓄積された中心市街地に新たな

動きが出てきており、「街中の暮らし総合エリ

ア」として、地域の魅力がさらに高まるように
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していきたいと考えております。 

  次に、大型商業施設の進出計画の進捗状況で

すが、関係各課で協議を重ねているところであ

ります。出店後の既存商店街への影響ですが、

郊外型の店舗は新庄市内の商業エリアが広がる

ことになると思われ、利便性の高い商業施設と

して利用されると考えられ、中心市街地ではさ

きに述べましたとおり商業機能だけにとどまら

ない地域の魅力が広がってきており、その役割

も異なっていると考えられますので、今後、商

業影響調査なども視野に入れて大型商業施設と

中心市街地が、中心商店街が両立できるまちづ

くりを商業者、商業団体、関係機関と連携を密

にして支援していきたいと考えております。 

  職員の業務体制についてでありますが、本市

では、平成22年３月に策定しました新庄市定員

管理計画におきまして平成26年４月における職

員数を300人以下と目標を掲げ、組織のスリム

化と効率化を進めております。計画の達成に向

けては、事務事業の見直しや指定管理者制度の

活用を初めとする公共サービス提供主体の見直

しなどを行っており、本年４月における正職員

数は298名と２年前倒しで計画目標を達成した

ところであります。これらとあわせまして、嘱

託職員などの臨時職員の採用を進め、行政サー

ビスの向上を図ってまいりました。この臨時職

員の配置につきましては、障害をお持ちのお子

さんに対する保育など子育て支援につながる重

要な分野などに手厚く職員を配置してるところ

であります。また、新たな行政需要に対応する

ために、毎年管理職との人事ヒアリングなどを

通して、翌年度の新規事業により業務が増加す

る部分、一方事務見直しなどにより少ない人員

で対応が可能な部分などを見きわめ、各課へ人

員を配置しており、ケースワーカーなどは正職

員で、保育士などの専門性の高い職種について

は資格を有する職員を配置しております。また

階層別研修、専門研修などを通して課長、室長

などのマネジメントスキルを向上させ、組織の

活性化に取り組んでいます。 

  現在の職員体制において特に課題などは発生

しておりませんが、今後におきましても定員管

理計画の趣旨に基づく適正な職員配置に努め、

簡素で効率的な組織体制の整備に向けて取り組

んでまいります。 

  次の御質問の人事評価制度につきましては、

人材育成を行い、職員一人一人のコミュニケー

ションや政策形成などの能力開発を行うことが

魅力あるまちづくりを進める上で欠かせないも

のと考えております。このため、平成22年３月

に行政改革市民委員会からの提言などを踏まえ

新庄市人材育成基本方針を、さらに平成23年３

月にその実施計画である新庄市人材育成推進プ

ランを作成しております。 

  この基本方針では、人材育成の方法として人

を育てる人事管理を柱に掲げ、人事評価制度を

職員の能力を最大限に引き出すための手法の一

つとして位置づけ、毎年11月、副市長が管理職

の、課長が部下の人事評価を行っております。

この際、各職員が自己評価書を作成し、これを

活用した個人面談を取り入れることで、人事評

価を単に上司が部下を評価するだけでなく自分

の劣っているところや自分の強みなどに職員自

身が気づく「気づきの場」ととらえております。

このほか、人事評価については昇任の判断にも

活用し、職員の人事に反映させております。 

  今後におきましても職員の人材育成、また人

事評価の活用は組織を活性化させる上での根幹

であることを十分認識しながら、人事管理を進

めてまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） ありがとうございまし

た。 

  順序はあれですけれども、中心市街地の商店
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街の維持と再生の部分の再質問をしたいと思い

ます。先ほど、市長の答弁の中で、商店街の役

割というのがこれからは多様な都市機能を集積

させるような方向で考えていきたいと、そうい

う答弁がありました。私も同感で、そういうふ

うにしていかない限り街の再生というのはあり

得ないのではないかなと思います。というのは、

余りにも世の中が速く、時が速く過ぎてしまい

エリアとしての機能というものがどんどん変わ

ってきている。単に車社会だから云々というこ

とではなくて、もうどんどん役割が変わってき

ているということなんだと思います。そこに気

づいていただいて多様な都市機能を入れ込んで

いくという考えに、そういう方向に行っていた

だいたのは非常にありがたいことだと思います。 

  それでは、毎回大型商業施設の進出の進捗状

況はどうなんだと聞いていますが、わかる範囲

でどのような、今の時点では、状況なんでしょ

うか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 それでは、私のほうから

下田地内の開発行為の今の進捗状況といいます

か、それについてお答えします。 

  下田地内の開発行為につきましては、去年８

月に業者のほうから開発行為をしたいという事

前協議がございました。その計画内容について

関連部署で、計画に出す意見、それを聴取しま

して９月に業者側に返したわけです。業者側で

はこれまで市に対する意見あるいは関係部署の

調整、それを図ってきたところでございます。

そのまま調整がついたというところで、ことし

５月31日に市のほうにその事前協議の回答とい

う形で提出されました。市のほうではそれを受

けまして関係部署の調整がついているのかどう

か、あるいは必要な資料がそろっているのかど

うか、そういう審査を６月15日まで行って、そ

の内容について回答する予定でございます。 

  恐らく業者がよこした内容というのはすべて

事前協議、事前調整がついている内容でよこし

ておりますので、恐らく事前協議の終了という

形の通知で15日市が回答する予定と考えており

ます。その通知をもちまして、今度業者側では

県のほうに正式な開発行為の申請という形にな

るというふうな計画でございます。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 私は中心商店街をどう

するのかということももちろん頭にはあります。

しかし、新庄全体のバランスからいってどうな

んだと。先ほど、市長答弁の中で大型商業施設

が進出した場合、市民の利便性が高くなるとあ

りました。もちろん、利便性はそれは高くなる。

コンビニがどんどんふえれば、それは利便性が

高くなるのは当然でございます。しかし、新庄

市内全体のバランスとしてはどうなのかという

ことをやはり行政側ではしっかり把握しておか

ないと、バランスが崩れてしまうんじゃないか

なと、私はそういうふうな意味を込めて、何も

大型商業施設を呼んでこられる業者さんがどう

のこうのという、そういう思いで言っているわ

けではないんです。バランスが崩れたらどうす

るんだということを皆さんに言いたかったわけ

でございます。 

  執行部の皆さんは、中心商店街はまた別の役

割があって、魅力あるほかの役割を持って維持

再生させていこうということだと思いますが、

具体的に大型商業施設と中心商店街では役割、

どこがどう違うんだということを具体的に説明

してもらえますか。どういうふうな認識か。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 一言で申し上げますと、

街なかの商店街は顔の見える商売であろうと、

魚を焼いてもらう、あるいは肉を切り分けても

らう、背広を仕立ててもらうと、一人一人の顔
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が見える、そういう商行為であろうと。つまり

市長が申し上げましたように本当に親しみやす

い、町の方一人一人とつながっている商売だろ

うと。なおかつ、郊外型に関しましては利便性、

便利さですよね。安さもそうでしょうけれども、

車で出かけて大量に冷凍等を仕入れてくると。

そんな使い分けだろうと。皆さん方も日常の暮

らしの中でそういった使い分けをしているんで

はなかろうか、こんなふうに考えております。 

  ただ、駅前通りにひと休み・いっぷくができ

ましてから、３週間ですか、あそこの存在はま

た違う意味での商機能ではないかなと。できた

当初は大分皆さん寄っていただいて買っていた

だいたようですけれども、現在は１日１万三、

四千円くらいですか。人も、三、四十人。ただ、

買い物だけが目的ではない。もちろん近所の

方々がネギ１本からそれこそ大根１本から日常

的な、本当に場所ということで大事にはしてい

ますけれども、それ以上に立ち寄れる場所だと

いうことで大分皆さんに愛されている、あんな

ふうな性格もこれからは大事にすべきかと。 

  以上でございます。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） そうですね。やはり町

は、町の商店街は顔が見える。人と人とのつな

がりがあるということでそういうふうな認識だ

と。郊外型は利便性、便利であるという認識だ

と思いますが、それに間違いはないと思います。

しかし、現実はいろんな多くの店が店を畳んで

おります。あるいは、突然いなくなったりして

おります。それが、私は現実ではないか。そう

いうふうないろんな機能を持っていて、顔が見

えるしつながりがあるけれども、売り上げがな

ければ商店街が成立しないことはだれでもわか

ることだと思います。売り上げは利便性がある

と言われる大型商業施設でも売り上げがないと

撤退をします。商店街でも売り上げがなければ

店を畳むと。それは一緒なわけで、そこを十分

頭に置いていただいて、先ほどおっしゃったい

っぷくという機能も盛り込んである。本当にそ

ういう機能も大切だと思います。 

  言わせてもらえば、持続可能なそういう施設

をどんどん入れ込んでいただきたい。持続が条

件でないかと私は思うんですが、ぜひそのよう

にしていただければと思います。 

  あと、よく大型商業施設が進出する際のメリ

ットというので、執行部の方々が必ず理由の一

つに上げるのが雇用がふえるということを言わ

れますが、その雇用の中身というのは御存じで

そういうふうにおっしゃっているんでしょうか。

どういう中身なんでしょうか。今までの例から

いって。雇用というのはどういう雇用ですか。

非正規ですか。正規ですか。それをちょっと答

えてみてください。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 現在のところ、大型店

は市内16店あります。売り上げで大体40％とい

うところでしょうか。ですから、実際特に生鮮、

野菜等では地元のものを意識的に品ぞろえする、

そういう店もございますし、あとは実際にそこ

で働く方々、パートももちろん多いわけでしょ

うけれども、そういった方々、人的な部分、そ

れからそこに納入する部分、さまざまな面があ

りまして、そこに合わせて流通の部分なども考

えられると思います。また、さまざまな印刷、

広告物、この辺の拡大もあろうかと思いますの

で、そういった総合的な意味合いでの雇用の増

ということだろうと思っております。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） そういうこともあるだ

ろうと思いますが、おおよそは非正規の職員が、

職員というか社員がおおよそであるということ

も伺っております。そういう非正規の職員がふ
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えるということは、若い人の場合は特に結婚と

か、結婚して出産とかそこまで行くのか。そう

いうふうな雇用がふえて、本当に広がっていい

のかななんていうことも頭に出てきますね。で

すから、そういうことも頭に置いていろいろ、

進出許可するようなんで、いろいろなことを総

合的に判断してやられたと思いますが、そうい

うこともあるということを頭に入れておいてい

ただければと思います。 

  あと、職員と業務体制についてちょっと質問

させていただきます。平成10年度の職員が404

名いらっしゃいました。正職員。嘱託職員が当

時83名。日々雇用職員が17名。合計で504名で

新庄市の市民サービスというか行政を回してお

りました。職員１人にしますと、市民を何人で

支えているかというのを計算しましたら約77人

でした。それで、平成24年度の正職員が298名。

相当正職員は減っております。市長が答弁なさ

ったように減っております。嘱託職員が90名。

日々雇用職員が66名。指定管理者の中の職員が

42名。合計で。496名。平成10年度の職員総数

とほとんど、８名しか変わっていない。職員１

人が何人の市民を支えているかというと、約78

人。 

  どういうことなのかなと思って職員数は削減

していて２年前倒しで計画達成していますよと

いうことなんですが、しかし総数は８名しか変

わっていない。これはどういうことなんですか

ね。そこをちょっと聞きたいと思います。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 確かに御指摘のとおり、正職

員が減ってその分非正規職員がふえているもし

くは業務の委託等を進めながら減らしている、

または指定管理者制度の活用を行いながら行っ

ている。目的とするところは人件費を初めとす

る内部管理費をいかに減らすかというふうなこ

とを主眼に、平成16年以降、行財政改革大綱、

それとともに定員管理計画などを定めながらこ

れまで行ってきたところであります。 

  そうした中で、いかに正職員が減っても実際

の事務事業、そういったものが実際に減ってい

るかというと実感としてそれほど減っていない。

その減っていない事務事業をいかに行政サービ

スとして提供するか。そういったことを考えた

際に、例えば先ほど申し上げましたとおり、非

正規職員の配置でございましたり指定管理者の

活用ということで、公共サービスの提供主体の

多様化を図ってきているということでございま

して、そのように御理解いただければというふ

うに思います。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 行財政改革の中では、

内部管理の経費を減らしていくというのは、そ

ういうことはそうだと思います。わかります。

そうやって実際財政指標もよくしているという

実績もありますので、それについてはわかりま

す。 

  ただ、私が先ほど一般質問の壇上で質問申し

上げましたように、何ていうか、いろいろ処遇

が違う方々が同じ職場にいらっしゃる。いろい

ろな問題も起きてきはしまいかというのが私が

心配していることなんです。責任が違うという

ことはあると思います。だれが責任を持つのか。

非正規の嘱託の方、日々雇用の方々は、それは

基本的にとらなくていいという立場にいらっし

ゃるということで非正規なんだと思いますが、

私は、あつれきみたいなものが起きてしまうと

うまく市役所という組織が機能しなくなるんで

はないか、変な流れにもなってしまうんじゃな

いかということを心配しながら申し上げたわけ

であります。 

  では、正職員と非正規職員がいると思うんで

すが、仕事が違うということですけれども、非

正規職員の中でいろんな専門的な知識とか資格
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を持っていらっしゃる方が多くいらっしゃるわ

けですが、その処遇というのが、処遇上はどの

ような扱いになっているんでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 非正規職員の中で特に資格を

有する、そういった非正規職員は、主に保育士、

保育士業務のほうに働いていただいております。

そのほかにも何名かいらっしゃいますが、主に

は保育業務のほうをお願いしているという方で

ございまして、ことしその報酬を14万8,500円

というぐあいにして約１万五、六千円ぐらいで

すか、その改定をさせていただいて待遇の改善

を図っているところでございます。やはり、資

格のある保育士でございますので、その点の待

遇を考慮したということがございます。なお、

そのほかにつきましても、その時々の需要とい

いますか、必要性に応じて見直しを図っていく

必要があるのかなというふうに考えております。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） やはり嘱託の方にして

もいろいろレセプトの仕事をなさっている方と

か消費生活相談のことをなさっている方とか、

そうですね、税務関係で徴収のほうをなさって

いる方とかいらっしゃると思うので、いろいろ

例えば資格を持っていらっしゃる方とそうでな

い方の処遇ぐらいは私は変えた方がいいんじゃ

ないかと思います。非常に知識を持っていて有

能な方も当然いらっしゃるわけですよね。 

  そういう方には、ちょっと私は、滋賀県野洲

市という自治体があるんですけれども、そこの

嘱託職員の方の例ですけれども、正職員として

途中から採用されましたね。御存じだと思いま

すけれども。そういう方々には、本当に市民サ

ービスにとって大切な方だと判断なさった場合

はぜひ正規の職員にするゲートみたいなものも

設けていただきたい。ほかの自治体でも、野洲

市を中心にそういうところはあります。ですか

ら、能力主義と言っては何ですが、成果主義な

んて言うとまた固くなるかもしれませんが、本

当にその個人の能力を評価して、市民のプラス

になるようであればそういうふうな門戸も開い

ていただきたい。私は切に思うわけです。それ

が組織としてのモチベーションというか、そう

いうものの維持にもつながっていくのではない

か。組織のモチベーションが維持できる、向上

すればそれはすなわち市民の福祉向上につなが

っていくと思いますので、ぜひそういうふうな

門戸も、組合との関連もあると思いますが、組

合の皆さんも正職員であるわけでございますか

ら、我が身を考えていただきながらそういうふ

うな方向性も持っていただければと思います。 

  あと３分ですか。では、あと３分しかないの

で新庄まつりのごみの件の質問をさせていただ

いて終わりたいと思います。先ほど、ごみは原

則持ち帰り。しかしいろいろあってごみ箱の設

置はすると、何カ所予定しておりますか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 やはり、露店の場所と、

これは密接にリンクしてまいりますので、東西

軸で３カ所、南北の軸で３カ所、１カ所は恐ら

く南本町、あそこはダブると思いますので、５

カ所は試行的にやる。実際にどれぐらいの分別

が必要か、あるいはその流れ、それからごみの

回収するその形状から材質から大きさから、そ

ういったものを探る年にしたいなと思っており

ます。 

  以上です。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 本当にチャレンジして

状況を把握していただいて、ぜひ来年度はしっ

かりしたごみ対策を立てていただきたいと思い

ますが、ちなみに上野公園の桜の祭りのときに
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はごみの、何ていうか分別のブースがありまし

た。それは大体50メートルの中に10カ所ありま

した。京都の祇園祭の場所にも、それこそ５メ

ートル置きに各分別の、形態は全然違いました

けれども、40万人をベースにして新庄まつりを

盛り上げていきたい、40万人が来る祭りでした

らば、それなりのごみの施設は必要ではないか

と私は思います。現実的に考えてそうだと思い

ますので、ぜひ新庄市民が誇りを持てる新庄ま

つりにしていただければいいと思います。終わ

ります。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

したので、散会いたします。 

  明日12日午前10時より本会議を開きますので、

御参集願います。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時３８分 散会 
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平成２４年６月定例会会議録（第３号） 

 

 

平成２４年６月１２日 火曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 兼 
教 育 総 務 課 長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 沼 沢 充 広    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第３号） 

平成２４年６月１２日 火曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 山 口 吉 靜  議員 

２番 小 嶋 冨 弥  議員 

３番 佐 藤 卓 也  議員 

４番 佐 藤 悦 子  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第３号）に同じ 
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平成２４年６月定例会一般質問通告表（２日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 山 口 吉 靜 

１．東日本大震災のがれき処理等の受け入れについて 

２．消防団について 

３．母子家庭と父子家庭の福祉サービスの差は、現状内容

について 

４．今後の企業誘致についての基本計画方針について 

５．特別養護老人ホームの増設、増床の現状・計画につい

て 

６．中心商店街の活性化について 

７．環境行政について 

８．防災対策について 

市 長 

関 係 課 長 

２ 小 嶋 冨 弥 

１．地域防災計画と自主防災組織について 

２．市の生活道路について 

３．マラソン大会で地域の活性化を 

市 長 

３ 佐 藤 卓 也 

１．意欲ある農業者の育成・確保について 

２．もがみ観光博について 

３．Facebook（フェイスブック）について 

４．エコロジーガーデンの利活用について 

市 長 

４ 佐 藤 悦 子 

１．問題の多い小中一貫教育よりも緩やかな小中連携を 

２．高齢者・障害者にあたたかい福祉を 

３．国保税の引き下げ及び広域化の問題について 

市 長 

教 育 長 

関 係 課 長 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません 

  なお、農業委員会会長星川 豊君より欠席届

が出ております。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は４名であります。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

山口吉靜議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 それでは最初に山口吉靜君。 

   （１７番山口吉靜議員登壇）（拍手） 

１７番（山口吉靜議員） 皆様、おはようござい

ます。御苦労さまでございます。絆の会山口吉

靜でございます。 

  一般質問をさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

  まず初めに、未曾有の津波被害が発生しまし

た東日本大震災の犠牲者の皆様のために、心か

ら改めて哀悼の意を申し上げます。私たちも日

本国民としてきずなを結び、ぜひ被災地支援を

したいと思っております。国は被災地支援のた

めに瓦れき広域処理を全力で取り組むと意欲を

見せていますが、国民からは瓦れきの焼却と埋

め立ての安全について疑問と不安が広がってお

ります。被災地を支援したい心情は多くの国民

が共有しております。さまざまな災害と原発事

故により、さまざまな有害物質、中でも人体に

長く大きな影響を及ぼす放射性物質を含む瓦れ

きをいかに処理するか、全国民にとって非常に

センシティブな問題であり、被災地の住民、作

業者を含む全国民の生命と安全を守るために、

国と自治体には細心の注意を払って万全の対策

をとりそのことを住民に十分説明する必要があ

ります。既存の廃棄物、産業廃棄物処理スキー

ムとは別に放射性物質からの被曝防護に対して

十分な配慮があることを御説明いただくことで

安心が得られると思います。 

  発言通告に従いまして、次の８点について質

問させていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

  まず１点目は、東日本大震災の瓦れき処理な

どの受け入れについてお伺いいたします。 

  東日本大震災の発生から１年余りが経過しま

したが、今なお東北地方の復興は道半ばであり、

今後は長く厳しい道のりが予想されますが、山

形県復興支援室によりますと、福島県から山形

県への避難者は５月10日現在で１万2,607人、

また山形の業者が東日本大震災で発生した宮城

県岩沼市の瓦れきの搬入作業が５月25日山形市

飯塚町の民間処理業者クリーンシステムで始ま

ったとありました。 

  新庄市はどうされるのか心配しておりました

が、５月17日の新聞で山尾市長が同日新庄市内

で開かれた市区長総会のあいさつで、震災瓦れ

き受け入れ方針を示されましたので、力強く頼

もしく感じました。 

  また、瓦れきの受け入れに向け事前に放射線

量を測定したり職員が被災地の瓦れきを視察し

たりしてかかった費用は、市町村の場合は国の

補助対象になっており、そして昨年３月11日の
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大震災による被害は人類史上類例のない事態に

陥りました。瓦れき処理の今後の対策計画につ

いて、市長の計画、所見をお伺いいたします。 

  次に、２点目は消防団についてお伺いいたし

ます。まずは、10月７日日曜日に全国消防操法

大会が東京都有明の東京臨海広域防災公園を会

場として行われます。その大会に、新庄市消防

団員が県代表として出場されること、まことに

おめでとうございます。 

  消防団は地域の有志の人々によって組織され

ており、義勇的、ボランティア的な強い組織で

すが、市町村の公的な消防機関であり、消防署

と協力して火災、災害及び人命の救助に出動す

るとともに、火災予防の普及啓発活動などを行

うわけですが、現在に即した消防団のあり方、

常備消防との関係、自主防災組織との関係、ま

た総団員数の確保、女性団員の確保、教育訓練

の充実、団員の処遇についてお伺いいたします。 

  次に、３点目は母子家庭と父子家庭の福祉サ

ービスの差は、現状内容についてお伺いいたし

ます。母子家庭と父子家庭が急激に増加傾向に

ありますが、その原因と対策対応、今後の見通

しについてもお伺いいたします。 

  次に、４点目は今後の企業誘致についての基

本計画方針についてお伺いいたしたいと思いま

す。人口増や失業対策など、今後の企業誘致は

大切な重要課題であります。今後現在の新庄市

としての対応計画、現状についてお伺いいたし

ます。 

  次に、５点目は年々御老人が増加しておりま

す。特別養護老人ホームの増設増床の計画など

についてお伺いいたします。 

  次に、６点目は昨日の小関議員と重なる部分

もあるかと思いますが、よろしくお願いいたし

ます。中心商店街の活性化で、また商店街や旅

館など関連団体との連携、生産者の販売店、飲

食店などとの連携、他市では取り組んでおるよ

うですが、当市でのそうした連携での取り組み、

または他の計画についてお伺いいたします。 

  次に、７点目は環境行政についてお伺いいた

します。ごみ集積場所のカラスなどの対策、環

境に対する政策、不法投棄などの現状について

お伺いいたします。 

  次に、８点目は防災対策についてお伺いいた

します。市民一人一人がみずからの身の安全は

みずから守ることこそ防災の基本として、自主

的に災害に備え災害時に助け合うことが大切で

あります。雨水排水水害対策について、また消

防防火水槽などの整備計画について、どのよう

になっておられますかお伺いいたします。 

  以上で、壇上での質問を終わります。御清聴

まことにありがとうございました。御答弁よろ

しくお願いいたします。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山口議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

  東日本大震災の瓦れき処理等の受け入れにつ

いてということで、この流れについて御説明さ

せていただきたいと思います。基本的には瓦れ

きそのものは地震と津波によるものでありまし

て、その後に追い打ちかけた福島第一原発の放

射能漏れ、爆発により飛散し、それが瓦れきに

あるのではないかということが一番の皆さんの

心配の種であるかなと。基本的にはたしか

8,000ベクレル以上はその地から運搬してなら

ない、8,000ベクレル未満については焼却ある

いは埋め立てということで行われるということ

が基本になっている。 

  ですから、被災地、原発に近いところから遠

いところまでその当時の風の流れによってそれ

ぞれが瓦れきに放射能が含まれる結果になって

しまったと、それらを受け入れるということで、

全国的に国のほうの瓦れき受け入れの要請ある

いは県との協議など進めておるわけですけれど
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も、地域におきましてはせっかく運び行政議会

等で認め受け入れると判断しても住民の皆さん

が猛反対をし、試験焼却もさせないという状況、

それほどに非常にナイーブな部分を背負ってい

るのが瓦れき処理だと認識しているところであ

ります。 

  新庄市は広域の一員ということで、受け入れ

に際しては最上広域のエコプラザで焼却をする

という判断に至っているわけであります。エコ

プラザの最上の処理能力と焼却炉の定期修繕と

いう観点から搬入についてはいつごろが適当か

ということで、前回お話しさせていただきまし

たが、10月と３月の２カ月間を予定し、１日の

受け入れを５トンとすることで地元の説明会を

行い、その了承が得られた段階でやる、受け入

れを行う、あくまでも地元の了解というのが前

提になっているわけであります。 

  ７月に入りますと、地元のほうに説明会を行

う予定でおります。その後試験焼却を行いまし

て10月に向けて受け入れを表明する。問題はど

この瓦れきを受け入れるかということはまだ決

定しておりません。今宮城県におきましてはほ

とんどが県に委託しております。県がまとめて

瓦れきの焼却を行うということで、県に委託し

ゼネコン10社が現在その取りまとめを行ってい

るところでございます。 

  また、岩沼市等におきましては現在200トン

クラスの焼却場を建設中ということで、現在運

び出せるものについて山形あるいは寒河江等の

ほうでチップにしてまた戻して合板にしている

ような状況です。今後、二、三年の間には岩沼

市自体も独自で焼却を行うと。一方、こちらか

ら47号線の石巻市のほうも今ゼネコンが入り、

焼却体制を整えているということであります。 

  そんな状況の中で、そこで独自に焼却すると

いう市町村もございますが、日がたつにつれま

して、運搬量であるとか、今までは早くここを

どけなければいけないという思いが強かったわ

けですけれども、先日全国市長会で宮古市の市

長と話をさせていただきましたが、既に木材関

係についてはないというようなお話をしており

ました。一般瓦れきという、木材以外の瓦れき

の処理には今困っているんだというお話もいた

だいたところであります。そうしたさまざまな

情報収集する中で、今後それにおいても受け入

れ先がないかという情報があれば県と協議しな

がら進めていきたいと考えております。 

  当然、受け入れする場合につきましては搬出

前の放射線量の測定及び焼却前焼却灰の放射線

量の測定を行うことにしております。山形県の

受け入れ基準は4,000ベクレル/キログラム以下

ということであり、放射線は国の基準値の

8,000ベクレルの２分の１に当たります。焼却

後は20倍になると予想されているために焼却後

の濃度は200ベクレル以下の瓦れきを受け入れ

るとなると思います。200ベクレル、20倍にし

て4,000ベクレルという計算のもとに受け入れ

るという方針です。受け入れ時期につきまして

は10月と３月。この地域の焼却施設のあいた時

間、焼却可能なときに約５トンの20日間、100

トンを合わせて10月と３月、200トンを受け入

れる。数年にわたるかどうかはこれからのさら

なる調査が必要だと考えております。 

  次に、消防団についての御質問でありますが、

御承知のとおり、消防団は消防組織法及び新庄

市消防団条例に基づき設置している組織であり

ます。義勇的な、また旺盛なる士気を持って水、

火災や予測できない災害などから地域を守るた

めのリーダー的組織であります。火災水害の災

害時においては消防長の指揮のもと災害地に住

む団員が直ちに出動できる体制を保ち、常備消

防との連携を整えております。 

  本市の消防団員数につきましては条例におい

て定員1,194名と定めておりますが、本年４月

１日現在の団員数は団長１名、副団長２名、団

員1,141名、合計1,144名となっております。こ
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こ数年の傾向を見ますと、団員の高齢化や団員

の欠員などの課題はございますが、平成22年度

で1,155名、平成23年度で1,150名と、若干です

が減少傾向にありますので、団員数の確保に努

めているところであります。 

  また、自主防災組織との関係につきましては、

消防長の指揮のもと組織的に行動する消防団と

地域において自主的に行動する自主防災組織と

は基本的に異なるわけですが、それぞれの地域

に属する団員が地域の防災訓練などの指導に当

たるなど、地域と連携して防災組織の育成強化

に努めているところでございます。 

  また、女性団員の確保でありますが、現在消

防団には女性団員はおりませんが、婦人防火協

力班として市内18地区の合計230名で組織化し

ており、主に火災の予防や地域の防災に関する

活動を行っているところであります。 

  消防団の教育訓練につきましては、消防学校

への入校や県または最上支部消防協会などにお

ける新任幹部研修や操法訓練などが行われてお

ります。こうした研修などには積極的に参加す

るよう指導しており、団員の士気の高揚に努め

ているところであります。 

  団員の処遇につきましては、新庄市消防団条

例で報酬や手当、費用弁償などについて定めて

いるほか、公務災害補償や福祉共済制度も整備

されております。また、消防団員が活動しやす

い環境を整備するため、消防団協力事業所の認

定制度を設けております。これは、事業所など

の民間企業の消防団活動への協力が社会貢献と

して広く認められると同時に、事業所の協力を

通じて地域防災体制がより一層充実されること

を目的としているものであります。 

  このような体制や処遇をより充実、効率化す

ることが消防団への入団促進にもつながるもの

と考えておりますので、何とぞ御理解くださる

ようお願いいたします。 

  なお、本年10月初旬には全国操法大会に初め

て新庄市消防団が選ばれて参加するということ

で、今訓練を毎日行っていることも御理解いた

だきたいと思います。 

  次に、母子家庭と父子家庭の急激な増加傾向、

そのサービスについてという、現状についての

御質問でありますが、近年の社会情勢の不安定

さや個人の生活意識の変化に伴い全国的に離婚

を原因としたひとり親家庭の増加傾向が続いて

おりますが、新庄市におけるひとり親世帯数は

平成23年８月の調査では母子世帯が413世帯、

父子世帯が92世帯であり、平成21年度以降は毎

年わずかながら減少しているところであります。 

  新庄市のひとり親支援対策は、子育て支援と

してひとり親家庭生活支援事業、子育て短期支

援事業と、保育所への優先的な入所判定を行っ

ており、就労支援として高等技能訓練促進費事

業、母子家庭等就業自立センター事業、生活資

金支援として母子寡婦福祉資金の貸し付けや児

童扶養手当の支給を行っております。父子世帯

は経済的に安定した状態にあると考えられるた

め、高等技能訓練給付金、母子寡婦福祉貸し付

け金については支援対象となっておりませんが、

経済的に厳しい状況に置かれている父子家庭の

増加により児童扶養手当の支給対象が平成22年

８月から父子家庭にも拡大されております。 

  ひとり親家庭は子育てと生計の維持を１人で

担わなければならず、母子家庭、父子家庭のい

ずれもが生活上のさまざまな問題を抱えており

ます。新庄市では福祉事務所内に身近な相談窓

口として家庭児童相談室に相談員を配置し、子

育て支援センターや関係機関との連携を密にし

ながら多様化する相談内容に対応しております。

今後は経済状況の悪化によりひとり親世帯の増

加も考えられることから、相談しやすい環境を

整えるとともに、家庭生活支援の派遣による生

活支援などひとり親家庭の実情に応じたきめ細

やかな支援に努めてまいりますので、よろしく

お願いいたします。 
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  次に、企業誘致についての基本方針について

という御質問でありますが、市では企業誘致の

促進を図るために、新庄中核工業団地に新たに

用地を取得する企業に対し用地取得費の助成を

行うため、新庄市企業立地促進条例を制定して

おります。企業誘致における市としてのこのよ

うな対策の強化を図り、さらなる企業誘致の促

進を図るため、今定例会において本条例の一部

改正案を提出させていただいておりますので、

よろしくお願いいたします。 

  次に、企業誘致を図る組織として中小企業基

盤整備機構、山形県、新庄商工会議所、最上８

市町村等で構成する新庄中核工業団地企業誘致

促進協議会がございます。事務局はこれまで新

庄商工会議所でしたが、昨年度市で企業立地推

進室を設置したことから、より一体的に企業誘

致の促進及び立地企業の支援を図るため、今年

度から市が事務局を担うことといたしました。

協議会と連携して、企業訪問活動や企業視察の

受け入れを行うとともに、企業から要望のある

地域の人材確保対策事業にも取り組んでまいり

ます。 

  特に人材確保対策としましては、昨年度から、

優秀な人材を積極的に地域へ定着させ工業の振

興を図ることを目的に、本市在住の高校生が理

工系の大学に進学する際に無利子で奨学金を貸

与する奨学金制度を創設しました。今年度は、

大学進学を志望する最上地域の高校生を対象と

して、地元ものづくり企業の魅力を紹介するこ

とで理工系学部への進路選択を促し大学卒業後

の就職先として選択してもらうことを目的とし

た企業訪問や、高校卒業後の就職を希望する最

上地域の高校生を集め各企業の担当者が出向い

て行うガイダンスを計画しております。 

  また、立地企業への支援としては販路拡大支

援と人材育成支援を行ってまいります。立地企

業の製品の販路が拡大することにより増産する

ことになれば工場の増設、雇用の増加にもつな

がってまいります。 

  そのための支援策として、昨年度、県外で開

催される展示会などの商談会に出展する際の経

費の一部を補助する新庄市商談会等出展支援事

業費補助金を創設いたしました。また、企業の

人材育成支援といたしましては、今年度の企業

間の横断的な技術交流や情報交換としての研修

会なども開催してまいります。 

  先日、新庄ふるさと応援隊の結成を記念して、

新庄出身の方や新庄にゆかりのある方など新庄

の応援隊を一堂に集めたキックオフイベントを

開催しました。新庄を応援してくださるこうし

た方々を通じて、企業誘致につながる有用な情

報も得られれば幸いであると思っております。

時代とともに経済社会動向も変化しております

ので、今後とも企業誘致を図る上での有効策を

さまざまな視点から考えてまいります。 

  次に、特別養護老人ホームの増設、増床の現

状計画についてということでありますが、現在

新庄市内には２カ所の特別養護老人ホームがご

ざいます。昨年５月時点での特別養護老人ホー

ム入所待機者の数は244名となっておりました

が、そのうち重度であって自宅や医療機関など

介護施設以外で待機されている方は105名であ

りました。 

  平成24年２月に戸沢村、４月に鮭川村の特別

養護老人ホームが各30床を増床し、５月には真

室川町の介護老人保健施設が100床新設され、

待機者は幾分緩和されておりますが、いずれ待

機者がふえることが予想されております。待機

者解消に向け今年４月から始まりました第５期

介護保険事業計画に施設整備を盛り込んでおり

ますが、市内の社会福祉法人のうち１法人が80

床の特別養護老人ホームを新設計画であります。

その概要は第５期計画期間中であります平成25

年度に着工、翌平成26年度開設の予定で、計画

しているとのことでございます。なお、整備計

画と詳細については、現在当該法人が県長寿社
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会課と協議調整中でありますのでよろしくお願

いいたします。 

  次に、中心商店街の活性化についてでありま

すが、商工会議所が５月21日に駅前通りに憩い

の場所として「ひと休み・いっぷく」を設置し

ました。これは商店街を行き交う人たちが気軽

に立ち寄って交流を図ってもらうことを目的と

しており、市内商店や各種サークルの商品、と

れたての農産物を販売しております。こういっ

た交流の場を拠点として中心商店街のにぎわい

が出てくることを期待しておるところでござい

ます。また、旅館組合は冬の時期に長靴や防寒

着を準備し、さらにもがみ観光博に向けまして

レンタサイクルを用意しまして町なかの散策を

楽しんでもらう取り組みなども行っております。

また、当市としましても全国でいろいろと開催

されている人気キャラクターによるまちおこし

などを参考にしてかむてんを素材とした活性化

を考えており、駅前商店街では昨年かむてんフ

ラッグを電灯に掲げ周知を図っており、他の商

店街にも広げていきたいと考えております。 

  次に、ごみ集積場のカラス等の対策、観光行

政についてでありますが、ごみ集積場は町内で

衛生的に管理していただいておりますが、カラ

スなどの対策のためにごみを出す時間を朝８時

までとお願いしているほか、カラスよけネット

を無料で差し上げております。カラスは非常に

目が発達しており、ものの識別能力は高いと言

われておりますので、ごみ袋の中身が見えない

ような工夫やカラスがネットを持ち上げないよ

うな工夫をするなど、町内で集積所の管理を引

き続きお願いいたします。なお、このような具

体的な工夫や対応については、今後市報や衛生

組合広報誌、ホームページなどで周知してまい

りたいと考えております。 

  次に、環境に対する政策についての御質問で

すが、第３次環境基本計画のもと環境に優しい

まちづくりを目標に行政と地域が協働し、不法

投棄防止パトロール、スーパーの協力による資

源物の店頭回収などごみ減量化と適正処理の指

導、ごみの再利用、再資源化の推進、循環型の

社会形成のための意識啓発などを行っておりま

す。また、市内小中学生とも連携し、環境教育

推進のため先進地の取り組みの紹介や各種制度

の活用など、環境教育を進める上での情報提供

も行っております。 

  次に、不法投棄の現状についての御質問です

が、衛生組合連合会の協力による定期的なパト

ロールや広報活動により成果を示しております。

不法投棄の回収量は平成19年度は約44トン、平

成20年度から22年度は35トン、平成23年度は約

29トンとなっており、回収量は減少の傾向にあ

ります。 

  最後に防災対策についての御質問であります

が、議員がおっしゃるとおり市民一人一人がみ

ずからの身の安全はみずから守ることが災害対

策の基本ですが、自助共助公助のうちの自助に

当たり、災害が発生した直後の対応や平常時の

災害に備える上で最も重要な対策であると考え

ております。また、いつどんなとき自分が助け

る側、助けられる側になるかわからないため、

ふだんから近所づき合いを大切にすることは地

域の防災力を高めることになり重要なことです。 

  雨水排水、水害対策につきましては、最近で

は大きな被害の発生はありませんが、本合海地

区における最上川の増水による田畑の浸水冠水

被害が出ており、水害対策として水防団の出動

による応急対策や揚水ポンプによる内水処理の

対応を実施しております。なお、本合海地区の

内水処理については、折に触れ国土交通省東北

地方整備局新庄河川事務所へも状況を伝え、改

善を要望しているところでございます。 

  次に、消防防火水槽等の整備計画に関する御

質問についてですが、消防水利については消防

庁告示により、消防水利の基準に基づいて設置

しておりますが、消防用水利としては平成23年
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度末で公設私設合わせ、消火栓が728基、防火

水槽が214基、その他プールなど182基となって

おります。消火栓の整備計画につきましては現

状では宅地の造成や上下水道事業の付設替など

の際に合わせて整備しており、また防火水槽の

整備については地域や地元消防団の要望を把握

した上で整備しているところでございます。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 御答弁ありがとうござ

いました。 

  瓦れき処理のことですけれども、ごみといえ

ば自治体で処理するのが前提であると考えてい

ますけれども、放射性物質、ベクレル、シーベ

ルトの安全安心を担保して、民間の視点に立て

ば、今回の瓦れき処理は大きなビジネスチャン

スでもあります。ですから、地元の了解、説明

などを十分にしていただいて、ぜひビジネスチ

ャンスを生かしていただきたいと思います。 

  次に、２番の消防団。これは消防団員の福利

厚生とか定年とか、そういうのはあるんでしょ

うか。それをお伺いいたします。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 消防団員の福利等についての

御質問でございますが、まずは消防団員は先ほ

ど市長のほうの答弁にもございましたとおり市

の消防団条例に基づいて設置しております。そ

の上には消防組織法もございますけれども、そ

の中で、特別職としての報酬の面、あるいは装

備の面、それから公務災害での事故の場合にお

ける公務災害の補償の制度、あるいは福祉共済

などさまざまな処遇が整備されているところで

ございます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） それから、東京臨海広

域防災公園で県代表として出場される方々の選

出とか練習などはどのようにされているのか、

何名ぐらい行かれるのかお伺いします。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 大変申しわけございません。 

  先ほどの質問で一つ答弁しませんでしたので、

団員の定年の件でございますけれども、消防団

条例に基づきます年齢的な要件については18歳

以上の身体堅固、旺盛な士気を有する団員とい

うことで定めがございまして、定年や何歳以上

は入れないという決まり事はございません。 

  全国大会に向けての対応でございますけれど

も、団員の選出については、消防団の中でどう

いうふうな形で選出するかということで基本的

には昨年度の市の操法審査会において優秀な成

績を残した団員から候補選出として８名、当初

12名を選考いたしまして現在は８名の候補選手

がおりまして、毎日消防本部のほうの絶大な御

支援を受けまして訓練の日程に従って、現在４

月、５月、６月いっぱいについては勤務状況等

もございます関係で一応出場選手の可能な日に

訓練指導を受けるということで毎日訓練をして

おります。なお、７月以降については絞った形

での訓練日程が示されると思いますので、指導

については消防本部の全面的な御協力と指導を

受けているところです。以上です。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 費用などはどの程度か

かるのか、教えていただければ。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 費用的には、過去に出場しま

した市町村等からさまざまな経費についてはお

聞きしているところですけれども、それらをも

とにした上でまずは市から実行委員会に対して

負担金を200万円を予算化していただきまして、
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市のほうからの支援がございます。また、山形

県消防協会のほうでは県内の団員約２万6,000

名ほどいるんですけれども、出場の支援金とい

うことで、例年１人当たり200円の支援金等が

ございまして、それが支援されるということで

約540万円ほどということで聞いております。

そのほかに、県あるいは山形県消防協会とその

下の最上支部からも補助金の名目で支援がされ

るということで、大体現金という言い方は悪い

ですけれども、約800万円ほどの収入を見込ん

だ形でその範囲内で対応したいということで考

えております。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  母子家庭と父子家庭の福祉サービスは、条件

というか内容は同じなんでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 条件ということでござい

ますが、基本的には母子世帯、それから父子世

帯、いずれにせよ認定されれば一応該当はする

と。ただ、先ほど市長の答弁でもございました

ように父子世帯に関して一部、高等機能訓練促

進費、それから母子寡婦福祉資金については母

子世帯のみの該当ということになりまして一部

受けられない福祉サービスもございます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。それでは、企業誘致の中で、設備の

課税の特例とか不動産取得税とか固定資産税、

地方税の課税免除とか、政府系金融機関から低

金利で融資を受けられるか、その辺の内容を教

えていただければ。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 議員おっしゃられた内

容は主に福島あたりでは施策としてやっている

ようでございますけれども、本県でも本市でも

さまざまな措置を行っております。例えば先ほ

ど市長が申し上げました用地取得に関する助成、

また産業立地の低利の促進資金、これは0.9％

でありますので現在５社が利用しております。

また、新しい技術開発に伴う補助とかさまざま

ございます。これの周知活用にぜひ努めていき

たいと思っております。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 商店街活性化の中で、

奨学金を受けている方がいらっしゃると思うん

ですが、奨学金の金額はどのくらいなのか、ま

た何名ぐらいなのか。そして新庄ふるさと応援

隊というのは何名ぐらいいらっしゃるのかお伺

いいたします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 本年から始めた奨学金

なんですけれども、月額４万円であります。最

上育英会と同額でありますけれども、それが２

名までですから、今後４年間で８名採用という

ことになりましょうか。現在１名を採用してお

りますので、周知期間が短かったこともありま

すので、追加ということで７月半ばまでもう１

名、計２名を採用したいということであります。 

  また、応援隊員は現在、現在といいますか、

きょう現在までなんですけれども、211名ござ

います。北海道から広島あたりまでです。ただ、

どうしても関東圏が多いです。83％が関東圏と

いうことで、平均年齢がたしか63歳ぐらいだっ

たと思います。ぜひこれも当面1,000名が目標

ですので、ぜひ皆さんも御周知いただきたいと

思います 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 
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１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  あと最後に、防災対策の中でいざというとき

に慌てないために日ごろの準備とか点検が大切

でありますけれども、非常用品を万全に、例え

ば飲料水とか懐中電灯、貴重品、救急医薬品、

携帯ラジオ、眼鏡、生理用品、薬、食料、医療、

乳幼児のおられる御家庭では粉ミルクとか離乳

食とかおむつなど準備されるわけですけれども、

その辺はどのように指導されているのかお伺い

いたします。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 防災関係の備蓄、そのうちの

各家庭での対応についての御質問かと思います

けれども、これらについてはこれまでたしか市

独自で発行したことはないんですけれども、さ

まざまなパンフレット等については各家庭等に

配布されておりますし、新聞等にもさまざまな

日ごろ備えておくべき物品ということでは各家

庭のほうに渡っているかと思います。なお、自

主防災組織の関連にはなりますけれども、日ご

ろの備えという観点では現在自主防災組織の育

成強化とともにどういうふうな形で進めるかと

いうことで、出前講座も年に五、六回ほど昨年

の実績ですけれども年々出前講座の要請もござ

いまして、その辺の中で具体的な対応について

さらに啓蒙普及を図っていきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  以上で、再質問を終わります。どうもありが

とうございました。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４５分 休憩 

     午前１０時５５分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開します。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、小嶋冨弥君。 

   （１１番小嶋冨弥議員登壇）（拍手） 

１１番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまです。 

  議席番号11番の絆の会の小嶋冨弥であります。

ひとつよろしくお願い申し上げます。 

  ここ数年、天気がいささか異常でありまして

何かと心配する昨今でありますが、それでも６

月は日も長く大変よい季節となりました。 

  それでは、通告に従いまして一般質問をさせ

ていただきます。 

  まず初めに、市における地域防災計画と自主

防災組織についてであります。防災計画すなわ

ち地域防災計画は、災害対策基本法第40条に基

づき各地方自治体の長がそれぞれの防災会議に

諮り、防災のために処理すべき業務などを具体

的に定めた計画なのであります。申すまでもな

く、有事のとき、市では計画に基づいた効果的

な防災活動を実施することにより地域並びに市

民の生命、身体及び財産を災害から保護すると

もに被害を軽減し、社会秩序の維持と公共の福

祉の確保に努めることが求められるのでありま

す。これらが計画の第一の目的であります。 

  あの、昨年3.11の1,000年にあるかないかの

東日本大震災、これらによる福島原発事故、災

害の怖さ、恐ろしさを私たちも被害の違いがあ

りますが、体験をしたわけであります。震災に

よる被災地の方々の苦労は当事者だけしかわか

らないことと思いますが、怒りや悲しみを抱え

頑張っている中、先の見えない中１年３カ月の
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生活を過ごした方々には日本人、東北人の一人

として一日でも早い復興を願うものであります。

そんな思いを強く抱き、壇上から当市の危機管

理を伺うものであります。 

  昨年、この６月定例会では震災関連の一般質

問が多岐に取り上げられました。私も東日本大

震災を受け、いろんな視点から質問をいたしま

した。その中で、今後市の防災計画はどう進め

るべきかと聞きました。 

  市長答弁として要約いたしますと、防災計画

は県国の防災計画と整合性のあるものでなけれ

ばならない。現段階では、３月11日発生の東日

本大震災と本年５月19日に公表された新庄盆地

断層帯の長期評価の一部改正を踏まえた計画の

見直し検討が必要であると考えております。現

在、環境課においては見直しに着手しておりま

すが、国県の見通し方針などに関する通知や情

報がまだありませんので、国県との具体的スケ

ジュールは未定となっているとの答弁をいただ

きました。 

  それから、１年を経過いたしましたので、ど

のように検討見直しを進めたか。そして今後の

新庄市の防災計画のあり方について伺うもので

あります。 

  次に、災害時に住民の避難誘導安否の確認な

どを担う自主防災組織、これらの組織率につい

て尋ねるものであります。この自主防災計画の

組織率は全世帯の数のうち組織に参加する世帯

の割合で算出するわけですが、４月２日の山形

新聞に自主防災組織の県内組織率のパーセンテ

ージの報道によれば、県平均75.1％、最上地方

の平均46％に対して、驚くなかれ、当市は県内

ワーストの18.4％とありました。県の危機管理

課では自主防災組織の組織率の低い地域は、地

域消防団がしっかりしているケースが多いとす

る一方、東日本大震災では消防団は災害現場の

救助、消火活動に出動、住民の避難誘導安否確

認を担うのは自主防災組織になる、それゆえに

組織化の重要性を強調しております。まず最初

に、市民の命を守るこれらの市の考え、施策を

お伺いいたします。 

  次にお尋ねいたしますのは、市の生活道路に

ついてであります。道路は、申すまでもなく多

くの人々の生活を支える基本的な社会資本であ

ります。地域が相互に交流、連携し人々が生き

生き暮らし続ける社会形成の欠くことのできな

い基盤施設であることは申すまでもありません。

道路は国の法律、道路法に沿って公共の福祉を

増進することを目的に定められております。道

路の種類は高速自動車道国道、一般国道、都道

府県道、市町村道であります。 

  この適用を受けない道路の中に生活道路があ

ります。市においては、新庄市生活道路整備市

補助金交付要綱を昭和51年４月に定めておりま

す。この道路は常時一般の交通の供用をなされ

ているので、生活拠点の連携、安全快適な生活

空間の確保のため配慮した制度と理解しており

ます。しかし、この要綱を施行してから何回か

の規定の見直しはなされますが、平成９年４月

以降はございません。 

  そこでであります。私の発言事項で、通告書

で申し上げましたが、現行の市の生活道路整備

費補助金交付要綱を市民地域の実情に合わせた

道路の整備改良を積極的に推進すべき必要があ

ると市民の方々からの声があるのであります。

すなわち、要綱の見直しであります。 

  なぜならば、２年続きの豪雪、ゲリラ豪雨、

また長年使用による劣化による損傷が発生して

いるので原状復帰改良を急務に行いたいが、こ

れらの沿線の住民の高齢化、転居者による世帯

数の減少によって現行の補助制度では個々の持

ち出しが多過ぎて事業をやりたくてもできない

苦労が多くあるのです。生活道路は市民の最も

身近な道路であります。そして地域の道路でも

あるのであります。市民がひとしく安全で安心

して暮らしたいのであります。これらについて
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の市長の御所見をお伺いするものであります。 

  次は、通告書発言事項３番目のマラソン大会

で地域の活性化についてであります。市では秋

にいもの子マラソン大会、ロードレース大会を

行っております。いもの子マラソンは昨年で15

回目、ロードレース大会は昨年で49回を行って

きておるわけです。そして、市民マラソンとい

えば1967年、昭和42年に始まった東京の青梅マ

ラソンが市民マラソンの草分けでことしで46回

目を迎えるのであります。この大会を機に全国

各地で市民マラソンブームが到来し、その名の

とおりマラソンと同じ息の長い大会行事が毎週

のように全国各地で開催され、ジョギング愛好

者のみならず圏域住民との交流拡大が進み、観

光商業物産等の面で地域振興が図られておりま

す。ちなみに、県内においては2002年、平成14

年シドニーのオリンピック女子金メダルを獲得

した高橋尚子さんを育てた小出監督がプロデュ

ースしたさくらんぼ東根マラソンが開催され、

本年の第11回大会では参加者が１万2,000人を

突破したのであります。東根市の一大イベント

になっております。 

  さて、当市の平成22年度の監査委員の監査に

おいて、新庄ロードレース大会、新庄いもの子

マラソン大会について、これらを統合の上特色

ある大きな大会に育てるように検討してはとの

指摘を受けたはずであります。新庄市ロードレ

ース大会の主催者は新庄地区陸上競技協会。い

もの子マラソン大会の主催者はスポーツ推進委

員協議会で行っていると認識しておりますが、

指摘を受けたときに話し合いの協議はなされた

のでしょうか。 

  山形市も来年10月に初のシティマラソンの実

行委員会を設立し総会の記事がありました。酒

田市も既にこの秋に4,000人のシティハーフマ

ラソンを予定しております。市においてもこれ

らの開催方向、運営方法を検討し、他市の後塵

を拝するのではなく先陣を切る仕掛けが大事で

はないでしょうか。東根さくらんぼマラソンに

追いつけとは申しませんが、もっと県内外、全

国に呼びかけ、交流人口の拡大、ひいては地域

経済まで波及する市民マラソンの創出を考えて

はどうでしょうか。ジョギング愛好者を含め外

国人もマラソン好きな方がおって大変すそ野は

広いと思います。交流人口の拡大は市の大きな

大事な施策ではないでしょうか。 

  これらの御所見を伺い、壇上からの質問とさ

せていただきます。御清聴ありがとうございま

した。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小嶋市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  地域防災計画と自主防災組織ということであ

ります。昨年の東日本大震災は先ほどの御質問

にもございましたが地震、津波、原発という三

重苦のような、日本では初めての大震災だとい

うことで、その後の防災計画のあり方について

どのようにするのかということが全国的な計画

の中で組まれているところであります。 

  その防災計画につきまして、地域防災計画と

自主防災組織についての御質問がありましたが、

山形県の地域防災計画につきましては東日本大

震災における課題と山形県における対応を踏ま

え本年３月24日に修正されました。主な見直し

修正点といたしましては、原子力災害対策の追

加、津波災害対策の充実などが挙げられており

ます。この中でも原子力災害対策につきまして

は、山形県内には原子力発電所はないものの隣

接県である福島県や新潟県、宮城県に設置され

ており、宮城県の女川原子力発電所の場合、県

境までは77キロメートルであり、これら原子力

発電所において事故などが発生した場合には少

なからず影響があると考えられることから、こ

のたび新設されました。また、大規模土砂災害
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対策計画も新設されました。これは土砂災害防

止法の改正に伴い、地域防災計画に明文化した

ものであります。 

  東日本大震災後、災害対策本部の機能の確保

を図るため、本市におきましては非常用発電機

の導入、避難所となる学校、体育館、公共施設

の耐震化の年次計画、携帯電話による緊急情報

エリアメールの導入などの取り組みを整備して

まいりました。地域防災計画の見直しについて

は、国県の見直しの状況を踏まえ、今年度中の

見直しを検討しているところであります。 

  消防行政室という室を地域防災室と改め体制

を整え、防災計画の策定を今年度中に行うとい

うことで進めております。概要といたしまして

は、内陸部型地震の想定規模などについては変

更はしませんが、隣接県等における大規模災害

発生時の広域支援対応や原子力災害への対策の

追加も検討しております。 

  このほか、行政の防災体制の強化や地域防災

力の向上、情報収集・伝達方法の充実、災害時

要援護者への対応、燃料・電力等のライフライ

ンの確保に係る関係機関との調整などについて

見直しを行っていく予定であります。 

  このたびの原発事故によるエネルギー問題が

大きくクローズアップされまして、代替エネル

ギーとして今回の補正予算にも上げております

が、避難所と言われるところを優先的に太陽光

による発電、代替エネルギーの確保となるとい

うことも先に進めさせていただいております。 

  次に、新庄市の自主防災組織についてでござ

いますが、現在市内には町内会を単位とした組

織が41ありますが、御承知のとおり市全体の組

織率は県下でも低位にあります。これらの背景

には、これまで新庄市において大きな災害が少

なかったこと、消防団組織が地域の防災の一端

を担っていることなどが考えられると思います。 

  組織率の推移については、平成22年度に

13.7％だった組織率は平成23年度末には20.9％、

先ほど18.4％とありましたが、末には20.9％と

いうふうに上がっております。また、本年度立

ち上げを考えている町内も数町内あり、少しず

つではありますが、組織化が図られています。 

  市といたしましても自主防災組織育成補助事

業のより一層のＰＲや組織立ち上げを推進する

ため、出前講座の開催、山形県で開催される自

主防災リーダー研修会、防災ワークショップへ

の参加依頼、既に組織化されている町内の事例

紹介などを通し、自主防災組織の育成強化に努

めてまいりたいと考えております。 

  なお、消防団は災害のとき現場に行くという

ことでその町内における自主防災組織が必要で

ないかということですが、今後消防のＯＢなど

の活用も含めて考えなければならないというふ

うに思っております。 

  周りの町村の中で100％の報告をしておりま

したが、現状に照らし合わせて半分の50％だと

訂正して提出している町村もございます。自主

防災組織の規定の方法については非常に市町村

でばらばらまちまちだということ、また消防団

組織においては町内会等での補助金等も出して

おりますので、消防団があると自主防災組織が

あるというような意識が高いということで、先

ほど申し上げたましたように現役消防、あるい

は消防ＯＢの活用などが取り決められれば、自

主防災組織として十二分に活用されると考えて

おります。 

  次に、市の生活道路についてでありますが、

生活道路、２年連続の豪雪の状況の中において、

生活道路を維持するためにそれぞれの区域にお

いて積み立てを行い、除排雪等についてはそれ

らのお金を使い、市で除雪をした後の排雪費な

どを地域の中でそれを補っているということを

まちづくりミーティング等でのお話を聞かせて

いただいております。 

  その中で、ことし去年は普通は１回の排雪で

済むことが２回あるいは３回行うことによって
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多分な準備金が出ていった、大変不安だという

お話を聞かせていただいております。このこと

については、排雪のあり方等のどういうふうな

協力ができるか、あるいは支援ができるか、担

当課のほうに指示し、あり方を検討させている

ところです。その後、皆様からは全部やってく

れということではなく一部補助などしてもらえ

ないかという提案もいただいているところであ

ります。 

  生活道路の整備費補助金交付要綱は昭和51年

４月から確かにあるわけですけれども、逆に言

いますと新庄市における生活道路の扱い方は非

常に高いものがありまして、他の地域において

は生活道路の除排雪は個人でやらなければいけ

ないというような規定の中で、新庄市は早くか

ら市が除雪をしている。排雪については別です

が。そういうことでなるべく一般市道と変わり

ない体制にしたいということで、これまで継続

してきたところであります。 

  整備内容につきましては、舗装新設や側溝整

備が中心でありますが、最近では傷みが激しく

舗装補修工事などが増加している傾向が見受け

られます。毎年４件程度が補助交付を受けて整

備を実施しておりますが、この補修などでの整

備の傾向は既存舗装あるいは老朽化、議員が御

指摘のとおり豪雪や雨水による被害で補修工事

が必要となったものと思われます。 

  補助金交付要綱では、補助は予算の範囲内で

行うものとし、その額は適正な工事費の２分の

１以内とする。そのため工事規模が大きくなる

と個々の負担も増加することになります。いわ

ゆる補助率のアップを検討できないかとの御提

言もありましたが、計画的な整備による個々の

負担低減策など補助金交付要綱の説明とそれぞ

れの工事内容に即したきめ細やかなアドバイス

をしていきたいと考えております。 

  また、制度の周知をさらに図るなどして生活

道路の整備に関する相談や問い合わせなどは積

極的に利用者の意見を聴取していきたいと考え

ております。この生活道路そのものの考え方、

非常にこう、きのうの空き家対策ではございま

せんが、どこの持ち物かということが必ず議論

の的になります。しかし、市民が生活している

との観点で行政としてもできる限り協力してい

きたいと、今後そうした皆様方との話し合いを

十分に積んでいく必要があるなと、相互理解が

必要だというふうに思っています。 

  先進地事例など見ますと、現物支給による地

域の皆さんによる作業方法なども行っている地

域もございますので、そうしたことも踏まえて

今後検討してまいりたいというふうに思います。 

  次に、マラソン大会で地域活性化をというこ

とで、確かに今全国的にマラソンマラソンとい

うことで、健康によるそれぞれの国民の皆さん

が自分の健康の中でウォーキングあるいは軽い

ジョギング、そして競技性の高いマラソンとい

う形でだんだんハイレベルな方向に向かってき

ているということでマラソン人気が高いのでは

ないかというふうに思っております。 

  山形県内における駅伝競走大会もあるわけで、

県内の走ることに関する関心、また国外におい

てもハワイホノルルマラソンやさまざまな世界

にまで駆けめぐるそのファンがいるということ

は承知しているところであります。 

  この運営主体でありますスポーツ推進委員協

議会の皆さんと、３年前ぐらいからどのような

形がいいのかという話は進めているところであ

りますが、ロードレース大会が先に行われ、翌

日にこの大会が行われると。ロードレース大会

の意義をどうするのかといった問題。また、現

状のスポーツ推進委員協議会の皆さんでは今の

参加以上の方々を受け入れすることが管理上、

運営上非常に難しいということで、運営するた

めにはやはり運営組織をどうするかということ

が非常に大きな課題であると思っております。 

  新庄市は春先、カド焼きまつりなどで集客を
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行っている部分もあります。また、新庄まつり

もあります。また、味覚まつり、そして雪まつ

りという形でさまざまな運営母体を異にしなが

らそれぞれの誘客また活性化をしている。その

中にマラソンというのは大変大きなインパクト

を持つもの。 

  過去にはラングラウフ大会を東山を中心にし

て行ってきましたが、4,000名規模、冬の4,000

名の規模を超える大会まで育て上げたときに移

動手段、管理運営上ということで非常に大変な

状況が、また雪が二、三年なくなったというこ

とで大蔵に移って大蔵で19回行って昨年やめた

と。この種の運営ということをどのように進め

るかと非常に大きな課題であると思っています。

行政がすべてを仕切ってしまいますとこれは大

変なことになりますので、それを受け入れる団

体がどういうふうな形でするのかということが

考えられています。 

  一方で、ここは自転車競技場がございますの

で、自転車に係るクリテリウム、ツール・ザ・

新庄などはできないかということで、コースと

しては休場から萩野を回って県道をおりてくる

コースなどをどうだろうということで、担当の

者に調査をさせ、予算を立てて見積もったこと

もございます。予算的には、何がネックかとい

いますと自転車の場合ですと安全管理というこ

とでゲート場の防護さくを全部そろえる。あと、

誘導員、管理員が1,000人以上必要だというこ

とから、大体２億円ぐらいかかるということが

１回の準備で済めばそれで済むわけですけれど

も、当初かかるということで、気軽にできるの

はやはりマラソンなのかなという思いもしてい

るところであります。 

  今後、先ほど申し上げましたように運営組織、

場所、タイミング、そうしたことも踏まえなが

ら、スポーツ推進協議会の皆さんとの協議など

させていただきながら参考にさせていただきた

いと思います。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ありがとうございまし

た。 

  それでは、まず最初の防災計画の見直しと自

主防災組織について伺います。 

  これは、前回の一般質問の中でも髙橋富美子

議員が私と同じような質問です。どうなったか

と。ずっと同じ答えですよね。国と県の動向を

見ながらする。もう、国は12月27日中央防災会

議で見直しになっています。県は３月23日です

かね。県内の関係機関の防災関係を集めて吉村

県知事が出席してやって、既にできているんで

すけれども、どうして進まないんですかね。 

  あともう一つ。これするには防災会議を招集

して防災会議の中で決定するんですけれども、

その防災会議の中で髙橋議員の答えに坂本課長

は、現在の新庄市防災会議条例によりますと、

委員の数は30人以内ということで決められてお

りまして、これまでのところ委員については28

名です。ただし、その中には国のほうの組織の

再編によりまして現実にはこの地域の組織がな

いものでございます。 

  これないんでしょう。実際あるんですか。そ

の新庄市防災会議計画。委員28名というのは現

実的にはどのように、何回も、去年６月から防

災に対しては変えてくださいよ、大変だからと、

備えあれば憂いなしじゃないですかということ

で、諮っていますけれども、この議事録から見

ますと、組織がない、防災会議計画をやってい

るんですか、やっていないんですか。そこから

お伺いします。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 防災会議の委員についての御

質問でございます。市のほうには防災会議ござ

います。その防災会議に関する条例の中での委
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員の選任について定めがございまして、各行政

機関あるいは防災機関等の長等を選任するとい

う決まりがございまして、現実的には現在の防

災会議委員の中には女性はいないのが現実でご

ざいます。 

  なお、現在内部的に防災計画の見直しの、着

手しておりますけれども、防災会議に諮った上

での事項までは大変申しわけないんですが、至

っておりません。なお、防災については委員の

選任等については見直すようなことで、ただい

ま御質問ありましたとおり、またこれまでも議

会の中で髙橋議員から御提言がございました女

性の視点からのさまざまな対応が必要だという

ことは、十分承知してございますので、そうい

う方向で選任してまいりたいと思っております。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 私受けとめるには、防

災、そういったものがまだ整備できていないと

いう認識を受けているんですが、それでいいん

ですか。新たにこれからやるということなんで

しょうね、今。私は女性のことは、髙橋議員は

女性の委員を入れてくださいということだった

けれども、私はそれでなくて防災会議全体のも

のをお聞きしたんだけれども、これから選任す

るというようなことで。 

  私、何言いたいかというと、もっとスピード

感を持って進めてもらいたいんですよ。こうい

うものを緊急を要するものを。 

  じゃあ、それではまだやっていないというの、

早くやって、まず整備して防災会議をやって委

員を選んで手順を踏んでスピード感を持って、

すべて行政のほうはスピード感が遅いというの

はいら立ちというかそういうもの。何でもう少

しスピード感を持ってやっていただけないかな

ということを強く、これのみならずですよ。感

じるんです。たまたま、こういう場所で防災会

議の件も言ったんですけれども、何回も言って

も進まない。危機感がないんでないですか、皆

さん方には。 

  じゃあ、もう１点。今、市長さんから防災室

を設けて防災すると。防災室の中身をひとつ教

えてください。どういう仕事するのか。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 このたび、４月１日の機構改

革でこれまで消防交通室という室の名称から地

域防災室に変わっております。業務の内容につ

いては、業務の範疇についてはこれまでと変わ

りありません。ただ、人員増によりまして防災

の業務を充実するということで機構改革がござ

いました。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 名前が変わった。何か

行政というのはね、名前を変えて進むみたいな

感じするけれども、中身は変わっていないとい

うふうに受けとめていいんですね。とにかく早

く進めて、早くやっていただきたい、これやは

り、一番こういったもの。国を挙げてやってい

るんです、県を挙げてやっているんですよ、こ

れ。 

  あと、自主防災組織、市長は、私は新聞報道

見て４月２日の新聞見て、新庄市は18.4％、い

や実際は20.9％ですよと言ったんだけれども、

それにしても恥ずかしくないですか、この数字

見て。この統計のやり方で違うんだよと市長言

ったけれども、我々市民ニーズとしてはこの数

字見せたら信用すると思いますよ。そうじゃな

いですか。 

  これだってやはり消防団が自主防災組織の中

に入るんだよとやっていけばあるんでしょう。

でも、新庄市の中で消防団のない部落や町内あ

りますもんね。この数字見てどう思いますか。

どう思いますか。課長。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 
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沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 自主防災組織の組織率につき

ましては、ただいま小嶋議員から御指摘のとお

り、ことし４月１日現在で新庄市の場合は

20.9％、県全体では75.7％ということで、これ

には定義あります。うちのほう、環境課の中で

も防災組織の重要性あるいは組織化を図る上で

の具体的にどういうことをするのかということ

では、随時出前講座で要請あったものについて

はその講座を活用して、また常時消防団の中で

も自主防災組織云々についてはお話をしていま

すし、どういうふうにすればその自主防災組織

の組織化が図れるかということで、今大変対応

が悪いと言われればそれまでなんですけれども、

必要性は認めております。アンケート上では、

区長さん方のアンケート上では必要性はあると

いう比率は高いんですけれども、実際の組織化

ということの観点になりますと、さまざまなそ

の地域の特色的なことで、前に進まないような

実例がございます。 

  まずは、実際にやっているところの防災組織、

どういうことをやっているか。その実例を踏ま

えた上でさまざま普及啓蒙を図るなり、あるい

は既存の組織の協議会等をつくった形でそれを

未組織化の町内に普及していくかということを

検討すべきではないかということで、現在も組

織化については努力しているところです。 

  なお、先ほど市長も答弁ありましたけれども、

この組織化について100％云々からうちのほう

みたいに20.9％まで低いんですけれども、防災

組織の定義たるものはまちまちであくまでも市

町村の判断ということで、実態とそぐわないよ

うなこともあると思います。ただ、いずれにし

ても低いことには間違いございませんので、普

及率、育成強化に努めてまいりたいと思います。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） まあ、もう少し積極的

に進めていただきたいのが本音です。県の危機

管理課では、優良事業例を集めた冊子までつく

っているんですよ、冊子。課長、会議行ってい

ればわかるんですけれども、その課では都市部、

中山間地、沿岸など地域特性によって異なる組

織化の経過、活動の充実策、課題を紹介してお

り、未整備地区は参考にしてほしいとして400

部を作成し各市町村消防機関に配付する。マニ

ュアルあるじゃないですか、これ、マニュアル。

これを活用したらいいんじゃないですか。速や

かにやっていただきたいです。やはりこの辺は

大事ですので。のみならずスピード感持ってこ

れからやっていただきたいと思います。 

  次、生活道路なんですね。大変市長のお言葉

の中で、まちづくりミーティングの中で排雪が

ことし、去年は多くて２回、３回となって大変

だというお答えに対して、できる限り支援する

というお言葉いただいて、これは市民の声を聞

いていただけるなと思っていますけれども、実

際生活道路の住んでいる方々は、除雪する、例

えば排雪する場所も自分たちでお金を積んでい

る中から場所を確保しながら排雪をやる。大変

税外負担の部分がやはりあるわけなんですね。

同じ新庄市民で果たして市民平等が図られるか

な、何でだべという根本的なことがあります。

これで財政再建の中で平成18年、19年、20年は

カットまでなったんです。補助金がゼロ。平成

21年から復活しておるんですけれども、市道の

距離と、市で把握している生活道路の距離とい

うのはどのような認識しておるんでしょうか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 市道延長につきましては

298.5キロメートルであります。生活道路の延

長につきましては、生活道路除雪申請された距

離しかわかりませんので、その距離ですと42.4

キロメートルでございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 
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沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 私も聞くところにより

ますとそのような数字であると思います。市道

は約298キロ。生活道路は除雪のとき42キロと

いうことで認識しておるというわけですけれど

も、その中で、生活道路補助金、ことしの予算

見ますと、100万円なんですね。昨年は80万円。

やはりそれだけ大変厳しい中でも生活道路予算

が20万円。この金額が多い少ないは別としまし

ても生活道路やはり支援するという市の考えが

あるんですけれども、実際今生活道路に住んで

いる方々は大分前から住んでいるわけですので、

例えば息子さんの時代になって建てかえといっ

た場合はもっと条件のいいところに住むわけで

すよね。そうすると、割かし高齢を召されてそ

の地域を愛して、やはり補助金、積立金も大変

厳しい状況なんです。ですからやりたくても何

ともできない。何でこう我々のところ同じ新庄

市民で税金払いながらという、思いがあるんで

す。 

  行政側とすれば新庄市は面倒見ているよ。さ

っきのお話で言えば。ほかのところはもう、お

まえのところでやりなさいということで、やっ

ているというわけですけれども、そういうわけ

には市政全般の繁栄をするには高齢化社会を迎

えて大変なことなんですので、今ここで要綱見

ますと市長おっしゃったように、補助は予算の

範囲内で行うものとし、100万円、200万円、分

母を広げても補助率が２分の１ですとなかなか

負担金で重たいものがあるんでないかな。やは

りこの要綱、３分の２ぐらいやっていただくよ

うな施策のお考えが、今後私は新庄市全体のこ

とを考えれば、除雪のことも考えればこれぐら

いのことあっても、何千万円とふえることでな

いと思いますし、その点と100万円をことしふ

やしたというの。４月まで出さなくても、この

要綱ですと４月１日まで出しなさいというんで

すけれども、４月１日の場合はもう予算決まっ

ているわけですので、その辺どのぐらい予算盛

るか、事前調査とかお考え、生活道路の方々に

声をすくい上げる、市長、さっき丁寧に親切に

聞いてくれるということで、そういったお考え

はどうなんでしょうか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 まず、予算の関係につい

てからお答えいたします。 

  ４月１日まで４月末日まで申請ということで、

そのときにはもう当該年度の予算は組んでいる

ということでございます。その予算の組み方で

すけれども、やはり通年といいますか、その前

年、過去４年、５年ぐらいの補助金額、それを

めどにしながら大体およそ100万円ぐらいで済

んでいるということでございます。 

  ちなみに、平成23年度は79万6,000円、22年

度は89万7,000円、21年度は76万3,000円という

補助をやっております。そのために平成24年度

は一応100万円にしたということでございます。 

  ただ、いわゆる予算があっての申請でありま

すし、また市民に対してもやはり生活道路の支

援の補助金の周知といいますか、それがなかな

か図られていないんではないかということで、

今年度からといいますか、９月ごろまで、秋ぐ

らいまでに制度の周知を図りまして、当初予算

の組む時期あたりまでに、まず一たんは申請を

もらうと。その中で当初予算化を図りたい。な

お、４月末日という要綱もございますので、そ

の間また申請があった場合については、補正予

算等考えながらやっていきたいと思います。 

  それから、２分の１を３分の２に上げられな

いかという、そういう御提言ございました。平

成９年に要綱改定したわけです。平成９年に要

綱改定したのが３分の２以内から２分の１以内

に要綱を変更したわけです。その理由としまし

ては、やはり支援する予算の額がある程度市の

全体の中で見ますと100万円とか200万円とかに
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なってしまうんだろうと。それを３分の２にや

った場合に申請件数に耐えられないということ

で、２分の１で運用していた実績がございます。

ですから、この２分の１という実績をもとにし

て平成９年に建設委員協議会の中でお諮りしな

がら２分の１に要綱を変更したと、そういう経

緯がございます。 

  今、議員がおっしゃいましたように、今高齢

化とかなんとかで世帯数も減っていくという、

そういう事情もわかります。ですから、そうい

う中で生活道路、どうやって直すんだといった

ときに、例えば100メートルの修繕しなければ

いけないとなった場合には30メートルだと３年

間できないのか、それは先ほど市長が言いまし

たように例えば資材関係、市が持っている資材

なんかを供給しながらの支援とか、そんなもの

も検討したいなと思っております。以上です。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ありがとうございます。 

  そんなお考えを聞いて地域の方々も頑張って

新庄市に住むかと、新庄市もまんざら悪いわけ

でないなと、前向きな気持ちになるような政策

をぜひひとつお願いしたいと思います。 

  あと、マラソンの件なんですね。東根のさく

らんぼマラソン、市長は運営の面をおっしゃい

ましたけれども、確かに運営も大変だと思いま

すけれども、うまくボランティアを使っていま

すね、さくらんぼとほかの場合、非常に。やは

り行政で何千人のイベントとかって無理ですね、

はっきり言って、無理です。やはり特に実行委

員、山形の場合は実行委員会をつくって市の教

育委員会、市体育協会、市陸上競技協会の関係

者を入れて実行委員会をつくると、そしてこれ、

物は考えで、市の持ち出しも大事でしょうけれ

ども、スポンサーをつけることによって経費も

浮きますし、マラソンの場合は参加料を出すん

ですよね。愛好者は何千円払って泊まり賃をか

けて会費を出して楽しむ。その中で参加者に対

していろいろ御褒美とかやります。ちなみに、

東根さくらんぼは一般は3,000円、高校生は

2,000円、ファミリーの部は4,000円、これは親

子だそうですけれども、その中で商品も結構出

るんです。さくらんぼとかもちろんさくらんぼ、

お土産やるんでしょうけれども、そしてこのや

り方がうまいですね。 

  サラリーマンマラソンの川内選手が先般来た

んですけれども、その仕掛けは東根市が手紙や

ったそうです、手紙。愛好者がいっぱいいるか

らぜひ私のところに来ていただけないかと、そ

ういうアプローチの仕方がうまいんですね、そ

のやり方が。東根市では、多くのマラソン愛好

者に元気と勇気を送ってほしいと今大会出場を

依頼、川内選手はぜひ出場したいと電話で市に

快諾を得たと、こういう仕掛けをもっとやって

いけばこんなにお金をかけなくてもできるんで

す。 

  もし、本当にやる気があったら専門の業者が

いる、専門の業者。事前調査からオリジナルサ

イトから、救護、ナビから交通規制システム、

緊急通信システム、ボランティア募集管理から、

こういうものがあるんですね。本当にやる気が

あったら。 

  マラソンはすそ野が広いですから、大体市の

予算、今回４万5,000円ですかな。予算がなく

てやれっていったって大変無理な話だけれども、

私はこれ今すぐあしたしろということでなくて、

提言をしながら申し上げています。 

  ぜひそういったもののお考えを取り上げてい

ただければなと思います。いろいろなやり方を

研究してもらって。そしてこのマラソン、時間

もないですけれども、南陽市のコスマス選手は

すごいですね、南陽市では。動く広告塔といい

ますか、実業団にも出る、駅伝にも出る。あと

はニューイヤー駅伝、全日本実業団駅伝の出場

権もとるというような非常にまちおこし、税金
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を使って職員にするとかいうことは別の問題と

しましても、やはりこういったマラソン的なこ

とで宣伝効果もある。外国人も呼ぶことによれ

ばインバウンド、市で唱えているインバウンド

にも大きく私はこういうものを育てていけばい

いんじゃないかなと思いますので、ひとつ時間

も迫りましたけれども、こういったものを御検

討いただければありがたいなと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  終わります。ありがとうございます。 

沼澤恵一議長 ただいまから午後１時まで休憩い

たします。 

 

     午前１１時４５分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

佐藤卓也議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、佐藤卓也君。 

   （４番佐藤卓也議員登壇）（拍手） 

４ 番（佐藤卓也議員） ６月定例会７番目に質

問させていただく会派市民・公明クラブ佐藤卓

也です。 

  市民の皆様と同じ視点から、通告に従い順次

質問させていただきます。よろしくお願いいた

します。 

  先月５月21日、23日に新庄市議会初の議会報

告会を開催いたしました。地方分権改革が進み

地方議会の役割や責任がますます重いものにな

ってきており、新庄市議会運営についても改革

に向けた検討を重ねてまいりました。議会全体

の総意となっているのは、より市民に見える議

会、開かれた議会にしていくこと。つまり、議

会の仕事をより多くの市民の方に理解していた

だき、協力をいただきながら議会の責任を果た

していくことを挙げております。その中で初め

ての議会報告会でしたが、まだまだ参加者が少

なく広報や開催時期の検討など多くの課題も見

えてきました。次回の開催に向け、なお一層の

努力をしていきたいと思っております。 

  まず、１番目の質問です。 

  新庄市の基幹産業である農業ですが、全国的

に農業は経営継承、技術後継問題を抱えており

ます。現在では戦後の発展から今日まで支えて

きた世代から次世代への移行期にあり、新庄最

上地域の農業法人のすべては創業者が現経営者

であり、今まさに事業継承のさなかにあります。

多様化して複雑化した流通と、消費の実態に対

応できずにいる古いままの生産出荷実態といっ

た混迷をきわめる市場経済の中で農業経営を取

り巻く状況は厳しさを増す一途にあり、経営を

維持するだけでも至難と言えるのではないでし

ょうか。 

  人口減少や市場経済の激変、ニーズの多様化

などは、農業だけにはとどまらず、さまざまな

分野で共通の課題となっております。次の時代

へ向けて今から強く生きるために何が必要か、

ともに考え一緒に取り組んでいかなければなり

ません。農業における次世代の後継者、担い手

育成は単なる生産の技術学習では現実的に不足

と言える状況の中にあります。だからこそ、よ

り実質的で実効性の高い取り組みが求められて

います。意欲ある農業者、次世代の後継者の育

成を市としてどのような取り組みを行い、そし

てどのような施策をお考えなのでしょうか。お

伺いいたします。また、今後の支援体制もどの

ように行われていくのかお伺いいたします。 

  ２番目の質問です。魅力ある観光産業を確立

するためには交流人口の拡大が欠かせません。

その大きなチャンスとして、３月28日から東北

観光博が開催されており、最上地域独自の観光

キャンペーンとしてもがみ観光博が７月29日か
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ら行われようとしております。 

  もがみ観光博の目的は、①観光資源の発掘、

磨き上げと知名度の向上、②地域の総合力の発

揮と一体感の創出、③観光事業への取り組みの

促進及び観光産業の推進としており、コンセプ

トとして、自然と人がのんびりと共生する田舎

に暮らす私たちは、心と体を日常から解放した

い人々に対しさまざまな最上流の癒しを提供し

ますとしております。 

  観光、旅の魅力とは何でしょう。旅先に出て

いくと、見るもの、聞くもの、食べるものすべ

てが新鮮な体験です。そして、迎える側、私た

ち新庄最上の皆さんにおもてなしの心があれば、

旅情はもっと増すのではないでしょうか。観光

業に携わる方はプロとしてサービスを磨くこと

は当たり前として、ここに住んでいる人一人一

人が新庄最上の支配人になって、来ていただい

た方にすてきな出会いを体験してほしいのです。

気取らずお国言葉で、ぜひ観光客の皆さんに新

庄最上の魅力を知っていただき、来てよかった、

もう一度来たいねと言ってもらうためにも多く

の市民に参加していただき、地域資源をもう一

度掘り起し活用するためにも、新庄市としても

がみ観光博に対する取り組みはどのように行わ

れているのでしょうか。お伺いいたします。 

  そして、各市町村などが独自に観光資源をば

らばらに売り出すことが多く、消費者にインパ

クトが弱いとされ課題となっております。その

課題解消のため各地域や団体との連携はどのよ

うに行い、取り組まれているのかお伺いします。

また、認知度が高いとは言えないこのもがみ観

光博を今後どのようにＰＲし、広報するのかお

伺いいたします。 

  ３番目の質問です。インターネットの交流サ

イト、フェイスブックを活用した情報発信が４

月から行われました。新庄市の観光スポットや

特産品などの紹介や、各種イベント情報、四季

折々の風景が現在配信されており、私もフェイ

スブックを携帯を使いながら活用させていただ

いております。 

  フェイスブックは日記を書いたり写真を共有

したり、同じ趣味のコミュニティに参加したり

友達にメッセージを送ったりとさまざまな利用

方法がございます。効果的な情報発信を行うこ

とで交流の促進にもつながるフェイスブックは

現在商工観光課で行っておりますが、うまく活

用することにより各課でも役立てると考えられ

ます。フェイスブックの今後の取り組み、活用

方法についてどのように展開して情報発信をし

ていくのかお伺いいたします。 

  最後の質問になります。原蚕の杜エコロジー

ガーデンを起点とした農業をコアにとらえたコ

ミュニティの熟成が進んでまいりました。地域

に根差すコミュニティ間の連携も始まってきて

おります。先月、エコロジーガーデン交流室に

おいて映画「よみがえりのレシピ」の試写会で

は、本上映に向けたたくさんの協力者が集まり、

渡辺監督を交えて今後の取り組みについての大

変有意義な交流もございました。同事業におい

ても、アグリウォーカーズさんや最上元気研究

所さん、プライマルプロジェクトさん、ネット

ワーク農園さんなど、他の事業では花の風の会

さんや他の市町村や他町村の行政に所属してい

る方々、多くのメンバーによって活動の輪が広

がりつつあります。施設所有者である新庄市や

これまでの担当者の方の御理解と御協力もあり、

農業にとどまらない広範的なコミュニティの活

動、プラットホーム的な広がりが生まれつつあ

ります。 

  これからは、先ほども申したもがみ観光博な

どさまざまな事業やエコロジーガーデン施設の

文化財登録へ向けた動きなど、これまでにも増

して多くの取り組みが行われます。新庄市はエ

コロジーガーデンを初め旧雪害研究所やおたま

やなど多くの分野で、担当課の枠を超えた複数

課でのノウハウや実績の積み重ねがあると私は
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認識しております。新庄市でのエコロジーガー

デン利用計画の計画実現という大きなテーマに

向けて、各課の強さやよさを持ち寄り、そして

弱さや非力な部分を補い合って、より広い効果

を生む動きを今こそ進めるべきではないでしょ

うか。ぜひとも、担当課の枠を超えた複数課で

の組織づくりを行い、取り組むべきではないで

しょうか。協働事業の積極的な推進とも重なり

ますが、エコロジーガーデンの利活用を含め今

後の具体的な取り組みをお伺いいたします。 

  市長のリーダーシップを発揮することを期待

し、私はここで歴史上の人物の言葉を紹介させ

ていただきます。部下の信頼が厚く最後まで決

戦を否定した連合艦隊司令長官の言葉でござい

ます。 

  やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、

褒めてやらねば人は動かじ。 

  話し合い、耳を傾け、承認し、任せてやらね

ば人は育たず。 

  やっている、姿を感謝で見守って、信頼せね

ば人は実らず。 

  山本五十六の言葉です。 

  以上、壇上からの質問を終わらせていただき

ます。御清聴ありがとうございました。（拍

手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  意欲ある農業者の育成確保についてというこ

とで、どの関係団体も初めといたしまして、そ

れぞれの個々の農家そのものが今後の後継者あ

るいは技術育成について大きな悩みを持ってい

ることを承知しているところであります。それ

に向かいまして、新庄市が行政としてできるこ

と、また行政以外のその本来進めておる皆様方

のやるべきこと。その辺を整理しながらやはり、

行政がしっかりと支援していかなければならな

いと考えております。 

  2010年農業センサスにおきまして当市の販売

農家の就業平均年齢は62.6歳ということで、山

形県の65.2歳や最上郡の63.6歳に比較して低い

状況にあります。また、平成14年から23年まで

の10年間における新規就農者数は50人となって

おります。市といたしましても、農業振興にお

ける担い手を初めとした人材育成については重

要課題ととらえ、議会等の後押しもいただきな

がら、平成22年より若者園芸塾、実践塾を再開

したところであります。 

  塾の運営に関しましては、作物栽培等の生産

技術の習得はもちろんのこと、近年の農業情勢

に対応して関係機関の協力をいただきながら販

売を視野に入れた作物選択や流通状況の把握、

さらには経営感覚の養成などにも力を入れてお

ります。近年、新庄最上地域にはさまざまな農

業青年組織が誕生し、若い感覚による各種の取

り組みが実施されております。昨年度は、エコ

ロジーガーデンにおいて、新たに農業後継者を

中心として発足したアグリウォーカーズによる

イベントも開催されたところであります。 

  市といたしましては、これらの担い手の取り

組みの実効性のあるものとなるよう、農協組織

や県の農業振興技術普及部門と連携をとりなが

ら、人材育成としては担い手総合支援対策や新

規就農総合支援事業、生産振興との関連では農

林水産業創意工夫プロジェクト支援事業や活力

ある園芸産地創出支援事業などの支援策を講じ

てまいりたいと考えております。 

  また、最上圏内におきましても最上地域有機

農業推進協議会の拓土塾を初めとして、各町村

においても各種の担い手育成の取り組みがなさ

れております。こうしたところとも広く連携し、

意欲ある農業者の育成確保を図ってまいりたい

と考えております。 

  次に、もがみ観光博についてであります。御
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存じのとおり７月29日からもがみ観光博が行わ

れるという状況になっております。もがみ観光

博への市の取り組みといたしましては、各地域、

団体との連携、まず最上地域全体でもがみ観光

博の総合パンフレットを配布いたします。また、

６月14日木曜日、あさってになりますが、最上

総合支庁にて８市町村合同の記者会見、関係機

関の皆さんと記者会見を開催いたします。また、

そこには市町村代表のほか、おかみさんやお店

の看板娘、そして御当地キャラクターが集合し

もがみ観光博の開催をＰＲいたします。 

  ７月29日のもがみ観光博オープニングイベン

ト、最上の伝統芸能祭りでは、新庄市の獅子踊

りを含め最上地域で県の文化財に指定されてい

る三つの芸能を披露していただきます。同時開

催されるラーメン対決では地域内のラーメン店、

10店弱ぐらいを予定しておりますが、食べ歩き

ができる催し物も計画しております。さらに当

日ゆめりあには午前に肘折温泉、午後には赤倉

温泉のお湯を使った足湯が設置されるなど、最

上地域全体をアピールできる場としております。 

  県外向けのＰＲといたしましては、６月11日

月曜日発売の大手観光雑誌「じゃらん」関東東

北版の臨時増刊号夏の家族旅行特集、通称「フ

ァミリーじゃらん」にも、もがみ観光博の特集

記事が掲載されます。ポスターやチラシも間も

なく完成となりますし、現在新庄市のホームペ

ージやフェイスブックにも情報が掲載されてお

りますので、ぜひ皆様にもごらんいただきたい

と思います。 

  また、平成26年の夏、日本最大の観光キャン

ペーンであるＪＲのデスティネーションキャン

ペーンが、10年ぶりに山形県単独で行われます。

ちょうど、もがみ観光博の開催時期に重なりま

すので、観光博を今年度のみの開催とせず、平

成26年度に向けてことしのプレデスティネーシ

ョンキャンペーンと２カ年で内容を充実させて

精度を高めてまいります。 

  もがみ観光博は今年度の開催期間が７月29日

から11月18日までの113日間というロングラン

企画であり、期間中の開催イベントは現在予定

されているものだけでも70件以上ですので、よ

り多くの観光客の方々に新庄最上を楽しんでい

ただけるようにしていきたいと考えております。 

  議員おっしゃるとおり、新庄最上という認知

度はまだまだ低いのが事実であります。以前申

し上げました新庄まつりにつきましても、湯沢

の500人の会場で、新庄まつりを知っている方

はどうぞ手を挙げていただきたいと言いました

ら、20人しかおりませんでした。自分たちは知

っていても周りの人は知らない。この現実に素

直に目を向けながら、次なる対策をしなければ

ならないと思っているところであります。 

  次に、インターネット交流サイトフェイスブ

ックの御質問でありますが、本市では今年４月

から観光情報に限定してフェイスブックによる

情報発信を開始しました。これは新庄市に関心

を抱いた人へ効果的に情報発信ができ、さらに

その人からほかの人へと情報が伝達される可能

性が生まれるというフェイスブックの特徴を活

用して交流の拡大につなげていきたいとのねら

いによるものです。５月末現在登録者は200人

を超え、その人たちを経由して掲載情報がほか

の人たちへも広がっているものと考えられます。 

  このようなホームページにはなかったような

特徴によりフェイスブックが注目されているこ

とから、導入する自治体もふえており、加えて

東日本大震災被災地での情報交換に利用された

との報道もあるとおり、議員の御指摘のとおり

さまざまな活用ができる可能性があります。た

だ、適正なページ管理にどれだけの事務量が必

要なのか、情報発信に際しての決裁方法はどの

ようにするかなどの、公的な仕組みの中にある

ことによる疑問などがありますから、今回のフ

ェイスブックの導入には試験運用という位置づ

けをしております。半年ほど試行した後に、そ
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の効果、必要性、公的な課題などを検討するこ

ととしております。 

  次に、エコロジーガーデンの利活用について

であります。まちづくり総合計画の三つの重点

プロジェクトの一つに雇用交流拡大プロジェク

トがありますが、交流拡大の大きな柱が新庄ま

つり100万人誘客とエコロジーガーデンの環境

整備と利活用の展開です。 

  エコロジーガーデン利用計画は、平成23年２

月に３カ年計画で策定しました。旧農業試験場

としての背景や歴史、国に対して譲与申請を行

った際策定したエコロジーガーデン基本構想な

ど、市民のさまざまな夢や思いが寄せられた過

去の推進プランなどをできる限り継承しながら、

地域農業振興の拠点づくり、歴史文化資源と景

観の保全、市民が憩い学べる農業公園づくり、

多面的な利用展開と四つの柱をもとに計画して

おります。計画を推進するに当たっては市民活

力及び民間活力の多面的なかかわりの中で推進

していくものとし、また民産学が多様にかかわ

る実施主体の提案などを受け、他施設との連携

を図りながらエコロジーガーデンの可能性を広

げるものとしております。 

  先日の上映会のお話もございましたが、エコ

ロジーガーデン原蚕の杜の素材そのもののよさ

が次第に広がっているのではないかなというふ

うに思っております。長く大学生を連れてきて

いいただいている青山学院の研究室もございま

すし、そうした意味ではエコロジーガーデンの

素材をさらに磨きをかけていくということが大

切だと考えております。 

  また、開園以来産直まゆの郷オープンも10年

になりますが、このほか年を追うごとに利用団

体にかかわりを持ってきていただきました。利

用拡大と交流拡大へ向け拍車をかけて邁進すべ

き本年、利用団体から成る交流拡大プロジェク

ト実行委員会を立ち上げ、イベント開催などの

誘客拡大を図る計画でおります。 

  さらに、今秋には、建造物登録文化財指定に

向け準備を進めているところですが、毎月複数

のイベントが開催される施設として動き出しま

した。山形の伝統野菜を取り上げた、先ほど申

し上げましたドキュメンタリー「よみがえりの

レシピ」の試写会には70名。被災地仙台市若林

区や東松島市からネットワーク農園の呼びかけ

で行われた負ける米田植えの交流カド焼き会場

に100名を集めております。また、７月29日か

らもがみ観光博が始まります。おたまやからエ

コロジーガーデン、そして産直まゆの郷と、い

つでも迎え入れ可能な歴史観光ルートを確立し、

お迎えする位置づけで呼びかけております。農

的利活用と食、歴史的景観保全、交流拡大、観

光、当該施設の長所を引き出すべく、連携した

計画と実践を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） ありがとうございまし

た。１番目の質問から聞かせていただきますけ

れども、意欲ある農業者や次世代の後継者の育

成などに対して現在多分勇気塾があると思うん

ですけれども、勇気塾の今現在の人数ですか、

かかわっている、何名の方が勇気塾に入られて

おられるのか。どのくらいの予算であるのかを

お聞かせください。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 現在の勇気塾の塾生について

お答えいたします。 

  37歳の男性１名と、それから21歳の男性１名

の、計２名となっております。それから、運営

費につきましては、卒業後の塾生のハウスの助

成金、当初５名見込んでおりましてこの分が１

名当たり70万円ということで、350万円を加え

た総額が1,250万円。この予算で通年の運営を
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行っていくということで予算組みしてございま

す。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） 過去から見ると、かな

り人が減っているのかなと思うんですけれども、

勇気塾に対してどのくらいのＰＲ、広報してい

るのか。それともまだ逆に知らない方が多いの

かなと思うんですけれども、その方に対しての

呼びかけとか、お二人に対しての1,250万円と

いう金額なんですけれども、多いか少ないかは

別として、もっともっと次世代の若い方がもう

ちょっと勉強できるようにしていただきたいん

ですけれども、まず、広報のことはどのくらい

やっているのかお聞かせください。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 広報についてお答えします。

当初、勇気塾の募集要項につきましてはあくま

でも新庄市民、そして農業後継者、そして年齢

が18歳から40歳。卒業後はハウスを建設できる

ことと、それから両親等の同意が得られること

という諸条件、つまり農業後継者を対象として

始めましたので、農業便り、農業者専用の広報

誌をつくっているわけなんですが、この農業便

りを通じてこれまで募集をかけてきたという経

緯がございます。しかしながら、御指摘のよう

に現在塾生２名ということで行っておりますの

で、初期投資も含めまして単純に割り返せば、

やはりもっと塾生が入るべきという考えを持っ

ております。 

  そのようなことで、去る５月30日に塾の運営

協議会を開催いたしまして今後の後継者の育成

についていろいろアイデアを出していただきま

した。その中で、新庄市民という限定が必要な

のかということをまず考えました。これだけ新

庄最上が一体化している中で、農業の生産振興

についてもいろいろな作物を統一して進めてご

ざいますので、この辺を広めて最上一円に広め

てもいいのではないかという考え。ただし、こ

のとき毎月交通費程度ということで月額４万円

を支給しているわけなんですが、この辺の費用

については、その出身される自治体の御負担を

いただければいいんですが、いただけない場合

はこちらからの支出はないという、そういう区

分をさせていただきたいというふうな考え。 

  それから、農業後継者限定ということでこれ

まで募集図ってきたんですが、例えば村山のガ

ールズ農場の例とかにありますように、農家で

ない若者も農業に参入したい。こういう方もい

るんでないかということで、この部分について

は必ずしも農業後継者でなくてもいいんじゃな

いかという考え。ただし、会社を卒業してまだ

余暇活動という形で勉強したいという方も当然

おられるわけで、その辺の差別化を図るという

意味では、卒業後ＪＡの会員となっていただき

まして、生産される生産物はＪＡ系統出荷とい

うことで、販売を目指していただくというふう

な条件。そのようなことを考えてございます。 

  用地の確保については、これも条件としては

外したいなと。ただし、後継者を育成する、担

い手を育成するという意味で、やはりその辺は

関係機関の協力を得ながらその辺の用地確保に

ついては行政がバックアップできないかという

ふうなことで、今これから追加の募集要項を定

めまして、市報とかあるいは市のホームページ

等を通じまして、あるいは最上郡内の呼びかけ

もしながら、そういう形で何とかやる気のある

担い手、育成していきたいということで、勇気

塾の塾生の確保について今検討している段階で

ございます。以上です。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） そういった意味でも検

討していただくということなので、ぜひとも新

庄は当然、基幹産業というとちょっと大きな言
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葉ですけれども、農業者の方が多いわけですし、

これから６次産業等ございますので、そういっ

た勉強なさる方も多いでしょうから、ぜひとも

そこら辺を周知徹底していただいてよりよくな

るために、もっと検討課題は多いと思いますの

で、進めていただければと思います。 

  次、２番目の質問です。もがみ観光博なんで

すけれども、正直自分も、もがみ観光博って皆

さんおっしゃっているんですけれども、なかな

か知られていない、ちょっと認知度が低いと思

うんですけれども、市としてどのようにＰＲし

ていくのか、まずお聞かせください。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 市としてということで

すが、これはあくまでも最上全体が一体となっ

てという動きをしております。ただ、事業その

ものは昨年度固まってきたもので、実際に実行

委員会は４月に立ち上げそこからのスタート。

さまざまの広報媒体物を用意して、先ほど市長

が申し上げましたように７月29日がいよいよ実

質スタートだということでございます。 

  ですから、広報にしましても外向け内向けあ

ると思うんですけれども、内向けに関しまして

はガイドブック、東北観光博みたいに44ページ

とはいかないですけれども、24ページほどのや

つを８万部用意してこれは全域に配る予定でお

りますし、また紙媒体、電子媒体、これらをフ

ル活用していきたいと。一番優位性のあるのは

期間が長いということですよね。７月29日から

11月18日まで113日間ありますので、ほとんど

郡内のどこかで毎日のように催事がある。そこ

を催事を通して市町村の広報誌を通して、そう

いった意味でのアピールもできるだろうという

ことで、もう一つは、先ほど申し上げましたよ

うに、東北観光博とリンクができると思うんで

す。もがみ観光博の情報そのものを東北観光博

に送ることができますから、そういった意味で

の相乗効果ができるだろうと、このように思っ

ております。 

  幸いといいますか、結果的にといいますか、

東北観光博のイメージカラーポスター、さまざ

まなデザイン等が非常にやわらかい、アースカ

ラー手書き風になっておりますので、もがみ観

光博も結果的には御承知だと思いますけれども、

あんな形でそこもリンクしていると、こんなふ

うにもありがたく思っております。以上でござ

います。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） どうして私が、新庄市

はどういうふうに取り組むのかと言ったかと申

しますと、まず最上全体でやると言ったんです

けれども、最上全体が光るためには８市町村１

個１個光を浴びせないと光らないのかなと思っ

たんですよ。そのために新庄市がまずこれをや

ります。市長がおっしゃる１点突破の新庄まつ

りもそうなんですけれども、新庄まつりは３日

間だけです。だから、113日間もあるもがみ観

光博、その中で新庄市がやりたいこと。新庄市

の観光資源をどのように活用するか。それをま

ず決めていかないと最上全体が一つにはならな

いと思うんです。ですから、まず新庄市として

これをやりたいということを教えていただきた

いんですよ。 

  でなければ、ここに書いてありますよね。ど

うしても、課題というんですか。最上の地には

観光資源が少ない、あるいは知られていないこ

と。さっきも申しましたように観光資源をばら

ばらに売り出すことが多く、消費者に与えるイ

ンパクトが弱いこと。観光事業や観光の振興に

取り組む企業や団体や個人が少ないこと。こう

いうふうに課題がもう既に挙げられているわけ

です。ですから、まず新庄市が行政として何を

するかを明確にしていただきたいなと思ったん

ですけれども、そこら辺は課長どう考えていら
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っしゃるでしょうか。お願いします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 逆に市としてはこれは

チャンスなわけですよね。最上で一体で売り出

せる。逆に市としてはこれを利用したい。もち

ろん経費的な面でもそうなんですけれども。た

だ、もがみ観光博におきまして勝手に市の部分

だけを突出するというわけにはいかないと思う

んですけれども、あくまでも皆さんと一緒に一

体となってという今回大きなチャンスだろうと。

実際最上は一つとはいっても、そのかけ声だけ

具体的な実行の場がなかったということでは今

回まさにこれを利用すべきだろうということな

んですね。ですから、常に一体である。 

  市長が先ほどさまざま申し上げました70ぐら

いの催事がある、そこら辺に関しましても２次

コースということも今回80万円ほど予算化して

おりますし、だから行ったり来たりだと。最上

郡内におっては、なかなか実際にさまざまな町

村の催事そのものを体験することはできなかっ

たであろう。その逆もあるわけですよね。新庄

の場合もあるわけですよね。そういったものを

お互いに知り合う、認識し合う逆にいい機会で

はないかなと。もちろん外向けに関してもそう

なんですけれども。そんな意味合いで新庄市の

立場といいますか、立ち位置を考えているとこ

ろでございます。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） 一体感はそうなんです

けれども、その一体感を出すために新庄市が光

らなければいけないと私申し上げたんで、そう

いうこともあるということを課長には伝えたい

なと思って発言させていただきました。 

  次、３番目の質問に移らせていただきます。

フェイスブックのことに関してなんですけれど

も、先ほどの新庄市の市報、お知らせ版のほう

にもフェイスブックは載っているんですけれど

も、自分もフェイスブックを使っていますし、

やはりこういうことってまず行政がやるという

ことはなかなかないと思うんですけれども、そ

こら辺の実態はどのようにとらえているんです

か。件数などわかれば教えていただきたいんで

すけれども。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 ホームページを管理していま

すのが総務課ということでございますので、そ

の中にフェイスブックの入り口があるというこ

とで、私のほうから答弁させていただきますが、

市のフェイスブックは４月26日に開設させてい

ただきました。当時、まだ県内の市町村では、

市町村のホームページの中にはフェイスブック

の入り口はなかったのかなというふうに思って

おります。５月になりまして山形県がフェイス

ブックを開設したという新聞報道がございまし

た。 

  そうした中で、５月１カ月間だけでございま

すと、フェイスブックを見ていただいてファン

になっていただいた方が１万5,562人いらっし

ゃいます。また、その後話題にしている方、

457人でございますとか、情報到達者が5,389名

というぐあいに、フェイスブックの持つ即時伝

達性といいますか、そういったものが十分に機

能されて５月として、一月のスタートとしては

大変いいスタートを切れたのかなと思っており

ます。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） 私も行政がフェイスブ

ックをやるとはなかなか聞いたことがなかった

ものですから、そして県内多分初だと思うんで

す。これは新庄市は画期的というんですか、す

ばらしいことやっていると正直思いました。で

すから、これをホームページとは違う性質を持
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っている、新しい情報発信をしていくべきもの

なのかなと思っています。 

  今のところ、まだ商工観光課のほうでやって

いるということですし、これはさまざまに使え

るのではないかなと思います。といいますのも、

さっきも市長の答弁もございましたとおり、防

災のほうにも使われました。福祉事務所のほう

でも赤ちゃんの３カ月健診とか１年健診のとき

にも発信もできます。そして、生涯学習課のほ

うの歴史センターに対しましては、あそこも毎

月いろいろイベントがあるんですから、そこの

情報発信も一緒にできるのかなと思っています。

こういうことを、皆さん、もっと知っていただ

いて使うことによってますます広がって、新庄

市の情報発信、そしてそれが交流人口拡大につ

ながっていくのではないかなと思って、私は非

常にいいことだなと思って今回質問させていた

だきました。 

  ですから、この広がりを持っていくためにも

いいこともあると思いますし、どうしても管理

する人も大変なのかなと思いますけれども、試

験的というんですけれども、今後の課題、もう

少しあればお聞かせください。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 佐藤議員にはフェイスブック

の取り組みについて評価いただきまして、大変

ありがとうございます。ただ、フェイスブック

そのものは全世界で今のところ５億人ものユー

ザーがいらっしゃるというお話も聞いておりま

す。即時の対応が求められる、情報がリアルで

あることが一方では求められるものでございま

して、またそのフェイスブック自体が登録者で

ないと、実名の登録者の間でないとやりとりが

できないということで、ツイッター等のような

無責任な情報の流し放題といったようなことが

ない上では、信頼性は高い情報交換の手段とい

うふうにも言われているようであります。 

  そういう意味では大変有効ではございますが、

一方では即時性を確保するということでござい

ますので、間違った情報、もしくは知らず知ら

ずのうちに個人情報が流れる、そういった危険

性もなきにしもあらずでございます。 

  また、新庄市、行政体としての情報の質とい

うこともございますので、そういった面では即

時性を確保しながら、そういった公共機関とし

ての情報の提供のあり方としてどうあるべきか

というのはもう一方で考えなくちゃいけない。

そういったことでございまして、今後半年ぐら

い使ってみた上で有効な機能というものを検証

し、または問題点、課題点を洗い直して、今後

広げられる分野については広げていくというふ

うに考えてございます。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） そういった意味でも、

うまく活用していただければと思います。 

  次、エコロジーガーデンの利活用についての

質問させていただきます。毎回一般質問でエコ

ロジーガーデンの利活用、市長の施政方針にも

ございますように、エコロジーガーデン、有機

の郷構想というのはこれから新庄市が誇るべき

建物、しかも文化財登録なるということで有効

に活用できるのではないかなと思っております。 

  そして先ほども申しました「よみがえりのレ

シピ」のときなんですけれども、たくさんの方

があそこにかかわっております。その中でも新

庄市を初め他の町村の方、そして総合支庁の方

もあそこに皆さんいろんな話題を持ち寄ってい

ろんなアイデアを出しております。そこでなん

ですけれども、一つ提案なんですけれども、新

庄市の振興計画にありますように協働というこ

とを挙げております。その中でも、先ほど質問

したとおり、一つの目標に対して協働というの

が一番有効ではないのかなと私は思っておりま

す。その目標というのは、これからはエコロジ
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ーガーデン、あそこをどういうふうに使うのか

というのが一つの目標のテーマとなっておるん

ですけれども、そこをどう、協働、何て言った

らいいんですかね、協働に対して取り組むべき

テーマとしてエコロジーガーデンではあるんで

すけれども、そこを行政としてですか、やはり

核はありますよね。いいところ、皆さんあると

思うんです。そのいいところを持ち寄ってエコ

ロジーガーデン活用する。まして若い職員の方

があそこへ行くことによってまた新しい考えが

出てくると思うんですけれども、新庄市として

はそこら辺をどういうふうに考えているという

んですかね。協働といえば総合政策課だと思う

んですけれども、エコロジーガーデンに対して

はちょっと課が違うんでしょうけれども、どう

いうふうに考えているのかお聞かせください。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 今の御提起ありがとうご

ざいます。 

  今ありましたように、エコロジーガーデン基

本構想、利用計画、これらすべてがいろんな

人々との多面的なかかわりの中で進んでいける

ようにということで、平成13年度あそこを譲っ

てもらうとき以来、それに向けて検討してきて

今に至っているわけですけれども、農業公園と

してという方向性から、今回南半分のほうを商

工観光課で担当してイベント等展開していく交

流機会を設定していく。その交流の場の設定の

発展形という形になっておりますけれども、協

働という形でとらえていきますと、市の職員が

市民とかあるいは地域とかあるいはこのような

形の応用編の各種団体、そのような中でかかわ

っていくという場合になってきますと、やはり

それぞれの職員がしっかりとした協働の意識、

こういうものがないとうまくないなと思います。 

  したがって、ことしにつきましても職員の意

識高揚のために研修というものも用意しており

ますけれども、一つはそういう形で研さんを積

んでもらうとともに、職員の地域担当制にもあ

りますように地域とのかかわりの協働というも

のもあります。このようなものはそのかかわり

の中から、あとは分野分野、職場に帰れば本来

の業務がありますので、職場の中で協働の素地、

基礎というものを生かしてその分野での応用編

ということで活用できる。そのかかわりが、各

種団体との協調ということになっていくものと

思います。 

  それぞれ、行政の職場の部分と各種団体の部

分とのお互いのよさを分かち合いながら、ある

いは補完し合いながら、信頼関係というものが

協働ということでつくり上げられていくわけで

しょうから、それぞれのエコロジーガーデンに

集約される中で歴史文化的な資源のものから、

あるいは交流機会をさまざま得られる素材を持

っているそれぞれの部分の関係課が集まってあ

るのであるとすれば、そこで素地ができている

職員同士がそれぞれの関係の団体の方々と集ま

って協議をして高め合っていく、それが一つの

協働の応用体なのかなと思っています。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） ぜひともそういう考え

でしたら皆さん集まっていただいて、検討して

いただいて、ぜひともこれから、雪害研究所も

ございます。それからおたまやもあるわけです。

そしてエコロジーガーデンもすべて皆さんがノ

ウハウを持っているわけですから、蓄積された

ノウハウを皆さん活用していただいてうまく利

用、エコロジーガーデン利用計画に基づいても

っと進めていただければ、すばらしい財産なん

ですから、これを使わない手はないのかなと思

っております。ましてや、もがみ観光博もござ

いますよね。そのもがみ観光博でもうまくエコ

ロジーガーデンを利用することも一つの手では

ないかなと思っております。 
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  そのために、そしてエコロジーガーデン部門

のほうが今回商工観光課に変わったというわけ

なので、そこら辺、もしエコロジーガーデンの

南側が商工観光課に移ったという利点というん

ですか、それをもう少し教えていただければと

思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 あそこの場所そのもの

が、間もなく国の文化財というお墨つきをちょ

うだいしますけれども、80年の歴史がある中で

唯一残った国の研究機関だということもありま

す。全国ほかにないわけですよね。国の施設と

いうことで大変これまで大切に守られてきた。

あそこができてからちょうど10年目になります

けれども、あとはこれからは活用の時代だろう

と、まさにあの体験観光交流、さまざまな拡大

の中での大きな素材になるだろう。なおかつ、

うれしいといいますか、ありがたいことには、

あそこにさまざまな形でかかわっている方々が

特に若い方々が関心というか協力をしている。

さらに専門家の方々が、先ほども市長が例を出

してくれましたけれども、その方々が実際に足

を運んできていただいている。そのおかげでお

墨つきをちょうだいしたわけでもありますけれ

ども、そういった中でさまざまな実例を積み重

ねていってあそこの活用を拡大していくと。 

  来週20日にあそこの利用の実行委員会を立ち

上げますけれども、その構成なんかもこれまで

かかわってきた方々で構成していると思ってい

ますし、来月から22件ほどの催事を今年度は打

っていきたいと、こんなふうにも考えておりま

す。活用元年ということであると思っておりま

す。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） うまく利活用できるよ

うに頑張っていただいて私の質問を終わります。

以上です。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時４８分 休憩 

     午後１時５８分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇）（拍手） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党の佐藤悦子

です。共産党を代表して一般質問申し上げます。 

  最初に、１番として問題の多い小中一貫教育

よりも緩やかな小中連携をということで質問い

たします。 

  趣旨は、学校統廃合を進めるための小中一貫

教育であり、小中一貫教育が子供にとってどの

ような意味を持っているのか。どのような影響

を及ぼすのか、十分な検証がなされているとは

言えないのではないかという趣旨です。 

  小中一貫教育は、2000年広島県呉市が当時の

文部省の研究開発学校制度というカリキュラム

上の特例を認める制度によって導入したのが始

まりです。その後全国の自治体に小中一貫教育、

施設一体型の小中一貫校が広げられています。 

  小学校と中学校が連携を強めてその教育効果

を高めようとすることは、だれも否定し得ない

ことです。しかし、連携教育と独特のシステム

と理念のもとに展開される一貫教育とは同じも

のではありません。 

  小さくて大変失礼なんですけれども、小中一

貫教育の分類という表がありましてちょっと小

さいんですが、見えなくて申しわけありません
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が、（「何も見えない」の声あり）そうですか。 

  これ、簡単に言うと、連携教育、それから施

設別の一貫教育、それから施設一体の小中一貫

教育というのが違う内容になっている。特に、

連携と一貫教育は違うということが書いてあり

ます。 

  小中一貫教育は単なる連携ではなく、①中学

校教育の文化の五、六年生への組み入れ、②中

学校段階へのカリキュラムの小学校への前倒し、

③高校入試へ向けた受験対応シフトの小学校五、

六年段階への前倒しを基本とし、そのために④

として五、六年段階への教科担任制の導入、⑤

として小学校教員と中学校教員の相互乗り入れ

を含んで中学校教育の主導のもとでの小学校教

育の統合が目指されています。これが施設分離

型の小中一貫教育です。 

  施設一体型として、萩野中改築に当たって三

つの小学校と一つの中学校の統廃合を一挙に推

進する小中一貫校建設が進められようとしてお

ります。連携と一貫教育の違いを隠したまま連

携の延長に一貫教育が位置づけられ、連携の必

要性がいつの間にか一貫教育の当然性にすりか

えられ、施設一体型一貫校の正当化の根拠とさ

れています。 

  小中一貫教育を進める千葉大学の天笠 茂氏

は、2005年６・３制の限界を課題として、以下

の５点を挙げています。身体的な発達の加速、

学力の低下、思春期に落ち込む自尊感情、問題

行動や不登校などの生徒指導上の諸問題、中学

校入学時の不安と、これらを解決するという理

由のもとに４・３・２の区分による小中一貫教

育が構想されて実践されています。いわゆる中

１ギャップを埋めることが目指されています。 

  小中一貫教育の考え方は、小学校と中学校と

いう大きな移行を廃止して、学年という小さな

移行の積み重ねのみで小学校から中学校までの

教育をとらえる考え方です。 

  ここで、私が質問したいのは中１ギャップの

解消、４・３・２制は教育として大きな問題が

あるのではないかということです。小学校五、

六年で大切に育てられる小学校のリーダーとし

て学校行事や日常活動で成長する時期が、保障

されなくなるということです。従来、最も有能

感が保障されている時期です。 

  不登校の減少は実証されておりません。むし

ろ、東京都では小中一貫校を進めてきた品川区

などで不登校の増加が見られております。 

  発達心理学の観点から中央大の都筑 学教授

は、小学校６年と中学校１年の自尊心と時間的

展望の相互関係の調査を、かなり多くのデータ

を使って行っています。その結果、小学校時代

に中学校に対して不安と期待の両面感情を持つ

子供が、中学入学時に積極的、意欲的に活動す

るようになるとのこと。中学入学前の不安は決

してネガティブなものではなく、新しい中学校

という環境での行動を動機づける動きを担うと

のこと。不安は子供の成長発達を促す役割があ

るとのこと。小学校のときに自尊心を高めたり、

自分の将来を肯定的にとらえるポジティブな時

間的展望を持てるような指導を行うことが中学

校入学時に好影響を与えるとのことです。中学

校入学のときにストレスを感じながら勉強して

いた勉強ストレス群の子供は、中学校入学によ

ってマイナスの影響を受けていたとしています。 

  これも小さくて大変失礼なんですけれども、

本当に申しわけないんですけれども、これは白

いのが期待感あり、不安あり、期待感あり、不

安あり、小学校６年生で中学校に対して期待感

あり、不安感ありというのが中学校になって変

化した、一番多い。熱中している、一番多い。

願いあり、一番多いなんです。小学校のときに

期待があって不安があってという人に限って特

に中学校になると伸びるというグラフなんです。

逆が不安もない。（「大きい紙でしろ」の声あ

り） 

  済みませんでした、コピーがないものですか
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ら、こういうことになってしまいました。今度

はもっと大きいのを用意するようにしたいなと

今反省しております。 

  ということで、不安も中学生活を送る上での

重要な力なのです。学校環境の中に自尊心を低

下させる原因があれば、それに対処することが

求められますが、それは子供に中学校生活に早

目になれさせるために小学校に中学校文化を持

ち込む一貫教育ではありません。小学校６年間

で子供が体験する、みずからの有能感を高める

ような活動の機会が減ることがあってはならな

いのではないでしょうか。小学校三、四年生の

発達の節を越えたばかりの五、六年生に獲得し

た力の充実を図ることが、第一の教育目標とな

るのではないでしょうか。 

  世界的な発達心理学者エリクソンという人が

います。この人は人生を８段階に分け、その節

目節目に解決しなければならない重要な発達課

題があるとしました。児童期に獲得すべき人格

的な力、徳として有能感を挙げています。 

  有能感とは、自分自身が自分の周りにある何

らかの対象に働きかけて、何らかの影響を与え、

周りの世界に対して変化を生み出す主体である

ということ、人とつながっていて自分がほかの

人から大切にされたりほかの人を大切にできる

ということです。もっと簡単に言いますと、有

能感とは人の役に立ちたい、人の役に立つとう

れしいという人間が持つ基本的な欲求の動機づ

けの源です。ここにおられる方はみんなそれが

強いと思います。 

  小学校時代に、このような道具や技能を使っ

てものをつくり出し周囲の人から承認されるよ

うな活動を十分に行っていくことは大変重要で

す。こうした活動を小学校五、六年生に保障す

ることが子供の発達的な知力をつけることにな

ると言われております。小学校段階で有能感を

獲得し、中学校で自分の生活をつくり出してい

く力を身につけることが必要です。 

  学校という環境の視点に立てば、小学校と中

学校の教師双方が、教育内容や方法に見通しを

持ち連携を図ることが子供の移行をスムーズに

するために重要です。有能感という人格的な力

は、大人になってからの労働や社会的活動の基

盤になるものです。小学校時代に、みずから対

象に働きかけて新たなものをつくり出し、他者

から承認される経験をたくさん積み重ねること

です。小学生らしい活動の蓄積が重要なのです。

中１ギャップを解消することを急ぐ余りに、小

学生に対して、中学生らしさを早期に求め過ぎ

るとかえって問題の噴出を招くことになるので

はないかと考えられます。一貫教育ではなく、

緩やかな連携教育こそ必要だと退職した管理職

教員がインターネットで述べていましたが、同

感です。小学６年生は集団登校のリーダーであ

り、先生から小学校の中で大人として扱われる、

そうした行動と期待を積み重ねることで最高学

年としての自覚、有能感を持つようになってい

くのです。市長の御見解を伺います。 

  ２番目として高齢者、障害者に温かい福祉を

願って質問いたします。 

  一つ目は４月から訪問介護の生活援助が短縮

されました。従来の30分以上60分未満、また60

分以上というその区分が20分以上45分未満、も

う一つは45分以上というふうに短縮されました。

60分の援助が一律45分に短縮されるなど、利用

者からの苦情が広がりました。こうしたことか

ら、厚労省も従前時間は可能だ、前のようにや

ってよいという通知を出しました。川崎市、広

島市、新潟市、大阪市なども、事業者にその内

容を徹底する通知を出しています。新庄市でも

厚労省の通知の内容を徹底すべきではないかと

考えますが、いかがでしょうか。 

  二つ目に、高齢者用肺炎球菌ワクチンの助成

を求める意見書が、新庄市議会でも既に決議さ

れております。全国で公費助成している自治体

は平成23年11月現在で579自治体です。県内で
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は31自治体が接種費用の助成を実施していると

のことです。新庄市だけが残っているような状

態になっております。新庄市でも寒くなる前に

助成実施をすべきではないでしょうか。 

  三つ目に、紙おむつの支給について。現在介

護度３以上の方が該当となっておりますが、あ

る方は重度で該当するにもかかわらず使えるこ

とを知ったときは既に遅かったそうです。該当

する人には活用しやすくしてほしいと思います

が、どうでしょうか。また、紙おむつ支給のと

きに燃やせるごみ袋を支給してあげるのはどう

でしょうか。山形市でやっていると聞きました。

介護度１でトイレに行ける人でも漏れやすいと

いうことで、紙おむつをずっと利用している方

がおられます。低所得の方には紙おむつの支給

ができるようにしてはいかがでしょうか。 

  四つ目に、高齢者や障害者の自立及び介護予

防としてタクシー券の補助の拡大はどうでしょ

うか。先日、人工肛門や人工膀胱をつけた方に

お会いいたしました。障害４級の認定を受けて

おられました。一日一日生きている、感謝とい

うことを言っておられました。タクシーによる

通院は１割引きのサービスにとどまっていると

のことでした。80歳を超えた高齢者は外出を控

えると体力がたちまち弱ってしまいます。買い

物や通院に使えるタクシー券補助が前のように

あれば、外出しやすくなり自立を助けるのでは

ないでしょうか。  

  五つ目に、かつて市で健康保持増進のために

70歳以上に発行して喜ばれておりました針きゅ

うマッサージの補助券。このハリという字、私

間違っておりましたが、訂正方お願いいたしま

す。針きゅうマッサージの補助券は新庄市はど

う考えておられるでしょうか。 

  ３番目に、国保税の引き下げ及び広域化の問

題について質問いたします。去年、私どもが行

った市民アンケートで介護保険料の引き下げと

ともに国保税の引き下げを求める声は圧倒的で

した。今年度、市では国保会計の2.6億円の予

想される赤字に対して1.2億円の一般会計から

の初めて独自に補助することが行われました。

しかし、不足分を約16％増税することになって

しまいました。 

  年収300万円、所得では192万円の40代の夫婦、

中学生、高校生の４人世帯が前は約31万円の国

保税でした。ことしは38万円の国保税となりま

す。約７万円の増税となります。資産のない世

帯なので家賃が月５万円ぐらいかかります。１

年で60万円を支払います。年金保険料は２人で

約36万円です。これを払うと何と生活費は166

万円です。一月当たりにすると13万円です。想

像してみてください。車の経費、教育費、光熱

水費、食費は賄えるのでしょうか。 

  平成10年度97％だった収納率が平成21年度に

は約91％でした。平成24年度はさらに払いたく

ても払えない人がふえ、過酷な収納対策になる

ことが予想されております。しかし、今年度は

さらに国保税の値上げが検討される予定になっ

ております。国民健康保険は、社会保障です。

公的医療保険においては負担と給付はリンクし

ないのが当然です。高い負担をしなければ必要

な給付が受けられないのでは、民間保険と同じ

であります。これでは、低所得者がまともな医

療が受けられなくなってしまいます。 

  そこで、国保税の値上げ計画を中止し、国保

会計への一般会計からの繰り出しをふやし、国

保税の引き下げや減免制度の充実で払いやすい

国保税にすべきではないでしょうか。これを市

長にお聞きします。 

  また、2012年の法改正で国保財政の県単位化、

広域化が2015年から施行されます。しかし、

2013年４月から法改正の一部である定率国庫負

担の２％削減が実施されます。国保危機を打開

するには、国庫負担の削減ではなく引き上げこ

そ必要です。定率国庫負担はすべての自治体に

無条件に拠出される部分であり、その削減は新
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庄市の国保財政の困難を一層拡大します。税と

社会保障の一体改革大綱では、広域化に当たっ

て消費税増税で財源を確保することを前提に低

所得者に対する国保税の減免措置の拡大など、

国保への2,200億円の財政投入を行うことも打

ち出していますが、今回の法改定にはそれは含

まれていませんでした。 

  広域化は国保税の増税をもたらす方向ではな

いでしょうか。国庫負担の増額を求める市町村

議会、首長の意見書がこの２年間で200を超え

ています。国庫負担の引き上げこそ国保再建の

道であることが、党派や立場を超えた一致点に

なっていると思います。私も市議会として意見

を上げるよう、常任委員会などで働きかけを行

わねばならないと思っています。市長としても

さらに国庫負担の増額を強く求めてはどうかと

思います。 

  国保は、住民の命と健康を守る社会保障の制

度であり、市が独自に一般会計を繰り入れ、住

民の負担軽減の努力を行うことは制度の本旨に

かなったものです。それは自治体同士で積極的

に交流し合うべきものであり、手厚い施策をと

っている自治体を攻撃したり、悪い方に合わせ

ることを格差是正のように言うのは本末転倒で

す。たとえ、改定国保法が施行されても国保の

保険者は市町村です。一般会計繰り入れや各自

独自策を続けることは可能です。また、我が党

は社会保障充実と財政危機打開の提言で国の責

任による国保税の軽減、国保証の取り上げの中

止、窓口負担の軽減という、国保制度の改革案

を打ち出しました。国保制度を真に持続可能な

医療制度に改革する新たな方向を示したもので

す。さらに提言は、財源を消費税増税に頼らず

負担能力に応じた税制改革による財政の改革、

国民の所得をふやし、日本経済を健全な成長の

軌道に乗せる経済の民主的改革も提起しました。

雇用のルールの確立、最低時給の1,000円以上

への引き上げ、中小企業の振興、農林業の再生

などの経済改革は、国保世帯の貧困化の抜本的

な解決策ともなります。国保税増税を抑えるた

めに市長としての御見解をお伺いしたいと思い

ます。 

  御清聴ありがとうございました。これで壇上

からの質問を終わります。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

  １番の小中一貫教育につきましては、教育長

のほうから答弁させますので、よろしくお願い

いたします。 

  訪問介護の生活援助時間の短縮についての御

質問でありますが、このたびの介護保険法の改

正により、生活援助の時間区分が２区分に見直

されました。この見直しは介護報酬の評価を行

う際の時間区分の変更であり、必要なサービス

量に上限を設けようとするものではなく、サー

ビス利用者個々の状況に応じた介護支援専門員

と、サービス提供責任者による適切なアセスメ

ント及びケアマネジメントに基づき、サービス

利用者の生活リズムやニーズに応じた必要な量

のサービスを提供すべきことであることは従前

どおりの考えであります。 

  改正に当たり、県の担当者より各サービス事

業者に対し趣旨の説明会が開催されており、現

在時間区分の見直しによる苦情等の情報は市に

は寄せられてはおりませんが、サービス利用者

にとっての生活援助は生活を支援するための大

切な役割を担っている部分でありますので、苦

情等がありましたら詳細を調査し、対応してま

いりたいと考えております。 

  次に、高齢者肺炎球菌ワクチンのことであり

ますが、ワクチン接種費用の公費助成につきま

しては、平成23年６月議会におきまして山形県

保健医協会から請願があり採択されています。
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また、同年９月議会で同様の御質問をいただい

ております。 

  本市におきましては、疾病による死亡原因は

第１位が悪性新生物、第２位が脳血管疾患、第

３位が心疾患でありますが、肺炎につきまして

もここ数年来、死亡原因の第４位となっており

予防の必要性を痛感しております。また、御指

摘のとおり、高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用

の公費助成につきましては既に多くの市町村で

実施しており、本市におきましても今後積極的

に取り組んでいく必要があると考えております。

また、疾病予防対策を進めることにより医療費

の抑制にもつながると考えております。本市と

いたしましては、これまで実施を検討してまい

りましたが、財政上優先順位の観点から実施を

見送らざるを得ませんでした。今後は、早期実

施に向け努力してまいりたいと考えております。 

  次に、紙おむつ、高齢者、タクシー、針きゅ

うマッサージの件でありますが、紙おむつの支

給についてですが、市では低所得者向け対策と

して所得税非課税世帯を対象として紙おむつの

支給を実施しております。高齢者については介

護３以上で常時失禁の方、障害者については身

体障害者手帳２級以上、精神障害者１級、療育

手帳Ａに該当される方を対象に実施しておりま

す。制度の周知は、毎年介護支援事業所のケア

マネジャーが会する会議の席上において在宅福

祉サービスにおいて説明を行っており、この中

で紙おむつの支給事業についても説明をしてお

りますので、各サービス事業所のケアマネジャ

ーの方々には周知しておるものと認識しており

ますが、引き続き機会がある都度説明してまい

りたいと思います。 

  ごみ袋の支給については県内各地の状況等を

調査し、事業の効果等検証した上で実施するか

どうか判断しなければならないと考えておりま

すが、現時点での導入は考えておりません。 

  また、福祉タクシー券につきましては、公共

交通をどう整備していくかという課題ととらえ

ており、単なる金銭面での補助の拡充について

は考えておりません。 

  同様に、針きゅうマッサージの支給について

も考えておりませんので、よろしくお願いいた

します。 

  国保税の引き下げ及び広域化の問題について

であります。国保税の引き下げと広域化の問題

について、国保税の引き下げについてですが、

本年３月定例会におきまして本市の厳しい国保

財政の改善を図るため国保税率の引き上げにつ

いて御承認いただいたところであります。 

  税率の引き上げにつきましては、被保険者の

急激な税負担の回避と本市国民健康保険制度の

円滑な運営の両面を勘案したものと認識してお

ります。なお、被保険者の皆様には御負担をお

かけすることになりますが、国民健康保険制度

の維持のため何とぞ御理解のほどお願いしたい

と思います。 

  平成23年度は、国民健康保険保険給付基金を

すべて取り崩し、国保の運営に当たってまいり

ました。今後も厳しい国保運営が続くものと思

われますので、議員御指摘の国民健康保険税の

引き下げについては、現段階においてはできな

いと考えております。しかしながら、被保険者

の構成など国民健康保険の構造的な問題もあり

ますので、国県などの財政的な支援を十分に活

用しながら制度の運営に努めてまいります。 

  次に、広域化に関する御質問ですが、平成22

年国民健康保険の運営に関し、県単位の広域化

を推進するため国民健康保険法が改正されまし

た。広域化の背景には高齢化の進展と医療費の

上昇などが挙げられます。 

  平成23年９月、県では広域化に向けた環境整

備を図るための支援策を盛り込んだ山形県市町

村国民健康保険広域化等支援方針を策定してお

ります。具体的には、県が果たすべき役割とし

て市町村国保財政の安定的な運営が図られるた
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めの支援や、県が国に対して市町村国保の財政

安定化策を求めていくことがうたわれています。 

  また、この方針を受けて今後の広域化推進に

当たり市町村との意見調整を図る連携会議が設

けてあり、今後この会議等を通じて広域化によ

る急激な保険税負担を回避することや本市とし

ての意見を反映させていくとともに、さまざま

な機会をとらえて国保財政の基盤安定化のため、

国への支援要請を行ってまいりたいと考えてお

ります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 私のほうから小中一貫教育より

は緩やかな小中連携をということについて、市

の教育委員会の考え方をお話し申し上げたいと

思います。 

  新庄市では、現在すべての小中学校において

小中一貫教育を推進しています。これは、平成

17年３月に策定したいのち輝く新庄もみの木教

育プラン21に基づき実践を進め、平成18、19年

度の新庄中学校区に小中連携の委嘱研究を行い、

その成果をもとに翌平成20、21年度の日新中学

校区の委嘱研究では、小中連携から小中一貫教

育へさらに進化した研究の方向性が打ち出され、

９年間の見通しを持って子供を育てるという考

え方で現在に至っております。 

  この間、平成22年３月に新庄市小中一貫教育

基本方針、さらにはこの３月に新庄市立小中一

貫教育基本計画を策定し、新庄市の小中一貫教

育の方向性や内容を示しながらその充実に努め

てきています。 

  これまでの経緯を見れば、小中一貫教育は小

中連携とは別の概念のものではなく、これを進

化させたものであると言えます。中教審の学校

段階間の連携、接続等に関する作業部会で、小

中連携については小中学校が連携することを通

じ、小学校から中学校への円滑な接続を目指す。

つまり、中１ギャップを解消する教育活動であ

る。小中一貫教育は、この小中連携のうち、小

中学校が９年間一貫した教育課程を編成し、そ

れに基づき行う系統的な教育活動であるという

ふうにとらえております。 

  全国で小中連携、小中一貫教育の取り組みを

行っている市町村の割合は約４分の３となって

おり、その広がりは全国的なものであって、横

浜市では今年度４月から市内全小中学校約500

校で小中一貫教育がスタートしました。また、

今月５日に開かれた国家戦略会議で野田総理大

臣が、公立に小中一貫校を設立できる制度の創

設を指示し、平野文部科学大臣が今年度中の創

設を検討すると答えており、佐藤議員がおっし

ゃるような流れとは違った方向に広がっている

のかなと思っております。 

  中１ギャップについてですけれども、授業の

理解度、学校の楽しさ、教科や活動の時間の好

き嫌いについて、中学生になると肯定的回答を

する生徒の割合が下がる。学習上の悩みとして

上手な勉強の仕方がわからないと回答する児童

生徒数や暴力行為の加害児童生徒数、いじめの

認知件数、不登校児童生徒数が中学校１年にな

ったときに大幅にふえるというのがいわゆる中

１ギャップと言われるものです。 

  その原因については、学習指導面では、小学

校で学級担任制、中学校では教科担任制という

授業形態の違い、生徒指導面では、中学校は小

学校と比較して生徒に課せられる規則が多く小

学校より規則に基づいたより厳しい生徒指導が

なされる傾向があるとか、上級生や教職員との

人間関係も小中学校間で違いがあるといった多

様な背景があるようであります。 

  新庄市の学校が、教育目標や指導方法の共有

などを中心とする小中一貫教育に取り組んでき

た成果は、既に小中学校の生徒指導の落ちつき

やここ数年の不登校児童生徒数の減少、子供た

ちの文武両面にわたる活躍などにあらわれてい
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るところです。 

  さらに、小中９年間を４・３・２のブロック

制に分けて指導する考え方では、小５、小６、

中１の三つの学年を含む中期を思春期の始まる

時期、自尊感情の低下が見られる時期、生徒指

導上の問題行動の芽が出始める時期であるなど

の各関係の先進研究の報告を踏まえ、この期間

を特に丁寧に、他学年との交流学習などにより

指導することで子供たちの低下しがちな自尊感

情をはぐくみ意欲を持たせ、この激しい中期の

指導充実を図るもので、この４・３・２に分け

る考え方は、小中一貫教育にかかわりなく、平

成22年に出された山形コミュニケーション改革

にもうたわれているものであります。小中連携

と小中一貫は違うものではなく、より成果を上

げるものであり、決まった形はありません。議

員がおっしゃる課題については、一つ一つ実施

計画策定の中で詰めていきたいと考えておりま

すので、よろしく御理解くださいますようお願

いいたします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） では、一番後ろのほう

から、例によって後ろのほうからやるのがいつ

もなので後ろからいきたいと思います。 

  丁寧なお答えありがとうございます。 

  まずは、国保についてこれ以上の増税になら

ないように、まずは私は一般会計の繰り出しを

ふやして国保税の値上げを抑える、引き下げは

できないかもしれないが、値上げは抑えるとい

うことができるんではないかと思いますが、ど

うでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 今年度の予算につきましても

法定外の繰り入れを入れて国保税の上昇を抑え

ているというような状況ではございますが、国

民健康保険の被保険者でない方からの税金を投

入するということでございますので、やみくも

に入れるということはいかがかと思っておりま

すので御理解をお願いしたいと思います。以上

です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 国保に加入していない

世帯は、サラリーマン世帯であります。その負

担した税金を国保に投入するのは不当だみたい

な言い方だったと思います。しかし、税金を払

っているのはサラリーマンだけではありません。

自営業者も年金生活者も中小業者も大企業もそ

して失業者もみんなで負担した税金です。それ

を国民の生存権保障に使うのは当然ではないで

すか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 ただいま法定外繰り入れのこ

とについて申し上げましたが、法定外があれば

法定内もございます。もちろん、一般会計から

の法定にのっとった繰り入れももちろんしてご

ざいます。そういった意味で、すべての税の上

昇の要因を一般会計の法定外繰り入れで穴埋め

するのはどうかというふうな感じでは思ってお

ります。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 新庄市の１人当たりの

医療費は、平成21年度で県内32市町村中29位と

非常に低い位置にあります。御存じだと思いま

す。これはどうしてかなと考えると、高度な医

療が受けられない地域だという意味もあるし、

医療が必要な高齢者が比較的少ないとも言える

かもしれない。市民も自治体としても努力をし

たということも反映されているとも言えると思

います。しかし、市民の所得が県内でも低いほ

うである新庄市民の生存権を守る立場から国保

税の負担軽減のために法定外繰り入れをふやし
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ていくというのは、私は当然でないかなと思い

ます。これは独自のものとして、新庄市民の独

自のものとして考えていいんではないかなと思

うんですが、どうでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 確かに、医療費、新庄市、低

い状態でございます。しかしながら、死亡率も

高い状態にあります。これはどういうことかと

思って分析しますと、健診等受けないで、受け

ない状態そのままにしておいて気づいたときに

は遅かったというような状況が続いているので

はないかと思っております。決して医療費が高

いから受けないのではなくて、健診いろいろな

形で呼びかけてはおりますが、なかなか健診の

受診率が上がらないという状態も要因の一つな

のではないかと分析している状況であります。

以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ということで、私とし

てはこれ以上の、先ほど言った世帯のことを考

えてみましても、これ以上生活を切り詰めるこ

とはできない状態で、ぎりぎりのところで生き

ているというのが多くの国保税払っている方々

だと思うのです。そういう方々に増税になるよ

うなことは、私はできないのではないかと思い

ますが、その点、市長としてはどのようにお考

えでしょうか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 先ほど健康課長が申し上げました

とおり、法定内繰り入れは基準にのっとって行

っています。法定外繰り入れに対しましても、

本当に、非常に自分としては苦肉の策であるわ

けですけれども、本当に残念な形ですが、法定

外繰り入れ、３月皆様の御同意を得て当初より

も多く法定外繰り入れを行うということをさせ

ていただいたところです。 

  議員おっしゃるとおり、国保税の値上げは決

していいことではない。できる限り国保税が上

がらない状況をつくり出すという状況が一番大

切なことだと思っております。今の高齢社会に

おける、また退職者の方々、非常に多く国保に

加入されてきているという状況の中において、

国保の財政上非常に膨らんでいるということも

ございます。法定外繰り入れに関しては、慎重

にも慎重ながらその都度慎重な判断をしてまい

りたいと考えております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） この判断をお願いした

いと思います。 

  次に、一貫教育の問題についてなんです。先

ほど違うように、連携と一貫教育は違うように

教育長は何回も強調しておられました。しかし、

先ほど教育長にもお渡ししましたこれ、この内

容がほぼ一貫教育で見た全国的な中身で、ほぼ

連携教育の場合には前倒しの早習カリキュラム

なし、しかし一貫教育だとある。五、六年生の

期末テスト、連携にはないんだけれども、一貫

教育はあり。教員相互乗り入れは連携教育には

ないんだけど一貫教育はありと。また、三角も

ありますが、ということで、一貫校になる前の

一貫教育の段階で、連携教育とは違うというの

が、これ全国的な状況であります。 

  その結果、これが進められていく、これから

進められていく。今までやっていたのは多分連

携の部類でないかなと思うんです。しかし、こ

れからやっていくカリキュラムをつくるとおっ

しゃっていました。３年間ぐらいかけて、３年

後にはカリキュラムつくるんだといったときに

は教員の相互乗り入れ、具体的に先生が中学校

から小学校に行く、小学校の先生が中学校に行

く。こういうことがやられるようになったら、

先生方のこの忙しさとその後に残された子供の
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後授業といいますか、全く落ちつかない状態に

なっていくのが目に見えます。そうじゃないで

すか。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 今の佐藤議員の再質問に

ついてお答えいたします。 

  教育長以上の答弁はできないんですけれども、

まず１点ですけれども、議員が先ほど例示して

くださった小中一貫教育の分類の表についてで

す。これは、ここにありますけれども、よく見

ますと品川区のものを挙げて、これが全国の小

中一貫教育校のものと同じだとおっしゃってい

ますが、新庄市で今進めている、あるいはこれ

から進めようとしている小中一貫教育というの

は、これとやはりちょっと違うものと言うこと

ができると思います。 

  まず、１点目が小中連携教育が皆前倒しカリ

キュラムから全部バツバツバツとついています

が、既に新庄中学校のほうで平成18年、19年２

年間で市の委嘱研究をしておりますが、そこの

ところには例えば教員の相互乗り入れなんかも

しておりますし、研究というわけではないんで

すが、教科担任制もしております。あるいは

４・３・２の考え方なんかも取り入れておりま

す。したがって、ここのところで全部バツがつ

いていて、それから次の、小中一貫教育のとこ

ろになるわけですが、これはもう既に新庄市で

は実際に平成20年度から始めているわけですけ

れども、そこのところであるいは平成27年度開

校の萩野地区の小中一貫教育校も含めてですけ

れども、例えば前倒しのカリキュラムというこ

とは、これは考えておりません。これはいわゆ

る指導要領に基づいた指導要領の中でのカリキ

ュラムの策定という意味でのこれからの検討で

すし、だからこれがバツになるわけですね。そ

れから、例えば市民科等の新しい教科をつくる。

これも考えておりません。これもバツになると

いうことで、教員の相互乗り入れ、これは若干

あるかもしれません。だから三角ということで、

こうして見ると、先ほど教育長も申し上げたよ

うにまさに小中連携教育をさらに突き詰めてい

いものにという形が小中一貫教育であり、さら

に施設的なところのアドバンテージなんかも含

めて教育することになる予定のものが小中一貫

教育校だと考えていただいていいんではないか

なと思います。 

  それから、相互の乗り入れが入ってくるとき

の教職員の負担ということ、御指摘だったんで

すが、これは前回の全員協議会でもお話しにな

ったわけですが、これもいわゆる市立小中一貫

教育校の基本計画、今回２年間かけてつくった

わけですが、これの趣旨を生かしながら、実際

のところはどれくらいできるかということがこ

れから３年間かけて実施計画の策定の中で具体

的なところを落としていく、そんな形になりま

す。 

  決して、先生方がこの一貫教育あるいは一貫

教育校を見て教育を進めるときに忙しくて先生

方が10時11時まで毎日毎日学校に残らなくちゃ

いけない。そういうふうなところは考えており

ません。きのう、小関議員の発言の中で持続可

能なというところがありました。そういうとこ

ろはいわゆる最初１年２年続いたんだけれども、

後でぽしゃってしまってということにならない

ということも、この実施計画策定というか検討

の上のキーワードになるのかなと思っておりま

す。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今のお話を伺って感じ

たのは、連携教育を飛び越して既に一貫教育を

見越してどんどんやってきたという新庄市の状

況だということを、私はわかりました。 

  先生の中から何が聞こえてくるかといいます

と、連携はいいと思うんだけれども、言葉では
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悪くはない。しかし、この忙しさは何なのかと

いう、一貫教育って何なのかと先生たちが悩ん

でいるわけです。それは何だかといいますと、

具体的には先生方の負担が大変重いということ

です。授業の乗り入れ、非常勤の後補充の先生

のクラスが荒れたりする。子供不在で会議ばか

り。特に合同研修。地域の教育力調整のための

打ち合わせの時間が必要とか小学校の教科担任

制で子供との関係が小学校の教師担任が薄くな

ってしまう。五、六年がうまくいかない。担任

との顔合わせができずに、子供が、小学校が不

安になる。不安定になる。担任は子供の教科の

おくれが把握できない。交流イベントが日常の

活動を圧迫して、授業の準備やおくれがちな子

供への補助ができないなどが先生方から敬遠さ

れております。 

  これで、子供たちが不適応を起こすというか、

学校に行きたくなくなっているような子がふえ

るとしたら大変なダメージだと思うんですが、

いかがでしょうか。 

沼澤恵一議長 答弁する時間がないので、これで

打ち切りたいと思います。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたします。 

  今期定例会の本会議を明日13日から18日まで

休会いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を13日から18日まで休会し、

６月19日午前10時より本会議を開会いたします

ので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまです。 

 

     午後２時４８分 散会 

 



- 97 - 

平成２４年６月定例会会議録（第４号） 

 

 

平成２４年６月１９日 火曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 兼 
教 育 総 務 課 長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第４号） 

平成２４年６月１９日 火曜日 午前１０時開議 

 

   （総務文教常任委員長報告） 

日程第 １ 請願第２号脱原発社会に向けたエネルギー政策の転換を求める意見書の提出に関する件 

 

   （産業厚生常任委員長報告） 

日程第 ２ 議案第３９号新庄市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３ 請願第３号脳脊髄液減少症の医療に関する請願書 

日程第 ４ 請願第４号公的年金の改定に反対する意見書提出を求める請願 

 

日程第 ５ 議案第４０号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議案第４１号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第 ７ 議案第４２号新庄中学校体育館改築工事の内建築工事請負契約の締結について 

日程第 ８ 議案第４３号財産の交換について 

日程第 ９ 議案第４４号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議会案第２号脳脊髄液減少症の医療に関する意見書の提出について 

日程第１１ 議会案第３号公的年金の改定に反対する意見書の提出について 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１請願第２号脱原発社会に

向けたエネルギー政策の転換を求める意見書の

提出に関する件を議題といたします。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長小関 淳君。 

   （小関 淳総務文教常任委員長登壇） 

小関 淳総務文教常任委員長 おはようございま

す。 

  私から、総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について報告いたします。 

  当委員会に付託されました案件は、請願１件

でございます。 

  審査のため、６月13日午前10時より、議員協

議会室において委員９名全員出席のもと、現況

説明のために関係課職員の出席を求め、請願第

２号脱原発社会に向けたエネルギー政策の転換

を求める意見書の提出に関する件について審査

を行いました。 

  委員からは、「現在建設中の原発は何基ある

のか」という質問があり、総合政策課から、

「青森県東通村に１基、大間町に１基、島根県

に１基の計３基建設中である」との説明があり

ました。 

  また、委員から「エネルギー政策を転換した

場合、コストが上がり家庭の電気料金にはね返

るのではないか」との意見、また「自然エネル

ギーの方向性がつかめない現状の段階での脱原

発は拙速すぎるのではないか」という意見があ

りました。また「代替エネルギーはどのような

ものに転換していくのかなど、もう少し国の動

きを見るべきだと思うので、継続審査にすべ

き」という意見がありました。 

  この継続審査について採決した結果、請願第

２号については賛成多数で継続審査すべきもの

と決しました。 

  以上、総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査経過と結果について報告いたします。

御審議をよろしくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいまの委員長報告に対して質

疑に入ります。質疑ありませんか。 

１４番（遠藤敏信議員） 議長、遠藤敏信。 

沼澤恵一議長 遠藤敏信君。 

１４番（遠藤敏信議員） ただいまの報告で国の

動きをもう少し見るべきだという意見が出たと

いうふうなことがありましたけれども、請願に

よる意見というのは国に対して、方向性は、今

のあり方は間違っているからこうすべきだ、こ

うしてほしいというふうなことを意見するもの

が、私は請願の審査だと思うんです。そういう

ふうなことがなくて、今の報告によると非常に

審査の内容が乏しいんじゃないかという印象を

受けましたが、もう少しそのやりとりの流れな

どを教えていただきたいと思います。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 ただいまの質問に

お答えいたします。 

  要するに、原発の今の状況の情報については

委員の全員が認識するところでございます。そ

の認識のもとに検討して継続審査となったとい
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うことでございます。 

１４番（遠藤敏信議員） 議長、遠藤敏信。 

沼澤恵一議長 遠藤敏信君。 

１４番（遠藤敏信議員） 継続審査ということは、

まだこれで終わりということでなくて、これか

らつなげていくというふうなことですね。十分、

今回図らずも大飯原発について再稼働だという

ことがありましたけれども、あれ自体、福島が

収束していないにもかかわらず収束しているな

んてことを言うし、あれ自体例えば立地箇所な

どの経済問題などを理由に挙げていますが、あ

れ自体、問題があると。あんな大きな事故を起

こしていながら、解決策の糸口も見出せないま

ま再稼働は私はおかしいと思います。こういう

ふうなことを考えてさらに継続するというふう

なことですので、よろしくお願いしたいと思い

ます。以上です。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 委員長報告の中で、コ

ストが上がるのではという意見が出たというこ

とで、原発をやめるとコストが上がるのではな

いかとお話しになったように思うんですが、実

際福島の事故が起きてこれから解決、補償など

も含めましてやっていくとしたらそれらが原発

のコストになると思うんです。そうした場合、

東京電力は３回ぐらい倒産しなきゃいけないん

じゃないかと言われているぐらいコストがかか

るという話があると聞いていますが、そういっ

た原発のコストについて大変なコストがかかる

ものなんだと、一たん事故が起こればどうなる

かと。また、廃炉についても、例えば浜岡原発

については廃炉になると聞いておりますが、福

島も廃炉だということですが、その廃炉のお金

もコストに行くことはわかっているはずなんで

すね。それらも含めて原発は非常にコストがか

かるものなんだという認識があったかどうか、

お話があったかどうかお聞きしたいと思います。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 コストについては

先ほどの報告にもありましたように議論はあっ

たと認識をしております。委員全員が原発を推

進すべきだという意見はありませんでした。そ

ういう意見ではなくて、原発は縮小していく、

あるいはなくしていくという中の雰囲気のもと

での議論でございました。そのように認識して

おります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） また、次にですけれど

も、委員長のお話の中で代替エネルギーや自然

エネルギーの方向がまだ国としてつかめていな

いんじゃないかという御意見があったように報

告いただきました。そういう雰囲気は確かに私

もあると思いますが、なぜそういう方向が、雰

囲気がつかめないかといいますか、国の決断が

ないというか、代替エネルギーに変えていく、

原発はやめて代替エネルギーにするんだという

決断をして原発にかけてきた、今年度も4,200

億円の予算がついたそうですけれども、こうい

う予算を、廃炉のための予算は仕方ないですけ

れども、復活するための予算として今使おうと

しているわけですが、そうでなくて自然エネル

ギーの開発研究補助、あるいは電気を買うため

のお金とか、そういうのになるように誘導する

という意味でも国が決断して自然エネルギーに

変えるんだという決断を示す、予算もつける、

こういう方向になってこそ、自然エネルギーの

方向が広がっていく、可能性が大きく広がって

いくと思うんです。そういうことを求めている

請願ではなかったのだろうかと思うんですが、

どうでしょうか。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 
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小関 淳総務文教常任委員長 おっしゃるとおり

だと思います。代替エネルギー、皆さんも御存

じのとおりどのように国のエネルギー政策を転

換していくかというところはまだ非常に国のほ

うでも見えていないという状況でございます。

そういう中で、そういう状況をかんがみながら

議論していたというのが事実でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 総務文教常任委員会の

皆さんは非常に聡明な方々ばかりですし、勉強

意欲のある方々だと思いますので、よかったら

そういう原発関連の講演会なども参加していた

だくなり、開いていただくなりなどして学習に

より一層努めていただきたいと思いますが、そ

の点などはどうでしょうか。 

沼澤恵一議長 佐藤委員、委員長報告に対しての

質問ですので、大分逸脱していますので、答弁

はいいですね。いいそうです。 

  ほかにありませんか。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 委員長報告に対して一

つお伺いします。 

  今回の請願理由に対しては福島県の被災の状

況から来るものであって、福島の現状を見て、

被災の状況を見てこの請願は人道的立場という

か人権を守るという立場から出されたものでも

あるわけです。さらに、憲法25条にも触れるこ

とです。人権を守るという観点からの話し合い

はどのようになされていたのか、委員長報告の

中ではそこら辺はまだ聞こえてこなかったので

お願いします。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 お答えいたします。 

  福島のああいう悲惨な状況をもとにした人権

をベースにした議論はということですが、その

ような議論は含まれていなかったと認識してお

ります。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 提案理由にありました。

多くの住民が住みなれた家、職場を奪われてと

明記してあります。この文面を見てそういうふ

うな感覚は持たれていなかったのでしょうか。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 そのような感覚は

委員全員が共有していたかと思います。しかし、

人権についての議論はなされていなかったとい

うのが現状であります。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第２号脱原発社会に向けたエネルギー政

策の転換を求める意見書の提出に関する件は、

総務文教常任委員長より継続審査の申し出が出

されておりますので、継続審査としたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第２号は総務文教常任委員長報告のとおり

継続審査となりました。 
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産業厚生常任委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第２議案第39号新庄市企業立

地促進条例の一部を改正する条例の制定につい

てから日程第４請願第４号公的年金の改定に反

対する意見書提出を求める請願までの３件を一

括議題といたします。 

  本件に関し、産業厚生常任委員長の報告を求

めます。 

  産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

   （遠藤敏信産業厚生常任委員長登壇） 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 おはようございま

す。 

  私から、産業厚生常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案１件、

請願２件であります。 

  審査のため、６月14日午前10時より、議員協

議会室において委員８名全員出席のもと、担当

課の職員の出席を求め審査を行いました。 

  初めに、議案第39号新庄市企業立地促進条例

の一部を改正する条例の制定については、商工

観光課から補足説明を受けた後審査を行いまし

た。 

  商工観光課の説明では、現在用地面積3,000

平方メートル以上を取得して５年以内に操業を

開始し、５名以上を新しく雇用した場合に用地

取得費の30％を助成しているものを、被災地企

業に限り100％助成することができるようにす

るというものでありました。 

  審査に入り、委員から「５名以上の雇用とあ

るが、地元の人を雇用する計画がないのか。ま

た、地元の人が雇用されたかを確認することは

しないのか」といった質問があり、商工観光課

から、「新庄最上圏域外の方であっても雇用に

よって定住に結びつける雇用政策も必要なため、

具体的な制限は設けていない」との説明があり

ました。 

  また、「企業が撤退したときに助成金を返還

してもらうなどの取り決めはしないのか」との

質問に、商工観光課からは「撤退ありきで進出

してくる企業はないと思うが、そのような場合

には条例第５条に助成金の交付決定の取り消し

の規定があるのでそれを適用していく」との説

明がありました。 

  その他質問がありましたが、採決の結果、議

案第39号については賛成多数で原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  次に、請願第３号脳脊髄液減少症の医療に関

する請願書については、請願の紹介議員及び健

康課の職員の出席を求め、審査を行いました。 

  初めに、請願の紹介議員より請願の趣旨につ

いて、「脳脊髄液減少症は交通事故、スポーツ

などの衝撃により髄液が漏れ出て頭痛などのさ

まざまな症状を引き起こすもので、その効果的

な治療であるブラッドパッチ療法治療が現在は

全額自己負担のままであるため、国に対して保

険の適用などを求めていくものである」との説

明がありました。 

  審査に入り、委員から、「市では患者数を把

握していないのか」といった質問があり、健康

課からは、「保険適用になっていないので、市

に保険の請求が来ないため実数の把握ができな

い」との説明がありました。 

  また、「高額療養費の対象にもならない」と

のことでありました。 

  その他質問等ありましたが、採決の結果、請

願第３号は全員異議なく、採択すべきものと決

しました。 

  最後に、請願第４号公的年金の改定に反対す

る意見書提出を求める請願については、請願の

紹介議員及び市民課職員の出席を求め、審査を

行いました。 

  初めに、請願の紹介議員より請願の趣旨につ

いて、「平成12年から14年までの３年間で行わ
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れた物価スライドの据え置き分について今後

2.5％削減を行うとしていることから、地域経

済と高齢者の生活実態に配慮し、国に対して削

減を行わないよう求めていくものである」との

説明がありました。 

  審査に入り、委員からさしたる質疑等もなく、

採決の結果、請願第４号は全員異議なく、採択

すべきものと決しました。 

  以上で、産業厚生常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての報告を終

わります。よろしくお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 ただいまの産業厚生常任委員長報

告に対して質疑に入りますが、議案と請願に分

けて質疑、討論、採決を行いたいと思います。 

  初めに、議案第39号新庄市企業立地促進条例

の一部を改正する条例の制定について質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第39号新庄市企業立地促進条例の一部を

改正する条例の制定については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議がありますので、起立採決を

行います。 

  議案第39号は委員長報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第39号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、請願について質疑を行います。 

  請願２件について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別になしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第３号脳脊髄液減少症の医療に関する請

願書は、委員長の報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第３号は委員長報告のとおり採択されまし

た。 

  次に、請願第４号公的年金の改定に反対する

意見書提出を求める請願は、委員長の報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第４号は委員長報告のとおり採択されまし

た。 

 

 

日程第５議案第４０号平成２４年

度新庄市一般会計補正予算（第１

号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第５議案第40号平成24年度新
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庄市一般会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ７ページの１で、再生

可能エネルギー導入促進事業費補助金というの

がありますが、これのメニューというか、どの

ようなものがあって市ではどういうことを選ん

だのか、お願いします。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 お答えします。 

  ７ページの歳入につきましては、10款教育費、

ページ数でいいますと13ページ10款４項社会教

育費市民プラザ管理事業費。これの管理事業費

に10分の10、3,325万円を充てるものでござい

まして、いわゆる国が昨年３月11日の大震災及

び原発を受けまして被災されている東北地域を

中心に、具体的に申し上げますと東北６県及び

茨城県を対象といたしまして、防災拠点あるい

は防災機能を持つところの公共施設に対しまし

て、有事の場合の電源を確保するということを

ねらいとして持続可能な再生可能エネルギー化

というものをねらいとして、国が基金を創設い

たしまして、それに基づいて交付された都道府

県において基金を造成し、それを財源にして県

市町村が再生可能エネルギーを導入する整備を

行うという内容でございます。 

  これにつきましては、防災拠点、災害拠点と

なり得る公共施設、これが対象となります。太

陽光発電初め小水力、バイオマス、風力、こう

いった新エネルギーと言われるものが対象とな

って、その中で適切なものを選択してその整備

を図るという、平成24年度から27年度までの４

年間行われる事業でございまして、新庄市の場

合は10数件の施設を申請いたしまして、これに

基づいて内示を受けたところの中で三つが選抜

されたということでございます。 

  新庄市の場合は平成24年度から早々にその整

備を行いたいということで、３カ年事業で平成

26年度まで行う予定にしてございまして、この

初年度目が今回の補正予算ということになりま

す。 

  実は、平成23年度の国の３次補正予算に基づ

いて設けられた事業でございますけれども、内

示とか申請とかさまざまな手続を経なければい

けないということがありましたので、県下では

一斉にこの時期に早いところでは補正予算をお

願いしているということになっております。  

具体的には先ほど申し上げましたとおり、平成

24年度に市民プラザに太陽光発電、25年度に山

屋セミナーハウス、26年度に小中一貫校の予定

をしているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） このたびは、防災機能

を持つ公共施設にということで、やったという

ことで、わかりました。 

  そのほかにも、私としてはエネルギーの自給

自足という方向を目指していただきたいと思う

んです。全国の市町村では自給自足している自

治体が出てきておりますし、そういったところ

に私たちも学びつつ、市長も学びつつ小水力発

電も含めてあらゆるところにエネルギーを導入

できないかということで、市民団体とも協力し

ながらぜひ大きく進めていただきたい、大胆に

進めていただきたいと思いますが、そのことに

ついてはどうお考えでしょうか。そのほかの再

生可能エネルギーについて。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 新庄市でも持っている新

エネルギービジョン、まちづくり総合計画の中
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でもそのようなことを言っております。持続可

能な安定したエネルギー源、これを用いながら

再生可能エネルギーを使ったものを導入してい

く。この事業につきましても、その成果を踏ま

えてほかの公共施設あるいは民間との連携とい

うところもできないかという方向性に及ぼうと

いうふうなものをねらいとして持っております。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） ページ数で申しますと

９ページ、農業水産業費第１項農業費の中の農

業振興費の中で３点ほどお伺いします。今定例

会初日におきまして、新しく就任されました齋

藤課長は新庄市の農業を元気にしたいと非常に

心強いごあいさつをされましたので、お伺いい

たします。 

  第１点目でございます。大豆、そば産地育成

モデル事業補助金。これは収穫のコンバインの

助成であると認識しておりますが、そのような

とらえ方でいいのかということでございます。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 この事業につきましては汎用

コンバインということで、大豆とソバを刈り取

りできる収穫機でございます。予定としまして

は泉田地区の機械利用組合、５戸で結成する組

合でございますが、周辺の転作田の大豆、ソバ

の面積約40ヘクタールを受託しまして刈り取り

するというふうな計画でございます。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） ありがとうございます。

数字はまだこれから調査、確定していないと思

いますけれども、当初の各農家の生産計画によ

りますと、大豆、ソバ合わせて大体360町歩と

認識しておりますが、過去に大豆、ソバの刈り

取りというか生産組合が、今は泉田の話をされ

ましたけれども、新庄市内でそういった大豆、

ソバの生産調整やられている組織が何組織ぐら

いあって保有しているコンバインの台数、わか

る範囲で結構ですので、教えていただけません

か。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 お聞きしている範囲でござい

ますが、組織としては６組織、１組織２台所有

しているところもございますので７台と把握し

てございます。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） ７台ということですの

で、この件に関しては今泉田地区が周辺のとこ

ろの40町歩のところを１台でカバーしている。

そうすると、先ほど申し上げましたけれども、

360町歩となれば適正な範囲かなと。 

  何を言いたいかと申しますと、恐らく大豆、

ソバに関しまして、コンバインの導入であると

か乾燥施設の導入に関する補助事業は随分昔に

ありまして、既に今各組織が保有している乾燥

機でありますとか刈り取りのコンバイン、かな

り老朽化しているのかな。当然新庄市でも市長

初め、そばまつりに力を入れていくという中で

ソバの１俵当たりの価格補てんの金額も明らか

になった背景もありまして、これから土地利用

型であります大豆とかソバが面積ある一定の中

で推移していくと予想される中で、次に乾燥機

であるとかコンバインであると。各組織が所有

しているそれらの機械の更新時期を迎えていく

という中でございまして、これはコンバイン１

台当たり助成金で210万円ですからその３倍が

定価と、大体１台600万円から、600万円以上に

なりますと、いざ団体が更新のときにやはりお

金がかかる、今のところ県の助成で３分の１が

助成であると。そのような中で前回の一般質問

でも申し上げましたけれども、多少なりとも新
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庄市に財政の余力ができましたならば新庄市の

かさ上げ部分というところを考えていただきま

して、少しでも周辺の農家の作業を請け負って

いるというところでございますので、ぜひお考

えいただければというふうに思います。 

  続きまして、先ほど申し上げました大豆、ソ

バは280万円ですね。その上の210万円の創意工

夫というところでございますが、事業の種類は

どういったものでしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 お答えします。 

  今回補正をお願いしております農林水産業創

意工夫プロジェクト支援事業費補助金につきま

しては、農産加工施設を整備したいということ

でございます。内容としましてはカブですとか

ナスとかキュウリ、ハクサイなどの漬物加工。

または乾燥野菜に取り組みたいということで、

事業主体は１農家でございますが、その他の方

でこういう事業に取り組みたいという提案でご

ざいます。以上です。 

沼澤恵一議長 ほかに質疑ありませんか。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 13ページの市民プラザ

費のところで、国の補助制度で3,325万円、太

陽光パネルの設置のあれが載っていますよね。

そこでちょっと質問したいんですけれども、こ

の設置した太陽光の機能というかスペックとい

うか、そういうところをちょっと知りたいんで

すけれども。 

  気象庁のデータにもあるように、非常に新庄

市は全国で１番の日照時間という中で発電効率

というのはどのくらいのものなのか。冬期間に

何か有事が起こった場合にこの太陽光発電は防

災用に利用できるのか。その辺を確認したいと

思います。 

小嶋達夫生涯学習課長 議長、小嶋達夫。 

沼澤恵一議長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 それでは、市民プラザに

設置を予定しております防災拠点施設再生可能

エネルギー導入促進事業ということで、スペッ

クについて。現在予定しておりますその予算の

範囲内ではということになりますが、電気容量

につきましては蓄電発電ともに15キロワットを

想定しております。発電パネルの発電に要する

面積、これにつきましてはおよそ110平方メー

トルを予定しております。現在のところは発電

するためのパネルの設置場所、これを市民プラ

ザの屋上として想定はしております。ただし、

測量設計の段階でどれが一番適切かということ

はその時点でまた判断させていただくというこ

とで御理解を求めたいと、よろしくお願いいた

します。 

  発電効率につきまして、機械といいますか、

発電パネルの性能等がいろいろありますので、

詳細な数値については私のほうでは把握してお

りません。これらで実際に災害あったときには

蓄電15キロワット分で照明できるというふうに

考えております。よろしくお願いします。 

  冬期間についても積雪、パネルの発電面につ

いての積雪を考慮しまして傾斜を持たせている

ということで、積雪については架台の設置の高

さ等も設計の段階で決定されるというふうに承

知いたしております。 

沼澤恵一議長 よろしいですか。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 私は再生可能エネルギ

ーに向かってシフトしていくというのは大賛成

なので、市民の皆さんから非常にいいなと、効

率もいいなと、日照時間がなかなか厳しくても

発電はするんだなというしっかりした、本当に

使えるような施設にしていただきたいと思いま

す。以上でございます。 

沼澤恵一議長 ほかにございませんか。 
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１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 私からは、11ページの

観光振興対策事業についてお聞きします。 

  ことしのお祭りは花金から土日といってなか

なかよそから来た人、市内で泊めたいと思って

も今現在、泊めっとこなくて困ったやという、

非常に曜日の関係か、いろいろＰＲして100万

人構想に近づいたのか、大変うれしいなと思う

んですけれども、それに関しまして、新庄まつ

り東日本復興参加団体、これの内容ですね。東

北六魂祭なんていって非常に去年は仙台、こと

しは盛岡、非常に盛大になっているというよう

な、頑張れ東北っていうんでしょうけれども、

内容についてひとつお願いします。 

  あと交流センターの、これ400何万ですか、

この件はたしかパネルをつくるとか言っていま

すけれども、この辺もう少し詳しくお聞きした

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 六魂、６県は無理なん

ですけれども、３県ですね、被災３県。岩手、

宮城、そして福島ということで、被災３県のし

かも新庄にかかわるまちからのお祭りをお招き

して祭り交流を行いたい。あわせて、復興中の

祭りをバックアップしたいということです。 

  具体的には、岩手からは陸前高田の氷上太鼓、

12名ほどになろうかと思います。それから宮城

からは昨年味覚まつりでおいでをいただきまし

た若林区のすずめ踊りの皆さん、40名ほどにな

ろうかと思います。それから福島からは昨年日

本の伝統祭りポスターコンクールで、大賞を受

賞されました相馬野馬追の皆さん。これは騎馬

７騎も含めて合わせて58名ほどでおいでいただ

く。具体的には後まつり26日昼前10時半から昼

ごろ、ある意味ではまつり３行事の一角の中で

一番手薄な時間でもありますので、大きく祭り

交流ということで盛り上がるのではないかと思

います。 

  あと、広域の説明がちょっと簡単過ぎて申し

わけございませんけれども、ゆめりあへ設置し

ますマルチディスプレイの費用でございます。

設置費、６年分のリースの初年度分及びソフト

分ということです。昨年ちょうど、まつり期間

中でしたけれども、デモで１週間ほどあそこに

138インチのディスプレイを掲げまして皆さん

にごらんいただきましたけれども、あれの２倍

程度明るいものを設置しまして、そして７月29

日、もがみ観光博のオープニングに何とか間に

合わせたいということでやっております。新幹

線朝いちから夜の最終まで、そこら辺を照準に

しまして、とにかく新庄最上地域の魅力ある元

気な姿、それをアピールしたいということでの

負担金でございます。以上でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） これ26日にそれぞれ３

県のメーン的なものを呼んでやる。大変いいこ

とじゃないかなと、私、新庄まつり100万人構

想絡みも含めて大変いい企画ではないかと思っ

ていますけれども、これは単年度、ことしやっ

てはい終わりというようなお考えでしょうか。

また来年度もずっとこういうものを誘客に含め

ましてこういうものの企画というのはどうなん

でしょう。 

  なぜかと申しますと、以前新庄で国民文化祭

をやりましたですね。非常に好評であって、一

堂に阿波踊りとか佐渡おけさとか、なかなか本

場の方々が見えるということで非常に誘客とい

うかＰＲ効果というか、いいアイデアだったも

のですから、これ高田もいいですね。高田松原、

何万本の松から１本残ってというのはシンボリ

ック的な陸前高田の松なんていうのは哀れみを

誘いながら頑張っている姿だというところから

お呼びして、高田の太鼓がすごいわけですね。
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日本一の太鼓祭りというのを陸前高田で集まっ

て３日間ぐらい太鼓ナンバーワンを決めるよう

な、太鼓においては陸前高田はまちおこしでい

いまち。それを呼ぶと。すずめ踊りは味覚まつ

り、確かに珍しい愛きょうがある踊りでいいと

思います。相馬野馬追の馬が来るというのは非

常に新庄ではポスター祭りをやって去年１位に

なったところが来るということで、そして放射

能とか非常に被害が大きいところから頑張って

来るというようなことで、馬４騎ですか、４騎

来て武者58名ということは相馬の神旗争奪戦と

いうか旗やって、雀ケ原ですか、雲雀ケ原です

か、あそこでこう旗さおさらってばあっていく

やつのような、ああいう武者が来て、どういう

イベント、具体的にもしありましたら、相馬野

馬追のスタイルと、こういう形式で今後も続け

てやっていくかということですね。 

  ゆめりあのマルチディスプレイというのは新

庄だけで出して、ほかの７市町村はこういうも

の出して、新庄単独ですか。広域市町村圏の

方々はこれに対して分担金みたいなのないんで

すか、あるんですか。それをお聞かせ願いたい

と思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 騎馬は４騎でなく７騎

になるという。実際に、映像で見るような流れ

るような、あそこまではちょっと無理なんです

けれども、あれだけの大勢の方々の前でおいで

になるものですから、行列とほら貝の披露でご

ざいます。ただ、駅前通りを中心にしまして、

その祭りの全貌ではないんですけれども、どん

な感じかということは十分おわかりになってい

ただけるんではないかと、こういうふうに思い

ます。 

  復興支援記念ということではことし限りだろ

うと。ただし、さまざまな相乗効果があろうと

思いますので、これまでにもいろいろなお祭り

を、例えば亀山の屋台とかお招きしてきた経過

がありますし、また新庄のお祭りも方々に行っ

ているということがございますので、今回の経

過を見ながらいろんな形で議員から前にさまざ

まな形で御提案いただいておりますけれども、

考えていきたいとは思っております。 

  ゆめりあのマルチディスプレイなんですけれ

ども、これは新庄最上でもちろん行うというこ

とですから、映像のソフトに関しましても新庄

最上全体ということであります。負担に関しま

してもゆめりあの管理費の分担、それに合わせ

まして80対20ということで、今回は総事業費の

80％、20％はそれぞれの町村からというふうな

要請をしております。以上でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） わかりました。 

  ぜひ100万人構想の100万人的なものを頑張っ

て盛り上げてもらいたいなと思います。 

  次は、12ページの土木費の道路維持費の道路

維持事業ですけれども、この内容、市道舗装委

託料、測量設計委託料ということに、どんな内

容かひとつお聞かせいただきたいと思います。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 まず、修繕料でございま

すけれども、修繕料につきましては谷地田町の

市道の舗装修繕、これにかかる費用でございま

す。業務委託料につきまして今般凍上災が県内

全域で認定されたということで新庄市において

も凍上災の災害申請、これを行うに当たっての

申請するに当たっての調査業務委託でございま

す。以上でございます。 

沼澤恵一議長 ほかに質疑ありませんか。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） それでは、私のほうか

ら12ページの雪総合対策の中で、修繕料ですか、



- 109 - 

これについてお願いします。そして、決算のほ

うで出てくると思いますが、ことしの新庄揚水

ですか、最上川から上げた電気料は幾らくらい

になっているのか。そして何回ぐらい上げてい

るのか。これ議会報告会などでも質問される方

が大変興味を持って多いので、この件について

お願いしたいと思います。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 修繕料の120万円の内容

でございますけれども、毎年新庄市では水上が

りする箇所、大体特定されているということで、

今年度特定された箇所のいわゆる水上がりの流

雪溝の構造的な問題なのかどうかということに

ついて今検討しているところでございます。今

回の補正予算につきましては、根本的な流雪溝

の修繕というのはやはり相当精査しないとだめ

なので、そこの何ていいますか、水上がった場

合のセーフティーネットといいますか、その水

をどこかに逃がしてやるという、そういう短期

的な構造、それを今回の補正で修繕で１カ所考

えてみようということで、その場所的には城西

城南地区ということで、南高のすぐ後ろのほう

の側溝について今回修繕をかけてやるというこ

とであります。そのほかについては９月補正ぐ

らいまでに構造的なものを示唆しながら場所を

区切って提案したいと考えています。 

  それから、平成23年度の電気料でございます

けれども、電気料については1,090万円ほど電

気料を使っております。期間的には１月の19日

から２月いっぱいの用水のくみ上げということ

になっております。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 電気料の中には、電気

料だけですか。それとも改良区に委託している

委託料というのは入っているのか、いないのか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 1,090万円は電気料だけ

でございます。改良区に委託しておりますのは

国営新庄用水施設操作点検業務委託、これが

148万7,000円ほど別に委託しております。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 10ページの６款１項４

目、説明欄の中に旧最上中部牧場のトラクター

格納庫の撤去業務委託35万5,000円、これあり

ますけれども、今年度泉田道路ということで中

央道の延長ですけれども、予算がついて今年度

測量に入るということでプラザで説明会があっ

て、なおかつ周辺の予定される路線の周辺の地

権者に直接測量するからと、了承してくれとい

う文書が来ました。それで中部牧場も予定路線

の中に入っているわけですね、その辺。 

  ということは、トラクター格納庫でなくても

っと建物がまだ数あるんですけれども、路線に

入るとすれば単独で今予算立てて撤去するより

は、かかれば補償費と逆にもらえる、出すほう

でなくもらえるほうに変わるわけですけれども、

中牧の路線ってどの辺に来るかということをど

ういうふうにとらえていますか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 認識不足で大変申しわけござ

いませんが、私の認識の中ではぎりぎりかすめ

るような、そういうふうな思いで直接的にはか

からないというふうに認識しております。なお、

調べまして回答したいと思います。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） だから、もう少し都市

整備課長あたりが聞ける立場にあるわけですか

ら、よく調査して、それは入らなければそれは

やむを得ないんですけれども、入るとすればい
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じらないほうがいい。もっと入ってくれれば私

はありがたいというふうに逆に思って。なぜか

というともっと金がかかるサイロがあるんです

よね。あれが一番金かかる、億にかかるはずで

すよ。解体すると。そんなところで、願わくば

ですけれども、当たってみたらいかがでしょう

か。一つだけの建物でなくて複数あるわけです

から。金、これから建物皆だめになっていくの

で全部次に撤去作業ということになっていきま

す、将来ね。そんなことでひとつよろしくお願

いしたいと思います。終わります。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第40号平成24年度新庄市一般会計補正予

算（第１号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第40号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第６議案第４１号平成２４年

度新庄市公共下水道事業特別会計

補正予算（第１号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第６議案第41号平成24年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 16ページの歳入歳出の

ことで、国の交付金が減額になったことが今回

の補正になったということなんですが、国の交

付金の減額の理由や内容などはどう見ておられ

るのでしょうか。 

沼澤利明上下水道課長 議長、沼澤利明。 

沼澤恵一議長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 毎年11月中旬から下旬に

かけまして国のほうに事業のほうの要望をいた

します。それで、要望はやみくもにやるんじゃ

なくて、新庄市の財政事情等考慮して、起債を

どれだけ受けられるかという想定しながらまず

要望額を決定していきます。それに基づいて、

国ではどういうふうに査定しているか私はわか

りませんけれども、一応大体年度のベースに基

づいた形で予算が配分されてくるようでござい

ます。以上です。 

沼澤恵一議長 よろしいですか 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 公共事業ということで、

私としては特に下水道などは生活に非常に密着

した非常に重要な公共事業だと考えます。そう

いう意味では、下水道については減額してもら

っては困るというか最大限つけてもらいたいと

いう、そういう強い要望が必要でないかなと思

います。そういう意味で、いろいろ建設事業あ

りますが、下水道などのような生活に密着した

公共事業については最優先で最大限出してもら

いたい、補助を出してもらいたい、あるいは交

付してもらいたいというふうにいろんな場で言
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っていく必要があると思いますが、そういう立

場にいらっしゃると思いますが、どうでしょう

か。 

沼澤利明上下水道課長 議長、沼澤利明。 

沼澤恵一議長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 当市は残念ながら山形県

でもかなり普及率が、13市でも下のほうから数

えたほうがずっと早いというふうな位置にあり

ます。それでもちろん、環境整備が平成元年に

なってから終末処理場が供用したということで、

他市から比べればやはりかなりおくれた着工と、

着手というふうになっていますので、追いつく

ためにはかなりの、これからも予算必要なわけ

でありまして、県のほうからも拡大普及求めら

れておりますので、それに向けて適正な財源を

確保しながら、これからも普及率向上に向けて

やっていきたいと考えております。 

沼澤恵一議長 ほかによろしいですか。ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第41号平成24年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第41号は原案のとおり可決されました。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時００分 休憩 

     午前１１時１３分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１１時１３分 休憩 

     午前１１時２３分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

沼澤恵一議長 追加案件が出ておりますので、議

会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小野周一君。 

   （小野周一議会運営委員長登壇） 

小野周一議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について御報告

いたします。 

  本日午前11時から、議員協議会室において議

会運営委員６名出席のもと、執行部から副市長、

関係課長並びに議会事務局長、事務局職員の出

席を求めて議会運営委員会を開催し、本日の本

会議における議事日程の追加について協議をい

たしたところであります。 

  協議の結果、執行部から提出のありました議

案第42号新庄中学校体育館改築工事の内建築工

事請負契約の締結について、議案第43号財産の

交換について、議案第44号平成24年度新庄市一

般会計補正予算（第２号）、議会案第２号脳脊

髄液減少症の医療に関する意見書の提出につい

て、議会案第３号公的年金の改正に反対する意

見書の提出についての執行部提案の議案３件と

議会案２件の計５件を本日の議事日程に追加し
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ていただくことにいたしました。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告ありました

とおり、議案３件と議会案２件の５件を本日の

議事日程に追加することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案３件と議会案２件を本日の議事日程に追加

することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため、暫時休憩

いたします。 

 

     午前１１時２６分 休憩 

     午前１１時２７分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第７議案第４２号新庄中学校

体育館改築工事の内建築工事請負

契約の締結について 

 

 

沼澤恵一議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第７議案第42号新庄中学校体育館改築工

事の内建築工事請負契約の締結についてを議題

といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第42号新庄中学校

体育館改築工事の内建築工事請負契約の締結に

ついて御説明申し上げます。 

  この案件につきましては、去る６月14日に条

件付一般競争入札に付したもので、議案書記載

の内容による工事請負契約を締結するため、議

会の議決に付すべき契約または財産の取得また

は処分に関する条例第２条の規定により御提案

申し上げるものであります。 

  契約の内容でありますが、工事名は、新庄中

学校体育館改築工事の内建築工事。 

  契約金額は４億425万円。 

  契約の相手方は、新庄市大字鳥越1780番地の

１。沼田建設株式会社代表取締役社長金田孝司。 

  工期は着工が平成24年６月20日。完成が平成

25年９月30日であります。 

  本改築事業の内容でございますが、教室等か

ら渡り廊下で入る延べ面積1,423.81平方メート

ルの既存体育館を解体し、新たに位置を90度転

回し、管理棟から渡り廊下で入るようにした鉄

筋コンクリート造２階建て一部鉄筋鉄骨コンク

リート造の新体育館を建設するものであります。 

  規模は渡り廊下を含め、１階1,488.85平方メ

ートル、２階503.27平方メートル。延べ面積

1,992.12平方メートルで、アリーナ部分の面積

は旧体育館を若干上回る程度でありますが、全

体を比較しますと約４割、570平方メートル増

となっております。 

  施設の内容といたしましては社会教育開放に

備えたミーティングルーム、外部用も含め広く

とった用具庫、また外部専用トイレの設置など

工夫を凝らしております。２階にはフロアの競

技状況を見渡せるギャラリーも配置しておりま

す。 

  本事業は平成22年度に実施しました耐震２次

診断の結果を受けまして、既存体育館が特殊工

法のため改築せざるを得ないということで、現

在の機能維持を基本としつつも、今申し上げた

さまざまなスペースについて可能な制度を極力

活用してより使いやすい体育館の建設を目指し

ておりますので、御審議の上御可決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第42号は会議
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規則第37条第３項の規定により委員会へ付託を

省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第42号については委員会への付託を省略す

ることに決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） まず、雪国であります

ので雪処理は大丈夫なのか、検討されたのか、

その内容をお願いします。 

  それから、このたびの入札参加業者の数、そ

して予定価格はどうだったのか。そして事前公

表はどうだったのか教えていただきたいと思い

ます。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 まず第１点目、

雪処理についてでございますけれども、今回の

体育館につきましては屋根の形状を陸屋根とし

ております。陸屋根というのはフラットな形状

でございまして、一応２メートルまで雪が積も

っても大丈夫のような、そういう設計になって

おります。 

  そんなことで積もりっ放しということになる

わけですけれども、例えばことしの大雪のよう

に２メートル以上積もった場合どうなのかとい

うことありますけれども、屋根の構造が雪庇を

大雪の場合自重で切り落ちるような、そういう

ふうな構造になっておりますので、その部分に

ついては大丈夫かと思っております。 

  それから、今回の入札の状況でございますけ

れども、入札に参加した業者につきましては、

６業者でございます。 

  予定価格でございますが、これにつきまして

は税抜きで予定価格設定いたしますので、予定

価格自体は３億8,979万1,000円でございます。

以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 雪積もって本当に大丈

夫なのかもう１回お聞きしたいんですけれども、

雨漏りしたりすることを考えたりすると、怖い

なというか、雨漏りになったら大変だなと心配

するところがあります。 

  例えば、野球場の雨漏り、何回も申し上げて

悪いんですけれども、野球場は本当に雨漏りで

あれは大失敗だったなと私としては考えている

わけなんです。そういう意味で、あのような雨

漏りが公共施設においてあってはならないと思

いますので、積もりっ放しではなくやはり流せ

るように、おろせるようにしたほうがいいので

はないのか。もう一度お願いします。 

  予定価格と事前公表はなさったのか。それか

ら入札割合はどうなったのかということで、お

願いします。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 雨漏り、大丈

夫なのかということでございますけれども、基

本的には当然大丈夫なような、そういうつくり

方をします。屋根の上については、防水シート

という工法でやりますので、その部分は大丈夫

かなと思います。 

  それから、雪が解けてその雨水部分ですけれ

ども、屋根の中に、体育館の屋根からすぐ下に

落ちるということになるわけですけれども、い

わゆる雨どい、ドレンというものを伝わって落

ちるという、その辺につきましても一応ヒータ

ー等について考慮されているんじゃないかなと



- 114 - 

思います。 

  それから、予定価格の公表でございますが、

一般競争入札なので、公告する段階で予定価格

は公表しております。 

  それから、落札率でございますけれども、今

回この建築工事におきましては98.77％になっ

ております。以上でございます。 

沼澤恵一議長 いいですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） よく、談合とかって嫌

な言葉があるわけなんですが、その防止のよう

な考慮というか、なされているのか、お願いし

ます。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 入札におきます談合について

ということでございますけれども、談合情報が

あった場合については、それについて情報を受

けた場合の規定もございます。そして、それを

審査いたしまして対応を決めるというふうな措

置をとっております。昔はいろいろ談合という

ふうなことがございましたけれども、予定価格

を公表して適正な競争をしていただくというふ

うなことにしております。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） この新中の改築は前か

ら我々も聞いてあったんですけれども、きょう

の提示された契約内容を見ますと、先ほど市長

が14日に入札というようなことを申されました。

工期があしたからという非常に短期間のやりと

りになるわけですけれども、これは工期を先に

決めて入札を後にしたということですか。何か

そういうふうにとられるんですけれども。 

  それから、落札率98.77％ということですの

で、オーバーした業者が何社かいるんじゃない

かというふうに予想されるんですが、その辺を、

状況ですね、ちょっと聞かせてください。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 この工事請負

の契約の手続でございますけれども、約１カ月

前から一般競争入札の手続を行いまして、６月

14日に入札したところでございます。この請負

契約につきましては今回御提案申し上げている

ということで、議決事件でございますので、６

月15日付でもって一たん仮契約をし、今回議決

をいただいたときに効力が発生すると、そのよ

うな内容になっております。 

  それから、２点目の予定価格を超えた業者、

そのほかにというふうなことでございますけれ

ども、６業者のうち今回の契約者以外の５業者

につきましてはぎりぎりでございますが、予定

価格を超えた業者はおらなかったという状況で

ございます。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 私どもはいろんな契約

で注目して見ているんですけれども、こういう

ふうなぎりぎりで落札するというのはちょっと

ほかに見たことないんですけれども、６業者が

僅差、何百万円あるかないかの、恐らく金額が

ついたと予想されます。今の課長の話ですと。

これ、どうもおかしくないですか。何か私は疑

いたくなるんですね。98、ほかにそんな落札で

やってっとこがあんのかな。見たことないんで

すね。一切ないんですね。そんな情報、いろん

な情報は、事前になかった。はい、わかりまし

た。終わります。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ
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て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第42号新庄中学校体育館改築工事の内建

築工事請負契約の締結については、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第42号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議案２件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第８議案第43号財産の交換に

ついて及び日程第９議案第44号平成24年度新庄

市一般会計補正予算（第２号）について２件を

一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第43号財産の交換について御

説明申し上げます。 

  本案は雪捨て場用地を交換するに当たり、地

方自治法第96条第１項第６号の規定により議会

の議決を求めるものであります。 

  内容といたしましては、現在本市が雪捨て場

として保有している用地5,695.11平方メートル

と株式会社柿崎工務所代表取締役柿崎力治朗氏

が保有する土地、3,528.88平方メートルを交換

するものであります。なお、交換差額899万870

円につきましては、株式会社柿崎工務所代表取

締役柿崎力治朗氏が本市に支払うという内容で

す。 

  財産の交換により効率的な排雪が可能となる

とともに、ダンプの往来による騒音、交通事故

に対する不安など、下田地区住民の生活環境の

負担を軽減するものであります。 

  次に、議案第44号平成24年度一般会計補正予

算について御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページ議案第44号一般会計の補

正予算は下田地区の開発に伴う橋梁の歩道部分

の整備費に係る債務負担行為を追加補正するも

のであります。 

  下田地区の開発計画において、開発業者側か

ら主要地方道新庄戸沢線と市道下田３号線を結

ぶ道路を法令に定める基準に従い設置する計画

が示されましたが、開通後の通行車両の増加と

歩行者の安全を考慮し、市として3.5メートル

の歩道の整備が必要であると判断したところで

あります。当該歩道整備は市で行っていく考え

でありますが、中の川にかかる橋梁の歩道部分

につきましては、その整備に係る増嵩費用相当

分を橋梁工事の施行者へ負担することにより橋

梁工事と同時に施工することが合理的であると

判断し、当該橋梁歩道部分の整備費負担を内容

とする債務負担行為を新たに加えるものであり

ます。 

  以上、御審議いただき御決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第43号及び議

案第44号は会議規則第37条第３項の規定により

委員会への付託を省略したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第43号及び議案第44号の議案２件について

は委員会への付託を省略することに決しました。 
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  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 下田町の雪捨て場の交

換ということなんですけれども、わかります。

苦情があって生活環境を整えるということだし、

雪捨て場を効率をよくするということだし、そ

れはそれでいいと思いますが、大型商業施設が

進出してくる、どうも私には進出してくる、そ

のための地ならしのような感じがしてしようが

ないんですが、前に議会で当時の都市整備課長

に私は雪捨て場の交換については大型商業施設

の進出と関係ないのかという質問に対して、当

時の都市整備課長は全く関係はないと答弁して

いたと思いますが、その辺、今どのような認識

でこれを進めようとしているんでしょうか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 現在の雪捨て場につきま

して下田地区の住民の方からいろいろな御意見

なり要望をもらっていると、そんなことで市と

しても市街地に近いところに雪捨て場、それを

やはり確保する必要があるんだろうということ

は、現在雪捨て場を使用していて常々考えてい

るところであります。今回たまたまそこの市の

雪捨て場を含む地域において買付価格が合った

ということで、市としても現状の雪捨て場の確

保が必要でございますので、現地または代替地

として計画できないかという案を出しながら協

議してまいったわけでございます。その結果が

今回の交換という案件になっているものでござ

います。ですから、前々から新たなそういう場

所について雪捨て場の確保が必要だと、そうい

うふうには考えてございました。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 雪捨て場の交換と、私

が今言ったような大規模商業施設の進出のため

の地ならしとはたまたま合ったということです

ね。たまたまですね。 

  本当に、何度も申し上げますように、新庄市

全体のバランスを考えて、こういうものは進め

なくちゃいけないと思います。たとえ県にその

認可については権利があるんだということなん

でしょうけれども、市はどうしようもない。何

度もそういう話を聞いていますけれども、ニア

イズベターという言葉もあります。やはり地元

で暮らす人間、地元で生きる人間たちが一番よ

くわかるんじゃないかと私は思うんです。何と

も追加議案に関しては非常にこう、なんかこう、

何ていうんでしょうか、これは、執行部として

はこれは正道の手法なんでしょうけれども、非

常にこう、案件を出された議会側というか議員

側としては非常につらい感じがします。 

  あと、橋梁の工事にしても債務負担行為を、

借金をしながら整えていくというのは、私はど

うなのかなと、本当に思うんです。借金という

か、非常に財政状況もよくなってきたというの

は周知のことだと思いますけれども、本当にこ

のような借金をどんどんちょこちょこちょこち

ょことしていっていいのかななんて思いますけ

れども、その辺はどうですか。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 ただいま、橋梁部分の負担に

ついて借金ということでございますけれども、

これについては今年度中に終わらない、あるい

は来年度にかかるとした場合に、それを保証す

るといいますか予算を確定しておくという措置

でございまして、借金をするものではないとい

うふうに理解いただきたいと思います。 

沼澤恵一議長 いいですか。ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私も、これは下田地区

の住民の雪捨て場に対する困り事というか要望



- 117 - 

を受けたということはよくわかりますが、いず

れそういうことはしなければいけないんだろう

とは思いますが、しかし全体を見たときに大型

店出店を後押しすることになると受け取ってお

ります。これ以上の大型店出店については市内

中心商店街及び中小商店の経営難、廃業に追い

込むことにつながってしまいます。それはひい

ては市長が一番重視して考えておられる新庄ま

つり、この土台をも取り崩すことになると考え

ております。そういう意味で、大型店出店を後

押しするということについては、私はやめるべ

きというふうに思うんですが、どうでしょうか。

（「議案と違う」の声あり） 

沼澤恵一議長 とりあえず答弁してください。だ

れですか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 今回追加提案でお願いし

てございますのは、現雪捨て場にかわる新しい

雪捨て場、先ほど言いました下田地区の環境問

題とかいろいろございますので、市としては新

しい雪捨て場を確保する、そのための交換の案

件で今回提出しているものでございます。 

沼澤恵一議長 いいですか。議案からそれないよ

うにお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） そのことはそれでその

とおりだろうと思うし、雪捨て場だけと見たと

きにはそれは決して否定できるものではないと

いうふうに私も思います。しかし、全体図も議

員にも皆配られたわけなんですが、全体図にな

ったときに今までの雪捨て場が大型店出店の邪

魔になる。大型店出店を抑えるものになるとい

う構図になっています。それが結局これが移動

することによって大型店出店がスムーズに行え

るようになっていく。そういうことにつながっ

てしまう結果になっていると思います。それは、

私は市内の中小商店を守るという大事な行政的

な立場から見てちょっと待てというふうに言え

なかったのかと思うわけです。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

沼澤恵一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 今、佐藤議員のほうから開発行

為のあり方についていかがなものかというよう

なお話の御質問かと思います。何回か、議会の

ほうにも御説明をさせていただいておりますが、

基本的には開発行為には県の指導要綱等がござ

いまして、それに沿った形であれば基本的には

許認可権限が県にあるわけですが、市を経由し

て申請されるという形になっております。 

  その中で今回の下田地区につきましては一事

業者が開発行為を行うという中で、もともと当

市が抱えていた下田への雪捨て場の用地につき

まして基本的にはまちに近いところで雪捨て場

というのがあるわけですが、それを確保しなが

らお願いしたいというような事前申請の際の回

答としていたわけですが、それに基づいて開発

事業者側でもそれに沿った今回御提案申し上げ

ておる雪捨て場の交換に至ったということでご

ざいます。 

沼澤恵一議長 いいですか。ほかに質疑ありませ

んか。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） ちょっとお伺いします

けれども、交換差額の899万円という数字はど

ういう根拠から出たものですか。教えてくださ

い。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 全協の資料を見ていただ

けますとその中に資料として載せてございます

が、交換差金計算書というものでございます。

それで、新庄市の所有地であります対象面積

5,695.11平方メートル、これの評価額を出した
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わけでございます。その評価額が3,002万2,994

円。それから開発者側所有地としまして

3,528.88平方メートル、これについての評価額

としましては2,103万2,124円でございます。そ

の差額につきまして899万870円、これにつきま

しては開発事業者側から市に支払うと、そうい

う内容でございます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 細かい計算をやってい

るというのはわかりますけれども、ちょっとた

だ単純に私やってみますと１平方メートル当た

り4,150円になるんですけれども、前にも新田

議員も申し上げましたけれども、3,800円です

か。そっちが5,800円で。だから4,000円という

ふうに考えると、こっちは譲ってやるほうだか

らその5,800円ぐらいの数字でいけば1,000万円

超えるわけなんですけれども、だからその899

万円という数字がちょっと納得いかないと私思

いますけれども、その辺もう１回説明お願いし

ます。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 先ほどの全協の資料の一

番下のほうに米印で書いておりましたけれども、

この１筆ごとの評価額を決定するに当たりまし

て不動産鑑定士の御意見といいますか、そうい

うものをいただきまして、それを尊重した結果

でそれぞれ１筆ごとの評価額を決定したところ

でございます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 不動産鑑定士は１名の

方でしょうか。１人だけで見てもらった。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 １名の方でございます。 

沼澤恵一議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  初めに、議案第43号財産の交換については原

案のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議がありますので、起立採決

いたします。 

  議案第43号については原案のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第43号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第44号平成24年度新庄市一般会計

補正予算（第２号）については、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議がありますので、起立採決

いたします。 

  議案第44号については原案のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第44号は原案のとおり可決されました。 

  ただいまから１時まで休憩いたします。 

 

     午後０時００分 休憩 

     午後１時００分 開議 
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沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

議会案２件一括上程 

  

 

沼澤恵一議長 日程第10議会案第２号脳脊髄液減

少症の医療に関する意見書の提出について及び

日程第11議会案第３号公的年金の改定に反対す

る意見書の提出についての２件を一括議題とい

たします。 

  提出者の説明を求めます。 

  産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

   （遠藤敏信産業厚生常任委員長登壇） 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 それでは、議会案

を提出いたします。 

  議会案第２号脳脊髄液減少症の医療に関する

意見書の提出について。 

  上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条第

２項の規定により提出します。平成24年６月19

日。新庄市議会議長沼澤恵一殿。提出者新庄市

議会産業厚生常任委員会委員長遠藤敏信。 

  脳脊髄液減少症の医療に関する意見書。 

  脳脊髄液減少症は、交通事故、スポーツなど

の衝撃で脳や脊髄を覆う硬膜が損傷し、内部を

満たす髄液が漏れ出て頭痛などさまざまな症状

を引き起こします。硬膜の外側に自分の血液を

注入し損傷部をふさぐ「ブラッドパッチ」が有

効な方法とされますが、入院費を含め約10万円

から30万円がかかるため保険の適用が求められ

てきました。 

  ５月17日、厚生労働省は髄液漏れを防ぐブラ

ッドパッチ治療を先進医療にすることを決めま

した。７月から適用され、平均１回１万8,000

円かかるブラッドパッチの費用は全額自己負担

のままですが、それ以外の入院や検査は保険が

使えるため患者負担が軽減されます。高額医療

制度も適用されるようになります。このたびの

措置は一歩前進です。これを一刻も早く全面的

な保険適用と自己負担なしの治療へと進むこと

が必要です。 

  脳脊髄液減少症の患者は、医師、家族、学校

又は職場から理解されずに苦しんでいます。ま

たこの病気で苦しむ患者や家族は多額の治療費

の負担により金銭的に困窮し、必要な治療を受

けることができない方もいる状態です。 

  よって、国においては脳脊髄液減少症の医療

に関して、次のことを強く求めます。 

  記。 

 １．脳脊髄液減少症の治療として一刻も早くブ

ラッドパッチ治療を全面的に保険適用し、地域

の病院で治療を受けられるようにすること。 

 ２．脳脊髄液減少症と診断された患者の治療に

ついて医療費窓口負担を無料にすること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出します。 

  提出先、衆議院議長宛、参議院議長宛、内閣

総理大臣宛、厚生労働大臣宛。 

  引き続き、議会案第３号を御提案申し上げま

す。 

  公的年金の改定に反対する意見書の提出につ

いて。 

  上記の議案を、会議規則第14条第２項の規定

により提出をします。平成24年６月19日。新庄

市議会議長沼澤恵一殿。提出者、新庄市議会産

業厚生常任委員会委員長遠藤敏信。 

  公的年金の改定に反対する意見書。 

  厚生労働省は、特例水準を解消するとして３

年間で2.5％の年金引き下げを行おうとしてい

ます。 

  当時、政府は高齢者の生活実態と経済への悪

影響を考慮して、年金額を据え置いたものであ

り、適切な措置であったと思います。 

  しかしながら、現在の高齢者を取り巻く状況

は当時と比較してもますます厳しさを増してい

るにも関わらず、「特例水準解消・2.5％削減」



- 120 - 

を強行することは、高齢者の生活を守る立場か

らも、地域経済を活性化する立場からも認める

ことはできません。 

  よって、国においては次の事項の実現を強く

求めます。 

  記。 

 １．公的年金の「特例水準・解消2.5％削減」

は行わないこと。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出いたします。 

  提出先、内閣総理大臣宛、厚生労働大臣宛。 

  以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案２件につい

ては、産業厚生常任委員会提出の議案でありま

すので、会議規則第37条第２項の規定により委

員会付託を省略し、直ちに審議に入ります。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  初めに、議会案第２号脳脊髄液減少症の医療

に関する意見書の提出については原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第２号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議会案第３号公的年金の改定に反対す

る意見書の提出について、原案のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第３号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

沼澤恵一議長 ここで市長よりごあいさつがござ

います 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 ６月定例会の慎重審議、まことに

ありがとうございました。 

  開会のときにも申し上げましたが、２年続け

ての豪雪ということで、この新庄市、春からど

のような方向に行くのかなという思いでしてお

りましたが、ここに来まして新緑茂る本当にす

ばらしい新庄になってきたのかなと思います。 

  ７月、８月、新庄が熱く燃える新庄まつりに

向けて、市民の皆さんも心一つにして向かって

いくのではないかなと思っております。 

  また、その前段といたしまして７月29日から、

もがみ観光博ということで、最上８市町村力を

合わせてこの地域の活性化に取り組もうという

取り組みも始まります。 

  平成25年度、26年度にはデスティネーション

キャンペーンということで、ＪＲ６社がしっか

りと山形県を応援してくれるというプレという

形で力を注いでいければいいのかなと思ってい

ます。 

  今回は、補正予算が主体的だと、繰越明許も

ありまして、耐震における新庄中学校の改築問

題、また下田地区の土地の交換ということ、さ

まざまな地域課題に即したことを皆さんから十

二分に審議していただいたこと、重ねて御礼申
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し上げたいというふうに思います。 

  今後の新庄全体が、また夏に向けて皆様方の

お力添えをいただけるようお願い申し上げまし

て、６月議会定例会の感謝の言葉といたします。

ありがとうございました。 

沼澤恵一議長 以上をもちまして平成24年６月定

例会の日程をすべて終了いたしましたので、閉

会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後１時０７分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  沼 澤 恵 一 

 

   会議録署名議員  髙 橋 富美子 

 

    〃    〃   小 嶋 冨 弥 
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決算特別委員会記録（第１号） 

 

 

平成２４年９月７日 金曜日 午前１１時５５分開議 

 委員長 森   儀 一     副委員長 髙 橋 富 美 子 

 

 出 席 委 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ２番   伊  藤     操  委員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  委員     ４番   佐  藤  卓  也  委員 

５番   石  川  正  志  委員     ６番   佐  藤  義  一  委員 

  ７番   奥  山  省  三  委員     ８番   沼  澤  恵  一  委員 

  ９番   平  向  岩  雄  委員    １０番   小  野  周  一  委員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  委員    １２番   清  水  清  秋  委員 

 １３番   小  関     淳  委員    １４番   遠  藤  敏  信  委員 

 １５番   新  田  道  尋  委員    １６番   下  山  准  一  委員 

 １７番   山  口  吉  靜  委員    １８番   森     儀  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ 
課 長 高 木   勉 

 
監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員 

事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会
事 務 局 長 沼 沢 充 広    
 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

本日の会議に付した事件  

 

委員長の互選 

副委員長の互選 
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開      議 

 

 

山口吉靜臨時委員長 ただいまから委員会条例第

10条第１項の規定に基づき決算特別委員会を開

き、委員長の互選を行います。 

  なお、委員会条例第10条第２項の規定により、

委員長が互選されるまでの間、私、山口吉靜が

臨時に委員長の職務を行いますので、よろしく

お願いいたします。 

  ただいまの出席委員は18名です。 

  これより決算特別委員会を開きます。 

 

 

委員長の互選 

 

 

山口吉靜臨時委員長 これより委員会条例第９条

第２項の規定により委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  委員長の互選方法につきましては、会議規則

第119条第５項の規定により指名推選によるこ

ととし、臨時委員長において指名いたしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山口吉靜臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、臨時委員長において指名することに決し

ました。 

  委員長に森 儀一委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました森 儀一委員を委

員長の当選人と定めることに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

山口吉靜臨時委員長 御異議なしと認めます。よ

って、森 儀一委員が委員長に当選されました。 

  それでは委員長と交代いたします。御協力あ

りがとうございました。 

   （臨時委員長退席、委員長着席） 

森 儀一委員長 ただいま決算特別委員長に当選

いたしました森 儀一でございます。皆様の御

協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

副委員長の互選 

 

 

森 儀一委員長 これより委員会条例第９条第２

項の規定により副委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。 

  副委員長の互選の方法につきましては、会議

規則第119条第５項の規定により指名推選にす

ることとし、委員長において指名いたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

委員長において指名することに決しました。 

  副委員長に髙橋富美子委員を指名いたします。 

  ただいま指名いたしました髙橋富美子委員を

副委員長の当選人と定めることに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

ただいま指名いたしました髙橋富美子委員が副

委員長に当選されました。 

  髙橋副委員長、よろしくお願いします。 

 

 

散      会 

 

 

森 儀一委員長 それでは、９月14日金曜日午前

10時より決算特別委員会を本議場において開催

いたしますので御参集よろしくお願いいたしま

す。 

  本日は以上で散会いたします。 
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  御苦労さまでした。 

 

     午前１１時５９分 散会 
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決算特別委員会記録（第２号） 

 

 

平成２４年９月１４日 金曜日 午前１０時００分開議 

委員長 森   儀 一     副委員長 髙 橋 富美子 

 

 出 席 委 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  委員     ２番   伊  藤     操  委員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  委員     ４番   佐  藤  卓  也  委員 

  ５番   石  川  正  志  委員     ６番   佐  藤  義  一  委員 

  ７番   奥  山  省  三  委員     ８番   沼  澤  恵  一  委員 

  ９番   平  向  岩  雄  委員    １０番   小  野  周  一  委員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  委員    １２番   清  水  清  秋  委員 

 １３番   小  関     淳  委員    １４番   遠  藤  敏  信  委員 

 １５番   新  田  道  尋  委員    １６番   下  山  准  一  委員 

 １７番   山  口  吉  靜  委員    １８番   森     儀  一  委員 

 

 欠 席 委 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

 
監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員

事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第４９号平成２３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 
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開      議 

 

 

森 儀一委員長 おはようございます。 

  開会の前に、学校教育課長より発言の申し出

があります。学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 大変申しわけありません

が、平成23年度主要施策に関する成果に関する

説明書に一部誤りがありましたので、訂正をお

願いいたします。 

  机上にお上げしてありますプリントのとおり

なんですが、104ページの７行目から９行目の

部分です。訂正しておわびいたします。大変申

しわけありませんでした。 

森 儀一委員長 それでは、ただいまの出席委員

は18名です。 

  これより決算特別委員会を開きます。 

  本特別委員会に付託されました案件は、議案

第49号平成23年度新庄市一般会計歳入歳出決算

の認定についてから議案第57号平成23年度新庄

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてまでの９件であります。 

  審査に入る前に、審査及び本委員会の進行に

関しての主な留意点を申し上げます。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

をとりながら進めてまいります。質問は、決算

に関する資料の名称とページ数、款項目、事業

名などを具体的に示してから質問されるようお

願いします。また、会議規則第109条１項に、

発言は全て簡明にするものとし、議題外にわた

り、またはその範囲を超えてはならないと規定

しておりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点につきまし

て、特段の御理解と御協力をお願いいたします。 

  ただいまから審査に入ります。 

 

 

議案第４９号平成２３年度新庄市

一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 

 

森 儀一委員長 初めに、議案第49号平成23年度

新庄市一般会計歳入歳出決算の認定についてを

議題といたします。 

  一般会計の審査方法につきましては、歳入と

歳出を分けて質疑に入ります。質疑は、答弁を

含め歳入と歳出それぞれ１人30分以内といたし

ます。 

  それでは質疑に入ります。 

  一般会計の歳入について質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） このたび実質公債費比

率が16.3に下がりまして、新庄市民としては、

新庄市財政の健全化というか、よくなったとい

うことでみんな喜んでくれることと思います。 

  その中身について詳しくなんですが、一番大

きな理由としては、私は地方交付税の増があり、

国庫支出金の増、国の支出の増というのが一番

大きいと見ました。審査意見書の27ページのと

ころに地方交付税の増について述べられており

まして、平成21年度から２億円ずつ増加してい

るようです。どういう理由で伸びたのか、今後

の見通しはどうなのか。また、国庫支出金の増

も22年度比で102.2％ということで伸びており

ます。その理由、今後のあり方などについてお

聞きしたいと思います。今後どう見ているか。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

森 儀一委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 実質公債費比率に関する質問

でございますけれども、地方交付税につきまし

ては、基本的には国税５税というのがありまし

て、所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税

の一定の割合でその分が地方交付税として交付
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されるわけでございますけれども、それでもな

おかつ国では交付分が少ないと、足りないとい

うことで、国のほうで一般会計から地方交付税

のほうに繰り入れをしているという状況です。 

  最近、地方交付税が増加傾向ということでご

ざいますけれども、これにつきましては地方の

財政不足に対応した施策ということになります。

ただ、東日本大震災を契機にしてそれは抑えら

れるといいますか、今後伸びは期待できないと

いうことになります。 

  あわせまして、特別交付税につきましても昨

年度から減額の方針というのが打ち出されてお

ります。ただ、２年続いた豪雪に伴いまして特

別交付税については２年前より５億円ほどふえ

ております。それが新庄市の財政運営にいい結

果をもたらしているのかなと思っております。 

  あと、国関係の支出金につきましては、それ

は制度的にふえたり減ったりするのかなと思い

ます。ただ、見通しといたしましては、交付税

は減っていくのかなというふうに考えておりま

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 地方交付税のふえた理

由というのがよくわかりました。国の一般会計

からの繰り入れも行って地方の財政不足を補っ

ているということで、これは国の地方への配慮

ということで非常にいいことだし、新庄市の市

税の少なさなどから見ますと、交付税というの

は一番大事な財源だと思います。そういう意味

で、減っていく見通しと言われましたが、新庄

市の市税はふえるのか、ふえる見込みなのか。

人口との関連もあるでしょうけれども、市税が

減っていく、しかしやらねばならない仕事があ

るという場合は交付税で措置するというのは国

の責任だと思うんです。そういう意味で、減っ

ていってもらっては困る。もちろん震災関連に

使ってもらうのは絶対必要なんですが、その点

については、国に対する働きかけなどについて

は、減っていっては困るという立場でやるとい

う気持ちはあると思いますが、その点について

お聞きします。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

森 儀一委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 税収の見通しでございますけ

れども、ここ二、三年減少傾向ということでご

ざいます。リーマンショック以来、税収は減少

しております。この先につきましても増加する

見込みはないというふうに見ております。財政

再建プランの中でも、市税については横ばいか

あるいはマイナスというふうな見通しを立てて

おります。 

  そんな中で、地方交付税につきましても横ば

いなのかなと思っておりますけれども、とにか

く景気がよくならないとその財源というのはふ

えないわけでございます。それにしても、景気

がよくなったとしても、全体的に地方財政の需

要に対して国税５税から上がる税金、地方に分

配される税金というのは足りないという状況で

す。その一部について、先ほど述べましたけれ

ども、国の一般会計からの助けを得ながら地方

に配分されるということでございます。したが

いまして、今後国の財政がどうなるかというこ

とで、相当影響を受けるのかなと思っておりま

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そういう意味でも、国

の財政及び景気対策というのが本当によくなる

方向になるように、要望を努めていただきたい

なと思います。 

  御存じかと思いますが、我が党は消費税増税

ではなく、大金持ちや大企業、これに負担をし

ていただくという形で財政を得る。それから、

景気回復についても、大企業の内部留保金があ

り過ぎ、ため過ぎ。これを働く人たちや中小企
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業に配分するような法律をつくって景気回復を

図るべきだというふうに基本的に考えておりま

す。そういうことなども加味しながら、国に対

して財政対策、景気対策を要望していただきた

いと思います。 

  次に、同じく意見書、成果の25ページの下の

ほうに、一般市税、国保税とも前年を上回るこ

とができたという税務課の大変大きな成果が載

っております。これにかかわってですが、意見

書の22ページで収入未済について詳しく報告さ

れております。簡単に言えば、市税が前年比、

収入未済が7.2％も減少したと。その理由、取

り組みはどのようなものなのか。また同じく国

保税についても、前年比で8.5％収入未済が減

少したと載っております。この理由、取り組み、

多分同じようなことかとは思いますが、それら。 

  それから、同じく税務課にかかわっては介護

保険料、これも収入未済が減った。後期高齢者

の保険料の収入未済も、これは特に大きく減少

した。この市税の関係、市で集めた税料の収入

未済を減らす取り組みの理由について、どのよ

うなことが行われたのかお願いしたいと思いま

す。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 初めの御質問の主要成果、一

般市税・国民健康保険税とも前年を上回ること

ができたという表現は、これは収納率の関係で、

収納率が上回ることができたという形の表現で

ございます。 

  また、収入未済額の減少につきましては、こ

れは収納対策として努力した部分であります。

収納対策として、委員見ればおわかりのとおり

と思いますけれども、滞納している方の収納に

ついて、できる限りその方が有利になるよう国

保税にお回ししたというようなこともありまし

て、国保税のほうも入っていると。 

  また、全体的に収納対策として特別訪問の実

施、その他、収納対策を実施しておりますので、

全体的にふえたというような形でございます。

よろしいでしょうか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私なりとしては、特別

徴収制度の強化というのがよかったんだろうと

思います。また、もう一つよかったというか、

よかったかわかりませんが、とにかく集まるよ

うになることなんだなというふうに受け取りま

した。 

  また、成果の26ページに財産調査の徹底とい

うのがありました。財産調査の徹底というのも

収納対策の一つなんだろうと受け取っておりま

すが、どのような財産調査の徹底が行われたの

か、お願いします。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 財産調査につきましては、財

産、すなわち財産及び債権の調査でございまし

て、納税がなされていない方の財産について預

金の調査、また給与、所得の調査及び売掛金等

債権の調査を実施いたしまして差し押さえを行

い、そして歳入に充当していると、税に充当し

たということになります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 預金とか給与、売掛金

の差し押さえということについてですが、ある

方が、給与がなけなしの貯金通帳に振り込まれ

たと。それを生活費に使おうということで行っ

た。そうしたら、貯金もほとんどなかったんで

すけれども、給与も少ないんですけれども、そ

の給与をほとんど全額差し押さえられて、市か

ら取り上げられて、生活のめどが立たなくなっ

たというような話がありました。 

  給与、預金、売掛金の差し押さえは何件ぐら

いあって、今言ったような事例があったのか、
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お願いします。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 預金調査で差し押さえた件数

は８件、売掛金等の差し押さえ件数は４件とな

ってございます。また、給与関係については24

件調査はいたしましたが、差し押さえ件数は今

把握してございません。 

  また、差し押さえの給与の関係ですけれども、

預金給与に関しても、差し押さえていい限度額

というのが決まってございます。その方が生活

できないような部分、例えば生活に必要な３カ

月分の食料とか燃料、その他生活にかかわる最

低限の部分については差し押さえしてはいけな

いということになってございますので、給与を

全額差し押さえられて生活できなくなるという

事例はございません。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） わかりました。つまり、

給与が貯金通帳に振り込まれた。それはほとん

ど全額生活費にかかわる部分までは差し押さえ

ない。給料が貯金通帳に入れられた場合、例え

ば15万円ぐらい入ったとしますと、２人世帯だ

ったという場合、どのぐらいまで貯金通帳に入

ったのを押さえることができるというふうにな

っているんでしょうか。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 それぞれの給与金額によって

異なると思いますけれども、給与の差し押さえ

の禁止の項目がございまして、滞納者が同一期

間につき２つ以上の給料を受けるときは、その

合計金額について限度額は定めてございます。

これは10万円プラス４万5,000円掛ける生活す

る者の人数、この部分は差し押さえてはいけな

いと。ですから幾ら幾らというんじゃなくて、

生活実態に合った部分で計算されております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 預金通帳に給料が入っ

た場合、それは給料とみなさず預金通帳に入っ

た財産というふうにみなして、ほとんど全額押

さえるということ、これは実は近隣の町村で実

際に起きたことなんですけれども、そういうこ

とは新庄市ではやっていないということなんで

すね。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 これは国税徴収法に決められ

てございますので、法を逸脱するような行為は

行ってございません。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 給料が少ない方、これ

は本当に隣の村であった話なので、生活できな

くて本当に真っ青になってしまって、しかしそ

れは財産だなどと言う職員の方がいらっしゃっ

たものですから、新庄市でもそういうようなこ

とがあったら大変だなと思ったものですからあ

えて質問させていただいて、新庄市ではそのよ

うなことはないということで、ほっとしたとこ

ろです。 

  今後も徴収したいという気持ち、それは同感

でありますが、生活できなくなるような、追い

込むような、そういうことだけはならないよう

に、相談者とあるいは滞納者などとも市民と相

談しながら、ここまではできるかというような

形でだと思いますが、よろしくお願いしたいと

思います。 

  次に、保育所入所負担金と公営住宅使用料に

ついて、これも収入未済ということで、収入未

済について、意見書22ページで保育所入所負担

金、それから公営住宅使用料などこういったも

のがほかの税は収納率が上がっているようです

が、これが増加していると収入未済が増加、市
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にお金が入らない、これの理由はどのように捉

えておられるでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 保育料に関してお答えい

たします。 

  保育所入所負担金、総額として収入未済がふ

えているというふうな御指摘をいただいており

ます。現年度分、23年度分とそれから過年度分

というふうに分けて考えますと、実は収納率自

体は現年度分、23年度分については若干の向上

は見せておりますが、ただ、過年度分について

非常に徴収率が落ちてしまったということがあ

りまして、トータルとして収入未済がふえたと

いう結果になりました。つまり保育所の場合で

すとやはり入所期間が限られるというところが

ございますので、保育所に入所される方の意識

の問題は１つはあるかと思います。 

  我々としても、未納者対策としまして督促状

の発付、電話・書面での催告も含めまして、実

際個人と面談しながらそういう納付状況を確認

して未納者対策を行っておるわけですけれども、

やはり現状として経済状況が非常に厳しいとい

うところもございます。特に保育所でございま

すので、やはり保護者の就労形態が契約社員、

それからパートの方が多いというふうなところ

もございまして、現状で雇用解除などにより生

活基盤が不安定になっている方も結構いらっし

ゃるというふうなところは面接で確認しており

ます。 

  ということもございまして、さらに保育所と

いうことで、ひとり親世帯の方もいらっしゃる

というふうな、なかなか経済的に厳しい状況に

もございます。ですから全体的に現年度分につ

いては御協力をいただいて、さらに子ども手当

からの納付等もいただいておりますので、若干

の改善は見せておりますけれども、過年度分、

いわゆる過ぎた分についてなかなか経済的に納

付に結びつかなかったというふうなところが一

番大きな原因だったというふうに思っておりま

す。以上です。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 公営住宅につきまして、

現年度滞納それぞれ収入未済額あるわけでござ

いますけれども、この点については、滞納分の

取り扱い方について、扶養手当、あるいは年金

支給月、必要なところを重点的にしながら訪問

等を行っているわけでございます。 

  なお、訪問をした際にいわゆる一括でという、

そんな形ではかなり難しい生活状況の方もござ

いますので、そういう方につきましては納付計

画といいますか、そういうものを御相談しなが

ら、できるだけ、少しでもいいからということ

で計画的な納付をお願いし、また、回収してい

るところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 保育所の入所負担金に

ついて、お答えが、親たちが経済的に不安定で

厳しいと、これが理由になっているということ

でありました。そういう意味では子育て支援の

強化ということを考えたときに、確かに保育所

に入所させる若い世代の方が不安定雇用で低賃

金でという方が多いんだと思うんです。子育て

支援というふうに本当に考えたときに、そうい

った不安定だったり低収入だったりした場合、

保育料を減免できる、例えば生活保護世帯の場

合はゼロだったと思いますが、市民税非課税の

世帯が幾らかとかなっております。市民税非課

税世帯というのは相当収入が少ない方なんです。

そういう方の場合は、本人の申し出で免除もで

きるというような制度とか、保育料の本人の親

たちの申し出などで低所得の方がさらに減免で

きる。今でも確かに国の基準に比べて相当減免

していると思います。制度をつくっております。
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しかし、それでも払えないほど、若い御夫婦あ

るいは親の方が低賃金なわけですから、そこを

免除もできる制度をつくって子育て支援すると

いうか、そういった子育て支援の１つという形

で考える必要があるんじゃないかなと思うんで

すけれども、どうなんでしょう。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 今、保育所負担金の減免

について御意見いただいておりました。たしか

減免についてはいろいろな面接の中でお話をお

聞きしながら、該当する方には当然申請といい

ますか、お話をするわけですけれども、実際１

件だけ、１カ月分だけだったんですけれども、

適用された方もいらっしゃるというふうなこと

はお聞きしております。 

  ただ、全体的に減免の基準自体が定められて

いるものですから、拡充しての対応というのは

現行ではまず考えておりません。ですから、佐

藤委員のおっしゃったように、全体的な子育て

支援の中で保育所に通いやすくなるような環境

を整備するというふうな部分については、今後

御意見を取り入れながら考えていきたいという

ふうに思っております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 実際に子供を保育所に

入れていらっしゃる御家庭のある方も仕事に行

っています。しかし生活保護基準以下になって

いるということはあります。なぜ生活保護にな

らないかといえば、車がないと子供が緊急の場

合、病院に連れていかなければならないとか、

仕事に車でないと通えないとか、仕事を続けな

がら子育てするということであえて生活保護を

受けずに車を持っていたほうがいいということ

でいる。つまりお金の中身、経済的には生活保

護以下なんです。そういう若いお母さん、お父

さんがおられるんですね。そういう方について

はもっと申請しやすくして減免できやすいよう

にすべきなんじゃないかなと思うんです、仕事

も支え、子育ても支えということを考えたとき

に。どうでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 生活保護制度との関連で

いろいろ御意見いただいておりますけれども、

やはり生活保護制度は生活保護制度としてまず

ございますし、その辺を理解しながらまず制度

運営をしていかなければいけないというのは大

前提だと思います。 

  さらに、減免の条例につきましても現行どお

りというふうに考えておりますし、さらに保育

料自体についても、先ほど委員の意見にもあり

ましたように国庫基準より若干下げているとい

うふうな状況もございますので、現行としては

まずそういうふうな対応を続けていくというと

ころで考えております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） とても残念です。 

  話をまたもとに戻しまして、後期高齢者医療

保険料の収入未済が大きく改善された理由はど

ういうところに。先ほどの中に含まれるだけな

んでしょうか。介護保険料のほうも少しですが、

後期高齢者保険料、高齢者の保険料が、医療保

険料のほうがかなり改善されたというのは特別

何かあったような気がするんですが、どうです

か。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員、最初に申し上げ

ましたけれども、歳入のほうのお話であります

か。 

１ 番（佐藤悦子委員） わかりました。終わり

ます。 

森 儀一委員長 ほかにございませんか。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 
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４ 番（佐藤卓也委員） 歳入歳出決算書の５ペ

ージになりますけれども、市税のところについ

て質問させていただきます。 

  財政確保のためには歳入は欠かせませんけれ

ども、不納欠損額も前回よりも改善されている。

しかしまだ金額は多いですし、収入未済額も多

いですけれども、まずこの金額について、86％

ぐらいだと思うんですけれども、それはまず可

として、評価としても上がったからいいという

ふうな形になっていますけれども、税務課とし

てはそれがどのくらい、それでいいのか悪いの

か、まずお聞かせ願います。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 不納欠損額につきましては金

額で8,250万円ほどございますけれども、市税

全体で件数では907件というふうになってござ

います。 

  これがいいか悪いかということですが、不納

欠損に至るということは、本来、滞納から不納

欠損に来るわけですから、滞納がふえるという

ことはいいことではございません。 

  ただし、不納欠損ですけれども、３種類ござ

いますが、これは平成14年度以降に収納不能と

なっている、または収納が見込まれない滞納は

適正に早期に完結させて徴収可能なものに振り

向けるという、これは県の指導によって進めて

いるものでございます。 

  また、不納欠損の大きな金額ですけれども、

内容としては、固定資産税が大きな割合を占め

てございます。そのうちでも法人の中の大口の

固定資産税の不納欠損がございます。これはも

う倒産して会社の実態がない、しかしながら財

産がある限り課税しなければいけない。入ると

ころもないんですけれども、税法上は課税しな

ければいけないので、最終的にこれは未納とな

って、年月がたてば不納欠損となっていくとい

うのがございます。この不納欠損、全体に占め

る割合が40.98％、これが大口の固定資産税の

滞納という形になってございますので、これに

ついては、繰り返しますけれども、取れないん

ですが、課税しなければいけない額がふえてご

ざいますので、こちらの会社等が整理されれば

減っていくということになってございます。 

  なお、個人の方での不納欠損もございますけ

れども、こちらのほうは金額的にそう大きいも

のはございません。確かに累積して200万円を

超えるものは数件ございますけれども、全体か

らすれば法人の倒産による収納未済から不納欠

損に至っていくということになってございます

ので、決していい形ではございません。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） ありがとうございまし

た。 

  その中でも、主要施策の説明書にございます

６ページなんですけれども、歳入確保対策委員

会を講じて、講じるべき対策等を協議なさって

いると思いますけれども、それがうまく機能し

ているから、今回少しポイントが上がったとい

うことでいいのでしょうか。それもお伺いいた

します。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 歳入確保対策委員会につきま

しては、これは毎年度開催いたしまして、市の

歳入全体の方針について検討する場でございま

して、それを受けまして税務課としても市税の

収納控除に当たっていると。それがストレート

に結びつくかということですけれども、その検

討を踏まえてやっている限りは結びついている

と。 

  ただ、税務課としても、先ほどから申し上げ

ていますようにさまざまな収納対策を行ってお

りますので、その面が若干プラスに働いたと。

委員がおっしゃるように１ポイント収納率を上
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げるということはなかなか難しいと。0.何ポイ

ントで少しずつ、遅いかもしれませんが、地道

にやっていかざるを得ないというのが状況でご

ざいます。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） ありがとうございまし

た。 

  ぜひとも公平のためにやっぱり収納率を上げ

る努力をしていくべきだと思いますし、してい

かなければならないと思いますので、よろしく

お願いします。以上です。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 歳入のほうで１つだけ。 

  これは市税の入湯税に関してなんだけれども、

予算現額より50万何がしの調定額…… 

森 儀一委員長 ページ数を。 

１２番（清水清秋委員） ４ページの市税の入湯

税、これは調定額が54万何がしふえているとい

うか、そういうふうな調定になるということな

んだが、この辺の要因というか、ふえた要因、

どういうような主なことを考えられるのかお聞

かせいただければありがたいと思います。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 入湯税につきましては、こち

らは現年課税分が若干減少してございます。滞

納分のほうで50万何がしふえているわけでござ

いますけれども、全体としては入湯客数は減少

傾向にございます。ただ、滞納繰越分で平成21

年度に廃業なされた温泉がございまして、そち

らの分の滞納繰越分が今回入ってきました。そ

れで調定額としては、滞納金がここに載ってい

るように52万9,245円、収入が25万9,160円あっ

たということでございます。 

  なお、この滞納については24年度、この９月

までに完納していただいておりますので、来年

度は発生することはございません。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 前任者からも質問あっ

たんですが、55ページの歳入の市税、１項、２

項、３項、この中で具体的にお伺いしたいんで

すが、これは例年のことなんですが、先ほども

話があったんですが、不納欠損処理をしなけれ

ばならないというふうなことなんですが、課長

のお話をお伺いしますと、いろいろな調査をし

ながら納税すべく努力をしているというふうな

お話であって、差し押さえまでやったというふ

うなお話がございました。それで、そこまでや

ってなぜ不納欠損処理をしなければならないか

というふうなこと、ちょっと内容的に私つかめ

ないので、ずっと毎年これぐらい、前年度も

8,300万円の処理をやっているわけで、こうい

う高額の税金をチャラにするというのは、どう

も一般の勤勉な納税者から見れば非常に納得が

いかないというふうになるわけで、その対策と

いうのが、これから徴収すべく何らかの方法を

講じなければならない。これはここだけの話で

はないんで、各自治体も国も挙げていろいろな

方法をとっているわけで、もう少し真剣に公平

な納税と。納税の義務は憲法に定められておる

わけですから、税が発生するということは、そ

れだけの理由があって徴税するわけですから、

何もない人からは税金はもらえないわけですか

ら応分の、多少なりとも収入が低くとも財産が

少なくとも、ある程度の税というものを納付し

ていくというふうなことでなければ公平がとれ

ないということになるわけですから、不損の処

理、具体的になぜそういうふうにしなければな

かったかというのはお知らせをお聞かせいただ

きたいというふうに思います。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 
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森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 不納欠損につきましては、委

員も御承知のとおりだと思いますが、例えば地

方税法の18条に決まってございまして、５年間

たてば債権が消滅する、また執行停止をかけた

後では３年、また即時欠損ということで、会社

が倒産した、整理を行っている、また相続人が

いない、全く財産がないという方については即

時欠損せざるを得ないということでやってござ

います。 

  不納欠損をするということは、本当に非常に

苦しい部分でございまして、繰り返しになりま

すでしょうが、先ほど申し上げたとおり、不納

欠損額8,257万2,000円のうちの40％以上が大型

の倒産、業績不振、事業休止に追いやられた半

分以上がそういう形になってございますので、

こちらのほうは課税客体がなかったりする場合

もございますので、やむを得ず不納欠損に至っ

たということになります。お答えになるかどう

かわかりませんが、このように認識しておりま

す。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 大体そうお伺いしなく

ても想像でわかる、捉えることができるんです

けれども、これはやっぱり単年度で生まれたも

のでなくて、複数の年が重なってこういうふう

に蓄積されたものというのが非常に中身分析す

れば多いというふうに私思うんです。ですから、

早目に早目に徴税ということで動かないと、や

はり何年かたまれば大きな金額になっていくと

いうふうに、私は個人でもそうだと思うんです

よ。ですから、何でも早く手を打つというふう

なことにしていかないと、その後で、さっきも

佐藤委員から質問あった保育所関係もかなり同

じように滞納があるわけで、それから公営住宅、

市営住宅も同じように毎年毎年こういうふうに

出てくるわけですね。基本的に考えて、子供の

保育費まで滞納するなんていうことは考えられ

ない、国から児童手当をもらっていながらね。

もらうほうは全部いただきますよ、出すほうは

待ってくれと。恐らく支払わないとは言ってい

ないと思うんです。待ってくださいというふう

なことで納税を逃れているというような気がす

るんです。それが１カ月、２カ月となればさっ

き言ったとおり高額で、とても給料を差し押さ

えをしたとしても全額はもらえないわけですか

ら、さっき課長が言うとおり、最低生活保障と

いうのが裏にあるものですから、それはできな

い。そうするとまたずっと引き延ばしになって

いくわけですね。ですから早目に早目に手を打

つ。 

  非常に市の仕事の中では、一番税務課という

のは楽でない、そういうふうな人間対人間のい

ろいろなせめぎ合いがあって大変苦労する部署

でありますけれども、やはり収入の根幹をなす

市税は大切なものですから、それなりの努力を

重ねながら、なるたけ滞納のないようにとみん

なが考えて協力しながらやっていくというふう

にしなければならないというふうに思いますが、

具体的な徴税の方法としては、もとはチームを

組んで回って歩いたというのがあったんですが、

今ちょっと見当たらないような様子ですけれど

も、具体的に収納率を上げるためにどんな努力

されているか、その辺もお聞かせ願いたい。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 収納率の向上策といたしまし

ては、23年度において個人市県民税において特

別徴収義務者の指定を拡大いたしまして収納に

励んでいるところでございます。 

  特別徴収義務者ということは、会社もしくは

事業所で給与を支払う、その給与支払い者の給

与の中から12カ月で分割して市県民税を納めて

いただくという方法と、先ほどおっしゃいまし

たチームを組んでということですけれども、こ
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ちらのほうは訪問徴収ということで、今２人１

チームで進めさせていただいてございます。23

年度においては訪問件数が937件、収納額とし

ては合計では1,656万6,000円の収納を上げてご

ざいます。こういうような形をとりながらも、

やはり不納欠損、収入未済というものをなるべ

く出さないように、まず現年課税分のほうから

早期に手を打っていきたい。また、滞納繰越分

については緻密な税務相談を通じて収納率向上

に努めさせていただきたいと思います。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 先ほどもお話があった

61ページの保育所の入所費の収入未済額という

ことで、ここに1,332万2,318円という高額な未

納金が生まれているわけですね。この中で民間

立の保育所分というので118万1,250円というふ

うにもあるわけですね。これは市で委託した保

育所２カ所分だと思うんですが、市の手から離

れてもまだ同じように継続して未納が発生して

いるというふうになります。私立幼稚園ではこ

んなことは私は聞いたことないんですけれども、

恐らくないと思うんですね。子供の保育費を払

わないで幼稚園にやると、また受けるほうもそ

れでは経営が成り立ちませんで、受けないとい

うふうに思いますよね。これをやはり小さい子

供の保育費まで払わないなんていう生活をやっ

ていけば、将来いろいろな部分に影響が出てく

るんですね。 

  今、近岡課長が５年間という時効みたいなも

のがあるんだと、法律ではなされているから、

それを欠損処理しなさいというふうな指導があ

るからするんだというようなことであったんで

すが、それではみんなが５年間ずっと我慢して、

もう少し、もう少しというふうなことで引き延

ばしをしたというふうな方向に行ったときはど

うなるんですか。示しがつかないでしょう。ご

ね得が発生するわけですよ、ここで。だから、

そうならないような手だてをしていかないと、

法律、いいですけれども、基本的には法治国家

だからやむを得ないと思うんですが、そうしな

いように方法を講じないと、いろいろな面に全

部つながっていると私思うんですよ、その人１

人捉えると。自動車税も払わない、何も払わな

いで、何も払わないようになってくるんですよ、

じっと５年間我慢すればみんなチャラになるん

だというふうな考えを持ってくるんじゃないか

と、私そこが一番心配なんです。だからどの部

分でももう少し積極的に、公共事業であっても

やはり応分の負担というのは必ずやっていかな

ければ、市自体の経営が成り立たなくなるわけ

ですからね、だからその辺ですよね。努力して

いるのはわかるんですが、ならないような方法

をもっと講じていかないと、損して得をとるよ

うなことをやらないで、ちょっと言いようがお

かしくなったんですが、ごねるのが一番いいん

だというような見方ではそうなってくるわけだ

から、事実そう思っている人がいるんですよ、

納めないで済んだと。だからそれが市民全体に

広がっていったらどうなるんだというふうに私

は心配するわけですよ。 

  そういうふうな徴税の方法とかなんとかとい

うのは、全体、自治体の研修なんかはないんで

すか。いい方法があるんだとか。これは新庄だ

けではないんで、私は機関があるんじゃないか

と思いますが、その辺聞いたことないですか。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 収納、徴税に対する職員の研

修も含めてでございますが、こちらのほうは市

町村の税務担当研修とかございます。また、山

形県におきまして地方税収納対策本部というこ

とで、これは全県的な問題であるということで

納税の交渉の仕方、また財産調査、滞納処分の

執行の停止の仕方、徴収の仕方も含めてノウハ

ウの習得に努めているところでございます。 
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  また、収納の仕方については、マンツーマン

でお互いが課税者、徴収者、滞納者になったよ

うな形での問答式もやっておるところでござい

ます。 

  大変委員には御心配おかけしておりますけれ

ども、そのようにならないように、なるたけ早

期のうちから手を打っていきたいというふうに

考えてございます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） もう一つ確認したいん

です。さっき聞き漏らしたような気がするので、

ちょっとお伺いしますが、児童手当をいただい

てる方がいるわけですが、国から交付されてい

ますね、手当として。５億3,400万円という高

額な手当が当市には交付されておりますが、こ

れちょっと教えてください。これから保育所の

入所費というのも差し引くというようなことは、

国から来るやつだからできないとは思うんです

が、そういった方法というのは何かないんです

か、指示がないですか、してもいいとかなんと

か。今やっているんですか。それちょっと確認

します。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 今の児童手当から保育料

の徴収ということでございますが、23年度は子

ども手当というふうな名称になっておりました。

いろいろそういう状況、かねてより御指摘いた

だいていたということもありまして、平成23年

度の後期の支給分について保育料に、もしくは

学校給食も同様なんですが、手当から保育料も

しくは学校の給食費を特別徴収できるような通

達が来ております。ですから23年度の後期分、

10月から24年３月まで行われた保育に係る費用

に対する保育所の負担金なんですが、この部分

については本人の承諾をいただきながら、未納

の方に対してそれぞれ説明して、そして御承諾

をいただいた方について、実は本来、児童手当、

子ども手当については口座振り込みという形に

なっておりますが、その方に対しては実際現金

支給と一旦させていただいて、さらにその場で

10月から３月までの当該の未納になっている保

育所の負担金について納めていただいて、残り

をお渡しするというふうな作業を行ってまいり

ました。 

  件数としては17件と、全体の保育所入所者数

が550人程度でございますので、収納率が98％

近くになっておりますから、人数的には未納者

の数はそんなに多くないんですけれども、ただ

やはり17人、これは児童の数になりますけれど

も、その方々に御協力いただいて、今、新田委

員がおっしゃたような形で取り組んでいるとい

うふうな状況でございます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 説明いただき、ありが

とうございました。 

  それで、17名の方が利用されているというこ

とで、滞納者の中で自動振替を、差っ引きを拒

否した方はおりますか。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 23年度の対応ということ

になりますので、詳しい中身は確認しておりま

せんが、基本的にはまず御理解いただいている

んですが、なかなか自分の生活もあるというと

ころで、自分で納めるということで、子ども手

当からの差し引きについては別途対応になった

方もいらっしゃるというふうにはお聞きしてお

ります。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） さっき申し上げたとお

り、いただくものは全部すぐ文句なしにいただ

くと、払うものは待ったという癖をつけてしま
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うと、後々いろいろなものに影響してしまうと

私言うんですよね。ですからこれはやはり努力

して100％に、これはスタートですから、保育

所に払うなんていうのは、支払いの中ではね。

100％に持っていかなければだめですよ。みん

な影響してくる。大体そうでしょう。市営住宅

に入って、税金の恩恵をこうむりながら安い家

賃で入っていて、それを納めないって、だった

ら出てもらうという、普通の民間のアパートに

行けばいいんじゃないですか、やればいいんじ

ゃないですか。だから、もらえない、もらえな

いじゃなくて、そんなのはやっぱり退去するべ

きですよ、と私は思うね。余り甘やかしている

と、全部影響してくる。なるでしょう、恐らく。

私はだから幼稚園からの、保育所時代からのつ

ながりがあるんじゃないか。その人の誰か抽出

して調べてみなさい。みんなそうなっているは

ずです、ずるずると、最後まで。一生そういう

ふうな考えから抜け出れないようになってくる

から。いただくものは何かないかなと目を凝ら

しているんじゃないかな。それでは余りにも不

公平、真面目な人がばかを見るんですよ、そう

なると。そうでしょう、逆を見れば。それが飛

び火して広がっていったときには市は困るんじ

ゃないかと私は思うんです。ですから、やはり

大変でしょうけれども努力しながら、そうでな

いような公平性を保つためにも、これからやは

りスクラムを組んでやっていかなければならな

いんじゃないかというのが私の考えです。 

  以上、終わります。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 簡単に申し上げます。 

  私は、監査意見書の22ページの未収、未済に

関してでございますけれども、中段の中過ぎで

すけれども、収入未済額に関してはコンビニ収

納等、新たな対策を取り入れ、より一層の対策

か必要であると思われると、この監査意見書が

ございますので、この監査意見書をどう受けと

め、今後これをどう生かすのか、まずそこをお

聞きしたいと思います。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 監査意見書に書かれておりま

す新たな対策ということですけれども、平成25

年度からコンビニ収納の実施に向け、現在、収

納代理業務者との調整中でございます。 

  また、平成24年度からですけれども、先ほど

の特別徴収ということなんですけれども、従業

員が３人以上の事業所を特別徴収義務者に指定

しまして、特別徴収事業所として対23年度比

528社、特別徴収者数として1,652人の増という

ことで個人市民税の現年徴収分の徴収率を向上

させ、また滞納を防ぐというようなことをやっ

てございます。 

  また、それ以上、新たな対策ということでご

ざいますけれども、24年度におきましてはおか

げさまで納税相談員２人ふやしていただいてお

りますので、そこから細かい納税相談を繰り返

しながらやっていくというのは今のところ私の

ほうで考えているところでございます。それ以

上何かありましたら御指導いただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） わかりました。まず私

最初お聞きしたのは、監査意見書の受けとめを

どう受けとめたかということなんです。意見書

は監査委員がこういうふうに出してまとめてく

れたわけです。この重みをどう受けとめている

かということをまずお聞き。対策はわかりまし

た。その受けとめ方をどうとっているかという

ことをお聞きしたかったんです。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 
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近岡晃一税務課長 失礼いたしました。 

  非常に重く、大きく受けとめておるというの

が私の個人的な感想で、じゃどうやっていくか

というのは、また非常に大変だと思いました。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） やはり重く受けとめた

かというようなことの認識で、受けとめた限り

は最大限の努力をして結果を出すようにひとつ

お願いしたいと思います。終わります。 

森 儀一委員長 ほかにございませんか。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 それでは、小関 淳委員。 

  ただいまから10分間休憩しまして、その後、

お聞きします。 

 

     午前１１時０１分 休憩 

     午前１１時１１分 開議 

 

森 儀一委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） 審査意見書の22ページ、

先ほど小嶋委員も質問なさっていましたが、コ

ンビニ収納の部分でちょっとだけ伺いたいとこ

ろがあります。コンビニ収納をすることによっ

てどれぐらいの収納増を見込んでいるのかとい

うところを、わかっていれば、予想している数

字とかあれば教えてください。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 コンビニ収納につきましては、

25年度から軽自動車税のみにについて取り扱う

という形になってございます。 

  軽自動車税につきましては、現年度分、その

年の分の収納率が97.92％と非常に高くなって

ございます。コンビニ収納にした場合、その納

期における部分の収納ということでございます

ので、これは増収があったとしてもそう大きな

ものではない、軽自動車税の金額にしてもそう

いうものかと考えてございます。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。 

  コンビニといえば企業でございます。ここか

らは歳出の部分なのか、歳入の部分なのかわか

らないので、コンビニ収納に係る経費みたいな

ことはどうなりますか、委員長。今から質問し

て、相殺してどうなんだということを聞きたい

んですけれども、これは。 

森 儀一委員長 小関委員、本委員会は平成23年

度の決算についての審議でありますので、質疑

の際はそのことを踏まえて、質問の趣旨を明確

に発言していただきたいということでお願いし

ます。 

１３番（小関 淳委員） だと、こういうことは

聞けないということ。歳出で。 

森 儀一委員長 聞けません。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。じゃ歳

出の際に聞きたいと思います。終わります。 

森 儀一委員長 ほかにございませんか。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） 67ページの13款使用料

及び手数料の適用欄の真ん中からちょっと下に

生活保護費など負担金２億511万5,000円とあり

ますが、これは成果の34ページの扶助別状況の

中のどれとどれに該当するのか、それをちょっ

とお聞きしたいんですけれども。 

森 儀一委員長 山口委員、もう一度お願いしま

す。山口委員。 

１７番（山口吉靜委員） 67ページ、13款使用料

及び手数料の備考欄の真ん中からちょっと下に

生活保護費など負担金２億511万5,000円とある

んですけれども、この数字は、成果の説明書の

34ページの生活保護の現状、扶助別状況の一覧

表があるんですけれども、それと比較しまして、
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どれとどれをカットすればいいのかなと思って

お伺いいたします。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 生活保護費の支給額なり

負担金の関係で御質問いただいておりますが、

今、決算書の67ページの生活保護費と負担金に

つきましては国の負担金ということになります。

ですから、現行で生活保護費の負担金につきま

しては国が４分の３、それから各自治体が４分

の１という割合になっておりますので、34ペー

ジ、主要施策で御指摘いただきました保護費合

計の２億7,000万何がしの部分の２億円を国が

負担して、さらに残りを市が持ち出ししている

というふうなことで御理解いただきたいと思い

ます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） 次に、73ページの15款

県支出金、備考欄の中間に、地域自殺対策緊急

強化事業費補助金177万5,000円、それから予防

接種緊急促進事業費補助金3,604万円、その下

に緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費補助金

7,570万7,321円、その下に、ふるさと雇用再生

特別基金事業費補助金4,307万1,535円とあるん

ですけれども、これを教えていただきたいんで

すが。 

森 儀一委員長 山口委員、その金額の何を具体

的に聞きたい。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 地域自殺対策緊急の補助金で

ございますが、これにつきましては自殺が非常

に多くなっているということを国が憂えており

まして、それに対する補助金になります。 

  補助事業の対象としましては、対面相談支援

事業、また人材育成事業、また普及啓発事業と

いうことで分かれております。その自殺対策に

充てる費用としての補助金でございます。 

  また、予防接種緊急促進事業費補助金につき

ましては、予防接種、子宮頸がん、ヒブワクチ

ン、小児肺炎球菌ワクチン接種に対する助成で

ございます。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 ２件とも県の基金の金

を活用して行う緊急雇用の事業でありまして、

昨年度、成果表の67ページ、それから68ページ

にも示しておりますけれども、合わせて99名の

雇用を生み出した、それの県からの資金であり

ます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  次に、81ページの18款繰入金、備考欄の下３

分の１ぐらいのところに延滞金104万3,990円と

あるんですけれども、これの内容について教え

ていただきたいのですけれども。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 このうち延滞金の内訳でござ

いますが、市民税が161件、34万3,890円、固定

資産税及び都市計画税が197件、61万8,800円、

軽自動車税が55件、８万1,300円となってござ

います。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） 次に、83ページの20款

諸収入、備考欄の上から２番目の産業立地促進

資金融資制度貸付金元金収入４億3,154万1,000

円とありますけれども、これの内容を教えてい

ただきたいんですけれども。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 これが大分高額になっ
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ておりますけれども、今５社ほどが利用してお

ります。本県の産業の高度化に資するための資

金ということで、大変低利、0.9％の15年返済

ということで、企業にとっては大変魅力ある、

しかも高額な20億円まで使えるものですから、

そういう資金になっております。それをそれぞ

れ市、県、それから金融機関ということで、３

者が協調するということで設定されている制度

でございます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  83ページの今のところの下のほうに、相互交

流職員人件費974万4,891円とありますけれども、

この内容について教えていただきたいんですが。 

野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 相互交流職員人件費の収入で

ございますが、これは最上広域事務組合との人

事交流の中で、新庄市、最上町、金山町からそ

れぞれ最上広域市町村圏事務組合のほうに職員

を出してございます。その新庄市から出してい

る１名の職員の人件費を広域事務組合のほうか

ら頂戴するものであります。以上です。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） ありがとうございまし

た。 

  最後ですけれども、87ページの20款諸収入と

いうところの備考欄の真ん中のほうに広域交流

センター費返還金１億272万5,000円とあるんで

すけれども、これの内容を教えていただければ

と思います。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 ゆめりあに関しては、

管理費と分担金をお支払いしているわけですけ

れども、これは結果的に交付税措置で戻ってき

ますので、その分のある意味では戻りというこ

とで、交付税措置分ということで御理解いただ

きたいと思います。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） ありがとうございまし

た。終わります。 

森 儀一委員長 ほかにございませんか。 

   (「なし」と呼ぶ者あり) 

森 儀一委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳入について質疑を終結いたします。 

  次に、一般会計の歳出について質疑ありませ

んか。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 決算の認定に当たりま

して、私のほうから何問か質問等、お願いいた

したいと思います。まず先に、質問の項目を用

意しておりますので、申し上げます。 

  主要成果の15ページ、環境課、地域防災室、

２の交通安全対策事業の⑶交通指導員設置事業

に関係するもの。 

  次に、同じく主要成果34ページ、民生費、福

祉事務所関係になります。その１番目として生

活福祉、その１、生活保護の現状についてお願

いいたしたいと思います。 

  次に、同じく主要成果37ページ、自立支援給

付事業、障害福祉対策、このうちの⑦就労移行

支援関係、それから10番目、⑩ですね、共同生

活援助、グループホームの関係です。 

  それから、同じく成果の障害福祉対策、40ペ

ージです。２の地域生活支援事業、地域生活支

援センター事業、⑸番目です。 

  それから、同じく成果の45ページ、老人福祉、

６番目の災害時要援護者支援計画推進事業関連

です。ここまでが福祉事業関係になります。 

  それから、決算書の163ページ、８款土木費
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５項住宅費２目公営住宅整備事業費、松本団地

の除却工事関係、とりあえずここまで進めたい

と思います。 

  それでは、一番最初の主要成果の15ページの

環境課関係になります。交通指導員の設置事業

ということで、この成果表にはこのように載っ

ています。指導員15名で行いましたとあります

けれども、この15名で指導体制は十分だったの

かどうかですね。また、定数とかそういうもの

はあるのかどうか。あるとすれば、定数どおり

が一番いいんでしょうけれども、少ないにせよ、

望ましい人数とはどの辺までを見ているのかど

うか。 

  それから、指導員の年齢構成はどうであった

のか。昨年度も大分高齢化…… 

森 儀一委員長 暫時休憩します。 

 

     午前１１時２６分 休憩 

     午前１１時２７分 開議 

 

森 儀一委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

  沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） それでは、マイクが入

っていないということでしたので、最初から申

し上げます。いいですか、交通安全指導員関係

です。 

  ここに指導員15名というふうに載っておりま

す。この15名で指導関係は十分に行えたかどう

かですね。それで、定数とかもしあればその定

数、それと、もし定数に満たなくても望ましい

人数というのがあると思います。その辺の関係

について教えていただきたい。 

  それと、指導員の年齢構成ですね。昨年度を

見てますと大分高齢化になっているんじゃない

のかなというふうに私は思っております。その

辺について。 

  それから、定員を割っているということはわ

かっていますけれども、これらの応募関係です

ね、広くあちこちに応募のＰＲをしているかど

うかですね。 

  とりあえずその３点についてお伺いします。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

森 儀一委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 交通指導員関係の御質問にお

答えいたします。 

  まず初めに、設置しております指導員の人数

の関係でございますけれども、23年度の指導員

の設置については15名でございました。 

  なお、市の交通指導員の設置に関する規則に

よる定員については25名以内というようなこと

になっております。毎月それぞれの地区の班長

さん方とさまざまな状況等についてお話し合い

をしておりますけれども、現状では、望ましい

配置というか、多ければ多いほどいいんでしょ

うけれども、最低でも16名の設置が必要ではな

いかというようなことで、今さまざまな対策を

講じているところでございます。 

  また、次の年齢構成でございますけれども、

23年度おられた15名の方については全て55歳以

上で、平均年齢については69歳でございました。

若い人の補充をというようなことで今さまざま

な対策を講じているところでございます。 

  望ましい、うちのほうで考えている16名不足

しているわけですので、それらの対応について

はというようなことですけれども、規則上につ

いては、警察あるいは交通安全団体、公共団体

の推薦をもって委嘱するというようなことにな

っておりまして、不足している事態を受けまし

て、それぞれの機関・団体、あるいは過去には

学区の区長にもお願いした経過がございまして、

早急に補充の形で進めるようにしたいと思って

おります。以上です。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 16名も足りないという
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ことですので、実際、昨年度見ていますと、う

ちの玄関向かいでもやっています。幹線の重要

な通学路の場合ですと指導員が１人ではとても

じゃないがさばき切れません。たまたまあそこ

は日新の小中学校が一緒ですので、校長先生初

め小中学校の先生方が出入りして応援して、あ

るいは交通安全ママの会ですか、母親会ですか、

女性の方も来られて、体制としては４人ないし

５人ぐらいで行って、うまく子供たちが通学で

きると。特に朝は非常にあそこは数多い小中高

校生が通りますので、それに車も通ります。か

なり混雑、混乱するというところでございます。

たまたま学校の協力があるから何とかおさまっ

ている。 

  ところが、帰りになりますと時間帯もばらば

らということがありまして、かなり危険な状態

が伴っております。ここには交通指導員が下校

指導としてある時間、そんなに長い時間じゃな

いんですけれども、入ります。ちょうど低学年

が下校するときだけ入ると。中学年、高学年、

小学校ですね、こうなっちゃうと誰もいないと

ころで自由に帰ってしまって危険な目に何回も

遭う、このような状況てす。 

  ですので、あそこの交差点ばかりじゃないん

ですけれども、あちこち、やはり指導員が足り

ないという声はいろいろなところから聞こえて

まいりますので、今後のことを言うとあれです

けれども、十分に配慮していただきたいと、こ

ういうふうに思います。 

  その中で気がついたんですけれども、手当が

ちょっと足りないんじゃないのかなと思うんで

すよ。指導員手当が年間24万円、このように決

算書のほうに載っております。年間217時間だ

そうでありまして、時給に直しますと1,100円

になります。ちょうど20日ぐらい平均ですので、

月２万円でお願いしている、この形になってお

るようです。この辺もひとつよく考えていただ

いて、そうしないとまだまだ高齢化して、平均

年齢が69歳から70歳、75歳なんて延びていって、

これでは指導の役割につけないと思いますので、

この手当関係を含めて再考願いたいと思います。

どうでしょう、この辺、環境課長、お考えは。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

森 儀一委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 報酬に関しましては、今、沼

澤委員のほうからおっしゃられたとおり時給と

いうか、１時間1,100円が規則で定められてお

ります。ただ、勤務的には学校のある日ですか

らほぼ300日以上、毎日早朝の業務というよう

なことで大変な仕事でございまして、他市の状

況等、あるいは市のほうのさまざまな報酬等を

勘案した上で御検討させていただきたいと思い

ます。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） よろしくお願いいたし

ます。 

  次に進みます。 

  主要成果の34ページ、福祉事務所の民生費関

係になります。 

  生活保護の現状ということで、この成果に載

っておりますが、平成20年度から保護世帯、あ

るいは保護人員、あるいは保護率ともにどんど

ん上がっております。昨年度は平成24年度から

見ればどれほどでしょうか、40％ぐらい平均的

にふえているようです。これからもふえるであ

ろうというふうに、こういうふうに解説してお

ります。何とかおさまっていただければな。こ

れには経済関係とかいろいろな諸事情があって

生活保護がふえているんだろうと、こういうふ

うに思います。が、しかし、この中で一、二点

お尋ねしたいと思います。 

  まず先に、ここに載っている扶助費の額とそ

れから決算書、131ページにありますが、この

支出額が違っておりますが、これは何か理由が

あると思いますが、その辺なぜ700万円ぐらい
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の違いが出るんでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 生活保護の医療扶助費の

額の関係でお答えいたします。 

  決算書と、それから主要施策の34ページの医

療扶助の額。主要成果の額のほうが800万円ほ

ど多いというふうな状況でございます。決算書

につきましては、131ページの医療扶助の部分

がございます。これの額が800万円、主要施策

のほうが多いというふうな状況になっておりま

すが、端的に申しますと、平成22年度、昨年の

決算時において社会保険診療報酬支払基金から

医療費の繰り上げ調整の依頼がありました。平

成23年度の医療費を平成22年度の支払い額とし

て払っていただけないかというふうな依頼があ

りました。そういうこともございまして、平成

22年度の決算の中で800万円、既に差が生じて

おります。今回、決算におきましては、今の措

置で800万円全額支払っておりますので、800万

円少ないと。それから主要施策の額、医療扶助

につきましては、これは実支給額というふうな

額で記載させていただいておりますので、そう

いう操作があったということで御報告させてい

ただきます。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 事情があるようです。

かなり難しい事情のようで、なかなか私たちは

わからないんですが、できれば、決算書と成果、

それから新庄市の福祉、これはこの前、同時に

配付していただきました。新庄の福祉と主要成

果は合っているんですよ。決算書だけが私から

見れば合わないように見えるんです。これは今

の説明を聞かないとわからないことであります。

ですから、私たちは説明を聞かないとこの違い

というのは全然わからない状態であります。今

聞いたからわかりました。これではちょっと困

りますので、何らかの整合性をとっていただけ

るよう今後努力していただきたいと思います。

そうでないと、この形ですと毎年これが続くん

じゃないですか。来年も例えばこのような形に

なって食い違いが出てくると、このようになる

ような気がいたしますので、どうかその辺を市

内部のほうで所管課と検討していただき、数字

が合うようにひとつお願いしたいと、こういう

ふうに思います。 

  それで、生活保護者の大分ふえておりますけ

れども、私が気がついたことを申し上げます。 

  保護者の医療費、先ほど医療費が金額変わっ

ているというふうに所長がおっしゃいましたけ

れども、見ますと１人年間平均で54万円、この

ぐらいかかっております。人数割りするとその

ようになります。これ、国民健康保険、これと

の比較しかしようないんですけれども、年齢に

大きく関係あるんじゃないのかなと思われます。

それで、この保護人員の年齢層というのは一体

どのような構成になっているのか、簡単で結構

です、教えてください。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 まず、決算書と主要施策

の額が違うということについては、先ほどの措

置が極めて異例の措置だったということもあり

まして、今後ないというふうなことで御報告さ

せていただきたいと思います。 

  あと、生活保護世帯の年齢状況でございます

が、個々を区割りすると時間がかかりますので、

大まかに分けまして、３月末現在で215名とい

うふうな数値が出ておりますが、うち未成年の

方が20名、大体１割です。それから20歳から59

歳の方が69名、これが約３割、30％弱という形

になります。それから60歳以上の方が126名、

６割という形になりまして、さらにちなみに75

歳以上の方は50名ということで、全体の２割を

占めているというふうな年齢構成の状況になっ
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ております。以上です。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） 随分高齢者もいらっし

ゃるということがわかりました。しかし、国保

の特別会計を見ますと65歳から69歳、この年齢

層は私なりに窓口負担金を加えて計算しますと

おおむね43万円ぐらいですね。それから70歳か

ら74歳、後期高齢者寸前のこの５年間の人の場

合ですと59万円くらいです。ですので54万円と

いうのは適正とは思いますけれども、この計算

からいきますと何か多いような気がいたします。

これらのチェックとして、レセプトとかそうい

うものの点検というのは行っておりますか。ま

たは、これは適正と、こういうふうに判断され

ていると思うんですけれども、もう一度お願い

します。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 医療費の額、適正かどう

かというふうなことと適正化に向けての対策と

いうことで御報告させていただきますが、生活

保護は世帯主の傷病が一つの大きな理由を占め

ているというところもございます。さらに先ほ

ど申しましたように高齢者世帯が多いというこ

ともありまして、受診、いわゆる病気にかかる

率が非常に高いというふうになります。したが

って、レセプト１件当たりの点数というのがそ

れほど一般の方々とは差がないんですが、受診

率が高いというふうな状況がございます。した

がって通常に比べ高額になってしまうと。 

  ちなみに全国では、平成21年度数字で申しわ

けないんですが、入院・外来を含めました１人

当たりの総医療費、生活保護につきましては67

万円というふうになっております。さらに国保

プラス後期高齢者分、これにつきましては35万

円というふうな額になっておりますので、生活

保護にかかる方の医療扶助費は通常のを相当上

回っていると。当然入院とかかなり要りますの

で、その辺、額は上回らざるを得ないというふ

うな状況がこの何年間といいますか、かねてか

らの問題で指摘されているというふうになって

おります。 

  さらに、医療費高騰の原因としては、医療機

関を原因とした不正受給、それから被保護者の

重複受診等いろいろありまして指摘されている

わけですけれども、これにつきまして、新庄市

としては医療適正専門員を配置しております。

先ほど御指摘あったように、レセプト点検を行

いながら不良医療行為のチェック、さらには個

人個人の受診状況、重複受診とか過重な診療が

ないかというような点検をさせていただいてお

ります。これらを合わせまして、点検効果とし

ては100万円近く減額させていただいている部

分もございますし、それなりにレセプト点検し

ながら、かなり高額なレセプトについては点検

させていただくというふうなところもございま

すので、そういう対策をとっているというとこ

ろで御理解いただきたいと思います。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） わかりました。適正に

お願いいたしたいと思います。 

  次にまいります。 

  ちょっと時間がなくなりましたので、１つ２

つ飛ばしまして、成果の40ページ、障害者福祉

対策、こちらにまいります。 

  ２の地域生活支援事業、⑸の地域活動支援セ

ンター事業ということで、ここにたんぽぽ作業

所とふぁーの木の委託金額が出ております。21

年度から見ますと20％ふえているんですけれど

も、ここで言う委託内容というのは一体どうい

うものなのか。それと、委託業務のほかにこの

施設は何らかの作業活動を行っているのかどう

か、２点お願いします。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 
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森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 主要施策40ページの地域

活動支援センター事業の中の事業関係の御質問

でございますが、基本的に現在ふぁーの木では

縫製関係の関連作業を行っております。それか

ら、たんぽぽ作業所では御存じのとおり食品ト

レー関係の作業を行っているというふうなとこ

ろがございまして、本来、就労支援的な活動な

んですが、先ほど前段で御指摘あった37ページ

の就労移行支援や就労継続支援といった具体的

な就労に結びつくような作業とはまた違いまし

て、程度がもうちょっと下の方という言い方は

申しわけないんですけれども、その方を対象と

して日常生活、さらにいろいろな訓練も行って

いくというふうな対象の地域活動支援センター

事業というふうになっております。ですから、

委託金につきましてもその活動内容に合わせて

基準を定めまして、新庄市分の入所者の方の委

託料をお支払いしているというふうな状況でご

ざいますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） この２つの中の、先ほ

ど所長がおっしゃいましたけれども、トレー関

係の作業をしているたんぽぽ作業所であります

けれども、トレーリサイクルは新庄方式という

ことで大変有名になっております。この入り口

部分を担っているのがたんぽぽ作業所です。ち

ょっと前の話ですけれども、かなりトレーの回

収が多くて、この作業所に通所している障害者

の作業が大変だ、忙しいやという声がありまし

た。聞いてみますと、やはりあのころといいま

すか、23年前期の話ですけれども、大変トレー

が多く入り、山積みされて仕分けし切れない、

このような状況だったようであります。このよ

うな忙しいが、市のほうから例えばの話、この

量を全部仕分けして友愛園のほうに行くんです

よと。量も、きちんと決められたのではないら

しいんですけれども、入ったものはなるたけ早

く仕事をして、消化して、友愛園に渡しなさい

というような流れの一環で仕事がきついという

声が出ました。最近また確認しますと、トレー

が今度減ってきて何とかかななんて言える状態

かなというふうな、ちょっとわけのわからない

答えでしたけれども、そういうふうな実態があ

るということを福祉事務所は御承知でしょうか、

お伺いします。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 今のお話の内容につきま

しては初めて伺ったという状況です。 

  ただ、たんぽぽ作業所につきましては、メー

ンが今の食品トレーの作業という形になってお

ります。ただ、主要施策にも記載してございま

すように、本来は障害者の方々の創作活動それ

から生産活動、いわゆる多面的な活動を目的と

するところでございますので、余りそこに集中

するというのはやっぱり不適当な部分があるか

には思われます。したがって、そういう部分に

ついても情報確認しながら対応を考えていきた

いというふうに思っております。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） ひとつよろしく調査さ

れて、対応していただきたいと思います。 

  時間もありませんので、また１つ老人福祉関

係を飛ばして、時間あったらお聞きします。 

  最後に、通告いたしました決算書163ページ

８款土木費５項住宅費２目の公営住宅、松本団

地の除却関係でございます。 

  この予算2,200万円あるんですけれども、今

年度の予算にもたしか載っております。この予

算というのは、今現場が残っているものを残し

て全部完了しているのかどうなのか、その現状

をわかれば説明願いたいと思います。 
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星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 松本団地につきましては

老朽化のためということで、21年度から入居者

の移転の御相談しながら、23年度からこの松本

団地の除却工事を行うところでございます。全

体で17棟ございますけれども、そのうち23年度

においては12棟の解体を行ってございます。今

委員がおっしゃったように24年度に最後の５棟、

これを現在発注中でございますので、今年度で

全て除却が終わることになります。以上です。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） そうですね、５棟、現

場に行くと確かに残っていて、今、解体工事の

さなかのようです。ロープがあって中には入れ

ないんですけれども、これ、今年度中に終わる

と。先々のことを聞けないことは決算認定では

わかっております、承知しておりますが、あの

跡地利用というのは、平成23年度末でどのよう

な考えがあったかどうか、わかればお聞かせく

ださい。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 今年度であそこが全て除

却されて平場になるということで、かなりの面

積もございます。 

  それで23年度末という御質問でございました

けれども、23年度末においてはまだ５棟が建っ

ているということで、特に跡地利用について突

っ込んだ議論はありませんでした。今年に入っ

て、今年度中に全て除却になるということで、

庁内で跡地利用に関してのいろいろな検討を行

っているところでございます。 

８ 番（沼澤恵一委員） 委員長、沼澤恵一。 

森 儀一委員長 沼澤恵一委員。 

８ 番（沼澤恵一委員） わかりました。町内と

まず先によくお話し合いをしていただいて、し

かるべき方向を見出していただきたいなと思い

ます。 

  時間がありませんので、これで終了します。

ありがとうございました。 

森 儀一委員長 ただいまより１時まで休憩いた

します。 

 

     午前１１時４６分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

森 儀一委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

  質疑ございませんか。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

森 儀一委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） 私のほうからは、農業

費に関しまして、決算書で申しますと145ペー

ジからの農林水産費の第１項農業費の中の振興

費のところからお願いいたします。 

  これですとちょっとわかりづらいので、主要

施策の成果に関する説明書から質問したいと思

います。 

  73ページの若者園芸実践塾に絡んだ事業の中

から質問いたします。 

  ここで塾生の方が平成23年度は３名が卒塾し、

就農したとございますが、この事業の規模から

想定して果たして３名という塾生、つまり今は

農業にとって後継者の育成が急務の課題になっ

ていると捉えておりますので、３名という数字

に関しては、前課長とも昨年度お話ししました

けれども、今決算ということでございますので、

３名という数字、多いか少ないか、どのように

捉えておられるかお伺いいたします。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 若者園芸実践塾「勇気塾」に

つきましては、当初スタート５名ということで

計画しておりましたので、やはり３名の卒塾生
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ということでは不足しているなというふうに考

えてございます。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

森 儀一委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） 同じ事業なんですけれ

ども、事業費では決算書の中で1,183万1,000円

とございますけれども、これは勇気塾を開講す

るに当たりハウスとか設備投資が必要で、県補

助で施設されたかと思うんですよ。これを事業

費と捉えてよろしいんでしょうか。決算書でい

きますと145ページの備考欄で、大きな升の一

番上の升の下から２行目でございます。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 23年度の決算、この内訳でご

ざいますが、山形県の農林水産業創意工夫プロ

ジェクト支援事業費補助金179万9,000円を充て

まして、不足する分は市の一般財源の持ち出し

ということでございます。 

  県のこの創意工夫プロジェクトにつきまして

は、主にソフト事業、運営費のほうに充当され

たものでございます。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

森 儀一委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） はい、わかりました。

３名の塾を卒業した方が就農するに当たり、ハ

ウス等助成はいかほどだったのか、お伺いいた

します。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 今年度、ハウスの導入事業を

行っておりまして、まだ完成してございません

が、市の助成70万円プラス県の活力ある園芸関

係の補助事業３分の１を当て込みまして、現在

ハウス建設中でございます。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

森 儀一委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） ありがとうございます。 

  市の持ち出しが70万円というふうにお伺いし

ました。なぜこのようなことを申しますかとい

うと、新庄市で塾生１人当たり70万円の手当て

があるということで、例えばこれ、常識で考え

るとどうなのかという議論になるかとは思いま

すが、理想の塾生５名に対して３名の応募しか

いただけなかったと。当時、前任の課長もいろ

いろなところにみずから出向いてようやく３名

の塾生を確保したというような捉え方をすると、

むしろ門戸をもっと気軽にたたいていただくに

はどうするかとなれば、例えば今回の主要事業

でもなっておりますけれども、新規就農者への

支援というのがございますが、それと似たよう

なもの、例えば勇気塾に入塾された方は月々い

かほどかというのは、金額的には後ほど判断し

ていただきたいところはあるんですが、サラリ

ーをいただきながら勉強するというような体制

でいくともう少し塾生の方も参加できるのかな

という思いがございます。 

  なぜこのような話をするかと申しますと、実

際入塾する対象者、例えば全く農業者以外の方

はわかりませんけれども、実質農家の後継者で

ある方が学校卒業してすぐに自分のうちのほう

に行ってしまうと、つまり今の農家の情勢を考

えますと人手不足であるということから、わざ

わざ新庄市の勉強する機会あるんですが、実際

農家経営の中の大事な労働力として移動してし

まうということもあるのかなと。そうして例え

ば入塾して一生懸命頑張ろうとしている方に、

卒業してからのハウスの助成よりもむしろお金

をいただきながら勉強するという形に変えてい

ったほうがもう少し事業の成果が上がるような

気がするのですが、いかがですか。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 確かに以前、黒沢のほうで塾

をやっていたころはたしか新庄市の臨時職員の

賃金並みということで月12万円程度の手当てを
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してございました。今回の勇気塾につきまして

月４万円ということで、塾に来るための交通費

あるいはお小遣い程度ということで考えてござ

いました。それに加えて、卒業したらハウスを

導入するということで70万円を担保にしながら

進めてきたわけでございますが、４万円掛ける

12カ月となれば50万円、50万円プラスハウス代

70万円ということで、大体以前の12万円掛ける

12カ月に近いような額になるのかなと思います。 

  確かに学生を卒業なさって即就農になれば、

農家の方では労働力として家族は非常に助かる

わけでございます。また、どこかに勤めながら

農業といった場合、やっぱりある程度の小遣い

というか、給料が必要な若い世代でございます

ので、今後につきましてはトータル的にどのよ

うな形がいいのか、25年度に向けてその辺を検

討したいなと思います。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

森 儀一委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） 前向きな御答弁いただ

きました。ぜひ検討してくださるようによろし

くお願いいたします。 

  新庄市はやはり基幹産業が農業ですけれども、

圧倒的に新規の就農者が少ないと。産業を維持

する上で後継者がいないということは致命的で

ございますので、ぜひひとつよろしくお願いい

たします。 

  同じく、農林水産業、農業費になります。決

算書でいきますと146ページの水田農業対策費

の中に入ると思います。こちらの決算書ではわ

かりづらいので、また同じく主要施策の成果に

関する説明書を活用して質問いたします。成果

に関しては、78ページからです。 

  農業者戸別所得補償制度の状況という大きな

くくりの中で、③の産地資金というのがござい

ます。昨年度の場合ですと、交付額よりも実質

支払い額のほうが多かったということで、0.96

の係数のもとに算出されたということを伺いま

した。 

  それで、この表が、作物名が78ページから大

体80ページの前半まで及んでいて、すごい品目

があるわけでございまして、それで大きく分け

て２万7,000円のコースと１万1,000円のコース

があると、適切な表現かはわかりませんけれど

も。それはどのようにして２万7,000円か、あ

るいは１万1,000円かという線引きをされてい

るのかお伺いいたします。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 現在の農業者戸別所得補償制

度以前の対策ということで、水田農業構造改革

対策というのがございました。このときの作物

別、品目別の交付金ということで、花卉・花木、

野菜というふうな分類のもとでそれぞれ交付単

価が決まってございました。それを基本的には

その形を崩さないという考えのもとに、このた

びのこの制度におきましては花卉と花木、これ

につきましては振興していくというふうなこと

で、単価としては２万9,000円、それから野菜

の中でも振興していきましょうということで見

ていただければいいんですが、79ページの上か

ら里芋、タラノメ、ニラ、ネギ、ミツバ、アス

パラ、ここら辺につきましては花卉・花木と同

様、本来であれば２万9,000円の単価を交付し

て地域の野菜の振興作物を推進していくという

ふうな形で線引きをしてございます。一般的に

野菜はウドからずっと１万1,000円の単価で示

してございますが、山菜の中でもウルイ、タラ

ノメにつきましても、山菜の中から品目を狭め

させていただいたというふうなことでございま

す。 

  なお、この産地資金につきましては国から県

に対して交付された全体の交付金の中から各市

町村に配分されますので、新庄市の場合、作付

面積が基本単価よりも多かったというようなこ

とで、0.96の圧縮でこのような交付金になって
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いるというようなことです。 

  なお、今後、振興作物につきましては、新庄

市農業振興協議会、こちらのほうがＪＡ等が入

ってございますので、ＪＡと十分、産地化を進

めていく上でどのような品目を選択していくの

か、それの再確認をしながら、最終的には新庄

市農業再生協議会に諮り、そして国と協議をし

て決定していくというふうになってございます

ので、来年度25年度に向けた検討をこれからし

ていきたいなと思います。 

  それから、先ほど申し忘れましたが、勇気塾

の件に戻りますけれども、今、国では青年就農

給付金というふうな事業がございます。これは

一定の県の認めた学校、農業学校等で学んだ場

合、年間150万円交付されるというふうな事業

がございます。この事業につきまして、市長が

今年度全国市長会において、新庄市の勇気塾、

該当にならないのかというふうなことを農水省

の幹部の方に確認していただいて、農水省と山

形県の間ではなるんではないかというふうなこ

とで、現在市と県のほうで協議中でございます

ので、その辺の青年就農交付金の該当になるか

ならないかも含めまして、トータル的に塾生の

給付等については考えていきたいと思います。

よろしくお願いします。 

５ 番（石川正志委員） 委員長、石川正志。 

森 儀一委員長 石川正志委員。 

５ 番（石川正志委員） 非常に具体的な事例を

出していただきまして、ありがとうございます。

後でつけ加えられた部分、市長が今、国との折

衝に当たっているということをお聞きして甚だ

心強く思っているところでございます。 

  課長の答弁にもございましたけれども、振興

作物ということで、ＪＡ初めいろいろな方々と

協議をされて、新庄市のスタンスを決定してい

くということでございましたけれども、流通形

態が多様化しているということで、系統・市場

流通のほかにも、我が市も目玉でありますけれ

ども、地産地消という部分がございますが、新

庄３万8,000人の胃袋は決まってございますの

で、どうしても私どもの農業的なスタンスとい

えば地産外消。誰が売るのかとなれば、今のと

ころＪＡと市場という流れがございますので、

振興する品目をもう少し絞って、農協の言いな

りということはないんですけれども、お互いに

整合性を図りながら品目を絞ったところに重点

的な配分をしていけばなという思いで質問しま

した。今、課長から答弁いただきましたので、

その辺のところをよろしくお願いいたしまして

質問を終わります。 

森 儀一委員長 ほかに質疑ありませんか。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） まず最初に、主要施策

の73ページになります。そばまつりの開催のと

ころについてお聞きします。 

  22年度より始めましたそばまつりなんですけ

れども、負担金が60万円、そして1,616食を売

り上げたということなんですけれども、まず、

食はわかりましたけれども、人数的に大体どの

ぐらい入ったかという把握はされたのかお願い

いたします。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 約1,300名入場してございま

す。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） これは23年度が２回目

なんですけれども、農林課としてはこれは多か

ったのか少なかったのかお尋ねいたします。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 そばまつりの催事ということ

で、10時から販売を始めて２時オーダーストッ

プということでございました。人の流れ、テー
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ブルの数、それから釜の動きとかいろいろトー

タル的に考えますと、トータルで1,600食が１

日のさばける範囲かなと思っていました。ただ、

会場とか、回数を例えば２日にするとなれば、

当然その数はふえていくかと思いますが、１日

の10時から２時の催事では大体読めたような数

字ではないかと思ってございます。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） これからするに当たり

まして、自分も一般質問でさせてもらったんで

すけれども、これから新庄の魅力を発信すると

なれば、新しい事業ですし、これから拡大する

つもりがあるのか。それともこの成果を踏まえ

てなんですけれども、それでもしするとなれば、

場所あたりも駐車場が狭いなどいろいろなふぐ

あいもございますし、そこら辺をこの決算を踏

まえてどういうふうに来年度に生かしていくの

かをお聞かせください。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 24年度、第３回目まだ終わっ

ていないので、なかなかそこら辺25年度の話は

できないんですが、やはり転作の作付面積で山

形県一ということで、291ヘクタールの面積を

誇っています。生産量としては県内３位という

ことで、これは山形県のそばどころ新庄という

ふうな売り込みをかけていくには非常にいい素

材ではないかなと思ってございます。 

  近くでそばまつりをなさっているのが大石田

で２日間、それから尾花沢で１日やっています

けれども、今年度の開催につきましては、大石

田・尾花沢、同じ日に土曜日かぶっていますけ

れども、そのようなことで、山形最北はそばど

ころというふうな形で売り込みをかけて、誘客

なり交流なり、あとそばの生産振興という意味

ではまだまだ力を入れるところがあるんではな

いかと思って、一つの農業振興の策としてそば

屋さんとも提携しながら拡大していければなと

いうふうには考えてございます。 

  開催場所については、今回第３回目になりま

すので、３回の検証を踏まえながら、さらに25

年度に向けて検討してまいりたいと思います。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） まだことしは開催され

ていないんですけれども、やっぱり新庄そばガ

ールズもできることですし、そこら辺を踏まえ

ながらいろいろやっていただければなと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

  次に、決算のページで言いますと153ページ、

７款商工費のことからお聞きしたいと思います。

主要施策の成果のページ数で言いますと88ペー

ジぐらいからのことになりますけれども、よろ

しくお願いいたします。 

  まず、新庄まつりの進行に関することについ

てなんですけれども、新庄まつりの委員会負担

金の金額が決算額とちょっと違っていたので、

これはどっちのほうがいいのかなと思ったんで

すけれども、決算のほうで言いますと50万円高

くなっていると思うんですけれども、こっちの

成果のほうでは1,214万円ですか、なっている

んですけれども、まず、そこの数字がちょっと

違っていたので、そこら辺をよろしくお願いし

ます。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 負担金そのものはこの

数値、これでよろしいはずでございます。こち

らの1,200、決算のほうですね、64万というこ

とですよね。成果表の1,214万円、これに50万

円は別な形で恐らく記載してしまったというこ

とだと思います。委員会に対しての50万円の経

費をですね。ちょっとこれは不親切な数字だっ

たというふうに思っています。これは1,264万

円というふうにすべきであったろうというふう
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に思っています。申しわけございません。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） だったとなれば、数字

がちょっとわからなかったので、書いていただ

ければもっとわかりやすかったなと思うんです

けれども、一生懸命運営をされている方々が多

いのか、少ないのかは非常に難しいですし、24

年度はまたふやしたということなので、この金

額が果たしていいのかどうかなのかなと思いま

すけれども、ことし52万人ということもありま

すし、今後その成果を踏まえて、この金額をそ

のままやっていくのか、それとももう少し頑張

ってやるという、もう少し観光の面でも広めて

いくというのは、そこら辺をどういうふうに考

えていくのかをお聞かせください。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 一般質問のときもさま

ざまお話がございましたけれども、今、これだ

け新庄まつりが人を巻き込んで拡大してきてい

ると、交流人口拡大のための最先頭に立ってい

るということからすれば、この事業はさまざま

な意味で改善をしていって、例えば夜型化の問

題、あるいは観覧席の拡大の問題、いろいろな

形でそれを論議した上で方向性を大きくまとめ

ていく、これが今現在進めております新庄まつ

り百年の大計の論議だろうというふうに思って

おります。そういった形が固まりつつあるもの

をもって恐らくそれに伴う経費というものが見

えてくるのだろうと、そのあらわれが恐らくい

ずれになるかわかりませんけれども、こういっ

たまつり委員会の負担金であろうと、そんなふ

うに捉えております。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） ぜひその辺も頑張って

いただきたいなと思います。 

  主要施策の下のほうにまた移りますけれども、

伝統のまつりポスターコンクールなんですけれ

ども、来られている人数がわからなくて、せっ

かくいいもの、出展数も188点出られています

し、しかし来場した人数とか、見た人がどのぐ

らいいるのかというのは大体でいいので、どの

ぐらい入っているのかももし調べているんでし

たら教えていただいて、調べなかったなら、ど

うして調べなかったのか、その理由も一緒にお

聞かせください。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 これは会場がゆめりあ

でございますので、私もずっと見ていると、あ

の会場、まず100％とは言いませんけれども、

９割何分かの方々は必ず目をとめていらっしゃ

ると。中には写真を撮った方もおります。です

からこの会期を考えますと、２週間ということ

からすれば、ゆめりあ、あそこにおいでになっ

ている方々、あれが年間160万人ほどでありま

すから、それをある意味で、幾つですか、25分

の１ぐらいで割った数字、それがすなわち観覧

者だろうかなと。特にまつり期間中の24、25、

26日はかなりの数字になるだろうなと、こんな

ふうに捉えております。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） こういうことは２回も

３回もやるわけですから、ぜひともこういうも

のをやっぱりもう少し力を入れてもいいのかな

と私は思っておりますので、もう少し人数とか

も書いたほうが関心が持てるというんですか、

数字があることによって評価がしやすいのかな

と私は思いますので、そこら辺も一緒に調べて

いただければもっと丁寧だったのかなと思いま

す。 

  主要施策の６番目、観光イベントに対する助

成金のことなんですけれども、新庄まつり実行
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委員会の補助金が80万円ございますけれども、

市のほうでも雪まつり、新庄まつりのまちづく

り総合計画にもありますとおり、皆さん持って

こないんであれですけれども、私のほうから言

わせていただきますけれども、こっちのまちづ

くり総合計画のところでは行政でもイベント運

営の支援というものは書いていますし、これか

らは新庄市としても雪を活用した、雪のイベン

トはもう少し力を入れるべきではないのかなと

思いますけれども、そう考えますとカド焼きま

つり、４月29日から５月５日の春まつり全体で

２万8,400人、でも雪まつりは２日間で７万人。

その金額で言いますと補助金の額がどうなのか

なと私は思うんですけれども、そこら辺は商工

課のほうではどういうふうに考えているんでし

ょうか、お願いします。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 ２つを比較するわけに

はいかないと思いますけれども、カド焼きは以

前、市のほうでも補助金を出しておりましたけ

れども、独自の観光協会のほうで収支をとって

からしばらくになります。うまくいっていると、

実際これだけの方々が集まるということでしょ

うから単純な人数比較ではないと思いますけれ

ども、雪まつりのほうも佐藤委員、重々御承知

と思いますけれども、総予算が590万円ぐらい

ですか、そのうちの半数が広告料だということ

で、ただ、市の持つ80万円の意味合いというの

は大変大きいだろうと。この後のさまざまな宣

伝効果等も考えますと、皆様方が独自に、さま

ざまな市の方々が財源をお集めになって、市民

の協力のもとに行っているということで、十分

とは申し上げませんけれども、ほどほどの好ま

しい数字ではないかなというふうに捉えており

ます。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） なぜこのことを言いま

すかというと、どうしても運営するほうが、正

直どこのイベントをするにしても大変なんでし

ょうけれども、特に雪に関しますと降ったり降

らなかったりがありますし、23年度は皆さん御

存じのとおり大雪でございます。そのときも市

のほうでは道路の除雪もしていただきましたし、

大変協力していただいたんですけれども、やは

りなかなか厳しいのかなと思っております。で

すから、ここで言うのもおかしいんでしょうけ

れども、その額が果たして80万円でいいのかを

もう少し考えていただきたいなということを申

し上げさせていただきます。どうしてもイベン

トを開催するにはいろいろなこともありますし、

もともと、昔はもっとあったはずです、たしか。

それがだんだん減額されて今の80万円になった

と聞いておりますので、市のまちづくり総合計

画のほうにも雪のまち、そのスタイルを確立す

ると申しましたので、そこら辺はもう少し考慮

していただければなと思います。 

  最後になりますけれども、ちょっとまた順番

が違いますけれども、上のほうが88ページの⑵、

広告について、ポスター・チラシ・看板などの

広告費なんですけれども、いろいろな地域、県

内を初め宮城県、秋田県、福島県、関東一円、

ここら辺の強化をもう少ししたほうがいいかな

と思いますけれども、その金額としてはこれが

適正だったのか、そこら辺の評価がなかなかこ

れだけでは成果が見えてこないんですけれども、

もう一度どういうふうに捉えているのか教えて

いただければと思います。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 これも常々市長が申し

上げていることでありますけれども、新庄まつ

りそのものは決して知られてはいないと。これ

から拡大を目指すに当たってはとにかく知って

いただく必要があるだろうと。そのためには、
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ある程度ターゲットを絞ってやっていく、それ

が近県つまり宮城、秋田であり、それから首都

圏であるだろうと。 

  それからもう一つは、新庄まつりの例えばア

ンケート調査などを見てみましても、おいでに

なる方々の中心が50代以降の方々だろうと。で

すから紙の媒体、それからテレビの媒体、これ

はまだまだ大きなものがあると。逆に手薄な部

分では、若い方々にもアピールする必要がある

だろうということで今回まつり塾などもスター

トしたわけでありますけれども、ですから今、

フェイスブック等々、新しい媒体とあわせてこ

ういった紙媒体、それからテレビの媒体、これ

を組み合わせてやっていきたいと思っておりま

すが、ただ、これで十分だということではござ

いませんので、例えば今回の補正にも上げさせ

ていただきましたけれども、さまざまな常に見

直しをかけて、効果的な執行に努めていきたい

というふうに考えております。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） どうしても主要施策を

見ますといいことしか書かれていないので、あ

えて厳しいというか、わざと嫌みなことを言わ

せてもらいましたけれども、正直、成果はいい

ものがあれば悪いものもございますし、悪いも

のを載っけても私はいいのかなと。失敗したら

失敗した、ゼロは幾ら掛けてもゼロですけれど

も、１を始めていますから、スタートして初め

て、失敗したことが次に生かされると思います

ので、そこら辺も主要施策にはぜひ書いていた

だいて、言いにくいかもしれないですけれども、

それを審査するのが私たちだと思いますので、

ぜひそれもよろしくお願いいたします。厳しい

ことでしょうけれども、踏まえてなんですけれ

ども。 

  最後に、もう１問だけ質問させていただきま

す。主要施策の114ページになりますけれども、

文化財保護のことについてお伺いします。 

  これからエコロジーガーデンも文化財になる

ということなので、そこら辺の取り組みのほう

なんですけれども、一番最後の行、文化財の地

域の宝として次世代に引き継ぐ機運を醸成した

と書かれていますけれども、「機運を醸成し

た」というのはどういう意味でそういう成果を

書かれたのかお伺いいたします。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 文化財、醸成したという

ふうな形容の根拠はということでございますが、

端的にわかりますのは、先日の一般質問にもあ

りましたけれども、エコロジーガーデンを活用

した若者の活動です。それから大分前から始め

ております文化財を活用した事業としましては、

旧矢作家を活用しました民話語り、それから国

の指定文化財となっております新庄まつりの山

車の前での語りとかそういうものを通じて皆様

方の意識を高めたというふうに解釈しておりま

す。よろしくお願いします。 

４ 番（佐藤卓也委員） 委員長、佐藤卓也。 

森 儀一委員長 佐藤卓也委員。 

４ 番（佐藤卓也委員） 私も一般質問で地域資

源のことはずっと語っておりますので、こうい

うことはぜひとももっと力を入れて取り組むべ

きでしょうし、これから皆さんに広げていって

いただきたいと思います。ぜひよろしくお願い

します。以上です。 

森 儀一委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） では、私から。 

  予定では、決算書の97ページ、２款総務費１

項１目職員研修事業費、99ページの１項６目財

産管理事業費、そして101ページ、７目看護師

養成機関研究調査委託料、101ページから102ペ

ージの７目地域づくり支援事業費、まず総務費
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のその辺を確認させていただきたいと思います。 

  最初、成果表でも５ページにありますけれど

も、職員研修事業費163万1,227円というのは、

20年度とか21年度から比べれば格段に職員研修

事業費の額は上がっております。当時の課長の

方からは金額の多寡ではないというふうなこと

も言われましたが、やっぱり金額の多寡だと思

います。163万円という決算額ですけれども、

成果というか、成果表にはいろいろ書いてある

んですが、行政課題研修等、行政の課題という

のはどういうところの課題の研修をしたか。あ

と人事交流、派遣研修と書いてありますけれど

も、どういうふうなところに行かれて、どのよ

うな研修をしてきたのか。成果についてどうだ

ったのか、その辺聞かせていただけますか。 

野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 行政課題研修について、どう

いう研修をされたかという御質問でございます

が、行政課題研修につきましては、職員を対象

にしてＯＪＴの研修を行っております。職場内

研修というのが大切なわけですが、若手職員が

どんどんふえていく中で、若手職員の仕事のや

り方、または職場での仕事の進め方、気持ちの

持ち方、そういったものについて指導するとい

うふうな形で、そのために指導に当たる職員に

ついての研修なども行っているということでご

ざいまして、効果ということになりますと、か

なり職場内での大幅な若手職員の採用にもかか

わらず今のところ相当スムーズな行政運営が、

事務執行が行われているのではないかというふ

うに考えておりますが、それも１つの効果では

ないかというふうに考えてございます。 

  それから、派遣研修についてのお尋ねでござ

います。派遣研修につきましては、株式会社電

通さんのほうに昨年度、ソーシャルコミュニケ

ーション戦略プロデューサー塾というものに１

人派遣してございます。通年、電通さんの持っ

ているコミュニケーションスキルといったもの

を勉強させていただきまして、その勉強の成果

を新庄市のほうに戻ってきた際に活用していた

だくというふうなことで、今現在、去年行った

者が１人商工観光課のほうに張りついておりま

すが、そういった意味では非常に有効なコマー

シャルのプロデュースといったものをされてお

るんだろうというふうに思っております。以上

です。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） 課長のお話によると非

常に効果も上がっているということで、非常に

よろしいことだと思っております。願わくは、

もう少し予算のほうをふやしていただいて、よ

り職員のスキルというか、そういうものを上げ

ていただければなと。 

  何でこのように言うのかというと、むしろ減

らすべきじゃないかとかという立場じゃないか

と思うかもしれませんが、新庄市政がうまくこ

れから荒波の中を乗り切っていくためにはやっ

ぱり職員の皆さんのスキルがどうしても必要だ

と思うんですね。あと、既成概念にとらわれな

い感性というか、そういうものがどんどん要求

されてくると思うんです。そういう意味でまた、

来年度のことを言ってしようがありませんけれ

ども、予算を遠慮せず勇気を持ってふやして、

どんどんスキルを上げていただければなと思い

ます。 

  それで、決算書の中の、今課長の話にもあり

ましたＯＪＴの実施委託料で17万5,000円、ど

こに委託したんでしょうか。小さい話ですけれ

ども、ちょっと確認だけさせてください。 

野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 ＯＪＴの委託先でございます

が、ＯＪＴに関してかなり実績を踏んだ講習を

行っているということで、一般社団法人日本経
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営協会というところに委託しておりまして、Ｏ

ＪＴに関する講師をしていただいております。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） はい、わかりました。

では、より一層職員研修のほうは頑張っていた

だければと思います。 

  続きまして、99ページ、６目の財産管理事業

費の中のネットワーク構築機器借り上げ料619

万5,420円とありますが、これは前に説明を受

けたのかもしれませんが、もう一度。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

森 儀一委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 ネットワーク構築機器借り上

げ料ということで、名前がかた苦しいんですけ

れども、これについては庁舎内の電話回線とパ

ソコンの回線、それから電話交換機、それから

本庁舎から近隣施設、市民プラザとか図書館、

歴史センターへの光ファイバーケーブルの借り

上げ料でございます。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。もう少

し詳しい説明というか、前もってしておいてい

ただければと思います。 

  次に７目、看護師養成機関研究調査委託料、

294万円の額が書かれていますが、私も一般質

問の中で看護師の養成機関をつくってはどうか

ということを質問した記憶があります。どのよ

うな調査結果というのも、前に配付していただ

いた資料で拝見させていただきました。今現在

というか、23年度現在で結構ですから、どのよ

うな方向で行っているのかどうかを聞かせてく

ださい。 

荒川正一総合政策課長 委員長、荒川正一。 

森 儀一委員長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 看護師養成機関の設置と

いうことで御質問ありました。 

  今現在というような形への流れがありました

ので、今現在ということでお話しさせてもらい

ますと、庁舎内の関係のほうで再三協議を重ね

ております。関係している例えば県のほうとか、

あるいはそれぞれの先進地域の中の情報収集を

含めながらやっておりますけれども、報告書の

中で御承知のとおり数点の課題が指摘されてお

りました。例えば学生の確保のことはもちろん

ですけれども、教員の確保、あと実習受け入れ

先の確保、あとは卒業の場合の雇用先というよ

うなことで、建設の初期部分、あるいはその後

のランニングコストというようなことも含めま

して考えてはいるんですけれども、その必要性

の度合い、あるいは運営の内容ということをや

はり詳細にやっていかないとこれはうまくない。

せっかく300万円近くかけた委託料ということ

もありますので、せっかくの地元に設置できる

かどうかということでのチャンスということに

もつながると思いますので、ねっつぐ吟味をし

ている最中でございますが、もう少ししたら整

理していきたいなというふうに思っているとこ

ろでございます。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） そういう流れであると

いうところですね。報告書の中を見ると、やっ

ぱり学生の進路としてはなかなかうまくつなが

っていかないような報告があって、それよりも

むしろ、もう就業なさっている卒業した年代と

いうか、今、社会人の方の要求というのが多か

ったようにアンケートでは思いました。 

  あと、ある医療機関にちょっといろいろ聞い

てみますと、講師、先生ですか、そういうこと

についても、もし養成機関をつくるおつもりで

あれば幾らでも提供できるという話もあります

し、あと実習先というところも任せておいてく

ださいみたいな声もありますので、いろいろな

方面から情報を得ていただいて、もちろんお金
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のかかることでありますから新庄市単独という

わけにもいかないし、できれば最上広域、県と

いうところと絡みながらやって実現していただ

ければ、可能性があればですよ、ぜひ実現して

いただければと思います。 

  次に、101ページから102ページ、７目の地域

づくり支援事業費、これの中身と、あと103ペ

ージに1,053万3,000円という謝金が載っている

んですけれども、1,053万円というとかなりの

金額なので、謝金ってどういう謝金なのか、そ

の辺ちょっと聞きたいと思います。 

荒川正一総合政策課長 委員長、荒川正一。 

森 儀一委員長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 103ページ、一番先頭の

行の1,053万3,000円ということでございますが、

区長に対します謝金というようなことになりま

す。昨年度までは行政事務連絡事業調整事業費

ということで委託料の中に入っておりました。

本来、市からの謝金というふうな性質がありま

すので、区長協議会を通す委託料ではうまくな

いのではないかというようなことがございまし

て、お願いしております区長に市からしかるべ

き形、市から直接謝金としてお支払いするとい

うことが正式ではないかというようなことで、

この辺を組み替えした形になっておりますので、

昨年度は入ってきておりませんが、今年度は新

たに謝金という形で計上させてもらった部分で

の決算ということになります。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。 

  では、次に119ページ、３款民生費の１項４

目事業運営円滑化事業費と、143ページ、６款

農林水産業費１項３目食育地産地消販路拡大推

進事業委託料、それと147ページの１項５目寒

河江ダム管理協議会負担金５万1,000円、これ

について最初から質問していきたいと思います。 

  119ページの障害者自立支援給付事業費の中

の事業運営円滑化事業費1,873万9,750円、これ

は一体どんなことに使われているのか、御説明

いただきたいと思います。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 事業円滑化に関する費用

でございますけれども、主要施策の中では37ペ

ージと41ページに関連施策ということで載って

おります。１つ旧法施設支援という形、それか

ら37ページでは⑫に旧法施設支援という形の表

現がございます。それから41ページには事務処

理安定化支援事業ということで、障害者自立支

援法に伴う事務処理費用を助成するというふう

にございますが、37ページに記載してございま

すように障害者自立支援法が23年４月に改正さ

れまして、それを新しい法律に移行する必要が

あったという中で、旧法に対する施設の援助金

とそれから新法に関する施設に対する単価が若

干異なっていたと。激変しますと当然施設の運

営が非常に厳しいということもごさいまして、

22年度・23年度の中でこういうふうな支援を行

いながら新しい障害者自立支援法の適用を行っ

ていくということでございまして、この部分に

ついては平成23年度で終了で24年度からは全部

新法の形の中の適用ということになりますので、

よろしくお願いします。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） 過渡期の中の調整とい

うことでわかりました。 

  では続いて、食育地産地消販路拡大推進事業

委託料、どこに委託して、具体的にはどういう

中身なんでしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 この事業は、緊急雇用委託事

業を活用しまして、産直まゆの郷運営協議会の

ほうに委託してございます。 
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  中身としましては３点ほどございまして、１

つは食育の推進ということで、学校を中心とし

て農や食の教育コーディネート、２つ目として

地産地消、学校給食の食材を中心としてバイオ

マス堆肥の有効活用をコーディネートすると、

それから３点目が販路拡大ということで、宅配

を中心とした首都圏への販路拡大、そのモデル

を確立するための事業のコーディネートという

ことで、３本柱でまゆの郷運営協議会のほうに

昨年委託されたものでございます。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりましたけれども、

その成果というのはどういうふうなものだった

のでしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 これまで生ごみの堆肥化とい

うことで550世帯から生ごみを回収しまして、

それでバイオマス堆肥をつくっておりました。

その出口の部分で、これまでは生ごみを提供し

ていただいた方に差し上げるというふうな形で

展開してきましたが、それでは出口の部分がつ

ながらないのではないかということで、現在、

学校給食のほうに、まゆの郷の会員の方がこの

堆肥を活用して生産された野菜等、これを学校

に結びつけていくというふうな出口の部分の事

業を今年度やっておりますので、そちらのほう

の地産地消という意味では非常に効果があった

のではないかなというふうに思ってございます。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。 

  次に、寒河江ダムの管理協議会負担金、神室

ダムであれば非常に納得いくんですが、寒河江

ダムというと地理的にかなり距離があるんです

けれども、どういう意味で。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 昭和49年９月の新庄農業水利

事業の事業実施推進事業に関する議決というこ

とで、現在、最上川から国営水利事業でポンプ

アップして新庄市の水田を潤しているわけでご

ざいますが、そこの取水する部分の裏負担とい

うことで、寒河江ダムのほうにその貯水量をあ

る程度確保しなければならないというふうなこ

とで、現在その運用をするための負担金という

ことでございます。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） わかりました。私の勉

強不足のようなところもあったので、大変済み

ませんでした。 

  あと、もう２つだけ、時間があればもう１つ

というところです。 

  187ページ、10款教育費４項９目日本雪氷学

会負担金、あとその下に克雪技術研究協議会の

お金がありますが、これは教育費なのかどうか、

それとも総務費のほうに、もし克雪ということ

もしっかり考えていくのであればそちらではな

いかという確認でございます。いかがでしょう

か。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 克雪技術研究協議会の会

費ということでの御質問ですけれども、現在、

克雪ということでなくて雪の里情報館、向こう

のほうでこれまで雪調という部分で施設を管理

しているというふうなつながりもあります。そ

この部分で、技術研究会の部分については、高

壇の雪氷研究所、向こうのほうとこちらの雪の

里情報館で対になりますというか、雪害をこう

むっている自治体、団体がまとまって克雪の技

術を研究する会というふうに設けております。

雪氷研究所当時、ここにありましたので、ここ

にしかなかったものですから、それで施設を管



 - 207 -

理する私ども教育委員会のほうで担当している

ということで御理解をいただきたいと思います。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） 克雪の対策を一生懸命

やっていただければ別に問題はないと思うんで

すけれども。 

  では、189ページ、教育費の４項12目、市民

スキー場管理運営事業費について確認したいん

ですけれども、去年の利用者数は成果表に書い

てありましたね。書いてないか。書いてないで

すね。前年と比べてどれくらいだったのか、ま

ずはお願いします。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 平成22年度が１万

1,545人、平成23年度が１万2,212人ということ

で、665人の増加となっております。 

１３番（小関 淳委員） 委員長、小関 淳。 

森 儀一委員長 小関 淳委員。 

１３番（小関 淳委員） このことについてはず

っと何度も何度も質問やら提案やら申し上げて

いるんですが、１万2,212人ということですが、

どういう調べ方をしているんだというと、チケ

ットの売れ方とか目視だという、目で何人だと

やっているということでした。 

  本当に指定管理者も含めて、あと市民の愛好

者も含めて非常に市民スキー場、一生懸命かか

わっていらっしゃる方、いっぱいいらっしゃる

と思います。一生懸命努力なさっていることは

十分わかるんですけれども、毎年１カ月強の運

営というか、数十日で3,000万円も予算がかか

ってしまう。非常に厳しいんじゃないかな。お

気持ちは十分わかるんですけれども、今後ずっ

と続けていくには大変厳しい状況があるんじゃ

ないかなと私は思うわけです。何度も言います

が、隣の町にも、あと最上町にも非常にすばら

しいスキー場があるわけで、そちらの経営も大

変だ、大変だということは聞いているわけで、

どこかでそういうところを調整しないと新庄

市・最上全体の魅力が弱くなってしまうんじゃ

ないかなと思うんですよね。決算とは関係ない

だろうと言われるかもしれませんが、私はその

ような思いがあるので、全国の公営スキー場が

どんどん閉鎖されています。そういう現状をど

う考えていらっしゃるのか。この予算のかかり

方を見てどう思われるのか聞きたいと思います。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 回答の順序が逆にな

るんですけれども、まず、市民スキー場の設置

したときのことなんですけれども、ファミリー

ゲレンデということで、コースがＡコース、Ｂ

コース、Ｃコースがありますけれども、大変斜

度が緩いコースになっています。それで子供向

け、初心者向け、親子向け、また中・上級者に

対しましては基本的な練習をするということで、

近隣の市町村とまた差別化、競合しないように

つくった施設でございます。 

  全国的にスキー人口は減っていますけれども、

今年度23年度のスキー場運営を見ますと、２年

続けて大雪ということで、例年、年末年始のオ

ープンというのは難しいんですけれども、２年

続けて年末年始にオープンできまして大変順調

だったんですけれども、その後、雪が降り過ぎ

ましてなかなか利用者もふえなかったというこ

とでございます。 

  ただし、１万2,000人と先ほど申しましたけ

れども、それの内訳なんですけれども、ちびっ

こ広場が平成22年度は2,001人だったんですけ

れども、平成23年度3,893人、大幅にふえてい

ます。その要因といたしまして、子供たちが遊

べるように雪像をつくったり滑り台をつくった

りして大変努力した結果だと思っています。全

体的にスキー人口が減っている中で利用者がふ

えたということは、大変私は結構なことだと思
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っているところでございます。 

森 儀一委員長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時０４分 休憩 

     午後２時１４分 開議 

 

森 儀一委員長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） ５点ほどお願いしたい

と思います。 

  第１点目は、成果表の４ページの総務費の中

の定員管理について、次に145ページの６款１

項４目のタラノメ栽培実証委託料、あと170ペ

ージの10款１項２目の通学手段確保対策事業費、

次に188ページの10款４項13目の旧山屋小学校

施設活用事業費、これとあわせまして、関連し

ますけれども、成果表123ページの山屋セミナ

ーハウスについてお聞きしたいと思います。 

  第１に、成果表の総務費の定員管理費なんで

すけれども、これによりますと、計画よりも職

員数が298人と減っているわけなんですけれど

も、その結果、総人件費を抑制したと成果表に

出ていたんですけれども、人口1,000人当たり

の職員数は類似している市と比べた場合どうな

のか、まずこれから聞きたいと思います。 

野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 人口規模、それと産業構造が

ほぼ一緒であるというところの職員数の統計が

ございます。新庄市の場合５万人以下、それに

加えて２次産業、３次産業で95％以下、３次産

業の従業員が50％以上というふうな部類で、団

体が150ほどだったと思います、団体がござい

ます。その中で職員の１人当たり人口が一番少

ないほうから17番目であったというふうに記憶

しております。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） やはり職員の数という

のは、市の財政の逼迫した結果このような結果

になっているんですけれども、しかしながら、

各玄関に行きますと誰が正職員なのか、日々雇

用か嘱託かと、その区別が大変楽でないわけで

すね。これを見ると４月１日付で298人の正職

員がいると書かれているんですけれども、日々

雇用なり、あと嘱託の職員、市全体でどのくら

いの数がいるのか、お聞きしたいと思います。 

野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 これは４月１日現在の数字に

なりますが、職員が298人、それと嘱託職員が

90人、日々雇用職員が66人、こういう構成でご

ざいまして、正職と合わせまして総職員数が４

月１日現在で454というぐあいになってござい

ます。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） やはり正職の数が定員

管理計画よりも減っているわけなんですけれど

も、その分、日々雇用なり嘱託の方々で仕事を

カバーしているというのが実態だと思います。

そうなった場合、おのずとやはりこの成果に書

かれているんですけれども、総人件費は抑制さ

れるのは当たり前であって、これがどのように

捉えるかわかりませんけれども、やはり地元の

雇用体制ですか、雇用賃金ですか、そういう底

上げするためにもある程度のベースアップとい

うか、日々雇用とか嘱託職員のを私はするべき

と思うんですけれども、それは執行部の皆さん、

市長初め考えるべきだと思うんですけれども、

その辺上げてもらえば、新庄地区の雇用の対策

の賃金というものが底上げになると思うんです

けれども、どうお考えになるんでしょうか。 
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野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 非正規職員の給与について見

直しをというふうな御提案でございます。確か

に我々といたしましても、嘱託職員もしくは

日々雇用職員の賃金または報酬につきまして、

その都度都度、必要な見直しを行ってきている

というふうに思っております。そういった意味

では、例えば保育士、そういった資格のある方

についてはこのたび14万8,000円ということで

少し大きな見直しをさせていただいた経過もご

ざいます。それについてもその都度、資格を持

って責任を持って仕事をされる方につきまして

は、その職務、責任に応じてやはり必要な報酬

を差し上げるべきだというふうなことで見直し

を行っております。 

  ただ、事務職員で例えば30時間以上の職員で

すと、今のところ13万1,500円の月額報酬にな

ります。これは嘱託職員になりますが、これを

例にとりますと、例えばこれを職員並みの週当

たり38.75時間の勤務時間に直しますと、ほぼ

高卒初任給を超えるほどの金額になります。そ

うしますと、その辺のバランスということも当

然我々としては考えなくてはいけない。そのバ

ランスの中で、今後必要となれば当然見直しを

することも出てきますし、今後の社会情勢の変

化等も踏まえながら必要な見直しは行ってまい

りたいというふうに思っております。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） ありがとうございまし

た。 

  次に、２番目の145ページの先ほど言ってお

りますタラノメの栽培実証試験業務委託料16万

何がしなんですけれども、この事業は恐らく四、

五年になると思うんです。中部牧場に恐らく圃

場があると思うんですけれども、四、五年たっ

てまだこのような実証圃という事業をやってい

るんですけれども、タラノメというのは新庄・

最上の一つの期待される作物であるんですけれ

ども、この間どのような成果を上げられてきた

のか、その辺、農林課長、お願いします。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 タラノメ栽培実証試験業務委

託料16万5,000円の件についての回答でござい

ますが、委員御指摘のとおり旧最上中部牧場、

ここの遊休の土地を活用しまして新庄・最上タ

ラノメ振興ということで、その傾斜地を利用し

た栽培試験を行うというようなことで、平成20

年から７年間の契約で、契約は毎年してござい

ますけれども、７年間の期間を絞って促成物と

天然物の比較をしながら栽培実証をしていくと

いうふうなことでございます。 

  委託料16万5,000円に対しまして、売り上げ

たタラノメにつきましては市の雑入ということ

で、歳入のページで言いますと87ページ、ここ

にタラノメ栽培実証売上金21万円ということで、

これは市の雑入という形で歳入に入れてござい

ます。 

  その成果はどうあったかということでござい

ますが、これは組合のほうに委託してございま

して、現在、転作田におけるタラノメというの

は、病気が発生しまして非常に苦戦を強いられ

ているというふうなことでございます。一方、

傾斜地を利用してございますので、こちらのほ

うはそういう病気の発生が少ないのかなという

ふうなことで聞いてございます。 

  あと７年でございますので、26年度までとい

うことの約束事でございますので、その先のこ

とについてはいろいろ組合とも協議しながら考

えていきたいというふうに思います。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） やはり旧中部牧場跡地

利用という観点から考えて、いいと私は思うん



 - 210 -

ですけれども、しかしながら７年前から実証圃

という、試験適用を目指してやるとなれば、新

庄管内においてもタラノメを栽培している農家

が数多くいるんですけれども、それらの、今課

長言われたとおり、転作田においては病気等が

つくけれども傾斜地なら大丈夫じゃないかとい

う、そういう実証データがあるとすれば、やは

り新庄市内でタラノメを栽培するとすれば、平

地の転作でなくて山間地の傾斜地ですればとい

う、そういう試験データを皆さんに公表すると

いうか、そういう意思はありますか。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 データとしては丸４年のデー

タがありますので、苦戦を強いられている転作

田は、病気の発生ということでなかなか厳しい

状況で、場所の移転とか少し水はけのいいとこ

ろとか、いろいろそこら辺の判断を迫られてい

ますので、また以前、草地として造成したよう

な遊休地もございますから、その辺の活用とあ

わせまして今後ともタラノメを新庄の振興作物

として推進していくためのデータとりというこ

とで、あと３年させていただきながら、傾斜地

での栽培普及ということが非常に適しているん

であれば、その辺はさらにバックデータをそろ

えて推進してまいりたいと思います。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） きょうは農業委員会の

会長も出席しておりますけれども、現在、遊休

農地なり耕作放棄地ということで大変問題にな

っているわけなんですね。やはりあのような旧

中部牧場も有効に使ってこれから、これは農家

の方に、そして自分の経営のためにやってほし

いなと思っておるわけでございます。 

  これからも要望があれば、役所としてお互い

農家のためにしていただきたいなと思って質問

したわけでございます。 

  次に、170ページの10款１項２目、通学手段

確保対策事業費なんですけれども、実はこれに

関して平成21年の秋に監査委員から指摘された

事項があると思うんですけれども、それらにつ

いてどのように原課として対応なされるかお聞

きしたいと思います。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 委員長、柿崎

憲一。 

森 儀一委員長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲

一君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 通学手段確保

対策事業についてでございますけれども、委員

御指摘のように平成21年度の市の監査におきま

して、スクールバスの運行にかかわりまして、

この運行について通学手段確保対策協議会に委

託するというふうな形で行っておりました。

171ページの決算のところがございますけれど

も、この事業費の中で通学バス運行業務委託料

604万8,625円、これについてはこの協議会への

委託料ということでスクールバスを運行してお

ります。 

  21年度の監査の指摘では、協議会への委託で

はなく直営でやるべきというふうな指摘がござ

いまして、今年度、24年度から市直営で日々雇

用職員賃金という予算の形で執行するように改

善しております。 

  また、あわせて、協議会の中ではスクールバ

スの更新のための基金といいますか、それを積

み立てしておりまして、かなりの額になるとい

うふうなことで、その活用についてもあわせて

当時、21年度に指摘をいただいております。そ

んなことで、22年度に協議会の中でさまざま検

討していただきまして、23年度、スクールバス

の新規分１台と更新分２台、この購入費用とし

て約570万円の基金を活用させていただいたと

いうふうなことになっております。そんなこと

で、24年度以降については市が直営でスクール

バスを運行する形になっております。以上でご
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ざいます。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） これ、実は父兄から、

ホームページからとったというので私見せても

らったんですけれども、その当時の監査委員が、

恐らく清水議員じゃなかったかな、名前はちょ

っとあれですけれども、父兄の方からホームペ

ージからとって見せてもらったんです。父兄い

わくは、余りにも内部留保しているお金があり

過ぎるんじゃないかと、そういう心配していた

ものですから、今回このような場でお聞きする

んですけれども、やはり監査指摘を受けまして、

23年度１年間は経過措置としてなったと思うん

ですけれども、24年度から実行していることは

大変いいことだなというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いしたいと思いま

す。 

  あと、188ページの10款４項13目の旧山屋小

学校施設活用事業費、これと大体関連しますの

で、成果表123ページの山屋セミナーハウスに

ついてお聞きします。 

  旧山屋小学校施設活用事業費の中に、施設管

理委託料107万幾らとありますけれども、どこ

に業務委託なされているのか、まずそれからお

聞きしたいと思います。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 施設管理業務委託料

の内訳ですけれども、機械警備委託料が24万円、

定期清掃業務委託料35万円、あと施設管理業務

委託料55万円となっております。施設管理業務

委託料は、シルバー人材センターのほうになっ

ております。以上でございます。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） じゃ施設管理業務委託

料というのは、山屋セミナーハウスが10月１日

から開いたわけなんですけれども、これは山屋

セミナーハウスに関する業務委託料と思ってい

いんですか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 山屋セミナーハウス

の業務委託料ですけれども、平日の夜間、あと

土日をシルバー人材センターにした委託料でご

ざいます。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） 山屋セミナーハウス、

東山のスポーツハウスの代替というと大変言葉

は悪いんですけれども、かわりに宿泊施設を兼

ねた施設なんですけれども、去年10月１日から

非常に多くの市民がここを利用しているわけな

んですけれども、先般の一般質問においても伊

藤議員が宿泊についていろいろ質問なされたん

ですけれども、4,277人のうち宿泊された人数

はどのぐらいいるんでしょうか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 4,277人、これは昨

年の10月からことしの３月までの利用者数でご

ざいますけれども、その中の宿泊数、宿泊され

た方は509人でございます。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） 実はここにも山屋セミ

ナーハウスの書かれているものがあるんですけ

れども、ここに宿泊者は１部屋に18人宿泊でき

ると説明あるんですけれども、これ本当にでき

ますか。これは恐らく旅館業というかそういう

関係の数字をここに当てはめたんじゃないんで

すか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 一応定員では18人掛
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ける、研修室が５つありますので90人となって

おりますけれども、旅館業の法律に照らして18

人となっておりますけれども、実際泊まってみ

ますと十四、五人ぐらいかなと。18人泊まれる

んですけれども、余裕を持って寝るには十四、

五人ぐらいではないかと思っております。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） 昨年度五百何人の方々

が宿泊なされたという実績があるわけなんです

けれども、やはり雑魚寝をすれば18人は１部屋

に泊まれると思います。このパンフレットを見

た場合、18人が泊まれるとなった場合、５つで

あれば90人近くの研修生というか、利用する客

が来るんですから、実際に最低限泊まれる客を

書き直したほうが私はいいと思うんですけれど

も、それはそれとして、これから時間もあると

思いますので、現場の方と打ち合わせてやって

ほしいなと思います。 

  あともう一つ、これも利用者からもらってあ

れしたんですけれども、ここに住所がないんで

す、これね。例えば礼状を書くとか、やっぱり

住所がなければいかがなものかと。もう少し親

切心を起こしてもらいまして、ここに新庄市金

沢何番地と、あそこ恐らく金沢と思うんですけ

れども、住所も併記していただければ利用者の

ために大変ありがたいなと思うんですけれども、

その点もよろしくお願いしたいと思います。 

  そして、先ほどの佐藤委員もそばまつりのこ

とをお話ししたんですけれども、あの会場が今

まで２回ともそばまつりの会場になっているん

ですけれども、今回の当初予算にも、あそこの

プールを結局壊して駐車場にするという話を

我々聞いたんですけれども、何するにも駐車場

が足りなくてどうしようもないんですけれども、

あのセミナーハウスの駐車場をいつになったら

確保できるのか。昨年度は本当に困っていると

いう話を聞いております。そばまつりにシャト

ルバスを利用しているんですけれども、体の不

自由な方とか、シャトルバスに乗りおりの楽で

ない方が駐車場を欲しいという声が多くありま

したけれども、このセミナーハウスに4,000何

がしの去年利用しているんですから、駐車場の

確保というのはいつごろになったら目途ができ

るんでしょうか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 今年度予算でプール

を解体しまして、あそこを更地にして駐車場と

いう予算がついておりますので、そばまつりま

でには間に合うようにやりたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） そばまつりを利用させ

てもらって言いますけれども、４月当初予算に

500万円ですか、恐らく工事費ついているわけ

ですよね。早急にしてもらって、使いやすいセ

ミナーハウスにしてもらいたいなというのがあ

そこの利用している方々の思いだと思います。 

  そして、先ほど施設の利用、どうなっている

んですかと聞きましたら、皆さんもあそこに行

くまでは、昨年度ですよ、本当に山屋地区の皆

さんが環境整備に力を入れまして、あの道路に

花がいっぱい植わってますよね。ただ、セミナ

ーハウスに入っていくと玄関の立木は枯れてい

る、新庄のアジサイを植えたのも剪定がなされ

ていない、山屋地区の住民がボランティアであ

そこのセミナーハウスの中に植栽した花までも

雑草に負けている。ましてセミナーハウスの利

用目的に書かれているんですけれども、屋外は

硬式ではないが野球とかそういうのができます

よと書かれているんですけれども、グラウンド

は草ぼうぼうで除草剤をまいている状態なんで

すね、ことしはわかりませんけれども。そうい

う施設管理というものをどのように考えている
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のかお聞きしたいと思います。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 山屋地区の方にはふ

だんから草刈りとか植栽等をボランティアでし

ていただきまして、本当に感謝しているところ

です。 

  グラウンドにつきましては、前、小学校の時

代ですと、あそこを子供たちが走り回りますと

なかなか草が生いにくいんですけれども、今小

学校時代と比べますと、どうしてもあそこを利

用する人が少ないものですから草が生えてきた

ところです。それで除草剤をまいて、ちょうど

脱色して茶色くなった状態ですか。それで今レ

ーキをかけて取っているところでございます。 

  本当にまだ１年足らずでまだまだ足りないと

ころがあると思いますので、山屋地区の方々の

協力をいただきながら、市民に愛される施設を

目指してまいりたいと思いますので、御理解い

ただきたいと思います。 

１０番（小野周一委員） 委員長、小野周一。 

森 儀一委員長 小野周一委員。 

１０番（小野周一委員） 山屋地区では本当に自

分たちの学校だということで愛しているわけな

んですよね。グラウンドなり遊具が使いたいと

なれば、優先的に使わせてください。 

  あと１分しかないのであれですけれども、あ

のセミナーハウスの中に新庄市名誉市民の近岡

画伯の絵があるわけですね。「山屋小学校の皆

様へ」という文面もあって、子供の絵が描いて

あるんですけれども、せっかく歴史センターに

近岡さんのあるんですから、あの絵というのを

どのように見られますか。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 近岡画伯記念室として、

歴史センターのほうで名誉市民室を構えており

ます。その中には画伯の絵、展示しているもの、

展示していないものも相当ありますけれども、

一連の展示の中で、歴史センターのほうで一括

展示する場合には活用するとか、あるいは連携

した展示の中で皆さんに周知していただくとい

うふうな方法もあろうかと思いますので、検討

させていただきたいと、そういうふうに思いま

すので、よろしくお願いします。（「ありがとう

ございました」の声あり） 

森 儀一委員長 ほかに質疑ございませんか。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

森 儀一委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） それでは、私のほうか

ら１点についてのみお尋ねいたします。 

  決算書の165ページ、雪総合対策費でありま

す。昨年がこの項目の中の合計が5,976万5,682

円、23年度の決算におきましては3,537万320円、

豪雪と騒がれた割りに雪対策費が一見2,400万

円ほど減っているというのを奇異に思う方もい

らっしゃいます。ただ、その右側にいきますと

流用した分で、それからあと去年は修繕費用で

約1,091万7,000円、これが23年度なかったとい

うことでこうだったとは思うんですけれども、

その辺は詳しく勉強させてもらいます。 

  この中の国営新庄農業水利施設操作点検業務

委託料についてのみお尋ねいたします。 

  昨年よりことしのほうが雪が多くて、かなり

あったわけですけれども、今現在、朝、市内通

水予測が大体５時半から７時半、それから12時

30分より14時30分、それから16時30分から18時

30分、１日６時間、毎秒0.6トン、これを市内

に流しているわけです。23年度につきましては、

１月19日から２月29日までことしは毎日通水し

たというふうに聞いております。年間54万立方、

この期間ですね、54万トンの水を流した。42日

間、作業を行ってきたにもかかわらず、国営新

庄農業水利の業務委託料が去年より少なかった

というのはどういうことなのかお尋ねいたしま

す。 
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星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 国営新庄農業水利施設の

操作点検業務委託料につきましては、新庄土地

改良区のほうに業務委託しているものでござい

ます。 

  その内容につきましては、清水揚水機場中央

管理場分水口との操作及び施設管理等というふ

うな形でありまして、この業務委託料の経費の

主な部分といいますか、それについては人件費、

電気料、あとはそれにかかわる諸経費と管理料、

そんな形で業務委託料が構成されております。 

  それで、今、委員の御質問で、23年１月に動

かした分と24年の１月で動かした分で、豪雪だ

ったのにどうして少なかったのかというふうな

御質問でございます。 

  23年の１月14日から２月28日までの46日間、

この間があったわけですけれども、その間の実

働稼働といいますか、川の水かさといいますか、

そういうふうな水量によりまして、水量が少な

かった場合に稼働させて水を入れると、水量が

通常であればそこには水を入れないという形で、

実稼働数というものがございます。この実稼働

数が、平成23年の場合については46日間のうち

32日間というふうに捉えております。平成24年

１月16日から２月29日までの45日間を通水期間

としていますけれども、その間のいわゆる実働

日数といいますと、それは30日というふうに捉

えております。 

  30日、32日とあるんですけれども、これにつ

きましては業務委託するときの予測といいます

か、その期間の大体７割程度は通水するんだろ

うというふうな形で日数を決めます。日数で決

めて実際やってもらうんですけれども、やっぱ

り多少、一日二日多かったり少なかったりしま

す。ただ、そういうふうな分については、いわ

ゆる契約金額に対しての小さな変更だというふ

うな形で、総額の中でおさめていだたくという

ふうな形で改良区とも協議してございます。で

すから、23年度決算においての実稼働数そのも

のについては30日の計算で行い、なおかつ終わ

った後で実際の経費の中で土地改良区とお話し

しまして、30日の額で精算したというような形

でこの差異が出ているものでございます。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

森 儀一委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 45日間のうち実運転日

を30日とするという、業務点検委託料算出根拠

の中で、恐らく課長もお持ちだと思いますけれ

ども、30日で計算したということで、こういう

結果ということでよろしいわけですか。わかり

ました。 

  遠隔操作等をやりまして、清水の揚水場まで

は直接、職員は行かないわけですけれども、そ

こをまず大蔵のある業者さんが清水まで行くと。

スノーポールとかさまざまな施設をやってくる

わけですけれども、一応当面はこの契約内容を

崩さないという考え方でよろしいでしょうか。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 契約そのものの内容はこ

のとおりだと思います。ただ、積算する額につ

きましては、やはり22年度、23年度、24年度と、

そういうふうな実績を踏まえながら土地改良区

と協議しながら決めたいと思います。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

森 儀一委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 先日、一般質問の中で

私どもの同僚議員であります石川議員からも話

がありまして、水利権の問題が出ております。 

  質問の中に毎秒0.6トンの取水をしていると

いうふうに話をされましたけれども、将来的に

は３トンまで上げたいという意向をお持ちだと

いうことは聞いております。それは市内の流雪

溝を整備することによって毎秒３トンの水が必

要だろうと。それでないとなかなか雪の問題、
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流雪溝の問題、要は市民生活の問題に安定感を

得られないと。 

  そこでですけれども、私の前職を皆さん御存

じだと思いますけれども、前職時代に土地改良

事業に市から相当な金を突っ込んだと。農業者

に対して優遇されているんじゃないかという批

判を私どもも受けておりました。ただ、その当

時は、初めて市内に、最上川の水を流雪溝に流

すときに「そうじゃないんですよ」と、最上川

の水は土地改良、いわゆる田んぼにだけ使うの

ではなくて、市民生活にも密接につながりがあ

るんですよというような説明を何回か市報等で

見たことがあるんですけれども、最近なかなか

そういうのが理解ないというか、市民の中にも

「最上川用水なんてみんな農家の人方が田んぼ

のために使うんだべ」。そういうことでなくて、

これからまた水利権、新たに３トン取得しなけ

ればいけないわけですから、その中で市民に対

しても啓蒙していく必要があると思うんですよ。

水は農家のためだけでないんだと。市民生活に

も絶対必要なんだと、あるいは防災にも必要な

んですということを訴えていかないといけない

と思いますので、今後、もう少し市報あるいは

さまざまな中で、最上川の水利、これが市民生

活に役立っているということをもっと広報して

いただきたいと思いますけれども、いかがでし

ょうか。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 今現在、新庄市で行われ

ています消流雪事業につきましては、やはり国

営の新庄農業水利施設の多目的利用ということ

で、農業関係団体と協議して、そして利用させ

てもらっているというところがございます。そ

んな面についても一定程度、この事業が始まっ

た時点では市民の皆様にもお知らせしているつ

もりでございます。毎年、決算議会が終わった

時点で、決算ということで市報等に公表されま

す。その際にいろいろな例えば雪対策に関する

コメント等を書く場所もあると思いますけれど

も、そんな機会を捉えながら、あるいは消流雪

事業が今後進展する際に、やはり市民の皆様に

も広報なり特集を組む、そういう機会もあろう

かと思います。ですから、そういう中を捉えな

がら、やはり農業水利施設を使ってとか、ある

いは最上川の水についてそういうような関連記

事を書きながら周知させていきたいと、こうい

うふうに考えております。 

６ 番（佐藤義一委員） 委員長、佐藤義一。 

森 儀一委員長 佐藤義一委員。 

６ 番（佐藤義一委員） 大変誤解を招くような

発言になるかもしれませんけれども、私は常々、

水はただだと思っているのは日本人だけだとい

うふうに思っています。というよりは、よく言

っています。ですから、例えば東南アジアにし

てもフランスにしても、フランスの生水は私ど

もは飲めません、中国の水も私どもは飲めませ

ん。行ったら何を飲むのかといったら、やっぱ

り蒸留水を飲むしかないんです。ですから農業

用水だってただでは使えないんだと、流雪溝の

水もただで使えないんだということを啓蒙して

いただいて、さらに取水権、水利権を取得する

ときには市民の皆さんが納得のいくような形で

やっていただきたいと思います。 

  以上、ありがとうございました。以上終わり

ます。 

森 儀一委員長 ただいまより10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時５５分 休憩 

     午後３時０５分 開議 

 

森 儀一委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

  質疑ございませんか。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 
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森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） 歳入歳出決算書の109

ページ、２款総務費２項備考欄の上から３行目

の市税還付金及び還付加算金1,589万4,331円の

内容についてお伺いしたいと思います。 

  それとあわせて、市税は１年分前納した場合、

割引制度というのはあるんでしょうか、あわせ

てお伺いいたします。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 初めに、ちょっと前後になり

ますが、市税を当初に完納した場合の割引制度

ですが、ございません。 

  次に、市税の還付金及び還付加算金ですけれ

ども、これは還付件数が273件ございます。個

人及び法人市民税が還付金の95.6％を占めると

いう内容になってございます。 

  この還付金の発生ですけれども、申告期限に

さかのぼりまして確定申告並びに更正請求等を

行った場合に、課税資料の修正や訂正により還

付金が発生するケースがございます。また、法

人市民税においては、中間申告により多目に納

税されている方が決算時に少なくなったケース

において還付金が発生するというようなことに

なってございます。以上です。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  次に、115ページ、２款総務費、備考欄の上

から４行目の指導員・調査員報酬203万2,716円

なんですけれども、これは昨年よりかなり減額

となっておりますけれども、何かその理由があ

るのかお伺いいたします。 

荒川正一総合政策課長 委員長、荒川正一。 

森 儀一委員長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 経済センサス調査費指導

員・調査員報酬ですけれども、昨年の場合は国

勢調査の報酬であったかと思います。ことしは

それがなくて、経済センサス調査費ということ

で23年度決算額に盛ってございますけれども、

これにつきましては国勢調査のほうとは違って

少なくはなっておりますけれども、203万2,716

円ということで、指導員のほうは16万3,290円

というふうなことで、調査員の報酬につきまし

ては残額の179万9,326円というふうな区分けに

なろうかと思います。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） わかりました。国勢調

査がなかったんですね。 

  次に、117ページの３款民生費、備考欄の上

から８行目ぐらいですか、シルバー人材センタ

ー助成事業費648万7,000円と、その下の７行目

下の運営費補助金638万7,000円、この638万

7,000円は成果表にも出ているんですけれども、

上のほうの648万7,000円というのは成果表に見

当たらなかったんですけれども、この内容につ

いて教えてください。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 シルバー人材センター助

成事業費648万7,000円ということですが、大変

申しわけありません。ちょっと行ずれといいま

すか、シルバー人材センター助成事業費の内訳

が、最初に全国シルバー人材センター事業協会

賛助会費５万円、それと続けまして県のシルバ

ーの賛助会費５万円、そして最後に、御指摘い

ただきました638万7,000円、これらを合わせた

額が648万7,000円という補助金になっておりま

すので、申しわけありません。よろしくお願い

いたします。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうも済みません、よ

く見てなかった。申しわけないです。 
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  次に、127ページの３款民生費で、備考欄の

４行目、ひとり親家庭等医療給付事業費2,397

万4,095円、これの内容について教えていただ

きたいと思います。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 ひとり親家庭医療給付事業で

ございますが、この事業につきましては、わけ

あって夫婦が別れて子供が１人いる、２人いる

といった場合の医療費の助成に係る支出でござ

います。これにつきましては、母親がいない場

合、または父親がいない場合、また両方の親が

いなくて祖父母に育てられているというケース

もございます。以上です。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） ありがとうございまし

た。 

  次に、129ページ、３款民生費、備考欄のず

っと下のほうの中国残留邦人等支援事業費225

万7,861円なんですけれども、これは昨年から

見ますとかなり増額となっておるんですけれど

も、その理由を教えてください。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 中国残留邦人等支援事業

費について御説明申し上げます。 

  中国から帰国されました残留邦人の方々に対

する支援事業ということで、かなり前から継続

しておるわけですが、現在は１世帯２名の方を

対象にこの事業を行っております。そして、給

付費ということで、それぞれ生活給付支援費か

ら医療支援給付費まで出ておりますが、基本的

には生活保護費に準じた取り扱いを行っている

ということで、２人分の生活費、医療扶助も含

めた形の生活費になっているということで御理

解いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） そうしますと、人口が

ふえたということで、中国人がふえたというこ

とではないんですか。違うか。済みません。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ふえたということではな

く、中国からお帰りになった方々の支援事業と。

日本人の方々でございます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） 済みません、ありがと

うございました。 

  次に、149ページ、６款農林水産業費、同じ

く備考欄のずっと下のほうに来まして、ナラ枯

れ被害緊急対策事業委託料62万2,000円、これ

は昨年から見るとかなり増額となっております

が、そしてまた、下から２行目の松くい虫、こ

れは逆に減額となっておりますけれども、その

関係を教えていただければ。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 ナラ枯れ被害の防止につきま

しては、平成23年春の予防１回、駆除１回、そ

れから秋にもう一度駆除を１回しまして３回行

ったところでございます。 

  場所につきましては、陣峰市民の森が特定ナ

ラ林に指定されておりますので、ここの健全な

ナラの木、ナラ枯れとなってしまった木に対し

まして剪定調査の結果に基づいて事業を行った

ということでございます。 

  歳入につきましては、山形県市町村総合交付

金ナラ枯れ等森林被害対策事業を活用して、市

の持ち出しはございません。 

  それから、森づくり推進事業の中にある松く

い虫防除業務委託料でございますが、これにつ

きましても陣峰市民の森の中における活動とい
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うことで、松くい虫防除を森林組合のほうに委

託しまして行った事業でございます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  次に、155ページの７款商工費の備考欄のち

ょうど中間ごろの企業誘致対策事業費204万

4,535円なんですけれども、これは昨年と比べ

るとかなり増額となっておりますけれども、そ

の辺のところを教えてください。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 大変ありがたく思って

いるところでございますけれども、具体的には

旅費の増、また東京セミナーの開催負担金とい

うことでございますけれども、旅費の増はとに

かく活動を積極的にやるためにも必須の経費で

ございまして、途中で補正をしていただいたも

のでございます。 

  それから、東京セミナーの開催負担金、これ

に関しましても企業間のさまざまな情報交換の

場、出会いの場をつくるということで昨年度初

めてやらせていただきまして、今年度はそれに

引き続きまして２回ほど続けておりますけれど

も、かなりの成果が出ているということでござ

います。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  次に、161ページの８款土木費、備考欄の上

から７行目の住宅リフォーム総合支援事業費補

助金1,471万7,000円とあるんですけれども、こ

れは昨年までの木造住宅耐震診断業務委託料と

同じ内容なんでしょうか。金額的にはかなり、

１桁ぐらいふえているわけですけれども、教え

ていただきたいと思います。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 この住宅リフォーム総合

支援事業補助金につきましては、耐震化とかバ

リアフリーとか、そういう項目についてリフォ

ーム、その点数ですけれども、それが10点以上

であれば全体のリフォーム費の１割、上限を20

万円にしまして助成しますというふうな制度で

ございます。 

  それで、23年度につきましては98件の申請が

ございまして、補助金については決算のとおり

1,471万7,000円で、この補助を活用した工事費

の総額でございますけれども、それにつきまし

ては合計２億1,894万2,000円の工事が行われて

いることで経済効果が大きく出ている事業でご

ざいます。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） そうしますと、昨年は

148万円という予算がありましたよね。別に今

回はその予算とは関係なく、予算は予算なんで

すけれども、大幅に予算をアップしたというこ

とでよろしいんでしょうか。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 22年決算の内容等の違い

ということですか。（「そうです」の声あり） 

  22年決算の140幾らというのは、恐らく耐震

調査、10万円の調査費があるんですけれども、

６万円と４万円だと思いましたけれども、それ

が23年度につきましては耐震調査がなかったと

いうことで、その項目はここには出てきており

ません。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  次に、171ページの10款教育費、備考欄の４
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分の１下なんですけれども、図書購入費898万

4,803円とありますけれども、昨年と比べると、

昨年は1,158万2,342円で、かなり昨年より予算

がカットされておりますけれども、その辺はど

うなんでしょうか。 

  あと、同じく183ページの10款教育費の備考

欄の上から２行目の図書購入費、これもかなり

昨年から比べますと予算をカットされています

けれども、その２点についてお伺いいたします。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 山口委員の御質問にお答

えします。 

  まず、171ページのほうの図書購入費ですが、

これは中学校の教科書が今年度から新しく変わ

りましたので、中学校の授業書、指導書の購入

の費用です。加えて、デジタル教科書の費用も

入っているんですが、前年度は小学校の教科書

の更新用の授業書を買いました。小学校のほう

が冊数、学校数も多いので、その分、金額が昨

年度のほうが多かったという関係になります。

171ページについては以上です。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 こちらの補助金の減額に

つきましては、国のほうの補助制度が、光をそ

そぐ事業で図書購入するというのが１年限りで

したので、その分で減額になっています。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） どうもありがとうござ

いました。 

  最後になりますけれども、191ページの11款

災害復旧費の同じく備考欄の３分の１下のほう

に市債利子とあるんですね。それで一時借入金

利子４万2,132円とあるんですけれども、これ

は前年度もありまして、条例を改正するかつく

って、特別会計のほうからお金を一時流用でき

ないかということで昨年も申し上げたんですけ

れども、その辺はどうなんでしょうか、お伺い

いたします。 

髙橋則雄財政課長 委員長、髙橋則雄。 

森 儀一委員長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 一時借入金利子支払い金でご

ざいますけれども、23年度が４万2,132円とい

うことでございますけれども、ある時期に資金

が不足するという形で、方法としては銀行から

借り入れるか、あるいは基金を活用するか、あ

るいは当座貸し越し制度を利用して資金を調達

するかということでございます。 

  昨年度におきましては、財政調整基金の繰り

かえ運用で対応したということで、４万2,000

円というふうな利息がついております。特別会

計からの借り入れということで。（「特別会計に

現金あるんでしょう。それを一時利用すること

できないんですか」の声あり） 

  市中金融機関に色分けされてお金があるわけ

じゃなくて、全部一緒にまざった状態で、そこ

に資金があるかないかということで資金を調達

するわけで、予算上は特別会計予算があるわけ

ですけれども、そこに資金があるかというと、

同時に資金がなくなるときはなくなるというこ

とになります。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） 特別会計のほうで現金

がありますよね。例えば水道とかなんかいろい

ろありますから、その中で一時、銀行から借り

れば利子を払わなくてはならないから、特別会

計のほうの現金を、条例を改正するかなんかし

て流用というか借りることができませんかとい

うことで昨年もお話ししたんですけれども、そ

の辺はどうなんですか。できないんですか。 

小山田 昭会計管理者兼会計課長 委員長、小山

田 昭。 

森 儀一委員長 会計管理者兼会計課長小山田 
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昭君。 

小山田 昭会計管理者兼会計課長 ここで認識を

ちょっと変えてもらいたいのが、予算上は特別

会計、水道会計、一般会計と分かれていますけ

れども、お支払いする現金というのは水道会計

とそれ以外しか分かれておりません。ですから

我々は、水道会計と、特別会計と一般会計を含

めた２つの通帳からお支払いをしているという

ことで、そして前回の利息をするときには、水

道から借りてくるとか１つの基金を取り崩すと

いうような金額でなく足りなかったものですか

ら、財政調整基金を解約して、そしてその資金

を一時借りて振替運用しまして、そして３月31

日になる前にその分を一般会計からまたお返し

したということで、その分の利息ということに

なるわけです。ですから、ほかにお金はないん

です。19番口座ということで、一本で全部一緒

になっていますので、その口座のお金がなくな

ったときには、やはりどこからか一時借りをす

るか基金を取り崩すか、それしか方法がないと

いうことなんです。 

１７番（山口吉靜委員） 委員長、山口吉靜。 

森 儀一委員長 山口吉靜委員。 

１７番（山口吉靜委員） 何かお金がないという

と信じられないんだけれども、特別会計のほう

に結構現金がばあんとありますよね。ああいう

のを一時的に流用できませんかということをお

話ししたんです。できなきゃできないでしよう

がないんだけれども、ただ、特別会計の現金が

あるから、それを一時、条例とかなんかをつく

って借りることはできないのかということで申

し上げたんです。できなきゃそれでしようがな

いですけれどもね。 

  終わります。どうもありがとうございました。 

 

 

散      会 

 

 

森 儀一委員長 以上をもちまして、本日の審査

を終了いたします。 

  次の決算特別委員会は９月18日火曜日午前10

時より再開いたしますので、御参集願います。 

  本日はこれで散会いたします。 

  どうも御苦労さまでございました。 

 

     午後３時２５分 散会 
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開      議 

 

 

森 儀一委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席委員は18名です。 

  これより９月14日に引き続き決算特別委員会

を開きます。 

  初めに、審査に入る前に、９月14日の初日に

も申し上げましたが、再度確認のため審査及び

本委員会の進行に関しての主な留意点を申し上

げます。 

  会議は、おおむね１時間ごとに10分間の休憩

をとりながら進めてまいります。質疑は答弁を

含め１人30分以内といたします。質問の際は、

決算に関する資料の名称とページ数、款項目、

事業名などを具体的に示してから質問されるよ

うお願いします。また、会議規則第109条第１

項に、発言は全て簡明にするものとし、議題外

にわたり、またその範囲を超えてはならないと

規定しておりますので、これを遵守願います。 

  以上、ただいま申し上げました点について特

段の御理解と御協力をお願いいたしまして、た

だいまから審査に入ります。 

 

 

議案第４９号平成２３年度新庄市

一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 

 

森 儀一委員長 初日の審査に引き続き、議案第

49号平成23年度新庄市一般会計歳入歳出決算の

認定についてを議題といたします。 

  それでは、一般会計の歳出に関し質疑ありま

せんか。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） おはようございます。

私のほうから少し質問をさせていただきます。 

  まず、成果表の71ページ、農業委員会、農業

者年金、このこと、それから同じく成果表98ペ

ージの自主防災組織について、同じく成果表

103ページ、学校教育課、学校経営指導事業、

同じく成果表、ふるさと歴史センターに関して、

これは決算書の185ページ、備品購入費、それ

から決算書187ページ、サイクルスポーツセン

ター災害復旧事業補助金、それから、同じく決

算書、ちょっと前に戻りますが、109ページの

戸籍電算システム使用料、これらについてお伺

いいたします。 

  まず、成果表の71ページ、農業者年金事業と

いうことで、農業者年金の受給者が665名、年

金被保険者68名、１億9,700万円の給付があり、

農業者の生活安定に寄与しているというふうな

説明がございます。平成14年に新制度に移行し

たわけですけれども、その後の状況というか、

どうなっているのかをお伺いしたいと思います。

農地の集約化が進んで、農業者の数が少なくな

っていると。おのずと掛ける人は少ない、受給

者が多いというふうなことで、年金制度自体は

私は破綻したと見ているんですね。ただ、今は

積み立て方式になっているということで、そう

いうふうな意味から激減していると思いますけ

れども、現状はどうなっているかお伺いいたし

ます。 

星川 豊農業委員会会長 委員長、星川 豊。 

森 儀一委員長 農業委員会会長星川 豊君。 

星川 豊農業委員会会長 質問にお答えします。 

  非常に年金については心配されるところでも

ありますけれども、10万人確保というものを去

年達成しまして、なおかつこの年金については

強固な推進を図っていきたいという中で、この

間も県の総会がありました。 

  そういう中で、新庄市には、私のあれでは去

年の例ですと２億8,000万円ぐらいおりている。
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郡では８億9,000万円ですか、大体９億円、県

では68億円ぐらいの金が今現在おりているよう

な状況で、特に去年、震災があった後、この年

金の支給を受けている者と受けていない者につ

いては非常に差が出てしまいましたね。私の集

落でもそうですけれども、そういう中で、やは

りこれは今から10年前に新制度に入ったわけで

すけれども、あのとき農業者年金に入る人がい

なかったら廃止もやむなしというふうな全国の

アンケートが出て、それで山形県から反対して、

これを政府から400億円ほど捻出いただきまし

て今の新制度に移行してきたわけですけれども、

まだまだ本当に年金の果たしている役目という

ものは、特に最近この不景気の中においては、

非常に有意義に、役に立っているなというふう

に感じておりますし、これからもますます体制

を整えて、加入者をできるだけ促進して、そし

て新制度でやっていきたいなというふうに考え

ているところでございます。 

  なお、もっと詳しい数字については局長のほ

うから答弁させますので、よろしくお願い申し

上げます。 

沼沢充広農業委員会事務局長 委員長、沼沢充広。 

森 儀一委員長 農業委員会事務局長沼沢充広君。 

沼沢充広農業委員会事務局長 農業者年金制度に

つきましては、平成13年に制度の改革がなされ

ました。その背景といたしましては、受給者３

人につき加入者１人という状況にありましたこ

とから改正になったわけですけれども、平成14

年４月１日からそれまでの制度を大幅に改良し

た新しい年金制度がスタートしております。 

  新制度では年金財政の運営方式が、年金給付

に必要な費用を現役世代の保険料で賄うという

年金賦課方式確定給付型から、みずから積み立

てた保険料が将来の自分の年金給付に使われる

という積立方式確定拠出型に改められたことで、

少子高齢化時代にも対応できる長期的な安定し

た制度となっております。ただ、加入が任意加

入方式ということで、なかなか加入促進が図ら

れないというのが現状にあります。それで、県

のほうでも農業委員会大会のほうでも、この年

金加入推進運動に現在取り組んでいるところで

ございます。 

  現在、農業者年金を受給されている方が665

名、被保険者の方が68名、年間約１億9,700万

円の年金が新庄市に入ってございますので、１

人平均いたしますと約30万円ほどとなります。 

  国民年金の上乗せ年金として老後生活の安定

に寄与しているこの農業者年金、これからも農

業委員会としても、うちの会長が県の農業者年

金協会の副会長にことしの７月に就任したこと

もありまして、私たちもその点考慮しまして加

入促進に取り組んでまいりたいというふうに考

えております。以上でございます。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） 詳し過ぎる説明ありが

とうございます。 

  １点だけ伺います。新制度に移行してから新

たな加入者というのはどのぐらいあったんです

か。あるいは、この10年間とは言わないまでも、

ここ二、三年の傾向として新たな加入者はいる

のか、このことだけについてお伺いします。 

沼沢充広農業委員会事務局長 委員長、沼沢充広。 

森 儀一委員長 農業委員会事務局長沼沢充広君。 

沼沢充広農業委員会事務局長 加入者につきまし

ては、年に１人か２人というふうな現状でござ

います。以上です。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） わかりました。 

  続いて、成果表98ページ、自主防災組織につ

いてお伺いいたします。 

  昨年度の新規結成３団体、事業補助金、１団

体に８万円ほど交付されているわけですけれど

も、ことしの４月の山新によりますと、県の防
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災組織の組織率が75.1％と、全国的にも75.6％

というふうな組織率だそうです。新庄市は残念

ながら18.4％ということで、県内でも組織率が

一番低いということだそうです。広報しんじょ

うの９月号に、いざというときのためにという

ふうなことで自主防災組織の大切さを特集して

おります。新庄市でも新たな組織育成に取り組

んでいるわけですけれども、これについてその

後の動きについて、ここに載っているわけです

けれども、お伺いいたしたいと思います。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

森 儀一委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 ただいま委員御指摘のとおり、

新庄市の自主防災組織の組織率は、平成24年度

当初、４月１日現在で20.9％ということで、県

下でも著しく低いレベルにはあります。 

  そういうふうなことで、昨年度３団体、横根

山、高壇、それから川原町で設立しまして、そ

の後というようなことですので、昨年度につい

ては、自主防災組織の必要性、重要性について

少しでも多くの皆さんに、あるいは多くの地区

の方に理解していただくというようなことを踏

まえて、市報で１回自主防災組織についての記

載をしまして、先ほど委員おっしゃられたとお

り今月号の市報にも掲載しております。とにか

く、自主防災組織の必要性、事例等を踏まえた

上で、出前講座等でその必要性について粘り強

く普及啓蒙していきたいと思っておりますし、

現在もやっております。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） この冬でしたけれども、

埼玉県の坂戸市に行政視察に行ってきました。

自主防災組織の動きというか、物すごく盛んな

ところで、連合表彰なども受けたというふうな

ところでした。地域にそれぞれの自主防災組織

があるわけですけれども、横の連携をとるんだ

そうですね。横の連携。自分たちの地域でこう

やっているということだけでなくて、つながる

ことによってやり方を学んでいくというか、い

いことをどんどん学んでいくというふうな、い

い意味での競い合いというか学び合いというか、

そういうふうなことがあるんだそうです。９月

号に紹介されているわけですけれども、ほかの

地域のやり方というか、そういうことを知るこ

とによって、自分たちの組織を高めていくこと

にもつながるのではないかというふうに考えま

すので、何かそういうふうな手だてを講じてい

けば組織率向上にもつながるのではないかと思

いますので、検討をお願いしたいというふうに

思います。 

  それから、成果表103ページ、学校経営指導

事業ということで、教育長及び指導主事などが

71回の訪問があり、指導回数が、いわゆる教育

委員会の指導ということで27回の指導があると

いうふうなことが載っております。教育委員会

のあり方については、大津市のいわゆるいじめ

による自殺事件の対応ということで、非常にそ

のあり方など悪い例で問題になっているわけで

すけれども、この場合における指導というもの

はいかなるものであったかについてお伺いしま

す。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 それぞれの訪問の狙いが

あるわけですが、例えば教育委員会の昨年度27

回の訪問では、教育委員全員とそれから事務局

の者が学校を訪問して、それぞれの学校の抱え

ている課題とそれを克服するための経営につい

て学校の説明をいただきながら、気づいたとこ

ろは委員の方からの御指導をいただくと。あわ

せて、子供たちの授業の様子なども見させてい

ただきますので、それについての感想も含めた

御指導もいただいております。 

  それから、71回の教育長訪問と指導主事訪問

もそれぞれ狙いが違っていまして、教育長訪問
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のほうは、春、秋、それから冬と３期にわたっ

て、それぞれこれも学校の校長のほうから、職

員の様子とか経営のこととかそういうふうなこ

との説明をいただいて、もちろん授業も見させ

ていただいて、教育長のほうから気づいたとこ

ろを指導すると、そういうふうな内容になって

おります。 

  それから、29回の指導主事の訪問というのは、

主にこれは校内研修にかかわるところの研修会

についての助言指導というふうな形の訪問にな

っております。学校はやはり授業が一番、授業

が中心ですので、その指導力をいかに向上する

かという視点で指導主事が助言をしているもの

です。以上です。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） わかりました。新庄市

の場合は、いじめに関するようなこと、１件あ

ったというふうなことですけれども、非常にナ

イーブな問題でもありますので、適切な助言指

導を行っていただきたいというふうに思います。 

  次に移ります。ふるさと歴史センター、115

ページです。利用観覧者数１万1,345人とあり

ます。うち無料観覧者が3,907人ということで

すけれども、これはどういうふうなことから発

生しているのかお伺いいたします。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 ふるさと歴史センターの

無料観覧者についてということでございます。

無料観覧者については、減免規定がございまし

て、小学生、中学生とか学校教育であれば無料

ですよということがあります。それから、新庄

市の機関が事業を起こして、その際に新庄市に

おいでになった方が歴史センターを観覧すると

いう場合には無料というふうな減免の規定の中

で設けておりまして、その中で該当した人がこ

の人数というふうに御承知いただきたいと思い

ます。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） わかりました。 

  ふるさと歴史センターに関連して、決算書の

185ページ、備品購入費1,085万8,900円とあり

ますけれども、この場合の備品というのは何で

しょうか。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 備品購入費ということで

ございますが、これは、人間国宝奥山峰石様の

企画展示ということで、北区、それから山形、

酒田、新庄で企画展を行ったわけですけれども、

それに向けて人間国宝の作品を購入ということ

で新庄市が買い受けたものでございます。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） これに関連してですけ

れども、成果表の116ページでは奥山峰石さん

の金工作品１点を購入とあります。それに当た

るわけですね。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 成果表、そのとおりでご

ざいます。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） １点を購入、15点を寄

贈を受けたというふうなことですね。というこ

とは、わかりました。1,000万円の投資で１億

5,000万円と、ざっと、単純計算ですけれども。

そういう計算が成り立つかどうかわかりません

が、そんなことですね。わかりました。非常に

大切にして、長く大事にしていきたいというふ

うに思います。 

  それから、同じく決算書187ページ、新庄サ

イクルスポーツセンター災害復旧事業補助金
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623万5,740円とありますが、これはどのような

工事をしたというか、どのような経費かお伺い

いたします。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 新庄サイクルスポー

ツセンター災害復旧事業補助金でございますが、

昨年３月の大震災によりましてサイクルスポー

ツセンターの第３コーナーが崩落しました。サ

イクルスポーツセンターの取りつけ道路を乗り

越えまして民地に土砂が流出しましたので、そ

のための災害復旧工事でございます。金額が

623万5,740円、工期が８月１日から９月30日ま

での２カ月になります。 

  内容ですが、サイクルスポーツセンターの取

りつけ道路と民地の土砂の除去、あと、のり面

を整形しまして大型土のうを積みまして、土砂

の流出を防止する工事の内容となっております。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） といいますと、これは

いわゆるサイクルスポーツセンターの本体じゃ

なくて、崩れた土砂がある民間の人に行ったも

のを取り除いたというふうなことですね。とい

うことは、崩れた本体に手がつけられないとす

れば、自転車場の機能が果たされていないわけ

ですね。山形県に１カ所しかないというふうな

ことです。いわゆる建物というか構造的にも非

常に大きいものであるし、維持管理も大変なわ

けですけれども、あれの所有者は新庄市の体育

協会なわけですけれども、これからどのように

していくつもりなのか。あのままにしていくの

か、それとも修繕して使うというか、そういう

方向性に持っていくのか、どのように考えてい

るのかお伺いします。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 サイクルスポーツセ

ンターですけれども、第３コーナーの外側が民

地に崩落したということで、あと、バンクにつ

きましては、上から３分の１か半分ほど崩落し

て今はそのままになっております。 

  平成20年、今から４年ほど前ですけれども、

サイクルスポーツセンターの復旧につきまして

は、新庄市の生涯体育施設の全体の工事、修繕、

計画つくりまして優先順位をつけております。

それで、現在、県内の高校の自転車競技、クラ

ブにいる方は30名弱でありまして、必要度から

いきますと、陸上競技場とか体育館、野球場を

見ますと、やはり必要度が低いということで、

県内唯一の施設なんですけれども、平成20年に

県の自転車連盟、体育協会、あと県の教育庁の

ほうに、新庄市ではあと修繕しないということ

を申し入れしております。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） 話に聞きますと、修繕

するためには１億5,000万円ほどかかるんだそ

うですね。３分の２の補助があるにしてみても、

３分の１は出さなきゃならないと。5,000万円

というのは大金なわけですね。新庄市は修理は

しないという方向性を示されているとのことで

すけれども、県に１つしかないというものであ

るとすれば、県あたりから財源を引き出すとい

うふうなことも考えられるのではないかと思い

ます。どういう判断をするのか、それはともか

く、あのまま放置しておくということであれば

荒廃していくのは目に見えていることですので、

きちんとした方向性をはっきりとした形で示さ

なければならないのではないかというふうに考

えます。 

  もう一つ、次に移ります。決算書の109ペー

ジですね、戻ります。戸籍電算システム使用料

2,740万3,000円。昨年度から戸籍電算システム

が始まったわけですけれども、この電算化の効

果というふうなことについてお伺いします。 
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荒澤宏二市民課長 委員長、荒澤宏二。 

森 儀一委員長 市民課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二市民課長 委員おっしゃられたように、

平成22年３月から戸籍電算システムが稼働しま

した。その効果ということでございますけれど

も、まず一番に挙げられるのが、戸籍証明書と

いうんでしょうか、除籍とか戸籍、それから改

正原戸籍とか、そういった証明書をもらいに来

る方への戸籍の請求漏れがなくなったというん

でしょうか、今までですと手作業でリストをつ

くって見出しをつくって探しておりましたので、

非常に時間がかかったということと、探しにく

かったというところがございました。電算化し

たおかげによりまして、その人の戸籍が全部つ

ながるような形で検索ができるようになったと

いうことで、例えばですけれども、生まれてか

ら亡くなるまでとか、生まれてから結婚するま

でとか、そういった形でのつながった戸籍をお

求めになる方には迅速に証明書を交付すること

ができるようになりました。 

  またあわせて、漢字などにつきましても、電

算化したことによって誤字等の訂正などもきち

んと行いましたし、いろいろな紙戸籍での不明

な点等につきましても、きちんと調査した上で

確認をして電算化をしているようなところでご

ざいます。以上です。 

１４番（遠藤敏信委員） 委員長、遠藤敏信。 

森 儀一委員長 遠藤敏信委員。 

１４番（遠藤敏信委員） ありがとうございまし

た。終わります。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

３ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

森 儀一委員長 髙橋富美子委員。 

３ 番（髙橋富美子委員） おはようございます。 

  それでは、歳出の155ページ、７款商工費１

項商工費３目観光費の中の物産振興対策事業費

の中の新庄亀綾織後継者育成事業委託料540万

1,220円とありますが、こちらの事業内容、後

継者のどのような育成をされているのか、詳し

くお伺いしたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 亀綾でございますけれ

ども、これは緊急雇用で２名ほどを雇って事業

を行ったと。もともと亀綾織のほうは課題が３

つほどありまして、１つは後継者、実際、伝承

者、これが大変人数が少なくて厳しいと。あと

は、新しい商品を開発する、この点が弱いと。

あとはあそこの空間の問題がありますけれども、

実際にこの事業を行いまして、通常ですと１年

で終了するわけですけれども、幸いなことには、

通常２名がそのままでおしまいなんですけれど

も、２名のうち１名は実は現在も向こうの工房

で作品をつくっております。商品になるような

ものまで実際にいっておりますので、効果とし

ては、緊急雇用の事業としてはかなり手応えが

あったかなと、こんなふうに思っております。 

３ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

森 儀一委員長 髙橋富美子委員。 

３ 番（髙橋富美子委員） 今２名ということで、

大変細やかな作業で本当に大変な作業なような

んですけれども、ことしも緊急雇用ということ

でなっていたようなんですけれども、緊急雇用

に限らず後継者育成についてまたできればいい

かなと思うんですが、その辺はいかがでしょう

か。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 今年度も新しくまた２

名を緊急雇用で雇用しておりますけれども、実

際、これが商い、商売、収支になるかというと

かなり厳しいと。御承知と思いますけれども、

１反織るのに３カ月かかるわけですね。１日で

10センチなわけですよね。ですから、本当にな

れている方が毎日来ていても、わずか数万ぐら

いの、賃金といってよろしいのかどうかですね、
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収入しかならないということで、ある意味では

愛好者的な方々が地道にあそこの空間を愛して

いただいて、何とか伝承のほうに力を入れてい

ただくと。 

  ただ、幸いなことには、昨年度も売り上げが

大体20万円を超えるようになりましたかね。少

しずつ売り上げがふえてきております。ですか

ら、先ほど申し上げましたけれども、新しいデ

ザインとかさまざまな観点から、あと売り場の

問題もありますけれども、改善を図りながら、

少しでもこの亀綾織、せっかく復活したわけで

ございますから、長く伝えることができるよう

に努力してまいりたいと思っております。 

３ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

森 儀一委員長 髙橋富美子委員。 

３ 番（髙橋富美子委員） ありがとうございま

す。前年対比でも113.5％、860人の方が来客さ

れたということですので、これからも後継者の

育成に力を入れていただくとともに、この亀綾

織をぜひ新庄の特産品として全国に発信してい

ただきたいなと思いますので、よろしくお願い

します。 

  続きまして、成果表の10ページ、地域づくり

に関することの区長とまちづくり会議の開催と

あります。市民の声を市政に反映することがで

きたというふうにありますが、具体的にどのよ

うに反映されたのか、何点かあれば５項目ほど

お伺いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

荒川正一総合政策課長 委員長、荒川正一。 

森 儀一委員長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 区長と市長とのまちづく

り会議というようなことでございます。これに

つきましては、市政への意見あるいは地域の課

題ということで例年取り組んでまいっておりま

すけれども、市政への意見につきましては、例

えば重立ったところでは、自主防災組織の結成

についての推進策というようなものについてさ

まざま議論がございました。あと、企業紹介な

どを学校教育に取り入れてはどうかとか地区の

統廃合等々のことがございましたが、自主防災

組織につきましては、先ほどもありましたけれ

ども、少しずつ前進しているというようなとこ

ろでございまして、こちらのほうの補助金のほ

うも浸透を図ることによって推進がもっと進む

のではないかなというように思います。 

  中心市街地の形成というふうな面でも、さま

ざまな分野において張りつけができてきている

ということで、市街地の骨格をなす中心商店街

にも帰することがあって、人口流出歯どめ等々

の期待もできるというようなことがありまして、

総合的に考えて、さまざまな形で一つ一つやれ

るところから、大きくまちづくり総合計画にの

っとった形で粛々と進められているというふう

に認識しております。 

３ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

森 儀一委員長 髙橋富美子委員。 

３ 番（髙橋富美子委員） ありがとうございま

す。本当に市民の声を反映していく一番の区長

と市長のまちづくり会議であると思います。で

きれば成果表のほうにもその成果を、また項目

というか、掲載していただければと思いますの

でよろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、成果表の54ページ、神室荘につ

いて、６番、医療機関の受診状況とあります。

これを見ますと、95名の方がいらっしゃって、

これは延べ人数なんですけれども、毎月のよう

に通院の方がいらっしゃって、また施設内の診

察もあります。このような内容を見まして、自

立されている方が53名で、要介護の方が中に42

名いらっしゃるということです。入荘者の中で

も何らかの介助を要する割合が高くなっている

ということがありまして、体調不良者、それか

ら、退院や特別養護老人ホームの待機者が常時

３名から６名ほどいらっしゃるというふうなこ

とがここに掲げられております。それで、静養
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室で生活している厳しい現状にあるとあります

が、これからもますます待機者はふえると思わ

れるのですが、静養室のあり方などどのように

されているのかをお聞きしたいと思います。 

信夫友子神室荘長 委員長、信夫友子。 

森 儀一委員長 神室荘長信夫友子君。 

信夫友子神室荘長 静養室においては、常に車椅

子で、自分では移動できない人、でも介護度は

３以上にならない人がおります。というのは、

３以上になれば特別養護老人ホームのほうに申

請していただくことになるんですけれども、そ

の待機はなっているんですけれども、まだあき

がないというところで、４になろうが５になろ

うが、収容できるまで私らのほうでお世話をす

るというふうな体制になっています。その方が

今静養室では２名いらっしゃいます。 

  そのほかに、体調不良で入院して退院してき

た、そのときは個室で生活できないので静養室

で見るという人と、それから、末期がんの方が

いらっしゃいまして、治療を要望しない人、身

元引受人のほうでも要望しない、本人もこのま

までいいんだということで、病院のほうでもみ

とりはそちらのほうでという形で、穀野先生が

主治医になっておりますので、最後まで神室荘

でみとる。24時間体制で、主治医の穀野先生と

の連携を密にして、職員も常に見守りを十分に

しながらみとりをするという方がふえている状

況にあります。 

３ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

森 儀一委員長 髙橋富美子委員。 

３ 番（髙橋富美子委員） ありがとうございま

す。本当に大変な中、本当に職員の方も御苦労

されていると思います。よろしくお願いしたい

と思います。 

  それでは、成果表の61ページ、がん検診の推

進事業について。この中で無料クーポン券を使

って受診の促進を図ったというふうにあります

が、子宮頸がんの検診においてなんですが、20

歳代の方は受診率が8.29％、また25歳の方にお

いては12％というふうに、前年よりも下回った

というふうにあります。この要因と、それから

今後どのように周知徹底をまたされるのかをお

聞きしたいと思います。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 がん検診でございますが、た

だいまおっしゃられたように若年層の受診率が

非常に低くなっております。恐らく新庄市だけ

ではなくて、全国的な傾向ではないかなと思っ

ております。これにつきましては、健康づくり

というのは個人個人の気持ちの問題も非常に大

きなものもあるかと思いますが、そうではなく

て、家庭の中から、また、その家庭の中から地

域へと健康に対する意識を広げていくことが重

要かなというふうには思っております。 

  ただ、子宮頸がんにつきましては、20歳代の

若い女性にとっては、妊娠、出産の前というの

が非常に多いかと思うので、非常に抵抗がある

ような感じでは受け取っております。ただ、検

診を勧めていかないことには、新庄市民、健康

にならないという認識でもおりますので、いろ

んな場面で普及啓発を図っていきたいと思って

おりますが、今年度、成人式のときに子宮頸が

んの普及啓発を行っております。そういった状

況ですのでよろしくお願いします。 

３ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

森 儀一委員長 髙橋富美子委員。 

３ 番（髙橋富美子委員） ありがとうございま

す。 

  それでは最後になりますが、成果表の110ペ

ージ、５番目の男女共同参画社会推進事業とあ

ります。研修会とかフォーラムを周知、32回ほ

どされているということなんですけれども、啓

蒙の活動はどのように実施されたのかお伺いし

たいと思います。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 
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森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 男女共同参画社会推進事

業ということでございますが、これにつきまし

ては、県等から、あるいは国等からさまざまな

案内パンフレット等、それから会議、集会等の

御案内ということで自治体のほうに連絡があり

ます。それを婦人団体や青年団体に通知をしま

して啓蒙を図るというふうにして、主に情報提

供ということで理解していただきたいと思いま

す。 

３ 番（髙橋富美子委員） 委員長、髙橋富美子。 

森 儀一委員長 髙橋富美子委員。 

３ 番（髙橋富美子委員） パンフレットとかを

見て個人で申し込みをされるとは思うんですが、

まだまだやはり人数的な部分で参加者が少ない

ように思われますので、その点よろしくお願い

します。本当に男女共同参画社会の形成に向け

てのさらなる推進をよろしくお願いしたいと思

います。 

  以上で終わります。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

２ 番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

森 儀一委員長 伊藤 操委員。 

２ 番（伊藤 操委員） それでは、私から４点

ほどお伺いいたします。よろしくお願いします。 

  決算書119ページ、３款民生費１項社会福祉

費３目の障害者福祉費について、備考欄の福祉

タクシー給油券助成事業費75万90円についてお

伺いいたします。 

  成果表の中では41ページの（11）に記載があ

ります。福祉タクシーの利用は、過去３年間い

ずれも60％台の利用率のようで、これは利用す

る方が固定されている、そういうのが一因だと

思われます。家族の支援を受けられる方とか特

にタクシーの利用を望まない方、そういう方は

支給の該当者であっても使わないことに特に問

題はないとは思うのですけれども、障害のある

方でひとり暮らしの方、もしくは経済的な問題

を抱えている方、通院回数が多く重度であると

いう方はもう少し援助していただけないのか、

そういうふうに思っております。過去３年間に

わたり利用率におおむね３割強の余裕があるわ

けですけれども、その分を２次支給や追加支給

などという形で、さらに支援を求めているよう

な方に予算の範囲内で便宜を図るということは

できなかったのでしょうか、お伺いします。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ただいま福祉タクシーの

利用に関しての御意見をいただきました。 

  障害者の方のいわゆる移送に関しての施策と

しましては、主要施策にかかわりますと、38ペ

ージの一番下段にございます重度身体障害者移

送サービス事業、それからただいま御指摘いた

だいております41ページの福祉タクシー利用助

成事業、そしてその下の給油費利用助成事業、

この３点のいずれかを選んでいただくというよ

うなニュアンスの形で現行では施策をとってい

るというふうな状況でございます。ですから、

それぞれの状況に応じてこれらの施策を選んで

いただいて、そして利用していただいていると

いうふうな状況で、まずよろしくお願いしたい

と思います。 

  ただ、今御指摘いただきました福祉タクシー

の利用率でございます。ここ何年間、利用率が

少ないので、そういうふうな対応ができないか

というふうな状況はございますが、やはり今私

申しましたように、１つの施策の中で一定程度

の、３つのうちからまず選んでいただくという

状況がございますし、さらにその中で状況に応

じて、現行では200名、そして2,790万円のうち

64％という状況でございますけれども、現実的

に、使えば、基本分は無料になるわけですけれ

ども、さらにそれを超えると、いわゆる料金制

でございますので、当然その分を払うというと

ころまで乗るというところがなかなか現実的に
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は厳しい方もやはりいらっしゃると。ですから、

基本的には通院状況、通院に対しての利用助成

というニュアンスが強いんですが、やはりそう

いう部分で自己負担の部分がなかなか大変だと

いうところもあって、現状の使用率にとどまっ

ているというふうなところもお聞きしておりま

す。 

  ただ、状況的には使用枚数が残ってしまうと

いうふうなところで、御指摘のような御意見を

いただいております。ということもありますの

で、やはりその３制度につきましては、御意見

をいただきながら今後の対応を少しずつ見直す

という形もあるかというふうには思っておりま

す。以上です。 

２ 番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

森 儀一委員長 伊藤 操委員。 

２ 番（伊藤 操委員） ありがとうございます。

１枚の単価を若干上げるという方法もあると思

いますので、ぜひとも検討をお願いいたします。 

  それでは次に、先ほど髙橋委員からも似た質

問があったんですけれども、決算書123ページ、

３款民生費１項社会福祉費６目老人福祉施設費、

養護老人ホーム神室荘運営事業です。備考欄の

介護サービス利用負担扶助費204万9,983円と介

護保険料扶助費38万5,480円、この説明をお願

いいたします。 

信夫友子神室荘長 委員長、信夫友子。 

森 儀一委員長 神室荘長信夫友子君。 

信夫友子神室荘長 いずれも措置されている市町

村からいただく扶助費になっています。という

のは、中身については介護サービス利用負担扶

助費ですけれども、収入の少ない方がいらっし

ゃるわけです。年金額もゼロの人もいるわけで

すけれども、そういう方が介護サービスを利用

した場合に、市町村が負担してくれるという制

度があるんです。それを利用しております。 

  それから、介護保険料の扶助費もそうですけ

れども、年金から特徴で引かれているわけです

けれども、額の少ない方については、これも措

置されている市町村で扶助してくれるという制

度を利用しているところで、この数字が出てき

ているわけです。 

２ 番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

森 儀一委員長 伊藤 操委員。 

２ 番（伊藤 操委員） わかりました。 

  それでは、成果表の53から54ページに神室荘

の現在の状況が記載されてありまして、入所理

由の多様化と加齢による認知や病弱の増加で生

活指導も困難をきわめているということで、こ

れに関しては職員の方の御難儀をお察しいたし

ます。 

  それで、54ページの平成23年度の医療機関受

診状況についてお伺いいたします。先ほどとは

内容が若干違います。通院者数が毎月100名前

後のようですけれども、その中に介護保険の通

院介助を利用している方はどのぐらいいるので

しょうか。 

信夫友子神室荘長 委員長、信夫友子。 

森 儀一委員長 神室荘長信夫友子君。 

信夫友子神室荘長 通院介助のほうですけれども、

７番目の介護度及びサービス利用状況の中にあ

りますけれども、その中の利用者19名のうち、

正確には後から報告したいと思いますけれども、

五、六名はいらっしゃいます。 

２ 番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

森 儀一委員長 伊藤 操委員。 

２ 番（伊藤 操委員） 私は以前の一般質問に

おきまして兵庫県丹波市柏原町のボランティア

の話をさせていただきました。 

  今現在、介護保険の通院介助の利用で通院し

ている方は多いと思うんですけれども、その中

で介護保険の利用に関しては、タクシーの乗車

中は介護保険の利用には含まれなく、そして付

き添いや見守り程度のことでは介護保険は利用

なりませんよね。受診中も、それは医療保険の

ほうから引いているわけです。 
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  そういうことで、重度の方は、本当に必要な

方がいるのはわかるんですけれども、タクシー

に乗るまでを神室荘の職員が行い、そして病院

に着いてからボランティアの支援を受けられれ

ば、介護保険料のかかる通院介助という部分を

使わないで済むと思うんです。丹波市柏原町で

は、病院内ではほとんど通院介助の介護施設の

職員はいない、全てボランティアです。行政、

神室荘のほうから市全体にそういう方法を行き

渡らせて介護保険料の上昇に歯どめをかける、

そういう方法を神室荘から発信というような考

え方はどうなんでしょうか。 

信夫友子神室荘長 委員長、信夫友子。 

森 儀一委員長 神室荘長信夫友子君。 

信夫友子神室荘長 大変いい提案をいただきまし

たけれども、一応利用者の方の特異性、一般家

庭と違った方々の性格とかいろんな病歴とか生

活歴がありまして、通院して今サービスを受け

ている方は、一旦まず訪問介護というか、お風

呂に入れてもらったりとか、そのヘルパーさん

となじみになって初めて通院もできるかなとい

う感じ。重度であれば当然職員がつきます。そ

れを考えながら、この人で安心できるんだなと

わかった時点でこのサービスを受けているとい

う形にしております。 

  ただ、むやみにボランティアとおっしゃいま

しても、うちでは受け入れるのはちょっと大変

かなとは思いますけれども、なおいろんな形で

の、通院サービスでなくてもボランティアの方

はいらっしゃいます。いろいろ来て遊んでくだ

さっている方はいらっしゃいますけれども、た

だ、その辺をもう一度いろんな立場から考えて

進めることもいいかなとは思いますけれども、

今後検討していって職員とも話をしていきたい

なと思っております。どうもありがとうござい

ます。 

２ 番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

森 儀一委員長 伊藤 操委員。 

２ 番（伊藤 操委員） 前向きによろしくお願

いいたします。 

  では、次に決算書187ページ、10款教育費４

項社会教育費11目社会体育費、備考欄の市民体

力テスト業務委託料10万円。成果表では121ペ

ージになります。この中では、20歳から79歳ま

での市民が参加され、各年代のデータを取りま

とめることができたとあります。私は昨年もこ

の項目について質問させていただきました。そ

れで、県よりの事業と伺っております。 

  まず、この参加者の数ですけれども、昨年よ

りも若干減少しております。周知の方法に問題

はなかったのでしょうか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 周知の方法につきま

しては、広報、市報と、また市のホームページ

のほうに載せていると思います。以上でござい

ます。 

２ 番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

森 儀一委員長 伊藤 操委員。 

２ 番（伊藤 操委員） わかりました。でもこ

の人数では、個人のデータはとることはできる

と思うんですけれども、各年代という幅広い範

囲でのデータの取りまとめというのは、私の認

識では無理なのではないかと思ったものですか

ら、その辺はいかがお考えだったでしょうか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 この市民体力テスト

につきましては、県の体育課のほうから依頼が

ありまして、その年によって各年代の男女５名

ずつのデータを県に上げてやる、県では国に上

げてやりまして、毎年秋の体力テストというこ

とで、全国的に日本人の体力テストの結果を公

表しているものであります。確かに合わせて31

名という人数は少ないと思いますので、今後、

周知方法、参加の方法等検討してまいりたいと
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思います。 

２ 番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

森 儀一委員長 伊藤 操委員。 

２ 番（伊藤 操委員） わかりました。 

  では、この委託料の10万円とありますけれど

も、この金額でテストを行ったというのはわか

るのですが、テストの内容はどのようなもので

しょうか。この10万円の予算に見合うようなテ

ストが行われていたのか、お伺いいたします。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 テストの中身は、今

は５種目、体前屈とかあと握力、あと、男女に

よって違うんですけれども、競歩、反復横跳び

等５種目だったと思います。 

２ 番（伊藤 操委員） 委員長、伊藤 操。 

森 儀一委員長 伊藤 操委員。 

２ 番（伊藤 操委員） 特別に器具を使うとい

うような内容ではないようなんですけれども、

それでも私は10万円の予算にはちょっと不足か

なという部分があります。大変だとは思うんで

すけれども、来年度は詳細なデータをおとりい

ただいて、これは県に上げてやるというような

形だけのほかに、市民の健康向上に役立てるよ

うな方策であればよいと思いますので、今後よ

ろしくお願いいたします。 

  では、最後の質問になります。成果表の131

ページ、③口腔衛生普及向上事業、虫歯予防週

間イベント「お祭り歯っぴい」がゆめりあにて

開催されたとあります。虫歯の予防には、普及

や啓発には効果的とは思います。しかし、ここ

の数字にちょっと問題があると思います。歯科

相談、検診者が120名、それに対してフッ素塗

布が260名とあります。 

  私は先日の一般質問…… 

森 儀一委員長 特別会計の質問になりますから。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

    午前１０時５８分 休憩 

    午前１１時０８分 開議 

 

森 儀一委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

  ほかにありませんか。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） それでは、私のほうか

らお尋ねいたします。決算書の134ページ、４

款の衛生費、健康保健事業費、１項４目でござ

います。次は、143ページ、６款１項の農林水

産業費の体験農園管理運営費と地域循環型堆肥

製造事業について。次、155ページ、７款の商

工費４目企業誘致対策費についてお伺いしたい

と思います。 

  それでは、健康について成果表の60ページの

がん保健診査についてでございますけれども、

この受検率が低いのはなぜかというようなこと

で、まずこの辺をお聞きしたいと思います。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 がん検診、受診率が低いとい

う御指摘でございます。委員だけではなくて、

我々のほうもどうして低いんだろうということ

で日々模索している状況でございます。 

  先ほど、子宮がん検診につきましては20歳代

が非常に低いということで御説明いたしました。

確かに子宮がん検診につきましては、出産、妊

娠を経験していない女性にとっては非常に厳し

い検診になるのかなということでは思っており

ます。しかしながら、全体的にも30何％という

状況ではございます。この辺についても日々職

員と話をしているところではございますが、い

かにして受診率を上げるかが本当に課題だと思

います。これだけではなくて、特定健診の受診

率もいかにして上げようかということで日々模

索している状況ではあります。 
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  ただ、これにつきましては、これをやれば受

診率は上がるんだよというような特効薬はない

ものと思っております。ですから、普及啓発、

広報はもちろんのこと、ほかの事業とあわせま

していろいろ推進していかなければいけないも

のだとは思っております。以上です。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 自分の命は自分で守る

というのは本来の姿でありましょうけれども、

国保の関連もあると思うんですね。予防に徹底

して、そしてなるべく国保の保険料を使わない

ように、極端なことを言うとぴんぴんころりと

いうような、長生きしてぴんぴんころりといく

ようなことができれば一番いいんでしょうけれ

ども、なかなかそうはいかないのが今の世の中

で、高度医療が発達して保険の給付費も非常に

高いというのはわかります。 

  私もここ十何年間、毎年検診を受けています。

行ってみると、ことしあたりなんか市の保健師

なんか非常に親切で、行った後を丁寧にフォロ

ーしているようなことで、去年よりも数段とや

はり健康診断に対する市の取り組みも頑張って

いるなと評価いたしますけれども、基本健診ご

ざいますね。基本健診いたしますと、１万円弱、

国保の場合でなるんですけれども、自分で管理

するためにいろんなものを申し込むと非常に負

担が高いなという感じがいたしますね。もちろ

ん高度な医療機関で検査するのは当然でしょう

けれども、私がフルにかかって払ったのが１万

9,172円でした。 

  この辺聞いてみると、もう少しかかりやすい

金額だと受けるのではないかなというようなこ

となんです。命とお金どっちが大切かと言われ

ると、予防に徹したほうがいいわけですけれど

も、受検率がずっと去年も同じような推移でき

ていますけれども、その辺のことがもう少し行

政で、ニワトリが先か卵が先かじゃなくて、や

はり予防医学に力を入れて国保のあれを抑える

というような思い切った政策をやっていただか

ないと、これが伸びないのではないかなと私は

思うんです。 

  すごいですよ、やはり検査に行くと。血液で

いろんなものも出ますし、心筋疲労度検査なん

ていうと、これは1,470円が自己負担ですね。

トータル的にいろいろしますと約２万円近くお

金がかかるものですから、その辺もう少し考え

て、例えば前立腺なんかは年齢によって安い場

合と、適用外になると若干高いわけです。例え

ばその辺あたりもならしながらできないかなと。

そういったもう少し工面とかこういうものの、

財政の面といえばそれまでだけれども、やはり

予防医学に新庄市は徹するんだと、そういう前

向きなお考えでやっていかないと、私は伸び率

がふえないんじゃないかなと思うんです。その

辺考えていると思うんですけれども、私の言う

ようなもう少し受けやすいような体系にするこ

とができないかなということでお聞きするんで

すけれども、その辺いかがでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 １万9,000円というのは、何

と何を組み合わせてそうなるかちょっとわかり

ませんが、確かに高いという感じはいたします。 

  平成23年度につきましては、平成22年度と比

べまして、特定健診の負担金、それから胃がん

の負担金をそれぞれ下げまして、900円ほど安

く受検できるようにはしております。しかしな

がら、先ほどの受診率と同じように伸ばす必要

があると思っております。財政的な面を言いま

すれば、市役所の財政、決まっておりますので、

どれに配分するかということだと思っておりま

すが、ただ、人の意識を高めることも必要だと

思っております。 

  個人的な話になるんですが、平成20年、21年

と健康課の国保医療室のほうにおりました。そ
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のときに、まちづくり総合計画のちょうど策定

の年度でありまして、健康福祉環境分科会とい

うことで市民の皆さんとお話をさせていただき

ました。その際には、やはり健康にとって一番

の基本になるのは個人の意識だろうということ

であります。しかしながら、そこで終わってし

まっては広がりがないということでありまして、

その意識を家族の中で、また隣近所、地域にま

で広げていく必要があるのではないかという結

論になりました。それで、まちづくり総合計画、

ごらんになっていただくとわかるんですが、健

康福祉環境分科会に関する政策については「地

域をつくる」ということで語尾を統一しており

ます。地域全体がそういったことに取り組まな

いと健康にはなっていかないのではないかとい

うことで、まちづくり総合計画のほうにはそう

いうふうに載せさせていただきました。 

  ただ、それも一長一短、これをすればできる

ということではないと思いますので、今総合政

策課で行っております地域づくりの事業とか、

そういったものと絡み合わせて取り組んでいか

ないと、市民の健康に対する意識を広げていく

ことはできないものと思っております。 

  ただ、金額については、多少財政的な状況も

ございますので一様に下げるということは難し

いと思いますが、御理解いただきたいと思いま

す。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） やはりお金の問題、補

助金を出せと言えばいい問題じゃないというよ

うなことも重々わかっていますけれども、受け

やすいような体制ですか、そういった意識、動

機づけも今後の努力を要して、やはり受検率を

高めて、なるべく元気な体で医者にかからない

ような施策もまちづくりには大きな要素ではな

いかなと思っております。保健センターも、こ

とし受けますと非常に受診しやすいような、そ

してなかなか配慮したやり方で、年々受けやす

いというような感じを受けましたし、市の保健

師もあそこで終わった後のフォローもやってい

るようだし、前向きにやっていただいているな

というようなことを認識しますけれども、さら

にやはり向上するためにいろいろな施策を考え

ながらやってもらいたいと思います。 

  それで、子宮頸がんについてですけれども、

成果表から見ると20代の方が少ないような気が

しますけれども、児童生徒の対象で新庄市では

ほとんど、９割ぐらい補助をやっていますけれ

ども、その辺の受検率はどんな状況か、ひとつ

教えていただければありがたいと思います。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

  何ページ。（「61ページのがん検診推進事業に

関してです」の声あり） 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） いいです。じゃあ後ほ

ど教えていただければいいです。次、私、質問

ございますので。続けていいですか。 

  次、143ページ、６款１項の体験農業管理事

業費の内訳と地域循環型堆肥製造事業の活用の

成果をお願いいたします。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 体験農園管理運営事業の主な

内容ですが、特に大きく出ているのが施設管理

業務委託料ということで197万9,550円出ていま

すが、このうちの180万円が新庄市体験農園管

理業務委託契約ということで、農園の管理組合

をつくっていただきまして、こちらのほうに業

務を委託してございます。主な内容としまして

は、体験農園の堆肥や肥料の散布、耕起、各種

野菜等の栽培管理、それから施設全体の保全管

理、あるいはゲレンデ等を含めまして下刈り等

も入ってございます。それから、各種栽培体験
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の指導、それからそば打ち教室、みそづくりな

どの講座や各種教室も開催してございますので、

こちらの内容も業務委託としてございます。主

な費用としましては、賃金が約半分ぐらいで、

そのほかはいわゆる原材料ということで、種子

代ですとか肥料・農薬代、あるいは農機具の借

り上げ代、こういったものを全て含めまして

180万円で契約してございます。 

  それから、地域循環型堆肥製造事業でござい

ますが、これにつきましては、市民550世帯の

協力のもと生ごみを回収してございますが、年

間の生ごみの回収量が144トンとなってござい

ます。これにチップを加えまして完熟堆肥とし

て約119トンほど製品として出ておりますが、

この出口の部分の生ごみ堆肥につきましては、

以前は生ごみを提供していただいた世帯のほう

に無償で配付してございましたが、出口の部分

回るように、循環するようにということで、現

在は、小学校、中学校の学校給食、こちらの食

材を栽培しているまゆの郷の会員27名、畑にし

まして3.5ヘクタール、それと勇気塾30アール

にこの生ごみ堆肥を供給しまして、こちらから

生産された安全安心な野菜等を学校給食に提供

しているということで、そのような成果がある

というふうに認識してございます。以上でござ

います。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 体験農園管理費のこと

を聞きます。例えば、夏、バレイショをとって

それを袋いっぱい詰めて市民に何千円、秋には

恐らく大根を詰め放題何ぼとかと入って、生産

物を求める市民のニーズは非常に高いと思って、

行っても買えなかった、もらえなかったという

ふうなことがあるんですけれども、この売り上

げはどのように処理なさっているんですか。ど

のぐらいの人のニーズに対応して、どのぐらい

の金額になったかというのは成果表にも載って

いないわけで、これは当然売り上げ、いろんな

ものが発生するわけですけれども、その辺の処

理と申しますか、対応はどのようになっている

か、ひとつお聞かせ願いたいと思います。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 体験農園の収入の内容でござ

いますが、１つは体験農園使用料ということで、

18人の方が利用なさってございます。これにつ

きましては、一区画3,000円ということで使用

料として受けてございます。それから、収穫体

験、ただいまお話ありましたバレイショですと

か大根の収穫体験、これにつきましては体験料

ということで１人1,000円いただいてございま

して、昨年の決算ですと17万円ほどありますの

で170名ほどの利用かなと。それからそば打ち

体験、これにつきましては単価500円というこ

とで10万3,000円、それからみそづくり体験と

いうことで、体験料１人1,000円ということで

14万円ほどの歳入になってございます。一般会

計の歳入の部の使用料、それから雑入のほうで

受けてございますが、合計しまして41万3,000

円ほどの使用料となってございます。以上です。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 何で私こういうことを

申しますかというと、体験しないで、市民の皆

さんはできた収穫を待って、安くてボリューム

があって欲しいなと、そういうニーズが多いの

であって、本当に体験しながら、体験した人が

それを求める形に私はなっていないのではない

かなという疑問で今お話ししたわけであります。

この辺、何か市の目的とするところと市民のニ

ーズにギャップがあって、本当に自分たちが汗

水流してつくったものを収穫するというような

意図ではないような気が私はいたしますけれど

も、その辺の私の考えと市の考えはずれている

かずれていないか、ひとつお聞かせください。 



 - 238 - 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 お答えします。 

  播種から収穫までの体験を、１年を通じて、

ワンシーズン通じて体験利用なさる方につきま

しては体験農園ということで、先ほどお話しし

ました一区画3,000円の料金で体験していただ

いていますし、また、下西山地区に市民農園と

いう市民農園法に基づく農園を開設してござい

ます。こちらのほうにつきましては、平成23年

度の実績では、121区画、利用者につきまして

は80名ほど、１人４区画まで利用できるという

ことで市民農園法に基づく市民農園を開設して

おりますので、最初から最後まで栽培して収穫

を楽しむという方はこちらのほうを利用してい

ただければいいですし、時間がない方につきま

して、お子さんとかお孫さんを連れてジャガイ

モを掘ってみたいとか大根を掘ってみたいとい

うふうな入り口の部分の体験ということで区分

けしてございます。そのような感覚で体験を考

えてございますので、御理解していただきたい

なと思います。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 市民農園はもちろんそ

のとおりだと思いますけれども、市民の方はで

きて売るのを待っているんですね。本当に安い

ものだから、自分でつくってみるとあの値段で

――あの値段、買ったほうが確かにいいわけで

す。それはそれでいいんだけれども、でも本来

の体験型ではないのではないですか、ずれてい

るんじゃないですか、その辺の認識を伺ったわ

けです。できたのを掘るのも体験だといえば体

験でしょうけれども、この辺もう少しやはり政

策的にですね。あそこをするときは、スキー場

をつくるためにはいろんな策略というか作戦を

練ったような過去の経過があったわけですけれ

ども、それに基づいてやったんですけれども、

聞くところによりますと、小泉地区の方があそ

こを受けているわけですけれども、そろそろく

たびれてきたよというような声もあるんです。

その辺を含めながらやはり見直しを図るべきで

はないかなと。 

  役所というのは、一旦したものを課長が自分

の代でやめるなんていうのはなかなか大変だけ

れども、これからやはりスピード感を持ってス

クラップ・アンド・ビルドというような観点で、

やはり経営的まなざしでやっていただかないと

なかなか大変なことではないかなと思っており

ます。そのためにも我々議員がいるわけで、市

民の声をいろいろここで議論させていただくわ

けですので、そういう観点でお伺いいたしまし

た。 

  次、バイオマス、堆肥事業ですね。これは環

境課と農林サイドで分かれていますけれども、

平成22年度より農林事業のほうの予算は150万

円ほど少なくなって、環境のほうは10万円ぐら

いプラスになっております。昨年もこの件に関

して決算委員会で申し上げました。そのとき当

時の課長の答えとしては、大体１トン当たり10

万円の費用がかかっているあれだと。前は大友

菌を使っていたわけですけれども、今度ワーコ

ムのワーコム菌を使って進めているというよう

なことで、これが150万円ぐらい少なくなった。

大友さんの菌は高かった。なかなか高い割には

効果が出なかったというような過去の検証もあ

ってやっていますけれども、学校給食、まゆの

郷の農家の方にやっているということで、学校

給食に納めた野菜の種類と金額はどのぐらいな

んでしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 野菜の種類と量につきまして

は、現在資料を持ってございませんので後ほど

資料で説明したいと思います。済みません。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 
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森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） やはり、何ていいます

かね、効果。ただ肥料をつくって、環境型、循

環型にやりましたよというだけではうまくない

んじゃないですか。やはり費用対効果というも

のを考えていただいて、例えばまゆの郷にやっ

てどのぐらい学校給食に種類ができてというこ

とまでも追求していただかないと、循環型の成

果ということは出てこないんじゃないですかね。

やはりここまで徹底的にやっていただかないと、

納得できないといいますか、成功しないんじゃ

ないですか。後から資料をいただければ結構で

すので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

  次、155ページ、７款商工費、企業誘致対策

費。成果表では91ページになっていますけれど

も、これ、私ももう少し予算をつけて活発な企

業活動をしなければいけないんじゃないですか

というようなことをここで述べた経過がござい

ますけれども、それで上げた結果、かなり旅費

もふえて企業訪問頻度もふえています。ある程

度予算づけの結果かなと思っていますけれども、

その辺のことに関しては、ひとつ課長いかがで

しょうか。 

田口富士雄商工観光課長 委員長、田口富士雄。 

森 儀一委員長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 小嶋委員からは以前に

も旅費の増の件に関して大変ありがたい御意見

を頂戴しました。確かに昨年よりは倍増になっ

ておりまして、この数値に関しましても、訪問

数、それから延べ訪問回数もかなりの数でふえ

ております。実質、平成22年度から比べまして

平成23年度、大分動きが出てきております。例

えば団地への視察とか、あるいは空き工場のさ

まざまな問い合わせとかですね。それとあわせ

まして全国の有効求人倍率も上がってきており

まして、本地域も７月末で0.89という、ちょっ

とこの数年で考えられないような数値まできて

いるということであります。 

  今後は単に増だから回数をふやすということ

ではなくて、重点的に、さまざまな組織もござ

いますので、幸い推進協議会のほうも事務局が

市のほうに今年度移管されましたので、ですか

らそんなふうなまずあらゆるツールを使いなが

ら、議員の言葉ではありませんけれども、スピ

ード感を持って、粘り強く重点的に集中して行

っていきたいと思っております。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） やはりある程度お金を

投入して企業活動をやって、訪問頻度が大事な

んですね。その熱意といいますか、１回行って

もだめ、２回行ってもだめ、３回行ってもだめ、

４回行けばいいとか５回行けばいいとかという

ふうな、頻度をふやすことによってその誠意と

いうものが相手方に伝わることは間違いござい

ませんので、もう少し旅費をどんどん使って企

業活動を活発にやってもらいたいと思います。 

  終わります。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 今質問あったばかりで

すけれども、私も同じことを質問します。 

  143ページの同じことで、地域循環型の堆肥

製造事業ということで今小嶋委員よりも質問あ

ったんですが、今定例議会でつくづく私感じた

んですが、やはりこれは執行部のほうは見直す

べき、考えるべきだということがあれば、複数

の人が言わないとこれはどうにもならないなと

いうふうな印象を今回初めて私は体験しました。

それで、小嶋委員に追いかけて同じことを言わ

せていただきたい。 

  これはどういうことかというと、この堆肥製

造は、当初始めたときには、新庄市の生ごみ、

発生するものを最終的には全量を堆肥化してい

くんだと。長井市と同じようにですね。そうい
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うふうに大きな目的があったはずなんです。そ

れで、長年いろいろ試行錯誤しながら、最初は

チップを製造してまぜたり、それから大友教授

から指導を得てバイオマスで発酵させてという

ふうな段階でやってきたんですが、結果として、

今現在でもその効果、成果というのはほとんど

見られないというふうな状況になっています。 

  成果表の85ページに載っていますけれども、

今でもチップと生ごみ160トン、生ごみが144ト

ン、完成した堆肥が118トンと出ていますけれ

ども、これをまゆの郷の会員27名に分けてやっ

ているんだと。これは当然無償だと思うんです

が。菌が大友菌から真室川のほうの栗田さんの

ワーコム菌にかえたということなんですが、そ

れでは、目指すものはどういうことでこういう

ふうに続けているんですか。私の頭の中では、

もうこれは建物も老朽化してあの建物では使え

なくなったから、解体、壊したいというふうな

ことで、これを全部廃止したいというふうなこ

と言ったはずですよね。それがまたその方法を

変えてやっている。じゃあ目指すものは、最終

到着はどこを目指しているのか、それをお答え

願いたい。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 生ごみ堆肥化に係る内容の検

討につきましては、過去に平成22年度に４回ほ

ど庁内で検討会を開催し、検討した経緯を報告

受けてございます。 

  最終的な判断としましては、当時、全市的に

生ごみ堆肥化する場合の建設事業費として約４

億円の費用がかかると。それにランニングコス

トが発生しますので、いわゆるごみの減る分、

処理場の費用その分減るわけでございますが、

支出の分も相当かさむということで、費用対効

果の面から全市的に堆肥化することにつきまし

ては断念をするというふうな結果の報告が出て

ございます。 

  このときに、本格実施がない以上は実証事業

も中止すべきであるというふうな話も中にはあ

ったんですが、ではこれまで550世帯協力いた

だいた世帯に対する説明をどうするのかという

ふうな部分がありまして、当面はその出口の部

分回るようにということで、先ほど来説明して

ございますが、学校教育における地産地消と食

育の推進を主眼に、あわせて可燃ごみの収集量

の減量化を図っていくというふうなことでのバ

イオマス活用、これをこれまで継続してきたわ

けです。 

  平成23年度から学校給食のほうに回るように

ということで、先ほど小嶋委員からも質問ござ

いましたが、野菜の種類、それから実際の年間

の消費量、これについては現在手持ちの資料が

ございませんので説明できませんが、いわゆる

台所から出た生ごみが、学校、児童生徒の給食

食材に回っていく。しかも地域の野菜というこ

とで、そういう面からすれば地産地消、安全安

心の教育の部分での、どれだけの、何円の効果

がありますかと聞かれますとなかなかはかりが

たい部分もございますが、そういう意味では、

このまま継続しながらも近い将来において本当

にどうするのかという部分は、当然、これほど

のお金をかけてございますので、再度判断する

時期が来るのかなというふうに感じてございま

す。以上です。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 今、課長が学校給食の

ほうに使うというふうな方向で、子供たちの教

育の一環としてこの事業をやるんだ、そのため

に465万6,854円を投入している、追加している、

使っているわけですけれども、教育委員会はこ

の件に関してはどういうふうに感じていますか。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 今御質問ありました件に



 - 241 - 

ついてですが、教育委員会のほうでも、補助金

として地産地消の促進事業費の補助金とか、あ

るいは学校給食における米粉利用の補助金とか

をいただいて、学校給食のほうにいわゆる地産

地消の趣旨を生かした野菜等をいただいており

ます。手元に資料というか、あるんですが、こ

れが全部、いわゆる大根が幾らで、地産という

か、どれくらいの地場産のものかというのはデ

ータあるんですが、どれくらいの割合がまゆの

郷から出てきているものかちょっとわからない

んですが、地場産の割合ですけれども、多いも

のですとアスパラが例えば0.93とか、何キロと

かというデータはございます。そういうふうな

ところを生かしながら、給食のほうの、いわゆ

る毎月のメニューづくりとかそういうふうなと

ころで生かしているところです。なお、その際

には、メニューにもこれは地元からとれた食材

ですとかそういう紹介をしながら、子供たちに

は食育という面で指導をしているところです。

以上です。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） 今まで両者からお話を

聞いたように、これは学校教育のためにこの事

業をやるんだということではないんです。スタ

ートが違うから。今の答弁のとおり、それが十

分生きてきていない。途中から目的と違ってき

たものが出てきたものだから、苦し紛れにそっ

ちへ向けていったということでしょう。最初か

らこれを狙っているわけじゃないんだから、明

らかに。今まで協力してくれた550世帯に言い

わけにならないようなことを言うけれども、こ

れ、やるんだったらやって、やめるんだったら

すぱっとやめたほうがいいんですよ、こんなの。

苦労してきている、みんなが。農林課担当にな

ったときにみんながこれで悩んできているんで

すよ。スタートからもうつまずいているんです

よ。つまずき、方向性を見失って、私から言え

ば何ともならない無駄な予算をつぎ込んだとい

うふうにしか見えないんです、今現在見ている

と。それなら、いろいろ検討してもそれがなら

なかったときは潔くやめるのも、これは一つの

英断ですよ。見切りですね、それは必要だと思

うんです。 

  今、農林課長は新しい、今年度から課長にな

っただけだから、その流れは別に引き継いでい

ないから、ひっくり返しながら過去のデータを

見ながら答弁しているというふうな状況でしょ

う。これまたかわればまた同じことをずっと繰

り返すわけですよ。担当者がかわるんですから。

でも、目的が変わっちゃならないわけですから

ね。だから、方向性が見えないときには潔くこ

の事業を中止するというふうなことも必要であ

ろうと私は思うんです。 

  当初言った全量生ごみ堆肥化、これが長井市

みたいな方向性が見えないとすればやめるべき

だ。中途半端にこんな四、五百万毎年かけてい

たって、何も生まれてこないんだから。だった

らば、今やっているまゆの郷の会員の27名が、

この堆肥がぜひ欲しい、これでなければ学校の

給食に提供できないというんだったらまた話は

違う。そこまではどうも学校教育課長の話を聞

くといっていないようだ。学校の生徒に話した

とすれば、ああそうかで終わっているんじゃな

いですか。余り意味がない、私はそういうふう

に思います。ひとつ検討してください。これ以

上の答弁はできないと思うので。それで、小嶋

委員と私がその方向性というものを質問したわ

けですから、執行部全体でもう１回よく協議し

ていただきたい、お願い申し上げたいというふ

うに思います。 

  それから、次の145ページ、若者実践塾、こ

れについて質問します。 

  成果表では73ページにその実績が記載されて

ありますけれども、平成22年度から始まって、

昨年はスタートは４名の塾生がいたんですが、



 - 242 - 

途中で１人退塾というふうに書いて、３名が卒

塾したというふうなことを書いています。 

  中身を見ますと、トルコギキョウとストック、

イチゴ、野菜類、その他となっていまして、販

売金額も169万7,032円となっています。これは

別に販売目的じゃないからこれはどうと言いま

せんけれども、何に力を入れているかというと

トルコギキョウとストックでしたね、この量か

ら推測すれば。最初は夏秋イチゴをやると私は

聞いているんですよね。それが330平米にやっ

ているんだけれども、この金額から見れば大し

た力を入れた事業ではないというふうに見受け

られます。 

  それで、販売実績の多いトルコギキョウ、ス

トックというのは、ここで教えなくたって、園

芸塾で教えなくたって、こんなのみんなやって

いるんですよ。何十年もなります。実績を持っ

ている人がいっぱい新庄市にはいるんですよ。

こんなの追いかけてここで教えたって、何効果

あるんですか。どんなものが得られるんですか。

やっていないもの、新庄市で将来こういうもの

が見込まれるというんですか、新庄市の特産物

にしたいというものを持ってきて、この園芸塾

で指導、教育して育て上げていくというんだっ

たらば話はわかりますけれども、既設の品種を

ここでまた繰り返しやったって、何にもこれは

ならないんですよ。そう思いませんか。こんな

のは、ここで聞くよりも指導力を持った人はい

っぱいいますよ。トルコギキョウ、ストックな

んていうのは。そう思いませんか。これも無駄。 

  大体ですね、今年度何人入ったかちょっとわ

からないんですが、希望者はそんなにいないで

しょうが、毎年。苦労して集めているんですよ。

これもやめたほうがいいと私は思う。どうです

か、農林課長、どういうふうにあなたは感じて

いますか。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 お答えいたします。 

  この塾につきましては、栽培技術を学ぶとこ

ろでもありますが、年間通したいわゆる経営面、

これも一つは学ぶところではないかなと思いま

す。 

  昨年の新庄市のトルコギキョウの販売実績で

すが、約125万本、額にして１億7,200万円の販

売実績がございます。やはり伸びるものはさら

に力を入れて伸ばすべきではないかなと思って

いますし、真新しいものも当然入れなければな

らないということで、夏秋イチゴについては、

今年度サマーティアラの株が入りまして、現在

サマーティアラでイチゴの指導をしてございま

す。 

  過去10カ年間、黒沢において若者園芸実践塾

を開設してきました。この10カ年間で学んだ卒

塾生がしたためた文集がございます。例えばそ

の思いをつづった一例を挙げますと、父と一緒

に花卉栽培を頑張っていますとか、生涯なりの

宝を学んだことを実践している、あるいは、ま

さか自分がトルコギキョウをつくるとは思って

いなかったとか、米づくり農家の人たちとはや

る気や輝きが全く違うと、そういうふうな先輩

もいるというふうな体験もしてございます。ま

た、農業のすばらしさと大切さを広めて地元の

農業のよさを盛り上げていきたいと。いわゆる

地域全体の農業の後継者育成という部分も当然

ございますので、塾生、予定では５名を予定し

て開塾したわけでございますが、今委員御指摘

のように、今２名ということで大変苦戦を強い

られてございます。これにつきましては、来年

度どのような手だてをすれば、５名の塾生を確

保しながら地域農業の後継者を育成していける

のかというふうなことも考えていきたいと思っ

ていますので、当面続けさせていただきたいな

と考えているところでございます。以上です。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 
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１５番（新田道尋委員） 今、農林課長が答弁な

されたように、非常に頭を悩まされているとい

うふうなことがうかがえる。前に黒沢でやった

ときもだんだんだんだん希望者がいなくなって、

また今と同じように募集するのに非常に苦労し

た経緯があるわけですね。土地の問題もあって

やめたんですけれども、いい時期かなとあのと

きは私も思ったんですが、またいつの間にか始

めた。誰がどうして、どういう理由でやったの

かよくわかりませんが、今開いてみると、そう

いうふうにまた同じように尻すぼみになってき

ているというふうな状況がうかがえるわけです

ね。 

  こういうものは別にこれでなくてもいろんな

ことがあると思うんですが、やはり狙いと違っ

たなというときには、変える努力というか勇気

も必要だと私は思うんですよ。いつまでもぶら

下がっていないで、限度だと思ったらぱっと引

く、これが経営ですよね。市としたって経営者

と同じで、事業者ですよ。見込みがない、採算

がとれないとか、先行きの見通しがつかないの

であったらば、どんな事業であろうとも変える

努力をしていかなければならないと私は思うん

ですよ。 

  来年度予算にまたのせるかどうかは別として、

そういうふうに、課長、考えたら、庁内でよく

みんなで検討して、やめるんだったら、引き際

をきれいに、さっぱりやってください。５名の

募集のところ２人でしょう。望んでいないわけ

です、要するに、市民が。そういうものに同じ

経費かけてやっていったって、これはしようが

ない、別の方法を考えなければならないでしょ

う。そう思います。終わります。 

森 儀一委員長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

    午前１１時５５分 休憩 

    午後 １時００分 開議 

 

森 儀一委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

  ほかにありませんか。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 私のほうからお聞きい

たします。まず初めに、決算書100ページ、１

項７目。これは情報網、通信回線、本合海地区、

この事業、本当に執行部のほうでお力添えをい

ただきまして事業が完成いたしました。ありが

とうございます。これに伴ってアンケート調査

もしていただいて、それなりに加入者がどれく

らいいるかというような中での事業をやってい

ただいたわけであります。今そういう中で、当

地区において加入状況、アンケートに対してど

のぐらいの加入率があるのか、その辺わかれば

お聞かせいただきたい。 

荒川正一総合政策課長 委員長、荒川正一。 

森 儀一委員長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 お答えいたします。 

  ＮＴＴのほうからの情報に基づきますが、８

月末現在におきまして、本合海交換所管内にお

きましては、世帯、事業所合わせて171回線と

なってございます。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） どうもありがとうござ

います。せっかく配線をしていただいたわけで、

当地区においても加入率が向上されるように

我々も一層これから、この光ブロードバンド、

これが来たおかげで学校等なんか特によかった

というようなことで、特に若い方々ですね、喜

んでいただいている中であります。そういうこ

とで加入率がもっと高まるように我々もできる

だけ頑張っていきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

  次に、決算書の156ページの土木費、道路橋
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梁費の手数料8,450円とあるんですが、これは

予算の中では10万5,000円。この内容と、そし

てまたこの手数料の事業と申しますか、どうい

う内容のものかを簡単にお聞かせいただきたい。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 道路橋梁総務事業費の手

数料でございますけれども、この8,450円とい

うのは公用車の車検の代行手数料でございます。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 8,450円の内容はわか

るんですが、これは予算では10万5,000円の中

での執行したのが8,450円、そうだと思うんで

すが、決算においてこの手数料の事業の内容は、

法定外公共物管理業務に関して何か問題、課題

が起きた場合の相談料的なものだと私なりに課

長のほうから説明を受けているんですが、この

手数料に関しての事業内容として、そういうふ

うなものがこれまでも幾つか問題提起された経

緯があることは我々議員もみんな知っていると

おりなんですが、この手数料に関しての事業、

そういうふうな問題提起された内容が、10万

5,000円という予算の中にその執行状況はなか

った、今の説明ではなかったですね、市に問題

があって提起されて相談を受けているものに対

しては。この決算の8,450円にはないわけです

ね、執行したというかそのあれは、使用料は。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 委員の御質問は、手数料

の中でいわゆる弁護士の相談のための予算を組

んだという内容ですと、決算書の155ページ、

土木総務事業費、その中の手数料ということで、

154ページの12節の役務費というところに11万

3,000円当初予算化しております。その中で実

際に使ったのが通信運搬費の710円だけであっ

て、10万5,000円という形で弁護士の相談費用

として当初予算化していましたけれども、平成

23年度につきましてはこの執行額はないという

ことでございます。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 154ページ、土木総務

費の中で通信運搬費で710円、これが使われて

いるという内容だということなんですが、これ

まで、法定外公共物なんか数が相当あるわけな

ので、そういうふうな物件の中で条例化されて

いるものに対して問題が生じた場合、その管理

業務、これは市にある。そういう問題がこれま

で生じたものが確かにあったわけです。我々も

議場等で聞いておりますので。その物件に対し

てはこれまでどういうふうな対応、処置されて

きたのかお聞かせいただきたい。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 まず、予算上におきまし

て10万5,000円の弁護士費用ということで費用

化していましたけれども、これまでこの10万

5,000円の設置する理由としましては、委員が

今おっしゃいましたように、法定外公共物等市

の財産、いっぱい抱えているわけです。そうい

う中で、境界とかそういうふうな民事上の、い

わゆる見解の違いといいますか、そういうもの

の問題が起きた場合に弁護士等のいわゆる専門

的な知識が必要となる場合があるということで、

ここに予算化しているわけでございます。 

  今、委員が御質問になっているのは、前にも

この委員会等でいろいろとやりとりといいます

か、そんなことになった法定外に関する事例だ

と思いますけれども、法定外公共物につきまし

ては法定外公共物の管理条例がございますので、

その条例に従いまして市が管理するという状況

でございます。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 



 - 245 - 

１２番（清水清秋委員） だから、これまで法定

外公共物の管理に対してそういうふうな問題が

生じて、市のほうで相談をしている状況の物件

があるわけでしょう。恐らくないわけはない。

議場でもいろいろ議論しているわけですから。

ということは、平成23年度予算書に10万5,000

円という内容のものに対して、相談料というか、

そういうものに対しての手数料を10万5,000円

置いているわけです。決算において710円を使

用したということなの。一部ね。だから、10万

5,000円というのを平成23年度予算に置いてい

る。使ったのが710円ということなんでしょう。 

  だから、そういうふうな問題提起され――ま

あいいんだけれども、法定外公共物管理条例、

これがちゃんと条例制定されているわけで、そ

ういうふうな問題が生じたときは弁護士等に相

談料的に置いたということを、前、課長のほう

から説明を聞いたんです。そういう中で、そう

いうふうな問題が生じている物件がある。そし

て、それに対して市では何回か、どっちのほう

か、その土地を活用している人に対して原状回

復命令を２回出している。こういう状況で今き

ている。それに対して、課長とも話したことあ

ったんだけれども、市の管理業務の責務は、原

状回復命令の通知を出したから、それで我々の

責務はよしなんだというような話も聞いたんで

すが、その点間違いないんですか。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 まず、土木総務事業費の

役務費11万3,000円の内容なんですけれども、

先ほど言いました弁護士相談手数料、これが10

万5,000円です。そのほかに、土木総務事業費

の全体の通信運搬費として8,000円ということ

で、この全体の通信運搬費の8,000円から710円

を使ったという内容でございます。ですから、

相談業務で710円使ったという意味合いではな

いということです。 

  それからもう１点、法定外公共物の中でもい

ろんな管理をやっていますけれども、そういう

中で弁護士と相談するもの、案件、それがない

ということで平成23年度は執行しなかったとい

うことでございます。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 費用を執行しなかった

かしたかじゃなく、そういうふうな問題が生じ

た場合に相談料というふうなもので置いている

わけです。これは間違いないでしょう。だから、

そういうふうな問題が市に来ているわけです、

もう。そういうふうな物件があると。これは、

前の都市整備課長、その後もずっと何代か続い

てきている状況の中でのこういうふうな問題提

起されている。それに対しての市の管理業務責

任というのはどこまであるべきなのか。そうい

うものをきちっと手だてを踏まえていけば、解

決はそんなに長くかからないわけ。まだ解決し

ていないと。どこにどういうふうなことが生じ

て解決策も見出せないでいるのかということが

問題なんです。これ市に管理責務あるんです、

条例下においてね。市の管理業務責任というの

はどこまであるのか、ちゃんとここで説明して

いただければ。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 法定外公共物を管理する

中で、法定外公共物を改造なりなんなり使用す

るなり、そういうものについて改造するときに

は届け出をしなければいけない、そういう条例

の内容でございます。届け出されないで改造さ

れた場合ですけれども、それについては原状復

旧のお願いをいたします。 

  現在、委員が言っている案件、一緒の認識だ

と思いますけれども、それについては平成22年

２月12日付で、ずっとそれまでについては本人

とお会いしたりなんなりしていろいろとお話し
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させてもらいましたけれども、それではなかな

か進展しないということで、原状回復するよう

ないわゆる条例に基づいた通知、回復しなさい

というふうな通知を出したところでございます。

それで、現在、まだ現実的にこの原状回復にな

っていないわけですけれども、その点について

もやはりまた根気よく原状回復をお願いすると

いうふうな形で進めてまいりたいと思います。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） これでばっかり時間と

っていられないんだけれども、これ、きのうき

ょう受けた物事じゃないわけでしょう。そうい

う中でですから、できる限りやはり早目に解決

策を見出して。市が責任あるわけですから、そ

ういうふうな問題が起きた。原状回復の通知を

２回も出しているわけでしょう、それが市の管

理責任としての正当な行い方だということで。

そういうものをできないでうやむやというか、

そういうものをできないでずっときているとい

うことは、どういう状況をあそこの、その地域

全体にも及ぼしているかということを考えたこ

とはありますか。１つの物事、そういうふうな

問題、いざこざが起きて話が進む中で、地域全

体がまとまりが、市長が言っている地域力とか

そういうものなんか生まれてこない。 

  そういうことを考えれば、できる限り早くそ

の解決策を市の責任においてやるべきじゃない

ですか。原状復帰、通知出したから、それで

我々は責任それまでだよというふうな捉え方だ

ったら無責任でしょう、市は。解決策がないん

だもの。そう思いませんか。私はそうだと思う

んだ。ちゃんと解決策はこうだと。そして罰金。

通知、回復命令に応じなかったら罰金５万円以

下とか、いろんな罰則まで設けているんだね。

条例に罰則なんて余りない。そういう責任のあ

る市が、こういうふうにずるずるとしている、

やってきているというそのものが、やはり我々

から見れば市の管理責任を怠っているというふ

うな感じがしてならない。 

  まず、一刻も早くきちっと、原状回復という

ふうなものを市が出しているわけだから、そう

いう方向で話し合いして進めてもらうべきだと

思う。そう思いますか、もう１回一言だけ。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 一応条例にのっとりまし

て、できるだけ早期に解決できるように努力し

てまいりたいと思います。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） そういうことでありま

して、そういうふうな問題提起されたものは、

やはりできる限り解決策、糸口を見出してそれ

に対応するというのが行政の一つのあり方だと

私は思いますので、ひとつよろしくお願いしま

す。 

  また都市整備課長になるんだけれども、164

ページ、８款土木費１項８目除排雪業務委託料

３億9,073万3,744円とあるわけなんですが、本

当はこういうところで聞きたくなかったんだけ

れども、一般質問でしたんだけれども、除排雪。

これ、市道並びに市で管理している県道とか、

また生活道路、この生活道路の除雪は市でやっ

てくれている。排雪は市ではできないんだよ、

市民には皆そういうふうに広報でなっている。

ただ、そういう中で生活道路でも排雪されてあ

るよということで市民から話を聞かされました。

「そういうところはねえべや」ということでな

ったんだけれども、「いや、あります」と、場

所まで連れていかれました。 

  課長とも話したんだけれども、今そういうふ

うな状況がある中で、私から思えば、生活道路

も今度は徐々に排雪してもらえるんだろうなと

いう感じも、これは歓迎してもいいなと思って

いたんだけれども、ただ、今の状況の中では生
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活道路そのものの排雪は関係者でやってくださ

いよということがあるわけなので、その辺どう

捉えたらいいのか。これから生活道路も市で

徐々に排雪やりますよというような、一般質問

の中ではこれから調査していろいろ対応、やる

ような方向でということもあったわけなので、

その辺どうなんですか。 

星川俊也都市整備課長 委員長、星川俊也。 

森 儀一委員長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 生活道路の排雪につきま

しては、いわゆる生活道路の除雪する要項とい

いますか、そういう中で排雪については関係者

の中でお願いしたいということで、市では排雪

に対する費用といいますか、そういうものは助

成はしておりません。 

  また、生活道路の排雪にお金がかかるという

ふうな議論につきましてはこの委員会でも何回

かされましたけれども、そういう中で、今年度、

生活道路の排雪にかかる費用というようなとこ

ろで今アンケートをとったところでございます。

そのアンケートなどを参考にしながら、今後、

生活道路の排雪について、あるいは生活道路の

いわゆる要件緩和といいますか、そういうもの

についてことしの冬に向けて検討してまいりた

いと思っております。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 私は、やはり前向きに

生活道路も今後市のほうで対応していただいて、

市民生活が本当に生活しやすくですね、市道を

問わず、やはり生活道路、この辺の市の対応と

いうのは望まれるわけで、ひとつ今課長言った

とおりこれからは、一般質問でも聞いたんだけ

れども、市道はそれなりの整備状況はああいう

ふうに進んできているという中であります。こ

の除排雪に対しても、やはり無雪都市宣言とか

そういう宣言しているわけですから、市道、国

道、県道だけが無雪じゃないと思うんです。生

活道路というか、皆生活道路にはまってくるん

だけれども、やはりきめ細かい対応をしてもら

えれば、市民としての環境、生活環境を整えて

もらえればありがたいというのは市民みずから

の声だと思いますので、ぜひひとつそういう方

向で、ある一部分だけがそういうふうな状況で

やるようなことなく、きちっと計画を立てても

らって進めてもらえればなと思います。ひとつ

よろしくお願いしたいと思います。 

  もう１点、145ページ、６款１項５目土地改

良事業費並びに149ページ、国営新庄土地改良

事業費、これは11目ですね。こういう土地改良

事業に関してお聞かせいただきたいというか、

この事業、国営事業、水利事業とか本当に長年

経過してきているわけで、市の財政からそれ相

当の事業費を毎年出してもらって、あとどのぐ

らいの返還年数があるのか。この国営土地改良

事業費１億9,700万何がしの事業の返還年数、

いつごろまでなのか。あとは、土地改良事業費

の県営かん排とかいろいろあるんですが、その

辺わかれば。そしてまた、この事業をやる前に

土地改良区との契約というか話し合い、１俵１

斗１升。今、その１俵１斗１升という物事がど

ういうふうな返還状況できているのか、その辺

もわかればお聞かせいただきたい。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 初めに、決算書149ページの

国営新庄土地改良事業費負担金１億9,718万877

円、これに関連するお話でございますが、県と

の協議の中で市の負担をできるだけ少なく長く

というふうな、財政再建のこともありまして平

準化事業を該当させていただきまして、その結

果、平成29年度までの償還となってございます。

始まりが平成５年からということで、約25年の

長きにわたり返済を続けていくというふうなこ

とでございます。 

  それから、決算書145ページの県営基幹水利



 - 248 - 

施設管理事業農家負担軽減対策事業ということ

で、これにつきましては、維持費の70％を県が、

そして残り30％を市が３分の１、改良区が３分

の２負担するというふうな事業で行われてござ

います。 

１２番（清水清秋委員） 委員長、清水清秋。 

森 儀一委員長 清水清秋委員。 

１２番（清水清秋委員） 時間もありませんので、

土地改良事業費に市が対応していただいている

ことに対して本当にありがとうございます。農

林課長からも、このたび土地改良事業の中で市

がどこまでかかわりあるのかということでお聞

きしたところでしたので、その辺も土地改良区

と話し合いしていただきまして、９月７日あた

りまで水も上げてもらったんです。ありがとう

ございます。そういうことで、いろいろとやは

り土地改良区とのコミュニケーションというか

話し合いもこれからやっていただきたいなと思

いまして質問したところです。どうもありがと

うございました。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） まず最初に、成果表の

105ページで就学援助費というのが載っており

ます。このことについてですが、生徒全体に対

する割合は何％ぐらいになっているのでしょう

か。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 昨年度実績が、要保護、

準要保護、それから特別支援教育のほうも含め

て272件ですので、割合は、昨年の児童生徒の

人数が持ち合わせしていないんですが、今年度

で3,361となっていますので、子供の数は今年

度のものを使ってですが、８％ぐらいになって

おります。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 学校就学援助で給食費

を見るようになったというのは、私は大変よか

ったと思います。現在、これを受けている方々

は給食費未納というのはないと思いますが、学

校のほうで給食費未納というのはどのぐらいに

なっているのか。この就学援助を広げることで

給食費未納が減ったのではないかと思いますが、

その点成果はどうか教えていただきたいと思い

ます。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 未納については今年度当

初調査しておりますが、相変わらず昨年度に比

して大体同じくらいの人数の未納者というふう

に把握しています。したがって、このいわゆる

就学援助関係が件数的には若干ふえております

ので、その関係で多少減少しているというふう

なことはあると思うんですが、基本的には未納

の数、割合はほとんど同じというふうに捉えて

おります。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そういう意味では、私

としては、就学援助の拡充拡大に努めて給食費

の未納が出ないように、出そうな方、ことし未

納だった方などには率先して就学援助をどうで

しょうかと個別的にでもお話をしてはいかがか

と思うんですが、どうでしょうか。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 まず、先ほど御質問いた

だいた就学援助の件数というかパーセントです

が、昨年度の人数がわかりましたので。昨年度

3,454名の子供がおりますので、7.8という数字

になります。 

  それから、今ほどの御質問ですけれども、そ

うですね、そういうふうなところをふやしなが
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ら、なるべく未納のほうを減らしていくという

ようなところはあると思います。あわせて、昨

年度後半のほうから、子ども手当の窓口の手渡

しというところも本人の御了解をいただいて可

能になりましたので、そういう面では未納につ

いてはかなり改善なっている部分もあるのかな

というふうに思っております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ふやして未納を減らす

ということで、どうかお願いしたいと思います。

全国的には、生活保護を入れないで就学援助だ

けですが、生活保護以外の就学援助の割合が

13.83％となっております。ですから、全国的

な平均から見ても新庄市はかなり少ないと思い

ますので、子育て支援の強化ということで、ぜ

ひ未納の方を見つけては丁寧な、支援できるか

らということで励ましていただきたいなと思い

ます。よろしくお願いします。 

  次に、成果表105ページ、地産地消による学

校給食ということなんですが、地元食材の利用

割合は前年比高まっているのか、現状は、課題

はと思いますが、どうでしょうか。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 前年度との比較は持ち合

わせしていないんですが、今年度、平成23年度

のものでは……地産の割合は若干ふえておりま

すね。ただ、先ほどというか前のお話にもあっ

たんですが、例えばまゆの郷からとかの農産物

を、野菜等、可能な限り学校のほうに入れてい

るところなんですが、まとまった数とかあるい

は種類とか、そういうところでなかなか本当の

地元の、新庄のということではふえていかない

と、そういうふうな課題があるというふうに把

握しております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 地元のものがふえてい

かないような気がするというその原因は、どう

いうところにあると考えておられますか。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 物によっては、例えば、

先ほど申し上げましたけれども、アスパラが

93％とか白菜が87％とか、そういう高い割合の

ものはあるんですが、やはり季節のこととかあ

るいは栽培している種類とかそういうところで、

学校が、給食にかかわってなんですが、求めて

いるところと、いわゆる地元で栽培しているも

のとなかなかうまく合わないと。そういうとこ

ろがふえていかない理由の一つかなというふう

に思っております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そういう意味では、献

立を立てる栄養士さんだと思うんですが、栄養

士さんが、地元の農家がいつ何をつくるのが一

番適しているかというか、地元の農家と話をし

てどういう時期に何がいっぱいとれるかという

ことをよく把握していただくことが、私は地産

地消をふやす鍵のような気がいたします。自然

相手ですから、いつでも何でもできるわけでは

ないんです。ですから、冬にナスなんて言われ

てもちょっと難しいところがありますし、やは

り夏にナスが多いわけで、そういうふうに地元

でたくさんとれるものを優先して献立に入れる、

献立作成のときにそういう視点が必要な気がす

るんです。そういう点どうでしょうか。 

髙橋千春学校教育課長 委員長、髙橋千春。 

森 儀一委員長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 毎月１回、栄養士さんと

か調理師さんの代表の方が集まって献立検討会

というのを今もしております。その際にもちろ

ん、補助金等をいただいていることもあります

ので、なるべく地元のものを、おいしいものを
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というようなところを考慮しながら献立検討会

のほうはしているというふうに捉えております。

以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） そのようにぜひ、冬に

とれないものをなるべく入れないように、時期

でとれるものをなるべく入れるようにという御

指導をお願いしたいと思います。 

  次に、成果表85ページ、堆肥製造にかかわっ

てですが、学校給食の食材供給者に、まゆの郷

の生産者27人に119トンを分けたというふうに

先ほど伺いましたが、その堆肥を使っている

方々の使い勝手や意見はどうだったでしょうか。

去年、ビニールとか余計なごみがまざってとか、

余り芳しくない声が聞かれたような答えがあっ

たように思いますが、平成23年度はどうだった

でしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 バイオマス堆肥ということで

ございますが、確かに集まってくる生ごみにつ

きましては、一番多いのがやはりビニール類の

混入、それからたまにスプーンなんか入ってい

たりするんですが、この部分につきましては製

造する段階で手選別で除去していますので、協

力いただいている世帯の皆さんにこういうふう

なものが入っているよということで御指導いた

だいているところでございます。 

  それから、堆肥の製品ですが、私個人的にこ

としの春見させてもらったら、やはりバーク堆

肥ということで木片チップを水分調整材として

使っていますので、この辺もう少しふるいをか

けるとよりよい堆肥になるのではないかなと思

っていますし、使っている方については特別ク

レーム的なものは聞いてございません。以上で

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今課長がおっしゃった

ように、木片チップ、ふるいをかけるとよりよ

いものになるかということで、大変いい視点だ

ったなと思います。これがふるいにかけられれ

ば木片チップが除けられて、それがまた再利用

にも回せると思うんです。そして、堆肥として

はより喜ばれる、使いやすいものになると思う

んですが、ふるいにかけてより喜ばれるものに

という考えはないか、お願いします。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 やはり限られた財源でぎりぎ

りでやっていますので、これをいかにふるいを

かけて選別するかという部分、既存の予算の範

囲内でできないか詰めてみたいなと思っており

ます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） どうもありがとうござ

います。 

  生ごみ収集について、循環型社会、低炭素化

社会の構築ということで成果にも書かれていま

したが、私はまさにそうだと思うんです。生ご

みというとごみ、ごみというふうに一般的には

思うかもしれませんが、これが堆肥になって使

われるということになるとすばらしい資源とし

て私も実感しておりまして、ごみではないなと、

生ごみは資源だなというふうに考えさせられて

おります。そういう意味では、よい堆肥にして

喜ばれるものにしていただいて、新庄市の資源

をつくり出す取り組みとして広げていくことも

考えていただきたいと思いますが、どうでしょ

うか。 

齋藤彰淑農林課長 委員長、齋藤彰淑。 

森 儀一委員長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 バイオマス堆肥の製造につい

ては、先ほど来質問いただいておりますが、や
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はり入り口の部分から出口の部分までしっかり

回るような仕組みづくりが必要だなと思います。

生ごみを堆肥化するには一番大変なのがやはり

水分をいかにして飛ばすかということで、ある

自治体の例ですと、家庭に生ごみを乾燥する電

気機器を助成して、乾燥させた状態で搬入して

いただくと。搬入いただいたその生ごみの乾燥

させた材料については、キロ幾らで購入すると

いうふうな仕組みをやっているところもござい

ます。 

  長い目で見れば、やはり生ごみを資源化する

というのは非常に方向性としては考えは間違っ

てはいないのではないかなとは思いますが、一

度平成22年度で今の全世帯に普及することを断

念した経過もございますし、やり方によっては

いろんな方法があると思いますので、その辺は

長い目で資源化について、農林だけにとどまら

ず、入り口の部分でもいろいろ議論が必要かと

思っています。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） その点よろしくお願い

します。 

  次に、指定管理制度についてですが、それぞ

れ斎場や、成果表は110ページで市民プラザ、

それから113ページには文化会館、117ページに

わくわく新庄、また112ページに市立図書館、

116ページには雪の里情報館、120ページには屋

内ゲートボール場、120ページには体育施設と

いうことで全部載っておりますが、斎場も含め

てそれぞれの収支、差額、それからその収支残

高の使い道などについての運営団体の決算につ

いてお尋ねします。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 指定管理者制度を活用し

た指定管理施設の収支ということでの御質問で

ございます。収支につきましては、指定管理者

から提出されております決算書をもとにして回

答させていただきます。 

  市民プラザにつきましては、収支、こちらの

ほうは、全収入支出トータルでゼロという数値

で出ております。図書館につきましては、同様

に３万2,567円のマイナスと収支としては出て

きております。市民文化会館、こちらの施設で

は収支ゼロでございます。雪の里情報館につい

ては52万7,093円のプラスになっておりまして、

これにつきましては指定管理者のほうから次年

度のセミナー費用の一部に充当しますというこ

とでの添え書きがありました。わくわく新庄に

つきましては収支190万6,070円の残になってお

りまして、こちらのほうは販管費と次年度の除

雪費の一部に充当するというふうな添え書きで、

収支決算書がそれぞれの施設から出ております。

以上でございます。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 屋内ゲートボール場

の収支ですけれども、繰越金、利用料、雑入が

主な収入源になりますけれども、決算額で70万

円出ております。それに対しまして、需用費、

役務費等の支出の部分が合計で43万9,000円で、

繰越金26万3,000円になりますけれども、これ

は支出の部で人件費が入っていない本当の必要

な最低の支出になります。なお、繰越金、収入

の部で前年度からの繰越金がありますので、平

成23年度を単純に見ますと赤字となっておりま

す。 

  続きまして、そのほかの体育施設になります

けれども、これは生涯学習施設と違いまして、

13施設あるうちの12施設を一括で委託しており

ます。それで、その合計額8,644万1,000円に対

しまして剰余金158万4,502円、率にしまして

1.8％になりますので、適正な範囲内だと考え

ております。以上です。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 
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森 儀一委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 斎場のほうの管理でございま

すけれども、決算上の収入につきましては、斎

場の本市と最上町の負担金と使用料につきまし

ては平成23年度トータルで1,191万1,000円でご

ざいます。これに対して斎場の管理につきまし

ては総合計で2,794万5,000円、内訳については

決算書のほうに出ておりますけれども、一番大

きいのが指定管理料で2,409万6,000円となって

おります。（「収支」の声あり） 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

森 儀一委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 指定管理者のほうからのあく

までも収支の報告書でございますけれども、こ

れについては、うちのほうでいただいた資料に

ついては精査しておりますけれども、収入の合

計で2,429万3,000円、支出の合計で2,567万

7,000円ということで、管理者のほうからの報

告では138万円ほどの赤字というようなことで

は報告は受けております。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 赤字になっているとこ

ろがございますけれども、そういった部分につ

いてはどのような取り扱いをなさるんでしょう

か。 

  またもう一つ、プラスの、黒字が多く出てい

る部分については、本当は税金ですので、人件

費の引き上げなどに充てていただきたいという

指導はできないのか、どうでしょうか。 

小嶋達夫生涯学習課長 委員長、小嶋達夫。 

森 儀一委員長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 生涯学習施設として赤字

といいますかマイナスの決算を出しているとこ

ろとしましては、図書館がございます。こちら

の金額について３万2,567円という金額でござ

いますが、こちらのほうを補塡という考え方は

ございません。それから、雪の里情報館、わく

わく新庄につきましてプラスということでの収

支が出ております。こちらにつきましても、指

定管理者制度、使用料金制ということを基本に

しておりますので、こちらのほうも減額あるい

は翌年度繰り越しで予算編成にというふうな話

で考えてはおりません。以上でございます。 

高木 勉生涯スポーツ課長 委員長、高木 勉。 

森 儀一委員長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 先ほど赤字になって

いる団体と申しましたけれども、屋内ゲートボ

ール場でございますが、対策としましては、や

はり支出を抑える、収入をふやすということだ

と思いますけれども、ゲートボール場も、ゲー

トボール愛好者のみならず学校のクラブとか地

区のグラウンドゴルフで利用していただくとか、

収入をふやすような工面をしております。以上

です。 

坂本清一環境課長 委員長、坂本清一。 

森 儀一委員長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 斎場につきましては、さきの

東日本大震災のかかわりで重油あるいは火葬の

遺体数等について対応した結果がございまして、

それらについて額で76万9,000円なんですが、

これについては平成24年度の予算で対応してお

ります。 

  なお、会社のほうの報告によります人件費に

ついては、当初の会社のほうの予算額と支出額

についてはほぼ同じような金額になっておりま

す。以上です。 

野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 指定管理者制度の制度運用に

当たってその設計をしている総務課のほうから

でございますが、指定管理料、管理料、管理委

託費との差額の中で剰余金が出た場合の取り扱

いについて、それを人件費に回したらどうかと

いうふうな御提案に対して答弁させていただき

ます。 



 - 253 - 

  もともと使用料制でございますれば、それは

管理料と使用料、使用料については市の収入と

いうことになりますし、管理料については市が

公金で負担をするということになります。利用

料金制の場合につきましては、原則とすれば利

用料金については指定管理団体の収入でござい

ます。もともと施設の管理費については過去５

年間の実績をもとに管理費を算定してございま

すが、その中で剰余金が出てきた場合について

は、収入と支出の差額につきましては指定管理

者のほうの収入というふうな理解をしてござい

ます。これについては、地方自治法に定められ

た利用料金制による法体系の中での制度でござ

います。 

  そうした制度上の運用であるということと、

もう一つは、やはり指定管理者制度がその指定

管理者のやる気、インセンティブをどこに求め

るかというふうなことがございまして、少しで

も効率的な運営もしくはやる気を起こさせるた

めには、効率的な管理運営に努めて、剰余を、

余る、つくるというのが制度だと思います。

（「わかりました」の声あり） 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 別の質問をしたいと思

います。成果表の４ページに、給与、三役の削

減額が２割となり、市長を先頭に住んでよかっ

たと思える市を目指して定住促進に努めている

と思います。特に副市長は市長の片腕として定

住促進を進める立場から、家庭環境が整えばみ

ずからも定住する意気込みについて伺いたいと

思います。 

野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 副市長の一身上の問題という

点もあろうかと思いますが、副市長は新庄市の

ほうに住居を構え、住所も新庄市にございます。

新庄市に何か一朝有事があればすぐにでもはせ

参じられる態勢をとってございますので、プラ

イベートは別といたしまして、公的に今のとこ

ろ問題があるというふうには認識してございま

せんので、よろしく御理解いただきたいという

ふうに思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 市民に対して、住んで

よかった、新庄市というふうに頑張っているわ

けです、私たちみんな、市長を先頭に。その立

場に立ったときに、自分も老後もしかしたら新

庄市に住んでよかったというような新庄にした

いという、そういう気持ちで取り組んでいかね

ばならないんじゃないかなと私は思うんです。

そういう点から本人に伺えればと思います。 

  もう一つ、成果５の情報公開のホームページ

についてです。決算書の公開で市民により開か

れた市にしたらどうか、そして、予算編成に向

けた市民の声を聞くためにも決算書の公開も進

めたらどうか。これについてどうでしょうか。 

野崎 勉総務課長 委員長、野崎 勉。 

森 儀一委員長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 行革のほうから出てきている

問題を御指摘のことと思います。例えば予算編

成過程についての情報公開をしろというふうな

ことかと思いますが、昨年、一昨年ずっと研究

してきたわけでございますが、決まる前に不確

かな情報を流しますと、やはりあらぬ期待もし

くは失望を与えたりするというふうなこともご

ざいまして、意思決定過程の情報につきまして

はやはりはばかられるというふうな感想を今の

ところ持ってございます。終わります。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、歳出についての質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論の通告があり

ますので、討論の発言を許可します。 
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  初めに、認定に反対討論として佐藤悦子委員。 

   （１番佐藤悦子委員登壇） 

１ 番（佐藤悦子委員） 平成23年度の一般会計

決算に反対討論を行います。 

  平成23年度決算において、実質公債費比率

16％台と大きく改善されました。一番大きな要

因は、国からの地方交付税が平成21年度から２

億円ずつ２年連続ふえたことです。国税がふえ

ない中で、国の一般会計からの豪雪対策の支出

がふえたからとのことでした。地域住民の暮ら

しを守るために地方自治体から声を上げていく

ことが非常に大切だと改めて思いました。 

  収納対策として、滞納者が有利になるよう国

保税へ優先して回したこと、特別徴収をふやし

たこと、債権や財産の調査をしたとのこと、そ

の結果が預金８件、給与24件、売掛金４件を差

し押さえ、収納をふやしたとのことでした。税

務課長からは、生活にかかわる部分は差し押さ

えしてはならないとの貴重な答弁がありました。

無慈悲な収納とならぬように努めていただきた

いと思います。 

  評価できるというふうに思っているのはたく

さんありますが、その中でも特に住宅リフォー

ム事業1,471万7,000円の事業費です。これに対

して２億1,894万2,000円の工事費となりました。

経済効果の大きいものです。家は手入れ次第で

長もちすると言われております。市民の仕事を

ふやすためにも、小さな修理もしやすいように

事業の改善と拡大をお願いしたいと思うところ

です。 

  まず、反対の理由です。 

  １つは、保育所の民営化、また乳幼児保育所

の廃止です。 

  北部保育所を平成23年４月から民営化しまし

た。運営費や施設整備費は全て公費負担なのに

市の指導ができません。公立保育所は市直営の

給食が行われますが、民間委託では保育所直営

ではなく、さらに別の民間業者に委託されまし

た。働く人の雇用状況や給与についての把握が

できません。もともと公立に国庫補助がなくな

ったという理由で民営化が進められていますが、

交付税は来ています。法律も緩やかに運営は補

助されています。公的責任を守るために民営化

はやめるべきだと思います。 

  乳幼児保育所を廃止しました。３歳未満の部

屋をふやして、兄弟が同じ保育所に入れるよう

にしたのは高く評価したいと思います。保育所

入所希望でふえているのは、しかし３歳未満な

のです。乳幼児保育所は、手づくりの給食に手

づくりのおやつのほか、少人数であったので手

厚い保育を行って保護者を支えてくれました。

廃止はとても残念でした。 

  反対の理由の第２は、小中一貫教育推進の問

題です。 

  緩やかな小中連携は誰も否定しません。一貫

校における４・３・２体制は、小学校高学年と

しての活動が保障できない、小６の感動的な卒

業式を体感させてやれないなどの問題がありま

す。また、全体として一貫教育を進めるための

会議がふえ、交流時間がふえ、提出書類に追わ

れ、先生方は超多忙、長時間労働に心身を壊し、

児童生徒と接する時間を削られています。アン

ケート調査に出てこないいじめがあっても見逃

してしまうことが心配です。子供の自殺の原因

がわからないという学校も出ています。緩やか

な連携にして、子供と先生がじっくりとかかわ

れる学校環境づくりに力を入れてほしいと願い

ます。 

  ３つ目は指定管理者制度の問題です。 

  働く人の人件費は、市の支出で月額１人14万

円と低く抑えています。これで家族を養えるで

しょうか。最低でも正職員の初任給分は人件費

として保障する市の支出の引き上げが必要だと

私は思います。また、管理費の収支差額が団体

として自由に使えるということで、市民から見

えなくされています。しかし、全て税金なので
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す。できるだけ人件費の引き上げに回し、残り

は次期の運営に繰り越させるべきだと思います。

そういう点で、公契約条例を制定して労働者の

適正賃金のチェックも市として行えるようにし

てほしいと思います。 

  ４番目に定員管理の問題です。 

  平成24年４月１日現在、正職員298人、嘱託

職員90人、日々雇用職員66人で、臨時職員で仕

事をカバーし人件費の抑制を図っているとのこ

とでした。働く貧困層を市役所でふやしては定

住促進につながらないと私は思います。臨時職

員の賃金見直しを図って改善をしていただきた

いとほかの議員もおっしゃっていましたが、全

くそのとおりだと思います。また、行財政改革

の計画では平成26年度300人以下だったのに、

平成24年度で298人と退職者が予想をはるかに

上回ってふえています。仕事がふえているのに

人が減り、責任が重くなり、心身を壊す状態に

なっているのではないか、とても心配されます。

臨時職員では家族を持つ展望が持ちにくいです。

正職員をふやして、市民のために安定して働け

るようにすべきだと思います。 

  最後に、積立金現在高が現在、平成22年度と

同じ約15億円です。土地開発公社の現金預金が

約２億円です。耐震化と雪対策、人件費の改善

を進めながら、市独自の温かな福祉サービスの

復活や充実を進めていただきたいと思います。

その費用は約1,800万円ぐらいあればできると

思われます。国保税のこれ以上の値上げを抑え

るために、法定外繰り入れの増額、介護保険料、

利用料の減免などに向けて、安心して老後を新

庄市で暮らせるという定住促進の施策を強めて

いただきたいと願うものであります。 

  以上、壇上から終わります。御清聴ありがと

うございました。 

森 儀一委員長 次に、認定に賛成討論として清

水清秋委員。 

   （１２番清水清秋委員登壇） 

１２番（清水清秋委員） 私のほうから賛成討論

とさせていただきます。 

  議案第49号平成23年度新庄市一般会計歳入歳

出決算の認定につきまして賛成討論を行います。 

  市の財政は依然厳しい運営が続いている状況

でありますが、平成23年度についても、平成16

年度からスタートした財政再建計画とそれを受

け継いだ財政再建プランに基づき、私ども議会

といたしましても一丸となって健全化を進めて

まいりました。これまでは財政の早期健全化団

体からの脱却がいつ果たせるかということで注

目を集めてまいりましたが、一昨年に財政の早

期健全化団体からの脱却を果たして以来、脱却

後における健全化の程度、あり方ということに

視点が変わってきているところであります。 

  そこで、決算の成果を見てみますと、財政再

建に対し早期に市を挙げて取り組み続けてきた

結果が、健全化判断指標の一つである３カ年平

均で見る実質公債費比率の大きな改善にあらわ

れていると思います。 

  決算総額については、前年との比較において

歳入が引き続き伸びている反面、歳出が減少傾

向を示しているものと思います。これは、歳入

面において、地域活性化のために補正予算化し

た緊急総合経済対策による交付金が一段落した

ものの、国が地方の財源不足を補うための普通

交付税が確保された上で、前年度を超える豪雪

により除排雪経費に係る特別交付税が大きく伸

びたことが大きな要因になっているものと思わ

れます。 

  歳出面においては、財政の硬直化の原因とさ

れてきた義務的経費のうち、人件費の職員給与

は退職者不補充や手当のカットなどにより減少

し、公債費についても起債の継続的な抑制によ

り減少していることから、財政再建の道筋はし

っかりと築かれてきているものと評価されると

ころであります。 

  もう少し踏み込んで見てみますと、地域の子
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育て支援を中心とした福祉施策の展開や、ヒブ

や小児用肺炎球菌、子宮頸がんの予防接種の全

額公費負担化を初めとする市民の健康対策の展

開は、市民の生活を守り、安心して暮らせるま

ちづくりを実行するための重要な分野でありま

した。また、農業関係における園芸や畜産等の

経営基盤の育成と確立に資する事業展開や、教

育においては小中一貫教育の推進や施設環境整

備など、広範な分野で大きく進展したものと思

います。さらに思い起こせば、この冬は記録的

な豪雪と言われた昨年度をさらに上回る豪雪で

ありましたが、大きな災害や生活上の麻痺も特

になく、除排雪業務などを効果的に実施してい

ただいたところであります。このように、喫緊

に対応しなければならない多くのことを含めな

がら、平成23年度も実効性の高い経費を適切か

つ効率よく支出したものと思います。 

  平成23年度は財政の再建計画のもとでの８年

目となります。その決算結果を総合的に見れば、

これまでの市を挙げての継続的な努力が大きな

成果としてあらわれてきているということがで

き、大変意義深い決算であると思います。と同

時にこれからが大切でありまして、市政伸展の

ための今後の事業の検討にあっても、財政健全

化の道半ばであることを忘れずに進んでいくこ

とが重要であるものと思います。 

  残念ながら経済状況が停滞している中で、財

政運営における歳入の確保が大きな課題となる

とは思われますが、市民生活向上の期待に応え

られるよう、健全な財政の運営と的確な企画、

そして的確な執行に邁進されることを切にお願

いし今般決算の賛成討論といたします。 

  ありがとうございました。 

森 儀一委員長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 ほかに討論なしと認めます。よ

って、討論を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第49号平成23年度新庄市一般会計歳入歳

出決算の認定については、反対討論がありまし

たので起立採決いたします。 

  議案第49号について、原案のとおり認定する

ことに賛成の委員の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

森 儀一委員長 起立多数であります。よって、

議案第49号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

  ただいまより10分間休憩いたします。 

 

     午後２時１４分 休憩 

     午後２時２４分 開議 

 

森 儀一委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

  なお、農業委員会会長星川 豊君より、ただ

いまより欠席届が出ております。 

 

 

議案第５０号平成２３年度新庄市

国民健康保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 

 

森 儀一委員長 次に、議案第50号平成23年度新

庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてを議題とします。 

  なお、本件を含む特別会計につきましては、

歳入と歳出を一括して質疑を行います。質疑あ

りませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 成果表の130ページに

特定健診、特定保健指導というのがあります。

こういう健診というのは、早期発見とかで医療

費を抑えるという点でまず重要なことだろうと

いうふうに思います。新庄市では40歳以降に健
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診があるようですが、鮭川村では30歳から健診

が受けられるということを聞きました。そうい

うのは新庄市でもできないかなと思うんです。

若い人も最近いろいろ病気で亡くなるというの

もありますので、そういう点などどう考えてお

られるかということでお願いします。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 お答えいたします。 

  特定健診、平成20年度から40歳以上74歳まで

の方に対して保険者に健診実施が義務づけられ

たものでございます。鮭川村で30歳からという

ことでございますが、最近健康を囲む状況につ

いて非常にいろいろなことがございまして、例

えば予防接種の法定化とか、また委員からも御

指摘を受けている妊婦健診の助成とかさまざま

なことがございます。30歳以上の健診につきま

してもそういった予算配分の一つと思います。

そういったことをいろいろ勘案しながら予算要

求していきたいと考えます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今おっしゃった妊婦健

診が無料になったということは、お母さんに今

なろうとしている方が、２人目になる方でした

けれども、１人目と比べて今回無料になって本

当にうれしいと言っていました。ほっとすると

言っていました。本当にそういう施策が市民を

励ましているなというふうに感じておりますの

で、30歳以上も若い人たちの病気を防ぐ意味で

ぜひお願いしたいな、考えていただきたいなと

いうふうに思います。 

  ちょっとつけ足しですが、乳幼児健診で４カ

月から１歳半までの間にないんです、健診が。

子供を持つ親の経験からいきますと、とても不

安でたまりません。健診に行ってほっとしたと

いう感じがします。保健師から離乳食を食べさ

せられたりしてうれしかったなという感じがあ

ります。そういう間に健診が１回ぐらい入って

もいいんじゃないかなという気がするんですが、

どうでしょう。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 確かに４カ月から１歳半まで

実質健診と義務づけられているものはございま

せん。でも、こちらのほうでは毎月、生年月日

の対象の児童をかえて健診をしております。例

えばそういったときにもし不安があれば来てい

ただいて相談していただくのは一向に差し支え

ありませんので、そういったことを周知いただ

ければなと思います。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ありがとうございます。

そういう温かい施策があるということは全く知

らされていなかったので、そういうお母さんた

ちにお知らせすればほっとするなという感じが

いたします。ぜひよろしくお願いしたいと思い

ます。 

  次に、成果表の127ページに収支差引額１億

3,291万4,219円が載っています。意見書の18ペ

ージから、平成22年度と比べて１人当たりの保

険税が減り、診療件数も、また１件当たりの診

療費も減っているというのもありました。とい

うことで、思ったよりも平成23年度の国保につ

いては黒字だったのかなんて思っているんです

けれども、今後の見通しなどをどういうふうに

見ておられるのかお願いします。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 お答えいたします。 

  127ページ、特別会計の経営状況が載ってお

ります。１億3,200万円の黒字というふうには

なっておりますが、歳入で見ますと国保税も減

少しております。また、前期高齢者交付金、

4,200万円の減でございます。また、繰入金、
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基金繰り入れも減っております。 

  ただ、見ていただいて、歳入のほうでは、前

年度繰越金、そしてその下の基金繰入金が３億

円ございます。ここには書いていないんですが、

また一般会計から4,840万2,000円の法定外繰り

入れをいただいて運営している状況でございま

す。その３億5,000万何がしのお金をいただい

た上で、１億3,200万円しか繰り越しができな

かったという認識でこちらのほうはおります。

ですから、この経営状況から見まして、ことし

の３月議会で税金の税率アップをお願いしたと

いう状況だと思っています。決して１億3,200

万何がしの繰り越しが出たから楽な状況だとい

うことではないことを御理解いただきたいと思

います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） ただいま、楽でないと

いうことから今年度値上げにつながったという

ことでありました。 

  それで、今年度大幅値上げを行っていること

について市民からの反応といいますか、声など

はどのような状況になっているんでしょうか。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 国保税の納付書発送時にやは

り問い合わせが参りました。実際窓口に来られ

た方が188名、電話で問い合わせの方が194名、

トータルで382名ということなんですけれども、

例年の３倍ほど来たことは事実でございます。

そして、税額としても、多くの方は納得いただ

いておりますが、中にはやはり年金が下がって

いる中で国保税が上ったということについては

納得できないような方もいらっしゃいましたが、

こちらのほうで誠心誠意御説明申し上げまして

多くの方には御納得いただいたというふうに考

えているところです。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） これがこのままでいき

ますと、というか本当はもっと値上げしようと

していたわけなんですよね。本年度もまた値上

げしなければいけないというような話も出てい

るような気がしますが、そういうことが本当に

市民が納得できるだろうか、また値上げした場

合、市民が払えるだろうかという点については

どのようにお考え、見ておられるでしょうか。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 今回値上げして市民の方から

さまざま、やはり歓迎する方はいらっしゃいま

せん。しかしながら、この国保というものをな

くしてしまった場合どういうことになるかとい

うことが一番大切かなと思ってございます。で

すから、段階的な値上げということを選択した

わけですので、またもし値上げとなった場合は、

こちらのほうでまた誠心誠意御説明しながら御

納得いただくと。制度を守るためだということ

でやらざる得ないということだと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 高過ぎて払えない、未

収分が出た場合はどうなるというふうに見てお

られるでしょうか。 

森 儀一委員長 佐藤委員に申し上げます。本委

員会は平成23年度の決算についての審査であり

ますので、質問の趣旨を明確に発言していただ

きたいと思います。お願いします。 

  佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 国保税、平成23年度に

ついてですが、未収分というのが相変わらず平

成23年度も多かったわけです。それらを防ぐ意

味から、国保税を抑える、申請減免を使えるも

のにすることはどうか、また申請減免は平成23

年度どうだったか、お願いします。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 



 - 259 - 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 まず初めに国保税の減免の件

数でございますが、平成23年度16件、減免額で

76万900円。前年度が11件の19万900円ですから、

申請減免、これは所得皆無で生活困難の方がふ

えてございますのでふえております。 

  また、市税の減免措置の場合の国保の制定で

すけれども、これも委員から毎回のようにだと

思いますが、前課長も受けているようですけれ

ども、これは課長がかわったからといって制度

が変わるわけでもなく、また根本的な考え方も

変わるわけではございません。ですから、私ど

もにとっては、税に当たっては公平公正の観点

から賦課されるものであり、納めていただく、

また納めていただけるような措置を講ずること

が私ども税務課の役割ではないかというふうに

考えてございます。そのためには、納期まで納

められていない方には督促も差し上げますし、

税務相談を通じて納めていただけるよう御努力

いただけるように頑張っているわけでございま

すけれども、今議員が言われました新たな申請

減免策というのはこれまで同様考えておりませ

ん。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 新たな申請減免という

ことは考えていないということでございました。 

  納めていただけるような措置を講ずることが

大切、これは行政として一番根本的に大事なこ

とのような気がします。納めていただけるよう

な措置を講ずる一番大事なところとしては、私

はこれ以上の国保税値上げはしないように法定

外繰り入れをふやす以外ない、当面ですが。根

本的には、国の補助をふやしていただくという

ことが根本的に必要ですが、当面としては、法

定外繰り入れをふやして国保税値上げを抑える、

それがまず納めていただける措置を講ずる一番

大切なことではないかと思いますが、そういう

ことについてはどうでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 この件についても委員幾度と

なく御質問をいただいている件だと思いますが、

値上げしないようにできれば一番いいわけでし

て、それについては委員おっしゃっているよう

に国の制度をかさ上げしていただければ非常に

うれしいわけでございます。 

  今回の社会保障と税の一体改革におきまして

も、1,700億円という規模ではございますが、

新たな市町村国保に対する支援策が盛り込まれ

ております。ただ、政治状況も今の状況ではど

うなるかわからない、今決まっていることも実

際来年になると実行できるかどうかわからない

という状況ではございます。その中で、法定外

繰り入れということでございますが、財政のほ

うでもいろいろほかの課からの事業を精査しな

がら予算配分をしているものと認識はしており

ます。その中で4,800万円、昨年度でございま

すが、今年度におきましても１億1,700万円の

法定外繰り入れを予算化していただいておりま

す。 

  その中で、税金を今回上げまして、運営状況

を今年度精査しながら、来年度値上げする必要

があるかどうか、今係員一同で精査をしている

ところでございます。まだその結論には至って

おりませんが、なるべくであれば値上げしない

方向で検討したいとは思っているところでござ

います。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私のところにも相談が

あって、結果としては申請して減免になりまし

たけれども、それは７割・５割減額に当たらな

い方でした。170万円ぐらいの年収でしたでし

ょうか、その方に20万円近くの国保税が来た。

これは７割減免ならなかったんでした。本当に
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どうやって払うんだろうかということで、私も

どうやって暮らしていけるんだろうかと本当に

同情しました。たまたまその方は社会保険だっ

たのが退職させられたということだったので、

これが減免の国の制度に合致して、減免させて

いただいてほっとしたわけですが、しかし普通

だったらこれが課せられるんだなと考えたら、

本当にぞっとするような高い国保税負担だった

と感じております。これを今やっているわけな

んです。７割減免にならないんだということで

した。 

  そういう方々が今市民の中にたくさんおられ

るんだなと感じたときに、これ以上値上げは無

理だろうと、払えないだろうと思いました、私

としては。現場の払う立場の人と一緒に窓口で

相談しながら考えたところでした。今現在課せ

られている国保税で、もう本当に体から火が出

るほど大変だというか、今の市民の多くの方が

そう感じていらっしゃる国保税のような気がし

ます。そういった実態を考えて、法定外繰り入

れをしながら何とか市民にこれ以上の負担増は

させない、そういうことをぜひこの場でお願い

したいと思うんですが、市長どうでしょうか。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 法定外繰り入れ等のお話と国

保税の値上げという仮想のお話ではないかと、

まだ決定したわけでもございませんので、そう

いう仮のお話にはできませんけれども、市民の

中でもやはり委員が御紹介していただいた方々

を含めまして大変苦しい思いをしているのは承

知してございます。これは私ども全員が共有し

ているような課題だと思いますので、まだ仮の

話ではお話しすることはできないと思います。 

森 儀一委員長 ほかにございませんか。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 

１５番（新田道尋委員） １つだけお伺いいたし

ます。先ほど歳出のほうでこれも小嶋委員から

も話があったんですが、まず第１に、215ペー

ジ、８款１項１目の特定健康診査等業務委託料。

この委託料が13番で支出済額2,128万9,591円、

不用額が707万1,409円と。この不用額の内容で

すね、まずお知らせをいただきたいというふう

に思います。どうして余ったか。 

  それから、この委託料2,100万円に対して、

さかのぼりまして収入のほうに、85ページに出

ていますけれども、がん検診の個人徴収という

ことで1,833万200円というのがあります。 

  申し上げたいのは、先ほどと同じですね。こ

の受診率が私から見ると余りにも低過ぎる。例

年のことですが、かわりばえがないんですが、

ただ成果表の61ページには、がんの検診無料ク

ーポン券を発行したことによって41歳で７ポイ

ントだけ上昇したというふうにあります。ほか

は前年度並み、今と同じ。若年層への周知が課

題というふうにこの成果書には書かれてありま

すけれども、全体的に見ますと、40億円を超え

る毎年この健康保険税の予算が組まれるわけで

すけれども、とにかく給付費が６割強を占めて

いるわけですね。この給付費を抑えていかない

と、何としても健康保険税にかかってくるわけ

です、間違いなく。給付費が上ったことによっ

て国庫支出金が自動的にふえていくんだったら

これは余り心配ないんですけれども、そうには

ならないはずなので、直接には上った分だけ余

計来るということにはならないというふうに思

いますので、これはやはり各おのおのの自治体

でこの税額を決めるということからいけば、徹

底して受診率を高めて、高める事業に集中をし

て給付費を抑えるというふうな方法をしていか

ないと、努力をしないと、いつまでたったって

ここが改善ならないんじゃないかと私は思って

います。 

  それで、このいろんなデータがあって受診率

が出てくるわけですけれども、子供が生まれま
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して乳児の時代のいろんな健診ではかなりパー

セントがみんないつも上がっているわけですね。

いろんなワクチンとか予防接種とか、その前に

もありますけれども、59ページにありますが、

100％近いのがほとんどですね。接種率からい

うと100％超えているような状況にここに報告

ありますけれども、だんだんだんだん年齢を重

ねることによって関心が薄れていくのは、この

辺がどうもわからないんですね。 

  本当はそのままでいくべきなんです。やはり

健康管理といえば年齢関係ないんですから、こ

こでさっきも話があったんですが、40歳からで

なくもっと年齢を下げるべきだというような御

意見があったんですけれども、ここもまた同じ

ことを言いますが、結局５年刻みで受け付ける

というふうなことになっているので、私もどう

もこの辺が。国はそういうふうな方針であって

も、新庄は独自にやはり、健康を考えた場合に

はですね、年齢を問わずで、いろんな制限を加

えないで健診を受けられるように持っていかな

ければならないんじゃないかなというふうに私

は思うんですよ。また同じですけれども、言い

ますけれども、じゃあ５年のうちに病気にかか

ったんじゃどうするんだということになるんで

すよ。 

  こういうふうに啓蒙をし続けて毎年やるんで

すけれども、30％台の受診率しか出てこないわ

けです。どうしても出てこない。だから、何が

原因かということをじっくりと検討して、受け

るように、やはり50％を超える受診率に高める

ために努力するべきじゃないかなというふうに

思います。これ、受診率が上がれば給付費は必

ず下がりますから。３万8,000人の市民が、お

のおの一人一人が自分の健康管理にもう少し注

目していただくと、健康保険助かるんですよ、

間違いなく。 

  ここにまた１つのデータがありますけれども、

検診を受けた、１次検診で精検の判定が出た。

例えば胃がん検診で276人が要精検だと言われ

た。そして、言われてこれを受診した方が241

人で87.3％。これ全員行っていないということ

でしょう。ここら辺がやはり一番の注目をしな

ければならないところ。あなたおかしいよとい

って精密検査しなさいよというふうに検診に出

ているんです。それでも行かないということは

どういうことかと。それで、例えば一番上のは

0.03％というふうな発見率で、この中で１人だ

けががんと判定された。だから、その残った、

行かなかった人にも可能性はあるわけですよね。

それで、全体的に見れば受診者数が3,169人、

まず１割弱ですけれども、ここから見ていけば、

もし仮にほとんど100％近い人が受ければ、が

んになる人が10人と10倍になるわけですよね、

単純計算で。ですから、やはり受診しない人も

するように啓蒙していくのが一番の健康課とし

ての大きな仕事だと私は思っているんです。 

  だから、この成果表で言い切らないで、周知

が課題であると言い切ってしまわないで、その

課題をどうやって解決していくか、ひとつ検討

してみていただきたいなというふうに思います。

いろいろやっているんでしょうけれども、なぜ

受診率が上がらないかですね。その辺捉えてい

たらひとつ答弁をいただきたい。まず不用額に

ついてお願いいたします。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 不用額ということでございま

すが、不用額につきましては、年度当初、当初

予算のときに、このぐらいの受診率ということ

で見込みを立てて予算を獲得するということに

なります。ただ、その見込みの受診率を下回っ

た場合にはどうしても費用的には残余が出ると

いう形になりますので、その分の不用額という

ことでございます。 

１５番（新田道尋委員） 委員長、新田道尋。 

森 儀一委員長 新田道尋委員。 
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１５番（新田道尋委員） 答弁を後でもらったか

ら話がおかしくなったんですが、要するにそれ

はわかっているんですよ。だから、こういうふ

うな不用額なんていうのを出さないよう、当初

計画したんだったら、それなりの数字を、デー

タを自分で持っていて予算要求するんでしょう

が、それ到達しないということはちょっとこれ

は考えもの。悪い言葉で言うと怠慢だ。こんな

大きな数字を残すなんていうのはとんでもない

話だ。結局、来年度予算にこれ削られるでしょ

う。要求しても財政課長からだめだと、受けて

ないんじゃないかと、同じ金額は認められない

と必ず言われると思うんですよ。ことしやって

みなさい。私だったらそうなる。だから、そう

ならないようにですね。いいことでないんです

よ、この余すということは。だから余さないよ

うに、逆に途中で補正をもらうぐらいのひとつ

努力をしていただきたいというふうに思います。 

  あと課長、受診率を上げるために何か具体的

な方法ありますか。 

森 儀一委員長 新田委員、受診率のほうは国保

税と異なりますので、国保税の今認定について

質疑しておりますので、答弁には……。やりま

すか。 

  健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 先ほど午前中にも答弁しまし

たが、受診率が低いというのが健康課にとって

大きな課題であることは認識しております。ま

た、先ほども答弁しましたが、特効薬はないと

思っております。 

  そんな中で、今年度、地域保健法というのが

あるんですが、それに基づく指針というのがあ

りまして、それが改定されました。その中身で

ございますが、ソーシャルキャピタルを活用し

ましょうということです。ソーシャルキャピタ

ルでございます。これは、地域に根差した信頼

や社会規範、ネットワークといった社会資本等

というふうに位置づけられております。難しい

言葉で言っておりますが、私としては町内会で

はないかなと認識しております。健康づくりを

通してソーシャルキャピタルの醸成と結びつき

を強めていく取り組みをしなさいよという方向

性でございました。 

  私自身が去年、昨年度、地域支援の担当だっ

たからというわけではございませんが、健康課

だから健康づくり、地域づくりは別の部署とい

うことでは政策的に余りにもおかしなものにな

るのではないかと思っておりまして、例えば地

域づくりの事業の中に一緒に健康づくりに関し

て皆さんにお知らせするようなものがあれば、

一緒になって行動していくということが必要な

のではないかなと思っております。区長を経験

しておられる方もいっぱいおられますが、あち

こちの課からいろいろ区長にはお願いが行って

いるというふうには認識しております。ただ、

それが多過ぎて、果たしてどれをやっていいか

ちょっと戸惑うこともあるかと思います。その

中で、地域づくりを通して、地域づくりの一つ

の事業の中で健康づくりというのを取り組んで

いければなというふうには思っております。 

  ただ、先ほどから言っているようにそれが特

効薬ではないということであります。これをや

れば全部いいかなというものではないというふ

うに思っております。ただ、検診の受診率を上

げる一つの目安になるのかなというふうには思

っています。だから、今、地域づくり、総合政

策課のほうでやっておりますが、それに一緒に

タイアップしながら検診の受診率を引き上げる

方向で検討してまいりたいと思っております。

以上です。 

森 儀一委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第50号平成23年度新庄市国民健康保険事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第50号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第５１号平成２３年度新庄市

交通災害共済事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 

 

森 儀一委員長 続きまして、議案第51号平成23

年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第51号平成23年度新庄市交通災害共済事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第51号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第５２号平成２３年度新庄市

公共下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 

 

森 儀一委員長 次に、議案第52号平成23年度新

庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第52号平成23年度新庄市公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定については、原案

のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第52号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 
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議案第５３号平成２３年度新庄市

農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 

 

森 儀一委員長 次に、議案第53号平成23年度新

庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第53号平成23年度新庄市農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第53号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第５４号平成２３年度新庄市

営農飲雑用水事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

 

 

森 儀一委員長 次に、議案第54号平成23年度新

庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第54号平成23年度新庄市営農飲雑用水事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第54号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第５５号平成２３年度新庄市

介護保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

 

 

森 儀一委員長 次に、議案第55号平成23年度新

庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 意見書32ページに保険

料の未納315件、約1,004万円です。これについ

てですが、介護保険法142条で条例で減免でき

るとされています。免除制度なども行うべきで

はないか、申請減免の内容や状況はどうなって
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いるのかお願いしたいと思います。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 大変申しわけございませんが、

減免件数、今手持ちがございませんので、大変

申しわけないですけれども後ほどお話し申し上

げさせていただきたいと思います。 

  また、先ほどと同じ申請減免についてですけ

れども、これは、減免基準、市の介護保険条例

によって定められておりますので、その範囲内

で今後ともさせていただきたいというふうに考

えてございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今の保険料未納とかか

わってなんですが、保険料未納のために介護保

険の利用ができなくなったなどという方は出て

いなかったでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 保険料未納の方とそれか

ら保険給付の関係でございますけれども、基本

的に１年間滞納しますといわゆる償還払いとい

うことで後で現金化という形になります。それ

から、１年６カ月滞納しますと保険給付の一時

差しとめ、それから差しとめ額から滞納保険料

を引き去るというふうな措置もあります。それ

から、一番多いケースが２年以上滞納するケー

スでございますが、この場合につきましては、

時効になった部分の保険料につきまして、その

期間に応じて介護サービスを利用するときの利

用者負担金が通常の１割から３割に引き上げら

れるというふうな状況の今のところ措置になっ

ております。 

  同様に高額介護サービス費等の支給も受けら

れなくなりますが、特に保険給付が受けられな

くなるというふうな状況につきましては、一番

最後に申し上げました２年以上滞納して時効に

なってしまったという方のケースなんですが、

この方につきましては、平成23年度３名対象に

なりまして、３割給付という形で措置している

というふうな状況でございます。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 保険料が納められない

という方は、やはり収入が少ない方だったんじ

ゃないでしょうか。その方の収入状況というの

はどのように見ておられたでしょうか。２年以

上滞納して３割負担で利用せざるを得なかった

という方の年金など生活状況はどのような状況

だったでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ただいまの状況に関して

の御質問でございますが、詳しい収入状況並び

に世帯状況については基本的にはこちらでまだ

押さえておりません。結果的にこうなったとい

うことの報告でございますが、ただ、現在、介

護保険制度の一番大きな特徴としていわゆるケ

アマネジメントシステムをとっております。で

すから、介護保険を利用される方につきまして

は、常にケアマネジャーがその支払い並びに根

本である保険料の部分につきましても問題等が

あれば随時関係機関と協議しながら、いわゆる

適正な介護を受けられるように措置していると

いうふうな介護保険制度の大きな特徴となって

おります。 

  したがって、この３名の方々、いろんな事情

があるかとは思われますけれども、やむを得ず

３割給付になったというところなんですが、そ

れに至るまでいろんな形でこちらとしても御相

談に応じて、ケアマネジャーも当然そうですが、

対応しての結果であったというふうなことはま

ず御認識いただきたいというふうに思います。

以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 
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森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 私が見ている範囲では、

保険料を納められない、結果時効になり３割負

担になってしまったという方はかなり年金の少

ない方で、生活保護ぎりぎりかというぐらいの

厳しい生活を送っている方が残念ながら保険料

に手が回らなかったと、そういう方がおられた

ように思います。そういう意味では、本当に年

金の少ない方に対して保険料の免除とかもっと

安い低保険料とか、そういう制度がやはり必要

なんじゃないかなと思うんです。そういう御認

識はないか、お願いします。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 介護保険制度であります

が、先ほどの国民健康保険も同様でございます

けれども、いわゆる保険というふうな概念の中

での制度運用となっております。したがって、

収入が少ないから保険料がどうのというふうな

話にはならずに、やはり被保険者である限りは

保険料を払ってともにその制度を運用していこ

うと、そういうふうなシステムでございます。 

  ただ、やはりおっしゃるように生活も厳しい、

年金もなかなか上がらないというふうな中で厳

しい状況にいらっしゃる方も、我々としてはい

ろんな御相談を受けながら確認はしております。

ですから、今回のケースにつきましては第４期

の介護計画になりますけれども、第５期の介護

計画におきましては、保険料の納付区分につき

まして現行の６段階から８段階まで広げまして、

いわゆる納めやすい状況をつくっているという

ふうなところでございます。 

  さらには、給付の部分におきましても、いわ

ゆる減免までいかないんですが、施設利用に関

しての軽減措置というふうなのがございますの

で、税の軽減も含みますが、これらについては

こちらとして、懇切丁寧という表現は適切かど

うかわかりませんけれども、誠意を持って対応

させていただいているというところで御理解い

ただきたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 次に、成果表143ペー

ジの施設介護サービス受給者というのが載って

おりまして、392人施設介護サービスを受けて

いるんだなというふうに見ております。そこで、

特養ホームの待機者は平成23年度末において何

人になっておられるのか、また対応などは今後

どのように考えておられるのかお願いします。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 施設の待機者につきまし

ては、第５期の介護事業の計画策定時に一旦御

説明しているかと思うんですが、昨年の11月の

時点で要介護２程度以上のいわゆる自宅待機さ

れている方の人数が105名でございました。昨

年の11月時点でございます。そして、それをも

とに今後３年間で増加される対象者の方、さら

には、今回真室川町に老人保健施設ができまし

たので、これは40名対象でしたが、そういう減

員分も計算しながら今回の計画策定を行ってき

たところであります。 

  したがって、現状としては昨年の11月段階か

ら105名、真室川のほうに何人入るかというこ

とになりますが、新庄枠が40名ございます。で

すから、そのうち現在100％埋まってはいない

とは思われますが、いずれ埋まるだろうと。さ

らに、若干、この半年間もしくは１年近くたっ

ているわけですので、この間の要介護認定度の

高まった方が何人かいらっしゃるというふうな

ところを推測しますと、現状におきましては70

名から80名ぐらいの待機人数ではないかという

ふうには推測しております。 

  さらに、今後２年間も若干ふえるわけですが、

これらを引き受けていただける施設として、第

５期の中で特別養護老人ホーム１棟、80床単位
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ということになりますが、この施設建設を一応

予定しているというふうなところでございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） かなりほっとするとい

うか、特養ホームに入れるようになる方が出て

待機者がかなり減っていくだろうという今のお

話でありまして、待っている方々にとってそう

いうことが、一日も早く入れるようにならせて

いただきたいという願いでいっぱいだと思いま

すので、ぜひ待機者がなくなるようにお願いし

たいと思います。 

  ところが、介護施設が充実しますと保険料に

連動して、今度はまた介護保険料が上がらざる

を得ないという方向になっていくというのが本

当にジレンマではないでしょうか。そういう意

味では、施設整備については国の責任で求めて

いく、そういう必要があるんじゃないかなと思

うんです。今までも介護保険料、最高に今はな

っておりますが、これ以上上がるというのは本

当に大変だなという状況ではないかなと思うの

で、特に介護施設については国の責任でと、こ

う言っていく必要があるような気がするんです

が、お考え、御所見はいかがでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 介護施設の建設費という

考え方ですが、基本的には我々に関係してくる

部分につきましては建設後の入所者に対する給

付費という形になりますので、若干ニュアンス

が違うんですが、やはり現行で国費といいます

か保険料で50％、その他がほかの国庫負担なり

ということで措置しておりますので、保険制度、

現行の中でどうやっていくかというふうなもの

につきましては、給付とその負担のバランスを

どう図っていくかということがやはりこの第５

期、平成24・25・26年度の中でかなり大きく問

われるかと思います。 

  さらには、介護予防の観点からいかに給付費

を抑えていくかという部分につきましても待っ

たなしの状況というところもございますので、

これらについてはまず別途対応を図ってまいり

ますが、施設の建設の国庫負担なりの問題につ

きましてはまず御意見として承りたいというふ

うに思います。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 次に、成果表の142ペ

ージで居宅介護サービス及び地域密着型サービ

スというのがありまして、ここの利用者が

1,136人ということで、認定者が1,783人のうち

で居宅サービスを受けている方がこのようにな

っているということで、在宅介護利用料の減免

をする必要があるんじゃないかと思うんです。

そのことについては、減免制度をやっている自

治体などの現状などを把握しておられたらお願

いします。 

小野 享福祉事務所長 委員長、小野 享。 

森 儀一委員長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 施設利用に係るいわゆる

減免といいますか減額に関しては、老人保健３

施設といいまして、特別養護老人ホームと長期

に入所する施設、それからショートステイにか

かわっての減額等はございますが、居宅という

部分について明確に減免をしているというふう

な自治体は私もちょっとお聞きしていないとい

うふうな状況でございます。以上です。 

森 儀一委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。
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これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第55号平成23年度新庄市介護保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定については、原案の

とおり認定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第55号は原案のとおり認定すべきものと決

しました。 

 

 

議案第５６号平成２３年度新庄市

後期高齢者医療事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

 

 

森 儀一委員長 次に、議案第56号平成23年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 決算書の278ページか

ら279ページで、保険料の普通徴収保険料で収

入未済が14万6,900円減っています。この徴収

率が上げられた理由、要因などについてお聞き

したいと思います。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 この14万6,900円の減ですが、

これが還付未済額でございまして、保険者の死

亡による相続人の方へ還付する額としてここに

計上させていただいております。件数は16件で

ございます。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 何か特別な手だてがあ

って収入が上ったというか収納が上ったという

わけではなくて、本人が亡くなって、早く取り

過ぎをお返ししたということなんですか、もう

一度お伺いいたします。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 そのようにお考えいただいて

結構でございます。 

森 儀一委員長 ほかに質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 同じく保険料について

ですが、保険料の未納が76件、118万1,490円だ

と意見書の32ページにありました。これらにつ

いて保険証の交付状況はどのようになっている

んでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 基本的には未納の方について

は短期証の交付ということになります。ただし、

現在のところ資格証明書の交付対象者はござい

ません。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 短期証の発行者はつま

りは76人ということになるんでしょうか。何人

でしょうか。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 現在のところの短期証の交付

の数値、持ってきておりませんでしたので、後

ほど御提示したいと思います。よろしくお願い

します。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 後期高齢者医療保険料
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の普通徴収になっているというのは、年金額で

１万5,000円以下の方とお聞きしております。

この未納になっている方というのは基本的にそ

のような年金額の方々ですか。 

近岡晃一税務課長 委員長、近岡晃一。 

森 儀一委員長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 未納の件ですけれども、普通

徴収の方であります。また、収入にしまして年

金額18万円未満の方かと言われますと、限定は

できません。ただし、収入ですけれども、所得

額で100万円未満の方の未納が72％ということ

ですから、ほぼそういう形になるのではないだ

ろうかというふうに予測しております。 

森 儀一委員長 ほかに。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） どうも反応が鈍いもの

ですから申しわけありませんでした。 

  所得100万円未満72％。普通徴収になってい

る方というのは年金が月１万5,000円以下と聞

いております。普通徴収ですから１万5,000円

ぐらいの年金の方が、後期高齢者医療保険料を

払ってくれという納付書が来たときにどうやっ

て払うんだということで、払えないかなと思っ

てしまっている方が多いんじゃないでしょうか。 

  そういう意味では、そういう方々が未納にな

っている場合、短期証を発行するということで

すが、国保の資料の医療の状況を見ましても、

後期高齢の方は医療費が非常にかかって、どの

方もほとんど医者にかかっております。そうい

う方が短期保険証を持っているというのは、い

つ切れるかという感じで非常に不安定な気持ち

で各種医者にかからねばならない、お年寄りを

不安に陥れるものだというふうに私は思うんで

すが、短期じゃなくて、普通、本当の本保険証、

私は、高齢者の場合、医者に行く頻度が非常に

多いわけですから普通の保険証を渡すべきで、

滞納対策はまた別にと。改めて私は高齢者に対

する、特に低所得の高齢者ですから、に対する

礼儀というか、この間敬老の日が終わったばか

りですが、本当に敬老ということを考えたとき

には保険証を渡すべき、また正規の保険証を渡

すべき、そう思うんですが、いかがお考えでし

ょうか。 

伊藤洋一健康課長 委員長、伊藤洋一。 

森 儀一委員長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 確かに75歳以上のお年寄りに

対して短期保険証交付ということは何たること

かという御質問でございますが、短期証といい

ましても使えないわけではございません。資格

証明書というふうになりますと、一応全部、10

割をお支払いする必要があるわけですが、短期

保険証というのは期間が短いだけで、保険証の

効力に何ら影響を及ぼすものではございません。 

  ただ、本人が不安になるかどうかということ

でありますが、短期保険証については、あくま

でも納税についての話し合いの機会をなるべく

多く設けるという意味と理解していただければ

いいかなと思っております。以上です。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第56号平成23年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算の認定については、

原案のとおり認定することに御異議ありません

か。 
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   （「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議がありますので起立採決

いたします。 

  議案第56号については、原案のとおり認定す

ることに賛成の委員の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

森 儀一委員長 起立多数であります。よって、

議案第56号は認定すべきものと決しました。 

  ただいまより10分間休憩します。 

 

     午後３時２７分 休憩 

     午後３時３７分 開議 

 

森 儀一委員長 それでは、休憩を解いて再開い

たします。 

 

 

議案第５７号平成２３年度新庄市

水道事業会計利益の処分及び決算

の認定について 

 

 

森 儀一委員長 次に、議案第57号平成23年度新

庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついてを議題といたします。 

  本件について質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 意見書の15ページに供

給単価が載っております。ここで去年も同じ質

問したわけですが、13市中一番高い状況になっ

ています。平成22年度の決算のときには、答え

としては20立方メートルで２番目だと、１番で

はないというような話でした。１番でも２番で

も、１番、２番、そういうことになっておりま

すが、しかし収入を考えると決して、13市中新

庄市は高いほうというよりも低いほうだと思い

ます。そういう意味でこの水道料を引き下げて

市民に安心感を与える必要がないのか、御意見

を、考えをお願いします。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 お答えします。 

  水道の供給単価、それから給水原価について

でございますけれども、供給単価というのは、

去年もお答えしていると思いますけれども、給

水水量１立方メートルについてどれだけの水道

料金が得られるかということ。それから、給水

原価というものはその逆になるわけでございま

して、この表にありますとおり、新庄市の要す

るに供給単価につきましては、平成23年度決算

におきまして271.2円ということで１番目とい

うことでランクされているということで、やは

り料金収入以外の高料金対策費等で賄われてい

るというふうな要素もはらんでいるのでこうい

う結果になっているというふうに思います。 

  それで、これについてでは水道料金のほうは

どうかといいますと、１カ月当たりの13市の使

用料金を見てみますと、新庄市は13ミリの口径

なんですが、10立方メートルまでですと中位ク

ラスにいて、それから４人家族というふうなこ

とになるとやはり上位のほうに上がってくると

いうことになって、やはり受水費等の関係、要

するに他会計からの繰入金等で運用されている

結果、こういうふうなことになっているのでは

ないかなと思います。 

  それで、料金の改定云々につきましては、や

はり資本的支出との関係もございますので、こ

れについては、これからの件数、需要等に対応

するためにも改定についてはやはり慎重に考え

ていくべき、慎重というか、やはり資本的支出、

これからますます黒沢の指野浄水場等に要する

費用もございますので、そちらのほうに充てて

いかなければならないということもあるので、

見直し等についてはこれからあと検討していか

なければならないということだと思います。以
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上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今後のために慎重にと

いう結論だったと思います。 

  20立方メートルについては上位というふうに

ぼやかしておっしゃっていたように思いますが、

第２位ですか。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 ４人家族での状況、基本

料金、それから従量料金を合わせまして使用料

は第１位というふうなことに（「第１位」の声

あり）第１位というふうな、統計資料を各市か

らいただいてつくってみたらそのようになって

おりました。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 新庄市の市民の収入状

況というのは13市で決してトップではないと。

むしろ13市中低いほうではないでしょうか。そ

れを考えたときに、生活の一番の根本である水

道、なくては一日も暮らせない水の料金が13市

中最高というのはちょっと、住みにくい新庄、

「こんなところに住んでらんねえ」と言われる

原因になってしまうのではないでしょうか。定

住と掲げたときに、住みやすくて「いいなあ、

新庄にやっぱりいたいな」というふうになるよ

うに考えたら、やはりこの第１位の高い水道料

金、こういうのは汚名ではないでしょうか。そ

ういう感じはしないか、お願いします。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 その中をとります２人世

帯の15立方メートルで申しますと、第４位に相

当しているということでございます。要するに

新庄市の料金体系というものは、神室ダムから

の県水の受水がほぼ100％、それにかかわる受

水費用というふうなものがやはり影響している

のではないかなというふうに思います。以上で

す。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 県の受水費が高いとい

うことでありましたので、前に県の受水費が今

よりさらに高かったときがあって、市のほうか

らいろんな立場を使って下げるように、県の受

水費を下げていただけないかという要望を申し

上げて一時下げました。それもあってちょっと

新庄市で下げることができたこともありました。

そういう意味で、県に対して受水費ちょっと下

げていただけないかという要望活動などはどの

ように考えているでしょうか。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 広域水道に対する水道料

金でございますけれども、最上広域水道用水、

これは新庄、金山、真室川、３市町で構成して

いる協議会がございますけれども、この協議会

の総会におきまして他圏域並み、要するに、安

いところで、村山のほうですけれども基本料金

で41円、それからあと置賜のほうでは42円、新

庄が下げていただきまして平成20年４月１日か

ら45円というふうになっておりますけれども、

まだ他広域水道とはちょっと差があるので、こ

れにつきましては総会において受水団体協議会

の県組織のほうにまず要望活動を行うというふ

うにしております。こういう予定を立てており

ます。 

  それから、使用料金につきましても、置賜の

ほうでは１立方メートル13円とかというふうに

改定されておりますので、こちらのほうについ

ても引き下げの方向でしていただけないかとい

うふうなことでこれから要望活動をしていきた

いというふうに予定を立てております。以上で

ございます。 
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１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） すばらしいと思います。

ぜひ下げていただいて、市民の水道料が少しで

も安くなるように努力していただけるようお願

いいたします。 

  さらに、引き下げのお金についてなんですけ

れども、決算書の10ページの現金預金12億

5,450万円あります。平成22年度決算のときに

は11億3,700万円でした。それに比べますと現

金預金が約1.2億円ふえております。先ほどお

っしゃった資本的な支出、そういった事業推進

を大いに図っていただきながら、水道料引き下

げもできる財源と思いますが、どうでしょうか。

試算しておられる中身などお願いします。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 10ページの借方勘定の資

産の部の流動資産の（１）の現金預金、これが

12億5,450万8,624円の高があるというふうなこ

とで、これにつきましては当然前年比よりも１

億1,700万円ほど増額しております。 

  それで、この中身でございますけれども、ま

ずなぜふえたのかといいますと、やはり平成23

年度は３月11日に起きました東日本大震災の影

響でさまざまな耐震化が叫ばれて、耐震化を優

先にしていろいろな業務設計を組んだり、ある

いは非常用発電装置を備えたりして、工事のほ

うに回っていかなかった。その分、要するに建

設改良費等が処分されないので、その分こちら

のほうにはね返ったんだなというふうに……、

済みません。工事を延長したと、その分使わな

かったということでございまして、そういう関

係でふえているということで、この中身につき

ましては、隣の11ページの７の剰余金の中の

（２）の利益剰余金、減債積立金、建設改良積

立金、当年度未処分利益剰余金、これがこの12

億5,450万8,624円の中身の一部を構成している

というふうなことになっておりまして、11ペー

ジの減債積立金、建設改良積立金、（ウ）の当

年度処分利益剰余金というものは、それぞれ使

用使途が決められておりましてそれぞれの用途

にしか使えないと。そういう性格を持っており

ますので、これらの資金を活用して水道料金の

料金低下につなげようとするというふうなこと

は、逆にこの処分そのものが議会の議決を得て

決定されているわけですので、それらを十分尊

重いたしましてやはりこの目的に使うというこ

とで、３条でいう料金改定等について云々する

ものではないというふうに思います。 

  それから、これ以外の差につきましては、こ

れは水道事業の運転経費です。要するに財布の

中に入れるお金ということで、運転資金、そう

いうふうなものに使っておりますので、この点

を明確にいたしまして経営と建設改良等に使い

分けているというふうなことでございます。以

上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今、建設改良というこ

とにかかわってなんですが、よくわかりました。

なぜ現金預金がふえたか、建設工事が延長なっ

たからだということで、まだまだ必要な建設工

事があるということがわかりました。 

  さらに、決算書の12ページの１の（１）でこ

のように書いてあります。今後、施設耐震化事

業などとのことが書いてあります。国の補助金

も新設されたと聞いております。耐震化事業を

進める上での国の補助の内容や耐震化事業、今

後の事業の支出の見通しはどのようにされてい

るでしょうか。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 水道事業については全て

水資源対策というふうなところから出てくるの

で、補助率は３分の１となっておりますので、
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耐震化事業というメニューが加わりましたけれ

ども、補助率等については従来の水資源開発の

補助金運用でしていくものというふうに思って

おります。 

森 儀一委員長 ほかに。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 水道料にもう少しかえ

っていきますが、水道料金について決算書の21

ページの１の１の１に上水道料金ということで

ありますので、水道料金についてもう少しお聞

きしたいと思います。 

  節水がこれから重要だと思います。ことしの

神室ダムの水不足などはなかったんでしょうか

ということと、またもう一つは、節水している

方、例えば10立方メートル以下の利用の方など

には、料金を安くする体系を組んで節水を大い

に奨励するといいますか、そういったことがこ

れからの時代、重要なことと思います。また、

努力している方を励ますというふうに思います

ので、そういったことは考えておられないか、

お願いします。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 給水に大きな影響を与え

ます神室ダムの貯水量でございますけれども、

私、今一番新しい資料を持ってきました。貯水

率が48％でございます。それで、電気水道事務

所のほうについては、何かそういうふうな規制

をかけなければならないときはすぐ連絡下さい

というふうに言っております。今のところ心配

はないというふうなことでございました。 

  それからあと、料金体系の要するに少水量の

使用者につきましては、やはり先ほども言いま

したけれども、10立方メートルまで60円という

料金体系でやって、やはり少水量あるいは節水

をされている方については私どもとしては頑張

っているつもりでございますので、これからも

地球環境に大変関心を持ってさまざまな資源を

大切にされている方につきましては、節水対策

等につきまして、これからも……そういうふう

な精神を大切にしまして、納得していただける

ような料金設定、これを今後とも検討してまい

りたいと思います。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 貯水率、神室ダム48％

ということでございました。 

  今、全国的にというか世界的に水ということ

で、山を買うというか、水がある日本を狙って

民間の土地を買うというふうな動きがあって、

黙っていれば神室ダムの水をためる山林を買わ

れるかもしれない。そうなったら貯水率が下が

ってしまったりする可能性もあるわけです。そ

ういう意味で…… 

森 儀一委員長 佐藤委員、本委員会は先ほども

申しましたが平成23年度の決算についての審査

でありますので、質疑の際はそのことを踏まえ

て質問の趣旨を明確に発言してください。お願

いします。 

１ 番（佐藤悦子委員） 今心配ないということ

でしたけれども、水不足にならないように森林

保全も考えていらっしゃるかお聞きします。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 神室ダムの上流一帯は、

私の認識では栗駒国定公園のほうになっている

と思うので、開発等の規制は当然受けますので

保全されるのではないかなというふうに思って

おります。 

森 儀一委員長 ほかに。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） わかりました。 

  次に、決算書の21ページで２に営業外収益と

いうのが載っております。これに関して、地下
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水を大口利用している方がいるわけですが、こ

ういう方々に本当は水道に入っていただくべき

だと思うんです。そういう意味で、対策という

か、水道に入っていただいて水道利用でやって

いただくように規制というか、地下水利用を規

制するような方法はないんでしょうか。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 当市ではそういった地下

水を管理するような条例等を持ち合わせており

ませんので、専用井戸等につきましては口が出

せないような状況にはございます。それで、や

はり大口ですので、さまざまな協議をするよう

な機会等をつくって水道への接続等についてお

願いできないかというふうなこともちょっと話

してみたいなとも思っております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子委員） 委員長、佐藤悦子。 

森 儀一委員長 佐藤悦子委員。 

１ 番（佐藤悦子委員） 地下水の管理条例は私

は必要なのではないかなというふうに思います。

市内で大口の地下水くみ上げしている大型店が

あるんですが、地下水が豊富なところかと思っ

たらなくなってしまったという…… 

森 儀一委員長 佐藤委員、何度も申し上げます

けれども、平成23年度の決算についてでござい

ますので、質問の趣旨を明確にして発言してく

ださい。ページ数、項目。 

１ 番（佐藤悦子委員） 決算書21ページ、営業

外収益についてなんですが、水道料に見合う協

力金の負担金を新設してはどうか、どうでしょ

うか。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 

沼澤利明上下水道課長 井戸水は水道の経営にと

ってはちょっと好ましい……、敵になるのでこ

の辺ちょっと答えにくいと思いますので、ひと

つよろしくお願いします。 

森 儀一委員長 ほかにございませんか。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） 水道事業はライフライ

ンの大事な要素でございますので、若干お聞き

したいと思います。監査意見書の15ページと12

ページでございます。 

  15ページの県内都市の経営分析表を見まして、

給水原価と供給単価が逆ざやになっております

ね。非常に厳しい、ここから見ても大変厳しい

供給をやっているんだなと思いますし、12ペー

ジのむすびの監査意見を見ますと、当年度純利

益は7,576万云々、前年度より652万減っている、

これは高料金対策が少なくなっているんだよと

いうようなことで理解しますけれども、県の受

水を下げると高料金が当然少なくなってくるわ

けで、この辺大変この水道事業の難しさがある

んだと思います。 

  そこで、いろいろ監査意見書もありますけれ

ども、資本的収入及び資本的支出については、

収入が云々、支出がふえている。過年度損益勘

定保留金で補塡している。やはりある程度余裕

がないとできない、ある程度準備的なお金が当

然必要で、だから、あるからすぐ水道料金下げ

ろというのはやはりいかがかなと私も思います

し、やはり長い目でこれは見ていかなければな

らない事業だと思います。そこで、継続的にや

っていくためには、もちろんいろいろあります

けれども、企業体質の強化、経費削減に努め、

市民に対し安全安心な水道の供給を望むという

のは当然だと思いますし、これらに対して今後

どのような心づもりで向かうか。 

  あともう１点、大変私が認識不足であります

けれども、新庄市の水道ビジョンというものに

基づきとありますけれども、新庄市の水道ビジ

ョンというのは大筋でどういうものかお聞きし

たいと思います。よろしくお願いします。 

沼澤利明上下水道課長 委員長、沼澤利明。 

森 儀一委員長 上下水道課長沼澤利明君。 
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沼澤利明上下水道課長 水道の経営を安定的に経

営していくためには、収益的収支から経営努力

をいたしまして、支出、費用を引きました要す

るに当期の純利益、これらも含めまして、積み

立て分も含めましてやはりその年度の１年分の

収益、水揚げといいますか、そういうふうな預

金残高を持っていればそれは健全な経営という

ふうに言われています。それで、そういうふう

な現金を持ちまして、そして資本的支出に回し

て、さらに収益からまたそこに還元してやると

いうふうなスタイル、要するに10億円ぐらいを

絶えず手元に持って経営をやっていきたい、そ

のようにまず考えております。 

  それからあとは、水道ビジョンにつきまして

は、ここにありますけれども、2011年から2020

年までの期間、水道の経営、それから建設、こ

れについていろいろと計画を立てておりますけ

れども、向こう10年間に基づいた約50億円ぐら

いの建設費用で経営をしていくというふうなビ

ジョンの内容になっております。 

１１番（小嶋冨弥委員） 委員長、小嶋冨弥。 

森 儀一委員長 小嶋冨弥委員。 

１１番（小嶋冨弥委員） かつて私も鳥越の山手

のほうで仕事をしていて、非常に水の要る仕事

をしておりました。それで非常に水が来なくて、

独自に自分のところで１トンぐらいのタンクを

つくって、そして仕事上影響のないようにしま

した。そうしますと、やはり１年に１遍、水道

でも貯水槽を点検して清掃しなければならなく

て、営業的には二重の苦しみですか、大変不便

だけれども、今度神室ダムから引いてそういう

苦労もなくなって、恐らく東山地区の一帯の

方々も同じだったと思います。それだけやはり

生活に密着した水道事業というのは、本当に日

本は恵まれていて蛇口からすぐ出て水が飲める

と。特に外国に行った場合はとてもそんな状況

でないということで、水のありがたさがなかな

かわからないんですけれども、ぜひ長い間安定

供給にするために、やはり水道事業をしっかり

と水道ビジョン等々を立てて頑張ってもらいた

いなと思って終わります。以上です。 

森 儀一委員長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結します。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第57号平成23年度新庄市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定については、原案のと

おり可決及び認定することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

森 儀一委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第57号は原案のとおり可決及び認定すべき

ものと決しました。 

 

 

閉      議 

 

 

森 儀一委員長 以上をもちまして、本決算特別

委員会に付託されました全ての案件についての

審査を終了いたしました。 

  ここで、決算委員長として御挨拶を申し上げ

ます。 

  平成23年度決算の認定等９件の審査につきま

して、ふなれな議事進行にもかかわらず、各委

員の活発な質疑のもとに審査を終了することが

できました。委員の皆様、執行部の皆様、御協
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力感謝申し上げます。執行部におかれましては、

本委員会において出されました意見等につきま

しては十分精査されまして、今後の市政運営、

行財政運営、事務事業の執行に最大限生かされ

ますよう要望いたします。 

  それでは、これをもちまして決算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでございました。 

 

     午後４時１０分 閉議 

 

 

    決算特別委員会委員長 森 儀一 
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平成２４年９月定例会会議録（第１号） 

 

 

平成２４年９月７日 金曜日 午前１０時００分開会 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

１１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

１３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ 
課 長 高 木   勉 

 
監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員 

事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会 

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会
事 務 局 長 沼 沢 充 広    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２４年９月７日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 市長の行政報告 

日程第 ４ 報告第１０号新庄市土地開発公社の経営状況の報告について 

日程第 ５ 報告第１１号平成２３年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

日程第 ６ 報告第１２号損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

日程第 ７ 議案第４６号新庄市教育委員会委員の任命について 

 

（一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第 ８ 議案第４７号市道路線の認定及び廃止について 

日程第 ９ 議案第４８号山形県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

日程第１０ 議案第４９号平成２３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１１ 議案第５０号平成２３年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１２ 議案第５１号平成２３年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１３ 議案第５２号平成２３年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１４ 議案第５３号平成２３年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１５ 議案第５４号平成２３年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１６ 議案第５５号平成２３年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１７ 議案第５６号平成２３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第１８ 議案第５７号平成２３年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

日程第１９ 決算特別委員会の設置 

日程第２０ 議案、請願の決算特別委員会、各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明） 



- 11 - 

日程第２１ 議案第５８号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第４号） 

日程第２２ 議案第５９号平成２４年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２３ 議案第６０号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２４ 議案第６１号平成２４年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２５ 議案第６２号平成２４年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２６ 議案第６３号平成２４年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２７ 議案第６４号平成２４年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

日程第２８ 議員派遣について 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

沼澤恵一議長 ただいまの出席議員は18名でござ

います。欠席通告者はありません。 

  なお、農業委員会会長星川 豊君より欠席の

届けが出ております。 

  これより平成24年９月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程第１号によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第81条の規定に

より、議長において髙橋富美子君、山口吉靜君

の両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

沼澤恵一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小野周一君。 

   （小野周一議会運営委員長登壇） 

小野周一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る８月31日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました平成24年９月定例会の運営について協

議をいたしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含めて提出議案

等についての説明を受け、協議を行った結果、

会期につきましては、お手元に配付してありま

す平成24年９月定例会日程表のとおり、本日か

ら９月20日までの14日間に決定いたしました。

また、会期中の日程につきましても日程表のと

おり決定いたしましたので、よろしくお願い申

し上げます。 

  なお、このたび提出されました案件は、報告

３件、議案３件、平成23年度決算の認定等９件、

補正予算７件、請願３件の計25件であります。

案件の取り扱いにつきましては、本日報告３件

の後、議案第46号の人事案件につきましては提

案説明をいただき、委員会への付託を省略して

本日の本会議において審議をお願いいたします。

議案第47号から議案第57号までの議案11件につ

いては、本日、本会議に上程し、提案説明の後、

平成23年度決算の認定等の９件を除いた議案２

件につきましては総括質疑を受け、常任委員会

に付託をし、審査をしていただきます。平成23

年度決算の認定等の９件につきましては、本日、

全議員で構成する決算特別委員会を設置してい

ただき、同委員会に付託をして審査をしていた

だきます。議案第58号から議案第64号までの補

正予算７件につきましては、本日は提案説明の

みにとどめ、委員会への付託を省略して９月20

日最終日の本会議において審議をお願いいたし

ます。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は11名であります。よ

って、１日目６名、２日目５名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

て１人50分以内といたします。質問者並びに答

弁者の御協力を特にお願いいたします。 
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  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から９月

20日までの14日間にいたしたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は９月７日から９月20日までの14日間と決

しました。 

 

 

平 成 ２ ４ 年 ９ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時間 摘      要 

第１日 ９月７日 金 

本 会 議 議 場 午前10時 

開会。行政報告。報告（３件）の説

明。人事案件（１件）の上程、提案

説明、採決。議案（２件）及び決算

（９件）の一括上程、提案説明、総

括質疑。決算特別委員会の設置。議

案、請願の決算特別委員会、各常任

委員会付託。補正予算（７件）の一

括上程、提案説明 

決 算 

特別委員会 
議 場 

本 会 議 

終 了 後 
正副委員長の互選 

第２日 ９月８日 土 
休       会  

第３日 ９月９日 日 

第４日 ９月10日 月 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 佐藤義一、小嶋冨弥、伊藤 操、

山口吉靜、小関 淳、石川正志の

各議員 

第５日 ９月11日 火 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 髙橋富美子、新田道尋、佐藤悦

子、佐藤卓也、清水清秋の各議員 

第６日 ９月12日 水 常任委員会 

総 務 文 教 

（議員協議

会室） 

午前10時 付託請願の審査 

第７日 ９月13日 木 常任委員会 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案の審査 
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会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時間 摘      要 

第８日 ９月14日 金 
決 算 

特別委員会 
議   場 午前1 0時 

平成23年度一般会計及び特別会計決

算の審査、水道事業会計利益の処分

及び決算の審査 

第９日 ９月15日 土 
休       会  

第10日 ９月16日 日 

第11日 ９月17日 月 休       会 （敬老の日） 

第12日 ９月18日 火 
決 算 

特別委員会 
議 場 午前10時 

平成23年度一般会計及び特別会計決

算の審査、水道事業会計利益の処分

及び決算の審査 

第13日 ９月19日 水 休       会 （本会議準備のため） 

第14日 ９月20日 木 本 会 議 議 場 午前10時 

決算特別委員長報告、討論、採決。

各常任委員長報告、質疑、討論、採

決。補正予算（７件）の質疑、討

論、採決。 

 

日程第３市長の行政報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第３市長の行政報告をお願い

いたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。大変な暑い

新庄もようやく季節的には落ち着いてきてあり

がたく思っているところでございます。 

  ９月定例議会、これから始まるわけですが、

その初めに、行政報告３点をさせていただきま

す。 

  初めに、かむてんナンバープレートの導入に

ついてであります。 

  現在、市では125㏄以下の原動機付自転車や

農耕用作業車などの小型特殊車両のナンバープ

レートを交付しています。中でも、年間交付枚

数が多く登録台数も多い50㏄以下の原動機付自

転車のナンバープレートについて、地域への愛

着を育み、動く広告塔として市の魅力を内外に

情報発信するため、市のイメージキャラクター

かむてん、市の花あじさい及び市の木もみのデ

ザインが入ったかむてんナンバープレートに変

更し交付するものであります。平成24年10月１

日月曜日から税務課にて受け付け順に交付開始

をいたします。今後の原動機付自転車50㏄以下

における新規登録は全てかむてんナンバープレ

ートになります。 

  また、現在使用している旧ナンバープレート

は引き続き使用することもできますが、新たに

かむてんナンバープレートに交換することも可

能となります。 

  次に、平成24年度新庄まつりの開催について

であります。 

  ことしの新庄まつりの入込客数は、天候と曜

日配列に恵まれ52万人でした。震災前の平成22

年度と比較しプラス13％、平成17年に二百五十

年祭として４日間行ったときには54万人でした

ので過去２番目となります。 

  内訳としては、宵まつりが18万人、本まつり



- 15 - 

20万人、後まつり14万人です。特に26日に行い

ました東北福興祭では約２万人のにぎわいを見

せました。ゆめりあで行われた囃子子若連の演

奏会や飾り山車、街中鹿子踊も定着し、後まつ

りを楽しみにしている方もふえてきているよう

であります。 

  まつりキャンペーンの効果もあり、首都圏か

ら観光エージェントの送客も目立った年でもあ

りました。 

  また、ことしも台湾の観光エージェント３名

を招聘し、ツアー増勢につながることを期待し

ております。 

  交流人口拡大に向けた最大の資源が新庄まつ

りですが、まだまだ知られていないのが現状で

す。最上観光博や平成26年度に行われるＪＲの

デスティネーションキャンペーンに向け、さら

に磨きをかけながらＰＲに努めていきたいと思

っております。 

  最後に、企業立地活動の状況についてであり

ます。 

  現在の中核工業団地に対する企業立地の動向

について御報告します。 

  初めに、市内土木関係企業が業務拡大に伴い、

事業所や倉庫などを集約して移転立地を計画し

ております。既に中小企業基盤整備機構と購入

価格の合意がなされ、９月中に契約の運びで進

んでおり、５年ぶりとなる中核工業団地への企

業進出となる予定であります。 

  さらに、市内の空き工場の照会も本年に入っ

て目立ってきております。そのため、中核工業

団地を初めとする空き工場の紹介や視察の対応

を行っております。 

  また、今年に入り、再生可能エネルギー関連

の企業の動きに対しても誘致活動を行っており、

本地域の特性である雪や森林資源などの自然エ

ネルギーを有効活用した事業展開について、首

都圏企業への誘致活動を積極的に行っておりま

す。特に、豪雪地ならではの雪冷熱を活用した

工場や豊かな森林資源を活用したバイオマス関

連企業の誘致に向けた活動を行っております。 

  以上、３点行政報告とさせていただきます。

ありがとうございます。 

 

 

日程第４報告第１０号新庄市土地

開発公社の経営状況の報告につい

て 

 

 

沼澤恵一議長 日程第４報告第10号新庄市土地開

発公社の経営状況の報告についてを議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第10号新庄市土地

開発公社の経営状況について御説明申し上げま

す。 

  この経営状況の報告は、地方自治法第243条

の３第２項の規定によりまして、議会に報告す

ることになっております平成23年度新庄市土地

開発公社の決算でございます。この決算につき

ましては、去る５月９日に公社監事による監査

を行い、５月30日の理事会におきまして御承認

をいただいております。 

  平成23年度の事業でありますが、万場町地区

におきまして１区画の宅地分譲を行い、小檜室

２期地区では宅地分譲に向けた用地取得を行っ

ております。 

  平成23年度の損益につきましては、705万

7,945円の当期純利益となっております。 

  なお、お手元の決算書の１ページから９ペー

ジまでが事業報告及び決算の内容であり、10ペ

ージ以降につきましては、決算附属明細表を記

載しておりますので、後ほどごらんいただきた

いと存じます。 
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  以上で平成23年度新庄市土地開発公社の決算

についての報告とさせていただきます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 本件は地方自治法第243条の３第

２項の規定による報告でありますので、御了承

願います。 

 

 

日程第５報告第１１号平成２３年

度新庄市健全化判断比率及び資金

不足比率の報告について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第５報告第11号平成23年度新

庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告に

ついてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは次に、報告第11号平成23

年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率に

ついて御報告申し上げます。 

  本比率につきましては、地方公共団体の財政

の健全化に関する法律に基づき、監査委員の意

見を付して議会に報告し、市民に対して公表す

ることとなっているものであります。 

  初めに、健全化判断比率についてであります

が、実質赤字比率、連結実質赤字比率は、前年

度同様、全ての会計が黒字決算でありましたの

で数値はございません。 

  実質公債費比率につきましては、前年度より

3.5ポイント改善の16.3％でございました。平

成21年度に早期健全化基準の25％を下回り、１

年限りで早期健全化団体を脱しておりますが、

今年度においてはさらに起債の許可を要する基

準の18％を下回ることとなり、大きな改善を見

ております。 

  平成21年度までは県内で一番高い数値となっ

ておりましたが、今年度においては県内13市の

中では中位程度の比率になるものと思われます。

将来負担比率につきましては、116.6％となり、

前年度の129.7％より13.1ポイント改善してお

ります。前年度の県内13市の中では中位の比率

となっておりましたので、今年度も同程度の順

位になるものと思われます。 

  次に、資金不足比率についてでありますが、

繰り出し基準に基づき一般会計から適正に繰り

出しを行っておりますので、全ての特別会計で

不足額はございませんでした。 

  算定結果は以上でございまして、財政再建プ

ランの効果があらわれ順調に改善の方向に向か

っているものであります。 

  以上で健全化判断比率及び資金不足比率の報

告とさせていただきます。 

  よろしくお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 本件は地方公共団体の財政の健全

化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項

の規定による報告でありますので、御了承願い

ます。 

 

 

日程第６報告第１２号損害賠償の

額の決定についての専決処分の報

告について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第６報告第12号損害賠償の額

の決定についての専決処分の報告についてを議

題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第12号損害賠償の

額の決定についての専決処分の報告について御

説明いたします。 

  本年７月23日午後３時10分ごろ、寒河江市に
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あります山形県村山総合支庁西庁舎地内におい

て、公務を終え、帰庁のため駐車場から出よう

とした際に、駐車中の相手方車両に接触し、当

該車両を損傷させたものであります。８月６日

に示談が成立しまして、損害賠償の額につきま

しては、相手方車両の修繕に要した費用11万

7,295円であります。地方自治法第180条第１項

の規定に基づき８月６日に専決処分を行いまし

たので、同条第２項の規定により報告するもの

であります。 

  今後、車両の運転につきましては、法令遵守

はもとより、安全運転の指導を徹底し事故防止

に努めてまいりますので御理解賜りたいと存じ

ます。よろしくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいま報告のありました報告第

12号は、地方自治法第180条の規定による議会

への委任による専決処分の報告でありますので

御了承願います。 

 

 

日程第７議案第４６号新庄市教育

委員会委員の任命について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第７議案第46号新庄市教育委

員会委員の任命についてを議題といたします。 

  ここで、教育委員長山村明德君の退席を求め

ます。 

   （山村明德教育委員長退席） 

沼澤恵一議長 提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第46号新庄市教育委員会委員

の任命について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄市教育委員会委員のうち、１名

の方が平成24年９月30日をもって任期満了とな

りますことから、引き続き教育委員を任命する

ため、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第１項の規定により御提案申し上げる

ものであります。 

  任命しようとする方は山村明德氏であります。

参考といたしまして経歴を添付しておりますが、

本市の教育行政を推進していただく上でまこと

にふさわしい方であると存じます。御審議いた

だき御同意賜りますようお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。ただいま説明

のありました議案第46号は、会議規則第37条第

３項の規定により委員会の付託を省略いたした

いと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  お諮りいたします。本件は人事案件でありま

すので、質疑、討論を省略し、直ちに採決した

いと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第46号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第46号新庄市教育委員会委員の任命につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第46号はこれに同意することに決しました。 

  暫時休憩いたします。 

   （山村明德教育委員長着席） 

 

     午前１０時１９分 休憩 

     午前１０時２０分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

  ただいま教育委員会委員に任命されました山

村明德君に御挨拶をお願いいたします。 

   （山村明德教育委員長登壇） 
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山村明德教育委員長 ただいまは、教育委員の任

命に同意いただきましてまことにありがとうご

ざいます。 

  現在、教育課題は山積しておりますけれども、

議員の皆様の御協力、御指導を得ながら誠心誠

意頑張ってまいりますのでどうぞよろしくお願

いいたします。 

 

 

  議案１１件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第８議案第47号市道路線の認

定及び廃止についてから日程第18議案第57号平

成23年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決

算の認定についてまでの11件を会議規則第35条

の規定により一括議題といたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第47号市道路線の認定及び廃止についてか

ら議案第57号平成23年度新庄市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定についてまでの11件を

一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第47号市道路線の

認定及び廃止について御説明申し上げます。 

  提案の理由といたしまして、道路網の整備を

図り市民福祉の増進に資するため、市道の路線

について認定し及び廃止する必要があるので提

案するものであります。 

  内容といたしましては、認定する路線が７路

線、廃止する路線が１路線であります。 

  初めに、認定する路線についてであります。

トウメキ１号線からトウメキ６号線までの６路

線については民間の宅地開発により整備された

路線であり、市に帰属された道路を認定するも

のであります。桧町９号線については、新庄市

土地開発公社の宅地分譲計画により整備され、

市に帰属される路線であり、終点の変更が生じ

るため、新たに認定するものであります。 

  次に、廃止する路線についてであります。桧

町９号線については、新規認定に伴い、終点の

変更が生じるため廃止するものであります。 

  以上、道路法第８条第２項及び第10条第３項

の規定により御提案申し上げます。 

  続きまして、議案第48号山形県後期高齢者医

療広域連合規約の一部変更について御説明申し

上げます。 

  変更の内容といたしましては、本年７月９日

に住民基本台帳法の一部を改正する法律等が施

行されたことに伴い、外国人登録原票が廃止さ

れ、国内に居住する外国人も住民基本台帳に記

載されることになったことから、必要な規約の

変更を行うものであります。この変更によって、

負担金の実質の変更はございません。広域連合

の規約変更には地方自治法の規定により、関係

地方公共団体の協議が必要とされていることか

ら、議会の議決をお願いするものであります。 

  なお、広域連合構成団体の全市町村で同じ議

案がこの９月議会に提案されるとのことであり

ます。 

  以上、御審議をいただきまして御決定くださ

いますようお願い申し上げます。 

  次に、議案第49号平成23年度新庄市一般会計

歳入歳出決算の認定についてから議案第56号平

成23年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてまでの８議案につき

ましては会計課長より、議案第57号平成23年度

新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

については上下水道課長よりそれぞれ御説明申

し上げます。 

  なお、これら決算につきましては、監査委員

より配付されております決算審査意見書の提出
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を受けておりますが、監査委員から賜りました

意見については今後十分に留意いたしまして、

効率的な行政運営になお一層努力してまいる所

存であります。 

  私のほうからの説明を終わりますが、御審議

をいただきまして御決定くださいますようお願

い申し上げます。 

沼澤恵一議長 次に、議案第49号平成23年度新庄

市一般会計歳入歳出決算の認定についてから議

案第56号平成23年度新庄市後期高齢者医療事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの８

件を会計管理者兼会計課長小山田 昭君より説

明願います。 

  会計管理者兼会計課長小山田 昭君。 

   （小山田 昭会計管理者兼会計課長登壇） 

小山田 昭会計管理者兼会計課長 それでは、私

から議案第49号平成23年度新庄市一般会計歳入

歳出決算の認定についてから議案第56号平成23

年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定についてまでの８議案について、

お配りしております平成23年度歳入歳出決算書

をもとに御説明申し上げます。 

  初めに、決算書の49ページをお開きいただき

たいと思います。 

  平成23年度新庄市会計別歳入歳出決算総覧に

ついて、その概要を御説明申し上げます。 

  一般会計と７特別会計の合計総額ですけれど

も、収入済額が247億4,818万5,007円、支出済

額が238億1,068万6,616円であります。 

  この８会計の収入済額と支出済額のそれぞれ

の合計は、予算現額247億4,323万4,000円に対

して収入率は100.02％、執行率は96.23％とな

りました。 

  次に、決算書の３ページにお戻りいただきま

して、各会計ごとの歳入歳出決算について御説

明申し上げます。 

  初めに、議案第49号一般会計でございますが、

４ページの１款から６ページの21款までの歳入

合計は、収入済額が155億5,928万6,757円であ

り、予算現額155億4,420万4,000円に対して収

入率は100.10％、調定額161億8,525万5,291円

に対して収納率は96.13％となりました。収入

未済額の合計は５億4,199万6,292円であり、そ

の内訳は１款市税が３億3,625万2,106円、12款

分担金及び負担金が1,574万1,338円、13款使用

料及び手数料が501万6,122円、14款国庫支出金

が１億8,341万3,000円、そして20款諸収入が

157万3,726円であります。 

  また、不納欠損額の合計は8,397万2,242円で

あり、その内訳は１款市税が8,257万2,742円、

12款分担金及び負担金が139万5,500円、そして

20款諸収入4,000円であります。 

  なお、１款市税の合計額におきましては、収

入済額が43億6,945万3,745円であり、調定額47

億8,827万8,593円に対して収納率は91.25％と

なりました。 

  次に、10ページの１款から12ページの14款ま

での歳出合計でございますが、支出済額が147

億8,514万7,489円であり、予算現額155億4,420

万4,000円に対して執行率は95.12％となりまし

た。 

  また、歳出決算による不用額は３億1,613万

8,561円であります。 

  歳入総額から歳出総額を差し引いた残額は７

億7,413万9,268円となっておりますが、住民基

本台帳法の一部改正に伴う電算システム改修事

業について、国からの指標等の提示が平成24年

度にずれ込んだため、年度中の業務完了ができ

なかったこと、国の３次補正や社会資本整備総

合交付金等を活用した事業の開始が冬期間にな

ったことなどにより、一般会計並びに公共下水

道事業特別会計において、それぞれ繰越明許が

発生しております。 

  ここで決算書の287ページから始まります実

質収支に関する調書をお開き願います。 

  288ページの一般会計並びに291ページの公共
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下水道事業特別会計でございますが、平成24年

５月末の出納閉鎖時点におきまして、一般会計

では4,390万9,300円、公共下水道事業特別会計

では110万2,800円が繰越明許費繰越額となりま

したので、一般会計では残りの７億3,022万

9,968円が平成24年度への実質繰越額となりま

した。 

  また、繰越明許費繰越額を差し引いた実質収

支額のうちから２億円を財政調整基金に繰り入

れしております。 

  なお、公共下水道事業特別会計につきまして

は、後ほど特別会計事業のときに御説明申し上

げます。 

  ここで再び決算書の14ページにお戻りいただ

きたいと思います。 

  議案第50号国民健康保険事業特別会計でござ

いますが、14ページの１款から11款までの歳入

合計は、収入済額が41億8,748万5,420円であり、

予算現額に対して収入率は101.99％、調定額に

対して収納率は91.35％となりました。そのう

ち１款国民健康保険税においては、収入済額が

９億5,212万3,173円であり、調定額に対して収

納率は70.61％となりました。また、収入未済

額は３億2,026万9,825円、不納欠損額は7,606

万8,280円であります。 

  次に、16ページの１款から18ページの12款ま

での歳出合計ですけれども、支出済額が40億

5,457万1,000円であり、予算現額に対して執行

率は98.76％となりました。 

  また、歳出決算による不用額は5,101万5,999

円であります。歳入歳出差引残額は１億3,291

万4,419円であり、平成24年度への繰り越しと

なります。 

  次に、20ページから22ページまでの議案第51

号交通災害共済事業特別会計の歳入歳出であり

ますが、１款から５款までの歳入合計は、収入

済額と調定額が同額の836万2,097円であり、予

算現額に対して収入率は84.60％、調定額に対

して収納率は100％となりました。収入未済額、

不納欠損額はともにございません。 

  １款事業費の歳出合計ですが、支出済額が収

入済額と同額の836万2,097円であり、予算現額

に対する執行率も収入率と同じ84.60％となり

ました。歳出決算による不用額は152万1,903円

であり、歳入歳出差引残額はございません。 

  次に、24ページから26ページまでの議案第52

号公共下水道事業特別会計の歳入歳出でありま

すが、１款から７款までの歳入合計は、収入済

額が15億3,584万8,588円であり、予算現額に対

して収入率は98.18％、調定額に対して収納率

は98.21％となりました。収入未済額は受益者

の分担金負担金が459万4,310円、下水道使用料

が1,304万4,458円、国庫補助金が1,000万円の

合計で2,763万8,768円でありまして、不納欠損

額は下水道使用料の27万5,008円であります。 

  続きまして、１款から３款までの歳出合計で

すが、支出済額が15億3,316万4,015円でありま

して、予算現額に対して執行率は98.01％とな

りました。歳出決算による不用額は1,081万

4,185円であります。歳入歳出差引残額は268万

4,573円でありますが、一般会計において御説

明申し上げましたように、決算書の291ページ

の実質収支に関する調書に記載のとおり、110

万2,800円の繰越明許費繰越額が発生しており

ますので、残額の158万1,773円が平成24年度へ

の実質繰越額となります。 

  続きまして、28ページから30ページまでの議

案第53号農業集落排水事業特別会計の歳入歳出

でありますが、１款から５款までの歳入合計は、

収入済額が7,655万3,660円であり、予算現額に

対して収入率は98.36％、調定額に対して収納

率は97.47％となりました。収入未済額は分担

金が118万4,934円、使用料が76万3,665円の合

計で194万8,599円でありまして、不納欠損額は

使用料の３万4,965円であります。 

  続きまして、１款及び２款の歳出合計ですが、
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支出済額が収入済額と同額の7,655万3,660円で

ありまして、予算現額に対する執行率も収入率

と同じ98.36％となりました。歳出決算による

不用額は127万9,340円でありまして、歳入歳出

差引残額はございません。 

  次に、32ページから34ページまでの議案第54

号営農飲雑用水事業特別会計の歳入歳出であり

ますが、１款から５款までの歳入合計は、収入

済額が2,968万4,378円であり、予算現額に対し

て収入率は98.47％、調定額に対して収納率は

97.62％となりました。収入未済額は使用料の

54万9,818円であり、不納欠損額は同じく使用

料の17万4,949円であります。 

  続きまして、１款及び２款の歳出合計でござ

いますが、支出済額が収入済額と同額の2,968

万4,378円でありますので、予算現額に対する

執行率も収入率と同じ98.47％となりました。

歳出決算による不用額は46万622円であり、歳

入歳出差引残額はございません。 

  次に、36ページから38ページまでの議案第55

号介護保険事業特別会計の歳入歳出であります

が、１款から10款までの歳入合計は、収入済額

が29億8,883万9,127円であり、予算現額に対し

て収入率は98.06％、調定額に対して収納率は

99.53％となりました。 

  収入未済額は介護保険料が1,004万7,560円、

負担金が5,544円の合計で1,005万3,104円であ

り、不納欠損額は介護保険料の394万6,453円で

あります。 

  続きまして、１款から９款までの歳出合計で

すが、支出済額が29億6,447万4,412円でありま

して、予算現額に対して執行率は97.26％とな

りました。歳出決算による不用額は8,345万

4,588円であります。 

  歳入歳出差引残額は2,436万4,715円であり、

平成24年度への繰り越しとなります。 

  最後に、42ページから44ページまでの議案第

56号後期高齢者医療事業特別会計の歳入歳出で

ありますが、１款から５款までの歳入合計は、

収入済額が３億6,212万4,980円であり、予算現

額に対して収入率が99.66％、調定額に対して

収納率は99.30％となりました。収入未済額は

保険料が103万4,590円、不納欠損額は同じく保

険料が152万2,090円であります。 

  次に、１款から４款までの歳出合計は、支出

済額が３億5,872万9,564円であり、予算現額に

対して執行率は98.72％となりました。歳出決

算による不用額は464万1,436円であります。歳

入歳出差引残額は339万5,416円であり、平成24

年度への繰り越しとなります。 

  以上、平成23年度一般会計並びに各特別会計

の歳入歳出決算の概要について御説明を申し上

げました。 

  なお、決算書の49ページには、会計別歳入歳

出決算総覧、54ページから285ページには各会

計の歳入歳出決算事項別明細書、288ページか

ら295ページには、各会計の実質収支に関する

調書、298ページ以降には財産に関する調書を

添付しておりますのでごらんいただきたいと思

います。 

  これで、議案第49号から議案第56号までの平

成23年度一般会計並びに各特別会計の歳入歳出

決算についての説明を終わります。十分な御審

議の上、御認定くださいますようよろしくお願

い申し上げます。以上でございます。 

沼澤恵一議長 ただいま説明のありました議案第

49号平成23年度新庄市一般会計歳入歳出決算の

認定についてから議案第56号平成23年度新庄市

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてまでの各決算について監査委員の報

告をお願いいたします。 

  代表監査委員髙山孝治君。 

   （髙山孝治代表監査委員登壇） 

髙山孝治代表監査委員 それでは、お配りしてお

ります決算審査意見書により御報告いたします。 

  一般会計、特別会計決算審査意見書１ページ
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をお開きいただきたいと存じます。 

  地方自治法の規定に基づき審査に付されまし

た一般会計、各特別会計の決算、財産に関する

調書及び各基金の運用状況について、奥山省三

委員ともども審査をいたしましたので、その概

要と結果について御報告いたします。 

  審査の方法は、諸帳簿、書類などを照合調査

し、関係職員からの説明を受け、また、法令そ

の他の規定に従って処理されているか、予算の

執行が適正であるかに主眼を置いて実施いたし

ました。 

  なお、現金預金の残高確認、証書類の検査に

つきましては、別に地方自治法の規定に基づく

例月出納検査において実施をいたしました。 

  審査の結果でございます。 

  審査に付されました各会計の決算及び附属書

類は、法令等の規定に準拠して作成されており、

計数は正確であり、予算の執行についても全般

的に適正と認められました。また、各基金はそ

れぞれ設置の目的に沿って運用されており、決

算における計数は正確で、その執行は適正と認

められました。 

  決算審査の概要及び詳細は２ページから22ペ

ージにわたり記載してございます。その主要な

点は、22ページ、第６むすびで言及してござい

ますので、コメントを加えましてこちらで説明

をいたしたいと思います。 

  22ページをお開きいただきたいと思います。 

  第６むすびでございます。 

  平成23年度の一般会計及び各特別会計の総計

の決算額は２ページの表にございますが、歳入

が247億4,818万5,007円で、前年度に比べ１億

2,650万5,114円、0.5％の増、歳出は238億

1,068万6,616円で、１億5,780万2,809円、

0.7％の減となりました。その結果、実質収支

は８億9,248万6,291円の黒字で、単年度収支も

２億8,948万1,675円の黒字となりました。 

  市債残高は228億1,773万5,768円で、内訳は

一般会計141億1,094万9,017円、公共下水道事

業特別会計80億7,870万4,940円、農業集落排水

事業特別会計５億7,872万2,549円、営農飲雑用

水事業特別会計4,935万9,262円で、前年度より

７億1,010万2,692円、３％減少しております。 

  やっと市の財政規模を下回るようになってま

いりました。ピークは過ぎましたが、たがを緩

めることなく、繰上償還等を活用し借入金に頼

る財政運営からの脱却を目指すことを要望いた

します。 

  収入未済額は、一般会計では市税が３億

3,625万2,106円で、前年度に比べますと2,590

万7,802円、7.2％減少しました。保育所入所負

担金等である分担金及び負担金、公営住宅使用

料等の使用料及び手数料の未済額は2,075万

7,460円あり、前年度より327万8,990円、

18.8％増加しております。 

  特別会計では、国民健康保険税が３億2,026

万9,825円で、前年度に比べ2,980万176円、

8.5％、公共下水道使用料が1,304万4,458円で、

１万9,204円、0.1％、介護保険料は1,004万

7,560円で、18万7,758円、1.8％、後期高齢者

保険料は103万4,590円で、162万5,100円、

61.1％それぞれ減となっています。収入未済額

の圧縮につきましては、口座振替や訪問徴収の

実施に加え、コンビニ収納など新たな対策を取

り入れるとともに、保育所入所負担金等につい

ては、保護者等の理解を得ながら未収金の完全

解消に向けて関係施設、機関との連携を密にし

て取り組んでいってもらいたいと思います。 

  平成20年４月１日から施行された地方公共団

体の財政の健全化に関する法律により算定した

実質公債費比率は、平成23年度決算では過去３

カ年の平均値で16.3％となる見込みで、地方債

を発行する際に県知事の許可を必要としない

18％以下となっております。また、単年度で見

れば、平成21年度が19.9、平成22年度が15.2、

平成23年度が13.9となっております。これらの
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成果も市民の協力なしではなし得ないものであ

ります。これからも官民一体で新庄市の経営安

定に向け取り組まれることを要望いたします。 

  国際社会においては、リーマンショック以来、

欧州を中心とした財政危機により景気の低迷が

長引いております。国内においては、東日本大

震災、集中豪雨や豪雪等の災害により国の財源

不足が心配されるところであり、地方への影響

が懸念されます。 

  このような社会情勢の中で、第４次新庄市振

興計画、新庄市まちづくり総合計画に基づき、

創意工夫による災害防止や災害に対応した個性

のあるまちづくり等が計画的に進行し、市民が

安心・安全に暮らせるような市政の運営を願う

ものであります。 

  以上が平成23年度一般会計及び特別会計の決

算審査の概要並びに意見でございます。 

  なお、財政健全化、経営健全化審査意見書に

つきましては、水道事業の決算審査報告の前で

ございますが、別冊でもって報告しております

のでごらんいただきたいと思います。よろしく

お願いを申し上げます。 

沼澤恵一議長 次に、議案第57号平成23年度新庄

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてを上下水道課長沼澤利明君より説明願いま

す。 

  上下水道課長沼澤利明君。 

   （沼澤利明上下水道課長登壇） 

沼澤利明上下水道課長 それでは、私より議案第

57号平成23年度新庄市水道事業会計利益の処分

及び決算の認定について御説明申し上げます。 

  最初に、２ページ、３ページをお開き願いま

す。 

  新庄市水道事業決算報告書により御説明申し

上げます。 

  初めに、⑴収益的収入及び支出でございます。

収入の第１款水道事業収益の予算額合計は10億

9,458万7,000円、決算額は11億2,255万7,532円

で、予算額に比べまして2,797万532円の増でご

ざいます。次に、支出の第１款水道事業費用の

予算額合計は10億7,316万8,000円、決算額は10

億3,942万1,901円で、執行率は96.86％でござ

います。 

  次に、４ページ、５ページをお開き願います。 

  ⑵資本的収入及び支出の第１款資本的収入の

予算額合計は4,139万9,000円、決算額は2,947

万4,861円で、予算額に比べまして1,192万

4,139円の減でございます。また、第１款資本

的支出でございますが、予算額合計は４億

1,943万1,000円、決算額は３億4,273万614円で、

執行率は81.71％でございます。うち、第１項

建設改良費につきましては、工事の精査及び落

札減額等により7,668万8,495円が不用額となり

ました。資本的収入が資本的支出に不足する額

３億1,325万5,753円は過年度損益勘定留保資金

等で補塡しております。 

  次に、６ページをお開き願います。 

  損益計算書について御説明申し上げます。 

  営業収益においては、給水人口の減少及び節

水志向による使用水量の減もあり、前年比約

1,063万円の減となりました。営業外収益にお

いても、他会計補助金の高料金対策費等が前年

比約746万円の減となっています。 

  費用においては、人件費の削減や減価償却費、

支払い利息等の減により、前年比約1,074万円

削減することができたことにより、経常利益は

7,890万8,737円、当年度純利益は7,576万5,238

円となり、前年度繰越利益剰余金を加えた当年

度未処分利益剰余金は２億4,316万220円となり

ます。 

  続きまして、７ページをごらんください。 

  剰余金計算書でございますが、利益剰余金と

して、１の減債積立金は⑵の前年度繰入額を繰

り入れ、当年度末残高は6,157万6,719円となっ

ております。 

  ２の建設改良積立金は⑶、当年度処分額
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2,125万3,750円を建設改良事業に充当したこと

によるものであり、当年度末残高は8,417万

1,826円となっています。したがいまして、積

立金の合計は１億4,574万8,545円となります。 

  次に、８ページをお開き願います。 

  資本剰余金でございますが、これまでに資本

として調達いたしました国庫補助金や工事負担

金等の内訳でございまして、平成24年度への繰

越資本剰余金は61億5,836万7,144円となってお

ります。 

  ９ページは剰余金処分計算書（案）でござい

ます。 

  地方公営企業会計制度の見直し及び地域主権

一括法による地方公営企業法の改正を受け、こ

れまで水道事業会計決算は議会の認定について

議決を受けていましたが、今年度から利益の処

分についても議決をお願いするものでございま

す。 

  23年度未処分利益剰余金が２億4,316万220円

となっておりますので、⑴減債積立金へ1,220

万円、⑵建設改良積立金に１億円を積み立て、

起債償還及び建設改良に充てることとし、残額

の１億3,096万220円を24年度へ繰り越すもので

ございます。 

  続きまして、10ページ、11ページをお開き願

います。 

  貸借対照表でございますが、資産の部として

固定資産、流動資産、繰延勘定の資産の合計は

151億3,712万2,331円となります。また、11ペ

ージの負債の部でございますが、負債合計で

3,081万5,034円となります。 

  次に資本の部でございます。６の資本金の合

計は85億5,903万1,388円で、７の剰余金の合計

は65億4,727万5,909円となります。 

  以上が水道事業会計決算諸表についての説明

でございます。 

  次に、決算附属書類でございますが、12ペー

ジに事業報告書、21ページから収益費用明細書、

28ページに固定資産明細書、30ページに企業債

明細書を記載しておりますが、説明は省略させ

ていただきます。 

  以上で平成23年度新庄市水道事業会計決算に

ついての説明を終わらせていただきます。 

  御審議の上、御承認賜りますようよろしくお

願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいま説明のありました議案第

57号平成23年度新庄市水道事業会計利益の処分

及び決算の認定について、監査委員の報告をお

願いいたします。 

  代表監査委員髙山孝治君。 

   （髙山孝治代表監査委員登壇） 

髙山孝治代表監査委員 それでは、同じようにお

配りしております水道事業会計の決算審査意見

書により御報告いたします。 

  １ページをお開き願います。 

  地方公営企業法の規定に基づき審査に付され

ました水道事業会計の決算について御報告申し

上げます。 

  審査の方法は、決算報告書、損益計算書、剰

余金計算書及び貸借対照表並びに事業報告書、

収益費用明細書、資本的収支明細書、固定資産

明細書、企業債明細書などを照合調査し、関係

職員の説明を受けるなどにより、法令その他の

規定に従って処理されているか、財務状況及び

経営成績を適正に表示しているか、公共性と経

済性が確保されているかに主眼を置いて実施を

いたしました。 

  なお、現金預金の残高確認、証書類の検査に

つきましては、別に地方自治法の規定に基づく

例月出納検査において実施をいたしました。 

  審査の結果でございます。 

  審査に付されました決算書類及び附属書類は、

地方公営企業関係法令の規定に基づいて作成さ

れており、経営成績及び財務状況を適正に表示

しており、計数も正確であり、適正な決算と認

めました。 
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  決算審査の概要及び詳細は２ページから11ペ

ージに記載してございますが、その主要な点は

12ページ、７むすびで言及しておりますのでこ

ちらで説明をさせていただきます。 

  12ページをお開き願います。 

  平成23年度水道事業会計の決算審査の概要は

次のとおりであります。 

  普及率は、外国人登録を含めた平成23年３月

末の世帯数１万3,604戸に対し、給水世帯数は

１万2,424戸、91.3％と前年比で0.4％増加して

おります。 

  市内の人口は３万8,639人、前年比635人減と

減少しているため、給水人口は３万5,342人、

339人減で１％、給水収益も1,063万4,839円、

1.2％の減少となりました。 

  過年度の未収金については2,228万3,285円と

なっており、より徹底した納付の指導を求める

ものであります。 

  職員１人当たりの営業収益は１億3,065万

7,000円で前年比１％の減となっております。 

  当年度純利益は7,576万5,238円で、前年度よ

り652万374円減少しました。 

  高料金対策等の一般会計繰入金である他会計

補助金が１億4,704万3,245円で、前年度より

746万4,438円減少し、また県からの受水費３億

5,355万847円の、235万2,375円下がっておりま

す。 

  資本的収入及び資本的支出については、収入

が2,947万4,861円、支出が３億4,273万614円で、

不足する額３億1,325万5,753円は過年度損益勘

定留保資金等で補塡しております。これからも

安定した給配水設備工事を継続するための建設

改良費として内部留保資金の確保に十分留意す

る必要があります。 

  平成16年度から行ってきた老朽管更新事業は

今年度で終了しましたが、今後は東日本大震災

等の災害を教訓とし、平成22年度に策定した新

庄市水道ビジョンに基づき、施設の耐震化や老

朽化施設の更新、配水池の増設等を図るととも

に、有収率の向上、企業体質の強化、経費節減

等に努め、市民に対し安心安全な水道水の安定

供給を望むものであります。 

  以上が平成23年度水道事業会計の決算審査の

概要並びに意見でございます。 

  なお、決算審査資料末尾に参考として県内都

市の経営状況を添付いたしましたので、御参照

いただきたいと思います。よろしくお願い申し

上げます。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１１時０８分 休憩 

     午前１１時１８分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  これより、ただいま説明のありました平成23

年度各決算を除く議案第47号市道路線の認定及

び廃止について及び議案第48号山形県後期高齢

者医療広域連合規約の一部変更についての２件

について総括質疑を行います。質疑ありません

か。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 48号山形県後期高齢者

医療広域連合規約の一部変更についてお聞きし

ます。 

  外国人登録原票が廃止となって、外国人住民

の住民基本台帳の整理が行われることになると

いうことです。日本人と同様の行政サービスが

外国人住民にも受けられるようになると私は捉

えています。しかし、外国人登録制度が廃止さ

れ、非正規滞在者は住民基本台帳から除外され

ることになると聞いております。それにより、

従来から受けているサービスが受けられなくな

る懸念があると言われています。どうやって行

政サービスを継続するのか今問題になっている
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ようです。 

  後期高齢者医療保険のサービスはどうなるの

か。非正規滞在者ということになるわけなんで

すが、今までサービスを受けられていたわけで

すがそういう方々がどうなるのか。対象者の把

握はどのようになさるのかお願いします。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 後期高齢者広域連合の規約の

変更でございますが、対象者の把握ということ

なんですが、外国人であっても75歳以上の方に

ついては保険証がいっているものと思っており

ます。ただ、非正規の方について交付している

のか、していないのか。また、していないとす

れば、その数がどのくらいあるかはちょっと把

握していないというところでございます。以上

です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） これまでの外国人登録

制度があったときには非正規滞在者であっても、

例えば義務教育や助産や結核予防などのための

健康診断など、こういった行政サービスについ

ては行われていたようです。そういう意味で、

引き続き政府としてはサービスを外国人に対し

ても行政サービスを提供できるようにという通

知を出しているようです。そういう意味では、

その通知を見ていただきながら、後期高齢にお

いて非正規滞在者といってもこういうサービス

が必要になっているし、今までもやっていたよ

うなので、そういうサービスを提供できるよう

に必要な措置を講じていく必要があると思いま

すがどうでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 後期高齢者医療制度の保険者

はあくまでも山形県の後期高齢者医療事業の保

険者のほう、広域連合のほうになっております。

ただ、そちらの方とこの件についての話をした

ことはございませんので、これについて広域連

合のほうと話をして詰めていきたいと思います。

よろしくお願いします。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、総括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第１９決算特別委員会の設置 

 

 

沼澤恵一議長 日程第19決算特別委員会の設置を

議題といたします。 

  お諮りします。 

  議案第49号から議案第57号までの平成23年度

一般会計歳入歳出決算及び各特別会計歳入歳出

決算並びに水道事業会計利益の処分及び決算の

審査をするため、委員会条例第６条第１項の規

定により決算特別委員会を設置したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

決算特別委員会を設置することに決しました。 

 

 

決算特別委員会委員の選任 

 

 

沼澤恵一議長 これよりただいま設置されました

決算特別委員会委員の選任を行います。 

  決算特別委員会の選任につきましては、委員

会条例第８条第１項の規定により、議長におい

て全議員を指名いたしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、
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全議員を決算特別委員会の委員に選任すること

に決しました。 

  なお、委員会条例第10条第１項の規定に基づ

き、本日の本会議終了後、この議場において決

算特別委員会を開催し、委員長の互選を行って

いただきますので、御参集のほどよろしくお願

いいたします。 

 

 

日程第２０議案、請願の決算特別

委員会、各常任委員会付託 

 

 

沼澤恵一議長 日程第20議案、請願の決算特別委

員会、各常任委員会付託を行います。 

  議案、請願の委員会付託につきましては、お

手元に配付してあります付託案件表のとおり、

それぞれの所管の委員会に付託しますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

平 成 ２ ４ 年 ９ 月 定 例 会 付 託 案 件 表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

決 算 特 別 委 員 会 

   議案（９件） 

○議案第４９号平成２３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

○議案第５０号平成２３年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５１号平成２３年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５２号平成２３年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

○議案第５３号平成２３年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５４号平成２３年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５５号平成２３年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

○議案第５６号平成２３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

○議案第５７号平成２３年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決

算の認定について 
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付 託 委 員 会 名 件                名 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

請願（３件） 

○請願第５号「地方財政の充実・強化を求める請願」について 

〇請願第６号少人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負担

制度２分の１復元に係る意見書採択の要請について 

○請願第７号危険な垂直離着陸輸送機オスプレイの配備及び低空飛

行訓練計画の撤回を求める意見書の提出を求める請願 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（２件） 

○議案第４７号市道路線の認定及び廃止について 

○議案第４８号山形県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更につ

いて 

 

 

議案７件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第21議案第58号平成24年度新

庄市一般会計補正予算（第４号）から日程第27

議案第64号平成24年度新庄市水道事業会計補正

予算（第１号）までの補正予算７件につきまし

ては、会議規則第35条の規定により一括議題に

いたしたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第58号平成24年度新庄市一般会計補正予算

（第４号）から議案第64号平成24年度新庄市水

道事業会計補正予算（第１号）までの補正予算

７件を一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第58号から議案第

64号までの平成24年度新庄市一般会計、特別会

計及び水道事業会計の補正予算について御説明

申し上げます。 

  予算書１ページ、議案第58号一般会計補正予

算は、歳入歳出それぞれ２億6,113万2,000円を

追加し、補正後の総額を145億9,142万8,000円

とするものであります。 

  主な補正内容について、11ページからの歳出

を中心に御説明申し上げます。 

  まず、２款総務費と３款民生費、８款土木費、

10款教育費を中心に、２年連続の豪雪により損

傷の激しい旧東山スポーツハウスや、旧乳幼児

保育所、旧角沢小学校、旧土内分校などの解体

に係る経費を計上するとともに、学校や保育所

を初めとする各種施設や道路、側溝、流雪溝な

どの維持補修や機能強化に係る経費を計上して

おります。 

  また、３款民生費の児童福祉費におきまして

は、子育て環境のさらなる充実のために各種サ

ービスの向上に資する経費や、保育業務の担い

手拡充の経費などを計上しており、４款衛生費

におきましては、ポリオ予防接種における不活

化ワクチン導入に係る経費を計上しております。 

  ６款農林水産業費におきましては、農業畜産

振興と土地改良に資する補助的経費などを中心

に盛り込み、８款土木費におきましても、社会

資本整備総合交付金の対象事業間の事業費の組

み替えを行うとともに、今年度後半の事業展開

を見据えた事業費を加えております。 

  また、10款教育費におきましては、教育環境

の充実や教育の場の安全確保、施設の環境整備

の充実を図るための経費を盛り込んでおります。 

  続きまして、29ページの特別会計からですが、

議案第59号国民健康保険事業特別会計補正予算

から、議案第63号介護保険事業特別会計補正予
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算までの５特別会計及び議案第64号水道事業会

計補正予算につきましては、今年度下半期のそ

れぞれの事業の執行に必要な補正を行うもので

あります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては、財政課長及び上下水道課

長から説明させますので、御審議いただき、御

決定くださいますようお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

   （髙橋則雄財政課長登壇） 

髙橋則雄財政課長 それでは、議案第58号から議

案第63号までを一括して御説明申し上げます。 

  初めに、議案第58号一般会計補正予算（第４

号）につきまして御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ２億

6,113万2,000円を追加し、補正後の総額は145

億9,142万8,000円となります。各款各項の補正

予算額並びに補正後の額につきましては、２ペ

ージからの第１表歳入歳出予算補正において御

確認いただきたいと思います。 

  次に、５ページでございますが、第２表債務

負担行為補正でございますが、老朽化している

市民球場のスコアボード改修工事につきまして、

来年度のシーズン開始までの事業の完了を目指

し、今年度からの２カ年の事業として実施する

ことに伴い、25年度事業費分の3,000万円を限

度とした債務負担行為を追加させていただくも

のでございます。 

  第３表地方債補正につきましては、社会資本

整備総合交付金事業であります泉田二枚橋線整

備事業と沖の町中山町地区流雪溝整備事業の事

業費の組み替えに伴い、地方道路等整備事業債

を370万円の減額、流雪溝整備事業債を390万円

の増額とするものであります。さらに、普通交

付税の振りかえ措置としての歳出補正の一部に

充てる臨時財政対策債は2,944万2,000円の増額

を盛り込んでおります。 

  続きまして、８ページからの歳入について御

説明申し上げます。 

  初めに、14款国庫支出金でございますが、２

項国庫補助金につきましては、衛生費国庫補助

金に浄化槽設置整備事業の対象設置基数の増加

分を計上しております。また、土木費国庫補助

金に社会資本整備総合交付金事業であります泉

田二枚橋線整備事業と沖の町中山町地区流雪溝

整備事業の事業費の組み替えに伴う道路橋梁費

補助金、雪対策費補助金の600万円の組み替え

を計上しております。 

  次に、15款県支出金につきましては、まず２

項県補助金に関し、２目民生費県補助金の児童

福祉費補助金に放課後児童対策に資する放課後

こどもプラン推進事業費補助金237万2,000円の

増額を計上しております。 

  ４目労働費県補助金につきましては、地域雇

用の拡充が図られるよう緊急雇用創出事業臨時

特例基金事業費補助金660万4,000円を増額して

おります。 

  ５目農林水産業費県補助金におきましては、

積極的かつ先駆的農業経営者に対する支援を中

心に2,899万2,000円を加えるなどの拡充を図り、

６目土木費県補助金におきましては、多くの市

民の皆様から利用いただいております住宅リフ

ォーム総合支援事業費補助金によりさらに充実

を図るため400万円を増額しております。 

  次に、９ページでございますが、まず17款寄

附金につきましては、財団法人山形県市町村自

治協会の解散に伴い、その保有資金を構成市町

村に寄附されるもので、本市では200万円とな

っております。 

  なお、このたびの補正における一般財源は、

９ページの17款一般寄附金の200万円と19款繰

越金の１億8,002万7,000円、10ページの21款市

債の臨時財政対策債2,944万2,000円を充てるこ

とといたします。 

  続きまして、11ページからの歳出について説
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明させていただきます。 

  まず２款総務費１項１目一般管理費でござい

ますが、職員給与費１億1,204万3,000円を増額

計上しております。これは、当初予算におきま

して昨年度末退職者と新規採用予定者の差額分

をこの費目で一括して減額措置しており、その

調整のためこのたびの補正予算においてこの費

目が増額補正となり、その他の各費目で減額補

正が多くなることとなります。あわせて、今年

度当初の人事異動に伴う補正につきましてもこ

のたびの補正予算に計上しております。 

  次に、６目財産管理費では、２年連続の豪雪

により損傷が激しい旧東山スポーツハウスと旧

土内分校校舎の解体工事費として3,400万円、

また、本庁舎の屋根改修など修繕料を増額して

おります。 

  ７目企画費につきましては、全国的に課題と

なっております空き家の調査を実施する費用と

して企画調整事業費の中に243万2,000円を緊急

雇用創出事業臨時特例基金事業費補助金の活用

により補正計上しております。 

  14ページからの３款民生費でございますが、

まず15ページの後段の２項１目児童福祉総務費

に県補助事業における基準額の増加に伴い、放

課後児童健全育成の拡充のために増額補正を計

上するとともに、旧乳幼児保育所の解体経費

700万円のほか、学童保育所の屋根などの補修

経費について計上しております。 

  次に16ページでございますが、３目保育所費

につきましては、延長保育や障害児保育の増加

に対応した保育業務従事者の増員に係る経費及

び老朽化している保育所設備等の補修経費につ

いて計上しております。 

  また、４目児童館費につきましても、児童館

の設備や遊具等の改修経費を計上しております。 

  17ページでございますが、４款衛生費１項２

目予防費につきましては、ごくまれにポリオ発

症の可能性がある生ワクチン接種から発症の可

能性がない不活化ワクチン接種の移行に伴い、

必要な経費として予防接種事業費に1,081万

7,000円を増額計上しております。 

  また、18ページの８目水道費につきましては、

国の通知による上水道高料金対策に係る一般会

計からの繰り出しで、資本費基準額が２円ふえ

たことによりまして653万1,000円を増額してお

ります。 

  同じく18ページからの６款農林水産業費でご

ざいますが、１項３目農業振興費、４目畜産業

費におきまして、先駆的で積極的な経営姿勢の

農業経営者等に対する各種補助の拡充を図るた

め、県補助制度を活用した各般の補助増額分を

計上しております。 

  21ページをお開きください。 

  ７款商工費におきましては、首都圏向けのテ

レビコマーシャルに係る経費の一部を減額し、

新たに首都圏などへ向けた輸送用トラックの荷

台パネルに新庄まつりの山車をラッピングし、

新庄まつりのＰＲを行う経費として126万円を

計上しております。 

  21ページからの８款土木費につきましては、

22ページの２項２目道路維持費と３項２目河川

維持費、23ページの４項３目公園費、５項住宅

管理費におきまして、さきの豪雪やこれに伴う

融雪被害並びに老朽化などにより修繕が必要と

なった道路、河川、側溝、公園施設、市営住宅

設備などの修繕料を計上するとともに、購入か

ら17年以上が経過し老朽化している道路パトロ

ール車と維持管理用ダンプトラックの２台の更

新費用として自動車購入費700万円を計上して

おります。また、歳入のところでも述べました

が、社会資本整備総合交付金事業であります２

項３目道路新設改良費の泉田二枚橋線整備事業

費を減額し、それに見合う分を24ページの６項

２目雪総合対策費の沖の町中山町地区流雪溝整

備事業の事業費を増額する組み替えを行ってお

ります。同じく、雪総合対策費におきまして、
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冬期間の流雪溝の水上がりが課題となっている

箇所への水上がり解消へ向けた経費の増額補正

を行っております。 

  次に、10款教育費でございますが、まず25ペ

ージの２項１目小学校費の学校管理費におきま

して、旧角沢小学校の校舎及び体育館などの解

体費用といたしまして工事請負費に2,750万

3,000円を盛り込んでおります。 

  また、同じく２項及び３項の小中学校費にお

きまして、老朽化した屋根の改修や外溝の舗装、

学校設備の修繕のほか、センサーライトの全校

設置や図書購入費の増加など、子供たちが安全

で快適な充実した学校生活を過ごすことのでき

る環境の拡充に向けた経費を盛り込んでおりま

す。 

  また、27ページからの４項社会教育費につき

ましては、社会教育施設の全般において施設修

繕などの費用を盛り込んでおります。特に、28

ページ中段の４項12目体育施設費の工事請負費

4,000万円につきましては、老朽化により一部

ふぐあいが出ている市民球場のスコアボードの

電光表示部をＬＥＤ化するものでございます。

来年度のシーズン開始までの事業の完了を目指

し、このたびの補正予算で債務負担行為の補正

を行い、今年度からの２カ年の事業として実施

するものでございます。 

  以上で一般会計を終わりまして特別会計に入

らせていただきます。 

29ページをごらんいただきたいと思います。 

  議案第59号国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）でございますが、歳入歳出それぞ

れ１億2,802万8,000円を追加し、補正後の予算

総額を43億1,278万1,000円とするものでござい

ます。 

  33ページをごらんください。 

  歳入は社会保険診療報酬支払基金からの交付

金の確定と、前年度繰越金の確定によるもので

ございます。 

  次のページの歳出は、主に３款後期高齢者支

援金と６款介護納付金の増額及び11款には平成

23年度の事業実績に基づく国への返還金を計上

しております。 

  35ページをごらんください。 

  議案第60号公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）につきましては、歳入歳出それぞれ

1,325万8,000円を追加し、補正後の予算総額を

16億2,327万9,000円とするものでございます。 

  38ページをごらんいただきたいと思います。 

  歳入は一般会計からの繰入金及び県道改良事

業に伴う物件移転補償費により、歳出は職員給

与費のほか、県道改良事業に伴う汚水桝の移設

や、東日本大震災や豪雪の影響による管路上の

舗装修繕、老朽化しているマンホールポンプの

修繕を中心に盛り込んでおります。 

  41ページをごらんいただきたいと思います。 

  議案第61号農業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）につきましては、歳入歳出それぞ

れ373万4,000円を追加し、補正後の予算総額を

8,545万円とするものでございます。 

  内容は地震等による施設修繕の増額補正でご

ざいまして、一般会計からの繰入金を充てるも

のでございます。 

  45ページをごらんいただきたいと思います。 

  議案第62号営農飲雑用水事業特別会計補正予

算（第１号）につきましては、歳入歳出それぞ

れ328万7,000円を追加し、補正後の予算総額を

3,373万7,000円とするものでございます。 

  内容は施設の一般修繕の増額補正で、これも

一般会計繰入金を充てることといたします。 

  最後に、49ページをごらんいただきたいと思

います。 

  議案第63号介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）でございますが、歳入歳出それぞれ

3,980万5,000円を追加し、補正後の予算総額を

31億1,073万8,000円とするものでございます。 

  53ページをごらんいただきたいと思います。 
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  歳入は、介護給付や地域支援事業に係る国県

支出金及び介護給付費支払基金交付金のほか、

前年度繰越金を計上しております。56ページか

らの歳出では、２款２項３目の地域密着型介護

予防サービス給付費の対象者増加に伴う増額と、

４款地域支援事業費の職員給与費の減額、５款

基金積立金の給付費準備基金積立金の増額、ま

た７款諸支出金の国庫及び支払基金への返還金

の補正を組んでおります。 

  以上で一般会計及び特別会計の補正予算案の

説明を終わります。 

  御審議をいただき御可決賜りますようよろし

くお願いいたします。 

沼澤恵一議長 上下水道課長沼澤利明君。 

   （沼澤利明上下水道課長登壇） 

沼澤利明上下水道課長 それでは、私のほうから

議案第64号平成24年度新庄市水道事業会計補正

予算（第１号）について御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条、平成24年度新庄市水道事業会計予算

（第１号）は、次に定めるところによります。 

  第２条、平成24年度新庄市水道事業会計予算

第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を

次のとおり補正します。 

  初めに、収益的収入の補正でありますが、収

入の第１款水道事業収益の既決予定額10億

5,025万6,000円に補正予定額653万1,000円を増

額し、10億5,678万7,000円といたします。その

内容は、第２項営業外収益の高料金対策一般会

計繰入金の基準額の確定に伴うものです。 

  次に、収益的支出の補正でありますが、支出

の第１款水道事業費用の既決予定額10億4,925

万9,000円から補正予定額237万円を減額し、10

億4,688万9,000円とします。内容につきまして

は、４月の人事異動に伴う職員給与費等の減額

でございます。 

  次に、２ページをお開きください。 

  第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び

支出の予定額を次のとおり補正します。収入の

第１款資本的収入の既決予定額を2,500万8,000

円から補正予定額337万7,000円を減額し、

2,163万1,000円とします。内容につきましては、

県河川改修事業関連で十日町地内河原橋架替え

に伴う配水管移設事業を来年度としたことによ

る工事負担金の減であります。 

  支出の第１款資本的支出の既決予定額４億

5,129万7,000円から補正予定額3,361万5,000円

を減額し、４億1,768万2,000円といたします。

内訳につきましては、一本柳地区配水圧力調整

弁制御盤更新工事等を平成25年度から予定して

おります全体の計装設備更新に合わせて行うこ

とによる工事請負費等の減額であります。 

  なお、資本的収入が資本的支出額に対して不

足する額３億9,605万1,000円は過年度損益勘定

留保資金３億1,039万5,000円等で補塡してまい

ります。 

  第４条議会の議決を経なければ流用すること

のできない経費としての職員給与費については、

既決予定額5,970万1,000円から287万円を減額

して、5,683万1,000円とするものです。 

  次に３ページでございます。 

  第５条高料金対策等のための一般会計から補

助金を受ける既決予定額１億985万9,000円に

653万1,000円増額して１億1,639万円とします。 

  なお、４ページ、５ページにはただいま御説

明いたしました補正内容の実施計画を記載して

おりますのでごらんくださいませ。 

  以上、平成24年度新庄市水道事業会計補正予

算（第１号）について御説明申し上げました。 

  御審議の上、御可決賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算７件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第58号から議案第64号までの補正予算７件

につきましては、委員会への付託を省略し、９

月20日、定例会最終日の本会議にて審議をいた

します。 

 

 

日程第２８議員派遣について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第28議員派遣についてを議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  来る11月８日、酒田市において山形県市議会

議長会の主催により開催される議会報研修会へ

の議員派遣の件につきましては、地方自治法第

100条第13項及び会議規則第160条の規定に基づ

き、お手元に配付いたしました名簿のとおり、

議会報編集委員を派遣いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

山形県市議会議長会主催の議会報研修会への議

員派遣の件につきましては、議会報編集委員を

派遣することに決しました。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

す。 

  ９月８日、９日は休会であります。９月10日

月曜日午前10時より本会議を開きますので、御

参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１１時５２分 散会 
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平成２４年９月定例会会議録（第２号） 

 

 

平成２４年９月１０日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

 
監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員

事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第２号） 

平成２４年９月１０日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 佐 藤 義 一  議員 

２番 小 嶋 冨 弥  議員 

３番 伊 藤   操  議員 

４番 山 口 吉 靜  議員 

５番 小 関   淳  議員 

６番 石 川 正 志  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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平成２４年９月定例会一般質問通告表 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 佐 藤 義 一 
１．空き家対策について 

２．ＬＥＤ照明灯の設置について 

市 長 

関 係 課 長 

２ 小 嶋 冨 弥 

１．全国学力テストについて 

２．新庄まつりについて 

３．県のドクターヘリについて 

市 長 

３ 伊 藤   操 

１．介護予防の為の施策について 

２．乳幼児の虫歯予防の為のフッ素塗布について 

３．市指定のゴミ袋について 

４．山屋セミナーハウスの設立後の利用状況等について 

市 長 

関 係 課 長 

４ 山 口 吉 靜 

１．教育行政について 

２．図書館行政について 

３．観光行政について 

４．通学路の再点検と整備・安全について 

５．人口減少について 

市 長 

関 係 課 長 

５ 小 関   淳 

１．市内の環境美化対策について 

２．未来を生きる子どもたちが安心して遊べる遊具の安全

性について 

３．定住化に繋がる「地域おこし」について 

市 長 

教 育 長 

６ 石 川 正 志 １．流雪溝の整備計画について 市 長 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 ただいまの出席議員は17名でござ

います。 

  清水清秋君より、午前中欠席との通告があり

ました。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。今期定例会の

一般質問者は11名であります。質問の順序は、

配付しております一般質問通告表のとおり決定

いたしております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内となっておりますので、よろしくお願いいた

します。 

  本日の質問者は６名であります。 

 

 

佐藤義一議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 それでは最初に、佐藤義一君。 

   （６番佐藤義一議員登壇）（拍手） 

６番（佐藤義一議員） おはようございます。絆

の会の佐藤義一であります。 

  ことしは大変な記録的な豪雪に見舞われまし

て、また夏は猛暑日を観測史上最多の７日間も

記録し、大変な１年を経験しようとしています

が、新庄まつりにおきましては天候にも恵まれ、

県内外に新庄を強くアピールできたものと喜ん

でおりますが、山車が昨年より小さく感じられ

たのは私だけだったのでしょうか。 

  100万人人口交流を目指す我が地域において、

観光に見えられた皆様に、より迫力のある山車

を見ていただきたいものと考えさせられました。 

  また、あの暑さの中で、観光客の案内や交通

整理などの各部署で御努力いただきました職員

の皆様には大変御苦労さまでした、お疲れさま

でしたと敬意を表しまして、通告書に基づいて

一般質問をさせていただきます。 

  まず、昨年12月、本年６月定例会でも質問さ

せていただきました空き家対策についてお尋ね

いたします。 

  ６月定例会では、８月末までに市内における

空き家の現状調査を行うと御答弁をいただきま

したが、その調査結果についてお尋ねいたしま

す。 

  381戸の空き家の確認をされたようにお聞き

いたしましたが、その中に自然発火による火災

発生の危険が高いとされます倒壊、半倒壊と判

断される空き家はどれぐらいあったのでしょう

か。 

  真室川町での調査結果によれば、全体で122

戸の空き家等があり、うち63戸が倒壊、半倒壊、

倒壊の危険性のある空き家だったとされており

ます。 

  また、前年度、去年の12月からことしの３月

ぐらいまでですけれども、環境課に寄せられま

した空き家に対する相談・苦情は13件ほどあっ

たと聞いておりますが、今冬においても隣接の

住宅、通学路、生活道路、または公共物へ影響

を及ぼすと予測される危険要素を有した管理さ

れていない空き家はなかったのでしょうか。 

  私の友人に両隣が空き家であるという人がお

りますが、幸いにもその両隣は関東近辺に被相

続人がおられまして、冬には一、二度雪おろし

に見えるが、仕事を終えて車で来られるのか、
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滅多に物音がしないはずの隣家より夜半に物音

がしたりして、空き巣かと不安になったり、明

日の帰宅を考えてか夜半に雪おろしをしたりし

て不安にさせられることがしばしばだと訴えら

れます。 

  また、全ての空き家の所有者確認はできたの

でしょうか。所有者の確認ができていない空き

家はなかったのでしょうか。相続放棄、未登記

で所有者確認ができない空き家が数多くあり、

各自治体が頭を悩ます原因になっているとの報

告もありますことから、今後の対策を講じる上

でも大切なことでありますのでお尋ねいたしま

す。 

  また、今回の調査結果の空き家に関して、こ

こでも所有者確認と大きなかかわりがあります

が、固定資産税の未納件数、金額についていか

ほど把握されているのかお尋ねいたします。 

  また、さきに御答弁いただきました空き家の

活用対策として、地域のコミュニティセンター

としての活用が可能か研究されると承りました

が、今回の調査により、そのような活用が期待

される、また、活用可能な空き家はあったので

しょうか。空き家バンク事業の考え方、方向性

とあわせてお伺いさせていただきます。 

  また、次に、空き家条例の制定のお考え方を

お尋ねいたします。 

  前年度において、大蔵村の空き家バンク制度

の制定と舟形町の空き家条例については、さき

の定例会で申し述べさせていただきましたが、

本年度に入りまして真室川町が空き家条例を、

また、最上町においては空き家支援制度として

定住者等の住宅確保、定住化の促進を目的とし、

貸し出し管理運営条例を制定いたしております。

最上町の制度は、空き家を町が10年間借り入れ

し、入居希望者がおれば長期による修繕をとり

行い、借入希望者に貸し付ける全国的には珍し

い方策であります。 

  前回の定例会で、空き家対策については個人

資産ゆえにクリアするハードルは高い旨を承り

ましたが、今回の調査結果に基づいて条例制定

の必要性の認識、お考えを改めてお尋ねいたし

ます。 

  また、県は、本年、空き家対策事業について、

１、県・市町村をメンバーとして空き家対策等

の類型化、所有者及び地域住民・市町村・県な

どの関係者の役割分担を検討し、空き家対策の

施策構築に役立てていく。２、24年10月をめど

に検討結果の取りまとめを行うとともに、県及

び市町村の空き家対策に係る対応指針を作成す

るとあり、昨年11月に空き家対策検討会が県総

合支庁、それから県内19市町村で発足し、この

８月まで６回の検討会がなされておりますが、

その後においても参加を申し出る市町村がふえ

ており、近隣では金山町と鮭川村がその意向を

示しており、９月の検討会より参画したいとい

うふうに申し出があると県から伺っております。 

  現在、新庄市では県とは協議等はなされてい

るのかお尋ねいたします。 

  次に、ＬＥＤ照明灯の設置についてお尋ねい

たします。 

  市内の公共施設、防犯灯、外灯については、

更新時においてはＬＥＤ灯を設置されているよ

うですが、現在どの程度普及されているのか、

また今後どのように普及されるお考えかお尋ね

いたします。 

  また、各町内が維持管理されている防犯灯を

各町内がＬＥＤ灯に更新するときに助成をどの

ようにお考えかお尋ねいたします。各町内にお

いても戸数が減少しているところもありますし、

また、ひとり暮らしの70歳以上とか75歳以上、

独居の何歳以上の自治会員の会費は軽減してい

る各自治会もあり、自治会運営も逼迫している

現況を考えますと、更新時における助成は必要

かと考えますが、いかがでしょうか。 

  以上で壇上からの質問を終わらせていただき

ます。御清聴ありがとうございました。 
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山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、一般質問、初めの佐藤

市議の御質問に答えさせていただきます。 

  空き家調査、空き家対策等について、さまざ

まな角度から順序立てて質問をいただきました

ので、それについてお答えさせていただきたい

というふうに思います。 

  このたび区長全員の御協力によりまして、市

内全域を対象に空き家現状把握調査を地域担当

制職員が区長宅を訪問し、聞き取りなどにより

空き家の場所・所有者・空き家になった経緯や

地域での課題などを調査させていただきました。 

  今後、この調査をもとに、第２次調査として

破損箇所の確認や不明な所有者などの確認を進

めてまいりたいと考えております。 

  今回の調査結果といたしましては、空き家と

して報告が上がったのが381軒であります。う

ち、倒壊のおそれがあると記載されていたもの

が23軒、屋根・壁面などの一部破損と記載され

ていたものは36軒ございました。また、これら

と重複しているものもありますが、道路や隣接

家屋への落雪など雪害面での課題を挙げている

空き家の報告は28軒、風害での課題を挙げてい

る空き家は７軒ございました。 

  現段階で所有者について明らかになっていな

い空き家は109軒であります。不明なものにつ

きましては、今後、登記情報などを確認してい

きたいと考えております。 

  なお、空き家における固定資産税の滞納とそ

の金額についてまでの調査はいまだ至っており

ません。今後順次その調査をする予定でありま

す。 

  さらに、まだ十分に使える空き家と記載があ

ったものは32軒ございました。これらの中には

地域での活用も図られる、コミュニティとして

活用できる空き家もあると思いますが、あくま

でも現地調査を行った上で、所有者や地域の意

向が何よりも大切だと考えておりますので、そ

の上での活用方法を考えてまいりたいというふ

うに思っております。 

  そのほか活用できる空き家につきましては、

空き家情報登録制度を設けることも含め、関係

業界との意見交換等を行いながら、実施に向け

研究していく予定であります。 

  空き家に関する県の動向ですが、県は昨年11

月から空き家対策検討会を開催し、利活用でき

る空き家、できない空き家、それぞれの課題を

整理し、対応などについて協議しています。そ

の中では落雪等による被害防止策として、民法

や災害対策基本法、建築基準法など、現行法令

を活用した対応策についても検討しているとの

ことであります。 

  県におきましては、10月をめどに対応指針を

出す予定でおるようであります。ほかの県、新

潟県などの代執行方法など、地域地域の実情・

事情も情報収集し、それらを参考にしつつ、今

後条例制定等について検討を図ってまいりたい

と考えております。 

  今回の空き家調査は聞き取り調査ですので、

空き家自体の具体的な破損状況や所有者の不明

瞭な項目の調査を行い、第三者機関も入れた

個々の空き家の危険度を審査し、利活用に係る

協議も考えております。 

  また、空き家の所有者への意向調査を行うと

同時に、今後予想される除排雪対応など効果的

な対策を講じてまいりたいというふうに考えて

おります。 

  今回の空き家現状把握調査につきましては、

市報を通じ市民の皆様に報告するとともに、空

き家をふやさない、空き家の適切な管理などの

意識づけについての啓発も行いたいと考えてお

ります。 

  次に、公共施設、防犯灯などのＬＥＤ灯の設

置についての御質問でありますが、ＬＥＤ灯は、
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従来の白熱灯や蛍光灯に比べ省エネルギーや二

酸化炭素排出量の削減にすぐれ、地球環境に配

慮した照明として知られております。開発当初

は価格が高く、導入の足かせとなっておりまし

たが、近年、技術革新、大量生産の効果から低

価格化が進んだこともあり、新庄市でも徐々に

ＬＥＤ灯への移行を進めております。 

  具体的には、ふるさと歴史センター、市民文

化会館、図書館、雪の里情報館といった公共施

設においてＬＥＤ灯が設置されておりますが、

切りかえの実施割合はいまだ極めて低い状況に

あります。 

  今後も「環境にやさしいまち新庄」を目指す

市といたしましては、公共施設及び防犯灯のＬ

ＥＤ化を進めていく必要があると考えておりま

す。 

  また、町内会におけるＬＥＤ灯への切りかえ

費用に対する助成についての質問でございます

が、市では町内会の要望に基づく防犯灯の新設

や町内会等に対する電気料金の補助は行ってお

りますが、ＬＥＤ灯への切りかえを含めた維持

管理に係る費用の助成は現在行っておりません。 

  現在、新庄市にはおよそ3,800灯の防犯灯が

あり、その大部分がＬＥＤ以外の電球を使用し

ております。切りかえに係る費用はＬＥＤ本体

の代金を含め１灯当たり３万円程度かかるため、

仮に市で費用の30％を補助し、3,000灯をＬＥ

Ｄに切りかえた場合、2,700万円の費用を要す

ることになります。 

  ＬＥＤ灯は、蛍光灯に比べ電気料金を25％程

度削減でき、電球の寿命が６倍長もちするなど

のメリットが多いことから、今後ますます町内

会からの需要がふえていくものと考えておりま

す。 

  規程の改正や予算措置も含め、今後町内の御

要望等を踏まえながら、全市的に、段階的な整

備を行ってまいりたいと考えておりますので、

御理解くださいますようお願いします。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

６番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６番（佐藤義一議員） 大変御丁寧な答弁、あり

がとうございました。 

  空き家調査に関しましては、大変な人員と区

長さん方に御苦労かけまして、また、こういう

調査を初めてしていただいたということで、地

域住民の方からは大変、喜ばれたという言い方

が正しいかどうかわかりませんけれども、よう

やく市が重い腰を上げてくれたと。空き家とい

うのはかなり地域住民にとっては問題視あるい

は危険視されているものですから、こういうこ

とで市が動いてくれたということに対しては地

域住民からは大変感謝しているというか、感謝

という言葉はおかしいですけれども、評価を受

けたと思います。俺のところまで来てくれたと、

俺のところには空き家があって困るんだと、夏

場は虫が湧いたりしますけれども、冬場の雪が

一番問題であったと。ただ、それにスポットを

当ててくれたということに対しては感謝すると

いうようなことで、市に対しては非常に評価に

なっているのかと思います。 

  そこで、あえて質問させていただきます。 

  空き家を抱える地域住民の皆様の不安感と危

機意識と、市との意識に乖離を覚えておりまし

てあえて質問させていただきますが、今回この

ような調査を初めてしていただきまして、この

調査結果について、想定内であったのか、ある

いは意外だったのか、素直、率直にどのような

感想を持たれたのかお尋ねいたしたいと思いま

す。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 おはようございます。 

  今の御質問は、率直な感想、評価ということ

でございますけれども、214町内全部の地域に

つきまして、地域担当職員総動員で当たること
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ができました。500名以上での調査ということ

になりましたが、本格的な全体調査というのは

御指摘のとおり初めてでございまして、381軒、

前の平成20年の国によります住宅土地調査、あ

のときの推計値では580軒というような数字が

ありましたので、200軒少ないというようなこ

とで、今後、問題意識がさらに浸透する、もし

くは市の対応策が一応さまざまと周知されてい

くという中で問題意識がだんだんまたつくられ

て、認識も増加の方向に来るのかなというふう

に思っております。 

  想定内かどうかと申し上げれば、少しこの辺

は少なかったのかなと思います。214町内のう

ち４割に当たります85町内で空き家はないとい

うような回答が出ておりまして、これも少し意

外な感がありました。 

  しかしながら、議員おっしゃるように、今回

の調査でもって次の２次調査というか、詳細な

調査に向かう概要の項目それぞれ明らかになっ

た、あるいはさらに課題が浮き彫りにされたと

いうところもございますので、２次調査をさら

に進めて、それによって対応策、優先度的にこ

れを進めていけるのかなというふうに思ってお

ります。以上でございます。 

６番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６番（佐藤義一議員） 市長も課長も、今１次調

査を行って、あらあらのつかんでいるだけであ

って、中身までは入っていないということです

ので、速急に中身まで所有者確認あるいは固定

資産税の未納者。 

  ただ、ここで所有者が確認できないのが、さ

っきの市長の答弁によりますとかなりの数に上

がっていますので、それらに対してやっぱりこ

れからどうやって追跡していくのかという問題

もあるでしょうから、そういう問題、なるべく

早く第２次調査をやって、所有者の方に、ある

いは固定資産税の未納等について把握していた

だきたいと思います。 

  それで、それも後から調べないといけないと

いうことなんでしょうから、あえて質問しませ

んけれども、新庄市に住民登録をしたまま空き

家になっているという状況は確かにあると思う

んですよ。例えば年寄り世帯あるいは独居であ

るから冬場は東京に来て過ごせと。夏そのまま

になっているという状態も考えられるわけです。

そういったところについても実住民、実人口と

台帳人口の中で差異が出てくると非常にまずい

わけですので、その辺の調査もやっていただき

たいと思います。 

  それから、さっき市長からも答弁ございまし

たけれども、去年の11月に県と市町村でやって

いるわけですけれども、私はそこの検討会でや

っている「空き家対策検討会中間取りまとめ」

というレジュメをここに持っていますけれども、

８ページ、９ページのレジュメなんですけれど

も、これを見ていただきますと、やっぱり中で

県と総合支庁、あるいは市町村が行う仕事の役

割分担、あるいはどういう観点から空き家を調

査するのか。類型化をやって、どういう形で空

き家になったのかと。それに対して対策も当然

違ってくるわけですので、こういう検討会、私

は大変いいことだと思っています。 

  それで検討会、11月に県から呼びかけがあっ

たと思うんですけれども、新庄市はいまだに入

っていらっしゃいませんね。それを空き家対策

検討会への参入、不参入の経過について、県か

ら呼びかけがなかったと。呼びかけがなかった

と私思わないですけれども、12市町村の中で把

握していなかったという中に新庄市が入ってい

ましたよね。その中でやりませんかという呼び

かけは県からもあったと思うんですけれども、

それに対してどういうふうな経過だったのか、

教えていただけますか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 
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荒川正一総合政策課長 今の県の検討会組織は昨

年の11月の設定だと思いますけれども、そのと

きには開催期日と私どもの出席の可否の部分で

折り合いがつかなかった部分がございます。当

初８市町村で発足したと認識しておりますけれ

ども、先ほど19というようなことがありました

が、私のところの資料では８だったものですか

ら、今は22まで来ているようですが、五、六回

経過しております。この間、当初はそういうの

が折り合いがつかなくて出席できなかったんで

すが、その後、検討会自体がそれぞれの課題を

扱ったワーキンググループ、６つだったか、そ

れに分かれていった部分がございまして、その

経過につきましては、例えば新庄市の場合です

とさまざまな課題を自由にやりとりできるとい

うような形のほうがいいのではないかというよ

うなこともありまして、ワーキンググループに

は属さないでやりとりをさせてもらって今日に

至っているわけですけれども、今後10月をめど

に県のほうで指針を出していくと。先ほどもあ

りましたように中間取りまとめも私どものほう

で承知している部分がございますが、最終コー

ナーに入っておりますので、その最終案の内容

をつぶさに確認させてもらいたいと思いますの

で、９月下旬にこの次は予定されているようで

すので、これは参加をさせていただくというよ

うな予定をしてございます。 

６番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６番（佐藤義一議員） 空き家に関して、最後の

質問をさせていただきます。 

  全国平均、県平均の空き家率というのがある

わけですけれども、新庄市、今回381戸と。戸

数で割れば簡単なんですけれども、空き家率は

何％だったでしょうか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 今回381戸ということで、

世帯数で割って2.8％。養護老人ホームとか特

別養護老人ホームに入っていらっしゃる方260

人、合わせてなんですけれども、それを除いた

分母で割り勘した場合2.8％ということでござ

います。 

６番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６番（佐藤義一議員） 全国平均、県平均よりは

るかに低いということで、喜んでばかりはいら

れない状況なんですけれども、ただ、空き家に

関しては第１次調査をしていただいたことに対

しては非常に感謝していますし、住民の方々も

評価なさっていると思います。 

  今後なるべく速急にまとめていただいて、試

案を出していただければ、今後の対策をみんな

でやっていきたいと思います。 

  最後の質問になりますけれども、ＬＥＤ灯に

つきまして市長から答弁いただきましたけれど

も、3,800灯すぐということであれば何千万と

金がかかるのは当然理解できますけれども、た

だ、各町内において毎年、外灯を多いところで

５つ、あるいは３つぐらい更新しなければなら

ない。寿命が来ている、あるいは破損であると

いう状況で、さっき申し上げましたように、各

町内会、自治会におきましてもなかなか運営が

逼迫しているという状況の中で、年間例えば50

万なら50万、恐らく大体20灯未満だと思います

けれども、そういう予算化をしていただいて、

そこに対して何ぼか助成していただくという。

電気料も各町内で負担して市からは何％か助成

をいただいているわけですけれども、各町内会

におきましても財政は厳しくなっていると。特

に文教地区ですよね、学校あるいは幼稚園の近

くで、２年ほど前ですか、変質者騒ぎも出たと

いう経過もありますので、そういうところに特

に力を入れていただいて、すぐしろということ

ではなくて計画的に、山形市やほかの市のよう

に地域的にどこから進めてこようということで
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なくて、希望のある町内。当然何ぼ助成あった

としても普通の蛍光灯を買うのとはわけが違う

わけですから、相当な経費を各町内でも負担す

るわけですけれども、使用と削減とか、そうい

うコスト面から見ても必要なものかと思います。

3,800灯を全部一気にしろということではなく

て、予算化をしていただいて、区長会なり市報

などに載せていただいて、年間50万円で、早い

者勝ちという言葉は語弊ありますけれども、予

算の枠の中で希望があれば助成しますよという

方策はとれないものかをお尋ねいたします。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 ＬＥＤの更新時の補助に関す

る御質問でございますけれども、先ほど市長の

答弁にもございましたとおり、現在の防犯灯の

設置に伴う補助金の規程等については、大変申

しわけござません、おくれておりますけれども、

ＬＥＤの更新については対象になっておりませ

ん。 

  このたびの佐藤議員の御質問等々踏まえまし

て、ＬＥＤについては環境に配慮したというよ

うなことで、大変メリットたるものは大きい。

ただし交換等については、これまでの電灯等よ

りは高価になるというようなことがございます

けれども、さまざまなメリット、あるいは町内

の意向、本日の御質問を踏まえた上で、今後財

政的な面もございますので、段階的な整備にな

るかと思いますけれども、検討した上で、その

ような方向で進めていくことを検討してまいり

たいと思います。 

６番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

沼澤恵一議長 佐藤義一君。 

６番（佐藤義一議員） 「検討」という言葉は行

政用語でよく使われますけれども、やっぱり具

体策を市民、住民に対して示していくというこ

とは絶対、施策上必要だと思います。ただ、答

弁で「検討いたします」「前向きに善処しま

す」と括弧書きがありますので、御検討いただ

きたいと思います。本当に。 

  これで終わりますけれども、空き家問題につ

いて、もう少し認識を強くしてやっていかない

とますますふえていくと。市長のおっしゃる定

住促進等につきましても、住みよい新庄市をつ

くっていかないと、「新庄はなかなか雪が多く

て」と必ず言われますけれども、そういう手当

ても新庄市はしているんだと。そういう空き家

に対しても、危険な箇所に関しては市と地区住

民が一体となって対処している、そういう評価

を得られるような新庄市でありたいと思います

ので、今後ともなるべく早く精密によろしくお

願いします。 

  どうもありがとうございました。以上で終わ

ります。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

沼澤恵一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 ＬＥＤ化についてでありますが、

環境課長のほうからは、規程の改正等も踏まえ

て検討していきたいという答弁をさせていただ

きましたが、前段で市長は全市的に、ただ段階

的にですが、新庄市の行政が主体となって段階

的にＬＥＤ化を進めていきたいという考え方の

中で検討しているということを補足させていた

だきます。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時３２分 休憩 

     午前１０時４２分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 
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沼澤恵一議長 次に、小嶋冨弥君。 

   （１１番小嶋冨弥議員登壇）（拍手） 

１１番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまです。 

  議席番号11番、絆の会の小嶋冨弥であります。 

  それでは、今定例議会に通告いたしました事

項に従いましてお伺いいたしますので、ひとつ

よろしくお願い申し上げます。 

  まず初めに、全国学力テストのことからであ

ります。 

  ことし４月17日、文科省が２年ぶりに実施し

た全国学力テストの結果が８月の上旬に公表さ

れました。文科省の出題の意図として、過去の

学力テストで課題とされた学習内容を反映し、

他教科に関連した問題も採用したとし、例えば

中学校国語Ａで、表現の技法として比喩、例え

などを答えさせる問題では、子供の学力変化を

分析するため、今の中学３年生が３年前、小学

校６年のときに受けた全国学力テストで出され

たのと同様の出題が盛り込まれ、小学校国語Ａ

では、社会科と関連し、学校新聞の記事のリー

ド、すなわち全文を書かせる問題や、従来の国

語、算数・数学に追加し初めて実施した理科は、

生命やエネルギーなど幅広い内容が取り上げら

れ、実験や観察などに関する問題が多く、そし

て小学校の問題にはインターネットで情報交換

する設定など、実生活を意識した内容とのこと

を新聞等の報道を通じて知りました。また、児

童生徒へのアンケートでは、理科の好き嫌いや

日常生活の活用も尋ねたとあります。そのよう

な認識でよろしいのでしょうか。 

  この全国学力・学習状況調査、すなわち学力

テストの都道府県別の結果が８月８日に公表さ

れました。県内では小学校83校、約3,000人、

中学校565校、約5,000人がテストを受けて、中

学校の国語Ａと国語Ｂが平均正答率で全国上位

の４位であり、初めて導入された理科は小中高

とも全国平均を超えたとありますが、当新庄市

の結果をお尋ね、そしてその内容はどうであっ

たのかをお聞きいたすものであります。 

  また、これらの結果、前回との比較、分析を

行い、今後の当市の児童生徒の学力向上を図る

ためどう活用するのか、まず、お伺いいたすも

のであります。 

  次に、各地でいじめの問題が起きています。

昨年10月に滋賀県大津市の中学２年生の男子生

徒が自殺した問題で、同級生によるいじめの実

態を調べるため、滋賀県の警察は同級生300名

から事情聴取までしました。これを機に、多く

のいじめの問題が各地で出てまいりました。 

  遺憾ながら平成５年、市内の学校において、

起きてはいけない大きな問題が当市で起きまし

た。それ以来、命の尊厳を根底に捉え、心の教

育の充実を第一に進めてきておるわけでありま

す。 

  地域の宝である子供を「いのち輝くたくまし

い新庄っ子」に育てる取り組みとして、長期教

育計画「いのち輝く新庄もみの木教育プラン

21」がありますが、今各地で起きているいじめ

の問題が心配なので、当市のこれらのいじめ問

題についてお伺いいたすものであります。 

  それでは次に、新庄まつりについてお伺いい

たします。 

  ことしの夏は、例年にも増して猛暑での新庄

まつりでありました。曜日的にも絶好のまつり

日和で、延べ50万人の人出と聞いて、国指定の

無形民俗文化財の名に恥じないまつりになり、

こんなに多くの人出でありながら大きな事故も

なく無事終えられたことは、関係機関のみなら

ず多くの市民の皆さんのこのまつりにかける思

いを強く感じた一人であります。 

  さらに、市の職員で町内若連代表をしたり、

管理職はもとより、担当課の職員のみならず多

くの職員がまつりの警備や案内等、まさに獅子

奮迅の活躍を目にいたしました。このような姿

は行政と市民の大切な協働なのであります。こ

れらのことはしっかり市民が見て評価いたしま
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す。本当に御苦労さまでした。 

  それでは、まずこのような新庄まつりのこと

しの評価と総括を市長よりお伺いいたすもので

あります。 

  次に、②の新庄まつり百年の大計第３期計画

の進捗状況についての質問であります。 

  この計画は、格式ある伝統行事として連綿と

継承されてきた新庄まつりを、100年後におい

ても途絶えることなく、ますますの隆盛を重ね

ながら確実に次の世代に引き継ぐために、広範

囲にわたり各種の意見・提案等を中長期的に、

かつ大所高所からの視点で検討、百年の大計を

10年単位で10期に区分し、第２期は今年度、す

なわち来年の３月に終わるわけでありますので、

国指定の重要無形民俗文化財の指定を受け、総

合的まつり振興の第３期計画の進捗状況をお尋

ねいたすものであります。 

  次に、③の８月25日の本まつりの宵まつり化

と、まつりをことしみたいに週末に固定しては

とのお考えを伺うものであります。 

  私は、社会の流れと合わせて、まつりのあり

方を議論し、時には変化していくことも大切な

ことだと思うのであります。約260年近く続い

たまつりも、顧みますと月日も旧暦から新暦、

１月おくれの新暦と変遷しておるのであります。 

  まず８月25日、本まつりの山車運行を夜型に

移行してはとの質問であります。このことは以

前から市民の声として聞かれております。実際、

25日の本まつりの観光客は、24日の宵まつりに

比べ、最上公園からアビエス広場まで山車運行

に毎年私も参加しておりますが、見る人は非常

に少ない。残暑の厳しい昼の観光はニーズがあ

りません。東北各地の名のある祭りは、ぶっ通

し夜型であります。 

  また別の観点から申しますと、子供たちの健

康であります。24日の宵まつりの山車運行がア

ビエスで終了し、自分たちの山車小屋まで帰り

着くのが夜９時30分から10時の間であります。

囃子の子供たちも同じでありまして、囃子の子

供たちは集落までさらに時間を要するわけで、

風呂など入り、寝るのがかなり遅くなります。

そして25日は、町内若連は早朝より本まつりの

出発の準備をし、朝６時30分か７時には子供ら

は山車の運行に出かけるわけで、さらに残暑の

中、子供たちは目いっぱい引っ張って頑張るわ

けであります。体力的にも大変な負担であり、

熱中症の心配もあるわけです。 

  25日の本まつりが夜型になれば、子供の負担

も少なくなるのであります。24日一晩だけの夜

間照明も生かされるものであります。そして本

まつりを見に来た観光客は、新庄に滞在する時

間も長く、経済効果も増すものと私は考えます。

24日の宵まつりの満杯状況を分散し、本まつり

も従来に増して盛り上がるものと私は思うので

あります。 

  また、近年、経済社会情勢が厳しく、若い担

い手が週末でないと職場の休みがとれない等の

問題が多く聞かれます。また、観光の誘客的に

は、ことしみたいな週末に固定化の要望が強く

あります。25日の夜型化とまつり全体の週末化

のことについてのお考えを伺うものであります。 

  そして、④の８月26日、後まつり最終日に東

北３県福興祭が開催されました。復興を祈り、

被災地の３団体の力強い太鼓、踊り、騎馬武者

に大勢の観客が熱気あふれる行事・伝統に歓声

と拍手を送りました。感動を共演者と市民はと

もにいたしたわけであります。 

  午後からの展示山車もぐっと盛り上がりまし

た。26日の人出は、震災前の２年前と比べ２万

6,000人増であったと祭り委員会は表しており

ます。やはりタイムリーな企画、そして他との

交流連携が大切であると強く感じられました。

今後は、これらの成功をどう図るお考えか、お

伺いいたすものであります。 

  それでは、発言事項３の県のドクターヘリの

当市におけるランデブーポイントについてお伺
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いいたします。 

  県において、11月中旬には県内一円に時速

200キロ、30分以内に救急現場で救急治療が可

能なドクターヘリの運航が始まります。これら

のことはさきの「県民のあゆみ」、また回覧で

もありました。 

  ドクターヘリは、医療機器、医薬品を搭載し、

救命治療の専門の医師・看護師が搭乗、一刻も

早く患者に救命治療を行う医療専門のヘリコプ

ターでありますが、機体が小型であるため救命

現場近くの学校のグラウンドや駐車場などの臨

時の離着陸場、すなわちランデブーポイントが

必要となります。 

  県では８月９日に現地調査の結果を公表いた

しました。新庄市では適地36カ所、うち冬季分

４カ所とありますが、これらについての経過、

課題、問題などはどう考えておるのかお尋ねい

たすものであります。 

  御答弁のほどよろしくお願いいたしまして、

私が通告いたしました質問の壇上での質問とい

たします。御清聴ありがとうございました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、壇上から小嶋市議に答

弁させていただきます。 

  最初の学力テスト及びいじめの問題につきま

しては教育長より答弁させますので、よろしく

お願いいたします。 

  それでは、新庄まつりについての御質問であ

ります。評価と総括ということになるかと思い

ますが、一昨年は46万人、昨年は大震災の影響

もあり43万人に減少しましたが、ことしは昨年

の９月定例会で、小嶋議員より最初に50万人を

目指すといったような御意見がございましたが、

過去最高の52万人の人出になりました。 

  要因といたしましては、金・土・日曜日とい

った曜日配列と３日間晴天に恵まれ、またテレ

ビＣＭの拡大を行って４年目となったことや、

もがみ観光博としてのテレビ・ラジオ・観光情

報誌など各種ＰＲの相乗効果に加えて、26日の

後まつりに開催いたしました相馬野馬追、仙台

すずめ踊り、氷上太鼓といった東北３県福興祭

の影響が非常に大きいと考えられます。３日間

開催で50万人を超えたことは大変喜ばしい結果

になったと考えております。 

  祭りで重要な件となります警備等についてで

すが、まつり期間中全体の自主警備につきまし

ては、新庄警察署との協議、指導のもと、委託

警備及び市職員延べ315名を動員し、山車運行

と観覧客の安全確保等に万全を期したと考えて

おります。 

  まつりの成功は、ひとえに市民の方々一人一

人の熱意と協力があったものだと思っておりま

す。市民が一丸となったことに対して感謝申し

上げておるところであります。 

  次に、新庄まつり百年の大計の第３期計画の

進捗状況についてでありますが、本年度中に策

定することで現在、第３期計画策定委員会で進

めておるところでございます。 

  第３期計画策定委員会には商工会議所会頭、

山車連盟会長、囃子連盟会長、神輿渡御行列実

行委員会会長、新庄市議会議長を初め各市民団

体の代表で構成されております。 

  経過といたしましては、６月15日に第３期計

画策定委員会を開催し、２期計画の課題でもあ

ります25日宵まつり化、新たな観覧場所の設置、

後継者育成などの内容について説明を行ったと

ころでございます。 

  また、６月29日には幹事会を開催し、運行・

環境整備部会と広報・伝統行事部会に分かれ、

７月から８月にかけ分野ごとについて細部にわ

たり協議、検討を行っているところでございま

す。 

  今後、第４次新庄市振興計画、新庄まちづく

り総合計画にありますとおり、地域資源を磨き、
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魅力ある観光産業を確立することを目標に、幹

事会の各部会で細部にわたり協議、検討を行い

まして、第３期計画策定委員会において最良の

計画を取りまとめて、新庄まつり百年の大計の

10年間の方向性を示したいと考えております。 

  25日の宵まつり化につきましては、さまざま

な要因によりまして新庄まつり百年の大計の第

２期策定計画の課題でもございます宵まつり化

は、昨年９月定例会におきましても議員より、

子供たちの健康状態について、24日の夜遅くま

で、25日朝の早い時間帯からの山車引きは、子

供たちの負担が非常に厳しいものがあるのでは

ないかとの御意見がありましたが、やはり配慮

をしていかなければならない問題であると認識

しております。 

  現在、第３期計画策定委員会の中で議論して

おりますが、議会等で質問、提案などあったこ

とも委員会に提言し、前向きに取り組んでまい

りたいと考えております。 

  また、まつりの週末化につきましては、新庄

まつり百年の大計第１期計画において、曜日を

問わず24、25、26日に開催することを決定して

おります。20年が経過し、課題とし、まつりを

直接運営している山車囃子若連の方々から、平

日の場合、仕事の都合で参加するのが厳しいと

いう声が出ていることも現実であります。また、

ことしのまつり人出が50万人を超えたことを考

えれば、週末に固定するべきといったことも浮

上してきましたが、今後新庄まつり委員会の各

関係団体と協議していきたいと考えております。 

  ４点目の御質問でありますが、東北福興祭的

なイベントの考えについては、ことし初めて開

催れました相馬野馬追、仙台すずめ踊り、氷上

太鼓の東北３県福興祭は、皆様方も実感された

と思いますが、参加された方々のまつりに対す

る熱意と復興に対する並々ならぬ努力が感じら

れ、それに対して大勢の観覧客が共感し、非常

に熱気あふれる伝統行事に歓声と拍手が送られ、

成功裏に終了することができたと思っておりま

す。 

  26日に関しては、昨年より22％伸びの14万人

の人出となりました。昨年まで26日の後まつり

は、午前は小若連囃子演奏大会及び仁田山・萩

野両地区に伝わる県指定無形民俗文化財鹿子踊

が奉納され、午後からの飾り山車と囃子の演奏

及び街中鹿子踊が行われておりましたが、今年

の東北３県福興祭の盛り上がりを考えますと、

関係団体と協議しながら、本市と友好関係のあ

る、またポスターコンクール最優秀など、そう

した地域伝統にかかわるイベントの交流なども

検討してまいりたいと考えております。 

  ドクターヘリの質問についてお答えさせてい

ただきます。 

  御質問のとおり、ドクターヘリは医療機材や

専門医療スタッフが搭乗し、現場での治療開始

が可能であり、救命率の向上が期待されること

から、山形県において早期導入を進め、本年11

月に就航が開始される予定であります。 

  特に新庄・最上地域におきましては、３次救

急医療体制が未整備の地域でありますので、高

度救急医療搬送体制の整備は特に重要でありま

す。ドクターヘリの就航により、新庄市の全域

でおよそ25分以内に専門救急医による治療開始

が可能になることから救命率の向上が期待され

ます。 

  ドクターヘリの臨時離着陸場、いわゆるラン

デブーポイントとは、ドクターヘリが離着陸す

る場所で、救急車とドクターヘリの合流場所の

ことであります。 

  ランデブーポイントの選定につきましては、

離着陸可能な面積要件などにより、最上広域消

防本部が52カ所の候補地を取りまとめ、ヘリ運

航事業者が現地調査を実施した結果、36カ所に

絞り込まれております。 

  その内訳でありますが、小中学校のグラウン

ドが13カ所、学校以外の市が所有もしくは管理
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する施設が10カ所、国・県が所有する施設が７

カ所、民間所有の施設が６カ所となっておりま

す。このうち県・国の施設につきましては県が

使用承諾の手続を、小中学校のグラウンドを含

めた市の施設及び民間所有の施設につきまして

は、市が使用承諾の手続をすることになります。 

  また、冬季使用箇所でありますが、新庄市で

は市民スキー場駐車場、新庄青果駐車場、ＪＡ

新庄市雪室倉庫駐車場、最上総合支庁前駐車場

の４カ所が冬季使用可能なポイントとして選定

されております。 

  当地域は豪雪地帯ですので、常時離着陸可能

なランデブーポイントを確保することが困難で

あります。ランデブーポイントの確保のためだ

けに常時除雪することは現実的ではなく、使用

の連絡があってからの除雪では間に合いません。

しかしながら、一秒でも早い救命医療の提供の

ためには各地域ごとに多数のポイントを設定す

ることが望ましいことから、今後も県及び最上

広域消防本部と協議し、ランデブーポイントを

ふやしてまいりたいと考えております。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 全国学力テストについてお答え

申し上げます。 

  全国学力・学習状況調査は平成19年度から実

施され、今年度で６年目となります。昨年度は

東日本大震災の影響で実施されていません。ま

た、平成22年度からは全校参加ではなく抽出参

加となり、新庄市の今年度の参加状況は、小学

校が９校中０校、中学校が５校中３校だけの抽

出参加となっています。 

  今年度は初めて理科が試験科目に取り入れら

れました。その件、また調査内容につきまして

は小嶋議員御指摘のとおりであります。 

  新庄市の成績の概要ですが、今年度は小学校

の参加校が０校のために、新庄市の小学校の成

績がございません。したがって抽出ではありま

すが、中学校についてのみ、大まかな傾向と分

析結果を御説明申し上げます。 

  まず、山形県の成績は、国語、数学のＡ知識

及びＢ活用、そして理科ともに全国平均よりも

おおむね上回っていました。 

  続いて新庄市の正答率ですが、国語Ａ知識が

全国及び県平均よりも高い、また国語Ｂ活用、

理科が全国平均より高く、県平均よりもやや低

い、そして数学Ａ知識及び数学Ｂ活用が全国・

県平均よりもやや低いという結果でした。 

  内容面では、国語については、話すこと、聞

くことの力が高い一方で、書くことの力がやや

弱い。数学については、基礎的な計算処理の部

分は全国や県よりも成績はよいのですが、方程

式や図解の基礎、数学的な考え方の問題は全国

や県よりも低いという傾向を見ることができま

した。 

  また、前回の平成22年度の結果と比較すると、

抽出調査であることの誤差も考慮するようにと

の文科省指導を踏まえると、教科ごとの全国や

県平均との成績関係は平成22年度とほぼ同じ傾

向と言えます。 

  あわせて学習状況についてのアンケート調査

も同時に行いましたが、学力調査においてよい

結果を残している学校の生徒は、朝食を毎日食

べるなどの生活習慣のポイントや、「自分によ

いところがあると思う」などの自尊感情のポイ

ントが高いというこれまでと同じ傾向が今回も

読み取れたところです。 

  このような結果を踏まえ、市内の小中学校の

子供たちの学力をさらに向上させるための方策

についてですが、自主的に受験した学校も含め、

各学校が自校の子供たちの結果を分析し、授業

改善に生かしていくことが何よりも大切であり

ます。授業の課題の難易度をやや高目に設定し

ながら、子供たちの学び合いの質を高めること
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で、基礎的・基本的な事項の習得に加え、それ

を活用する思考力や表現力を育てる指導のあり

方を学校訪問や各種研修会において指導してい

きたいと考えております。 

  また、学ぶ意欲や学校生活の目的意識に大き

くかかわるキャリア教育を小中一貫教育の中で

充実すること、及び学習状況調査の中で今回も

明らかになりました学力と家庭での生活規律的

な事項の高い相関関係を踏まえて、その改善を

各家庭と連携しながら進めていくよう重ねて呼

びかけていきたいと思っております。 

  ２点目のいじめの問題についてお答え申し上

げます。 

  新庄市では、平成５年１月の明倫中学校で発

生した生徒の痛ましい死亡事故を機に、小嶋議

員の御質問にもありましたけれども、命の尊厳

を根底に据えた心の教育の充実を最重点に、全

教育活動において推進してきております。この

心の教育は、いじめなどの問題行動の未然防止

だけでなく、これからの変化の激しい社会を生

き抜いていくには、自分や他の人の命や存在そ

のものを大切に思う豊かな心の育成が欠かせな

いという考えからスタートしたものでした。 

  以来、この基本的な考え方は新庄市長期教育

プラン、さらには23年度からの新庄市まちづく

り総合計画の教育分野に引き継がれ、今日に至

っています。市内の全ての学校が、この共通理

解のもとで豊かな心を育てることに地域ととも

に長期的に取り組んでいます。 

  このように継続して取り組んできております

心の教育を基本に置きながら、いじめなどの問

題行動への対応として、新庄市では大きく２つ

の柱をもって取り組んでいます。１つは、いじ

めなどを出さない学校づくりと、もう一つは、

それでも発生してしまった場合の早期発見と早

期対応ということです。 

  １つ目のいじめなどを出さない学校づくりで

は、先ほど述べました命の尊厳を根底に据えた

心の教育を道徳教育や特別活動、そして１時間、

１時間の教科など、全教育活動の中で行ってい

ます。加えて、小中一貫教育の実践の中で、小

学校と中学校の教員が目指す姿を共有化し、子

供一人一人を大切にし、９年間を見通した学習

指導と生徒指導を推進しています。 

  学校間の異学年交流や行事交流、そして地域

との交流を通して自尊感情を持ち、互いを大切

に思う豊かな人間関係を育てています。また、

生徒指導主任主事会や、学校カウンセリング研

修会など、職能に応じた市教育研究所のさまざ

まな研究会により、子供をよりよく育てる力量

を持った教員の育成に努めているところです。 

  加えまして、悩みを抱えた子供たちや保護者

が相談を行うことのできる相談員やカウンセラ

ーなどの配置も行い、悩みや不登校の解消を図

ろうとしてきています。 

  ２つ目の柱である早期発見と早期対応ですが、

まず、月１回、生徒指導に関する定期報告を学

校から教育委員会にいただいております。その

中で、いろいろな子供の変化、いじめ、不登校

や問題行動に関して指導経過も含めて、小さな

ことから報告を上げてもらっています。教員は

アンテナを高くし、可能な限り子供と向き合う

時間を多くしながら子供の変化や成長を見届け

ています。何か対応すべきことを把握した場合

は学校は担任が１人で抱え込まずに、校長がリ

ーダーシップをとりながら組織的に対応するよ

うにと、市校長会等の場で指導してきておりま

す。また、必要があれば、教育委員会が関係機

関との連携も図りながら学校をサポートし、問

題の解決に当たるケースもあります。 

  このような取り組みの継続もあり、市内小中

学校における生徒指導上の非行等問題行動やい

じめにつながるトラブルや不登校等の案件が着

実に減少してきている状況であります。以上で

ございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 
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沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ありがとうございまし

た。 

  それでは、学力テストの件に触れさせていた

だきたいと思いますけれども、抽出方法で中学

校が３校、小学校がゼロというようなことはち

ょっと理解できないですね。あと前回、去年は

なかったわけでして、平成22年に私も学力テス

トの件で質問しました。そのとき教育長の御答

弁といたしましては、本市における抽出校は小

学校１校、中学校２校となっております。結果

につきましては従来どおり、本調査で測定でき

るのは学力の一部にすぎないと。序列化や過度

な競争になるおそれがあるから、また児童生徒

の個人情報の観点からも公開は控えさせたいと

いうような答弁もございましたけれども、今回

はかなり中学校の部分的には国・県よりの評価

をいただいて高評価に近づいたかなと思うんで

すけれども、ここにもう一つ、そのときの答弁

で、昨年度の結果につきましては、これは21年

度でしょうね、全国平均と比べ小中とも算数・

数学は若干問題があったと。各校での改善の取

り組みをお願いするところです。 

  その取り組みについては、教育研究所の授業

づくり研究委員会において各校での確かな学力

を身につける授業実践として発表していただき

ましたが、それぞれ工夫をしながら、実態に沿

った取り組みを行っておると。学力について成

果が出てきていると認識しているところであり

ますと言いますけれども、今回の結果を見ると、

若干部分によっては県平均より少ないというよ

うなことがございました。学力が全てではない

と思うんですけれども、やはり評価するのは学

力の結果だと思うんですね、私たちが信じるの

は。いろいろ問題の設問もあるんでしょうけれ

ども、例えば中学校の国語Ａでは、32問のうち

山形県平均では24.8、国語Ｂの出題問題９つの

うち山形県は6.0と、算数Ａは36問中22.4と、

算数Ｂは15問のうち7.5と、理科は26のうち平

均正答数が14.3というようなことで、そういっ

たあんばいで評価するんでしょうけれども、こ

れは前と比べてどのくらい伸びたかという評価

をなさるわけでしょう。そういうわけじゃない

ですか。それの正解率が高いと、それだけやは

り学力が少しずつ上向いているというようなこ

となので、前回と比較して問題点はなかったの

かどうなのかなと。よかった点は、どこがよか

ったのかなということを簡単でいいですから教

えてください。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 それでは、お答えします。 

  まず、問題についてですけれども、前回の問

題とは違う問題が出ていまして、前回と同じ問

題ですと点数的に正答率でどうかということを

比較できると思うんですが、同じ問題ですと結

局対策をして、そういう面で正確な数字がとれ

ないということで違う問題が出ているところで

す。 

  今回の新庄市の結果ですけれども、中学校だ

けしか抽出というようなところで、機械的な、

いわゆる文科省の抽出ということで、今回は３

校あったわけですけれども、それの結果として

は前回と同じよう分析結果になっております。

基本的なところは若干全国よりは低いというよ

うなことはあったわけですけれども、まずまず

なんですけれども、いわゆる活用のところが若

干低いというようなことで、今年度もそこら辺

のところは一昨年度と比較して同じような傾向

でした。そういう傾向を踏まえて、学校のほう

では授業のあり方、授業のスタイルを学び合い

の、一斉指導ではなくてそういうふうな指導を

さらに強めていこうと考えているところです。

以上です。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 
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１１番（小嶋冨弥議員） 特に新庄市はキャリア

教育の中で小中一貫教育をやって、学力をある

程度上げることも１つの一貫教育の私は目的だ

ろうと思うんですね。それは聞く側の生徒と教

える側の先生の問題もあろうかと思いますけれ

ども、１年先を見る人は花を植えると、10年先

を見る人は木を植えると、100年先を見る人は

教育だというような観点に立ちまして、地域力

を上げるにはやはり子供たちの学力アップが将

来にもかかわってくるわけですので、ぜひひと

つ頑張っていただきたいと思います。 

  あと問題のいじめなんですけれども、心の教

育をかなりやって、私も認めますけれども、今、

現実に新庄市ではさしたるいじめ問題というの

は、大きい問題はあるかないか、その辺お聞き

したいと思います。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 今年度につきましてもず

っと、先ほど教育長が答弁したように、毎月報

告をいただいているところです。８月は調査の

ところ、集約中のところがあるんですが、７月

までは中学校が１件いじめというようなことで

報告がありました。これは今解消に向けて対応

中というようなところです。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 教育長も言いますけれ

ども、やはり早い発見、早い対応というような

ことが、ぜひ余り問題が大きくならないように

ひとつ頑張ってもらいたいなと思っております。 

  新庄まつりに関しては、市長から評価をいた

だきました。ありがとうございます。新庄まつ

り第３期計画もやっている途中だというような

報告をいたしました。 

  それで、新庄まつりの宵まつり化についても

う少し触れたいと思いますけれども、新庄市の

第２期計画の中でも基本方針として、新庄まつ

りのさらなる隆盛を図るために、25日の本まつ

りについても可能な限り夜型志向に対応し得る

条件整備を実施していくこととあります。これ

は10年前から25日は宵まつり化というようなこ

とが綿々としてありますけれども、計画をつく

って、つくるための計画に終わらないのかなと、

本当にこういうのを目指すんだったら、やはり

目指さなければいけないなと思うんです。 

  25日の宵まつりが進まない原因はいろいろあ

ろうかと思いますけれども、これは１つは囃子

若連の財力なんですね。金をもらうからやると

いうわけではないんですけれども、やはり進ま

ないのは25日の浄財を、要するにハナモライが

ないと赤字になって来年度はつくれないおそれ

があると。そこに25日の宵まつり化をしたいん

だけれども、進めないと。 

  私もことし夏、縁があって青森の五所川原の

立佞武多に行ってきました。あそこは10年ぐら

い前、五、六十万人の人出だったんだけれども、

今は140万から160万人ですね。あそこは４日間

なんですけれども、８月４日から８月８日まで。

そして８月３日はあの辺一帯の花火大会、前夜

祭をやるそうだけれども、やはり新庄市と規模

は大体同じぐらいで、４日間ですけれども、あ

れだけの140万ぐらいの人を集めるんですね。

すごい熱気でした、私ども初めて見たんだけれ

ども。あそこは市が出すんだそうですね。24メ

ーターか23メーター、７階建てのビルくらいの

４基か５基ぐらい来るんですけれども、１基大

体1,000万円ぐらいするそうですけれども、だ

からもっと、100万人構想を目指すんだったら、

財政支出は必要でないんでしょうかね。 

  商工課長、新庄まつりの経済活動、経済の金

額はどのぐらいと理解しておりますかね。そこ

から見合って逆算しても、市の財政支出は、私

は個人的には１町内、山車100万、囃子に30万

ぐらいやって、そして宵まつりだというような

ことにすれば一気に進むと思うんですけれども、
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今は大体30万ですか、山車のほうに１町内。そ

れプラス70万ぐらい追加して、そして囃子のほ

うにも30万ぐらいやって、今、囃子と山車の関

係は請負関係なんですね。町内の集落の方々に

幾らで買い上げて、それでお互いにやりましょ

うというような、従来どおり、それはそれでい

いんですけれども、100万人を目指すんだった

らやっぱり財政出動をひとつやったほうがいい

んじゃないですかなと思うんですけれども、せ

っかくですから、田口課長、新庄市のお祭りの

経済はどのくらい見通しを立てているのか、そ

して財政出動はどのように考えるのか、ひとつ

お願いしたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 経済効果ということで

今よろしかったんでしょうかね。（「経済波及

だ」の声あり）波及効果ですよね。 

  以前46万人で試算したときは約12億円弱とい

う数字がございますので、今回は52万人でござ

いますから、13億円ぐらいになっているんだろ

うというふうに考えます。 

  あと、宵まつり化なんですけれども、東北の

名だたる100万人を超すような祭りは全て夜型

志向でありますし、実際運営上のさまざまな観

点からも、議員おっしゃるとおり夜型化の波が

かなり迫っていることも間違いごさいません。 

  ２期の計画の中で５つの案が示されています

けれども、さまざまなコースとか、現実的には

いまだに実施に至っていないということなんで

すけれども、まず、まつりは３団体のまつりで

ございますから、特に神輿の部分ですよね。３

団体のさまざまな理解をいただくと。あとは２

期でつくった５つの具体的なコースだけでなく

さまざまな技術的な解決法があろうかと思いま

す。そういったさまざまな皆さんの合意をもと

にして夜型化を目指していくと。その先に経費

というふうな問題が出てこようかと思います。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ３団体、もちろんわか

りますけれども、問題はやはり若連がやるかや

らないかですよ。やるとなればやるんです、こ

れは、はっきり申し上げまして。その辺の裏づ

けをやはり議論しながら、ぜひ夜型やって、子

供たちの健康も考えていただきたいなと思うん

であります。 

  あと、後まつりですね。ことし新庄まつりに

対してマスコミもかなり評価していただいてや

っています。福興祭は私もよかったなと思って

います。相馬野馬追の馬も、私、見に行ったん

ですけれども、当日、朝早くから恐らく南相馬

から馬送車で運んできたと思うんですね。荷台

に３頭と４頭馬乗せて、１頭が途中で興奮して

暴れてちょっと危なかったなと思ったんですけ

れども、あそこ行進するときには市の職員も非

常に気を使って難儀しておった姿を見たんです

けれども、本物を見ればやっぱりすごいなと思

っています。 

  あと、もちろんすずめ踊りは２回も新庄に来

て踊っていますので、それはそれなりに感動し

ましたけれども、陸前高田の氷上太鼓ですね、

あそこでやっているグループのうち何人か仲間

が流されたと。それでも11人のグループが来て

小さな子供の演奏をやったのには非常に涙をも

らうというか、そういう感動のシーンもありま

した。そしてその母親、お母さんも一緒に演奏

しておったそうです。そしてさらに聞きました

ら、おじいちゃんも氷上太鼓のグループで来て、

３代で来ておったと。やっぱり震災に負けない

でやっている姿は、もちろん氷上太鼓そのもの

も立派で迫力ありましたので当然でしょうけれ

ども、やっぱりああいう感動・感激を与えるの

は新庄まつりの後まつりにとってもよろしいし、

今後、必ずしも同じものでなくても私はいいと

思うんです。前に全国阿波踊りとか、ふだん見
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られないものが国民文化祭で来てずっとパレー

ドしながら多くの市民に感動を与えたわけです

ので、今後いろいろな、例えば盛岡のさんさと

かいっぱいお祭りがあるわけです。そういった

ものにアプローチして、26日をさらに盛り上げ

るお考えはいかがでしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 26日、後まつりという

ものは、従来まちの方々がゆっくりまつりを楽

しむという図式だったわけですけれども、何年

前ですか、７年前ですか、飾り山車が始まって

から人出が倍増したということがございますの

で、今回実際に３県福興祭を行いました。あれ

だけの方々が、まちの方も含めてなんですけれ

ども、圏域外からも大勢おいでになったと。26

日の昼間の時間帯というのは３日間のまつりの

行事の中では大変手薄な時間帯であったはずな

んですけれども、やれば人は来るという、ある

意味での証明、証左になったと思います。です

から３県福興祭、今回行いましたけれども、今

後もぜひああいう形でまつり交流を深めるため

にも新庄市とかかわりのあるといいますか、今、

議員からもさんさという話がありましたけれど

も、さんさは来月台湾に、新庄の囃子と一緒に

訪台いたしますので、そんなかかわりのあるよ

うなさまざまな実際のお祭りそのものをぜひお

招きして、後まつりではなくて３日間のうちの

本当の26日もまつりの１日なんだというふうな

形で進めていきたいと、こんなふうな考えでご

ざいます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ぜひ、新庄の宝ですか

ら、やはり宝を大事にしながらまちづくりを進

めるということで、非常に頑張ってもらって、

隆盛をしていただきたいなと強くお願いするも

のであります。 

  次に、ランデブーポイントについてお聞きし

ます。 

  最初、新庄市の候補地として52カ所、うち冬

季分12カ所あったんですけれども、現地調査に

適されたものが36と４という結果なんですけれ

ども、この辺のいきさつ、経過をひとつお願い

したいと思います。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 ランデブーポイントでござい

ますが、市長の答弁にもございましたとおり、

最上広域消防本部のほうで面積要件とかを選び、

52という候補地を挙げました。その後、運航す

る業者が現地確認を行いまして、例えば障害物、

樹木とか電線とかいろいろありますので、その

辺の状況を確認して36に絞ったというところで

ございます。以上です。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） これは恐らく、県から

選べと言われてきたわけでして、全ての市町村

は最上広域が主に選定した。市はかかわりなか

ったんですか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 市ではかかわっていないとい

うふうに認識しております。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 市ではかかわりないと。

最上広域が選定したというような認識でいいわ

けですね。 

  条件として20メーター、20メーターの平らな

場所が１つの条件なわけですね。あとやっぱり

周辺に電線などの障害物がないということも１

つの条件みたいなんです。 

  それで、新庄市は、市民スキー場はオーケー

と、新庄青果市場もオーケー、山形丸魚新庄営
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業所はだめとか、最上広域消防本部もだめなん

ですね。 

  時間がないか。終わります。 

沼澤恵一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時３２分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

  なお、農業委員会会長星川 豊君より、午後

から欠席届が出ております。 

 

 

伊藤 操議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、伊藤 操君。 

   （２番伊藤 操議員登壇）（拍手） 

２番（伊藤 操議員） 本日、３番目に質問をさ

せていただきます開成の会の伊藤でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

  ことしの夏も猛暑日が続き、新庄市におきま

しては気温35度の日が７日間と、記録的な日数

を打ち出したと新聞の発表にありました。 

  この夏は、人はもちろん、農作物や水にも大

きな影響がありました。しかし、そういう厳し

い自然環境の中でも、子供たちは短い夏休みを

笑顔で過ごしておりました。新庄まつりも炎天

下の中、開催され、元気にまつりの山車を引く

子供たちの姿は非常にまぶしく映るものでした。 

  ことしの新庄まつりの人出は52万人と伺いま

した。地域とまつり関係者の熱意、加えて曜日

や天気に後押しされての成功だったことと思い

ます。そして市の職員も至るところで誘導や警

備の任についておられ、頭の下がる思いでした。

本当に暑い中、お疲れさまでございました。 

  それでは、通告に従いまして４つの項目につ

いて質問させていただきます。 

  初めに、介護予防の施策について質問いたし

ます。 

  ４月の介護保険料金の引き上げにより、おお

むね半年が経過し、寝たきり予防や健康増進の

イベントや講座が積極的に展開されているよう

です。市報やホームページでの周知のほかにも

個別に郵送案内も出されているようですが、そ

の参加の状況と効果は現在のところどのように

なっているのかお伺いいたします。 

  さらに、数値の件でもお聞きいたします。 

  健康寿命を延ばし、寝たきりという重度化を

防止するための介護予防の対策には、市ではさ

まざまな角度から行っているようですけれども、

その目標となる数値の設定は見えづらいように

感じます。対策を講じるのであれば、その効果

に期待もするところであり、期待した効果が出

ない場合は改善策を講じる必要性が出てきます。 

  一例を申し上げますと、高齢者向けの健康運

動教室などでは、参加人数の拡大、参加者の筋

力の向上、今後の運動メニューなど、目標とす

る値が明確であれば、開催する側も参加者も継

続への励みとなると考えられます。 

  例えば、細かい部分ではありますけれども、

健康意識が高まれば日常生活が生き生きと送ら

れ、また介護費用の上昇も抑えられると予測さ

れます。年齢や性別、体質など、個人の詳細な

データをとるのは困難なこととは思いますけれ

ども、要支援者から要介護者への移行の比率の

推移など、評価点、改善点を探る意味での数値

の設定は現在はどのようになっているのかお伺

いいたします。 

  次に、乳幼児の虫歯予防のフッ素の塗布につ

いてお伺いいたします。 

  現在、市では、１歳６カ月児と２歳児健診に

おいてフッ素の塗布を行っているようですが、

歯に薬物を塗るという行為に対して、その効果

及び年齢は適切なのでしょうか。一般的には、
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フッ素を歯に塗ることにより歯を丈夫にし、虫

歯を防ぐことに非常に効果的と言われており、

それは私も否定できるものではありません。多

くの自治体で健診の際にフッ素の塗布が行われ

ており、母親からの信頼も厚いと、好評のよう

です。しかしその母親自身のフッ素に対する知

識が果たして十分なのか疑問に感じます。情報

社会の確立により、インターネットなどにより

育児に関しての情報もあふれんばかりに多様に

ありますけれども、本当に必要な情報をおのお

のが正確に選択できているのか疑わしいと思い

ます。 

  フッ素塗布液は、洗口液よりも濃度が高く、

副作用や急性中毒を引き起こす危険性がありま

す。さらにＷＨＯ、世界保健機構によりますと

８歳未満の子供にはフッ素塗布は勧められない

とあります。抵抗力の弱い乳幼児には、甘いも

のの管理や栄養指導並びに適切なブラッシング

指導に重点を置く方法が適切と思います。 

  フッ素を塗る、塗らないは親の選択、判断に

よるものであり、市では強制しているわけでは

ないとのことですけれども、副作用や急性中毒

の懸念のあるものに、行政が危険を冒してまで

行う必要は私はないと思います。もともと予防

というものはリスクを伴うものではありません。

そして、子供の虫歯予防の基本は保護者のしつ

けの問題です。安易に薬物に依存せず、正しい

知識を伝えることこそが行政の役割ではないで

しょうか。市のお考えをお伺いいたします。 

  次に、３番目の質問に入ります。市指定のご

み袋についてお伺いいたします。 

  昨年に同様の質問をさせていただきました。

その後は担当課のほうでさまざまな形で御検討

いただいたことと思いますので、その検討内容

をお伺いいたします。 

  日常の生活において、ごみの処分というもの

は結構なウエートを占めるもので、問題となる

のは袋にごみを入れることではなく、集積場所

への運搬のほうです。地域でも高齢者世帯が多

くなり、運搬に難儀している方も多く存在しま

す。健常者には気づかない苦労があり、変更の

要望に対し市のお考えもあわせてお伺いいたし

ます。 

  最後の質問に入ります。山屋セミナーハウス

についてお伺いいたします。 

  昨年10月より、山屋小学校が名称を新たに、

山屋セミナーハウスとして利用されております

が、その利用の状況と使い勝手、また利用者の

評価はどのようだったでしょうか。また、セミ

ナーハウスの建物全般の環境についてもお伺い

いたします。 

  もともと小学校の廃校利用とのことで、使途

が違う分、不備な点も設立から１年目を迎えて

いろいろと出てきていることと予測されます。

夏場の冷房や虫の侵入防止の網戸など、宿泊客

のニーズに十分応えられているのかお伺いいた

します。 

  以上をもちまして、壇上からの質問とさせて

いただきます。御清聴に深く感謝申し上げます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、伊藤市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  初めに、介護予防についてでありますが、現

在の市の介護予防事業につきましては、ふれあ

いサロン事業と介護保険を利用した通所型介護

予防事業を中心に実施しております。 

  新庄市社会福祉協議会の委託事業となってお

ります通所型介護予防事業は、「元気が一番さ

わやか健康塾」と題し、要介護状態になるおそ

れがある方々を対象に、３カ月間を単位とし年

２回の健康指導を実施しております。 

  今年度は対象者420名に対し、第１回は10名

の参加申し込みがあり、今後行われる２回目の

参加者とあわせ、それぞれの達成度を評価して
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まいります。 

  また、高齢者の交流の場となるふれあいサロ

ンは、今年度20カ所で実施し、延べ2,000人の

参加者を見込んでおります。 

  例年開催しております市民健康福祉まつりに

も多くの市民の方々の参加をいただき、介護予

防や健康管理への関心が高まっておりますが、

今年度も10月20日に開催する予定であります。 

  これら事業に参加していただいた方々のアン

ケート結果等では、健康増進に取り組む意識が

向上したという御意見が多く見受けられ、介護

予防に対する効果は得られているものと認識し

ております。 

  また、今年度から健康福祉推進員を対象とし

た研修会を再開いたします。健康増進対策を地

域でふだんから取り組むことで、要介護状態の

早期の予防、ひいては保険料の抑制につなげた

いと考えております。 

  次に、介護予防の目標数値の設定についてで

ありますが、新庄市の介護予防の対策の中で、

健康運動教室などの参加人数の拡大については

具体的な数値目標は設定しておりませんが、周

知の方法により拡大は可能と考えております。 

  また、筋力の向上等につきましても数値目標

の設定を行っておりませんが、現在の状態から

どのように変化したかを見て、改善点を判断し

ております。 

  御質問にあるように、数値目標を設定するこ

とで健康意識がより高まれば、介護費用の抑制

にもつながるものと考えられます。 

  また、要支援者から要介護者への移行の比率

の推移などの目標設定でありますが、個人を特

定し推移を見ることはできますが、市全体の数

値目標の設定につきましては、人口の増減、転

入・転出や健康状態の変化など、不確定要素が

多く、正確な数値であらわすことが難しい部分

もあり、現状では目標値を設定しておりません。 

  これからの介護予防施策は、スポーツを通し

た健康づくりに着目し、若い世代からの予防対

策への取り組みを中心に、生涯スポーツ課やス

ポーツ関係団体と連携を図り、より効果的な介

護予防に取り組んでいきたいと考えております。

きのう、一昨日と行われましたスポレク祭、９

種目370名の皆さんに元気にスポーツに取り組

んでいただきました。 

  次に、虫歯予防のためのフッ素塗布について

お答えさせていただきます。 

  フッ素は、自然界に広く分布する天然物資で、

海水や海草、小魚、緑茶や紅茶など食品にも含

まれております。また、市販の歯磨き粉にも使

われております。慢性的に過剰摂取した場合や

一度に大量に摂取した場合に副作用が起きるこ

とがあると言われておりますが、きちんと調製

されたものを正しく使うことにより、安全性は

確保されるとされております。 

  本市では、１歳６カ月児健診と２歳児歯科健

診においてフッ素塗布を行っております。一部

の意見として、その安全性に疑問の声があるこ

とは承知しておりますが、フッ素の効果と安全

性につきましては、ＷＨＯを初め専門研究機関

で実証済みであり、市といたしましても、虫歯

予防対策の一つとして、虫歯予防効果を高めら

れるとされるフッ素塗布の機会を提供しており

ます。 

  また、一部の市町村では虫歯予防対策として、

保育所や小学校などでフッ化物洗口剤によるう

がいを実施しているところもありますが、本市

では実施しておりませんし、乳幼児健診の際の

フッ素塗布につきましても、強制ではなく、事

前に説明をした上で希望する方に実施しており

ます。 

  健康な歯を守ることは、生涯を通じた生活の

基礎となります。虫歯予防には、乳幼児期から

の食生活や歯磨きなどの生活習慣が重要ですの

で、本市におきましては乳幼児健診の際に、歯

科医師による相談、歯科衛生士による月齢ごと
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の歯磨き指導、食生活指導など、保護者に対す

る歯の健康指導を行っております。 

  また、日常の保健活動におきましても「すく

すく歯日記」などの虫歯予防のための手だてを

活用し、乳児のころからの歯の手入れや仕上げ

磨きの必要性、健康な歯をつくり、虫歯になら

ないための正しい食生活など、日常的な生活習

慣の重要性を保護者に認識いただけるよう指導

に努めております。御質問のとおり、虫歯予防

の基本は正しい歯磨きと食生活でありますので、

さらに指導内容を充実してまいりたいと考えて

おります。 

  次に、新庄市の指定ごみ袋についての御質問

でございますが、昨年の６月定例会一般質問に

おいて同様の御質問を受け、老人クラブ連合会

の御協力をいただき、他の自治体のサンプル品

の使用感についてのアンケートを実施した結果、

「使いやすい」と「使いにくい」が半々であり

ました。 

  ごみ袋の使用に当たっては形状のほか、環境

に考慮した素材、強度、透明度などが求められ

ます。また、持ち手のあるごみ袋の制作費が二、

三割コスト高になるなど、経費も考慮する必要

があります。しかしながら、高齢者の負担を軽

減させるために、ごみ袋の形状について配慮す

る必要があると考え、現在使用されているごみ

袋の「小」について、持ち手のある形状を検討

してまいりたいと考えております。 

  最後に、山屋セミナーハウスの件であります

が、平成23年10月１日に東山スポーツハウスの

後継施設としてオープンいたしました。 

  10月から翌年３月までの６カ月間の利用者数

は4,277人で、東山スポーツハウスの前年度同

時期の利用者数の1,985人と比較しますと約2.2

倍の利用率となっております。また、今年度の

利用者数は８月末現在で既に3,475人となって

おり、この要因としましては、宿泊機能を有す

ることはもとより、体育館やグラウンドが常設

していることで、各スポーツ団体が合宿などに

も利用していることが挙げられます。 

  今後も利用者の意見を聞きながら、さらに使

いやすい施設を目指してまいりたいと思ってお

ります。 

  また、今夏の異常気象で、複数の団体より冷

房設備設置について要望がありました。特に合

宿時での宿泊時に寝苦しい夜を過ごしたとのこ

とであり、施設の環境整備について関係課に指

示したところです。 

  今後もさらに使いやすい施設を目指し、施設

の環境整備に努めてまいりたいと思っておりま

す。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） 丁寧な答弁をいただきま

したが、再度質問したいと思います。 

  まず、介護予防の施策についてお伺いいたし

ます。 

  市では、介護予防と言われる人たちの年齢は

大体どのぐらいからと把握しているでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ただいま介護予防に関す

る適用年齢の関係で御質問いただきましたけれ

ども、そもそも介護予防につきましては、一般

的には一次予防、二次予防という形で表現され

ておりますけれども、特に二次予防につきまし

ては65歳から75歳程度の方々を対象に行うとい

うふうな状況でございまして、その前段として

一次予防、健康な方々に対しては年齢を問わず、

なるべく早い段階からというふうな状況の中で

現在適用といいますか、対策を講じているとい

う状況でございます。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） 市長の答弁の中では、社
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会福祉協議会が主に通所型介護予防を中心に行

っているとあります。しかし60代の方々への取

り組みは、スポーツを中心ということになって

いますけれども、スポーツをする場所や、一次

予防の方のためのイベントやそういう教室が私

は少ないように感じています。本当に介護が必

要とされる年齢までいかに体力をつけて、日常

生活が安定するような筋力を保つかは非常に大

切なことです。そのことで60代をターゲットに

したスポーツ教室とかを今後どのように展開し

ていくものかお伺いいたします。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 具体的なスポーツ施設の

展開ということでございますが、まず、スポー

ツ施設につきましてもいろいろ種類がございま

す。基本的に生涯スポーツに該当するような本

格的なスポーツ施設、それから介護予防に適用

するようなある程度機能を回復するようなスポ

ーツ施設、いろいろな種類があるかと思われま

す。 

  我々が想定しているのはあくまでも介護予防、

いわゆる機能回復、機能器機能維持を目的とす

るスポーツ施設、そういうものをまず第一の前

提として考えております。ですから基本的に先

ほど市長の答弁でお話ししましたように、スポ

ーツ施設の充実というふうな部分につきまして

は、まず一つにつきましては介護予防、二次予

防に中心とする機能器機能回復・維持を目的と

した運動施設、現行で徳洲会のほうにお願いし

ておりまして、いろいろな運動器機能回復に向

けた取り組みを行っております。３カ月間、週

１日通いながら運動器機能を回復するというよ

うな取り組みも個々人で行っておりますけれど

も、一旦その方が事業を抜けますと継続するこ

とがなかなか難しいと。つまり、伊藤議員がお

っしゃったように自分の機能を維持していく、

または向上していく施設がまだまだ足りないと

いうふうには認識しております。 

  ただ、それが現行の生涯スポーツ施設の拡充

とどのようにかかわっていくかという部分につ

いては、まだこれからの検討課題、もしくはこ

れからの生涯スポーツの絡みで、いわゆる介護

予防も含めた総合的な施策をどのように取り組

んでいくかという部分についてはまだまだはっ

きりしていない部分もございます。この部分に

ついては、ほかの市町村についても現在鋭意い

ろいろ検討中でございますけれども、新庄市と

してもおくれないように、そしてさらに実質の

ある対策をぜひ講じていきたいというふうに考

えておりますので、よろしくお願いします。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） わかりました。どうぞよ

ろしくお願いします。 

  次に、フッ素についてお伺いします。 

  市長答弁の中では、非常に効果があるという

お話でしたけれども、副作用と毒性の件につい

ては健診の際に保護者の方にはどのような説明

内容だったのでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 １歳半と２歳の歯科健診で実

施しているわけです。１歳半の健診については

このようなパンフレットをつくりまして、保護

者に対して説明をしているところでございます。

その中では、フッ化物に正しい知識を持って虫

歯予防の一つとして取り入れましょうというこ

とで御案内はしているようですが、効果につい

ては説明してあるんですが、なかなか副作用等

については十分な説明ができているとは言えな

い状況にはあるようでありますが、あくまでも

最終的には希望者を募って、希望しない方には

実施しないということにしております。以上で

す。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 
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沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） 市報では、フッ素塗布は

虫歯の予防に効果があると、そういうふうに書

かれておりまして、それを読む分には誰もがフ

ッ素を塗布したい、そういうふうに思うはずで

す。それで知識のある方は、危険で、自分の子

供は低体力であったりしたら塗布をしない、そ

ういうふうな判断をしていると思いますけれど

も、ここできちんと親御さんに毒性についての

知識がない場合は子供の体にいろいろな不調が

出てくると思うんです。それで１歳半や２歳児

が自分の体調の変化を保護者に正確に伝えるこ

とは私はできないと思います。その副作用に対

しても、自宅に戻ってからぐあいが悪くなった

り何か吹き出物が出たりと、そういう部分があ

るかもしれませんけれども、軽い副作用の場合

は親はただ単にむずがっているだけだと、そう

いうふうな判断をして、それがフッ素の副作用

であるのが気づかないような場合もあると思う

んです。恐らく重症化した副作用の報告はない

と思うんですけれども、自分の不調を訴えるこ

とができない子供に対して毒性の強いフッ素と

いうものを、幾ら親御さんの判断によるものと

はいえ、行政で行うのはどういうものなのでし

ょうか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 フッ素の毒性につきましては、

インターネットを調べてみましてもかなり賛否

両論あるようでございます。１キログラム当た

り２ミリグラムという方から、0.1から0.2とい

う方もおりまして、10倍以上の差が見解によっ

てあるようであります。 

  しかしながら、国においてフッ素、フッ化物

の利用について推奨されております。また、山

形県におきましても、ホームページでごらんに

なるとわかりますが、フッ素利用を掲げて実施

しております。また、新庄市の新庄地区歯科医

師会においても効果があるということで、それ

を推奨しておりまして、それを受けて新庄市で

は１歳半と２歳の健診で実施しているところで

ございますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） それでは、もう一つ、フ

ッ素の塗布の方法についてお伺いします。 

  健診の際に、希望者の子供さんにフッ素を塗

布しているわけですけれども、その方法に対し

ても効果がある方法と全くない方法と賛否両論

があります。新庄市ではどのような対策で塗布

をしているんでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 フッ素塗布を実施するもの、

また塗るもの、またいろいろあるようでござい

ます。新庄市の健診につきましては、なるべく

短い時間でフッ素の塗布が終わるように、たし

か錠剤を溶かして実施しているものと記憶して

おります。以上です。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） フッ素の塗布なんですけ

れども、方法には、ここに資料がありますけれ

ども、本来であればフッ素は歯をしっかり磨い

て、そして乾燥させて、１本の歯について時間

をかけて塗布する必要があります。１歳半の乳

幼児が長い時間口をあけていなければならない、

最低でも30分以上も要すると思います。それを

短い時間で、唾液がついたままの歯にフッ素を

塗布して、気休めにしかならないような気がし

ますし、ましてや、ただ毒性の強いものを飲み

込むという場合もあります。親御さんの判断に

よるものであれば、市でそれを行う必要は私は

ないのではないかと思います。壇上でも申し上

げましたけれども、予防というものにリスクを
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伴わせては私はいけないと思います。本来であ

れば薬物に頼らず、母親もしくは御家族の方に

適切な栄養管理と甘いものを控える、そういう

食事の方法と正しい歯ブラシの方法を行政のほ

うで指導するというのが私は最も適していると

思います。市長の答弁にもそのような内容のこ

とがありまして、その取り組みに対しては私は

新庄市に敬意を払うのですけれども、フッ素の

問題については、余りにも毒性の強さに対して

その認識が健康課も含めて私は低いと思います。 

  今後は、私個人といたしましては、廃止の方

向で検討を願いたいと思っております。その件

についてはどうお考えでしょうか。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 廃止ということでございます

が、フッ素の塗布の方法、いろいろあるようで

ございます。１カ所４分から８分、または、そ

ういう方法もあれば一、二分で終わるような方

法も私の調べた限りではございました。30分と

いうようなことであれば、１歳半、２歳の子供

が全くちゃんとしているかということもござい

ます。もちろん無理だと思います。そういった

ことでありますので、一、二分でできる方法を

選択しているのだと思っております。 

  また、５月の市報でもお知らせをいたしまし

たが、虫歯の予防につきましては、一番重要な

のは規則正しい生活、次にはおやつの与え方、

哺乳瓶の放し方、そういったことも影響するも

のでございます。また、今おっしゃいましたよ

うに仕上げ磨きの重要性については議員おっし

ゃるとおり、私のほうでもそういうふうに認識

しております。そこで５月の市報にはそれを優

先して記載してございます。フッ素塗布も最後

に記載してありますが、あくまでも歯の保健指

導の中の一つとしてフッ素塗布を推奨している

というスタンスに変わりはありませんので、御

理解いただきたいと思います。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） わかりました。 

  それでは、次にごみ袋についてお伺いします。 

  市長答弁の中では、変更を願う人の立場への

配慮がありまして感謝するところです。 

  ただ、小というサイズから変更を考えている

ようですけれども、一番ニーズが高いのが真ん

中のサイズでございまして、このサイズに入れ

るごみの重さ、これを運ぶのが大変だというん

です。ごみ袋が発売された際はたしか真ん中の

サイズから始まったと思うんですけれども、予

算のこともあるとは思いますが、真ん中のほう

のニーズの高いものから変更という形で考えて

はいただけないでしょうか。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 ごみ袋の御質問にお答えしま

す。 

  こちらのほう、環境課としまして、さきに市

長のほうから答弁ありましたとおり、老人クラ

ブではありましたけれども、使い勝手の調査、

それからヘルパーさん、実際の活動を通したご

み袋の使い勝手等について確認というか意向を

調査した結果、こちらのほうとしてはとりあえ

ず来年度から「小」について手つきのものを導

入するという方向で今詰めております。 

  なお、そういうふうなことで、「中」にもと

いう御意見でございますので、なお、さらに調

査したいと思います。よろしくお願いします。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） よろしくお願いします。 

  それでは、次に山屋セミナーハウスの件につ

いてお伺いいたします。 

  冷房がなくて宿泊客の方が寝苦しい夜を過ご

したということですけれども、冷房がないとい

うことで熱中症の心配とかもあったと思うんで



 - 62 -

すけれども、もしも熱中症の人が出た場合に、

その予防対策ではないんですけれども、緊急な

処置としてはどのような準備がなされていたの

でしょうか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 議長、高木 勉。 

沼澤恵一議長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 熱中症対策としまし

て、エアコンは入っていなかったんですけれど

も、もとの小学校ということで網戸しかありま

せんでした。それで利用者の方からも冷房設置

についてということで要望がありまして、来年

度予算のほうに要求したいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  また、宿泊等で利用する場合、必ず管理人が

常駐します。その方に言っていただければ、消

防署等に連絡しまして処置したいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） それでは、常駐職員の部

屋に、緊急に備えたそういう対策とかはなされ

ていたのでしょうか。例えば本当にぐあいが悪

くなった場合に、常駐職員の部屋にだけでも冷

房設備なり、緊急に対応できるものがあればよ

かったと思うんですけれども、そこら辺は配備

がなされてありましたでしょうか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 議長、高木 勉。 

沼澤恵一議長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 ＡＥＤですか、あれ

は常備しております。あとその他、簡単な常備

薬等は用意しております。そのほかは基本的に

利用者からの通報がないとわかりませんので、

そのような常備薬で対応することになっており

ます。 

  管理人の冷房につきましては設置しておりま

せん。 

２番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２番（伊藤 操議員） 管理人のほうからそうい

う依頼はなかったのでしょうか。例えばまさか

の場合にいつでも対応できるのが管理人の責任

だと思うんですね。そこにいろいろな対策が備

わっていなければ、宿泊にせよ通いで使うにせ

よ、少し危険かなと思います。来年度はそうい

うのはどのように行うつもりなのでしょうか。 

高木 勉生涯スポーツ課長 議長、高木 勉。 

沼澤恵一議長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 夜間の管理人は、シ

ルバー人材センターのほうに、宿泊のあったと

きだけ依頼しております。やはり人ですので、

これからもきちっと指示するようにしたいと思

います。 

  あと、来年度やはり冷房設備の予算要求をし

たいと思いますので、よろしくお願いしたいと

思います。（「終わります」の声あり） 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時３５分 休憩 

     午後１時４５分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

山口吉靜議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、山口吉靜君。 

   （１７番山口吉靜議員登壇）（拍手） 

１７番（山口吉靜議員） 皆様、御苦労さまでご

ざいます。絆の会、山口吉靜でございます。 

  子供の読書については、本を通じて幅広い人

間性を養うと。県は、2012年度から第２次県子

ども読書活動推進計画を策定されました。本が

好きな子供を育てるために、学校・家庭・地域

が連携して読書に親しみやすい環境づくりを進
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めるとしています。 

  本にはたくさんの知識や知恵が詰まっており

ます。読むことで話の裏側、主人公の気持ちな

どを考える力が養われ、世の中の動き、社会の

仕組みを知り、人の気持ちを理解できる読書環

境を整えることは重要であります。本と子供を

つなぐ学校づくり、本のある家庭づくりを進め

たいとあります。 

  図書館行政については２点目でお伺いいたし

ます。 

  また、新庄まつり委員会は３日間繰り広げら

れた新庄まつりの人出状況をまとめ、全体の人

出は過去最高の52万人、金・土・日の曜日の配

列にも恵まれ、先ほど市長も言っていましたが、

テレビＣＭ、市民の熱意と協力、そして天候な

どにも恵まれたとありました。 

  それでは、発言通告に従いまして一般質問を

させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

  次の５点について質問させていただきます。 

  まず、１点目は教育行政についてであります。 

  １つ、学力向上のための教育研修の内容、そ

の成果・効果についてお伺いいたします。 

  ２、全国学力テスト参加内容、状況など。

2007年から43年ぶりに全員参加方式で実施され、

対象は小６と中３、政権交代後の10年度からは

約３割の学校を対象にした抽出方式に変更され

ました。抽出外でも自主的に参加する自治体が

多く、ことしは対象学年全体の81％が受けたと

あります。 

  全国学力テストの結果が去る８日、公表され

ました。本県は、中学国語はＡ問題、いわゆる

基礎力、Ｂ問題、応用力ともに全国４位のトッ

プクラスで、理科も小・中そろって全国平均を

上回り、小学の算数Ｂは44位でありました。本

市の今後の方向性についてお伺いいたします。 

  全国学力テストは午前の小嶋議員が詳しく質

問されましたので、重なる面もあると思います

けれども、よろしくお願いいたします。多少異

なっておりますので、御答弁のほうはよろしく

お願いいたします。 

  ３としまして、今年度より柔道が取り入れら

れましたが、その対応、成果・効果についても

お伺いいたします。 

  ４、いじめ問題。本市の現状、実態、その対

策についてお伺いいたします。先ほどの答弁の

中で、７月に中学が１件あったとありましたけ

れども、その内容についてもできればお願いい

たします。 

  次に、２点目は図書館行政についてお伺いい

たします。 

  １、本市の図書館行政の目的、成果、今後の

対策方針についてお伺いいたします。 

  ２として、図書の貸出状況、蔵書冊数、貸出

冊数、入館者数、利用人数、新刊書購入内容に

ついてもお伺いいたします。 

  ３、駐車場が狭いので不便でありますけれど

も、新たに駐車場を確保するという予定はあり

ませんでしょうか、お伺いいたします。 

  次に、３点目は観光行政についてお伺いいた

します。 

  １、外国からの観光客対策について。インバ

ウンド観光は、今後の日本、新庄を支える重要

なマーケットであります。観光は地域の活性化

をもたらす成長産業であり、戦略的に取り組む

べき重要な分野であります。 

  １つ目は、地域の資源を磨き大きく育てる、

２つ目は、地域に点在する資源をつなぎ集客力

を高める、３つ目は何といっても徹底したＰＲ

であります。地域活性化の大きな要素として注

目を浴びる観光振興、安全・安心、いわゆる危

険がなく心休める観光産業。当市の対応、戦略

についてお伺いいたします。 

  次に、４点目は通学路の再点検と整備安全に

ついて。 

  １、通学路の点検内容、狭路側帯の確認、道



 - 64 -

路標識・表示の設置状況、歩道など設置箇所の

確認、乱横断防止柵の設置状況、通学路の安全

対策についてお伺いいたします。 

  次に、５点目は人口減少についてであります。 

  １、現在、確実に人口減少であります。本市

の人口減少対策についてお伺いいたします。 

  本県の人口は8,548人減って116万204人と。

新しい人口推計によれば50年後に日本の人口は

今の３分の２まで減ると言われ、日本では５組

のペアから７人しか子供が生まれないのだから

人口が減るのは当然であります。新庄市として

の対応についてお伺いいたします。 

  以前にも質問いたしましたんですけれども、

人口減少に対して、県・市ともに婚活を立ち上

げております。婚活というのは、昔風に言えば

お見合いであります。飲み会、料理体験、農業

体験、球技体験などさまざまなイベントを開い

て交流できるようにするとカップルが自然に誕

生し、カップルが誕生すれば結婚に結びつき、

結婚すれば子供も生まれて人口増にもつながり

ます。 

  最上広域婚活事業実行委員会の主催で、８市

町村が協力して婚活をまずは９月15日土曜日、

日帰りツアーを計画しております。婚活の回数

をできるだけふやせばふやすほどカップルが誕

生して結婚に結びつき、子供が生まれて人口増

となります。人口増には婚活イベントが一番効

果があると思います。本市でもさらに婚活に重

点を置いて人口増に力を入れていただくことを

お願いいたします。 

  以上で壇上での私の質問を終わります。御清

聴まことにありがとうございました。御答弁よ

ろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山口市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  学力向上、教育研修、学力テスト、柔道の成

果といじめの問題、図書館行政、通学路点検に

ついては教育長より答弁させますので、よろし

くお願いいたします。 

  それでは、初めに観光行政について御提案、

御質問等がございますので、インバウンド、外

国人観光客についてお答えさせていただきます。 

  御指摘のとおり、当市を初めとする地方自治

体のみならず、国にとりましても非常に重要な

誘客市場となっているのがインバウンドであり

ます。 

  当市では、山形県を訪れる人数が最も多い外

国人である台湾人観光客を誘客ターゲットに定

め、昨年度より実行委員会を設置し、ＰＲを開

始いたしました。台湾の観光関係者３名を招請

し、新庄まつりを初めとする当地域を視察して

いただいたほか、市長を団長とする21名の訪問

団が実際に台湾を訪れ、国際旅行博にてＰＲを

行いました。 

  その結果、台湾の旅行雑誌に新庄・最上地域、

秋田県湯沢、宮城県大崎の３地域の紹介が初め

て掲載され、現地の旅行会社では当地域を含む

ツアーが14本企画されました。今年度は８月23

日から26日にかけて、台湾の旅行エージェント

の中でも最大手の旅行社、訪日旅行専門の旅行

社及び大手新聞社記者３名を招請し、当地域を

視察していただきました。さらに、10月に開催

される台北国際旅行博2012と同時開催の現地旅

行会社との商談会へ参加する予定であります。

今回は昨年度よりもさらに一歩進んだアピール

をするため、実際にお客様と接している現場の

方々に参加していただく予定であります。 

  さらに観光庁の事業であるビジット・ジャパ

ン事業の一環として、新庄まつり囃子が盛岡市

のさんさ踊りと一緒に台湾で東北の観光ＰＲを

担うこととなりました。現在、囃子連盟として

飛田囃子若連を派遣すべく準備を進めていると

ころであります。インバウンドの誘引に結びつ



 - 65 -

くものと期待しているところです。 

  また、６月には、台湾のほかに誘客ターゲッ

トとなり得る韓国と香港にて開催された旅行博

と商談会への視察、参加及び中国黒竜江省ハル

ビンにて開催された山形フェアへの参加も行っ

ております。 

  インバウンドから見た新庄・最上の認知度は

山形県内でも特に低く、まだまだ観光客は少な

い状況ですが、新庄まつりや舟下り、温泉、雪

など、インバウンドを引きつける魅力は大いに

存在する地域です。今後は新庄市のみならず、

地域全体で資源を磨き上げ、最上地域が連携し

てインバウンドに対するＰＲを行っていけるよ

う体制を整えてまいります。 

  観光振興は地域活性化の重要な要素の一つで

ありますが、観光地として認識していただくた

めには、観光客にとって魅力あるものを常に提

供していく必要があります。地域では当たり前

のものとして捉えていることも、観光客の方々

にとっては非日常の貴重な体験となります。地

域資源の魅力を再確認し、観光資源として磨き

上げていくことにより、新庄でしか味わえない

旅の喜びを提供できるものと思っております。 

  また、当市は雪が多いものの、そのほかの自

然災害は非常に少ない地域です。農作物や天然

の山菜、キノコなどからも放射性物質は検出さ

れておらず、安心して自然を味わい、満喫して

いただけるものと思います。 

  現在、開催しているもがみ観光博では、最上

地域全体を１つのパビリオンに見立て、最上特

有の観光資源を生かしたイベントなどを地域一

体で開催し、地域の魅力を県内外の多くの観光

客に発信しております。 

  また、県境を越えた秋田・宮城両県との連携

も年々深まっており、観光客の立場に立った広

域的な情報発信に努めています。 

  このような広域的な観光圏の確立により、観

光客にさらに魅力的な観光地として認識してい

ただけるようＰＲしていきたいと考えておりま

す。 

  最後に、人口減少についてでありますが、平

成20年以降、日本社会が人口減少社会に転じた

と言われております。この傾向は今後も続き、

人口減少社会は単なる人口規模の縮小だけでな

く、高齢者の増加と生産年齢人口の減少という

人口構造の変化を伴うことから、経済や社会に

大きな影響を及ぼすことが懸念されています。 

  本市においても、平成22年国勢調査では総人

口は３万8,850人となり、前回と比較して4.6％

減少し、さらに平成32年では３万5,191人と推

計されております。 

  これに対して、人口減少を極力抑制し、平成

32年の目標人口３万7,000人を目指して産業振

興による雇用拡大、子育て環境の充実、生活環

境の向上などの施策に取り組んでいるところで

あります。 

  人口減少の要因として自然的増減と社会的増

減がありますが、自然的増減の要因としては、

死亡数の増加とともに出生率の低下が挙げられ

ます。ちなみに昨年、本市では521人の方がお

亡くなりになり、271人が生まれております。

指標として、合計特殊出生率が長期にわたって

2.07程度を割り込むと、総人口が減少し高齢化

が加速するとされています。本市の平成22年の

合計特殊出生率は1.65と、県全体の1.48、全国

の1.39を上回っているものの、出生数は減少傾

向にあり、社会的増減も減少傾向が続いており

ます。そのため、少子化対策として、安心して

子育てできる環境の整備を重点プロジェクト

「子育て・人づくりプロジェクト」の一つに位

置づけ、ニーズに対応した保育環境の整備や機

能の充実、子供の医療費助成や妊婦健康診査助

成の拡充を図っており、今後、不妊治療助成措

置なども検討し、子供を産み育てる環境の充実

にも努めてまいりたいと考えております。 

  また、晩婚化、非婚化に歯どめをかけ、近い
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将来親として次世代を担う子供たちを育んでい

けるよう男女の出会いの場づくりや講習会を開

催するなど、最上８市町村の合同事業として平

成22年度から取り組み、結婚活動を応援してい

るところであります。引き続き効果的な支援策

について研究しながら継続してまいりたいと考

えております。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 私から、教育行政について等お

答え申し上げたいと思います。少し長くかかり

ますが、よろしくお願いいたします。 

  まず、学力向上のための教育研修についての

御質問でございますけれども、文部科学省では、

これからの子供たちに育てたい豊かな学力とし

て、基礎的・基本的な知識技能はもちろんです

が、これに加えて学ぶ意欲や思考力・判断力・

表現力などを含めた幅広い学力を育てることが

必要と説明しております。 

  新庄市の子供たちにつけたい学力も、この考

え方を教職員が共通に持って各種の研修によっ

て指導力向上に努めているところであります。

この教員研修には、学校で行うもの、市教育委

員会が行うもの、県や国が実施するもの、そし

て任意の自主的な団体によって進めるものなど

があります。 

  まず、中心になるのがそれぞれの学校が主体

的に取り組んでいる校内研修と呼ばれるもので、

小学校では月１回程度、中学校では２カ月に１

回程度、校内授業研究会と称し、教員が考えた

授業案に基づき実際に授業を行い、それをもと

に指導方法や効果について検討会を設けていま

す。これには市教育委員会や県教育委員会の指

導主事や大学の先生方が招聘され指導に当たる

場合もあります。このような研修により、これ

までの教師による一斉指導を中心にした授業か

ら、子供たち同士が互いに学び合う授業へ変わ

りつつあります。 

  また、市教育委員会による研修としては、市

教委の委嘱研究や、新庄市教育研究所による授

業づくり研究会、経験７年目から10年目の教員

対象の中堅教員研修会、４月に行われる全教職

員対象の全員研修会などを実施しています。 

  また、県や国による研修として、授業改善プ

ロジェクト事業などの委嘱事業、教員のライフ

ステージに応じて求められる資質・能力を育成

するための新規採用教員対象の初任者研修会、

経験６年目教職員対象の経験者研修、そして経

験11年目に実施される10年経験者研修、さらに

はそれぞれの職能に応じて行われる校長研修な

どの職能研修があります。 

  ほかに、最上地区の枠で任意団体として、教

科ごとに教育研究会に教職員全員が加入し、教

科の課題や指導方法のあり方などを自主的に学

んでおります。 

  このような研修の積み重ねの成果が子供たち

の学力につながっているかを標準化された学力

検査を実施し、評価や指導に生かしています。

これは子供たちの基礎的・基本的な力と考える

力を調べることのできるテストで、今回実施さ

れた学力テストとは異なりますが、今年度の結

果では、小学校の国語及び算数を２年生から６

年生まで実施し、全国的な平均を偏差値で数ポ

イント上回る成績となっています。中学校では、

国語、理科、社会はもちろんですが、数学や英

語、これは２・３年のみの実施ですが、につい

ても平均を数ポイント上回る成績かほぼ平均と

いう成績をおさめております。 

  ２点目の全国学力テストの件に関してであり

ますけれども、全国学力・学習状況調査の参加

内容、成績等については、さきに小嶋議員の質

問にもお答えしたとおりであります。また、抽

出校３校以外の小学校９校、中学校２校でも自

主的にテストを行っております。 

  山口議員にはあわせて、同時に実施した生活
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習慣に係るアンケート調査結果について少し詳

しくお答えいたします。 

  学力調査においてよい結果を残している学校

の生徒は、「朝食を毎日食べていますか」「毎日

どのくらいの時刻に起きていますか」等の生活

習慣の問いでは「はい」と答える割合が高い、

また「物事を最後までやり遂げてうれしかった

ことがありますか」「自分にはよいところがあ

ると思いますか」といういわゆる生徒の自尊感

情に係る問いにおいて「はい」と答えるポイン

トが高い、さらには、「家の人と学校の出来事

について話をしますか」「家の人とふだん夕食

を一緒に食べていますか」という家族の対話に

ついての質問に「はい」と答えた割合が高いと

いう特徴もあります。ただ、市全体の傾向とし

て、１時間以上家庭学習をするという生徒の割

合が県や全国と比較し約10ポイントも低い

56.7％の生徒であることなどもわかったところ

であります。 

  このような結果を踏まえ、学習状況調査の中

で明らかになりました、学力が高い生徒は家庭

学習の時間も含め家庭での生活規律や生活習慣

的な事項がしっかりしているということを踏ま

えて、各家庭や地域と連携しながら、その改善

に努めていくことなどについて重ねて市内各校

を指導していきたいと思います。 

  教育行政３点目の武道についてであります。 

  この４月から、中学校学習指導要領の完全実

施により、中学校の保健体育では、我が国固有

の伝統と文化により一層触れることを狙いに、

武道も１・２年生で必修となりました。これを

受けまして、市内の中学校では10月から１校、

11月から３校、１月から１校が、選択として扱

ってよい３学年も含め全学年が柔道の授業を実

施する予定です。昨年度までにも市内の中学校

では既に５校中４校が１年生から３年生まで柔

道を選択し、安全に実施してきている指導の積

み重ねがあります。今年度からの武道必修化に

当たっては、これまでの実績を踏まえながらよ

り安全に配慮しながら、さらに授業の充実を図

っていこうとしています。 

  より安全で効果的な武道指導の対応策の１つ

目として、１年生から３年生までの基本を大切

にした段階的な指導計画の策定が挙げられます。

１年生は柔道着の着方から始め、礼法、受け身、

固めわざなどまで、２年生は、礼法、受け身、

固めわざ、膝立ちしての投げわざまで等、無理

のない計画を立てています。 

  ２つ目は、実際の指導に当たって、受け身、

固めわざなど基本的な内容を中心に指導し、無

理な体勢からのわざや危険な動きは禁止する。

加えて、可能な限り複数の指導者による指導体

制をとる。さらには畳のずれを防止する滑りど

め防止マットの活用など、施設面も含めた安全

配慮に努めようとしております。 

  ３つ目として、県教育委員会とも連携しなが

ら、研修により授業を行う指導者の指導力を向

上するということであります。さきの６月28日

には県教委主催全県柔道実技指導者講習会が実

施され、市内５校の体育教諭も参加し、研修を

受講したところであります。また、校内の柔道

部の顧問が講師となり、体育教師の指導研修を

行ったという学校もありました。 

  以上のような計画的な準備を進めることで、

今年度初めて柔道を導入する学校の指導者につ

きましても、抱いている若干の不安も解消され

つつあるとの報告も受けているところです。 

  今後も引き続き必要な関係機関との連携を図

りながら、安全な指導体制の構築と武道指導の

狙いの達成が図られるよう学校指導の充実を図

ってまいります。 

  教育行政の４点目のいじめについてでありま

す。 

  まず、文科省が定義しているいじめの定義で

すが、平成18年度の調査から、「いじめとは、

当該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、
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心理的、物理的な攻撃を受けたことにより、精

神的な苦痛を感じているものとする。なお、起

こった場所は学校の内外を問わない」と変更さ

れ、「個々の行為がいじめに当たるか否かの判

断は表面的・形式的に行うことなく、いじめら

れた児童生徒の立場に立って行うものとする」

となりました。つまり、当該の被害をこうむっ

た児童生徒の受け取り方を第一義とするとなっ

たところです。 

  新庄市におけるいじめ問題の把握件数は、学

校の心の教育、小中一貫教育における小中学校

の連携などの積極的な生徒指導の取り組みによ

り、平成19年度の小中合わせて16件をピークに

年々減少させることができ、昨年度は小中合わ

せて５件となっています。今年度につきまして

は７月までのところで、悪口などの言葉の暴力

が１件報告されております。 

  いじめ問題への対応につきましては、先ほど

小嶋議員への答弁でも申し上げましたが、今後

も新庄市では命の尊厳を根底に据えた心の教育

の推進を図りながら、いじめを起こさない学校

づくりと、万が一発生した場合には早期発見・

早期対応ができる体制づくりに学校とともに取

り組みながら子供のいじめ問題の絶無を期して

いきたいと考えております。 

  続きまして、図書館行政について３点ほどご

ざいましたけれども、それについてお答え申し

上げます。 

  まず、目的についてでございますが、公立図

書館は図書館法に基づき設置されておりまして、

新庄市におきましても、これに基づきまして情

報や知識の提供の場、学習活動の場、子供の読

書活動の推進などを目的として設置しておりま

す。 

  平成21年度からは設置目的をより効果的・効

率的に推進するため、指定管理者制度を活用し、

運営をしております。 

  また、平成23年からの第４次新庄市振興計画

におきましても、生涯にわたる学びを推進する

施設として、生涯学習活動の拠点として位置づ

けられております。 

  これまでの図書館運営の成果としましては、

学校図書館と公立図書館との連携により子供の

読書量が増加したなどが挙げられます。また、

管理運営している指定管理者の職員ほとんどが

図書館司書の資格を有しておりまして、より専

門的な知識のもと対応していただき、市民から

も使いやすい施設であると大変好評を得ており

ます。 

  今後につきましても、学校や各施設等と連携

を図りながら、引き続き指定管理者制度を活用

しながら運営してまいりたいと考えております。 

  次に、貸出状況についてですが、過去10年間

の推移を見ますと、平成14年度と平成23年度と

では貸出冊数がほぼ２倍にふえて約15万5,000

冊になっております。しかしながら、ここ何年

かは横ばいの状態となっておりますので、新た

に図書館を利用される方の掘り起こしに向けた

企画などを実施していきたいと考えております。 

  また、蔵書冊数は約13万2,000冊、入館者数

は約８万9,000人となっております。 

  新刊図書の購入につきましては、毎週、司書

による選書会議を開催しておりまして、どの図

書を購入すべきか、その会議の中で利用者から

要望のあった図書を中心に児童書や一般書とい

った分類ごとに選書し、購入しております。 

  なお、図書館では蔵書する書庫等にも限界が

ございますので、購入・寄贈とあわせまして除

籍・廃棄も行っております。平成23年度には購

入・寄贈など合わせて4,810冊の図書を新たに

受け入れまして、4,418冊の既存図書を除籍・

廃棄しております。 

  最後に、駐車場についてですが、現在の場所

で開館以来、長年の課題となっております。駐

車場が隣接する庭園は、旧新庄藩士に由来する

由緒ある庭園として建設当時から保存に留意し
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た経緯があります。また、庭園の中には巨木と

して図書館のシンボルにもなっており、市の天

然記念物に指定されているカヤの木がございま

す。図書館を運営していく上で庭園の保存と駐

車場の確保といった中で、今以上に駐車場を確

保することは大きな課題であると考えておりま

す。 

  現状としましては、大変不便をおかけいたし

ておりますが、近隣の公共施設駐車場を利用し

ていただくなど施設間の連携も図っております

ので、利用者につきましても御協力のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

  最後に、通学路の点検、安全対策というよう

な件でございます。 

  通学路の安全対策についてでありますが、新

庄市安全通学プランに基づき、１つは児童生徒

への安全通学指導、２つ目は安全な通学手段の

確保、３つ目は通学路安全点検、安全通学マッ

プの作成、４つ目は関係機関との連携などによ

って安全対策を図っております。また、ＰＴＡ

や地域の方々の御協力をいただき、市内全小学

校に見守り隊を設置し、連絡体制を整備し、登

下校の時間帯などに立哨や巡回などを交代で実

施していただきながら子供の安全を確保してお

ります。 

  具体的な関係機関との連携としましては、地

域や学校の要望を受け、梅ケ崎地内市道交差点

では中央線の変更や横断指導線が標示されまし

た。本合海地内の市道本合海宮野線と県道との

交差点では、横断指導線、路面文字、ドット線

の標示と案内標識の添架などの対策が実施され

ました。また、今年度、国土交通省で施工する

北辰歩道橋の改修工事は、地域や学校で要望し

た自転車で渡れる設計で全面改修が行われる予

定となっております。 

  一方、安全な通学手段の確保としましては、

学校や分校の統廃合などにより、遠距離通学に

なった児童生徒にはスクールバスを順次配備し、

安心・安全な通学手段を確保しております。 

  今後は、安全通学プラン実施計画を策定し、

年次計画に基づき具体的な取り組みを進めるこ

とにより児童生徒の安全を守ってまいりたいと

考えております。以上でございます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 詳しい御答弁、ありが

とうございました。再質問させていただきます。 

  教育行政の中で、１、文部科学省によります

と精神疾患で休職する教員は約5,400人で、10

年前から3,000人以上ふえたとありますが、本

市はいかがでしょうか、まず、お伺いいたしま

す。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 今年度は、現在のところ

おりません。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  次に、学力テストについてなんですけれども、

国としても年30から40億円使っている以上、政

策づくりに生かすことを優先すべきと思います

が、本県は全国学力テストでＡ問題・Ｂ問題は

ともに全国４位というトップクラスとのことで

すが、どのような指導をされたのか、その秘訣

をお伺いしたいと思います。 

  また、小学校の算数Ｂは44位ということです

けれども、成績を上げるにはどう指導されます

か。基礎学力向上も含めてお伺いいたします。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 お答え申し上げます。 

  まず、中学校のほうの全国に対して成績４位

だったわけですが、先日、山形新聞に、山形県

の県教委から文科省のほうに出向していわゆる
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全国学力・学習状況テストの問題をつくった方

がまた戻って来られて、山大にお勤めになって

いるんですが、その先生の記事が載っていたん

ですが、まず山形県の特に中学校だと思うんで

すが、やはり授業の仕方そのものがいいんでな

いかというようなことが書いてありました。国

語ですと、読み取りとかそういうふうな勉強と

いうか学習になりがちなんですが、山形県のほ

うは、これまでの高校入試の問題などからもわ

かるんですが、例えばグラフを問題に出して、

そこからわかることを書きなさいとか、そうい

う作文なんかも載っていると。そういうふうな

ことで、そういう問題にたえるようなふだんの

授業をしているところがあるんでないかなとい

うふうに思います。 

  それに対して算数、これは小学校のほうが余

りよくないわけですけれども、これも県の分析

なんですが、どうしても小学校はいわゆる基礎

的な事項、基本的なところの定着を重視しがち

であるというようなところがあるんでないか。

そのために今大事にされなくてはならない活用

する力とか、そういうふうなところの指導がや

や時間不足になっているんでないかなという御

指摘があったところです。したがって、いわゆ

る上位層の伸びなども劣るところがあるという

ところがありました。というようなことで、こ

れを踏まえて、これは新庄市も通じるところだ

と思うんですが、より生活との関連を強めた授

業をするという、そのことで思考力・判断力を

養うということもありますし、これも教育長の

答弁にあったんですが、問題を解くプロセスを

大事にして、学び合いの授業を進めていくこと

でそういうような対応をしていきたいというふ

うに考えております。以上です。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  次に、いじめ問題、先ほど答弁いただきまし

たけれども、父母と学校が互いに不信を抱く理

由がふえたことと思いますけれども、問題の有

無にかかわらず、父母と学校が日ごろから本音

で話し合って信頼をつなぐ取り組みをすること

が今一番必要ではないかと思いますけれども、

これは答弁いいです。 

  次に、教科書選定問題について、どのように

選定されたのかお伺いいたします。 

沼澤恵一議長 教科書関係は通告にないです。 

１７番（山口吉靜議員） わかりました。 

  それでは、先ほどちょっと答弁であったんで

すけれども、教育に関する３つの達成目標とし

て、読み書き計算というものをおっしゃってい

ましたけれども、これはどのような指導対策を

されているのかお伺いいたします。 

沼澤恵一議長 もう少し具体的に質問をしてくだ

さい。 

１７番（山口吉靜議員） 図書館行政なんですけ

れども、図書館が図書館としての本来の任務を

果たすために、その基本を定める図書館条例は

策定されておりますか。条例がなければ作成す

べきと思いますけれども、今後の図書館はどう

進むべきかもあわせてお伺いいたします。 

小嶋達夫生涯学習課長 議長、小嶋達夫。 

沼澤恵一議長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 図書館の規程につきまし

ては、上位法で図書館法というものがございま

す。これに基づきまして新庄市の図書館条例並

びに条例施行規則をもって運用しております。 

  それから、今後ということでございましたが、

先ほど教育長が申しましたように、今後とも指

定管理制度を活用して市民サービスを提供した

いというふうに考えております。よろしくお願

いします。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） わかりました。 
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  では次に、観光行政の中で、マーケットとし

てアジア、いわゆる中国、台湾、韓国、香港で

すけれども、その他で有望なマーケットの狙い

についてお伺いいたします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 その他というより、や

っぱり東アジアに照準を当てたいですよね。国

でもそうなんですけれども、山形県、本県でも

昨年は若干下がりまして、４万人ほどがおいで

になっておりますが、そのうちの半数以上、

57％は台湾でありまして、その後、韓国、それ

から香港と続いております。特に最上地域はそ

の８割が台湾でございます。しばらくは台湾へ

集中的に交流を重ねると、ＰＲを重ねると。そ

の後で次のターゲットは恐らく韓国、香港であ

ろうと。中国はマーケットとしては大きいんで

すけれども、１人当たりのＧＤＰがまだ5,000

ドル程度ですし、まだまだ大阪、京都、東京と

続くいわゆるゴールデンルート狙いでございま

すので、中国はしばらくたってからと。それが

ターゲットだろうと、そんなふうに捉えており

ます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 次に、外人旅行客担当

の外国人案内人はおられるんでしょうか。外人

が来れば外国人の案内人が必要ではないかと思

うんですけれども、お伺いいたします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 組織化されたものはご

ざいませんけれども、受け入れ体制の整備とい

う点では大事な点だろうと思います。ですから

外国人の方々、それから現地やこちらの方々も

含めて、そこら辺の例えば研修等、機会をつく

っていくとか、また、さまざまなサインとかパ

ンフレット類、これらの多国化を今以上に進め

ていくとか、また対話カードなんていう昨年開

発されたものものありますから、そこら辺のさ

まざまな活用を図っていくとか、それができる

ものからやっていくというような取り組みだろ

うと思っております。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） あと、県外からの観光

客がふえないことには新庄市の経済発展につな

がらないので、観光客をふやす対策について何

かありましたらお伺いいたします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 まず、とにかく一にも

二にもこの地域を知っていただくということだ

ろうと思いますが、情報発信、さまざまな紙の

媒体を初めとして電波媒体、電子媒体、さまざ

まなキャンペーン等々ですね、それのこの地域

を挙げての一つのあらわれが今回のもがみ観光

博ということだと思います。 

  あともう一つは、市だけではなくて広域的に

やっていくと。これは郡内はそうですけれども、

近県、秋田の湯沢、宮城の大崎ということだろ

うと思いますけれども、場所を例に挙げれば、

平泉、松島あたりから県内を通って庄内までと

いうのは、ある意味では大きな目で捉えたそう

いった広域的な取り組みが必要ではなかろうか

なと、こんなふうに考えております。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  次に、通学路の再点検なんですけれども、交

通不便地域の解消については、これは全部大体

終わったんでしょうか、お伺いいたします。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一
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君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 先ほど教育長

の答弁でも申し上げましたけれども、19年３月

に策定しました通学安全プランですけれども、

このプランに基づきまして、現在、実施計画を

策定中でございます。 

  登下校の対応につきましては、スクールバス

を運行しているわけですけれども、いわゆる遠

距離通学、小学生４キロ、中学生６キロ以上の

部分でなくてその以下の部分、例えば小学生３

キロとか中学生５キロ、そういうところでもや

はり通学環境として非常に厳しいものがあると。

とりわけ冬期間の部分もそうですけれども、そ

ういう部分について、今後具体的な実施計画を

定めながら進めてまいりたいなというふうに考

えております。スクールバスと通学用のバスと

いいますか、第２弾の考え方を検討していきた

いというふうに思っております。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） わかりました。 

  それでは、人口減少のところでお話ししまし

た例えば婚活で結ばれたカップルにお祝いとか

出産の場合にお祝いするとか、そういうことを

考えていませんでしょうか。 

  それと、先ほど市長の話で、晩婚対策はやっ

ているんですかね。未婚化対策についてはいか

がでしょうか。その２つ、お伺いします。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 お祝いのような品は現在

のところ制度化してございません。検討の余地

はあろうかなとは思いますけれども。 

  あと、未婚化対策というようなことですけれ

ども、こちらのほうも婚活と同様に考えていか

なければいけないんでしょうけれども、未婚化

というふうなことの解決に向けての特段のもの

ではございません。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  以上で再質問を終わります。どうもありがと

うございました。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後２時３５分 休憩 

     午後２時４５分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

小関 淳議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、小関 淳君。 

   （１３番小関 淳議員登壇）（拍手） 

１３番（小関 淳議員） ９月定例会、５番目の

一般質問をいたします。 

  先月の新庄まつりは金・土・日の開催で、村

山市の徳内まつり、大仙市の花火大会と重なり、

苦戦を予想する市民もいましたが、大した影響

もなく、例年と変わらぬ盛大なものでした。 

  今議会初日の市長による行政報告の中で、52

万人の人出だったということで、その数字の根

拠はどうあれ、盛況のうちに３日間を終えたこ

とは実によかったのでないかと感じています。 

  しかし、やはり残念なのは、街の至るところ

に散乱している昨年とほとんど変わらないよう

なごみの光景でした。市民の中にはまつりにご

みが散乱するのは仕方ないという方もいますが、

私はこのごみが、新庄・最上に暮らす住民の心

の豊かさや教育・文化や生活の質、適切な表現

ではないかもしれませんが、いわゆる民度のバ

ロメーターではないのかと感じるのです。 
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  私は以前の一般質問でも何度か新庄まつりに

ついての質問や提案をしてきました。見る人を

魅了する山車のけんらんさと、秋風が吹いても

なお人々の記憶と耳に残り続ける囃子の音色は、

どこの伝統祭りにも引けをとらないと思います。 

  しかし、まつり全体を見れば、なかなか品格

ある誇り高き新庄まつりにはなっていないよう

に思えてなりません。その要因の大きな１つが、

充実したごみ対策がとられていない部分ではな

いかと思います。 

  執行部の皆さんは御存じだと思いますが、毎

年、新庄中の生徒さんが、まつりの前日とまつ

りの後に市街地の清掃をしてくれています。私

は街に住む住民の一人として心から感謝をして

おります。しかし同時に、多少の違和感も持っ

ています。なぜかといえば、ごみの多くはたば

この吸い殻やビールの空き缶など、明らかに大

人が捨てたごみです。それを地域の宝物である

はずの子供たちが黙々と拾っている姿が実に情

けないと思えるのです。つまり、この地域の大

人たちがしている身勝手を子供たちが尻拭いを

している状態ではないかと感じるわけです。ど

うでしょうか。執行部の皆さん、違和感を持ち

ませんか。それとも、これが当たり前の光景だ

とお思いですか。私はせめて、大人が捨てたご

みは大人が拾うべきだと思います。そもそも社

会的に責任ある大人が平気で道路や側溝に河川

にごみを捨ててはならない。ましてや大人がほ

とんど散らかしたごみを、たとえ教育の一環と

はいえ、子供たちが拾うなどという地域には決

して明るい未来はないと感じます。そんな思い

を込めて、最初に、市内の環境美化対策につい

ての質問に入ります。 

  冒頭で新庄まつりのごみ問題を言いましたが、

日常的にも市内の車道や歩道、側溝のあちこち

に散乱するごみを見かけますが、市としての環

境美化対策はどのようになっているのでしょう

か。 

  ちなみに、まつり前日、新庄中の全校生徒さ

んの拾ったごみの量は、燃えるごみが大きなビ

ニール袋で５袋、不燃ごみなどが２袋だったそ

うです。どこの誰が捨てているのかはわかりま

せんが、これがまつり前の日常のごみです。早

朝に毎日、ごみ拾いをしている市民の皆さんを

よく見かけますが、それでもこのごみの量なん

です。市民が中心商店街に再生の期待を寄せて

いる割には余りにひどい状況ではないでしょう

か。まるで街の道路や側溝、河川がごみ箱のよ

うになってしまっているのです。このような街

を市長はよく見ていると思いますが、この現状

をどのように感じているのか、率直に聞かせて

ください。 

  私も新庄まつりの25日と26日の早朝、商店街

や駅前のごみを拾ってみました。２日間で大き

なビニール袋６個分のごみが集まりました。ま

た、まつり明けの27日早朝には、新庄中の希望

する生徒さん140名が燃えるごみで４袋、不燃

ごみなどで２袋のごみを拾ってくれたそうです。

本当に生徒の皆さんには幾ら頭を下げても下げ

足りない、そんな思いでおります。果たしてこ

のような状態は十分なごみ対策をとった結果と

言えるのでしょうか。そこで、ことしの新庄ま

つりでのごみ対策はどのようなものだったのか、

そしてその成果はどうだったのかを聞かせてく

ださい。 

  私は、市街地の道路や歩道のポイ捨てごみを

何年か調べています。さまざまな種類のごみが

落ちていますが、多い順から言いますと、たば

この吸い殻、ガム、空き缶、ペットボトル、爪

ようじ、食品の容器などでした。ところが、確

かな理由はまだわかっていませんが、ことしに

入ってからポイ捨てごみが間違いなく減ってい

ます。私は、市民の環境への美化意識が少しず

つ向上しているのではないかと感じています。 

  我が新庄市は、全国に先駆けて新庄方式の食

品トレーリサイクルシステムを発案し、定着さ
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せ、実績を上げている自治体です。今度はそれ

に加えて、「ごみ一つないまち新庄」を目指し

てみませんか、市長。市長が掲げる交流人口の

拡大にも多大なメリットがあると思いますが、

いかがでしょうか。 

  さらに、全国自治体で制定されているような

環境美化条例を市民とともにつくり上げ、東北

旅の玄関口である新庄をきれいにし、多くのお

客様をお招きしてはどうかと思いますが、市長

はどのようなお考えを持っているのか聞かせて

ください。 

  私はそのごみをどうするのかという、ただそ

れだけのことで質問をしているのではありませ

ん。まちに散乱するごみの一つ一つから地域が

抱えるさまざまな問題や課題が浮かび上がって

見えてきます。さまざまなごみたちは、地域社

会が抱える課題やゆがみの部分をメッセージと

して発信しています。それを私たち議員や職員

だけでなく、できるだけ多くの市民が認識し、

豊かな想像力と地域愛をベースに、まちづくり

総合計画にある「自然と共生 暮らしに活力 心

豊かに笑顔輝くまち新庄」、それをつくり上げ

ていく必要があるのではないかと強く思うので

す。市長には、ぜひそこを理解していただいた

上で答弁をお願いしたいと思います。 

  次に、子供たちが安心して遊べる遊具の安全

性についての質問をします。 

  まちづくり総合計画の中に「子育て環境を充

実し、子供の健やかな成長を支援する」とある

ように、地域社会が子供をいかに大切に守り、

育て、支援していくかは新庄市の将来にも大き

く影響する政策の一つだと私も認識しておりま

す。 

  今回は、子育てに関するさまざまな施策や事

業の中から、子供たちの遊ぶ環境がリスクとハ

ザードをしっかりと認識した上での管理運営さ

れているのかを確認したいと思います。 

  私が公園などを見て回った限りでは、予想以

上に整備が整い、よく管理されていると感じま

したが、学校・幼稚園などの遊具や公園など、

また保育所、わらすこ広場などの遊具の安全性

は現在どのように確保されているのかを聞かせ

てください。 

  最後は、定住化につながる地域おこしについ

ての質問です。 

  私たち開成の会は、７月17日に「地域おこ

し」をテーマに新潟県の十日町市を視察してま

いりました。十日町市は、御存じのとおり日本

有数の豪雪地であり、毎年の積雪は市街地でも

２メートル以上ある地域です。人口は現在約５

万8,000人ですが、減少の勢いはなかなかとま

らず、毎年七、八百人前後の市民がまちを離れ

ているという厳しい現状があります。 

  しかしそんな中、強い危機感を持ち、市民と

行政がスクラムを組んで実にさまざまな地域お

こし事業を展開しています。その事業は余りに

多過ぎで全てを紹介することはできませんが、

特に私が注目したのは、地域おこし協力隊事業

の積極的な実践です。この事業については、郡

内では最上町、鮭川村などでも実践しており、

そのほか全国のさまざまな自治体での取り組み

事例はありましたが、豪雪地、十日町の取り組

みが一番新庄市の課題解決のためには最も多く

のヒントがあると視察地に選びました。 

  地域おこし協力隊事業とは、全国の地方で人

口減少や高齢化が進み地域力が弱まっている地

域に都市部などの若者が居住し、さまざまな地

域活動をサポートしていくという総務省が進め

ている事業です。十日町市では平成21年度から

この事業を積極的に進めており、地域資源を生

かしながら地域の活性化や定住化につなげてい

ます。現在、市内の15集落に隊員が17名入り、

活動を続けていますが、低下していた地域力が

向上し、その集落には活気が出てきたという報

告がありました。何より驚いたのは、隊員の約

半数、17名のうちの半数が定住を希望している
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という事実です。しかし、定住するには生活の

ための経済的基盤が必要で、そのハードルをど

う乗り越えられるかが一番の課題のようでした。

でも、そのようなハードルを乗り越えて夫婦で

定住を決めた隊員もいるそうですから、いかに

その地域に住みたくなるような地域の魅力を醸

成していくかが最も大切な鍵なのではないでし

ょうか。 

  そこで、新庄市では定住促進につながるよう

な事業などがなかなか定着化に結びついていな

いように感じますが、その要因はどのようなも

のと考えていて、今後はどのような施策や事業

を考えているのかを聞かせてください。 

  さらに、定住化につなげるためのより強い危

機感を持った地域おこし事業が必要ではないか

と考えますが、市長の考えを聞かせてください。 

  これで壇上からの質問を終わります。御清聴

ありがとうございました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  日ごろからごみに関して非常に関心が高く、

実践をして、具体的なごみの内容まて挙げてい

ただきました。ありがとうございます。 

  新庄まつり前・後に新庄中学校の子供たちが

ごみ拾いをやってくれたということで、その中

のごみのほとんどが大人のものであると。たば

こ、空き缶、そういうような種のもの、ほとん

どが大人の捨てたものを子供が拾わなければな

らないと。 

  大人がしなければならないというようなこと

になるのかと思いますが、大人のどの大人がす

るのかということになると思います。全てを全

部が行政でやるのか、地域の中でそれをなくし

ていくという運動の中でしていくのか、協働の

まちづくりの中でどのような選択をしていくの

かと。全て行政ですることは可能であると思い

ます。しかしその反面、それには相当なお金が

かかるということも事実であります。皆さんか

らいただいた税金の最低限の中で行うというこ

とで、ごみの収集、何億とかけているわけであ

ります。実際に３年ほど前にごみを集めるバス

ターを委嘱したことがございます。この制度が

まだ充実していない部分もあり、最近、その力

が衰えているというようなことで、内部でも話

しているところであります。そういう意味で、

常日ごろからほうきとごみ箱を持って回って歩

くということも非常に教育的には大事な、ある

いは啓蒙的に大事なことだというふうに思って

おります。 

  新庄の中における河川あるいは側溝、そうし

たところにごみやさまざまなものが落ちている。

モラルの問題であろうというようなことが指摘

されています。まさしく私も感じるところであ

ります。例えば交通信号の赤のところでとまっ

た跡に次の日の朝行ってみますと、たばこの吸

い殻などが一気に捨てられていると。子供のこ

ろはそんなことがあったんだろうかと。なぜ大

人になるとそういうふうなことになってしまう

んだろうと。 

  子供の教育の一環として、子供会や学年行事

などで一緒に小学校・中学校のときにごみ拾い

など、東山までやった思いもあります。まさし

く軽トラック満杯のごみが出てしまうというこ

と。子供たちもその状況を見て、とんでもない

という思いを何十年と続けてきているはずなの

ですが、大人になるとなぜかそういうふうに、

公共のものは自分のものだというふうに変に勘

違いしているのではないか。誰かがやってくれ

るんだろうと、そんな考え方があるのかなとい

うことで、非常に憤りを感じるわけであります。 

  また、先ほどまちづくりの一環として、そう

したきれいなごみのないまちに来るということ

は、訪れるであろう人たちに対する豊かな、あ
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るいはこの地域の人たちの笑顔が伝わるような

というような御提案がありました。まさしくそ

うだと思います。 

  きのう朝、きれいな川で住みよいふるさと運

動ということで、県の河川の一斉清掃が市内で

行われました。やぶを草刈り機械で刈ってくれ

たり、あるいはそれをできない方々は袋を持っ

て空き缶等、それから投げられていたごみなど

を河川から回収してきております。そのごみは

膨大な量です。この目的のために出発式のとき

に私が申し上げるのは、やはり訪れる方々が川

をのぞいたときにごみだらけだったらこの地域

の方々の民度、それがはかられるだろうという

ようなこと、きょう協力してくれる業者さんを

初め市の多くの職員も出て清掃に当たっている

わけですけれども、それは訪れる人たちのため、

また住んでいる我々がやはりきれいなところに

住んでいるということが、もって訪れる人へ感

動も与えるんだというようなことをお話しさせ

ていただいたところであります。当然、ごみの

ポイ捨て禁止や不法投棄などの呼びかけをなぜ

しなければならないのかというふうに思います。

山の中に行きますと「不法投棄禁止地域」「監

視中」であると、する人がいるからそういうふ

うな旗も立てなければならないと、私としては

とても残念だなというふうに思っております。 

  一方で、市民の皆さんがまちをきれいにしよ

うということで、プランターを置いてくれたり、

草刈りをしたり、きれいなところにはごみがな

い、ごみが投げづらいんだろうというようなこ

とで、市民のボランティアの皆さんが常日ごろ

ごみを回収していただいているようなところは、

ところどころ歩く人たちにとりましても「投げ

てはいけないんだな」という教育的な効果が十

二分に私は出ているんだろうというふうに思っ

ております。そうした意味で公衆衛生に関する

マナー、モラル、単純にモラルということは、

先ほど市議がおっしゃいましたが、民度のバロ

メーター、これほど恐ろしいことはないという

ふうに私自身も思っているところであります。 

  そんなときに、１件飛ばしますが、環境の美

化対策に関する美化条例等については、関係団

体と協議しながら制定の方向に向けて進めなけ

ればならないというふうに思っているところで

あります。本当に簡単にポイ捨て、犬のふん、

さまざまなあるわけですけれども、それらは最

終的には意識を啓蒙するというところに大きな

目的があります。一人一人ここに住む者自身が

まちをよくするという気概を持つことこそが一

番大切だと。そのための美化条例であると、環

境美化対策への条例制定、それに向けては関係

機関と協議してまいりたいと思います。 

  その中で、新庄まつりのごみ対策、初めて今

回、少ない状況だというふうには感じておりま

したが、露店が出ているところは駅前通り２カ

所、南本町通り、北本町通りの４カ所に設置さ

せていただきました。 

  ごみの分別に関しましては、燃えるごみ、ペ

ットボトル・缶類、燃えないごみの回収ボック

ス３種類に分別したところですが、このことに

ついては現代だなということで、ごみがまざる

ことなく、それぞれ回収ボックスに分別したこ

とによってそれらの回収がスムーズにいったな

と。ただし、ことしは１時間置きに集めるとい

うような、昨年来のテーマでおったわけですが、

余りにも人が多く、ごみが回収されるというこ

とで、30分に短縮したと。30分に短縮して回収

業務に当たったところであります。 

  新庄市観光協会のコンシェルジュ職員３名、

ごみ担当で行ってもらいましたが、分別は守ら

れていましたが、今後この手法を広げていかな

ければならないと。また、これと同時に、ごみ

もそうですが、トイレという問題もありまして、

これの表示方法、ここにそれがあると遠くから

でもわかるということが大事だというふうな反

省点をいただいているところであります。そこ
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に行かないとわからないのではなくて、ある程

度人の高さを超えたところに表示をする、ごみ

の分別収集所、あるいはここがトイレですとい

うようなことで、担当のほうから反省材料とし

て聞いているところです。置いているだけでは

なく、相手の視覚に訴えるということも大事だ

というようなことを思っているところでありま

す。 

  今後、そうした活動に対し、ボランティアな

のか、有料でしていくのか、非常に難しい状況

であります。どのぐらいの人数を置けばいいの

かということも。しかし今後、新庄まつりの発

展のためにもぜひこのことには挑戦してまいり

たいというふうに思います。 

  それから、遊園地、遊具の安全性についてで

ありますが、学校・幼稚園などの遊具は安全で

楽しい遊び場を確保するというようなことで、

我々も子供のころ当然遊具に親しんできたわけ

です。遊びを通して心身の発達・発育、自主

性・創造性・社会性などを身につけていくため

に必要な施設だというふうに言われております

し、実際そうだというふうに思っております。 

  幼稚園におきましては、随時職員や専門業者

による点検を行っており、修繕が必要と判断さ

れたときは随時修繕を実施しております。また、

学校におきましても教職員と連携し、日常的に

触診、目視点検などを行っており、修繕が必要

と判断されたときは随時修繕を実施しておりま

す。 

  平成23年度には、小学校の遊具について社団

法人日本公園施設協会の認定を受けた業者によ

る定期点検を実施し、危険性があると判定され

た遊具については撤去、更新及び修繕を行って

おります。 

  今年度以降も計画的な修繕及び維持管理を実

施し、安全管理に努めてまいりたいというふう

に思っております。 

  当然、公園なども同様の対策をとっておりま

して、春の融雪後、大型連休や夏休み前、台風

通過後など、その時々において重点的に管理点

検を進め、安全を図るように努めているところ

であります。 

  また、保育所やわらすこ広場などの遊具の安

全確保についてでありますが、市立保育所には

ジャングルジム、ブランコ、滑り台、鉄棒、雲

梯などの遊具を設置しており、その全てについ

て点検項目を定め、毎日、保育所長、保育専門

員及び技労員が点検を行い、ふぐあい等があれ

ば随時修繕を行っており、また使用禁止の場合

は直ちに使用禁止の看板を立てるというような

ことをしております。とにかく児童の安全を第

一にということで進めています。わらすこ広場

においても同様の対策を実施しております。 

  今後とも楽しいはずの遊具でけがすることの

ないよう、日常的な点検を怠らずに実施すると

ともに、専門業者による定期点検を織りまぜな

がら安全確保を図ってまいりたいと考えており

ます。 

  最後に、地域おこしについてですが、十日町、

これは全国的な課題であります大雪というよう

なことがございまして、それによる十日町にお

ける総務省主導の、手を挙げて都会との交流を

図ろうというようなことを進めている、17人も

来られて活性化になっているのではないかとい

うようなことでございます。 

  新庄市で今進められる大きな一つの手だてと

しては、やはり新庄まつりにおける交流が進ん

でいるということ。これは大いに将来に期待で

きるものだというふうに思っております。青山

学院の黒石教室の皆さんが市内に泊まって１週

間ほどおまつりを手伝い、そして一緒に引っ張

る。今回は山大の方々も参加しているというこ

とで、人と人とのつながりを強めるということ

は人を引きつける大きな魅力の一つだというふ

うに思っています。そこに新庄まつりが介在し

ている、題材としてある、それを中心として人
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と人の輪がつながっていくと。 

  きのうも隣の地域のお祭りの反省会があった

わけですが、県立病院の先生が初めて入って、

もう離れられないと、この地から離れられない

と、このお祭りが好きで離れられないと。来年

もっと時間をつくってと言ったら、若い仲間か

ら「そんなにしたら患者診らんねべ」と言われ

るほど熱く燃えているというような状況。やは

りそこには自分を必要とするもの、また、それ

にお互いにつながるもの、そういう関係が新庄

まつりにはあるのではないかなというふうに思

っております。 

  先ほど、正確な数字はわかりませんが、５万

何人かで、700人ぐらいが減っていってしまう

という危機感だと思います。この危機感の強さ、

それが新庄市においてはなかなかこの危機感と

いうのが少ないというふうに思います。なぜな

ら、大変恵まれています。この恵まれている状

況の中でもまだ足りないということがあるわけ

ですけれども、雪はありますが、やはり新幹線

の終着駅であるというようなことも大変大きな

大事な定住の要件になっている。もし新幹線が

なかったらとなりますと、近隣で新幹線の来な

かった隣県等を見ていますと、その人口の減少

率というのは非常に大きなものがあります。実

際に合併はしましたけれども、人口の減少率が

新庄の4.6％などというものではなく、１割近

くが減ってきているというようなこともありま

す。それらの新庄の持っているよさをやはり自

分たちで生かしていく、住んでよかったという

まちを自分たちでつくることによって定住が促

進されると。 

  社会環境というのはいろいろ問題があると思

います。定住対策の中で一番の大きな、ここ２

年のアンケート調査の中では、若者と60代以降

の人ができれば他の市町村に転居したいという

ふうなデータが出ております。この２年間の大

雪がそういうふうにさせているというようなこ

とがあると思います。しかし、住み続ける者に

とっては、雪があるからということでなく、雪

に挑戦し、それを利活用に向けながら、マイナ

スイメージを払拭しながら地域おこしをしてい

かなければならないというふうに思っておりま

す。 

  その地域における協力隊という17人の方々が

いるという、大変うらやましいことではありま

すが、他の事例なども見ましても、その方々が

最後までい続けられるかというような問題。隣

の村においても、ある方が非常にまちおこしを

して民宿を開いてくれました。民宿を開いたこ

とで何百人、何千人の人がそこに泊まりつつあ

ります。しかし人口減少がとまるかというと、

とまらないというようなこともございます。そ

この中に住み続ける、そのよさをしっかりとお

互いに認識し合わないと、そこからはどうして

も、現状の中では利便性であるとかもっと快適

なとかというテーマだけを持っていったときに

は人口減少はとまらないと。価値観の中のここ

に住んでよかったという価値をやはり我々が共

有していくという必要があるんだろうと。私は

やはり、ここに雪は降るけれども、すばらしい

水がありますし、清き水がおいしい食べ物を生

み、おいしい食べ物は毎日のことでありますけ

れども、毎日のことこそがとても大事なんだ、

これこそが豊かさだというふうに自分に言い聞

かせ、このまちづくりを進めていきたいという

ふうに考えております。 

  地域の皆さんのまちおこしにかける思いをつ

なげながら、新たにさらに大きな自信となるま

ちづくり、元気のあるまちづくりを進めていき

たいというふうに思います。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） では、再質問をしたい

と思います。 
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  市長が民度、民度と言ってくれたので、非常

に民度という言葉が適切じゃないかなと思いつ

つ使っていたんですけれども、いいんだなと思

いました。 

  それで、市長の答弁を伺っている間に思った

んですけれども、教育の現場でも家庭の現場で

も児童生徒、子供さんにごみを捨ててはいけな

んだよと、そういう教育は十分になされている

と思います。今までもなされてきたと思います。

なぜそれが大人になってから捨てる人に変わっ

てしまうのかなと思うと、やっぱり大人が捨て

ている、大人になれば捨ててもいいんだなとい

う意識がどこかで芽生えてしまうんじゃないか

なと思うんですね。ですから私たち大人が捨て

ない、捨てさせない、そういう意識がやっぱり

子供たちの未来につながっていくんじゃないか

ななんて答弁を伺いながら思いました。 

  市長の答弁の中で、環境美化条例も考えてい

くという答弁もいただきましたので、非常に前

向きな感じがしましたので、それはすばらしい

ことだと思います。よろしくお願いしたいと思

います。 

  私の質問が長過ぎて時間がなくなったので、

順番が違うこともいろいろ出てくるかと思いま

すが、御了承いただきながら再質問をさせてい

ただきたいと思います。 

  新庄まつりのごみの件ですけれども、市民及

び観光にいらっしゃる方々への「ごみは持ち帰

ってください」というふうな啓蒙はどういう形

でなさいましたか。それとも例年どおりの感じ

でしたか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 まつりの開催中はずっ

と放送を通じましてまち行く方々、大勢の方々

にずっと呼びかけはしておったわけです。それ

で新庄まつりの場合にはごみは持ち帰りという

ふうになっておったわけですが、現実的にはこ

れだけの人がふえてきますと、実際もう限界が

来ているということで、今回、議員からの提案

もありまして、ごみの回収のテストと言ってよ

ろしいでしょうかね、試験ということで踏み切

ったわけであります。ただ、市長も先ほど申し

上げましたように、全てをそれで処理するとい

うわけではないと思いますので、とにかくでき

るだけ持ち込まない、それから持ち帰る、あわ

せて回収であろうと。ただ、あえて試験という

ふうに申し上げましたのは、今回初めて試みま

したけれども、その大きさから形状から、ある

いはそのナイロンの形から、なかなか実際上は

把握できない部分がありました。やってみて初

めてわかった部分もありましたので、これは回

収体制とあわせて、また大勢でおいでになる

方々への呼びかけも含めまして、ぜひ来年度は、

市長は先ほど挑戦という言葉を使わせていただ

きましたけれども、そういった姿勢で取り組み

たいというふうに思っております。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） そうですね、そういう

ふうにしていただいて、徳内まつりもごらんに

なった職員の皆さんいらっしゃると思うんです

けれども、非常にごみの対策がしっかりしてい

るということで、ぜひ見習ってやっていただき

たいと思います。 

  あと、ここでちょっとおもしろいデータを見

つけました。これを先に言いたいんですけれど

も、エコプラザもがみ、ありますよね。そこに

持ち込まれた事業ごみ、25、26、27の３日間の

事業ごみの量を調べました。去年とことしを比

較しました。おもしろい数字になりました。去

年は３日間、事業系のごみ42.43トンです。こ

とし45.64トン、確かに多いです。3.21トンふ

えています、３日間のごみがですね。これを23

年度の、私が何度も言っている人出の数で計算

すると、去年は43万人ですよね。そうすると43
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万人ですから0.98トン、約１トンを１万人が捨

てていくと。遠慮しながらごみは捨てないと思

いますね、私は、あのごみのあれからすると。

本気で捨てますね、わかっていると思いますけ

れども。ことし52万人だと、51トンから52トン

のごみが出るはずなんですね、この計算だと。

しかしことしの８月、３日間のごみは45.64ト

ンです。私が計算すると、まつりの人出は45万

人です。ですから、あくまで23年度が43万人だ

とすればの話ですよ。そこも僕は明確に根拠を

示しなさいとずっと言ってきたにもかかわらず、

明確な根拠が示せず43万人。ですから、こうい

うこともいろいろな数字でわかってくるから、

根拠を示してしっかりした数字を得なさいと私

はずっと言ってきている。本気でやってくださ

いよ。52万という根拠は何だったのか。ごみか

らすれば45万ですよ。しっかりお願いしますよ、

市民が期待して見ていますから。 

  後で資料差し上げます、欲しかったら。 

  そういう、やっぱり一事が万事ということも

ありますので、私はごみのことを今回特化して

言っていますけれども、全てに通じてしまうん

じゃないかなと本当に不安に思うというか、そ

ういうことなんです。 

  時間がないので次に行きます。 

  じゃ52万人だったら、来年、ごみのそういう

設置場所をどれぐらいの量が必要だと感じてい

ますか、計画していますか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 テストケースというこ

とで、４カ所にそれぞれ種別に３、結果的に12

のボックスを入れたわけですけれども、先ほど

市長が申し上げましたように、30分刻みで回収

せざるを得なかったということがございます。

ですから今現在、今回のそれの総括的な検討を

行っているところでございますので、当然場所、

それから形状、あと回収方法、全てが逆にいい

データとして導き出せるのだと、こんなふうに

思っておりますし、また、先ほど議員が話され

ておった人数把握につきましても、今回、公益

文化大の学生さんが３日間とも人数の把握とい

うことで実は協力体制を組んでくれたものです

から、実人数を把握できる逆にいい機会だった

なということで今分析作業に入っているところ

でございますので、ごみと人数とのかかわりも

相関関係がある程度は打ち出せるんじゃないか

なと、こんなふうな見方をしております。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） そういう学生の力もか

りながら、正確な人数を把握していただければ

と思います。それが後々、いろいろな事業や施

策につながっていくので、ぜひお願いしたいと

思います。 

  そして、またごみの話になりますけれども、

飲料の自販機がありますね。そこに回収ボック

スってありますね。新庄まつり前までは回収ボ

ックスを設置していた良心的な業者さんが、ま

つりを過ぎると設置しなくなるんです。御存じ

でしたか。どんどん撤去しているんです。です

から、そこはやっぱり、条例化するというとま

たちょっとあれですけれども、決めるべきです

よ。販売して利益を得たら、ちゃんと社会的な

責任は果たさなくてはいけないというぐらいは

市役所で言えるでしょう。ちゃんと機能するよ

うな回収のボックスを置くべきですよ。もうけ

ればいいんだ、もうけさえすればあとは捨てる

ところは知らないわと、それが子供の教育につ

ながっていっているんじゃないですか。捨てる、

捨てても平気、人のことを考えない、想像力の

欠如、そういうふうにしてある程度は規則をつ

くるところはつくっていってほしいなと思うん

ですが、回収ボックスは指導だけでも大分変わ

ると思いますよ、どうですか。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 
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沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 ただいま小関議員からの御質

問ですけれども、その前に、小関議員には日常

的に365日、毎朝町なかの美化活動に取り組ん

でいただいておりまして、改めてお礼を申し上

げます。 

  先ほどの環境美化条例の件との絡みもあるか

と思いますけれども、環境美化条例の中で、自

販機についての設置の届け出の義務、あるいは

維持管理の義務というようなことで条例化して

いる要素もございますし、条例にかかわらず、

本来的には設置した業者の責務でありますので、

日常的にもうちのほうからもさまざまな角度か

ら指導を強めていきたいと思います。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） その方向でぜひ進めて、

積極的に市民も交えて美化条例制定に向けて進

めていっていただければと思います。 

  あと、これは質問ではないんですけれども、

新庄市でスポーツごみ拾いというのを開催しま

したよね。その際に主催者というか、指導をし

ている方がびっくりしていたんだそうです、ま

ちにごみがないと。このまちにごみがない。駅

前のあたりをごらんになってびっくりしたそう

です。でも集まったのは70キロぐらい、住宅地

も回ったのでそれぐらいは出たそうですけれど

も、とにかく町なかにごみがないというのでび

っくりしていたそうです。それはやっぱり新庄

市を離れてからもその方は一生記憶に残ります。

記憶に残って、口から情報を発信します。そう

いうふうなまちにしてほしいんですよ、みんな

で。僕も手伝いますし、職員の皆さんも本気に

なって。そうすれば市民がついてきますから。

そうすれば子供が変わりますよ。そういう流れ

をみんなでつくっていただけないかなと思うわ

けです。 

  ごみの話はここまでにして、あと遊具の話な

んですけれども、本当にさっきも申し上げまし

たとおり、公園等の遊具は管理されていて非常

にいい状態でありました。そんなことはないだ

ろうと思いながら見回ったんですけれども、そ

んなことはありました。すばらしいと思います。 

  ただ、わらすこ広場はごらんになったことは

ありますか。あそこの遊具は買ってというか、

別のものにしてあげたほうがいいと思います。

ガムテープで、とにかく一生懸命補修をして安

全なように使ってもらっているんですけれども、

あれだとかなり無理があると思います。無理が

あるし、別の観点から、尾花沢市でもそういう

子育て支援スペースをつくりましたが、アイベ

とかアベサとかという、あそこにこの間行って

きましたけれども、当然できたばかりですので

遊具もきれいですし、集客と言ったらよくない

な、サービス度というかそういうのもよくなっ

ています。競合するというわけではないですけ

れども、エリアがダブっている部分もあると思

うので、わらすこの壊れた遊具、一生懸命修繕

しながら使っています。そういうのも頭に置き

ながら、子供の安全も当然一番に考えながら、

ぜひ交換してほしいなと思うわけでございます。

どうでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ただいまわらすこ広場の

遊具に関して御意見をいただきましたけれども、

たしかわらすこ広場につきましては10年近い遊

具という形になりまして、当時最新鋭といいま

すか、非常に珍しいといいますか、外国製の遊

具を設置したというふうに記憶しております。

当然、設置当初は使い勝手並びにおもしろい遊

具でもありましたし、非常に好評だったんです

が、やっぱり10年という経過もありますので、

こういう御意見いただきながら検討させていた

だきたいというふうに思っております。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 
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沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） いい遊具がいっぱい健

在で、大丈夫な遊具がいっぱいありますので、

それ以外の小さな遊具が２つ壊れたというか、

一生懸命使っているんですけれども、その辺を

かえていただきたいなと私は思います。ぜひよ

ろしくお願いいたします。終わります。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後３時３５分 休憩 

     午後３時４５分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

石川正志議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、石川正志君。 

   （５番石川正志議員登壇）（拍手） 

５ 番（石川正志議員） 皆様、お疲れさまでご

ざいます。本日の最終便ということになりまし

た絆の会の石川でございます。 

  新庄市はこれまで３年連続の豪雪に見舞われ、

除排雪に係る経費は莫大な出費となっておりま

す。 

  一方、市民生活を担保する市道の除雪に関し

ては、他市と比較しても十分な体制がとられて

おり、満足している市民も多いと認識しており

ます。 

  新庄市の定住促進を図る上で、雇用創出と同

様に大きな課題となっております雪問題、特に

今回は排雪に伴う水上がりを防止するため、ま

た、雪に対する市民生活の利便性向上のための

流雪溝の整備に関し市長と議論してみたいと思

います。 

  それでは、発言通告書に沿って質問いたしま

す。 

  まずは、流雪溝の水源となる水利権について

質問いたします。 

  現在、市内には国や県からの許可水利権と慣

行水利権が存在しております。慣行水利権に関

しては既得権が不明確で、冬期間の水争いなど

の残念な事案の発生の原因になっております。 

  新田川など河川の流量観測を初め、許可水利

権を取得するため取り組んでおられるようです

が、将来的に市内の流雪溝あるいは生活用水の

ための水源はどのように考えておられるか、お

聞きいたします。 

  次に、流雪溝本体の整備に関してですが、新

庄市は平成16年に、平成39年度まで総面積で

760ヘクタール、総延長90キロほどの流雪溝整

備をする旨の計画を策定されたと伺いましたが、

現在の進捗率はどれくらいなのかお伺いいたし

ます。 

  また、市内には５カ所程度の水上がり常襲地

帯があるとのことですが、今後の整備計画全体

の中にこれら５カ所を優先させたブロックごと

の整備はお考えかお伺いいたします。 

  計画のとおり90キロの流雪溝を整備した場合

に、建設にかかわる事業費はどれぐらい予定し

ておられるのか、また原資をどこに求めていく

のかもあわせてお尋ねいたします。 

  流雪溝整備のハード面に関し、最後の質問で

すが、水利権確保に関しても国や県、土地改良

区など関係機関と連携した取り組みが重要と考

えられます。また、流雪溝の整備についても、

国道を横断したり県道に設置したり、また土地

改良区の有する農業用水路とのリンクなどのケ

ースも想定されます。そのため、連携を密にし

た取り組みが同様に重要と考えられます。今後

どのような連携体制をとっていかれるのか、お

聞きいたします。 

  次に、国や県からの許可水利のもと、ある程

度流雪溝が整備された後、言いかえれば受益者



 - 83 -

が特定した場合の受益者負担についてお伺いい

たします。 

  比較の対象として適正かどうかわかりません

が、生産活動としての農業の場合、例えば農業

用水路整備に関しては国や県の補助に伴う市の

法定負担金のほか、地元、つまり土地改良区の

負担が発生し、組合員である農家は改良区の賦

課金として事業費を償還しております。さらに

その後の維持管理費も賦課金として改良区の維

持に充てられております。流雪溝の整備費用を

初め、水を流したりする維持管理費は将来的に

どのようにされているのか、市長のお考えをお

聞きいたします。 

  壇上からの最後の質問です。 

  今年度の施政方針にも掲げられております第

２次新庄市総合雪対策基本計画に基づき、流雪

溝、消雪施設、防雪柵の整備とあわせて表記さ

れております「流雪溝管理組合を育成し、協働

して雪対策に取り組む」という部分に関してで

ございます。 

  そもそも側溝の水上がりは、流雪溝の設計で

ないところに、通勤前の同じ時間帯に除雪機で

押されたかたい雪が大量に投棄されることが原

因です。私は、各町内の管理組合の役員さん方

はこの問題に対して大変苦労されていると認識

しております。前段の水源の確保や流雪溝本体

の整備は中長期的な課題でありますが、水系ご

との管理組合間の調整、例えば町内会ごとに作

業時間や作業に合わせた通水時間を柔軟に設定

するなど挙げられると思いますが、これは市と

して直ちに対応できることであると思います。 

  水が上がるたびに市の職員が時間外で対応し

ていくことは好ましくないことだと思います。

除排雪にかかわりどこまでが市の責任であるか、

あわせて協働の観点から市民の役割とは何かと

いうことを明確に示し、行政と市民が一体とな

って住みよいまちづくりを目指していくべきと

考えますので、この件に関し市長の見解を伺い、

壇上からの質問を終わります。 

  御清聴いただきましてありがとうございます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、石川議員の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  新庄まつりが終わりますと秋風が吹き、秋風

が吹くと同時に新庄には雪が降るわという話が

ちまたで聞こえるという、新庄にとっての雪と

いうのは本当に大きな課題だなというふうに思

っています。秋はどこに行ったのだろうかと思

いながら今の質問にお答えさせていただきたい

と思います。 

  初めに、水利権の取得についてでありますが、

流雪計画における水源といたしましては、平成

19年12月26日、国土交通省より初めて、最上川

からの水を毎秒0.6トン、１日最大で１万2,960

トンの取水許可を受け、市内の河川に供給して

おります。その際、最終目標である574ヘクタ

ールの整備計画を示し、最終的に必要とされる

取水量、毎秒３トンについて説明させていただ

いたことから、今後の流雪溝における段階的増

量・増水に対する新規の水利権取得については

一定の御理解をいただいたものと考えておりま

す。 

  なお、取水の条件である流雪観測や水質調査

を重ねつつ、長期にわたった水利権確保に向け、

支障ないよう取り組んでまいります。 

  また、最上川の水が供給された市内各河川か

らそれぞれの流雪溝エリアへの取水・導水整備

につきましては、今後、事業整備を行った上で、

水利権取得の拡大とあわせ整備を進めてまいり

ます。 

  ２点目の流雪溝の整備状況と今後の計画につ

いてであります。 

  第２次総合雪対策基本計画にします最終的な

事業量は、20のブロック数に総延長92キロメー
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トルの整備を予定しております。平成23年度末

の整備済み延長が46.6キロメートルであること

から、進捗率は51％、全体の約半分となってお

ります。 

  現在、常葉町から住吉町に至る地区の整備を

平成30年度の完成をめどに進めております。 

  御指摘にありました水上がり箇所を優先する

整備につきましては、これら地区の整備とは別

に並行する形で、その都度、改善策を実施して

まいりたいと考えます。 

  また、必要とされる事業費につきましては、

現在、実施中の工事費等から試算した結果、流

雪溝本体で１メートル当たり８万円程度を要し

ており、総延長45キロメートルで乗じた整備費

は36億円と推測されます。あわせて導水施設整

備等の事業費を加えますと、トータル50億円程

度が必要になると思われます。 

  整備手法としてはそのほとんどが補助事業と

して実施可能なものと考えてはおりますが、非

常に大きな事業費となっていることから、でき

る限り国・県の協力を得ながら取り組んでまい

りたいと考えております。 

  また、土地改良区など関係機関との連携につ

きましても、御指摘のように事業の成否を左右

する大きな要素であると考えております。そも

そも本事業は国・県を初めとする農林・建設両

部局の大きな連携から成立しており、今後にお

きましても一層の連携強化に努めてまいりたい

と考えております。 

  ３点目の流雪溝整備や維持管理費にかける受

益者負担に対する考え方についてのお答えをさ

せていただきます。 

  道路の除排雪においては、機械除雪を効率的

に配置し、冬期間における道路交通網の確保を

国道・県道と連携しながら除雪体制の強化に努

めてまいりました。しかしながら、機械除雪時

に自宅前に堆積された雪問題については、多く

の市民の御指摘を受け、機械除雪プラス流雪溝

として整備を行ってきたものであります。この

ことは、市民との協働による除雪体制の構築で

あり、今後においても強化すべきものと考えて

います。 

  このように流雪溝整備における目的は道路の

排雪を主としたものであり、副次的に宅地の雪

処理として御利用いただいているものでありま

す。そのため、現時点における受益者負担の徴

収については考えておりません。 

  今後、使用時間の延長など、流雪溝の利便向

上を図る段階において市民の皆様の御意見を伺

いながら検討させていただきたいと思います。 

  その背景には、県道における無散水消雪の歩

道があったり、あるいは国道における狭いとこ

ろの機械除雪があったり、市道における機械除

雪、それぞれの受益をする状況が非常に複雑に

なっているという状況があります。全て一律化

であれば受益者負担金というのを一律にかける

ことができますが、その辺を調査しながら検討

をしていきたいなというふうに思っているとこ

ろであります。 

  最後に、流雪溝利用における町内間調整につ

いてであります。 

  冬の安全で快適な暮らしを可能とする雪に強

いまちづくりを実現するためには、あらゆる雪

対策、プランを組み合わせ、雪に強い地域・町

内の集合体を構築すべきものと考えています。

そのためにこれまでの機械除雪の増強に加え、

流雪溝の整備や簡易除雪機の貸し出し、身近な

雪捨て場の確保などに取り組んでまいりました。 

  時代ごとに変遷する地域・町内ごとの雪問題

を単一の施策で解決するには限界があります。

そのため、まちづくり会議などで数町内から御

提案をいただいております流雪溝を含む総合的

雪問題を市と市民が共有し、考える場、組織化

について町内役員との懇談会を設けてまいりた

いと考えております。 

  特に流雪溝の水上がりについては、水系上、
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複数の町内における水利用などから発生してい

ることも多く、組織を利用した町内間調整が問

題解決の一翼を担うものと考えております。 

  次に、除排雪に係る市の責務の範囲というこ

とでありますが、冬期における市道を初めとし

た道路網の除排雪を行い、市民生活の安全・安

心な生活環境を確保し、また地域と連動する除

排雪体制の構築が行政の責務であると考えてお

ります。その上で、快適なまち環境を整えるた

めには、市民の御理解と御協力を得られなけれ

ばなし得ないものと考えております。 

  流雪溝を含むハードの対策と市民と連携した

ソフトの政策の双方により、真に雪に強い快適

なまちづくりを目指してまいりたいと思います

ので、御協力よろしくお願いします。 

  なお、昨年から、新庄市内における建設協会

の皆さんが新庄建設クラブを組織していただき

まして、行政と一体となって弱者対策も含め、

雪対策に乗り出していることも連携の一つだな

というふうに思っております。 

  また、貸し出しの簡易除雪機でありますが、

町内の中の事情が非常に複雑でありまして、誰

が管理するのか、誰の車庫に入れるのかと、そ

うしたことをもう一度貸し出す側のこちら側も

もう少し点検してまいりたいというふうに考え

ています。 

  また、地域との懇談会には職員の地域派遣制

度もございますので、真に区長さん方とそうし

た問題について話し合うと、本当の意見をもら

うということ、本音をいただくということが今

後の対策につながるものだというふうに思って

います。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。

よろしくお願いします。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） 質問に対しまして大変

丁寧な御答弁いただきまして、ありがとうござ

いました。 

  今市長に最後まで言われてしまいましたけれ

ども、確認の意味で二、三、再質問させていた

だきたいというふうに思います。 

  初めに、水上がり常襲地の改善という点でご

ざいます。流雪溝本体の整備計画とは別に、並

行した形で改善を進められていくという旨の今

御答弁がありました。 

  財政確保等、非常に厳しい中ではございます

が、このたびの最終日に審議されます補正の中

にも流雪溝の件がございましたが、本体工事よ

りもむしろ今、常に水上がりで困っているとこ

ろが五、六カ所ございますので、できるだけ早

い改善措置をお願いできればと思いますので、

その件に関しましてよろしくお願いいたします。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 全体計画におきましては、

先ほど市長答弁にありましたようにまだ51％。

それで、ほとんど国の補助制度を利用しながら

行っていきたいということで、社会総合整備補

助金ですか、年間で大体5,000万円程度の予算

をつけながらやっていきたい。先ほど言いまし

たように、今回、住吉町地域全体をまず終わら

せたいということで進めております。 

  それとは別に、今、議員のほうから御質問ご

ざいましたように、やはり毎年といいますか、

６カ所程度、市道の流雪溝におきまして水上が

りがあり、また職員も動員されながらそれに対

応していると。 

  その原因としましては、先ほど言いましたよ

うに一気に雪が流れてきて、あるいは水の温度

が低くて融雪ができないと、いろいろな要因が

あると思います。その中でそういうふうなもの

の部分的な解消といいますか、そんなものを進

めていきたいというふうに考えております。 

  その解消の仕方としては、流雪溝の上部から

下流まで全て検証しながら直せればいいんでし
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ょうけれども、やっぱりそれですとかなり予算

もかかるということで、例えば水上がり箇所に

ついてバイパス的によける水路が脇にあれば、

上がったときにそのバイパスを使って水を逃が

してやるとか、あるいは先ほど言いましたよう

に水の温度が低い、それから水が少ないという

ことで、その水が下流まで行かないというとこ

ろも一つあると思います。ですから、そういう

水上がり箇所の部分について、水が下流まで行

くような仕組みといいますか、そういうのも部

分的に６カ所のところに、まず、ことしやって

みたいと思います。その結果、その水が下流に

行ったときにどうなるのかというところは、そ

こからまた検証しながら、そういう部分的な解

消を図りつつ、先ほど言いました全体計画を

着々と進めていきたいと、そういうふうに考え

ております。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） 具体的で前向きな発言

いただきまして、非常に助かっているところで

ございます。 

  それで、今、協働という観点から第４次新庄

市まちづくり総合計画にも記載されております

けれども、流雪溝の管理組合の数でございます。

平成21年度現在で17組合、平成32年度までに30

組合にするという目標数値を設定して、今これ

から行政と市民とのかけ橋をつくられていくの

かなという市長の答弁がございました。それで、

答弁の中にございました、市と市民が問題を共

有し考える場、組織化について、これから町内

の役員さんとの懇談会を設けていくということ

でしたが、これはつまりそうした維持管理組合

の育成というような事業として捉えてよろしい

んでしょうか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 まちづくり総合計画に載

せました目標値30組合、この消流雪の全体計画

の中でいわゆる流線といいますか、そのブロッ

クが大体20から22、この計画で考えているわけ

です。ただ、それですと余りにも流線が長いた

めに、それをもうちょっと分割する必要がある

んだろうと。そういう水の流れの単位で大体30

組程度で管理してもらえればというふうなとこ

ろでの目標値だということであります。 

  それから、答弁の中で言いましたけれども、

懇談会ということですけれども、懇談会につき

ましては、まちづくり会議、市長と区長さん方

のまちづくりがあるわけですけれども、そうい

う中で、先ほど市長答弁にありましたように、

数町内からいろいろな提案をお受けしておりま

す。例えば一斉除雪とか流雪溝を含めた形の整

備とか、そういうものがあります。そういう中

で、その地域の雪対策について、流雪溝の問題

も含めてですけれども、地域でどんな形で雪対

策をすればうまくいくのかと。そういうところ

の行政側が何を支援できるのか、どんな環境整

備ができるのかと、そういう情報の提供、ある

いはこの地域の人方が何を望んでいるのかと、

そういうようなところの懇談会をしながら、地

域の人方がこういうことをするから、じゃ市は

こんなことをしましょうというふうな合意形成

といいますか、そんなものをつくりながら、そ

の地域、地域に合った手法といいますか、そん

なものを探っていきたい、そのための懇談会だ

ということであります。 

  また、今現在、そういうふうな形で提案のあ

った町内とお話はしているわけですけれども、

やはり町内のほうからも、自分たちだけでだめ

だと、上流もあれば下流もあるんだと、そうい

うふうな役員さん方も巻き込んだ形でやりたい

ということでの提案ももらっておりますので、

そういう形でまず進めていきながら、また、そ

ういう進め方といいますか、進んだ結果といい

ますか、そんなものを発信しながら全域に広が
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っていければなというふうな形で考えておりま

す。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） ありがとうございます。 

  今、課長もおっしゃられましたけれども、町

内会の実情、あとは市民サイドは何が欲しいの

かということを適切にそろえて、先ほども申し

上げましたけれども、例えば通水の時間であり

ますとか水量、できるだけきめの細かい対応を

お願いしたいなというふうに思います。 

  再質問で最後の質問になります。これが地域

と連動した除排雪体制の構築ということに当た

るかどうかわかりませんが、今の課長の御答弁

の中にも町内会で一斉除雪というような件にか

かわりまして１つだけお尋ねしたいというふう

に存じます。 

  受益者負担はとりあえず市道の除排雪に絡み、

宅地の雪は副次的なものであるので受益者負担

は求めないという御答弁がございましたけれど

も、やはりどうしても宅地の雪はこれからまた

市民の暮らす上で大きな障害となることが予想

されますので、それぞれ行政と市民が費用を負

担し合って、各町内会ごとの除排雪に取り組ま

れてはいかがかなとは思うんです。 

  それで、今承知している範囲で結構でござい

ますが、そういった行政と市民が一緒に一斉に

市民参加型で除排雪を行っているような先進事

例があればお伺いしたいし、今後、新庄市のス

タンスはどうされていくのかということもあわ

せてお伺いします。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 市長答弁の中にも除排雪

の市の責務といいますか、その範囲ということ

でお話ししましたけれども、まず道路整備、い

わゆる緊急に対応される道路の整備、生活する

ための道路整備、まずそれが一番の優先だろう

ということでございます。やはり宅地の雪は自

己の管理といいますか自己防衛といいますか、

そこに負うところが非常に大きいと思います。

ただこの２年、かなりの大雪でございまして、

やはり市民の皆様が自分の宅地の雪の処理に多

額のお金を使ったり、あるいは非常に困ってい

るということもございます。 

  そういうような観点からと、あとはやはり先

ほど一つの例として挙げました一斉除雪といい

ますか、そういうところで官民協働で行うとい

うことにつきましては、やはり地域の交流なり

あるいは地域の防災力の向上と、そんなところ

にも寄与するとは認識はしてございます。 

  そういう中ででございますけれども、最近の

豪雪におきまして住民にとって多額の除排雪費

用がかかる。それから、やはり高齢社会です。

ですから、ひとり暮らしの高齢者とかそういう

ものについては、いわゆる除雪を頼むすべもと

いうこともございます。そんなところの手配、

それから家と家がくっついている場合の雪おろ

しの隣家同士のいろいろ問題といいますか、そ

ういうのもございます。そんなものを解消、緩

和するためにも一つの有効な手段ではないのか

なと私は思っております。 

  具体的な例としてですけれども、村山市にお

きましても19年度より同種の活動が行われてお

ります。住民と行政がお互いの役割分担を明確

にした覚書を締結しているということで、村山

市の場合ですと住民と市と県、それがいろいろ

な役割ということで覚書をつくりながら実施し

ているようでございます。 

  内容的には、道路管理者の県が雪の積み込み

作業とかそれから安全管理、そういうものを行

っておりまして、市民、住民については排雪の

運搬費の負担、それから雪捨て場の確保、それ

から実際に雪をおろすというふうなところの協

力、それから市においては運搬路の除雪とかそ

れから臨時駐車場の確保とか、そんなところで、
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市民あるいは県・市ができる範囲の中の役割と

いいますか、その地域、地域で違うとは思うん

ですけれども、そんなところの覚書をつくりな

がらやっているようです。 

  経費的には、村山の一つの事業の例ですけれ

ども、総延長730メートルの県道沿いの、参加

戸数130戸の集落といいますか、そういう場所

で行ったところでは１戸当たり3,000円の拠出

をしてもらいながらの作業であったと、そうい

うふうに聞いております。 

  やはり新庄市におきましても、先ほど言いま

したように高齢社会を迎える中にありまして、

一斉除雪の取り組みについては町内会の計画等

が実施できるような環境整備、そういうものに

ついて今後、先ほど言いましたように町内の役

員さん、あるいは町内と相談しながら今後そう

いうふうなことが実施できるような形で検討し

ていきたいというふうに考えております。 

５ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

沼澤恵一議長 石川正志君。 

５ 番（石川正志議員） 非常に具体的でわかり

やすい答弁、ありがとうございました。 

  ぜひ我が市でも、最初は全市街地から始める

のは無理かとは思いますけれども、住民からの

要請も一部あったと承知しておりますので、そ

ういったところをモデルケースとして、新庄市

でも全域に広がるような協働除排雪をぜひどこ

かのタイミングで議会に提案していただければ

と思いますので、よろしく御検討いただきたい

というふうに思います。 

  以上で終わります。ありがとうございました。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

したので、散会いたします。 

  明日11日午前10時より本会議を開きますので、

御参集願います。 

  きょうは御苦労さまでした。 

 

     午後４時１５分 散会 

 

 



 - 89 -

平成２４年９月定例会会議録（第３号） 

 

 

平成２４年９月１１日 火曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

 
監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員

事 務 局 長 安 食 敬 二 



 - 90 -

選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会
事 務 局 長 沼 沢 充 広    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第３号） 

平成２４年９月１１日 火曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 髙 橋 富美子  議員 

２番 新 田 道 尋  議員 

３番 佐 藤 悦 子  議員 

４番 佐 藤 卓 也  議員 

５番 清 水 清 秋  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第３号）に同じ 



 - 91 -

 

平成２４年９月定例会一般質問通告表 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

７ 髙 橋 富美子 

１．教育行政について 

２．若者の経済的自立支援について 

３．子ども読書活動推進計画の策定について 

市 長 

関 係 課 長 

８ 新 田 道 尋 １．萩野地区小中一貫校建設の問題点を問う 
教育委員長 

教 育 長 

９ 佐 藤 悦 子 

１．中核工業団地内の市道廃止は問題だったのでは 

２．広域消防体制についての市長の見解を問う 

３．オスプレイ配備の重大な危険について 

４．福祉施設での事故防止のために 

市 長 

関 係 課 長 

 

１０ 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  なお、農業委員会会長星川 豊君より欠席届

が出ております。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１一般質問。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

  本日の質問者は５名であります。 

  質問の順序については、配付してあります一

般質問通告表のとおり決定いたしております。 

  なお、質問時間は、質問、答弁を含めて１人

50分以内といたします。 

 

 

髙橋富美子議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 それでは、最初に髙橋富美子君。 

   （３番髙橋富美子議員登壇）（拍手） 

３ 番（髙橋富美子議員） おはようございます。

市民・公明クラブの髙橋富美子です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

  ことしも新庄まつりに、新たな感動とともに

未来を担う子供たちの一生懸命な姿に心が洗わ

れました。この新庄まつりを通して親子のきず

な、地域のきずな、そしてさまざまなきずなが

また一つ強くなった気がします。大変ありがと

うございました。 

  それでは、通告に従いまして一般質問をさせ

ていただきます。 

  初めに、教育行政について３点お伺いいたし

ます。 

  １点目は、学校でのいじめ問題についてであ

ります。 

  大津市でのいじめ事件は社会に大きな衝撃を

与えました。文科省の調査によると10年度に自

殺した全国の小中高生は156人、その半数以上

の87人が原因不明とされているそうです。 

  将来を担う子供たちの健全育成のため、また、

保護者が最愛の子供を安心して学校へ通わせる

ことができる環境のため、新庄市におけるいじ

め対策についてお伺いいたします。 

  いじめの実態を正しく把握するために、アン

ケート等を通し、積極的な実態調査を実施され

ていますか。また、学校全体でいじめの兆候を

早期に発見できる体制の構築はどのように図ら

れているのかお尋ねいたします。 

  ２点目は、通学路の安全対策についてであり

ます。 

  本年４月23日、京都府亀岡市で軽自動車が集

団登校中の児童と保護者の列に突っ込み、３人

が死亡、７人が重軽傷という痛ましい事故が発

生し、その後も各地で登下校時の児童が死傷す

る事故が立て続けに発生しました。 

  平成24年版交通安全白書によると、昨年１年

間の交通事故死者数は4,612人で、11年連続の

減少となり、交通戦争と言われたピーク時の３

割以下となりましたが、負傷者数は今なお85万

人を超えているとのことです。 

  死者数の中で歩行者が占める比率が上昇して

います。交通事故死者数を状態別に見た場合、

2007年までは自動車乗車中が最多でしたが、

2008年以降は歩行者が自動車乗車中を上回り、

最多となるようになりました。 

  公明党は、20年前から通学路総点検を提唱し、
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子供たちの命を守るために全力で取り組んでま

いりました。亀岡市の事故などを受け、文部科

学大臣に対して通学路の安全対策についての緊

急提言を行いました。その結果、文部科学省、

国土交通省及び警察庁から全国に通知が発せら

れ、全ての公立小学校で緊急合同総点検が実施

されることになりました。新庄市においても緊

急合同総点検が実施されたと思いますが、総点

検の結果についてお伺いいたします。 

  次に、緊急合同総点検の結果を点検のための

点検に終わらせないために、目に見える諸対策

の迅速かつ計画的な実施を図るべきではないか

と考えますが、いかがでしょうか。 

  ３点目は、学校施設の非構造部材の耐震対策

の推進についてであります。 

  昨年発生した東日本大震災では学校施設にも

甚大な被害がありました。被害の状況を見ます

と、建物の柱やはりといった構造体だけでなく、

天井や照明器具、外壁、内壁など、いわゆる非

構造部材が崩落し、避難所として使用できない

ばかりか児童生徒が大けがをする事故まで起き

た例もあります。 

  地震など災害発生時において地域の避難所と

なる学校施設は、児童生徒だけではなく、地域

住民の命を守る地域の防災拠点であり、その安

全性の確保、防災機能の強化は待ったなしの課

題です。新庄市の学校施設耐震化率については

平成22年度末の47.8％から平成23年度末には

60.9％とすることができましたとありますが、

それだけでは児童生徒、地域住民の命を守る対

策としては不十分ではないのでしょうか。学校

施設の耐震化を進めるとともに、天井や壁など

の耐震化も早急に実施していく必要があると考

えます。 

  そこで、非構造物の耐震に係る点検や調査、

対策の現状はどのようになっているのかをお伺

いいたします。 

  続いては、若者の経済的自立支援についてで

あります。 

  近年、ひきこもり、ニートが増加の傾向と耳

にします。 

  ひきこもりの意味は時代とともに変化してい

るが、現在の厚生労働省では次のように定義し

ています。仕事や学校に行かず、かつ家族以外

の人との交流をほとんどせずに６カ月以上続け

て自宅に引きこもっている状態。時々は買い物

などで外出することもあるという場合もひきこ

もりに含めるとあります。ニートについては、

内閣府の青少年の就労に関する研究会の中間報

告によると、若年無業者を「学校に通学せず独

身で収入を伴う仕事をしていない15歳から34歳

の個人」と定義しています。また、ニートとは、

若年無業者のうち非求職型及び非希望型、つま

り就職したいが就職活動をしていない、または

就職したくない者としております。 

  新庄市において、ひきこもり、ニートについ

て把握はされているのでしょうか。されていな

いとすれば、地域に埋もれている対象者を掘り

起こす現状把握のための調査が必要と考えます

が、いかがでしょうか。 

  そして、このままの状態が続けば、将来的に

は生活保護など社会保障の対象にもなると考え

られます。悩みを抱える若者とその保護者への

就労・自立への支援相談を行う地域サポートス

テーションが県内には庄内と置賜にあります。

新庄市にもサポートステーション的な相談機能

が望まれると思いますが、この点について市当

局の考えをお聞かせください。 

  最後の質問は、子ども読書活動推進計画の策

定についてであります。 

  第４次新庄市振興計画、新庄市まちづくり総

合計画の中の重点プロジェクトである子育て・

人づくりプロジェクトの読書活動の推進により、

子供たちの豊かな感性と情操が育まれます。そ

のために第５次山形県教育振興計画後期プラン

に沿った計画実行が期待されるところでありま
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す。 

  昨年の９月定例会においても同じ質問をいた

しました。その際、教育長より、「子ども読書

活動の推進に係る基本的な施策を示し、子供た

ちが本に親しみ、自主的な読書活動に取り組む

環境整備を家庭・学校・地域が連携して進めて

きましたが、さらに読書活動の推進を図るため、

本市の場合は計画より実践がかなり進んでいる

状態ですが、子どもの読書活動の推進に関する

法律の努力義務でもありますので、子ども読書

推進計画の策定についても、関係機関・団体と

連携しながら検討していきます」との答弁をい

ただきました。間もなく１年が経過いたします

が、その後の策定状況についてお伺いいたしま

す。 

  以上で壇上からの質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、私のほうから髙橋市議

の御質問にお答えさせていただきたいと思いま

す。 

  学校でのいじめ、それから教育行政全般、通

学路の安全、学校施設の非構造部材の耐震化、

子どもの読書活動策定状況等につきましては教

育長より答弁いたしますので、よろしくお願い

いたします。 

  議員が申されました若者の経済的自立支援、

ひきこもり、ニート対策について把握されてお

りますかというようなことでありますが、非常

に難しいものだというふうに現場との話し合い

の中で考えております。個人情報であるという

ようなこともございますし、御家庭の中でどこ

までそれを公表できるかできないか、知人に漏

らしたい、漏らしたくない、そういう悩みが非

常に多いというふうにも聞き及んでおります。

非常にナイーブな問題だというふうに思ってい

ます。 

  ひきこもりやニートは、個人個人のさまざま

な要因により、学校や社会への不適応が起こっ

た結果、就学や就業、また求職活動することも

なく社会から引きこもっている状態を指してい

ると。原因がそれぞれ多様であるため、対応や

解決方法もそれぞれ異なるものとなり、その存

在把握については、本人やその家族が外部に働

きかけない場合は公的機関がその家庭に踏み込

むことが大変難しいという課題がございます。

こういう状況のため、実態把握は現状では実施

できておりませんが、自立に向け、それぞれの

状況に応じた対応策を講じているところであり

ます。 

  まず初めに、義務教育の過程で発生する不登

校児に対して、中学校卒業後も継続した見守り

と支援を行う「リスタートクラス」を実施して

おります。義務教育課程での不登校児のうち、

その後、進学も就労もしなかった要援護者に

「リスタートクラス」への参加の声がけをして

おります。市内の高校にも「リスタートクラ

ス」の存在を紹介する文書を送り、高校生活不

適応者に対しての周知をお願いしております。

クラスは15歳から25歳くらいまでの若者を対象

とし、同じような悩みを持つ者同士が専門の指

導員のもとで気軽に交流と勉強しながら精神的

な支援を受けることによって、孤立や引きこも

りに至らないよう図っております。社会体験と

して、市内の自営業店主の協力によるアルバイ

ト体験をさせていただくこともあります。また、

子供が不登校を経験した親同士がつながりを持

つ「気軽に話し合う会」というネットワークも

つくられております。 

  このほか、義務課程修了後に発生したケース

については、本人や家族からの相談に応じ関係

機関と連携しながら支援を行っておりますが、

公的機関に相談できずに年月を経て、最終的に

生活保護などの援助を検討しなければならない
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場合も想定されます。 

  議員からは、地域若者サポートステーション

的な都市型の相談機関の設置について御提案い

ただいております。本市におきましてもこの５

月に、思春期の若者を対象とした集いと悩みの

相談窓口である「まちかどカフェ（たまり

ば）」がＮＰＯ団体により開設されております。 

  悩みの相談口は行きやすいことが第一であり、

このようなＮＰＯなどの民間団体の活動と連携

しながら進めてまいりたいと考えております。 

  また、より早い自立につなげるためには、相

談機関による支援とともに地域での見守り、つ

ながりが重要であり、地域に密着して活動いた

だいている民生児童委員に地域の要支援者につ

いて日常の目配りをいただき、ここから市の関

係機関における相談業務やハローワークなどの

公的就労支援機関などにつなぎ、最終的には地

域で見守っていただける体制をつくることが新

庄市規模の自治体ではより効果的な対策と考え

ておりますので、よろしく御理解賜りますよう

お願いいたします。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、私のほうから教育行

政についてお答え申し上げます。 

  まず、第１点目のいじめ問題についてであり

ます。 

  市では、いじめ問題等への対応策の第１とし

て、心の教育の推進を大前提にしたいじめを出

さない学校づくりであることを繰り返し答弁さ

せていただきました。 

  もう一つの対応が早期発見・早期対応であり、

そのポイントの一つとなるのがアンケート等に

よる実態調査であると捉えております。 

  このたびの大津市のいじめ事案に際し出され

た平野文部科学大臣の談話にありましたが、い

じめは決して許されないことだが、どの学校で

も、どの子供にも起こり得るものというスタン

スで、学校がいじめを隠すことなく、また発見

した担当だけが抱え込むのではなく、学校全体

が組織的な対応を行うよう指導を行っていると

ころであります。 

  具体的な調査活動としては、小学校では年２

回程度、中学校にあっては年３回から４回程度、

悩み調査とかあるいは教育相談の事前調査のよ

うな形でアンケート調査を行い、子供の抱える

悩み等を把握しています。最近はＱ－Ｕテスト

などの学級内の人間関係や学級経営の成果を調

べるテストもほとんどの学校で導入していじめ

などの発見や仲間づくりや望ましい学級集団づ

くりに活用しています。 

  また、年１回、６月に市教育研究所の生徒指

導主任主事会による学校生活アンケートを無記

名で実施し、いじめなどについて、その把握と

ともに子供自身に考えさせる機会としています。 

  次に、学校全体でのいじめ等の発見と早期対

応の体制構築についてですが、先ほど御説明し

たような定期の調査活動を行っています。何よ

りも教員が日々アンテナを高くし、可能な限り

子供と向き合う時間を多くしながら子供一人一

人の変化や成長を見届けることがポイントにな

ると認識しております。毎日担任が時間をやり

くりしながら子供とノートをやりとりする生活

ノートなども子供の小さな変化を探る実践の一

つであります。 

  また、いじめに悩む子供を発見した担任がそ

の情報を１人で抱え込まずに管理職を含め周り

の教員に報告すること、さらにはそれを職員会

議や学年部会等で共有する場を持つなどの体制

づくりなどにも努めているところであります。 

  いずれにいたしましても、当該の子供のつら

さを全職員が共有し、校長がリーダーシップを

とりながら学年団を中心に組織的に対応してい

く体制づくりの構築の大切さについて校長会等

の場で確認しているところであります。 
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  ２点目の通学路の安全対策についてでありま

すが、京都府亀岡市などで発生した登校中の児

童等が巻き込まれる事故を受けて、文部科学省、

国土交通省、警察庁では相互に連携し、通学路

の緊急合同総点検を実施することとなりました。 

  本市では、５月29日、６月21日、７月17日と

18日に市内各小学校と関係機関の担当者が合同

で安全点検を実施いたしました。 

  保護者等の協力を得て各小学校で抽出した危

険箇所53カ所のうち13カ所について子供の視点

に立って現場を確認し、その安全、対応策につ

いて検討を行いました。点検結果の内容は、学

校による対策が必要とされた箇所が８カ所、道

路管理者による対策が必要とされた箇所が12カ

所、警察署による対策が必要とされた箇所が５

カ所となっております。 

  これまで既に対策を講じ、安全を確保してい

る箇所もありますが、未対策及び点検未実施の

箇所についても順次進めていく予定であります。 

  また、あわせて、みずからの危険を予測し、

自分の身を守るための交通安全教育の強化と安

全指導を徹底しながら児童の安全を守ってまい

りたいと考えております。 

  ３点目の学校施設の非構造部材の耐震対策に

ついてであります。 

  新庄市の学校施設耐震化事業につきましては、

議員のお話しのとおり年次計画の見直しを行い

ながら平成27年度の耐震化率100％を目指し推

進しているところであり、昨年度末時点での耐

震化率は60.9％となっております。 

  今後も建物が倒壊または崩壊する危険性をな

くすることが生命を守る最も必要不可欠なこと

として、早期の耐震化を図っていきたいと考え

ております。 

  全国的にも建物構造体の耐震化が進んでいる

一方で、地震の際に天井や壁、照明器具等の落

下や転倒による人的被害等の発生、すなわち非

構造部材の耐震化について課題となっていると

ころです。非構造部材は、天井材、内装材、間

仕切壁、照明器具、放送機器、書棚、収納棚、

配管、窓ガラス、外装材など多種多様であり、

部材によっては耐震対策工法が十分に確立され

ていないものもあります。文科省でも調査研究

協力者会で対応を検討しており、平成26年３月

末までに対応策をまとめるとしております。 

  現在、新庄市では、学校職員による日常的な

点検と教育委員会職員による随時の点検や建築

基準法に基づく定期調査報告により危険箇所を

察知し、状況に合わせて対応をしているところ

です。建物及び施設の老朽化や劣化などともあ

わせながら点検対策の体制づくりを進めていき

たいと考えております。 

  最後、子ども読書活動推進計画の策定状況に

ついてであります。 

  本市の子ども読書活動の推進につきましては、

まちづくり総合計画において心の教育の充実と

して「読書活動の推進により子供たちの豊かな

感性と情操を育むこと」を重点施策として位置

づけており、家庭・学校・地域が連携しながら

進めてきたところでございます。 

  県においても、平成23年12月に策定されてお

ります第２次山形県子ども読書活動推進計画の

基本方針の中の１番目に「家庭・地域・学校を

通じた社会全体での子どもの読書活動の推進」

が掲げられておりますが、本市の読書活動につ

きましては、特に学校区ごとにあります読み聞

かせ団体による読み聞かせは、ほとんどの学校

で既に定着してきております。また、小中学校

における朝読書や、中学生が小学生に対して読

み聞かせを行うなど、県内でも先進的な取り組

みを行ってきたところでございます。 

  御質問の子ども読書活動推進計画の策定に向

けましてさらなる読書活動推進を図るため、今

年度は読み聞かせサークルの情報交換、発信の

場として新庄市読み聞かせサークル連絡会を立

ち上げ、それぞれの団体の活動状況など意見交
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換を行い、サークル間の連携を深めたところで

す。学校図書館読み聞かせボランティア等、協

力団体と連携しながら、子ども読書活動推進計

画の策定に向けて全体的な骨子を計画し、順次

取り組んでまいります。以上でございます。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） それでは、再質問を

させていただきます。 

  初めに、アンケートのことを今教育長より御

答弁がありました。小学校は年に二、三回、中

学校は年に三、四回というお話でしたけれども、

このアンケートを通して、そこからいろいろな

問題が出てきていると思うんですけれども、そ

れについてはどのように対処されているんです

か。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 御質問にお答えします。 

  今議員から質問していただいたアンケートで

すが、各学校でとり行っているアンケートであ

ります。どの学校もそのアンケートをもとにし

て悩み調査とかそういうふうなところのアンケ

ートなんですが、もしいじめ等が確認されたと

きには当然すぐ本人あるいは周囲のところに確

認をして、もし事実があったとすれば、それは

必要な対応、対策、家庭への連絡等も含めてで

すけれども、行っております。その結果につい

ては月１回の委員会のほうに報告ありますので、

その報告を求めているところです。以上です。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） 月に１度学校から教

育委員会のほうに報告があると聞いております。

７月までに中学校で１件いじめがあったと聞い

ておりますが、８月はなかったということでし

ょうか、お伺いします。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 ８月のところは次の、い

わゆる翌月の５日締め切りというふうになって

いますので、今処理を行っている、取りまとめ

を行っているところであります。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） アンケートについて

なんですが、子供さんたちは教室の中でアンケ

ートを書かれると思うんですけれども、そうし

た場合、例えばいじめられているお子さんが一

生懸命書いているとします。するとやっぱり周

りの子供さんが「そんなに長い時間書いている

なら、あの子、いじめられているのかな」なん

ていう心配も出てくるのではないかなと思うん

ですけれども、そういったところをアンケート

の内容というか、一律になっているんですか、

お願いします。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 今、議員がおっしゃられ

たところが本当に学校としては配慮というか、

注意を要しているところで、本当に今御指摘あ

ったところにならないようにということで、い

じめとか悩みがない生徒も何かかにか書くよう

な、同じくらいの時間を、あるいは例えば「い

じめについてどういうふうに思いますか」とか、

そういうふうな項目等も設けながら、御心配い

ただいているような「隣の生徒が何か書いてい

るな」とか、そういうふうにならないように、

特に本当にそこら辺は十分に注意して、配慮し

てこのアンケート等の調査をしているところで

す。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） 安心しました。あり

がとうございます。 

  それでは、いじめの兆候があった場合の対応
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というか、そういう観点からなんですけれども、

平成19年に小中学校で16件、また平成23年では

５件のいじめの報告があったと聞いております

が、そのときの対応についてお伺いしたいと思

います。被害者というか、その保護、また加害

者への措置とかあと両者の心のケア、また再発

防止に対してはどのように徹底されたのかをお

伺いしたいと思います。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 23年度の文科省の調査へ

は５件というようなことで報告をいたしたとこ

ろです。 

  内容的には、冷やかしとかからかいとか悪口、

あるいは嫌なことを言われる、仲間外れ、無視、

あるいは軽くぶつかられる、遊ぶふりをしてた

たかれるとか、そういうふうな対応の中身であ

りました。この５件は全部、今年度入ってから

も含めてですけれども、解消というような形で

報告のほうはいただいているところです。 

  先ほども申しましたけれども、学校のほうで

は本当にそのケース、ケースに応じて必要な対

応を迅速にとっておりまして、ずるずるという

ふうな指導にならないようにというようなこと

で配慮をしているところです。必要なところに

はもちろん、被害者あるいは加害者のところに

も家庭訪問をしたり、あるいは事前に保護者に

来てもらって双方の話し合いを設けたりとか、

あるいは本当に子供が心にダメージを受けてい

るようなケースにはスクールカウンセラーの配

置なんかもありますので、スクールカウンセラ

ーに入ってもらったりとかそういうふうな対応

をしているところです。以上です。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） 先ほど教育長のほう

から心の教育というふうなお話が何度もされま

した。道徳的なこととかさまざまわかるんです

けれども、具体的に小学生に対して、また中学

生に対しては対応の仕方というか、教育につい

ての中身が違うといったら変ですけれども、ど

のような形で教育についてされているのかをも

う一度お願いしたいと思います。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 中身的には、基本的には

心の教育というようなことで、例えば道徳の授

業では、いじめそのものを題材に上げるいわゆ

る副読本などの資料がございます。そういうふ

うなもの、あるいはそれは小学校の低学年用、

中学年、高学年、あるいは中学校と、扱う題材

というか主題はいじめなんですけれども、それ

に学年に応じた資料を選びながらそういうふう

な指導をしているというようなところがあると

思います。 

  あわせて、これも心の教育の一つだと思うん

ですが、いわゆる小中一貫のところで本当に学

年間の交流等をすることで心を育てるというふ

うな活動が新庄市ではこれまでも行われてきて

いますし、これからも進めていくというような

形で考えております。 

  例えばきのうの議論の中でも話があったんで

すが、いわゆるボランティア活動を小中の子供

たちが一緒に行って評価をしていただくことで

自己有用感を育てるとか、そういうふうな心を

育てることがお互いを、もちろん自分もそうで

すけれども、大事にする、あるいはほかの人も

大事にする、そういうふうな心を育てることが

究極的にはいじめの対応になっているのかなと

いうふうに思っているところです。以上です。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。本当にあってはならないいじめですけれ

ども、いじめられる側からいじめる側になり得

る状況でもあるというふうにも聞いております。
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本当に私たちが子供に安心を与えられるような

大人になれば、子供たちは大人を信じて、また

教師を信じて、もしかしていじめられたとして

もすぐに助けを求めてくると思います。これか

らもよろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、続きまして通学路の安全対策につ

いてお伺いします。 

  今、危険箇所53カ所とか数字をいただいたん

ですけれども、その中でも最も危険な箇所とい

うのは、私も全体は把握していないので、どの

辺が一番危険な箇所だったんでしょうか 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 最も危険な箇

所というふうなことでございますけれども、各

学校区においてそれぞれいろいろな状態がござ

います。状況によりましては、例えば道路が狭

くて交通量が多いとか、それからいわゆる歩道

との区分、その辺のところが明確になっていな

いとか、それから特になんですが、交差点の部

分、いわゆる車両が通過するときに歩道のほう

まで迫り出してくると、そういうふうな部分、

さまざまございますけれども、各学校区によっ

てそれぞれあるようでございます。以上です。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） あと、路線バスで通

学されている箇所もあると思うんですけれども、

その停留所がありますけれども、その安全性と

いうのはどうでしょうか。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 路線バスにつ

きましては、民間の山交さん、それから市のほ

うでは市営バスを運行しております。それぞれ

の事業者で停留所ごとに安全を確保するような

体制をとっております。 

  用地的に大丈夫な部分につきましては、バス

の停留所を車道からちょっと拡幅して設置する

と。そういうふうなことができない部分につき

ましては日常的に点検し、そこが停留所である

ということがはっきりわかるような、そういう

ふうな対策が講じられているものと思います。

以上でございます。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） わかりました。 

  あと、続いて非構造部材の耐震対策について

ですけれども、市内の小中学校、全学校を

100％点検されたのでしょうか。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 非構造部材の

耐震化につきましては、先ほど教育長のほうか

ら答弁ございましたように、文部科学省のほう

でいわゆる専門家の協力者会議、これを設置し

まして、来年度25年度末までその対策を取りま

とめるというふうなことになっております。 

  非構造部材の耐震化の進め方につきましては、

平成22年３月に文部科学省で耐震化のガイドブ

ックというふうなものを出しております。この

中に学校で行う部分、それから設置者である教

育委員会、管理している教育委員会で行う部分

のいわゆる点検対策マニュアルございます。こ

のマニュアルに従って点検、チェックしながら

その対策を図っていくというようなことになる

わけでございますけれども、この部分について

は、やはり昨年の東日本大震災等もございまし

たので、このガイドブックになくても、これま

で学校、それから委員会としても施設の目視等
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を行いながら点検を図っているということでご

ざいます。 

  なお、今年度につきましては、先ほどの協力

者会議の中間取りまとめというふうなことで先

週出されております。とりわけ屋内運動場、体

育館のほうをまず優先にというようなことがご

ざいまして、そのことも受けまして、教育委員

会としては先ほど申し上げました耐震化ガイド

ブックのマニュアル、これに基づきまして、学

校と協力しながら早急に実施してまいりたいな

というふうに考えております。以上でございま

す。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） 命にかかわることで

もあると思いますので、さまざま優先順位ある

と思いますけれども、よろしくお願いしたいと

思います。 

  それでは、ひきこもり、ニートについて再質

問させていただきます。 

  先ほど市長より御答弁いただきまして、本当

に把握するのも個人情報とかさまざまありまし

て大変だとは思います。でも、なおかつやっぱ

り苦しんでいる人をそのままにしておくことは

できないと思います。なので、やはり相談しや

すいような窓口、あるということを知っている

人は知っている、知らない人は知らない、そう

いうところもあると思います。私もそういう方

に出合ったことがあるんですけれども、学校の

教育相談の方、また福祉事務所の相談員の方、

また地域の民生委員の方も一人一人のことを思

って本当に一生懸命に対処していただいており

ます。そんなことから、気軽にそういうところ

に足を運べるようにすることが必要なんじゃな

いかなというふうに思います。その点はいかが

でしょうか、お願いします。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ひきこもり、ニート対策

の窓口ということでございますけれども、先ほ

ど髙橋議員よりニート、ひきこもりに関する定

義についていろいろお話しいただきました。今、

全国的な状況としましては、定義の仕方で人数

は変わるんですが、ニートに関しては33万人程

度だろうと、それからひきこもりについては70

万人。これらは35歳以下の方々ということにな

りますので、これ以降の方々、35歳以上の俗に

中年ニートという形になりますが、この方々に

対しては既に50万人程度に達しているだろうと

いうふうな予測もされております。ただ、先ほ

ど答弁でも申しましたように実態がなかなかつ

かめないと。家族状況もございますし、こちら

からその人がそうなのかというふうな部分での

調査もなかなか行けないものですから、実際、

相談もしくはいろいろな状況把握の中での数値

ということでございます。 

  ただ、いずれにせよ現状の若年層の就労問題

も含めまして、非常にそういう数値が現在ふえ

てきているというところをまず確認していただ

きたいというふうに思います。 

  それを受けまして、新庄市としても今いろい

ろな対策を講じておりますけれども、やはり相

談しやすい窓口、これをまず検討していかなけ

ればならないというところは同じ認識に立って

おります。ですから民生委員、それからいろい

ろな相談体制をとっておりますけれども、少な

くともまずその方々に対してひきこもり、ニー

ト、それらに対する方策、これらをまず共通認

識を持っていただくと。そしてさらには、いろ

いろ対策はございますけれども、統一の対策で

まずやっていこうというふうなところでこれか

ら検討といいますか、対策を講じていくという

ふうな考えではいるところでございます。 

  相談に来る方に対してはある程度対応はでき

るんですが、やはり一番大きな問題は、相談に

もなかなか来れないで時間が過ぎてしまって、
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気づいたときには生活保護といいますか、いわ

ゆる最終的なところで措置しなければならない

というふうな状況もございます。ですから早目

に地域の民生委員の方とかそれから近隣の方々、

今回は地域の取り組みというふうなのは近年取

り組んでおるわけですけれども、そういう情報

交換をしながら、早目に各世帯の状況をつかん

で、そして関係機関へ持っていくというふうな

体制も早目に構築したいものだというふうに思

っております。 

  明確には相談窓口、まだ明示できないという

部分の弱点はございますけれども、そういうふ

うな方向で考えているというところでございま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） 大変前向きな対応と

いうことを考えられていらっしゃるようなので、

本当に一日も早くそういう窓口を立ち上げてい

ただきたいなと思います。 

  最後になりますけれども、いじめの撲滅に当

たっては、教育委員会が本当に毅然とした態度

で学校指導、また監督をしていただきたいと思

います。新庄市からは本当にいじめはない、そ

ういう宣言できるような市として、皆さんとと

もにやってきたいと思いますので、今後ともよ

ろしくお願いします。 

  以上で質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４３分 休憩 

     午前１０時５３分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

新田道尋議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、新田道尋君。 

   （１５番新田道尋議員登壇）（拍手） 

１５番（新田道尋議員） それでは、ただいまよ

り萩野地区の施設一体型小中一貫教育校につい

て質問をさせていただきます。 

  本事業は、平成22年５月、新庄市立小中一貫

教育校基本計画策定委員会を立ち上げまして、

平成24年３月の完成を目指し、基本設計の策定

についての会議が始められております。 

  以後、多くの日数をかけ、基本計画策定委員

会を初めカリキュラム編成部会、施設設備部会、

一貫教育推進協議会、公募型プロポーザル審査

委員会などなどにおいて協議を重ねて、現在実

施設計に至るまでに近づいているように見受け

られます。一部の什器・設備の選定等を残すの

みというふうに聞いております。 

  本日の質問は、私が今までに推進協議会また

は議会、全員協議会において説明を受けながら

問題点を指摘したことで、どうしても理解しが

たいこと及び明確な裏づけがない、答えになら

ない答えがあったものをもう一度拾い上げたも

のであります。したがいまして、全て私が出席

した会議で発言した意見で、真新しいものは一

つもありません。 

  答弁は非常に簡単で、前に言ったことをもう

一度繰り返すだけになるというふうに思ってい

ますが、同じことを何回もくどい質問だと思う

方もいるかと思いますが、教育委員会からの誠

実な答弁があれば、一般質問という形をとる必

要がなかったわけですが、今もって私の頭の中

で整理がついておりません。後々市民サイドか

ら、なぜ、どうしてなどの疑問点、問題点を指

摘されたときに、ああそうだったのかと皆さん

が納得できるように会議録にしっかりと載せ、

問題点をいつでも、誰でも見開きできるように
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ということから今回の一般質問に至った次第で

あります。 

  「おのれの辞書には不可能という文字はな

い」ナポレオンのこの言葉でありますが、予算

がない、財政が厳しい、時間がもうないなどと

言ってできない理由を多く積み重ね、最後にで

きないという結論を出してやめてしまう、それ

で一安心する。この「できない」という結論を

出すのが一番簡単で、楽で、早い結論で、責任

回避主義でもあります。 

  私は、多少であっても可能性があれば可能性

を求めて挑戦すべきというふうに思いますが、

どうでしょうか。前進・改革はチャレンジする

ことから始まると考えますが、本事業の基本計

画、基本設計の一連の流れを見ていると、そう

いうふうな努力の跡が私には全く見えないので

あります。 

  私が最初から強く意見を述べてきたことは、

ゾーニングの問題であります。地区公民館での

協議会においては、仮設費がかかることと、建

設期間中の生徒の安全確保及び騒音の軽減を考

慮した場合、現在地への建設は思わしくないと

いうことで反対側の北側を適地としたい旨の話

があったわけであります。教育委員会のホーム

ページを開いてみますと、このことは平成23年

10月27日の会議録にも載っておりますが、当日

の会議の内容から、もうこの時点で既に配置が

決定されたというふうにも読み取れるわけです

が、この点が最も大事なことでありますので、

萩野地区施設一体型小中一貫教育校についての

最大の問題点、これが私の通告の第７番目に、

基本設計が実施設計に決定した時期と最大の理

由と記しております。この項目は、最高責任者

である山村教育委員長より答弁をお願いしたい

と思っております。教育長が答弁を用意してい

るとすれば、ぜひこの部分だけを除いて委員長

にバトンタッチしていただきたい。建設する位

置によっては建設費、維持管理費、使い勝手等、

大きく動いてきます。 

  それからもう１件、委員長からお答えいただ

きたいことは、最後に決定する機関はどこです

かということであります。この２点をよろしく

お願いいたします。 

  推進協議会それから全協、双方で何回も意見

を述べてまいりましたが、当初提示された設計

素案からほとんど変更がなされていない、これ

は一体どういうことなのか不思議でならないの

であります。きょうが意見を述べる最後の日と

なると思いますので、的確な答弁をお願いいた

します。 

  以上で終わりますが、内容によっては再質問

をさせていただきたいと思います。できるだけ

そのようなことがないように、一発でひとつ決

めて御回答をお願いしたいというふうに思いま

す。 

  壇上からの質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、新田市議の萩野地区小

中一貫校の御質問についてお答えさせていただ

ます。 

  萩野地区小中一貫教育校の建設計画につきま

しては、平成22年度より新庄市立小中一貫教育

基本計画策定委員会を設置し、約２年をかけて

基本計画をことし４月に制定したところであり

ます。策定委員及び部会員のメンバーとして、

学識経験者、市内小中学校の教員、萩野中学校

区の小中学校ＰＴＡなど多くの方々の御協力を

いただきながら進めてまいりました。 

  また、萩野中学校区の住民の皆さんが参加い

ただいている萩野地区小中一貫教育推進協議会

を５回開催していただき、現萩野中学校地に建

設することの決定、建物配置、レイアウト等の

素案、目指す小中一貫教育校の学校像、４・
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３・２の教育システムなど、基本計画、基本設

計の途中経過などを御説明し、要望や意見を伺

いながらまとめさせていただきました。 

  現在は実施計画の策定及び実施設計に着手し

ており、これまで同様、地元の皆様の御協力を

いただきながら十分協議の上、計画を進めてい

きたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

  なお、具体的事項については教育長より説明

させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、具体的な内容につい

てお答え申し上げたいと思います。 

  まず最初に、建設場所についてですが、建設

期間中の既存校舎及び屋内運動場の利用を前提

として敷地北側・東側・南側の３案を提示しま

して、策定委員会や推進協議会の場で地元の皆

様方からも意見をいただき、教育委員会でも検

討いたしまして、それぞれ案の長所・短所はあ

りますが、敷地の有効利用と児童生徒の安全を

考慮し、敷地北側に配置することでそういうこ

とで進めることで設置者であります市長が決定

をしております。 

  教育委員会の立場としましては、契約の締結

権がないというふうなことで、建物の建設等、

基本設計あるいは実施設計については市長が発

注をすると、成果品も市長が納めるというよう

な形で、教育委員会の立場は、それに対してい

ろいろな意見を申し上げるというふうなことで

ありますので、先ほど委員長が質問に対して答

えるべきだというような部分については、委員

長の権限外になるのかなというふうに思ってお

ります。 

  また、グラウンドですけれども、現在の萩野

中学校のグラウンドより若干狭くなりますが、

学校の授業、部活で利用する中では、時間割の

配分等で十分に利用可能と思われます。ただし、

スポーツ少年団や保護者会練習、中体連大会な

どの活動では時間帯が重なることもあり、泉田

小学校跡地を活用していきたいというふうに考

えているところです。 

  また、冬期間の堆雪場所としては現在の敷地

内で対応することを前提として考えており、現

時点で隣接地を買収し、用地を拡大する考えは

ありません。 

  堆雪場所につきましては、市内のどの小中学

校でも同じように駐車場やグラウンドを利用し

ております。現在でも堆雪した雪についてはそ

の時期と融雪状況を見ながら排雪を行っている

ところです。 

  校舎アプローチの融雪については、地下水の

温度を利用した無散水消雪と木質系ボイラーに

よる融雪など、その仕組みや熱源の確保につい

て現在詳細を検討しているところです。 

  御質問にある地下水の保有量についても大き

な判断材料と考えていますので、十分検討した

いと思っております。 

  建物屋上については平らな屋根になっていて、

積雪２メートルに耐えられるよう設計していま

す。 

  また、雪庇対策としては、先進の施設や雪氷

防災研究センターなどの専門機関からも情報を

いただきながら、軒先の形状など、構造的に雪

庇ができにくいものとするよう詳細を検討して

いるところです。 

  雪冷房や木質ペレット暖房、地中熱利用ヒー

トポンプ冷暖房など、再生可能エネルギーの導

入については、その設置コストやランニングコ

ストと技術的内容を実施設計の中で検討してい

る最中です。導入システムの種類を多くするこ

とは管理を複雑にすることから、いずれかの選

択にならざるを得ないと考えております。 

  太陽光発電については、30キロワットの発電

容量パネルと15キロワットアワーの蓄電池の設
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置を計画しています。冬期間の状況も考えなが

ら、屋上屋根もしくは壁への設置方法、角度等

についても検討しております。 

  現在進めている実施設計については、施設設

備機器や仕上げなど詳細を検討しながら、部分

的には変更する箇所も出てくるかと思いますが、

皆様より御理解、御了承を得ながら策定しまし

た基本計画、基本設計に基づいて進めていきま

すので、よろしくお願い申し上げます。以上で

ございます。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 再質問しないようにと

いうふうなことでお願いしてあったんですが、

やはり私の想像どおり、今まで教育委員会側と

して、私たちのほうに説明、回答したものと全

く違うものがないと、同じであったという結果

でございますが、総体的に申し上げますと、ほ

ぼ最終決定のほうに行っているとは思うんです

が、なかなかこれでいきますよというようなこ

とも一回もまだ申していないわけですから、そ

れだったら、これで決まったんだよというふう

なことを言ってもらいたかった。だから、いつ

までも尾を引いて、あれだこれだといつも言っ

ていなければならない。 

  それから、全体的な問題で、要するに我々示

した計画、基本計画、最後によこしたこれです

ね。この冊子に載ったものは動かすことはあり

得ないというふうなことを今教育長が言ったよ

うに私はとりました。一部はまだ猶予があるん

だと、手直しができるんだということも市長の

言葉からも拾えるんですが、どこでこれ、決ま

りつけるんですか。 

  それから、もう一つは、最終決定は私どもに

権限がない、市長が決めるんだと、こんなこと

は聞かなくたって最初から理解しています。た

だ、いろいろなものを検討する機関としては、

教育委員会がやるんでしょう、やらなきゃなら

ないんでしょう。いろいろな会議をつくっては

やっていますけれども、それは意見を取り入れ、

調整する場であって、決定機関ではないという

ふうに私思っているんですが、どうですか。そ

うでしょう。広く意見を聞くためにいろいろな

会を設けたというふうに私は捉えているんです

が、違いますかね。それをどこで最終的に練っ

て、どういうふうな進言を市長にするのかとい

うことじゃないですか。ですから、権限がない

んじゃなくて、なくとも、最終決定される意見、

資料というものは教育委員会が総まとめで上げ

るんでしょう。それで会議の中で市長なんか出

てこないんじゃないですか。だって教育委員会

の会議を拾ったって、何も市長の意見がこうあ

ったなんて一言も書いていないしね、どこに行

ったって出てこないと思うんですよ。ですから、

策定委員会であろうと編成部会であろうと、施

設部会、全てのものが最後には教育委員会の会

議の中でやるんでしょう、取りまとめるんでし

ょう。違う。そうでしょう、権限は別として。

これは最終的にないなんて、そんなの当然一番

最初にわかるというんです、そんなことは。 

  ところが、いいですか、ホームページを引っ

張り出してずっと記録を見てみますと、私が言

っているゾーニングの問題なんか特に何も会議

の中に出てこない。当初から今、教育長が言っ

たように３案、要するに東・北・西、現在地の

考えは最初のスタートからないんです。これは

どうしてですか。おかしくないですか。 

  もう一つ、私が主張している現在地でやれと

いうのは、コストを下げるために言っているん

ですよ。あなた方は逆にコストがかかると言っ

ているが、私は下がると。なぜか。通路もプロ

ムナードも何も要らないんですよ。消雪もする

必要もない。井戸も掘ることない。いろいろな

経費の節減が出てくるんですよ。いいですか。

私が拾ったのは、まず、校内に３本道路とって

しまう。それでグラウンドを狭くしている原因
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だ。それから今あるグラウンドをみんな壊すこ

とになる、建物建てるからグラウンドがだめに

なるんでしょう。また新たに今度、排雪設備整

った、何億かかるかわかりませんが、新たにグ

ラウンドをつくらなければならない。それは無

駄があるでしょう。 

  それから、前の庭、苦労してつくっているん

ですよ、父兄と生徒で一緒になって何年もかか

って。あれを皆壊すことになる。それから、50

年は耐用年数からいってもたせるんでしょう、

もつんでしょう。恐らくそのぐらいだと思うん

ですが、その間にどのぐらいの経費が、維持管

理費、ランニングコストがかかるんだという計

算はやりましたか。私が言いましたね、計算し

てみる必要があるんじゃないかと。次長に私言

ったはずですけれども、後でそれ答えてくださ

い。やらなければならないと思いますよ。50年

間の全部のランニングコスト、それからボーリ

ング代、消雪設備等々をやったのとやらないの

と、その差を出して、どっちがよりいい方向に

行けるかということを検討しなければならない

と私は思うんです。 

  だから、私も言ったことはどこにも出てこな

いです、会議の中に。皆さんの意見を聞きなが

らとは言ったものの、どこにも生きてきていな

いし、基本計画の中にどこも変わってきていな

いんですよ。だから私は不思議だと、聞きたい、

言ってください、何かありませんかと。みんな

を集めて聴取しても、どこも変わってこないと

いうのはどういうことかというふうに言ってい

るんですよ。 

  それで、もう実施設計というのは決めたんで

すか。いつ、どういうふうな理由で決めたんで

すか。市長だけが決めたんじゃないと私は思う

んですけれども、その資料がなければ市長は決

めようがない。みんながこう言っているから、

これでいいんじゃないか、これでいきましょう

と言ったのはいつですか。時期、言ってくださ

い。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 まず、ゾーニ

ングの部分の関連でございますけれども、ラン

ニングコストということで、基本的には北側に

校舎を配置しても南側に校舎を配置しても、い

わゆる必要部分のアプローチ、それから駐車場

の面積がとりわけ大きく変わるというふうなも

のではないと思います。若干変わるとすれば、

いわゆる県道から入って校舎までの百数十メー

トルですか、そこの校内通路の部分と歩道のプ

ロムナードの部分かなと思います。 

  ちなみに、ここの部分のいわゆる機械除雪の

経費でございますが、排雪等も含めまして、市

内各学校の状況を見ますと、大雪のときとそれ

から非常に雪が少ないときがございますが、お

おむね平均しますと年間約50万ほどかかるんで

ないかなというふうに考えております。そんな

ことで、50万円であるとすれば、現在鉄筋コン

クリート造の建物の耐用年数が47年でございま

すので、50年としまして2,500万円ほどですか、

そこの部分がプラスになるということになろう

かと思います。そんなことで、ランニングコス

ト等についてはその分の違いがあると。 

  また、議員においては、前に裏のほうの北側

の用地というふうなことがございましたけれど

も、これについては取得費、それから造成費を

計算いたしますと、まず最初の部分でも5,000

万円以上かかるんであろうと。年間50万円くら

いの経費だとすれば、かなりの年数でないとそ

れを取り戻すことができないと、投資効果は薄

いのではないかなというふうなことでございま

す。 

  それから、この基本計画案の決定の過程でご

ざいますが、さまざまの委員会、部会、それか
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ら地元の推進協議会、開催するその間といいま

すか、それぞれのところでまとまった部分につ

いては、逐次市長等にも報告しながら御理解を

いただいて進めてまいったという状況でござい

ます。そんなことで、委員会としましては、基

本的なゾーニングにつきましては昨年の秋の時

点で基本計画の素案、この配置については決定

しているというところでございます。以上でご

ざいます。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 総合的にいろいろあわ

せて次長から回答いただいたんですが、私は現

在の図面を見て、図面上で心配される大きな問

題、堆雪場所が不足しているというふうに当初

から申し上げてきました。今の位置に動かない

とすれば堆雪場所を設けるべきだというふうに

進言してまいりました。今、5,000万円かかる

から、ランニングコスト2,500万円よりも余計

かかるからまずいというふうなことであったん

ですが、買収したからといって何もすぐ造成し

なくたっていいわけですよ、やり場がないんだ

から。幾らも桜を越して排雪することは可能で

すよ。人間がするんでないです、重機がするか

らあんなものはどうってことない。 

  一番問題は、雪の捨て場がない、やり場がな

いということですよ。北側の校舎の裏側の除雪

の雪、どこに持っていくんですか。駐車場がい

っぱいになったら、その雪はどこに持っていく。

グラウンドまで持ってこれない。何百メートル

あるんです、裏側。それを毎日毎日運ぶとなる

と大変な費用がかかるんですよ。50万円ではで

きっこない、絶対に。業者に聞いてみなさい、

裏側の雪を持ってくるのにどのぐらいかかるか。

絶対できないって、そんなこと。今度は春にな

ると必ず排雪しなければならないですよ。こと

しから中学校も小学校も全部春、４月に運動会

となったんです。必ず排雪がつきまとう。これ

も言ったんですが、教育委員会で除雪費がない

と毎年言わないで、排雪をちゃんとしてくれま

すか。確約してもらわないと、これをこのとお

りやるとすれば。先生方は困っているんです、

毎年。その状況を私は把握している。３月いっ

ぱい雪あったら、運動、練習はしなければなら

ない、４月29日まで持ちこたえられない、待っ

ていられないんですよ。毎年、生徒がしたり父

兄がしたりして、ことしだって１日やっていま

すけれども、委員会でどの程度ことしやってく

れましたか。やらないでしょう。みんな地元負

担でやっている。そういうことが毎年毎年、来

るんですよ。だから私は、これでいくとすれば、

予算は最初から確保していただきたいと言った

でしょう。それ、できますか。やってくれます

か。答えてください。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 先ほど除雪に

ついての経費、ならすと50万円というふうなこ

とを申し上げましたけれども、これはあくまで

もならした数字でございます。ですから例えば

大雪になったときにはその４倍とか200万円か

かったとか、現実に市内の中学校でそういうふ

うなところはございます。 

  ちなみに、排雪の経費ですが、23年度、今回

決算議会というふうなことでございますけれど

も、中学校の排雪の借り上げ、これが700万円

予算化しています。22年度は400万円でした。

21年度が100万円です、５つの学校で。ですか

ら雪というのは年度によっていろいろな様相を

呈してくるというふうなことで、厳しい部分が

あるのかなと。ただ、23年度の決算にもござい

ますように、やはりそれだけのものを教育委員

会としても準備しなければならないんでないか

なというふうに考えております。 
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  そんなことで、雪については、グラウンドに

ついてはある一定程度裏の駐車スペースにたま

ったら逆に駐車場の側から押してきてグラウン

ドに堆雪するというふうな段取りになってくる

んではないかなと。ただ、これについても教育

委員会の見方としては、平年ベースですと、校

内通路の横の緑地部分に寄せれば対応できるん

ではないかなというふうに考えております。 

  一部春の雪消しについては、地元の皆さんの

御協力もいただいているというこれまでの経過

もございます。その辺のところはやはりお力を

いただきながら今後とも対応してまいりたいな

と。基本的な部分ではやはり委員会のほうで予

算を措置して対応してまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 実はきのう、私が今ま

で一回も行ったことない学校が２校ありまして、

八向地区ですか、本合海小学校と八向中学校、

ここだけは行ったことないんで、山口議員から

案内してもらって、校長先生がいたのでいろい

ろしゃべってきましたが、雪の問題、通路をず

っと見ましたところ、今これからやろうとする

萩野地区の学校までは通路がそんなに長くない

と、そんなにも苦労していないんじゃないかと

いうふうに思っていまして、いつか次長が、グ

ラウンドの中を通るようなことになる学校があ

ると言ったものだから、確認のためにきのうと

おとといと、北部４校を除いた10校全部もう一

回確認の意味で歩いてみました。そういうとこ

ろは１カ所もない。普通だったらば真ん中を通

れば一番近いわけですね、あの姿。だから、今

の泉田小学校が建てかえする前の学校がそうだ

ったんですよ。それも申し上げたはずです。北

側に校舎が横にあって、校門が真ん中にあった

ものだから、校門を通っていくとなるとグラウ

ンドの真ん中を行かなければ行けなかったんで

すよ。すごい距離ですね。200メーター近くあ

りますね、もとの学校。そこを夏はいいですけ

れども、冬、除雪機械のない時代、私が学校に

入ったときは踏み俵で踏んで歩いたんですよ、

そういうふうに苦労したんです、先生たちも。

雪がふぶくとすぐなくなってしまう、吹雪でね。

ここ道路の真ん中、グラウンドの真ん中を行っ

たんですよ。これが手前にあればそんな苦労す

ることなかった。我々も中学校の昇降口だって

別にないんで、体操場と言ったんだね、昔、体

育館なんて言わないから、体操場から入ってい

くような通路だったんです。アゴツリ道と言っ

て、わずかなラクダの背中みたいなところをみ

んな歩くわけですね。そういう苦労した経験を

持っているんです。だからなるだけ現代におい

ても道路に近いほうがいいと言ったのはそうい

うこともあるんです。 

  今、除雪問題で、次長が平均して50万円なん

て言っているけれども、降ったって降らなくた

ってあの学校の除雪全部受けるのは50万円なん

かできっこない、絶対。だから、いいですよそ

んなの、幾らかかってもいいけれども、学校に

迷惑かからないような予算を確保してもらいた

いと言っているんですよ、これでいくとすれば。

それはいいですね。確約してもらいたい、これ

だけは。苦労しないで。先生方悩むんですよ、

３月になって雪が多いと。どうしたたらいいか

と。教育委員会にも言えないし、頼めないんで

すよ。わかりますか、そういうこと。私がかわ

って教育委員会と折衝して除雪してもらったこ

とが何回かあるはずです。 

  歩道だってそうです。桜通りと通称言ってい

るんですが、あそこの学校の通学路の歩道、あ

の雪も誰にも言えない、学校の先生は。毎年の

ことです。だから、雪を除いてはこういうふう

な施設はあり得ないんですよ。 

  それから、雪庇は防災センターと相談してと

いうことで、具体的にどういうふうな案が出て
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きたんですか。雪庇は御存じのとおり北側にで

きないです、南側にできるんですね、あれね。

南側が出ていくというんでしょう。生徒、それ

から先生方の昇降口でしょう。できれば必ず落

雪ですよ。雪が落ちてくるんじゃないんですよ。

これの塊、雪庇ですから、落ちてきたら必ず災

害になる。わかり切っていること。どういうふ

うな方法で今やろうとしているんですか。相談

したとすれば。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 雪庇の対策に

つきましては、設計事務所のほうとも何度か話

をしております。また、先ほど教育長が答弁申

し上げましたように、防災センターのほうに技

術的な部分で直接設計事務所のほうから伺って

指導いただくというふうなことも実施設計を進

める中で行っております。 

  今年度と来年度、新庄中学校の体育館、耐震

化できないので改築というようなことで進めて

おりますけれども、この体育館についても陸屋

根になります。陸屋根ですから、屋根はフラッ

トですね。その場合にどういうふうな雪庇対策

をやるかということで、今進めておりますのは、

いわゆる屋根の外側、外壁の部分ですけれども、

1.2メートルだか1.5メートル、いわゆる屋根の

部分からそれだけ立ち上げると。立ち上げまし

て、その内側の部分を斜めに切るというふうな

ことで今考えております。雪庇というのは、平

らですとここに積もったものがここに定着しま

す。風が吹きますと巻いてくると。それがだん

だん大きくなって、定着している部分があるも

のですから、雪庇が大きくなるとなかなか落ち

ないと。気が緩んだときに大きくどんと落ちて

しまうというようなことがあります。こういう

斜めにやりますと、小さいうちに切れてしまう

ということですね。ハ型、ハと同じですので、

この部分については小さいうちに落ちてしまう

というようなことで、現在、新庄中学校の体育

館についてはそのようなことで考えております。 

  また、その辺のところの結果が出てきますけ

れども、あと、こらっせのところでは網状のフ

ェンス、そういうふうなやり方もあるようです。

そんなことで技術的な指導を受けながら今後具

体的に検討してまいりたいというふうに考えて

おります。新庄中学校でやっている対策につい

ては、一定程度効果はあるというふうな方法か

と思います。 

  それから、雪庇ができやすいのは、今のとこ

ろ東側、北西で吹きますので、校舎東側になる

んでないかなと、体育館もそうですが、そちら

のほうにできやすいんじゃないかなというふう

に捉えております。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） １つ私が意見を申し上

げた道路の件、学校の校内にプロムナードと車

道と３本もつくるのはおかしいんじゃないかと。

狭いグラウンドを一層狭くしているから、現道

を拡幅してというようなことを申し上げてきま

した。それはできないことを言いましたね。何

でできないか。会議録を調べてみますと、ここ

にあるんですね。都市整備課と協議してから検

討していくというふうに、これは23年10月27日

の委員会の会議録、これやりましたか。都市整

備課に聞いたところ、10月18日に協議して、そ

の後は話ししていないというんですよ。18日に

やって、27日に会議が入っている。またやると

言っているんです、これ。協議しながらだから

ね、進行形だ。言ってないというんですか。そ

の辺どうですか、説明してください。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一
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君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 都市整備課と

の協議につきましては、たしか10月にやってお

ります。そのときの内容につきましては、一部

学校敷地の部分について拡幅が可能かどうかと

いうふうなことで協議しております。 

  この路線については、県道のほうから入って

１キロほど先で東側の幹線の市道と合流するよ

うな形になっている道路ですけれども、部分的

に拡幅することについては、物理的には学校用

地を使えば可能であるということかと思います。

ただ、交通安全上、部分的に拡幅した場合に、

そこの部分でのやはりスピード等の部分での危

険性とか、それから都市整備課としては、いわ

ゆる改良するのであれば、全体的な路線として

起点・終点の間で改良するのが道路整備として

の考え方になるんではないかなというようなこ

とで伺っております。 

  敷地中ほどに出入り口を設けるというふうな

ことになるわけですけれども、その場合、スク

ールバスが県道から入ってさらに敷地のほうに

入ると、右折して入るというふうなこともあり

ます。それを考えますと、その辺の危険性とか、

とりわけ朝の交通のラッシュの時間帯ですので、

その辺のところを考えながら、また、その入り

口の部分の冬期間の除雪の問題とか、それから

拡幅した場合の例えば市道側の雪の問題とかい

ろいろ考えまして、教育委員会としては学校敷

地の中で完結したほうが子供たちの安全な通学

という面ではいいんではないか。さらに敷地の

中で車道部分と歩道部分、これも明確に区分し

たほうがいいんではないかというようなことで

現在の素案のような形になったところでござい

ます。 

  そんなことで、一応委員会の事務局としては、

具体的にその後、都市整備と協議したという経

過はございませんが、委員会としての判断とし

て安全確保というふうな意味でこの素案がよい

のではないかということで案を考えたところで

ございます。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 盛んに安全確保という

言葉が出てくるんですが、なぜ拡幅した道路を

通ると安全じゃないんですか。右折するなと。

県道を来ても、今の考えでやっても、左折でし

ょう。曲がらなければならない、真っすぐ入る

わけにいかない、どこかで曲がらなければなら

ない、同じでしょうが。理屈だもの、やる気が

ないからそういうふうな答えが出てくるんだ。

何も協議してないというのは、それはやる気が

ないから都市整備課と協議がなかったんでしょ

う。部分拡幅してだめだなんていうことはあり

得ない。日常今までやっていて、将来に延ばし

ていくことだって可能なんだから、そんなとこ

ろいっぱいあるでしょうが、やっているでしょ

うが。一気で全線拡幅なんていうことは考えな

くたっていい。使いやすいようにしていくのが

改良じゃないですか、と私は思うんですが、あ

の区間だって拡幅してくれれば市民が便利です

よ。今だって冬なんかすれ違いできないぐらい

の幅になってくるんだから、併用できるんじゃ

ないですか、使いやすくしようと思わないんで

すかね。私だったら考えますがな。半分でも一

部でもいいから、そうすれば除雪する人も広け

れば広いほど除雪が楽なんですよ。 

  もっと言えば、今５メーター50のやつが10メ

ーターも広くなれば、１次堆雪の場所だって道

路側に置くことはできるんですよ。毎朝の除雪

でいっぱいいっぱいだから、みんな民家のほう

に雪が行く。どこでもそういうふうな状況でし

ょう、５メーター50の幅の市道なんていうのは。

広くて悪いなんていうことはあり得ない、まし

てやこの雪国で。市民のことをもう少し考えた

らどうですかね。 

  財政課長、ここで答弁というと、通告ないん
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でうまくないんでしょうが、恐らくやりとりや

っていて、計算はしていると思うんですが、私

が言っている現校舎に新たにあそこを壊して建

てた場合と、この計画書にある北側に移す場合

との経費、建設費、これ比較してみてください。

必ず北にやったほうが余計かかりますから、い

ろいろなものを考えた場合に。不便も感じるし

ね。教育委員会が権限がないと言いながら私の

言うこと一つも聞かないんです。委員長に答弁

を求めたのは、この会議録を読んでいくと他人

事のようなことを委員長が言っているんですよ。

だから私は指名して委員長にお答え願いたいと

言っているのはそこなんですよ。権限はないけ

れども、最終決定の案を市長に提出するのは委

員会で、そうでしょうと、うんうんと言ってい

るから間違いないと思うんだけれども。 

  ３カ所を拾って言いますか、時間あるから。

11月23日、11月24日の会議では、委員長、こう

言っているんですよ。最終的によい基本設計が

まとまるように進めていただきたいと思います

と、こう言っているんですよ。他人事でしょう。

違いますか。この言葉からすると、人ごとのよ

うに私は受けとめます。 

  それから、10月27日の会議では、最良の判断

を行っていただければと思いますと、こう言っ

ているんです。言いましたね。こう書いてある

んだから、会議録あるんだから。これでは最終

的にまとめたり進言する委員会としての発言と

しては私はおかしいと思うんですよ。みんなで

この委員会で努力して、最良の学校ができるよ

うに一緒に検討していきましょうと。そしてま

とめていくのが私は委員長の役じゃないかなと

思う。ですから、きょうは指名して委員長から

答弁もらいたいと言ったのはそこなんですよ。

だから誰が決めるんだかということも言ったん

です。答えがないけれども、どの委員会でどの

機関が決めるんだか、決定権があるんだか。私

のところはないと教育長は言ったね。市長が決

めるんだと。みんな人ごと、自分が責任を負わ

ないんだもの。そういうことで、あらゆるほか

の関係課も逃げないでもう少し正面からぶつか

っていってもらいたい。だめだ、だめだってな

れば、それであとは何もなくなってくるんです

よ。都市整備課との協議もないというのは、そ

こにあるんだ。自分でもう決めてしまうんだ、

これはだめだと。それではいいものなんてでき

ないです、こんな。言われたことは、何かいい

ものないか、プラスになるものないか、経費が

安くなる方法がないかと真剣に担当者は検討し

ていくのが執行部側の皆さん方の仕事だと私は

思っているんですが、ぜひこれからはそれを前

向きに努力して、汗を流してやっていただきた

い。 

  以上で終わります。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 新田議員のいろいろな御意見等

については、教育委員会としてもきちっと踏ま

えるところは踏まえてやっていかなくてはなら

ないなというふうに思ったところです。 

  ただ、教育委員会が独断専行で今の案を決め

たというようなことではなくて、その前には地

域の方々の意見をお伺いしたり、地域の人も入

っていますけれども、策定委員会の御意見を伺

ったその総意の中で今回の基本設計、基本計画

が成り立っているというようなこともあわせて

踏まえていただければなというふうに思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時４３分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 
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佐藤悦子議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇）（拍手） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党を代表いた

して一般質問をいたします。 

  ことしは５月５日、原発ゼロとなりました。

夏前に電力不足と計画停電で国民をおどし、大

飯原発を政府は再稼働させました。しかし、近

年にない猛暑は続きましたが、電力は大丈夫な

ようでした。供給量が大きく上回り、原発を当

てにしなくても十分にやっていけることが政府

の資料からも明らかになりました。原発ゼロの

日本への政治決断を求める新庄市民の声がます

ます高まっています。 

  また、消費税増税法案が通ってしまいました。

被災者・低所得者がますます苦しめられる弱い

者いじめの増税です。通った先から大型開発の

ばらまきが可能になり、自民党は10年で200兆

円、公明党は10年で100兆円、大型開発に投入

することを打ち出しています。 

  私たち日本共産党は、消費税に頼らないで社

会保障の充実と財政再建ができることを提言し

ています。税金は負担能力に応じて、増税する

なら富裕層・大企業からというのがその基本で

す。各国の経済危機はそういう方向に沿って解

決が図られると私たちは考えます。 

  さて、本題に入らせていただきます。 

  １番として、中核工業団地内の市道廃止は問

題だったのではないかということについてお聞

きします。 

  中核工業団地内の工業用水道管が埋設されて

いる市道が廃止になりました。 

  理由は、１つ、隣接する企業から工場拡張の

ため買い取りしたいという要望があったこと。

２つ目は、市民の通行利用がないということで

した。 

  去年、10月議会で決定しました。私もそれに

賛成しました。しかし、それは私の調査不足の

誤った判断でした。反省を込めて問題だったこ

とについて指摘し、市長の見解をお聞きいたし

ます。 

  この市道は、工業団地の中央を東西に歩行で

き、平成４年ごろ企業誘致するときヘリポート

もあり、災害の際には物資輸送、けが人の搬送

などに使えるという担当者から企業に説明を行

ったとのことです。福田工業用水道の配水池の

手前にアスファルト舗装された土地があります。

中にⒽという印が残っています。今は塗料がほ

とんど取れてしまいましたが、塗料を塗られた

跡が残っています。塗料を塗れば、ヘリコプタ

ーにも見えるようになるものです。廃止された

この市道は、大災害などの緊急時の避難、輸送

などのヘリポートにつなぐ重要な位置づけがあ

ったのではないですか、お聞きしたいと思いま

す。 

  また、近隣の企業や関係者の説明及び意見聞

き取りはいつ行ったのか、市担当者にお聞きし

ました。９月16日、課長以下延べ３名で、２回

目は９月28日に職員２名で、３回目は10月６日、

職員２名で行ったとのことです。 

  寄せられた意見については教えていただけま

せんでした。近隣の企業や関係者の意見の内容

は、賛成できないという内容だったのではなか

ったでしょうか。なぜなら、９月30日から10月

の本会議が始まり、既に議案が配付されている

ときです。「反対という意見が公になっては困

る」「議会で反対となっては困る」ということ

だったのではないですか。その後、この企業が

立地企業の協議会を脱退したと聞いています。

隣接企業のみの立場に立った市道廃止という市

の対応と、ほかの企業関係者との意見が対立し

てしまったということからではないですか。 

  行政は、市民全体の利益を守るべきではない
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でしょうか。これらについて当時の議会では十

分に説明はありませんでした。ですから議会で

は疑問はほとんど出ませんでした。 

  隣接企業から、市は2010年度、500万円の寄

附を受けております。「市としては寄附してく

れた企業に便宜を図ったのではないか」と指摘

した市民もいます。企業の寄附の目的は教育に

という意向を受けて、市ではものづくり教育奨

励基金として積み立てました。直接の関係は見

えません。しかし企業は、企業の利益追求のた

めに活動します。寄附もその一環です。寄附は

経費として扱われます。赤字の企業は、寄附は

できません。結果として、市民に平等であるべ

き市行政が寄附を行える企業に便宜を図るとい

うことになり、市道という緊急時の避難輸送、

市民の利用できる権利が奪われてしまったので

はありませんか。行政は、公共の利益を守るべ

きではありませんか。企業による寄附について、

所得の再分配機能としての行政の立場から、赤

十字などへ誘導するようにすべきではないでし

ょうか。 

  市民の通行について、市では去年の９月８日

から12日まで、ビデオカメラを設置して調べた

とのことでした。そして利用はなかったという

結論でした。しかしことし５月、地区中学生駅

伝大会が行われたとき、数百人の利用がありま

す。市民が撮影した写真もありました。去年の

駅伝大会でも数百人の利用があったと思われま

す。市は、駅伝の応援者である父母や生徒たち

の利用があることまでは調べませんでした。ま

た、春の桜の季節も利用する人がいるとのこと

です。これも調べていないようです。利用状況

の調査としては、９月の５日間だけというのは

狭かったのではありませんか。市道廃止は誤り

だったのではないですか。市道として復帰でき

るよう買い戻しをすべきではないですか。でき

ないならば、せめて代替道を設置すべきではな

いですか。市長の見解をお聞きします。 

  ２つ目に、広域消防体制についてお聞きしま

す。 

  ①として、去年の10月の議会でもお聞きしま

したが、消防職員の大量退職が続いています。

新規採用職員は、消防学校や研修が任務です。

さらに病気退職がふえていることもあり、現場

はかなり人手不足で仕事が過密になり、代休や

連休がとれないと聞いております。屋根の雪お

ろしや消火栓の雪掘りは、本勤務の人がやれば

出動するときに５分もおくれてしまいます。非

番の人が出て時間外勤務をせざるを得ないと聞

いております。救急車の運転中に職員が過労か

ら倒れたなどということになれば、市民を危険

にさらすことになってしまいます。 

  西置賜のように定員の特例条例で、定員を前

倒しして採用する手だてが必要ではないかと前

回提案しました。市長は年度途中では無理だと

お答えしておりましたが、市民の命を守る消防

力を強化するために、再び市長の見解をお聞き

します。 

  ②として、昨年の３月11日の東日本大震災の

ときは、消防本部は緊急消防援助隊を組み、３

日ごとに夜10時、11時に交代し、消防長の指示

のもと２人の幹部が非番でも立ち会うという体

制が組まれました。出勤のための自家用車の燃

料確保に市民と同様、職員も大変苦労したと聞

きました。特に非番でも出勤しなければならな

い場合は、燃料不足は深刻だったと思います。

もし燃料が確保できないために出勤できなかっ

たら、災害から市民の命を守ることができなく

なります。大災害時の消防本部の重要性から、

最低限の出勤用燃料は確保できるよう、これは

お金の問題ではないと思います。お金は関係な

いと思います。お金はなくてもできると思いま

すが、大災害時に特別な配慮が必要ではないか

と思いますが、市長の見解をお聞きします。 

  ３つ目の質問は、オスプレイ配備の重大な危

険について市長の見解をお聞きしたいと思いま
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す。 

  米軍の垂直離着陸機オスプレイは、モロッコ

やアメリカなど世界中で事故を起こし、「未亡

人製造機」と呼ばれている欠陥だらけの軍用機

です。 

  日本の法律で義務づけられているオートロー

テーション（自動回転装置）と言われる安全機

能がありません。この装置は、エンジンがとま

ったときに揚力によってプロペラが自動的に回

転し、安全に着陸する機能のことです。日本の

航空法ではこの装置の設置が義務づけられてお

ります。防衛省はパンフレットでこの機能がつ

いていると説明していました。しかし米国防総

省、国防分析研究所で試験評価部長を務めたア

レックス・リボロ氏は、2003年12月にまとめた

内部文書で、自動回転機能が欠如し、エンジン

の緊急停止時に安全に着陸できないと明言して

います。米海兵隊などのオスプレイガイドブッ

ク2011年版でも、エンジン停止時にはオートロ

ーテーションに頼らないとしています。 

  このオスプレイを山口県岩国で組み立てて、

10月末には沖縄に配備し、全国７つのルートで

地上すれすれの低空飛行訓練を行うとアメリカ

政府が通告してきています。山形県も飛行ルー

トの一つに入っています。新庄市でも被害を想

定しなければなりません。飛行回数も、各ルー

ト年55回と言われています。グリーンルートは

最上町、尾花沢市を通ります。ピンクルートは

真室川町、戸沢村、鮭川村が入っています。新

庄市のすぐそばを通ります。一たび事故が起き

れば、新庄市にも重大な影響を及ぼします。 

  この低空飛行訓練でこれまでも数々の事故を

引き起こしてきました。2010年、秋田県で比内

地鶏が300羽圧死する事件が置きました。しか

も今回のオスプレイは、約150メートルという

低空とともに、60メートルという超低空訓練も

予定されています。1999年の日米合意は、米軍

機が日本の航空法に基づく150メートルを遵守

するとしています。この訓練は、この日米合意

にも違反するものです。 

  オスプレイは、ヘリモードから変換モード、

そして航空機モードに転換して飛行します。前

述しましたリボロ氏、専門家ですが、彼は、オ

スプレイはヘリモードから航空機モードに移行

するのに12秒かかる。その間、パイロットミス

が全くなくとも約500メートル下がる。したが

って、ヘリモードで500メートル以下の高度で

飛行しているオスプレイが全パワーを喪失した

場合は大惨事を起こすと指摘しています。この

ような低空訓練が墜落の危険を拡大することは、

これまでの事故の教訓からも明らかです。予告

なしの低空飛行訓練が行われた場合、防災ヘリ

やドクターヘリの運航にとって脅威となります。

また、もし住宅地に墜落したら重大事故です。

アメリカ国内ではハワイなど、各地で住民の反

対を受けて低空飛行訓練を中止しています。沖

縄県民は、オール沖縄で配備反対の声を上げて

います。米軍基地のある14都道府県で憂慮と懸

念は払拭されていないと表明しています。７月

19日には、全国知事会も受け入れ反対を表明し

ました。市民の安全と命を守れるのか、市長の

見解をお聞きしたいと思います。 

  ４つ目に、施設での事故防止のために、適切

な調査、検証、再発防止策が必要ではないかと

いうことについてお聞きします。 

  最近２人の方から、福祉施設の利用中に家族

が亡くなったという相談が寄せられました。１

人は、介護施設でデイサービスの入浴中に溺れ

て、大量に水を飲んでしまったことから亡くな

りました。もう１人は、障害者施設でデイサー

ビス利用中に心肺停止になり、亡くなりました。

26歳でした。どちらも介護度の高い重度の方で、

家族が見るときは離れることができない方でし

た。 

  家族は、施設側の説明に納得できずに、何度

も施設に説明を求めました。１人の方は安全配
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慮の点で欠如があり、事故が起こるべくして起

こったということがわかりました。大事な家族

を亡くした悲しみと納得できない対応に、心と

体を壊してしまうほど家族は苦しんでいます。

どちらも市民です。市として死亡事故などの重

大事故が起きた場合、適切な調査、検証、再発

防止策を検討すべきではないでしょうか。それ

が現場に反映されるよう、制度化すべきではな

いでしょうか。 

  以上、壇上からの質問を終わらせていただき

ます。御清聴ありがとうございました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  中核工業団地内の市道廃止についてでありま

すが、当市道路線の廃止は、平成23年９月定例

会において、産業厚生常任委員の皆様に現地視

察を踏まえて御審議していただき、廃止する理

由として、市道としての役割が終了したものと

判断されることから廃止するとして提案し、議

決いただいたものであります。 

  今後、市道としての復帰や代替道路の設置は

考えておりません。 

  なお、質問の中の、企業による市への寄附が

市道廃止への影響を及ぼしたのではないかとい

う意見がございましたが、企業の趣旨に反する

ことですので、ぜひ訂正をお願いしたいという

ふうに思います。 

  次に、広域消防体制についてでありますが、

平成23年12月定例会一般質問において佐藤議員

から、市民の命を守るために、最上広域消防本

部の定員管理についての御質問に対し、最上広

域消防本部の職員体制、定員管理について御答

弁申し上げております。 

  現在の最上広域消防本部の体制については、

最上広域市町村圏事務組合消防本部及び消防署

の設置等に関する条例及び職員定数条例に基づ

き、消防署所６署体制、職員数は昨年度と同人

員の実員123人を各署所に配置している現状に

あります。 

  議員御質問のとおり、団塊世代の退職や広域

消防本部発足時の職員採用状況に関連する消防

体制のあり方については、各消防本部ともその

対応に苦慮していると聞いております。 

  最上広域消防本部においても、団塊世代の退

職に対応した体制のあり方については長年、多

方面からの検討と協議を重ねてきた経緯がござ

います。これまで、平成22年４月に消防署所８

署から６署に再編するとともに、職員体制につ

いては特に平成22年度以降、年齢要件や消防経

歴を考慮した新規職員の採用を行っており、本

年度は16人を新規採用しております。また、装

備等についても、はしご車やポンプ車、高規格

救急車など、消防装備、資機材についても計画

に基づいた充実強化が図られております。 

  消防は、火災や救急など、日常的に住民の安

全・安心を確保する重要な任務を担う機関で、

特に東日本大震災を契機に消防に対する住民の

期待と信頼は一層高まっているところです。 

  消防は、住民の生命、身体、財産を火災から

保護するとともに、災害の防除と軽減すること

を任務とするもので、有事には現地の最先端で

の活動に当たるなど、その任務は議員御指摘の

とおり日常的にも過密で大変厳しいものがある

ことは承知しているところであります。 

  団塊世代の退職に伴う消防体制の対応につい

ては、新規採用職員は一定期間、消防学校入校

期間後にしか現場に配置されないことや、財政

的な課題から一挙に解消することは難しい状況

にあると思っております。 

  職員体制や消防装備の充実・強化については、

計画に基づいた整備に努めていくとともに、火

災や災害を想定した火災防御や、救出・救助訓

練など有事に備えた効果的・効率的な対応と対
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策を図るべく訓練等の充実に努めており、日々

市民の安心・安全の確保に万全を期していると

聞いておりますので、御理解をいただきたいと

思います。 

  次に、大災害時の消防本部の重要性について

の御質問ですが、申し上げるまでもなく、消防

は、消防組織法によって「その施設及び人員を

活用して国民の生命、身体及び財産を火災から

保護するとともに、水火災又は地震等の災害を

防除し、及びこれらの災害による被害を軽減す

ることをもってその任務とする」と定められて

おります。 

  消防は、日常的な火災防御や救急業務はもと

より、地域消防にとっても中核的役割を担うと

ともに、山形県下における大規模な災害発生時

には消防広域応援隊として、東日本大震災のよ

うな広域的大規模災害においては緊急消防援助

隊として、要請等に基づいて被災地での救助・

援助活動を行う任務も担っております。 

  大災害時の燃料の不足に対しての御提言がご

ざいましたが、今後さらに検討させていただき

たいというふうに思います。 

  続きまして、オスプレイ配置についての御質

問でありますが、新聞報道によりますと、オス

プレイの事故については死亡事故や重大事故が

４件、軽傷者が発生した事故が42件など、５年

間で58件の事故が発生していると聞いておりま

す。 

  また、防衛省が公表しました米海兵隊の環境

審査報告書では、オスプレイの飛行訓練６ルー

トが明示されております。このうち東北では山

岳地帯での２ルートが設定されており、山形県

と宮城県の県境の山脈を通過するルートと、朝

日連峰、月山、鳥海山の東側を通過するルート

が示されております。 

  この件につきましては、吉村知事は防災ヘリ

との整合性がとれるのか、情報不足だと発言し

ておりますが、これら一連のことにつきまして、

日米安全保障条約上の国の問題でもあることや、

知事の発言にもあるとおり、情報不足の中での

ルートの発表であることから、今後においても

政府の対応を含め注視していきたいと考えてお

ります。 

  最後に、障害者施設や介護施設で重大事故が

発生した場合、サービス事業者は障害者自立支

援法・介護保険法それぞれに基づき、定められ

ている人員、設備及び運営に関する基準により、

家族、都道府県、市町村へ連絡を行い、事実の

報告及びその分析を通じた改善策の従業者に対

する周知徹底など、必要な措置を講じなければ

ならないとされております。 

  家族からサービス事業者の対応に関して苦情

等があった場合には、適宜サービス事業者に状

況を確認し、苦情解決に努めておりますが、施

設側に指定基準違反のおそれがある場合は、事

業を認定した都道府県または市町村が必要に応

じた実地指導を行うことになります。 

  新庄市が実地指導を行える施設でこざいます

が、障害施設では新庄市が指定するサポートセ

ンターと言われる特定相談支援事業所、障害児

相談支援事業所、ふぁーの木やたんぽぽ作業所

といった地域活動支援センター、介護施設では、

地域密着型サービス事業所のグループホーム５

カ所、認知症対応型共同生活介護施設と小規模

多機能型居宅介護施設となっております。 

  このほか、紛争に至るような場合は、山形県

福祉サービス運営適正化委員会の苦情解決制度

等を紹介するなど、状況に応じた対応をとって

おります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） どうもありがとうござ

います。 

  では、また後ろのほうからいきますが、施設

での事故防止のためにということで、障害者施
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設でデイサービス利用中に心肺停止で亡くなっ

たという方など、それから介護施設でデイサー

ビスの入浴中に溺れて水を飲んで亡くなってし

まった、この２つの事件というか、相談の内容、

事実を市としてはどのように捉えてどう対応な

さったのか、教えていただきたいと思います。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ただいま特定の２件のケ

ースについて御紹介いただいておりますけれど

も、介護施設並びに障害者施設で重大事故、い

わゆる死亡事故等に類似する事故が起こった場

合については、基本的に現在は県の健康福祉部

長寿社会課のほうにすぐに連絡するような体制

はとっております。基本的に事故の発生当日、

夜間・休日の場合は翌日ということになります

けれども、事故概要の第１報を電話またはファ

クスにて各所属の総合支庁のほうに連絡すると。

必要な事項があれば各市町村の、出身地が新庄

市であれば当該市に連絡が来るという形になり

ますけれども、いずれについても死亡事故、重

大事故が起こった場合についてはこのような対

応をさせていただいており、さらに利用者の御

家族の方から御相談をいただいている場合につ

きましては、先ほど答弁にありましたように具

体的に個々に相談を行い、適宜な委員会等施設

を紹介しまして解決といいますか、よい方向に

向くように対応しているというふうな状況でご

ざいます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） １つの障害者施設は舟

形で、あと介護施設というのは新庄なんです。

利用者は市民です。来年の４月から所管が２つ

にまたがるところは県に、介護施設は市の所管

になるようです。地域改革推進第２次一括法と

いうのが成立したようで、それによって主たる

事業事務所が市にあれば市に所管が移るので、

そこで移ることになるので、県と連絡をとって

どういう原因があるのか、どうやったら防げた

のか、そういう点を今からでも共有すべきでは

ないかと思うんですが、その点はどうでしょう

か。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 いわゆる所管の問題につ

きましては、基本的に指導権限があるかどうか

というふうなことが主な要件となります。 

  前段で、居住地の方から御相談を受けて、ど

のように対応していくかという段階につきまし

ては、当然新庄市の介護保険施設でございます

ので、丁寧にこちらとしても対応しております

し、県とも連絡をとりながら、いわゆる所管の

問題にこだわらず処遇を図っております。処遇

といいますか、相談を行っているという状況で

ございます。 

  ですから、今後、移管がえによりまして、当

然所管が変わるというふうな今のお話がありま

したけれども、現状と変わらない体制の中で適

切に相談対応を受けて、そして問題解決に向け

て対応していくという考えには変わりございま

せんので、よろしくお願いしたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 解決に向けて努力して

くださるという姿勢というか、本当にありがた

いと思います。それでも、今なお１人の方は納

得できずに苦しんでいるようですので、そうい

う方にはぜひ納得できるまで付き添って、事実

確認から原因は何なのかということを家族が納

得できるまで対応していただきたいと思います

が、どうでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 このような介護施設並び

に障害者施設における事故というのは、一番大
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きな問題点としては、やはり施設側と利用者側

との信頼関係が成り立っているかどうかという

ところだと思います。いろいろな問題が起きる

ケースですと、やはり施設側の対応と考え方と、

それから施設入所されている方の受け取るイメ

ージがちょっとボタンのかけ違いでずっとずれ

てきてしまってなかなか解決に至らないという

ケースがまま見受けられます。ですから、我々

としても先ほど答弁にありましたように、山形

県福祉サービス運営適正化委員会を御紹介申し

上げて御相談いただいたというケースもござい

ますけれども、やはりそこにおいても双方のか

け違いということになりますとなかなか解決に

至らないという状況も実際にはございます。で

すから、我々としては、佐藤議員がおっしゃっ

たように当然我々の介護保険を御利用いただい

た方々でございますので、その辺については適

正にフォローする形で対応していきたいという

ふうには思っておりますが、やはりそれはお互

いの意見もしくは見解の相違も結果的には生じ

るという部分がございますので、それで限界も

あるというふうなことでは一応御理解いただき

たいというふうには思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 所管があるかないかに

かかわらず、解決のために全力を挙げてくださ

るということですが、来年４月に指導体制が変

わるというか、所管が変わるわけなんですが、

本当に変わらないことになるんでしょうか。来

年４月からに向けて指導体制をどうしていくの

かという点などは今から準備する必要もあると

思うんですが、全く同じなんでしょうか。違っ

てくると思うんですが、来年の４月に向けては

どう考えておられるんでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 来年４月からの体制とい

うことで御意見いただいておりますが、先ほど

申しましたように、こういう事件に関する対応

につきましては、現状においても市町村それか

ら県が共同でといいますか、連携をとりながら

対応しております。最終的な指導権限をどこが

有するかという問題につきましては、今言った

ような権限が区分されるというところでござい

ますけれども、利用者のあくまでも利便向上も

しくは問題解決に至る問題化の情報共有、そう

いう部分につきましては立場は全く同じでござ

います。ですから移管になった場合につきまし

ても、当然指導権限につきましては新庄市が有

するという形になりますが、今までのように県、

市町村、それから施設側、当然利用者も含まれ

ますけれども、双方ともによい介護施設の運営

に向けて、検討もしくは情報共有を図りながら

努力していきたいというふうに考えております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） わかりました。どうぞ

よろしくお願いします。 

  さて、オスプレイについてなんですけれども、

なぜこんなに落ちるのかという原因、落ちると

いうか、先ほど市長も言いましたが、事故件数

が多い。これはなぜ落ちるかということなんで

すが、前のヘリコプターを想像してみますと、

体に比してプロペラが非常に大きいわけです。

これで今までの状況で、今度のオスプレイは、

体が非常に大きいのに対してプロペラが小さい。

それは船に載せる都合があったということで小

さくなってしまったという点もあったようなん

です。そういうことから、プロペラが小さ過ぎ

ることが最大の原因ではないかとも言われてお

りまして、構造的な問題を抱えた欠陥機そのも

ののようなんです。それがこの最上郡、新庄の

近くを、もしかしたらそれて新庄の真上を通る

かもしれません。それが死亡事故だったり、あ

るいは墜落事故だったりすることを想定しなけ
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ればいけない状況に今なっているような気がし

ます。吉村知事もそういう立場から意見を述べ

ているわけなんですが、そういったことについ

て、市長はこれ以上ないんでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 米軍輸送機オスプレイのさま

ざまな事故については、新聞報道、テレビ等で

よく承知しておるつもりでございます。ただ、

我々といたしましても、オスプレイのどういう

ところが問題なのか、専門知識を持ち合わせて

いるわけではございません。あくまでも報道、

新聞等に基づいた情報でしか今のところ持って

おらないという状況でございます。したがいま

して、オスプレイという飛行機のどういうとこ

ろに問題があって、どういうところが原因で墜

落するのかということにつきましては、我々情

報を持っておりませんので、よろしく御理解願

いたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ぜひ、先ほど言ったよ

うにアメリカの専門家自身が、エンジンの緊急

停止時には安全に着陸できないとまで言ってい

るものだということで、そういう意味ではそう

いう資料などを積極的に集めていただきまして、

必要な意見を述べるような立場にぜひ立ってい

ただきたいというふうにお願いしたいと思いま

す。 

  次に、中核工業団地の市道廃止の問題につい

てです。 

  市長は、復帰も代替も考えていないというこ

とでした。もう一度再質問させていただきます

が、ヘリポートもあるということで、平成４年

ごろ企業誘致される側が担当者から聞かされて、

見せられて、そしてここに入ってきたという人

がおられました。そういう意味では、ヘリポー

トもあるという認識はどうなんでしょうか。誘

致された企業及び市民の方は、ヘリポートもあ

ると言われて来たんだと、そして実際私もその

場所を見せていただいたりしたんですが、それ

についてはどういう認識を持っていらっしゃる

んでしょうか。緊急時の避難、輸送などのヘリ

ポートにつなぐ重要な位置づけがあったのでは

ないかと私質問しているんですけれども、それ

についてどうなんでしょうか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 佐藤議員の通告書で１番

から５番までと、かなり細かい形で質問されて

おります。ただ、その質問の趣旨といいますの

は昨年度、市道認定、廃止について議会にお諮

りしたわけですけれども、廃止したことについ

て問題があるというふうな趣旨で受けとめてお

ります。ですから、この１番から５番まで、い

ろいろな観点から当時の廃止の理由についてど

うだったのかという質問というふうに受けとめ

ております。 

  ただ、私のほうとしましては、昨年に産業厚

生常任委員の協議会の場で、佐藤委員も含めた

形で現場を見ていただき、またその後の協議会

の中で審議もいただき、そしまた常任委員会に

提案して常任委員会でも審議いただき、その際

の私どもの廃止する理由としましては、先ほど

市長が答弁したように、市道としての役割は終

了したというところでの説明をしたわけでござ

います。そのほかの議会の場において、あるい

は協議会の場において今回御質問のようなこう

いうふうな細かい点、何も質問もなく、全員が

異議なく採決されたということでございますの

で、今回の質問の趣旨であります昨年の市道の

廃止、認定がどういう理由でなったのかと、そ

ういう理由を再度またこの場で、この項目に沿

って、昨年の委員会で申し上げていない理由を

またここで別なといいますか、もっと深い意味

の理由を言ってさらに議論するというのはどう
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かとは思っております。そのために、市長のほ

うから総括的に、昨年の９月に全員異議なくこ

こで議決されたものだということで御理解をお

願いしたいと思います。 

  なお、ヘリポートとおっしゃいましたけれど

も、あそこについては市道の脇でございますの

で私も承知していますけれども、要は当然市道

ですので、排雪地まで除雪でいくわけです。そ

このＵターンする場所とかそういう場所に使わ

れているものだろうとは認識しております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ヘリポートということ

で最初は、多分平成４年ごろはヘリポートとい

うふうに気持ちがあったんだと思うんです。と

いうのはⒽという、大きくヘリポートというか、

今もマークがついてなければヘリコプターが入

れないので、ぜひマークをつけるというのはあ

るようですが、そのようなヘリコプターに見え

るように塗料が塗られていたようなんです。そ

れが、これは緊急時ですからめったに、普通は、

さっき課長がおっしゃったようにＵターンの場

所的なところで捉えていいんでしょうけれども、

緊急のときには搬送などできると、そういうヘ

リコプターがとまれる場所として位置づけがあ

ったのではないかと思うんですが、それはどう

なんでしょうか。その認識はなかったのか。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 先ほども申し上げました

けれども、個別のヘリポートがあって大事だっ

たのではないのかという、そういう御質問でご

ざいますけれども、佐藤議員のこの項目の質問

については、昨年の市道廃止がおかしいのでは

ないかというふうな趣旨でこれを今質問もらっ

ているわけです。ですから私どもの回答としま

しては、昨年、正規の理由を説明して、正規に

手続を踏んで市道廃止したものであって、ヘリ

ポートがどうであったのかということについて

は、この市道廃止については特段、直接的な意

味はないとは思っております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ヘリポートがあったと

いうことについて、私たち去年の議会ではヘリ

ポートがあるかないかというのは全然知りませ

んでした。認識ありませんでした。説明もあり

ませんでした。しかし企業の方からは、ヘリポ

ートがあるからここに来てくれと、来たかいも

あるよというふうに、そういういい条件の一つ

として見せられて、なるほどと思っていらっし

ゃっているということもありますし、実際にマ

ークもついているし、そういう意味では、やは

りヘリポートとして使えるんであれば使えるよ

うに、いざというときのために本当は整備して

おく必要があるんじゃないでしょうか。そうい

う意味でも、整備した上でそこに至る歩行でき

る道路というか、ちょうど真ん中ですから、廃

止した道路というのは。それに近い道路として、

やはり私はいざというときのことを考えても、

日常的な市民のさっきの利用についても必要だ

ったんでないだろうかと思うんです。ヘリポー

トにつなぐ道路という意味がなかったのか。 

沼澤恵一議長 佐藤議員、多分答弁は同じことが

繰り返されていますので、もう少し変わった方

向から、質問があるとすればそのようにしてく

ださい。佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ヘリポートについては、

お答えがありませんでした。 

  市道としての役割は終わった。市道としての

利用がほとんどなかった、ないという結論だっ

たんです、確かに議会では。私もそのように、

そうなんだろうと、何もわからなかったのでそ

のように思っておりました。しかし、根拠とな

る調査が狭い期間だったんでないかということ

をお聞きしたいんですけれども。 
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星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 何回も同じことを言うよ

うですけれども、昨年の９月の産業厚生常任委

員協議会並びに産業厚生常任委員会並びにこの

本会議におきまして、市道の廃止する理由とし

ては市道としての役割を終了したものと判断さ

れると、この１点だけでございます。そのとき

に特に質疑もなく、全員異議なく賛成されまし

た。そういうことで、理由としてはこの１つだ

けでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 先ほど市長のほうから

訂正をということで、寄附してくれた企業に便

宜を「図ったように見える」という、通告書に

見えるという部分ですが、「見える」ではなく

て、ここを訂正させていただきまして、通告書

ですが、「図ったのではないかと指摘した市民

もいる」というふうに、私、訂正させていただ

きます。これは私が見えるんではなくて、そう

いうふうに言っている市民がおられるんです、

現に。 

  企業としては物づくりということで、全くこ

の市道とは関係ないかもしれません。ないよう

に見えるように思います、その市民の言うとお

り。しかし企業の寄附の理由を考えて、私も考

えなければならないとこのたび改めて思いまし

た。企業の寄附というのは、企業の経済活動の

一環なんです。これに役立たないものは寄附は

しないんです。それから、寄附できない企業も

いるんです。そちらのほうが中小業者としては

多いと思います。そういうときに、寄附をやは

りそういうふうに言われるようなことのないよ

うに、善意は善意として全く関係ないようにす

るためには、行政の市の一般会計に入れたりす

るんじゃなくて赤十字などのほうに御案内して

そちらのほうにするべきじゃないかなと思うん

です。寄附について、市民がこのように指摘し

ていることもありますので、どう考えるのか、

お願いします。 

沼澤恵一議長 一言だけ申し上げます。佐藤議員

が通告を変えたいというふうなお話しございま

したが、これは会議規則第51条第１項及び第２

項の規定によってみずから提出されている通告

でありますので、この場で変えることはできま

せんので、それだけ承知願いたいと思います。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

沼澤恵一議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 ただいま佐藤議員のほうからは、

寄附者の意向ということが抜けているのではな

いかなというふうに私はただいま御質問をお伺

いして感じたところでございます。寄附される

方、個人には例えれば篤志家、あるいは企業、

それぞれいらっしゃると思います。その中で新

庄市という行政に寄附していただくのは、その

寄附される方の趣旨があるからこそ新庄市の行

政に寄附していただけるものというふうに考え

ております。この場合は、新庄市の物づくり教

育にぜひ役立てていただきたいという趣旨で寄

附をいただいたというようなことだと理解して

おります。 

  それから、昨年９月、道路法に基づく議会の

議決の認定をいただいて廃止をしたという今回

の道路でございますが、今さらこんなことを言

うまでもなく、例えば市が管理すべき公の施設

の中の公共施設については、それぞれ設置条例、

つまり条例を定めてそれぞれの公の施設、公共

施設を設置しております。当然ながら条例です

から、議会の議決を経ながら設置をすると。あ

るいはこの市道の場合は、上位の法律でありま

す道路法に基づく議会の議決を経て、それぞれ

廃止あるいは認定を行っているということでご

ざいますので、昨年９月に議会の総意として認

定、廃止という御可決をいただいたということ

は１つの手続をきちんと踏んでいるというふう
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に考えているところでございます。 

沼澤恵一議長 終わりですか。（「終わります」の

声あり） 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午後１時４９分 休憩 

     午後１時５９分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

佐藤卓也議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、佐藤卓也君。 

   （４番佐藤卓也議員登壇）（拍手） 

４ 番（佐藤卓也議員） ９月定例会10番目に質

問させていただきます市民・公明クラブ佐藤卓

也です。市民の皆様と同じ視点から、通告に従

い順次質問させていただきます。よろしくお願

いいたします。 

  ７月８日に、第45回山形ブロック会員大会新

庄大会が「人を結び『やまがた』を結ぶここに

集えし最上（さいじょう）の仲間と共に」を合

言葉に、大会のスローガンである「結」という

１文字の言葉に思いを乗せ、盛大に開催されま

した。明日のエネルギーを一緒に考える「あす

エネ！」フォーラムでは、山形県知事吉村美栄

子氏や岩手県葛巻町長鈴木重男氏をお迎えし、

山形のエネルギー事情やこれからのエネルギー

についてなどをテーマにパネルディスカッショ

ンをしていただきました。 

  また、山形県内の地域の宝を発見し、県民と

産業と行政を結ぶとして、地域活性たからいち、

やまがた17魂祭を行いました。県内17カ所のエ

リアに分かれて活動している青年会議所の皆さ

んが推薦する各種の宝と言われる地元の食べ物

や物産を集め、会場に来られた皆さんにＰＲや

販売をするよい機会となりました。 

  主管となった新庄青年会議所では冷たい鶏中

華とおまつりアイスを皆さんに食べていただき、

大好評だったとお聞きしております。この鶏中

華は、現在、駅前商店街で食べられているＣＯ

ＭＥ店そばでございます。 

  また、各地に伝わる地域のお祭り、各地の文

化や歴史、地域性をあらわす地域の顔というべ

き祭りが新庄に集結したやまがた祭りの祭典で

は、新庄まつりの山車や囃子が練り歩くのを初

め、村山市の徳内まつりや尾花沢市の花笠まつ

りなど、たくさんの祭りが一度に見られるとあ

り、会場となったゆめりあ周辺はたくさんの人

でにぎわいました。このような活動は地域活性

の原動力となり、交流人口の増加や拡大につな

がっていくきっかけになると私は感じました。 

  それでは、まず１番目の質問をいたします。 

  新庄市は、転作作物としてソバ栽培を現在進

めております。その栽培面積をふやすには、ま

ず新庄市でとれるそばの消費や販路を拡大する

必要があると考えられます。 

  そばの産地としての新庄市を広くアピールす

るために、現在そばガールズが結成されており

ます。県立新庄農業大学校の学生や市の職員の

方を中心とした11名の女性の方で構成されてい

るとお聞きしております。 

  新庄そばガールズの皆さんには、種まきをす

るイメージのおそろいの衣装でたくさんのイベ

ントに参加し、新庄市でとれる主要品種最上早

生のおいしさをＰＲしていただきたいと思いま

す。これからは新そばの時期にもなります。最

上地方に限らず、県内外の多くの方々に広告塔

として新庄市のそばのおいしさ発信や最上早生

の認知度を上げ、新庄市産のそばの消費や販路

を拡大するためにも、これから行われるイベン

トなどの情報収集、インターネット、フェイス

ブックやＳＮＳを利用した情報発信など、今後

どのように新庄そばガールズを活用し、新たな
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魅力発信をしていかれるのかお尋ねいたします。 

  ２番目の質問です。 

  エコロジーガーデンの新しい活用として、キ

トキトマルシェという月１回のマルシェ――マ

ルシェというのは市場という意味ですが、その

月１回のマルシェが始まりました。生産者と消

費者が直接交流を深められる機会をふやそうと

企画されました。マルシェでは、農家の方々の

産直はもちろんですが、お菓子屋さんやパン屋

さん、花屋さんなど、さまざまな業種の方が出

店なされました。また、キャンドルづくりやピ

ザづくり、陶芸などといった体験できるワーク

ショップも開催し、エコロジーガーデンの屋内

外でたくさんの人の笑顔や笑い声が聞こえてま

いりました。 

  出店した方々は、新庄、最上地域のほか、尾

花沢市や鶴岡市、上山市や南陽市と、県内外さ

まざまな地域からおいでいただき、今までにな

い新しい交流の場がここエコロジーガーデンで

広がりつつあります。エコロジーガーデンに来

られた方が名前の由来でもある「きときと」と

いう方言のごとく、ゆっくりとのんびりとマル

シェを楽しんでいただいたり、これからももっ

と活用しやすくするために、今後の市の取り組

み方をお伺いいたします。 

  ３番目の質問です。先日、小嶋議員も質問さ

れましたが、再度お伺いいたします。 

  新庄まつりの最終日26日に、東日本大震災復

興祈念として東北３県福興祭が行われました。

被災地の復興を願い、福を興すということで、

陸前高田市の氷上太鼓、南相馬市の相馬野馬追、

仙台市のすずめ踊りが新庄の中心商店街を練り

歩きました。腹の底から響く太鼓の音、勇壮な

騎馬武者の姿、派手な踊りとおはやし、それぞ

れ見応えのあるお祭りでした。 

  今後も被災地の復興を願い、もっと地域交流

を深めていくことが必要です。交流人口の拡大

につなげるために各地域でこれからどのような

交流を図り、取り組まれていくのかお伺いいた

します。 

  ４番目の質問です。 

  新庄市の山車づくりを一般の方にも体験して

いただきたいと、新庄まつり塾を開きました。

新庄まつりをより楽しんでいただくために、山

車づくりからやったほうが断然おもしろいとい

った発想から企画され、新庄まつりからの交流

人口の拡大を目指しております。 

  もっとたくさんの方に新庄まつりの新たな魅

力を発信し、山車をつくり、楽しみながら参加

する新庄まつり塾ですが、今回はどのような成

果があったのでしょうか、お伺いいたします。

また、反省点や今後の課題についてもお聞きい

たします。 

  最後の質問です。 

  新庄市には国指定重要無形民俗文化財の新庄

まつり以外にも、恵まれた自然環境や豊かな食

文化など、眠っている地域資源がたくさんござ

います。このまだまだ眠っている新庄市の地域

資源をさまざまな角度からもう一度洗い出し、

活用を検討して実施する必要があると感じてお

ります。 

  地域資源は、地域の人が見えていないものを

意識化することで獲得できるものが多くありま

す。地域資源の活用について成功している地域

は、資源を意識的に活用しようとする姿勢が強

く、これがない、これが足りないという思考に

は縛られずに、反対に身の周りに何か活用でき

るものはないか、これを活用したらどんな結果

につながるのかという発想が常に必要です。ま

ず、市としてどのような地域資源を常に意識し

て市全体で共通の意識を持たれているのかお伺

いいたします。また、より効果的な情報発信や

最上地域の連携などによる交流促進のためにも、

もっと戦略的に推し進めるべきではないでしょ

うか。そのためにも今こそ担当課の枠を超えた

各課の強さやよさを持ち寄り、弱さや非力を補
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い合ってより効果を生む地域資源戦略室を設置

し、そこに行政の次代を担う若い職員の方を抜

てきしてみてはいかがでしょうか、お伺いいた

します。 

  以上、壇上からの質問を終わります。御清聴

ありがとうございました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていだたきます。 

  初めに、そばガールズというようなことで、

大分前に結成されたわけですけれども、その目

的といたしますところは、新庄そばまつりの成

功に向けたＰＲ活動はもちろんのこと、香りと

甘味があっておいしい最上早生を広くアピール

し、新庄市のそばの生産振興、付随する農産物

の振興につなげるための一翼を担っていること、

11人のメンバー全員で意思統一し、活動を開始

しております。 

  ＰＲ活動につきましては、７月29日に行われ

ましたもがみ観光博のキックオフイベント会場

でのそばまつりのＰＲに始まり、今後の主な行

事といたしましては、９月19日に仙台市勾当台

公園で行われる東北のへそ観光まつりでの県外

へのＰＲ、そして10月20日の新庄味覚まつり会

場でのＰＲ活動を予定しております。 

  メンバーは、県立農業大学校の学生と農協職

員、市職員の構成となっておりますので、学業

や業務に支障のない範囲で調整し、活動してお

ります。 

  御質問にございます各イベントの情報収集に

ついてでございますが、商工部門と連携して情

報を集めることのほか、そばガールズの結成と

活動、市のホームページや既に新庄もがみ農協

が発行する広報誌に掲載されておりますが、各

種情報誌を活用してこちら側から発信し、これ

を見た団体の方から問い合わせなどがあれば、

行事への参加など可能な範囲で協力したいと考

えており、現在、新庄青年会議所主催の９月30

日のイベント「『日本一大きな蕎麦せいろ』で

『もがみ』を『発信』！」への参加依頼を受け

ております。また、そばガールズは、新庄そば

まつりのＰＲイベントや11月４日のそばまつり

当日のアトラクションとして新庄そば音頭の踊

りの練習に取り組んでいるほか、ＰＲ用のイメ

ージビデオの制作も行います。そして、そばま

つりの当日は、お客様方を若さと笑顔でもって

お迎えし、心から楽しんでいただけるように準

備しておるところでございますので、応援くだ

さいますようお願いいたします。 

  新庄のそばはまだまだ後発です。定着させる

には皆様方の御協力が何よりも大切と考えてい

ます。何とぞよろしくお願いいたします。 

  次に、エコロジーガーデンの利活用でありま

すが、今年６月に新庄エコロジーガーデンの施

設の永続的な保存と有効的な利活用を推進し、

多くの人が集い、市民に開かれた施設としてい

くため、利用団体で構成される交流拡大プロジ

ェクト実行委員会を立ち上げました。実行委員

会では、年間を通したイベントの開催により交

流拡大を図る計画であります。 

  その一つとして、７月、８月とキトキトマル

シェを開催いたします。このイベントは、エコ

ロジーガーデンを拠点に活動している農業者を

初めとした生産者や加工業の方々で組織するア

グリウォーカーズが主体となり開催いたしまし

た。また、亀綾織伝承協会やひつじネットワー

クなど、実行委員会の構成団体による展示やワ

ークショップなども同時に開かれ、多くの人が

訪れるようになりました。 

  御質問のとおり、生産者と消費者の交流はも

ちろん、その交流は県内外に広がっております。

７月の入り込み客数は520人、８月は650人。今

後もイベントの認知向上によりさらなる集客を

目指してまいります。 



 - 124 -

  今後の取り組みといたしましては、間もなく

建造物登録文化財に指定される運びとなってお

りますが、マルシェだけでなく、産直まゆの郷

の開業10周年を記念した市民大芋煮開催のほか、

施設の自然環境を生かしたワークショップの開

催など、農と食に見られる地域資源の発掘・発

信、歴史的景観の保全、交流拡大、観光など、

さまざまな視点から市民の憩いの場所となるよ

うに事業を継続、拡大してまいります。 

  ９月６日、まゆの郷開業10周年の記念式典が

行われました。その席上、懸案でありました１

億円の売り上げが報告されたところであります。

会長から、そうした皆様が多く出入りすること

によって売り上げが大変伸びたというような感

謝の言葉をいただいたところであります。 

  次に、地域交流についてでありますが、新庄

まつりの最終日、岩手県陸前高田市から氷上太

鼓、福島県南相馬市から相馬野馬追、宮城県仙

台市から仙台すずめ踊りを招き、東北３県福興

祭を御存じのとおり開催させていただきました。

沿道は予想を超える人出でいっぱいとなり、市

民や観光客の方々の関心の高さを実感しました。

参加した各団体の方からも、大勢の観客に見て

喜んでいただいてよかったとの声をいただきま

した。 

  仙台すずめ踊りは、被災地支援のお礼として、

昨年秋の味覚まつりの際にも踊りを披露してい

ただき、今回が２回目となりました。６月２日、

３日には、被災した仙台市若林区や東松島市の

住民を招いた田植えツアーを昨年に引き続き開

催しています。９月下旬には稲刈りツアーも行

う予定となっております。さらに交流が深まる

ものと期待しています。 

  被災地支援から始まった人と人とのつながり

が、地域全体での交流へと拡大し継続している

ことは、非常に望ましいことであります。 

  今後、当市での祭りやイベントへ参加してい

ただくことにとどまらず、当市から各地へ出向

くなど、市民レベルでの相互交流を図っていき

たいと考えております。 

  また、隣県の秋田県湯沢地域、宮城県大崎地

域とは、東北のへそ地域と称して連携したイベ

ントなどを行っています。湯沢絵どうろうまつ

りや新庄味覚まつりへのＪＲを利用したツアー

などにもそれぞれの市民が参加しております。 

  さらに、友好自治体の茨城県高萩市との間で

も継続した交流が行われています。例年７月に

は新庄市から高萩ジャンボリーの訪問、８月に

は高萩市からの萩っ子歴史探検隊の受け入れを

行い、児童の相互交流が行われています。新庄

まつりの際には高萩市からのバスツアーが毎年

企画され、本年も35名の方々にお越しいただき

ました。このような草の根的な交流を続けなが

ら、交流人口の拡大に結びつけていきたいと考

えております。 

  次に、新庄まつり塾でありますが、昨年、

「新庄さ、あべ！部長」として新庄まつりを初

めとしてさまざまな場面で新庄をＰＲしていた

だいた三浦友加さんを塾長に委嘱し、一般の入

塾希望者を募り、山車製作やまつり当日の山車

運行を体験していただきたいと新庄まつり塾を

開講いたしました。この塾は、町内若連の受け

入れ体制の確立とともに、参加型・滞在型のま

つりの楽しみ方を提供していこうという目的で

開講いたしました。 

  応募につきましては、想定より少ない応募状

況でありましたが、参加いただいた塾生からは、

地元の町内若連と一緒に山車製作を行い、まつ

り当日も参加してとてもよい思い出になった、

また来年も参加したいとの感想をいただいてお

ります。塾長であります三浦友加さんも、新聞

や雑誌、ラジオのほかツイッターやフェイスブ

ックなどのソーシャルネットワークサービスや、

ブログや動画配信などによるインターネット配

信など、あらゆる媒体を活用して新庄まつりを

ＰＲしていただくことができました。新庄まつ
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りのＰＲや町内若連の活性化という点で一定の

成果がありましたが、参加者の宿泊場所の確保

など課題も多く見つかりました。各種大学への

呼びかけによる団体での参加や、参加者へのサ

ポートなど課題を整理し、さまざまな仕掛けで

新庄まつりを起点とした交流人口の拡大につな

げてまいります。 

  次に、地域資源の活用でありますが、新庄市

には国指定重要無形民俗文化財となりました新

庄まつりのほか、国指定史跡新庄藩戸沢家墓所

や国指定重要文化財鳥越八幡神社、旧矢作家住

宅などがあります。特に戸沢家墓所は、新庄城

址とともに本市を代表する観光地として観光客

数を数えています。ほかにも松尾芭蕉や義経に

まつわる素材、交通の要衝新庄にまつわる素材

など、この地域の風土と歴史が育んだ史跡や建

造物が豊富にあります。また、風土が育んだ農

産物、伝統料理、あるいは民俗芸能、山岳信仰

など、これらは新庄を物語る地域資源であると

同時に、観光資源でもあると認識しております。 

  本市といたしましては、商工会議所、観光協

会、最上物産協会とともに６年前から行ってい

る観光プランニング会議での掘り起こし作業か

ら幾つかの小さな旅モデルコースを作成し、パ

ンフレットや案内作成時に活用しております。 

  また、新庄市観光ガイド協議会との共同事業

において、参加の事業者おのおのが主体的に観

光案内できるスキルを持つことを目的とした名

所・名物ソムリエ講座を３カ年開催してまいり

ました。 

  今年始まりましたもがみ観光博は、最上地域

の観光の現状と課題、今後の目標、重点施策な

どを検討し、平成23年度にはもがみ観光交流プ

ランを作成し、本番に臨みました。また、最上

地域の一般市民を含めた旅づくり塾で議論した

ほか、一般公募の当該実行委員の募集など業

界・住民一体となった芽出し作業を行いました。 

  2014年に開催予定の山形デスティネーション

キャンペーンに向け、来年６月には山形プレデ

スティネーションキャンペーンが行われる予定

であり、もがみ観光博で得たものをもとに、今、

最上地域全体で戦略的に準備に取りかかってお

ります。 

  自然、風土、建物、食べ物、そしてそこに携

わる人と、この土地でしか出会えないオンリー

ワンの新庄を広く知らしめるため、全国発信す

るこの機会をぜひ生かしていきたいと思います。 

  地域資源の活用でありますが、これらの地域

資源を活用するための組織のあり方であります

が、現在、職員数が298名と同規模の団体では

少ない人数で事務を行っております。 

  議員御指摘の豊かな自然、食文化など地域資

源を活用するためにも、そばまつり、味覚まつ

りなど、関係各課が連携を深め、互いに持ち味

を出しながらよりよいものにし、情報の発信や

交流の促進に掲げているところであり、現時点

ではなお一層の緊密な各課の連携を強めていき

たいと考えております。 

  また、若手職員に関する御提案につきまして

は、地域資源の発掘や活用など、さまざまな業

務を経験することが職員の能力の向上につなが

るものと考えております。 

  今後におきましても、適材適所の人事異動を

通じて能力向上を図り、次世代を担う若手職員

の育成に努めてまいります。 

  地域資源戦略室についてでありますが、現在、

部門統括制度を設けて情報交換を密にしており

ます。一般事務を行いながら、さらに地域資源

を掘り起こすというふうなことを現在行ってい

るところであります。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） 丁寧な御答弁、ありが

とうございました。 

  上のほうから順番に再質問させていただきま
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す。 

  一番最初の新庄そばガールズですけれども、

正直言いますと、すごい発想だなと私は思って

おります。こういうことを行政でやるのはおも

しろいなと私、正直思っております。 

  その中でも、これを行うに当たって各種イベ

ントに参加するあたりの情報収集が一番大切だ

と私は思っております。というのも、出ていく

にもイベントがなければ行けないですし、それ

を発信するのも大変だと思います。 

  それに当たりましてもう一度質問させていた

だきたいんですけれども、今後のこれからの情

報収集はどのようにして行って、これは向こう

の団体のほうから来ていただければいいんでし

ょうけれども、これからはこっちのほうから、

そばガールズがありますよという発信とかも今

後期待されると思いますが、そこら辺まで考え

ておられるのでしょうか。その広報活動みたい

なものも一緒にあわせてどのように行っていく

のかお伺いいたします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 近隣市町村、近隣県の各種イ

ベント情報につきましては、各自治体等でさま

ざまなイベント情報ということでホームページ

等で情報発信してございますので、その辺の足

の届く範囲で各種自治体のホームページのイベ

ント情報を検索しながら、機会を捉えながらＰ

Ｒ活動に努めていきたいなと思っております。 

  ただいま市長の答弁にありましたように、と

りあえずことしは11月４日が第３回新庄そばま

つりでございますので、ここまでのイベントの

予定としましては、ただいま申し上げましたイ

ベントについて、イベント会場においてＰＲし

てまいりたいというふうなことでございます。 

  なお、そばまつりが終わるとガールズの活動

がこれで終わりということではなくて、これか

らも長い目で新庄のそばを広く情報発信してい

くために継続しながら、新庄のそばを広くＰＲ

しながら交流拡大につなげていきたいと、この

ように考えてございます。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） 商工観光課と連携して

ぜひとも広めていっていただければと思います。

強く要望して、お願いいたします。 

  ２番目のエコロジーガーデンの活用について

お伺いいたします。 

  キトキトマルシェにも市の職員の方がたくさ

ん中に入ってお手伝いしております。その方に

も強く感謝して私はおるところでございます。

朝早くから夜遅くの片づけまで一生懸命やって

いるということなので、とてもすばらしいこと

だと思いますけれども、活動をしている方々の

ためにも、そしてそれをもっと広げていくため

にも、もう一度商工観光課の課長からぜひとも、

マルシェだけではなくエコロジーガーデンをも

う少しこうしたいという、もしそういう展望が

ありましたらお聞かせください。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 マルシェがなかなか手

応えのよろしい状態で来ていますので、寄附金

などをもとにして実行委員会のほうで構築して、

準備を進めていますが、例えばあそこで使うテ

ーブルとか椅子類、いろいろな備品類なんかも

関係者の手づくりでやってきていると。マルシ

ェに集まる方々が象徴しているように、この地

域だけではなくて他地域からもいろいろな方々

がおいでになって、しかも出品者の方々も日ご

とに関心を寄せて出品の意思を示してきている

ということで、まさに交流の場が始まったいわ

ゆる交流活用元年ではないかなというふうに思

っております。ただ、いかんせんまだまだ知ら

れておりませんので、とにかく情報発信、知っ

てもらうことがまず第１と。 
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  あと第２は、今まで大切に守ってきたわけで

ありますけれども、ハード的な部分に関しては

まだまだ整備はこれからです。例えば市長がか

ねがね申しておりますトイレの問題とか水回り

の問題とか、建物そのもののさまざまな保全の

問題、あとあれだけのさまざまな樹木、緑があ

りますから、あそこの活用をするためのさまざ

まな散策コースの設定とか、近くの戸沢家墓所

との連動したようなコースの設定をするとか、

そういったさまざまなソフト面、それからハー

ド面の整備をこれから順次行っていきたいなと、

そんなふうに考えております。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） せっかくできた交流の

場ですので、ぜひともうまく活用していただい

て、皆さんに知っていただく手だてをどんどん

発信していただければなと思います。 

  次、３番目の地域交流について、今回の福興

祭のことですけれども、今回は26日の後まつり

の後に続いたわけですけれども、せっかく被災

地復興も兼ねているお祭りですので、26日だけ

でなくて日にちをずらすというんですか、わざ

わざ新庄まつりの忙しい時期でなくても、もう

少し時期をずらしてもいいのかなと私は思って

おります。 

  なぜかといいますと、やっぱり仙台市や陸前

高田市、あと南相馬市の方々が新庄市においで

になるわけなんですけれども、おまつりですと

その３市の方々のおもてなしはどうなっている

のかと正直私は思います。やっぱり新庄ではお

まつりやっていて、わちゃわちゃ――わちゃわ

ちゃという言い方は失礼かもしれないですけれ

ども、慌ただしい中で、来ていただいた方にも

おもてなしをするという意味ではちょっと忙し

いのかな。ですから少し時期をずらして、もう

少し落ち着いたときに来ていただければおもて

なしと、そして市民の方に見せるということも

私はできるのかなと思いますけれども、そうい

う考えをお持ちなのか。さっきの市長の答弁に

も、この３市だけではなくて違う市もあるでし

ょうけれども、わざわざ新庄まつりに当てなく

ても私はいいのではないかと思いますが、そう

いう考えはあるのでしょうか、ないのでしょう

か、お伺いいたします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 昨日の小嶋議員の御質

問にお答えしていましたけれども、後まつり８

月26日の日中といいますか、昼前の時間帯はあ

る意味でこれまで行事の少ない手薄な時間帯で

もありましたので、今回の３団体のお祭りをお

招きしたということはある意味で大成功だった

というふうにまちの方々が認識されていると思

います。まつりを盛り上げる意味合いでも、と

にかく新庄まつりの３日目、３日目もまつりが

あるんだというような意味合いからもかなり有

効な手段であると。ただ、単独でそれを例えば

さまざまな交流活動を行っている友好関係にあ

りますようなそういうまちからお招きするとな

りますと、その意味合いづけとかセールスとか、

場合によっては準備とか、これが実際に一から

の作業になりますものですから、ですから現段

階ではあのまつりをまずは３日間盛り上げると。

もちろんあわせまして、今月末にも湯沢のほう

で、うどんエキスポのほうにこちらから２列車

で、恐らく満杯状態でしょうけれども、参りま

すし、湯沢とはさまざまなそういう絵どうろう

まつりとか、あるいは来月の味覚まつりとかで

行ったり来たりが正直ありますので、交流その

ものは行って来て、来て行ってと、互いの要す

るに信頼関係だろうと思っておりますので、こ

ういった面から重ねて進めてまいりたいと、こ

んなふうに考えております。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 
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４ 番（佐藤卓也議員） それはわかるんですけ

れども、さすがに来ていただいた方のおもてな

しのことを考えると、位置づけもあるんでしょ

うけれども、そこら辺は正直私はどうなのかな

と思います。となれば、もう少し考えて、おま

つりで新庄が盛り上げればいいのか、それとも

被災地の方々が盛り上がればいいのかをもう一

度考える必要もあるのかなと私は思っておりま

す。やめろとは言いませんけれども、そういう

考え方があるということだけでも一応心にとめ

ておいていただければなと思います。 

  次にまた新庄まつりのお話ですけれども、新

庄まつり塾についてお伺いいたします。 

  新庄まつり塾というのも今までになかった新

しい塾、新しく開講したということなんですけ

れども、やっぱりこれも情報発信というんです

か、一番最初に出たときになかなか知られてい

なかったというのがまだあるのかなと私は感じ

ております。せっかくやるのですから、もう少

し情報発信を早くしてやったほうがよかったな

と思うんですけれども、開講した時期について

まずお尋ねいたします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 実際、新庄まつり３日

間だけではないだろうと、その前後もあるだろ

うということで、さまざまな体験型、参加型の

まつりだという面から、また町内のさまざまな

山車製作でもかかわりができるんじゃないかと

いうことで準備はしたんですけれども、いかん

せん準備期間が短かったということは事実であ

ります。 

  あと、受け入れ体制の面でも、先ほど市長が

御答弁申し上げましたけれども、なかなか確と

したものがつかめなかったということがござい

ますので、今回一度やってみて手応えはつかん

だということでありますから、ぜひこれは来年

以降も拡大していきたいと。 

  例えば青山学院の皆様方がここに長逗留をし

て、実際に山車製作にかかわって地元の方々と

交歓、交流を行っているというような実例があ

りますので、ですから余り範囲を狭めずにやっ

ていただきたいと思っております。 

  なお、先ほどの件で私のほう、ちょっと舌足

らずな面があったかもしれませんけれども、３

団体のお祭りは、ぜひ新庄まつりも楽しんでい

ただきたいと、そういう日程を組んでおったん

ですが、例えば相馬の７頭の馬そのものに関し

ましても、行列が終わったらすぐ帰るというよ

うな向こうの意向がございまして、馬のコンデ

ィションということでしょうかね、何とかその

後の交流会にも、何とかかんとか時間を頂戴し

て参加していただいたというような経緯がござ

いますものですから、今後ともお招きする団体

の方々とは十分に時間を詰めて、そういった交

流のあり方に関して進めていきたいというふう

に思っております。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） せっかくのまつり塾な

んですけれども、やっぱり期間が短かったとい

うことなので、来年もやるということなので、

ぜひやっていただきたいなと私は思います。そ

れでも青山学院大学の方も見えましたし、山大

の方も見えております。そういった方がつくる

ことによって、新しくまた新庄まつりに来たい

な、出たいなという方がおるということなので、

もしかしたらさっき市長答弁もありましたよう

に高萩市の方、小学生の方もこっちのほうに来

られているということになれば、桜の花の一つ

でもつくってもらって、それが思い出となって、

これが将来にまた戻ってきていただける、そう

いった小学校のうちからの交流も必要なのでは

ないかなと思っております。ぜひともこのまつ

り塾は来年も続けていただいて、見るだけでは

なくてつくって参加するという新たな新庄市の
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魅力をどんどん発信していただければなと思い

ます。 

  最後になりますけれども、地域資源のことに

ついてお伺いいたします。 

  市長からも、たくさんの資源をいろいろ言っ

ていただいたわけなんですけれども、地域資源

といっても大きくてなかなか捉えにくいのかな

と思っております。 

  その中でもこの前、職員の方から紹介してい

ただいたんですけれども、地域資源を語るとい

うわけで、新庄ふるさとガイドブックというも

のを紹介していただきました。自分も見させて

いただいたんですけれども、すごくたくさんの

ことが書かれてあって、自分の知らない物語だ

とかたくさんあってすごく勉強になった本でご

ざいます。これも正直言いまして、つくったの

が平成15年で終わってしまいまして、なかなか

もったいないなと思っています。 

  こういう古い地域資源もあれば、現在新しい

地域資源として考えれば、自分たちの年代で言

いますと、冨樫義博さんという漫画家の方がお

りますけれども、そういった方々も地域資源に

なり得るのではないかなと思っております。そ

ういった方々も地域資源として考えるような、

新しい地域資源というのを市職員の方が全員共

有しておって、それを意識して使おうとしてい

るのかどうか。どういった新しい地域資源とい

う考え方を職場の方は持っていらっしゃるのか、

そこら辺をお伺いいたしたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 今、大変いいお話を頂

戴しましたけれども、本当に新しいものも古い

ものも全て地域資源だろうというふうに捉えて

おります。もちろん歴史的なものから、自然か

ら食べ物から建造物から、全て含むと思います。 

  冨樫義博さんの作品なんぞ本当に実際に台湾

のほうでも全て向こうの言葉に訳されて全巻出

ておりますし、また今度の日曜日からですか、

シャルロット・ペリアンの展示がまた再び始ま

ります。実際に展示からシンポジウム、また映

画の上映などもございますけれども、あれもち

ょうど15年ぐらい前になりますか、雪の里情報

館の立ち上げのときに再評価はされて、クロー

ズアップをされて、それがまた15年後、再びこ

ういう形で起き上がってきたと。しかもその主

体がまた若い方々が中心であるというようなこ

とから、地域資源というものを限定して捉えず

にさまざまな観点から捉えると。要はこれの売

り出し方、アピールであるというふうに思って

おります。それを実施するに、主体となるのは

市の職員だけではございませんけれども、特に

商工観光課の観光の担当職員は意欲を持ってや

っておりますので、ひとつ温かく御指導いただ

ければありがたいところでございます。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） 商工観光課の課長が答

えていただいたということは、地域資源は観光

資源と捉えているのかなと思います。 

  その地域資源でも、現在地域担当制というこ

とで、地域の方々が自分たちの土地を見て、そ

れでやっぱり自分たちのここにこういうものが

あるんだよということで捉えている方もたくさ

んいると思いますけれども、そういった観点か

らでも、地域担当制というくくりではないんで

しょうけれども、地元の方が出向いて、地元の

ものをいいと思っている観点から、皆さんその

地域資源をどういうふうに把握しているのかお

伺いしてもよろしいでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 市の若手職員の中にも地域資

源、どうやって発掘して活用しようかという今

動きが始まっております。と申しますのは、こ

とし６月定例会におきまして補正予算で御決定
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いただきました研修事業の中に職員自主研修・

研究活動助成事業というものを盛り込ませてい

ただいております。これについては職員研修の

一環ではございますが、職員みずからの発想に

よる研修事業というものを２件採択するという

内容でしましたところ、おおむね地域資源をど

う活用しようかというふうな提案を５つほどい

ただきました。その中に、先ほど商工課長のほ

うから話のありました冨樫義博さんの作品を用

いてまちづくりを進めていきたいというふうな

事業提案もございますし、また市全体の魅力、

要するに資源を発見して、それを磨き上げてい

きたいという、そういった取り組みを行いたい

という提案、そういう２件の採択がございまし

た。そうした２件が今後、研修事業としてでは

ございますが、若手職員の発想がどんどん広が

ってきているという現状にございます。こうい

った現状の中から、取り組みの中から実現性の

あるもの、それらをいかに抽出して事業化を図

っていくかというものについては、それぞれ各

担当課もしくはその発想者、または世代を超え

た職員間の連携というものが今後本当に重要に

なってくるんだろうというふうに感じておりま

す。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） そういった新しい取り

組みが次々と起こっているわけですから、ぜひ

ともこれは進めていっていただいて、若手職員

の方が動きやすいように、そして新たな発見が

できるように頑張っていただきたいと思います。 

  さっき壇上でも言いましたとおり、地域の人

が見えていないものを意識することで見えてく

るということもあります。もがみ観光博も、最

上全体で光るとおっしゃいます。前回の定例会

でも発言したんですけれども、最上全体が光る

前にまず新庄市、新庄市が光らなければ全体が

光らないと思います。ですから、何回もくどい

ようですけれども、新庄市が光っていただいて、

その波及効果が最上に広がっていくと思います。

その観点からもぜひとも協力的に進めていただ

いて、私の一般質問をこれで終わりたいと思い

ます。ありがとうございました。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後２時４４分 休憩 

     午後２時５４分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

清水清秋議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、清水清秋君。 

   （１２番清水清秋議員登壇）（拍手） 

１２番（清水清秋議員） 久しぶりの登壇の機会

を与えていただきました絆の会５人目の清水で

ございます。 

  今回、最終の一般質問者になりました。50分

とはいいませんが、少々の時間おつき合いいた

だきたいと思います。 

  それでは、まず、通告の質問に入る前に、１

つ執行部部局というか、市のほうに、ことしの

暑い夏、それに伴って新庄は水不足の心配があ

りました。先日うちの近所のおばあちゃんが

「いがったにゃ」と来たものだから「何だや」

と言ったら、「田さ水かかっていがったにゃ」

と、「最上川の水、上げてもらって、ことしこ

れないと、米なんなかったんねべがや」と、そ

ういうような話があって、本当に新庄市の国営

水利事業が完了して我々稲作農家は今非常に助

かっているというか、恩恵を目の当たりにして

本当に心から感謝を申し上げたいと思います。 

  そういうことで、通告に従いまして一般質問
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に入らせていただきます。 

  まず、雇用問題、これはほとんどの議員から

これまで一般質問やら予算委員会・決算委員会

等でも質問が数々出ております。そうした中に

おいても、雇用問題について一番の重要な企業

誘致がなかなか進まない。そういう中でこの雇

用問題を取り上げて質問させていただきます。 

  我々議会のほうでも、ことしの２月に市長に

政策提言を行ってきたところであります。その

後６カ月余り経過してきたんですが、これまで

企業誘致に取り組まれた状況、またその経過、

進展のぐあい、今現在どうあるのか、まずお聞

きしておきたい。 

  そしてまた、我々に３月、報告なされたとい

うか、報告書、企業誘致戦略に関する調査研究

が示されたわけであります。これには大きく取

り上げられたのが、１つは自動車関連企業の誘

致戦略、もう一つは食品関連企業の誘致戦略と

いうことで、この題材を取り上げて研究機関の

ほうで調査されたという内容でありますが、か

なり的確に明確に調査されて、また市の企業誘

致に対するポイントをきちっと指摘されており

ます。そうしたことを踏まえて、この調査研究

で示された内容をもとにした市の今後の検討、

どうあるべきか、その辺を考えがあればお聞か

せいただきたいと思います。 

  そしてまた、今、新庄の企業誘致の一番中核

となる福田山中核工業団地、これは昭和59年７

月から分譲を始められておるわけでありますが、

現在、分譲の用地が23.3ヘクタールほどあると

聞いております。13か14区画あるというような

ことでありますが、この分譲を開始してからも

うかれこれ27年早々経過している中で、ここに

誘致された、また工業団地に入ってきた企業に

関していろいろな優遇措置が施されているわけ

であります。これらに対して、今の優遇措置も

いろいろあるわけですが、この辺の優遇措置の

内容を見ますと今これでいいのかなと、果たし

てこの優遇措置で新庄に来てくれるのかという

ような措置の施し方がいまだにあるような気が

してならないんです。できれば、やはり新庄の

特有なマイナスの面、雪国であるし、交通の便

も悪い、そういう状況の中で優遇措置をもっと

見直し、改善を図らないと、まずはそういうと

ころから考えて検討してもらえればなと思うと

ころで、この辺に関してもお聞かせいただきた

いと思います。 

  ２番目の道路整備についてに移りますが、市

道、そしてまた生活道路に関してお聞きしたい

と思います。 

  まず、市道については、市が維持管理を徹底

してやらなければならない、そういうことがあ

るわけで、当然上のほうからも交付税措置も施

された維持管理がなされなければならないと聞

いておりますが、現在、市道が総延長300キロ

弱あると聞いております。都市整備課のほうか

ら聞いたんですが、その中で舗装とか側溝とか、

そういうふうな整備が整っている状態はどのぐ

らいあるのか。そしてまた、恐らく舗装もなっ

ていない、側溝も整備されていない、そういう

条件の未整備の道路網、未整備というか、歩け

ないわけではないと思います。そういう道路も

少なからずあるかと思いますが、その辺もどの

ぐらいあるか、わかればお聞かせいただきたい

と思います。 

  そういうことを何で聞くかというと、私はこ

れから一番今回重要視していただきたいことで

質問させていただきますのは生活道路なんです。

生活道路をなしているものはいろいろなものか

らというか、いろいろな道路から、農道、私道、

昔から言えば、サクバ道というか官地、そうい

うようなものから生活道路というものが今ある

かと思います。そうした生活道路で住んでいる

定住環境を構築している方々が、市道・県道・

国道に面した人たちよりも多くはなくても少な

からずいると。そうした生活状況が今新庄市に
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は相当あるかと思います。 

  そうした生活道路に対して、今これまでいろ

いろな形で整備に関して補助制度とか整備に係

る経費の補助、今年度は100万円ぐらいですか、

そういうふうな整備をやっているわけなんです

が、果たしてそれで市民の要望に応えられてい

るのかなと。当然生活道路を整備したいという

市民がいれば、市では市にちゃんと申請してく

ださいというようなことは広報とか市報とかで

いろいろ市民には伝わっているかなと思うんで

すが、果たして100万ぐらいの、今の予算措置

がそれしかできないといえばそれまでなんです

が、それで市民に応えているという物事になる

のかなという感じがしてならない。そういうこ

とも考えてひとつこの生活道路、当然定住環境

を構築していくのも重要視していっていただき

たいということから御質問いたしますが、今の

生活道路を見ても、市道に認定するような条件

をクリアするような条件を備えるとなると大変

な物事を要すると私は思っております。非常に

困難だろうなという感じでおります、生活道路

を市道に格上げというか、市道認定にしていた

だきたいという市民の要望があっても。これを

クリアしなさいよというのは行政で恐らく言わ

れるわけですから、そういう今の状況を考える

と、これで果たして新庄市の定住人口、今後ふ

えることは予想されていないわけで、だんだん

減っていくのは当然な気がしてならないんです、

こういう生活道路の状況のままでいけば。そう

したことを考えると、やはり生活道路の整備と

いうものは今後市でも十分に検討していただき

たいなということで、生活道路に関しての今後

の整備の進め方、どういうふうに考えておられ

るのかお聞かせいただきたい。 

  最後に、災害対策についてでありますが、今

回取り上げたのは最上川流域においての水害に

悩まされている地域、これは言うまでもありま

せんが本合海、畑地区であります。ということ

は、なぜ取り上げたかというと、この流域の地

域の方々においては、毎年のように最上川は大

雨とかになると増水するわけ。最上川の堤防が

氾濫するからとかという問題じゃない。本合海、

畑地区は増水しただけで雨水が排水できなくな

る、そういう状況が執行部の皆さんもわかって

いるかと思いますが、そういう地域なんです。

そうしたことに対して地域の方々がどういう体

制をとっているかというと、最上川の雨水排水

の水門が本合海に３カ所ありますね。そこにち

ゃんと監視員を配置している。いつでも水門の

管理、監視、頼まれてやっている人がいる。そ

うしてまた、そういうふうな雨水排水ができな

くなって水害のおそれがあると、消防団が出動

して排水作業にかかわったり、また待機をした

りして、そういう一時的な災害防止策、水害防

止策に携わっているわけなんですが、これでは

やはり災害・水害に対して安心なまちづくり、

地域づくりとは到底言われないんじゃないかな

と思う。 

  ましてや、増水すると毎年のように47号線は

通行どめになる。こういうのを見ると、やっぱ

り災害に強いまちづくりと市は口では言ってい

ても災害に強いまちづくり、できるのかなとい

う感じがする。こういう弱いところには、幾ら

さっき申し上げた企業誘致しても、来ない。そ

ういういろいろなことに関連してくるんです。

そういうことを私は何年も見てきているわけで

す。 

  そういう安全・安心な地域づくり、災害に強

い地域づくり、これを何とかやってもらいたい。

ひとつこの辺の水害に対して、今後市の考えて

いること、またそういうことに対してどういう

考えでいるのかお聞かせいただきたいと思いま

す。 

  最後に、畑地区において、今あそこは国交省

で水害重要度Ａランク、最高に水害の危険性が

あるということでＡランクに指定されているん
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です。これは何年も前からです。こういうとこ

ろ、ようやく築堤の整備事業が今かかられよう

としております。そういうふうな築堤の整備計

画、今どういう状況であるのか、そういうこと

も担当課のほうにお話ししておきましたので、

わかる範囲でいいですからお聞かせいただきた

いと思います。 

  地元からのお話を聞きますと、７月か８月の

初めごろか、市のほうから地域、部落に来て説

明会があると、そういうふうな連絡が入ったそ

うなんですが、これが延び延びになっていまだ

開催されていない。地元の地域の人たちは心配

になってきているんですね、計画変更になった

のではないかと、つくられなくなるんでないか

とか、そういう不安な要素が今流れておる中で

ありますので取り上げさせていただきました。

ひとつその辺も、わかる範囲でいいですから、

お聞かせいただければと思います。 

  以上で、私からの通告した全ての質問を終わ

らせていただきます。御清聴まことにありがと

うございました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、清水議員の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  雇用拡大の創出というようなことの裏側の底

辺の中には、制度的な充実あるいは地域の安

全・安心、そうしたものがなければ企業誘致も

なかなか進まないのではないかというような懸

念をいただいた質問かなというふうに思ってお

ります。 

  雇用の拡大の創出につきましては、新規企業

の誘致に加え、地場産業への支援も大きなウエ

ートを占めると認識しております。 

  地場産業の支援といたしましては、人材確保

に関するものづくり企業魅力体験見学会の開催

や販路拡大支援のための商談会等出展事業補助

制度を整備しております。 

  また、政策提言にもありますように、農商工

連携による新しい産業の創出の働きかけとして、

本年７月に新たなアグリビジネス創出セミナー

を開催しております。 

  その他、企業の人材育成支援としての研修会

などの開催を予定しており、地域内の製造業の

技術力向上と産業活性化が図られるよう努めて

いるところであります。 

  一方、御質問の新企業の優遇についてであり

ますが、誘致活動を効率的に進めるため、本年

３月に企業誘致戦略を策定しております。御存

じのとおりビジネス拠点としての中核工業団地

の魅力づくり、その中には自動車部品関連、食

品関連産業の立地の可能性について調査・研究

の結果が示されているのは御承知のとおりであ

ります。市としての受け入れ体制のあり方が重

要であると捉えており、短期・中長期的な取り

組みについての戦略的な誘致活動を進めつつ、

地域の実情や経済の動向などを総合的に勘案し

て、立地企業間の横断的な情報交換の場を現在

進めておるところであります。 

  この立地企業間の横断的な情報交換会につき

ましては、ものづくり企業、そうした企業同士

の情報交換をやるというようなことで、今回２

度行わせていただきました。その中で自動車関

連に進出したいという企業がどこを切り口とし

て入っていったかわからないということが、隣

の企業の方が今後一緒に切り口をそろえて進も

うというような自動車関連の呼びかけなども行

っていただいており、この立地企業間の横断的

な情報公開をさらに充実させていきたいなと思

っているところであります。 

  こうした戦略を踏まえて、企業誘致の現状で

すが、本地域の特性である雪や森林資源などの

自然エネルギーを有効活用した事業展開につい

て、首都圏企業への提案を繰り返しております

が、その反響として数件の問い合わせをいただ
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いている状況であります。さらにトヨタ自動車

東日本への参入に向けた取り組みも含め、関連

する企業からの情報収集は、関係機関との連携

を密にした活動を引き続き行ってまいります。 

  中核工業団地へ立地する企業への助成制度や

優遇制度については、企業誘致を行うに当たり、

企業に魅力を与える非常に重要な要素の一つで

あります。現行の市の制度では、新規に用地取

得した企業に対する助成制度がありますが、県

においては増設などを行う企業に対しての支援

も行っております。新規企業の立地はもちろん

のことですが、既に立地されている企業の増設

や空き工場の活用などによっても雇用の創出が

図られるものと考えられますので、効果的に機

能する新たな助成制度について今後研究してま

いりたいというふうに思います。 

  その中で企業から要望が出ておりますのは、

雪対策費が非常にお金がかかると。しかし市内

の会社との整合性という観点から、どのように

企業を支援するかということは今検討している

ところであります。 

  次に、道路整備についてであります。 

  御指摘のように国道・県道に面している住民

とそうでない住民とがおるわけであります。さ

らに、市道でない生活道路に暮らしている方々

もおると。市民が何分割かにされた諸条件の異

なる中で生活しているということは承知してい

るところであります。 

  平成23年度末の市道管理総延長は、590路線、

299.9キロメートルのうち未舗装延長は66.7キ

ロメートル、全体の２割強が未舗装となってお

ります。 

  舗装済みの主要幹線道路においても、経年劣

化などで傷んでいる道路も多く残っております。

これらの道路については優先順位をつけて整備

を推進していきたいと考えております。 

  未舗装の路線についても限られた予算の中と

なりますが、危険な箇所の修繕などを順次進め

ていきたいと考えております。 

  また、道路側溝については、路面の雨水排水

を目的として設置されますが、流雪溝として整

備している箇所もございます。 

  今後も安全に利用できる道路を心がけ、維持

管理体制に努めてまいりたいと思います。 

  ２点目の生活道路の整備状況でありますが、

昭和51年度より生活道路整備費補助金交付要綱

において、その整備に要する経費の一部を補助

する制度を開始しており、今まで193件、約

7,000万円程度を補助しております。ここ数年、

４件程度が補助金交付を受けて整備を実施して

おりますが、最近では舗装・補修工事等が増加

しております。 

  このように整備件数の増加も考えられること

から、翌年度の整備予定件数の把握と制度の周

知をさらに図ることから、９月のお知らせ版に

掲載し、整備に関する相談や問い合わせなどに

対応し、当初予算に反映させたいと考えており

ます。 

  ３点目の生活道路の除雪についてであります

が、昭和63年から申請により実施しており、

350件、約42キロメートルの除雪を行っており

ます。開始より長年経過しており、世帯数の減

少や近年の豪雪など、現在の生活道路除雪の状

況を把握するため、このたび生活道路除排雪実

態調査を実施いたしました。その結果、現在の

除雪作業の状況はおおむね満足している数値で

ありますが、今後の除雪作業及び排雪について

は意見等もございますので、今後の除雪作業に

生かしていきたいと考えております。 

  また、雪に強いまちづくり事業・制度もござ

いますので、こちらについても周知を図り、活

用していけるよう考えてまいりたいと思います。 

  最後に、災害対策についてであります。 

  災害対策における畑地区の御質問が中心であ

りますが、最上川増水時に幾度となく水上がり

等の水害に見舞われている状況にあります。 



 - 135 -

  平成17年には、畑地区区長より築堤に関する

要望があり、新庄市として国土交通省東北整備

局新庄河川事務所に要望を行っています。あわ

せて、最上川中流改修促進期成同盟会におきま

しても、東北地方整備局及び国土交通省に対し

て平成19年度より毎年、要望活動を行っており

ます。 

  これを受け、新庄河川事務所では平成20年に

現場を巡視し、平成22年度より事業着手に向け

計画を立てております。 

  平成23年度には、地元説明会を開催し、測量

に着手されたところであります。 

  今年に入り、４月に整備方針に関する説明会

を予定しておりましたが、方針に検討事項が追

加されたため延期となっております。現在は、

国で整備方針についてよりよい方向に検討して

いるところであります。 

  今後、早期完成し水害のない地区になるよう、

国に対し引き続き要望等行ってまいりたいとい

うふうに考えております。 

  説明が入り、途中で中止された背景におきま

しては、３月11日の大震災のことを受けまして、

これまで考えていた築堤の高さ等が、日本海に

おける津波等による押し寄せと上流部からの水

の流入になったときにちょうどその地点が大き

く水かさが上がるというようなことがシミュレ

ーション的にできたというふうなことも聞いて

おります。それで、これまでの23年度以前の、

地震が起きる前の計画ではまずいのではないか

というような検討事項が追加されたためという

ようなことを情報入手しておりますが、来月に

はまた地方整備局等に直接赴いてそのことにつ

いてただし、また整備をいち早くやっていただ

きたいと要望する予定であります。 

  以上、現状について御説明申し上げました。

壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） ありがとうございます。

二、三再質問させていただきます。 

  まず、この調査研究資料、これは余りまだ検

討していないな、今の答弁から聞くと。やっぱ

りこれはかなりちゃんと新庄市の弱点・利点、

利点は余りないんだけれども、弱点をきちっと

指摘しているわけですよ。こういうのはやはり

検討材料、大変いい資料提供してくれたなとい

うことで、これ全部見させてもらいました。こ

ういう資料を生かすか殺すか。これは市長だけ

頑張ったってだめなの。担当課だけ頑張ったっ

てだめなの。全体でやらなければ企業誘致なん

て進めることできないです。何ぼ市長、飛んで

いったって、ここに来るものじゃない。俺はそ

う思っているんだ。だから新庄市の人口減らす

べや、定住環境をきちっと整えるか整えないか。

定住をふやすかふやさないか、雇用で決まるん

だべ、だって、雇用の場を確保するというのを。

これを実践してやらないで、結果を出さないで、

物事を運ぼうといったって、そう青写真うまく

染まってこないね。わかっていると思うんだけ

れども、これは全体が一丸となってやらなけれ

ば、こういう余り利点のない、雪の多いところ

に会社なんか来ない、間違いなく。 

  だから１つは、いいですか、分譲用地の価格

にしても、１平方メーター5,500円から7,005円。

１反歩何ぼなのや。500万、700万だ。今、土地

どういうふうなの。そういうのとか、いろいろ

なところから、やっぱり工業団地を造成すると

きは金がかかったかもしれない。今から何年前

だ。今の現状、田んぼの農地見たって、１反歩

100万円、新庄の近郊だったらかなり少ないけ

れども、俺のところなんか60万、70万だ。こう

いう状況の土地価格は、もっと優遇措置という

か、市長は施政方針でもちゃんと示されている

わけだね、地元企業への支援、起業される方へ

の支援、こういうのは、俺見た場合は新たな支

援策、優遇策を考えるのかなと思って聞いたと
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ころだったの、本当は。今までの支援策なんか、

説明されないでわかるの、優遇策なんか。こう

いうところを検討してもらわないというと、企

業誘致した実績を残すためにも仕事してもらう。

結ばなければと思うね。その辺、どうだ、ひと

つ。新たな支援策をどういうふうに考えている

のか。これ、考えていないのか、やっぱりまだ。

ちょっとその辺。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 まず、用地の問題が最

初ございましたけれども、中小機構のほうでは

毎年あそこの用地値を下げております。ことし

の７月１日も24％下げまして、もうほとんど最

初の売り出しの半値以下というところまで来て

いるというのが１つあります。 

  あと、新しく企業に立地していただく、また

事業を拡大して増設をする、また増産体制に備

える、トータル全て雇用の拡大が目的でありま

すので、用地に対する助成もございますけれど

も、例えばその結果立地して、あるいは増設し

て拡大して、雇用が何人か、５人とか10人とか

３人とか、しかもこれは新庄市に限りますけれ

ども、ふえた場合に、何か行政ができないかと。

ほかの地域では実際にやっている例もございま

すので、そこら辺のところ、実情はどうなんだ

と。これは工業団地に限らずでございますけれ

ども、今研究を進めているところでございます。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 問題、企業誘致ね、ぜ

ひひとつ我々もできることがあれば、やっぱり

市長に協力は惜しまない覚悟でおります。そう

いうことで、若者の定着するためには企業誘致、

これを考えなくして雇用の場を図れる、増大す

ることは到底考えられない。ひとつよろしく、

まずみんなで頑張っていただきたいと思います。 

  あと、道路問題、市道がこれだけあって、整

備がなされて、なされていない未舗装部分も正

直言って担当課から聞いたんですね。70キロ弱

あると、未舗装の部分、70キロぐらいあると、

66キロとか。この市道の状況、どういう状態で

あるのか、きちっと把握したのか。無理して使

わないでいるようだから未整備で未舗装でいる

のは。これから未整備になっている66キロに関

しての整備計画がどうだか。 

  なぜ聞いたかというと、そのところが整備し

なくても余り利用度がないんだと受けとめてい

いならば、あとは、そうなると、今の市道はほ

とんど整備されているという捉え方をした場合、

市長、何も答えていないから、未舗装70キロ近

くあるんだから、どういう状況か答えてもらえ

るか、答えないか、わかないから答えてないな

らしようがないな。いいですか、生活道路と市

道の市の対応、いろいろな除雪から整備する、

さっき言った舗装するとかって、格差があり過

ぎるべ。生活道路を舗装したいと申請しても、

半分だけだべ。生活道路、除雪はしてくれます

よと。だけれども、市道の後回しだよ。そして

雪の捨て場をちゃんとおまえたち確保しなさい

よと言っているんだ。そして投げるのはおまえ

たちでしなさいよと、生活道路に関しては。そ

んなことをいつまでもやってたら、市の定住な

ど、ふえるどころか、ふえていかないの当然だ

べや。 

  そして今、今年度予算100万足らずの整備費

で本当の形だけ市民サービスを向上させるなん

て、これでいいんだかな。もう少し、財政もそ

れなりになってきたんだから、市民サービス向

上、市長が言っているわけだ。そういう生活道

路をもっと考えて、これからちゃんとした計画

立てて、本当は100万円やそこらの金で、今ま

で何千万か使ったといっても市道と生活道路の

条件要項、市でつくっているんだべや。違うか。

市でつくっているんだべ。要は、市道に認定さ

れるかされないかというのは要件、６メーター
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幅とかそういうふうな条件は市でつくっている

んだべというんだ。生活道路はそれに伴う幅が

ないからできないとかというのは、市でその要

件を決めているんだべから、そういうことも踏

まえて、市道がそれだけ整備されてきたら、今

度は生活道路にもう少し重点を置いてやりまし

ょうというのが普通考えてもおかしくないなと

思うな。 

  ある何年度か、600万円ぐらいの予算ついた

年もあったんだ、昭和57年だか６年、この生活

道路の整備費に、補助費に。そういう物事を踏

まえて、生活道路をもっともっと検討して、生

活道路の整備をするという考え方に立って物事

を考えてもらいたいですが、どうですか、課長。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 質問がいっぱいあってあ

れなんですけれども、まず、未舗装部分につい

てですけれども、66.7キロということで、全体

の２割強がまだ未舗装になっていると。その道

路につきましては、やはり市道できちっと管理

するわけですから、将来的には全て舗装した道

路にはしていきたいと思います。 

  ただ、今のところ主要幹線道路、７割ぐらい

整備済みなんですけれども、この間、凍上災の

事業の中でも説明しましたけれども、大体主要

幹線道路パトロールして20キロぐらいが舗装が

傷んでいると。そういう中で今回凍上災に６キ

ロくらい採択してもらったわけですけれども、

残りの主要幹線道路についても優先的にまず整

備していかなければならないんだろうというふ

うには考えております。 

  今現在の未舗装部分につきましては、砂利道

とかそんなところで固められているわけですけ

れども、今のところまずそういう道路形態で通

行、交通が保たれていると。ただ、それについ

ては、道路予算の範囲の中なんでしょうけれど

も、順次その中にもやっていきたいというふう

に考えております。 

  それから、生活道路と市道の格差があるんで

はないかということですけれども、やはり市と

しては市道の管理、それからそんなところを重

点的に行うというのがまず市の務めだと思って

おります。ただ、市民が生活道路の沿線に住ん

でいるということも当然のごとくに認識してお

ります。 

  それから、生活道路についてですけれども、

今、清水議員がおっしゃいましたように、53年

度からの資料をここに持っているわけですけれ

ども、53年度の補助件数が15件で678万9,000円

とかなりの金額になったと。それからずっと

400万円とかその金額があったわけですけれど

も、ここ数年、市のほうで生活道路に関しての

制度、それから制度の内容を周知しまして募集

しているわけですけれども、ここ数年、３件と

か４件とかなっているということでございます。 

  それで、予算的に決算額上で100万円以内に

おさまっているわけですけれども、市として

100万円を限度としてというふうな考え方は持

っておりません。ですから生活道路の２分の１

の補助ということでございますけれども、その

生活道路を管理している市民の方々ですか、そ

ういう方の要望に応じてこの予算額については

確保していきたい。そのためにも例年ですと３

月中に募集して４月30日に締め切りという中で

の募集だったものですから、それではやはり考

える、要は町内会といいますか、生活道路の沿

線の住民の人方の管理する部分もあるんでしょ

うから、それについては９月のお知らせ版でや

って、そしてそれを当初予算に反映していきた

い。100万円にこだわっているわけではないと

いうことでございます。以上です。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 余り時間使わないで、

早くやめる勘定していたんだけれども、もう１
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点だけ聞いてやめるけれども、まず調査してみ

なければわからないわけだ、生活道路に関して

は。これは市の単独予算でやらざるを得ないわ

けだから、やみくもにやって進めてもらいたい

わけではなくて、やっぱり調査をきちっとやっ

て、そして今の補助率２分の１とか、そういう

ものももっともっと緩和しないと市民はよ。 

  そして生活道路というのは今、市長が言った

みたいに、五百何十カ所もあって生活している

人たちがいるわけだ、道路、それに即した面に

居住する人たちが。やっぱりこれは半端じゃな

いわけよ。今後、そういうふうな生活道路に対

しての目の向け方というのをひとつ今まで以上

にやっていただければ。まず頑張っていただき

たいと思います。 

  あと、災害の件。これは課長よ、本合海地区

を何で取り上げたかというと、あそこはいつま

でも消防団とか緊急に災害のおそれがあるから

業者を引っ張ってきて、水中ポンプで最上川に

放流するとかという物事だけで対応できるかな

という。今あちこちで集中豪雨というか、ゲリ

ラ豪雨なんだ、ゲリラ豪雨。半端でない雨が降

っているわけよ。こっちのほうは幸いに降って

いないで助かっているんだけれども、そういう

ことを頭に入れた場合、ああいう今までの対応

で大丈夫なのかなと。大丈夫でないとおれは思

って質問していたんだけれども、こっちから言

わせてもらうと、戸沢村の蔵岡にある排水機場、

ああいうふうな排水機をずっと備えつけてやれ

ばそこの人たちは安心するわけですよ。同じな

のよ。ああいうふうな条件というか、そういう

ふうな場面を持っている本合海地区も蔵岡地域

も。そういう物事を国交省あたりと検討する余

地があるんでないかということを受けとめても

らいたくて質問したかったんだ。その辺ちょっ

とあれば。 

  時間もあれだから、これで終わります。まず

１つずつ、課長のほうから。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 本合海地域の内水の関係のこ

とですけれども、これまでも清水議員からは何

回も御意見、御提言をいただいております。 

  現状ですけれども、市の場合の水害的な要素

については、懸念されるのは本合海地区が年に

何回か、一、二回の頻度でこれまで発生してお

ります。 

  あの対策としては、最上川のどうのこうのは

起因しますけれども、内水の処理をどうするか

というようなことが問題となっています。その

経過で、私が前にいたとき、平成10年ころだっ

たと思いますけれども、内水の処理に使うよう

にというようなことで、かなり大型の揚水ポン

プ、現在使っておりますけれども、それを国交

省のほうから無償の貸与を受けておりまして、

以前は消防団のポンプを利用して難儀な排水作

業を消防団にしていただいた経過がございます

けれども、現状ではその無償貸与のポンプをも

って、道路、国道をとめることはできませんの

で、国道に支障のないところに排水をするとい

うようなことで、実は業者さんのほうにそのポ

ンプを保管していただいて、そういうふうな水

防の警報、内水の処理をしなければならない急

な状況になった場合は、連絡した上で速やかに

そのポンプをもって排水をしているのが現状で

す。 

  ただ、蔵岡には国交省のほうで設置したポン

プ等がございますけれども、あれについても必

ずしも、費用の負担の面とかありまして問題が

あるようには聞いておりますけれども、ただ、

現状では、これからどういうふうな災害が来る

かということについては、東日本大震災を思え

ばさまざまな想定はせざるを得ないんですけれ

ども、過去五、六年においては最上川の水位と、

あと本合海地区への降水量の関係で対応たるも

のが違いますけれども、現状では宅地への被害



 - 139 -

等についてはありません。 

  なお、その辺については、昨年だったと思い

ますけれども、国交省のほうにポンプによる排

水を容易にするためのポンプ設置場所の確保と

内水を集水するための桝の設置はできないかと

いうことで要請した経緯もございますけれども、

現状では、言い方は悪いんですけれども、被害

の実態がないというようなこともありまして、

検討しておきましょうというようなことでのお

返事は聞いておりますけれども、まだ実現には

至っておりません。 

  なお、洪水の警報が出た場合、新庄市の消防

団は全て水防団の任務も兼ねておりますので、

消防団に難儀をかけるわけではございますけれ

ども、排水に限っては消防団員の負担たるもの

は可能な限りかけないようにしております。 

  なお、今後も国交省のほうに可能な対策につ

いて、毎年会合等ございますので、要請してま

いりたいと思います。よろしくお願いします。 

沼澤恵一議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたします。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を明日９月12日から９月

19日まで休会したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、今

期定例会の本会議を明日９月12日から９月19日

まで休会し、９月20日午前10時から本会議を再

開いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会します。 

  御苦労さまです。 

 

     午後３時４６分 散会 
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平成２４年９月定例会会議録（第４号） 

 

 

平成２４年９月２０日 木曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 兼 
教 育 総 務 課 長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第４号） 

平成２４年９月２０日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

    （決算特別委員長報告） 

日程第 １ 議案第４９号平成２３年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ２ 議案第５０号平成２３年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ３ 議案第５１号平成２３年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ４ 議案第５２号平成２３年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ５ 議案第５３号平成２３年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ６ 議案第５４号平成２３年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ７ 議案第５５号平成２３年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ８ 議案第５６号平成２３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第 ９ 議案第５７号平成２３年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 

    （総務文教常任委員長報告） 

日程第１０ 請願第５号「地方財政の充実・強化を求める請願」について 

日程第１１ 請願第６号少人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る

意見書採択の要請について 

日程第１２ 請願第７号危険な垂直離着陸輸送機オスプレイの配備及び低空飛行訓練計画の撤回を求め

る意見書の提出を求める請願 

日程第１３ 平成２４年請願第２号脱原発社会に向けたエネルギー政策の転換を求める意見書の提出に

関する件 

 

    （産業厚生常任委員長報告） 

日程第１４ 議案第４７号市道路線の認定及び廃止について 

日程第１５ 議案第４８号山形県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 
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日程第１６ 議案第５８号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第４号） 

日程第１７ 議案第５９号平成２４年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１８ 議案第６０号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１９ 議案第６１号平成２４年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２０ 議案第６２号平成２４年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２１ 議案第６３号平成２４年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２２ 議案第６４号平成２４年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第２３ 議案第６５号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第５号） 

日程第２４ 議会案第４号地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 

日程第２５ 議会案第５号少人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求

める意見書の提出について 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。欠

席通告者はありません。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

決算特別委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１議案第49号平成23年度新

庄市一般会計歳入歳出決算の認定についてから

日程第９議案第57号平成23年度新庄市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてまでの

９件を一括議題といたします。 

  本件に関し決算特別委員長の報告を求めます。 

  決算特別委員長森 儀一君。 

   （森 儀一決算特別委員長登壇） 

森 儀一決算特別委員長 おはようございます。 

  それでは私から決算特別委員会における審査

の経過と結果について報告いたします。 

  決算特別委員会は全議員をもって構成されて

おりますので、要点のみの御報告とさせていた

だきます。 

  それでは御報告申し上げます。 

  決算特別委員会に付託された案件は、議案第

49号平成23年度新庄市一般会計歳入歳出決算の

認定についてから議案第57号平成23年度新庄市

水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

てまでの計９件であります。審査につきまして

は、９月14日と18日の両日にわたり活発な審議

が行われたところであります。 

  初めに、議案第49号平成23年度新庄市一般会

計歳入歳出決算の認定については、各委員の質

疑の後、佐藤悦子委員より認定することに反対

の討論、また清水清秋委員より認定することに

賛成の討論があり、起立採決の結果、賛成多数

で認定すべきものと決しました。 

  次に、議案第51号平成23年度新庄市交通災害

共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

議案第52号平成23年度新庄市公共下水道事業特

別会計歳入歳出決算の認定について、議案第53

号平成23年度新庄市農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算の認定について、議案第54号平成

23年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳

出決算の認定についての４件は、質疑、討論は

なく、採決の結果、全員異議なく認定すべきも

のと決しました。 

  また、議案第50号平成23年度新庄市国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

議案第55号平成23年度新庄市介護保険事業特別

会計歳入歳出決算の認定についての２件は、質

疑の後、討論はなく、採決の結果、全員異議な

く認定すべきものと決しました。 

  議案第56号平成23年度後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算の認定については、質疑の

後、討論はなく、採決の結果、賛成多数で認定

すべきものと決しました。 

  議案第57号平成23年度新庄市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定については、質疑の後、

討論はなく、採決の結果、全員異議なく可決及

び認定すべきものと決しました。 

  以上、決算特別委員会に付託された案件、議

案第49号平成23年度新庄市一般会計歳入歳出決

算の認定についてから議案第56号平成23年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてまでの８件については、いずれ

も認定すべきものと決し、議案第57号平成23年

度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認

定については、可決及び認定すべきものと決し

ました。 
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  議長よりよろしくお取り計らいくださいます

ようお願い申し上げ、決算特別委員会における

審査の経過と結果についての報告といたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  決算特別委員会は全議員をもって構成されて

おり、質疑、討論は終わっておりますので、直

ちに採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  まず初めに、委員長報告のうち賛成多数で認

定すべきものとした件の２件について採決いた

します。 

  議案第49号平成23年度新庄市一般会計歳入歳

出決算の認定については、委員長の報告のとお

り決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第49号は委員長の報告のとおり認定すること

に決しました。 

  続きまして、議案第56号平成23年度新庄市後

期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定

について採決いたします。 

  議案第56号は委員長報告のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立多数であります。よって、議

案第56号は委員長の報告のとおり認定すること

に決しました。 

  次に、認定すべきことと決した議案第50号平

成23年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、議案第51号平成23年

度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決

算の認定について、議案第52号平成23年度新庄

市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、議案第53号平成23年度新庄市農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、議案第54号平成23年度新庄市営農飲雑用水

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議

案第55号平成23年度新庄市介護保険事業特別会

計歳入歳出決算の認定についての６件は、全員

異議なく認定すべきものと決しました。あわせ

まして、議案第57号平成23年度新庄市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを含め、

委員長の報告のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第50号、議案第51号、議案第52号、議案第

53号、議案第54号、議案第55号の６件は、委員

長の報告どおり認定し、議案第57号は委員長報

告のとおり可決及び認定することに決しました。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第10請願第５号「地方財政の

充実・強化を求める請願」についてから日程第

13平成24年請願第２号脱原発社会に向けたエネ

ルギー政策の転換を求める意見書の提出に関す

る件までの４件を一括議題といたします。 

  本件に関し総務文教常任委員長の報告を求め

ます。 

  総務文教常任委員長小関 淳君。 

   （小関 淳総務文教常任委員長登壇） 

小関 淳総務文教常任委員長 私から総務文教常

任委員会の審査の経過と結果について御報告い

たします。 

  当委員会に付託されました案件は、請願３件

と、６月定例会で継続審査となりました請願１

件であります。審査のため、９月12日午前10時

より議員協議会室において委員９名全員出席の

もと、審査を行いました。 

  初めに、請願第５号「地方財政の充実・強化
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を求める請願」について、紹介議員及び財政課

職員の出席を求め審査を行いました。 

  紹介議員より請願の趣旨説明があり、急速な

高齢化社会の到来に向け、社会保障の点からも

地方自治体の役割は重要になっており、2013年

度においても2012年度の地方交付税17.5兆円と

同規模の地方財政予算の安定確保が必要となり、

制度の財源保障機能と財政調整機能を維持する

ことが重要であるとの内容でした。 

  審査に入り、委員からは、大変大事な請願だ

が、国税５税の法定率の改善とはどのような内

容なのかという質問があり、紹介議員は、５税

全てを引き上げるというのではなく、法定率を

見直して安定させていくという方法の一つであ

るという説明でした。 

  また、委員から、国のほうで地方交付税がな

かなか支給されないという話があるが、新庄市

はどうかという質問があり、財政課は、国債特

例法案が成立していないという状況で、予算化

はしているけれどもそれを使えないという形で

財源不足となっているが、市町村については満

額交付、都道府県については先延ばし分割でと

いう話は聞いているとの説明でした。 

  その他質問等ありましたが、採決の結果、請

願第５号は全員異議なく採択すべきものと決し

ました。 

  次に、請願第６号少人数学級の推進など定数

改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に

係る意見書採択の要請について、紹介議員及び

学校教育課職員の出席を求め審査を行いました。 

  紹介議員から、社会情勢の変化により学校は

さまざまな課題を抱えており、教師が生徒と向

き合う時間を確保し、丁寧な対応を行うために

は、１クラスの規模を縮小する必要がある。ま

た、義務教育費国庫負担制度の国庫負担割合は

２分の１から３分の１に引き下げられ、地方財

政を圧迫し、教育上の格差も生じてきており、

国庫負担割合を２分の１に戻す必要があるとの

請願の趣旨説明がありました。 

  審査に入り、委員からは、もう既に国では小

学２年生も35人以下を実現しているのではとい

う質問があり、学校教育課からは、実際には加

配措置により小学２年生まで35人学級が進めら

れているが、義務標準法では小学１年生までし

か35人学級に定められていないという説明があ

りました。 

  また、委員からは、35人以下学級にすればこ

う改善するという裏づけがあるのかという質問

があり、学校教育課からは、文科省の資料には

秋田県の少人数学級と山形県のさんさんプラン

について学力向上や不登校や欠席率が下がった

という効果が載っているとの説明がありました。 

  また、委員からは、国のほうで35人以下学級

にしていくという過程にあるものをわざわざ意

見書にするのはいかがなものかという意見もあ

りました。 

  ほかに質問、意見等ありましたが、採決の結

果、請願第６号は賛成多数で採択すべきものと

決しました。 

  次に、請願第７号危険な垂直離着陸輸送機オ

スプレイの配備及び低空飛行訓練計画の撤回を

求める意見書の提出を求める請願について、紹

介議員及び総務課職員の出席を求め審査を行い

ました。 

  紹介議員より請願の趣旨説明があり、オスプ

レイについては、過去に事故が続発している。

垂直に上がり真っすぐに進むスピードが速いと

いうことだが、その転換モードのときが一番危

険である。また、飛行訓練のルートも最上郡内

を通るということから、オスプレイの配備、低

空飛行訓練はやめてほしいとの内容でした。 

  審査に入り、委員から、飛行訓練で新庄市上

空を通るという国で出した具体的なものはある

のかという質問があり、紹介議員から、アメリ

カが公表しているもので、インターネットに掲

載されているという説明でした。 
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  また、委員から、安全性を今国が確認してい

るところであるから、もう少し国の動きを見る

必要があり、継続審査にすべきという意見が出

されました。 

  この継続審査に関して採決した結果、請願第

７号は賛成多数で継続審査にすべきものと決し

ました。 

  次に、６月定例会において継続審査となって

おりました請願第２号脱原発社会に向けたエネ

ルギー政策の転換を求める意見書の提出に関す

る件について、紹介議員及び総合政策課、環境

課職員の出席を求め、再審査を行いました。 

  紹介議員から、東日本大震災により福島第一

原発が収束不能の放射能汚染事故を起こし、多

くの住民に避難生活と健康不安を引き起こした。

原発の安全神話が崩壊した今、次世代に負の遺

産を引き継がないよう現代を生きる者の責任と

して脱原発に向けたエネルギー政策からの転換

を図るべきだとの説明がありました。 

  審査に入り、委員から、請願の趣旨は理解で

きるが、脱原発にした場合、電気料金にはね返

ってくる。値上げで企業などが打撃を受け、国

際競争力も低下するが、どうなのかという質問

があり、紹介議員から、電気料の値上げは非常

に痛手だと思うが、原発の危険性を回避したい

という世論が国中で高まっているという説明で

した。 

  また、委員から、ドイツでは再生可能エネル

ギーへの政策転換で財政困難に陥っており、そ

のような不安要素があるとの意見が出されまし

た。 

  その他質問等ありましたが、採決の結果、請

願第５号は賛成少数で不採択すべきものと決し

ました。 

  以上、総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果について御報告いたし

ます。御審議をよろしくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいまの委員長報告に対して質

疑に入ります。 

  初めに、請願第５号「地方財政の充実・強化

を求める請願」について、質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第５号「地方財政の充実・強化を求める

請願」は、委員長の報告のとおりに決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第５号は委員長報告のとおり採択されまし

た。 

  次に、請願第６号少人数学級の推進など定数

改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に

係る意見書採択の要請について、質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 
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  請願第６号少人数学級の推進など定数改善、

義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意

見書採択の要請については、委員長の報告のと

おりに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第６号は委員長報告のとおり採択されまし

た。 

  次に、請願第７号危険な垂直離着陸輸送機オ

スプレイの配備及び低空飛行訓練計画の撤回を

求める意見書の提出を求める請願について、質

疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 継続審査ということで

した。おおむね国の動向を見るべきというよう

な話だったように思いますが、しかし住民の上

空近くを事故が多いもの、しかも爆音とか下へ

の風とかも多いとも言われております。そうい

うものが近くを通って住民の安全を脅かすとい

うか、そういったことについて、よしとする方

がいらっしゃったのか、お願いします。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 お答えいたします。 

  よしとする委員はいませんでした。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 独自に勉強会というか、

丁寧にやっていただく意思というか、私はそう

いうことが必要なような気がしますが、そうい

った丁寧なことをやっていただく意思は委員会

にはあるでしょうか。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 今後についてはお

答えできません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 継続ということで、丁

寧な審議になるのだろうと思いますので、学習

会などを開くように要望します。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第７号危険な垂直離着陸輸送機オスプレ

イの配備及び低空飛行訓練計画の撤回を求める

意見書の提出を求める請願は、総務文教常任委

員長より継続審査の申し出がなされております

ので、継続審査としたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第７号は委員長報告のとおり継続審査とな

りました。 

  次に、平成24年請願第２号脱原発社会に向け

たエネルギー政策の転換を求める意見書の提出

に関する件について、質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 委員長報告の中で、電

気料金が上がる結果になっているということが

ありましたが、その電気料金が上がった内容な

どはどういう理由から上がったと見ておられる

のか。 

  また、もう一つ意見として、ドイツの脱原発
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で財政困難になったという御意見もあったよう

ですが、ドイツの財政難の状況、例えば借金の

ＧＤＰ比とか、そういった本当に財政難になっ

ているのか、日本以上に財政難になっているの

か、ギリシャ以上なのか、その点など詳しく審

議なされたのか、お願いします。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 お答えいたします。 

  値上げについては、再生可能エネルギーのほ

うに転換していった場合、原子力発電からそち

らのほうに転換していった場合、値上げが予想

されるという、値上げがあるだろうというふう

な中での議論でした。 

  そして、ドイツの財政が逼迫しているという

ところではそれ以上の議論はなされておりませ

ん。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今、再生可能エネルギ

ーに転換したらもっと値上げになるんじゃない

かというような話がありました。 

  今、福島原発が爆発したという事故で、その

補償といいますか、莫大な補償が要求されつつ

あるし、要求されているものについてもまだ出

せるというふうな答えがもらえていない状況も

あります。原発事故が起きた場合の補償につい

て、今まで原発でもうけてきた企業も含めた東

京電力と、そのほか原発をつくってきた企業ら

が本当はもうけてきたわけですから、80兆円も

内部留保があるというわけですから、本当はそ

こで責任を負うべきであって、国民全体に電気

料金値上げとしてその補償とか火力発電に切り

かえた部分の燃料費だとか、そういうのを国民

に責任を負わせるという考え方、それが私は間

違っていると言うべきじゃないかと思うんです。 

  そう考えると、原発を今まで稼働させてきた、

そして事故にまで至ってしまった、その後のい

ろんな問題が起きたことに対する補償、そこま

でも本当は原発のコストと見て、原発を進めて

きた方々らに責任をとらせることが、私は電気

料金の問題を考えるとき、お金の取り方といい

ますか、どこから求めていくかというときにそ

うすべきであって、一般国民には、あるいは中

小企業には負担を求めていくべき問題ではない

と思うわけなんです。そういう意味で、そうい

った議論があったのかどうなのか。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 そのような議論は

されておりません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） だとしたら、もう一度

持ち帰って再審議すべきだと私は思うんですが、

そういう考えはないか、お願いします。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 ただいま報告申し

上げたとおりでございます。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） ただいまの委員長報告

の中で、電気料金にはね上がるもしくは企業が

圧迫する、そういう話がありました。しかし、

原子力発電の危険性については議論が足りなか

ったように思います。その点についてどうでし

ょうか。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 報告で申し上げた

とおりの議論でございました。それ以外の議論

はされておりません。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 



- 150 - 

２ 番（伊藤 操議員） 脱原発というものに関

しては国論を二分する問題でありまして、今世

紀最大の課題であることはわかっております。

しかし、放射能の汚染のない、そういう社会を

望む方が多数おられまして、ましてや福島県で

は雇用や経済の安定はおろか、自分の家や仕事

までも全て奪われている方が大勢いるという事

実があります。企業が倒産の危機にある、もし

くは電気料がはね上がり、利益にならない、そ

ういうのはわかるんですが、それはあくまでも

国の責任で行うべきものだと思います。 

  そして、脱原発社会に向けたエネルギー政策

の転換を求める請願であります。このことに関

して拡大解釈があったのではないかと思います。

再生エネルギーには火力や風力、水力、地熱、

波力、さまざまなものが開発されてあります。

それらのものはもともとは開発が進めば資源が

無料、自然現象のものですから、経費はプラン

トにしかかからないと思い、将来的なことを考

えれば、危険性の高い原発を推進するよりも、

再生可能エネルギーに転換するのが国の方策で

あり、国民の望むところだと思います。そのこ

とに関して、今現在の経済の停滞のみが議論さ

れたような気がします。その件についてお答え

をお願いします。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 お答えいたします。 

  委員の中からは、安心安全な社会の構築に放

射能は要るのかというところに、要らないと、

そういうところは認めていると。そして、誰も

脱原発に対して反対とは言っていない。また、

別の委員からは、みんなやめてもらいたいと思

っている、しかしそれ以外の要因があってやめ

られない、そういう現実もあるのではないかと

いう議論が交わされました。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） それではどうして否決

という決定になったのか、その説明では理解し

かねます。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 いろいろな情報を

踏まえ、請願の内容も踏まえながら不採択とい

うことになりました。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時３３分 休憩 

     午前１０時３４分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  平成24年請願第２号脱原発社会に向けたエネ

ルギー政策の転換を求める意見書の提出に関す

る件について、委員長報告は不採択であります

が、平成24年請願第２号については原案のとお

り採択することに賛成の諸君の起立を求めます。 

   （賛成者起立） 

沼澤恵一議長 起立少数であります。よって、平

成24年請願第２号は不採択とすることに決しま

した。 
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産業厚生常任委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第14議案第47号市道路線の認

定及び廃止について、日程第15議案第48号山形

県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更につ

いての２件を一括議題といたします。 

  本件に関し産業厚生常任委員長の報告を求め

ます。 

  産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

   （遠藤敏信産業厚生常任委員長登壇） 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 おはようございま

す。私から産業厚生常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案２件

であります。審査のため、９月13日午前１0時

より議員協議会室において委員８名全員出席の

もと、担当課の職員の出席を求め審査を行いま

した。 

  初めに、議案第47号市道路線の認定及び廃止

については、都市整備課から補足説明を受けた

後、審査を行いました。 

  都市整備課の説明では、主な内容として、ト

ウメキ地区の民間の住宅開発に伴う道路につい

て、市に寄贈を受けたことにより市道の認定を

するものとの説明がありました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第47号については全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第48号山形県後期高齢者医療広域

連合規約の一部変更については、健康課から補

足説明を受けた後、審査を行いました。 

  健康課の説明では、住民基本台帳法の一部を

改正する法律等が施行されたことに伴い、外国

人登録原票が廃止され、原票に登録されていた

外国人は住民基本台帳に移行されることとなっ

たため、必要な改正を行うものとの説明であり

ました。 

  審査に入り、委員からは、75歳以上の人口の

推移についての質問があり、健康課からは、制

度開始当初よりそれほどふえてはいない旨の説

明がありました。 

  その他質疑はなく、採決の結果、議案第47号

は全員異議なく可決すべきものと決しました。 

  以上で産業厚生常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 ただいまの委員長報告に対して質

疑に入ります。 

  初めに、議案第47号市道路線の認定及び廃止

について、質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第47号市道路線の認定及び廃止について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第47号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第48号山形県後期高齢者医療広域

連合規約の一部変更について、質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第48号山形県後期高齢者医療広域連合規

約の一部変更については、委員長報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第48号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

 

 

日程第１６議案第５８号平成２４

年度新庄市一般会計補正予算（第

４号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第16議案第58号平成24年度新

庄市一般会計補正予算（第４号）を議題といた

します。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ３点あります。 

  ９ページの17の１、一般寄附金200万円があ

りますが、この内容についてお願いします。 

  ２つ目は、16ページの３の３、保育所運営事

業費、ここで説明の中で障がい児ということの

対応にもというお話ありましたが、その人数は

何人ぐらいなのか。 

  ３つ目は、22ページ、８の１、住宅リフォー

ム支援事業が400万円ふえます。その内容はど

うでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 私からは一般寄附金200万円

についてのお尋ねに答弁させていただきます。 

  寄附者は財団法人山形県市町村自治協会でご

ざいます。この協会は市町村職員の退職者に関

する互助年金事業と公益事業を行っております

団体でございますが、公益財団等の公益法人に

関する法律の改正がございまして、一般財団法

人等への移行が必要になってきます。そうした

場合に、従来この財団が非課税措置の原則、そ

ういった措置を受けておったわけですが、この

法律の施行に伴いまして非課税ではなくて課税

団体になるということから、事業の継続が非常

に困難ということで、平成24年３月31日をもっ

てこの財団が解散ということになってございま

す。この財団の構成団体に新庄市も入ってござ

いまして、新庄市のほか県内31市町村の団体が

ここの団体に加入してございます。 

  なお、この団体に対する公費の負担はござい

ませんが、退職職員の一時金による年金制度の

事業運営ということでございまして、その解散

に伴って残余の財産について各構成団体の市町

村に１市町村当たり200万円ずつの交付をした

と。残額につきましては、同じ構成をしており

ます市町村職員の退職組合のほうへの寄附とい

うことになってございまして、このたびその

200万円を一般寄附として収入をしたというと

ころでございます。以上です。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 障がい児保育の現況とい

うことでございますが、現状で中部保育所に５

名、南部保育所に２名、泉田保育所に１名の障

がい児を現在受け入れております。したがいま
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して、当初、障がい児保育担当の保育士として

６名を予定しておったんですが、これらの引き

受けによりまして13名ほどまで保育士が必要に

なるというふうな状況がございますので、ほか

の保育士の状況等も含めて今回嘱託職員報酬も

しくは日々雇用職員賃金を補正させていただい

たという中身になっております。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 住宅リフォーム総合支援

事業の補助金について御説明申し上げます。 

  当初予算では限度額20万円として100戸ほど

を予定していました。2,000万円の当初予算を

組んだわけですけれども、８月現在で申請件数

が120件、その120件に対して、補助申請額です

けれども、それが1,770万円になったと。やは

り昨年度からの事業でありまして、制度が周知

されてきたということで、今年度に入ってかな

り件数が伸びているということでございます。

後半に入りましてさらに伸びるという予測のも

とに20件の枠を追加補正するものでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 寄附のことはわかりま

した。 

  続いて、さっきの障がい児の人数については

わかりましたが、重度障がい児はその中に入っ

ているでしょうか。ほとんど寝たきりだったり

する重度障がい児と見られる方、子供がいるわ

けです。そういう場合、保育所に入っている方

はいるのか。また、一時保育などできる態勢は

あるのか、人数把握はしているか、重度障がい

児の対応についてどう考えてるか、お願いしま

す。 

  次に、住宅リフォームについてなんですが、

その住宅リフォームは大変市民から喜ばれてお

ります。しかし、耐震化もやろうかなと思って

考えたが、やはり耐震化には手が出なかったと

いうことで諦めたという市民の声もありました。

そういう意味では、耐震化には手を出しにくい

という市民の声があるわけなんですが、その対

策はどのように考えておられるのか。 

  また、もう一つは、もっと簡単に、市内を見

ても、このたびの雪で屋根が壊れたままになっ

ているお宅がまだまだあります。そういう意味

では、屋根直しだけでも使えるようにできない

のか、その点など改善する必要はないのか。仕

事づくりにもなりますので、どうでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 重度障がい児に対する対

応ということで御質問いただいておりますが、

現行で御質問にあるような寝たきりに相当する

児童はいないとお聞きしておりますが、基本的

に障がいを持っている児童に対しては１人では

ちょっと見れないというケースもございますの

で、先ほど申しましたように障がい児の人数よ

り多い人数を配置しているという手厚い配置を

しております。 

  したがって、御質問にありますように、重度

障がい児の対応についても、公立の保育所とし

ての任務としましてそういう民間ではなかなか

引き受けられない児童を引き受けていくという

一つの任務はあるかと思っております。そうい

うことでございますので、施設の状況等ござい

ますが、いろいろ検討させていただいて、そう

いう公立保育所としての任務を果たすような施

設運営態勢、これを検討しているというふうな

状況でございますので、よろしくお願いします。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 最初に、耐震化のことで

ございますけれども、当初予算のときにも耐震

改修ということで限度額を120万円にして10戸

分1,200万円ほど予算化してございます。８月

末現在ですけれども、耐震改修工事につきまし
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ては４件ほど行われております。交付金額が

480万円ということでございます。ですから、

制度はあるんですけれども、耐震改修で改修す

る度合いにもよると思いますけれども、大規模

になるとその資金繰りとか、そんなところでち

ゅうちょされる方もいらっしゃるとは思います。 

  それから、住宅リフォームの適用範囲の拡大

ということであると思いますけれども、屋根の

修繕をする際に、例えばバリアフリーなり、あ

るいは屋根のトタンを取りかえる際に屋根板の

補修で県産材、そういうものをちょっと使って

もらうとか、現在の住宅リフォームの要綱上の

点数を満たせば屋根全てが修理できると。その

金額によってはその１割、最高限度額20万補助

でできるというふうな制度でございますので、

そのところは業者さんと相談しながらやっても

らえればと思います。 

  なお、現在、県のほうで、豪雪対策というこ

ともあるとは思いますけれども、屋根の修繕の

際に雪どめとか、あるいは安全を確保するため

のフックですとか、そんなものを設置した場合

にも適用できないかというところで検討してい

るという情報は聞いておりますので、そういう

情報をとりながら、もしそういうものに適用さ

れるとすれば、そんなものについても市として

も要綱の中でそんなものを取り入れた形で範囲

を広くしたいと考えております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 最後の住宅リフォーム

にかかわってなんですが、前にも私は言ったこ

とがあるかと思いますが、秋田県などで住宅リ

フォーム助成をやったときに、余り条件をつけ

ないでやったら、一番多かったのが畳がえだっ

たとも言われております。そういう意味では、

畳がえだけでも住宅リフォームに使えるとなれ

ば、お年寄りの方など大変喜んで、細かな仕事

が市内にいっぱい出てくるような気がするんで

す。それは市単独でも、県がやっていただきた

いという要望はもちろんしながら、市単独でも

少し予算をつけることで、低所得でお暮らしの

高齢者の世帯などがしやすくなる、非常に暮ら

しやすくなる、仕事にもなる、どうでしょうか、

その点は。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 先ほども言いましたけれ

ども、住宅リフォームの要件としまして、一定

程度、点数にすれば10点を満たせばその他の工

事も全て含んだ形の総額の１割、限度額を20万

円とするという制度でございます。例えば畳を

かえるにしても、例えば畳の入る部屋のバリア

フリーをするとか、ちょっとした工夫でそんな

ことができるとは思います。ですからそんなと

ころを、そういう工事をする際に業者さんと相

談しながらやってもらえれば全て適用になるの

ではないかと思います。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１０番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

１０番（小野周一議員） 11ページの２款総務費

の財産管理費の工事請負費です。 

  これは説明によりますと今回の雪害により壊

れたスポーツハウスと土内分校の解体というこ

とで聞いたんですけれども、解体された後、ど

のような状態なのか、わかっておりましたらお

聞きしたいと思います。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 財産管理費の工事請負費に２

件の解体工事を計上させていただいております。

１つが東山スポーツハウス、もう一つが土内分

校ということでございます。東山スポーツハウ

スにつきましては、解体後に、スポーツ施設が

ございますので、駐車場の活用かなと思ってお

ります。それからもう１点の土内分校ですけれ
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ども、解体後に売り払いというか、処分という

ふうに考えております。 

１０番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

１０番（小野周一議員） 特に東山スポーツハウ

スは、前の青年センターですね。我々の年代と

いうのは本当に思い出のある施設なんですけれ

ども、この件につきましても七、八年前、一旦、

新庄市の財政再建のとき、この場で否決された

件があります。そして、あそこにその当時、青

年センターを設立した前後に新庄市青年団体協

議会が建てられた青年の碑と、あともう一つ、

前の新庄市の助役である伊藤一郎さんの書かれ

た「蜩や私が好きでとほる道」、２つの石碑が

あるんですけれども、その保全に対して今まで

以上に私はしてもらいたいと思うんですけれど

も、その意向についてどうなんでしょうか。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 東山スポーツハウスの敷地内

に石碑が２体あることは知っております。それ

については保存というか、そのとおり残すとい

う方向で考えておりますけれども、位置関係と

かございますので、これから検討させていただ

きたいと思います。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 私から、25ページの10

款教育費２項小学校費でございます。学校管理

費の中の工事請負費3,171万何がしの中で、

2,700万ほどで旧角沢小学校の解体と説明ござ

いましたけれども、この予算で校舎、体育館、

玄関、トイレなど全体の解体ができるのかをま

ずお聞きします。 

  そして、この予算が通りましたら、解体の工

事期間はどれくらいかかるか、また何月ごろに

なるのかをまずお聞きしたいと思います。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 旧角沢小学校

の小学校の解体工事費の内容でございますけれ

ども、議員おっしゃいました校舎、体育館等々、

そのほかにいわゆる附属物がございますけれど

も、遊具、バックネット等々こちらも含めてこ

の2,700万ほどの予算で執行可能でございます。 

  それから、工期でありますけれども、きょう

議決いただきましたら、すぐ発注の手続をとり

まして、雪が降る前には現場のほうを終わらせ

たいと考えております。その後、事務処理等も

ございますので、年内には全部終了したいなと

考えております。以上です。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 教育文化の発祥地とし

て、また地域のよりどころとして本当に朝夕、

四季を通して先人たちも住みなれた、そして親

しんでいた小学校でございます。統合とともに、

未練は断ち切っておりましたものの、全面解体

となると、私も母校でございますし、卒業生と

して本当に寂しい思いがいたします。老朽そし

て危険校舎となり、安全を考慮するとこれは仕

方ないことだなと思っているところでございま

す。 

  また、統合後、今まで６年間、教育委員会の

皆さん初め市当局の御配慮で地区民に利活用さ

せていただいて、本当にありがとうございまし

た。ついこの間も体育館を利用させていただい

て、敬老を祝う会を行いました。総勢で80人ほ

どを数える人で、校舎に別れを告げるような形

で敬老を祝う会を行ったところでございました。

本当に寂しい限りでございますけれども、これ

はいたし方のないことだなということで、みん

なで体育館の中で校舎に別れを惜しむような形
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で敬老を祝う会をやったところでございます。 

  それから、解体後は、跡地利用に関しては市

と地区とも話し合いをなされて進めるというこ

とでございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  それから、解体に当たりまして、学校は行き

どまりのような形の敷地でございますので、子

供や老人ですか、散歩コースにもなっておりま

すので、交通事故などないように気をつけてい

ただきたいと、十分気をつけていただきたいと

思います。工事が始まるようになったら、区長

を通して近くの隣接する地域住民に周知、そし

て安全を図っていただきたいなと、このように

思うところでございます。 

  それから、旧角沢小学校は、市の災害時の避

難場所として指定されておりますので、工事に

入るとバリケードを張って立入禁止といって、

工事中、誰も入らないでくださいというのはい

いですけれども、いざ避難というと、これは避

難所になっておりますので、その辺はどう考え

ていますか。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議員おっしゃ

いましたように、避難所というふうなことでこ

れまで来たわけですけれども、実際に工事にか

かりますとやはり現場事務所とかその辺のとこ

ろもございますので、どういうふうな配置でや

るかということもございます。 

  なお、御意見ありましたように、十分に安全

対策を講じながら進めてまいりたいと考えてお

りますので、御理解のほうよろしくお願いした

いと思います。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 安全面には十分気をつ

けてやっていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

  それから、28ページですけれども、10款教育

費４項社会教育費の中の12目体育施設費でござ

いますけれども、体育施設の管理運営事業費の

中で工事請負費ですけれども、これも東山球場

の事業と聞いておりますけれども、工事をなさ

れるのは、このような予算でどの場所、どのく

らいの工事をするのか、１つお聞きします。 

高木 勉生涯スポーツ課長 議長、高木 勉。 

沼澤恵一議長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 28ページの工事請負

費、これは東山球場の電光掲示板の更新になり

ますけれども、ここで4,000万円、あわせまし

て、予算書の５ページになりますけれども、第

２表の債務負担行為の補正ということで、平成

24年度から25年度まで3,000万円ということで、

合わせて7,000万円の予算になります。 

  中身につきましては、市民球場、平成５年に

建設したんですけれども、約20年経過しており

ます。その中の電光掲示板、スコアボードなん

ですけれども、電光掲示板が白熱灯を使ってお

ります。その白熱灯なんですけれども、大体耐

用年数が10年ほどと言われているんですけれど

も、20年経過していつ切れるかわからない状態

になっております。それで、白熱灯というのは

五、六年前から製造を中止しておりまして、今

までストックとってある予備のものをスペアで

対応していたんですけれども、それも尽きた、

業者のほうでもこれ以上基板なり白熱灯は予備

がないということで、二、三年前から時々消え

た、大会中に、甲子園の予選中に名前が消えた

とか得点の数字が消えたとかということがあり

ましたので、早急にＬＥＤ、発光ダイオードと

いうんですか、ＬＥＤに変更するものでありま

す。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩します。 
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     午前１１時０３分 休憩 

     午前１１時１３分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 21ページ、７の１の３

の新庄まつりトレーラーラッピング製作業務

126万円ございますが、今までの計画された宣

伝費、広告料も減額してトレーラーラッピング

に変えたということでしょうけれども、当初計

画されたことは何だったか。それからこのラッ

ピング、どこの会社の車に、トレーラーにラッ

ピングをするのか。その契約の期間、いつから

いつまで、それから運行経路と時間帯、その車

が何時にどこを走るかということですね、要す

るに。それから年間の契約期間中の予想される

走行距離、これをお知らせ願いたい。 

  次に、27ページの文化会館、10の４の５で、

これ減額して、照明の賃借料を減額したと。そ

のかわり280万8,000円の修理で間に合うんだと

いうふうなことであろうと思いますが、この経

緯と内容、どうしてこの計画されたかというこ

とを詳しくお知らせをいただきたい。 

  以上２点お願いします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 当初、テレビＣＭスポ

ット15秒を予算で見ておったわけですけれども、

この見直しをまず行いました。具体的には、本

県、宮城県、秋田県、特に秋田県を重点的に増

強、そして首都圏のテレビＣＭを系列を変えて、

それでこの数値の削減を図ったということであ

ります。 

  それで、ラッピングに関しましては、11トン

車の両面でございます、それを２台。それはプ

リントする経費でございまして、片面が大きい

ですから26平米ほどあります。新庄から東京へ

の長距離便ということで、主に米とかあるいは

野菜を運ぶということでございます。これは毎

日走るわけでございますので、工業団地の佐藤

運送さんの全面協力を頂戴しました。もちろん

無償でございます。３年間はお願いできるとい

うことでございます。以上です。 

小嶋達夫生涯学習課長 議長、小嶋達夫。 

沼澤恵一議長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 文化会館の修繕料並びに

大ホール舞台照明設備賃借料ということでござ

います。 

  修繕料につきましては、賃借料の差額分とい

うことではありませんで、別途に修繕というこ

とでお願いをしております。修繕の中身につき

ましては、電源装置分の修繕、これが86万何が

しです。それから文化会館の西側の外壁、これ

が20平米ほど損傷したというか、浮き上がって

しまったので、これの分の修繕費、それから楽

屋裏の男子トイレ、こちらのほうが全て和式で

したので、これを洋式に１個、修繕改修すると

いうことでの修繕費のお願いでございます。 

  それから、大ホールの舞台照明の設備賃借料

ということでございますが、この設備について

は昭和56年10月開館以来のものを使用しており

ましたけれども、経年消耗や劣化、部品の調達

の困難性が発生しまして、各種の催事、催し物

のときに求められる機能が発揮できないと、使

用者に対してそのサービスを提供できないとい

う状況に至っておりまして、照明設備にとって

最も大切であります操作卓ということで、操作

するテーブルですね、いろいろな機械が入って

おりますけれども、操作卓、それから各種の光

を調整する調光基板、こちらのほうの入れかえ

を行っております。予算書にありますように、

現在主流とされる設備はメモリースティックと

か自動操作というふうなことで高額であるとい

うことから、使用料、賃借料をもって設備して
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おります。 

  このたびの2,200万何がしの減額につきまし

てですが、当初予算の見積もり時には現在の操

作盤、調光器の機能を更新する際の参考見積も

りとして見積もりを徴収しております。この際

の見積額、月額としまして240万4,500円ほどの

見積額で予算要求しておりましたけれども、発

注の際の業者、部品の製造及び設置できる業者

から見積もりを徴収し、最も見積額の低い業者、

96万6,000円ということで提示した業者に決定

しております。 

  減額の額の大きかったということでの要因と

しましては、当初の参考見積もり時の相当数あ

ります各種電子部品の価格が定価で見積もりし

たということです。業者からの見積もり徴収の

内容が調光基板の部品では特に大量の電子部品

を組み上げ使用しております。この各部品等に

ついて、業者の企業努力が反映されたというこ

とで、安い価格で積み上げられたことによるも

のと考えております。 

  また、賃借期間を当初は12月で計算しており

ましたけれども、９月に完成ということになり

ましたので、以降の年度内分７カ月分を貸借用

として確定できたということで、減額というこ

とで今回お願いしているところでございます。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） このラッピングですけ

れども、佐藤運送さんがただでやってくれると

いう大変ありがたい話ですけれども、２台で

126万という金額も私から見れば随分勉強され

た安い値段かなと、両面であればですよ、思い

ます。 

  それで、せっかくですので、内容をわからず

に今質問したんですけれども、無料といえばあ

と言うことはないんですけれども、ただ、これ

を有効的に効果を出すために、これは確かめで

すが、時間帯とさっき申し上げましたが、時間

を言わないんですけれども、東京まで走るのは

わかるんですが、夜走ったのでは効果がゼロで

すね。その辺は確かめましたか。そこです。せ

っかくやってもらうのに夜間ばかり、夜行のト

ラックであったとなれば効果が全くなくなるわ

けで、その辺確かめたかどうか。３年間無料で

すね、３年間やっていただくと。そこだけ。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 米とか、これから新米

になりますか、野菜と申し上げましたけれども、

物がさまざま違うということでございましたの

で、ですから時間帯もまちまちだろうというこ

とでございます。ただ、恐らくは集荷の時間を

考えますと、午後の便あるいは夕方の便、そし

て向こうのほうに朝方着くというふうな便が恐

らく主体になるかなというふうには思っており

ます。ただ、行きも帰りもあると、常に営業面

を持ってるものですから、そういった効果も十

分期待できるんじゃないかなと思っております。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） 私も同じく予算書21ペ

ージ、商工費７款１項商工費３目観光費の新庄

まつりトレーラーラッピングについてお尋ねし

ますけれども、さっき新田議員がおっしゃった

ので、ある程度はわかったんですけれども、絵

とするのか写真とするのか。新庄まつりにはポ

スターもいろいろありますし、どういった形で

アピールして、ＣＭするのはわかるんですけれ

ども、その絵とかどのように契約されているの

かお尋ねしたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 先ほど26平米と申し上

げましたけれども、この大きさを考えますと、

広さですか、新庄まつりの山車を中心にしまし
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て、原寸でできるのではないかなと。ですから、

２台ですから、当然本年の山車の先行で歴史セ

ンターにおさまっておりますけれども、歌舞伎

部門、物語部門の最優秀のやつ、これを中心に

してみたいと。ただ、ポスターのように全て散

りばめて全体像となりますと効果は薄くなりま

すから、これははっきり重点的に写真でもって

いきたいと考えております。 

４ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

沼澤恵一議長 佐藤卓也君。 

４ 番（佐藤卓也議員） それでいいと思います

が、少し要望もあるんですけれども、山車だけ

ではなく、お子様も引かれますし、ましてや渡

御行列もございますので、そういったものも少

しあればもう少し効果的ではないのかなと思い

ます。そのような形でいいんですけれども、な

ぜこの補正予算、今になってつけたのかも一緒

にお聞かせ願いたいかなと思うんですけれども、

ＣＭ代を削ったからあると言うんですけれども、

来年度で間に合わなかったのか、今からするの

が効果的だと思って今の補正にしたのか、そこ

ら辺をもう一度お聞かせください。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 テレビＣＭは３年にな

りますけれども、大分効果は出てきたというふ

うには考えておりますけれども、まだまだ本当

に祭りそのものが知られていないと。キャンペ

ーンそのものは年中通してやってはおりますけ

れども、これは新年度でありますと逆に言いま

すと４月からのスタートになりますから、８月

のお祭りまでどのぐらいの期間があるかという

ことですよね。そんなことを考えて、なおかつ

常々ＣＭに関しましても議員の皆様からさまざ

まな御意見を頂戴しておりますので、常に精査

をしておりました。その中で何とか少しは金が

浮きそうだと、28％の今回マイナスだと思いま

すけれども。そういう中でいち早くさまざまな

媒体でアピールを行っていきたいということで、

普通ですとさまざまセールスがございますけれ

ども、似たような話がありますけれども、掲載

料といいますか、使用料がかなりの金額が取ら

れます。これは工業団地の運送会社のさまざま

話し合い、御理解を得て何とかここまでこぎつ

けたというのが実情でございます。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第58号平成24年度新庄市一般会計補正予

算（第４号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第58号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１７議案第５９号平成２４

年度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第17議案第59号平成24年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり
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ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質問なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第59号平成24年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第59号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１８議案第６０号平成２４

年度新庄市公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第18議案第60号平成24年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第60号平成24年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第60号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１９議案第６１号平成２４

年度新庄市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第19議案第61号平成24年度新

庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第61号平成24年度新庄市農業集落排水事
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業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第61号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２０議案第６２号平成２４

年度新庄市営農飲雑用水事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第20議案第62号平成24年度新

庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第62号平成24年度新庄市営農飲雑用水事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第62号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２１議案第６３号平成２４

年度新庄市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第21議案第63号平成24年度新

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 52ページの１の１で保

険料が書いてありますが、このたび25％、今年

度値上げされて、市民の中に値上げ案として提

示されて、市民からの反応はどうだったでしょ

うか。 

沼澤恵一議長 内容のほうをもうちょっと詳しく

質問してください。答弁困っています。 

１ 番（佐藤悦子議員） 補正額は今回はゼロで

す。しかし、市民のほうに介護保険料の正確な

値上げ、徴収変更とか、このぐらい値上げなり

ますよというふうに提示されるようになってき

て、おおむね平均25％の値上げになったわけな

んですが、その反応が、市役所に問い合わせと

か、国保税については決算でありましたけれど

も、介護保険料について実際年金から引かれる

一番最大関心事になっておりますので、それに

ついて高齢者の反応など、どういう状況だった

か、問い合わせはどうだったかとか、数はどう

だったか、それに対してこのように答えたとか、

税務課長のほうで把握しておられると思います

ので、お願いします。 

近岡晃一税務課長 議長、近岡晃一。 

沼澤恵一議長 税務課長近岡晃一君。 

近岡晃一税務課長 私のほうに特に介護保険料の

ことで問い合わせ等あったかということは伝わ
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ってございません。職員のほうでも国保と同じ

ような形で対応してございますので、あったか

には存じますが、苦情とかそういう件数は私の

ほうには来ておりません。 

沼澤恵一議長 佐藤議員、補正予算の内容につい

て質疑してください。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 確かに補正はゼロなん

ですが、私たち議員の中にもいろいろ相談とか

寄せられる中で、「びっくりした」と、「こんな

に値上げされて、どういうことなんだろうか」

という声が何件かあったんです。「どうしたら

いいか」という声がありまして、例えば世帯主

の扶養している方、世帯主や扶養している人の

口座引き落としにすると社会保険料控除として

税負担が世帯全体として安くできるということ

が介護保険料の場合はできないのか、その点に

ついて。 

  あと市民生活、今、市民は苦しんでおられる

ということで、そういう対策をできるのかでき

ないのか、お聞きしたいんですけど。 

沼澤恵一議長 佐藤議員、先ほども申しましたよ

うに、補正の内容について質問してください。

ちょっとなじまないような気がしますので、も

し質問あれば変えてください。 

  ないですか、ないということで、終了でよろ

しいですか。 

  ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第63号平成24年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第63号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２２議案第６４号平成２４

年度新庄市水道事業会計補正予算

（第１号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第22議案第64号平成24年度新

庄市水道事業会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第64号平成24年度新庄市水道事業会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第64号は原案のとおり可決されました。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時３６分 休憩 

     午前１１時４６分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日 程 の 追 加 

 

 

沼澤恵一議長 追加案件が出ておりますので、議

会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小野周一君。 

   （小野周一議会運営委員長登壇） 

小野周一議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について御報告

いたします。 

  本日午前11時37分から議員協議会室において

議会運営委員６名出席のもと、執行部から副市

長、関係課長並びに議会事務局職員の出席を求

めて議会運営委員会を開催し、本日の本会議に

おける議事日程の追加について協議をいたした

ところであります。 

  協議の結果、執行部から提出のありました議

案第65号新庄市一般会計補正予算（第５号）、

議会案第４号地方財政の充実・強化を求める意

見書の提出について、議会案第５号少人数学級

の推進など定数改善、義務教育費国庫負担制度

２分の１復元を求める意見書の提出についての

執行部提案の議案１件と議会案２件の計３件を

本日の議事日程に追加していただくことになり

ました。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告ありました

とおり、議案１件、議会案２件を本日の議事日

程に追加することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案１件、議会案２件を本日の議事日程に追加

することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午前１１時４９分 休憩 

     午前１１時５０分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第２３議案第６５号平成２４

年度新庄市一般会計補正予算（第

５号） 

 

 

沼澤恵一議長 それでは追加日程に入ります。 

  日程第23議案第65号平成24年度新庄市一般会

計補正予算（第５号）を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第65号平成24年度

一般会計補正予算について御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第65号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ3,500

万円を追加し、補正後の予算総額を146億2,642

万8,000円とするものであります。 

  このたびの補正予算は、舗装工事業の東舗工

業株式会社が計画する新庄中核工業団地への進

出に伴い、市、県及び金融機関での三者協調融

資でございます。産業立地促進資金融資制度貸

付金に係る予算の増額補正を内容としておりま
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す。 

  貸付金総額１億500万円の３分の１に当たる

3,500万円につきまして、５ページの歳入にお

きしましては20款３項１目貸付金元利収入に産

業立地促進資金融資制度貸付金の元金収入

3,500万円を、歳出におきましては７款１項２

目商工振興費に産業立地促進資金融資制度貸付

金3,500万円を計上しておりますので、御審議

の上、御決定くださいますようよろしくお願い

申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。ただいま説明

ありました議案第65号新庄市一般会計補正予算

（第５号）は、会議規則第37条第３項の規定に

より、委員会への付託を省略いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第65号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  これより質疑に入ります。 

  議案第65号新庄市一般会計補正予算（第５

号）について、質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） もう少し詳しく説明を

お願いしたいと思います。同じようなお金がど

こから収入があって出せるようになっているの

かちょっとよくわからなかったので、もう一回

詳しくお願いしたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 けさの地元新聞でも報

道されておりましたけれども、昨日、土地の譲

渡の契約を無事に行ったところでございます。

今まで14区画残っておったわけですけれども、

２区画が要するに売れたと。４年ぶりでござい

まして、市内でさまざまな土木建設業を営む東

舗工業でございます。 

  具体的には、そこの用地、建物等々を実際に

これから購入して着工という形になりますので、

できるのは来春なんですけれども、全て２億ぐ

らいかかると。そのうちの半分、１億500万円、

これをその資金をもって賄いたいと。これは市

と県と金融機関の三者の協調融資でございます

ので３分の１という負担になるわけでございま

す。これは普通ですと年度の初めに金融機関に

入りまして、そして年度末にまた戻ってくる、

同額ですけども、そういう性質のものでござい

ます。以上でございます。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第65号新庄市一般会計補正予算（第５

号）について、原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第65号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議会案２件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第24議会案第４号地方財政の

充実・強化を求める意見書の提出について、日

程第25議会案第５号少人数学級の推進など定数
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改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復元を

求める意見書の提出についての２件を一括議題

といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  総務文教常任委員長小関 淳君。 

   （小関 淳総務文教常任委員長登壇） 

小関 淳総務文教常任委員長 議会案第４号地方

財政の充実・強化を求める意見書の提出につい

て。上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14

条第２項の規定により提出します。平成24年９

月20日。新庄市議会議長沼澤恵一殿。提出者、

新庄市議会総務文教常任委員会委員長小関 

淳。 

  別紙。 

  地方財政の充実・強化を求める意見書。 

  急速な高齢社会が到来し、国の歳出に占める

社会保障関係費の割合は５割を超えており、社

会保障の機能強化と持続性の確保が一層重要と

なっています。 

  社会保障においては、子育て、医療、介護な

ど、多くのサービスを提供する地方自治体の役

割が重要であり、安心できる社会保障制度を確

立するためには安定した財源の確保が必要です。

また、全国の経済状況は依然として停滞してお

り、地域の雇用確保、社会保障の充実など、地

域のセーフティネットとしての地方自治体が果

たす役割はますます重要となっています。 

  特に、地域経済と雇用対策の活性化が求めら

れている中で、介護・福祉施策の充実、農林水

産業の振興、クリーンエネルギーの開発など、

雇用確保と結びついた政策分野の充実・強化が

求められています。 

  2012年度政府予算では、地方交付税について

総額17.5兆円が確保されていますが、2013年度

予算においても同規模の地方財政計画・地方交

付税が求められます。 

  よって、国においては、2013年度の地方財政

予算全体の安定確保に努められ、次のことにつ

いて実現くださるよう強く求めます。 

記 

  １．被災自治体に対する復興費については、

国の責任において確保し、自治体の財政が悪化

しないよう各種施策を十分に講ずること。また、

復旧・復興に要する地方負担分は、通常の予算

とは別に計上すること。 

  ２．医療・介護、子育て支援分野の人材確保

など、少子・高齢化に対応した一般行政経費の

充実、農林水産業の再興、環境対策など、今後

増大する財政需要を的確に取り入れ、2013年度

地方財政計画を策定すること。 

  ３．地方財政の充実・強化を図るため地方交

付税の総額確保と小規模自治体に配慮した再配

分機能の強化、国税５税の法定率の改善、社会

保障分野の単位費用の改善、国の直轄事業負担

金の見直しなど、抜本的な対策を進めること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出します。 

  提出先、内閣総理大臣宛、内閣官房長官宛、

総務大臣宛、財務大臣宛、内閣府特命担当大臣

（経済財政政策担当）宛、経済産業大臣宛。 

  議会案第５号少人数学級の推進など定数改善、

義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める

意見書の提出について。上記の議案を別紙のと

おり、会議規則第14条第２項の規定により提出

します。平成24年９月20日。新庄市議会議長沼

澤恵一殿。提出者、新庄市議会総務文教常任委

員会委員長小関 淳。 

  別紙。 

  少人数学級の推進など定数改善、義務教育費

国庫負担制度２分の１復元を求める意見書。 

  昨年、義務標準法が改正され、小学校１学年

の35人学級について基礎定数化が図られました

が、今年度の小学校２学年については加配指置

にとどまっています。 

  一人ひとりの子どもに丁寧な対応を行うため

には一クラスの学級規模を引き下げる必要があ
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ります。平成22年に文部科学省が実施した「今

後の学級編成及び教職員定数の在り方に関する

国民からの意見募集」でも、少人数学級を選ん

だ人が多数を占めました。このように、保護者

も少人数学級を望んでいることは明らかです。 

  社会状況等の変化により、学校では一人ひと

りの子どもに対するきめ細かな対応が必要とな

っています。また、新しい学習指導要領が本格

的に始まり、授業時数や指導内容が増加してい

ます。日本語指導など特別な支援を必要とする

子どもたちの増加や障がいのある児童生徒への

対応等が課題となっています。不登校、いじめ

等生徒指導の課題も深刻化しています。こうし

たことから、学級規模縮減以外にも様々な定数

改善が必要となっています。 

  子どもたちが全国どこに住んでいても、機会

均等に一定水準の教育を受けられることが憲法

でも謳われています。しかし、日本は、ＧＤＰ

に占める教育費の割合が、ＯＥＣＤ加盟国の中

では下位にあります。また、三位一体改革によ

り、義務教育費国庫負担制度の国負担割合が２

分の１から３分の１に引き下げられたため、自

治体財政を圧迫するとともに、非正規雇用者の

増大などが見られ、教育条件格差も生じていま

す。 

  将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子

どもたちへの教育は極めて重要です。未来への

先行投資として、子どもや若者の学びを切れ目

なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業の

拡大につなげる必要があります。 

  よって、国においては、次のことを実現され

るよう、強く求めます。 

記 

  １．少人数学級を推進すること。35人以下学

級を早期に全学年に拡大すること。 

  ２．教育の機会均等と水準の維持向上を図る

ため、義務教育費国庫負担制度の国負担割合を

２分の１に復元すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出します。 

  提出先、内閣総理大臣宛、内閣官房長官宛、

文部科学大臣宛、財務大臣宛、総務大臣宛。 

  以上でございます。 

沼澤恵一議長 お昼になりましたけれども、この

まま進めます。 

  ただいま説明のありました議会案２件につい

ては、総務文教常任委員会提出の議案でありま

すので、会議規則第37条第２項の規定により直

ちに審議に入ります。 

  初めに、議会案第４号地方財政の充実・強化

を求める意見書の提出について、質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第４号地方財政の充実・強化を求める

意見書の提出については、原案のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第４号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議会案第５号少人数学級の推進など定

数改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復元

を求める意見書の提出について、質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、
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質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第５号少人数学級の推進など定数改善、

義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める

意見書の提出については、原案のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

沼澤恵一議長 ここで市長より御挨拶がございま

す。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 ９月決算議会、ありがとうござい

ました。 

  議会開会のときには大変暑く、上着を脱がな

ければいられない状況でした。最終日は何とか

秋らしい日になったなというところで、ほっと

しているところであります。 

  今、世界に目を転じますと、沖縄県の尖閣諸

島の国有化における日中の緊張感、今後どのよ

うな方向に進むのか大変かじ取りが難しい時期

に来ているのかなと思います。国内においては、

政界におきまして次期の総理を決めるそれぞれ

の党の総裁選が行われているという状況にあり

ます。日本におきましては、昨年の３月11日の

その後の復興、また再生エネルギーの問題等さ

まざまな課題、大きくかじ取りをどう進めてい

くかという大変な時期に来ているのではないか

なと思っているところであります。 

  今回、決算議会の中で皆さんからいただきま

した御意見、御質問等につきましては、今後の

来年度への予算、また補正予算等につきまして

は残り半年間ということで、スピード感を持っ

て向かわせていただきたいと思います。 

  今後、市の行事といたしましては、10月の６、

７日、初めて新庄市が全国の消防大会操法大会

に出場いたします。さらには、10月13、14日に

おいては最上大産業まつり、10月20日には味覚

まつり、翌日21日は新庄市の防災訓練、また11

月４日にはそばまつり、さらには11月23日、

100円商店街発祥の地で商店街が結束できたと、

実現できたということで、100円商店街の全国

サミットなどめじろ押しの行事が控えておりま

す。これに関しては市民の皆様とともに元気の

あるまちづくりを進めてまいりたいと思います。 

  議員の皆様におかれましては、今後とも御指

導、御鞭撻のほどよろしくお願い申し上げまし

て、９月議会の御礼の挨拶とさせていただきま

す。ありがとうございました。 

沼澤恵一議長 以上をもちまして、平成24年９月

定例会の日程をすべて終了いたしましたので、

閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後０時１２分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  沼 澤 恵 一 

 

   会議録署名議員  髙 橋 富美子 

 

    〃    〃   山 口 吉 靜 
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主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２４年１２月７日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 報告第１３号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認について 

日程第 ４ 諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 

（一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第 ５ 議案第６６号新庄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第 ６ 議案第６７号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ７ 議案第６８号新庄市屋内ゲートボール場の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ８ 議案第６９号新庄市災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ９ 議案第７０号新庄市空き家等の適正管理の促進に関する条例の設定について 

日程第１０ 議案第７１号新庄市技術上の監督業務を行う者を置く水道の布設工事等を定める条例の設

定について 

日程第１１ 議案第７２号新庄市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１２ 議案の各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第１３ 議案第７３号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第７号） 
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本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

沼澤恵一議長 ただいまの出席議員は18名でござ

います。 

  それでは、これより平成24年12月新庄市議会

定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第81条の規定に

より、議長において佐藤卓也君、下山准一君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

沼澤恵一議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小野周一君。 

   （小野周一議会運営委員長登壇） 

小野周一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る11月30日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました平成24年12月定例会の運営について協

議をいたしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含め、提出議案

等についての説明を受け、協議を行った結果、

会期につきましては、お手元に配付してありま

す平成24年12月定例会日程表のとおり、本日か

ら12月18日までの12日間に決定いたしました。

また、会期中の日程につきましても日程表のと

おり決定いたしましたので、よろしくお願い申

し上げます。 

  なお、このたび提出されます案件は、報告１

件、諮問１件、議案７件、補正予算８件の計17

件であります。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日報告１

件の後、諮問第１号につきまして提案説明をい

ただき、委員会への付託を省略して、本日の本

会議において審議をお願いいたします。議案第

66号から議案第72号までの議案７件につきまし

ては、本日の本会議に上程、提案説明の後、総

括質疑を受け、各常任委員会に付託し、審査を

していただきます。補正予算８件につきまして

は、本日は提案説明のみにとどめ、委員会への

付託を省略して12月18日最終日の本会議におい

て審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は７名であります。よ

って、１日目４名、２日目３名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

て１人50分以内とします。質問者並びに答弁者

の御協力を特にお願いいたします。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から12月

18日までの12日間にしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は12月７日から12月18日までの12日間と決

しました。 

 

 

平 成 ２ ４ 年 １ ２ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時間 摘      要 

第１日 12月７日 金 本 会 議 議 場 午前10時 

開会。報告（１件）の説明。諮問

（１件）の上程、提案説明、採決。

議案（７件）の一括上程、提案説

明、総括質疑。議案の常任委員会付

託。補正予算（８件）の一括上程、

提案説明。 

第２日 12月８日 土 
休       会  

第３日 12月９日 日 

第４日 12月10日 月 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 森 儀一、伊藤 操、小関 淳、

小嶋冨弥の各議員 

第５日 12月11日 火 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 奥山省三、佐藤悦子、山口吉靜の

各議員 

第６日 12月12日 水 常任委員会 

総 務 文 教 

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案の審査 

第７日 12月13日 木 常任委員会 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案の審査 

第８日 12月14日 金 休       会 本会議準備のため 

第９日 12月15日 土 
休       会  

第10日 12月16日 日 

第11日 12月17日 月 休       会 本会議準備のため 

第12日 12月18日 火 本 会 議 議 場 午前10時 

常任委員長報告、質疑、討論、採

決。補正予算（８件）の質疑、討

論、採決。 
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日程第３報告第１３号平成２４年

度新庄市一般会計補正予算（第６

号）の専決処分の承認について 

 

 

沼澤恵一議長 日程第３報告第13号平成24年度新

庄市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の

承認についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  雪ももう少し先になってくれるとありがたい

のですが、いよいよ雪の到来と。12月議会、よ

ろしくお願いいたします。 

  それでは、報告第13号平成24年度新庄市一般

会計補正予算（第６号）の専決処分の承認につ

いて御説明申し上げます。 

  去る11月16日の衆議院の解散に伴い、12月16

日に衆議院議員総選挙が実施されます。この選

挙に係る経費について、ポスター掲示板の設置

や印刷物の準備などへ向け早急な対応が必要で

あったため、11月19日付で予算の専決処分を行

ったものであります。 

  内容につきましては、衆議院総選挙に係る経

費として2,250万円、また同時に実施されます

最高裁判所裁判官国民審査に係る経費として12

万円、合わせて2,262万円であります。 

  当該選挙が円滑に執行されるよう予算化した

ものでありますので、御承認賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 ただいま説明のありました報告第

13号について質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ、

討論の通告はありません。 

  討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第13号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  報告第13号平成24年度新庄市一般会計補正予

算（第６号）の専決処分の承認については、こ

れを承認することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第13号はこれを承認することに決しました。 

 

 

日程第４諮問第１号人権擁護委員

の推薦につき意見を求めることに

ついて 

 

 

沼澤恵一議長 日程第４諮問第１号人権擁護委員

の推薦につき意見を求めることについてを議題

といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、諮問第１号人権擁護委

員の推薦につき意見を求めることについて御説

明申し上げます。 

  御提案申し上げますのは、平成25年３月31日

をもって任期満了となります本市の人権擁護委

員２名の方につきまして、山形地方法務局長よ

り候補者の推薦依頼がありましたので、その推

薦に当たり人権擁護委員法第６条第３項の規定
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により、議会の意見を求めるものであります。 

  推薦する方々は、引き続き推薦する方として

山村規子さん、そして今回新たに推薦する方と

して長沢淳子さんであります。 

  参考といたしまして経歴を添付しております

が、人権擁護委員として人格、識見から適任の

方であると存じますので、御審議いただき御意

見を賜りますようお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 ただいま説明のありました諮問第

１号は、会議規則第37条第３項の規定により委

員会の付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

  お諮りいたします。本件は人事案件でありま

すので、質疑、討論を省略し、直ちに採決した

いと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

諮問第１号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を

求めることについては、これに同意することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

諮問第１号はこれに同意することに決しました。 

 

 

議案７件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第５議案第66号新庄市職員の

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてから日程第11議案第72号

新庄市下水道条例の一部を改正する条例の制定

についてまでの7件を会議規則第35条の規定に

より一括議題といたしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第66号新庄市職員の勤務時間、休暇等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について

から議案第72号新庄市下水道条例の一部を改正

する条例の制定についてまでの７件を一括議題

といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案の説明をさせてい

ただきます。 

  議案第66号新庄市職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て御説明申し上げます。 

  改正の理由といたしましては、人事院規則が

改正され、国家公務員の休暇制度のうち、いわ

ゆるドナー休暇につきまして、休暇の取得範囲

が拡大されました。これを受け、本市職員の特

別休暇についても同様の改正を行うものであり

ます。 

  内容についてでありますが、白血病などの有

効な治療法に骨髄や末梢血幹細胞の移植療法が

ございます。現在、骨髄を提供する場合には必

要な時間、休暇を取得できますが、今回の改正

により末梢血幹細胞を提供する場合にも休暇を

取得できるようにするものであります。 

  次に、議案第67号新庄市山屋セミナーハウス

の管理を行わせる指定管理者の指定について及

び議案第68号新庄市屋内ゲートボール場の管理

を行わせる指定管理者の指定について御説明申

し上げます。 

  これらの議案は、市の施設の管理を行わせる

指定管理者を指定するため、議会の議決を求め

るものであります。 
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  初めに、山屋セミナーハウスにつきましては、

このたびの指定管理者候補の選定に当たり公募

を行い、市内の２団体から応募がございました。

市民から選出された委員を含む選考委員会を開

催し検討したところ、生涯スポーツを広く推進

する施設としての理念や、地域の特性を十分に

生かそうとする点、また管理運営能力などにお

いても十分であると認められることから、山屋

地区連合会を指定管理者として指定することに

つきまして提案するものであります。 

  次に、屋内ゲートボール場につきましては、

新庄市ゲートボール協会が平成５年より施設管

理業務を委託され、平成17年には本市最初の指

定管理者として指定されるなど、現在までの実

績と経緯、及び屋内ゲートボール場の現状を総

合的に勘案し、引き続き指定管理者として指定

するものであります。 

  指定期間は、両施設ともに平成25年４月１日

から平成27年３月31日までの２年間とするもの

であります。 

  次に、議案第69号新庄市災害対策本部条例の

一部を改正する条例の制定について御説明申し

上げます。 

  本案は、災害対策基本法の一部を改正する法

律が施行されたことに伴い、条文の整備を行う

ものであります。 

  都道府県と市町村の災害対策本部の設置等に

ついては、これまで災害対策基本法第23条の同

じ条文に規定されておりましたが、今回の法改

正により、都道府県と市町村の災害対策本部の

役割などの見直しが行われ、市町村災害対策本

部に関する規定が、県とは別に新たに別の条文

で設けられたため改正するものであります。 

  次に、議案第70号新庄市空き家等の適正管理

の促進に関する条例の設定について御説明申し

上げます。 

  空き家に関する問題につきましては、これま

でも一般質問や、さきの全員協議会において、

さまざまな御意見をいただきながら検討を行っ

てきたところであります。空き家は個人の財産

であり、その管理は所有者が行わなければなら

ないことではございますが、冬期間を迎えるに

当たり、市といたしましても、通行人や近隣家

屋への被害を及ぼす危険性のある空き家による

事故を防止し、安全で安心な暮らしを確保する

ために本案を提案するものであります。 

  具体的には、市民からの情報提供、また空き

家調査を初めとして行政指導などによる所有者

の空き屋管理の適正化、さらに真にやむを得な

い場合に除雪等の必要最小限度の応急措置を実

施することなどを規定しております。 

  次に、議案第71号新庄市技術上の監督業務を

行う者を置く水道の布設工事等を定める条例の

設定について御説明申し上げます。 

  本案は、地域の自主性及び自立性を高めるた

めの改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律、いわゆる地域主権一括法が施行さ

れたことに伴い、これまで国が水道法等の法令

で定めていた基準等について、地方公共団体が

条例で定めることとなったため提案するもので

あります。 

  市が定めることとなった基準等につきまして

は、技術上の監督業務を行う者を置く水道の布

設工事及び監督業務を行う者に必要な資格並び

に水道管理技術者に必要な資格でありますが、

これまで国が法令で定めていた基準などを参酌

し、同様の基準等を定めております。 

  次に、議案第72号新庄市下水道条例の一部を

改正する条例の制定について御説明申し上げま

す。 

  本案も議案第71号と同様に地域主権一括法が

施行されたことに伴い、これまで国が下水道法

等の法令で定めていた基準等について、地方公

共団体が条例で定めることとなったため、本市

においても必要な改正を行うものであります。 

  市が定めることとなった基準等につきまして



- 9 - 

は、公共下水道の構造、終末処理場の維持管理

及び都市下水路の構造及び維持管理などに関す

る基準でありますが、これまで国が法令で定め

ていた基準を参酌し、同様の基準を定めており

ます。 

  以上、壇上からの説明とさせていただきます。 

沼澤恵一議長 それでは、これよりただいま説明

がありました議案７件について総括質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

１０番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

１０番（小野周一議員） 議案第67号の山屋セミ

ナーハウスの指定管理についてお聞きします。 

  山屋セミナーハウスは皆さんも御承知のとお

り、旧山屋小学校の跡地を利用した施設であり

まして、本当に今回地域とのかかわりある団体

を指定をしてくれたなという思いであります。 

  そういう中で、去年の10月くらいですか、直

営であそこはやっているわけですけれども、あ

そこに嘱託職員１名と日々雇用職員が１名配置

されているわけです。どのような雇用条件で契

約を結んでいるかわからないんですけれども、

やはりこの議案第67号が、例えば皆さんから認

定された場合に、あそこに雇用されている日々

雇用、もしくは嘱託の職員ですか、どのような

扱いになるのか、その辺をお聞きしたいと思い

ます。 

高木 勉生涯スポーツ課長 議長、高木 勉。 

沼澤恵一議長 生涯スポーツ課長高木 勉君。 

高木 勉生涯スポーツ課長 今、山屋セミナーハ

ウスでは、去年の10月から嘱託職員１名と臨時

職員１名が採用になっておりますけれども、指

定管理者制度になりましてからは、山屋地区連

合会ということでございますが、そちらで採用

するということでありますので、まだ確定した

わけではないんですけれども、審査委員会の中

では引き続きお願いしたいという内容でござい

ました。 

  まだ、確定したわけではございませんので、

この議会で採択なりましてからということでご

ざいます。以上です。 

１０番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

１０番（小野周一議員） まだ、指定団体が確定

したわけではないですけれども、この議会を通

らないと、しかしながらやはり雇用問題です。

恐らく１年契約で結んでいると思うんですけれ

ども、やはり昨年の10月からことしいっぱい嘱

託職員と日々雇用職員がいるわけですけれども、

やはりその前段でそういうものは職員の方々に

言うべきではなかったのかなと、私、思うんで

す。やはり、話に聞きますと非常に不安視して

いると聞いております。今、課長も言いました

けれども、ちょっと奥歯に物が挟まったような

言い方をするんですけれども、やはり嘱託職員

であろうと日々雇用職員であろうと、やはり前

もって再雇用するような条件とか、話し合いを

した方が、今後ともその方々にとっても生活権

のこともありますので、重点的にこの方々を今

度指定団体になられるその団体にお願いをして

もらいたいと、私、思うわけでございます。よ

ろしくお願いしたいと思います。 

沼澤恵一議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、総

括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第１２議案の各常任委員会付

託 

 

 

沼澤恵一議長 日程第12議案の各常任委員会付託

を行います。 

議案の常任委員会付託につきましては、お手

元に配付しております付託案件表により、それ
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ぞれの所管の委員会に付託いたしますので、よ ろしくお願いいたします。

 

平 成 ２ ４ 年 １ ２ 月定 例 会 付 託 案 件表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

   議案（３件） 

○議案第６６号新庄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

○議案第６７号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管

理者の指定について 

○議案第６８号新庄市屋内ゲートボール場の管理を行わせる指定管

理者の指定について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（４件） 

○議案第６９号新庄市災害対策本部条例の一部を改正する条例の制

定について 

○議案第７０号新庄市空き家等の適正管理の促進に関する条例の設

定について 

○議案第７１号新庄市技術上の監督業務を行う者を置く水道の布設

工事等を定める条例の設定について 

○議案第７２号新庄市下水道条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 

 

議案８件一括上程 

 

 

沼澤恵一議長 日程第13議案第73号平成24年度新

庄市一般会計補正予算（第７号）から日程第20

議案第80号平成24年度新庄市水道事業会計補正

予算（第２号）についてまでの補正予算８件に

つきましては、会議規則第35条の規定により一

括議題としたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第73号平成24年度新庄市一般会計補正予算

（第７号）から議案第80号平成24年度新庄市水

道事業会計補正予算（第２号）についてまでの

補正予算８件を一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第73号から議案第

80号までの平成24年度新庄市一般会計、特別会

計及び水道事業会計補正予算について御説明申

し上げます。 

  予算書１ページ、議案第73号一般会計補正予

算は、歳入歳出それぞれ２億4,442万8,000円を

追加し、補正後の総額を148億9,347万6,000円

とするものであります。 

  歳出予算の主な補正内容について御説明申し

上げます。 

  まず、14ページ。３款民生費についてであり

ますが、障害者自立支援給付や重度心身障がい

（児）者の医療給付において対象サービスの拡
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充や、対象者の増加により扶助費を中心に増額

するものであります。 

  次に、17ページの６款農業費については、農

林水産業創意工夫プロジェクト支援事業費補助

金や県営土地改良事業負担金などの増額分を計

上しております。 

  ８款土木費については、住宅リフォーム総合

支援事業費補助金の増額を盛り込むとともに、

流雪溝整備に係る予算の増額のほか、道路の除

排雪業務に係る経費に関し、所要額の補充を行

うものであります。 

  また、県において新設された雪対策総合交付

金に呼応した生活道路排雪事業費補助金などの

ほか、２款、３款においても冬場の空き家に係

る応急措置のための経費や高齢者世帯の冬期生

活支援のための経費を盛り込んでおります。 

  次の10款教育費においては、小中学校耐震化

事業における実施設計業務委託の精算による減

額を行うほか、学校教育振興事業費に学校図書

室の電算化に係る経費を盛り込んでおります。 

  以上、一般会計に続きまして、25ページから

の特別会計でありますが、議案第74号国民健康

保険事業特別会計補正予算から議案第80号水道

事業会計補正予算までにつきましても、それぞ

れ必要な所要額を補正するものであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては、財政課長及び上下水道課

長から説明させますので、御審議の上、御決定

くださいますようお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

   （髙橋則雄財政課長登壇） 

髙橋則雄財政課長 それでは、議案第73号から議

案第79号までを一括して御説明申し上げます。 

  初めに、議案第73号一般会計補正予算（第７

号）につきまして御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ２億

4,442万8,000円を追加し、補正後の予算総額を

148億9,347万6,000円とするものでございます。 

  各款、各項の補正予算額並びに補正後の額に

つきましては、２ページからの第１表、歳入歳

出予算補正において御確認いただきたいと思い

ます。 

  次に、５ページの第２表地方債補正でござい

ますが、５本の市債に係る変更でありまして、

県営土地改良事業や県公共土木事業の追加に伴

う増額、国の交付金に係る地方道路等整備事業

債の減額と流雪溝整備事業債の増額、また事業

の終了確定に伴います義務教育施設改修事業債

の減額を行うものでございます。 

  次に、事項別明細書の８ページからの歳入に

つきまして御説明いたします。 

  初めに、14款国庫支出金につきましては、１

項１目民生費国庫負担金において、障害者自立

支援給付の拡充による負担金5,677万6,000円を

増額するとともに、生活保護費の増加に伴う負

担金2,991万8,000円を増額しております。 

  また、２項４目土木費国庫補助金につきまし

て、国の社会資本整備総合交付金の道路整備分

の減額と雪対策分の増額措置を行っております。 

  15款県支出金におきましては、２項１目総務

費県補助金に、県において新設されました雪対

策総合交付金170万円を盛り込んだほか、社会

福祉費の増額を中心とした民生費に対する負担

金、補助金の増額や緊急雇用創出事業臨時特例

基金事業や農林水産業創意工夫プロジェクト支

援事業、住宅リフォーム総合支援事業などの歳

出面における増額補正に対応した増額を図るも

のでございます。 

  次に、10ページの19款繰越金でございますが、

このたびの補正の財源調整を図るため7,148万

4,000円を増額しております。 

  次に、20款諸収入につきましては、過年度分

の収入とともに、雑入では最上広域からの平成

23年度分の分担金の精算によります返戻金など、

全体で3,397万7,000円を盛り込んでおります。 
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  続きまして、12ページからの歳出につきまし

て御説明させていただきます。 

  主な内容として、まず２款総務費につきまし

ては、１項総務管理費におきまして県において

新設されました雪対策総合交付金の一部を活用

し、１項11目市民生活対策費に雪おろしや排雪

などの応急措置に対応するため、空き家応急措

置業務委託料として41万3,000円を計上してお

ります。 

  次に、14ページからの３款民生費でございま

すが、歳入のところでも述べましたように、１

項社会福祉費の３目、４目におきまして国、県

支出金を用いながら、重度心身障がい（児）者

医療給付事業費や障害者自立支援給付事業費の

伸びに対応する補正を組んでおります。特に４

目における扶助費は、本年４月の自立支援法の

改正に伴い相談支援事業などの充実が図られた

ことによりまして、介護・訓練給付の増加に応

えられるよう措置したものでございます。 

  また、２項児童福祉費につきましては、３目

保育所費において、16ページになりますが、今

年度の耐震診断の結果、耐震化が必要となった

泉田保育所の耐震化のための実施設計に係る経

費を盛り込み、３項生活保護費におきましては、

対象者の増加に対応した扶助費の増額を盛り込

んでおります。 

  次に、17ページからの６款農林水産業費１項

３目農業振興費におきましては、県補助金の３

次募集分を生かし、農林水産業創意工夫プロジ

ェクト支援事業の増額を図るほか、18ページに

なりますが、５目農地費に国の予備費を活用し

た県の上野地区経営体育成基盤整備事業と堤沢

ため池等整備事業に対する負担金の増額補正を

盛り込んでおります。 

  また、19ページの７款商工費につきましては、

１項商工費において県の緊急雇用創出事業臨時

特例基金事業費補助金を活用した事業の展開を

図ります。 

  次に、20ページの８款土木費２項３目道路新

設改良費につきましては、歳入でも触れました

とおり、国の社会資本整備総合交付金を活用し

た五日町金沢線、泉田二枚橋線、荒小屋泉田線

の道路整備事業について交付金の内示などを踏

まえて減額補正するとともに、22ページになり

ますが、６項２目雪総合対策費の沖の町・中山

町地区流雪溝整備事業では増額補正を行ってお

ります。 

  20ページに戻りまして、４項１目都市計画総

務費につきましては、利用が好調となっており

ます住宅リフォーム総合支援事業費補助金を

400万円増額補正としております。 

  ６項１目除排雪費につきましては、当初予算

で組んでおりました、排雪用ダンプの燃料費と

除排雪車借上料について、さきの記録的な大雪

の始末のために、４月に支出せざるを得なかっ

た経費に相当する分を補塡する予算として計上

したものでございます。 

  また、22ページの６項２目雪総合対策費にお

いては、県の雪対策総合交付金を活用し、地域

の生活道路などの排雪作業に対する助成に係る

経費として、地域一斉除排雪事業負担金や生活

道路排雪事業補助金を計上しております。 

  最後に、22ページからの10款教育費について

でございますが、まず２項２目教育振興費にお

きまして、県の緊急雇用創出事業臨時特例基金

事業費補助金を活用した学校図書室の電算化を

図るための経費として、学校図書館電算化支援

事業委託料320万9,000円を盛り込んだほか、小

中学校耐震化事業については、来年度に耐震工

事を行う体育館５棟分の実施設計が完了したこ

とによる測量設計業務委託料をそれぞれ減額補

正しております。 

  以上で一般会計を終わりまして、25ページか

らの特別会計に入らせていただきます。 

  まず初めに、議案第74号国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）でございますが、歳
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入歳出それぞれ368万7,000円を追加し、補正後

の予算総額を43億1,646万8,000円とするもので

ございます。 

  29ページをごらんください。 

  歳入は、主に前年度繰越金の増額でありまし

て、歳出は、30ページの、主に11款諸支出金に

おきまして一般被保険者保険税の還付金と特定

健診・保健指導に係る過年度分の国庫負担金返

還金の増によるものでございます。 

  次に、31ページ。議案第75号交通災害共済事

業特別会計補正予算（第１号）でございますが、

歳入歳出それぞれ162万8,000円を追加し、補正

後の予算総額を880万5,000円とするものでござ

います。 

  補正の内容でございますが、昨年度と同様に

増加傾向を示している災害見舞金等の支出増加

に対応するためのものであります。財源といた

しましては、交通災害共済基金からの繰入金を

充てることといたします。 

  次に、35ページ。議案第76号公共下水道事業

特別会計補正予算（第３号）でございますが、

歳入歳出それぞれ60万3,000円を追加し、補正

後の予算総額を16億2,388万2,000円とするもの

でございます。 

  内容としては、主に消費税の申告に伴いまし

て、消費税額の増額が必要になったことによる

予算措置でございます。なお、財源は一般会計

からの繰入金でございます。 

  続きまして、39ページ。議案第77号営農飲雑

用水事業特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出それぞれ60万円を追加し、補正後

の予算総額を3,433万7,000円とするものでござ

います。 

  補正の内容でございますが、県で実施してお

ります堤沢ため池等の整備事業に伴い、休場地

区の管路を改修する経費の計上でありまして、

県の補償金を財源としております。 

  次に、43ページ。議案第78号介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）でございますが、歳

入歳出それぞれ9,504万1,000円を追加し、補正

後の予算総額を32億577万9,000円とするもので

ございます。 

  46ページの歳入につきましては、歳出に計上

された各サービス項目の事業費の増減に基づき

まして、その財源の整理を行ったもので、国、

県支出金のほか、支払基金交付金、一般会計・

基金繰入金に及びます。 

  一方、48ページからの歳出の計上については、

主に２款保険給付費のいわゆる居宅介護や地域

密着型介護等の介護サービス等諸費となります。 

  最後に、51ページ。議案第79号後期高齢者医

療事業特別会計補正予算（第１号）でございま

すが、歳入歳出それぞれ160万5,000円を減額し、

補正後の予算総額を３億9,741万3,000円とする

ものでございます。 

  内容は、歳入の前年度繰越金が当初予算額を

下回ったことによる補正整理としております。 

  以上で、一般会計及び特別会計の補正予算案

の説明を終わります。 

  御審議をいただき御可決賜りますようよろし

くお願いします。 

沼澤恵一議長 上下水道課長沼澤利明君。 

   （沼澤利明上下水道課長登壇） 

沼澤利明上下水道課長 それでは、議案第80号平

成24年度新庄市水道事業会計補正予算（第２

号）について御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条平成24年度新庄市水道事業会計の補正

予算（第２号）は、次に定めるところによりま

す。 

  第２条平成24年度新庄市水道事業会計予算、

第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとお

り補正します。 

  支出の第１款、水道事業費用の既決予定額10

億4,688万9,000円に補正予定額200万円を追加

し、10億4,888万9,000円とします。 
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  内容につきましては、第２項の営業外費用の

200万円でありますが、消費税及び地方消費税

の支払いに係る補正であります。 

  第３条、平成24年度新庄市水道事業会計予算、

第４条に定めた資本的支出の予定額を次のとお

り補正します。 

  支出の第１款、資本的支出の既決予定額４億

1,768万2,000円に補正予定額34万7,000円を追

加し、４億1,802万9,000円といたします。 

  内容につきましては、特定収入として工事の

財源に充てました平成23年度国庫補助金に係る

消費税相当額について、特定収入割合の基準に

より消費税控除の対象となったため返還するも

のでございます。 

  ２ページには、ただいま説明しました補正内

容の実施計画を記載していますのでごらんいた

だきたいと思います。 

  以上、平成24年度新庄市水道事業会計補正予

算（第２号）について御説明申し上げました。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算８件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第73号から議案第80号の補正予算８件につ

きましては、委員会への付託を省略し、12月18

日、定例会最終日の本会議において審議をいた

します。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  ８日、９日は休会であります。12月10日月曜

日午前10時より本会議を開きますので御参集願

います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１０時４２分 散会 
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平成２４年１２月定例会会議録（第２号） 

 

 

平成２４年１２月１０日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 沼 沢 充 広    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第２号） 

平成２４年１２月１０日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 森   儀 一  議員 

２番 伊 藤   操  議員 

３番 小 関   淳  議員 

４番 小 嶋 冨 弥  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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平成２４年１２月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 森   儀 一 

１．旧角沢小学校の解体の進捗状況について 

２．旧市営松本団地のその後の状況について 

３．市指定史跡になっている角沢街道の丸仏について 

４．新庄農業水利事業（新庄用水）について 

５．新庄市のバイオマス等を含めた再生可能エネルギーの

取り組み方策はどうか 

市 長 

関 係 課 長 

２ 伊 藤   操 

１．障がい者虐待防止法について 

２．視覚障がい者の移動介護について 

３．市内の小、中学校の冷房設備について 

市 長 

教 育 長 

関 係 課 長 

３ 小 関   淳 

１．人口減少を食い止め、定住化を図るための対策につい

て 

２．「街なかの暮らし総合エリア」について 

 

市 長 

 

４ 小 島 冨 弥 

１．平成２５年度の施政方針と予算について 

２．旧蚕糸試験場について 

３．自主防災について 

 

市 長 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  なお、農業委員会会長星川 豊君より欠席届

が出ております。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。今期定例会の

一般質問者は７名であります。質問の順序は、

配付しております一般質問通告表のとおり決定

いたしております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名であります。 

 

 

森 儀一議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 それでは最初に、森 儀一君。 

   （１８番森 儀一議員登壇）（拍手） 

１８番（森 儀一議員） おはようございます。 

  12月定例議会、朝一番の質問に立たせていた

だきありがとうございます。団結と融和、責任

と信頼の絆の会の一員として一般質問をさせて

いただきます。 

  今月に入り朝夕の挨拶は、「随分降ったもん

だねや」と変わってきています。雪が降り、一

段と寒くなってまいりました。この寒さの中で、

第６回東北少年少女柔道錬成大会が、新庄市体

育館できのう、おとといと２日間にわたって行

われました。山新にも掲載されておりますけれ

ども、柔道を通して新庄・最上地区とその他の

地区との交流を深め、何事も頑張る、そして前

向きな姿勢を培うとともに、子供たちの健全育

成を目的とした大会です。北は青森県、南は神

奈川県のチームも参加され、特に被災地の宮城

県から７団体も参加され、気仙沼スポーツ少年

チームには、会場の2,000人を超える観客から

大きな拍手が沸いたところでした。 

  ２日間の熱戦の末、そして汗を流し、技を磨

いた、そして最後に700名の子供たちが誓い合

ったことは、「挨拶は大きな声で元気よく行お

う」「ごみはちゃんと捨てる場所に捨てて帰ろ

う」「ポイ捨ては自分の心も捨てるものだ」「友

達との出会いは一生の宝物です。友情をいつま

でも大切にしよう」「困っている人を見つけた

ら勇気を出して手を差し伸べよう」と約束をし、

雪の降りしきる新庄を後にしていきました。被

災地の子供たちにも、元気と希望を与えられた

大会だと思い、観戦してまいりました。 

  柔道連盟の方々からは、大会を開催するに当

たり、市当局初め市教育委員会、市体育協会、

特に生涯スポーツ課、山屋セミナーハウスを含

め、「御協力、御支援いただいたことに感謝と

お礼を述べてください」ということを申されま

したので、お知らせといたします。ありがとう

ございました。 

  それでは、師走に入り、また１年を振り返る

ころとなりましたが、近年、少雪傾向となって

きたと感じていましたが、昨シーズンは初雪か

ら根雪になり、かつての豪雪を思い起こされる

ものとなりました。懸命の除排雪で乗り切って

きたところですが、住民の方々、特に老人世帯

では、除排雪に10万円以上が２度もかかったと

嘆いている話を耳にします。 
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  また、当地は、例年、豪雪や日照時間などに

苦しんでいますが、津波や竜巻、風水害や地震、

雷などの被害が少なく、また、震災後の空間放

射能測定値は県内で最も低いなどで、当地の幸

せを感じている人も少なくありません。これは、

気象条件の悪さにもかかわらず、当地の人の我

慢強さ、すなわち忍耐力、辛抱強さと郷土愛を

あらわしているものと思います。そんな人々に、

このまちに本当に住んでよかったと言われるよ

うに、これからも市が先頭になって、明るい未

来が感じられるように頑張っていきたいもので

す。 

  それでは、通告に従って質問に入りますが、

早いもので統合、閉校して６年を過ぎようとし

ている旧角沢小学校は、ただいま本当の最後を

迎え、解体の途中にあります。明治時代の開校

から始まり、130数年の歴史に本当の幕がおろ

されるとあって、地区民は急遽穏やかならずの

感があるところです。何かにつけて、地域のよ

りどころであった地区随一の文教施設が姿を消

すとあって、地区民のみならず、最近では来年

還暦を迎える角沢小学校の卒業生が、還暦同期

会を全国各地の卒業生に知らせ、大々的に開催

し、学校をバックに記念写真や団塊の世代の往

時を地区民と一緒に懐かしみしのんでいます。

今月中に解体が終了予定と聞いていますが、状

況はどうでしょうか、お聞かせください。 

  解体に伴って、これまで角沢小学校が担って

きた次の点についても質問します。 

  最初に投票所ですが、昨年から志津地区の投

票所を角沢小学校に統合してきたところですが、

解体に伴って角沢公民館に変更になりました。

早速この16日に衆議院の選挙がありますが、次

の点についてお尋ねします。 

  遠隔地の方や高齢者が多いために、車で投票

に来るために、駐車場や会場が手狭なために棄

権するのではないかと心配されますが、どうで

すか。 

  また、災害時の避難場所に指定されていまし

たが、今後はどうなりますかもお聞きします。

場所はあっても、設備、施設がなく、避難所と

しての機能がなくなるので、別に指定するもの

か。また、災害対策上から、急遽地区民に周知

していただきたいと思いますが、どうですか。 

  また、「地域の子供は地域で育てる」を念頭

に、毎年、子供たちの入学や卒業を地域のみん

なで学校を会場にお祝いを行っていたところで

す。また、敬老会なども同様に行って、地域の

きずなを深めてきたところです。今後、学校に

かわる施設がなく、これらの伝統行事も縮小せ

ざるを得なく、ひいてはなくなるのではないか

と心配されますが、何かよい対策はないもので

しょうか、お聞かせください。 

  次に、地区民が学校跡地利用についてアンケ

ート調査を行ったと聞いていますが、どうなっ

ているかもお聞かせください。また、市として

の跡地利用について、今後の方針はいかがお考

えですかもお聞かせください。 

  以上で旧角沢小学校の質問を終わりますが、

地域のエゴを捨てて、そして断腸の思いで統廃

合に賛同いただいた経過がありますので、格別

の配慮の上、よりよい跡地利用をお願いします。 

  次に、旧市営松本団地についてお聞きします。 

  この件も、前に引き続き質問しますが、かつ

て70世帯の市営松本団地でしたが、今は全て解

体、整地が済んだように見えます。当地は、高

規格道路のインターに近く、また、高等学校も

２校も近くにあります。団地近隣の地域の方々

も、往年のにぎわいを取り戻すべく地域開発を、

この地を利用して開発するように大きな関心を

持って見守っています。また、この地への新た

な取りつけ道路計画があれば大きく変貌するも

のと思われますので、市の考えをお聞かせくだ

さい。 

  次に、市指定史跡、角沢街道の丸仏について

お尋ねします。 
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  松本地区角沢街道の傍らに立つ丸仏は、御存

じのとおり江戸時代の宝暦や天明の飢餓で亡く

なった人々を弔って、初めは接引寺境内に、後

にこの地に葬った後、松本地区の人々が碑を建

て現在に至っていますが、これまで近くの一部

の方々が清掃や供養を行っているのが現状かと

思います。かつての飢餓に遭われた人々を供養

した、いにしえの新庄人の人柄は、今も誰とは

なしに引き継がれ、接引寺のまかどの地蔵にぼ

た餅を食べさせる風習が見られます。しかるに、

丸仏は市指定史跡にありながら、敷地の境界な

ど管理はどうなのか、今後どうやっていけばよ

いのか、市としての見解をお聞かせください。 

  なお、近隣の地域の老人クラブの方々が、ボ

ランティアで環境整備に当たっているそうです

が、どこまでが敷地なのかはっきりしないと言

っているそうですので、この際、かつての災害

に遭われた方々の新庄人の思いと優しさとその

風習、行いを通して、これら災害時を教訓とし

た心得、忘れないようにしていくためにも必要

かと思われますので、お聞かせください。 

  次に、新庄農業水利事業（新庄用水）につい

てお尋ねします。 

  農業水利施設の役割は、かんがい用水供給だ

けではなく、水資源の涵養、洪水防止、自然環

境保全などの多面的機能を持っていて、集落の

防火や消流雪用水に利用されています。また、

最近では、再生可能エネルギーとして小水力発

電の実証実験なども行われています。しかしな

がら、農業従事者の高齢化、農業所得の減少な

ど社会経済情勢の変化により、土地改良区の管

理態勢は脆弱化しつつあります。 

  一方、都市化、混住化の進展に伴い、施設の

持つ多面的機能の恩恵を受ける地域住民が増大

し、その発揮に対し要請が高まるとともに、環

境への配慮や安全管理の強化などにより、複雑

かつ高度な管理が必要となってきています。平

成12年度より、管理体制整備促進事業が実施さ

れていると聞いています。管理体制の構築とい

うことであるが、現在はどうなっているのか、

どんな事業なのかお聞かせください。 

  続いて、堤沢ため池の進捗状況と冬期間利用

検証についてもお尋ねします。 

  新庄市南部地域を潤し、金沢町地域の生活用

水、防火用水にも利用されている堤沢ため池堤

体改修工事、全体６億3,000万円は、平成22年

度から行われていると聞いていますが、進捗状

況はどうなのかお聞かせください。また、この

ため池が冬期間の消流雪用水として利用できな

いか検証してください。 

  下流の駒場頭首工から取水を行うことにより、

清水揚水機場からの揚水が軽減され、電力料金

や維持管理も軽減されると想定されますが、ど

うでしょうか。 

  次に、新庄市の再生可能エネルギーに対する

取り組みや考えについてお尋ねします。 

  さきの質問に関連しますが、今年度から仁間

地内の角沢用水路で新庄土地改良区が行ってい

る小水力発電の実証実験がテレビや新聞で取り

沙汰され、市民の皆さんも興味を持っておられ

ることと思います。私も、ＰＲ看板のＬＥＤ照

明が光り輝くのを見て、地域振興のためにいろ

いろなことに活用していけるのではないかと期

待をしているところです。また、売電を目標に、

来年度以降も排水路を利用した小水力発電を計

画しているようですので、見守っていきたいと

思います。 

  ３・11の大震災、原発問題を経験し、再生可

能エネルギー及び地域分散型エネルギーを創造

することの重要性は、市民みんなが認識してい

るところだと思います。太陽光発電については、

新庄市の日照時間は全国的に見ても特に少ない

地域ですから、おのずから発電効率も低いもの

かと思いますが、それに対して、地形的にも急

勾配で、市街地を縦断して走る水路を活用する

小水力発電は大きな魅力ではないかと思います。
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吉村知事も、地域分散型再生エネルギーの育成

に力を注いでいますので、新庄市としても、バ

イオマス等を含めた再生エネルギーの取り組み

方策についてお尋ねします。 

  また、小水力発電の実証実験には、神室産業

高校の生徒やＮＰＯの連携があるから注目され

ていると思います。ＮＰＯや最上総合支庁が技

術的に指導して、高校生が「ピコピカ」と命名

した手づくり水車や、コンパネ３枚にＬＥＤ電

球200個を配置した手づくり看板を夏休み返上

で製作し、その後、発電量を測定し、その電力

の活用方法を提案するというものです。 

  次代を担う若者が、専門的な知識を持つ大人

と一緒に、地域のために何ができるのかと考え

ることはすばらしいことだと思います。このよ

うな取り組みの中から、新庄のあすにつながる

何かが見つかったり、地元愛の醸成が生まれた

り、ひいては定住にもつながるものと思います。

この取り組みに限らず、ぜひ新庄市としての、

いろいろな分野で若者とともに地域を考える産

学官の連携システムをつくってはどうか、考え

をお聞かせください。 

  最後に、これらに関する水利権についてお尋

ねします。 

  消流雪用水の確保、小水力発電の継続などに

立ちはだかっているのが水利権ということにな

るようです。議会報告会の中でも議論されたと

ころです。金沢地区方面への消流雪用水を導入

するためにも新たな権利が必要ですし、最上公

園や土内地内で行った小水力発電実証実験でも、

そのためにせっかくつくった施設を撤去しなけ

ればならなかったようです。今後、この問題を

円滑にクリアしていくために、中長期的計画を

見据えた新庄市独自の水利権対策が必要だと思

いますが、お考えをお聞かせください。 

  以上で壇上からの質問を終わります。御清聴

ありがとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  きのう、おとといと大雪に見舞われまして、

この時期から根雪になるのかと思うと大変厳し

いものがありますが、きょうは新中の生徒さん

が議会の傍聴に来ていただいたということで、

大変ありがとうございます。 

  それでは初めに、森市議の御質問にお答えさ

せていただきたいというふうに思います。 

  130数年の小学校の統合、解体、断腸の思い

で、本当に地域をリードしていただき、将来に

向けた青少年の育成という観点から御協力いた

だいたこと、心から感謝申し上げたいというふ

うに思います。 

  まず初めに、この解体工事の予算につきまし

てですが、９月補正予算で措置いたしまして、

この後、角沢地区の区長や役員の皆さんと、耐

震上、解体せざるを得ないということで、建物

内にある備品などの整理、跡地の活用とその進

め方などについて３回ほどの協議を重ねてまい

りました。また、10月10日に着手しました解体

工事につきましては、議員も地元でごらんいた

だいているかとは存じますが、天候が不順な中

ではありましたが、先週で現場が終わり、完成

検査などを経て、年内には完了する予定となっ

ております。 

  建物が全てなくなり、各種行事や投票所とし

ての役割などどうなるのかということでありま

すが、投票所については事前に選挙管理委員会

事務局とも協議してまいりましたが、地域活動

の核となる角沢公民館で、投票事務を実施する

ことが可能であるとのことで活用させていただ

くこととしております。同様に、指定避難所に

つきましても、今後、地区の皆さんと協議の上、

当面、同公民館を指定させていただきたいと考

えております。 

  また、体育館等を活用して開催していた敬老
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会や子供会の行事などは、場所も含めて今後ど

のようにしていくのかは地元での大きな課題で

ありますし、行政としてどのような支援の方法

があるのか、今後十分検討すべき事柄であると

捉えております。 

  次に、住民アンケートの結果についてですが、

角沢４地区の区長様より実施いただいたもので、

次のように報告を受けております。４地区181

世帯のうち126世帯、70％の回答で、今後の整

備は施設建設の要望が多く、次いで公園や駐車

場を含めて広場整備、解体後更地でよいとの意

見は２割未満の回答でありました。地域として、

活性化に結びつく何らかの施設を望んでいると

いうことであり、また、地域での経費や労力負

担については、半数は負担できないとしており

ますが、４人に１人は労力は負担できるとして

おります。 

  これらのことを踏まえながら跡地の利用計画

でございますが、地域の活動に貢献できる活性

化を図れる利用方法はどのような整備があるの

か、まちづくり会議での地域課題に対する提案、

簡易トイレや手洗い場の設置なども含めまして、

早急に検討してまいりたいと考えておりますの

で、御理解のほどをよろしくお願い申し上げま

す。 

  次に、旧松本団地のその後の状況についてで

ありますが、平成23年度末で市営住宅の役割を

終えました松本団地でありますが、昨年度より

着手しておりました解体・整地工事も、今年10

月までに全ての工事を完了しております。また、

当該用地に接続する道路の計画につきましても、

かねてより計画をしておりました角沢松本線の

整備を来年度より順次進めていく方針を決定し

ているところであります。 

  この道路整備により、用地の利活用の方向性

が大きく広がるものと考えているところでござ

います。現在のところ、いまだ利用方針は決定

しておりませんが、この道路計画とあわせて地

域の皆様にも御理解いただけるような活用方法

を探っていきたいと考えておりますので、御理

解のほどをよろしくお願い申し上げます。 

  市指定史跡の角沢街道の丸仏につきましては、

教育長より答弁させていただきます。 

  次に、新庄農業水利事業でありますが、国営

造成施設管理体制整備促進事業は、農林水産省

が立ち上げました農家負担軽減対策事業の一つ

であります。平成12年度から平成16年度までが

第１期対策、平成17年度から平成21年度までが

第２期対策、平成22年度から平成26年度までが

現在実施している第３期対策であります。 

  国営・県営造成施設の管理者は県や改良区で

あり、年々老朽化していく農業用施設の維持管

理費は増加の一途をたどっている状況でありま

す。維持管理に要する経費が増加することは、

担当する改良区費の増加となり、関係受益者の

負担増加へとつながります。維持管理するため

には、電気料、施設管理費、燃料費、人件費が

必要となりますので、その費用の一部37.5％を

国、50％を県25％、市25％で補助をしている状

況であります。 

  農業水路の利用形態といたしましては、個人

宅の池への保水などの雑用水機能、火災の際の

防火用水機能、降雨時のゲート操作による洪水

防止機能、冬期間の消流雪機能、水生生物等の

生態系保全機能などを有しておりますが、これ

ら多面的な機能を発揮するためには、地元自治

会や消防団等との管理協定を締結し、区費増加

を抑制するといった取り組みも行っております。 

  次に、堤沢ため池の件でありますが、平成15

年に堤体から漏水を確認し、翌平成16年から漏

水量調査を実施いたしました。平成22年度に老

朽ため池の補助事業が採択となったことから、

現在、ため池の堤体改修に向けた作業道路を県

で造成しているところであります。 

  御存じのとおり、堤体を改修するためには、

一度貯水した水を排水しなければならず、従来
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から農業用水として活用していたことからも、

長期間貯水せずに工事を続けることは困難であ

ると考えています。県の工程では、平成25年度

及び平成26年度の２カ年間で堤体を改修したい

と考えておりますが、国の予算の状況により進

捗状況は変動しますが、全体の完了期限を平成

27年度とし、実施している状況にあります。 

  全体計画上の事業費はおっしゃるとおり６億

900万円で、負担割合は国55％、県32％、市

11％、改良区２％であります。事業費の内訳は、

平成24年までの準備工事等が１億4,000万円、

平成25年から26年度の本体工事が４億2,000万

円、平成27年度の残工事が4,900万円となって

おります。 

  また、堤沢ため池の消流雪用水への利用につ

いてでありますが、流雪溝整備において必須条

件である水源の確保につきましては、これまで

河川水以外の利用として小以良川ダムの水利用

について検証した経過がございます。結果、保

水としての効果は見られるものの、将来必要と

される毎秒３トンの水量を安定的に供給するた

めの水源としては、最上川へ依存すべきとの判

断をしておるところであります。今後、段階的

に拡大申請を図ってまいりますが、その上で本

ため池の保水量としての有効性について、今後

も検証してまいりたいと考えております。 

  また、清水揚水機場を含む農業水利施設利用

による流雪溝関連経費につきましては、施設の

点検操作に伴う委託費や清水揚水機場を運転す

るための電気料等約2,000万円を計上しており

ます。今後、保水的機能としてのため池利用に

よる経費削減と、ため池利用により発生する新

たな経費を比較検討した上で、経費の面でも判

断してまいりたいと考えております。 

  次に、本市のバイオマス等再生可能エネルギ

ーについてでありますが、本市におきましては

平成15年度に地域新エネルギービジョンを策定

し、バイオマスエネルギーの活用や小水力発電

の実証調査などに取り組んでまいりました。今

年度からは国の補助金を活用し、３カ年計画で

３カ所の公共施設に太陽光発電設備と蓄電池を

あわせて設置し、避難施設等における電源確保

により、防災体制の強化と再生可能エネルギー

の活用を図る事業を進めているところでありま

す。 

  太陽光発電につきましては、日照時間の短い

本市におきましても、設置方法の工夫により効

果的かつ安定的な発電が期待され、設置の容易

性やコスト面、管理面などにおいて優位性の高

いエネルギー種別でありますので、発電の実証

を行いながら今後の普及に役立ててまいりたい

と考えております。 

  一方、小水力発電につきましては、水資源と

しての地域のエネルギー量自体が懸念され、許

可水利権や送電などの課題もありますが、市や

県の調査において農業用排水路に可能性のある

箇所がありますので、施設を管理する土地改良

区の取り組みを注視してまいりたいと考えてお

ります。 

  また、新庄神室産業高校の小水力発電の取り

組みは、県の補助事業を活用し地域資源に着目

したものであり、生徒たちの実践的な科学の目

を養うとともに、郷土を知り、郷土を愛する心

を育む上で大変意義のあるものだと思います。

若い世代が地域のよさに触れ、地域の課題を知

り、課題解決に向かって調査・学習することは、

地域の将来を担う人材を育成していく上でも大

切なことであると思います。特に新庄神室産業

高校は、農業と工業が融合した県内でも特色あ

る高校ですので、その特性を生かした産業的視

点からの地域課題の整理や技術的提案など、市

と連携した取り組みの可能性を探りながら、学

校の取り組みも支援してまいりたいと考えてお

ります。 

  また、農業用施設における水利権につきまし

てですが、用途が営農に限定されて使用してき



 - 24 -

ている状態から、小水力発電等の多目的利用に

関しては、施設管理者及び水利権者の同意なく

して実施することは難しいと思われます。新庄

市が事業主体となり実施することになれば、当

然、利害関係者との折衝をもって対応すべきで

あると感じますが、平成21年度に市で可能性調

査を、平成23年度に県で適地調査を実施してお

り、その結果は、主に各改良区管理施設である

ことから、事業実施の際は改良区主導で実施さ

れる可能性が高いと思われます。 

  消流雪用水における水利権につきましては、

平成19年12月より、消流雪用水を目的とした暫

定放水水利権として東北地方整備局長より取水

許可をいただいております。現在、毎秒0.6ト

ンを取水し、３年ごとの更新の中で流雪溝整備

の進捗に合わせ、拡大申請を行ってまいります。

御指摘の取水拡大に伴う水利権の問題につきま

しては、当初より将来必要量の説明を行い、国

から御理解をいただいているものであり、毎秒

３トンまでの取水拡大に伴う水利権の問題はな

いと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 市指定史跡角沢街道の丸仏につ

いての管理状況と今後の維持管理についての御

質問でございますが、文化財の件でございます

ので私のほうから答弁させていただきます。 

  議員がおっしゃるとおり、角沢街道の丸仏は、

宝暦、天明の両飢饉で亡くなった人々を供養す

るため、その61回忌、33回忌に当たる文化13年

に建てられた丸い形の供養塔と、供養塔が建て

られる46年前の明和７年に松本村の人々によっ

て建てられた「餓死聖霊位」と刻まれた碑につ

いて、新庄の歴史を物語る大切な遺産であるこ

とから、昭和38年に市の史跡として指定してお

ります。 

  この場所につきましては、地域の歴史遺産は

地域で守り伝えるという地域の方々の思いに支

えられ、長い間大切に守り伝えていただいてお

ります。特に平成23年度からは、本宮地区老人

クラブの方々よりお申し出をいただき、除草な

ど定期的な美化活動を行っていただいておりま

す。 

  今後の維持管理といたしましては、これまで

築き上げられた歴史遺産をみずからが大切に継

承していく風潮、地域で育まれてきた思いを揺

るがせることなく、地域の方々が活動しやすい

環境整備、敷地をはっきりさせるということも

含めて、市が、日常的な美化活動については地

域の方々にお願いするような、市民協働による

史跡の維持管理を進めていきたいと考えており

ます。よろしくお願いいたします。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 旧角沢小学校の跡地で

ございますけれども、この件について選挙の投

票場所でございますけれども、先ほど申されま

したようにこの雪でございますので、駐車場あ

るいはそういう棄権する人が多くなるのではな

いかと思われますが、特に志津の投票所が統合

されましてから角沢体育館で行われておりまし

たが、大変あそこですと駐車場もあり場所も広

かったのですけれども、公民館となると手狭に

なり、そしてまた公民館周辺の駐車場もままな

らないということでございますが、投票率の低

下などというものはないのか、その辺。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 駐車場の問題

ですけれども、今回の旧角沢小学校の解体工事、

これに合わせまして、角沢公民館の道路を挟ん

で斜め向かいですけれども、そこに四、五台分

の駐車スペース、砂利敷きしまして、こちらの
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ほうでは対応したいなというふうに考えており

ます。 

森 隆志選挙管理委員会事務局長 議長、森 隆

志。 

沼澤恵一議長 選挙管理委員会事務局長森 隆志

君。 

森 隆志選挙管理委員会事務局長 角沢公民館に

つきましては、選挙管理委員の委員の方々と現

地を見まして、１階スペースで十分対応できる

というふうに感じたところでございます。それ

で、10月16日の選挙管理委員会で決定いたしま

して、11月１日より施行するということで、体

育館の場合ですと十分なスペースはございまし

たけれども、このたび１階スペース全部活用し

て投票できるというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） よろしくお願いします。 

  角沢小学校に関してでございますけれども、

昨年というか昨シーズンの雪で、本当に物すご

い積雪量があって、中で子供たちが卓球の練習

をしているということで、恐ろしいような雪の

量で、その中に入っていく子供たちを見るに当

たり、これは大変だなと思っていたところです。

というのは、週に何回かの練習で、夜に体育館

に入りますので積雪量がわからない。そして、

夜に帰っていって。ですから、あの雪で、もし

か潰れたりしたら、あの中で子供たちとそれか

ら父兄の保護者の方が20人近く練習をやってい

る。そんなときに倒壊して雪の重さで潰れたら

大変だなとつくづく思っていました。テレビで

も北海道のボウリング場が老朽化して潰れた、

それから新潟県山古志村の民家が潰れた、それ

から青森県の体育館ですか、そういうものの老

朽化したやつが潰れたというニュースを聞くた

びに本当にびくびくしておりました。また、こ

としもこの分だと雪が降るなと思っていたやさ

きに、市当局であそこを解体していただいたと

いうことは、私は方向性に誤りはなかったと。

むしろよかったのではないかなと、このように

思っておるところでございます。あるいはまた、

ことしはあそこで子供たちあるいは父兄の人た

ちが入ると大変なことになるのではないかなと

いう判断だったと思います。 

  そして、私が教育委員会のほうに電話します

と、あれは学校の教育施設としてもう子供たち

の勉強する場所でないからということを言われ

まして、そして管財のほうに移ったんだと言っ

て、管財のほうにお聞きしますと、あれは区長

に鍵を預けておくから、区長から鍵を借りて使

ってくださいと。一体あれが倒壊したら誰が責

任持つか。区長が入れてやって、子供たちが潰

れたらどのようにするんだということで、大変

地区でも議論されたときがあったのですが、こ

としは本当にきれいにしていただいて、逆に断

腸の思いはありますけれども、方向性は間違っ

ていなかったなと、このように思います。私も、

母校、卒業したのは角沢小学校でございますし、

また地区民でございますので、これからも地区

民と一緒になって見守っていきたいと思います

ので、よりよい跡地利用をお願いしたいと、こ

のように思います。 

  それから、松本団地でございますけれども、

取りつけ道路ですか、あれも角沢松本線をつな

ぐ道路もございますので、いち早く、市長答弁

には道路計画もあるということでございますの

で、この地域の人たちも本当に本宮１区、２区

の人たちも関心を持っておりますので、ぜひ早

目に完成していただきたいなと、このように思

います。特にこのあの地区の人たちは、言葉は

悪いのですけれども集まり人というか、そうい

うところで最近になってからふえてきた団地で

ございますので、70室ほどの松本団地がなくな

ったということで本当に寂しさも感じておりま

すので、その点も考慮しながらひとつよろしく
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お願いしたいと思います。 

  それから、丸仏でございますけれども、これ

もあそこの地域の人たちが、一生懸命、何とか

ボランティア活動できれいにしたいということ

をおっしゃっているのですけれども、瓦れきと

それから誰が見てもはっきりしていないような

境界でございますので、これからは瓦れきをい

ち早く撤去して、そして先ほど申しましたけれ

ども、あそこの人たちは本当に高規格道路が来

て１区と２区が寸断されておりますので、団地

のほう、特に１区の人たちは今はまとまりがあ

って、何かやりたい、そういう老人クラブの人

たちがまとまっておりますので、そういうとき

に市のインフラと申しますか手助けをして、そ

して地域と一緒になってやっていくことが大事

だと思いますので、これ早急にあれを片づけて

いただきたいのですけれども、その辺どうです

か。 

小嶋達夫生涯学習課長 議長、小嶋達夫。 

沼澤恵一議長 生涯学習課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫生涯学習課長 丸仏の場所につきまして

ですけれども、平成18年に民間の方からの寄贈

ということで、地籍分について境界が示されて

おります。それにのっとりまして、環境整備を

行いながら地元の人たちから協力をいただいて、

美化活動をお願いしたいというふうに考えてお

ります。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 地区の人たちは、二、

三回市に出向いていったんだけれども、何の返

答もなくて困っているということもお聞きしま

したが、こういうものは市の史跡でございます

ので、向こうから来るのを待っていないで、こ

っちからも出かけていって、そしてさまざま相

談していただきたいと思いますので、ひとつよ

ろしくお願いしたいと思います。 

  それから、次に、農業用水事業の件でござい

ますけれども、これ先ほど市長が申されました

が、管理体制の構築ということで、１期、２期、

３期は平成26年度までということでございます

が、農林水産省ではこの事業を打ち切りたいと

いうようなことも考えているということをお聞

きしましたが、これ以後はどうなっていくのか、

その辺お聞きしたいのですけれども。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 ただいま御指摘のとおり、こ

の国営造成施設管理体制整備促進事業、国は第

３期対策で一旦区切りをしたいというふうに、

意向としてはそういうふうな説明を受けており

ますが、こういった施設は長く維持管理するこ

とで農家の負担軽減にもつながっていきますの

で、地元には国営施設を維持管理するための推

進協議会を関係機関と組織しておりますので、

要望活動というか存続に向けて、そういった協

議会を通じながら国のほうへ要望していきたい

と、このように考えてございます。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

沼澤恵一議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） よろしくお願いいたし

ます。 

  次に、高校生が小水力発電を意欲的に研究し

ているということについてでございますけれど

も、何といっても水利権というのが問題になる

と思いますので、水利権として何の事業につい

ても、新庄市が負担している新庄用水でも、そ

れから土地改良区でも、用水としてお金を出し

ているということでございますので、これ市独

自で水利権を……、新庄市内に入った水という

ものを新庄市独自で自由にできないものか、そ

の辺ちょっと。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 ただいま市長の答弁にもござ

いましたように、水利権の問題につきましては
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非常に奥が深くて、以前、明治29年河川法成立

以前は慣行水利権というものがあって、それか

ら河川法ができてから許可水利権というふうに

移っていったわけでございますが、なかなかそ

このところで難しい問題があります。従来より

使用していた水利用形態につきまして、制約さ

れることを望まない人々につきましては慣行水

利権でいきたいというようなことがありまして、

この水利権につきましては許可のほうへ持って

いくのは非常に難しいと。 

  また、その水利権につきましての使用目的が、

農業水利であったり、あるいは消流雪であった

り、水辺空間の水利用であったり、さまざまな

利用目的がございまして、その目的ごとによっ

て関係省庁を経由して、最終的にはいわゆる国

のほうの河川管理者のほうに行くわけでござい

ますが、膨大な資料といろいろな申請協議の中

で、物によっては５年かかるというような話も

ございます。そのようなことで、どんな目的で

その水利を許可もらうのかということは、下流、

海に届くまでの水の使用分量もございますので、

その辺、緩やかな規制緩和を求めていきたいと

は思いますが、個別具体的に詰めながらという

ことになるかと思います。以上です。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩します。 

 

     午前１０時５２分 休憩 

     午前１１時０２分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開します。 

 

 

伊藤 操議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、伊藤 操君。 

   （２番伊藤 操議員登壇）（拍手） 

２ 番（伊藤 操議員） おはようございます。 

  本日２番目に質問させていただきます開成の

会の伊藤でございます。きょうは新中の生徒さ

んにおいでいただきまして、ありがとうござい

ます。緊張しておりますが、どうぞよろしくお

願いいたします。 

  いよいよ冬将軍の到来の季節となりました。

風邪やインフルエンザ、ノロウイルスの流行す

る季節でもございます。皆さんが罹患なさらな

いように十分配慮され、健康を万全に整えてい

ただきたいと思います。 

  健康といえば、去る10月６日、山屋セミナー

ハウスで開催された市民体力測定に参加させて

いただきました。かねてから気になっていた行

事でしたので、どのようなものかと興味津々で

参加してまいりました。測定の方法には、中に

は少々きつく感じるものもありましたが、効率

もよく、全体的に見て楽しく行えるものであり

ました。 

  私の結果は、実年齢50歳ですが、体力年齢は

30から35歳と、ありがたく出ました。しかし、

自身の筋力のバランスの悪さや低下傾向にある

部分の発見がありまして、これからの自分の体

力の維持増進に努めるいいきっかけとなりまし

た。当日は、以前の関係課の報告よりは参加人

数が非常に多いようでしたが、この行事は市民

の健康意識の向上のために、もっと普及拡大す

べきではないかと思われます。この場におられ

る皆様に、次回の開催にはぜひとも参加されま

すようお勧めいたします。お問い合わせは生涯

スポーツ課ですので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

  それでは、通告に従いまして、３つの項目に

ついて質問させていただきます。 

  まず初めに、平成24年10月より施行された障

害者虐待防止法について４点ほど伺います。 

  新庄市内においては、在宅、施設、企業、そ

して学校と、障がいのある方々がそれぞれの日

常生活を営んでおられますが、虐待の通報また
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は報告はどのようなものなのでしょうか。 

  次に、各市町村に設置が義務づけられている

虐待防止センターの機能及び関係機関との連携

はどのようになっているのでしょうか。 

  次に、この法律の整備には、雇用の場での雇

用主や社員からの差別や虐待、また入所施設で

の職員などからの虐待が頻発しているそういう

背景がありますが、家庭においても家族の介護

疲れや障がいの無理解により行われる虐待が後

を絶たないという現実があります。虐待事件の

発生を防ぎ、なおかつ再発を防止するために、

市ではどのような対策を講じているのでしょう

か。 

  そして、特別支援学級に在籍する児童生徒へ

の偏食などの指導についてもお伺いいたします。 

  教育である以上、ある程度の強制や強い叱責

が必要な場合があります。殊に知的障がい児の

場合、言葉を理解することが困難で、食わず嫌

いを直すというために、口元まで食物を近づけ

るというそういう動作が必要な場合があります。

しかし、それが虐待に当てはまるという内容の

記載がこの法にはありました。これでは指導的

成果が見られず、偏食というものは改善いたし

ません。法の縛りが多少窮屈でも、障がい児の

安全を考えれば法の整備は必要、それは当然の

ことですけれども、教育的配慮というのも必要

です。新庄市ではどのような方法を取り入れて

いるのでしょうか。 

  ２つ目の質問に入ります。視覚障がい者の移

動介護について、再々度お伺いいたします。 

  視覚に障がいのある方を通院または外出の際

に介助するガイドヘルパーの人員不足がさらに

深刻化してきております。資格保持者の転職や

退職が相次ぎ、人員の補充がなされず、介助の

依頼に対応が困難になってきております。これ

により、視覚障がい者の外出などの社会参加の

範囲が非常に狭められてきております。人員確

保のためのガイドヘルパー資格養成講座の新庄

市での開催を望む声が介護現場から高らかにあ

ります。介護職員のスキルアップ、ボランティ

アの育成、また、一般の方々に障がいへの理解

を促すという意味でも、人員不足を訴える福祉

現場の声を聞き入れるべきではないかと思いま

すが、市のお考えをお伺いいたします。 

  最後の質問に入らせていただきます。市内の

小中学校の冷房の設備についてお伺いいたしま

す。 

  かつては、エアコンはぜいたくと言われてき

ておりましたが、結論から申しまして、今の時

代、学校の冷房の導入はもはやぜいたくとは言

えないのではないでしょうか。市内の小中学校

の冷房の整備の状況は一律ではなく、見事にば

らばらなものでした。ことしも猛暑の日が続き、

学校では夏休みが明けても残暑に見舞われ、教

室では30度を超す環境だったとも聞いておりま

す。特に午後からの授業では、子供たちはぐっ

たりとした様子で集中力が散漫になり、学習に

身が入らないという日が幾日もあったと聞いて

おります。子供たちの中には、低体力の子や病

弱児、気候が体調に敏感に反応する子も多数お

られます。重症の報告はなかったにしろ、軽度

の熱中症や体調不調を訴える子供がことしも多

数見受けられました。学校によっては保健室に

さえ冷房がなく、汗をかいたまま横になってい

る児童がいるという状況がありました。これで

は、学校は子供の健康を保障できないというふ

うに考えられます。 

  さらに、定時帰宅時間が５時前であるという

にもかかわらず、残務処理に追われ、ほとんど

毎日平均２時間以上のサービス残業をしている

教職員の方々も、猛暑の中、温風機となった扇

風機に書類を舞い上げられながら、汗だくで仕

事をしているというのが現状でした。汗をかく

のは非常によいことですけれども、それが環境

悪化によるものでしたら状況は違うと思います。

子供の学習環境の改善及び教職員の仕事場の環
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境の改善、そして健康管理の充実のために、最

低でも保健室、教室、職員室、図書室などの冷

房の完備は急務と思われます。市のお考えをお

伺いいたします。 

  以上で壇上からの私からの発言といたします。

御清聴に深く感謝申し上げます。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、伊藤市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  初めに、市民体力測定のお話をいただきまし

てありがとうございました。実年齢らしくない

状況で、そのとおりだと私も思っておりますの

で。私は、数年、体力測定をやっておりません。

20代になるのが怖くて、やらないようにしてい

るところであります。 

  それはさておきまして、障害者虐待防止法、

平成24年、本年の10月１日に施行されました。

障害者虐待防止法におきましては、養護者によ

る虐待、障がい者福祉施設従事者などによる虐

待、企業などの使用者による虐待、さらには家

庭における虐待などに分離されておりますが、

虐待の類型におきましては、身体的虐待、育児

放棄、心理的虐待、性的虐待、経済的虐待の５

類型。これらの虐待を発見した場合には、速や

かに市へ通報しなければならないとされており

ます。 

  家庭におきます例えば養護者による虐待の通

報を受けた場合は、市が事実確認を行い、ケー

ス会議の開催、立入調査などを行い、障がい者

への必要な支援を速やかに行うとともに、養護

者への支援も行ってまいります。 

  障がい者福祉施設従事者などによる虐待の通

報を受けた場合には、市から県へ報告し、県が

障害者自立支援法や社会福祉法などに基づく権

限を行使し、是正させていくことになっており

ます。 

  企業などの使用者による虐待の通報を受けた

場合には、市から県へ通知し、県は労働局へ報

告し、公共職業安定所、労働基準監督署などが

障害者雇用促進法、労働基準法、雇用均等法、

個別労働紛争解決促進法などの規定に基づく権

限を行使し、是正させることとなっております。 

  また、学校におきましては学校長が、保育所

におきましては保育所長が、医療機関において

は管理者が、それぞれ虐待を防止するため必要

な措置を講じなければならないとされておりま

す。 

  なお、10月１日施行後に、市に対する障がい

者虐待の通報は今のところございません。虐待

の通報及び届け出の受理や相談、指導、助言、

広報、啓発活動の機能を果たすことを目的とし

た障害者虐待防止センターにつきましては、市

段階においては福祉事務所にその機能を持たせ

ることとなっており、９月のお知らせ版に掲載

し、周知を図っているところであります。 

  関係者への周知啓発といたしまして、11月に

は、最上総合支庁管内８市町村及び各障害者団

体等関係機関で構成されております最上地区自

立支援協議会において、虐待防止法の研修会を

開催しておりますが、今後とも関係機関との連

携、ネットワークの構築を進め、虐待の発生防

止に努めたいと考えております。 

  また、御質問の学校における障がい児への偏

食指導につきましては、現在１名の児童に対し

まして指導を行っております。無理やり口へ食

べ物を入れ、食べさせるなどの指導などは行っ

ておりませんが、法の施行以前より、虐待につ

ながるような指導方法をとっていないというこ

とを御理解賜りたいと。食べないからといって、

逆に偏食をそのままにさせてしまうということ

もまずいのではないかという、それら教育的配

慮については、今後内部で十二分に検討させて

いただきたいと思います。 

  次に、障がい者の移動介護についての御質問
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ですが、平成23年10月より自立支援法の同行援

護が開始され、今後ますますガイドヘルパー、

いわゆる移動介護従事者の必要性は高まってい

ると思っております。 

  しかしながら、県内では、ここ数年ガイドヘ

ルパー講習会は開催されておらず、講習を受け

るために仙台市など県外へ行かなければなりま

せん。資格を取得するために仕事を休んだり、

交通費や宿泊費など自己負担が重なったりと、

資格取得には困難な現状であり、さらにヘルパ

ーの人員も決して十分でないと認識しておりま

す。しかし、市町村単独での同行援護従事者養

成研修を進めることも困難であり、御質問のと

おり講習会開催の要望が県に寄せられていると

ころであります。 

  また、詳細は決まっておりませんが、これら

の声を受け、県は来年度に同行援護従事者養成

研修を開催する予定であるとの確認をとってお

ります。また、市内のある専門学校が、今後福

祉施設への転身を考えている状況もございます

ので、そこでの養成などができるか、今後も検

討させていただきたいというふうに思っており

ます。 

  次に、市内の小中学校の冷房設備等につきま

しては教育長より答弁させますので、壇上から

の答弁を以上とさせていただきます。ありがと

うございました。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 市内の小中学校の冷房設備につ

いて、私のほうから答弁させていただきます。 

  全国で記録的な猛暑になった今夏ですが、新

庄市におきましても真夏日が続き、７月には気

温36度を記録する猛暑日もあるなど、また、９

月の彼岸を過ぎましても夏日を超える日があり

ました。児童生徒や各教室の暑さ対策として、

水筒持参を励行し、小まめに水分補給をするよ

う指導するとともに、教室においては扇風機を

使用しながら授業を行ってまいりました。また、

教室の窓側にはグリーンカーテンによる日陰を

つくり暑さを和らげるとともに、理科や生活科

の学習用としても活用してきた学校もございま

す。 

  御質問にありました小中学校の冷房設備につ

いてですが、現在は一部の諸室に設置されてい

るのが現状でありますが、近年の夏場の暑さに

対して、学校環境衛生を改善し、先生方の授業

準備など学校運営をより効果的かつ効率的にす

るためには、冷房設備の必要性を感じていると

ころでございます。 

  これまで、学校耐震化による建物改修や萩野

地区小中一貫教育校建設などの事業を進めてき

たため、この事業の進捗状況を見ながら検討し

ている段階でありました。また、設備設置には、

工事に先立ち、どの部屋に設置するのか、規模

に合わせた規格選定、使用電力量が増加するた

めの受変電設備の改修など詳しく調べる必要が

あります。今後は、設置する諸室、整備の順番

や手順を決定し、来年度には設備設置工事に向

けた調査設計を実施してまいりたいと考えてお

ります。また、萩野地区小中一貫教育校につき

ましても同様であり、現在、必要な諸室への設

備設置を含め、建設に向けた実施設計を進めて

おりますので、御理解のほどをよろしくお願い

いたします。 

２ 番（伊藤 操議員）議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） どの項目に対しても前

向きな答弁をいただきまして、ありがとうござ

います。再度の質問に困惑しておりますが、あ

えてお伺いいたします。 

  最初の障害者虐待防止法についてですけれど

も、まず最初に、市のほうに通報があった場合

は、施設ないし企業の場合は市から県へとあり

ます。養護者、親の場合は市のほうで対応とお

伺いしましたが、市で虐待の報告が仮にあった
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場合に、専門的知識がある職員などはどのよう

に行っているのでしょうか。配置のほどをお伺

いいたします。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ただいま新庄市のほうに

通告があった場合、特に養護者から通告もしく

は通報があった場合の対応についてというふう

な御質問でございました。現在、市のセンター

の機能としては、福祉事務所の高齢障害支援室

を設定しております。現在、障がい担当の職員

が３名おりますが、10月以降に施行されたとい

うふうな状況でございますけれども、従前から

も障がい者虐待については、その障がいの担当

で担当しております。ですから、10月以降の施

行に伴っても、その障がい者担当の３名が連携

して相談を受けるというふうな形で対応してお

ります。 

  ただ、どこの自治体でも同様の状況なんです

が、専門的な知識というふうになりますと非常

に厳しいかと思います。つまり、一つの通告が

ありますと、解決に関してはほかの機関と連携

も含めて相当の期間を要するというところで、

いわゆるスキルアップ、それから研修も含めて

職員の能力向上を図っていかなければならない

というふうな課題は指摘されております。とい

うこともございますが、当面まず新庄市の福祉

事務所としては、高齢障害支援室の３名の体制

でお聞きしていくというふうになっております

ので、よろしくお願いいたします。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 介護の現場の虐待につ

いてお伺いいたします。 

  介護現場の場合は、被害者のみならず加害者

の精神的負担というのも非常に大きくなります。

そして、発見したとしても通報できないという

状況もあります。被害者の方が例えば寝たきり

の場合は、介助者である家族が加害者というふ

うになることもありますけれども、精神的な負

担から見れば、どちらが被害者かわからない、

そういう場合もあります。そういう場合のフォ

ローは、新庄市ではどのようになさっているの

でしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ただいま介護現場でとい

うふうなお話もお聞きしておりますが、今回は

障がい者虐待という関連での御質問かと思いま

す。 

  基本的には、加害者と被害者のいわゆる接点、

非常に難しいものがあります。現在、我々のほ

うでも高齢者の虐待も取り扱っておりますので、

当然、加害者の見解、それから被害者の見解、

特に被害者についてはなかなか自分の意見が言

えないというふうな状況もございます。ですか

ら、特に介護の現場におきましては、当然ケア

マネジャーもいらっしゃいますし、基本的には

新庄市の高齢障害支援室の高齢担当がおります。

ですから、ケースを起こして丁寧に、さらに包

括支援センターでも担当しておりますので、連

携しながら、特に丁寧に本人の御意見、それか

ら加害者の状況、それから周りの特に状況把握、

それらをいろいろな多角的な面で把握しながら、

ケース処遇も進めていっているというふうな状

況でございます。ですから、一面的な処遇にこ

だわらず、難しい問題というふうに思っており

ますので、そういうふうな対応を心がけている

ということで御理解いただきたいと思います。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） わかりました。 

  最後にもう一つ、親子間の虐待についてです。

どうしても障がいに対して親が受容できない、

こういう場合が知的障害の子供を持つ親の場合

は多々あります。そのときにしつけであるのか、
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これが虐待につながるかが非常に微妙なところ

です。そこで、親御さんへのこの法の整備につ

いての啓発は今後はどのようになさるのでしょ

うか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 親子関係での虐待に類す

る事項というふうなことになりますが、基本的

に今回の虐待防止法の施行に伴いまして、虐待

に関するガイドラインといいますかマニュアル

は制定されております。どういうふうな状況に

なれば虐待に相当するんだというふうな事例は

ございますが、それは役所間の内部のマニュア

ルでございますので、親がどのような立場で今

後考えざるを得ないかというふうなところに関

しては、まだこちらとしても対応している部分

ではございません。ただ、将来的には、こうい

う障害者虐待防止法が施行されて、禁止条例を

つくっている自治体もございますので、そうい

うふうな観点に伴って、我々としては法施行の

趣旨を親御さんのほうにもきちんと徹底させて

いくという機会を設けながら進めていきたいと

考えております。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） それでは、次に、ガイ

ドヘルパーについての質問をさせていただきま

す。 

  今現在、ガイドヘルパーの資格者が非常に少

なくなっています。壇上でも申し上げましたが、

退職であったり高齢化したりして、非常に今現

在大変です。依頼があった場合も、７時間、８

時間という付き添いが必要ですので、お断りを

せざるを得ない、そういう状態です。 

  それで、要請に関しては前向きに答弁して、

今後検討という話をお伺いしましたが、たしか

前の質問の際も似たような状況であると。そう

している間に１年が過ぎまして、その後どうな

ったのかなとはすごく危惧していたんですけれ

ども、まだ前向きな検討とは言いながらも、こ

れは本当に今現在急がなければならないような

ところまで来ています。仙台まで自身のスキル

アップのために研修に行ければいいんですが、

社会問題になるくらいの介護現場の人手不足と

いうのも、非常に新庄でも問題があります。県

で開催していただいて、それを市で行うという、

そういう方法で進めてほしいとの旨を前回申し

上げましたが、そういうものは早期にはまだ可

能とは言い切れないのでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 ただいま、昨年の回答に

関して若干御意見いただいておりますが、実は

昨年の10月施行以降に伊藤議員から御質問いた

だきまして、当時は、24年度の予算に県のほう

で予算をつけながら研修を行うというふうな状

況でございましたので、その研修に伴って研修

を実施していきたいというふうな回答をしたか

と思います。ただ、現実的には24年度の予算に

は予算はつきませんでした。残念ながら、事業

仕分けの関係で見送られたというふうなことで

ございました。 

  結果的には、今回25年度の予算の中につくと

いうふうな話は来ておりますので、ですから、

早期に、まず一つは、県の研修が何カ所かで行

われるかとは思いますが、それをまず新庄市に

誘致したいというふうな部分が１点ございます。

ですが、ただ、県のほうも現状としては予算要

求の段階でございますので、中身についてまだ

こちらにおりてきているというふうな状況では

ございません。ですから、今後の折衝になるか

というふうには思っております。以上です。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） ありがとうございまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。 
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  そして、最後の学校の冷房化についてお伺い

します。 

  残暑や猛暑が続きまして、学校現場では、非

常に子供たちも学校の先生方も厳しい状態であ

りました。先ほどの答弁によりますと、非常に

前向きな回答をいただいておりますが、もう少

し具体的にいつごろということまではお聞きし

てはいけないのでしょうか。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 時期等につい

てでございますけれども、先ほど教育長のほう

から答弁申し上げておりますけれども、どの部

屋に設置するのか、それからエアコンの規格

等々、それから今回受変電設備といいますか電

気工事にかなりかかるのではないかというふう

なことがございます。そんなことがございまし

て、新年度にいわゆる調査費、その辺のところ

の調査費も含めて実施していきたいなと。です

から、新年度以降、具体的な工事に着手するこ

とになるかと思います。原課としては、数年間

の間で実施できればなと。小中一貫教育校が27

年４月開校でございますので、その辺のところ

のバランスを考えながら整備してまいりたいと

いうふうに考えております。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

沼澤恵一議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 気候というのはどうな

るかわからないものですから、子供たちの健康

というか安全面を考えれば、例えばですけれど

も、保健室に臨時でこういう簡易的なものを取

りつけるという方法もできると思います。欲を

言えば、教室や教職員室、図書室などが完全整

備されればいいんですけれども、差し当たって

急激な熱中症や体調不良を起こした子供の場合

の応急処置として、早急にせめて保健室から簡

易的なものをすぐ設置というふうな、そういう

ふうにはできないものでしょうか。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 諸室の整備の

順番でございますけれども、議員おっしゃるよ

うに、生徒たちの学習の環境、健康の問題とか

その辺の部分と、それから先生方の労働環境と

いいますか、その辺ございます。それで、順番

としては、今考えているのは保健室が一番最初

になるのではないかなというふうに思っていま

す。25年度、これから当初予算の編成になるわ

ですけれども、その中で調査設計を行いながら、

可能であるとすれば25年度行いたいなとは思っ

ていますけれども、ただ調査設計も若干時間か

かりますので、その辺のところは進捗状況を見

ながらというようなことで御理解いただきたい

と思います。（「わかりました。これで終わりま

す」の声あり） 

沼澤恵一議長 ただいまから午後１時まで休憩い

たします。 

 

     午前１１時３３分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開します。 

 

 

小関 淳議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、小関 淳君。 

   （１３番小関 淳議員登壇）（拍手） 

１３番（小関 淳議員） 本日３番目の一般質問

をします小関です。 

  最初に、人口減少を食いとめ、定住化を図る
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ための対策についての質問をいきなりさせてい

ただきます。 

  新庄市の人口は、10月末現在で３万8,606人

です。まちづくり総合計画にある基本指標の人

口フレームでは、平成32年の将来人口が３万

5,191人になると予想しています。しかし、さ

まざまな施策を行うことによって人口減少の抑

制を図り、平成32年は人口３万7,000人台を維

持することが目標となっています。 

  人口減少は、出生と死亡が基本的な要因です

が、さらに転出ということが大きな要因となり

ます。新庄市の人口を極力減少させないために

は、雪対策や雇用対策などの重要な課題を早急

に進めていかなければならないのは当然のこと

です。しかし、安心して子供を産み育てられる

環境、そしてこの地に住んでよかったと実感で

きるような環境づくりを基本に据えることが何

より重要ではないかと思います。 

  市が実施している平成24年度まちづくり市民

アンケートに、「これからも新庄に住み続けた

いか」という設問があります。その中で、20代

の37.9％、約４割が転居したいと回答していま

す。そして、驚いたのは、職業別で公務員の

29.2％、約３割がほかに転居したい、あるいは

転居の予定と回答していることです。この公務

員の中に市の職員は入っていないと思いますが、

この数字は一体何をあらわしているのでしょう

か。 

  また、同じ設問で気になったのが、パート・

アルバイトの方の41.7％が、ほかに転居したい

と回答していることです。前回が26.3％でした

から、この数字から地域の雇用状況が以前にも

増して悪化しており、やはり定住化には特に若

い世代の安定した雇用の早急な確保が重要であ

ることがわかります。 

  私は、ここで定住化を進めるための２つの提

案をしたいと思います。 

  １つは、市民の意識、人を思いやる心を充実

させていく事業を進めることです。それを進め

ていくだけでも、住み続けたいと考える市民は

恐らく増加すると思います。それは一体どのよ

うなことかといいますと、１つ例を挙げてみた

いと思います。皆さん、横断歩道で道路を渡ろ

うとしたとき、車やバイクになかなかとまって

もらえなかったという経験、あるいは自分が運

転していてとまらなかったという経験はありま

せんか。道路交通法第38条で、横断歩道に人や

自転車がいた場合、ドライバーは必ずとまらな

ければならないと決まっているのにもかかわら

ず、全国のドライバーの約９割はとまらないと

いう調査結果があります。それならば、新庄市

が全国的にも珍しい、ほとんどのドライバーが

とまってくれるまちにすればいいのです。それ

だけでも、厳しい冬はあるけれど、子供や歩行

者に心優しい安全・安心なまち新庄となるので

はないでしょうか。そのように人を思いやる心

を冬の暮らしや防犯・防災などのさまざまな場

面に広げていくことこそ、定住化施策の基本、

土台にして進めていかなくてはならないのでは

ないでしょうか。 

  足による投票という言葉があります。アメリ

カの経済学者チャールズ・ティボーの言葉です。

選挙での投票が手による投票ならば、足による

投票とは、福祉や教育、インフラ整備などの居

住環境がより充実した自治体に転出することで、

住民が意思表示をする。つまり、充実していな

い自治体からは、定住環境の整ったほかの自治

体に移動することを言うのだそうです。 

  全国で自治体間の住民獲得や企業誘致などの

さまざまな競争が激しくなっている現在、それ

に敗れてしまえば住民は離れていき、その結果、

自治体は衰退します。もっとも、転居するには

コストもかかりますから、それを実行できる住

民は収入の高い職業に限られるかもしれません。

しかし、アンケートの数字にもあるように、比

較的若い世代にとっては転居を決断するハード
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ルは低く、その足は軽快で、住みよいまちを選

択したら移動はスムーズに決行されます。やは

り定住化のためには、積極的にさまざまなハー

ド・ソフトの施策を進めなくてはなりませんが、

特にソフト面である人を思いやる心を土台にす

ることは、今後ますます重要になってくるので

はないでしょうか。 

  そして、もう一つは、定住化には直接つなが

らないような、しかし、じっくり考えてみれば、

交流人口の拡大、さらには定住化にも大いに貢

献できるような事業を提案したいと思います。

それは、新庄市出身で、日本や世界のさまざま

な舞台で活躍している人材に協力を求め、市民

に強烈な刺激とこの地で暮らす誇りを持っても

らい、定住化につなげていこうというものです。

世間ではサブカルチャーなどと一くくりにされ

てはいますが、日本は漫画やアニメ、それらの

キャラクタービジネスなどで世界のフロントに

立ち、疾走を続けております。 

  例えばその一人として、世界的に絶大な人気

を誇る新庄市出身の冨樫義博さんに御協力を願

って、定住化につなげる新たな流れを創出して

いくこともその一つだと思います。まず、既存

の建物をリフォームして、冨樫義博漫画館を建

設します。そして、そのオープニングに合わせ

て、世界公募の漫画賞を設け、その審査などに

冨樫さんから御協力いただくのです。そこで受

賞した漫画家の卵たちから、新庄市内の空き家

等に、総務省の補助事業を利用し、最低３年間

地域おこし協力隊として居住してもらうという

漫画家育成事業を立ち上げるのです。私がイメ

ージするのは、日本に漫画文化を定着させた手

塚治虫や赤塚不二夫らが活動拠点にしていたト

キワ荘です。そして、新庄市あるいは地元団体

とライセンス契約を結んでもらい、漫画を一つ

のビジネスとして新庄市に定着させるのです。

地方では無理だと恐らく思うかもしれません。

しかし、どうしても都内に行く必要があるのな

ら新幹線もありますし、高度情報通信社会の到

来で、現在クリエーティブな仕事でも都内に拠

点を構える理由はほとんどなくなりつつありま

す。これは、世界的にも有名な漫画家を輩出し

ている新庄市にしかできないことです。 

  冨樫さんの知人の情報によりますと、本人も

新庄のために何かしたいが、声がかからないと

話しているとのこと。それならば、ぜひ積極的

に構想を練り、しかるべきプロセスを経た上で、

御本人に協力を仰ぐべきではないでしょうか。

このようなことを積極的に仕掛けることができ

れば、これからの新庄市にとってはかり知れな

い財産になると思います。ぜひ一度固定した概

念、固定した観念をリセットしていただいて、

独創的で柔軟な施策を市民とともに考えてみる

必要があるのではないでしょうか。そして、冨

樫義博さんを核にした現代漫画文化の聖地・新

庄を目指してみてはどうでしょうか。 

  これからも新庄市は、定住化促進のためのさ

まざまな事業を精力的に行っていくと思います。

ぜひその中に、思いやりの心を大切にしたソフ

ト事業、漫画家育成を含めた現代漫画文化の聖

地事業の２つを組み込んでもらい、心豊かに笑

顔輝くまち新庄、離れたくないまち新庄にして

いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

  続いて、街なかの暮らし総合エリアについて

の質問をします。 

  ことしの６月定例会の一般質問で、私が中心

市街地と商店街の維持、再生について質問した

際に、市長は「商業機能のほかに、高齢化社会

に必要な医療、福祉機能や安全・安心の確保、

子育てしやすい環境など、多様な都市機能を集

積させていく」との答弁がありました。それを

市長は、「街なかの暮らし総合エリア」として

位置づけておりました。私は、その答弁を聞き、

従来どおりの中心商店街の活性化という発想か

ら、ようやく一歩先に進んでもらえたなと素直

にうれしく思いました。そこで、今回は、街な
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かの暮らし総合エリアとはどのようなものか、

もう一つ踏み込んだところでの具体的な絵が見

えてくるような市長の見解を聞きたいと思いま

す。 

  その一般質問のときにも、私は、商店街の現

状は待ったなしの厳しい状況であると言いまし

た。現在も、衰退の流れはますます加速してい

るというのが実感です。この議場にいらっしゃ

る市長初め職員の皆さんも、この状態は肌で感

じていらっしゃると思います。 

  このような現状の中で、下田町で大型商業施

設などの造成事業が進んでおり、来年の秋には

開業する予定となっています。その後も、さら

に大型商業施設の進出が複数計画されていると

聞いています。現在でさえ、新庄市内にある売

り場の総面積が、全国の地方都市の標準レベル

の２倍以上というオーバーストア状態です。こ

の状況で、大型商業施設進出の流れを加速させ

ていくことが、安定した雇用拡大につながって、

また新庄市全体の活性化につながると考えてい

るのでしょうか。また、相次ぐ出店によって生

じる既存商業地への影響などは、どのように予

測しているのか聞かせてください。 

  この件に関しては、以前の議会で何度も確認

をしていますが、中心市街地に暮らす市民にと

っては、雪問題に匹敵する関心事ですので、市

民にわかりやすい、しっかりした答弁をお願い

いたします。 

  以上で壇上からの質問を終わります。御清聴

ありがとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関議員の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  人口減少、全国的な流れ、少子高齢化という

流れが、新庄だけではなく日本全体の課題であ

るということが、まず第１点にあるというふう

に思っております。 

  定住の指標である人口の動向につきましては、

年間約400人のペースで人口が減少しているこ

と、このことも事実であります。定住化につき

ましては、人口減少の歯どめをいかにかけるか

ということが急務であるというふうに私も認識

しているつもりであります。 

  平成23年10月から平成24年９月までの１年間

に新庄市に転入してきた方が1,060人、転出し

ていった方々が1,339人、社会動態として279人

の減少となっております。転出された方につい

ての理由については把握できませんが、毎年行

っておりますまちづくり市民アンケートでは、

「これからも新庄に住み続けたいか」との問い

に、「できれば他の市町に転居したい」と一定

数の回答があり、多くは雪が多いことを理由と

していることから、雪が大きな原因の一つだと

いうふうに考えております。 

  また、生まれた方は260人で、死亡された方

が488人となり、自然動態として228人の減少と

なっております。平成13年までは出生数が死亡

数を上回っておりましたが、それ以降、少子高

齢化を背景に減少が続いております。年齢別の

人口構成を見ますと、20代が少なく、高等学校

や大学を卒業してからの進学先または就職先と

して選択できずに、転出したまま戻る機会がな

かったものと考えております。 

  このような現状から、どのように定住を進め

るかにつきましては、市民アンケートから分析

しましても、なかなか満足度が上がらない雇用

や転居の理由に挙げられる雪については大きな

課題でありますが、健康福祉、都市整備など、

どれも欠かすことができず、政策総動員で対策

に当たらなければならないと考えております。

その結果が本市の魅力となり、この魅力をどの

ように市内外に発信していくかが定住の大きな

鍵になるものと考えております。 

  まちづくり総合計画で掲げた３つの重点プロ
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ジェクト、「雇用・交流拡大」「安全・安心充

実」「子育て・人づくり」を中心にした取り組

みを進めておりますが、対策の組み立てにおい

て、年代にも留意した内容にする必要があると

考えております。 

  少子化に対しては、子供を産み育てやすい環

境や、その前段としての結婚しやすい環境の整

備、また青年層を対象にしての雇用の場の確保、

住環境の整備、さらには雪対策も含め、老後も

暮らしたいと思えるような魅力づくりが必要で

あります。 

  定住に向けた本市の課題に対応していくため、

限られた経営資源の中で選択と集中により事業

を展開しておりますが、行政だけで解決できる

ものではありません。今まで以上に市民や地域

団体、事業者などの皆様とかかわりを深めなが

ら、他市に負けない新たな魅力を創出し、定住

が図られるよう努めてまいりたいというふうに

考えております。 

  具体的な取り組みといたしましては、味覚ま

つりあるいはインバウンドなどを行いながら、

交流拡大を図っていきたい。味覚まつりあるい

はそばまつりなどから産業を啓発していけない

か、あるいは起業する方を育てていきたいとい

う意味も大きく込められているところでありま

す。 

  また、「安全・安心充実」「子育て・人づく

り」の中で大きな役割を果たしていただいてい

る初期の段階においては、本当に感謝している

のがこらっせであります。こらっせにおける４

階のわらすこ広場、これにつきましては、地方

に移ってきたお父さんお母さん方、また、ある

いは子供を持つ祖父母などの皆さんが、冬期の

間あるいは夏の間、子供を遊ばせる空間として

非常に安全に遊ばせることができるということ

で、これなども非常に民間のお力をおかりして

進めることができていること、大変ありがたく

思っているところであります。 

  次に、街なかの暮らし総合エリア。その前に、

２件ほど提案がございました。安全・安心なま

ちにする、横断歩道でとまる、人を思いやる心

を持って、この地域に心を根づかせてはどうか

と。お金をかけなくてもできるというようなお

話がございました。 

  先日テレビで、スマートドライバーというよ

うな運動が全国展開されているというお話を聞

きました。この提案者のお話にちょっと耳を傾

けてみますと、パトカーが来たとき我々はどん

な気持ちになるんだろうというようなことを言

っていました。どうもパトカーには犯人を……、

我々に犯人の形で近づいてくるというような意

識を変えたいというＮＰＯ法人の代表の方が言

っておりました。パトカーがいるということで

我々は安心できるんだということで、パトカー

を褒めることをまず最初にやろうということで、

責めるのではなく、褒めることからやろう。ゆ

っくり運転したスマートドライバー、そんなこ

とを提案していったら仲間がふえてきたんだと

いうお話を聞きました。物の考え方をそういう

ふうに一方的な犯罪者意識のほうではなく、パ

トカーがいるから我々が安心できているんだ、

パトカーを褒めていこうというふうに逆転の発

想をしたという話をお聞きして、なるほどなと。

安心・安全の中にそうした取り組みも取り入れ

ることが可能なんだなというようなことをつい

先日テレビで見て、たしかスマートドライバー

運動だというふうに思っていますが、これなど

が全国的な流れの中で運動を広げているという

のは、すばらしいことだなと思ったところであ

ります。 

  また、足による投票、若い世代がほかに行く

という投票の方法もあるとおっしゃっておりま

すが、データ的に総合政策課の話によりますと、

10年以上住んだ方々が新庄での定住を希望する

というようなことも出ているという話を聞いて

おります。若く帰ってきたときに、例えば以前
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の質問にもあったわけですが、安い給料、非正

規であるとか講師であるとかというようなこと

で、将来の生活へのめどが立たないというよう

なこと、そういうようなことでさらなる職を求

めて、中央、都会の学校、新たにできた学校の

先生になったりといったような話も実は聞いて

いるところであります。 

  一方、田舎のほうでは、こちらのほうでは人

口減少、学校統合というようなこともあり、職

場がどんどん狭くなっているというのも正直な

話であります。しかし、ある一定の年齢からに

なりますと、この地の新庄のよさというのがま

たわかっていただいているというような気もし

ているところであります。 

  そのもう一つの提案の中で、漫画の聖地、冨

樫義博さんの提案がございました。以前、「か

むてん」というようなことで冨樫義博さんに御

協力いただいて、その版権を新庄市が持ってい

るわけであります。県の事業を通しまして、観

光協会とそれからチンドン団などに、それなど

を今先行的に使わせていただいております。ゆ

るキャラというようなことで、先日、デスティ

ネーションキャンペーンで山形に行きましたと

きに、非常に高い評価を受けているので、ゆる

キャラの効果も大変あるんだなということで、

１つだけではなく、もっと生かしていかなけれ

ばならないなと。 

  ただし、かむてんといいましても、冨樫義博

さんというイメージが湧きませんので、一々説

明しなければならない。そんなことでいきます

と、どういうふうに活用するかというようなこ

とでも、庁内のほうで職員がさまざまな角度か

ら検討しております。例えば26年のデスティネ

ーションキャンペーンがございます。冨樫義博

さんの大変貴重な漫画である「ＨＵＮＴＥＲ×

ＨＵＮＴＥＲ」の宝探しをこの地域に、陸羽

東・西線などに活用できないかという案もいた

だいているところであります。 

  しかしながら、集英社という企業の名前を出

していいかどうかわかりませんが、私も直接お

母さんともお話しさせていただいております。

さまざまな方々からそういうお話をいただいて、

しかし、版権のハードルの高さということがご

ざいます。また、本人にどういうふうな手だて

があるか、知人がそういうふうに言っていると

するのであれば、ぜひその知人を御紹介してい

ただければ大変ありがたいなというふうに思っ

ているところであります。そんな意味で、皆さ

んが思う、そんな地元から出た有名な漫画家を

ぜひいろいろな形で顕彰していきたいというよ

うなことは、職員の中から出てきていることも

お知らせしておきたいというふうに思っており

ます。 

  それから、街なかの暮らし総合エリアについ

て、下田地区での工事も住民に見える形で進行

してきており、新たな大型商業施設の全体像を

描く方々もおられるのではないかと思っていま

す。平成14年ごろから目立ってきました郊外型

の店舗の進出は、一方で新庄市における商業エ

リアの広がりと連動して、圏域外からも集客が

期待できる、利便性の高い新庄の商業機能とし

て認知されてきているとも考えられます。その

場合、既存の大型同士の競合も考えられますが、

現状としてはオーバーストアの問題や商業エリ

アの拡大などあるにいたしましても、企業努力

による市場原理が働いて、新庄全体の魅力ある

商業集積につながるのではないかと期待するも

のであります。 

  また、中心市街地では、商業機能だけにとど

まらない、地域の魅力発信基地しての役割も広

がってきているのではないかと考えています。

街なかの暮らしの総合エリアのイメージといた

しましては、先ほど申し上げましたが、商業エ

リアの中に本当に今にもというふうな状況の中

で、こらっせが再開していただいたことは、本

当にありがたく思っています。近隣の商店街の
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皆さんが、あのまま電気が消えている状態であ

れば、我々はどうなっていたかわからないとい

うようなお話も聞いているところでもあります。 

  文化、医療、福祉、教育、観光、交流などを

織りまぜたいろいろなものを総合的にというふ

うに描いておるわけですが、具体的には昔語り

の聞こえる道づくり事業の再活用、それぞれの

商店街でフラッグをつくりまして歓迎するよう

な事業も今進んでおります。健康増進や子育て

支援、交流の場、わらすこ広場、民間事業者に

よる福祉施設の増開設が大変多くなってきてお

ります。市内にも大小合わせますと40以上の施

設が、現在そうしたケアセンターを経営してい

るところであります。 

  また、先日、100円商店街の全国サミットを

北海道から九州の長崎、鹿児島のほうから、

100円商店街の発祥地ということで200名にも及

ぶ皆様が新庄を訪れていただき、これなどもま

さしく民間の力を活用した商業観光交流、その

一助だというふうに考えています。こうしたこ

とによる市街地の活性化というものは、とても

大事だというふうに思っております。 

  また、今年度から来年度にかけた新庄市商業

地域空き店舗交通量調査事業による商業地域内

の現状把握と分析を行うことで、将来に向けた

暮らしやすく持続可能なまちづくりにつながる

商業イメージを構築し、活性化するまちを目指

していきたいと考えております。 

  具体的には、北本町あるいは南本町商店街に

おける車椅子事業、車椅子で人が交流できるそ

んな取り組みも始めてみたいというふうに思っ

ております。それによる調査事業を行うことに

よって、まちの中の段差をどうするかであると

か、まちのそういう方々を取り込むにはどうい

うふうな形態があるのかといったことも、その

まちの方々とともに考える必要があるのではな

いかなというふうに思っています。そんなこと

にも目を向け、調査してまいりたいというふう

に思います。 

  持続可能なまちづくりにつながる商業イメー

ジを構築し、活性化するまちを目指していきた

いと考えております。まさしくまちづくりとい

うのは、文化、医療、福祉、教育、観光交流な

ど、総合的なところにこそ都会としての魅力が

私はあると感じております。おかげさまで、こ

のことは大変周囲の町村にはなかなか申し上げ

にくいことではありますが、新庄市の持ってい

る機能というものは、少なくとも多くの皆さん

が、新庄の周りに住宅を開発すると移ってこら

れると。これは非常に苦しい、その町村から来

られることがいいとは思っていないのですが、

しかし、新庄市の持っているそういう総合的な

ものに憧れ、新庄市内で暮らしたいという方々

がふえているということも非常にじくじたる思

いがあるところですが、何とか地域経済を回す

という点でいけば、それらの一つも受け入れて

いかなければならないというふうに考えている

ところであります。というようなことで、今後

とも大型商業施設と中心市街地、ともに機能と

役割において共存できるようなまちづくりを、

関係団体と連携を密にしながら進めてまいりた

いというふうに思っております。 

  また、下田地区の先のことがありますが、農

業用地域振興計画、農振の見直しを26年ぶりに

行わなければならないと。これまで全然行われ

てこなかったということで、初めて手をつけた

わけであります。そんな中で、優良農地をどこ

まで確保するかと。優良農地を確保しながら、

まちの再生をどうするかということで、農業関

係団体の皆さんとも協議を進めさせていただい

ているところであります。そんなことも御理解

いただきながら、壇上からの答弁とさせていた

だきます。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 定住化についてと総合
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エリアについて伺ったのですけれども、お答え

いただいていない部分を確認させていただきた

いと思います。 

  先ほど市長は、スマートドライバーの説明を

なさっていたのですけれども、よく頭に入って

こなくて、私は、要するに横断歩道で子供が待

っている状態でもドライバーはとまらないでし

ょうと。このまちって、とまらないでしょうと。

とまる方もいらっしゃいますけれども。でも、

とまるように幾らでも癖をつけるというか啓蒙

というか、幾らでもできるのではないかなとい

うことを私は申し上げたのです。ただ、それは

一つのことで、そういう意識をどんどん他分野

に広げていけば、それだけで予算をかけずに定

住したくなる人たちがふえてくるのではないか

ということを申し上げたつもりなんですが、何

かパトカーが何とかと言われるとちょっとわか

らないのですけれども、そういうことについて

どう思うか。予算をかけないで、新庄市民の子

供を思いやる心とか歩行者を思いやる心、お年

寄りを思いやる心を充実させただけで変わるの

ではないかということに関して答えてください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 言葉が正式に頭に残っていない。

スマートドライバーというようなこと、たしか

そうだったなという思いがあります。議員のお

っしゃっていることが、市民の皆さんがやって

いるということなんです。行政がやれる範囲は、

それらを広報に載せてやりましょうということ

はできます。しかし、それらをどう広げていく

かというのは、協働のまちづくりの中でという

ふうな意味合いを込めているつもりであります。

ですから、スマートドライバーということが、

東京から始まり全国的な広がりを見せていると。

そんなことを紹介しながら、本当に車に乗る人

たちが地域を守り、そして子供たちの安全・安

心を守るということで、みずから立ち上がろう

というようなことを先日テレビで、同じような

意味合いかなということで紹介させていただい

たところであります。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） そういうことでしたら

わかります。でしたら、市民が主導でそういう

ことをすべきだということなんですよね。（「両

方」の声あり）両方、わかりました。環境課に

も交通安全のあれがありますよね。それでした

ら、市民のそういうふうな思いを抱えた親御さ

んとか、あとは警察の安全協会とかなんかいろ

いろありますよね、そういう関係機関と、あと

ＰＴＡとかもあわせてそういう流れをつくって

いただきたいなと。 

  本当に横断歩道で待っていて、車から、雨の

日とかべちゃ雪のときに、子供がジャバッと水

をかけられているのを見たことがありませんか。

子供たちをそんなところで育てたいと思わない

でしょう。そういう一つのことから変えていけ

ればという思いで申し上げたんです。「横断歩

道でとまれと言われたよ」という話ではないん

です。もっと柔軟になっていただいて、イメー

ジを広げて解釈していただければと思います。 

  先ほど市長答弁の中で、定住化を図るために

は魅力を発信していく、魅力づくりが大切だと

何回か出てきたんですけれども、具体的に、例

えばこういうことだよというふうなことは今考

えがありますか。例えばこういうことというか、

今までこういうことをやってきたではないか、

これからはこういう方向でやっていくとか、そ

ういう考えをちょっと聞きたいと思います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 担当課も用意しているでしょうが、

あえて市長というようなことでさせていただき

ますが、私は基本的に新庄の持つ歴史と文化の

新庄まつりだというふうに思っております。こ
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ういう職につくまで、ちょっと距離がある感じ

もいたしておりました。しかし、市民のこの新

庄まつりに対する思い、また、地域的な文化を

背負っているというこの心意気というものは大

変すばらしいものがあると。これは、ふるさと

教育の大きな原点だというふうに思っておりま

す。そんな意味で新庄まつりがあると。 

  また、新庄は雪が大変降ります。降りますけ

れども、清らかな水を生み、そこでとれる農作

物はすばらしいものがあります。こんなすばら

しい食材のあるところで暮らせるということ、

これこそすばらしい価値観の幸せだというふう

に思っております。そういうふるさと教育を通

じていくと、そしてふるさとへの思いを強くす

るということが私は大切だというふうに思って

おります。 

  先日、まちを訪れた方々が、あるところでお

会いしました。「シャッター通りだね」という

ようなことで子供に話をかけたところ、「いや

新庄は新庄まつりがあるよ。何も心配要らな

い」という答えをもらったというふうな観光客

のお話をいただきました。徐々に皆さんの中に

新庄まつりが根差しているのかなと、大変うれ

しく思ったところであります。それらを中心。

ですから、新庄まつり、あるいは味覚まつり、

そばまつり、この地域の食材を生かした形、地

域を連携しながら進めていきたい。そんなふる

さと教育こそが大きな情報の源になっていくと

私は信じております。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 子供たちへの新庄まつ

りを中心としたふるさと教育を充実させていく

ことが、定住化につながっていくというふうな

御答弁だったかと思います。私もそういうふう

に思います。ぜひやっていただきたいと思いま

す。 

  その中で、雪が多いと市長もおっしゃってい

ましたけれども、この特別豪雪地帯で本当に冬

を過ごすにはコストがかかる。それを国の中央

の役人とか議員たちは本当に理解しているのか

なと、時々疑問に思うことがあります。雪国の

ハンデということを、もっともっと国に対して

伝えていかなくてはいけないのではないかなと

思うわけです。豪雪減税とかあれば、そういう

ふうなものだって本当にしていかないと、雪国

から豪雪地帯からどんどん雪のないところに行

ってしまいますよ。私の知っている先生を退職

なさった方ですけれども、もう山形で暮らして

いますけれども、その先生の友達、公務員の友

達に会うと必ず出てくるのは、新庄は雪が大変

でと。やっぱり雪をどうするかということが、

一番定住化を解決する、人口減少を解決するた

めのキーワードなのではないかななんて思いま

す。ぜひその雪を何とかしていただくというと

ころと、あと、そんな雪があっても私は新庄に

いたいんだという、そういうふうなアイラブ新

庄の思いを若い人たちに植えつけていただきた

いのです。植えつけるというか育てて、そうい

う芽を育てていただければと思うのですが、ど

うでしょうかと言っても答えられないね。 

  さっき、こらっせのわらすこ広場について非

常に有効であるということを言っていただきま

した。本当に私もそうだと思います。ちょっと

それるかもしれませんけれども、わらすこ広場

は水曜日休みなんですけれども、わらすこの利

用者からぜひ水曜もやってほしいというふうな

声が多く聞かれます。そういうのはどうなんで

しょうか。対応はできるのでしょうか。定住化

の話でございますから。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 わらすこ広場のお話が出

ておりますが、現在、お話のように水曜日が休

館ということで、現体制としては職員２名とそ

れから嘱託が３名、臨時が２名というような体
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制で運営しておりますが、現行のシフトの中で、

年末年始それから水曜日の休みというのはなか

なか外せないのかなという感じはいたしており

ます。 

  ただ、子供さんが減っているにもかかわらず、

利用者はだんだん増加しているというふうな評

価をいただいておりますので、将来的に今の体

制が正しいかどうか、いわゆるもっと利用者を

ふやすための方策として、その利用日をふやす

というふうなものも一つの選択肢としてあるわ

けですから、利用者をふやすという検討の中の

一つの方策としては出てくるのかなというふう

には思っております。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 答弁いただいてありが

とうございました。ちょっとそれたかなと思い

ましたが、これも定住化の中の一つでないかな

と思って、あえて質問させていただきました。 

  それで、先ほど市長のほうから冨樫先生の版

権問題があって、そこのハードルがなかなか高

くて厳しいんだとおっしゃっていました。しか

し、たとえ日本で指折りの出版社とはいえ、地

方がこういうふうな大変な状態になっている、

地方がどんどん疲弊していく流れになっている

中で、その出版社が版権どうのこうのと、それ

を盾に地方に協力させない流れをつくると思い

ますか。私はそういうことはないと思う。だか

ら、先ほども申し上げましたように、独創的で

柔軟な発想を持っていただきたいんです。そう

いうものを持って、どうせだめだろうといって、

私もボクシングをやっていたので、こいつから

負けると思ったら絶対負けます。だから、最初

から頭からだめだろうというのではなくて、や

ってみなければわからないではないかという発

想をぜひ公務員の皆さんにも持っていただきた

いのです。だめでもともとでないですか。冨樫

先生もあれでしょう、なかなか市役所から話が

ないと来ているわけでしょう。それならば、ど

んどんチャレンジしてくださいよ。何のためか。

定住化の何かにつながる可能性があるからでは

ないですか。ぜひお願いします。 

  あと時間もなくなってきたので。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 冨樫義博さんの件ですが、全然や

っていないわけではないんです。自宅にも向か

い、本人とも連絡とれるような形で今お願いし

たり、あるいは集英社に行くときには、どうい

うものを持っていくかということがなければア

ポとれません。そういうことも今段取りをして

います。あと関係者から情報収集を行っている

というようなこともございます。 

  また、それが全国的な協会のほうから、新庄

でそうした話が動いているというようなことが

あって、今職員を派遣している電通のほうから

過去の職員に、電通が入ると、集英社に入ると

非常にお金くさくなると。高くなると。新庄市

が動いたほうがいいんでないかという情報もい

ただいております。それら情報を全て整理しな

がら、どういう形でお願いするかと今段階にな

っているということを御理解いただきたいと思

います。 

沼澤恵一議長 質問者、答弁者両方ですけれども、

通告にある内容に沿うてお願いしたいと思いま

す。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 通告から掘り下げてい

ったつもりなんですけれども、いいです。わか

りました。 

  あと、先ほど市長のほうから大型店の話もあ

りますけれども、大型店同士が競合し合うこと

になるかもしれないと。競合し合ったらどうい

うふうになると予想しますか。データでいうと、

総売り場面積が２倍以上も余っていると。そう
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いう中で競合していくと、その後でどういうふ

うなことが起きると予想していますか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 新庄に郊外店、大型店

が顕著になってきたのは平成14年ころからの話

なんですけれども、そこから現在までの間に、

逆に商業活動がどういうふうな形になってきた

かというふうにいいますと、最上郡内さらに新

庄市、この方々が山形また東根等々でやってお

った買い物が逆に減ってきて、逆に例えば新庄

に尾花沢北のあたりからおいでの方々がふえて

きているというような、そんなある意味での集

積という、そんなふうな印象がございます。ち

ょっと答えになりにくいかもしれませんが。 

１３番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 小関 淳君。 

１３番（小関 淳議員） 私は、パイが一緒であ

れば奪い合いになると。奪い合いになったらパ

イをいっぱい取ったほうが残って、取られたほ

うが消えていくと。13号線のロードサイドを考

えてみてください。あそこに空き地がどんどん

ふえてくる。私は、そういうことも今後あり得

るんだろうなと。どんどんまちが荒れていくと

いうイメージが私にあります。ぜひ、商店街だ

けを私は言っているのではないです。どんどん

バランスが崩れていくのではないかということ、

崩れていった後にどういうものが残るのかとい

うことを、みんな考えながら進めていただきた

いと思ったわけでございます。終わります。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時５０分 休憩 

     午後２時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、小嶋冨弥君。 

   （１１番小嶋冨弥議員登壇）（拍手） 

１１番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまです。今12

月定例議会、一般質問初日の最後の質問者とな

りました。議席番号11番、絆の会の小嶋冨弥で

あります。ひとつよろしくお願い申し上げます。 

  私が、このたび発言通告いたしましたのは、

３つの事項であります。それでは、順に従いま

して質問をさせていただきます。 

  まず初めに、平成25年度の施政方針と予算の

お考えについてであります。それぞれの地方公

共団体は、日本国憲法の法のもと、それぞれの

法によって執行いたすわけであります。申すま

でもなく、自治法では、地方公共団体の役割は

住民の福祉の増進を図ることを基本とし、地域

における行政を自主的かつ総合的に実施する役

割を広く担うものとするものであります。 

  さて、当新庄市においては、苦しかった財政

は、国の財政健全化法の法律の実質公債費比率

が23年度の決算で16.3％、地方債を発行する際、

都道府県の許可を必要としない18％以下であり

ますが、９月の決算特別委員会で監査委員の指

摘にもあるように、一層の行財政改革を進め、

より安定した経営となることを期待するとあり

ました。 

  また、結びに当たり、いろいろな社会情勢の

中で、第４次新庄市振興計画（新庄市まちづく

り総合計画）に基づき、創意工夫による災害防

止や災害に対応した個性のあるまちづくり等が

計画的に進行し、市民が安全・安心に暮らせる

ような運営を願うとありました。まさしく私も

同感であります。市長２期目の２年となります、

25年度の施政方針のお考えをお伺いいたすもの

であります。 
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  執行に当たっては、当然予算が伴います。国

政においては、衆議院議員総選挙の真っただ中

であります。政権の行方はわかりませんが、国

の財政赤字は９月末現在983兆2,950億円と11月

９日財務省が発表いたしました。10月１日現在

の人口推計１億2,753万人で割ると、国民１人

当たり約772万円の借金を背負っている計算に

なります。この師走の総選挙で、政府の来年度

の予算執行案同様、地方自治体の財政運営の指

針となる地方財政計画の決定も年明けにずれ込

むことが確実となり、交付税の不確実の中でど

のような予算を考えているのかもお聞かせ願う

ものであります。 

  次に、旧蚕糸試験場についてであります。 

  10月22日の山形新聞の社説にもありますよう

に、国の文化審議会は、この蚕糸試験場の周辺

の建物、蚕室を含む10件を（建造物）登録有形

文化財にするように答申したと報じられました。

間もなく公示がされるはずであります。 

  歴史は、昭和９年に農林省蚕業試験場福島支

場新庄出張所として発足、昭和12年に蚕糸試験

場新庄支場となり、組織改組を経て平成12年の

３月に役目が終了、その後、平成14年２月に市

では国から譲り受け、ケヤキ、桜、ヒバ、桑の

木のすばらしい景観を原蚕の杜とし、環境整備、

活用してきましたが、このたびの登録有形文化

財は、地域の産業を支えた蚕糸の歴史を知る貴

重な近代産業の文化遺産として評価を受けたも

のと思います。私は、これらを機に保存はもち

ろん、いかに知恵を絞り活用こそが、新庄市の

発展の起爆剤となり得るものと思います。場所

は国道のそばに位置し、観光、農業、文化の交

流拠点としても格好のところです。これらにつ

いて、市のお考えをお聞かせ願うものでありま

す。 

  次に、３番目は、自主防災についてでありま

す。 

  去る７日夕方５時18分ころ、三陸沖を震源と

するマグニチュード7.3の地震が発生し、当市

でも震度３の強い揺れを感じました。津波警報

が出され、２時間後には解除になったが、昨年

の３・11を思い出して緊張いたしました。 

  さて、通告の趣旨にありますが、ことしの９

月11日、山形新聞が９月23日までの10回にわた

り「山形の活断層・第４部山形盆地断層帯」の

連載記事が報道されました。１回目のサブタイ

トルは「見直された長期評価 地震の確率より

高く」とあり、緊張せざるを得ませんでした。

末尾に、防災意識の向上と減災を願う連載企画

で、山形の活断層・第４部で新庄盆地断層帯を

紹介するとありました。 

  記事によりますと、新庄盆地全体に複数の活

断層が並走する。東部は新庄市から舟形町に至

る22キロ、西部は鮭川村から大蔵村に至る17キ

ロの逆断層で、東部の平均活動間隔は4,000年

程度、西部は4,700年程度と推定され、今後30

年以内の発生確率は５％以下、全国の主要活断

層帯の中では高いグループに属すると解説が記

されておりました。これらに対しての対策は、

十分過ぎるということはないのではないでしょ

うか。 

  私は、６月定例議会で、地域防災計画と自主

防災組織について質問いたしました。９月30日

の山形新聞の論説・解説にも、「新庄地域の自

主防災組織 市町村ごとに組織率の差」として、

８月31日時点の県内市町村の組織率がありまし

たが、当市は県内市町村でワーストワンであり

ます。これらの普及、育成の進捗は、定例議会

質問後どう図られたのかお伺いいたすものであ

ります。 

  また、さきに市の防災組織の話を受け、自主

防災組織を立ち上げ、もしもの際に、地域すな

わち自分の町内の住民がどこに避難したらよい

と考えておるのか、区長らは把握すべきと町内

の住民にアンケート調査をし、その調査に基づ

いた結果、住民が考えている市指定避難所５カ
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所に、５項目について独自の書類でお尋ねした

そうです。 

  その内容は、１つは、夜間・深夜等、または

休館日、閉校日に災害が発生した場合の対応と、

誰がその建物を開場してくれるのか。２つ目は、

自家発電装置がありますか。３つ目は、停電時

に暖房設備は使用できますか。４つ目は、飲料

水やトイレ用水の高架水槽など空になると、停

電では断水しませんか。５つ目として、毛布な

どの備蓄があれば何枚ですか。避難した場合、

用意してある備蓄はありますか。それはどんな

もの、何人分ですかというような質問で、これ

らについて回答を得たそうです。 

  これらの回答を受け、この地区の役員会では、

何もないことに驚きを覚え、高齢者を多く抱え、

たとえ避難所に行っても、とても不安を感じる。

例えば夏場の体育館は、木製でも冷たい。毛布

等の敷物の備蓄がなくては、高齢者はしのげな

い。町内の役員として、これで安全・安心のま

ちと言えないのではないかと危惧しております。

私もとても大事な課題だと思います。これらに

ついて、市の考えをお聞きいたすものでありま

す。 

  簡にして要を得たお答えを賜りたく、以上で

通告いたしました壇上での質問を終わります。

御清聴に感謝申し上げます。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小嶋市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、議員が申し上げているとおり、実質

公債費比率が23年度16.3％ということで財政の

健全化には向かっておりますが、今後も安定し

た経営を続けるためには、継続した行財政改革、

財政再建プラン、協働推進計画の推進と適正な

進行管理に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

  そのような中、25年度の市政運営と予算編成

につきましては、昨年度スタートしました第４

次新庄市振興計画（まちづくり総合計画）に掲

げております３つの重点プロジェクト、雇用・

交流の拡大、安全・安心の充実、子育て・人づ

くりを重点テーマとして進めてまいりたいと考

えております。 

  まず、雇用・交流拡大につきましては、雇用

情勢は随分改善されてきておりますが、今後、

停滞ぎみに推移するとの分析もあり、引き続き

雇用の確保と創出を重点とするとともに、新庄

まつり誘客100万人構想を一層進めてまいりた

いと考えております。 

  今年度８月26日に復興祭を実施いたしました

が、そうした後まつりのにぎわい創出について

も工夫を凝らしていきたいと思いますし、イン

バウンド事業や今年度結成いたしましたふるさ

と応援隊の皆さんにも御尽力いただけるような、

交流環境の整備と交流機会の拡充を図ってまい

りたいと考えております。 

  次に、安全・安心の充実につきましては、２

年続いた豪雪を教訓に、雪対策のさらなる強化

と防災体制の整備推進を拡充していきたいと考

えております。今後、医療・福祉の面では、三

大疾病を予防する施策を重点とし、寝たきり、

人工透析患者等の減少に努めたいと考えており

ます。 

  子育て・人づくりにつきましては、子育て環

境の一層の充実、教育環境の整備推進とともに、

地域を担う人材の育成にも努めてまいりたいと

考えております。 

  また、ふるさと応援寄附金につきましては、

平成20年度から現在まで1,100万円ほどとなり

ましたので、25年度から毎年、年間200万円ほ

どを活用したいと考えております。なお、寄附

をいただいた際に、７区分での活用希望事業を

お聞きしておりますので、御意思を尊重しなが

ら、その活用を図りたいと考えております。 
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  これらの施策などの効果的な展開のため、所

要の予算措置に配慮し、まちづくり総合計画の

将来像である「自然と共生 暮らしに活力 心

豊かに笑顔輝くまち 新庄」を市民とともにつ

くり上げたいと考えております。 

  次に、旧蚕糸試験場新庄市エコロジーガーデ

ンですが、旧蚕糸試験場として70有余年この新

庄の大地に根づき、市勢の発展と歩みを一つに

してきた背景を有し、市民とともに大きな財産

を残していただきました。職員としてかかわっ

た方々も、雇用として広く捉えれば年間3,000

人にも及ぶ大勢の方々が施設とかかわりを持っ

たものと思われます。 

  そして、この間、大事に育てられてきた樹木

や草地と建造物があります。この９月に東京工

学院大学後藤教授と青山学院大学黒石教授の力

添えをいただきまして、国の登録有形文化財の

答申がなされ、建造物である庁舎や門柱、蚕室、

廊下などを含めた10件について、間もなく官報

告示がなされることと思われます。 

  また、樹木も昭和初期から残るオオクワやケ

ヤキ、ドイツトウヒやシラマツなど、敷地内に

は貴重な樹木が300本以上存在し、建造物と相

まって敷地全体の美しい景観を保っております。

本年度、利用団体から成る交流拡大プロジェク

ト実行委員会を組織し、イベントを中心に利用

拡大を図ってまいりました。KitokitoМＡＲＣ

ＨＥ、原蚕の杜フェスティバルなど、前期６カ

月で4,000名もの参加者を数えております。今

年は、新庄市エコロジーガーデン利用計画の見

直し年であり、エコロジーガーデン基本構想な

ど、市民のさまざまな思いが寄せられた過去の

推進プランをできる限り継承しながら、地域農

業の振興、観光交流の促進、歴史文化資源と景

観の保全と３つの柱を中心に、市民活力及び産

学官金連携による多様なかかわりの中で推進し

ていくものとしております。 

  建物の活用につきましては、食と農のつなが

りに特化したものとして、新庄・最上ブランド

を創造する施策実験の場、各種セミナー・勉強

会など学びの場、各種ワークショップやクラフ

ト展など交流活動を行う場、地域の安全・安心

な食を提供する場として位置づけ、既に10周年

を迎え、１億円を売り上げるまでに至りました

産直まゆの郷に見る、新鮮で豊かな農産物を提

供する場とともに活用を図ってまいりたいと考

えております。この歴史ある貴重な財産を、市

民の皆様はもちろんのこと広く全国に発信する

ため、利用計画の実現を確実に加速してまいり

たいと考えております。 

  最後、自主防災組織についてでありますが、

昨年５月に、国の地震調査委員会が公表した新

庄盆地断層帯の長期評価の見直しの内容につき

ましては、昨年７月の「広報しんじょう」にも

掲載したところでありますが、今年９月に、山

形新聞が防災意識の向上と減災を願う「山形の

活断層・第４部」で、新庄盆地断層帯について

10回にわたり掲載、改めて東部断層帯の地震発

生率の高さ、東部断層帯と西部断層帯が連動し

た場合の被害拡大の可能性、阪神大震災のよう

な内陸直下型地震への備えの必要性などが指摘

されております。 

  市といたしましても、新庄盆地断層帯の長期

評価の改訂等を踏まえ、市有施設を初めとする

建築物の耐震化や自主防災組織の育成、強化、

自助・共助・公助の防災の役割を踏まえた防災、

減災意識の向上などを図ってきたところであり

ます。 

  その中において、共助に当たる自主防災組織

の育成につきましては、本市まちづくり総合計

画における安全・安心充実プロジェクトの重点

施策として取り組んでおり、「広報しんじょう

９月号」の特集記事では、川西町、御堀端自治

会の先進事例や、今年度結成に向けて取り組ん

でいる上・下鉄砲町の状況などを紹介するとと

もに、出前講座などで組織の役割や組織化の啓
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蒙に努めているところであります。 

  組織率につきましては、依然低位の状況にあ

りますが、今年度は鉄砲町のほか松本町など５

地区より自主防災組織を設立したいという打診

を受けており、設立に向けた支援を行っている

ところであります。 

  規約の作成や役割分担など役員の負担増が懸

念されたり、消防団組織があるから改めて組織

化する必要はないと考えている町内もあるなど、

自主防災組織の必要性や災害時に果たす役割に

ついての認識は高まっているものの、組織化の

段取り、役職の選任、事業計画の作成などの煩

わしさがネックとなって設立に足踏みしている

実態があります。そのため、難しいことをやる

のではなく、まずは両隣の安否確認や要支援者

の確認、地区内の危険箇所の点検などを話し合

うなど、まずはできることからという呼びかけ

を３から４月の各町内の総会時期に合わせて行

っていく考えであります。 

  また、平成23年度に創設しました自主防災組

織育成事業費補助金につきましては、今年度は

川原町町内会がこの制度を活用して、発電機や

誘導棒、メガホンなどを整備しておりますが、

半分が町内負担ということがネックになってい

るという声もございますので、組織化につなが

るよう効果的な制度の検討も進めてまいりたい

と考えております。 

  また、避難施設につきましては、現在、危険

が去るまで、または収容避難所へ移動するまで

の間、一時的に滞在する避難地が44カ所、既存

の建物内に収容し、保護する場所である収容避

難場所を64カ所指定しておりますが、災害の規

模や被災した地域によって、市が開設する避難

所の体制が異なってくることが想定されます。

市といたしましても、まずもって各地域の拠点

となり得る市の施設などを拠点避難場所として

開設・運営することを想定しており、各町内の

公民館につきましては、地域の自主的な動きが

なければ実際の運営は困難であると考えており

ます。 

  災害発生直後における地域での自主的な活動

によって、隣近所の安否確認や早急な対応が必

要な方の把握、地域公民館への避難状況等の情

報を得ることができれば、応急活動や支援物資

の運搬も、より円滑な対応ができるものと考え

ています。そのためにも、自主防災組織の役割

は大きなものがあります。 

  また、地域公民館を避難所として運営するた

めの資機材や備蓄品についてでございますが、

避難所におきましては、不安を解消するととも

に、活動するための明かり、寒さ対策のための

反射式ストーブや毛布、敷物、燃料などが最低

限の必需品と考えております。 

  そのため、拠点主要避難所における災害対応

用品や備蓄品の整備を早急に進めるとともに、

自主防災組織において防災資機材を整備、促進

するための対策を検討してまいりたいと考えて

おりますので、御理解のほどをよろしくお願い

いたします。 

  以上、壇上からの答弁を以上とさせていただ

きます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ありがとうございまし

た。 

  来年度の方針は、第４次まちづくり計画にあ

ると。当たり前といえば当たり前で、継続して

いくことが一つの自治体のあれでしょうけれど

も、雇用と交流、100万人構想、これも私も大

変いいと思いますけれども、やはり雇用が、い

ろいろ聞きますと、定住、ひとつ市内に働く場

所が欲しいと。働く場所の創出が定住にもつな

がる最大の課題でないかなと思うのですけれど

も、この雇用に関して、もう少し具体的にどう

いうことで進めるというようなことをいただき

たいと思います。 
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  あと、もちろん安全・安心は最優先で、雪対

策も防災もやるというようなこと、子育ても環

境を整備し人材を育てるというようなことで、

もう少し雇用に関して具体的にどのように……、

今すぐやって効果が出るものではないですけれ

ども、ある程度長期的なスパンで物事を持って

いく必要もあると思うのですけれども、雇用に

関してもう少し政策とか具体的にこういうよう

なことを進めるというようなお考えは今はない

のでしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 企業の誘致活動、立地

活動は当然でありますけれども、既存企業、事

業所のさまざまな業務の拡大、取引先の開拓、

開発等々、ここら辺に関しましてもぜひ支援の

力を確立していきたいと。例えば一例ですけれ

ども、これが全て雇用につながるということを

目標にしておりますから、企業で新たに雇用す

るような場合ですと、例えば雇用のための奨励

金を用意するとか、これは20年ほど前に４年ほ

ど生きていた時代がありますけれども、それを

また生かすとか、こんなふうなことを検討して

いるというような、こんな状況でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 頑張っていただかない

と、ほかの自治体も同じようなことで自治体間

の競争になるわけですので、ひとつ心してやっ

てもらいたいなと強く思うわけであります。 

  もう一つは、交流の件も出ました。新庄です

ね、あと８年終えますと戸沢さんが新庄に来て

から400年になるんです。入部してから。それ

だけ新庄の場合は、戸沢さんがかわらないでず

っとここでして新庄市が成立しておるわけです

ので、長期的にそういった新庄の原点を思い出

すためにも、戸沢さんのまちづくりというよう

なことに対しても、歴史的に次の世代にも伝え

ていくような何か準備なり私はしていく必要も

大事ではないかなと思うのです。 

  また、交流に関して、市長も100万人新庄ま

つり、私も大賛成でばんばん協力しているつも

りなんですけれども、あと３年後になりますと

新庄まつり260年になります。そういったこと

に対して、今から準備を進めていかないとなか

なか成功しないのではないかなと思うのですけ

れども、そういう私交流で思って質問するわけ

ですけれども、そういったことに関してはどの

ように市長お考えなんでしょうか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 雇用の確保と拡大、交

流人口の拡大も必須の命題でございます。ただ、

先般も市長が新庄まつり100万人誘客という話

を申し上げましたけれども、まだまだ全国には

知られていないと。まず、これをとにかく新庄

まつりを世の皆様方に知ってもらう必要がある

だろうということで、この周知拡大、この辺に

まず力を入れたいなと。あとは受け入れの体制

であります。新庄・最上郡内はもちろんなんで

すけれども、その周辺、せめて車で１時間程度

ぐらいまでは、その受け入れ先の確保にこれか

ら当たっていきたいなと、この２点が一つあり

ます。 

  先ほど戸沢さんの話がございましたけれども、

戸沢さんも実際首長だけの交流ではしようがな

いだろうと。例えば新庄まつりに高萩の皆さん

が毎年おいでになりますけれども、先月ですけ

れども新庄からも団体、あのときは五、六十名

おりましたか、高萩のほうに歴史ツアーに参り、

大変歓迎を受けたということがございましたけ

れども、例えばそういったお互いの交流、また

お祭りとしてのさまざまな戸沢さんにかかわる

高萩あるいは雫石、角館等々、その辺を巻き込

んだ形での交流、こんなことも大変魅力のある

交流拡大策ではないかなと、こんなふうに捉え
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ております。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） そうですね、ぜひそう

いったものも力を入れて、ひとつ交流をしても

らいたいと思います。聞くところによりますと、

来年は高萩市で戸沢さんに関係するサミットを

行うと。５つの市で、雫石と旧角館と新庄と高

萩と、もう一カ所、あそこ戸沢さんが高萩に来

る前に入部したところというようなことで、非

常に先方のほうが非常に戸沢さんを中心として

交流を深めているというようなこともございま

すので、ひとつぜひお願いしたいと思います。 

  あと予算もお聞きしたんですけれども、予算

のお話が全然出ませんでした。私も言ったよう

に、今、国の借金も非常に大切です。今、選挙

によってさまざま、まだ政権が決まらなくて予

算が持ち越すのではないかなと。細川内閣みた

いに４月になってから国の予算組みになって、

そこから来るのではないかなと懸念されて、私

はいかがですかとお聞きしたんですけれども、

その辺は触れていただけなかったですので、こ

こで改めて予算についてお願いいたします。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 ただいま12月に入りまして新

年度の予算編成ということで、財政課の職員が

ヒアリングをやっているところでございます。

それで、来年度の予算規模というのが、国のほ

うの地方財政計画というものがございまして、

その中に交付税額あるいは地方債の額というの

がございます。その伸びといいますか増減によ

って、地方は翌年度の予算を組むということに

なっております。ただ、先ほど選挙の話が出ま

したけれども、解散がございまして今月16日選

挙ということで、政権次第によっては地方に対

する政策ががらりと変わる可能性もあるという

ことで、なかなか先が見通せないというふうな

状況の中での査定、予算編成となっております。 

  なお、地方財政計画につきましては、昨年度

示されておりますので、そこの中で３カ年の長

期フレームというのがございまして、それを参

考にいたしまして、来年度を見越してやってい

る状況でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 総務省が報道資料とい

たしまして、平成25年度の地方財政の課題とい

うようなことで示しております。その中で一つ

見ますと、地域主権改革に沿った地方の一般財

源総額の確保と地方財源の健全化、２番目が地

域経済の再生・成長、３番目が社会保障・税一

体改革の着実な推進というようなことで、もう

既に総務省は出しています。これを見ますと、

そんなに減っていないです。そういった、今、

民主党政権でやっていることなんでしょうけれ

ども。だから、県では概算予算を組んで発表し

ています。山形県では。ちょうど新聞報道にな

っています。今年度比べて2.1％の減と、6,015

億円が概算で出ているんです。だから、当然、

新庄市だって10月締め切って、概算締め切って

データはつかんでいたのですか、いかがですか。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 情報としてはもらっておりま

す。ただ、総務省の発表ということですので、

当然財務省との調整という形で決まってくるも

のでございますので、確定というかそうなれば

いいんでしょうけれども、なかなかそういうふ

うにはいかないのかなと。政権がどうなるかわ

からないという状況の中で、先ほど述べました

ように、昨年度示した地方財政計画を参考にし

ながら、３カ年の中の２カ年目というふうな形

で予算編成をしている状況でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥君。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 
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１１番（小嶋冨弥議員） その辺はわかるのよ。

それを含めて、皆さんが各部局から集まって予

算の積み上げがまだできていませんか、できた

んですかと私は聞いたんですので、その辺お願

いします。 

髙橋則雄財政課長 議長、髙橋則雄。 

沼澤恵一議長 財政課長髙橋則雄君。 

髙橋則雄財政課長 11月30日に当初予算要求を締

め切っております。それで、その内容について

は、今月の18日、最終日でございますけれども、

全協の中で報告したいなと思っておりました。

参考にですけれども、予算要求額が161億円ほ

どございます。それから、歳入につきましては

143億強ということで、その差額が17億円ござ

います。それで、一番大事なのが歳入のほうで

ございまして、その見積額が今後どうなるか、

あと財源を探していくというふうな作業がござ

います。それで財政の規模といいますか、決ま

ってくるのかなと思っております。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） そういった情報を、18

日にお知らせするというようなお話ですので、

それはいいんですけれども、そういうものを早

目に、私も何回も言っているんですけれども、

知らせていって、そしていい予算をつけて、市

民のためにしていただきたいなと思って質問い

たしましたので、よろしくお願い申し上げます。 

  次、私、２番目の有形文化財、あそこの情報

発信のことで伺いましたが、あそこのロケーシ

ョンを含めて歴史的にも非常にすばらしいこと

で、新庄にとっては大変プラスになることで、

活用をうまくしていきたいなと思って、私の文

化の発信について、ひとつ私も提案というかし

たいのですけれども、さっき私の前に聞いて、

小関議員も言いましたけれども、あそこ文化の

拠点として、ひとつ私は郷土出身の冨樫さんを

何とか活用できないかなというようなことなん

です。 

  冨樫さんは、「幽☆遊☆白書」とか「ＨＵＮ

ＴＥＲ×ＨＵＮＴＥＲ」、これすごいですね。

信用金庫さんで、この前、発表会いろいろ宣伝

あったけれども、このバージョン、韓国とか台

湾とか中国とかドイツ語とか、私も英語を借り

てきたんですけれども、そういった意味で、冨

樫さんの作品はアジアで絶大な人気を持ってい

るわけで、郷土出身の方を生かして、「ＨＵＮ

ＴＥＲ×ＨＵＮＴＥＲ」なんていうのは、今度

は来年１月映画になるそうですので、そういっ

た方々を何か有形文化財のあそこを拠点として、

活用の場所で発信して、そして海外から、特に

インバウンド、台湾あたりからお客さんを引っ

張りたいというような常々市の方針、考えなも

のだから、それに呼応したような形で冨樫さん

を活用して、あそこを文化の漫画の拠点として

海外から呼び込むことができれば、すばらしい

文化施設になるのではないかなという思いで私

は今提案いたしました。私の思いを、ここで返

事は要りませんけれども、ぜひここでそういっ

た思いもあるというようなことを受けとめてい

ただければありがたいなと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  次、防災ですね、新聞にも活断層が出て、先

般の地震でもまた、やはり油断できないなと思

うわけです。新庄だって、活断層が走って危険

あるわけですので。そういった防災をもう少し

……、新聞でも新庄が非常に低いと。消防団が

あるからいいやというわけであろうかという部

分もありますけれども、消防団は実際、現場に

もう災害が起きたら自主防災どころでない。現

場に行って、いち早く人命救助に向かって、自

分のところよりもそういった責任感で行くわけ

ですので、高齢者とかいろいろな声がけをしな

がら、そういったものをふやしていかなければ

ならないんですけれども、鉄砲町、松本、新松

本など５つが出たというようなことですけれど
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も、これ難しいことがあるというのですけれど

も、その難しいことを行政としては説明しなが

ら、まちづくりを進めていく一つの役割を行政

は求められると思うのです。なぜこれもっと進

まないのですか。自主的に運動が鈍いのではな

いですか。課長、ひとつこの辺お願いします。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 自主防災組織の育成の状況で

ございます。先ほど市長のほうからも、５町内

で現在設立に向けて取り組んでいるというよう

なことでお話を申し上げましたけれども、ほぼ

この５町内については、年度末、最終的には町

内の総会等にお諮りした上でというようなこと

でお聞きしております。ほぼ５地区、５町内に

おいて設立になるものと現在のところ見込んで

おります。 

  そのほかにも５町内ほどございまして、うち

のほうで押さえているのが、吉袋、西下名古屋

敷でも、ほぼ設立に向けた町内の話し合いが済

んだというようなことでお話を聞いておりまし

て、ただ、実際のパーセント組織率からすれば、

これまでも小嶋議員のほうから定例会のたびに

いろいろ御指導をいただいているところですけ

れども、スピート的には鈍く、なかなか一挙に

率を上げるというような現状にはございません。 

  ただ、現在の出前講座では、必要性について

は全て必要だというような意向は聞かれるので

すけれども、何からというようなところで、う

ちのほうの支援的なものに若干問題あったのか

なというふうなことを感じておりまして、現段

階では要援護者の居住の状況、あるいはその地

域で防災上危険となる場所等々を示しながら、

必要性あるいは役割等について説明した上で必

要性を説いているような状況でございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） ある程度行政が一生懸

命積極的に訴えることによって、その地域の住

民の方々もなるほどなというような説得力です

か、そういったものも知らしめないと、なかな

か進まないということもあろうかと思います。 

  また、一つは補助金。補助金もないとなかな

か進まないと。その補助金に関して、今はどの

ぐらいの率、どのぐらいの金額で補助金を出し

ているか、参考のために教えてください。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 現在の自主防災組織に関する

補助金でございますけれども、自主防災組織に

かかわる資機材を購入する際に、一応セットメ

ニューはあるんですが、事業費で20万円が上限

です。ただし、補助率は２分の１ですので、20

万円の資機材を購入した場合10万円の補助が出

ます。 

  ただ、自己負担について、あるところでは消

防の経費を町内で出しているというようなこと

もございまして、そこら辺の絡みもあって、な

かなか自己資金を調達してまで資機材を購入す

るというようなことに若干難色といいますか、

課題を抱えているようでございまして、その辺

について現状の自主防災組織に対する補助金の

制度について、よりもっと使い勝手のいい、使

いやすいような制度にできないかというような

ことで現在検討しているところでございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） そうですね、やはり物

心両面という言葉がありますので、物のほうも

やっていかないとなかなか進みません。今、自

助・公助・共助というようなことで、そういっ

た意味でもう少し手厚くしていってあげれば進

むような気もしますので、その辺も来年度、こ

れから予算の積み上げになるということでしょ

うから、その辺をひとつ予算に反映してもらえ

ばありがたいなと思います。 
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  それで、私のところに相談に来られた地域が

ございまして、市のほうでいろいろな呼びかけ

があったものですから、町内人口130名ぐらい

の世帯の地区だけれども、自主防災を立ち上げ

て協力したんですけれども、それでは、もし災

害のときにその地区でどこに避難したらいいか

というようなことを、その町内自身で自主的に

アンケートをとったそうです。そうしたら、市

内で、さっき市長が44カ所とか保護場所が64カ

所と言って、指定したところをそれぞれ選んだ

ら、その町内では５つの地域が、私はそこに避

難しますよというようなアンケートの答えをい

ただいたそうです。 

  その回収したもので、そこに直接、施設のほ

うに独自の……、私さっき５項目言ったことが、

果たしてそこに行った場合ありますかというよ

うなことで答えをいただいたら、ほとんどそう

いったものがなされていないというようなこと

なんです。そうしたら、これでは大変だな、不

安だなというようなことで、もう少し備蓄とか

やっていただけないかというようなことなんで

す。そこで、行政も管理するところが、教育委

員会あたりなかなか大変だと思うんですけれど

も、もう少しそういったものの横の連絡なんか

して、備蓄とかそういったものの計画的なもの

をしっかりつくっていくことが不可能なんでし

ょうか、できないのでしょうか、その辺お願い

します。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 備蓄の関係でございますけれ

ども、現在、市のほうで備蓄というようなこと

で配備しておりますものについては、布団約

100組、毛布150組、簡易トイレ40個、ウォータ

ーバッグ、水を入れる袋ですけれども、100個、

テント８張というようなことで、配備の状況に

ついてはまだまだ不足している状況にあろうか

と思います。なお、来年度の予算に向けまして

も、一応備蓄品の配備を強化するというような

ことで予算要求はしております。 

  それから、さまざまな協定の中で、生活必需

品等の関係での支援の関係の協定でございます

けれども、そちらのほうについても、民間の事

業者でございますけれども、３社との応援協定

的なもので対応しております。以上です。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 全体ではなくて、そち

らの方は例えば、例えばですよ、新庄中学校と

か、その地域は文化会館、歴史センター、雪の

里あたりに近いところの地域なんです。 

  ５番目の毛布とか備蓄が何枚ありますか。ほ

かに避難施設には備蓄ありますかという問いに

答えたというのは、新庄中学校は、備蓄物資は

何もありません。文化会館、毛布なし。必要に

応じ、災害対策本部から調達します。歴史セン

ター、備蓄品はありません。必要に応じ、災害

対策本部から調達します。雪の里は毛布なし、

飲料水２リットルボトル30本あるというような

ことで、ある部分ではそういう避難施設の中に

最低限のものを置いていただかなければならな

いから、行っても大変だよ、心配だよと。これ

でいいんですかというようなことなんです。私

も言って、地域の方々もそういう心配なさって

いるわけですので、そういったところの手当て

をどうするか、課題ではないんですかというよ

うな私の質問なんです。 

  だから、これ私も上山市の資料をいただいた

んだけれども、上山市では災害時に、避難時に

寄せられた毛布や衣類などの残りを次の災害に

備えて保管していると。震災の経験から、食事

や炊き出しには容器がないとスムーズに提供で

きないと気づき、発泡スチロールの容器や割り

箸、スプーンなどをそろえたと。こういうきめ

細かい対策をやっているわけなんです。だから、

そういったものをやる必要があるんではないで
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すかということなんです。私は、時間もないで

すけれども、いろいろ発想を変えて、その地域

に、例えば震災のとき毛布を寄附したとかいろ

いろやったではないですか。我々のボランティ

アのあれで。そういうものを広く市民から、賞

味期間あるわけですけれども、缶詰とか毛布と

か募集して、そこにある程度保管するというこ

とだって、考えによってはできるのではないで

すか。そういった意味で、その辺の考えを行政

としていかに取り組むかということをお聞きし

たいのです。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 舌足らずな答弁で申しわけご

ざいません。 

  基本的には、各避難所に配備する量は別にし

て、各避難所ごとに備蓄品を配備するのが基本

だと思います。ただ、災害の状況によって、特

定の場所の被災も考えられるわけでございます

ので、避難所については、災害が起きた場合に

全てを開設して運営するというふうなことでは

なくて、第一次拠点的な運営、拠点の避難所の

運営というようなことで、順次被害が大きけれ

ば拡大していくというようなことで考えており

まして、ただ、それにしましても、現在、先ほ

ど言った数量については、うちのほうの課のほ

うで管理しているものでございまして、それを

現状では、有事の際には、それぞれ必要とする

ところに対して可能な限り運搬するというよう

なことになるかと思いますけれども、それにし

ても数量的にはまだまだ少ない状況にあります

ので、今後それぞれの避難所ごとの備蓄の物品

の配備とともに、全体での備蓄の配備を兼ね備

えた形での備蓄の計画を進めてまいりたいと思

います。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 最後に、この地区の全

戸配布のまとめをまず皆さんに聞いてもらいま

す。 

  私たちの周りの避難所で、備蓄物品はありま

せん。夏・冬問わず、毛布等を持参して避難す

る必要があります。床は木製フローリングかコ

ンクリートの上にプラスチックタイル張りでし

ょう。アウトドア用の断熱マットなどでも持参

しないと、特に冬季は座るも寝るも我慢できな

いことが必定でしょう。私たちの周りの避難所

が、災害時に一斉に開場されるとも言えません。

当防災会では、強制でないにしても、ある施設

を指定一時避難所として、ほかに移動すること

となり、幾つかに分散することをみんなの総意

で決めると。そうしたことなどを役員会で協議

し、平時で事前に皆さんの意見を募っておく必

要を感じますというようなことがありました。

以上です。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 以上で本日の日程を終了いたしま

したので、散会いたします。 

  明日11日午前10時より本会議を開きますので

御参集願います。 

  どうも御苦労さまでした。 

 

     午後２時５０分 散会 
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平成２４年１２月定例会会議録（第３号） 

 

 

平成２４年１２月１１日 火曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

監 査 委 員
事 務 局 長 安 食 敬 二  選挙管理委員会

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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農 業 委 員 会
事 務 局 長 沼 沢 充 広    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第３号） 

平成２４年１２月１１日 火曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 奥 山 省 三  議員 

２番 佐 藤 悦 子  議員 

３番 山 口 吉 靜  議員 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

議事日程（第３号）に同じ 



 - 57 -

 

平成２４年１２月定例会一般質問通告表（２日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

５ 奥 山 省 三 

１．アンテナショップと派遣職員について 

２．人口減少社会における街づくりについて 

３．雇用対策について 

市 長 

関 係 課 長 

６ 佐 藤 悦 子 

１．消費税大増税と社会保障の一体改悪についての市長の

見解を問う 

２．原発ゼロ、再生可能エネルギー普及促進にむけた市長

の決意を問う 

３．高齢者が安心して暮らせるように 

４．子育て支援について 

５．いじめを解決できる学校、体制を作るために 

市 長 

関 係 課 長 

７ 山 口 吉 靜 

１．市営住宅について 

２．ハザードマップについて 

３．コンビニ交付について 

４．認知症等ヘの対策について 

５．高齢者雇用の現状について 

市 長 

関 係 課 長 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  なお、代表監査委員髙山孝治君、農業委員会

会長星川 豊君より欠席届が出ております。ま

た、選挙管理委員会事務局長が衆議院議員選挙

事務従事のために欠席いたしております。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は３名であります。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

奥山省三議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 それでは最初に、奥山省三君。 

   （７番奥山省三議員登壇）（拍手） 

７ 番（奥山省三議員） おはようございます。

開成の会の奥山です。 

  ９日ほど前ですけれども、12月２日ですけれ

ども、中央道のトンネル事故がありました。９

人の方の命が奪われてしまいました。心から御

冥福をお祈りしたいと思います。 

  この山形県内ですけれども、東栗子、西栗子、

それから月山の第一、第二トンネル、この４つ

がこれと類似した工法で、1976年ですから昭和

51年ごろに工事されたと言われています。それ

で、全く中央道と同じではないんですけれども、

このつり天井が類似した工法で天井板を使用し

ているということです。現在、緊急点検、吉村

知事の命令で行っているようですけれども、ま

だ完璧に終わったわけでありませんので、通行

には注意していただきたいと思います。点検の

結果、異常がないことを願いたいものでござい

ます。 

  それでは通告に従いまして質問させていただ

きます。 

  なお、きのうの小関議員と小嶋議員の質問と

重なる点もあると思いますけれども、よろしく

お願いしたいと思います。 

  まず、先月11月ですけれども、産業厚生常任

委員会の行政視察ありましたけれども、そのと

き北区のアンテナショップを見てきました。私

は今回で４回目でしたけれども、ちょっと店を

のぞいて気がついたことですけれども、以前に

比べると何か品物がほとんどなくて、新庄市の

ものはどこにあるんだろうと、そういうような

状況で、だからどういうふうにこれを管理して

いるのか、ちょっとその辺のところを、以前に

比べて余りにも品物が少なくてちょっと驚きま

した。新庄市の品物はどこにあるんだと、そう

いう感じで、よく探さなければわからない感じ

になっていました。隣の陸前高田市においては

震災の影響もありましたのでもっと大変なこと

になっていることは皆さん御承知のことだと思

います。このアンテナショップですけれども、

現時点での状況はどうなっているのかお聞きし

たいと思います。 

  それから、始めたころに比較しまして売り上

げなどは伸びているのか、どのように分析して

いるのかお聞きしたいと思います。それから、

今後どのようにこれを考えているのか。 

  それから、東京に派遣している職員がいるわ

けですけれども、このアンテナショップの位置

づけというか、位置づけについてどのように考
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えているのかもお聞きしたいと思います。 

  それから、企業誘致の時代は私は終わったと

思っていますけれども、これもどのように考え

ているのか、まだこれから可能性があるのか、

この職員派遣についても今後ずっと将来的にど

のような形で、今と同じままでいくのか、将来

に向けての考えをお聞きしたいと思います。 

  ２番目ですけれども、人口減少社会について、

まちづくりについて、基本的にどのように考え

ているのかお聞きしたいと思います。 

  これからますますスピードを上げて急速に人

口減少が進みますけれども、高齢化社会に突入

して、これに対してどのように施策を進めてい

くかお聞きしたいと思います。 

  人口減少、高齢化が進めば、地域の衰退、地

域機能低下により集落の存続自体も困難となる

地域が予想されると思います。そのような地域

をどのように独立させ、活性化させていくのか

お聞きしたいと思います。また、産業の構造の

変化も考えられますけれども、当市の産業もど

のようになっていくのか、あわせてお聞きした

いと思います。 

  ３番の雇用の状況についてでございますけれ

ども、相変わらず景気はよくないように感じら

れますけれども、どのように現在の状態を把握、

分析しているのか、今どのような対策をとって

いるのか、それから新卒者に向けて、来年に向

けての就職の内容はどのようになっているのか

お聞きしたいと思います。 

  以上で壇上からの質問を終わります。どうも

ありがとうございました。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、奥山市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  平成22年９月、東京都北区からの呼びかけで

同区赤羽スズラン通り商店街にアンテナショッ

プがオープンいたしました。その１年前に半年、

９月から11月まで練習期間というようなことで、

この７団体、友好関係にある全国７市町村、交

代交代で９、10、11月と出した経過がございま

す。北区、たまたま私と研修で一緒になった同

僚が商工部の商工課長だというようなことで、

何とか産業市などに出店できないかというよう

な相談を持ちかけましたところ、まずそういう

ことがあるのでということで御紹介いただきま

した。たしか７月に紹介があり、とりあえずは

物産協会を中心にして４回ほどやると。その後、

アンテナショップオープンに当たって陸前高田

と新庄市とで常設という形をとらせていただき

ました。北区が目指しているのは空き店舗振興

策というようなことで、現実的にはそこで営み

を行っていた生鮮食料品を扱うお店が衰退し、

店を畳んだということで、何とかその地域の皆

さんに新鮮なものを届けられないかと、またこ

ちらからはそうしたアンテナショップを通して

さまざまな事業に参画できないかと、そういう

思惑が両方一致しまして出店したというところ

であります。生産地域連携事業を３カ年で行う

区の補助事業に乗らせていただいたと。平成23

年度は全体で約3,000万円弱の売り上げがあっ

たと聞いております。 

  常設展示して、先ほど品物が少ないというこ

とがありましたが、確かに新庄市のこれは弱点

でもあるなというふうに思っております。東京

の銀座のアンテナショップに、山形県に行って、

例えば真室川と新庄デーというようなことで、

その店舗前で聞きますと、東京の皆さんは山菜、

キノコ、そうしたものを着実に買い上げていく

と。新庄から出すものとなってくるとお菓子、

せんべいというようなことで、非常に売り上げ

の違いを感じたことがございます。 

  そんな形で今そこに入っている、店舗に入っ

ている一業者があるわけですけれども、商品開

発を今進めているというふうに聞いております。
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実際に市の商工課と一緒になりまして、ぎょう

ざなどを開発し、冷凍ぎょうざというようなこ

とで、市内でも売られていますが、そういうと

ころで販売していきたいと、挑戦、ことしの秋

口からですけれども、始まっているところであ

ります。そうした意味で、その店舗における商

品の少なさというのは実際に我々が感じる以上

に店舗を出した業者のほうがお客さんの求める

ものと提供するものとのギャップを感じている

というようなことでございました。 

  しかしながら、おかげさまで年間約20回、北

区においての物産フェア等がございます。北区

を中心としてその近郊で20回にわたる物産市を

紹介していただいていると。特に赤羽、飛鳥山

地域においては全国の標的となって、大変売り

上げが伸びるということで参加希望が多いわけ

ですけれども、そこには北区とのつながりがな

いと入れないと。この地域では戸沢村の１団体

がかなりの年数入って、相当の売り上げを上げ

ていると聞いております。おかげさまで北区に

常設展示場を設けたということで、北区のフェ

アに参加し、年間で大体500万円ほどの売り上

げがなっているという報告を受けているところ

であります。また、区内の各商店街などに新庄

最上の商品を販売、ＰＲすることができている

ということで、都内に新庄ファンがふえている

というふうに思っております。販路拡大の力に

なっていただく方も徐々にふえているというふ

うに感じております。これまでの積極的な動き

を後押しいただく、ほかには板橋区や世田谷区

などからもお声がけをいただいているところで

あります。 

  今後、北区のみならず、紹介いただける首都

圏、特に東北出身者の多い町などを対象にして

アンテナを張り、販路拡大につなげてまいりた

いと考えております。 

  次に、山形県の東京事務所への職員の派遣に

ついてですが、山形県が行う首都圏における広

報、各省庁関係機関との連絡調整、企業誘致、

観光物産の紹介及び農産物の流通対策などの業

務など幅広い分野を経験し、研修とともに現地

情報も入れてもらうようにしております。その

ような意味で県内他市町村より派遣していると

いうことによる優位性を持っているというふう

に感じております。本年度まで５年間、３名の

派遣を行ってまいりましたが、一つの区切りと

して休止し、この５年間で得た経験や知識、人

脈を最大限に生かして本市の事業推進に当たっ

ていきたいと考えております。 

  企業誘致についてですが、現在、再生可能エ

ネルギーをめぐる活動が全国で活発化している

ことから、市でも本地域の特性である雪や森林

資源などの自然エネルギーを有効活用した事業

展開について、派遣職員とともに首都圏企業へ

の提案を行っております。また、高速交通網の

整備が着実に進んでいる中、これまで以上に交

通の要衝としての本市の優位性が注目されつつ

ありますので、物流関係企業に対する情報提供

などもふえてきております。こうした中、今年

９月に５年ぶりに新庄中核工業団地に、地元で

はありますが、土木関係企業の進出が決まると

いう慶事もございました。今後もこれまでの製

造業を中心とした誘致活動だけでなく、幅広い

点から情報収集と提案、提供を行い、企業誘致

の可能性を研究しながら推進してまいりたいと

考えているところであります。 

  実際に木材を使ったバイオマス発電などの提

案もございました。しかし、材料となる木材の

絶対量が足りないということで、企業が提案す

る発電能力と、それに応える材料との大変大き

なギャップがありまして、進まないというよう

な現実もあります。そんな中、さまざまな観点

から情報提供をさらに進めていきたいというふ

うに思います。 

  また、産業については、北区赤羽のショップ

を起点としまして首都圏各地にアンテナを広げ、
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現地で協力いただける人脈を生かしながら地場

産業商品の販路拡大に努めてまいりたいと考え

ております。 

  次に、人口減少社会におけるまちづくりであ

りますが、まさしくこれは全国的な課題なわけ

で、少子高齢化社会の原因は何かというような

ことを問い詰められた場合には、日本の豊かさ、

また女性の社会進出、それから相当な情報網の

発達、そうしたことによるさまざまな要因によ

り、結婚することが非常に少なくなってきた、

あるいは晩婚化となってきている。また、高度

教育化というようなことでお金がかかる。さま

ざまな要因が私は考えられると思います。これ

は国家的な問題であり、人口減少はただ新庄市

にとどまらない状況になると考えております。 

  22年の国勢調査では、何度も申しますが、本

市の人口は３万8,805人と、前回17年国勢調査

と比較して1,867人、年平均で373人の減少とな

っております。国の推計では減少傾向は長期的

に続き、平成32年における本市の人口は３万

5,191人と推計されています。これに対し、ま

ちづくり総合計画では地域経済や活力を維持発

展させていくため、平成32年の目標人口を平成

27年の推計人口と同規模の３万7,000人として

おります。そのために、各分野にわたり基本目

標に向けた政策、施策を推進し、その中でも特

に雇用・交流の拡大、安全安心の充実、子育

て・人づくりの３つの重点プロジェクトに取り

組み、人口減少を抑制し、定住できるよう各分

野の総合的対応によりまちづくりを推進してい

るところであります。今後ともこれを強力に推

し進めてまいりたいと考えております。 

  高齢社会に対応した施策につきましては、克

雪対策の充実を初め健康増進、疾病予防や地域

づくりへの支援などにより、地域における安全

安心をさらに高めていく必要があります。その

ため、寝たきりやひとり暮らしの高齢者をふや

さないよう、民生委員の皆様などと情報を共有

しながら、社会福祉協議会や新庄21地域スポー

ツクラブなどとも連携を図りながら自発的な健

康づくり活動の取り組みを奨励するなど、健康

で元気な高齢者がふえていく施策を進めてまい

りたいと考えております。 

  さらに、高齢者に対する施策とともに、子育

て環境の充実、働く場所の確保による若い世代

の定着を図り、地域の活力を維持しながら、生

き生きとした暮らしを送ることができる環境の

整備に取り組んでまいります。 

  また、人口減少や少子高齢化により地域機能

の低下や地域コミュニティの衰退、地域の担い

手不足も懸念されます。その対策として、例え

ば今年度は堀端地区と金沢地区において地域の

課題を洗い出す話し合いの場を設け、課題整理

や解決策の具体化を検討しておりますが、この

ように地域課題をみずからが認識し、地域内で

共有し、課題解決を継続して行うことで、地域

の自立や活性化に結びついていくことが期待さ

れております。あわせて、地域内で世代を超え

た交流などにより、地域活動の担い手である地

域リーダーが育成されていくことが重要である

ため、この課題にも取り組んでまいります。町

内会や自治会同士の交流などで地域の自立と活

性化を図ることを目指してまいりたいと考えて

おります。 

  少子高齢化は、人口減少だけでなく生産年齢

人口割合の減少ももたらしますので、人口構造

の変化は産業構造を初め福祉や社会のあり方な

ど多くの分野に影響を及ぼすことが懸念されて

います。誰もが生きがいを持って働き続けられ

る福祉社会の実現と高度な生産性を生み出す新

たな産業分野の構築が求められています。その

中で、子供から高齢者まで安心して暮らせるま

ちづくりを進めるとともに、若い世代が地元に

定着できるための環境を整備していくことが必

要であります。 

  本市においても、今後の時代の変化による課
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題を見据え、重点プロジェクトを中心におのお

のの施策に取り組み、定住につながる魅力ある

まちづくりを進めていきたい。具体的には、新

庄まつり誘客100万人構想を掲げております。

それによるキャンペーンを行い、地域における

子供たちにふるさと教育を進め、愛着を進めて

いく、それを中心にした交流拡大を図りながら、

そこに生まれるさまざまな影響等を想定し、今

行っているところであります。 

  子供からお年寄りまでさまざまな課題がある

わけですけれども、私は基本的に子供たちに新

庄の、ふるさとのすばらしさを伝えていくこと

が一番の定住につながるというふうに信じてお

ります。これまではどちらかといいますと私の

耳に入ってくるのは「新庄は何もない」と、

「何もない」「帰ってくることはない」という

ような教えが先行していたというお話も聞いて

おります。二十歳ごろになって「帰ってこい」

と言うと、子供のころ言われた記憶を思い出し、

「帰ってこなくていいとお父さんは言った」と

いうようなことで、二の句が出なかったという

こと。そうしたことなく、このふるさとに住む、

このすばらしい環境の中で生きていくというこ

との大切さ、すばらしさを伝えていく、ふるさ

と教育、それを根底にしながら定住人口を図っ

ていきたいと、基本的にはそこにあるというふ

うに思っています。そうした魅力あるまちづく

りこそが企業誘致にも全てにつながる、元気の

ないまちに企業は来ないというふうに思ってお

ります。そこに住む方々が元気を出すことによ

って、自分たちのまちに誇りを持つことが企業

にとっても大きな魅力であるというふうに感じ

ております。 

  先日、山形大学の山形県最上のシンポジウム

がございました。その中で山大の先生がおっし

ゃってました。郷土愛の強い順番を上げており

ました。沖縄、北海道、京都、これは何を意味

するかと。観光客の入り込み数と比例するんだ

というお話でした。ちなみに、山形県はという

と、46番目ということでした。すばらしい山形

に住みながらも、何もない、何もないと言い続

けていくのか、どんなことでもすばらしいとこ

ろにあるということを言い続けることが私はと

ても大事であり、ふるさと教育が「このまちは

すばらしい」と言い続けることこそがほかの人

にとってのまた魅力でもあるというふうなデー

タ的な形で教えられたところであります。その

ことを思いながら、今後も郷土愛を基本に置き

ながら進めてまいりたいと思っております。 

  雇用対策についてでありますが、最近の状況

ということでありますが、管内の有効求人倍率

は10月末現在で0.97倍、これまでで一番ポイン

トの高い状況になっております。前年同月より

も0.38ポイントの上昇、産業別では建設業、サ

ービス業が好調に回復しているように見受けら

れます。一部これにつきましては復興における

人員の増というようなことも見受けられると聞

いております。また、一部の企業におきまして

は大変な、工場増築をしなければいけないとい

うような状況の仕事も来ていると聞いておりま

す。そんな中で新規求人数も若干ではあります

が、増加傾向が続いている状況であります。 

  当市の雇用対策といたしましては、21年度か

ら23年度まで実施いたしました地域雇用創造推

進事業と、平成22年度から24年度まで実施して

います地域雇用創造実現事業を統合した実践型

地域雇用創造事業を今年７月から新たに実施し、

地域の特質を生かした取り組みと、それに即し

た実践的な人材育成などを一体的に進め、企業

化、雇用創造効果の向上を図っております。ま

た、緊急雇用創出事業におきましても、失業者

の雇用確保に貢献し、地域の活性化につながっ

ていると。しかし、こうした公的な資金におけ

る雇用の下支えというのは限界が必ずあるわけ

であります。いつまでもできないと。その中で

スキルアップをいかに図り、自立できる方々を
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支援していくという方向も今後検討していかな

ければならないというふうに考えているところ

であります。 

  続きまして、高卒者の状況ですが、県内高校

生の10月末の就職内定率は全体で68.3％、前年

同月より4.4ポイントの上昇、県内企業の内定

率は64.5％で5.2ポイント上昇し、主に建設業、

製造業への内定が決まっており、東日本大震災

からの復興も要因となり、求人がふえた結果と

思われます。また、最上地域の内定率が74.3％、

県内で一番高い比率となっております。この要

因の一つと考えられますのは、各企業とハロー

ワークが連携した早期求人の取りまとめと考え

られます。今後とも関係機関との連携を密にし、

昨年同様、新卒者の就職率が100％達成できる

ことを願っております。 

  今、中核工業団地の協議会とハローワークと、

また商工振興のほうにおいてインターン制度、

インターンシップなどを盛んに仕掛けておりま

す。その中で高校生が勤めたインターンシップ

先に、ぜひここで採用してもらいたいというよ

うな強い意思を持って表現する生徒もふえてき

ているというようなことで、そうした連携の成

果だというふうに思っています。今後ともそう

したことを一層力を入れてまいりたいというふ

うに考えております。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 答弁ありがとうござい

ました。 

  それでは、確認のためにアンテナショップに

ついて少しお聞きしたいと思います。 

  先ほど市長の説明ですと平成23年度ですか、

約3,000万円の売り上げということですけれど

も、平成22年９月から始めたわけですけれども、

やはり１年間ということだと思いますけれども、

その3,000万円のうちの例えば新庄市、これは

新庄市全体の売り上げということでしょうか、

それとも……。新庄市だと思いますけれども、

例えば物産の品物の中身の割合とか、その辺ち

ょっとお聞きしたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 3,000万円弱というこ

とは年間全体でございます。ですから１日平均

しますと10万円弱となりましょうか。そのうち

の新庄分というのは大体４分の１程度というこ

とですね。向こうは商圏が大体１キロに３万人

ほどございますから、日常的に使える品物が欲

しいということで、意外と生鮮品が求められる

ということがございます。ただ、距離との関係

から、こちらから持っていくのはどうしても農

山加工、漬物とか納豆とかそういったものが多

いと、あと菓子類とかですか。そこら辺少しギ

ャップもあろうかと思います。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 私が今質問したのは、

品物、売れた品物は一番何が売れてるか、２番

目は何かと、そういうことなんですけれども、

その辺はわからないということですか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 個別のデータまでは、

そこまでは押さえておりません。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） その辺、後からでも調

べて教えていただきたいと思います。 

  それから、そこは「ふるさと美味いもん市

場」となっていますけれども、そこと市との契

約内容を、その辺よく私わからないからちょっ

と教えていただきたいんですけれども。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 
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田口富士雄商工観光課長 もとは、出資は北区の

ほう、２年半なんですけれども、2,600万円を

出すということで空き店舗の活用と。市として

はこちらのほうのさまざまな県外戦略の拡大と

いうふうな思惑だったわけですけれども、実際

にそれを受けているのは向こうの北区、商店街

70幾つありますけれども、そこの連合会という

ことです。実際の事業主は、そこにＮＰＯがあ

りますけれども、ちょっと長いですけれども、

コミュニティビジネスサポートセンター、ＣＢ

Ｓというところが実際に取り仕切っているとい

う形になります。そこに市から出品の手数料と

いう形にしてこれまで、ちょうど２年ですか、

実質は２年半になりますけれども、月５万円を

支払ってきたという形になります。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 何かずっと以前にも私

はこの件で質問したことあるんですけれども、

今、月５万円とたしかおっしゃいましたね。そ

れは間違いないですね。月５万円ですか。わか

りました。 

  それで、私も行ったときに、佐藤さんという

店番している方が、ＮＰＯ法人の方がいました

けれども、最近、新庄のものは、私もいきなり

行ったもんですから、新庄の品物が最近入って

こないんですよと言われたんですが、新庄は震

災には関係ないんですけれどもと私は申し上げ

ましたけれども、最近少し少なくなっています

ということで、そして隣の陸前高田なんか見た

らほとんど虫眼鏡で探さなきゃわからないよう

な感じになってましたけれども、そういう意味

では品物が余りにも少ないというか、課長の説

明もありましたけれども、もう少しその辺のと

ころを、５万円だったら、私は前に20何万とお

聞きしたような覚えあるんですけれども、今５

万円ということで、最初から５万円だったんで

しょうか。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 この２年半ずっと５万

円です。陸前高田は、逆に、ほかにさらにいい

条件の部分があるということで、逆にそこに出

品数が少なくなったということが実際にはござ

います。あと、新庄のものに関しましては、季

節感なんかもあろうかと思いますけれども、毎

回同じものを出品するということではございま

せんので、そんなこともひとつ御理解をいただ

きたいと思います。あくまでも赤羽の場合には

アンテナショップだということで、そこからの

発信を有力視していただきたいなと、こんなふ

うにひとつ理解をしていただきたいと思います。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 詳しい内容はよくわか

らないというか、課長の説明は私もちょっと納

得いかないんですけれども、ただ、このままず

っと続けていくという考えでいるわけですか、

その辺もお聞きしたいと思います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 北区からの補助が今回

で切れます。ただ、そこを運営している、実際

に、先ほど私はＮＰＯのＣＢＳと申し上げまし

たけれども、そこは続けたいと、今まで培って

きたさまざまなノウハウあるいはお客様とのつ

ながりもあると思いますけれども、それは大事

にしたいと。市としてもそれは続けたい。ただ、

そこでの出品手数料、５万円ですから年間60万

円ですが、これは支出はしないと。しないけれ

ども、ＣＢＳ、企業といいますか、経営努力で、

例えば人件費等々のさまざまな工夫改良等でや

っていきたいと、そこまでのつながりは持って

いきたいなと。ただ、市の戦略としては、そこ

だけではないだろうと、赤羽も一つの選択肢だ

ということで、赤羽を２年半やってきた結果、
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さまざまなところにさまざまな波及効果が出て

いますので、それを市長が世田谷、板橋と申し

上げましたけれども、そういった幅広い意味で

の戦略をこれから拡大していきたいなと、そん

な考えでございます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） ちょっと私もよくまだ

理解できませんけれども、月５万円ぐらいだっ

たらこのまま継続して、もう少し、ある意味で

はアンテナショップというのは発信するという

か、そういう考えでやるのだったらそれはそれ

で結構だと私は思いますけれども、もうちょっ

とよく内容を分析して、そしてたとえ５万円で

もある意味では費用対効果ということを考えて、

これからももう少し何ていうか、本当の意味で

発信するというか、その辺のところをもう少し

調査してやっていただきたいと思います。 

  それから、派遣職員についてですけれども、

先ほどいろんな広報とか幅広い日常業務を行っ

ているというような内容でしたけれども、この

派遣職員については今の市長の話ですと休止す

るというか、一応今回５年目だからやめるよう

な話ですけれども、この３月でやめてその後は

全然やらないというか、これから東京に対して

発信するというか、切れてしまうというか、そ

の辺の考えはどういうふうに考えているかお聞

きしたいと思います。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 東京事務所への派遣の件でご

ざいますが、確かに来年度で一区切りをつけま

して、今年度限りの派遣としたいというふうに

は考えてございます。ただ、東京事務所への派

遣を終えるということでございますので、例え

ばほかのほうに派遣している職員等々、電通さ

んでございますとか、そういったものについて

は引き続き今のところ継続する方向での検討を

しております。以上でございます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 私は、派遣職員と電通

に行っている職員というのは質というか、何て

いうか、内容は違うと思いますけれども、東京

事務所に行っている方はある意味では仕事とい

うか、電通のほうは言ってみれば研修というか、

両方とも研修と言えば研修になるかもしれませ

んけれども、ある意味ではその質というか、中

身が違うと思いますけれども、その辺を同じよ

うに捉えているということでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

沼澤恵一議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 株式会社電通さんへの派遣に

つきましては、これは職員の研修が主でござい

ます。そのために１年間、民間企業のほうに派

遣して、例えばコミュニケーションの技術でご

ざいますとか広報技術、それらを中心に研修を

していただいておりますし、ことしで２年目と

いうことで、その実績も徐々に上がりつつござ

います。 

  東京事務所のほうにつきましては、これは研

修という意味もございますが、やはり県のほう

との人事交流というような面もございまして、

県のほうに派遣した上で、先ほど市長の答弁に

もございましたとおり、県のほうのいろんな情

報を先取りできる、もしくは県と一緒に共同の

仕事をやっていく、そういった面もございます

ので、奥山議員御指摘のとおり、単純に研修と

いうわけではございません。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 課長の説明、ある意味

ではわかりますけれども、東京事務所に派遣し

ている職員、今回で休止ということですけれど

も、もう少し私はまだ続けてもいいのではない

かと考えていますけれども、それは執行部の考
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えですからそれは任せて、今後の様子を見たい

と思います。 

  ２番目の人口減少社会のまちづくりについて

ですけれども、私は第４次振興計画の中に触れ

ることはきょうはしませんけれども、通告以外

はしゃべってだめだということらしいですので

それは触れませんけれども、ただ、第４次振興

計画もこの間見ましたけれども、よく見るとや

はり何ていうか、アクションプランが見えない

んですね、はっきり言うと。ただばっと絵に描

いたような餅だけで、実際具体的にはどういう

ことをやるのか、その辺がもう少しはっきり示

してほしいというか、そういうのが希望でござ

います。それは別の問題として。 

  例えば、先ほどの市長の説明ですけれども、

人口減少社会、これからの施策という感じで、

子育て支援とか働く場所の確保とかいろいろ言

葉は出ましたけれども、その辺の具体的には、

前にもずっとこれの問題を私は一般質問でやっ

ていますけれども、具体的な形が見えてこない

というか、その辺のところをもう少し詳しく説

明が欲しいと思いますけれども、その辺のとこ

ろをよろしくお願いしたいと思います。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 子育て環境等々は、やは

り人口定住を図っていく上で非常に大きな要素

と認識しております。予算を編成するにおきま

しても、まちづくり総合計画を進める上で非常

に大事なファクターとなってまいりますが、子

育て・人づくりプロジェクトというようなとこ

ろで集約してまちづくり総合計画の中ではうた

っておりますが、保育所の管理運営あるいは認

可外保育施設の児童育成支援とか、子育て支援

のための医療給付事業、これもしかりというふ

うに思います。子育て支援センター事業もこの

中に入ってこようかと思いますが、今申し上げ

た施策の中で、まちづくり総合計画の中で取り

組み事例としてうたっております。その中で優

先度を決めながら時宜にかなったものとして選

抜しながら実施を進めるというようなところで

ございます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 今の課長の説明はちょ

っと。だから私は、例えばその施策の具体的な

数字とか、それをやるというのはわかるんです

けれども、その形がちょっと見えてこないとい

うか、その辺をもう少し具体的に掘り下げてど

ういうふうに考えているのかお聞きしたいんで

すけれども。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

沼澤恵一議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 昨日、小関議員からもあ

りましたように、市民アンケート、毎回、毎年

度やっております。この中には、「市に愛着を

持っている」というふうなパーセンテージが

80％近い数字がございます。その方々もやはり

年齢別にさまざまあろうかと思いますが、５年

を経過して６年以上住んだ方が新庄市に住み続

けたいというようなパーセンテージが非常に多

くなってございます。 

  しかしながら、若い世代の雇用というような

ところの問題も提起されたこともございまして、

総合的に考えれば、やはり若い世代が残ってい

ただく、それで魅力を感じていただいて、ある

いは雪問題があろうとは思いますが、そこをク

リアできる新庄市の力、これを確認していただ

くとともに、地域でのきずなも非常に新庄市の

場合は強いものだという認識の中で「住み続け

たい」というパーセンテージも上がっていこう

かと思いますので、まちづくり市民アンケート、

この中で言っております目標指標というものが

あります。子育てをしながら働くことができる

とする場合の割合、これを高く上げるとか、学

童保育が充実しているというようなことの数値
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を上げるとかといった数値を目標として掲げて

おりますので、例えば今のような数値を上げる

ためのさまざまな工夫、学童保育所の充実ある

いは新たな企業化あるいは今の業種の中で拡充

できる分はどこなのかというようなものも含め

ながら、例えばきのう申し上げました空き店舗

の調査出店支援事業というふうなところからの

切り口で手を挙げる方々がいらっしゃるかもし

れないといった可能性が導き出されるやもしれ

ません。ですから、そういうところも期待を含

めながらいろいろな角度から環境整備も進めて

いかなければいけない。 

  非常に難しい問題ではございますが、子供の

遊び場の充実などもきのう市長のほうから申し

上げたとおりでございますが、いろいろな方面

からのからめ手でやっていく必要があるという

ようなことで、一つ一つの大きな外科的な策は

ございませんが、いろいろな時宜にかなった形

の中でやっていくべきところ、これをさまざま

な方面からやっていくというようなことしかな

いのかなというふうに思います。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 私は、今、来年度の予

算編成やっていると思いますけれども、例えば

他市に比べると新庄市は予算が少ないように思

うんです。だから、その辺で金額的な、金銭面

で応援していかないと若い人は新庄市から去っ

て、例えば酒田だ、東根だ、山形だと皆逃げて

いくというか。だから若い人は、例えば年寄り

ばかり残っても、はっきり言って新庄市は、先

ほどの市長の推定人口３万5,191人ですか、３

万7,000じゃなくて、そういうふうになってい

くと思うんです。だから、やはり金銭的な面で

支援を、たださまざまやっていくといっても実

際に数字が見えてこなければ何をやったのかわ

からないわけですから、そういう点をもう少し

しっかりと、予算編成を今やっているわけです

から、もう少し、大変楽でない予算だと思いま

すけれども、もう少しそういう面で上乗せが欲

しいというか、そういう点を全然考えてないの

か、ちょっと見えてこないから質問しただけな

んです。 

  それから、今まで、例えばですけれども、人

口減少において市民生活の影響をどのように、

先ほどいろいろありましたけれども、例えば空

き家とかあったら空き巣とかそういうのも、人

口減少、例えば耕作放棄地でも皆同じ、そうい

うところから全て発生していると思いますけれ

ども、だからそれを例えば今回これから、気が

ついたときは手おくれだというふうにならない

ように、10年後、20年後、例えば市民生活に対

して影響を及ぼさないように、例えば少ない予

算の中でやっていく、それをどのように数字的

に助成していくか、その辺のところをもう少し

考えてやってほしいと思います。 

  それで、時間も余りないので、次の雇用の問

題ですけれども、先ほどの説明ですけれども、

今回0.97倍と有効求人倍率ありましたけれども、

これは今までで一番高いと思います。先ほどの

市長の説明ですと、建設業、サービス業がよい

というふうになっていますけれども、ただ、こ

れは今仙台というか、復興のための関係でよい

のか、その辺の分析というか、今後ともこれか

らずっと続いていくのか、その辺のところをど

ういうふうに考えているのかお聞きしたいと思

います。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 市長答弁と同じ繰り返

しになるかと思いますけれども、実際にはこの

５年間ほどの有効求人倍率は５以下0.48平均で

来ておったわけですね。これが本年の春、５月

ごろからずっと伸び続けてきたと。６月以降は

全国平均を超していると。１に近い状態にまで

なってきているということですよね。ですから、
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被災３県へのさまざまな事業集中に伴うものも

もちろんあろうかと思います。ただ、市内でも

さまざまな業種、例えば通信関係の業種などは

実際に業績を伸ばしている、業務を伸ばしてお

りますし、ですから全体としてはこの地域の企

業に関しましては好調な企業もかなりあるとい

うことでこういった数字になってきているとい

うふうに受けとめたいところです。ただ、先に

関しましては、さまざまな不安要因、見通し、

ここで総論的なことは申し上げませんけれども、

現在のところはそういうことです。以上です。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） 先に関しては今のとこ

ろ答弁できないという内容のようですけれども、

やはりこれからある意味で先のほうも考えてこ

れからやっていくのが執行部の仕事だと私は思

いますけれども、これから、先ほども話ありま

した高齢化によって働く人が少なくなって、例

えば投資関係なんか少なくなっていくわけなん

ですけれども、雇用の創出というか、ただ今あ

る仕事をただずっとやっていくというだけじゃ

なくて、少し創出という面についても今後の考

えというか、少しあったらお聞きしたいと思い

ます。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 これは昨日もお答えし

ておったんですけれども、企業の誘致活動を続

ける、これはもちろんでございますけれども、

現在のこの圏域の企業へのさまざま支援を行っ

て、企業の体質、そしてさまざまな事業拡大を

やっていただく、結果的にはそれが雇用の確保、

拡大につながるというふうに思っておりますの

で、そこら辺の策を進めていきたいなと、これ

が基本でございます。 

７ 番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

沼澤恵一議長 奥山省三君。 

７ 番（奥山省三議員） わかりました。まずこ

れからももう少し、企業誘致は、私はこれはも

うだめだと思いますけれども、雇用の拡大のた

めに頑張っていただきたいと思います。 

  以上で終わります。 

沼澤恵一議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４７分 休憩 

     午前１０時５７分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて、再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇）（拍手） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党を代表して

一般質問を申し上げます。 

  最初に、新中の生徒の皆さん、傍聴に来てい

ただきまして、ありがとうございます。これか

らの日本は若い人たちが決定します。ぜひ皆さ

んが政治の主権者になったときに日本の未来を

正しく選択できるように、ぜひ勉強していただ

きたい、こう思います。そして、この演壇にぜ

ひ立ってください。そのことを期待申し上げて、

一般質問を申し上げます。 

  第１に、消費税大増税と社会保障の一体改悪

の問題について、市長に見解を伺いたいと思い

ます。 

  野田内閣と民主党、自民党、公明党の３党の

談合によって消費税増税が決められました。そ

して同時に、社会保障と税の一体改革の関連法

というのが強行可決されてしまいました。消費

税３％から５％に上げたとき以来、日本の経済

は冷え込み、はい上がれない状況です。消費税
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３％だった時代に国全体では税収が90兆円あり

ました。その後、景気が冷え込み、法人税も所

得税も減り、2010年には70兆円台にまで税金が

減ってしまいました。こんなときに消費税を大

増税すれば、消費税だけは税収として入るでし

ょうが、経済全体は底が抜け、失業と貧困状態

をふやすことになってしまうのではないでしょ

うか。市長として、市民生活への影響をどう見

ているでしょうか。 

  日本共産党は、消費税を上げなくても、大金

持ちと大企業に、今やっている減税ではなくて、

まともに税金を払ってもらうことを提案します。

そうすれば消費税増税以上に税収が入ってまい

ります。また、大企業がため込んでいる260兆

円もの内部留保、これをため込みと言っていま

すが、この一部を使って、働く人は本採用に、

また最低時給を、時給600円台ですが、これを

1,000円以上に引き上げて最低賃金を引き上げ、

中小企業の下請代金を上げさせるなどで大企業

のため込んだお金を国民に少し還元させる、そ

ういう取り組みを行えば、みんなが物が買える

ようになります。そうすれば景気も、また財政

もよくできる、こうなっていく日本になってま

いります。そういう提案を私たちはしています。 

  ２つ目に、社会保障の改悪の市民生活への影

響をどう見ているのでしょうか。このたび決め

られた関連法案として成立されました社会保障

制度改革推進法は、憲法第25条を棚上げにする

大改悪法です。総理大臣の選定するわずか20人

以内の国民会議で具体化が検討されることにな

ります。来年度予算で生活保護費が削られよう

としています。年金の引き下げも国会の最終盤

に決められました。介護もそうです。医療も保

育も自己責任が強化されようとしています。こ

れでは弱者切り捨てにつながるのではないでし

ょうか。推進法の最大の目的は、社会保障に対

する公費、公費というのは例えば国庫負担や交

付金並びに自治体単独事業や国保への地方財政

の繰り入れなど地方自治体の負担、これも公費

ですが、こういった公費の削減です。公費が削

減されれば、医療、介護、年金などの国民が払

う保険料や個人負担の負担増となってはね返り

ます。 

  徹底した公費の削減を実施したのは2001年か

ら推進された小泉構造改革でした。毎年2,200

億円もの社会保障の公費負担を削減させ、社会

保障を改悪しました。その結果、2009年度は

2001年度と比べて国の負担を１兆6,000億円も

削減しました。８年間に削られた総額は８兆

3,630億円です。医療費は窓口が３割負担にな

り、国保税は上がり、後期高齢者医療制度がつ

くられ、障害者への福祉サービスが１割の利用

料負担になり、生活保護では母子加算や老齢加

算が廃止されました。しかし、一部母子加算の

み民主党政権で復活はいたしましたが。雇用の

面では労働法制の改悪によって非正規労働、つ

まり臨時採用がふえ、大量の働く貧困層を生み

出しました。保険証を取り上げられ、手おくれ

で死亡する事件、介護や医療難民の増加、さら

には餓死、孤立死の頻発を引き起こした最大の

原因は、小泉構造改革にあると言っても言い過

ぎではありません。 

  このたびの推進法は、この構造改革を法律に

押し上げ、社会保障制度をブルドーザーでなぎ

倒そうというのが正体ではないでしょうか。推

進法の考え方は自己責任を強調しています。 

  日本弁護士連合会はこれに対して６月25日に

会長声明を発表し、国の責任を家族相互及び国

民相互の助け合いの仕組みを通じた個々人の自

立の支援に矮小化するもので、憲法第25条に抵

触するおそれがあると批判しています。 

  推進法は、社会保障を給付の重点化、効率化

で給付の切り下げを狙いとしています。具体的

には「医療から介護へ」「施設から在宅へ」が

方針です。がん難民、医療難民、介護難民など

が急増するおそれがあるのではないでしょうか。
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推進法は、年金、医療、介護は社会保険制度を

基本とするとしています。これはそれぞれ加入

者が払った保険料の範囲で給付を行う仕組みに

するということです。 

  さらに、削った公費負担も消費税収入を充て

るとしています。厚労省の試算では社会保障の

給付費のうち公費は40兆円です。この40兆円を

全て消費税に置きかえると何と消費税率は16％

も必要となってまいります。地方独自の福祉サ

ービスまで賄うとなりますと、どこまで消費税

は引き上げることになるのでしょう。公費負担

の40兆円は、今までは所得税と法人税などで賄

われてきたものです。それが実は浮くことにな

ります。税と社会保障の一体改革関連法が通過

した途端に、自民、公明、民主の各党は200兆

円だの100兆円だのと掲げて大型公共事業の復

活推進を打ち出しています。 

  推進法は、最低保障年金制度は棚上げにされ、

これまで繰り返し確認されてきた言葉、「国民

皆保険の堅持」という言葉が消えています。医

療保険のきく療養の範囲を切り縮め、保険以外

の療養は自己負担で、つまり10割負担でという

混合診療の解禁に結びつく方針です。介護保険

も給付サービスの範囲の適正化、効率化のみが

強調され、さらなる改悪の宣言となっています。

少子化対策も子供の保護者への支援のみにとど

まっています。 

  既に日本は、餓死、凍死、孤立死、自殺、介

護心中、殺人、手おくれ死など、あってはなら

ない事件が蔓延する社会となっています。これ

以上の社会保障の破壊は国民から暮らしだけで

はなく命まで奪うことになるのではないでしょ

うか。憲法第25条を生かす社会保障の再構築に

向けて協同が求められています。日本医師会も

国民皆保険の破壊や混合診療の解禁に断固反対

をしています。市民の命を守る市長の見解をお

聞きしたいと思います。 

  ２番目の質問として、原子力発電所は直ちに

ゼロにし、再生可能エネルギーの普及促進をし

ようという、それに向けた市長の決意を伺いた

いと思います。 

  市長は、さきの私の質問に対して「脱原発を

訴えていく」と答えていただきました。そうい

う意味で、原発をなくす首長、市長などの会議

がありますが、そういったところへの参加をど

う考えておられるでしょうか。 

  また、再生可能エネルギーの普及促進はどの

ように考えておられるでしょうか。また、土地

改良区などと協力して、小水力発電に取り組ん

ではどうでしょうか。 

  ３番目の質問は、高齢者が安心して暮らせる

ようにということで質問いたします。 

  １つは、元気な高齢者を健康にする取り組み

として、孤立を防ぎ、栄養が低くなりがちな食

事を改善するための食事会や健康づくり教室な

どはどのように考えておられるでしょうか。 

  ２つ目に、高齢者の交通手段の確保は健康維

持にとって重要であると思います。お医者さん

に行くときや買物をするため、交通手段を高齢

者にどのように確保できるようしなければいけ

ないと考えておられるでしょうか。 

  ③として、現在、新庄市では介護度３以上の

方に紙おむつの支給が行われています。しかし、

市民の中には介護度１であっても紙おむつが必

要な方がおられます。その人数など、介護度１

や２の方で紙おむつが必要な方の人数は把握し

ているでしょうか。 

  ④として、はりきゅう、マッサージというの

があります。これはお医者さんの診断によって

健康保険が使えますが、高齢者みずからの判断

でも利用しやすいようにするべきではないでし

ょうか。かつて新庄市でも行っていた補助券の

復活をどう考えているでしょうか。 

  ⑤として、医療費が払えないために医者に行

けないで苦しんでおられる方がおられます。医

療費の窓口負担の無料化を、特に高齢者の通院
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などにも拡大できないでしょうか。 

  ⑥として、生活保護の基準以下の収入で暮ら

しておられる高齢者がおられます。そういう方

の介護保険料は申請すればゼロと、免除できる

ように私はすべきではないかと思いますが、市

長はどうお考えでしょうか。 

  ４番目の質問は、子育て支援を強めていくこ

とについてお聞きします。 

  １つは、不妊治療の援助ということです。結

婚して子供を望んでいても、子供ができないで

苦しんでおられる方がお医者さんに行って治療

を受けています。そういう方は非常にお金がか

かって、体の負担も経済的にも大変です。ほか

の市では援助をしています。新庄市も一日も早

く援助をして、子供を持ちたいという御家庭を

支援すべきだと思います。 

  ２つ目に、医療費無料化が今新庄市でも進め

られて、大変喜ばれています。小学校６年生ま

で無料化を拡大してはどうでしょうか。 

  ③として、保育所の民営化はもうやめていた

だきたいと思います。最近、民営化なさったと

ころの保育所で採用された保育士６人、新採用

がいたそうですが、もうみんなやめてしまって

いたそうです。どういうことなのか私はもう少

し詳しく聞かねばならないと思いますが、民営

化の職場の厳しさ、余りの厳しさで保育士が育

たないんです。保育士を守っていかねばなりま

せん。安定して働けるように、民営化はもうや

めて、落ちついて保育ができるように、保育士

の正採用をふやして待遇改善を図っていただき

たいと思います。これは子供たちのためです。

子供たちが安定して保育を受けるためのことで

す。 

  ④として、保育料を払えないお父さん、お母

さんがふえておられます。親の不安定、低賃金

などによって保育料が払えないという方がいる

んです。必要な方が子供の保育が受けられない

ということがあってはなりません。そこで、保

育料の軽減、減免制度を市でも必要ではないか

と思いますが、どうでしょうか。 

  ⑤として、学童保育の充実をお願いしたいと

いうことです。狭過ぎてなかなか遊べないとも

聞いています。伸び伸びと遊べる場所の確保と、

また遊びの指導ができる保育者の確保を考えて

いただきたい、研修を考えていただきたいと思

いますが、どうでしょうか。 

  ５つ目の質問は、いじめを解決できる学校体

制をつくるためにということです。 

  いじめ、自殺が報じられ、子供のいじめ問題

は社会的に大きな問題となっています。いじめ

とは暴力であり人権侵害であるということです。

今日のいじめは、特定の人間に対する軽蔑、侮

蔑の態勢であり、暴力によって服従を強いるも

のであり、長期にわたって相手の心身を徹底し

て痛めつけるなど、ふざけ、遊びと決定的に違

っています。いじめはその後の人生を変えてし

まう重大な心の傷を残します。また、いじめの

加害者が人を力で支配し楽しむという心のゆが

みを持ったまま大人になれば、将来の家庭内暴

力や児童虐待につながってまいります。 

  そこで、具体的に①として、学校として子供

の命が最優先の原則を明確にしているかお聞き

します。 

  ２つ目に、厳罰主義ではなくて、加害者が心

から反省し、いじめをやめるまで対応し切るこ

とを学校として重視しているかお聞きします。 

  ③として、いじめ解決の態勢を強化するため

には、先生方の多忙化解消が必要と考えます。

この対策をどう考えているでしょうか。今、先

生方の多忙化の余り鬱病がふえていると聞いて

います。そういう意味でも多忙化解消、いじめ

解決のためにも本当に力を入れていただきたい

と思います。 

  ④として、いじめ深刻化の背景には過度の競

争教育とストレスの強まりがあると言われてい

ます。その点で全国学力テストの中止を求め、
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数値目標の管理を行政としてはやめるべきでは

ないかと思いますが、その点についての御見解

をお聞きします。 

  以上、壇上からの質問を終わります。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  消費税大増税と社会保障の一体改革、「改

悪」というふうな、市長の見解を問うというこ

とでありますが、今回、野田内閣におきまして

社会保障と税の一体改革について進められたわ

けですけれども、これはとりもなおさずこれま

で世界の人類で経験したことのないスピードで

進んでいる我が国の少子高齢化における大事な

財源を確保したいということにあると私は考え

ております。年金におきましても、将来、お年

寄りの皆さんを支える子供の数が絶対的に少な

いと。生産人口が少ない。今元気なお年寄りの

皆さんも一緒になって将来に向けた税を平らに

集めましょうというようなことで消費税を導入

するというふうに私は考えております。 

  社会保障の絶対的な安定財源があってこそ将

来にわたる安心というものが得られるのではな

いかと思っております。この財源を誰かからも

らう、金持ちからだけもらえばいいということ

ではない。お金を稼いだ人はそれなりの生産力

を持ってやっていき、また多くの人を会社員と

して雇っている、そういうことの生産活動の裏

側にあるわけです。しかし、社会保障というの

はくまなく進めていかなければいけないという

ことで、平らにしていきたいという願いが込め

られていると思います。社会保障を支えていく

必要から進められていると思っております。 

  日本は世界に類のない、少ない負担で最大の

福祉国家だと言われています。北欧での税金は

既に50％を超えております。そういう社会を選

択するのか、あるいはこの税の中で将来を安定

にしていくのかという課題が突きつけられてい

る状況の中で、国民皆年金、国民健康保険、ほ

かに類ありません。日本がこれほど全員が国民

健康保険でいられるというのは、日本人の政治

のこれまでの知恵の使い方であったというふう

に思っております。介護保険もそうした意味で

は将来お互いに相互扶助という観点から進めて

いる。こうしたさまざまな社会保障の恩恵に浴

することができるよう適切な制度を構築してい

かなければならないと。その意味で社会保障と

税の一体改革、消費税法ということがあるとい

うふうに私は考えております。 

  平成22年度に年金や医療、介護などに支払わ

れた社会保障給付費は100兆円を超えたとの報

道がありました。毎年１兆円規模で膨らみ続け

ている、この社会保障を支えるために誰かが負

担をしなければなりません。今回、消費税の引

き上げという形で市民を初めとした国民の負担

で支えることになるわけですが、政府において

この増税分は全て社会保障として還元すると明

言しており、国民生活に直結する社会保障です

ので、市民生活の安心と安定という観点におい

て妥当な政策だというふうに考えております。 

  次に、社会保障制度の見直しに関してのこと

でありますが、社会保障制度の見直しと改善の

実現は国の施策によるものであり、市としては

これらの施策制度に基づき福祉向上に向け努力

していきたいと考えております。生活保護制度、

年金制度、介護保険や医療保険制度、保育を含

む子育てにかかわる制度見直しが総合的な結果

として国民そして市民一人一人の幸福につなが

るよう期待するものであります。 

  次に、原発ゼロ、再生可能エネルギーの普及

促進に向けた市長の決意を問うということであ

ります。 

  脱原発は国民の総意であるというふうには思

いますが、積極的に訴えていくという答弁は以
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前していなかったと考えております。なぜかと

申しますと、昨年の９月定例会で申しましたよ

うに、究極的には原発に頼らない、より安全で

安定した電力が供給されることが望ましく、国

内や地域で供給できる再生可能エネルギーの普

及拡大はその重要な方策の一つだと考えており

ます。 

  原発に頼らない社会の実現には、諸条件の整

備、課題の解決が不可欠であります。例えばこ

のたびの選挙の争点で「脱原発」「卒原発」は

唱えられておりますが、どうしたら廃炉にして

いくかという論点はいささかも論じられており

ません。私はこのことが大変心配でなりません。

全てとめたといたしましても、そこには核燃料

というものが存在します。その核燃料の安全な

廃炉の仕方、どうしたらいいのか、そのことを

なくして脱原発はあり得ないと考えております。

そのことのきちっとした今後国の新たなエネル

ギー政策の推進により、生産活動や市民生活に

影響を及ぼすことのないような形での計画的、

段階的な移行が必要だと私は考えております。 

  そのような意味において、全国市長会でも平

成24年６月から二度にわたり新たなエネルギー

政策の推進に関し決議しており、これを通じて

今後も政策の推進と実現を国に訴えてまいりた

いと考えております。 

  再生可能エネルギーの普及促進については、

2030年代の原発稼働ゼロの目標が政府方針に明

記されましたが、エネルギー基本計画の策定が

おくれており、具体的な課題解決の道筋が待た

れるところであります。希望的観測、そうした

ことよりも、現実的な生活をとめずにどうエネ

ルギー政策をつけていくかということが大変難

しいということで、専門家の中でただ言葉にす

るわけではなく、具体的なエネルギー政策をど

うするか、非常に厳しい結論あるいは楽観的な

結論、さまざまあるかもしれません。しかし、

国民の生活をとめずに進めるということの現実

論になりますと非常に課題解決の厳しいところ

をその政策委員会では早急に答えを出せずにお

くれているというふうに私は感じております。 

  本市といたしましても、国や県が提唱する地

域分散型エネルギーの普及に向けて今年度より

３カ年計画で公共施設に再生可能エネルギー設

備を導入する事業に取り組んでおりますので、

気象条件と発電量の関連などを実証しながら一

般住宅や事業所などへの普及促進に役立ててま

いりたいと思います。 

  土地改良区と協力した小水力発電の取り組み

についてでありますが、平成21年度に地元のＮ

ＰＯ法人に委託し、泉田川土地改良区の御協力

をいただきながら小水力発電の実証調査を行っ

た経過がございます。技術的には成果があった

一方、本格導入に当たりましては費用や許可水

利権、送電などの課題があり、市として取り組

むにはさまざまな面での条件整備が必要と考え

ております。また、土地改良区の発電事業の取

り組みにつきましては、本市において最も利用

可能な水量が期待されるのが農業用水排水路で

あることから、それらを活用する事業として成

果を期待し、市としても注目しているところで

あります。 

  しかし、今、私たちの生活に電気はなくては

なりません。このままの金額で当然のごとく電

気があるということはあり得ないと、今の何倍

もする電気を買うという覚悟も一方では必要だ

というふうに思っております。 

  次に、高齢者が安心して暮らせるようにとい

うようなことで、元気な高齢者を健康にする取

り組み、孤立を防ぐというようなことについて

お答えさせていただきます。 

  御質問のとおり、元気な高齢者を介護の必要

な状態にしないためには、孤立化防止や生活改

善など予防の取り組みが大切だと考えておりま

す。本市の取り組みといたしましては、地域活

動組織育成事業として地域におけるふれあいサ
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ロンの活動を支援しております。これは地域住

民が主体となって運営するものでありますが、

地域の高齢者に公民館などに集まっていただき、

趣味活動や食事会などを通じて地域に住む高齢

者相互の触れ合いの場を提供することにより、

引きこもりや孤立化を防止するとともに、生き

がいづくりや認知症予防を目指すものでありま

す。 

  また、健康教育の取り組みといたしまして、

ふれあいサロンや老人クラブでの出前講座など

で栄養バランスの重要性や健やかな生活を続け

るための健康指導について、保健師や栄養士が

指導しているところであります。今後は、各町

内から選出いただいている健康福祉推進員との

協働により強化し、地域での健康教室など、さ

まざまな機会を捉えながら高齢者の健康保持に

取り組んでまいりたいと考えております。 

  一方、元気な高齢者も大変多いのも事実であ

ります。グラウンドゴルフ、パークゴルフ、さ

まざまな形で社会参加している高齢者も多くお

ります。今、先頭を走る高齢者は、世界で類を

見ない高齢社会の先頭を走っています。第二世

代の高齢者はそうならないようにということで、

みずからそうした活動に参画し、そして寝たき

りにならないようにというような啓蒙をみずか

ら行っていることに対しては敬意を表していき

たいなと思っています。 

  それらの支援といたしましては、エコロジー

ガーデンの脇にパークゴルフ場がありますが、

その団体、高齢者の皆様から、もう９ホールふ

やしてほしいということを要求いただきました。

自分たちでやるからということで、積極的にそ

の９ホールを自分たちで整備してトータルで27

ホールにし、さまざまな酒田あるいは鶴岡の皆

さんと交流を図っている高齢者もおります。今

後はそうしたことなどもしっかりと支援しなが

ら、第二期の高齢者の元気な姿を支援してまい

りたいというふうに考えております。 

  また、高齢者の交通手段の確保でございます

が、これは大変難しい状況にあります。公共交

通機関が少子化により当然乗る方が少なくなっ

ています。それ以上に車社会ということで、バ

ス等が昔から見ますと機能が非常に少なくなっ

てきているということで、大変難しい場面を迎

えていると考えております。お互いに地域のつ

ながりによってそれをサポートしていく、そん

なことが大切ではないかなと考えています。単

に金銭面での補助についての拡充は考えており

ません。また、ある民間の医療機関ではそれら

の方々のサービス充実のためにバスを出してい

るというようなこともございますので、一方的

な公的な資金を出すということは今現状として

は考えてないところであります。 

  また、紙おむつ支給は、低所得者であり、か

つ介護に多くの手間がかかる世帯の負担を軽減

するための事業として紙おむつ支給事業を実施

しております。低所得者向け対策でございます

ので、所得税非課税世帯であることを要件とし、

介護度３以上で常時失禁状態の方を対象として

おります。平成22年度は153名、平成23年度は

161名の方が支給対象となっており、支給対象

者も増加しております。本事業は介護保険を使

った事業でありますので、このままふえ続けれ

ば介護保険料にも影響が出てまいります。現時

点での支給対象者の拡大については考えており

ませんので、御質問にあります人数については

現在把握していない状況であります。 

  次に、はりきゅう・マッサージ補助券の復活

のお話もございましたが、復活については考え

ておりません。 

  次に、高齢者の医療費窓口負担無料化につい

てお答えします。 

  現在の医療制度は、70歳未満の方の医療費窓

口負担は３割、70歳以上の方は現役並み所得者

は３割ですが、それ以外の方は１割負担となっ

ております。さらに、一月のうち高額な医療費
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を負担した場合には高額医療費支給制度により

自己負担限度額を超えて支払った医療費につい

て給付を行い、自己負担額の軽減を図っており

ます。また、病気などにより障害者となった低

所得者への支援といたしましては、福祉医療給

付制度が設けられており、一部負担金への助成

を行っております。昭和48年１月から老人医療

費支給制度により70歳以上の方々の自己負担を

無料とする制度が実施されていた時期もありま

したが、高齢化による医療費の増大や、病院が

サロン化するなどの問題により廃止となった経

緯がございます。高齢者の方々の窓口負担につ

いて医療費を助成することは、多額の財政負担

を要するものであり、市単独で実施することは

厳しいものと考えております。 

  介護保険料の申請免除の件でありますが、被

保険者及び世帯の所得により段階に分けられて

います。所得が低い場合には保険料負担も低く

なる仕組みとなっております。現在、当市の保

険料段階の設定は、平成23年度までの第４期計

画で設定した特例第４段階を継続し、さらに第

３段階を細分化し、所得の低い階層に配慮した

段階設定と保険料設定になっております。保険

料の減免につきましては、災害などによる所得

の著しい減収の場合は条例により減免すること

はできますが、低所得者という事由だけで減免

し一般財源で補塡することは考えておりません。 

  不妊治療への援助についての御質問でありま

すが、御承知のとおり本市ではまちづくり計画

の重点プロジェクトとして子供の発育支援施策

を推進しておりますが、その関連事業として特

定不妊治療費助成事業を新規に展開することを

検討しております。事業の目的といたしまして

は、不妊治療費の一部を助成することにより経

済的負担を軽減し、不妊で悩んでいる方が安心

して不妊治療を受けることができる環境を整備

することであります。助成対象者は県が実施す

る特定不妊治療助成事業の対象者で、県事業に

上乗せして治療費の助成を行うことを現在検討

しております。また、この事業を実施すること

で不妊に悩む方の負担をわずかでも解消し、さ

らに少しでも出生率の増加につながれば、子育

て支援対策として、また少子化対策として有効

な手だてではないかと考えているところであり

ます。 

  次に、医療費無料化の小学６年生までの拡大

の御質問でありますが、平成24年７月より子育

て支援医療制度について、山形県医療給付事業

の制度改正により、助成対象となる子の親への

所得制限を廃止し、所得制限により適用外とな

っていた子供たちについても子育て支援医療制

度により給付が受けられるようになり、対象者

の拡大が図られました。あわせて、市単独の制

度になりますが、小学３年生までの外来診療分

の窓口負担についても助成対象とする拡充を行

いました。拡充した医療費助成の費用として、

平成24年度は７月から３月までの費用はおよそ

1,900万円程度と見込んでおります。 

  小学生の外来診療に対する医療費助成は、山

形県医療給付事業の補助対象とならないため、

全額市の財源から支出となります。さらに、医

療費助成事業の実施によって国民健康保険の国

庫補助が減額されるという財政運営の影響も勘

案しなければなりません。子供への医療費助成

の制度化については、本年10月、東北市長会が

国へ制度創設の要望と財政支援を求めていると

ころでもあり、さらなる対象者の拡大に関して

は今回の事業費とその効果を十分精査した上で

判断してまいりたいと考えております。 

  保育所民営化と職員の待遇改善についてとい

うような御質問でありますが、新庄市の公立保

育所は平成16年度に東部保育所をパリス保育園

として、平成22年度には北部保育所を新庄保育

園として２所を民営化しております。また、昨

年度末に老朽化した乳幼児保育所を廃止し、南

部保育所、新庄保育園にその機能を移転したと
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ころであります。 

  今年８月に、幼児期の学校教育、保育、地域

の子供、子育て支援を総合的に推進することを

目的とした子ども・子育て関連３法が施行され

ました。この中では、認定こども園制度の改善、

認定こども園、幼稚園、保育所を通した共通の

給付、地域の子供、子育て支援への充実がうた

われており、平成27年度からの本格施行に向け

国において各制度の細部の検討が行われており

ます。 

  このように、公立保育所を含めた子育てのあ

り方については、現在大きく動こうとしている

現状でありますので、今後の国の動向を見据え

ながら、本市の将来的な保育需要にも対応でき

る保育所運営を進めてまいります。 

  保育士の待遇改善に関しましては、新制度に

おいても処遇改善等の対応が行われることとな

っておりますが、新庄市においては来年度に複

数名の正職員保育士を採用する予定であります。

嘱託保育士につきましても、各保育所において

増員配置をしており、あわせて嘱託職員の賃金

を増額し、待遇改善を図っているところであり

ます。今後も保育環境の充実を図りながら、保

育の質の維持向上に努めてまいります。 

  次に、保育料の軽減、減免に関する質問でご

ざいます。 

  新庄市は、保育料負担軽減のために各家庭の

所得に応じた保育料を設定しております。特に

多子世帯については、保育所に同時に入所した

場合、第２子を半額に、第３子以降については

無料としており、生活保護世帯や母子世帯につ

いても保育料の軽減を行っております。また、

認可外保育施設についても、多子世帯に対する

補助金の交付により保育料の軽減が図られてい

るところであります。減免措置については、児

童が病気などにより１カ月以上通所できない場

合などにおいて減免を行っており、今後も規則

に基づく措置並びに多子世帯への負担軽減を継

続しながら、子育て支援の充実を図ってまいり

たいと考えております。 

  次に、学童保育の充実に関する質問について

お答えさせていただきます。 

  少子化により児童数が減少傾向にある中、女

性の就労や共働き世帯の増加などにより保育に

欠ける児童がふえてきており、特に景気の低迷

により低額な利用料の公立の学童保育所への入

所希望者が多く、また平成25年度から入所児童

の年齢制限が撤廃されることから、学童保育へ

の需要は今後も変わらないと推察しております。 

  公立の学童保育所である中央学童保育所、日

新学童保育所、北辰学童保育所につきましては、

施設の老朽化から発生する問題や手狭さの問題

を抱えながら、現在の施設、また近くの公園、

広場などを利用しながら放課後の安全な遊び場

の提供を行っております。また、長距離の通学

路の安全性の確保が長年の課題でありました日

新学童保育所につきましては、課題の解決に向

け内部検討を進めております。12月定例会産業

厚生委員協議会にその取り組みについて情報提

供したいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。今後、こうした問題を解決する

ために、学童保育所の移転等を検討する際には

子供の遊びについても着目し検討していきたい

と考えております。 

  また、児童の保育を行う指導員については、

児童の遊びを指導できる保育士の資格を有する

方を各学童保育所に常勤として複数名配置して

おり、児童の安全の確保はもとより、児童の自

主性、社会性、創造性を高め、地域における健

全育成活動の助長を図るよう指導を行っており

ます。 

  次のいじめ関連に関する御質問につきまして

は、教育長のほうから答弁させますので、壇上

からの答弁を以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

沼澤恵一議長 教育長武田一夫君。 
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武田一夫教育長 いじめを解決できる学校体制を

つくるためにの第１点目、子供の命が最優先の

原則を明確にしているかについてお答えいたし

ます。 

  新庄市では平成５年１月に発生した生徒の痛

ましい死亡事故を機に、命の尊厳を根底に据え

た心の教育の充実を最重点に全教育活動を推進

してきております。市内の全ての学校がこの共

通理解のもとで命を大切にしながら豊かな心を

育てることに地域とともに長期的に取り組み、

今日に至っているものであります。 

  ２点目の厳罰主義でなく、加害者が心から反

省し、いじめをやめるまで対応し切ることを重

視しているかについてでありますが、生徒指導

の目的は、発生したいじめなどの問題行動への

指導という消極的なことばかりではなく、子供

の自己指導能力を育成することだと言われてい

ます。この自己指導能力とは自分も相手の存在

も大切にした判断と行動ができる能力ですが、

新庄市ではこのような能力を育むことを大切に

した、いわば育てる生徒指導を小中学校の９年

間で推進していこうとしています。いじめなど

の問題行動への指導に当たっては、このような

日常的な育てる生徒指導を前提にしながら、加

害の子供及びその周辺の子供への指導の際は事

実を確認した上で相手も自分も大切にした行為

だったかを振り返らせることが第一となります。

ケースによってはその振り返りは時間がかかる

こともありますが、結果を急がず、粘り強く指

導しています。 

  なお、解決した場合も、学校では引き続き組

織的な対応によって被害の子供や加害の子供に

複数の目で気を配り、声がけをすることとして

おります。 

  いじめ解決の体制強化のための教職員多忙化

の解消というようなことについてでありますけ

れども、新庄市教育委員会の支援や対策として

は次のようなものが上げられます。 

  管理職の学校マネジメント力を強化するため

の支援として教育委員会訪問や市校長会での指

導、人的環境整備として集団学習指導員や図書

館支援員として地域コーディネーターの配置、

シャイニングクラスの運営や教育相談員の配置

など、また教員の資質能力の向上を図る支援と

して市教育研究所の各種講座運営や養成訪問指

導、業務の効率化への支援として教員への校務

用パソコン１人１台の配備による事務処理の効

率化、指導要録の電子化などを実施しておりま

す。 

  いじめの深刻化の背景にある全国学力テスト

の中止等々の件でありますけれども、全国学

力・学習状況調査は平成19年度から実施され、

今年度６年目となります。平成22年度からは全

校参加ではなく抽出参加となり、抽出校以外の

希望参加校からは成績について提出を求めてお

りませんので、市内各校の成績を市教委が把握

し、競わせて学力の向上を図るという指導は今

年度も行ってきておりません。これからも全国

学力・学習状況調査の目的を尊重しながら引き

続き有効活用を図ることで、過度な競争や序列

化をあおるのではなく、本市の児童生徒の実態

を把握し、その分析から改善策を探り、学校や

保護者、地域と連携して子供たちの学力向上に

努めてまいりたいと考えております。以上でご

ざいます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ありがとうございまし

た。 

  市長とはやはり国政の問題での意見、見方が

違っているのはとても残念だなと思います。し

かし、私が言ってるように、消費税増税は被災

者が増税になり、また生活保護世帯も増税にな

り、わずかな年金で暮らしている方も増税にな

り、低賃金で暮らしている方が増税になりとい

うことで、収入が少ない、本当は税金負担を求
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めるべきでない方々から増税という形で、物を

買えなくしてしまう、そういうことにつながる

ということで、そういう税金の取り方ではなく

て、１億円以上のある、あるいは100億円とい

う収入もあるような大金持ちの方が日本にはお

られます。そういう方々は１億円を超えると税

率が下がっております。100億円になると14％

の税負担だそうです。100億円の収入だと余り

にも低過ぎるなというところがあります。そう

いうところを見直しして、消費税増税なくとい

うふうに言えるんじゃないかなと私たちは思っ

ております。そういう点も今後見ていただきた

いなと思います。 

  １つですけれども、いじめなどの問題で少し

でも疑いがあれば、直ちに全教師、職員で情報

を共有し、悪化させない。また、保護者全員に

お知らせして子供の様子をみんなで見るという

ようなことが大切ではないかと思うんですが、

そういう対策はどうでしょうか。 

髙橋千春学校教育課長 議長、髙橋千春。 

沼澤恵一議長 学校教育課長髙橋千春君。 

髙橋千春学校教育課長 そういうふうな体制をと

っております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 前の市教育委員会の話

の中で、いじめの数は新庄市は少ないというよ

うな数であったいうような話を聞いたことがあ

ります。数値目標の管理は、減らすみたいな、

そういう管理はやめるようにお願いします。 

沼澤恵一議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時４７分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

山口吉靜議員の質問 

 

 

沼澤恵一議長 次に、山口吉靜君。 

   （１７番山口吉靜議員登壇）（拍手） 

１７番（山口吉靜議員） 皆様、御苦労さまでご

ざいます。絆の会、山口吉靜でございます。私

がきょうの最後になります。よろしくお願いし

ます。 

  厚生労働省は、９月の敬老の日に合わせて、

100歳以上の高齢者は５万1,376人に達したと発

表されました。戦後間もない1950年ではわずか

97人で、文字どおりまれで、30年を経過した80

年でも989人でした。しかし、それ以降は加速

的に増加して、90年には3,223人、2000年には

１万2,256人になり、それから12年後には５万

人を突破、遠くない将来、10万人以上の国民が

100歳を超えるのも夢ではなくなりつつありま

す。100歳以上の人口増大の理由として、戦後

になってからの医療、介護保険などの分野の目

覚ましい進歩があったことによります。101歳

になられる聖路加国際病院理事長の日野原重明

氏が最近でも全国各地で精力的な講演活動を行

っておられると、深く感動しておる一人であり

ます。 

  問題は、日本経済が慢性的な低迷状態にあり、

大学を出た若者たちの就職の悪化が続いており、

65歳定年制の実施についても不十分な企業が多

い状況にある中で、60代後半の人たちの雇用の

確保は容易ではないことであります。今回の総

選挙で政権を担う政府は、60代後半の人たちを

含めて高齢者の雇用環境の改善などの抜本的な

高齢者対策に取り組んでもらいたいものであり

ます。 

  また、ことし１月から11月の自殺者が２万

5,754人となり、15年ぶりに年間３万人を下回

る見通しであることが、７日、警視庁のまとめ
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でわかりました。11月までの自殺者は昨年の同

期間よりも2,800人減少したと。昨年の年間自

殺者は３万651人でした。内閣府によると、自

殺者は1998年に３万人を初めて突破し、2003年

には過去最悪の３万4,427人となりまして、そ

の後も３万人を超える年が続きました。自殺の

背景の一つには生活困窮があって、生活保護の

給付水準や認定方法の見直しを考えております。

制度が困窮者に届いていない現状をまずは見直

すべきであります。 

  それでは、発言通告に従いまして一般質問を

させていただきます。よろしくお願いします。 

  次の５点について質問をさせていただきます。 

  まず１点目は、市営住宅についてであります。 

  市営住宅の今後建てる計画、市営住宅を建設

し、住宅に困窮する低所得者に対し低廉な家賃

で賃貸し、人口増につなげることが重要である

と考えますが、現在入居できずに待機している

と思われる人はどのぐらいの人数でありますか。

また、今後建てる計画、対策などについてもお

伺いいたします。 

  次に、２点目はハザードマップについてであ

ります。 

  梅雨や台風、大雨での崖崩れなどの土砂災害

が発生しやすくなります。したがって、対象地

域の土砂災害に備えての各種情報を掲載した地

震ハザードマップ、土砂ハザードマップが必要

であります。その辺どのような対策を行ってい

るか、実施されるかお伺いいたします。 

  次に、３点目はコンビニ交付についてであり

ます。 

  25年度から軽自動車税についてコンビニ収納

を導入する予定になっておりますが、市が交付

する各種証明書等住民票の写し、印鑑登録証明

書に加えて、各種税証明書、戸籍証明書などの

コンビニ交付について、今後の対策実施予定に

ついてお伺いいたします。 

  次に、４点目は認知症などへの対策について

であります。 

  認知症、アルツハイマー病や脳血管障害など

の病気は、脳の細胞が死んだり、働きが悪く、

物忘れや妄想、徘回の症状が出たりするわけで

すが、薬で病気の進行をおくらせる治療や根本

的な治療法は確立されていない。厚生労働省は、

６月、在宅での早期医療支援の実現や入院患者

の半数が２カ月以内に退院できることを目標と

する報告書をまとめたとあります。また、厚生

労働省は、来年度から新たな認知症対策を始め

ると言われており、体制整備が急がれておりま

すが、新庄市としていかに対応されるか、また

現状についてもお伺いいたします。 

  次に、５点目は高齢者雇用の現状についてで

ありますが、少子高齢化の進行で懸念される労

働力不足への対策や、団塊世代の能力活用策の

一環として高齢者の雇用促進が課題となってお

ります。また、年金制度改革で無年金、無収入

が生じることに対応する65歳雇用問題への対応

も喫緊の課題となっております。本市の高齢者

雇用実態について、また今後の対策、対応、実

施についてお伺いいたします。 

  以上で壇上での私の質問を終わります。御清

聴ありがとうございました。御答弁よろしくお

願いします。（拍手） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

沼澤恵一議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山口市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  初めに、市営住宅についてでありますが、本

市では現在５団地362戸の市営住宅を管理して

おります。11月中に４戸で退去があり、98.9％

の入居率となっております。現状では市営住宅

の新規建設計画はございませんが、北新町団地

や玉の木団地は昭和48年から53年にかけて建築

された住宅で、経年劣化とともに傷みも出てい

るため、平成10年度以降計画的に改修工事を行
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い、今年度は玉の木１号棟の屋根、外壁工事を

行っております。また、北新町団地２棟、玉の

木団地４棟、野際団地１棟については、浴槽、

風呂釜を入居者で設置していただいております

が、入居時の経費の負担軽減を図るため、退去

修繕の際に市で設置できないか検討していきた

いと考えております。 

  市営住宅への待機者数ということですが、今

年度の入居募集状況を見ますと、小桧室団地へ

の申し込みは１戸の募集につき７から８倍の申

し込み状況となっておりますが、他の団地では

１倍にも満たない場合がございます。住宅に困

窮している方は住宅を選ばずに入居していただ

いておりますので、あえて待機者数とすれば、

人気のある小桧室団地などの抽選に漏れた方々

が該当するのではないかと推測しております。 

  市営住宅につきましては、入居者が快適な生

活環境となるよう今後とも整備に努めてまいり

たいと考えております。 

  次に、ハザードマップについての御質問です

が、市では平成20年９月に新庄市洪水避難地図

として、最上川、升形川、指首野川、泉田川及

び大以良川が大雨によって増水して堤防の決壊

や越水が発生した場合に予想される浸水区域や

浸水深、洪水発生時の心構え、収容避難所など

を示した洪水ハザードマップを作成、平成22年

５月には地震防災マップ（ゆれやすさマップ）

として今後発生が予想される地震によって住ん

でいる地域でどれだけの揺れが予想されるかを

示した地震ハザードマップを作成し、いずれも

全戸に配布しております。市域の国・県が指定

した地すべり防止区域指定地など災害危険区域

のうち、人家が近く特に危険性が大きい19区域

を市の土砂災害危険区域に指定し、対象となる

地区での説明会を開催するとともに、土砂災害

危険箇所図を配布するなど、危険箇所と災害時

の対応について周知を図ってまいりました。 

  現在、県において土砂災害警戒区域及び土砂

災害特別警戒区域に関する基礎調査が行われて

おります。この調査を踏まえて、今後、地震、

水害、土砂災害など全て災害要因を盛り込んだ

ハザードマップの作成や市のホームページを活

用した災害危険箇所の公表を検討し、地域の危

険性を再確認いただき、有事に備えた防災意識

の向上を図るとともに、防災体制に万全を期し

てまいりたいと考えております。 

  次の御質問、住民票の写しや印鑑登録証明書、

各種税証明書などのコンビニ交付の御質問につ

いて、新庄市の今後の対応について回答させて

いただきます。 

  コンビニ交付は、住民基本台帳カードを利用

して住民票の写しなどの各種証明書をコンビニ

エンスストアで取得できるサービスであります。

平成24年11月30日現在で全国59市町村でサービ

スを提供しており、各種証明書の自動交付を実

施していることになります。住基カードで本人

確認を行うことにより、居住する市区町村の区

域を越えて休日や夜間でも証明書などを受け取

ることが可能です。一方、コンビニ交付の導入

に当たっては、現行の証明書交付業務との整合

性を図るとともに、自治体の規模や環境に合わ

せたシステムの改修が不可欠です。 

  また、さきの衆議院解散に伴い廃案になりま

したが、より公平な社会保障制度の基盤となる

社会保障税番号制度を導入する、いわゆるマイ

ナンバー制度に関する法案がございます。現在

検討が進められている法案の予定では、平成27

年１月以降に個人番号カードの交付に伴い住基

カードの交付が終了するというもので、住基カ

ードと個人番号カードの規格が変わってしまう

可能性がございます。こうした状況を踏まえ、

現時点ではコンビニ交付については時期尚早と

判断し、今後においても国の動向を見きわめ、

他市町村の情報収集を行いながら、費用対効果

も考慮し判断していきたいと考えております。 

  次に、認知症等への対応についてお答えさせ
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ていただきます。 

  御質問のとおり、厚生労働省では今年６月に

関係部局から構成された認知症施策検討プロジ

ェクトチームによる「今後の認知症施策の方向

性について」という報告書を公表しました。こ

の報告に基づき、平成25年度から29年度までを

計画期間とする認知症施策推進５カ年計画、通

称オレンジプランを策定しております。この計

画の基本目標は認知症ケアの流れを変えるとい

うことであり、これまでの認知症の人は精神科

病院や施設を利用せざるを得ないという考え方

を改め、認知症になっても本人の意思が尊重さ

れ、できる限り住みなれた地域のよい環境で暮

らし続けることができる社会の実現を目指すも

のであります。例えば、自宅からグループホー

ム、グループホームから施設や病院といったケ

アの流れを変え、むしろ逆の流れを目指し、状

況に応じた適切なサービス提供を行うことを目

標としております。 

  具体的な施策としては、地域で医療・介護サ

ービス、見守りなどの日常生活の支援サービス

が包括的に提供される体制を構築する手段とし

て、認知症ケアパスの作成・普及、早期診断・

早期対応、地域での生活を支える医療サービス

の構築、地域での生活を支える介護サービスの

構築、地域での日常生活、家族の支援の強化、

若年性認知症施策の強化、医療介護サービスを

担う人材の育成の７つを重点的に推進するとし

ております。 

  認知症は、75歳以上の約１割は認知症がある

と言われており、誰もがかかる可能性のある身

近な病気です。本市の認知症高齢者の状況です

が、平成23年４月時点での要介護認定者数

1,734人のうち日常生活に支障のある認知症高

齢者数が590人と、およそ34％を占めておりま

す。特に著しい精神状態にある方につきまして

は精神科への入院や介護老人保健施設などへの

入所が必要な場合がありますが、軽度の方や状

態の安定した方につきましては地域での生活を

優先に考え、在宅での訪問介護や看護、サービ

スつき高齢者専用住宅、認知症対応型デイサー

ビスやグループホームの利用など、できる限り

住みなれた地域で生活が続けられるような支援

を行っております。 

  また、認知症予防には健やかな日常生活が大

切でありますので、生活習慣病や適度な運動、

バランスのよい食生活など、さまざまな健康相

談や健康教室を開催して啓発に努めております。

特定健診や健康診査の受診勧奨も推進しており

ます。さらに、脳の活性化には人との交わりが

重要でありますので、趣味活動や交流の場を提

供する事業として地域活動組織育成事業ふれあ

いサロンを実施しております。 

  認知症は、適切な治療を行えば症状を軽減し

たり進行をおくらせることが可能ですので、早

期発見と早期対応が重要であります。認知症を

理解し、認知症のサインを見逃さないために、

認知症サポーターの育成や基本チェックリスト

による状態把握、医療機関との連携などもこれ

まで以上に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

  最後に、高齢者雇用の現状についてでありま

すが、国の試算によりますと平成32年には３人

に１人が60歳以上の高年齢者になると見込まれ、

また厚生年金の支給開始年齢が引き上げられる

ことに伴い、国としても高年齢者等の雇用の安

定を充実させるため、継続雇用制度の対象者を

限定できる仕組みの廃止、継続雇用制度の対象

者を雇用する企業の範囲の拡大など、平成25年

４月よりさまざまな法律の施行が行われます。 

  当市といたしましても、そういった状況を背

景に、県労働局、ハローワークと連携を密にし、

市内にある各企業に高年齢者の雇用確保措置を

要請し、希望者全員が65歳以上まで働けるよう

な制度の導入や現場環境の整備などに積極的に

取り組んでもらうよう働きかけていきたいと考
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えております。 

  また、少子高齢化の進行で懸念される労働力

不足の解消についても、高年齢者が活躍できる

場をふやすことでも解消されるのではないかと

期待しているところであります。急速に進んで

いる少子高齢化時代ではございますが、市民が

安心して暮らしていけるまちづくりを進めてい

きたいと考えております。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 御答弁ありがとうござ

いました。再質問をさせていただきます。 

  １番の市営住宅についてですけれども、民間

住宅に比べて市営住宅は家賃が安いと、これは

メリットですが、逆にデメリットでもあります。

入居者の客層は家賃額と正比例して、安い家賃

ほど滞納者が多いと言われております。 

  家賃の減免制度の内容についてお伺いいたし

ます。例えば収入が著しく低額になった、ある

いは災害により著しい被害を受けたとき、失職、

病気などで生活が困難なときに減免制度はどの

ようなものがありますか、お伺いいたします。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 ただいまの制度の内容に

ついて、手元にないものですから、この質問中

に資料をそろえまして、後ほど答弁させていた

だきたいと思います。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） それではお願いいたし

ます。 

  次に、ハザードマップについてお伺いいたし

ます。ハザードマップの種類としては、河川浸

水・洪水、土砂災害、地震災害、火山防災など

が上げられます。当市の災害ハザードマップに

ついての重点的な取り組みとか対策とか、そう

いったものがありましたらお伺いいたします。 

坂本清一環境課長 議長、坂本清一。 

沼澤恵一議長 環境課長坂本清一君。 

坂本清一環境課長 ハザードマップにつきまして

は、先ほど市長のほうから答弁ございましたと

おり、現在では地震の関係と土砂災害、当市の

場合、特に土砂災害につきましては、危険区域

というようなことで土砂災害に関する指定等に

つきましては現在79カ所ございます。ただ、こ

れについては地すべりあるいは急傾斜等重複す

る箇所数ではございますけれども、一番災害的

な要因とすれば、規模的な推測からしますと地

震、その次には土砂災害の危険の防止が重要で

あるというふうに考えております。そういうよ

うなことで、土砂災害につきましては先ほど申

し上げましたハザードマップ等をもとにして、

まずはそれらの危険箇所をそれぞれ周知を図る、

その上で災害的な特に気象災害、大雨等の場合

については速やかにそれらの地区に対して情報

を提供する、また住民におかれましては日ごろ

からそういうふうな土砂災害のおそれがあると

いうようなことを念頭に置いて、いざというと

きどういうふうな対応をするかというようなこ

とで、よりこれからも周知を強めてまいりたい

と思います。以上です。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  それでは、次にコンビニ交付についての中で、

民間企業に勤める市民と行政窓口の開庁時間の

ずれは、これは永遠の課題でありまして、市民

が窓口に来なくても済むことと、いつでもオー

プンしていること、そして所要時間を短縮する

こと。お手本は銀行のＡＴＭのサービスであっ

て、銀行はＡＴＭとキャッシュカードで窓口か

ら預金の出し入れ、送金といった単純業務を消

し去ったわけであります。また、障害者への福
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祉タクシー券とか、はりきゅう・マッサージ補

助券といったものまで土日、休日を含む朝６時

半から夜11時まで交付していますが、このノウ

ハウをそのままコンビニに引き継がれれば、市

民の皆様の役に立つわけであります。また、コ

ンビニ店員が関与しない無人交付とすることで、

利用者の安心感を高めるわけです。本市の計画、

対応について、この辺についてお伺いいたしま

す。 

荒澤宏二市民課長 議長、荒澤宏二。 

沼澤恵一議長 市民課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二市民課長 ただいま市民のサービス向上

ということで、窓口延長もしくは土日の開庁、

コンビニなどで今銀行というんですか、お金の

出し入れができたりとか、いろいろできるよう

な状況に倣ってできないのかなというような御

質問かなと思います。 

  先ほど市長の答弁にもございましたように、

新庄市としましてもそこら辺ちょっと研究して

みたところでございます。市長の答弁の内容の

とおり、いろいろ課題というんでしょうか、見

受けられたものですから、当面、状況を見守っ

て、なお研究を進めながら他市町村の動きなど

も見据えながら進めてまいりたいなと、検討し

てまいりたいなということで考えております。 

  市長答弁でありましたコンビニ交付について

なんですが、全国で59団体、今現在、全国の市

区町村の数が1,700ちょっとございます。その

うちの59団体が実施しておるわけですが、割合

からいきますと3.4％、非常にコンビニ交付の

実施団体が少ないという状況です。その理由と

しまして、市長の答弁あったように幾つかある

わけですけれども、１つは、今現在交付してお

ります住民基本台帳カードの普及がなかなか進

んでおらないというような状況があります。新

庄市では今現在1.5％ほどの交付枚数になって

おります。562枚です。山形県全体を見ますと

2.1％の交付割合です。日本全国で見ていきま

すと、ことしの９月末の数字しかないんですが、

695万枚の交付です。日本全国の割合は5.1％で

す、約5.1％。いずれにしても住基カードの交

付割合が非常に少ないと。コンビニ交付をして

ある程度成果を上げていると思われる都市部の

ほうですと大体20から30％ぐらいの交付でもっ

てコンビニ交付、住基カードの交付を受けてコ

ンビニ交付を実施しているところは割とコンビ

ニ交付の利用が多いようです。 

  それから、先ほども話ありました国の法案と

しまして社会保障税番号制度、それを導入する、

いわゆるマイナンバー制度というものが今国の

ほうで検討されておりまして、このマイナンバ

ー制度が検討されている内容としましては、個

人番号カード、これを全国民に、少なくとも15

歳以上の国民には交付したらどうかと、顔写真

つきの個人番号カードを交付して、検討の中で

はこれを無料で交付しようということが検討さ

れているようです。この個人番号カード交付に

伴いまして、今現在使われている住基カード、

それは交付をやめようというふうなことも国の

ほうでは検討しているようでございます。当然

個人番号カードを交付するに当たりましては、

住基カードとまた違うカードでございますので、

カードの中身、使い道というんでしょうか、そ

ういったところについても住基カードと若干規

格が変わっていくのではないかということで、

そういった法案が検討されているというところ

で、全国の自治体でも同じように、今すべきで

はないんじゃないかと、もう少し様子を見てい

こうというようなことで構えている自治体がほ

とんどでございます。 

  あと、市長の口からは金額は出ませんでした

けれども、コンビニ交付に係る経費が、これは

結構かかるもんですから、結果的には全国でま

だ３％ぐらいしか普及していないような状況か

なというところもあると思っております。 

  参考までに、財団法人地方自治情報センター、
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いわゆるコンビニ交付を進めようとしている財

団法人のホームページを見ますと、費用的には

住民票、印鑑登録をするだけで大体、平均なん

ですけれども、3,000万円近くかかるのではな

いかと、そして税証明や戸籍証明も入れますと

4,500万円ぐらいの初期費用、開発費用、かか

るのではないかと。あわせまして、負担金とか

保守料とか毎年少なくとも450万ぐらい毎年か

かるというような状況で、費用がちょっとかか

り過ぎるんじゃないかということで足踏みをし

ているところも多いのではないかなというふう

に思っております。 

  あと、よろしいですか。そんなところです。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 詳細に御丁寧な御答弁、

大変ありがとうございました。 

  次に、認知症などへの対策についてでありま

すけれども、これは安心して暮らせる生活支援

について、認知症高齢者を抱える御家族の負担

は大きいと思うんですけれども、家族介護者の

生活を支えるということも必要でありますし、

また介護保険サービスが十分に利用できるよう

に低所得者への支援を推進するなど支援につい

て、また家族介護者への支援とか体制支援につ

いて、ありましたらお伺いいたします。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 介護保険サービスにおけ

る低所得者の利用者負担軽減対策、それと家族

に対する支援ということで御質問いただいてお

ります。 

  最初に、利用者負担軽減対策としては、まず

特別養護老人ホーム、介護３施設等ございます

が、ここに入所利用されている方に対して特定

入所者介護サービス制度がございます。これは

所得に応じて負担限度額を低く抑えまして、こ

の差額を事業所に支給する形で行っておるんで

すが、利用者の半数以上がこの制度に該当する

形になっておりまして、23年度において１億

1,000万円、１億円を超える負担軽減を行って

いるというふうな状況でございます。 

  また、社会福祉法人が提供する介護サービス

を利用する場合、この利用負担額を25％減額す

る社会福祉法人利用者負担額軽減制度もござい

ます。このほか利用者負担額が高額になった場

合に支給する高額介護サービス等もございます

ので、利用者の状況に応じた負担軽減措置で対

応しているというふうな状況でございます。 

  また、家族介護に関する支援策としましては、

現在、家族介護者リフレッシュ事業というのを

行っております。内容としましては、要介護４

以上の方を在宅で介護している方に対して年２

回の日帰り旅行、それから１回の情報交換会と

いう形で開催しておりますが、年間大体20名弱

の参加というふうな状況でございますので、や

はり在宅介護前提ということですとなかなか外

へ出られないというふうな状況もございます。

ということもございますので、今後より多くの

家族介護者の方に参加していただけるように、

来年度以降、中身をもう一度精査しながら対応

していきたいと考えております。以上です。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 先ほどはどうも大変失礼

しました。 

  それでは、減免の率ということでの御質問で

したけれども、減免される理由については先ほ

ど議員のほうからおっしゃったとおりでござい

ます。その項目によりまして、家賃の100分の

10から100分の50の間でそれぞれの項目と収入

によって率を決めているということでございま

す。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ
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いました。 

  次に、高齢者雇用の現状についてなんですけ

れども、高齢者雇用にかかわる助成金とか高齢

者雇用確保充実奨励金、高齢者雇用モデル企業

助成金なんていうのがどのような形であるのか

お伺いいたします。 

田口富士雄商工観光課長 議長、田口富士雄。 

沼澤恵一議長 商工観光課長田口富士雄君。 

田口富士雄商工観光課長 本件を普及拡大させる

ために、国ではさまざまな奨励助成金を用意し

ておりますけれども、議員が最後におっしゃっ

た２つの助成金、奨励金は、実は平成22年度で

終了しております。 

  ただ、現在もさまざまございまして、例えば

定年の延長あるいは雇用継続等々これに踏み切

って実際に雇用した場合ですと、これは企業規

模、状況によって違いますけれども、40万円か

ら80万円ほど、またほかの企業から逆に定年後

に採用したという場合ですと70万円ほどですね。

また、ハローワーク等々を通じてやったりする

と高くなりまして90万円ほど、またさまざまな

職域拡大とか環境整備、これを行った場合には

最初のときに３分の１、500万円限度というよ

うなさまざまな措置がございます。 

  以上でございます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

沼澤恵一議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） 御丁寧な御答弁ありが

とうございました。 

  以上で再質問を終わります。 

沼澤恵一議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたします。 

 

 

散      会 

 

 

沼澤恵一議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を明日12月12日から12月

17日まで休会いたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 異議なしと認めます。よって、今

期定例会の本会議を明日12月12日から12月17日

まで休会し、12月18日午前10時より本会議を再

開いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後１時３５分 散会 
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平成２４年１２月定例会会議録（第４号） 

 

 

平成２４年１２月１８日 火曜日 午前１０時００分開議 

議 長 沼 澤 恵 一     副議長 小 嶋 冨 弥 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   髙  橋  富 美 子  議員     ４番   佐  藤  卓  也  議員 

  ５番   石  川  正  志  議員     ６番   佐  藤  義  一  議員 

  ７番   奥  山  省  三  議員     ８番   沼  澤  恵  一  議員 

  ９番   平  向  岩  雄  議員    １０番   小  野  周  一  議員 

 １１番   小  嶋  冨  弥  議員    １２番   清  水  清  秋  議員 

 １３番   小  関     淳  議員    １４番   遠  藤  敏  信  議員 

 １５番   新  田  道  尋  議員    １６番   下  山  准  一  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 髙 橋 則 雄  税 務 課 長 近 岡 晃 一 

市 民 課 長 荒 澤 宏 二  福 祉 事 務 所 長 小 野   享 

神 室 荘 長 信 夫 友 子  環 境 課 長 坂 本 清 一 

健 康 課 長 伊 藤 洋 一  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 田 口 富士雄  都 市 整 備 課 長 星 川 俊 也 

上 下 水 道 課 長 沼 澤 利 明  会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長 小山田   昭 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 柿 崎 憲 一  学 校 教 育 課 長 髙 橋 千 春 

生 涯 学 習 課 長 小 嶋 達 夫  生 涯 ス ポ ー ツ
課 長 高 木   勉 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員
事 務 局 長 安 食 敬 二 
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選挙管理委員会
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会

事 務 局 長 森   隆 志 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会

事 務 局 長 沼 沢 充 広 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 柳 橋   弘  総 務 主 査 高 木 祐 子 

主 査 川 又 秀 昭  主 事 八 鍬 貴 征 

 

議 事 日 程 （第４号） 

平成２４年１２月１８日 火曜日 午前１０時００分開議 

 

    （総務文教常任委員長報告） 

日程第 １ 議案第６６号新庄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第 ２ 議案第６７号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ３ 議案第６８号新庄市屋内ゲートボール場の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ４ 平成２４年請願第７号危険な垂直離着陸輸送機オスプレイの配備及び低空飛行訓練計画の

撤回を求める意見書の提出を求める請願 

 

    （産業厚生常任委員長報告） 

日程第 ５ 議案第６９号新庄市災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ６ 議案第７０号新庄市空き家等の適正管理の促進に関する条例の設定について 

日程第 ７ 議案第７１号新庄市技術上の監督業務を行う者を置く水道の布設工事等を定める条例の設

定について 

日程第 ８ 議案第７２号新庄市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

 

日程第 ９ 議案第７３号平成２４年度新庄市一般会計補正予算（第７号） 

日程第１０ 議案第７４号平成２４年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１１ 議案第７５号平成２４年度新庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議案第７６号平成２４年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１３ 議案第７７号平成２４年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１４ 議案第７８号平成２４年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１５ 議案第７９号平成２４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１６ 議案第８０号平成２４年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号） 
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本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）に同じ 
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開      議 

 

 

沼澤恵一議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第１議案第66号新庄市職員の

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてから日程第４平成24年請

願第７号危険な垂直離着陸輸送機オスプレイの

配備及び低空飛行訓練計画の撤回を求める意見

書の提出を求める請願についてまでの４件を一

括議題といたします。 

  本件に関し総務文教常任委員長の報告を求め

ます。 

  総務文教常任委員長小関 淳君。 

   （小関 淳総務文教常任委員長登壇） 

小関 淳総務文教常任委員長 おはようございま

す。私から総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案３件

と、９月定例会で継続審査となった請願１件の

４件であります。審査のため、12月12日午前10

時より議員協議会室において委員９名全員出席

のもと、担当課の職員の出席を求め審査を行い

ました。 

  議案第66号新庄市職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、総務課職員の出席を求め審査を行いまし

た。 

  担当課より、本案は人事院規則の改正により

公務員の特別休暇の取得範囲が拡大したことに

伴い、新庄市職員についても同様の措置を講じ

るため改正するものであるとの説明がありまし

た。 

  審査に入り、委員からさしたる質疑はなく、

この議案に関して採決した結果、議案第66号新

庄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例の制定については全員異議な

く原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  議案第67号新庄市山屋セミナーハウスの管理

を行わせる指定管理者の指定については、生涯

スポーツ課職員の出席を求め審査を行いました。 

  担当課より、10月１日に公募を開始したとこ

ろ２団体から応募があり、11月２日に選定委員

会を開き決定した。選定の理由については、事

業計画の内容が施設の設置理念及び地域特性を

十分に理解したものとなっており、また施設運

営に対する熱意や管理運営能力が高く評価され、

安定した運営が期待されるためとの説明があり

ました。 

  審査に入り、委員から、業務委託することに

よって費用の面でどう違ってくるのかとの質疑

があり、担当課より、平成25年度から指定管理

者の人件費が3,500円上がることにより少し高

くなるとの説明がありました。 

  また、委員から、山屋地区連合会という団体

はしっかり組織されているものなのかとの質疑

があり、担当課より、平成20年４月に設立し、

まちづくりの活動、ワークショップなども行っ

ており、非常にまとまった団体であるとの説明

がありました。 

  この議案に関して採決した結果、議案第67号

新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指

定管理者の指定については、全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  議案第68号新庄市屋内ゲートボール場の管理

を行わせる指定管理者の指定については、生涯
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スポーツ課職員の出席を求め審査を行いました。 

  担当課より、ゲートボール協会については指

定管理者として現在３期８年、通算で20年とい

う長い期間にわたり委託料無料で管理業務を行

っている団体である。選定の理由として、屋内

ゲートボール場のオープン以来ずっと無料で委

託してきた経緯があるということと、年間300

日近く利用するという活発な活動を展開してい

るということ、また総合的に判断して選定され

たとの説明がありました。 

  審査に入り、委員から、業務委託料なしで利

用料金を徴収して管理を行っているとあるが、

年間でどのくらいになるかとの質疑があり、担

当課より、平成23年の実績で約35万円であり、

その中から消耗品等を買い、運営を行っている

との説明がありました。 

  また、委員から、耐震問題は大丈夫かとの質

疑があり、担当課より、平成５年にできた施設

であり、耐震化については問題ないとの説明が

ありました。 

  この議案に関して採決した結果、議案第68号

新庄市屋内ゲートボール場の管理を行わせる指

定管理者の指定については、全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  ９月定例会より継続審査となっている請願第

７号危険な垂直離着陸輸送機オスプレイの配備

及び低空飛行訓練計画の撤回を求める意見書の

提出を求める請願については、総務課職員の出

席を求め審査を行いました。 

  審査に入り、委員から、政府の地方自治体に

対する説明が不足していて、判断材料が足りな

いという意見がありました。 

  また、委員から、新たな政権がどういう対応

をするか見きわめた上で判断してもいいのでは

ないかという意味で、継続審査にしてはいかが

かとの意見がありました。 

  継続審査とすることに関して採決した結果、

請願第７号危険な垂直離着陸輸送機オスプレイ

の配備及び低空飛行訓練計画の撤回を求める意

見書の提出を求める請願は、全会一致で継続審

査にすべきものと決しました。 

  以上で総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願いいたします。 

沼澤恵一議長 ただいまの総務文教常任委員長報

告に対して質疑に入りますが、議案３件と請願

１件を分けて質疑、討論、採決を行います。 

  初めに、議案第66号から議案第68号までの議

案３件に対し質疑に入ります。質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

これより採決いたします。 

  初めに、議案第66号新庄市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制

定については、委員長の報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第66号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第67号新庄市山屋セミナーハウス

の管理を行わせる指定管理者の指定については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、
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議案第67号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第68号新庄市屋内ゲートボール場

の管理を行わせる指定管理者の指定については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第68号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、平成24年請願第７号危険な垂直離着陸

輸送機オスプレイの配備及び低空飛行訓練計画

の撤回を求める意見書の提出を求める請願につ

いて、質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 継続審査という委員長

の報告で、さらにいろいろ審議を深めていただ

くという点では、私はその点については異議が

ないわけなんですが、傍聴の扱いについてなん

ですが、私、その委員会のとき傍聴させていた

だくことができましたが、途中で傍聴人に出て

いってもらうという形になって、採択の状況を

見ることができなかったということで、これは

委員会を秘密会にしたことになるわけなんです

が。 

沼澤恵一議長 ちょっとそれていますので、質疑

に集中してお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 継続ということでした

が、今後どのように深めるというか、学習会を

開くなり関係者から意見をもう一回聞くなりや

っていただきたいと思いますが、その点につい

てはどのようなお話になったんでしょうか。 

小関 淳総務文教常任委員長 議長、小関 淳。 

沼澤恵一議長 総務文教常任委員長小関 淳君。 

小関 淳総務文教常任委員長 それについては佐

藤議員も傍聴人として傍聴していただいた際に

聞いていると思いますが、やはり政権が、当時

はかわっていなかったんですけれども、現在は

かわっているんですが、政権がかわった後の対

応等を見ながら、あわせていろいろな情報を得

ながら取り組まないと判断できないということ

で、継続審査になったわけでございます。御理

解を。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 先ほど政権がかわって

どのような対応になるかということで、いろい

ろ情報を見ていきたいということでは、丁寧な

検討の中に入るかなということで、やむを得な

いかなと思いますが、しかし今のところはそれ

を変わるということはちょっと考えられないよ

うな気がしますし、実際に沖縄などで10万人も

の人が集まって、県知事を初めとしてこの配備

には賛成できない、計画を撤回してもらいたい

という大きな声になっております。あと基地の

ある地域の住民もそのような運動をしていると

聞いております。実際に今度私たち最上郡の上

空を飛ぶことになり、保育所の上を飛ばれたり、

あるいは市役所の上を飛ばれたりとか、家畜に

も影響を与えたりとか、そういったことが考え

られるわけで、もし事故が起きたら大変なこと

になるということは住民みんな考えておられる

ことだと思います。そういう意味でもぜひ前向

きな検討をお願いしたいと思います。 

  なお、つけ加えさせていただきますが、会議

規則105条では秘密会を開く議決があったとき

は、委員長は傍聴人及び委員長の指定する者以

外を会議室の外に退去させなければならない。 

沼澤恵一議長 佐藤議員、委員長報告に対しての

み質疑をお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 秘密会にすべきではな

いということを申し上げて、終わります。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ
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て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  平成24年請願第７号危険な垂直離着陸輸送機

オスプレイの配備及び低空飛行訓練計画の撤回

を求める意見書の提出を求める請願は、総務文

教常任委員長より継続審査の申し出が出されて

おりますので、継続審査といたしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

平成24年請願第７号は委員長報告のとおり継続

審査となりました。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

沼澤恵一議長 日程第５議案第69号新庄市災害対

策本部条例の一部を改正する条例の制定につい

てから日程第８議案第72号新庄市下水道条例の

一部を改正する条例の制定についての議案４件

を一括議題といたします。 

  本件に関し産業厚生常任委員長の報告を求め

ます。 

  産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

   （遠藤敏信産業厚生常任委員長登壇） 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 おはようございま

す。私から産業厚生常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託された案件は、議案４件であ

りました。審査のため、12月13日午前１0時よ

り議員協議会室において委員８名全員出席のも

と、担当課の職員の出席を求め審査を行いまし

た。 

  初めに、議案第69号新庄市災害対策本部条例

の一部を改正する条例の制定については、環境

課から補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  環境課の説明では、災害対策基本法の改正に

おいて、これまで都道府県及び市町村の災害対

策本部の設置にかかわる事項が同じ条文で規定

されていたものについて、大規模災害時の対応

の円滑化を図るため、県及び市町村の災害対策

本部の設置の条項についてそれぞれ明確化され

たことから、本条例の必要な条文整備を行うも

のとの説明がありました。 

  審査に入りましたが、委員からの質疑はなく、

採決の結果、議案第69号については全員異議な

く原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第70号新庄市空き家等の適正管理

の促進に関する条例の設定については、環境課

から条例の目的、各条文の具体的な説明を受け

た後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、応急措置を行う場

合に、職員だけで判断するのではなく、審議会

的なもので協議して判断する必要があるのでは

ないかという質問があり、環境課からは、現在

宅建業協会の協力を得て空き家等判定会議を実

施し、そこで危険度のランクづけを行い、危険

度の高いものをリストアップしている。応急措

置の事案でも十分に対応できるようにしている

との説明がありました。 

  また、委員から、行政代執行を条文化すべき

ではないかという質問があり、担当課からは、

行政代執行については行政代執行法に基づき対

応は可能であり、この条例において明文化はし

ていない旨の説明がありました。 

  さらに委員から、空き家等については居住し

ない建築物及びその敷地ということで定義して
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いるが、敷地内にある危険な草木等は含まない

のかという質問があり、これについては個々の

状況に応じて、空き家が原因で管理不全な状態

であり、それが危険な状態であるならば対処す

るといった説明がありました。 

  その他質疑がありましたが、採決の結果、議

案第70号は全員異議なく可決すべきものと決し

ました。 

  次に、議案第71号新庄市技術上の監督業務を

行う者を置く水道の布設工事等を定める条例の

設定については、上下水道課から補足説明を受

けた後、審査を行いました。 

  上下水道課の説明では、地域の自主性及び自

立性を高めるための改革の推進を図るための関

係法律の整備に関する法律が施行されたことに

より、市が経営する水道事業に関し政令で定め

る要件を参酌して条例で定める必要が生じたた

め、新たに設定するものとの説明がありました。 

  審査に入り、委員からは、国で定めている法

律を地方で条例化することになれば、職員の負

担はふえないのかといった質問があり、上下水

道課からは、これまで政令でやっていたものを

そのまま条例に移行する考えなので、職員の負

担増はないとの説明がありました。 

  その他質疑はなく、採決の結果、議案第71号

は全員異議なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第72号新庄市下水道条例の一部を

改正する条例の制定については、上下水道課か

ら補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  上下水道課の説明では、地域の自主性及び自

立性を高めるための改革の推進を図るための関

係法律の整備に関する法律が施行されたことに

より、公共下水道の技術上の基準等について条

例で規定する必要があるため改正を行うものと

の説明でありました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第72号は全員異議なく可決すべきも

のと決しました。 

  以上で産業厚生常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願いします。 

沼澤恵一議長 ただいまの産業厚生常任委員長報

告に対して質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 議案第70号の空き家等

の適正管理の促進に関する条例の設定について

でございますけれども、条例をずっと最後の13

条まで見させていただいたんですが、管理不全

な状況が見受けられたというときにこの条例が

発効してスタートする。最初は助言指導から始

まって、ずっと段階を追って最終的には住所氏

名等の公表というところで終わっているわけで

す。それで、なおかつ応じないときには市独自

で最小限の措置をとると。その費用は所有者に

請求というふうな条例の内容です。 

  一番の問題は、もともと、請求するのはわか

るんですが、自分で管理するというふうなこと

であれば、こんなことを段階を経て請求されな

くてももう既にやってるはずです。問題は、こ

の請求をやったときにその代金を回収できるか

どうかということが大きな問題になってくるん

じゃないかなというふうに思います。それで、

あるほかの自治体では罰金を設定したというと

ころも聞いておりますけれども、その辺を委員

会ではお話し合いになったかどうかお伺いした

いと思います。 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 議長、遠藤敏信。 

沼澤恵一議長 産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 どこに請求するか

というふうなことについての最後までの言及は

ありませんでした。ただ、明文化されていない

行政代執行については、法的手続を踏まえてい

けば可能というふうなことに落ちついたところ

です。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 
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沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 代執行をしたときは請

求しないのかどうか、その辺も明白でないんで

ね。要するにこの費用は誰が持つんだと、最終

的に。これは払わないときは市が全部持ってこ

れを解決していくというふうなことであればこ

れは問題ないんですけれども、所在がはっきり

しない。一番最後の費用の精算はどうするかと

いうことが、必ずこれ問題、将来なってくると

思うんですけどね。だからその辺を、条例制定

はいいんですけれども、はっきりしておかない

と、この中に、13条にも規則で定めるというふ

うには書いてあるんですけれども、その規則は

まだできてないようですが、今後それを煮詰め

ていくのかどうか、その辺のお話し合い、あっ

たかどうかお伺いしたい。 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 議長、遠藤敏信。 

沼澤恵一議長 産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 かなり踏み込んだ

議論はあったんですけれども、残念ながらそこ

については言及されませんでした。 

１５番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

沼澤恵一議長 新田道尋君。 

１５番（新田道尋議員） 今までなかった、新た

に条例を設定するという大変いい案でございま

して、これが使いやすくなるというふうな、市

民からの苦情もある程度は解消できるんじゃな

いかというふうになってくるんですが、大変い

いんですけれども、やはりそこら辺を詰めてい

ってやらないと、つまずくんじゃないかと私は

思うんです。ですから、前にも申し上げたとお

り、これは全員でいろんなこと、方角から考え

て、いいものをつくってスタートするべきだと

いったのが私の主張であります。お話ししない

とすればやむを得ないというふうに思っていま

す。終わります。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） 第１条なんですけれど

も、落雪等による事故防止とありますけれども、

例えば落雪、もちろん雪の問題は一つと思うん

ですけれども、台風とか突風とかそういったも

のがふえて、トタンが剝がされて危険性がある

というようなこともありますけれども、この辺、

台風とかそういったものの害は含まれますか。

「等」でありますので、あるんですが、その辺

のやりとりはなかったんでしょうか。 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 議長、遠藤敏信。 

沼澤恵一議長 産業厚生常任委員長遠藤敏信君。 

遠藤敏信産業厚生常任委員長 そのことのやりと

りはございました。台風等によって危険が生ず

るというようなおそれがある場合にも適用でき

るというふうなことでございます。 

１１番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

沼澤恵一議長 小嶋冨弥君。 

１１番（小嶋冨弥議員） わかりました。恐らく

「等」ということはその辺も含まれていること

と思いますけれども、その辺も検討なさったと

いうことを聞きまして、大変感謝申し上げます。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  初めに、議案第69号新庄市災害対策本部条例

の一部を改正する条例の制定については、委員

長の報告のとおり決することに御異議ありませ
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んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第69号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第70号新庄市空き家等の適正管理

の促進に関する条例の設定については、委員長

報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第70号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第71号新庄市技術上の監督業務を

行う者を置く水道の布設工事等を定める条例の

設定については、委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第71号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第72号新庄市下水道条例の一部を

改正する条例の制定については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第72号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

 

 

日程第９議案第７３号平成２４年

度新庄市一般会計補正予算（第７

号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第９議案第73号平成24年度新

庄市一般会計補正予算（第７号）を議題といた

します。 

  本件に関しては、既に説明が終わっておりま

すので、直ちに質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） 22ページの10款教育

費２項小学校費２目教育振興費の中の学校図書

館電算化支援事業委託料320万9,000円とありま

すが、こちらの内容を詳しくお願いしたいと思

います。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 学校図書館の

電算化支援事業委託料320万9,000円でございま

すけれども、この事業につきましては市内の小

中学校の図書館にございます図書、これについ

てデータ化する内容でございます。緊急雇用創

出事業を使いまして、いわゆるその入力業務を

行う作業等について業務委託を行うというふう

なことで、経費の内容につきましてはその人件

費と、それからパソコン、ソフト等の導入経費

でございます。以上です。 

３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） 市内で既に導入され

ている学校もあると聞いているんですけれども、

そのほかの学校に配置されるということなんで

しょうか。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 既にこれまで

導入している学校もございます。それを除いた

９校、一部、導入して古くなっているところも

ありますので、それも含めて９校のところで電

算化を行っていきたいと考えております。 
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３ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

沼澤恵一議長 髙橋富美子君。 

３ 番（髙橋富美子議員） それでは、そのパソ

コンのリースとかソフトに関する金額、また緊

急雇用される４名の方の金額等とか内容を教え

ていただきたいと思います。 

  また、27年度には小中一貫校がスタートする

わけですけれども、その際もまた新たにデータ

ベース化をされるのか。 

  最終的には各学校と市立図書館との相互に貸

し借りができるシステムなども考慮されての電

算化と捉えてもよろしいのでしょうか。 

  ３点お伺いします。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 議長、柿崎憲

一。 

沼澤恵一議長 教育次長兼教育総務課長柿崎憲一

君。 

柿崎憲一教育次長兼教育総務課長 まず１点目の

経費の内訳でございますけれども、人件費につ

きましては約200万円、率にして約64％程度で

ございます。それを除いた120万円ほどですけ

れども、これにつきましてはいわゆるパソコン

のリース料、それから表示のラベル等、それか

らソフトのリース料を含めましてそういう金額

になっております。 

  それから、２点目の小中一貫教育校について

でございますが、これにつきましては今回同様

にやっていくというようなことで、27年４月開

校でありますけれども、そこに合わせてスムー

ズにスタートできるような形で統合していきた

いと考えております。 

  それから、将来的な方向性としての図書館と

の連携のあり方ですけれども、確かに内部的に

はそういう話もございます。これについてはす

ぐすぐできるというものではございませんが、

そういう環境が整ったら検討してまいりたいと

考えております。以上でございます。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１０番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

１０番（小野周一議員） 24ページの農林水産業

費の農業振興費の農業振興行政事業費の農林水

産業創意工夫プロジェクト支援事業ですが、

869万円、これは県の３次募集による事業費と

聞いておりますが、どのような事業費が認可さ

れたのかお聞きしたいと思います。17ページ、

間違えました、どうも済みません。ページ数、

17ページでした。 

  あともう１点、18ページの担い手総合支援対

策事業費が610万円ほど減額なっているわけな

んですけれども、その理由等がありましたらお

聞きしたいと思います。 

  その２点についてお聞きします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 初めに、農林水産業創意工夫

プロジェクト支援事業費補助金についてですが、

今回12月補正でお願いしていますのは３件でご

ざいます。内容につきましては、自脱型コンバ

イン７条タイプのもの、それから乗用ビークル

ということで、田植えとか除草を、側条施肥と

乗用溝切りを同時に行える作業機、それから同

じく自脱型コンバイン４条タイプのものという

ことで、３件、今回申請がございまして、10月

15日の県の審査会は現在のところ通過している

というふうなものでございます。 

  この事業の趣旨としましては、今後ますます

高齢化して農業後継者が少なくなっていく中で、

作業受委託をさらに進めていくというふうな狙

いでもって地域農業に貢献するという趣旨で導

入をしたいというふうな内容でございます。補

助率につきましては３分の１でございます。 

  それから、担い手総合支援対策事業費でござ

いますが、610万円の減額につきましては戸別

所得補償経営安定推進事業ということで、交付

金でございますが、農地集積協力金の中の経営
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転換協力金ということで、いわゆる農業規模を

縮小して他の担い手のほうへ農地を集積して、

農業をやめるというふうな方に対する交付金で

ございますが、５月のアンケート調査、記名式

の意向調査を行った結果、農業をやめたいと、

白紙委任して担い手に農地を預けたいというふ

うな意向がございました。それにつきまして再

度その方々に今年度白紙委任するかどうかの再

確認をとったところ、これまでの補正金額と照

らし合わせて回答をいただいた差額の減額補正

となるんですが、0.5ヘクタール以下の所有者

が白紙委任したいという方が３件、それから

0.5から２ヘクタール以下の方が１件、それか

ら２ヘクタール以上の農家の方が10件おりまし

て、この方々に交付する交付金と、これまで補

正いただいた交付金の差額を今回減額補正させ

ていただくというふうな内容でございます。以

上です。 

１０番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

沼澤恵一議長 小野周一君。 

１０番（小野周一議員） 創意工夫プロジェクト

のほうはわかったんですけれども、２点目の戸

別補償に関する委任ですよね、管理するって。

そういう場合、前も説明会で私聞いたんですけ

れども、今、農業委員会の場合、土地をあっせ

んする場合は属地法である程度やっているわけ

ですよね、属人じゃなくて。そうした場合、そ

の集落の環境等が、白紙委任した場合、営農等

に影響しないかという、私、懸念あるんですけ

れども、その点、農業委員会とのかかわり合い

はどのようになっているのか。白紙委任した場

合ですよね。例えば、その地域で、その集落で

営農が維持管理がスムーズにいってるものが、

他集落から白紙委任した結果、やはり集落の維

持管理、営農に関する維持管理もろもろのもの

が支障を来すのではないかと私思うんですけれ

ども、現在の農業委員会で第３条なり集積なり

した場合は属地法でやってるわけですよね。自

分の農地を例えば貸す場合は隣の人またはその

集落の人に優先的にその農地をあっせんすると

いう、あるわけですけれども、白紙委任した場

合、そういうもろもろが崩れていくんじゃない

かと私は考えるんですけれども、その辺はどの

ように考えて、白紙委任をした場合、相手方に

与えるというか、あっせんしているのか、その

辺をお聞きしたいと思います。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 今年度から始まりました人・

農地プランにつきましては、９月末日をもって

新庄市のプランが作成されました。そのプラン

のエリアとしましては、当新庄市にはＪＡが２

つございますので、ＪＡ新庄もがみ萩野支店管

内と、それからＪＡ新庄市管内ということで、

２つのエリアでもって人・農地プランを作成し

たところでございます。このプランにつきまし

ては、これから農業を担い手としてやっていき

たい方、それからただいま説明いたしました経

営展開、いわゆる農地を白紙委任して農業を担

い手に譲りたいという方、この方々が記名方式

で意向を示してございますので、これについて

人・農地プランについて計画を盛り込んだとこ

ろでございます。 

  ただいま申し上げました２つの地区に分けた

理由としましては、それぞれのＪＡが農地利用

集積円滑化団体、この事業も兼ねて行っており

ますので、当然白紙委任された農地につきまし

ては第一義的にはその円滑化団体を窓口としま

して調整をしていただきたいというふうなこと

でございます。当然受け手の側としてのメリッ

トも連担する農地というところで作業効率を高

めていくというふうなことで、受け手に対する

支援ということで規模拡大加算などもございま

すので、当然受け手側も有利になるように、そ

の辺は地縁的なまとまりのあるところからやは

り白紙委任された農地については連担集積して
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いくべきであるというふうに考えていますので、

このような内容につきましてはＪＡが行ってい

る円滑化団体と、それから農業委員会と農林課

が今後事務レベルで、このような白紙委任、農

地の流動化について今後どういうふうな交通整

理をしていくかというふうな担当者レベルの会

議をまずこれから近々に開催して、この辺交通

整理をしていきたいというふうに考えていると

ころでございます。以上です。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 私のほうから二、三点

お聞きしたいと思います。 

  まず１つ目、９月議会で一般質問させていた

だいたときに、生活道路の件に関して、22ペー

ジ、８款２目、生活道路の除排雪、100万何が

しを予算化していただいて大変ありがたく思っ

ていますが、この内容というか、要綱も市報等

でも載ってたんですが、この辺をもう少し詳し

く、どういうふうなところが対象になるとか、

その辺詳しくもう少し。その辺の対象になるよ

うな地域が、地域というか、生活道路、どのぐ

らいあるのか把握して予算をつけたのか、その

辺まずお聞かせいただきたいと思います。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 生活道路排雪事業費の補

助金について、内容についてお知らせしたいと

思います。 

  やはり22、23年と豪雪が続きまして、生活道

路の排雪につきましてはその地域の皆様がする

というのが原則でございます。そのために、生

活道路の排雪につきまして、どういうふうな状

態なのかということにつきまして、今年度、ア

ンケートをとったところでございます。そのア

ンケートの項目についてはいろんな項目がある

んですけれども、その中で排雪費が幾らかかっ

たのかというふうなアンケートの項目もそこに

はございます。その結果ですけれども、やはり

一番多く使ったので50万円も使っているような

ところも１カ所あるんですけれども、平均しま

すと大体５万から６万円、その地域で排雪費と

して使っているということでございます。 

  それで、そういうふうなアンケートの結果も

受けまして、さらにまた生活道路を抱える地域

の皆さんの経費の負担軽減といいますか、そん

なものを考えまして今回この予算計上させても

らったんですけれども、内容的には平均的に６

万円ぐらいが通常といいますか、豪雪時には平

均して使っているんだろうと。豪雪時に６万円

を超える部分につきまして、この超える部分の

２分の１、上限は３万円です。２分の１で補助

したいということでございます。この３万円に

設定した理由もあれなんですけれども、いわゆ

る12万円使っているというふうな部分が全体の

６割を超える部分で12万円の経費を掛けており

ます。ですから、６万円を超えて12万円まで使

った場合は最大限３万円とするというふうな内

容でこの３万円というものを設定させてもらっ

たところでございます。要件としましては、豪

雪時の住民負担の軽減だということで、豪雪時

になりますと市のほうでも対策連絡協議会、目

安としては積雪が120センチを超えた場合ある

いは今後も降り続ける場合というようなところ

で対策連絡協議会を立ち上げますけれども、そ

ういうふうな連絡協議会が立ち上がった豪雪時

に対してこの補助要件を適用させたいというふ

うに考えております。 

  あと対象者ですけれども、対象者については

生活道路の除雪として市のほうに申請されてい

る350何地区あるんですけれども、そこが全て

対象だと。ただし、先ほど言いましたように豪

雪時に対する支援だということでございます。 

  あと市報等といいますか、いわゆる住民に対

する周知につきましては、この議会が、この補
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正予算が通った後で要綱等が交付されますので、

１月の市報あるいはインターネット等でこの制

度の内容については周知していきたいと思って

おります。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） 課長のほうから説明い

ただいたんですが、この生活道路に対しての市

の取り組み方、やはり市民は市道、県道沿いに

かかわらず生活している道路は同じなわけです

から、生活環境。やはりこれからもっともっと

生活道路に対しての市の対応、重要視して考え

ていただければなと思いますので、これからも

ひとつ生活道路に対してのいろんな、当然予算

措置にかかわるものでありますが、対応をお願

いしたいと思います。 

  そして、除排雪関係なんですが、全体的な除

排雪、総合雪対策事業、21ページの道路の除排

雪業務費、この中で除排雪に関して、道路の除

排雪を業者に委託しているわけなんですが、こ

れは前から恐らく市民の方々は物すごく業者間

に道路の作業のやり方が非常に格差がある。と

いうことは、正直言って下手なところとうまい

ところが、担当課のほうでもそれなりの苦情等

とかでいろいろ把握されていると思います。や

はりそうした業者間の格差は多少はあるかと思

いますが、その辺を、これは対策室、やはり同

じような形で道路というのは除排雪していただ

くのが市民生活をよりよくさせるためなんです。

苦情が来るようじゃ大変な、市民生活、市民は

不安があるわけで、そうした徹底してやるとい

うか、もっともっと業者に徹底した作業をして

もらうということを考えれば、やはりひとつ

我々にも路線を委託している会社、きちっと提

示して、そういうふうにやってもらって、各路

線の委託している会社名、我々にそういうふう

な明確にわかるようなものを提示していただき

たい、これは要望なんですが。また、市民も誰

がここの路線、俺のところの路線を業者がして

いるかということを知りたいというか、誰がや

っているかわからないでいる市民もいるわけで

すから、その辺もひとつきちっと何らかの形で

業者をきちっと市民にわかるように、何らかの

形で提示していただければなと思いますが、そ

の辺、課長、どういうふうな考え、お聞かせい

ただきたい。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 新庄市の除雪につきまし

ては全部委託事業で行っております。今年度は

まだ４回しか出動してないのであれなんですけ

れども、昨年の市民からの声を見ますと、やは

り上手下手といいますか、そんなものもござい

ます。それで、実際に除雪やってなおかつ圧雪

状態が直ってないとかっていう、そういうよう

な苦情につきましては、うちのほうもパトロー

ルしてますので、そういうところについては再

度この業者にさせるというふうな指導を徹底さ

せているところでございます。 

  それから、60工区ぐらいあるんですけれども、

この工区の業者につきましては、たしか工区が

決定したときにインターネット上で市のホーム

ページで出していると思ったんでしたけれども、

その中に業者も入っていると思いますけれども、

もし入ってなければ、その中にも業者を入れな

がら、この工区はこの会社ですよというような

ところでは周知はしていきたいと思います。 

１２番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

沼澤恵一議長 清水清秋君。 

１２番（清水清秋議員） ３回目、これで終わり

なんですが、ひとつぜひ課長、そういうふうに

して、やはり市民にわかるように、提示できる

ものは提示していただいて、よりよい方向で排

雪ができるように、そしてまた市民にもわかり

やすくしていただきたいなと思います。 

  あともう一つ、18ページの土地改良事業費、
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農地費、これは今、本合海地区で上野の経営体

育成基盤整備事業負担金830万何がし、このた

び載っておるんですが、この事業の中で何かし

らこういうことが起きていること、把握してい

るかなと思うんだけれども、今、かなり事業が

進んでいる中ですが、どうも事業をやっている

中で問題が起きている。これは直接市にかかわ

るということはないわけですけれども、県のほ

うとの話し合いの中で、農道に敷く砂利が確保

できない。県のほうの話し合いの中で、新庄土

地改良区の中での事業なので、土地改良区が合

併したから、新庄土地改良区の中では話し合い

なってきて進められてきていると思うんですが、

これが県のほうが二転三転して、敷き砂利が確

保できないというか、敷き砂利を最初に確保し

たのは、今いろんな市道の舗装事業をやってい

ますね、凍上災とかいろいろ。それで出た、掘

削したとか、舗装の下のところの砂利とか、掘

削したものを使うようにというような話し合い

になってきたと聞いておるんですが、それがど

うも使えない状況になってきたと。県のほうが

話をそういうふうなことで、あそこの土地改良

区では非常に困っている、それを確保するのに

困っている。 

  こういう状況は農林課長はわかっているかわ

からないかあれだけれども、私も少し話しした

ことあるんですが、これはやはり、市はこれだ

けせっかく予算を整備負担に伴っているわけで、

その辺を県とその内容について話し合ってとい

うか、話を聞いた際には解決できるように、ひ

とつ進めていただきたい。こういうふうに県の

側の二転三転している状況は私も把握している

んですが、ただ、それだけでは土地改良区の事

業が進められない。特に来年度、そこは作付な

るわけですから、そういうふうな状況で事業さ

せているというか、どうも納得しがたい中で事

業しているんだなということで、私も不思議に

思ったんですが、その辺、農林課長、ぜひひと

つ市のほうもこれだけ事業費を土地改良区に本

当に確保してもらっているんですけれども、そ

の辺恐らく土地改良区のほうでも話をしている

かなとは思うんです。その辺、今の私の話の内

容で今進められている中でありますので、ぜひ

県と、県の土地改良区に対してのそういうふう

な曖昧な形で進められているような事業に対し

て、農林課長、その辺も把握していただいて、

どういう状況であるのかわからなかったら、ど

ういう状況であるのか把握して何らかの対策を

講じていただければと思うところであります。

その辺、農林課長、わかる範囲で。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 ただいまの御質問、多分再生

アスファルト合材のリサイクルと申しますか、

今年度凍上災で県道あるいは市道を剝がして再

度農道等の敷き砂利に使うというふうな物件か

なというふうに感じたところでございます。 

  確かに上野地区の圃場整備につきまして、現

在、今回の補正につきましては工事のおくれと

いうことで、河川占用許可が出るのが遅かった

ということ、あるいは工法の変更ということで

面工事がおくれているというふうなことで、25

年度事業費を前倒しさせていただいて24年度に

使わせていただきたいというふうな内容でござ

いますが、この地区におきましてお話を聞けば、

圃場整備区域の中に法定公共物があり、その法

定公共物を生活道路として使っている、その道

路につきましては再生アスファルト合材を敷い

て使いたいというふうなことだと思います。 

  そのようなことで、当然改良区と、それから

県営でございますので農村整備課、その辺等お

聞きしながら、あとこの地区につきましては農

地・水の事業もやっておりまして、農地、農用

地区域の中に入っていればそういった農道の整

備もできるというふうな事業にも取り組んでお

ります。しかしながら、同じ事業が１つのとこ
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ろにかぶさって行われるということはできませ

んので、この圃場整備を行っている地区そのも

ののエリアの中には農地・水での敷き砂利はで

きないわけなんですが、その辺個別具体的にど

こにどういうふうな問題があるか、関係する農

村整備課あるいは新庄土地改良区と清水議員と

の話もより具体的に個別的にお聞きしながら対

応していきたいと考えていますので、よろしく

お願いします。 

沼澤恵一議長 ほかに質疑ありませんか。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１１時０４分 休憩 

     午前１１時１４分 開議 

 

沼澤恵一議長 休憩を解いて再開いたします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 14ページの３の３で、

人工透析患者通院交通費助成事業が出ています

が、どのような内容なのかお願いします。 

  ５ページの３の８で、介護保険への支出増が

ありますが、施設がふえているということが大

きく反映しているように思います。その施設の

内容のチェックはどのようにしておられるでし

ょうか。 

  それから、16ページの３の２で、生活保護事

業費の増がありますが、その内容についてお願

いします。 

  これについて、さらにですが、扶養義務の強

化というようなことが言われていますが、その

こととか、あるいは金額の１割カットなどとい

う怖い話も出ていますが、そういったことをど

う見ておられるのかお願いします。 

  それから、15ページの３の１で、児童福祉施

設給食モニタリング事業費補助金というのがあ

りますが、この内容をお願いします。 

  それから、15ページの３の１、わらすこ広場

管理運営事業費がふえておりますが、この内容

を教えていただきたいと思います。 

  次に、16ページの４の２で、予防接種事業

129万3,000円とあります。ふえている内容はど

のようなものなのか、お願いします。 

  それから、19ページの６の１で、製材廃材等

エネルギー利用加速化事業費補助金がマイナス

100万円となりました。再生可能エネルギー利

用ということでやっているような気がするんで

すが、減ったのはとても残念だなという感じが

しますが、その理由などお願いします。 

  それから、20ページの８の２で、市道舗装補

修業務委託料50万円の内容についてお願いしま

す。 

  それから、20ページの２の３で、泉田二枚橋

線整備事業費がマイナス606万6,000円となりま

した。これは交付金の残、減額という理由だっ

たようですが、今後どのように考えておられる

のか、お願いします。 

  20ページの８の１、住宅リフォーム補助金が

400万円ふえました。内容、状況などをお願い

したいと思います。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 最初に福祉事務所から５

点お答えいたします。 

  １点目が人工透析患者の通院交通費の助成で

ございますが、24年度の新規事業ということで

行っております。腎臓機能障害により障害者手

帳の交付を受けた方116名いらっしゃいますが、

このうち人工透析の通院を受けている方39名に

対する交通費の助成を行っております。腎臓機

能障害の方、若干ふえておりますので、今回42

名ほど、いわゆる３名増ということで見込まれ

ますので、今回補正を行ったというところでご

ざいます。 

  それから、２点目の介護保険への繰出金とい

うふうになりますが、介護給付、介護保険のほ
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うでも9,500万円ほど増額しております。基本

的には御質問のとおり施設がふえたというふう

な状況でございます。具体的には合計で10施設

ほどふえております。サービス内容としまして

は、通所介護が７施設、介護予防通所介護が８

施設などふえておりまして、さらに今回、松本、

トウメキのほうで小規模多機能型の居宅介護施

設、これが近々オープンするというふうなこと

もございまして、これらを見込んでの介護保険

の特別会計のほうの補正を行っておりますので、

これに合わせたルールの繰り出しということで

繰出金を増額させていただいております。 

  それから、生活保護費の状況なんでございま

すが、４月に162件、222名の生活保護の状況で

ございました。11月末時点で183件、255名と、

１割以上増加している状況でございます。全国

的にも既に200万人を超しまして210万、220万

というふうな状況に近づきつつあるようでござ

いますが、新庄市においても同じような状況だ

というところでございます。特に最近の傾向と

して、50代後半から60代前半の男の方の仕事が

なくて、さらに病気があるという方の申請が非

常にふえております。若いころ都会に勤めてお

りましたが、新庄に戻って地元につてを求めて

帰ったんですが、親戚からの支援がもらえない

ということで申請に至るというふうなケースが

非常にふえているということで、昨今の情勢を

反映しているのかなと思っております。 

  あと扶養義務の強化なり基準の削減といいま

すか、そういうふうな動きがあるようでござい

ますが、これについては国の施策でございます

ので、それに伴ってやっていくということにな

りますが、扶養義務の強化につきましては厳罰

にしてもなかなか厳しいものがあるというふう

に思っておりますが、ただ、本来的にはやはり

扶養義務を果たしながら生活をやっていくとい

うふうなところは通常の家庭であれば当たり前

のことというふうにも思われますので、その辺

を考慮しながら進めていきたいというところで

ございます。 

  それから、給食モニタリングについて御質問

いただいておりますが、これにつきましては放

射性物質の有無及び量の調査を行うものでござ

います。対象が８施設ございまして、１週間程

度の給食をその都度といいますか、１週間分を

測定するという形になりまして、１施設１万

5,750円の経費を持つという形になります。実

施時期は１月を予定しております。 

  それから、わらすこ広場の管理費につきまし

ては、備品関係の補正を行いました。９月議会

で御指摘いただきました遊具に関して改めて確

認させていただきまして、修繕が必要な広場の

遊具について、現状からしまして交換が必要だ

というふうな状況でございましたので、５つの

遊具、おおむね20万円程度の額になりますが、

合計120万円という形になりますが、これを補

正させていただいたというための増額でござい

ます。 

  福祉事務所からは以上でございます。 

伊藤洋一健康課長 議長、伊藤洋一。 

沼澤恵一議長 健康課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一健康課長 予防接種事業費の補正につき

ましては、11月から新たに承認されました４種

混合ワクチンの補正の増加になります。ジフテ

リア、百日ぜき、破傷風の３種類に加えて、不

活化ポリオワクチンを加えました４種類の混合

のワクチンであります。 

  委託料につきましては、３種混合はもう既に

委託料が計算されておりますので、それに加え

て４種混合との差額を増額補正するものでござ

います。12月生まれまでの子供を予測しまして

補正しております。接種は生後３カ月からとい

うことになるものですから、今年度分について

は12月生まれまでを予測して補正して対応して

いるというものでございます。以上です。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 
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沼澤恵一議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 19ページの製材廃材等エネル

ギー利用加速化事業費補助金100万円の減額に

つきましては、当初予算ではペレットストーブ

の助成ということで、10万円掛ける10件という

ことで100万円を計上させていただきましたが、

山形県のエネルギー政策の所管がえということ

で、農林水産部から環境エネルギー部へ移管に

なりました。そして、この交付申請につきまし

ては、直接県知事へ申請するというふうな申請

の流れが変わりました。そのことで今回100万

円の減額というふうなことになっていまして、

この制度としてはそのまま残ってございます。 

  この内容につきましては、「県民のあゆみ」

７月号、それから山形県が作成したチラシ、そ

れから新庄市では「広報しんじょう」８月号で

特集を組んで説明してございますので、その辺

を見ていただければと思います。以上です。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 私のほうから20ページの

８款について、１点目が市道舗装の業務委託料

50万円でございますけれども、これは緊急修繕

ということで、例えば道路に穴があいたとかな

んとか、そんなときにそこを修繕するというふ

うなところで50万円を見込んだところでござい

ます。 

  それから、泉田二枚橋線につきましては、こ

れにつきましては23年度の事業繰り越しがござ

いまして、それでかなり先行したということで

ございます。それで、11月現在、当初予算を組

んでましたので、先行した部分を引いた残分、

塩野地区の入り口までは全て今年度分は終わっ

たということでの精算でございます。今年度で

すけれども、塩野地区から二枚橋までの約１キ

ロですけれども、そこにつきましては測量設計

業務、現在発注しております。来年度から２カ

年か３カ年かけましてその１キロについての防

雪柵についてやっていきたいと考えております。 

  それから、もう１点が住宅リフォームでござ

います。住宅リフォームにつきましては、11月

末現在の集計をしておりますけれども、申請件

数が161件ございます。補助対象工事費、161件

の工事費の全額ですけれども、３億5,102万円

となっております。交付金額が2,320万7,000円

ということで、９月補正で400万円ほど補正し

まして2,400万円の予算があったわけですけれ

ども、残が80万円を切っているという状態で、

なおかつことしの冬の克雪を対象とする、いわ

ゆる雪崩どめとかそういうものも対象になると。

新たな制度を追加したために、もう20件分400

万円、これを追加するものでございます。以上

です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） いろいろとありがとう

ございました。 

  介護保険の支出増の理由で施設がふえている

ということでした。この施設の内容をどのよう

にチェックしておられるでしょうか。その点に

ついて、２回目ということで、またお願いしま

す。 

  それから、生活保護事業費、生活保護の事業

のことで、先ほど国の施策ということで、余り

言いにくいというような答えだったような話が

ありますが、一つの扶養義務の強化ということ

がやられていきますと、関係者の共倒れあるい

は関係の悪化、それから必要な人が申請できな

くなる。「そこまで言われるならば申請できな

いわ」と言う方が時々おられるんですね。そう

いうふうに必要な方が申請できなくなるおそれ

があるのではないかなと私は思います。また、

金額１割削減と言われている話もありますが、

これをやられますと、実際今特に高齢者が生活

保護を受けている方で「本当に厳しくて、厳し

くて」とよく聞かされております。高齢者はや
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はり健康問題がありますし、それからつき合い

といいますか、やはり兄弟とか亡くなるとか、

そういうことに「どうする」ということでの逡

巡というか、迷いというか、お金がないのにど

うするという、そういうことでの心痛というの

は非常に高い深いものがあるように思います。

そういう意味で、本当は高齢者の加算を復活す

べきだなと思うんですが、逆に削減ということ

ではますます生活保護世帯にとっては厳しい、

冷たいということになってしまいます。それだ

けではなくて、生活保護費の削減というのはほ

かにも影響があります。最低賃金にもかかわっ

てきますし、税金の賦課のあり方も厳しくなっ

てしまうという関係もあります。福祉もありま

す。そういうことから、やはり生活保護費削減

というのは非常に問題でないかなと思いますが、

その点についてどうでしょうか、お願いします。 

  それから、先ほど児童福祉施設の給食の放射

能の測定ということで、行われるということで

した。保護者にとって本当にありがたいことだ

と思います。実は、学校給食もやはり放射能に

よる内部被曝が心配されているように思います

が、そこら辺、学校給食の放射能の内部被曝な

どないように点検しなきゃいけないと思います

が、それについてはどのように教育委員会は見

ておられるか、お願いしたいと思います。 

  それから、わらすこ広場の修繕、交換、遊具

の修繕ということで、大変ありがたいことだな

と思います。わらすこ広場について、関係者か

ら、実は小学生らから自分たちが遊べる場所が

ないんだと、自分たちも遊べるような場所を、

わらすこ広場というのはもっと低学年が中心な

もんですから、小学生がいっぱい騒がれるとど

うも危険が増すというようなことで、抑えなき

ゃいけないわけなんですね。そういう意味で、

小学生がもっと走り回れるような遊び場も必要

なんじゃないかなと思いますが、その点どうい

うふうに見ておられるのか、お願いしたいと思

います。 

  それから、都市整備課のほうで市道舗装の修

繕委託料、穴などの修繕ということで、これは

緊急だし、ぜひお願いしたいものだと思います。

ところで、この市道舗装について、このごろ雪

が降る直前から工事が入って、大雪のときに工

事がストップしてしまって、これから凍結など

もあるわけで、やはり市道の舗装は秋とか雪前

ではなく、春とか夏にすべきでないかなという

ふうにつくづく思うんですけれども、その点ど

うでしょうか、お願いします。 

  次に、20ページ、２の３の泉田二枚橋線の防

雪柵についてです。今後、二枚橋の１キロを二、

三年かけて行うという話ですが、実は二枚橋の

住民の方から二枚橋のほうから早く進めてもら

えないかという声がありましたが、この点につ

いてはどのように見ておられるでしょうか。 

  それから、20ページの８の１の住宅リフォー

ムにかかわってなんですが、雪崩どめなども対

象とするということで、大変ありがたいことだ

と思います。今後、冬はないとは思いますが、

屋根のふきかえとか塗装だけでも家の長寿命化

につながるように思いますが、その点について

枠を広げるという考えはないか、お願いします。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 私から２点お答えいたし

ます。 

  介護施設の内容のチェックということですが、

恐らく指導体制のあり方ということかと思いま

す。基本的に介護施設に関しましては県が許認

可権を持っていると。一部、市が持っていると

いう状況でございますが、基本的に最終的な指

導につきましては許認可権を持つ団体、国なり

が行うというふうな状況でございます。ただ、

いろんな事由が生じた場合、いわゆる窓口につ

いては市が担当するという形になりますので、

市、県、それぞれの施設の長も含めて対応して
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いくというふうな状況であることを御理解いた

だきたいと思います。 

  あと、生活保護に関していろいろ御意見をい

ただいておりますが、今のところ諮問機関並び

に各政党での構想の段階というふうな状況でご

ざいますので、この場でお答えはいたしかねる

というふうに思います。以上でございます。 

星川俊也都市整備課長 議長、星川俊也。 

沼澤恵一議長 都市整備課長星川俊也君。 

星川俊也都市整備課長 市道の補修工事に関連し

まして、現在の工事が遅いということでござい

ます。今、凍上災の道路工事を発注しています

けれども、先ほども出ましたように、アスファ

ルト合材、それが東北地方一斉にやっているも

んですからなかなか入らないということで、若

干工事がおくれております。ただ、工期につき

ましても12月25日ぐらいまでには全て凍上災に

ついての舗装については終わる予定でございま

す。議員おっしゃるように、工事については天

気のいいときにできるだけ発注していきたいと

いうふうには心がけております。 

  それから、防雪柵につきまして、塩野地域か

ら二枚橋まで１キロ工事するわけですけれども、

まだどこからする、どっちのほうからするとい

うようなところは決めておりません。ですから、

そういうふうなやりやすいところといいますか、

そんなところで工事のしやすいところから着手

していくような形にはなると思います。 

  それから、住宅リフォームにつきましては、

この質問につきましては何回かお受けしている

わけですけれども、住宅リフォームの要件、こ

れにつきましては県の要件がございます。これ

は県の補助金を活用しての制度でございますの

で、県の要件に合致した内容でつくっていると

いうことでございます。それで、例示として屋

根のふきかえ等々ございましたけれども、その

屋根のふきかえ工事の際に、例えば屋根板につ

いて県産材を使ってもらうとか、そんなところ

で点数が10点以上になる場合がございます。で

すから、そういうふうな形でこの制度が利用で

きるように、逆に活用してもらえればなと思い

ます。以上です。 

沼澤恵一議長 学校給食は補正にありませんので、

答弁は求めません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

沼澤恵一議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） わらすこ広場の管理運

営事業で交換していただいたのはありがたいこ

とで、わらすこ広場というのは本当にありがた

いところだと思っているところです。 

  その中で、小学生たちも入ってくるようで、

そのときに小さい子供たちにとっては非常に危

ない状況もありまして、小学生は余り大きい人

はとかって本当は断りたいところがあるんです

が、どうしてもやはり子供たちも自分たちは行

くところないんだなということで、入らせてく

れと。できれば小学生らが走り回って遊べるよ

うな広場が開設されてもいいのではないだろう

かという、私や関係者が何となく思うところな

んですが、その点についてどうでしょうか。 

小野 享福祉事務所長 議長、小野 享。 

沼澤恵一議長 福祉事務所長小野 享君。 

小野 享福祉事務所長 小学生の放課後の遊び場

の確保というふうなお話かと思われます。現在、

放課後の安全対策並びに遊び場の確保として、

文科省、それから厚生労働省含めまして、我々

のほうですと学童保育所になりますが、あと文

科省のほうですと放課後子ども教室という形で

それぞれ安全な遊び場をつくっていこうという

対策は進めております。ですから、各学区にそ

れぞれ学童保育所なりクラブをつくっていくと

いうふうな方向で現在考えておりますので、将

来的にはそういうふうな遊び場確保という面に

向けて実現されるのかなというふうには思って

おります。まだ現在も過程中でございますので、

現在検討させていただいているというふうな状
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況を御理解いただきたいと思います。 

沼澤恵一議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第73号平成24年度新庄市一般会計補正予

算（第７号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第73号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１０議案第７４号平成２４

年度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第10議案第74号平成24年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質問なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第74号平成24年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第74号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１１議案第７５号平成２４

年度新庄市交通災害共済事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第11議案第75号平成24年度新

庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質問なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 
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  議案第75号平成24年度新庄市交通災害共済事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第75号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１２議案第７６号平成２４

年度新庄市公共下水道事業特別会

計補正予算（第３号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第12議案第76号平成24年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第76号平成24年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第76号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１３議案第７７号平成２４

年度新庄市営農飲雑用水事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第13議案第77号平成24年度新

庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第77号平成24年度新庄市営農飲雑用水事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第77号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１４議案第７８号平成２４

年度新庄市介護保険事業特別会計

補正予算（第２号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第14議案第78号平成24年度新



- 109 - 

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第78号平成24年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第78号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１５議案第７９号平成２４

年度新庄市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第１号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第15議案第79号平成24年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第79号平成24年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第79号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１６議案第８０号平成２４

年度新庄市水道事業会計補正予算

（第２号） 

 

 

沼澤恵一議長 日程第16議案第80号平成24年度新

庄市水道事業会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第80号平成24年度新庄市水道事業会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

沼澤恵一議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第80号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

沼澤恵一議長 ここで市長より御挨拶がございま

す。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 平成24年の12月議会、全ての議案

審議いただきまして、まことにありがとうござ

いました。 

  ８月には将来の社会保障等に要するというよ

うなことで、税の一体改革というようなことで

10％の消費税増税案が可決され、その際、野田

総理が「近いうち」というようなことで、近い

うちの選挙が師走に入って行われたところであ

ります。３年半の民意とは対照的な自公連立政

権が恐らくできるであろうという昨今でありま

すが、今後の日本の将来の形をしっかり示して

いっていただきたいというふうに思っていると

ころであります。 

  また、ことしは国内外におきまして多難な年

であったなというふうに思っております。初め

には、まず大雪で始まった24年の年かなと。２

年連続、市民の皆様の大変大きな不安の中での

生活、今議会におきましては空き家対策等に関

する条例を提案させていただきました。なるべ

く早い時期にこの条例を通して住民の皆さんの

安全安心を確保していきたいという願いに議員

の皆様もお応えいただきましたこと、本当に心

から感謝申し上げたいと思います。 

  国内外におきましては、尖閣の問題あるいは

竹島問題というようなことで、日中関係が非常

に厳しい状況、日韓関係が厳しい状況の中にあ

って、また北朝鮮のミサイル発射などというふ

うな、日本を取り巻く環境が非常に厳しい状況

になっているということは、国民の皆さん御承

知のとおりだと思います。この打開に向けて、

この影響というのは観光客であったり、あるい

は経済の伸展の滞りなどというようなことで、

日本経済においても大変な打撃をこうむってい

るところであります。こうしたことも含めて今

後の政権に期待しているところであります。 

  また、これから行われるであろう新庄市にお

きましては、新たな動きといたしましてエコロ

ジーガーデン、旧蚕糸試験場が国の登録有形文

化財になったということで、また一つ魅力が増

したというふうに思っております。これらを重

層的に相乗効果が出るような形で新庄まつり誘

客100万人構想の実現に向けて今後も取り組ん

でまいりたいというふうに思っております。そ

のことを一点突破をしながら、この地域が自信

と誇りを持って暮らしていけるまちであるとい

うことこそが基本的にまちづくりにおける大事

な要素だというふうなことの信念のもとに進め

てまいりたいというふうに思います。 

  大変雪が多く、夏は大変暑い中、秋がさっと

過ぎて、大雨の中から雪になったという多難な

年ではありましたが、来年こそは皆様方また市

民の皆様に訪れるであろう幸せを願いながら、

12月議会の慎重審議に対する御礼を重ねまして、

御礼とさせていただきます。 

  12月議会、まことにありがとうございました。 

沼澤恵一議長 以上をもちまして、平成24年12月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会といたします。 
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  大変御苦労さまでした。 

 

     午前１１時４９分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  沼 澤 恵 一 

 

   会議録署名議員  佐 藤 卓 也 

 

    〃    〃   下 山 准 一 
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